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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処

理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 



 



 

はじめに 

本 LSIは、ルネサス エレクトロニクスオリジナルの RISC方式の CPUをコアにして、システム構成に必要な周

辺機能を集積した RISCマイコンです。本 LSIは、CPUコアとして、SH-4A拡張機能をサポートした SH-4Aを内

蔵しています。 
 

対象者  本マニュアルは、本 LSIを用いた応用システムを設計するユーザーを対象としています。 

本マニュアルを使用される読者には、電気回路、論理回路、およびマイクロコンピュータに関する

基本的な知識を必要とします。 
 

目的   本マニュアルは、本 LSIのハードウェア機能と電気的特性をユーザーに理解していただくことを目

的としています。 
 

読み方  

• 機能全体を理解しようとするとき。 

→ 目次にしたがって読んでください。 

  本書は、大きく分類すると、CPU、システム制御機能、周辺機能の順に構成されています。 

• 各命令の詳細を理解したいとき。 

→ 別冊の「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」を参照し てください。 
 

凡例 ビット表記  ：左側が上位ビット、右側が下位ビットの順に表記します。 

   数字の表記  ：2進数は B'XXXX、16進数は H'XXXX、10進数は XXXXで表します。 

   記号の表記  ：ローアクティブの信号にはオーバーバー（XXXX）を付けます。 



 

略語の説明 
 

ALU Arithmetic Logic Unit 

 演算論理回路 

ASID Address Space Identifier 

 アドレス空間識別子 

BGA Ball Grid Array 

 ボールグリットアレイ 

CPG Clock Pulse Generator 

 クロック発振器 

CPU Central Processing Unit 

 中央制御装置 

DBSC3 DDR3-SDRAM Interface 

 DDR3-SDRAM インタフェース 

DDR Double Data Rate 

 ダブルデータレート 

DMA Direct Memory Access 

 ダイレクトメモリアクセス 

DMAC Direct Memory Access Controller 

 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAコントローラ） 

FIFO First-In First-Out 

 先入れ先出し 

FLCTL NAND Flash Memory Controller 

 NANDフラッシュメモリコントローラ 

FPU Floating Point Unit 

 浮動小数点演算装置 

HAC Audio Codec 

 オーディオコーデック 

H-UDI User Debugging Interface 

 ユーザデバッグインタフェース 

INTC Interrupt Controller 

 割り込みコントローラ 

JTAG Joint Test Action Group 

 バウンダリスキャン規格化グループ 

LBSC Local Bus State Controller 

 ローカルバスステートコントローラ 

LRAM L Memory 

 Lメモリ（内蔵 RAM） 



 

LRU Least Recently Used 

 （仮想記憶ページ置き換えアルゴリズムの名前） 

LSB Least Significant Bit 

 最下位ビット 

MMU Memory Management Unit 

 メモリマネジメントユニット 

MSB Most Significant Bit 

 最上位ビット 

PC Program Counter 

 プログラムカウンタ 

PCI Peripheral Components Interconnect 

 ペリフェラルコンポーネントインタコネクト 

PCIEC PCI Express Controller 

 PCI エクスプレスコントローラ 

PFC Pin Function Controller 

 ピンファンクションコントローラ 

RISC Reduced Instruction Set Computer 

 縮小命令セットコンピュータ 

SCIF Serial Communication Interface with FIFO 

 FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース 

SSI Serial Sound Interface 

 シリアルサウンドインタフェース 

TAP Test Access Port 

 テスト端子 

TLB Translation Lookaside Buffer 

 変換ルックアサイドバッファ 

TMU Timer Unit 

 タイマユニット 

UART Universal Asynchronous Receiver/Transmitter 

 調歩同期インタフェース 

UBC User Break Controller 

 ユーザブレークコントローラ 

WDT Watchdog Timer 

 ウォッチドッグタイマ 
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1. 概要 

本 LSIは、マルチメディア、情報機器、ネットワーク、アミューズメント機器、CIS（カーナビゲーションなど）

向けとして開発された次世代 SH-4ファミリの製品です。 

本 LSIには、DDR3-SDRAMインタフェース、PCI Expressコントローラ、USBコントローラ、DMAコントーラ、

タイマ、シリアル、オーディオインタフェース、デジタル RGB表示をサポートするディスプレイユニット（DU）

などを搭載しています。また、外部バスインタフェースは、DDR3インタフェース、PCI Expressインタフェース、

USB2.0インタフェース、ローカルバスを独立した専用インタフェースにより、大容量のデータ転送およびストリ

ーミングデータ転送に適したバスインタフェース構成になっております。 

本 LSIの CPU、FPUは、SH-1、SH-2、SH-3および SH-4マイクロコンピュータと命令セットレベルで上位互換

性を特長とする 32ビット RISC（縮小命令セットコンピュータ）マルチプロセッサである SH-4Aを 2個内蔵して

おり、CPU、FPU性能 533MHz（1.9 GIPS、7.4 GFLOPS）を実現し、命令キャッシュ、コピーバックまたはライト

スルーモードの選択が可能なオペランドキャッシュ、4エントリのフルアソシアティグ命令 TLB（変換ルックア

サイドバッファ）、64エントリのフルアソシアティブ共用 TLB付きMMU（メモリマネジメントユニット）を内

蔵しています。 

【注】 SH7786の CPU関連機能は SH7785の拡張になります。拡張機能については付録 Aにまとめてあります。 
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SH7786グループ

1.1 本 LSIの特長 

本 LSIの特長を表 1.1に示します。 
 

表 1.1 本 LSIの特長 

項  目 特   長 

LSI • CPU動作周波数：533MHz（1.92GIPS、7.46GFLOPS） 

• 電圧：1.25V（内部）、1.5V（DDR3-SDRAM / PCI Express）、3.3V（I/O / PCI Express） 

• パッケージ：593ピン BGA（大きさ：25×25mm、ピンピッチ：0.8mm） 

• 外部バス（ローカルバス） 

独立した 26ビットアドレスと 32ビットデータバス 

外部バス周波数：最大 88.9MHz 

• 外部バス（DDR3-SDRAMバス） 

独立した 16ビットアドレスと 32ビットデータバス 

外部バス周波数：最大 533MHz（最大データ転送レート 1066Mbps） 

• 外部バス（PCI Expressバス） 

4/2/1レーン＋1レーン 

Root point / End point 選択可能 

CPU（各 CPU） • ルネサスエレクトロニクスオリジナルアーキテクチャ 

• 32ビット内部データバス 

• 汎用レジスタファイル： 

16本の 32ビット汎用レジスタ（および 8本の 32ビットシャドウレジスタ） 

7本の 32ビット制御レジスタ 

4本の 32ビットシステムレジスタ 

• RISCタイプ命令セット（SH-1、SH-2、SH-3、SH-4と上位互換性あり）： 

命令長：コードの効率改善のための 16ビット固定長 

ロードストアアーキテクチャ 

遅延分岐命令 

条件付き実行 

C言語に基づく命令セット 

• FPUを含む 2命令同時実行型スーパスカラ 

• 命令実行時間：最大 2命令／サイクル 

• 仮想アドレス空間：4Gバイト 

• 空間識別子 ASID：8ビット（オプションで 16ビット対応可）、256仮想アドレス空間 

• 乗算器内蔵 
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SH7786グループ 

項  目 特   長 

FPU（各 CPU） • 浮動小数点コプロセッサ内蔵 

• 単精度（32ビット）および倍精度（64ビット）をサポート 

• IEEE754に準拠したデータタイプおよび例外をサポート 

• 丸めモード：近傍および 0方向への丸め 

• 非正規化数の扱い：0への切り捨て、または IEEE754に準拠のための割り込み発生 

• 浮動小数点レジスタ：32ビット×16レジスタ×2バンク 

（単精度×16レジスタまたは倍精度×8レジスタ）×2バンク 

• 32ビット CPU-FPU浮動小数点通信レジスタ（FPUL） 

• FMAC（乗算およびアキュムレート）命令をサポート 

• FDIV（除算）／FSQRT（平方根）命令をサポート 

• FLDI0/FLDI1（ロード定数 0/1）命令をサポート 

• 命令実行時間 

レイテンシ（FADD/FSUB）：3サイクル（単精度）、5サイクル（倍精度） 

レイテンシ（FMAC/FMUL）：5サイクル（単精度）、7サイクル（倍精度） 

ピッチ（FADD/FSUB）：1サイクル（単精度／倍精度） 

ピッチ（FMAC /FMUL）：1サイクル（単精度）、3サイクル（倍精度） 

【注】FMACは単精度に対してのみサポートしています 

• 3Dグラフィック命令（単精度のみ） 

4次元ベクトル変換および行列演算（FTRV）：4サイクル（ピッチ）、8サイクル（レイテンシ） 

4次元ベクトル（FIPR）の内積：1サイクル（ピッチ）、5サイクル（レイテンシ） 

メモリマネジメント 

ユニット 

（MMU）（各 CPU） 

• 4Gバイトのアドレス空間、256のアドレス空間識別子（ASID 8ビット/16ビット対応） 

• 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

• 複数のページサイズをサポート：1K、4K、8K、64K、256K、1M、4M、64Mバイト 

• 命令に対する 4エントリのフルアソシアティブ TLB 

• 命令およびオペランドに対する 64エントリのフルアソシアティブ TLB 

• ソフトウェアによる入れ替え方法およびランダムカウンタ方式入れ替えアルゴリズムをサポート 

• TLBの内容はアドレスマッピングにより直接アクセス可能 

• 29ビットの物理アドレスモードと 32ビットの物理アドレスモード 

キャッシュメモリ（L1）

（各 CPU） 

• 命令キャッシュ（IC） 

32Kバイト、4ウェイセットアソシエイティブ 

256エントリ／ウェイ、32バイトブロック長 

• オペランドキャッシュ（OC） 

32Kバイト、4ウェイセットアソシエイティブ 

256エントリ／ウェイ、32バイトブロック長 

• 選択可能な書き込み方式（コピーバック／ライトスルー） 

• ストアキュー（32バイト×2エントリ） 

• 1段コピーバックバッファ、1段ライトスルーバッファ 

• キャッシュコヒーレンシ サポート 

• ライト方式：コピーバック、ライトスルー 
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項  目 特   長 

LRAM（各 CPU） • ILメモリ 

高速アクセスメモリ 8Kバイト 

3本の独立した読み出し／書き込みポート 

CPU、FPUからの 8／16／32／64ビットアクセス 

外部要求による 8／16／32ビットおよび 16／32バイトアクセス 

CPU、FPUアクセスでのメモリ保護機能をサポート 

• OLメモリ 

高速アクセスメモリ 16Kバイト 

3本の独立した読み出し／書き込みポート 

CPU、FPUからの 8／16／32／64ビットアクセス 

外部要求による 8／16／32ビットおよび 16／32バイトアクセス 

CPUおよび FPUアクセスでのメモリ保護機能をサポート 

L2キャッシュ／ 

共有メモリ 

• L2キャッシュメモリ 256Kバイト 

• 4ウェイセットアソシエイティブ 

• ライト方式：ライトスルー 

• IC専用モード、OC専用モード、IC/OC共用モード対応 

• 共有メモリとしても使用可能（L2 256K、共有メモリ 256K、L2 128K /共有メモリ 128K選択可能） 

割り込みコントローラ 

（INTC） 

• 2つの割り込み動作モード 

固定分配モード：CPUごとに固定的に分配するモード 

自動分配モード：CPUに対して分配するモード 

• 9本の独立した外部割り込み：NMI、IRQ7～IRQ0 

NMI：立ち下がり／立ち上がり選択可能 

IRQ：立ち下がり／立ち上がり／ハイレベル／ローレベル選択可能 

• 15レベルの符号化した外部割り込み：IRL3～IRL0または IRL7～IRL4 

• 内蔵モジュール割り込み：モジュールごとに優先レベルを設定 

内蔵モジュール割り込みを発行できるモジュールは以下のモジュールです。 

TMU、DU、SCIF、WDT、H-UDI、DMAC0、DMAC1、HPB-DMAC、HAC、PCIEC、USB、HSPI、

SDIF、SSI、FLCTL、I2C、GPIO 
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項  目 特   長 

ローカルバスステート 

コントローラ（LBSC） 

• ローカルバス専用インタフェース 

それぞれ最大 64Mバイトの 5つのエリアに分割した外部メモリ空間を管理 

インタフェースタイプ、バス幅、ウェイトステート挿入を各エリアごと独立に設定可能 

• SRAMインタフェース 

ウェイトステート挿入をレジスタによって設定可能 

RDY端子によるウェイトステート挿入 

接続可能エリア：全エリア（CS0/CS1/CS2/CS3/CS4/CS5/CS6） 

設定可能バス幅：32、16、8ビット 

• バースト ROMインタフェース 

ウェイトステート挿入をレジスタによって設定可能 

バースト転送回数をレジスタによって設定可能 

接続可能エリア：全エリア（CS0/CS1/CS2/CS3/CS4/CS5/CS6） 

設定可能バス幅：32、16、8ビット 

• MPXインタフェース 

アドレス／データマルチプレクス 

接続可能エリア：全エリア（CS0/CS1/CS2/CS3/CS4/CS5/CS6） 

設定可能バス幅：32ビット 

• バイト制御 SRAMインタフェース 

接続可能エリア：1、4 

設定可能バス幅：32、16ビット 

• PCMCIAインタフェース（リトルエンディアンモード時のみ） 

ウェイトステート挿入をレジスタによって設定可能 

I/Oバス幅のバスサイジング機能 

接続可能エリア：5、6 

設定可能バス幅：16、8ビット 

• E-IDE／ATAPIデバイス（ATA3）との転送をサポート 

PIOモード 4、マルチワード DMAモード 2の転送をサポート 

接続可能エリア：5、6 

• ビッグエンディアンまたはリトルエンディアンを設定可能 
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DDR3-SDRAM 

バスコントローラ 

（DBSC） 

• DDR3-SDRAMバス専用インタフェース 

マルチバンク対応：4バンクのマルチバンクオペレーションに対応 

バンク数：4、8バンク対応（ただし、同時に開くのは 4バンクまで） 

バス幅：32ビット 

先行プリチャージ・アクティベート機能サポート 

バースト長：8 

バーストタイプ：シーケンシャル（固定） 

CASレイテンシ： 5、6、7、8、9、10 

• オートリフレッシュモード 

平均間隔をレジスタに設定可能。リクエストの空きがあれば先行リフレッシュ動作を実施 

• セルフリフレッシュモード 

• 接続対象メモリ：接続可能最大メモリ容量 2Gバイト 

バス幅：32ビット 

16M×16bit（256Mbit）×2、32M×16bit（512Mbit）×2、64M×16bit（1Gbit）×2、 

128M×16bit（2Gbit）×2、32M×8bit（256Mbit）×4、64M×8bit（512Mbit）×4、 

128M×8bit（1Gbit）×4、256M×8bit（2Gbit）×4 

PCI Express 

コントローラ（PCIEC）

• PCI Express規格のレビジョン 1.1のサブセット 

4（または 2＋1）レーン＋1レーン、バス周波数：2.5GHz 

• PCI Express Root pointまたは End pointとして動作 

• マルチレーン（4/2/1）対応 

• バーチャルチャネル（VC）：1チャネル 

• Ack/Nack機構による自動リトライ（再送）機能をサポート 

• MAXペイロードサイズ：1KB（PCIEC0）、512B（PCIEC1/2） 

USBコントローラ

（USB） 

• USB2.0インタフェース 

• ポート数：2ポート（Host/Function 1ポート、Host 1ポート） 

• ホスト機能：EHCI Ver1.0、OHCI Ver1.0aをサポート 

• ファンクション機能：USB2.0サポートの UDC（USBデバイスコントローラ）を内蔵 

• 転送速度：ハイスピード（480 Mbps）／フルスピード（12 Mbps） 

• （Host/Function各 1モジュール搭載、Host2ポート使用時には内蔵 Root Hab使用） 

• OnTheGo機能は非サポート 

Ethernet MACコントロ

ーラ（Ether） 

• IEEE 802.3u MAC機能 

• 10/100 Mbps転送対応 

• フロー制御（IEEE 802.3x/バックプレッシャー方式） 

• IEEE 802.3u準拠のインタフェース 

• マジックパケット検出 

• DMAコントローラを内蔵 
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ダイレクト 

メモリアクセス 

コントローラ 0 

（DMAC0） 

• チェネル数：6 

• 6チャネル物理アドレス DMAコントローラ 

• 4チャネル外部リクエスト受け付け可能（チャネル 0～3） 

• アドレス空間：4Gバイト 

• 転送データサイズ：8、16、32ビットまたは 16、32バイト 

• アドレスモード：デュアルアドレスモード 

• 転送要求：外部リクエスト、またはオートリクエストから選択可能 

• DACK/DRAK選択可能（4つの外部端子） 

• バスモード：サイクルスチールモードとバーストモード選択可能 

• 優先順位：チャネル優先順位固定モードとラウンドロビンモードから選択可能 

• スキャッタ・ギャザ転送サポート 

ダイレクト 

メモリアクセス 

コントローラ 1 

（DMAC1） 

• チェネル数：4 

• 4チャネル物理アドレス DMAコントローラ 

• アドレス空間：4Gバイト 

• 転送データサイズ：32ビットまたは 8、16、32バイト（チャネル 0、1） 

         8、16、32ビットまたは 8、16、32バイト（チャネル 2、3） 

• アドレスモード：デュアルアドレスモード 

• 転送要求：オートリクエスト 

• コマンドチェインサポート（チャネル 0、1のみ） 

• キャッシュコヒーレンシサポート（チャネル 0、1のみ） 

• スキャッタ・ギャザ転送サポート（チャネル 0、1のみ） 

クロック発振器（CPG） • CPU周波数：最大 533MHz 

• ローカルバス周波数：最大 88.9MHz 

• DDR3-SDRAMインタフェース周波数：最大 533MHz 

• 内蔵周辺バス周波数：最大 66MHz 

• 低消費電力モード 

スリープモード 

モジュールスタンバイ機能 

DDR電源バックアップ機能（DDR電源のみ電源供給） 

ウォッチドッグタイマ 

（WDT） 

• チャネル数：3（チップ全体：1、各 CPUに 1） 

• 1チャネルのウォッチドックタイマ（パワーオンリセット専用） 

（ウォッチドッグタイマモードまたはインターバルタイマモード選択可能） 

• CPUコアごとのウォッチドックタイマ（マニュアルリセット専用） 

タイマユニット（TMU） • チャネル数：12 

• 12ネルのオートリロード方式の 32ビットダウンカウンタを内蔵 

• インプットキャプチャ機能（チャネル 2のみ） 

• 最大 6種類（外部クロックおよび周辺クロック）のカウンタ入力クロック選択可能 
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ディスプレイユニット 

（DU） 

• 表示プレーン 

4プレーン（854×480ドット時の最大） 

3プレーン（800×600ドット時の最大） 

• CRT走査方式：ノンインタレース、インタレース、インタレースシンク＆ビデオ 

• 同期方式：マスタモード（内部同期モード）、TV同期モード（外部同期モード）、同期方式切り

替えモード 

• カラーバレット内蔵 

26万色中同時 256色表示 

4組（レイヤごとに設定可能） 

• ブレンド比設定 

ブレンド比ありカラーパレット面数：4面 

αプレーン（面数と兼用） 

• デジタル RGB出力：RGB各 6bit精度 

• ドットクロック：外部入力、内部クロック切り替え可能（分周率：1～32分周） 

FIFO内蔵シリアル 

コミュニケーション 

インタフェース（SCIF）

• チャネル数：6（最大） 

• 6チャネルに 64バイト（8ビット×64段）の FIFOを内蔵 

• 2本の全二重通信チャネル 

• 調歩同期式モードおよびクロック同期式モードをサポート 

• 内蔵ボーレートジェネレータにより、任意のビットレートを選択可能 

• モデムコントロール機能（RTS、CTS）内蔵（チャネル 0のみ） 

• ボーレートジェネレータからの内部クロック、または SCK端子からの外部クロックを選択可能 

I2Cバスインタフェース

（I2C） 

• チャネル数：2 

• Philips社提唱 I2Cバスインタフェース方式に対応 

• マスタ／スレーブ対応 

• マルチタスク対応 

• ファーストモード対応 

• クロック周波数は可変 

• I2Cバッファは 3.3VLVTTLインタフェースで実現 

（一部 I2Cバスインタフェース規格に準拠していません） 

シリアルペリフェラル 

インタフェース（HSPI）

• チェネル数：1（最大） 

• 全二重通信をサポート 

• マスタ／スレーブモード 

• 内蔵ボーレートジェネレータにより、任意のビットレートを選択可能 
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SDホスト 

インタフェース（SDIF）

• チャネル数：2（最大） 

• SD メモリ/IOカードインタフェース（1ビット／4ビット SDバス） 

• エラーチェック機能：CRC7（コマンド）、CRC16（データ） 

• 割り込み要求：カードアクセス割り込み、SDIOアクセス割り込み、カード検出割り込み 

• DMA転送要求：SD_BUFライト、SD_BUFリード 

• カード検出機能、ライトプロテクトサポート 

• SDホストインタフェースのマニュアルは、守秘契約を結んでいただいたうえで公開致します。 

（詳細は、弊社営業窓口までご照会ください。） 

オーディオコーデック 

インタフェース（HAC）

• チャネル数：2（最大） 

• オーディオコーデック用デジタルインタフェース 

• スロット 1～4の送受信に対応 

• 送受信 DMA転送は 16または 20ビットを選択可能 

• スロットデータの調整により各種サンプリングレートをサポート 

シリアルサウンド 

インタフェース（SSI） 

• チャネル数：4（最大） 

• 圧縮データ転送および非圧縮データ転送をサポート 

• フレームサイズを設定可能 

NAND 

フラッシュメモリ 

コントローラ（FLCTL）

• チャネル数：1（最大） 

• NAND型フラッシュメモリインタフェース 

• 動作モード：コマンドアクセスモード、セクタアクセスモード 

• データ転送用 FIFO 

フラッシュメモリのデータ転送用に 224バイトの FIFOを内蔵 

管理コードのデータ転送用に 32バイトの FIFOを内蔵 

CPUおよび DMACからのアクセス時、オーバラン／アンダラン検出フラグビット 

汎用 I/O（GPIO） • 汎用 I/Oポート：入出力 103本 

• GPIO割り込みサポート 

ユーザブレーク 

コントローラ（UBC） 

（各 CPU） 

• ユーザブレーク割り込みによるデバックをサポート 

• 2本のブレークチャネル 

• アドレス、データ値、アクセスのタイプ、データサイズはすべてブレーク条件として設定可能 

• シーケンシャルブレーク機能をサポート 

ユーザデバッグ 

インタフェース（H-UDI）

• JTAGインタフェース（TCK、TMS、TRST、TDI、TDO） 

• E10Aエミュレータサポート 

• リアルタイム分岐トレース 

パッケージ • フリップチップ BGA 593ピン（25×25 mm、0.8mmピッチ） 

電源電圧 • 内部（VDD）、PCI Express （VDD-PCIE）、PLL2（VDDAI）：1.25V 

• DDR3 I/O（VCCQ-DDR15）、PCI Express I/O（VCCQ-PCI15）：1.5V 

• I/O（VCCQ）、PCI Express I/O（VCCQ-PCI）：3.3V 
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1.2 ブロック図 

本 LSIのブロック図を図 1.1に示します。 
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Super scalar CPU

FPU / MMU
32KB I-cache/O-cache

8KB ILメモリ
16KB OLメモリ

SH-4A_1
Super scalar CPU
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32KB I-cache/O-cache

8KB ILメモリ
16KB OLメモリ

L2 Cache
256KB
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DDR3-SDRAM
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図 1.1 ブロック図 
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1.3 ピン配置表 
番号 端子名 I/O 機能 

1 MDQ0 IO DDR data 0 

2 MDQ1 IO DDR data 1 

3 MDQ2 IO DDR data 2 

4 MDQ3 IO DDR data 3 

5 MDQ4 IO DDR data 4 

6 MDQ5 IO DDR data 5 

7 MDQ6 IO DDR data 6 

8 MDQ7 IO DDR data 7 

9 MDQ8 IO DDR data 8 

10 MDQ9 IO DDR data 9 

11 MDQ10 IO DDR data 10 

12 MDQ11 IO DDR data 11 

13 MDQ12 IO DDR data 12 

14 MDQ13 IO DDR data 13 

15 MDQ14 IO DDR data 14 

16 MDQ15 IO DDR data 15 

17 MDQ16 IO DDR data 16 

18 MDQ17 IO DDR data 17 

19 MDQ18 IO DDR data 18 

20 MDQ19 IO DDR data 19 

21 MDQ20 IO DDR data 20 

22 MDQ21 IO DDR data 21 

23 MDQ22 IO DDR data 22 

24 MDQ23 IO DDR data 23 

25 MDQ24 IO DDR data 24 

26 MDQ25 IO DDR data 25 

27 MDQ26 IO DDR data 26 

28 MDQ27 IO DDR data 27 

29 MDQ28 IO DDR data 28 

30 MDQ29 IO DDR data 29 

31 MDQ30 IO DDR data 30 

32 MDQ31 IO DDR data 31 

33 MDM0 O DDR data mask 0 

34 MDM1 O DDR data mask 1 

35 MDM2 O DDR data mask 2 

36 MDM3 O DDR data mask 3 

37 MDQS0 IO DDR data strobe 0 

番号 端子名 I/O 機能 

38 MDQS1 IO DDR data strobe 1 

39 MDQS2 IO DDR data strobe 2 

40 MDQS3 IO DDR data strobe 3 

41 MDQS0 IO DDR data strobe 0  

42 MDQS1 IO DDR data strobe 1  

43 MDQS2 IO DDR data strobe 2  

44 MDQS3 IO DDR data strobe 3  

45 MA0 O DDR address 0 

46 MA1 O DDR address 1 

47 MA2 O DDR address 2 

48 MA3 O DDR address 3 

49 MA4 O DDR address 4 

50 MA5 O DDR address 5 

51 MA6 O DDR address 6 

52 MA7 O DDR address 7 

53 MA8 O DDR address 8 

54 MA9 O DDR address 9 

55 MA10 O DDR address 10 

56 MA11 O DDR address 11 

57 MA12 O DDR address 12 

58 MA13 O DDR address 13 

59 MA14 O DDR address 14 

60 MA15 O DDR address 15 

61 MBA0 O DDR bank address 0 

62 MBA1 O DDR bank address 1 

63 MBA2 O DDR bank address 2 

64 MCK0 O DDR clock 0 

65 MCK0 O DDR clock 0  

66 MCK1 O DDR clock 1 

67 MCK1 O DDR clock 1  

68 MCS0 O DDR chip select 

69 MCS1 O DDR chip select 

70 MRAS O DDR row address 

select 

71 MCAS O DDR column address 

select 

72 MWE O DDR write enable 
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番号 端子名 I/O 機能 

73 MODT0 O DDR on chip terminator

74 MODT1 O DDR on chip terminator

75 MCKE0 O DDR clock enable 

76 MCKE1 O DDR clock enable 

77 MVREF0 I DDR reference voltage 

DQ 

78 MVREF1 I DDR reference voltage 

ADR/CMD 

79 MBKPRST I DDR backup reset 

80 MZQ I DDR MZQ 

81 MRESET I DDR reset 

82 SDBUP I DDR Backup mode 

input 

83 D0/FD0 IO/IO Local bus data 0/NAND 

flash data 0 

84 D1/FD1 IO/IO Local bus data 1/NAND 

flash data 1 

85 D2/FD2 IO/IO Local bus data 2/NAND 

flash data 2 

86 D3/FD3 IO/IO Local bus data 3/NAND 

flash data 3 

87 D4/FD4 IO/IO Local bus data 4/NAND 

flash data 4 

88 D5/FD5 IO/IO Local bus data 5/NAND 

flash data 5 

89 D6/FD6 IO/IO Local bus data 6/NAND 

flash data 6 

90 D7/FD7 IO/IO Local bus data 7/NAND 

flash data 7 

91 D8 IO Local bus data 8 

92 D9 IO Local bus data 9 

93 D10 IO Local bus data 10 

94 D11 IO Local bus data 11 

95 D12 IO Local bus data 12 

96 D13 IO Local bus data 13 

97 D14 IO Local bus data 14 

98 D15 IO Local bus data 15 

99 D16 IO Local bus data 16 

100 D17 IO Local bus data 17 

101 D18 IO Local bus data 18 

番号 端子名 I/O 機能 

102 D19 IO Local bus data 19 

103 D20 IO Local bus data 20 

104 D21 IO Local bus data 21 

105 D22 IO Local bus data 22 

106 D23 IO Local bus data 23 

107 D24 IO Local bus data 24 

108 D25 IO Local bus data 25 

109 D26 IO Local bus data 26 

110 D27 IO Local bus data 27 

111 D28 IO Local bus data 28 

112 D29 IO Local bus data 29 

113 D30 IO Local bus data 30 

114 D31 IO Local bus data 31 

115 A0 O Local bus address 0 

116 A1 O Local bus address 1 

117 A2 O Local bus address 2 

118 A3 O Local bus address 3 

119 A4 O Local bus address 4 

120 A5 O Local bus address 5 

121 A6 O Local bus address 6 

122 A7 O Local bus address 7 

123 A8 O Local bus address 8 

124 A9 O Local bus address 9 

125 A10 O Local bus address 10 

126 A11 O Local bus address 11 

127 A12 O Local bus address 12 

128 A13 O Local bus address 13 

129 A14 O Local bus address 14 

130 A15 O Local bus address 15 

131 A16 O Local bus address 16 

132 A17 O Local bus address 17 

133 A18 O Local bus address 18 

134 A19 O Local bus address 19 

135 A20 O Local bus address 20 

136 A21 O Local bus address 21 

137 A22 O Local bus address 22 

138 A23 O Local bus address 23 

139 A24 O Local bus address 24 
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番号 端子名 I/O 機能 

140 A25 O Local bus address 25 

141 CS0 O/O Chip select 0 

142 CS1/A26 O/O Chip select 1/Local bus 

address 26 

143 CS2 O Chip select 2 

144 CS3 O Chip select 3 

145 CS4 O Chip select 4 

146 CS5 O Chip select 5 

147 CS6 O Chip select 6 

148 RD/FRAME/FRE O/O Read strobe/MPX IF 

FRAME/NAND flash 

read enable 

149 R/W O Read/Write 

150 BS O Bus start 

151 WE0/REG O/O Write enable 

0/PCMCIA IF REG 

152 WE1/FWE O/O Write enable 1/NAND 

flash write enable 

153 WE2/IORD O/O Write enable 

2/PCMCIA IF IORD 

154 WE3/IOWR O/O Write enable 

3/PCMCIA IF IOWR 

155 RDY I Bus ready 

156 CLKOUT O Clock out 

157 CLKOUTENB O Clock out enable 

158 GCLK I PCI Express differential 

clock input 

159 GCLK I PCI Express differential 

clock input 

160 PCIE_TX0_0 O PCI Express transmit 

differential data 0 ch0 

161 PCIE_TX0_0 O PCI Express transmit 

differential data 0 ch0 

162 PCIE_RX0_0 I PCI Express receive 

differential data 0 ch0 

163 PCIE_RX0_0 I PCI Express receive 

differential data 0 ch0 

164 PCIE_TX0_1 O PCI Express transmit 

differential data 1 ch0 

番号 端子名 I/O 機能 

165 PCIE_TX0_1 O PCI Express transmit 

differential data 1 ch0 

166 PCIE_RX0_1 I PCI Express receive 

differential data 1 ch0 

167 PCIE_RX0_1 I PCI Express receive 

differential data 1 ch0 

168 PCIE_TX0_2 O PCI Express transmit 

differential data 2 ch0 

169 PCIE_TX0_2 O PCI Express transmit 

differential data 2 ch0 

170 PCIE_RX0_2 I PCI Express receive 

differential data 2 ch0 

171 PCIE_RX0_2 I PCI Express receive 

differential data 2 ch0 

172 PCIE_TX0_3 O PCI Express transmit 

differential data 3 ch0 

173 PCIE_TX0_3 O PCI Express transmit 

differential data 3 ch0 

174 PCIE_RX0_3 I PCI Express receive 

differential data 3 ch0 

175 PCIE_RX0_3 I PCI Express receive 

differential data 3 ch0 

176 PCIE_TX1_0 O PCI Express transmit 

differential data 0 ch1 

177 PCIE_TX1_0 O PCI Express transmit 

differential data 0 ch1 

178 PCIE_RX1_0 I PCI Express receive 

differential data 0 ch1 

179 PCIE_RX1_0 I PCI Express receive 

differential data 0 ch1 

180 USB_DP0 IO USB ch0 differential 

data  

181 USB_DM0 IO USB ch0 differential 

data  

182 USB_DP1 IO USB ch1 differential 

data  

183 USB_DM1 IO USB ch1 differential 

data  

184 USB_REXT I USB external register 

185 USB_OVC0 I USB ch0 over current 

control 
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186 USB_VBUS1_O

VC1 

I USB ch1 over current 

control / Voltage bus 

187 USB_EXTAL I USB crystal resonator 

188 USB_XTAL O USB crystal resonator 

189 USB_PENC0 O USB ch0 power enable 

control 

190 USB_PENC1 O USB ch1 power enable 

control 

191 VTHREF I Temperature sensor 

192 VTHSENSE I Temperature sensor 

193 EXTAL I External input 

clock/crystal resonator 

194 XTAL O Crystal resonator 

195 PRESET I Power on reset 

196 NMI I Non-maskable interrupt

197 IRL0 I IRL interrupt request 0 

198 IRL1 I IRL interrupt request 1 

199 IRL2 I IRL interrupt request 2 

200 IRL3 I IRL interrupt request 3 

201 TCK I H-UDI clock 

202 TMS I H-UDI emulator 

203 TDI I H-UDI data 

204 TDO O H-UDI data 

205 TRST I H-UDI emulator 

206 ASEBRK/ 

BRKACK 

I/O H-UDI emulator 

207 MPMD I H-UDI emulator mode 

208 AUDCK IO H-UDI emulator clock 

209 AUDSYNC IO H-UDI emulator 

210 AUDATA0 IO H-UDI emulator data 0 

211 AUDATA1 IO H-UDI emulator data 1 

212 AUDATA2 IO H-UDI emulator data 2 

213 AUDATA3 IO H-UDI emulator data 3 

214 SCIF1_TXD O SCIF1 transmit data 

215 SCIF1_RXD I SCIF1 receive data 

216 SCIF1_SCK IO SCIF1 serial clock 

217 DR0/ETH_TXD0 O/O Digital red 0/ether 

transmit data 

番号 端子名 I/O 機能 

218 DR1/ETH_TXD1 O/O Digital red 1/ether 

transmit data 

219 DR2/ETH_TXD2 O/O Digital red 2/ether 

transmit data 

220 DR3/ETH_TXD3 O/O Digital red 3/ether 

transmit data 

221 DR4/ETH_TX_ 

EN 

O/O Digital red 4/ether 

transmit data enable 

222 DR5/ETH_TX_ 

ER 

O/O Digital red 5/ether 

transmit error 

223 DG0/ETH_CRS O/I Digital green 0/ether 

carrier sense 

224 DG1/ETH_TX_ 

CLK 

O/I Digital green 1/ether 

transmit clock 

225 DG2/ETH_COL O/I Digital green 2/ether 

collision detect 

226 DG3/ETH_MDC O/O Digital green 3/ether 

managed data clock 

227 DG4/ETH_RX_

CLK 

O/I Digital green 4/ether 

receive clock 

228 DG5/ETH_MDIO O/IO Digital green 5/ether 

managed data 

229 DB0/ETH_RX_ 

ER 

O/I Digital blue 0/ether 

receive error 

230 DB1/ETH_RX_ 

DV 

O/I Digital blue 1/ether 

receive data valid 

231 DB2/ETH_RXD0 O/I Digital blue 2/ether 

receive data 

232 DB3/ETH_RXD1 O/I Digital blue 3/ether 

receive data 

233 DB4/ETH_RXD2 O/I Digital blue 4/ether 

receive data 

234 DB5/ETH_RXD3 O/I Digital blue 5/ether 

receive data 

235 DISP/ETH_LINK O/I DU display/ether PHY 

Link 

236 CDE/ETH_ 

MAGIC 

O/O DU color detect/ether 

magic packet detect 

237 ODDF/HSPI_CS IO/IO DU Odd Even 

frame/HSPI chip 

selection 
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238 VSYNC/HSPI_ 

CLK 

IO/IO DU VSYNC/HSPI serial 

clock 

239 HSYNC/HSPI_ 

TX 

IO/O DU HSYNC/HSPI 

transmit data 

240 DCLKIN/HSPI_

RX 

I/I DU Dot clock in/HSPI 

receive data 

241 DCLKOUT O DU dot clock out 

242 DREQ0/USB_ 

OVC0 

I DMA channel 0 

request/USB ch0 over 

current control  

243 DREQ1/BREQ/

USB_OVC1 

I/I/I DMA channel 1 

request/Bus 

request/USB ch1 over 

current control  

244 DACK0/FCLE O/O DMA acknowledgment 

0/NAND flash 

command latch enable 

245 DACK1/BACK/ 

FALE 

O/O/

O 

DMA acknowledgment 

1/Bus 

acknowledgement/NAN

D flash address latch 

enable 

246 I2C_SCL0/ 

SCIF2_RXD 

IO/I I2C0 clock/SCIF2 

receive data 

247 I2C_SDA0/ 

SCIF2_TXD 

IO/O I2C0 data/SCIF2 

transmit data 

248 I2C_SCL1/ 

SCIF2_SCK 

IO/IO I2C1 clock/SCIF2 serial 

clock 

249 I2C_SDA1/ 

IRQOUT 

IO/O I2C1 data/Interrupt 

request output 

250 HAC0_BITCLK/

SSI0_CLK/ 

SDIF1D0 

I/I/IO HAC0 bit clock/SSI0 

serial bit clock/Data bus 

SD1 data bus signal 0 

251 HAC0_SYNC/ 

SSI0_WS/ 

SDIF1D1 

O/IO/

IO 

HAC0 flame 

synchronous/SSI0 

word select/Data bus 

SD1 data bus signal 1 

252 HAC0_SDIN/ 

SSI0_SCK/ 

SDIF1D2 

I/IO/

IO 

HAC0 serial data 

incoming to Rx 

frame/SSI0 serial bit 

clock/Data bus SD1 

data bus signal 2 

番号 端子名 I/O 機能 

253 HAC0_SDOUT/

SSI0_SDATA/ 

SDIF1D3 

O/IO/

IO 

HAC0 serial data/SSI0 

serial data/Data bus 

SD1 data bus signal 3 

254 HAC1_BITCLK/

SSI1_CLK/ 

SDIF1CLK 

I/I/O HAC1 bit clock/SSI1 

serial bit clock/Output 

Clock SD1 clock output 

pin 

255 HAC1_SYNC/ 

SSI1_WS/ 

SDIF1WP 

O/IO/

IO 

HAC1 

synchronous/SSI1 

serial bit clock/SD1 

write-protection signal 

256 HAC1_SDIN/ 

SSI1_SCK/ 

SDIF1CD 

I/IO/I HAC1 serial data/SSI1 

serial data/SD1 card 

detection signal 

257 HAC1_SDOUT/

SSI1_SDATA/ 

SDIF1CMD 

O/IO/

IO 

HAC1 serial data/SSI1 

serial 

data/SD1command 

output and response 

input signal 

258 SCIF3_TXD/ 

HAC_RES/ 

SSI2_WS 

O/O/

IO 

SCIF3 transmit 

data/SSI2 word 

select/HAC Reset 

259 SCIF3_RXD/ 

TCLK/SSI2_ 

SCK 

O/IO/

IO 

SCIF3 receive 

data/SSI2 serial 

clock/TMU clock 

260 SCIF3_SCK/ 

SSI2_SDATA 

IO/IO SCIF3 

synchrounous/SSI2 

serial data 

261 STATUS0/SSI2_

CLK 

O/I Status 0/SSI2 serial bit 

clock 

262 STATUS1/SSI3_

CLK 

O/I Status 1/SSI3 serial bit 

clock 

263 MODE0/SCIF0_

TXD/IRL4/ 

SDIF0D0 

I/O/I/

IO 

Mode 0/IRL interrupt 

request 4/SCIF0 

transmit data/Data bus 

SD0 data bus signal 0 

264 MODE1/SCIF0_

RXD/IRL5/ 

SDIF0D1 

I/I/I/

IO 

Mode 1/IRL interrupt 

request 5/SCIF0 

receive data/Data bus 

SD0 data bus signal 1 
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265 MODE2/SCIF0_

SCK/IRL6/ 

SDIF0D2 

I/IO/I/

IO 

Mode 2/IRL interrupt 

request 6/SCIF0 serial 

clock/Data bus SD0 

data bus signal 2 

266 MODE3/ 

SCIF0_RTS/ 

IRL7/SDIF0D3 

I/IO/I/

IO 

Mode 3/IRL interrupt 

request 7/SCIF0 

modem control/Data 

bus SD0 data bus 

signal 3 

267 MODE4/ 

SCIF0_CTS/ 

DREQ2/ 

SDIF0CLK 

I/IO/I/

O 

Mode 4/DMA channel 2 

request/SCIF0 modem 

control/Output clock 

SD0 clock output pin 

268 MODE5/DREQ3

/SDIF0WP 

I/I/I Mode 5/DMA channel 3 

request/SD0 

write-protection signal 

269 MODE6/DACK2/

SDIF0CD 

I/O/I Mode 6/DMA 

acknowledgment 

2/SD0 card detection 

signal 

270 MODE7/DACK3/

SDIF0CMD 

I/O/

IO 

Mode 7/DMA 

acknowledgment 

3/SD0 command output 

and response input 

signal 

271 MODE8/SCIF4_

TXD/DRAK0/ 

SSI3_SCK/FSE 

I/O/O

/IO/O

Mode 8/SCIF4 transmit 

data/DMA transfer 

request acknowledge 

0/SSI3 serial bit 

clock/NAND FSE 

272 MODE9/SCIF4_

RXD/DRAK1/ 

SSI3_SDATA 

I/I/O/

IO 

Mode 9/SCIF4 receive 

data/DMA transfer 

request acknowledge 

1/SSI3 serial data 

273 MODE10/SCIF4

_SCK/DRAK2/ 

SSI3_WS 

I/IO/

O/IO

Mode 10/SCIF4 

synchronous/DMA 

transfer request 

acknowledge 2/SSI3 

word select 

274 MODE11/ 

DRAK3/CE2A 

I/O/O Mode 11/DMA transfer 

request acknowledge 

3/PCMCIA CE2A 

番号 端子名 I/O 機能 

275 MODE12/SCIF5

_TXD/CE2B 

I/O/O Mode 12/SCIF5 

transmit data/PCMCIA 

CE2B 

276 MODE13/SCIF5

_RXD/IOIS16 

I/I/O Mode 13/SCIF5 receive 

data/PCMCIA IOIS16 

277 MODE14/SCIF5

_SCK/FRB 

I/IO/I Mode 14/SCIF5 

synchronous/NAND 

flash ready or busy 
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1.4 ピン配置図 

パッケージ：FC-BGA 593ピン、25mm×25mm、ボールピッチ 0.8mm 
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【注】 誤動作の要因となることがありますので、PRESET、NMI、MPMD、の各端子にはノイズ対策を行ってください。  

図 1.2 SH7786のピン配置図（1）（パッケージ TOP VIEW） 
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【注】 誤動作の要因となることがありますので、PRESET、NMI、MPMD、の各端子にはノイズ対策を行ってください。  

図 1.3 SH7786のピン配置図（2）（パッケージ BOTTOM VIEW） 
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1.5 アドレスマップ 

SH7786は 32ビットの論理アドレス空間と、29ビットおよび 32ビットの物理アドレス空間をサポートします。

（29ビットアドレスモードと 32ビットアドレスモードはモードピンによって選択されます） 

論理アドレス空間と物理アドレス空間の詳細については「第 7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を

参照してください。 

図 1.4に SH7786のメモリアドレスマップを示します。SH7786のメモリアドレスマップは LBSCの

MMSELR.MM_SELビットの設定により、CS2から CS5の空間が切り替わります。 

CPU0/1内の内蔵メモリ（ILメモリ/OLメモリ）の詳細については、「第 9章 内蔵メモリ」を参照してくださ

い。 
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図 1.4 SH7786アドレスマップ 
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2. プログラミングモデル 

本章では、本 LSIのプログラミングモデルについて記述します。本 LSIでは以下に示すレジスタとデータ形式

を持っています。 

2.1 データフォーマット 

本 LSIでサポートしているデータフォーマットを図 2.1に示します。 

バイト（8ビット）

ワード（16ビット）

ロングワード（32ビット）

単精度浮動小数点（32ビット）

倍精度浮動小数点（64ビット）

07

015

031

031 30 22

s e f

063 62 51

s e f

【記号説明】
s
e
f

：符号ビット
：指数フィールド
：小数フィールド  

図 2.1 データフォーマット 
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2.2 レジスタの構成 

2.2.1 特権モードとバンク 

（1） 処理モード 

処理モードにはユーザモードと特権モードの 2つがあります。通常はユーザモードで動作し、例外が発生また

は割り込みを受け付けると特権モードになります。レジスタには、汎用レジスタ、システムレジスタ、コントロ

ールレジスタ、および浮動小数点レジスタがあり、アクセスできるレジスタはそれぞれの処理モードで異なりま

す。 
 

（2） 汎用レジスタ 

汎用レジスタには R0から R15までの 16本のレジスタがあります。汎用レジスタ R0から R7は、バンクレジス

タで、処理モードで切り替えることができます。 

• 特権モードの場合 

ステータスレジスタ（SR）のレジスタバンクビット（RB）により、汎用レジスタとしてアクセスできるレ

ジスタとできないレジスタが決められます。汎用レジスタとしてアクセスできないレジスタは、コントロー

ルレジスタのロード命令（LDC）とストア命令（STC）でアクセスします。 

RBビットが1のとき、つまりバンク1が選ばれているときは、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1から

R7_BANK1とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0からR15としてアクセ

スすることができ、バンク0の汎用レジスタR0_BANK0からR7_BANK0の8本のレジスタはLDC/STC命令でア

クセスできます。 

RBビットが0のとき、つまりバンク0が選ばれているときは、バンク0の汎用レジスタR0_BANK0から

R7_BANK0とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0からR15としてアクセ

スすることができ、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1からR7_BANK1の8本のレジスタはLDC/STC命令でア

クセスできます。 

• ユーザモードの場合 

バンク0の汎用レジスタR0_BANK0からR7_BANK0とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタ

が汎用レジスタR0からR15としてアクセスすることができ、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1から

R7_BANK1の8本のレジスタはアクセスできません。 

 

（3） コントロールレジスタ 

コントロールレジスタには、処理モードで共通のグローバルベースレジスタ（GBR）とステータスレジスタ（SR）

があり、特権モードでのみアクセスできる退避ステータスレジスタ（SSR）、退避プログラムカウンタ（SPC）、

ベクタベースレジスタ（VBR）、退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）、デバッグベースレジスタ（DBR）があり

ます。ステータスレジスタには、特権モードでのみアクセスできるビット（たとえば RBビット）があります。 
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（4） システムレジスタ 

システムレジスタには、積和レジスタ（MACH/MACL）、プロシージャレジスタ（PR）、プログラムカウンタ

（PC）があり、処理モードに関係しません。 
 

（5） 浮動小数点レジスタと FPUに関するシステムレジスタ 

浮動小数点レジスタには、FR0～FR15、XF0～XF15の 32本のレジスタがあります。FR0～FR15、XF0～XF15

をおのおの FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1のいずれのバンクに割り付けるか選

択できます。 

また、FR0～FR15は、DR0/2/4/6/8/10/12/14（倍精度浮動小数点レジスタ、またはレジスタペア）の 8本、FV0/4/8/12

（レジスタベクタ）の 4本として使用でき、XF0～XF15は、XD0/2/4/6/8/10/12/14（レジスタペア）の 8本、XMTRX

（レジスタ行列）の 1本として使用できます。 

FPUに関するシステムレジスタには、浮動小数点コミュニケーションレジスタ（FPUL）と浮動小数点ステータ

ス／コントロールレジスタ（FPSCR）があり、FPU-CPU間の通信や例外処理の設定を行います。 
 

リセット後のレジスタの値を表 2.1に示します。 
 

表 2.1 レジスタの初期値 

区分 レジスタ 初期値* 

汎用レジスタ R0_BANK0～R7_BANK0、 

R0_BANK1～R7_BANK1、 

R8～R15 

不定 

SR MDビットは 1、RBビットは 1、BLビットは 1、

FDビットは 0、IMASKは B'1111、リザーブビッ

トは 0、その他は不定 

GBR、SSR、SPC、SGR、DBR 不定 

コントロールレジスタ 

VBR H'00000000 

MACH、MACL、PR 不定 システムレジスタ 

PC H'A0000000 

FR0～FR15、XF0～XF15、FPUL 不定 浮動小数点レジスタ 

FPSCR H'00040001 

【注】 * パワーオンリセット、マニュアルリセットで初期化されます。 

 

処理モード別の CPUレジスタ構成を図 2.2に示します。 

ユーザモードと特権モードは、ステータスレジスタの処理モードビット（MD）で切り替えます。 
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31 0
R0_BANK0*1, *2

R1_BANK0*2

R2_BANK0*2

R3_BANK0*2

R4_BANK0*2

R5_BANK0*2

R6_BANK0*2

R7_BANK0*2

R8
R9
R10
R11
R12
R13
R14
R15

SR

GBR
MACH
MACL

PR

PC

（a）ユーザモードのレジスタ構成

31 0
R0_BANK1*1, *3

R1_BANK1*3

R2_BANK1*3

R3_BANK1*3

R4_BANK1*3

R5_BANK1*3

R6_BANK1*3

R7_BANK1*3

R8
R9

R10
R11
R12
R13
R14
R15

R0_BANK0*1, *4

R1_BANK0*4

R2_BANK0*4

R3_BANK0*4

R4_BANK0*4

R5_BANK0*4

R6_BANK0*4

R7_BANK0*4

（b）特権モードのレジスタ構成
（RB＝1）

GBR
MACH
MACL

VBR
PR

SR
SSR

PC
SPC

【注】　*1　R0レジスタは、インデックス付きレジスタ間接アドレッシングモードと、
　　　　　　インデックス付きGBR間接アドレッシングモードのインデックスレジスタ
　　　　　　として使われます。
　　　　*2　バンクレジスタ
　　　　*3　バンクレジスタ
　　　　　　SRレジスタのRBビットが1のとき、汎用レジスタとしてアクセスされます。
　　　　　　RBビットが0のとき、LDC/STC命令でのみアクセスされます。
　　　　*4　バンクレジスタ
　　　　　　SRレジスタのRBビットが0のとき、汎用レジスタとしてアクセスされます。
　　　　　　RBビットが1のとき、LDC/STC 命令でのみアクセスされます。

31 0

R0_BANK1*1, *3

R1_BANK1*3

R2_BANK1*3

R3_BANK1*3

R4_BANK1*3

R5_BANK1*3

R6_BANK1*3

R7_BANK1*3

R8
R9

R10
R11
R12
R13
R14
R15

R0_BANK0*1, *4

R1_BANK0*4

R2_BANK0*4

R3_BANK0*4

R4_BANK0*4

R5_BANK0*4

R6_BANK0*4

R7_BANK0*4

（c）特権モードのレジスタ構成
（RB＝0）

GBR
MACH
MACL

VBR
PR

SR
SSR

PC
SPC

SGR

DBR

SGR

DBR

 

図 2.2 処理モード別の CPUレジスタ構成 
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2.2.2 汎用レジスタ 

図 2.3に処理モードと汎用レジスタの関係を示します。本 LSIには 24本の 32ビット汎用レジスタ（R0_BANK0

～R7_BANK0、R0_BANK1～R7_BANK1、R8～R15）があります。ただし、これらのうち 16本のレジスタのみ 1

つの処理モードで汎用レジスタ R0～R15としてアクセスできます。本 LSIには特権モードとユーザモードの 2つ

の処理モードがあります。R0～R7はその 2つのモードにより次のように割り当てられます。 

• R0_BANK0～R7_BANK0 

ユーザモード（SR.MD＝0）では、常にR0～R7に割り当てられます。 

特権モード（SR.MD＝1）では、（SR.RB＝0）の場合に限りR0～R7に割り当てられます。 

• R0_BANK1～R7_BANK1 

ユーザモードでは、アクセスできません。 

特権モードでは、（SR.RB＝1）の場合に限り、R0～R7に割り当てられます。 

SR.MD=0　または
(SR.MD=1, SR.RB=0）

R0_BANK0

R1_BANK0

R2_BANK0

R3_BANK0

R4_BANK0

R5_BANK0

R6_BANK0

R7_BANK0

R0_BANK0

R1_BANK0

R2_BANK0

R3_BANK0

R4_BANK0

R5_BANK0

R6_BANK0

R7_BANK0

R0_BANK1

R1_BANK1

R2_BANK1

R3_BANK1

R4_BANK1

R5_BANK1

R6_BANK1

R7_BANK1

R0_BANK1

R1_BANK1

R2_BANK1

R3_BANK1

R4_BANK1

R5_BANK1

R6_BANK1

R7_BANK1

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

(SR.MD=1, SR.RB=1)

 

図 2.3 汎用レジスタ 
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【プログラミング上の注意】 

 ユーザモードの R0～R7は R0_BANK0～R7_BANK0に、例外・割り込み後の R0～R7は R0_BANK1～R7_BANK1に

割り当てられるので、割り込みハンドラはユーザモードの R0～R7（R0_BANK0～R7_BANK0）を退避または復帰する

必要はありません。 

 

2.2.3 浮動小数点レジスタ 

図 2.4に浮動小数点レジスタを示します。32本の 32ビット浮動小数点レジスタがあります。これらは、2つの

バンクで構成され、FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1があります。また、この 32

本レジスタは FR0～FR15、DR0/2/4/6/8/l0/12/14、FV0/4/8/12、XF0～XF15、XD0/2/4/6/8/l0/12/14、XMTRXとして

参照されます。FPRn_BANKiと参照名の対応は FPSCRの FRビットによって決まります。図 2.4を参照してくだ

さい。 

（1） 浮動小数点レジスタ FPRn_BANKi（32レジスタ） 

FPR0_BANK0、FPR l_BANK0、FPR2_BANK0、FPR3_BANK0、 

FPR4_BANK0、FPR5_BANK0、FPR6_BANK0、FPR7_BANK0、 

FPR8_BANK0、FPR9_BANK0、FPR10_BANK0、FPR11_BANK0、 

FPR12_BANK0、FPR13_BANK0、FPR14_BANK0、FPR15_BANK0 

FPR0_BANK1、FPR1_BANK1、FPR2_BANK1、FPR3_BANK1、 

FPR4_BANK1、FPR5_BANK1、FPR6_BANK1、FPR7_BANK1、 

FPR8_BANK1、FPR9_BANK1、FPR10_BANK1、FPR11_BANK1、 

FPR12_BANK1、FPR13_BANK1、FPR14_BANK1、FPR15_BANK1 
 

（2） 単精度浮動小数点レジスタ FRi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 

FPSCR.FR＝1のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。 
 

（3） 倍精度浮動小数点レジスタ、または単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8レジスタ） 

DRレジスタは、2つの FRレジスタから構成されます。 

DR0＝{FR0、FR1}、DR2＝{FR2、FR3}、 

DR4＝{FR4、FR5}、DR6＝{FR6、FR7}、 

DR8＝{FR8、FR9}、DR10＝{FR10、FR11}、 

DR12＝{FR12、FR13}、DR14＝{FR14、FR15} 
 

（4） 単精度浮動小数点ベクトルレジスタ FVi（4レジスタ） 

FVレジスタは 4つの FRレジスタから構成されます。 

FV0＝{FR0、FR1、FR2、FR3}、 

FV4＝{FR4、FR5、FR6、FR7}、 

FV8＝{FR8、FR9、FR10、FR11}、 

FVl2＝{FR12、FR13、FR14、FR15} 
 



 

2. プログラミングモデル 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  2-7 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（5） 単精度浮動小数点拡張レジスタ XFi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。  

FPSCR.FR＝1のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 
 

（6） 単精度浮動小数点拡張レジスタのペア XDi（8レジスタ） 

XDレジスタは 2つの XFレジスタから構成されます。 

XD0＝{XF0、XF1}、XD2＝{XF2、XF3}、 

XD4＝{XF4、XF5}、XD6＝{XF6、XF7}、 

XD8＝{XF8、XF9}、XD10＝{XF10、XF11}、 

XD12＝{XF12、XF13}、XD14＝{XF14、XF15} 
 

（7） 単精度浮動小数点拡張レジスタ行列 XMTRX 

XMTRXは 16本の XFレジスタから構成されます。 

XMTRX＝ XF0   XF4   XF8   XF12  

 XF1   XF5   XF9   XF13  

 XF2   XF6   XF10  XF14  

 XF3   XF7   XF11  XF15 
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FPR0_BANK0

FPR1_BANK0

FPR2_BANK0

FPR3_BANK0

FPR4_BANK0

FPR5_BANK0

FPR6_BANK0

FPR7_BANK0

FPR8_BANK0

FPR9_BANK0

FPR10_BANK0

FPR11_BANK0

FPR12_BANK0

FPR13_BANK0

FPR14_BANK0

FPR15_BANK0

XF0

XF1

XF2 

XF3

XF4

XF5

XF6

XF7 

XF8 

XF9 

XF10 

XF11

XF12

XF13

XF14

XF15

FR0

FR1

FR2 

FR3

FR4

FR5

FR6

FR7 

FR8 

FR9 

FR10 

FR11

FR12

FR13

FR14

FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0 XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPR0_BANK1

FPR1_BANK1

FPR2_BANK1

FPR3_BANK1

FPR4_BANK1

FPR5_BANK1

FPR6_BANK1

FPR7_BANK1

FPR8_BANK1

FPR9_BANK1

FPR10_BANK1

FPR11_BANK1

FPR12_BANK1

FPR13_BANK1

FPR14_BANK1

FPR15_BANK1

XF0

XF1

XF2 

XF3

XF4

XF5

XF6

XF7 

XF8 

XF9 

XF10 

XF11

XF12

XF13

XF14

XF15

FR0

FR1

FR2 

FR3

FR4

FR5

FR6

FR7 

FR8 

FR9 

FR10 

FR11

FR12

FR13

FR14

FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPSCR.FR=0 FPSCR.FR=1

 

図 2.4 浮動小数点レジスタ 
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2.2.4 コントロールレジスタ 

（1） ステータスレジスタ（SR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― MD RB BL ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

FD ― ― ― ― ― M Q IMASK ― ― S T

初期値：
R R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0初期値：
R/W R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30 MD 1 R/W 処理モード 

処理モードを選択します。 

0：ユーザモード 

（命令の中には実行できない命令があります。また、リソースの中に

はアクセスできないリソースがあります。） 

1：特権モード 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

29 RB 1 R/W 特権モードでの汎用レジスタバンク指定ビット 

0：R0_BANK0～R7_BANK0は汎用レジスタ R0～R7としてアクセスで

き、R0_BANK1～R7_BANK1は LDC/STC命令でアクセスできます。 

1：R0_BANK1～R7_BANK1は汎用レジスタ R0～R7としてアクセスで

き、R0_BANK0～R7_BANK0は LDC/STC命令でアクセスできます。 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

28 BL 1 R/W 例外／割り込みブロックビット 

このビットが 1のとき、割り込み要求はマスクされ、ユーザブレーク以外

の一般例外が発生すると、プロセッサはリセット状態に遷移します。 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

27～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 FD 0 R/W FPUディスエーブルビット 

このビットが 1のとき、FPU命令は一般 FPU抑止例外を発生させ、FPU

命令が遅延スロットにある場合、スロット FPU抑止例外が発生します（FPU

命令：H'F***命令、FPUL/FPSCRに対する LDS(.L)/STS(.L)命令）。 

14～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 M 0 R/W Mビット 

DIV0S、DIV0U、DIV1命令で使用します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 Q 0 R/W Qビット 

DIV0S、DIV0U、DIV1命令で使用します。 

7～4 IMASK すべて 1 R/W 割り込みマスクレベル 

IMASK以下のレベルの割り込みはマスクされます。また、割り込みが発生

した場合に、IMASKが割り込み受け付けレベルに変化する動作と変化しな

い動作を CPU動作モードレジスタ（CPUOPM）を用いて切り替えること

ができます。CPUOPMの動作は、「5.2.4 CPU動作モードレジスタ

（CPUOPM）」を参照してください。 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 S 0 R/W Sビット 

MAC命令の飽和動作を指定します。 

0 T 0 R/W Tビット 

真／偽条件、キャリ、ボロー、オーバフローまたはアンダフローなどを表

します。 

詳細は、「第 3章 命令セット」を参照してください。 

 

（2） 退避ステータスレジスタ（SSR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

SRの内容は例外または割り込みの発生時、SSRに退避されます。 
 

（3） 退避プログラムカウンタ（SPC）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

例外または割り込みの発生した命令のアドレスは SPCに退避されます。 
 

（4） グローバルベースレジスタ（GBR）（32ビット、初期値＝不定） 

GBRは@(disp,GBR)、@(R0,GBR)アドレッシングのベースアドレスとして参照されます。 
 

（5） ベクタベースレジスタ（VBR）（32ビット、特権保護、初期値＝H'0000 0000） 

VBRは例外および割り込み発生時、分岐先のベースアドレスとして参照されます。詳細については「第 5章 例

外処理」を参照してください。 
 

（6） 退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

R15の内容は例外または割り込みの発生時 SGRに退避されます。 
 

（7） デバッグベースレジスタ（DBR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

ユーザブレークデバッグ機能を有効にする場合（CBCR.UBDE＝1）、DBRは VBRの代わりにユーザブレーク

ハンドラへの分岐先アドレスとして参照されます。 
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2.2.5 システムレジスタ 

（1） 積和上位レジスタ（MACH）（32ビット、初期値＝不定）、 

積和下位レジスタ（MACL）（32ビット、初期値＝不定） 

MACH／MACLは、MAC命令の加算値として用いられます。またMAC命令、MUL命令の演算結果を格納す

るためにも用いられます。 
 

（2） プロシージャレジスタ（PR）（32ビット、初期値＝不定） 

BSR、BSRF、JSR命令を用いたサブルーチンコールの戻りアドレスは PRに格納されます。PRは、サブルーチ

ンからの復帰命令（RTS）によって参照されます。 
 

（3） プログラムカウンタ（PC）（32ビット、初期値＝H'A000 0000） 

PCは実行中の命令アドレスを示します。 
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（4） 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

Enable（EN）

FR SZ PR DN

Flag RMCause

Cause

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21 FR 0 R/W 浮動小数点レジスタバンク 

0：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は FR0～FR15に、FPR0_BANK1～

FPR15_BANK1は XF0～XF15に割り当てられます。 

1：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は XF0～XF15に、FPR0_BANK1～

FPR15～BANK1は FR0～FR15に割り当てられます。 

20 SZ 0 R/W 転送サイズモード 

0：FMOV命令のデータサイズは 32ビットです。 

1：FMOV命令のデータサイズは 32ビットペア、または 64ビットです。 

SZビットおよび PRビットとエンディアンとの関係については、図 2.5を

参照してください。 

19 PR 0 R/W 精度モード 

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行します。 

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行します（グラフィックサポー

ト命令は未定義です）。 

PRビットおよび SZビットとエンディアンとの関係については、図 2.5を

参照してください。 

18 DN 1 R/W 非正規化モード 

0：非正規化数を非正規化数として扱います。 

1：非正規化数を 0として扱います。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17～12 Cause すべて 0 R/W 

11～7 Enable（EN） すべて 0 R/W 

6～2 Flag すべて 0 R/W 

FPU例外要因フィールド 

FPU例外イネーブルフィールド 

FPU例外フラグフィールド 

FPU演算命令を実行すると、FPU例外要因フィールドは最初に 0に設定さ

れます。次に FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドと FPU例

外フラグフィールドの該当ビットが 1にセットされます。 

FPU例外フラグフィールドは、FPU例外フラグフィールドが最後にクリア

されたそれ以降に発生した例外のステータスを保持します。 

各フィールドのビットの割り付けについては表 2.2を参照してください。 

1、0 RM 01 R/W 丸めモード 

丸めの方法を選択します。 

00：近傍への丸め 

01：0方向への丸め 

10：リザーブ（設定禁止） 

11：リザーブ（設定禁止） 

 



 

2. プログラミングモデル 

2-14  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

・ビッグエンディアンの場合

・リトルエンディアンの場合

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

8n＋4 8n＋78n 8n＋3

63

63　　　  32 31　 　　 0

浮動小数点レジスタ

浮動小数点レジスタ

メモリ上の位置

メモリ上の位置

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

4n 4m4n＋3 4n＋3

63　　　 32 31　 　　  0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n＋48n＋78n＋3 8n

63　　　  32 31　 　　 0

（1）SZ＝0の場合 （2）SZ＝1、PR＝0の場合

【注】 *1　SZ＝0、PR＝0では、DRレジスタを使用できません。
*2　DRレジスタのビット位置（63～0）は、PR=1のときの（PR＝0ではその後にPR＝1に
　　切り替えた際の）倍精度小数点フォーマットとの対応において意味を持ちます。

63 0

0

63 0

63 0

63 0

63 0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n8n＋38n＋7 8n＋4

63　　　  32 31　 　　 0

（2）SZ＝1、PR＝1の場合

63 0

63 0

*1、*2 *2

 

図 2.5 SZビットとエンディアンの関係 

 

表 2.2 FPU例外処理に関連するビットの割り付け 

  FPUエラー

（E） 

無効演算 

（V） 

0除算 

（Z） 

オーバ 

フロー（O）

アンダ 

フロー（U） 

不正確 

（I） 

Cause FPU例外要因 

フィールド 

ビット 17 ビット 16 ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12 

Enable FPU例外イネーブル

フィールド 

なし ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 ビット 7 

Flag FPU例外フラグ 

フィールド 

なし ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 

 

（5） 浮動小数点通信レジスタ（FPUL）（32ビット、初期値＝不定） 

FPUレジスタと CPUレジスタ間のデータ転送は、FPULを介して行われます。 
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2.3 メモリ割り付けレジスタ 

制御レジスタのうち、以下のメモリ領域にマッピングされているものがあります。これらのメモリ領域に割り

付けられたレジスタには、2つのアドレスがあります。 

H'1C00 0000～H'1FFF FFFF 

H'FC00 0000～H'FFFF FFFF 

以上 2つの領域は次のように使用します。 
 

• H'1C00 0000～H'1FFF FFFF 

この領域はMMUのアドレス変換機能を用いてアクセスしなければなりません。この領域のページ番号をTLB

の該当フィールドに設定することでメモリ割り付けレジスタへアクセスできます。この領域に対して、MMU

のアドレス変換機能を用いずにアクセスした場合の動作は保証されません。 

• H'FC00 0000～H'FFFF FFFF 

ユーザモードで領域H'FC00 0000～H'FFFF FFFFにアクセスすると、アドレスエラーが発生します。ユーザモ

ードではメモリ割り付けレジスタはアドレス変換によるアクセスで参照することができます。 

 

【注】 2つの領域のレジスタが割り付けられていないアドレスにはアクセスしないでください。レジスタが割り付けられてい

ないアドレスに対するアクセスの動作は不定になります。また、メモリ割り付けレジスタは一定のデータサイズでアク

セスしなければなりません。不正なサイズでアクセスした場合も動作は不定になります。 
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2.4 レジスタのデータ形式 

レジスタオペランドのデータサイズは常にロングワード（32ビット）です。メモリ上のデータをレジスタへロ

ードするとき、メモリオペランドのデータサイズがバイト（8ビット）、もしくはワード（16ビット）の場合は、

ロングワードに符号拡張し、レジスタに格納します。 

31
S S

S

067

67 0

31
S S

S

01415

1415 0

 

図 2.6 バイトデータ、ワードデータのレジスタ中のデータ形式 
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2.5 メモリ上でのデータ形式 

バイト、ワード、ロングワードのデータ形式があります。メモリは 8ビットのバイト、16ビットのワード、32

ビットのロングワードいずれの形でもアクセスすることができます。32ビットに満たないメモリオペランドは符

号拡張されてレジスタに格納されます。 

ワードオペランドはワード境界（2バイト刻みの偶数番地：2n番地）から、ロングワードオペランドはロング

ワード境界（4バイト刻みの偶数番地：4n番地）からアクセスしてください。これを守らない場合は、アドレス

エラーになります。バイトオペランドはどの番地からでもアクセスできます。 

データフォーマットは、ビッグエンディアンかリトルエンディアンのどちらかのバイト順を選択できます。エ

ンディアンはパワーオンリセット時に外部ピンで設定してください。エンディアンは動的には変更できません。

ただしビット位置は常に最上位（most-significant）から最下位（least-significant）へ左から右へ減少するように番

号が付けられています。すなわち 32ビットのロングワードでは、一番左のビット、ビット 31が最上位ビットで、

一番右のビット、ビット 0が最下位ビットです。 

メモリ上のデータ形式を図 2.7に示します。 

A 番地

A

7 0 7 0 7 0 7 0
31

15 0 15 0

31 0

15 0

31 0

23 15 7 0

A + 1 A + 2 A + 3

バイト 0

ワード 0

ロングワード

ワード 1

バイト 1 バイト 2 バイト 3

A + 11

7 0 7 0 7 0 7 0
31

15 0

23 15 7 0

A + 10 A + 9 A + 8

バイト 3

ワード 1

ロングワード

ワード 0

バイト 2 バイト 1 バイト 0

A + 4 番地

A + 8 番地

A + 8 番地

A + 4 番地

A 番地

ビッグエンディアン リトルエンディアン  

図 2.7 メモリ上のデータ形式 

64ビットのデータ形式については図 2.5を参照してください。 
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2.6 処理状態 

処理状態には、大きく分けてリセット状態、命令実行状態、低消費電力状態の 3種類があります。 

（1） リセット状態 

CPUがリセットされている状態です。リセット状態は、パワーオンリセット状態とマニュアルリセット状態に

分類されます。 

パワーオンリセット状態では、CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールのレジスタが初期化されます。マニュア

ルリセット状態では、一部の内蔵周辺モジュールのレジスタと CPUの内部状態とが初期化されます。詳細は、各

章のレジスタ構成を参照してください。 
 

（2） 命令実行状態 

CPUが順次プログラムを実行している状態です。命令実行状態には、一般のプログラム実行状態と例外処理状

態があります。 
 

（3） 低消費電力状態 

CPUの動作が停止し消費電力が低い状態です。スリープ命令で低消費電力状態になります。スリープモード、

およびライトスリープモードの 2つのモードがあります。詳細は、「第 20章 低消費電力モード」を参照してく

ださい。 

すべての状態から

リセット／マニュアル

リセット入力時

リセット状態

命令実行状態
スリープ命令実行時

低消費電力状態
割り込み発生時

リセット／マニュアル

リセット解除時

リセット／マニュアル

リセット入力時

リセット／マニュアル

リセット入力時

 

図 2.8 処理状態遷移図 
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2.7 使用上の注意事項 

2.7.1 自己書き換えコード*に対する注意事項 

本 LSIは、処理を高速に行うために命令の先読みを従来の SH-4に比べ大幅に強化しています。このため、メモ

リ上の命令列の書き換えを行った直後に、当該命令を実行しようとすると、すでに先読みされた更新前の命令が

実行される可能性が高くなります。確実に更新された命令を実行するためには、書き換えを行う命令と書き換え

られた命令の実行の間に下記の命令列を実行するようにしてください。 
 

（1） 書き換える命令列がキャッシング不可領域にある場合 

SYNCO 

ICBI @Rn 

ICBI命令の Rnで指定するアドレスは、アドレスエラーにならない範囲で任意のアドレスでかまいません。 
 

（2） 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（ライトスルーモード時） 

SYNCO 

ICBI @Rn 

書き換えた命令列に対応する命令キャッシュの領域すべてを ICBI命令で無効化してください。ICBIはライン単

位で行います。1ラインは 32バイトです。 
 

（3） 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（コピーバックモード時） 

OCBP @Rmまたは OCBWB @Rm 

SYNCO 

ICBI @Rn 

書き換えた命令列に対応するオペランドキャッシュの領域すべてを OCBP命令または OCBWB命令で主記憶に

書き戻しを行い、その後 ICBI命令で対応する命令キャッシュ領域の無効化を行ってください。ICBI/OCBP/OCBWB

はライン単位で行います。1ラインは 32バイトです。 
 

【注】 * 自己書き換えコード：動的にメモリ上の命令列を書き換えながら実行する処理 
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2.7.2 命令プリフェッチとその副作用について 

本 LSIは、先読みした命令を保持するためのバッファを内部に設けており、常に命令の先読みを行っています。

したがって、各メモリ空間の最終 64バイト領域にプログラムを配置しないでください。その領域にプログラムを

配置した場合、メモリエリアを超えて命令の先読みのためのバスアクセスが発生する場合があります。 以下にこ

れが問題となるケースを示します。 

  :   :

H'03FF FFF8 ADD R1,R4       PC

H'03FF FFFA JMP @R2
H'03FF FFFC NOP

0 H'03FF FFFE NOP

1 H'04000 0000

H'04000 0002  

図 2.9 命令のプリフェッチ例 

 

図 2.9では、PC（プログラムカウンタ）が指し示す命令（ADD）と、H'0400 0002番地の命令フェッチが同時に

行われるケースを想定しています。また、プログラムは、後続の JMP命令、ディレイスロット命令の実行後、エ

リア 1以外の領域に分岐するものと仮定します。 

この場合、プログラムのフローから想定し得ないエリア 1へのバスアクセス（命令のプリフェッチ）が発生す

る可能性があります。 

 

（1） 命令のプリフェッチの副作用 

1. 命令プリフェッチが引き起こす外部バスアクセスが原因でその領域に接続されたFIFOなどの外部デバイス

が誤動作する場合が考えられます。 

2. 命令プリフェッチが引き起こす外部バス要求に応答するデバイスが存在しない場合、ハングアップの原因に

なります。 

（2） 回避方法 

1. MMUを用いることで、これら不当な命令フェッチを回避することが可能です。 

2. 各エリア最終64バイトの領域にプログラムを配置しないことで、回避することが可能です。 
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3. 命令セット 

本 LSIの命令セットは固定長 16ビット命令で実現されます。本 LSIはバイト（8ビット）、ワード（16ビット）、

ロングワード（32ビット）、クワッドワード（64ビット）のデータサイズでメモリにアクセスします。単精度浮

動小数点データ（32ビット）は、ロングワードまたはクワッドワードサイズでメモリとのやりとりが可能です。

倍精度浮動小数点データ（64ビット）は、クワッドワードサイズでメモリとのやりとりが可能です。本 LSIがバ

イトサイズおよびワードサイズのデータをメモリからレジスタに移動するとデータは符号拡張されます。 

3.1 実行環境 

（1） PC 

PCはその命令自身の命令アドレスを示します。 
 

（2） ロード／ストアアーキテクチャ 

本 LSIは基本的演算をレジスタで実行するロード／ストアアーキテクチャを特長としています。メモリで直接

実行する論理 AND演算のようなビット操作演算を除き、メモリアクセスを必要とする演算はレジスタにロードし

た後、レジスタで実行されます。 
 

（3） 遅延分岐 

本 LSIの分岐命令および RTEは、BF、BTの 2つの分岐命令を除き遅延分岐です。遅延分岐では分岐命令の次

の命令は分岐先命令の前に実行されます。 

（4） 遅延スロット 

遅延分岐後のこの実行スロットは「遅延スロット」と呼ばれます。たとえば、BRA実行シーケンスは次のとお

りです。 
 

表 3.1 遅延分岐命令の実行順序 

命令列 実行順序 

 BRA TARGET （遅延分岐命令） BRA 

 ADD  （遅延スロット） ↓ 

  ：   ADD 

  ：   ↓ 

TARGET target-inst  （分岐先命令） target-inst 

 

命令によっては遅延スロットで実行するとスロット不当命令例外を発生します。「第 5章 例外処理」を参照

してください。分岐が成立しなかった BF/S、BT/Sの次の命令も遅延スロット命令です。 
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（5） Tビット 

ステータスレジスタ（SR）の Tビットは、比較演算の結果などを示すために使用し、条件付き分岐命令で参照

します。たとえば、以下に条件付き分岐命令例を示します。 
 

ADD #1, R0 ; Tビットは ADD演算で変更されません。 

CMP/EQ R1, R0 ; R0=R1のとき Tビットは 1にセットされる。 

BT TARGET ; Tビット=1（R0=R1）のとき TARGETに分岐する。 
 

RTEの遅延スロットで、ステータスレジスタ（SR）ビットは次のように参照されます。命令アクセスは変更の

前にMDビットを使用し、データアクセスは変更後のMDビットにアクセスします。変更後の他の S、T、M、Q、

FD、BL、RBビットを遅延スロットの命令実行のために使用します。STC、STC.L SR命令は、変更後すべての SR

ビットにアクセスします。 
 

（6） 定数値 

8ビットの定数値は命令コード、イミディエイト値で指定できます。また 16ビット、32ビットの定数値はメモ

リで定義することができ、PC相対ロード命令で参照できます。 
 

MOV.W @(disp, PC), Rn 

MOV.L @(disp, PC), Rn 
 

浮動小数点に対する PC相対ロード命令はありません。ただし、単精度浮動小数点レジスタに対して FLDI0、

FLDI1命令を使用することによって、0.0または 1.0にセットすることができます。 
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3.2 アドレッシングモード 

表 3.2にアドレッシングモードと実効アドレスの計算を示します。仮想アドレス空間のある位置をアクセスす

ると（MMUCR.AT＝1）、実効アドレスは物理アドレスに変換されます。複数の仮想メモリ空間システムを選択

した場合（MMUCR.SV＝0）、PTEHの最下位ビットもアクセスの ASIDとして参照されます。「第 7章 メモリ

マネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 
 

表 3.2 アドレッシングモードと実効アドレス 

アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

レジスタ直接 Rn 実効アドレスはレジスタ Rnです。 

（オペランドはレジスタ Rnの内容です。） 

－ 

レジスタ間接 @Rn 実効アドレスはレジスタ Rnの内容です。 

Rn Rn
 

Rn→EA（EA：実効アドレス） 

ポストインクリメント 

レジスタ間接 

@Rn＋ 実効アドレスはレジスタ R n の内容です。命令実行後 R n に

定数を加算します。定数はオペランドサイズがバイトのとき

1、ワードのとき 2、ロングワードのとき 4、クワッドワード

のとき 8です。 

Rn Rn

1/2/4

＋
Rn＋1/2/4

 

Rn→EA 

命令実行後 

バイト：Rn＋1→Rn 

ワード：Rn＋2→Rn 

ロングワード：Rn＋4→Rn 

クワッドワード：Rn＋8→Rn 

プリデクリメント 

レジスタ間接 

@－Rn 実効アドレスは、あらかじめ定数を減算したレジスタ Rnの

内容です。定数はバイトのとき 1、ワードのとき 2、ロング

ワードのとき 4、クワッドワードのとき 8です。 

Rn

Rn－1/2/4/8

1/2/4

－
Rn－1/2/4

 

バイト：Rn－1→Rn 

ワード：Rn－2→Rn 

ロングワード：Rn－4→Rn 

クワッドワード：Rn－8→Rn 

Rn→EA 

（計算後の Rn で命令実行） 

ディスプレースメント 

付きレジスタ間接 

@(disp:4,Rn) 実効アドレスはレジスタ Rnに 4ビットディスプレースメン

ト dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペラン

ドサイズによってバイトで 1倍、ワードで 2倍、ロングワー

ドで 4倍します。 

Rn

Rn

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋disp(ゼロ拡張)

×

 

バイト：Rn＋disp→EA 

ワード：Rn＋disp×2→EA 

ロングワード：Rn＋disp×4→EA 
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アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

インデックス付き 

レジスタ間接 

@(R0,Rn) 実効アドレスはレジスタ Rnに R0を加算した内容です。 

＋

Rn

R0

Rn＋R0

 

Rn＋R0→EA 

ディスプレースメント 

付き GBR間接 

@(disp:8,GBR) 実効アドレスはレジスタ GBRに 8ビットディスプレースメ

ント dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペラ

ンドサイズによってバイトで 1倍、ワードで 2倍、ロングワ

ードで 4倍します。 

GBR

GBR

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋disp(ゼロ拡張)

×

 

バイト：GBR＋disp→EA 

ワード：GBR＋disp×2→EA 

ロングワード：GBR＋disp×4→EA 

インデックス付き 

GBR間接 

@(R0,GBR)  実効アドレスはレジスタ GBRに R0を加算した内容です。 

GBR

GBR＋R0

R0

＋

 

GBR＋R0→EA 

ディスプレースメント 

付き PC相対 

@(disp:8,PC) 実効アドレスは PC＋4に 8ビットディスプレースメント

dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペランドサ

イズによってワードで 2倍、ロングワードで 4倍します。さ

らにロングワードのときは PCの下位 2ビットをマスクしま

す。 

PC＋4＋disp×2
または
PC＆

H'FFFFFFFC＋4
＋disp×4

＋

×

2/4

disp(ゼロ拡張)

PC

H'FFFFFFFC ＋

＆

4

＊ロングワードのとき

ワード：PC＋4＋disp×2→EA 

ロングワード： 

PC & H'FFFFFFFC＋4＋disp×→EA 

 



 

3. 命令セット 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  3-5 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

PC相対 disp:8 実効アドレスはPC＋4に 8ビットディスプレースメント disp

を符号拡張後 2倍し、加算した内容です。 

×

2

disp(符号拡張)
＋ PC＋4＋disp×2

PC

＋

4

 

PC＋4＋disp×2→Branch-Target 

 disp:12 実効アドレスは PC＋4に 12ビットディスプレースメント

dispを符号拡張後 2倍し、加算した内容です。 

×

2

disp(符号拡張)
＋ PC＋4＋disp×2

PC

＋

4

 

PC＋4＋disp×2→Branch-Target 

PC相対 Rn 実効アドレスは PC＋4に Rnを加算した内容です。 

PC＋4＋Rn

Rn

＋

PC

＋

4

 

PC＋4＋Rn→Branch-Target 

イミディエイト 

 

#imm:8 TST, AND, OR, XOR命令の 8ビットイミディエイト immは 

ゼロ拡張します。 

－ 

 #imm:8 MOV, ADD, CMP/EQ命令の 8ビットイミディエイト immは 

符号拡張します。 

－ 

 #imm:8 TRAPA命令の 8ビットイミディエイト immはゼロ拡張後、

4倍します。 

－ 

【注】 下記のディスプレースメント（disp）を伴うアドレッシングモードにおいて、本マニュアルのアセンブラ記述は、オペラ

ンドサイズに応じたスケーリング（×1、×2、×4）を行う前の値を書いています。これは、LSIの動作を明確にするた

めで、実際のアセンブラの記述は、各アセンブラの表記ルールを参照してください。 

  ＠（disp:4,Rn）  ;ディスプレースメント付きレジスタ間接 

  ＠（disp:8,GBR）  ;ディスプレースメント付き GBR間接 

  ＠（disp:8,PC）  ;ディスプレースメント付き PC相対 

  disp: 8,disp: 12 ;PC相対 
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3.3 命令セット 

表 3.4～表 3.13に示す SuperH命令の説明に使用する表記を表 3.3に示します。 
 

表 3.3 命令リストの表記 

項目 フォーマット 説   明 

命令ニーモニック OP.Sz SRC,DEST OP：オペレーションコード 

Sz：サイズ  

SRC：ソースオペランド 

DEST：ソースおよび／またはデスティネーションオペランド 

Rm：ソースレジスタ 

Rn：デスティネーションレジスタ 

imm：イミディエイトデータ 

disp：ディスプレースメント 

演算の要約  →、←：転送方向 

(xx)：メモリオペランド 

M/Q/T：SRのフラグビット 

&：各ビットの論理積 

|：各ビットの論理和 

^：各ビット排他的論理和 

~：各ビットの論理否定 

<<n,>>n：nビットシフト 

命令コード MSB←→LSB mmmm：レジスタ番号（Rm、FRm） 

nnnn：レジスタ番号（Rn、FRn） 

0000：R0,FR0 

0001：R1,FR1 

 ： 

1111：R15,FR15 

mmm：レジスタ番号（DRm、XDm、Rm_BANK） 

nnn：レジスタ番号（DRn、XDn、Rn_BANK） 

000：DR0、XD0、R0_BANK 

001：DR2、XD2、R1_BANK 

 ： 

111：DR14、XD14、R7_BANK 

mm：レジスタ番号(FVm) 

nn：レジスタ番号(FVn) 
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項目 フォーマット 説   明 

命令コード MSB←→LSB 00：FV0 

01：FV4 

10：FV8 

11：FV12 

iiii：イミディエイト値 

dddd：ディスプレースメント 

特権モード － 「特権」と記載してある場合、特権モードでのみ実行可能です。 

Tビット 命令実行後の Tビットの値 －：変更なし 

新規 － 「新規」と記載してある場合は、本 LSIで新規に追加された命令です。 

【注】 スケーリング（x1、x2、x4、x8）は命令オペランドのサイズに応じて実行されます。 
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表 3.4 固定小数点転送命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

MOV #imm,Rn imm→符号拡張→Rn 1110nnnniiiiiiii － － － 

MOV.W @(disp*,PC),Rn (disp×2+PC+4)→符号拡張→Rn 1001nnnndddddddd － － － 

MOV.L @(disp*,PC),Rn (disp×4+PC&H'FFFFFFFC+4)→Rn 1101nnnndddddddd － － － 

MOV Rm,Rn Rm→Rn 0110nnnnmmmm0011 － － － 

MOV.B Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0000 － － － 

MOV.W Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0001 － － － 

MOV.L Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0010 － － － 

MOV.B @Rm,Rn (Rm)→符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm0000 － － － 

MOV.W @Rm,Rn (Rm)→符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm0001 － － － 

MOV.L @Rm,Rn (Rm)→Rn 0110nnnnmmmm0010 － － － 

MOV.B Rm,@-Rn Rn-1→Rn,Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W Rm,@-Rn Rn-2→Rn,Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L Rm,@-Rn Rn-4→Rn,Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B @Rm+,Rn (Rm)→符号拡張→Rn,Rm+1→Rm 0110nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W @Rm+,Rn (Rm)→符号拡張→Rn,Rm+2→Rm 0110nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L @Rm+,Rn (Rm)→Rn,Rm+4→Rm 0110nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B R0,@(disp*,Rn) R0→(disp+Rn) 10000000nnnndddd － － － 

MOV.W R0,@(disp*,Rn) R0→(disp×2+Rn) 10000001nnnndddd － － － 

MOV.L Rm,@(disp*,Rn) Rm→(disp×4+Rn) 0001nnnnmmmmdddd － － － 

MOV.B @(disp*,Rm),R0 (disp+Rm)→符号拡張→R0 10000100mmmmdddd － － － 

MOV.W @(disp*,Rm),R0 (disp×2+Rm)→符号拡張→R0 10000101mmmmdddd － － － 

MOV.L @(disp*,Rm),Rn (disp×4+Rm)→Rn 0101nnnnmmmmdddd － － － 

MOV.B Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→符号拡張→Rn 0000nnnnmmmm1100 － － － 

MOV.W @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→符号拡張→Rn 0000nnnnmmmm1101 － － － 

MOV.L @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→Rn 0000nnnnmmmm1110 － － － 

MOV.B R0,@(disp*,GBR) R0→(disp+GBR) 11000000dddddddd － － － 

MOV.W R0,@(disp*,GBR) R0→(disp×2+GBR) 11000001dddddddd － － － 

MOV.L R0,@(disp*,GBR) R0→(disp×4+GBR) 11000010dddddddd － － － 

MOV.B @(disp*,GBR),R0 (disp+GBR)→符号拡張→R0 11000100dddddddd － － － 

MOV.W @(disp*,GBR),R0 (disp×2+GBR)→符号拡張→R0 11000101dddddddd － － － 

MOV.L @(disp*,GBR),R0 (disp×4+GBR)→R0 11000110dddddddd － － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

MOVA @(disp*, 

PC),R0 

disp×4+PC&H'FFFFFFFC+4→R0 11000111dddddddd － － － 

MOVCO.L R0,@Rn LDST→T 

if(T==1)R0→(Rn) 

0→LDST 

0000nnnn01110011 － LDST 新規 

MOVLI.L @Rm,R0 1→LDST 

(Rm)→R0 

ただし、割り込み／例外発生時 0→

LDST 

0000mmmm01100011 － － 新規 

MOVUA.L @Rm,R0 (Rm)→R0 

非境界調整データのロード 

0100mmmm10101001 － － 新規 

MOVUA.L @Rm+,R0 (Rm)→R0,Rm+4→Rm 

非境界調整データのロード 

0100mmmm11101001 － － 新規 

MOVT Rn T→Rn 0000nnnn00101001 － － － 

SWAP.B Rm,Rn Rm→下位 2バイトの 

上下バイト交換→Rn 

0110nnnnmmmm1000 － － － 

SWAP.W Rm,Rn Rm→上下ワード交換→Rn 0110nnnnmmmm1001 － － － 

XTRCT Rm,Rn Rm:Rnの中央 32ビット→Rn 0010nnnnmmmm1101 － － － 

【注】 * ルネサスのアセンブラでは、dispにスケーリング後（×1、×2、×4）の値を設定します。 
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表 3.5 算術演算命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

ADD Rm,Rn Rn+Rm→Rn 0011nnnnmmmm1100 － － － 

ADD #imm,Rn Rn+imm→Rn 0111nnnniiiiiiii － － － 

ADDC Rm,Rn Rn+Rm+T→Rn,キャリ→T 0011nnnnmmmm1110 － キャリ － 

ADDV Rm,Rn Rn+Rm→Rn,オーバフロー→T 0011nnnnmmmm1111 － オーバ 

フロー 

－ 

CMP/EQ #imm,R0 R0 = immのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

10001000iiiiiiii － 比較 

結果 

－ 

CMP/EQ Rm,Rn Rn = Rmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0000 － 比較 

結果 

－ 

CMP/HS Rm,Rn 無符号で Rn≧Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0010 － 比較 

結果 

－ 

CMP/GE Rm,Rn 有符号で Rn≧Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0011 － 比較 

結果 

－ 

CMP/HI Rm,Rn 無符号で Rn>Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0110 － 比較 

結果 

－ 

CMP/GT Rm,Rn 有符号で Rn>Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0111 － 比較 

結果 

－ 

CMP/PZ Rn Rn≧0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0100nnnn00010001 － 比較 

結果 

－ 

CMP/PL Rn Rn>0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0100nnnn00010101 － 比較 

結果 

－ 

CMP/STR Rm,Rn いずれかのバイトが等しいとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0010nnnnmmmm1100 － 比較 

結果 

－ 

DIV1 Rm,Rn 1ステップ除算 (Rn÷Rm) 0011nnnnmmmm0100 － 計算 

結果 

－ 

DIV0S Rm,Rn Rn の MSB→Q,Rm の MSB→M, 

M ^ Q→T 

0010nnnnmmmm0111 － 計算 

結果 

－ 

DIV0U  0→M/Q/T 0000000000011001 － 0 － 

DMULS.L Rm,Rn 符号付きで Rn×Rm→MAC, 

32×32→64ビット 

0011nnnnmmmm1101 － － － 

DMULU.L Rm,Rn 符号なしで Rn×Rm→MAC, 

32×32→64ビット 

0011nnnnmmmm0101 － － － 

DT Rn Rn-1→Rn,Rn が 0のとき 1→T 

Rn が 0以外のとき 0→T 

0100nnnn00010000 － 比較 

結果 

－ 

EXTS.B Rm,Rn Rm をバイトから符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm1110 － － － 

EXTS.W Rm,Rn Rm をワードから符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm1111 － － － 

EXTU.B Rm,Rn Rm をバイトからゼロ拡張→Rn 0110nnnnmmmm1100 － － － 

EXTU.W Rm,Rn Rm をワードからゼロ拡張→Rn 0110nnnnmmmm1101 － － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

MAC.L @Rm+,@Rn+ 符号付きで 

(Rn)×(Rm)+MAC→MAC 

Rn+4→Rn,Rm+4→Rm 

32×32＋64→64ビット 

0000nnnnmmmm1111 － － 

 

－ 

MAC.W @Rm+,@Rn+ 符号付きで 

(Rn)×(Rm)+MAC→MAC 

Rn+2→Rn,Rm+2→Rm 

16×16+64→64ビット 

0100nnnnmmmm1111 － － － 

MUL.L Rm,Rn Rn×Rm→MACL 

32×32→32ビット 

0000nnnnmmmm0111 － － － 

MULS.W Rm,Rn 符号付きで Rn×Rm→MACL 

16×16→32ビット 

0010nnnnmmmm1111 － － － 

MULU.W Rm,Rn 符号なしで Rn×Rm→MACL 

16×16→32ビット 

0010nnnnmmmm1110 － － － 

NEG Rm,Rn 0-Rm→Rn 0110nnnnmmmm1011 － － － 

NEGC Rm,Rn 0-Rm-T→Rn,ボロー→T 0110nnnnmmmm1010 － ボロー － 

SUB Rm,Rn Rn-Rm→Rn 0011nnnnmmmm1000 － － － 

SUBC Rm,Rn Rn-Rm-T→Rn,ボロー→T 0011nnnnmmmm1010 － ボロー － 

SUBV Rm,Rn Rn-Rm→Rn,アンダフロー→T 0011nnnnmmmm1011 － アンダ 

フロー 

－ 
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表 3.6 論理演算命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

AND Rm,Rn Rn & Rm→Rn 0010nnnnmmmm1001 － － － 

AND #imm,R0 R0 & imm→R0 11001001iiiiiiii － － － 

AND.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) & imm→(R0+GBR) 11001101iiiiiiii － － － 

NOT Rm,Rn ~Rm→Rn 0110nnnnmmmm0111 － － － 

OR Rm,Rn Rn｜Rm→Rn 0010nnnnmmmm1011 － － － 

OR #imm,R0 R0｜imm→R0 11001011iiiiiiii － － － 

OR.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) | imm→(R0+GBR) 11001111iiiiiiii － － － 

TAS.B @Rn (Rn)が 0のとき 1→T 

それ以外とき 0→T 

両方に対して 1→(Rn)の MSB 

0100nnnn00011011 － テスト 

結果 

－ 

TST Rm,Rn Rn & Rm,結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0010nnnnmmmm1000 － テスト 

結果 

－ 

TST #imm,R0 R0 & imm,結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

11001000iiiiiiii － テスト 

結果 

－ 

TST.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR)&imm, 

結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

11001100iiiiiiii － テスト 

結果 

－ 

XOR Rm,Rn Rn ^ Rm→Rn 0010nnnnmmmm1010 － － － 

XOR #imm,R0 R0 ^ imm→R0 11001010iiiiiiii － － － 

XOR.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) ^ imm→(R0+GBR) 11001110iiiiiiii － － － 
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表 3.7 シフト命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

ROTL Rn T←Rn←MSB 0100nnnn00000100 － MSB － 

ROTR Rn LSB→Rn→T 0100nnnn00000101 － LSB － 

ROTCL Rn T←Rn←T 0100nnnn00100100 － MSB － 

ROTCR Rn T→Rn→T 0100nnnn00100101 － LSB － 

SHAD Rm,Rn Rm≧0のとき Rn<<Rm→Rn, 

Rm<0のとき Rn>>Rm→[MSB→Rn] 

0100nnnnmmmm1100 － － － 

SHAL Rn T←Rn←0 0100nnnn00100000 － MSB － 

SHAR Rn MSB→Rn→T 0100nnnn00100001 － LSB － 

SHLD Rm,Rn Rm≧0のとき Rn<<Rm→Rn, 

Rm<0のとき Rn>>Rm→[0→Rn] 

0100nnnnmmmm1101 － － － 

SHLL Rn T←Rn←0 0100nnnn00000000 － MSB － 

SHLR Rn 0→Rn→T 0100nnnn00000001 － LSB － 

SHLL2 Rn Rn<<2→Rn 0100nnnn00001000 － － － 

SHLR2 Rn Rn>>2→Rn 0100nnnn00001001 － － － 

SHLL8 Rn Rn<<8→Rn 0100nnnn00011000 － － － 

SHLR8 Rn Rn>>8→Rn 0100nnnn00011001 － － － 

SHLL16 Rn Rn<<16→Rn 0100nnnn00101000 － － － 

SHLR16 Rn Rn>>16→Rn 0100nnnn00101001 － － － 
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表 3.8 分岐命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

BF label T=0のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=1のとき nop 

10001011dddddddd － － － 

BF/S label 遅延分岐,T=0のとき disp×2+PC+4→

PC,T=1のとき nop 

10001111dddddddd － － － 

BT label T=1のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=0のとき nop 

10001001dddddddd － － － 

BT/S label 遅延分岐,T=1のとき disp×2+PC+4→

PC,T=0のとき nop 

10001101dddddddd － － － 

BRA label 遅延分岐,disp×2+PC+4→PC 1010dddddddddddd － － － 

BRAF Rn 遅延分岐,Rn+PC+4→PC 0000nnnn00100011 － － － 

BSR label 遅延分岐,PC+4→PR, 

disp×2+PC+4→PC 

1011dddddddddddd － － － 

BSRF Rn 遅延分岐,PC+4→PR, 

Rn+PC+4→PC 

0000nnnn00000011 － － － 

JMP @Rn 遅延分岐,Rn→PC 0100nnnn00101011 － － － 

JSR @Rn 遅延分岐,PC+4→PR,Rn→PC 0100nnnn00001011 － － － 

RTS  遅延分岐,PR→PC 0000000000001011 － － － 
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表 3.9 システム制御命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

CLRMAC  0→MACH,MACL 0000000000101000 － － － 

CLRS  0→S 0000000001001000 － － － 

CLRT  0→T 0000000000001000 － 0 － 

ICBI @Rn 論理アドレス Rnで示される命令キャ

ッシュを無効化 

0000nnnn11100011 － － 新規 

LDC Rm,SR Rm→SR 0100mmmm00001110 特権 LSB － 

LDC Rm,GBR Rm→GBR 0100mmmm00011110 － － － 

LDC Rm,VBR Rm→VBR 0100mmmm00101110 特権 － － 

LDC Rm,SGR Rm→SGR 0100mmmm00111010 特権 － 新規 

LDC Rm,SSR Rm→SSR 0100mmmm00111110 特権 － － 

LDC Rm,SPC Rm→SPC 0100mmmm01001110 特権 － － 

LDC Rm,DBR Rm→DBR 0100mmmm11111010 特権 － － 

LDC Rm,Rn_BANK Rm→Rn_BANK(n=0～7) 0100mmmm1nnn1110 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SR (Rm)→SR,Rm+4→Rm 0100mmmm00000111 特権 LSB － 

LDC.L @Rm+,GBR (Rm)→GBR,Rm+4→Rm 0100mmmm00010111 － － － 

LDC.L @Rm+,VBR (Rm)→VBR,Rm+4→Rm 0100mmmm00100111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SGR (Rm)→SGR,Rm+4→Rm 0100mmmm00110110 特権 － 新規 

LDC.L @Rm+,SSR (Rm)→SSR,Rm+4→Rm 0100mmmm00110111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SPC (Rm)→SPC,Rm+4→Rm 0100mmmm01000111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,DBR (Rm)→DBR,Rm+4→Rm 0100mmmm11110110 特権 － － 

LDC.L @Rm+,Rn_BANK (Rm)→Rn_BANK,Rm+4→Rm 0100mmmm1nnn0111 特権 － － 

LDS Rm,MACH Rm→MACH 0100mmmm00001010 － － － 

LDS Rm,MACL Rm→MACL 0100mmmm00011010 － － － 

LDS Rm,PR Rm→PR 0100mmmm00101010 － － － 

LDS.L @Rm+,MACH (Rm)→MACH,Rm+4→Rm 0100mmmm00000110 － － － 

LDS.L @Rm+,MACL (Rm)→MACL,Rm+4→Rm 0100mmmm00010110 － － － 

LDS.L @Rm+,PR (Rm)→PR,Rm+4→Rm 0100mmmm00100110 － － － 

LDTLB  PTEH/PTEL→TLB 0000000000111000 特権 － － 

MOVCA.L R0,@Rn （キャッシュブロックをフェッチせ

ずに）R0→(Rn) 

0000nnnn11000011 － － － 

NOP  無操作 0000000000001001 － － － 

OCBI @Rn オペランドキャッシュブロックを無

効にする 

0000nnnn10010011 － － － 

OCBP @Rn オペランドキャッシュブロックをラ

イトバックし無効にする 

0000nnnn10100011 － － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

OCBWB @Rn オペランドキャッシュブロックをラ

イトバックする 

0000nnnn10110011 － － － 

PREF @Rn (Rn)→オペランドキャッシュ 0000nnnn10000011 － － － 

PREFI @Rn 32バイトの命令ブロックを命令キャ

ッシュに読み込む 

0000nnnn11010011 － － 新規 

RTE  遅延分岐,SSR/SPC→SR/PC 0000000000101011 特権 － － 

SETS  1→S 0000000001011000 － － － 

SETT  1→T 0000000000011000 － 1 － 

SLEEP  スリープ 0000000000011011 特権 － － 

STC SR,Rn SR→Rn 0000nnnn00000010 特権 － － 

STC GBR,Rn GBR→Rn 0000nnnn00010010 － － － 

STC VBR,Rn VBR→Rn 0000nnnn00100010 特権 － － 

STC SSR,Rn SSR→Rn 0000nnnn00110010 特権 － － 

STC SPC,Rn SPC→Rn 0000nnnn01000010 特権 － － 

STC SGR,Rn SGR→Rn 0000nnnn00111010 特権 － － 

STC DBR,Rn DBR→Rn 0000nnnn11111010 特権 － － 

STC Rm_BANK,Rn Rm_BANK→Rn (m=0～7) 0000nnnn1mmm0010 特権 － － 

STC.L SR,@-Rn Rn-4→Rn,SR→(Rn) 0100nnnn00000011 特権 － － 

STC.L GBR,@-Rn Rn-4→Rn,GBR→(Rn) 0100nnnn00010011 － － － 

STC.L VBR,@-Rn Rn-4→Rn,VBR→(Rn) 0100nnnn00100011 特権 － － 

STC.L SSR,@-Rn Rn-4→Rn,SSR→(Rn) 0100nnnn00110011 特権 － － 

STC.L SPC,@-Rn Rn-4→Rn,SPC→(Rn) 0100nnnn01000011 特権 － － 

STC.L SGR,@-Rn Rn-4→Rn,SGR→(Rn) 0100nnnn00110010 特権 － － 

STC.L DBR,@-Rn Rn-4→Rn,DBR→(Rn) 0100nnnn11110010 特権 － － 

STC.L Rm_BANK,@-Rn Rn-4→Rn,Rm_BANK→(Rn) 

(m=0～7) 

0100nnnn1mmm0011 特権 － － 

STS MACH,Rn MACH→Rn 0000nnnn00001010 － － － 

STS MACL,Rn MACL→Rn 0000nnnn00011010 － － － 

STS PR,Rn PR→Rn 0000nnnn00101010 － － － 

STS.L MACH,@-Rn Rn-4→Rn,MACH→(Rn) 0100nnnn00000010 － － － 

STS.L MACL,@-Rn Rn-4→Rn,MACL→(Rn) 0100nnnn00010010 － － － 

STS.L PR,@-Rn Rn-4→Rn,PR→(Rn) 0100nnnn00100010 － － － 

SYNCO  本命令以前のデータ操作を完了する

まで、本命令以降の命令を開始しない

0000000010101011 － － 新規 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

TRAPA #imm imm <<2→TRA,PC+2→SPC, 

SR→SSR,R15→SGR, 

1→SR.MD/BL/RB,H'160→EXPEVT, 

VBR+H'0100→PC 

11000011iiiiiiii － － － 

 

表 3.10 浮動小数点単精度命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FLDI0 FRn H'00000000→FRn 1111nnnn10001101 － － － 

FLDI1 FRn H'3F800000→FRn 1111nnnn10011101 － － － 

FMOV FRm,FRn FRm→FRn 1111nnnnmmmm1100 － － － 

FMOV.S @Rm,FRn (Rm)→FRn 1111nnnnmmmm1000 － － － 

FMOV.S @(R0,Rm),FRn (R0+Rm)→FRn 1111nnnnmmmm0110 － － － 

FMOV.S @Rm+,FRn (Rm)→FRn,Rm+4→Rm 1111nnnnmmmm1001 － － － 

FMOV.S FRm,@Rn FRm → (Rn) 1111nnnnmmmm1010 － － － 

FMOV.S FRm,@-Rn Rn-4→Rn,FRm→(Rn) 1111nnnnmmmm1011 － － － 

FMOV.S FRm,@(R0,Rn) FRm→(R0+Rn) 1111nnnnmmmm0111 － － － 

FMOV DRm,DRn DRm→DRn 1111nnn0mmm01100 － － － 

FMOV @Rm,DRn (Rm)→DRn 1111nnn0mmmm1000 － － － 

FMOV @(R0,Rm),DRn (R0+Rm)→DRn 1111nnn0mmmm0110 － － － 

FMOV @Rm+,DRn (Rm)→DRn,Rm+8→Rm 1111nnn0mmmm1001 － － － 

FMOV DRm,@Rn DRm→(Rn) 1111nnnnmmm01010 － － － 

FMOV DRm,@-Rn Rn-8→Rn,DRm→(Rn) 1111nnnnmmm01011 － － － 

FMOV DRm,@(R0,Rn) DRm→(R0+Rn) 1111nnnnmmm00111 － － － 

FLDS FRm,FPUL FRm→FPUL 1111mmmm00011101 － － － 

FSTS FPUL,FRn FPUL→FRn 1111nnnn00001101 － － － 

FABS FRn FRn & H'7FFF FFFF→FRn 1111nnnn01011101 － － － 

FADD FRm,FRn FRn+FRm→FRn 1111nnnnmmmm0000 － － － 

FCMP/EQ FRm,FRn FRn=FRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnnnmmmm0100 － 比較 

結果 

－ 

FCMP/GT FRm,FRn FRn>FRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnnnmmmm0101 － 比較 

結果 

－ 

FDIV FRm,FRn FRn/FRm→FRn 1111nnnnmmmm0011 － － － 

FLOAT FPUL,FRn (float)FPUL→FRn 1111nnnn00101101 － － － 

FMAC FR0,FRm,FRn FR0×FRm+FRn→FRn 1111nnnnmmmm1110 － － － 

FMUL FRm,FRn FRn×FRm→FRn 1111nnnnmmmm0010 － － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FNEG FRn FRn ^ H'80000000→FRn 1111nnnn01001101 － － － 

FSQRT FRn sqrt(FRn)→FRn* 1111nnnn01101101 － － － 

FSUB FRm,FRn FRn - FRm→FRn 1111nnnnmmmm0001 － － － 

FTRC FRm,FPUL (long)FRm→FPUL 1111mmmm00111101 － － － 

【注】 * sqrt(FRn)は FRnの平方根を表します。 

 

表 3.11 浮動小数点倍精度命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FABS DRn DRn&H'7FFF FFFF FFFF FFFF→DRn 1111nnn001011101 － － － 

FADD DRm,DRn DRn+DRm→DRn 1111nnn0mmm00000 － － － 

FCMP/EQ DRm,DRn DRn=DRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnn0mmm00100 － 比較 

結果 

－ 

FCMP/GT DRm,DRn DRn > DRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnn0mmm00101 － 比較 

結果 

－ 

FDIV DRm,DRn DRn/DRm→DRn 1111nnn0mmm00011 － － － 

FCNVDS DRm,FPUL double_to_float(DRm)→FPUL 1111mmm010111101 － － － 

FCNVSD FPUL,DRn float_to_double(FPUL)→DRn 1111nnn010101101 － － － 

FLOAT FPUL,DRn (float)FPUL→DRn 1111nnn000101101 － － － 

FMUL DRm,DRn DRn×DRm→DRn 1111nnn0mmm00010 － － － 

FNEG DRn DRn ^ H'8000 0000 0000 0000→DRn 1111nnn001001101 － － － 

FSQRT DRn sqrt(DRn)→DRn* 1111nnn001101101 － － － 

FSUB DRm,DRn DRn - DRm→DRn 1111nnn0mmm00001 － － － 

FTRC DRm,FPUL (long)DRm→FPUL 1111mmm000111101 － － － 

【注】 * sqrt(DRn)は DRnの平方根を表します。 
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表 3.12 浮動小数点制御命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

LDS Rm,FPSCR Rm→FPSCR 0100mmmm01101010 － － － 

LDS Rm,FPUL Rm→FPUL 0100mmmm01011010 － － － 

LDS.L @Rm+,FPSCR (Rm)→FPSCR,Rm+4→Rm 0100mmmm01100110 － － － 

LDS.L @Rm+,FPUL (Rm)→FPUL,Rm+4→Rm 0100mmmm01010110 － － － 

STS FPSCR,Rn FPSCR→Rn 0000nnnn01101010 － － － 

STS FPUL,Rn FPUL→Rn 0000nnnn01011010 － － － 

STS.L FPSCR,@-Rn Rn-4→Rn,FPSCR→(Rn) 0100nnnn01100010 － － － 

STS.L FPUL,@-Rn Rn-4→Rn,FPUL→(Rn) 0100nnnn01010010 － － － 

 

表 3.13 浮動小数点グラフィック強化命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FMOV DRm,XDn DRm→XDn 1111nnn1mmm01100 － － － 

FMOV XDm,DRn XDm→DRn 1111nnn0mmm11100 － － － 

FMOV XDm,XDn XDm→XDn 1111nnn1mmm11100 － － － 

FMOV @Rm,XDn (Rm)→XDn 1111nnn1mmmm1000 － － － 

FMOV @Rm+,XDn (Rm)→XDn,Rm+8→Rm 1111nnn1mmmm1001 － － － 

FMOV @(R0,Rm),XDn (R0+Rm)→XDn 1111nnn1mmmm0110 － － － 

FMOV XDm,@Rn XDm→(Rn) 1111nnnnmmm11010 － － － 

FMOV XDm,@-Rn Rn-8→Rn,XDm→(Rn) 1111nnnnmmm11011 － － － 

FMOV XDm,@(R0,Rn) XDm→(R0+Rn) 1111nnnnmmm10111 － － － 

FIPR FVm,FVn inner_product(FVm,FVn) 

→FR[n+3] 

1111nnmm11101101 － － － 

FTRV XMTRX,FVn transform_vector(XMTRX,FVn) 

→FVn 

1111nn0111111101 － － － 

FRCHG  ～FRSCR.FR→FRSCR.FR 1111101111111101 － － － 

FSCHG  ～FPSCR.SZ→FPSCR.SZ 1111001111111101 － － － 

FPCHG  ～FPSCR.PR→FPSCR.PR 1111011111111101 － － 新規 

FSRRA FRn 1/sqrt(FRn)→FRn* 1111nnnn01111101 － － 新規 

FSCA FPUL,DRn sin(FPUL)→FRn 

cos(FPUL)→FR[n+1] 

1111nnn011111101 － － 新規 

【注】 * sqrt(FRn)は FRnの平方根を表します。 
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4. パイプライン動作 

本 LSIは 2命令並列型（2-ILP, Instruction-Level-Parallelism）のスーパスカラパイプライン処理マイクロプロセッ

サです。命令実行はパイプライン化され、2つの命令を並行して実行できます。 

4.1 パイプライン 

図 4.1に基本パイプラインを示します。通常、パイプラインは命令フェッチ（I1、I2、I3）、デコード・レジス

タリード（ID）、実行（E1、E2、E3）、ライトバック（WB）の 8ステージから構成されます。1つの命令は基本

パイプラインの組み合わせとして実行されます。 

（1）一般パイプライン

-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-演算-フォワーディング

-アドレス計算

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

（2）一般ロード／ストアパイプライン

（3）特殊パイプライン

（4）特殊ロード／ストアパイプライン

（5）浮動小数点パイプライン

（6）浮動小数点拡張パイプライン

-命令フェッチ -プリデコード -命令デコード
-発行

-演算
-ライトバック

-演算 -演算-レジスタリード
-フォワーディング

I1 I2 ID FS1 FS2 FS4FS3 FS

-演算

-命令フェッチ -プリデコード -命令デコード
-発行

-レジスタリード
-フォワーディング

-演算 -演算 -演算 -演算 -演算 -演算
-ライトバック

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-メモリデータアクセス

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

-フォワーディング-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-演算

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

-命令フェッチ

-プリデコード

-プリデコード

-プリデコード

-プリデコード -命令デコード
-発行
-レジスタリード

I1 I2

I3

I3

I3

I3

I3 ID E1 E2 E3 WB

 

図 4.1 基本パイプライン 



 

4. パイプライン動作 

4-2  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

図 4.2に命令実行パターンを示します。図 4.2で使用する表記とその意味を以下に示します。 
 

表 4.1 命令実行パターン表記説明 

表   記 意   味 

E1 E2 E3 WB  
CPU EXパイプ占有 

S1 S2 S3 WB  
CPU LSパイプ占有 

（メモリアクセスを伴う場合） 

s1 s2 s3 WB  
CPU LSパイプ占有 

（メモリアクセスを伴わない場合） 

E1/S1 
CPU EXか LSの 

いずれか一方を占有 

E1S1 E1s1、  
CPU EXと LSの 

両方を占有 

M2 M3 MS  
CPU MULT演算器占有 

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS  
FPU-EXパイプ占有 

FS1 FS2 FS3 FS4 FS  
FPU-LSパイプ占有 

ID  
IDステージをロック 

 
CPUと FPU両方のパイプを占有 
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（1-1）BF、BF/S、BT、BT/S、BRA、BSR；1発行サイクル＋0～3分岐サイクル

I1 I2 I3

（I1） （ID）

ID E1/S1 E2/s2 E3/s3 WB

I3

I3

I3

（I2） （I3）

（1-2）JSR、JMP、BRAF、BSRF；1発行サイクル＋4分岐サイクル

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

（分岐先命令）

（1-3）RTS；1発行サイクル＋0～4分岐サイクル

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

（1-4）RTE；4発行サイクル＋2分岐サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
E2s2ID E3s3

ID
WB

ID

【注】例外ハンドラの先頭命令のIDステージまで
         15サイクルです。

（1-5）TRAPA；8発行サイクル＋5サイクル＋2分岐サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB
E1s1 E3s3E2s2

E1s1
E1s1

E1s1
E1s1

E2s2
E2s2

E2s2
E2s2

E3s3
E3s3

E3s3
E3s3

WB
WB

WB
WB

E2s2 E3s3 WB
E2s2 E3s3 WB

E1s1
E1s1

【注】クロック停止期間は状態により変化します。

（1-6）SLEEP；2発行サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB
E1s1

（I1） （ID）（I2） （I3） （分岐先命令）

（I1） （ID）（I2） （I3） （分岐先命令）

（I1） （ID）（I2）（I3）

（I1） （ID）（I2） （I3） （分岐先命令）

【注】分岐命令のうち（1-1）に類するものは、
命令の先読みにより分岐サイクルが軽減
される場合があります。

E2s2 E3s3 WB

【注】 RTS命令については、命令の先読みにより
分岐サイクルが0となる場合があります。

E1s1

ID

ID
ID

ID
ID

ID
ID

WB

ID  

図 4.2 命令実行パターン（1） 
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（2-1）1ステップ演算（EXタイプ）；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID E1 E2 E3 WB

I3

I3

I3

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID E1/S1 E2/s2 E3/s3

E1/s1 E2/s2 E3/S3

WB

（2-2）1ステップ演算（LSタイプ）；1発行サイクル

（2-3）1ステップ演算（MTタイプ）；1発行サイクル

（2-4）MOV（MTタイプ）；1発行サイクル

EXT[SU].[BW]、MOVT、SWAP、XTRCT、ADD*、CMP*、DIV*、DT、NEG*、SUB*、AND、AND#、NOT、
OR、OR#、TST、TST#、XOR、XOR#、ROT*、SHA*、SHL*、CLRS、CLRT、SETS、SETT

MOV#、NOP

MOVA

MOV

【注】AND#、OR#、TST#、XOR#はGBR相対命令を除く

 

図 4.2 命令実行パターン（2） 
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（3-1）ロード／ストア；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

I3

I3

I3

I3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-2）AND.B、OR.B、XOR.B、TST.B；3発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-3）TAS.B；4発行サイクル

（3-4）PREF、OCBI、OCBP、OCBWB、MOVCA.L、SYNCO；1発行サイクル

E2S2 E3S3 WB

MOV.[BWL]、MOV.[BWL]@(d,GBR)

E1S1

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2s2 E3s3E1s1

（3-5）LDTLB；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

（3-6）ICBI；8発行サイクル＋5サイクル＋4分岐サイクル

（3-7）PREFI；5発行サイクル＋5サイクル＋4分岐サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

（3-8）MOVLI.L；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

I3

I3

（3-9）MOVCO.L；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-10）MOVUA.L；2発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WB

ID
ID

ID
ID

ID

E1s1 E2s2 E3s3 WBID

E1s1
E1s1

E1s1

E2s2
E2s2

E2s2

E3s3
E3s3

E3s3

WB
WB

WB

（I1） （ID）（I2） （I3）

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

E1s1
E1s1

E1s1

E2s2
E2s2

E2s2

E3s3
E3s3

E3s3

WB
WB

WB

（I1） （ID）（I2）（I3）

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

（PREFIの次の命令に分岐します。）

（ICBIの次の命令に分岐します。）

最低５サイクル

最低５サイクル

 

図 4.2 命令実行パターン（3） 
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（4-1）Rp_BANK/SSR/SPC/VBRへのLDC；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（4-2）DBR/SGRへのLDC；4発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-3）GBRへのLDC；1発行サイクル

（4-4）SRへのLDC；4発行サイクル＋4分岐サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-5）Rp_BANK/SSR/SPC/VBRへのLDC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID E1s1 E2s2 E3s3 WB

（4-6）DBR/SGRへのLDC.L；4発行サイクル

（4-7）GBRへのLDC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
ID

ID
ID

I1 I2 ID E1S1 E2S2 E3S3 WB
ID

ID
ID

ID
ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-8）SRへのLDC.L；6発行サイクル＋4分岐サイクル

（I1） （ID）（I2） （I3）

（次の命令へ分岐します）

（I1） （ID）（I2） （I3）

（次の命令へ分岐します）

ID

ID
ID

ID

ID
ID

 

図 4.2 命令実行パターン（4） 
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（4-9）DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGRからのSTC；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（4-10）SRからのSTC；1発行サイクル

（4-11）DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGRからのSTC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1s1 E2s2 E3s3

WB

（4-12）SRからのSTC.L；1発行サイクル

（4-13）PRへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1S1 E2S2 E3S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-14）PRへのLDS.L；1発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-15）PRからのSTS；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-16）PRからのSTS.L；1発行サイクル

（I1） （I2） （I3） （ID）（??1）（??2）（??3）（WB）

（4-17）BSRF、BSR、JSRの遅延スロット命令（PRセット）；0発行サイクル

【注】遅延スロット命令のE3ステージでPRの値が更新されます。
　　　遅延スロットにPRからのSTS、STS.L命令が使用されている場合、
　　　更新されたPRの値が使用されます。  

図 4.2 命令実行パターン（5） 
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（5-1）MACH/LへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB
MS

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（5-2）MACH/LへのLDS.L；1発行サイクル

（5-3）MACH/LからのSTS；1発行サイクル

（5-4）MACH/LからのSTS.L；1発行サイクル

I1 I2 ID E1 M2 M3

E1 M2 M3

MS

E1 M2 M3 MS

M2 M3 MS

（5-5）MULS.W、MULU.W；1発行サイクル

（5-6）DMULS.L、DMULU.L、MUL.L；1発行サイクル

（5-7）CLRMAC；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WB

I1 I2 ID

（5-8）MAC.W；2発行サイクル

（5-9）MAC.L；2発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

M2 M3 MS

M2 M3 MS
M2 M3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WBID

ID

 

図 4.2 命令実行パターン（6） 
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（6-1）FPULへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3

s1 s2 s3 WB

s1 s2 s3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（6-2）FPULからのSTS；1発行サイクル

（6-3）FPULへのLDS.L；1発行サイクル

（6-4）FPULからのSTS.L；1発行サイクル

（6-5）FPSCRへのLDS；1発行サイクル

（6-6）FPSCRからのSTS；1発行サイクル

（6-7）FPSCRへのLDS.L；1発行サイクル

（6-8）FPSCRからのSTS.L；1発行サイクル

（6-9）FPUロードストア命令FMOV；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

S1 S2 S3

S1 S2 S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3

I1 I2 ID WB

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4 FS
s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID

（6-10）FLDS；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID

I1 I2 ID

（6-11）FSTS；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID

s1 s2 s3
FS  

図 4.2 命令実行パターン（7） 
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（6-12）単精度FABS、FNEG／倍精度FABS、FNEG；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4 FS

（6-13）FLDI0、FLDI1；1発行サイクル

（6-14）単精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-15）単精度FDIV/FSQRT；1発行サイクル

（6-16）倍精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-17）倍精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-18）倍精度FDIV/FSQRT；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4
FEDS（除算器占有サイクル）

FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FS

FCMP/EQ、FCMP/GT、FADD、FLOAT、FMAC、FMUL、FSUB、FTRC、FRCHG、FSCHG、FPCHG

FCMP/EQ、FCMP/GT、FADD、FLOAT、FSUB、FTRC、FCNVSD、FCNVDS

FMUL

I1 I2 I3 ID
FEDS（除算器占有サイクル）

FS

 

図 4.2 命令実行パターン（8） 
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（6-19）FIPR；1発行サイクル

（6-20）FTRV；1発行サイクル

（6-21）FSRRA；1発行サイクル

（6-22）FSCA；1発行サイクル

関数演算器占有サイクル

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3
FEPL

FEPL

FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2
FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

I1 I2 I3 ID FE1 FE2
FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

関数演算器占有サイクル

FS

FS

 

図 4.2 命令実行パターン（9） 
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4.2 並列実行性 

命令は利用する内部機能ブロックにより、表 4.2に示すようなグループに分類されます。表 4.3に並列実行可能

な 2つの命令の組み合わせをグループごとに示します。たとえば、EXグループに分類された ADDと BRグルー

プの BRAは並列実行できます。 
 

表 4.2 命令グループ 

命令 

グループ 

命   令 

EX ADD 

ADDC 

ADDV 

AND #imm,R0 

AND Rm,Rn 

CLRMAC 

CLRS 

CLRT 

CMP 

DIV0S 

DIV0U 

DIV1 

DMUS.L 

DMULU.L 

DT 

EXTS 

EXTU 

MOVT 

MUL.L 

MULS.W 

MULU.W 

NEG 

NEGC 

NOT 

OR #imm,R0 

OR Rm,Rn 

ROTCL 

ROTCR 

ROTL 

ROTR 

SETS 

SETT 

SHAD 

SHAL 

SHAR 

SHLD 

SHLL 

SHLL2 

SHLL8 

SHLL16 

SHLR 

SHLR2 

SHLR8 

SHLR16 

SUB 

SUBC 

SUBV 

SWAP 

TST #imm,R0 

TST Rm,Rn 

XOR #imm,R0 

XOR Rm,Rn 

XTRCT 

 

MT MOV #imm,Rn MOV Rm,Rn  NOP  

BR BF 

BF/S 

BRA 

BRAF 

BSR 

BSRF 

BT 

BT/S 

JMP 

JSR 

RTS 

LS FABS 

FNEG 

FLDI0 

FLDI1 

FLDS 

FMOV @adr,FR 

FMOV FR,@adr 

FMOV FR,FR 

FMOV.S @adr,FR 

FMOV.S FR,@adr 

FSTS 

LDC Rm,CR1 

LDC.L @Rm+,CR1 

LDS Rm,SR1 

LDS Rm,SR2 

LDS.L @adr,SR2 

LDS.L @Rm+,SR1  

LDS.L @Rm+,SR2 

MOV.[BWL] @adr,R 

MOV.[BWL] R,@adr 

MOVA 

MOVCA.L 

MOVUA 

OCBI 

OCBP 

OCBWB 

PREF 

STC CR2,Rn 

STC.L CR2,@-Rn 

STS SR2,Rn 

STS.L SR2,@-Rn 

STS SR1,Rn 

STS.L SR1,@-Rn 
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命令 

グループ 

命   令 

FE FADD 

FSUB 

FCMP（S/D） 

FCNVDS 

FCNVSD 

FDIV 

FIPR 

FLOAT 

FMAC 

FMUL 

FRCHG 

FSCHG 

FSQRT 

FTRC 

FTRV 

FSCA 

FSRRA 

FPCHG 

CO AND.B #imm,@(R0,GBR)

ICBI 

LDC Rm,DBR 

LDC Rm,SGR 

LDC Rm,SR 

LDC.L @Rm+,DBR 

LDC.L @Rm+,SGR 

LDC.L @Rm+,SR 

LDTLB 

MAC.L 

MAC.W 

MOVCO 

MOVLI 

OR.B #imm,@(R0,GBR) 

PREFI 

RTE 

SLEEP 

STC SR,Rn 

STC.L SR,@-Rn 

SYNCO 

TAS.B 

TRAPA 

TST.B #imm,@(R0,GBR) 

XOR.B #imm,@(R0,GBR) 

 

【記号説明】 R ：Rm/Rn 

  @adr ：アドレス 

  SR1 ：MACH/MACL/PR 

  SR2 ：FPUL/FPSCR 

  CR1 ：GBR/Rp_BANK/SPC/SSR/VBR 

  CR2 ：CR1/DBR/SGR 

  FR ：FRm/FRn/DRm/DRn/XDm/XDn 

 

2命令の同時実行は次の場合に限ります。 

1. addr（先行）とaddr+2（後行）の2命令で1Kバイト（最小のページサイズ）をまたがないこと 

2. 表4.3（先行・後行掛け合わせ表）で同時実行可能である（○となっている）こと 

3. addrにある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと 

4. addr+2にある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと 

5. 2命令とも有効であること 
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表 4.3 先行・後行掛け合わせ表 

先行命令（addr）  

EX MT BR LS FE CO 

EX × ○ ○ ○ ○ 

MT ○ ○ ○ ○ ○ 

BR ○ ○ × ○ ○ 

LS ○ ○ ○ × ○ 

FE ○ ○ ○ ○ × 

 後行命令 

（addr+2） 

CO  × 
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4.3 発行レートと実行ステート 

命令の発行レートと実行ステートを表 4.4に示します。表 4.4中の命令グループは表 4.2における分類に対応し

ます。また、本節に示す発行レートと実行ステートでは、パイプラインストールによるペナルティサイクルは考

慮していません。 
 
（1）発行レート

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

発行レート：3

E2S2 E3S3 WB

発行レートは、命令の発行と次の命令の発行の間隔を示します。

（例）AND.B命令

E1S1

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

MS
S2 S3 WBS1

ID
ID

ID

（I1） （ID）（I2） （I3）次命令

M3M2
発行レート：2

（I1） （I3） （ID）（I2）次命令

（例）MAC.W命令

実行ステートは、命令がパイプラインを占有するサイクル数を次の基準で示します。

・CPU命令
（例）AND.B命令

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

実行ステート：3

E2S2 E3S3 WBE1S1ID
ID

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

MS
S2 S3 WBS1ID

M3M2

（例）MAC.W命令
実行ステート：4

・FPU命令
（例）FMUL命令

実行ステート：14
（例）FDIV命令

（2）実行ステート

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID
除算器占有サイクル

FS

実行ステート：3

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
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表 4.4 発行レートと実行ステート 

機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

1 EXTS.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

2 EXTS.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

3 EXTU.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

4 EXTU.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

5 MOV Rm,Rn MT 1 1 2-4 

6 MOV #imm,Rn MT 1 1 2-3 

7 MOVA @(disp,PC),R0 LS 1 1 2-2 

8 MOV.W @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1 

9 MOV.L @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1 

10 MOV.B @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

11 MOV.W @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

12 MOV.L @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

13 MOV.B @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

14 MOV.W @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

15 MOV.L @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

16 MOV.B @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1 

17 MOV.W @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1 

18 MOV.L @(disp,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

19 MOV.B @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

20 MOV.W @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

21 MOV.L @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

22 MOV.B @(disp,GBR),R0 LS 1 1 3-1 

23 MOV.W @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1 

24 MOV.L @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1 

25 MOV.B Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

26 MOV.W Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

27 MOV.L Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

28 MOV.B Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

29 MOV.W Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

30 MOV.L Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

31 MOV.B R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

32 MOV.W R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

33 MOV.L Rm,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

データ 

転送命令 

34 MOV.B Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

35 MOV.W Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 

36 MOV.L Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 

37 MOV.B R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

38 MOV.W R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

39 MOV.L R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

40 MOVCA.L R0,@Rn LS 1 1 3-4 

41 MOVCO.L R0,@Rn CO 1 1 3-9 

42 MOVLI.L @Rm,R0 CO 1 1 3-8 

43 MOVUA.L @Rm,R0 LS 2 2 3-10 

44 MOVUA.L @Rm+,R0 LS 2 2 3-10 

45 MOVT Rn EX 1 1 2-1 

46 OCBI @Rn LS 1 1 3-4 

47 OCBP @Rn LS 1 1 3-4 

48 OCBWB @Rn LS 1 1 3-4 

49 PREF @Rn LS 1 1 3-4 

50 SWAP.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

51 SWAP.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

データ 

転送命令 

52 XTRCT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

53 ADD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

54 ADD #imm,Rn EX 1 1 2-1 

55 ADDC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

56 ADDV Rm,Rn EX 1 1 2-1 

57 CMP/EQ #imm,R0 EX 1 1 2-1 

58 CMP/EQ Rm,Rn EX 1 1 2-1 

59 CMP/GE Rm,Rn EX 1 1 2-1 

60 CMP/GT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

61 CMP/HI Rm,Rn EX 1 1 2-1 

62 CMP/HS Rm,Rn EX 1 1 2-1 

63 CMP/PL Rn EX 1 1 2-1 

64 CMP/PZ Rn EX 1 1 2-1 

65 CMP/STR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

66 DIV0S Rm,Rn EX 1 1 2-1 

67 DIV0U  EX 1 1 2-1 

68 DIV1 Rm,Rn EX 1 1 2-1 

固定小数点 

算術命令 

69 DMULS.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

70 DMULU.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

71 DT Rn EX 1 1 2-1 

72 MAC.L @Rm+,@Rn+ CO 2 5 5-9 

73 MAC.W @Rm+,@Rn+ CO 2 4 5-8 

74 MUL.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

75 MULS.W Rm,Rn EX 1 1 5-5 

76 MULU.W Rm,Rn EX 1 1 5-5 

77 NEG Rm,Rn EX 1 1 2-1 

78 NEGC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

79 SUB Rm,Rn EX 1 1 2-1 

80 SUBC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

固定小数点 

算術命令 

81 SUBV Rm,Rn EX 1 1 2-1 

82 AND Rm,Rn EX 1 1 2-1 

83 AND #imm,R0 EX 1 1 2-1 

84 AND.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

85 NOT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

86 OR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

87 OR #imm,R0 EX 1 1 2-1 

88 OR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

89 TAS.B @Rn CO 4 4 3-3 

90 TST Rm,Rn EX 1 1 2-1 

91 TST #imm,R0 EX 1 1 2-1 

92 TST.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

93 XOR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

94 XOR #imm,R0 EX 1 1 2-1 

論理命令 

95 XOR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

96 ROTL Rn EX 1 1 2-1 

97 ROTR Rn EX 1 1 2-1 

98 ROTCL Rn EX 1 1 2-1 

99 ROTCR Rn EX 1 1 2-1 

100 SHAD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

101 SHAL Rn EX 1 1 2-1 

102 SHAR Rn EX 1 1 2-1 

103 SHLD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

シフト命令 

104 SHLL Rn EX 1 1 2-1 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

105 SHLL2 Rn EX 1 1 2-1 

106 SHLL8 Rn EX 1 1 2-1 

107 SHLL16 Rn EX 1 1 2-1 

108 SHLR Rn EX 1 1 2-1 

109 SHLR2 Rn EX 1 1 2-1 

110 SHLR8 Rn EX 1 1 2-1 

シフト命令 

111 SHLR16 Rn EX 1 1 2-1 

112 BF disp BR 1+0～2 1 1-1 

113 BF/S disp BR 1+0～2 1 1-1 

114 BT disp BR 1+0～2 1 1-1 

115 BT/S disp BR 1+0～2 1 1-1 

116 BRA disp BR 1+0～2 1 1-1 

117 BRAF Rm BR 1+3 1 1-2 

118 BSR disp BR 1+0～2 1 1-1 

119 BSRF Rm BR 1+3 1 1-2 

120 JMP @Rn BR 1+3 1 1-2 

121 JSR @Rn BR 1+3 1 1-2 

分岐命令 

122 RTS  BR 1+0～3 1 1-3 

123 NOP  MT 1 1 2-3 

124 CLRMAC  EX 1 1 5-7 

125 CLRS  EX 1 1 2-1 

126 CLRT  EX 1 1 2-1 

127 ICBI @Rn CO 8+5+3 13 3-6 

128 SETS  EX 1 1 2-1 

129 SETT  EX 1 1 2-1 

130 PREFI @Rn CO 5+5+3 10 3-7 

131 SYNCO  CO 不定 不定 3-4 

132 TRAPA #imm CO 8+5+1 13 1-5 

133 RTE  CO 4+1 4 1-4 

134 SLEEP  CO 不定 不定 1-6 

135 LDTLB  CO 1 1 3-5 

136 LDC Rm,DBR CO 4 4 4-2 

137 LDC Rm,SGR CO 4 4 4-2 

138 LDC Rm,GBR LS 1 1 4-3 

システム制御 

命令 

139 LDC Rm,Rp_BANK LS 1 1 4-1 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

140 LDC Rm,SR CO 4+3 4 4-4 

141 LDC Rm,SSR LS 1 1 4-1 

142 LDC Rm,SPC LS 1 1 4-1 

143 LDC Rm,VBR LS 1 1 4-1 

144 LDC.L @Rm+,DBR CO 4 4 4-6 

145 LDC.L @Rm+,SGR CO 4 4 4-6 

146 LDC.L @Rm+,GBR LS 1 1 4-7 

147 LDC.L @Rm+,Rp_BANK LS 1 1 4-5 

148 LDC.L @Rm+,SR CO 6+3 4 4-8 

149 LDC.L @Rm+,SSR LS 1 1 4-5 

150 LDC.L @Rm+,SPC LS 1 1 4-5 

151 LDC.L @Rm+,VBR LS 1 1 4-5 

152 LDS Rm,MACH LS 1 1 5-1 

153 LDS Rm,MACL LS 1 1 5-1 

154 LDS Rm,PR LS 1 1 4-13 

155 LDS.L @Rm+,MACH LS 1 1 5-2 

156 LDS.L @Rm+,MACL LS 1 1 5-2 

157 LDS.L @Rm+,PR LS 1 1 4-14 

158 STC DBR,Rn LS 1 1 4-9 

159 STC SGR,Rn LS 1 1 4-9 

160 STC GBR,Rn LS 1 1 4-9 

161 STC Rp_BANK,Rn LS 1 1 4-9 

162 STC SR,Rn CO 1 1 4-10 

163 STC SSR,Rn LS 1 1 4-9 

164 STC SPC,Rn LS 1 1 4-9 

165 STC VBR,Rn LS 1 1 4-9 

166 STC.L DBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

167 STC.L SGR,@-Rn LS 1 1 4-11 

168 STC.L GBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

169 STC.L Rp_BANK,@-Rn LS 1 1 4-11 

170 STC.L SR,@-Rn CO 1 1 4-12 

171 STC.L SSR,@-Rn LS 1 1 4-11 

172 STC.L SPC,@-Rn LS 1 1 4-11 

173 STC.L VBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

システム制御 

命令 

174 STS MACH,Rn LS 1 1 5-3 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

175 STS MACL,Rn LS 1 1 5-3 

176 STS PR,Rn LS 1 1 4-15 

177 STS.L MACH,@-Rn LS 1 1 5-4 

178 STS.L MACL,@-Rn LS 1 1 5-4 

システム制御 

命令 

179 STS.L PR,@-Rn LS 1 1 4-16 

180 FLDI0 FRn LS 1 1 6-13 

181 FLDI1 FRn LS 1 1 6-13 

182 FMOV FRm,FRn LS 1 1 6-9 

183 FMOV.S @Rm,FRn LS 1 1 6-9 

184 FMOV.S @Rm+,FRn LS 1 1 6-9 

185 FMOV.S @(R0,Rm),FRn LS 1 1 6-9 

186 FMOV.S FRm,@Rn LS 1 1 6-9 

187 FMOV.S FRm,@-Rn LS 1 1 6-9 

188 FMOV.S FRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

189 FLDS FRm,FPUL LS 1 1 6-10 

190 FSTS FPUL,FRn LS 1 1 6-11 

191 FABS FRn LS 1 1 6-12 

192 FADD FRm,FRn FE 1 1 6-14 

193 FCMP/EQ FRm,FRn FE 1 1 6-14 

194 FCMP/GT FRm,FRn FE 1 1 6-14 

195 FDIV FRm,FRn FE 1 14 6-15 

196 FLOAT FPUL,FRn FE 1 1 6-14 

197 FMAC FR0,FRm,FRn FE 1 1 6-14 

198 FMUL FRm,FRn FE 1 1 6-14 

199 FNEG FRn LS 1 1 6-12 

200 FSQRT FRn FE 1 14 6-15 

201 FSUB FRm,FRn FE 1 1 6-14 

202 FTRC FRm,FPUL FE 1 1 6-14 

203 FMOV DRm,DRn LS 1 1 6-9 

204 FMOV @Rm,DRn LS 1 1 6-9 

205 FMOV @Rm+,DRn LS 1 1 6-9 

206 FMOV @(R0,Rm),DRn LS 1 1 6-9 

207 FMOV DRm,@Rn LS 1 1 6-9 

208 FMOV DRm,@-Rn LS 1 1 6-9 

単精度 

浮動小数点 

命令 

209 FMOV DRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

210 FABS DRn LS 1 1 6-12 

211 FADD DRm,DRn FE 1 1 6-16 

212 FCMP/EQ DRm,DRn FE 1 1 6-16 

213 FCMP/GT DRm,DRn FE 1 1 6-16 

214 FCNVDS DRm,FPUL FE 1 1 6-16 

215 FCNVSD FPUL,DRn FE 1 1 6-16 

216 FDIV DRm,DRn FE 1 30 6-18 

217 FLOAT FPUL,DRn FE 1 1 6-16 

218 FMUL DRm,DRn FE 1 3 6-17 

219 FNEG DRn LS 1 1 6-12 

220 FSQRT DRn FE 1 30 6-18 

221 FSUB DRm,DRn FE 1 1 6-16 

倍精度 

浮動小数点 

命令 

222 FTRC DRm,FPUL FE 1 1 6-16 

223 LDS Rm,FPUL LS 1 1 6-1 

224 LDS Rm,FPSCR LS 1 1 6-5 

225 LDS.L @Rm+,FPUL LS 1 1 6-3 

226 LDS.L @Rm+,FPSCR LS 1 1 6-7 

227 STS FPUL,Rn LS 1 1 6-2 

228 STS FPSCR,Rn LS 1 1 6-6 

229 STS.L FPUL,@-Rn LS 1 1 6-4 

FPU 

システム制御 

命令 

230 STS.L FPSCR,@-Rn LS 1 1 6-8 

231 FMOV DRm,XDn LS 1 1 6-9 

232 FMOV XDm,DRn LS 1 1 6-9 

233 FMOV XDm,XDn LS 1 1 6-9 

234 FMOV @Rm,XDn LS 1 1 6-9 

235 FMOV @Rm+,XDn LS 1 1 6-9 

236 FMOV @(R0,Rm),XDn LS 1 1 6-9 

237 FMOV XDm,@Rn LS 1 1 6-9 

238 FMOV XDm,@-Rn LS 1 1 6-9 

239 FMOV XDm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

240 FIPR FVm,FVn FE 1 1 6-19 

241 FRCHG  FE 1 1 6-14 

242 FSCHG  FE 1 1 6-14 

243 FPCHG  FE 1 1 6-14 

グラフィクス 

強化命令 

244 FSRRA FRn FE 1 1 6-21 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

245 FSCA FPUL,DRn FE 1 3 6-22 グラフィクス 

強化命令 246 FTRV XMTRX,FVn FE 1 4 6-20 
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5. 例外処理 

5.1 概要 

例外処理とは、リセット、一般例外、割り込みが検出されたときに、通常とは異なるプログラムで必要な処理

を行うことをいいます。たとえば、実行中の命令の異常終了が発生した場合、適切な処置をすることで、元のプ

ログラムに復帰したり、異常を報告して終了するといった制御が必要になります。このような機能をサポートす

るために、異常終了に対して、例外処理要求を発生させ、ユーザが作成した例外処理ルーチンに制御の流れが渡

ることなどを総称して例外処理と呼びます。 

本 LSIの例外処理は、リセット、一般例外、割り込みの 3つに分類されます。 

5.2 レジスタ説明 

例外処理に関するレジスタ構成を表 5.1に示します。 
 

表 5.1 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

TRAPA例外レジスタ TRA R/W H'FF00 0020 H'1F00 0020 32 

例外事象レジスタ EXPEVT R/W H'FF00 0024 H'1F00 0024 32 

割り込み事象レジスタ INTEVT R/W H'FF00 0028 H'1F00 0028 32 

CPU動作モードレジスタ CPUOPM R/W H'FF2F 0000 H'1F2F 0000 32 

非サポート検出例外レジスタ EXPMASK R/W H'FF2F 0004 H'1F2F 0004 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 5.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオンリセット マニュアルリセット スリープ／ライトスリープ 

TRAPA例外レジスタ TRA 不定 不定 保持 

例外事象レジスタ EXPEVT H'0000 0000 H'0000 0020 保持 

割り込み事象レジスタ INTEVT 不定 不定 保持 

CPU動作モードレジスタ CPUOPM H'0000 03C0 H'0000 03C0 保持 

非サポート検出例外レジスタ EXPMASK H'0000 0013 H'0000 0013 保持 
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5.2.1 TRAPA例外レジスタ（TRA） 

TRAPA例外レジスタ（TRA）は、TRAPA命令の 8ビットイミディエイトデータ（imm）が設定されるレジス

タです。TRAは TRAPA命令実行時にハードウェアにより自動的に設定されます。TRAはソフトウェアからも変

更が可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― TRACODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― 0 0初期値：
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R RR/W：

― ―

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～2 TRACODE 不定 R/W TRAPAコード 

TRAPA命令の 8ビットイミディエイトデータが設定されます。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

5.2.2 例外事象レジスタ（EXPEVT） 

例外事象レジスタ（EXPEVT）には、12ビットのリセットと一般例外事象による例外コードが設定されます。

例外コードは例外受け付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。EXPEVTはソフトウェアからも変更

が可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― EXPCODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0/1 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 EXPCODE H'000 

または 

H'020 

R/W 例外コード 

リセット、一般例外の例外コードが設定されます。詳細は表 5.3を参照し

てください。 
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5.2.3 割り込み事象レジスタ（INTEVT） 

割り込み事象レジスタ（INTEVT）には、14ビットの割り込み要求による例外コードが設定されます。例外コ

ードは例外受け付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。INTEVTはソフトウェアからも変更が可能

です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― INTCODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13～0 INTCODE 不定 R/W 例外コード 

割り込みの例外コードが設定されます。詳細は表 5.3を参照してください。 

 

5.2.4 CPU動作モードレジスタ（CPUOPM） 

CPUOPMは、CPUの動作モードを切り替えるために使用します。本レジスタは P4領域の H'FF2F0000あるいは

エリア 7アドレスの H'1F2F0000から 32ビットサイズで読み出し／書き込みが可能です。本レジスタへ書き込む

際には、必ずリザーブビットに初期値を書き込むようにしてください。リザーブビットに初期値以外の値を書き

込んだ場合の動作は保証されません。 

CPUOPMの更新は、CPU以外の SuperHywayバスマスタからのアクセスでなく、CPUのストア命令で行ってく

ださい。また、CPUOPM更新後、一度 CPUOPMを読み出した後で、以下の 1.または 2.のどちらかを実行してく

ださい。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

1.または 2.の実行後、CPUは更新後の CPUOPMの値を用いて動作することが保証されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― RABD ― INTMU ― ― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R/W R R/W R R RR/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R 

9～6 － 1111 R 

リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

5 RABD 0 R/W サブルーチン復帰投機実行ビット 

0：サブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行します。* 

1：サブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行しません。 

4 － 0 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

3 INTMU 0 R/W 割り込み動作モード切り替えビット 

0：割り込みを受理しても SR.IMASKの値は変化しません。 

1：割り込みを受理した場合、受け付けたレベルを SR.IMASKの値に自

動的に設定します。 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

【注】 * サブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行すると、プログラム上アクセスするはずのないアドレス

に対する命令フェッチが起きる場合があります。その結果、想定し得ないエリアへのバスアクセスが発生したり、

内部的に命令アドレスエラーが発生して誤動作を引き起こす可能性があります。想定し得ないエリアへのバスアク

セスが発生することによる副作用は、「2.7.2 命令のプリフェッチとその副作用」を参照してください。 

サブルーチン復帰投機実行の機能を使用する場合、サブルーチンからの復帰は JSR/BSR/BSRF 命令で PRに設定し

た戻りアドレスに対して、RTS命令を使って行うようにしてください。そうでなければ、プログラム上アクセスす

るはずのないアドレスに対する命令フェッチが起きる場合があります。その結果、想定し得ないエリアへのバスア

クセスが発生したり、内部的に命令アドレスエラーが発生して誤動作を引き起こす可能性があります。 

 

5.2.5 非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK） 

EXPMASKレジスタは、下記 1.～3.に該当する機能が使用された場合に例外を発生および抑止することができま

す。この 1.～3.に該当する機能は、今後の SuperHファミリでサポートされなくなる可能性があります。あらかじ

め EXPMASKレジスタの例外発生機能を用いることで、ソフトウェアがこれらの機能を用いているかを調べるこ

とが可能となり、今後の SuperHファミリで本機能が未サポートになった場合に容易にソフトウェアの移行を行う

ことが可能となります。 

1. RTE命令の遅延スロットがNOP命令以外である場合 

2. 分岐命令の遅延スロットがSLEEP命令である場合 

3. IC/OCメモリ割り付け連想書き込みを実行した場合 

 

非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK）の値により、1.～2.はスロット不当命令例外、3.はデータアドレス

エラー例外をそれぞれ発生させることができます。 

EXPMASKレジスタの該当ビットに 1を書き込むことにより例外の発生を抑止できますが、今後の互換性を維

持するため、上記機能を使用しないプログラムを作成することを強く推奨します。 

EXPMASKレジスタの更新は CPUのストア命令で行ってください。更新後一度レジスタを読み出した後、以下

の操作のどちらかを実行してください。この操作をすることによって、更新後のレジスタ値で動作することが保
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証されます。 

• RTE命令を実行 

• 任意アドレス（キャッシング不可領域でも良い）に対するICBI命令を実行 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― MM 
CAW

BRDS
SLP

RTE 
DS― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R/W R R R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 MMCAW 0 R/W メモリ割り付けキャッシュ連想ライト 

0：メモリ割り付け連想書き込みを禁止します。（データアドレスエラー

例外発生） 

1：メモリ割り付け連想書き込みを許可します。 

詳細は「8.6.5 メモリ割り付け連想ライトの動作」を参照してください。 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 BRDSSLP 0 R/W 遅延スロット SLEEP命令 

0：遅延スロットにある SLEEP命令を禁止します。 

（SLEEP命令をスロット不当命令とします） 

1：遅延スロットにある SLEEP命令を許可します。 

0 RTEDS 0 R/W RTE遅延スロット 

0：RTE命令の遅延スロットにある NOP命令以外を禁止します。 

（NOP命令以外をスロット不当命令とします） 

1：RTE命令の遅延スロットにある NOP命令以外を許可します。 
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5.3 例外処理の機能 

5.3.1 例外処理の流れ 

例外処理では、プログラムカウンタ（PC）、ステータスレジスタ（SR）、R15の内容がそれぞれ退避プログラ

ムカウンタ（SPC）、退避ステータスレジスタ（SSR）、退避ジェネラルレジスタ（SGR）に退避され、ベクタア

ドレスに従って対応する例外処理ルーチンの実行を開始します。例外処理ルーチンとは、ユーザによって、個々

の例外の内容に応じて作成されたプログラムです。例外処理ルーチンを終了させ、元のプログラムに戻るために

は、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行します。本命令によって、PCと SRの内容が復帰し、例外などが発

生した時点での通常処理ルーチンに戻ることができます。なお、SGRの内容は RTE命令では R15に書き戻されま

せん。 

基本的な例外処理の流れは次のようになります。SRのビットの意味の詳細は、「第 2章 プログラミングモデ

ル」を参照してください。 

1. PC、SRおよびR15の内容がそれぞれSPC、SSRおよびSGRに退避されます。 

2. SRのブロックビット（BL）が1に設定されます。 

3. SRのモードビット（MD）が1に設定されます。 

4. SRのレジスタバンクビット（RB）が1に設定されます。 

5. リセット時、SRのFPUディスエーブルビット（FD）が0に設定されます。 

6. 例外コードは、例外要因の例外事象レジスタ（EXPEVT）、または割り込み事象レジスタ（INTEVT）のビッ

ト13～0に書き込まれます。 

7. CPUOPMの割り込みモード切り替えビット（INTMU）が1の場合、SRの割り込みマスクレベルビット（IMASK）

が割り込み受け付けレベルに変更されます。 

8. 決められた例外処理のベクタアドレスに分岐して、例外処理ルーチンを開始します。 

 

5.3.2 例外処理ベクタアドレス 

リセットベクタアドレスは H'A000 0000に固定されています。例外、割り込みのベクタアドレスはベクタベー

スアドレスに各事象のオフセット値を加えたアドレスです。ベクタベースアドレスはベクタベースレジスタ

（VBR）にソフトウェアで設定します。たとえば、TLBミス例外のオフセットは H'0000 0400ですから、VBRに

H'9C08 0000を設定しておくと、例外処理ベクタアドレスは H'9C08 0400になります。例外処理ベクタアドレスで

さらに例外が発生すると、二重例外となり、回復が困難になりますので、ベクタアドレスはアドレス変換の対象

とならない P1、P2領域のアドレスを指定してください。 
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5.4 例外の種類と優先順位 

表 5.3に、例外の種類、優先順位、ベクタアドレス、および例外／割り込みコードを示します。 
 

表 5.3 例外一覧 

例外遷移先 例外 

区分 

実行 

形態 

例外 優先 

レベル

優先

順位 ベクタベース オフセット 

例外 

コード 

パワーオンリセット 1 1 CPU0：

H'A0000000、

CPU1：モジュール

ストップ 

－ H'000 

マニュアルリセット 1 2 CPUnRESETVEC

レジスタに設定さ

れたアドレス 

－ H'020 

H-UDIリセット 1 1 CPU0：

H'A0000000、

CPU1：モジュール

ストップ 

－ H'000 

命令 TLB多重ヒット例外 1 3 CPUnRESETVEC

レジスタに設定さ

れたアドレス 

－ H'140 

リセット 中断型 

データ TLB多重ヒット例外 1 4 CPUnRESETVEC

レジスタに設定さ

れたアドレス 

－ H'140 

命令実行前ユーザブレーク* 2 0 （VBR/DBR） H'100/－ H'1E0 

命令アドレスエラー 2 1 （VBR） H'100 H'0E0 

命令 TLBミス例外 2 2 （VBR） H'400 H'040 

命令 TLB保護違反例外 2 3 （VBR） H'100 H'0A0 

一般不当命令例外 2 4 （VBR） H'100 H'180 

スロット不当命令例外 2 4 （VBR） H'100 H'1A0 

一般 FPU抑止例外 2 4 （VBR） H'100 H'800 

スロット FPU抑止例外 2 4 （VBR） H'100 H'820 

データアドレスエラー（読み出し） 2 5 （VBR） H'100 H'0E0 

データアドレスエラー（書き込み） 2 5 （VBR） H'100 H'100 

データ TLBミス例外（読み出し） 2 6 （VBR） H'400 H'040 

データ TLBミス例外（書き込み） 2 6 （VBR） H'400 H'060 

データ TLB保護違反例外（読み出し） 2 7 （VBR） H'100 H'0A0 

データ TLB保護違反例外（書き込み） 2 7 （VBR） H'100 H'0C0 

FPU例外 2 8 （VBR） H'100 H'120 

一般例外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再実行型 

初期ページ書き込み例外 2 9 （VBR） H'100 H'080 
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例外遷移先 例外 

区分 

実行 

形態 

例外 優先 

レベル

優先

順位 ベクタベース オフセット 

例外 

コード 

無条件トラップ（TRAPA） 2 4 （VBR） H'100 H'160 一般例外 完了型 

命令実行後ユーザブレーク* 2 10 （VBR/DBR） H'100/－ H'1E0 

ノンマスカブル割り込み 3 － （VBR） H'600 H'1C0 割り込み 完了型 

一般割り込み要求 4 － （VBR） H'600 － 

優先度 ：まず優先レベルで順位付けし、同一レベル内を優先順位で順位付けします（より小さい数値が優先度が高くなりま

す）。 

例外遷移先 ：リセットでは H'A000 0000、その他では（VBR＋オフセット）へ制御が移ります。 

例外コード ：リセット、一般例外では EXPEVT、割り込みでは INTEVTに格納されます。 

 

【注】 * CBCR.UBDE=1のとき PC=DBR。その他は PC=VBR+H'100 
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5.5 例外フロー 

5.5.1 例外フロー 

図 5.1に、命令実行と例外処理の基本動作を概念的に示します。ここでは説明の都合上、命令を 1命令ずつ逐

次的に実行することを基本として説明しています。図 5.1には、例外種別（リセット、一般例外、割り込み）間

の優先順位が表されています。なお図 5.1では、例外成立時のレジスタ設定を SSR、SPC、SGR、EXPEVT/INTEVT、

SR、および PCに限っていますが、例外によってはこのほかにもハードウェアによって自動的に設定されるレジ

スタがあります。詳細は、「5.6 各例外の説明」を参照してください。また、遅延分岐命令と遅延スロット命令

を実行中の例外処理や、2回データアクセスが発生する命令については「5.6.4 複数回の例外が発生する場合の

優先順位」を参照してください。 

リセットが
要求されている

次の命令を実行

一般例外が
要求されている

最優先の
例外は再実行型

割り込みが
要求されている

命令実行結果を取り消す

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

SSR←SR
SPC←PC
SGR←R15
EXPEVT/INTEVT←例外コード
SR.{MD,RB,BL}←111
SR.IMASK←受理した割り込みレベル*
PC←(CBCR.UBDE=1&&User_Break?
　　　DBR:(VBR+Offset))

EXPEVT←例外コード
SR.{MD,RB,BL,FD,IMASK}←11101111
PC←H'A000 0000

【注】* 最優先の例外が割り込みのとき。なおIMASKを更新するかしないかをソフトウェアで設定可能です。  

図 5.1 命令実行と例外処理 
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5.5.2 例外要因の受け付け 

2つ以上の例外が同時に発生したときに受け付ける例外を決定するため、すべての例外には優先順位が決められ

ています。一般例外の中の一般不当命令例外、スロット不当命令例外、一般 FPU抑止例外、スロット FPU抑止例

外、無条件トラップ例外の 5つは、それぞれの命令解析の過程で検出され、命令パイプラインの中では同時に発

生しない例外です。このため優先順位は同じ値になっています。一般例外は命令実行に従った順序で検出されま

す。しかし、例外処理は命令の流れの順序（プログラム順）に従って処理されます。つまり、先の命令の例外が、

後続の命令の例外よりも優先されて受け付けられます。一般例外の受け付け順序の例を図 5.2に示します。 

TLBミス（データアクセス）パイプラインの流れ：

検出の順序：

命令n

命令n+1

一般不当命令例外（命令n+1)およびTLBミス（命令n+2）を同時に検出

TLBミス（命令n）

例外処理の順序：

TLBミス（命令n）

命令nの再実行

一般不当命令例外（命令n+1）

命令n+1の再実行

TLBミス（命令n+2）

命令n+2の再実行

命令n+3の実行

プログラムの順序

1

命令n+2

命令n+3

一般不当命令例外

I2 I3I1 ID E1 E2 E3 WB

I2I1 ID E1 E2 E3 WB

I2

I3 

I3I1 ID E1 E2 E3 WB

I2 I3I1 ID E1 E2 E3 WB

TLBミス（命令アクセス）

2

3

4

I1、I2、I3
ID
E1、E2、E3
（E2、E3
WB

：命令フェッチ
：命令デコード
：命令実行
：メモリアクセス）
：結果の格納

【記号説明】

 

図 5.2 一般例外の受け付け順序の例 
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5.5.3 例外要求と BLビット 

SRの BLビットが 0のとき、例外、割り込みを受け付けます。 

SRの BLビットが 1のときに、ユーザブレークを除く例外が発生した場合には、CPUの内部レジスタ、他のモ

ジュールのレジスタは、マニュアルリセット後の状態になり、リセットと同アドレス（H'A000 0000）に分岐しま

す。ユーザブレークが発生した場合の動作については「第 31章 ユーザブレークコントローラ（UBC）」を参照

してください。また、通常の割り込みが発生した場合には、割り込み要求は保留され、ソフトウェアで BLビット

が 0にクリアされてから受け付けられます。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発生した場合は、保留するか、

受け付けるかをソフトウェアによって設定可能です。 

このように、通常は例外状態を多重に受け付け可能にするためには、SPCと SSRを退避させ、その後 SRの BL

ビットを 0クリアします。 

5.5.4 例外処理からの復帰 

例外処理からの復帰は、RTE命令を使用します。RTE命令により、SPCが PCに、SSRが SRに回復され、SPC

のアドレスに分岐して、例外処理ルーチンから復帰します。もし、メモリに SPC、SSRを退避していた場合には、

SRの BLビットを 1にセットしてから、SPCと SSRを回復し、RTE命令を発行してください。 
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5.6 各例外の説明 

個別の例外処理動作について、発生要因、発生時の遷移先アドレス、遷移時のプロセッサの動作を説明します。 

5.6.1 リセット 

（1） パワーオンリセット 

• 条件： 

パワーオンリセット要求 

• 動作： 

EXPEVTにH'000を設定し、CPU0はCPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行った後リセットベクタ

（H'A0000000）に分岐します。CPU1はCPUの初期化を行った後モジュールストップに遷移します。詳細は、

各章のレジスタの説明を参照してください。電源投入時には必ずパワーオンリセットを行ってください。 

（2） マニュアルリセット 

• 条件： 

マニュアルリセット要求 

• 動作： 

EXPEVTにH'020を設定し、CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行った後、リセットベクタ

（CPUnRESETVECレジスタに設定されたアドレス）に分岐します。パワーオンリセットとマニュアルリセッ

トでは初期化されるレジスタが異なります。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。 

（3） H-UDIリセット 

• 要因：SDIR. TI[7:4]がB'0110（ネゲート）、またはB'0111（アサート） 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

例外コードH'000をEXPEVTにセットします。CPU0はVBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐し

ます。CPU1はVBR、SRの初期化を行い、モジュールストップに遷移します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。 

（4） 命令 TLB多重ヒット例外 

• 要因：ITLBのアドレスが多重に一致 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

例外コードH'140をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行った後、リセットベクタ

（CPUnRESETVECレジスタに設定されたアドレス）に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化をマニュアルリセットの場合と同様に行います。詳細は、各章のレ

ジスタの説明を参照してください。 
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（5） データ TLB多重ヒット例外 

• 要因：UTLBのアドレスが多重に一致 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

例外コードH'140をEXPEVTにセットします。VBR、 SRの初期化を行った後、リセットベクタ

（CPUnRESETVECレジスタに設定されたアドレス）に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化をマニュアルリセットの場合と同様に行います。詳細は、各章のレ

ジスタの説明を参照してください。 

 

5.6.2 一般例外 

（1） データ TLBミス例外 

• 要因：UTLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合は例外コードH'040を、書き込みの場合は例外コードH'060をEXPEVTにセットします。SRの

BLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0400に分岐します。 

TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。 

 
Data_TLB_miss_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access ? H'00000040 : H'00000060; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000400; 

} 
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（2） 命令 TLBミス例外 

• 要因：ITLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'040をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0400に分岐します。 

TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。 

 
ITLB_miss_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000040; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000400; 

} 

 

（3） 初期ページ書き込み例外 

• 要因：ストアアクセスでTLBにヒットしたが、ダーティビットD = 0 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'080をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 

 
Initial_write_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 
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 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000080; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（4） データ TLB保護違反例外 

• 要因：アクセスが表5.4、表5.5に示すUTLBのプロテクション情報（PRビットあるいはEPRビット）に反す

る。 

表 5.4 UTLBプロテクション情報（TLB互換モード） 

PR 特権モード ユーザモード 

00 読み出しのみ可 アクセス不可 

01 読み出し／書き込み可 アクセス不可 

10 読み出しのみ可 読み出しのみ可 

11 読み出し／書き込み可 読み出し／書き込み可 

 

表 5.5 UTLBプロテクション情報（TLB拡張モード） 

EPR[5] 特権モードでの読み出しの可否 

0 読み出し可 

1 読み出し不可 

 
EPR[4] 特権モードでの書き込みの可否 

0 書き込み可 

1 書き込み不可 

 
EPR[2] ユーザモードでの読み出しの可否 

0 読み出し可 

1 読み出し不可 

 
EPR[1] ユーザモードでの書き込みの可否 

0 書き込み可 

1 書き込み不可 
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• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合には例外コードH'0A0を、書き込みの場合には例外コードH'0C0をEXPEVTにセットします。

SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。 

 
Data_TLB_protection_violation_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access ? H'000000A0 : H'000000C0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（5） 命令 TLB保護違反例外 

• 要因：アクセスが表5.6、表5.7に示すITLBのプロテクション情報（PRビット）に反する。 

 

表 5.6 ITLBプロテクション情報（TLB互換モード） 

PR 特権モード ユーザモード 

0 アクセス可 アクセス不可 

1 アクセス可 アクセス可 

 

表 5.7 ITLBプロテクション情報（TLB拡張モード） 

EPR[5]、EPR[3] 特権モードでの実行の可否 

11、01 実行可 

10 ICBIのみ実行不可、他は実行可 

00 実行不可 
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EPR[2]、EPR[0] ユーザモードでの実行の可否 

11、01 実行可 

10 ICBIのみ実行不可、他は実行可 

00 実行不可 

 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'0A0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 
 

ITLB_protection_violation_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000000A0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（6） データアドレスエラー 

• 要因： 

- ワードデータをワード境界以外（2n＋1）からアクセス 

- ロングワードデータをロングワードデータ境界以外（4n＋1、4n＋2、4n＋3）からアクセス 

- クワッドワードをクワッドワードデータ境界以外（8n＋1、8n＋2、8n＋3、8n＋4、8n＋5、8n＋6、8n＋7）

からアクセス 

- ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFへのアクセス 

ただし、H'E000 0000～H'E3FF FFFFおよびH'E500 0000～H'E5FF FFFFは、それぞれユーザモードからアク

セスする設定が可能です。詳しくは「第7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」および「第9章 内

蔵メモリ」を参照してください。 

- EXPMASKレジスタのMMCAWビットが0で、IC/OCメモリ割り付け連想書き込みについては「8.6.5 メモ

リ割り付け連想ライトの動作」を参照してください。 
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• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号(22ビット)をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合は例外コードH'0E0を、書き込みの場合は例外コードH'100をEXPEVTにセットします。SRの

BLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。詳細は「第7章 メモリ

マネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

 
Data_address_error() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access? H'000000E0: H'00000100; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（7） 命令アドレスエラー 

• 要因： 

- ワード境界以外（2n＋1）から命令フェッチ 

- ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFから命令フェッチ 

ただし、H'E500 0000～H'E5FF FFFFはユーザモードからアクセスする設定が可能です。詳しくは「第9章 内

蔵メモリ」を参照してください。 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'0E0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。詳細は「第7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

 
Instruction_address_error() 

{ 
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 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000000E0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（8） 無条件トラップ 

• 要因：TRAPA命令の実行 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

処理完了型の例外のため、TRAPA命令の次の命令のPCをSPCに退避します。TRAPA命令実行時のSR、R15

をSSR、SGRに退避します。TRAPA命令中の8ビットのイミディエイトを4倍して、TRA[9:0]にセットします。

例外コードH'160をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 

 
TRAPA_exception() 

{ 

 SPC = PC + 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 TRA = imm << 2; 

 EXPEVT = H'00000160; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（9） 一般不当命令例外 

• 要因：  

- 遅延スロット以外にある未定義命令をデコード 

遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

未定義命令 ：H'FFFD 

- 遅延スロット以外にある特権命令をユーザモードでデコード 

特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP、 

ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く 

• 遷移先アドレス： VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'180をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義コードをデコードした場合には動作を保証しません。 

 
General_illegal_instruction_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000180; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（10） スロット不当命令例外 

• 要因： 

- 遅延スロットにある未定義命令をデコード 

 遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

 未定義命令 ：H'FFFD 

- 遅延スロット内のPCを書き換える命令をデコード 

 PCを書き換える命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT、BF、BT/S、BF/S、TRAPA、 

 LDC Rm,SR、LDC.L @Rm＋,SR、ICBI、PREFI 

- 遅延スロット内の特権命令をユーザモードでデコード 

 特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP 

 ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く 
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- 遅延スロット内のPC相対MOV命令、MOVA命令をデコード 

- EXPMASKレジスタのBRDSSLPビットが0で、遅延スロットにあるSLEEP命令を実行 

- EXPMASKレジスタのRTEDSビットが0で、遅延スロットにあるNOP以外の命令を実行 

• 遷移先アドレス： VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。 

例外コードH'1A0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義命令をデコードした場合には動作を保証しません。 

 
Slot_illegal_instruction_exception() 

{ 

 SPC = PC - 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000001A0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 
（11） 一般 FPU抑止例外 

• 要因：遅延スロット以外にあるFPU命令*をSR.FD=1でデコード 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'800をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 

 
General_fpu_disable_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000800; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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【注】 * FPU命令とは命令コードの最初の 4ビットが Fである命令（ただし、未定義命令 H'FFFDを除く）と、FPUL、FPSCR

に対する LDS、STS、LDS.L、STS.L命令です。 

 

（12） スロット FPU抑止例外 

• 要因：遅延スロットにあるFPU命令をSR.FD=1でデコード 

• 遷移先アドレス： VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。 

例外コードH'820をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 

 
Slot_fpu_disable_exception() 

{ 

 SPC = PC - 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000820; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（13） 命令実行前ユーザブレーク／命令実行後ユーザブレーク 

• 要因：ユーザブレークポイントコントローラに設定したブレーク条件が成立 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100、またはDBR 

• 遷移時動作： 

命令実行後ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令の直後の命令のPCをSPCに退避します。命令

実行前ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令のPCをSPCに退避します。 

ブレーク発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。例外コードH'1E0をEXPEVTにセットします。 

SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。ただし、PC=DBR

に分岐することも可能です。 

データブレークを設定した場合のPCについてなど、詳細は、「第31章 ユーザブレークコントローラ（UBC）」

を参照してください。 

 
User_break_exception() 

{ 

 SPC = (pre_execution break? PC : PC + 2); 

 SSR = SR; 
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 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000001E0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = (CBCR.UBDE==1 ? DBR : VBR + H'00000100); 

} 

 

（14） FPU例外 

• 要因：浮動小数点演算実行による例外 

• 遷移先アドレス： VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。例

外コードH'120をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、

PC=VBR+H'0100に分岐します。 

 
FPU_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000120; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

5.6.3 割り込み 

（1） NMI（ノンマスカブル割り込み） 

• 要因：NMI端子のエッジ検出 

• 遷移先アドレス：VBR＋H'0000 0600 

• 遷移時動作： 

本割り込みを受け付けた命令の直後のPC、SRを、それぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退

避します。 

例外コードH'1C0をINTEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0600に分岐します。本割り込みは、SRのBLビットが0のときはSRの割り込みマスクビットによって

マスクされず、最優先で受け付けられます。SRのBLビットが1のとき本割り込みがマスクされるか、受け付
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けるかをソフトウェアによって設定可能です。CPUOPMのINTMUビットが1のときに、NMI割り込みを受け

付けた場合、SRのIMASKビットには、B'1111がセットされます。詳細は「第10章 割り込みコントローラ

（INTC）」を参照してください。 

 
NMI() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 INTEVT = H'000001C0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 If(cond)SR.IMASK = B'1111; 

 PC = VBR + H'00000600; 

} 

 

（2） 一般割り込み要求 

• 要因： 

SRの割り込みマスクビットが割り込み要求の割り込みレベルより小さく、かつSRのBLが0（命令の切れ目で

受け付けます。） 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0600 

• 遷移時動作： 

受け付けた命令の直後のPCをSPCにセットします。受け付けた時点のSR、R15をSSR、SGRにセットします。 

各割り込み要因に対応したコードをINTEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1に

セットし、VBR＋H'0600に分岐します。CPUOPMのINTMUビットが1のときに、一般割り込みを受け付けた

場合、SRのIMASKビットには、受け付けた割り込みのレベルが設定されます。詳細は「第10章 割り込み

コントローラ（INTC）」を参照してください。 

 
Module_interruption() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 INTEVT = H'00000400 ~ H'00003FE0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 if(cond)SR.IMASK = level_of_accepted_interrupt(); 
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 PC = VBR + H'00000600; 

} 

 

5.6.4 複数回の例外が発生する場合の優先順位 

メモリを 2回アクセスする命令や、不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令などでは、複数回例外

が発生します。この場合、通常の例外優先順位と異なるので、注意が必要です。 

（1） メモリを 2回アクセスする命令 

MAC命令やメモリ－メモリ間論理演算命令、TAS命令、MOVUA命令は 1つの命令でデータ転送が 2回あるた

め、それぞれのデータ転送時に例外の発生を検出します。そのため、以下の順位で判定します。 

1. 1回目のデータ転送のデータアドレスエラー 

2. 1回目のデータ転送のTLBミス 

3. 1回目のデータ転送のTLB保護違反 

4. 1回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外 

5. 2回目のデータ転送のデータアドレスエラー 

6. 2回目のデータ転送のTLBミス 

7. 2回目のデータ転送のTLB保護違反 

8. 2回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外 

 

（2） 不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令 

遅延付き分岐命令と遅延スロット命令は不可分であるため、1つの命令として扱われます。そのため、それぞれ

の命令における例外についても、優先順位が通常と異なります。遅延スロット命令が 1回のデータ転送しか持た

ない場合の順位を示します。 

1. 遅延付き分岐命令における優先レベル1、2の中断型および再実行型例外をチェックします。 

2. 遅延スロット命令における優先レベル1、2の中断型および再実行型例外をチェックします。 

3. 遅延付き分岐命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。 

4. 遅延スロット命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。 

5. 遅延付き分岐命令における優先レベル3と遅延スロット命令における優先レベル3をチェックします（この2

つの間の優先順位はありません）。 

6. 遅延付き分岐命令における優先レベル4と遅延スロット命令における優先レベル4をチェックします（この2

つの間の優先順位はありません）。 

 

遅延スロット命令が 2回目のデータ転送を持つ場合、2.において、（1）のように 2回チェックを行います。 

なお、受け付けた例外（最も優先度が高い例外）が遅延スロット命令の再実行型例外である場合、分岐命令の

PRレジスタ書き込み動作（BSR、BSRF、JSRの PC→PR動作）は抑止されません。ただし、その場合の PRレジ

スタの内容は保証されません。 
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5.7 注意事項 

（1） 例外処理からの復帰 

1. SRのBLビットをソフトウェアでチェックしてください。メモリにSPC、SSRを退避していた場合には、SRの

BLビットを1にしてからそれらを回復してください。 

2. RTE命令を発行してください。RTE命令により、SPCがPCに、SSRがSRにセットされ、SPCのアドレスに分

岐して、例外処理から復帰します。 

 

（2） SR.BL＝1のときに例外または割り込みが発生した場合 

1. 例外 

ユーザブレークを除く例外が発生した場合には、マニュアルリセットが発生します。このときEXPEVTは、

H'0000 0020となり、SPC、SSRの各レジスタは不定値となります。 

2. 割り込み 

通常の割り込みが発生した場合には、割り込み要求は保留され、ソフトウェアでSRのBLビットが0にクリア

されてから受け付けられます。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発生した場合は、保留するか、受け付け

るかをソフトウェアによって設定可能です。 

ただし、スリープまたはライトスリープモードでは、SRのBLビットが1であっても、割り込みを受け付けま

す。 

 

（3） 例外発生時の SPC 

1. 再実行型の例外 

例外が発生した命令のPCがSPCにセットされ、例外処理から復帰後に再実行されます。ただし、遅延スロッ

ト命令で発生した場合、直前の遅延分岐命令の条件が成立する、しないに関係なく遅延分岐命令のPCがSPC

にセットされます。 

2. 完了型の例外、割り込み 

例外が発生した命令の次の命令のPCがSPCにセットされます。ただし、遅延スロット付き分岐命令で発生し

た場合、分岐先のPCがSPCにセットされます。 

 

（4） RTE命令の遅延スロット 

1. RTE命令の遅延スロットに配置された命令は、SSRに退避されていた値がSRに復帰されたのち実行されます。

命令アクセスに関する例外の受け付け判定は復帰前のSRの値に応じて決定され、その他の例外の受け付け判

定は復帰後とのSRによる処理モードやBLビットに依存して決定されます。完了型の例外に関してはRTEの分

岐先の実行前に受け付けられますが、再実行型の例外が発生すると動作が保証されません。 

 

2. RTE命令の遅延スロットに配置された命令では、ユーザブレークの受け付けは行われません。 
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（5） SRレジスタ値変更と例外の受け付け 

1. LDC命令によりSRレジスタのMDやBLビットを操作した場合は、その次命令から新しいSRレジスタの値で例

外の受け付けを再判定します*。完了型例外では次命令の実行後に例外が受け付けられますが、完了型例外の

うち、割り込みに関しては次命令の実行前に受け付けを行います。 

【注】 * SRに対する LDC命令が実行されると、後続命令への命令フェッチが再び行われ、新しい SRの値で命令フェッチ

例外の再評価が行われます。 
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6. 浮動小数点ユニット（FPU） 

6.1 概要 

FPUには次のような特長があります。 

• IEEE754規格に準拠 

• 32本の単精度浮動小数点レジスタ（16本の倍精度レジスタとしても参照できます） 

• 2つの丸めモード：近傍および0方向への丸め 

• 2つの非正規化数処理モード：0へのフラッシュと非正規化数の扱い 

• 6つの例外要因： 

FPUエラー、無効演算、0による除算、オーバフロー、アンダフロー、不正確 

• 包括命令： 

単精度、倍精度、グラフィックサポート、システム制御 

• SH-4Aで下記の3命令を追加しました。 

FSRRA、FSCA、FPCHG 

 

SRの FDビットを 1にセットすると、浮動小数点ユニット（FPU）は使用できなくなり、FPU命令を実行しよ

うとすると FPU抑止例外（一般 FPU抑止例外またはスロット FPU抑止例外）が発生します。 
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6.2 データフォーマット 

6.2.1 浮動小数点フォーマット 

浮動小数点は次の 3つのフィールドから構成されています。 

• 符号ビット（s） 

• 指数フィ－ルド（e） 

• 小数フィールド（f） 

 

SH-4Aは図 6.1と図 6.2に示すフォーマットを用いて単精度、倍精度浮動小数点を扱うことができます。 
 

31

s e f

30 23 22 0

 

図 6.1 単精度浮動小数点フォーマット 

63

s e f

62 52 51 0

 

図 6.2 倍精度浮動小数点フォーマット 

指数は次のようにバイアス付きで表します。 
 

e＝E＋バイアス 
 

バイアスのない指数 Eの範囲は、Emin - 1から Emax + 1までです。Emin - 1と Emax + 1の 2つの値は次のように区別

します。Emin - 1は 0（正、負両方の符号）と非正規化数を表し、Emax + 1は正または負の無限大または非数（NaN）

を表します。表 6.1に浮動小数点のフォーマットとパラメータを示します。 
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表 6.1 浮動小数点のフォーマットとパラメータ 

パラメータ 単精度 倍精度 

総ビット幅 32ビット 64ビット 

符号ビット（s） 1ビット 1ビット 

指数フィールド（e） 8ビット 11ビット 

小数フィールド（f） 23ビット 52ビット 

精度 24ビット 53ビット 

バイアス +127 +1023 

E
max

 +127 +1023 

E
min

 -126 -1022 

 

浮動小数点の数値 vは次のようにして決められます。 

• E = Emax + 1かつf≠0の場合、vは符号sに関係なく非数（NaN）です。 

• E = Emax + 1かつf = 0の場合、vは(-1)s（無限）「正または負の無限」です。 

• Emin ≦ E ≦ Emaxの場合、vは(-1)s 2 E（1.f）「正規化数」です。 

• E = Emin - 1かつf≠0の場合、vは(-1)s 2 Emin（0.f）「非正規化数」です。 

• E = Emin - 1かつf = 0の場合、vは(-1)s 0「正または負の0」です。 

 

表 6.2に 16進数による各タイプの範囲を示します。シグナリング非数とクワイアット非数については、「6.2.2 

非数（NaN）」を、非正規化数については「6.2.3 非正規化数」を参照してください。 
 

表 6.2 浮動小数点の範囲 

タイプ 単精度   倍精度 

シグナリング非数 H'7FFFFFFF～H'7FC00000 H'7FFFFFFF FFFFFFFF～H'7FF80000 00000000 

クワイアット非数 H'7FBFFFFF～H'7F800001 H'7FF7FFFF FFFFFFFF～H'7FF00000 00000001 

正の無限大 H'7F800000 H'7FF00000 00000000 

正の正規化数 H'7F7FFFFF～H'00800000 H'7FEFFFFF FFFFFFFF～H'00100000 00000000 

正の非正規化数 H'007FFFFF～H'00000001 H'000FFFFF FFFFFFFF～H'00000000 00000001 

正のゼロ H'00000000 H'00000000 00000000 

負のゼロ H'80000000 H'80000000 00000000 

負の非正規化数 H'80000001～H'807FFFFF H'80000000 00000001～H'800FFFFF FFFFFFFF 

負の正規化数 H'80800000～H'FF7FFFFF H'80100000 00000000～H'FFEFFFFF FFFFFFFF 

負の無限大 H'FF800000 H'FFF00000 00000000 

クワイアット非数 H'FF800001～H'FFBFFFFF H'FFF00000 00000001～H'FFF7FFFF FFFFFFFF 

シグナリング非数 H'FFC00000～H'FFFFFFFF H'FFF80000 00000000～H'FFFFFFFF FFFFFFFF 
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6.2.2 非数（NaN） 

図 6.3に非数（NaN）のビットパターンを示します。次の場合の値は NaNです。 

• 符号ビット ：don't care 

• 指数フィールド：すべてのビットが1 

• 小数フィールド：少なくとも1ビットが1 

 

NaNは、小数フィールドのMSBが 1の場合はシグナリング非数（sNaN）であり、0の場合はクワイアット非数

（qNaN）です。 

31

x 1 1 1 1 1 1 1 1 N x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

30 23 22 0

N＝1：sNaN

N＝0：qNaN  

図 6.3 単精度の NaNビットパターン 

sNaNをレジスタ・レジスタ間の転送命令 FABSまたは FNEG以外の浮動小数点値を生成する演算の入力データ

とすると、 

• FPSCRレジスタのEN.Vビットが0の場合、演算結果（出力）はqNaNになります。 

• FPSCRレジスタのEN.Vビットが1の場合、無効演算例外が発生します。この場合、演算のデスティネーショ

ンレジスタの内容は変更しません。 

 

レジスタ・レジスタ間の転送命令には、下記の 3命令があります。 

• FMOV FRm,FRn 

• FLDS FRm,FPUL 

• FSTS FPUL,FRn 

 

浮動小数点値を生成する演算で qNaNを入力し、その演算に sNaNを入力していない場合、FPSCRレジスタの

EN.Vビットの設定に関係なく出力は常に qNaNです。この場合、例外は発生しません。 
 

演算結果として SH-4Aが生成する qNaNの値は、常に次のような値になります。 
 

• 単精度qNaN：H'7FBFFFFF 

• 倍精度qNaN：H'7FF7FFFF FFFFFFFF 

 

非数（NaN）を入力した場合の浮動小数点演算の詳細については、「SH-4A ソフトウェアマニュアル」の「第

10章 各命令の説明」を参照してください。 
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6.2.3 非正規化数 

非正規化数の浮動小数点値は、指数フィールドは 0として、小数フィールドは 0以外の値として表現します。 

FPUのステータスレジスタ FPSCRの DNビットが 1の場合、非正規化数（ソースオペランドまたは演算結果）

は、（レジスタ・レジスタ間の転送命令、FNEG、FABS以外の演算の）値を生成する浮動小数点演算で正のゼロ

または負のゼロになります。 

FPSCRの DNビットが 0の場合、非正規化数（ソースオペランドまたは演算結果）はそのまま処理されます。

非正規化数を入力する場合の浮動小数点演算の詳細については、「SH-4A ソフトウェアマニュアル」の「第 10

章 各命令の説明」を参照してください。 
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6.3 レジスタ 

6.3.1 浮動小数点レジスタ 

図 6.4に浮動小数点レジスタの構成を示します。32本の 32ビット浮動小数点レジスタがあります。これらは、

2つのバンクで構成され、FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1があります。また、こ

の 32本レジスタは FR0～FR15、DR0/2/4/6/8/l0/12/14、FV0/4/8/12、XF0～XF15、XD0/2/4/6/8/l0/12/14、XMTRXと

して参照されます。FPRn_BANKiと参照名の対応は FPSCRの FRビットによって決まります。 
 

（1） 浮動小数点レジスタ FPRn_BANKi（32レジスタ） 

FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 

FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 
 

（2） 単精度浮動小数点レジスタ FRi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 

FPSCR.FR＝1のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。 
 

（3） 倍精度浮動小数点レジスタ、または単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8レジスタ） 

DRレジスタは、2つの FRレジスタから構成されます。 

DR0＝{FR0、FR1}、DR2＝{FR2、FR3}、 

DR4＝{FR4、FR5}、DR6＝{FR6、FR7}、 

DR8＝{FR8、FR9}、DR10＝{FR10、FR11}、 

DR12＝{FR12、FR13}、DR14＝{FR14、FR15} 
 

（4） 単精度浮動小数点ベクトルレジスタ FVi（4レジスタ） 

FVレジスタは 4つの FRレジスタから構成されます。 

FV0＝{FR0、FR1、FR2、FR3},  

FV4＝{FR4、FR5、FR6、FR7},  

FV8＝{FR8、FR9、FR10、FR11},  

FVl2＝{FR12、FR13、FR14、FR15} 
 

（5） 単精度浮動小数点拡張レジスタ XFi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。  

FPSCR.FR＝1のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 
 

（6） 単精度浮動小数点拡張レジスタのペア XDi（8レジスタ） 

XDレジスタは 2つの XFレジスタから構成されます。 

XD0＝{XF0、XF1}、XD2＝{XF2、XF3}、 

XD4＝{XF4、XF5}、XD6＝{XF6、XF7}、 
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XD8＝{XF8、XF9}、XD10＝{XF10、XF11}、 

XD12＝{XF12、XF13}、XD14＝{XF14、XF15} 
 

（7） 単精度浮動小数点拡張レジスタ行列 XMTRX 

XMTRXは 16本の XFレジスタから構成されます。 

XMTRX＝ XF0   XF4   XF8   XF12  

 XF1   XF5   XF9   XF13  

 XF2   XF6   XF10  XF14  

 XF3   XF7   XF11  XF15 

FPR0 BANK0
FPR1 BANK0
FPR2 BANK0
FPR3 BANK0
FPR4 BANK0
FPR5 BANK0
FPR6 BANK0
FPR7 BANK0
FPR8 BANK0
FPR9 BANK0

FPR10 BANK0
FPR11 BANK0
FPR12 BANK0
FPR13 BANK0
FPR14 BANK0
FPR15 BANK0

XF0
XF1
XF2 
XF3
XF4
XF5
XF6
XF7 
XF8 
XF9 
XF10 
XF11
XF12
XF13
XF14
XF15

FR0
FR1
FR2 
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7 
FR8 
FR9 
FR10 
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0 XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPR0 BANK1
FPR1 BANK1
FPR2 BANK1
FPR3 BANK1
FPR4 BANK1
FPR5 BANK1
FPR6 BANK1
FPR7 BANK1
FPR8 BANK1
FPR9 BANK1

FPR10 BANK1
FPR11 BANK1
FPR12 BANK1
FPR13 BANK1
FPR14 BANK1
FPR15 BANK1

XF0
XF1
XF2 
XF3
XF4
XF5
XF6
XF7 
XF8 
XF9 
XF10 
XF11
XF12
XF13
XF14
XF15

FR0
FR1
FR2 
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7 
FR8 
FR9 
FR10 
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPSCR.FR＝0 FPSCR.FR＝1

 

図 6.4 浮動小数点レジスタ 
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6.3.2 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

Enable（EN）

FR SZ PR DN

Flag RMCause

Cause

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21 FR 0 R/W 浮動小数点レジスタバンク 

0：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は FR0～FR15に、FPR0_BANK1～

FPR15_BANK1は XF0～XF15に割り当てられます。 

1：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は XF0～XF15に、FPR0_BANK1～

FPR15～BANK1は FR0～FR15に割り当てられます。 

20 SZ 0 R/W 転送サイズモード 

0：FMOV命令のデータサイズは 32ビットです。 

1：FMOV命令のデータサイズは 32ビットペア、または 64ビットです。 

SZビットおよび PRビットとエンディアンとの関係については、図 6.5を

参照してください。 

19 PR 0 R/W 精度モード 

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行します。 

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行します（グラフィックサポー

ト命令は未定義です）。 

PRビットおよび SZビットとエンディアンとの関係については、図 6.5を

参照してください。 

18 DN 1 R/W 非正規化モード 

0：非正規化数を非正規化数として扱います。 

1：非正規化数を 0として扱います。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17～12 Cause すべて 0 R/W 

11～7 Enable（EN） すべて 0 R/W 

6～2 Flag すべて 0 R/W 

FPU例外要因フィールド 

FPU例外イネーブルフィールド 

FPU例外フラグフィールド 

FPU演算命令を実行すると、FPU例外要因フィールドは最初に 0に設定さ

れます。次に FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドと FPU例

外フラグフィールドの該当ビットが 1にセットされます。 

FPU例外フラグフィールドは、FPU例外フラグフィールドが最後にクリア

されたそれ以降に発生した例外のステータスを保持します。 

各フィールドのビットの割り付けについては表 6.3を参照してください。 

1、0 RM 01 R/W 丸めモード 

丸めの方法を選択します。 

00：近傍への丸め 

01：0方向への丸め 

10：リザーブ（設定禁止） 

11：リザーブ（設定禁止） 
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・ビッグエンディアンの場合

・リトルエンディアンの場合

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

8n＋4 8n＋78n 8n＋3

63

63　　　  32 31　 　　 0

浮動小数点レジスタ

浮動小数点レジスタ

メモリ上の位置

メモリ上の位置

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

4n 4m4n＋3 4m＋3

63　　　 32 31　 　　  0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n＋48n＋78n＋3 8n

63　　　  32 31　 　　 0

（1）SZ＝0の場合 （2）SZ＝1、PR＝0の場合

【注】 *1　SZ＝0、PR＝0では、DRレジスタを使用できません。
*2　DRレジスタのビット位置（63～0）は、PR=1のときの（PR＝0ではその後にPR＝1に
　　切り替えた際の）倍精度小数点フォーマットとの対応において意味を持ちます。

63 0

0

63 0

63 0

63 0

63 0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n8n＋38n＋7 8n＋4

63　　　  32 31　 　　 0

（3）SZ＝1、PR＝1の場合

63 0

63 0

*1、*2 *2

 

図 6.5 SZビットとエンディアンの関係 

表 6.3 FPU例外処理に関連するビットの割り付け 

  FPUエラー

（E） 

無効演算 

（V） 

0除算 

（Z） 

オーバ 

フロー（O）

アンダ 

フロー（U） 

不正確 

（I） 

Cause FPU例外要因 

フィールド 

ビット 17 ビット 16 ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12 

Enable FPU例外イネーブル

フィールド 

なし ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 ビット 7 

Flag FPU例外フラグ 

フィールド 

なし ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 

 

6.3.3 浮動小数点通信レジスタ（FPUL） 

FPUと CPU間の情報伝達は FPULレジスタを介して行われます。FPULレジスタは 32ビットのシステムレジス

タで、LDS、STS命令によって CPUからもアクセスします。たとえば、汎用レジスタ R1に格納した整数を単精

度浮動小数点に変換する処理フローは次のとおりです。 
 

R1 → （LDS命令）→ FPUL → （単精度 FLOAT命令） → FR1 
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6.4 丸め 

浮動小数点命令において、丸めは中間結果から最終演算結果を生成する際に実行されます。したがって、FMAC、

FTRV、FIPRのような組み合わせ命令の結果は、FADD、FSUB、FMULなどの基本命令だけを用いた結果とは異

なります。FMACは 1度、FADD、FSUBおよび FMULは 2度というように丸めの回数が異なるためです。 

丸めには 2つの方法があり、使用する方法は FPSCRの RMフィールドで決まります。 

RM=00：近傍への丸め 

RM=01：0方向への丸め 
 

（1） 近傍への丸め 

演算結果はもっとも近い表現可能な値に丸められます。もっとも近い表現可能な値が 2つある場合、LSBが 0

の方を選択します。 

丸め前の値が 2Emax（2-2-p）以上であれば丸め前と同じ符号の無限となります。ここで Emax、pは単精度でそれ

ぞれ 127、24、倍精度で 1023、53です。 
 

（2） 0方向への丸め 

丸め前の値の丸めビット以下の桁は切り捨てられます。 

ただし、丸め前の値が表現可能な最大絶対値数よりも絶対値が大きい場合、丸め前と同じ符号の表現可能な最

大絶対値の数になります。 
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6.5 浮動小数点例外 

FPU関連の例外は次のとおりです。 
 

（1） 一般 FPU抑止／スロット FPU抑止例外 

SR.FD＝1のときに FPU命令を実行すると発生します。FPU命令が遅延スロット以外にある場合は一般 FPU抑

止例外が、FPU命令が遅延スロットにある場合はスロット FPU抑止例外が発生します。 
 

（2） FPU例外 

例外要因は次のとおりです。 

• FPUエラー（E）： 

FPSCR.DN＝0かつ非正規化数の入力時 

• 無効演算（V）： 

NaN入力のような無効な演算の場合 

• 0による除算（Z）： 

除数0による除算 

• オーバフロー（O）： 

演算結果がオーバフローする場合 

• アンダフロー（U）： 

演算結果がアンダフローする場合 

• 不正確例外（I）： 

丸めが発生する場合 

 

FPSCRの FPU例外要因フィールドには上記 E、V、Z、O、U、Iのすべてに該当するビットが含まれ、FPSCR

のフラグおよびイネーブルフィールドには V、Z、O、U、Iに該当するビットが含まれていますが Eに該当するビ

ットは含まれていません。このように FPUエラーはディスエーブルにすることができません。 

FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドの該当するビットは 1にセットされ FPU例外フラグフィール

ドに該当するビットに 1が累積されます。FPU例外が発生しない場合、FPU例外要因フィールドの該当するビッ

トは 0にクリアされ、FPU例外フラグフィールドに該当するビットは変更されません。 
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（3） FPU例外処理 

FPU例外は次の場合に発生します。 

• FPUエラー（E）： 

FPSCR.DN＝0かつ非正規化数を扱えない命令への非正規化数の入力時 

• 無効演算（V） 

：FPSCR.EN.V＝1かつ（命令=FTRVまたは無効演算）の場合 

• 0による除算（Z） 

：FPSCR.EN.Z＝1かつ除数0による除算またはFSRRAの入力が0の場合 

• オーバフロー（O） 

：FPSCR.EN.O＝1かつ演算結果がオーバフローする可能性のある場合 

• アンダフロー（U） 

：FPSCR.EN.U＝1かつ演算結果がアンダフローする可能性のある場合 

• 不正確例外（I） 

：FPSCR.EN.I＝1かつ演算結果が不正確になる可能性のある命令 

 

FPU例外が発生する場合の詳細については、「SH-4A 拡張機能ソフトウェアマニュアル」の「第 11章 各命

令の説明」を参照してください。 

FPU演算に起因するすべての例外事象は、同一の例外事象として割り付けられています。例外の意味内容は、

システムレジスタ FPSCRを読み出して、保持されている情報を解釈することでソフトウェアにより決定します。 

また、いかなる FPU例外処理動作によっても、デスティネーションレジスタは変更されません。 
 

上記以外で FPU例外要因が発生すると、V、Z、O、U、Iに対する該当ビットを 1にセットし、演算結果として

デフォルト値を生成します。 

• 無効演算（V）： 

結果としてqNaNを生成します。 

• 0による除算（Z）： 

丸め前と同じ符号付きの無限大を生成します。 

• オーバフロー（O）： 

0方向への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き最大正規化数を生成します。 

近傍への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き無限大を生成します。 

• アンダフロー（U）： 

FPSCR.DN＝0のとき、丸め前と同じ符号付き非正規化数、または丸め前と同じ符号付き0を生成します。 

FPSCR.DN＝1のとき、丸め前と同じ符号付き0を生成します。 

•  不正確例外（I）： 

不正確な結果を生成します。 
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6.6 グラフィックサポート機能 

SH-4Aは 2種類のグラフィック機能をサポートしています。1つはジオメトリック演算用の命令であり、もう

一つは高速データ転送を可能にするペア単精度転送命令です。 

6.6.1 ジオメトリック演算命令 

ジオメトリック演算命令は最小のハードウェアで高速演算を可能とするため、SH-4Aは 4つの乗算の部分的演

算結果のうち相対的に小さな値を無視します。したがって、演算結果には以下に示す誤差が生じます。 
 

最大誤差＝MAX（各乗算結果×2－MIN（乗数の有効数字桁数－1、被乗数の有効数字桁数－1））＋MAX（結果値×2－23、2－149） 

 

ただし、有効数字桁数は正規化数が 24、非正規化数が 23（小数部のリーディングゼロの桁数）となります。 

将来の SuperHファミリでの演算誤差は保証しますが、異なるプロセッサコア間の同一の演算結果は保証しませ

ん。 
 

（1） FIPR FVm,FVn（m、n：0、4、8、12） 

この命令の用途例を以下に示します。 
 

• 内積（m≠n）： 

一般的に、この演算はポリゴン表面の輝度や表面／裏面を判定するために使用されます。 

• 各要素の平方和（m=n）： 

一般的に、この演算はベクトルの長さを得るために使用されます。 

 

FIPR命令は不正確例外を検出しないため、命令を実行すると、FPU例外要因フィールドおよび FPU例外フラグ

フィールドの不正確例外（I）ビットが常に 1にセットされます。したがって、FPU例外イネーブルフィールドの

Iビットがセットされていれば、FPU例外処理が実行されます。 
 

（2） FTRV XMTRX、FVn（n：0、4、8、12） 

この命令の用途例を以下に示します。 
 

• 行列（4×4）・ベクトル（4）： 

一般的に、この演算は、視点の変更、角度の変更、または移動といったベクトル変換（4次元）に使用されま

す。基本的に、角度＋平行移動のためのアフィン変換処理は、4×4行列を必要とします。したがって、SH-4A

は4次元演算をサポートしています。 

• 行列（4×4）×行列（4×4）： 

この演算を行うためには、FTRV命令を4回実行する必要があります。 

 

FIRV命令は不正確例外を検出しないため、命令を実行すると、FPU例外要因フィールドおよび FPU例外フラ

グフィールドの不正確例外（I）ビットが常に 1にセットされます。したがって、イネーブルフィールドの Iビッ
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トがセットされていれば、FPU例外処理が実行されます。また、FTRV命令の実行の際、レジスタ内のすべての

データタイプを実行前にチェックすることができません。FPU例外イネーブルフィールドの Vビットがセットさ

れていると、FPU例外処理が実行されます。 
 

（3） FRCHG 

この命令はバンクレジスタを変更します。たとえば、FTRV命令を使用する場合、背後にあるバンク上に行列

の要素を設定する必要があります。しかし、変換行列の要素自体を作成するには、前面にあるバンクのレジスタ

を使用する方が簡単です。FPSCRに対する LDS命令を使用すると、この命令は FPUの状態を維持するために、4

～5サイクルを費やします。FRCHG命令では FPSCR.FRビットの変更を 1サイクルで行うことができます。 
 

6.6.2 ペア単精度データ転送 

強力なジオメトリック演算命令に加えて、SH-4Aは高速データ転送命令をサポートしています。 

FPSCR.SZ＝1のとき、ペア単精度データ転送命令によるデータ転送を行えます。 
 

• FMOV DRm/XDm、DRn/XDRn（m、n：0、2、4、6、8、10、12、14） 

• FMOV DRm/XDm、@Rn（m：0、2、4、6、8、10、12、14、n：0～15） 

これらの命令により、2つの単精度（2×32ビット）データを転送することができます。つまり、これらの命

令の転送性能が2倍となります。 

 

• FSCHG 

この命令はFPSCRのSZビットの値を変更します。ペア単精度データ転送を行うか行わないかを高速に切り替

えることができます。 
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7. メモリマネジメントユニット（MMU） 

本 LSIは、8ビットのアドレス空間識別子と 32ビットの仮想アドレス空間から 29ビットあるいは 32ビットの

物理アドレス空間を扱うことができます。仮想アドレスから物理アドレスへのアドレス変換は、本 LSIに内蔵さ

れたメモリマネジメントユニット（MMU：Memory Management Unit）を用いて行います。MMUは変換ルックア

サイドバッファ（TLB：Translation Lookaside Buffer）にユーザ作成のアドレス変換テーブルの情報をキャッシング

することにより、高速にアドレス変換を行います。 

本 LSIは命令 TLB（ITLB）を 4エントリ、共用 TLB（UTLB）を 64エントリ内蔵しており ITLBには UTLBの

コピーがハードウェアにより格納されます。アドレス変換方式はページング方式です。また特権モード、ユーザ

モードのそれぞれにおいて、仮想アドレス空間へのアクセス権を設定し、記憶保護を行うことができます。 

本 LSIのMMUではいくつかの動作モードがあります。物理アドレスのマッピング範囲に関して、29ビットア

ドレスモードと 32ビットアドレス拡張モードがあります。MMUのフラグ機能に関して、TLB互換モード（ペー

ジサイズ 4種類、保護ビット 4ビット）と TLB拡張モード（ページサイズ 8種類、保護ビット 6ビット）があり

ます。 

29ビットアドレスモードと 32ビットアドレス拡張モードの選択は、ソフトウェアからの制御レジスタ設定

（PASCRレジスタの SEビット）で行います。また、外部ピンからの指定で 32ビットブートモード（パワーオン

リセット時点から 32ビットアドレス拡張モードであること）が可能です。 

TLB互換モードと TLB拡張モードの選択は、ソフトウェアからの制御レジスタ設定（MMUCRレジスタのME

ビット）で行います。物理アドレスのマッピング範囲に関しては、「7.1 MMUの概要」～「7.7 メモリ割り付

け TLBの構成」を通じて、29ビットアドレスモードで説明しその後「7.8 32ビットアドレス拡張モード」で、

32ビットアドレス拡張モードでの差分機能をまとめて説明します。 

MMUのフラグ機能に関しては、TLB互換モード、TLB拡張モードの両方を並列して説明します。 
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7.1 MMUの概要 

MMUとは物理メモリを有効に利用するために考え出された機能です。図 7.1（0）に示すように、プロセスの

サイズが物理メモリより少ない場合、プロセスのすべてを物理メモリへマッピングすることが可能です。しかし

プロセスのサイズが増大し、物理メモリに収まらない場合、プロセスを分割して実行に必要な部分を随時物理メ

モリへマッピングする必要が生じます（図 7.1（1））。この物理メモリへのマッピングをプロセス自身が考えな

がら実行していては、プロセスにかかる負担が増大します。この負担を軽減するために物理メモリへのマッピン

グを一括して行おうとして生まれた考え方が仮想記憶方式です（図 7.1（2））。仮想記憶方式では物理メモリに

比べて十分に大きな仮想メモリを用意します。プロセスはこの仮想メモリにマッピングされます。このためプロ

セスは仮想メモリ上での動作だけを考えていればよくなります。仮想メモリから物理メモリへのマッピングには、

MMUが用いられます。通常、OSがMMUを管理しており、プロセスが必要とする仮想メモリを円滑に物理メモ

リへマッピングできるように物理メモリの入れ替えを行います。物理メモリの入れ替えは 2次記憶などとの間で

行われます。 

こうして生まれた仮想記憶方式は、複数のプロセスが同時に走行するタイムシェアリングシステム（TSS）の上

で威力を発揮します（図 7.1（3））。TSS上で走行する複数のプロセスが、おのおの物理メモリへのマッピング

を意識しながら動作していたのでは効率が上がりません。この効率を上げ、各プロセスの負担を減らすために仮

想記憶方式は使われます（図 7.1（4））。この仮想記憶方式ではプロセスごとに仮想メモリが割り当てられます。

MMUは複数の仮想メモリを効率よく物理メモリへマッピングする働きをします。さらに、あるプロセスが別のプ

ロセスの物理メモリに誤ってアクセスしないように、MMUには記憶保護の機能も備わっています。 

MMUを用いて仮想メモリから物理メモリへアドレス変換を行うとき、その変換情報がMMUに登録されていな

かったり、別のプロセスの仮想メモリへ誤ってアクセスしたりすることがあります。そのときMMUは例外を発

生させて、物理メモリのマッピングを変更し、新たなアドレス変換情報を登録します。 

MMUの機能はソフトウェアのみでも実現可能ですが、プロセスが物理メモリへアクセスするたびにソフトウェ

アで変換を行っていたのでは効率が悪くなります。そのためハードウェア上にアドレス変換のためのバッファ

（TLB）を用意し、頻繁に使用されるアドレス変換情報は TLBに置いておきます。TLBはアドレス変換情報のた

めのキャッシュといえます。しかしキャッシュと違いアドレス変換に失敗したとき、つまり例外が発生したとき

のアドレス変換情報の入れ替えは通常ソフトウェアで行います。このためソフトウェアで柔軟にメモリ管理を行

うことが可能となります。 

MMUが仮想メモリから物理メモリへのマッピングをする方式として、固定長のアドレス変換を用いる方式（ペ

ージング方式）と可変長のアドレス変換を用いる方式（セグメント方式）があります。ページング方式では固定

サイズのページと呼ばれるアドレス空間が変換の単位となります。 

以下、本 LSIでは仮想メモリ上のアドレス空間のことを仮想アドレス空間、物理メモリ上のアドレス空間のこ

とを物理アドレス空間と呼ぶことにします。 
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プロセス1

プロセス1 物理メモリ
物理メモリ

物理メモリプロセス1

プロセス2

プロセス3

仮想メモリ

仮想メモリ

物理
メモリプロセス1

プロセス1

プロセス2

プロセス3

物理
メモリ

MMU

MMU

（4）（3）

（1）

（0）

 

図 7.1 MMUの役割 
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7.1.1 アドレス空間 

（1） 仮想アドレス空間 

本 LSIは 32ビットの仮想アドレス空間をサポートし、4Gバイトのアドレス空間をアクセスできます。仮想ア

ドレス空間は図 7.2、図 7.3に示すとおり、いくつかの領域に分かれています。特権モードでは P0領域から P4領

域の 4Gバイトの空間をアクセスすることが可能です。ユーザモードでは U0領域の 2Gバイトの空間をアクセス

可能です。またMMU制御レジスタ（MMUCR）の SQMDビットが 0の場合、ストアキュー領域の 64Mバイトの

空間もアクセス可能になり、内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR）の RMDビットが 1の場合、内蔵メモリ領域の

16Mバイトの空間もアクセス可能になります。ユーザモードで U0領域、ストアキュー領域、内蔵メモリ領域以

外をアクセスした場合、アドレスエラーとなります。 

MMUCRの ATビットを 1にし、MMUをイネーブルにしたとき、これらの領域のうち、P0、P3、U0領域は、

任意の物理アドレス空間へ 1K/4K/64K/1Mバイトページ単位（TLB互換モード時）、あるいは 1K/4K/8K/64K/256K/ 

1M/4M/64Mバイトページ単位（TLB拡張モード時）でマッピングすることができます。また 8ビットのアドレス

空間識別子を用いることにより、P0、P3、U0領域を 256個まで増やすことが可能です。仮想アドレス空間から

29ビットの物理アドレス空間へのマッピングには TLBを用います。 

エリア0
エリア1
エリア2
エリア3
エリア4
エリア5
エリア6
エリア7

物理アドレス空間

アドレスエラー

アドレスエラー

アドレスエラー

ストアキュー領域

内蔵メモリ領域

ユーザモード特権モード

P1領域
キャッシング可能

P0領域
キャッシング可能

P2領域
キャッシング不可

P3領域
キャッシング可能

P4領域
キャッシング不可

U0領域
キャッシング可能

H'0000 0000

H'8000 0000

H'E000 0000

H'E400 0000

H'E500 0000

H'E600 0000
H'FFFF FFFF

H'0000 0000

H'8000 0000

H'FFFF FFFF

H'A000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

 

図 7.2 仮想アドレス空間（MMUCR.AT＝0） 



 

7. メモリマネジメントユニット（MMU） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  7-5 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

エリア0
エリア1
エリア2
エリア3
エリア4
エリア5
エリア6
エリア7

物理アドレス空間
256256

U0領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

アドレスエラー

アドレスエラー

アドレスエラー
ストアキュー領域

P0領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

ユーザモード特権モード

P1領域
キャッシング可能
アドレス変換不可

P2領域
キャッシング不可
アドレス変換不可

P3領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

P4領域
キャッシング不可
アドレス変換不可

内蔵メモリ領域

H'FFFF FFFF

H'E000 0000
H'E500 0000
H'E400 0000
H'E000 0000

H'E600 0000

H'C000 0000

H'A000 0000

H'8000 0000

H'0000 0000

H'FFFF FFFF

H'8000 0000

H'0000 0000

 

図 7.3 仮想アドレス空間（MMUCR.AT＝1） 

（a） P0、P3、U0領域 

P0、P3、U0領域は TLBを用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが可能な領域です。 

MMUがディスエーブルの場合、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス空間のアドレ

スとなります。キャッシュを用いるか否かはキャッシュコントロールレジスタ（CCR）に従います。キャッシュ

を用いた場合、ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、CCRのWTビット

に従います。 

MMUがイネーブルの場合、これらの領域は TLBを用いて 1K/4K/64K/1Mバイトページ単位（TLB互換モード

時）、あるいは 1K/4K/8K/64K/256K/1M/4M/64Mバイトページ単位（TLB拡張モード時）に任意の物理アドレス

空間へマッピングできます。CCRがキャッシュイネーブル状態であり、かつ TLBエントリの当該ページのキャッ

シング可能ビット（Cビット）が 1のとき、キャッシュを用いたアクセスが行えます。キャッシュを用いた場合、

ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、TLBのWTビットに従います。 

これらの領域を、TLBにより物理アドレス空間のエリア7に存在する制御レジスタ領域にマッピングする場合、

当該ページの Cビットは 0にしてください。 
 

（b） P1領域 

P1領域は TLBを用いたアドレス変換が行えませんが、キャッシュを用いたアクセスは可能な領域です。 

MMUがイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス空間

のアドレスとなります。キャッシュを用いるか否かは CCRに従います。キャッシュを用いた場合、ライトアクセ

スにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、CCRの CBビットに従います。 
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（c） P2領域 

P2領域は TLBを用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが行えない領域です。 

MMUがイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス空間

のアドレスとなります。 
 

（d） P4領域 

P4領域は本 LSIの内部リソースにマッピングされる領域です。この領域は、ストアキューと内蔵メモリ領域を

除いて TLBを用いたアドレス変換ができません。また、この領域はキャッシュを用いたアクセスが行えません。

P4領域の詳細を図 7.4に示します。 

H'E000 0000

H'E400 0000

H'F000 0000

H'F100 0000

H'F200 0000

H'F300 0000

H'F400 0000

H'F500 0000

H'F600 0000

H'F700 0000

H'F800 0000

H'FC00 0000

ストアキュー

リザーブ領域

内蔵メモリ領域
リザーブ領域

命令キャッシュアドレスアレイ

命令キャッシュデータアレイ

命令TLBアドレスアレイ

命令TLBデータアレイ

オペランドキャッシュアドレスアレイ

オペランドキャッシュデータアレイ

共用TLB/PMBアドレスアレイ

共用TLB/PMBデータアレイ

リザーブ領域

制御レジスタ領域

H'FFFF FFFF

H'E500 0000
H'E600 0000

 

図 7.4 P4領域 

H'E000 0000～H'E3FF FFFFまでは、ストアキュー（SQ）にアクセスするための領域です。ユーザモードでのア

クセス権はMMUCRの SQMDビットで指定します。詳細は「8.7 ストアキュー」を参照してください。 

H'E500 0000～H'E5FF FFFFまでは、内蔵メモリをアクセスするための領域です。ユーザモードでのアクセス権

は RAMCRレジスタの RMDビットで指定します。詳細は「第 9章 内蔵メモリ」を参照してください。 

H'F000 0000～H'F0FF FFFFまでは、命令キャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳

細は「8.6.1 ICアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F100 0000～H'F1FF FFFFまでは、命令キャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域 です。

詳細は「8.6.2 ICデータアレイ」を参照してください。 

H'F200 0000～H'F2FF FFFFまでは、命令 TLBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は

「7.7.1 ITLBアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F300 0000～H'F37F FFFFまでは、命令 TLBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。 
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詳細は「7.7.2 ITLBデータアレイ（TLB互換モード）」および「7.7.3 ITLBデータアレイ（TLB拡張モード）」

を参照してください。 

H'F400 0000～H'F4FF FFFFまでは、オペランドキャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領域で

す。詳細は「8.6.3 OCアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F500 0000～H'F5FF FFFFまでは、オペランドキャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域です。

詳細は「8.6.4 OCデータアレイ」を参照してください。 

H'F600 0000～H'F60F FFFFまでは、共用 TLBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は

「7.7.4 UTLBアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F700 0000～H'F70F FFFFまでは、共用TLBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、「7.7.5 

UTLBデータアレイ（TLB互換モード）」および「7.7.6 UTLBデータアレイ（TLB拡張モード）」を参照して

ください。 

H'F610 0000～H'F61F FFFFまでは、PMBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は「7.8.5 

メモリ割り付け PMBの構成」を参照してください。 

H'F710 0000～H'F71F FFFFまでは、PMBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は「7.8.5 メ

モリ割り付け PMBの構成」を参照してください。 

H'FC00 0000～H'FFFF FFFFまでは内蔵周辺モジュールの制御レジスタの領域です。詳細は各章のレジスタ説明

の項を参照してください。 
 

（2） 物理アドレス空間 

本 LSIは 29ビットの物理アドレス空間をサポートします。物理アドレス空間は図 7.5に示すとおり 8つの領域

に分かれています。エリア 7はリザーブ領域です。 

TLBを用いて物理アドレス空間のエリア 7をアクセスする場合のみ、エリア 7の H'1C00 0000～H'1FFF FFFFま

での領域がリザーブ領域ではなくなり、仮想アドレス空間の P4領域に含まれる制御レジスタ領域と等価になりま

す。 

H'0000 0000

H'0400 0000

H'0800 0000

H'0C00 0000

H'1000 0000

H'1400 0000

H'1800 0000

H'1C00 0000
H'1FFF FFFF

エリア0

エリア1

エリア2

エリア3

エリア4

エリア5

エリア6

エリア7（リザーブ領域）
 

図 7.5 物理アドレス空間 
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（3） アドレス変換 

MMUを使用するとき、仮想アドレス空間はページという単位に分割され、そのページ単位で物理アドレスに変

換されます。外部メモリ上のアドレス変換テーブルには、仮想アドレスに対応する物理アドレスや、記憶保護コ

ードなどの付加情報が格納され、TLBにはアドレス変換の高速化のために、外部メモリ上のアドレス変換テーブ

ルの内容がキャッシングされます。本 LSIでは命令のアクセスには ITLBを、データのアクセスには UTLBを用

います。P4領域以外へのアクセスが発生するとそのアクセスされた仮想アドレスが物理アドレスへ変換されます。

その仮想アドレスが P1、P2領域に属する場合、TLBをアクセスせずに物理アドレスが一意に決定されます。その

仮想アドレスが P0、U0、P3領域に属する場合には、仮想アドレスで TLBが検索され、その仮想アドレスが TLB

に登録されている場合には、TLBヒットとなり、TLBから対応する物理アドレスが読み出されます。またアクセ

スされた仮想アドレスが TLBに登録されていない場合には、TLBミス例外が発生し、処理が TLBミス例外処理

ルーチンへ移ります。TLBミス例外処理ルーチンでは、外部メモリ上のアドレス変換テーブルを検索し、対応す

る物理アドレス、ページ管理情報を TLBに登録します。そして例外処理ルーチンから復帰後、TLBミス例外を発

生させた命令を再実行します。 
 

（4） 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

仮想記憶方式には、単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式があり、MMUCRの SVビットにより選択が可能で

す。単一仮想記憶方式では、複数のプロセスが仮想アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行し、ある仮

想アドレスに対応する物理アドレスは一意に定まります。多重仮想記憶方式では、複数のプロセスが仮想アドレ

ス空間を共有して使用しながら走行するため、ある仮想アドレスはプロセスにより異なった物理アドレスに変換

され得ます。単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式との動作上の違いは、TLBのアドレス比較の方式（「7.3.3 ア

ドレス変換方式」参照）のみです。 
 

（5） アドレス空間識別子（ASID） 

多重仮想記憶モードの場合、8ビットのアドレス空間識別子（ASID）は仮想アドレス空間を共有しながら同時

に走行する複数のプロセスを区別するために用いられます。ASIDは 8ビットで、ソフトウェアがMMU内の PTEH

に現在走行中のプロセスの ASIDをセットすることで設定可能です。また ASIDによってプロセスを切り替えの際

に TLBをパージしないで済みます。 

単一仮想記憶モードの場合、ASID は仮想アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行する複数のプロセ

スの記憶保護のために用いられます。 
 

【注】 単一仮想記憶モードの設定で、ASIDが異なる同一の仮想ページ番号（VPN）を持つエントリを複数同時に TLBに設定

してはいけません。 



 

7. メモリマネジメントユニット（MMU） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  7-9 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

7.2 レジスタの説明 

MMU処理に関するレジスタを以下に示します。 
 

表 7.1 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

ページテーブルエントリ上位レジスタ PTEH R/W H'FF00 0000 H'1F00 0000 32 

ページテーブルエントリ下位レジスタ PTEL R/W H'FF00 0004 H'1F00 0004 32 

変換テーブルベースレジスタ TTB R/W H'FF00 0008 H'1F00 0008 32 

TLB例外アドレスレジスタ TEA R/W H'FF00 000C H'1F00 000C 32 

MMU制御レジスタ MMUCR R/W H'FF00 0010 H'1F00 0010 32 

ページテーブルエントリアシスタンスレ

ジスタ 

PTEA R/W H'FF00 0034 H'1F00 0034 32 

物理アドレス空間制御レジスタ PASCR R/W H'FF00 0070 H'1F00 0070 32 

命令再フェッチ抑止制御レジスタ IRMCR R/W H'FF00 0078 H'1F00 0078 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 7.2 各処理状態におけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオンリセット マニュアルリセット スリープ／ライトスリープ 

ページテーブルエントリ上位レジスタ PTEH 不定 不定 保持 

ページテーブルエントリ下位レジスタ PTEL 不定 不定 保持 

変換テーブルベースレジスタ TTB 不定 不定 保持 

TLB例外アドレスレジスタ TEA 不定 保持 保持 

MMU制御レジスタ MMUCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

ページテーブルエントリアシスタンス

レジスタ 

PTEA H'0000 xxx0 H'0000 xxx0 保持 

物理アドレス空間制御レジスタ PASCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

命令再フェッチ抑止制御レジスタ IRMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 
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7.2.1 ページテーブルエントリ上位レジスタ（PTEH） 

PTEHは仮想ページ番号（VPN）とアドレス空間識別子（ASID）から構成されています。VPNはMMU例外ま

たはアドレスエラー例外が発生した際に、ハードウェアにより例外を発生させた仮想アドレスの VPNが設定され

ます。VPNはページサイズによって異なりますが、例外発生時にハードウェアにより設定される VPNは例外を発

生させた仮想アドレスの上位 22ビットとなります。VPNの設定はソフトウェアにより行うことも可能です。ASID

には現在実行中のプロセスの番号をソフトウェアにより設定します。ASIDがハードウェアにより更新されること

はありません。この VPNと ASIDは、LDTLB命令により UTLBに登録されます。 

PTEHレジスタの ASIDフィールドを更新後、更新後の ASID値を使用する P0、P3、U0領域へのアクセス（命

令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3のいずれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. PTEH更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令の実行は不要

です。しかしこの方法では、PTEH更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低

下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3は今後の SuperHファミリでは保証されない可能性があります。今後の SuperHファミリでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

VPN

VPN ASID

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 VPN － R/W 仮想ページ番号 

9、8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 ASID － R/W アドレス空間識別子 
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7.2.2 ページテーブルエントリ下位レジスタ（PTEL） 

PTELは LDTLB命令によりUTLBへ登録する物理ページ番号とページ管理情報を格納するために使用されます。

本レジスタはソフトウェアの指示がない限り内容が変更されることはありません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ―

― V SZ1 PR1 PR0 SZ0 C D SH WT

PPN

PPN

初期値：
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～10 PPN － R/W 物理ページ番号 

9 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 V － R/W 

7 SZ1 － R/W 

6 PR1 － R/W 

5 PR0 － R/W 

4 SZ0 － R/W 

3 C － R/W 

2 D － R/W 

1 SH － R/W 

0 WT － R/W 

ページ管理情報 

各ビットの意味は、共用 TLB（UTLB）の対応するビットと同じです。 

詳細は「7.3 TLBの機能（TLB互換モード；MMUCR.ME＝0）」および

「7.4 TLBの機能（TLB拡張モード；MMUCR.ME＝1）」を参照してく

ださい。 

【注】 SZ1、PR1、SZ0、PR0は TLB互換モード時のみ有効です。 
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7.2.3 変換テーブルベースレジスタ（TTB） 

TTBは、現在使用しているページテーブルのベースアドレスの格納用などの用途に使用します。TTBはソフト

ウェアの指示がない限り内容が変更されることはありません。本レジスタはソフトウェアで自由に使用可能です。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ －

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

TTB

TTB

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

 
 

7.2.4 TLB例外アドレスレジスタ（TEA） 

TEAは、MMU例外またはアドレスエラー例外発生後に、例外を発生させた仮想アドレスが格納されます。こ

のレジスタはソフトウェアにより変更することは可能です。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ －

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

MMU例外／アドレスエラーを発生させた仮想アドレス

MMU例外／アドレスエラーを発生させた仮想アドレス

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

TEA

TEA
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7.2.5 MMU制御レジスタ（MMUCR） 

MMUCRの各ビットは以下に示すようにMMUの設定を行います。このためMMUCRの書き換えは P1、P2領

域のプログラムで行うようにしてください。 

MMUCRレジスタを更新後、P0、P3、U0、ストアキュー領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、

以下の 1～3のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. MMUCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、MMUCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処

理性能が低下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3は今後の SuperHファミリでは保証されない可能性があります。今後の SuperHファミリでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

MMUCRはソフトウェアにより変更可能です。ただし LRUIビットと URCビットはハードウェアにより更新さ

れることもあります。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット：

初期値：
R/W： R/W

LRUI

URC SQMD TI ATSV ME

URB

R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

－ － － － －
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 LRUI すべて 0 R/W 入れ替えを行う ITLBエントリを示す LRUビット 

ITLBミス発生時に入れ替える ITLBのエントリを決めるため、LRU方式

（Least Recently Used）を用います。LRUIビットを用いて ITLBの追い出

すエントリを確定できます。 

LRUIは、以下のアルゴリズムで更新が行われます。 

なお、以下の「x」は更新を行わないことを意味します。 

000xxx：ITLBのエントリ 0を用いたとき 

1xx00x：ITLBのエントリ 1を用いたとき 

x1x1x0：ITLBのエントリ 2を用いたとき 

xx1x11：ITLBのエントリ 3を用いたとき 

xxxxxx：上記以外 

また LRUIが以下の状態のとき、対応する ITLBのエントリが ITLBミスに

より更新されます。なお、下表で設定禁止の値にはソフトウェアの責任で

設定しないようにしてください。またパワーオンリセット、マニュアルリ

セット後に LRUIは 0に初期化されるので、ハードウェアの更新によって

LRUIが設定禁止の値になることはありません。 

なお、以下の「x」は Don't careを意味します。 

111xxx：ITLBのエントリ 0が更新される 

0xx11x：ITLBのエントリ 1が更新される 

x0x0x1：ITLBのエントリ 2が更新される 

xx0x00：ITLBのエントリ 3が更新される 

上記以外：設定禁止 

25、24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23～18 URB すべて 0 R/W 入れ替えを行う UTLBエントリの境界を示すビット 

URB≠0のときに有効となります。 

17、16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～10 URC すべて 0 R/W LDTLB命令により入れ替えを行うUTLBエントリを示すためのランダムカ

ウンタ 

UTLBへのアクセスが発生するたびにインクリメントされます。ただし

URB＞0の場合、URC＝URBの条件が成立すると URCは 0にクリアされ

ます。またソフトウェアにより URC＞URBとなる値が URCに書き込まれ

た場合、最初は URC＝H'3Fになるまで URBを超えてインクリメントされ

ますので注意してください。なお URCは、LDTLB命令によってカウント

アップされません。 

9 SQMD 0 R/W ストアキューモードビット 

ストアキューへのアクセス権を指定します。 

0：ユーザ／特権アクセスが可能 

1：特権アクセスが可能（ユーザアクセスの場合はアドレスエラー例外） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 SV 0 R/W 単一仮想記憶モード／多重仮想記憶モード切り替えビット 

このビットを変更するときは、必ず TIビットにも 1を書き込んでください。 

0：多重仮想記憶モード 

1：単一仮想記憶モード 

7 ME 0 R/W TLB拡張モード切り替えビット 

0：TLB互換モード 

1：TLB拡張モード 

MEビットの値を変更する場合には、必ず TIビットに 1を指定して、ITLB、

UTLBの内容を無効化してください。また、MEビットによる TLB動作モ

ード選択は、PMBの機能や動作には影響を与えません。 

6～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 TI 0 R/W TLB無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと、UTLB/ITLBの有効ビットをすべて 0にクリ

アします。読み出すと常に 0が読み出されます。 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 AT 0 R/W アドレス変換有効ビット 

MMUのイネーブル（有効）とディスエーブル（無効）を指定します。 

0：MMUディスエーブルにする 

1：MMUイネーブルにする 

ATビットが 0の状態では MMU例外は発生しません。このため MMUを使

用しないソフトウェアでは ATビットを 0の状態で使用してください。 
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7.2.6 ページテーブルエントリアシスタンスレジスタ（PTEA） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ESZEPR ― ― ― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 0 0 0 0初期値：
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R RR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13～8 EPR 不定 R/W 

7～4 ESZ 不定 R/W 

ページ管理情報 

各ビットの意味は、共用 TLB（UTLB）の対応するビットと同じです。 

詳細は「7.4 TLBの機能（TLB拡張モード；MMUCR.ME＝1）」を参照

してください。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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7.2.7 物理アドレス空間制御レジスタ（PASCR） 

PASCRは物理アドレス空間の動作を制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

UB

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 UB すべて 0 R/W エリア（64Mバイト）ごとのバッファドライト制御 

キャッシュを使わない書き込みのバスアクセスが完了するまで次の CPU

からのバスアクセスを待たせるかをエリアごとに指定します。 

0：CPUは書き込みのバスアクセスの完了を待たずに次のバスアクセス

を行います。 

1：CPUは書き込みのバスアクセスの完了を待ってから次のバスアクセ

スを行います。 

UB [7]：制御レジスタ領域に対応 

UB [6]：エリア 6に対応 

UB [5]：エリア 5に対応 

UB [4]：エリア 4に対応 

UB [3]：エリア 3に対応 

UB [2]：エリア 2に対応 

UB [1]：エリア 1に対応 

UB [0]：エリア 0に対応 
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7.2.8 命令再フェッチ抑止制御レジスタ（IRMCR） 

IRMCRは特定のリソースが変更された場合に、次の命令を命令フェッチからやり直すかどうかを制御します。

特定のリソースとは、制御レジスタの一部、TLB、キャッシュを示します。 

初期状態ではリソース変更後、次の命令の命令フェッチをやり直すように設定されています。しかしこの状態

では、リソースの変更を一回行うごとに命令フェッチのやり直しが起こり、CPUの処理性能が低下します。その

ため IRMCRの各ビットを 1に設定し、必要なリソースの変更をまとめて行ったうえで、特定の命令を実行し、変

更後のリソースを使用するプログラムの実行へ移るようにすることを推奨します。 

特定のシーケンスに関しては、各リソースの説明を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― R2 R1 LT MT MC

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 R2 0 R/W レジスタ変更後再フェッチ抑止 2 

MMUCR、PASCR、CCR、RAMCR、PTEHの各レジスタが変更された場

合に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

3 R1 0 R/W レジスタ変更後再フェッチ抑止 1 

アドレス H'FF200000～H'FF2FFFFFに存在するレジスタが変更された場

合に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

2 LT 0 R/W LDTLB実行後再フェッチ抑止 

LDTLB命令を実行後に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御しま

す。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

1 MT 0 R/W メモリ割り付け TLBライト後再フェッチ抑止 

MMUCR.AT＝1の状態で、メモリ割り付け ITLB/UTLBライトを行った後

に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 MC 0 R/W メモリ割り付け ICライト後再フェッチ抑止 

CCN.ICE＝1の状態で、メモリ割り付け ICライトを行った後に、次命令の

再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 
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7.3 TLBの機能（TLB互換モード；MMUCR.ME＝0） 

7.3.1 共用 TLB（UTLB）の構成 

UTLBは次の 2つの目的のために使用されます。 

1. データアクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換する。 

2. 命令TLBミスのとき、ITLBへ登録するアドレス変換情報のテーブル。 

 

このため共用 TLBと呼ばれます。UTLBには外部メモリ上に置かれるアドレス変換テーブルの情報がキャッシ

ングされます。アドレス変換テーブルには仮想ページ番号とアドレス空間識別子、それに対応する物理ページ番

号とページ管理情報が格納されています。図 7.6に UTLBの構成を示します。UTLBはフルアソシアティブ方式

の 64エントリで構成されています。図 7.7にページサイズとアドレスの関係を示します。 

PPN［28：10］

PPN［28：10］

PPN［28：10］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

SH

SH

SH

C

C

C

PR［1：0］

PR［1：0］

PR［1：0］

ASID［7：0］

ASID［7：0］

ASID［7：0］

VPN［31：10］

VPN［31：10］

VPN［31：10］

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN［28：10］ SZ［1：0］SH C PR［1：0］ASID［7：0］ VPN［31：10］Vエントリ63 D WT
 

図 7.6 UTLBの構成（TLB互換モード） 

【記号説明】 

VPN：仮想ページ番号 1Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 22ビット 

  4Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 20ビット 

  64Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 16ビット 

  1Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 12ビット 
 

ASID：アドレス空間識別子 仮想ページをアクセスできるプロセスを示します。 

 単一仮想記憶モードかつユーザモードか、多重仮想記憶モードのときで、SHビ 

 ットが 0ならアドレス比較の際に PTEH中の ASIDと比較されます。 
 

SH：共有状態ビット 0：複数のプロセスでページを共有しません。 

  1：複数のプロセスでページを共有します。 
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SZ[1:0]：ページサイズビット ページサイズを指定します。 

 00：1Kバイトページ 

 01：4Kバイトページ 

 10：64Kバイトページ 

 11：1Mバイトページ 

V：有効ビット エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 

 マニュアルリセット時には変化しません。 
 

PPN：物理ページ番号 物理アドレスの上位 22ビット 

 1Kバイトページのときは PPN[28:10]が有効です。 

 4Kバイトページのときは PPN[28:12]が有効です。 

 64Kバイトページのときは PPN[28:16]が有効です。 

 1Mバイトページのときは PPN[28:20]が有効です。 

 また PPNの設定においてはシノニム問題に注意してください 

 （「7.5.5 シノニム問題の回避」参照）。 
 

PR[1:0]：保護キーデータ ページのアクセス権をコードで表した 2ビットデータ 

 00：特権モードで読み出しのみ可能 

 01：特権モードで読み出し／書き込み可能 

 10：特権／ユーザモードで読み出しのみ可能 

 11：特権／ユーザモードで読み出し／書き込み可能 
 

C：キャッシング可能ビット ページがキャッシング可能かどうか示します。 

 0：キャッシング不可能。 

 1：キャッシング可能。 

 制御レジスタ空間のマッピングを行う場合、このビットは 0にしてください。 
 

D：ダーティビット ページに書き込みが行われたかどうかを示します。 

 0：書き込みが行われていない。 

 1：書き込みが行われた。 
 

WT：ライトスルービット キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 
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31

・1Kバイトページ

10 9 0
仮想アドレス

31

・4Kバイトページ

12 11 0
仮想アドレス

31

・64Kバイトページ

16 15 0
仮想アドレス

31

・1Mバイトページ

20 19 0
仮想アドレス

VPN オフセット

VPN オフセット

VPN オフセット

VPN オフセット

28 10 9 0
物理アドレス

28 12 11 0
物理アドレス

28 16 15 0
物理アドレス

28 20 19 0
物理アドレス

PPN オフセット

PPN オフセット

PPN オフセット

PPN オフセット
 

図 7.7 ページサイズとアドレスの関係 

7.3.2 命令 TLB（ITLB）の構成 

ITLBは命令アクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換するために用いられます。ITLBには UTLB

上に置かれるアドレス変換テーブルの情報がキャッシングされます。図 7.8に ITLBの構成を示します。ITLBは

フルアソシアティブの 4エントリで構成されています。 

PPN［28：10］

PPN［28：10］

PPN［28：10］

PPN［28：10］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

SH

SH

SH

SH

C

C

C

C

PR

PR

PR

PR

ASID［7：0］

ASID［7：0］

ASID［7：0］

ASID［7：0］

VPN［31：10］

VPN［31：10］

VPN［31：10］

VPN［31：10］

V

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

エントリ3

【注】　1.　D、WTビットをサポートしません。
　　　　2.　PRビットが1ビットになり、UTLBのPRビットの上位1ビットに対応します。  

図 7.8 ITLBの構成 
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7.3.3 アドレス変換方式 

図 7.9に、UTLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

SR.MD?

ライトスルーモードで
キャッシュアクセス

データTLB
保護違反例外

初期ページ
書き込み例外

データTLB
保護違反例外

コピーバックモードで
キャッシュアクセス

R/W?R/W?

仮想アドレス（VA）に対するデータアクセス

VAが
P4領域

VA が 
P2領域

VA が 
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

1（特権）

PR? PR?

0（ユーザ）

D?

R/W?
WWW

RRR R

W
R/W?

WT?

C＝1かつ
CCR.OCE＝1

1

1

0

0

00 or 
01

10 11 01 or 11 00 or 10

MMUCR.AT＝1

Yes
No

データTLB
多重ヒット例外

データTLB
ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

1
0

CCR.OCE?

1
0

CCR.CB?

0

1

CCR.WT?

VPNs一致かつ
V＝1

1
0

CCR.OCE?

No

 

図 7.9 UTLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB互換モード） 
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図 7.10に ITLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

SR.MD?

命令TLB
保護違反例外

命令TLB
多重ヒット例外

キャッシュアクセス

仮想アドレス（VA）に対する命令アクセス

VAが
P4領域

VA が 
P2領域

VA が 
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

1（特権）

UTLBを検索

0（ユーザ）

ハードウェアITLB
ミスハンドリング

一致?

MMUCR.AT＝1

Yes
No

命令TLB
ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

1

0

VPNs一致かつ
V＝1

1
0

CCR.ICE?

Yes

No C＝1かつ
CCR.ICE＝1

No

PR?

ITLBへ登録
Yes

No

 

図 7.10 ITLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB互換モード） 
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7.4 TLBの機能（TLB拡張モード；MMUCR.ME＝1） 

7.4.1 共用 TLB（UTLB）の構成 

図 7.11にTLB拡張モード時のUTLBの構成を示します。図 7.12にページサイズとアドレスの関係を示します。 

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

SH

SH

SH

C

C

C

EPR[5:0]

EPR[5:0]

EPR[5:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN[28:10] ESZ[3:0] SH C EPR[5:0]ASID[7:0] VPN[31:10] Vエントリ63 D WT
 

図 7.11 UTLBの構成（TLB拡張モード） 

【記号説明】 

VPN：仮想ページ番号 1Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 22ビット 

4Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 20ビット 

8Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 19ビット 

64Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 16ビット 

256Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 14ビット 

1Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 12ビット 

4Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 10ビット 

64Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 6ビット 
 

ASID：アドレス空間識別子 仮想ページをアクセスできるプロセスを示します。 

単一仮想記憶モードかつユーザモードか、多重仮想記憶モードのときで、SHビ 

ットが 0ならアドレス比較の際に PTEH中の ASIDと比較されます。 
 

SH：共有状態ビット 0：複数のプロセスでページを共有しません。 

  1：複数のプロセスでページを共有します。 
 

ESZ：ページサイズビット ページサイズを指定します。 

0000：1Kバイトページ 

0001：4Kバイトページ 

0010：8Kバイトページ 

0100：64Kバイトページ 

0101：256Kバイトページ 

0111：1Mバイトページ 

1000：4Mバイトページ 

1100：64Mバイトページ 
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【注】 上記以外の値を登録した場合の動作は保証しません。 

V：有効ビット エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 

 マニュアルリセット時には変化しません。 
 

PPN：物理ページ番号 物理アドレスの上位 19ビット 

 1Kバイトページのときは PPN[28:10]が有効です。 

 4Kバイトページのときは PPN[28:12]が有効です。 

 8Kバイトページのときは PPN[28:13]が有効です。 

 64Kバイトページのときは PPN[28:16]が有効です。 

 256Kバイトページのときは PPN[28:18]が有効です。 

 1Mバイトページのときは PPN[28:20]が有効です。 

 4Mバイトページのときは PPN[28:22]が有効です。 

 64Mバイトページのときは PPN[28:26]が有効です。 

また PPNの設定においてはシノニム問題に注意してください 

（「7.5.5 シノニム問題の回避」参照）。 
 

EPR：保護キーデータ ページのアクセス権をコードで表した 6ビットデータ 

特権モードでの読み出し／書き込み／実行（命令フェッチ）およびユーザモー

ドでの読み出し／書き込み／実行（命令フェッチ）に対する許可を独立に設定

可能です。各ビットそれぞれ 0で不許可、1で許可を示します。 

EPR[5]：特権モードでの読み出し 

EPR[4]：特権モードでの書き込み 

EPR[3]：特権モードでの実行（命令フェッチ） 

EPR[2]：ユーザモードでの読み出し 

EPR[1]：ユーザモードでの書き込み 

 EPR[0]：ユーザモードでの実行（命令フェッチ） 
 

C：キャッシング可能ビット ページがキャッシング可能かどうか示します。 

 0：キャッシング不可能 

 1：キャッシング可能 

 制御レジスタ空間のマッピングを行う場合、このビットは 0にしてください。 
 

D：ダーティビット ページに書き込みが行われたかどうかを示します。 

 0：書き込みが行われていない 

 1：書き込みが行われた 
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WT：ライトスルービット キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 

仮想アドレス 物理アドレス
31

1Kバイトページ

10 9 0

VPN オフセット

28 10 9 0

PPN オフセット

31

4Kバイトページ

12 11 0

VPN オフセット

28 12 11 0

PPN オフセット

31

64Kバイトページ

16 15 0

VPN オフセット

28 16 15 0

PPN オフセット

31

8Kバイトページ

13 12 0

VPN オフセット

28 13 12 0

PPN オフセット

31

1Mバイトページ

20 19 0

VPN オフセット

28 20 19 0

PPN オフセット

31

4Mバイトページ

22 21 0

VPN オフセット

28 22 21 0

PPN オフセット

31

64Mバイトページ

26 25 0

VPN オフセット

28 26 25 0

PPN オフセット

31

256Kバイトページ

18 17 0

VPN オフセット

28 18 17 0

PPN オフセット

 

図 7.12 ページサイズとアドレスの関係（TLB拡張モード） 

7.4.2 命令 TLB（ITLB）の構成 

図 7.13に TLB拡張モード時の ITLBの構成を示します。 

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

SH

SH

SH

SH

C

C

C

C

EPR[5]

EPR[5]

EPR[5]

EPR[5]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[0]

EPR[0]

EPR[0]
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図 7.13 ITLBの構成（TLB拡張モード） 
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7.4.3 アドレス変換方式 

図 7.14に TLB拡張モード時の UTLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 
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図 7.14 UTLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB拡張モード） 
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図 7.15に TLB拡張モード時の ITLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 
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図 7.15 ITLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB拡張モード） 
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7.5 MMUの機能 

7.5.1 MMUのハードウェア管理 

本 LSIがサポートするMMUの機能として次のものがあります。 

1. ソフトウェアがアクセスする仮想アドレスをデコードし、MMUCRの設定に従ってUTLB、ITLBを制御して

アドレス変換を行います。 

2. アドレス変換の際に読み出されたページ管理情報をもとに、キャッシュへのアクセス状態を判定します（C、

WTビット）。 

3. データアクセス、命令アクセスにおいて正常にアドレス変換が行われなかった場合、MMU例外の発生により

ソフトウェアに通知します。 

4. 命令アクセスでITLBにアドレス変換情報が登録されていないとき、UTLBを検索します。必要なアドレス変

換情報がUTLBに登録されていた場合、MMUCRのLRUIビットに従い、ITLBにそのアドレス変換情報をコピ

ーします。 

 

7.5.2 MMUのソフトウェア管理 

MMUに対するソフトウェアの処理として次のものがあります。 

1. MMU関連レジスタの設定。一部ハードウェアにより自動的に更新されるものもあります。 

2. TLBエントリの登録、削除、読み出し。UTLBエントリの登録にはLDTLB命令を用いる方法と、メモリ割り

付けUTLBに直接書き込む方法があります。ITLBエントリの登録はメモリ割り付けITLBに直接書き込む方法

しかありません。UTLB、ITLBエントリの削除と読み出しは、メモリ割り付けUTLB、ITLBをアクセスする

ことで可能です。 

3. MMU例外処理。MMU例外が発生したときにハードウェア側から設定された情報を元に処理を行います。 

 

7.5.3 MMUの命令（LDTLB） 

UTLBエントリを登録する命令として TLBロード命令（LDTLB）があります。LDTLB命令が発行されると、

本 LSIは PTEHと PTELの内容をURCビットが指し示すUTLBエントリにコピーします。LDTLB命令により ITLB

エントリの更新は行われませんので、UTLBエントリから追い出されたアドレス変換情報が ITLBエントリに残る

可能性があります。LDTLB命令はアドレス変換情報を変更する命令のため、必ず P1、P2領域のプログラムで発

行するようにしてください。LDTLB命令実行後、TLBが有効な領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う

前に、以下の 1.～3.のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はTLBが有効な領域で構いません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 
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3. LDTLB命令実行前にあらかじめIRMCR.LT=0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、LDTLB命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能

が低下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3.は今後の SuperHファミリでは保証されない可能性があります。今後の SuperHファミリでの互

換性を保証するためには、1.または 2.を用いることを推奨します。 

図 7.16、図 7.17に LDTLB命令の動作を示します。 

PPN [28：10]

PPN [28：10]

PPN [28：10]

SZ [1：0]

SZ [1：0]

SZ [1：0]

SH

SH

SH

C

C

C

PR [1：0]

PR [1：0]

PR [1：0]

ASID [7：0]

ASID [7：0]

ASID [7：0]

VPN [31：10]

VPN [31：10]

VPN [31：10]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN [28：10] SZ [1：0］SH C PR [1：0］ASID [7：0] VPN [31：10] Vエントリ63 D WT

31 29 28 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

― ― V SZ1 PR[1:0] SZ0 C D SH WT

PTEL

書き込み

UTLB

31 10 9 8 7 0

― ASID

PTEH

31 26 25 24 23 18 17 16 15 10 9 8 7 3 2 1 0

LRUI ― URB ― ―URC SV

SQMD

― TI AT

MMUCR

VPN

10

PPN

エントリ指定

 

図 7.16 LDTLB命令の動作（TLB互換モード） 
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図 7.17 LDTLB命令の動作（TLB拡張モード） 

7.5.4 ハードウェア ITLBミスハンドリング 

本 LSIは命令アクセスの際、ITLBを検索して必要なアドレス変換情報を見つけられなかった（ITLBミス）場

合、ハードウェアにより UTLBを検索し、必要なアドレス変換情報があれば ITLBへの登録を行います。これを

ハードウェア ITLBミスハンドリングと呼びます。UTLBを検索しても必要なアドレス変換情報が見つからない場

合、命令 TLBミス例外を発生し、処理をソフトウェアへ移します。 
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7.5.5 シノニム問題の回避 

TLBエントリに 1K、4Kバイトページを登録するときにシノニム問題が発生する可能性があります。シノニム

問題とは、複数の仮想アドレスが 1つの物理アドレスにマッピングされる場合に、キャッシュの複数のエントリ

に同一の物理アドレスのデータが登録されてしまい、データの一致性を保証できなくなるという問題です。この

問題は命令 TLBや命令キャッシュではデータの読み出ししか行わないため発生しません。本 LSIではオペランド

キャッシュの高速動作のために仮想アドレスの[12:5]を用いて、エントリの指定を行います。しかし 1Kバイトペ

ージでは仮想アドレスの[12:10]が、4Kバイトページでは仮想アドレスの[12]がアドレス変換の対象になります。

このため変換後の物理アドレスの[12:10]と仮想アドレスの[12:10]が異なる可能性があります。 

このため UTLBエントリへのアドレス変換情報の登録には以下の制限が生じます。 

1. 複数の1KバイトページのUTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLBに登

録するとき、VPN[12:10]は必ず等しくなるようにしてください。 

2. 複数の4KバイトページのUTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLBに登

録するとき、VPN[12]は必ず等しくなるようにしてください。 

3. 1KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用しないでく

ださい。 

4. 4KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用しないでく

ださい。 

 

上記の制限はキャッシュを用いたアクセスを行う場合に限定されます。 
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7.6 MMU例外 

MMU例外には、命令 TLB多重ヒット例外、命令 TLBミス例外、命令 TLB保護違反例外、データ TLB多重ヒ

ット例外、データ TLBミス例外、データ TLB保護違反例外、初期ページ書き込み例外の 7つの例外があります。

各例外の発生条件については図 7.9、図 7.10、図 7.14、図 7.15および「第 5章 例外処理」を参照してください。 
 

7.6.1 命令 TLB多重ヒット例外 

命令 TLB多重ヒット例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致する ITLBエントリが複数存在した場合に

発生します。ハードウェア ITLBミスハンドリングにより UTLBを検索する際に UTLBで多重ヒットが発生した

場合も、命令 TLB多重ヒット例外となります。 

命令 TLB多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しません。 

• ハードウェア処理 

命令TLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

2. 例外コードH'140をEXPEVTに設定します。 

3. リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。 

 

• ソフトウェア処理（リセットルーチン） 

リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させたITLBエントリを確認します。この例外はプログラムのデバ

ッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。 
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7.6.2 命令 TLBミス例外 

命令 TLBミス例外は、ハードウェア ITLBミスハンドリングにより UTLBエントリに命令アクセスした仮想ア

ドレスに対応するアドレス変換情報が見つからなかったときに発生します。命令 TLBミス例外のハードウェアで

行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。これはデータ TLBミス例外時の処理と同じです。 

• ハードウェア処理 

命令TLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'040を、EXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、命令TLBミス例外処理ルーチンを開始しま

す。 

 

• ソフトウェア処理（命令TLBミス例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフトウェアの責

任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように処理して

ください。 

1. TLB互換モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの

PPN、PR、SZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値を、PTELに書き込みます。 

TLB拡張モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの

PPN、EPR、ESZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値をPTEL、PTEAに書き込みます。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

3. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEH、PTELの内容をTLBに書き込みます。TLB拡張モー

ドの場合は、PTEH、PTELおよびPTEAの内容をUTLBに書き込みます。 

4. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 

LDTLB命令の実行に関しては「7.10.1 LDTLB命令使用上の注意事項」を参照してください。 
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7.6.3 命令 TLB保護違反例外 

命令 TLB保護違反例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報が ITLBエントリに存

在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプが PRビットで指定されるアクセス権で許されていない場合に発生

します。命令 TLB保護違反例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。 

• ハードウェア処理 

命令TLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'0A0をEXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、命令TLB保護違反例外処理ルーチンを開始

します。 

 

• ソフトウェア処理（命令TLB保護違反例外処理ルーチン） 

命令TLB保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、

制御を通常の流れに戻してください。ただしLDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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7.6.4 データ TLB多重ヒット例外 

データ TLB多重ヒット例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致する UTLBエントリが複数存在した場

合に発生します。 

データ TLB多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しません。また例

外発生以前の UTLB内の PPNの内容は壊れることがあります。 

• ハードウェア処理 

データTLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

2. 例外コードH'140をEXPEVTに設定します。 

3. リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。 

 

• ソフトウェア処理（リセットルーチン） 

リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させたUTLBエントリを確認します。この例外はプログラムのデ

バッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。 

 

7.6.5 データ TLBミス例外 

データ TLBミス例外は、データアクセスした仮想アドレスに対応するアドレス変換情報が UTLB内に見つから

なかったときに発生します。データ TLBミス例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は

次のとおりです。 

• ハードウェア処理 

データTLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 読み出しのとき例外コードH'040を、書き込みのとき例外コードH'060を、EXPEVTに設定します（OCBP、

OCBWB：読み出し； OCBI、MOVCA.L：書き込み）。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、データTLBミス例外処理ルーチンを開始し

ます。 
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• ソフトウェア処理（データTLBミス例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフトウェアの責

任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように処理して

ください。 

1. TLB互換モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの

PPN、PR、SZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値を、PTELに書き込みます。 

TLB拡張モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの

PPN、EPR、ESZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値をPTEL、PTEAに書き込みます。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

3. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEH、PTELの内容をUTLBに書き込みます。TLB拡張モー

ドの場合は、PTEH、PTELおよびPTEAの内容をUTLBに書き込みます。 

4. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 

LDTLB命令の実行に関しては「7.10.1 LDTLB命令使用上の注意事項」を参照してください。 
 

7.6.6 データ TLB保護違反例外 

データ TLB保護違反例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報が UTLBエントリ

に存在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプが PRビットで指定されるアクセス権で許されていない場合に

発生します。データ TLB保護違反例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおり

です。 

• ハードウェア処理 

データTLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 読み出しのとき例外コードH'0A0を、書き込みのとき例外コードH'0C0を、EXPEVTに設定します（OCBP、

OCBWB：読み出し； OCBI、MOVCA.L：書き込み）。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 
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9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、データTLB保護違反例外処理ルーチンを開

始します。 
 

• ソフトウェア処理（データTLB保護違反例外処理ルーチン） 

データTLB保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、

制御を通常の流れに戻してください。ただしLDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 

 

7.6.7 初期ページ書き込み例外 

初期ページ書き込み例外は、データアクセス（書き込み）した仮想アドレスに一致するアドレス変換情報がUTLB

エントリに存在し、アクセス権も許されているにもかかわらず、Dビットが 0であった場合に発生します。初期

ページ書き込み例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。 

• ハードウェア処理 

初期ページ書き込み例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'080をEXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、初期ページ書き込み例外処理ルーチンを開

始します。 

 

• ソフトウェア処理（初期ページ書き込み例外処理ルーチン） 

ソフトウェアの責任で、次のように処理してください。 

1. 外部メモリから必要なページテーブルエントリを探し出します。 

2. 外部メモリのページテーブルエントリのDビットに1を書き込んでください。 

3. TLB互換モードの場合、外部メモリに記憶されているページテーブルエントリのPPN、PR、SZ、C、D、WT、

SH、Vのビットの値をPTELに書き込みます。 

TLB拡張モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの

PPN、EPR、ESZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値をPTEL、PTEAに書き込みます。 

4. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

5. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEH、PTELの内容をUTLBに書き込みます。TLB拡張モー
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ドの場合は、PTEH、PTELおよびPTEAの内容をUTLBに書き込みます。 

6. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 

7.7 メモリ割り付け TLBの構成 

ITLBおよび UTLBをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P1/P2領域のプログラムからMOV

命令によって ITLBおよび UTLBの内容の読み出し、書き込みが可能です。別の領域のプログラムからアクセス

する場合、動作の保証はありません。 

メモリ割り付け TLBアクセス後、P1/P2領域以外へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1

～3のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP1/P2領域以外でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. メモリ割り付けTLBアクセスの前にあらかじめIRMCR.MT＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の

命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、MMUCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直す

ため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3は今後の SuperHファミリでは保証されない可能性があります。今後の SuperHファミリでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

ITLBおよび UTLBは仮想アドレス空間の P4領域に割り付けられています。TLB互換モードの場合、ITLBでは

VPN、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、SZ、PR、C、SHをデータアレイとしてアクセス可能です。 

UTLBでは VPN、D、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、SZ、PR、C、D、WT、SHをデータアレイ

としてアクセス可能です。Vと Dはアドレスアレイ側からとデータアレイ側からの両方からアクセスできるよう

になっています。 

TLB拡張モードの場合、ITLBでは VPN、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、ESZ、EPR、C、SHを

データアレイとしてアクセス可能です。UTLBでは VPN、D、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、ESZ、

EPR、C、D、WT、SHをデータアレイとしてアクセス可能です。Vと Dは、アドレスアレイ側からとデータアレ

イ側からの両方からアクセスできるようになっています。 

TLB互換モード、TLB拡張モードどちらの場合もアクセスサイズはロングワードサイズのみ可能です。この領

域に対して命令フェッチは行えません。リザーブビットに対しては、書き込み値として 0を指定してください。

読み出し値は保証しません。 
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7.7.1 ITLBアドレスアレイ 

ITLBのアドレスアレイは P4領域の H'F200 0000～H'F2FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのア

クセスには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはアドレスアレイ

に書き込む VPN、V、ASIDを指定します。 

アドレス部は、[31:24]が ITLBアドレスアレイを示す H'F2になっており、[9:8]でエントリを選択するようにな

っています。アドレス部[1:0]はロングワードアクセスのため 0を指定してください。 

データ部は、[31:10]が VPNを、[8]が Vを、[7:0]が ASIDを示します。 

ITLBアドレスアレイに対しては以下の 2種類の操作が可能です。 

1. ITLBアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へVPN、V、ASIDを読み出します。 

2. ITLBアドレスアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、V、ASID

を書き込みます。 

アドレス部

31 23 0

1 1 1 1 0 0 1 0 00E

データ部

31 10 9 0

VVPN

VPN：
V：

 E：
*：

24

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ
Don't care

10 9 8 7 2 1

9 8 7

ASID

ASID：
：
アドレス空間識別子
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

* * * * * * * * * * * * *

 

図 7.18 メモリ割り付け ITLBアドレスアレイ 
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7.7.2 ITLBデータアレイ（TLB互換モード） 

ITLBのデータアレイは P4領域の H'F300 0000～H'F37F FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセ

スには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）が

必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイ 1に

書き込む PPN、V、SZ、PR、C、SHを指定します。 

アドレス部は、[31:23]が ITLBデータアレイを示す H'F30になっており、[9:8]でエントリを選択するようになっ

ています。 

データ部は、[28:10]が PPNを、[8]が Vを、[7]、[4]が SZを、[6]が PRを、[3]が Cを、[1]が SHを示します。 

ITLBデータアレイに対しては以下の 2種類の操作が可能です。 

1. ITLBデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へPPN、V、SZ、PR、C、SHを読

み出します。 

2. ITLBデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、V、SZ、

PR、C、SHを書き込みます。 

アドレス部
31 23 0

1 1 1 1 0 0 01 1 00E

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：
*：

24

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット
Don't care

10 9 8 7 2 1

PR：
C：

SH：
：

保護キーデータ
キャッシング可能ビット
共有状態ビット
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 730 2928 4 36 5

SZ SHPR

CPPN

* * * * * * * * * * * * * * * * * * *

 

図 7.19 メモリ割り付け ITLBデータアレイ 
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7.7.3 ITLBデータアレイ（TLB拡張モード） 

TLB拡張モードのとき、ITLBデータアレイは ITLBデータアレイ 1に名称が変更になります。また、ITLBデ

ータアレイ 2が追加となり、EPR、ESZをアクセス可能になります。TLB拡張モードでは、ITLBデータアレイ 1

の PR、SZビットはリザーブビットとなり、書き込み値は 0を指定してください。また、ITLBデータアレイ 1へ

の書き込みを行った場合には、その後必ず同一エントリの ITLBデータアレイ 2の書き込みを行ってください。 

TLB互換モード（MMUCR.ME＝0）のときには、ITLBデータアレイ 2のアクセスは行えません。アクセスした

場合の動作は保証しません。 
 

（1） ITLBデータアレイ 1 

TLB拡張モードでは、互換モードの PR、SZビットに対応するデータ部のビット 7、6、4がリザーブビットに

なります。書き込み時には 0を指定してください。 

アドレス部

データ部

PPN
V
E
*

：物理ページ番号
：有効ビット
：エントリ
：Don't care

C
SH
：キャッシング可能ビット
：共有状態ビット
：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 729 28

2 1

4 3

CPPN

31 0

001 1 1 1 0 0 1 1 0 E

23 22 8 710 9

SH

* * * * * ** **** * * * * * * * *

 

図 7.20 メモリ割り付け ITLBデータアレイ 1（TLB拡張モード） 

（2） ITLBデータアレイ 2 

ITLBのデータアレイは P4領域の H'F380 0000～H'F3FF FFFFに割り付けられています。データアレイ 2のアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイ 2

に書き込む EPR、ESZを指定します。 

アドレス部は、[31:23]が ITLBデータアレイ 2を示す H'F38になっており、[9:8]でエントリを選択するようにな

っています。 

データ部は、[13][11][10][8]がそれぞれ EPR[5][3][2][0]を、[7:4]が ESZを示します。ITLBデータアレイ 2に対し

ては以下の 2種類の操作が可能です。 

1. TLBデータアレイ2 読み出し 

アドレス部に指定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へEPR、ESZを読み出します。 

2. ITLBデータアレイ2 書き込み 

アドレス部に指定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたEPR、ESZを書

き込みます。 
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E
EPR
ESZ

*

：エントリ
：保護キーデータ
：ページサイズビット
：Don't care

EPR[5]

EPR[3] EPR[0]

EPR[2]

アドレス部

データ部

：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

ESZ

10 9 81314 1211 7

2 1

4 3

31 0

001 1 1 1 0 0 1 1 1 E

23 22 8 710 9

* * * * * ** **** * * * * * * * *

 

図 7.21 メモリ割り付け ITLBデータアレイ 2（TLB拡張モード） 
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7.7.4 UTLBアドレスアレイ 

UTLBのアドレスアレイは P4領域の H'F600 0000～H'F60F FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのア

クセスには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはアドレスアレイ

に書き込む VPN、D、V、ASIDを指定します。 

アドレス部は、[31:20]が UTLBアドレスアレイを示す H'F60になっており、[13:8]でエントリを選択するように

なっています。アドレス部[7]の連想ビット（Aビット）は、UTLBアドレスアレイへの書き込みのときのアドレ

ス比較の有無を指定します。 

データ部は、[31:10]が VPNを、[9]が Dを、[8]が Vを、[7:0]が ASIDを示します。 

UTLBアドレスアレイに対しては以下の 3種類の操作が可能です。 

1. UTLBアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へVPN、D、V、ASIDを読み出し

ます。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 

2. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、D、V、

ASIDを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 

3. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、データ部で指定されたVPNとPTEH.ASIDを用い、UTLBの全エ

ントリとの間で比較が行われます。比較は通常のアドレス比較の規則に従いますが、UTLBにミスした場合

は例外は発生せずノーオペレーションとなります。比較によりデータ部で指定したVPNに対応するUTLBエ

ントリが存在した場合、そのエントリに対してデータ部で指定したDとVを書き込みます。この連想動作は

ITLBに対しても同時に行われ、ITLB内に一致するエントリが存在した場合はそのエントリに対してVを書き

込みます。UTLBでの比較でノーオペレーションとなってもITLBで一致していればITLB側にのみ書き込みは

行います。またUTLBとITLBの両方で一致した場合、UTLBの情報がITLBへも書き込まれます。 

アドレス部

データ部

VPN：
V：
E：
D：
*：

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ
ダーティビット
Don't care

ASID：
A：
：

アドレス空間識別子
連想ビット
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

VD

10 9 8 7

A

8 7 2 1

ASIDVPN

31 1920 0

1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0E

14 13

* * * * * * * * * **

 

図 7.22 メモリ割り付け UTLBアドレスアレイ 
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7.7.5 UTLBデータアレイ（TLB互換モード） 

UTLBのデータアレイは P4領域の H'F700 0000～H'F70F FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセ

スには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）が

必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイに書

き込む PPN、V、SZ、PR、C、D、SH、WTを指定します。 

アドレス部は、[31:20]が UTLBデータアレイを示す H'F70になっており、[13:8]でエントリを選択するようにな

っています。 

データ部は、[28:10]が PPNを、[8]が Vを、[7]、[4]が SZを、[6:5]が PRを、[3]が Cを、[2]が Dを、[1]が SH

を、[0]がWTを示します。 

UTLBデータアレイに対しては以下の 2種類の操作が可能です。 

1. UTLBデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へPPN、V、SZ、PR、C、D、SH、

WTを読み出します。 

2. UTLBデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、V、SZ、

PR、C、D、SH、WTを書き込みます。 

アドレス部

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：
D：
*：

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット
ダーティビット
Don't care

PR：
C：

SH：
WT：
：

保護キーデータ
キャッシング可能ビット
共有状態ビット
ライトスルービット
リザーブビット
（書き込むときは常に0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 72928 4 36 5

PR CPPN

31 0

1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 E

1920 8 714 13

D

SZ SH WT

0 0* * * * * *** * * * *

 

図 7.23 メモリ割り付け UTLBデータアレイ（TLB互換モード） 
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7.7.6 UTLBデータアレイ（TLB拡張モード） 

TLB拡張モードのとき、UTLBデータアレイは UTLBデータアレイ 1に名称が変更になります。また、UTLB

データアレイ 2が追加となり、EPR、ESZをアクセス可能になります。TLB拡張モードでは、UTLBデータアレ

イ 1の PR、SZビットはリザーブビットとなり、書き込み値は 0を指定してください。また、UTLBデータアレイ

1への書き込みを行った場合には、その後必ず同一エントリの UTLBデータアレイ 2の書き込みを行ってくださ

い。 

TLB互換モード（MMUCR.ME＝0）のときには、UTLBデータアレイ 2のアクセスは行えません。アクセスし

た場合の動作は保証しません。 
 

（1） UTLBデータアレイ 1 

TLB拡張モードでは、互換モードの PR、SZビットに対応するデータ部のビット 7～4がリザーブビットになり

ます。書き込み時には 0を指定してください。 

アドレス部

データ部

PPN
V
E
D
*

：物理ページ番号
：有効ビット
：エントリ
：ダーティビット
：Don't care

C
SH
WT

：キャッシング可能ビット
：共有状態ビット
：ライトスルービット
：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 72928

2 1

4 3

C DPPN

31 0

001 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 E

20 19 8 714 13

WTSH

* * * * * ** ** * * *

 

図 7.24 メモリ割り付け UTLBデータアレイ 1（TLB拡張モード） 

 

（2） UTLBデータアレイ 2 

UTLBのデータアレイは P4領域の H'F780 0000～H'F78F FFFFに割り付けられています。データアレイ 2のアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイ 2

に書き込む EPR、ESZを指定します。アドレス部は[31:20]が UTLBデータアレイ 2を示す H'F78になっており、

[13:8]でエントリを選択するようになっています。 

データ部は、[13:8]が EPRを、[7:4]が ESZを示します。UTLBデータアレイ 2に対しては以下の 2種類の操作

が可能です。 

1. UTLBデータアレイ2 読み出し 

アドレス部に指定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へEPR、ESZを読み出します。 
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2. UTLBデータアレイ2 書き込み 

アドレス部に指定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたEPR、ESZを書

き込みます。 

アドレス部

データ部

E
EPR
ESZ

*

：エントリ 
：保護キーデータ
：ページサイズビット
：Don't care

31 08 7

2 1

4 3

31 0

001 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 E

2019 8 714

14

13

13

：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

* * * * * ** ** * * *

ESZEPR

 

図 7.25 メモリ割り付け UTLBデータアレイ 2（TLB拡張モード） 
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7.8 32ビットアドレス拡張モード 

本 LSIは PASCRレジスタの SEビットを 1に設定することで、29ビットの物理アドレス空間を扱う 29ビット

アドレスモードから、32ビットの物理アドレス空間を扱う 32ビットアドレス拡張モードに変更することができま

す。 

P1(0.5GB) P1/P2
(1GB)

0.5GB

4GB

U0/P0
(2GB)

U0/P0
(2GB)

P2(0.5GB)

P3(0.5GB) P3(0.5GB)

P4(0.5GB) P4(0.5GB)

仮想アドレス空間 29ビット
アドレス空間

仮想アドレス空間 32ビット
アドレス空間

29ビット物理アドレス空間（通常モード） 32ビット物理アドレス空間（拡張モード） 

図 7.26 物理アドレス空間（32ビットアドレス拡張モード） 

7.8.1 32ビットアドレス拡張モード概要 

32ビットアドレス拡張モードでは、29ビットアドレスモードではアドレス変換対象外である P1/P2領域の仮想

アドレスを、32ビットの物理アドレス空間にマッピングする特権空間マッピングバッファ（PMB）を導入します。

また、既存の TLB（UTLB/ITLB）のアドレス変換対象領域についても、UTLB/ITLBの PPNフィールドの上位 3

ビットを拡張して、TLB変換後のアドレスが 32ビットの物理アドレスを扱えるようになります。 

また、キャッシュの動作は、29ビットアドレスモードでは固定的に P1領域はキャッシング可能、P2領域はキ

ャッシング不可ですが、32ビットアドレス拡張モードでは P1、P2領域とも PMBの CビットおよびWTビットに

従うようになります。 
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7.8.2 32ビットアドレス拡張モードへの切り替え 

本 LSIはパワーオンリセット後は 29ビットアドレスモードです。PASCRレジスタの SEビットに 1を書き込む

ことで、32ビットアドレス拡張モードへと遷移します。32ビットアドレス拡張モードではMMUの動作は次の様

になります。 

1. MMUCR.AT＝0のとき、U0/P0/P3領域の仮想アドレスはそのまま32ビット物理アドレスとなります。P1/P2領

域のアドレスはPMBマッピング情報に従いアドレス変換されます。 

PMBの仮想ページ番号の上位2ビット（VPN[31:30]）には、P1/P2領域を指し示すように必ずB'10を設定して

ください。B'10以外の値を設定した場合の動作は保証しません。 

2. MMUCR.AT＝1のとき、U0/P0/P3領域の仮想アドレスはTLB変換情報に従い32ビット物理アドレスに変換さ

れます。P1/P2領域のアドレスはPMBマッピングの情報に従いアドレス変換されます。 

PMBの仮想ページ番号の上位2ビット（VPN[31:30]）には、P1/P2領域を指し示すように必ずB'10を設定して

ください。B'10以外の値を設定した場合の動作は保証しません。 

3. 制御レジスタ領域（H'FC00 0000～H'FFFF FFFF）は、MMUCR.ATにかかわらず、物理アドレスの[31:29]がB'111

となります。制御レジスタ領域をUTLBに登録してアクセスする場合には、PPN[31:29]にはB'111を設定して

ください。 
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7.8.3 特権空間マッピングバッファ（PMB）構成 

32ビットアドレス拡張モードでは、P1/P2領域の仮想アドレスは PMBマッピング情報に従いアドレス変換され

ます。PMBは 16エントリで各エントリは以下の構成です。 

PPN［31：24］

PPN［31：24］

PPN［31：24］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

SZ［1：0］

C

C

C

UB

UB

UB

VPN［31：24］

VPN［31：24］

VPN［31：24］

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

WT

WT

WT

PPN［31：24］ SZ［1：0］ C UBVPN［31：24］Vエントリ15 WT
 

図 7.27 PMBの構成 

【記号説明】 

VPN：仮想ページ番号 

 16Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 8ビット 

 64Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 6ビット 

 128Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 5ビット 

 512Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 3ビット 

【注】 VPNの上位 2ビットは、P1/P2領域を指し示すように必ず B'10を設定してください。 

SZ ：ページサイズビット 

 ページサイズを指定します。 

 00：16Mバイトページ 

 01：64Mバイトページ 

 10：128Mバイトページ 

 11：512Mバイトページ 

V ：有効ビット 

 エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 

 マニュアルリセット時に変化しません。 
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PPN：物理ページ番号 

 物理アドレスの上位 8ビット 

 16Mバイトページのとき、PPN[31:24]が有効 

 64Mバイトページのとき、PPN[31:26]が有効 

 128Mバイトページのとき、PPN[31:27]が有効 

 512Mバイトページのとき、PPN[31:29]が有効 

C ：キャッシング可能ビット 

 ページがキャッシング可能かどうかを示します。 

 0：キャッシング不可能 

 1：キャッシング可能 

WT ：ライトスルービット 

 キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 

UB ：バッファドライトビット 

 バッファドライトするかどうかを指定します。 

 0：バッファドライト（ライト完了を待たずに後続命令のデータアクセスを開始する） 

 1：アンバッファドライト（ライト完了を待ち後続命令のデータアクセスを開始する） 
 

7.8.4 PMBの機能 

本 LSIがサポートする PMBの機能を以下に示します。 

1. PMBへの書き込みはメモリ割り付けライトでのみ行えます。LDTLBでの登録はできません。 

2. PMBマッピング対象であるP1/P2領域のアクセスするアドレスは必ずPMB登録されていることをソフトウェ

アで保証してください。PMBに変換情報がないP1/P2領域のアドレスにアクセスがあった場合、本LSIはTLB

リセットとなります。このとき、TEAにはTLBリセットの原因となったP1/P2領域へのアクセスアドレスが、

EXPEVTにはコードH'140が格納されます。 

3. 本LSIはPMBが多重ヒットを起こした場合の動作を保証しません。ソフトウェアは十分注意してPMBマッピ

ング情報を登録してください。 

4. PMBには連想ライトの機能はありません。 

5. PMBにはPRフィールドは存在せず、リード／ライトのプロテクションを施すことはできません。PMBのアド

レス変換対象はP1/P2アドレスなので、ユーザモードでのアクセスではアドレスエラー例外が発生します。 

6. ITLBにはハードウェアITLBミスハンドリングによりUTLBとPMBの両方のエントリが混在して登録されま

す。ただしVPN[31:30]が10か否かで、UTLBから登録されたものかPMBから登録されたものか識別できます。

PMBのエントリがITLBに登録される際に、PMBに存在しないフィールドであるASIDにはH'00、PRには01、

SHには1が登録されます。 
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7.8.5 メモリ割り付け PMBの構成 

PMBをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P1/P2領域のプログラムからMOV.L命令によって

PMBの内容の読み出し、書き込みが可能です。PMBのアドレスアレイは P4領域の H'F610 0000～H'F61F FFFFに、

PMBのデータアレイは P4領域の H'F710 0000～H'F71F FFFFに割り付けられています。PMBでは VPN、Vをアド

レスアレイとして、PPN、V、SZ、C、WT、UBをデータアレイとしてアクセス可能です。Vはアドレスアレイ側

からとデータアレイ側からの両方からアクセスできるようになっています。PMBメモリ割り付けアクセスを実行

するプログラムは、PMB.C＝0に設定したページの領域に配置してください。 

1. PMBアドレスアレイリード 

アドレスとして[31:20]にPMBアドレスアレイを示すH'F61、[11:8]にエントリを指定してメモリ読み出しを行

うと、[31:24]にVPN、[8]にVが読み出されます。 

2. PMBアドレスアレイライト 

アドレスとして[31:20]にPMBアドレスアレイを示すH'F61、[11:8]にエントリを指定し、データとして[31:24]

にVPN、[8]にVを指定しててメモリ書き込みを行うと、指定したエントリに書き込まれます。 

3. PMBデータアレイリード 

アドレスとして[31:20]にPMBデータアレイを示すH'F71、[11:8]にエントリを指定してメモリ読み出しを行う

と、[31:24]にPPN、[9]にUB、[8]にV、[7][4]にSZ、[3]にC、[0]にWTが読み出されます。 

4. PMBデータアレイライト 

アドレスとして[31:20]にPMBデータアレイを示すH'F71、[11:8]にエントリを指定し、データとして[31:24]に

PPN、[9]にUB、[8]にV、[7][4]にSZ、[3]にC、[0]にWTを指定してメモリ書き込みを行うと、指定したエント

リに書き込まれます。 

アドレス部

データ部

VPN：
V：
E：

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ

：リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

V

89 7

8 7

VPN

31 1920 0

1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 01 1 0 1 E

2324

12 11

 

図 7.28 メモリ割り付け PMBアドレスアレイ 
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アドレス部

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット

UB：
C：

WT：
：

バッファドライトビット
キャッシング可能ビット
ライトスルービット
リザーブビット
（書き込むときは常に0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

VUB

10 9 8 7 4 36 5

CPPN

31 0

1 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 1 E

2324

1920 8 712 11

SZ WT

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 

図 7.29 メモリ割り付け PMBデータアレイ 

7.8.6 32ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項 

32ビットアドレス拡張モードを使用する場合、本章ですでに述べた事項が以下のように拡張または変更されま

すので、注意してください。 
 

（1） PASCR.SE 

制御レジスタ PASCR[31]に SEビットが追加になります。また、UB[6:0]は無効になります（UB[7]は 32ビット

アドレス拡張モードでも有効です）。 

バッファドライトになるか否かは、P1/P2領域に対するライトでは PMBの UBビットにより制御されます。

P0/P3/U0領域に対するライトでは、MMUがイネーブルの場合 TLBの UBビットにより制御され、MMUがディ

スエーブルの場合、常にバッファドライトになります。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 SE 0 R/W アドレスモード 

0：29ビットアドレスモード 

1：32ビットアドレス拡張モード 

30～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 UB すべて 0 R/W エリア（64Mバイト）ごとのバッファドライト制御 

キャッシュを使わない書き込み時に CPUが書き込みの完了を待つかどう

かをエリアごとに指定します。 

0：CPUは書き込みの完了を待ちません 

1：CPUは書き込みが完了するまでストールして待ちます。 

UB [7]：制御レジスタ領域のバッファドライト制御 

UB [6:0]：エリア（64Mバイト）ごとのバッファドライト制御（32ビッ

トアドレス拡張モードでは無効） 
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（2） ITLB 

ITLBの PPNフィールドが[31:10]へ拡張されます。 
 

（3） UTLB 

UTLBの各エントリに PMBの UBビットと同じ意味の UBビットが追加になります。 

UB ：バッファドライトビット 

 バッファドライトするかどうかを指定します。 

 0：バッファドライト（ライト完了を待たずに後続処理を開始する） 

 1：アンバッファドライト（ライト完了を待ち後続処理を開始する） 

UBビットはメモリ割り付け TLBアクセスではデータアレイのビット[9]でリード／ライトが行えます。 
 

（4） PTEL 

UTLBと同様に PTELレジスタのビット[9]に PMBの UBビットと同じ意味の UBビットが追加になります。 

この UBビットは LDTLB命令によって UTLBの UBビットへ書き込まれます。また PPNフィールドが[31:10]

に拡張されます。 
 

（5） CCR.CB 

CCRレジスタの CBビットは無効になります。P1領域に対するキャッシャブルライトがコピーバックモードに

なるか、ライトスルーモードになるかは、PMBのWTビットに従います。 
 

（6） IRMCR.MT 

IRMCRのMTビットが、メモリ割り付け PMBライトに対しても有効になります。 
 

（7） QACR0、QACR1 

QACR0、QACR1レジスタの AREA0[4:2]、AREA[4:2]がそれぞれ AREA0[7:2]、AREA1[7:2]に拡張され、物理ア

ドレス 31～26に対応します。 
 

（8） LSA0、LSA1、LDA0、LDA1 

L0SADR、L1SADR、L0DADR、L1DADRがそれぞれ[31:0]に拡張されます。 
 

また、32ビットアドレスモード使用時にはソフトウェアは以下の点に注意してください。 

1. SEビットの切り替えは、パワーオンリセットまたはマニュアルリセット後のキャッシュとTLBがオフのブー

トルーチンで0から1への切り替えのみサポートされています。 

2. SEビット切り替え後、そのプログラムの配置されている領域自体がPMBアドレス変換対象となりますので、

SEビットの切り替えに先立ってPMBへの登録が必要です。例外ハンドラなど、P1/P2領域へアクセスされる

可能性のあるアドレスについても必ずPMBへの登録を行ってください。 

3. SEビットを切り替えるMOV.L命令の前にあるオペランドメモリアクセスが外部メモリアクセスを起こす場

合、両アドレスモードでアクセスされる外部メモリ空間アドレスが異ならないようにしてください。 

4. PMBの登録時にVビットがアドレスアレイとデータアレイの両方にマッピングされていることに注意してく
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ださい。すなわち、1回目の一方への書き込みではV＝0を、2回目の他方への書き込みではV＝1を書き込んで

ください。 

7.9 32ビットブート機能 

本 LSIは外部ピンによる指定で、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット後のアドレスモードを 29ビッ

トアドレスモード／32ビットアドレス拡張モードのどちらにするかを切り替え可能です。以下、32ビットアドレ

ス拡張モードでブートした場合の変更点を説明します。 
 

7.9.1 PMBの初期エントリ 

外部ピンで 32ビットアドレス拡張モードを指定した場合には、パワーオンリセットおよびマニュアルリセット

後、PMBに以下の初期エントリが登録され、PASCRレジスタの SEビットの初期値が１となります。エントリ 2

～15は Vビットのみ 0に初期化されます。 
 
エントリ VPN[31:24] PPN[31:24] V SZ[1:0] C UB WT 

0 10000000 00000000 1 11 1 0 1 

1 10100000 00000000 1 11 0 0 0 

 

7.9.2 32ビットブート時の注意点 

パワーオンリセットおよびマニュアルリセット直後から P1/P2領域の PMBマッピングが行われるため、初期エ

ントリとは異なるマッピングを行いたい場合にはブートルーチンでキャッシュと TLBをオン（CCR.ICEと

CCR.OCEとMMUCR.ATを 1）にする前に、以下の手順に従って PMBミス、PMB多重ヒットが発生しないよう

に注意して PMBを操作してください。なお、ブートルーチン以外での PMB登録内容の変更は行わないでくださ

い。 
 

（1） P1/P2領域のプログラムで変更する場合 

1. 初期エントリに対してSZビットのみを変更したエントリを上書き登録し、ページサイズの縮小を行います。

このとき、PMBを変更するプログラムは、ページサイズ縮小後のページの先頭1Mバイト以内に配置してくだ

さい。 

2. ITLBに残っているPMBに対応したエントリを無効化するため、MMUCRレジスタのTIビットに1を書き込み

ます。 

3. 1.の操作でPMB変換情報が不在となったP1/P2領域を補うPMBエントリをメモリ割り付けPMBで登録します。 

4. 以下の（a）～（c）のいずれかを実行します。この操作の前に1.の操作でPMB変換情報が不在となったP1/P2

領域に対する分岐やオペランドアクセスは行わないでください。 

（a）RTE命令による分岐を実行 

（b）任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対してICBI命令を実行 

（c）メモリ割り付けPMBアクセスの前にIRMCR.MT＝0（初期値）と設定されていた場合には特定の命令シ

 ーケンスは不要です。 
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ただし、方法（c）は今後のSuperHファミリでは保証されない可能性があります。今後のSuperHファミリで

の互換性を保証するためには、（a）または（b）を用いることを推奨します。 

 

（2） P1/P2領域以外のプログラムで変更する場合 

1. ITLBに残っているPMBに対応したエントリを無効化するため、MMUCRレジスタのTIビットに1を書き込み

ます。 

2. メモリ割り付けPMBでPMBエントリを変更します。 

3. 以下の（a）～（c）のいずれかを実行します。この操作の前にP1/P2領域に対する分岐やオペランドアクセ

スは行わないでください。 

（a）RTE命令による分岐を実行 

（b）任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対してICBI命令を実行 

（c）メモリ割り付けPMBアクセスの前にIRMCR.MT＝0（初期値）と設定されていた場合には特定の命令シ

ーケンスは不要です。 

ただし、方法（c）は今後のSuperHファミリでは保証されない可能性があります。今後のSuperHファミリで

の互換性を保証するためには、（a）または（b）を用いることを推奨します。 
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7.10 使用上の注意事項 

7.10.1 LDTLB命令使用上の注意事項 

MMUCR.URCにソフトウェアで書き込まずに、LDTLB命令を実行する場合は、下記の（1）または（2）のど

ちらかを行ってください。 

（1） 29ビットアドレスモードのときは、次の（a）および（d）の両方を行ってください。32ビットアドレス拡

張モードのときは、（a）から（d）をすべて行ってください。 

（a） TLBミス例外処理ルーチン*1は P1領域、P2領域あるいは内蔵メモリ領域のみに配置し、TLBミス例外処

理ルーチンでの命令アクセス*3は P1領域、P2領域あるいは内蔵メモリ領域のみになるようにしてくださ

い。TLBミス例外処理ルーチンを内蔵メモリ領域に配置する場合は、RAMCRの RPビットを 0（初期値）

にしてください。 

（b） TLBミス例外処理ルーチン*1での命令アクセス*3は、PMBの 1ページのみを使用してください。かつ、PMB

のページの最後 64バイトに置かないでください。（32ビットアドレス拡張モードの場合のみ） 

（c） MMU関係例外*2処理ルーチンで UTLBに登録する際は、次の 1.と 2.の両方の条件に従ってください。（32

ビットアドレス拡張モードの場合のみ） 

1. TLBミス例外が発生したときで、アクセス権があるページをUTLBに登録する場合、次の2回の動作で例外が

発生したページをUTLBに登録する方法は行わないでください。 

• TLBミス例外を発生させた命令を再実行するときに保護違反例外が起こるような保護キーデータを指定し

て、TLBミス例外が発生したページをUTLBに登録する。 

• 保護違反例外の例外処理ルーチンで保護違反例外が起こらない保護キーデータを指定してUTLBに登録し、

保護違反例外を発生させた命令を再実行する。 

2. 初期書き込み例外が発生し、UTLBのダーティビットに1を設定したページが、該当書き込み命令が完了する

前にUTLBから追い出された場合、再度登録する場合は、ダーティビットを1で登録してください。 

（d） TLBミス例外処理ルーチンでは FDIV命令または FSQRT命令を使用しないでください。 

（2） TLBミス例外が発生した際は、MMUCR.URCに 1を加算してから LDTLB命令を実行してください。 

【注】 *1 例外処理ルーチン：例外発生時の VBR＋オフセットの番地から、元のプログラムに復帰する RTEおよび RTEの

遅延スロットに至るまでに実行されるすべての命令を意味します。 

 *2 MMU関係例外：命令 TLBミス例外、命令 TLBミス保護違反例外、データ TLBミス例外、データ TLB保護違反例

外、初期ページ書き込み例外を意味します。 

 *3 命令アクセス：PREFI命令と ICBI命令によるアクセスを含みます。 
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8. キャッシュ 

本 LSIは命令用に 32Kバイトの命令キャッシュ（IC）を、データ用に 32Kバイトのオペランドキャッシュ（OC）

を内蔵しています。 

【注】 本章は、SH7780のキャッシュ機能を説明しています。本 LSIで機能拡張されたキャッシュ機能は、「付録 A. SH-4A

拡張機能（PVR.VER=H'40）」にまとめて説明しています。キャッシュ機能を参照する際は、必ずお読みください。 

8.1 特長 

キャッシュの特長を表 8.1に示します。 

本 LSIでは、外部メモリへの高速な書き込みを行うために 32バイト×2のストアキュー（SQ）をサポートしま

す。SQの特長を表 8.2に示します。 
 

表 8.1 キャッシュの特長 

項目 命令キャッシュ オペランドキャッシュ 

容量 32Kバイトキャッシュ 32Kバイトキャッシュ 

方式 4ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタグ 

4ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタグ 

ラインサイズ 32バイト 32バイト 

エントリ数 256エントリ／ウェイ 256エントリ／ウェイ 

書き込み方式 － コピーバック／ライトスルー選択可能 

置換方式 LRU（Least Recently Used）アルゴリズム LRU（Least Recently Used）アルゴリズム 

 

表 8.2 ストアキューの特長 

項目 ストアキュー 

容量 2×32バイト 

アドレス H'E000 0000～H'E3FF FFFF 

ライト ストア命令（1サイクルライト） 

ライトバック プリフェッチ命令（PREF命令） 

アクセス権 MMUディスエーブル時：MMU制御レジスタ（MMUCR）の SQMDビットによる 

MMUイネーブル時：個々のページ PRによる 

 

本 LSIのオペランドキャッシュは 4ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは 256本のキャッ

シュラインから構成されます。図 8.1にオペランドキャッシュの構成を示します。 

命令キャッシュは 4ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは 256本のキャッシュラインから

構成されます。図 8.2に命令キャッシュの構成を示します。 

SH-4Aは消費電力を低減するために ICウェイ予測機構を搭載しています。また、非サポート検出例外レジスタ

（EXPMASK）を用いて、メモリ割り付け連想ライト機能を例外として検出することが可能です。詳細は、「第 5
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章 例外処理」を参照してください。 
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図 8.1 オペランドキャッシュの構成（キャッシュサイズ＝32Kバイト） 
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図 8.2 命令キャッシュの構成（キャッシュサイズ＝32Kバイト） 

（1） タグ 

キャッシュされるデータラインの物理アドレス29ビットの上位19ビットを格納します。タグはパワーオンリ

セット、マニュアルリセットで初期化されません。 

 

（2） Vビット（有効ビット） 

キャッシュラインに有効なデータが格納されているか否かを示します。このビットが1のとき、そのキャッシ

ュラインのデータは有効となります。Vビットはパワーオンリセットで0に初期化されますが、マニュアルリ

セットでは値を保持します。 

 

（3） Uビット（ダーティビット） 

コピーバックモードでキャッシュを使用中に、キャッシュラインへデータを書き込んだとき、Uビットが1に

なります。つまりUビットはキャッシュライン中のデータと外部メモリ中のデータとの不一致を示します。

メモリ割り付けキャッシュ（「8.6 メモリ割り付けキャッシュの構成」参照）をアクセスすることにより

Uビットを書き換えない限り、ライトスルーモードでキャッシュを使用中はUビットが1になることはありま

せん。Uビットはパワーオンリセットで0に初期化されますが、マニュアルリセットでは値を保持します。 
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（4） データ部 

データ部には1キャッシュラインあたり32バイト（256ビット）のデータが格納されます。データアレイはパ

ワーオンリセット、マニュアルリセットで初期化されません。 

 

（5） LRU部 

4ウェイセットアソシアティブ方式では、エントリアドレスが同じデータを4つまでキャッシュに登録できま

す。エントリを登録するとき、4つのウェイのうち、どのウェイに登録するかをLRUビットが示します。LRU

ビットは各エントリ6ビットからなり、ハードウェアで制御します。ウェイ選択のアルゴリズムとして、最も

以前にアクセスされたウェイを選ぶLRU（Least Recently Used）アルゴリズムを使用しています。LRUビット

は、パワーオンリセットで0に初期化されますが、マニュアルリセットでは初期化されません。LRUビットは、

ソフトウェアでは読み書きできません。 

 

8.2 レジスタの説明 

キャッシュに関連するレジスタを以下に示します。 
 

表 8.3 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

キャッシュ制御レジスタ CCR R/W H'FF00 001C H'1F00 001C 32 

キューアドレス制御レジスタ 0 QACR0 R/W H'FF00 0038 H'1F00 0038 32 

キューアドレス制御レジスタ 1 QACR1 R/W H'FF00 003C H'1F00 003C 32 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 H'1F00 0074 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 8.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオンリセット マニュアルリセット スリープ／ライトスリープ 

キャッシュ制御レジスタ CCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

キューアドレス制御レジスタ 0 QACR0 不定 不定 保持 

キューアドレス制御レジスタ 1 QACR1 不定 不定 保持 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 
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8.2.1 キャッシュ制御レジスタ（CCR） 

CCRは、キャッシュの動作モードの選択、キャッシュの全エントリの無効化、キャッシュへの書き込みモード

の選択を行います。 

CCRの書き換えは、キャッシング不可の P2領域のプログラムのみで行わなければなりません。CCR更新後、

キャッシング可能領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3のどれかを実行してくださ

い。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. CCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンスは不

要です。しかしこの方法では、CCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が

低下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3は今後の SuperHファミリでは保証されない可能性があります。今後の SuperHファミリでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ICEICI－ WTCBOCI－ OCE

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

R R R

－ － －

R

－

R

－

R

－

R

－

－ － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 ICI 0 R/W IC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと ICの全エントリの Vビットを 0にします。

読み出すと常に 0が読み出されます。 

10、9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 ICE 0 R/W IC有効ビット 

ICの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ管

理情報の Cビットも 1でなければ ICを使用できません。 

0：ICを使用しない 

1：ICを使用する 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 OCI 0 R/W OC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと OCの全エントリの V、Uビットを 0にしま

す。読み出すと常に 0が読み出されます。 

2 CB 0 R/W コピーバックビット 

P1領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。 

0：ライトスルーモード 

1：コピーバックモード 

1 WT 0 R/W ライトスルーモード 

P0、U0、P3領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。ただし、

アドレス変換が行われる場合は、ページ管理情報のWTビットの値を優先

します。 

0：コピーバックモード 

1：ライトスルーモード 

0 OCE 0 R/W OC有効ビット 

OCの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ

管理情報の Cビットも 1でなければ OCを使用できません。 

0：OCを使用しない 

1：OCを使用する 

 

8.2.2 キューアドレス制御レジスタ 0（QACR0） 

QACR0は、MMUがディスエーブルのとき、ストアキュー0（SQ0）がマップされているエリアを設定します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

AREA0

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－

R

－ － －

R R R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－－ －

R

－

R

－

R

－

R/W

－ － － － － － － － － － － －

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － 0 0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4～2 AREA0 不定 R/W MMUがディスエーブルのとき、SQ0に対する物理アドレス 28～26を生成

します。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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8.2.3 キューアドレス制御レジスタ 1（QACR1） 

QACR1は、MMUがディスエーブルのとき、ストアキュー1（SQ1）がマップされているエリアを設定します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

AREA1

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－

R

－ － －

R R R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－－ －

R

－

R

－

R

－

R/W

－ － － － － － － － － － － －

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － 0 0

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4～2 AREA1 不定 R/W MMUがディスエーブルのとき、SQ1に対する物理アドレス 28～26を生成

します。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

8.2.4 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 

RAMCRは ICおよび OCのウェイ数の制御を行います。 

RAMCRへの書き換えは、キャッシング不可の P2領域のプログラムで行われなければなりません。RAMCR更

新後、キャッシング可能領域または Lメモリ領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3

のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング不可領域またはLメモリ領域でか

まいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. RAMCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、RAMCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処

理性能が低下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3は今後の SuperHファミリでは保証されない可能性があります。今後の SuperHファミリでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R R R/W R/W R/W R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

IC2WRP－－ －－－ －

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

R R R

－ － －

R

－

R/W

RMD

R/W

OC2W

R

－

－ － － － － － －

ICWPD

－ － － － －
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 RMD 0 R/W 内蔵メモリアクセスモードビット 

詳細は「9.4 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。 

8 RP 0 R/W 内蔵メモリ保護有効ビット 

詳細は「9.4 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R/W IC 2ウェイモードビット 

0：ICは 4ウェイ動作 

1：ICは 2ウェイ動作 

詳細は「8.4.3 IC 2ウェイモード」を参照してください。 

6 OC2W 0 R/W OC 2ウェイモードビット 

0：OCは 4ウェイ動作 

1：OCは 2ウェイ動作 

詳細は「8.3.6 OC 2ウェイモード」を参照してください。 

5 ICWPD 0 R/W ICウェイ予測抑止ビット 

ICウェイ予測の使用を選択します。 

0：命令キャッシュはウェイ予測を行う 

1：命令キャッシュはウェイ予測を行わない 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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8.3 オペランドキャッシュの動作説明 

8.3.1 読み出し動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域からデータを読み出す場合、

OCは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータをアクセスサイ

ズに応じて読み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返します。残り

のキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッ

シュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、

Uビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、仮想

アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返します。残りのキ

ャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュ

に1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、U

ビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。その後、ライ

トバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 
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8.3.2 プリフェッチ動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域からデータを OCにプリフェ

ッチする場合、OCは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分の

データが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータ

の読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに0を書き込みま

す。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、仮想

アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分のデー

タが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読

み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに0を書き込みます。

また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。その後、ライトバックバッファのデータ

を外部メモリへ書き戻します。 
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8.3.3 書き込み動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域に対してデータが書き込まれ

る場合、OCは以下のように動作します。 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグの比較、

および対象となる領域の属性から、 

 コピーバック ライトスルー 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 5. → 7. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 6. → 7. 

3. キャッシュヒット（コピーバック） 

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アク

セスサイズに応じて書き込みます。またUビットに1を書き込み、ヒットしたウェイが最新となるようにLRU

ビットを更新します。 

4. キャッシュヒット（ライトスルー） 

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アク

セスサイズに応じて書き込むとともに、仮想アドレスに対応する外部メモリに対しても書き込みを行います。

またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。この場合、Uビットは更新されません。 

5. キャッシュミス(コピーバック、書き戻しなし) 

置換対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アクセ

スサイズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキ

ャッシュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデータを除く）。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード(8バイト)から順にラップアラウンド

方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することがで

きます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、

Vビットに1を、Uビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新しま

す。 

6. キャッシュミス（コピーバック、書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、置換

対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アクセスサ

イズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッ

シュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデータを除く）。
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データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することがで

きます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、

Vビットに1を、Uビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新しま

す。その後、ライトバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 

7. キャッシュミス（ライトスルー） 

仮想アドレスに対応した外部メモリへ、指定されたアクセスサイズで書き込みを行います。この場合、キャ

ッシュへの書き込みは行われません。タグ、Vビット、Uビット、LRUビットも更新されません。 

 

8.3.4 ライトバックバッファ 

本LSIは、キャッシュミスによりダーティなキャッシュのエントリを外部メモリに追い出す必要が生じた場合、

キャッシュへのデータの読み込みを優先させ性能を向上させるために、追い出すキャッシュラインのデータを格

納するためのライトバックバッファを内蔵しています。ライトバックバッファはキャッシュ 1ライン分のデータ

と追い出す先の物理アドレスで構成されます。 

LW7物理アドレス［28：5］ LW6LW5LW4LW3LW2LW1LW0
 

図 8.3 ライトバックバッファの構成 

8.3.5 ライトスルーバッファ 

本 LSIは、ライトスルーモード時のデータの書き込みや、キャッシング不可能な領域に対する書き込み動作に

おいて、書き込みデータを保持するための 64ビットのバッファを内蔵しています。これにより CPUはライトス

ルーバッファへの書き込みが完了すると、外部メモリへの書き込みの完了を待たずに次の動作へ移ります。 

物理アドレス［28：0］ LW1LW0
 

図 8.4 ライトスルーバッファの構成 

8.3.6 OC 2ウェイモード 

RAMCRレジスタの OC2Wビットを 1にセットすると、OCのウェイ 0とウェイ 1のみを使用する OC 2ウェイ

モードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付け OCアクセスも含め、ウェイ 0とウェイ 1

のみが使用されます。 

OC2Wビットの書き換えは P2領域のプログラムで行ってください。また、書き換える時点ですでに OCに有効

なラインが登録されている場合には、OC2Wビットを書き換える前に、必要に応じてソフトウェアにより書き戻

しを行った後、CCRレジスタの OCIビットに 1を書き込み、OCの全エントリを無効にしてください。 
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8.4 命令キャッシュの動作説明 

8.4.1 読み出し動作 

命令キャッシュ（IC）が有効（CCR.ICE=1）かつキャッシング可能な領域から命令フェッチを行う場合、ICは

以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビットおよび

LRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在しない場合 → 4. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:3]でインデックスされるデータを命令として読

み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのキャッシュ

ラインへデータを読み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8

バイト）から順にラップアラウンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読

み出しデータを命令として返します。残りのキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次

の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アド

レスによるタグを登録し、Vビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビット

を更新します。 

8.4.2 プリフェッチ動作 

命令キャッシュ（IC）が有効（CCR.ICE=1）かつキャッシング可能な領域から、命令を ICにプリフェッチする

場合、ICは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビットおよび

LRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在しない場合 → 4. 
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3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分の

データが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータ

の読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を書き込みます。また置換し

たウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

 

8.4.3 IC 2ウェイモード 

RAMCRレジスタの IC 2Wビットを 1にセットすると、ICのウェイ 0とウェイ 1のみを使用する IC 2ウェイモ

ードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付け ICアクセスも含め、ウェイ 0とウェイ 1の

みが使用されます。 

IC2Wビットの書き換えは P2領域のプログラムで行うようにしてください。また、書き換える時点ですでに IC

に有効なラインが登録されている場合には、IC2Wビットを書き換える前に、CCRレジスタの ICIビットに 1を書

き込み、ICの全エントリを無効化してください。 
 

8.4.4 命令キャッシュウェイ予測 

本 LSIは消費電力を低減するために命令キャッシュ（IC）ウェイ予測機構を内蔵し、予測したウェイのデータ

アレイのみを起動します。ウェイ予測ミスが発生した場合には正しいウェイのデータを再読み出しするため、命

令フェッチ性能が低下することがあります。ICWPDビットを 1にセットすると、ICウェイ予測機構を停止させる

ことができます。本モードではウェイ予測ミスは発生しないため、命令フェッチ性能の低下はありませんが ICの

消費電力が増加します。また、ICWPDビットの書き換えはキャッシング不可の P2領域を走行するプログラムで

行ってください。また、書き換える時点ですでに ICに有効なラインが登録されている場合には、ICWPDビット

を書き換える前に、CCRレジスタの ICIビットに 1を書き込み、ICの全エントリを無効化してください。 
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8.5 キャッシュ操作命令 

8.5.1 キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシ 

（1） キャッシュ操作命令一覧 

キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシはソフトウェアで保証してください。本 LSIではキャッシュを操作

する命令として次の 6命令をサポートしています。各命令の詳細は「SH-4A 拡張機能ソフトウェアマニュアル」

の「第 11章 各命令の説明」を参照してください。 

• オペランドキャッシュインバリデイト命令：OCBI @Rn 

オペランドキャッシュの無効化（書き戻しなし） 

• オペランドキャッシュパージ命令：OCBP @Rn 

オペランドキャッシュの無効化（書き戻しあり） 

• オペランドキャッシュライトバック命令：OCBWB @Rn 

オペランドキャッシュの書き戻し 

• オペランドキャッシュアロケート命令：MOVCA.L R0,@Rn 

オペランドキャッシュの確保 

• 命令キャッシュインバリデイト命令：ICBI @Rn 

命令キャッシュの無効化 

• オペランドアクセス同期命令：SYNCO 

データ転送の完了待ち 

 

（2） コヒーレンシ制御 

オペランドキャッシュのコヒーレンシ制御のために、SuperHywayバスからの PURGEおよび FLUSHトランザ

クションを受け付けることが可能です。PURGE/FLUSHトランザクションで与えられるアドレスは物理アドレス

です。そのためMMUがイネーブルの場合、キャッシュシノニム問題を回避するため、1Kバイトのページサイズ

を使用しないでください。 
 

• PURGEトランザクション 

オペランドキャッシュがイネーブルのとき、オペランドキャッシュを検索し、ヒットしたエントリを無効化

します。無効化されるラインがダーティであれば外部メモリへ書き戻しを行います。ミスした場合にはノー

オペレーションです。 

 

• FLUSHトランザクション 

オペランドキャッシュがイネーブルのとき、オペランドキャッシュを検索し、ヒットしたエントリがあり、

かつダーティであれば外部メモリへ書き戻しを行います。ヒットしたエントリの無効化は行いません。ミス

した場合またはヒットしたエントリがダーティでなかった場合にはノーオペレーションです。 
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（3） コヒーレンシ制御に関連した命令仕様変更 

オペランドキャッシュ操作命令のうち、OCBI、OCBP、OCBWBのコヒーレンシ制御に関連した仕様が、プロ

セッサバージョンレジスタ（PVR）の VERビットの値が H'20の SH-4Aから変更になっています。 

1. インバリデイト命令：OCBI＠Rnの変更点 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVERビットの

値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、本LSIでは、Rn[31:24]がH'F4（OCアドレスアレ

イ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペランドキャッシュラインを無

効化します。このとき無効化されるラインがダーティであっても書き戻しは行いません。本操作は特権モー

ドでのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。また、TLB関連例外は発生しま

せん。 

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびそのリザーブ領域（H'F0～H'F3、

H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。 

2. パージ命令：OCBP @Rnの変更点 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVERビットの

値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、本LSIでは、Rn[31:24]がH'F4（OCアドレスアレ

イ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペランドキャッシュラインを無

効化します。このとき無効化されるラインがダーティであれば書き戻しを行います。本操作は特権モードで

のみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。また、TLB関連例外は発生しません。 

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびそのリザーブ領域（H'F0～H'F3、

H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。 

3. ライトバック命令：OCBWB @Rnの変更点 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVERビットの

値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、本LSIでは、Rn[31:24]がH'F4（OCアドレスアレ

イ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペランドキャッシュラインがダ

ーティであれば書き戻しを行い、ダーティビットを0の状態にします。本操作は特権モードでのみ実行可能で、

ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。また、TLB関連例外は発生しません。 

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびそのリザーブ領域（H'F0～H'F3、

H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。 
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8.5.2 プリフェッチ動作 

キャッシュミスにより発生するキャッシュフィルのペナルティを削減するために、本 LSIではプリフェッチ命

令をサポートしています。読み出し動作、書き込み動作によりキャッシュミスの発生することがわかっていた場

合、プリフェッチ命令によりあらかじめキャッシュへデータをフィルしておき、読み出し動作、書き込み動作に

おいてキャッシュミスを発生させないようにできます。これによりソフトウェアの性能が向上します。すでにキ

ャッシュに格納されているデータに対して、プリフェッチ命令を実行したり、プリフェッチしようとしたアドレ

スが UTLBにミスした場合やプロテクションに違反した場合は、ノーオペレーションとなり例外を発生させませ

ん。プリフェッチ命令の詳細は「SH-4A 拡張機能ソフトウェアマニュアル」の「第 11章 各命令の説明」を参

照してください。 

• プリフェッチ命令（OC） ：PREF @Rn 

• プリフェッチ命令（IC） ：PREFI @Rn 

 



 

8. キャッシュ 

8-18  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

8.6 メモリ割り付けキャッシュの構成 

IC、OCをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P2領域のプログラムからMOV命令によって

ICの内容の読み出し／書き込みが可能です。他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。この場合、

P0、U0、P1、P3領域への分岐は、以下の 1～3のどれかの方法で行ってください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行した後、P0、U0、P1、P3領域

への分岐を行ってください。 

3. メモリ割り付けICへのアクセスの前に、あらかじめIRMCR.MC＝0（初期値）と設定されていた場合には、

特定の命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、メモリ割り付けICアクセス命令の次命令を命令フ

ェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3は今後の SuperHファミリでは保証されない可能性があります。今後の SuperHファミリでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

また、特権モードのとき、P1、P2領域のプログラムからMOV命令によって OCの内容の読み出し／書き込み

が可能です。他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。IC、OCは仮想アドレス空間の P4領域に割

り付けられています。ICのアドレスアレイ／データアレイ、OCのアドレスアレイ／データアレイともにデータ

アクセスのみ可能でアクセスサイズはロングワード固定です。この領域に対して命令フェッチは行えません。予

約ビットには 0を設定するようにしてください。予約ビットの読み出し値は不定です。 
 

8.6.1 ICアドレスアレイ 

ICのアドレスアレイは P4領域の H'F000 0000～H'F0FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。ア

ドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグと Vビットを指定します。 

アドレス部は[31:24]が ICアドレスアレイを示す H'F0になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定

するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（Aビット）は ICアドレスアレイへの書き込みのときに連

想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してくだ

さい。 

データ部は[31:10]がタグを、[0]が Vビットを示します。ICアドレスアレイのタグは 19ビットのためデータ部

[31:29]は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ部[31:29]は連想を行う書き込みのときのみ

仮想アドレスの指定のため用います。 

ICアドレスアレイに対しては次の 3種類の操作が可能です。 
 

（1） ICアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリから、データ部へタグとVビットを読み出

します。読み出す場合アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 
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（2） ICアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリに対して、データ部で指定されたタグとV

ビットを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 

 

（3） ICアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されている各ウェイのタ

グとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。アドレス部[14:13]のウェイ番号は使用されま

せん。このときMMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスをITLBを用い物理アドレスに

変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイのVビットが1であったなら、データ部で指定

したVビットをICのエントリに書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーションとなります。本動作はIC

の特定のエントリの無効化に用いられます。アドレス変換の際にITLBにミスした場合や、一致判定で不一致に

なった場合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行われません。 

 

【注】 本機能は今後の SuperHファミリではサポートされない可能性があります。ITLBミスハンドリングや命令 TLBミス例

外の通知を行い、確実に ICの操作が可能な ICBI命令の使用を推奨します。 

アドレス部
31 23 12 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 0 00 0 0エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

ウェイ

V
A

24 131415

：有効ビット
：連想ビット
：リザーブビット（書き込むときは常に0を書き込んでください。読み出したときの値は不定です）
：Don't care*

* * * * * * * * *

 

図 8.5 メモリ割り付け ICアドレスアレイ 

8.6.2 ICデータアレイ 

ICのデータアレイは P4領域の H'F100 0000～H'F1FF FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセス

には 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。アドレ

ス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレス部は[31:24]が ICデータアレイを示す H'F1になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定す

るようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アクセスはロン

グワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

ICデータアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
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（1） ICデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 

 

（2） ICデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。 

アドレス部
31 23 12 5 4 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 1 エントリ L

データ部
31 0

ロングワードデータ

L
*

24 131415

：ロングワード指定ビット
：Don't care

ウェイ

0 0* * * * * * * * *

 

図 8.6 メモリ割り付け ICデータアレイ 

8.6.3 OCアドレスアレイ 

OCのアドレスアレイは P4領域の H'F400 0000～H'F4FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。ア

ドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグと Uビットと Vビットを指定

します。 

アドレス部は[31:24]が OCアドレスアレイを示す H'F4になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定

するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（Aビット）は OCアドレスアレイへの書き込みのときに

連想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定ですのでアドレス部[1:0]は 0を指定して

ください。 

データ部は[31:10]がタグを、[1]が Uビットを、[0]が Vビットを示します。OCアドレスアレイのタグは 19ビ

ットのため、データ部[31:29]は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ部[31:29]は連想を行

う書き込みのときのみ仮想アドレスの指定のため用います。 

OCアドレスアレイに対しては次の 3種類の操作が可能です。 
 

（1） OCアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリから、データ部へタグとUビットとVビッ

トを読み出します。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 
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（2） OCアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリに対して、データ部で指定されたタグとU

ビットとVビットを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 

書き込みをUビットが1、Vビットが1のキャッシュラインに対して行った場合、そのキャッシュラインの書き

戻しを行った後、データ部で指定されたタグとUビットとVビットを書き込みます。 

 

（3）  OCアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されている各ウェイの

タグとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。ビット[14:13]のウェイ番号は使用されま

せん。このときMMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスをUTLBを用い物理アドレ

スに変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイのVビットが1であったなら、データ部

で指定したUビットとVビットをOCのエントリに書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーションとな

ります。本動作はOCの特定のエントリの無効化に用いられます。このときOCのエントリのUビットが1で、

Vビットに0もしくはUビットに0を書き込んだ場合、書き戻しが発生します。アドレス変換の際にUTLBにミ

スした場合や、一致判定で不一致になった場合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行わ

れません。 

 

【注】 本機能は今後の SuperHファミリではサポートされない可能性があります。データ TLBミス例外の通知を行い、確実

に OCの操作が可能な OCBI/OCBP/OCBWB命令の使用を推奨します。 

アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 0 エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

24 13121415

2

U

V
U
A

：有効ビット
：ダーティビット
：連想ビット
：リザーブビット（書き込むときは常に0を書き込んでください。読み出したときの値は不定です）
：Don't care

ウェイ

00 0 0* * * * * * * * *

*  

図 8.7 メモリ割り付け OCアドレスアレイ（キャッシュサイズ＝32Kバイト） 
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8.6.4 OCデータアレイ 

OCのデータアレイは P4領域の H'F500 0000～H'F5FF FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセス

には 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。アドレ

ス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレス部は[31:24]が OCデータアレイを示す H'F5になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定す

るようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アクセスはロン

グワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

OCデータアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
 

（1） OCデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 

 

（2） OCデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。この書き込

みによりアドレスアレイ側のUビットは1になりません。 

アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 1 エントリ

データ部
31 0

ロングワードデータ

24 13121415

L
*
：ロングワード指定ビット
：Don't care

ウェイ

0L 0* * * * * * * * *

 

図 8.8 メモリ割り付け OCデータアレイ 
 

8.6.5 メモリ割り付け連想ライトの動作 

ICアドレスアレイ、OCアドレスアレイへの連想あり書き込みは、今後の SuperHファミリではサポートされな

い可能性があります。ITLBミスハンドリング、命令 TLBミス例外の通知やデータ TLBミス例外の通知を行い、

確実に ICまたは OCの操作が可能な ICBI、OCBI、OCBP、OCBWB命令の使用を推奨します。SH-4Aでは過渡的

な措置として本機能を利用した場合にアドレスエラーを発生します。従来製品との互換性を重視する場合には

EXPMASKレジスタ（H'FF2F 0004）のMMCAWビットを 1とすることで本機能を利用することが可能ですが、

今後の SuperHファミリでの互換性を保証するためには、ICBI、OCBI、OCBP、OCBWB命令を使用してください。 
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8.7 ストアキュー 

本 LSIでは、外部メモリへの高速な書き込みを行うために 32バイト×2のストアキュー（SQ）をサポートしま

す。 

8.7.1 SQの構成 

SQは図 8.9に示すとおり、32バイトの SQ0と 32バイトの SQ1から成り立っています。SQ0、SQ1はそれぞれ

独立に設定することが可能です。 

SQ0 SQ0[0] SQ0[1] SQ0[2] SQ0[3] SQ0[4] SQ0[5] SQ0[6] SQ0[7]

SQ1 SQ1[0] SQ1[1] SQ1[2] SQ1[3] SQ1[4] SQ1[5] SQ1[6] SQ1[7]

4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B  

図 8.9 ストアキューの構成 

8.7.2 SQへの書き込み 

SQへの書き込みは P4領域の H'E000 0000～H'E3FF FFFCに対するストア命令で行うことができます。アクセス

サイズはロングワード、もしくはクワッドワードが可能です。このアドレスは以下の意味を持ちます。 

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定 

[25:6] ：Don't care ：外部メモリへの転送・アクセス権で使用 

[5] ：0/1 ：0:SQ0指定 1:SQ1指定 

[4:2] ：LW指定 ：SQ0、SQ1内のロングワード位置を指定 

[1:0] ：00 ：0固定 
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8.7.3 外部メモリへの転送 

SQから外部メモリへの転送は、プリフェッチ命令（PREF）により行えます。PREF命令を P4領域の H'E000 0000

～H'E3FF FFFCに対して発行することにより、SQから外部メモリへの転送が開始します。転送は 32バイト固定

で、開始アドレスは必ず 32バイト境界となります。一方の SQを外部メモリへ転送中に、もう一方の SQへの書

き込みはペナルティサイクルなしに行えますが、外部メモリへ転送中の SQへの書き込みは外部メモリへの転送が

完了するまで待たされます。 

SQの転送先の物理アドレス[28:0]はMMUイネーブル／ディスエーブルにより次のように指定します。 
 

（1） MMUイネーブル（MMUCR.AT＝1）の場合 

UTLBのVPNにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を、PPNに転送先の物理アドレスを設定します。ASID、

V、SZ、SH、PR、Dビットは通常のアドレス変換と同様の意味を持ちますが、C、WTビットはこのページに

関しては意味を持ちません。 

SQ領域へのプリフェッチ命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZビットの指定に従い物理アドレス

[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはMMUディスエーブルと同様にアドレス変換前のアドレ

スから生成します。物理アドレスの[4:0]は0固定です。SQから外部メモリへの転送はこのアドレスに対して

行われます。 

 

（2） MMUディスエーブル（MMUCR.AT＝0）の場合 

PREF命令を発行するアドレスにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を指定します。このアドレス[31:0]は

次の意味を持ちます。 

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定 

[25:6] ：アドレス ：転送先物理アドレス[25:6] 

[5] ：0/1 ：0:SQ0指定 1:SQ1指定 かつ 転送先物理アドレス[5] 

[4:2] ：Don't care ：プリフェッチのときは意味を持たない。 

[1:0] ：00 ：0固定 

 

上記のアドレスから生成できない物理アドレス[28:26]は、QACR0、QACR1から生成します。 

QACR0[4:2] ：SQ0に対する物理アドレス[28:26] 

QACR1[4:2] ：SQ1に対する物理アドレス[28:26] 

 

物理アドレスの[4:0]は、バースト転送の開始が32バイト境界のため常に0固定となります。 
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8.7.4 SQアクセスの例外判定 

SQへの書き込みおよび外部メモリへの転送（PREF命令）の例外判定はMMUイネーブル／ディスエーブルに

より次のように行われます。なお、SQへの書き込みで例外が発生した場合、SQの内容は元の値が保証されます。

SQから外部メモリへの転送で例外が発生した場合、外部メモリへの転送は抑止されます。 
 

（1） MMUイネーブル（MMUCR.AT＝1）の場合 

UTLBに登録されたアドレス変換情報とSQMDビットに従います。SQへの書き込みはライトタイプ、SQから

外部メモリへの転送（PREF命令）はリードタイプとして例外判定が行われ、TLBミス例外、保護違反例外が

発生します。ただし、SQMDビットによりSQへのアクセスを特権モードのみ許可している場合、ユーザモー

ドでアドレス変換に成功してもアドレスエラーとなります。 

 

（2） MMUディスエーブル（MMUCR.AT＝0）の場合 

SQMDビットに従います。 

0：特権／ユーザアクセス可能 

1：特権アクセス可能 

SQMDビットが1のときに、ユーザモードでSQ領域をアクセスするとアドレスエラーが発生します。 

 

8.7.5 SQからの読み出し 

本 LSIでは、特権モードのとき、SQからの読み出しを P4領域の H'FF00 1000～H'FF00 103Cに対するロード命

令で行うことができます。アクセスサイズはロングワードでのみアクセス可能です。 

[31:6] ：H'FF00 1000 ：ストアキュー指定 

[5] ：0/1 ：0：SQ0指定、1：SQ1指定 

[4:2] ：LW指定 ：SQ0、SQ1内のロングワード位置を指定 

[1:0] ：00 ：0固定 

8.8 32ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項 

32ビットアドレス拡張モードでは、本章ですでに述べた事項が以下のように拡張されます。 

1. ICおよびOCのタグが[28:10]の19ビットから、[31:10]の22ビットに拡張されます。 

2. ICを操作する命令（メモリ割り付けICアクセスおよびCCR.ICI書き込み）を配置する領域は、P1またはP2領

域とし、PMBの当該エントリのキャッシング可能ビット（Cビット）を0にしてください。 

3. QACR0レジスタのAREA0ビットおよびQACR1レジスタのAREA1ビットがそれぞれ[4:2]の3ビットから[7:2]

の6ビットに拡張されます。 

 



 

8. キャッシュ 

8-26  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

 
 



RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  9-1 

2010.11.30  

9.  内蔵メモリ 

SH-4Aは OLメモリ、ILメモリモジュールの 2種類のメモリを内蔵しており、命令やデータを格納することが

できます。OLメモリはデータの格納に適しており、ILメモリは命令の格納に適しています。 

9.1 特長 

（1） OLメモリ 

• 容量： 

OLメモリの容量は、16Kバイトです。 

• ページ： 

OLメモリは2ページ（ページ0およびページ1）に分かれています。 

• メモリマップ： 

OLメモリは、仮想アドレス空間、物理アドレス空間とも、表9.1に示されるアドレスに配置されています。 

 

表 9.1 OLメモリアドレス 

アドレス空間 ページ メモリアドレス 

ページ 0 H'E500 E000 ～ H'E500 FFFF 仮想アドレス空間 

ページ 1 H'E501 0000 ～ H'E501 1FFF 

ページ 0 H'1400 E000 ～ H'1400 FFFF CPU0 

ページ 1 H'1401 0000 ～ H'1401 1FFF 

ページ 0 H'1480 E000 ～ H'1480 FFFF 

物理アドレス空間 

CPU1 

ページ 1 H'1481 0000 ～ H'1481 1FFF 

 

• ポート： 

各ページは3本の独立した読み出し／書き込みポートを持ち、SuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、

オペランドバスと接続されています。オペランドアクセスにはオペランドバスが、命令フェッチにはキャッ

シュ・RAM内蔵バスが、SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセスにはSuperHywayバスがそれぞれ

使用されます。 

• 優先順位： 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には、優先順位に従ってアクセスが処

理されます。優先順位は高い順にSuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、オペランドバス、となりま

す。 
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（2） ILメモリ 

• 容量： 

ILメモリの容量は、8Kバイトです。 

• ページ： 

ILメモリは2ページ（ページ0、ページ1）に分かれています。 

• メモリマップ： 

ILメモリは、仮想アドレス空間、物理アドレス空間ともに、表9.2に示されるアドレスに配置されています。 

 

表 9.2 ILメモリアドレス 

アドレス空間 メモリアドレス 

ページ 0 H'E520 0000 ～ H'E520 0FFF 仮想アドレス空間 

ページ 1 H'E520 1000 ～ H'E520 1FFF 

CPU0 H'1420 0000 ～ H'1420 1FFF 物理アドレス空間 

CPU1 H'14A0 0000 ～ H'14A0 1FFF 

 

• ポート： 

3本の独立した読み出し／書き込みポートを持ち、SuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、および命

令バスと接続されています。命令フェッチには命令バスが、オペランドアクセスにはキャッシュ・RAM内蔵

バスが、SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセスにはSuperHywayバスがそれぞれ使用されます。 

• 優先順位： 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には、優先順位に従ってアクセスが処

理されます。優先順位は高い順にSuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、命令バスとなります。 

 



 

9. 内蔵メモリ 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  9-3 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

9.2 レジスタの説明 

内蔵メモリに関するレジスタは以下のとおりです。 
 

表 9.3 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 H'1F00 0074 32 

OLメモリ転送元アドレスレジスタ 0 LSA0 R/W H'FF00 0050 H'1F00 0050 32 

OLメモリ転送元アドレスレジスタ 1 LSA1 R/W H'FF00 0054 H'1F00 0054 32 

OLメモリ転送先アドレスレジスタ 0 LDA0 R/W H'FF00 0058 H'1F00 0058 32 

OLメモリ転送先アドレスレジスタ 1 LDA1 R/W H'FF00 005C H'1F00 005C 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 9.4 各処理状態におけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオンリセット マニュアルリセット スリープ／ライトスリープ 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

OLメモリ転送元アドレスレジスタ 0 LSA0 不定 不定 保持 

OLメモリ転送元アドレスレジスタ 1 LSA1 不定 不定 保持 

OLメモリ転送先アドレスレジスタ 0 LDA0 不定 不定 保持 

OLメモリ転送先アドレスレジスタ 1 LDA1 不定 不定 保持 
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9.2.1 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 

RAMCRは内蔵メモリの保護機能の制御を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット名：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RMD RP IC2W OC2W

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

ビット名：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W

0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R R R R R

ICWPD

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 RMD 0 R/W 内蔵メモリアクセスモードビット 

仮想アドレス空間からの内蔵メモリへのアクセス権を指定します。 

0：特権アクセスが可能（ユーザアクセスの場合はアドレスエラー例外） 

1：ユーザ／特権アクセスが可能 

8 RP 0 R/W 内蔵メモリ保護有効ビット 

仮想アドレス空間からの内蔵メモリへのアクセスに対して、ITLB、UTLB

を用いた保護機能の使用を選択します。 

0：保護機能を使用しない 

1：保護機能を使用する 

詳細は「9.4 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R/W IC 2ウェイモードビット 

詳細は「8.4.3 IC 2ウェイモード」を参照してください。 

6 OC2W 0 R/W OC 2ウェイモードビット 

詳細は「8.3.6 OC 2ウェイモード」を参照してください。 

5 ICWPD 0 R/W ICウェイ予測抑止ビット 

詳細は「8.4.4 命令キャッシュウェイ予測」を参照してください。 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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9.2.2 OLメモリ転送元アドレスレジスタ 0（LSA0） 

LSA0は、MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のときに、OLメモリページ 0へのブロック転送において、転

送元の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L0SADR

L0SADR L0SSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット名：

初期値：
R/W：

ビット名：

初期値：
R/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～10 L0SADR 不定 R/W OLメモリページ 0ブロック転送元アドレス 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 0に対す

るブロック転送の転送元となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 L0SSZ 不定 R/W OLメモリページ 0ブロック転送元アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 0に対す

るブロック転送の転送元となる物理アドレスのうちビット 15～10に関し

て、オペランドアドレスを使用するか、L0SADRの値を使用するかを選択

します。L0SSZ[5:0]が転送元物理アドレスの[15:10]に対応します。 

0：転送元物理アドレスにオペランドアドレスを使用します。 

1：転送元物理アドレスに L0SADRの値を使用します。 

• 設定可能な値 

111111  転送元の物理アドレスを 1Kバイト単位で設定する場合 

111110  転送元の物理アドレスを 2Kバイト単位で設定する場合 

111100  転送元の物理アドレスを 4Kバイト単位で設定する場合 

111000  転送元の物理アドレスを 8Kバイト単位で設定する場合 

110000  転送元の物理アドレスを 16Kバイト単位で設定する場合 

100000  転送元の物理アドレスを 32Kバイト単位で設定する場合 

000000  転送元の物理アドレスを 64Kバイト単位で設定する場合 

上記以外は設定禁止です。 
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9.2.3 OLメモリ転送元アドレスレジスタ 1（LSA1） 

LSA1は、MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のときに、OLメモリページ 1へのブロック転送において、転

送元の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L1SADR

L1SADR L1SSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット名：

初期値：
R/W：

ビット名：

初期値：
R/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～10 L1SADR 不定 R/W OLメモリページ 1ブロック転送元アドレス 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 1に対す

るブロック転送の転送元となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 L1SSZ 不定 R/W OLメモリページ 1ブロック転送元アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 1に対す

るブロック転送の転送元となる物理アドレスのうちビット 15～10に関し

て、オペランドアドレスを使用するか、L1SADRの値を使用するかを選択

します。L1SSZ[5:0]が転送元物理アドレスの[15:10]に対応します。 

0：転送元物理アドレスにオペランドアドレスを使用します。 

1：転送元物理アドレスに L1SADRの値を使用します。 

• 設定可能な値 

111111  転送元の物理アドレスを 1Kバイト単位で設定する場合 

111110  転送元の物理アドレスを 2Kバイト単位で設定する場合 

111100  転送元の物理アドレスを 4Kバイト単位で設定する場合 

111000  転送元の物理アドレスを 8Kバイト単位で設定する場合 

110000  転送元の物理アドレスを 16Kバイト単位で設定する場合 

100000  転送元の物理アドレスを 32Kバイト単位で設定する場合 

000000  転送元の物理アドレスを 64Kバイト単位で設定する場合 

上記以外は設定禁止です。 
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9.2.4 OLメモリ転送先アドレスレジスタ 0（LDA0） 

LDA0は、MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のときに、OLメモリページ 0へのブロック転送において、転

送先の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L0DADR

L0DADR L0DSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット名：

初期値：
R/W：

ビット名：

初期値：
R/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～10 L0DADR 不定 R/W OLメモリページ 0ブロック転送先アドレス 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 0に対す

るブロック転送の転送先となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 L0DSZ 不定 R/W OLメモリページ 0ブロック転送先アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 0に対す

るブロック転送の転送先となる物理アドレスのうちビット 15～10に関し

て、オペランドアドレスを使用するか、L0DADRの値を使用するかを選択

します。L0DSZ[5:0]が転送先物理アドレスの[15:10]に対応します。 

0：転送先物理アドレスにオペランドアドレスを使用します。 

1：転送先物理アドレスに L0DADRの値を使用します。 

• 設定可能な値 

111111  転送先の物理アドレスを 1Kバイト単位で設定する場合 

111110  転送先の物理アドレスを 2Kバイト単位で設定する場合 

111100  転送先の物理アドレスを 4Kバイト単位で設定する場合 

111000  転送先の物理アドレスを 8Kバイト単位で設定する場合 

110000  転送先の物理アドレスを 16Kバイト単位で設定する場合 

100000  転送先の物理アドレスを 32Kバイト単位で設定する場合 

000000  転送先の物理アドレスを 64Kバイト単位で設定する場合 

上記以外は設定禁止です。 
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9.2.5 OLメモリ転送先アドレスレジスタ 1（LDA1） 

LDA1は、MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のときに、OLメモリページ 1へのブロック転送において、転

送先の物理アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

L1DADR

L1DADR L1DSZ

R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ビット名：

初期値：
R/W：

ビット名：

初期値：
R/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～10 L1DADR 不定 R/W OLメモリページ 1ブロック転送先アドレス 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 1に対す

るブロック転送の転送先となる物理アドレスを指定します。 

9～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5～0 L1DSZ 不定 R/W OLメモリページ 1ブロック転送先アドレス選択ビット 

MMUCR.AT＝0または RAMCR.RP＝0のとき、OLメモリページ 1に対す

るブロック転送の転送先となる物理アドレスのうちビット 15～10に関し

て、オペランドアドレスを使用するか、L1DADRの値を使用するかを選択

します。L1DSZ[5:0]が転送先物理アドレスの[15:10]に対応します。 

0:転送先物理アドレスにオペランドアドレスを使用します。 

1:転送先物理アドレスに L1DADRの値を使用します。 

• 設定可能な値 

111111  転送先の物理アドレスを 1Kバイト単位で設定する場合 

111110  転送先の物理アドレスを 2Kバイト単位で設定する場合 

111100  転送先の物理アドレスを 4Kバイト単位で設定する場合 

111000  転送先の物理アドレスを 8Kバイト単位で設定する場合 

110000  転送先の物理アドレスを 16Kバイト単位で設定する場合 

100000  転送先の物理アドレスを 32Kバイト単位で設定する場合 

000000  転送先の物理アドレスを 64Kバイト単位で設定する場合 

上記以外は設定禁止です。 
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9.3 動作説明 

9.3.1 CPUからの命令フェッチアクセス 

（1） OLメモリ 

CPUからの命令フェッチアクセスは、キャッシュ・RAM内蔵バスからアクセスを行います。アクセスには複数

サイクルかかります。 
 

（2） ILメモリ 

CPUからの命令フェッチアクセスは、仮想アドレスにより命令バスから直接アクセスを行います。命令バスか

らのアクセスは、ILメモリの同じページに連続してアクセスする場合、かつ競合が発生しない場合に 1サイクル

アクセスになります。 
 

9.3.2 CPUからのオペランドアクセスおよび FPUからのアクセス 

【注】 PC相対（@(disp,PC)）によるオペランドアクセスが可能です。 

（1） OLメモリ 

CPUおよび FPUからのアクセスは仮想アドレスにより、オペランドバスから行います。オペランドバスからの

仮想アドレスによるリードアクセスは、OLメモリの同じページへ連続してアクセスした場合、かつページ競合が

発生しない場合に 1サイクルアクセスになります。オペランドバスからの仮想アドレスによるライトアクセスは

ページ競合が発生しない場合に 1サイクルアクセスになります。 
 

（2） ILメモリ 

CPUからのオペランドアクセスおよび FPUからのアクセスは、キャッシュ・RAM内蔵バスからアクセスを行

います。キャッシュ・RAM内蔵バスからのアクセスは複数サイクルかかります。 
 

9.3.3 SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセス 

DMACなどの SuperHywayバスマスタモジュールからの内蔵メモリへのアクセスは、物理アドレスバスである

SuperHywayバスからのアクセスとなりますが、仮想アドレスと同じアドレスを使用してください。 
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9.3.4 OLメモリブロック転送 

OLメモリと外部メモリの間で、キャッシュを介さずに、ブロック転送により高速にデータ転送を行うことがで

きます。 

外部メモリから OLメモリへの転送は、プリフェッチ命令（PREF）により行えます。PREF命令を仮想アドレ

ス空間の OLメモリ領域のアドレスに対して発行することにより、外部メモリから OLメモリへのブロック転送が

開始されます。 

OLメモリから外部メモリへの転送は、ライトバック命令（OCBWB）により行えます。OCBWB命令を仮想ア

ドレス空間の OLメモリ領域のアドレスに対して発行することにより、OLメモリから外部メモリへのブロック転

送が開始されます。 

いずれの転送も転送サイズは 32バイト固定で、開始アドレスは必ず 32バイト境界となるため、レジスタ Rnに

より指示されるアドレスの下位 5ビットは無視され、常にすべて 0として扱われます。またいずれの場合もブロ

ック転送中に他のページやキャッシュに対するアクセスが可能ですが、転送中のページにアクセスした場合、転

送が終了するまで CPUはストールします。 

OLメモリと転送を行う外部メモリの物理アドレス[28:0]はMMUイネーブル／ディスエーブルにより次のよう

に指定します。 

（1） MMUイネーブル（MMUCR.AT＝1）かつ RAMCR.RP＝1の場合 

UTLBの VPNフィールドに OLメモリ領域のアドレスを、PPNフィールドに転送元（PREF命令の場合）また

は転送先（OCBWB命令の場合）の物理アドレスを設定します。ASID、V、SZ、SH、PR、Dビットは通常のアド

レス変換と同様の意味を持ちますが、C、WTビットはこのページに関しては意味を持ちません。 

OLメモリ領域への PREF命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZビットの指定に従い物理アドレス

[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはアドレス変換前の仮想アドレスから生成します。物理アド

レスの[4:0]は0固定です。この物理アドレスで指定される外部メモリからOLメモリへブロック転送が行われます。 

OLメモリ領域への OCBWB命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZビットの指定に従い物理アドレス

[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはアドレス変換前の仮想アドレスから生成します。物理アド

レスの[4:0]は 0固定です。OLメモリからこの物理アドレスで指定される外部メモリへブロック転送が行われます。 

PREF命令、OCBWB命令はリードタイプとしてMMU例外の判定が行われ、必要に応じて TLBミス例外、保

護違反例外が発生します。例外が発生した場合、ブロック転送は抑止されます。 
 

（2） MMUディスエーブル（MMUCR.AT＝0）または RAMCR.RP＝0の場合 

LSA0レジスタの L0SADRビットに OLメモリページ 0A、0Bへのブロック転送の転送元となる物理アドレスを

設定し、L0SSZビットに、転送元の物理アドレスのビット 15～10として PREF命令で指定された仮想アドレスを

使用するか、L0SADRの値を使用するかをソフトウェアにより設定します。すなわち転送元の領域を 1Kバイト～

64Kバイト単位で設定可能です。 

LDA0レジスタの L0DADRビットに OLメモリページ 0A、0Bからのブロック転送の転送先となる物理アドレ

スを設定し、L0DSZビットに、転送先の物理アドレスのビット 15～10として OCBWB命令で指定された仮想ア

ドレスを使用するか、L0DADRの値を使用するかをソフトウェアにより設定します。すなわち転送先の領域を 1K

バイト～64Kバイト単位で設定可能です。 
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OLメモリページ 1A、1Bに対するブロック転送の設定も、ページ 0A、0Bと同様に LSA1および LDA1に対し

て行います。 

OLメモリ領域への PREF命令が発行されると、LSA0レジスタまたは LSA1レジスタの指定に従い物理アドレ

ス[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]については仮想アドレスから生成します。物理アドレスの[4:0]は 0

固定です。この物理アドレスで指定される外部メモリから OLメモリへブロック転送が行われます。 

OLメモリ領域への OCBWB命令が発行されると、LDA0レジスタまたは LDA1レジスタの指定に従い物理アド

レス[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]については仮想アドレスから生成します。物理アドレスの[4:0]は 0

固定です。OLメモリからこの物理アドレスで指定される外部メモリへブロック転送が行われます。 
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9.4 内蔵メモリの保護機能 

本 LSIでは、内蔵メモリに対して、内蔵メモリ制御レジスタ RAMCRの内蔵メモリアクセスモードビット（RMD）

と内蔵メモリ保護有効ビット（RP）を使用して以下の保護機能を実現します。 

• CPUおよびFPUからのアクセスに対する保護機能 

RAMCR.RMD＝0のとき、ユーザモードでの内蔵メモリ領域へのアクセスをアドレスエラー例外と判定しま

す。 

またMMUCR.AT＝1かつRAMCR.RP＝1のときは、アドレスエラー例外の判定に加えて、P4領域の一部であ

る内蔵メモリ領域もP0/P3/U0領域と同じようにMMU例外の判定を行います。 

以上を表9.5にまとめます。 

 

表 9.5 内蔵メモリへのアクセスに対する保護機能による例外 

MMUCR.AT RAMCR.RP SR.MD RAMCR.RMD 必ず発生する例外 起こり得る例外 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － － 

0 x 

1 x － － 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － － 

0 

1 x － － 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － MMU例外 

1 

1 

1 x － MMU例外 

【記号説明】 x：Don't care 
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9.5 使用上の注意事項 

9.5.1 ページ競合 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求が発生した場合は、ページ競合となります。各アクセ

スは正しく完了しますが、このような競合はメモリアクセスの性能低下を招きます。したがって、できるだけ競

合が起こらないようにソフトウェアでの対策を推奨いたします。たとえば各バスごとに異なるページをアクセス

すると競合は発生しません。 
 

9.5.2 ページの切り替わり 

（1） OLメモリ 

オペランドバスからのリードアクセスでは、連続して同じページをアクセスする場合は 1サイクルアクセスに

なりますが、ページをまたぐ場合およびアクセスが OLメモリ以外から OLメモリに切り替わる場合には複数サイ

クル（最大 2サイクルウェイト）かかります。したがって、性能最適化の観点からは、オペランドバスからのリ

ードアクセスアドレスが属するページが頻繁に切り替わることを避けるようにソフトウェアが配慮することを推

奨します。 
 

（2） ILメモリ 

命令バスからのアクセスでは、連続して同じページをアクセスする場合は 1サイクルアクセスになりますが、

ページをまたぐ場合およびアクセスが ILメモリ以外から ILメモリに切り替わる場合には複数サイクル（最大 2

サイクルウェイト）かかります。したがって、性能最適化の観点からは、命令バスからのアクセスはページが頻

繁に切り替わることを避けるようにソフトウェアが配慮することを推奨します。例えばページ毎に独立したプロ

グラムを配置すると効率がよくなります。 
 

9.5.3 内蔵メモリのコヒーレンシ 

（1） OLメモリ 

OLメモリに命令を配置する場合、OLメモリに命令を書き込んだ後、以下のシーケンスを実行してから書き換

え後の命令への分岐を行ってください。 

• SYNCO 

• ICBI @Rn 

 

この場合、ICBI命令の対象はアドレスエラー例外にならない範囲で任意のアドレスでよく（OLメモリのアド

レスでもよい）、キャッシュヒット／ミスどちらでも構いません。 
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（2） ILメモリ 

ILメモリに命令を配置する場合、ILメモリに命令を書き込んだ後、以下のシーケンスを実行してから書き換え

後の命令への分岐を行ってください。 

• SYNCO 

• ICBI @Rn 

 

この場合、ICBI命令の対象はアドレスエラー例外にならない範囲で任意のアドレスでよく（ILメモリのアドレ

スでもよい）、キャッシュヒット／ミスどちらでも構いません。 
 

9.5.4 スリープモード 

（1） OLメモリ、ILメモリ 

スリープモード中は、DMACなどの SuperHywayバスマスタモジュールから OLメモリあるいは ILメモリへの

アクセスは行えません。 
 

9.6 32ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項 

32ビットアドレス拡張モードでは、LSA0レジスタの L0SADRビット、LSA1レジスタの L1SADRビット、LDA0

レジスタの L0DADRビット、LDA1レジスタの L1DADRビットがそれぞれ[28:10]の 19ビットから[31:10]の 22ビ

ットに拡張されます。 
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10. 割り込みコントローラ（INTC） 

割り込みコントローラ（INTC）は、割り込み要因の優先順位を判定し、CPU0、CPU1（SH-4A）への割り込み

要求を制御します。INTCには、各割り込みの優先順位を設定するためのレジスタがあり、ユーザがこのレジスタ

に設定した優先順位に従って割り込み要求を処理します。 

10.1 特長 

INTCには次のような特長があります。 
 

• 外部割り込みおよび内蔵周辺モジュール割り込みを固定分配モードまたは自動分配モードに設定可能 

割り込み分配設定レジスタ0/1および周辺割り込み分配設定レジスタ0～3により、外部割り込みおよび内蔵周

辺モジュール割り込みを固定分配モードまたは自動分配モードに設定することができます。 

• 外部割り込みの割り込み優先順位を15レベル設定可能 

割り込み優先レベル設定レジスタにより、外部割り込みの優先順位を端子別に15レベルまで設定することが

できます。 

• NMIノイズキャンセル 

NMI端子の状態を示すNMI入力レベルビットを持っています。割り込み例外処理ルーチンでこのビットを読

み出すことにより端子状態を確認でき、ノイズキャンセラとして使用できます。 

• SR.BLビットが1にセットされたときのNMI要求のマスク 

SR.BLビットが1にセットされたとき、NMI要求をマスクするかどうかを選択できます。 

• SR.IMASKビットを受け付けた割り込みレベルに自動更新可能 

• 内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位は30レベル設定可能 

10本の割り込み優先レベル設定レジスタにより、内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位を要求別に30レベ

ルまで設定することができます。 

• ユーザモード割り込み禁止機能 

ユーザモードで動作中、ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK）に割り込みマスクレベ

ルを設定することにより、設定値以下のレベルの割り込みを禁止することができます。 
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図 10.1に INTCのブロック図を示します。 

入力
コントロール 外部割り込み

優先順位判定

レベル1～15

の15レベル

内蔵

モジュール

割り込み

優先順位判定

レベル2～31

の30レベル

バス

インタフェース

GPIO割り込み

USERIMASK.UIMASK

比較器

割り込み
分配

コントローラ

バス
インタフェース

比較器

CPU0

CPU1

割り込み
受け付け

INTPRI

SR.IMASK

ICR0, 1

INT2PRI0～24

INT2GPIC

WDT 

H-UDI

DMAC

PCIEC

DU

USB

（割り込み要求）

（割り込み要求）

（割り込み要求）

（割り込み要求）

（割り込み要求）

（割り込み要求）

NMINMI

IRQOUT

IRQ/IRL7
～IRQ/IRL0

GPIOポート
A0, 1 
F0, 1 
H0, 1 
J1, 2

IRL

IRQ8

12

周
辺
バ
ス

【注】その他周辺モジュールとして割り込み要求を出力できるモジュールは、以下のモジュールです。
TMU ：タイマユニット
HPB ：HPBバスコントローラ
SCIF ：FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース
Ether ：Etherコントローラ
USB ：USBコントローラ
I2C ：I2Cバスインタフェース
SSI ：シリアルサウンドインタフェース
HAC ：オーディオコーデックインタフェース
FLCTL ：NANDフラッシュメモリコントローラ 
HSPI ：シリアルペリフェラルインタフェース

【記号説明】
INTPRI ：優先順位設定レジスタ
ICR0，1 ：割り込みコントロールレジスタ0、1
INT2PRI0～24 ：優先順位設定レジスタ0～24
INT2GPIC  ：GPIO割り込み設定レジスタ
USERIMASK.UIMASK ：ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ．UIMASKビット
SR.IMASK  ：ステータスレジスタ．IMASKビット

内蔵モジュール

その他
周辺 
モジュール

 

図 10.1 INTCのブロック図 
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10.1.1 割り込み方式 

割り込み発生時の基本的な例外処理の流れは次の様になります。 

例外処理では、プログラムカウンタ（PC）、ステータスレジスタ（SR）、汎用レジスタ 15（R15）の内容がそ

れぞれ退避プログラムカウンタ（SPC）、退避ステータスレジスタ（SSR）、退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）

に退避され、ベクタアドレスに従って対応する例外処理ルーチンの実行を開始します。例外処理ルーチンとは、

ユーザによって、個々の例外の内容に応じて作成されたプログラムです。例外処理ルーチンを終了させ、元のプ

ログラムに戻るためには、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行します。本命令によって、PCと SRの内容が

復帰し、例外などが発生した時点での通常処理ルーチンに戻ることができます。なお、SGRの内容は RTE命令で

は R15に書き戻されません。 

1. PC、SRおよびR15の内容がそれぞれSPC、SSRおよびSGRに退避されます。 

2. SRのブロックビット(BL)が1に設定されます。 

3. SRのモードビット（MD）が1に設定されます。 

4. SRのレジスタバンクビット(RB)が1に設定されます。 

5. リセット時、SRのFPUディスエーブルビット（FD）が0に設定されます。 

6. 例外コードは割り込み事象レジスタ(INTEVT)のビット13～0に書き込まれます。 

7. 割り込み例外処理ルーチンの先頭番地 ベクタベースレジスタ（VBR）＋H'600 にジャンプします。 

8. 決められた例外処理のベクタアドレスに分岐して、例外処理ルーチンを開始します。 

 

10.1.2 割り込み要因 

割り込み種別の例を表 10.1に示します。INTCでは外部割り込み要因と内蔵周辺モジュール割り込み要因をサ

ポートします。 

外部割り込み要因とは、外部端子からの入力による NMI、IRL、IRQ割り込みのことです。また、本 LSIでは

IRQ、IRL割り込み入力は、同一端子に割り付けられているのでシステム形態により使用方法を選択設定します。 

IRQ割り込みでは検出方法としてレベルのほか、立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジも選択可能です。 
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表 10.1 割り込み要因（1） 

要  因 レジスタとの対応 

 端子入力の反転値

（負極性端子）

入力レベル = 

L：ローレベル 

H：ハイレベル 

（表 10.8参照）

要因数

（最大）

INTEVT

優先順位 

設定

（INTPRI） 

マスク／クリア 0、1

（CnINTMSK0、

CnINTMSK1、

CnINTMSKCLR0、

CnINTMSKCLR1）

マスク／クリア 2

（INTMSK2、

INTMSKCLR2）

分配モード設定 

（INTDISTCR0、

INTDISTCR1） 

割り込み 

要因表示 

（INTREQ） 

優先 

順位 

外部 

割り込み 

NMI － 1 H'1C0 － －  － － 高 

 IRL IRL[3:0] = LLLL 

(H'0) 

H'200 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[31] 

MSKCLR2[31]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = LLLL 

(H'0) 

H'900 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[15] 

MSKCLR2[15]

DISTCR1[30] －  

  IRL[3:0] = LLLH 

(H'1) 

H'220 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[30] 

MSKCLR2[30]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = LLLH 

(H'1) 

H'920 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[14] 

MSKCLR2[14]

DISTCR1[30] －  

  IRL[3:0] = LLHL 

(H'2) 

H'240 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[29] 

MSKCLR2[29]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = LLHL 

(H'2) 

H'940 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[13] 

MSKCLR2[13]

DISTCR1[30] －  

  IRL[3:0] = LLHH 

(H'3) 

H'260 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[28] 

MSKCLR2[28]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = LLHH 

(H'3) 

H'960 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[12] 

MSKCLR2[12]

DISTCR1[30] －  

  IRL[3:0] = LHLL 

(H'4) 

H'280 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[27] 

MSKCLR2[27]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = LHLL 

(H'4) 

H'980 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[11] 

MSKCLR2[11]

DISTCR1[30] －  

  IRL[3:0] = LHLH 

(H'5) 

H'2A0 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[26] 

MSKCLR2[26]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = LHLH 

(H'5) 

H'9A0 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[10] 

MSKCLR2[10]

DISTCR1[30] －  

  IRL[3:0] = LHHL 

(H'6) 

H'2C0 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[25] 

MSKCLR2[25]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = LHHL 

(H'6) 

2 

H'9C0 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[9] 

MSKCLR2[9] 

DISTCR1[30] －  

低 
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要  因 レジスタとの対応 

 端子入力の反転値

（負極性端子）

入力レベル = 

L：ローレベル 

H：ハイレベル 

（表 10.8参照）

要因数

（最大）

INTEVT

優先順位 

設定

（INTPRI） 

マスク／クリア 0、1

（CnINTMSK0、

CnINTMSK1、

CnINTMSKCLR0、

CnINTMSKCLR1）

マスク／クリア 2

（INTMSK2、

INTMSKCLR2）

分配モード設定 

（INTDISTCR0、

INTDISTCR1） 

割り込み 

要因表示 

（INTREQ） 

優先 

順位 

外部 

割り込み 

IRL IRL[3:0] = LHHH 

(H'7) 

H'2E0 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[24] 

MSKCLR2[24]

DISTCR1[31] － 高 

  IRL[7:4] = LHHH 

(H'7) 

H'9E0 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[8] 

MSKCLR2[8] 

DISTCR1[30] －  

  IRL[3:0] = HLLL 

(H'8) 

H'300 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[23] 

MSKCLR2[23]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = HLLL 

(H'8) 

H'A00 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[7] 

MSKCLR2[7] 

DISTCR1[30] －  

  IRL[3:0] = HLLH 

(H'9) 

H'320 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[22] 

MSKCLR2[22]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = HLLH 

(H'9) 

H'A20 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[6] 

MSKCLR2[6] 

DISTCR1[30] －  

  IRL[3:0] = HLHL 

(H'A) 

H'340 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[21] 

MSKCLR2[21]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = HLHL 

(H'A) 

H'A40 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[5] 

MSKCLR2[5] 

DISTCR1[30] －  

  IRL[3:0] = HLHH 

(H'B) 

H'360 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[20] 

MSKCLR2[20]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = HLHH 

(H'B) 

H'A60 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[4] 

MSKCLR2[4] 

DISTCR1[30] －  

  IRL[3:0] = HHLL 

(H'C) 

H'380 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[19] 

MSKCLR2[19]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = HHLL 

(H'C) 

H'A80 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[3] 

MSKCLR2[3] 

DISTCR1[30] －  

  IRL[3:0] = HHLH 

(H'D) 

H'3A0 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[18] 

MSKCLR2[18]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = HHLH 

(H'D) 

H'AA0 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[2] 

MSKCLR2[2] 

DISTCR1[30] －  

  IRL[3:0] = HHHL 

(H'E) 

H'3C0 － MSK1[31] 

MSKCLR1[31] 

MSK2[17] 

MSKCLR2[17]

DISTCR1[31] －  

  IRL[7:4] = HHHL 

(H'E) 

2 

H'AC0 － MSK1[30] 

MSKCLR1[30] 

MSK2[1] 

MSKCLR2[1] 

DISTCR1[30] －  

低 
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要  因 レジスタとの対応 

 端子入力の反転値

（負極性端子）

入力レベル = 

L：ローレベル 

H：ハイレベル 

（表 10.8参照）

要因数

（最大）

INTEVT

優先順位 

設定

（INTPRI） 

マスク／クリア 0、1

（CnINTMSK0、

CnINTMSK1、

CnINTMSKCLR0、

CnINTMSKCLR1）

マスク／クリア 2

（INTMSK2、

INTMSKCLR2）

分配モード設定 

（INTDISTCR0、

INTDISTCR1） 

割り込み 

要因表示 

（INTREQ） 

優先 

順位 

外部 

割り込み 

IRQ IRQ[0] H'200 INTPRI 

[31:28] 

MSK0[31] 

MSKCLR0[31] 

－ DISTCR0[24] INTREQ[31] 高 

  IRQ[1] H'240 INTPRI 

[27:24] 

MSK0[30] 

MSKCLR0[30] 

－ DISTCR0[25] INTREQ[30]  

  IRQ[2] H'280 INTPRI[23:2

0] 

MSK0[29] 

MSKCLR0[29] 

－ DISTCR0[26] INTREQ[29]  

  IRQ[3] H'2C0 INTPRI 

[19:16] 

MSK0[28] 

MSKCLR0[28] 

－ DISTCR0[27] INTREQ[28]  

  IRQ[4] H'300 INTPRI 

[15:12] 

MSK0[27] 

MSKCLR0[27] 

－ DISTCR0[28] INTREQ[27]  

  IRQ[5] H'340 INTPRI 

[11:8] 

MSK0[26] 

MSKCLR0[26] 

－ DISTCR0[29] INTREQ[26]  

  IRQ[6] H'380 INTPRI[7:4] MSK0[25] 

MSKCLR0[25] 

－ DISTCR0[30] INTREQ[25]  

  IRQ[7] 

8 

H'3C0 INTPRI[3:0] MSK0[24] 

MSKCLR0[24] 

－ DISTCR0[31] INTREQ[24]  

低 
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表 10.1 割り込み要因（2） 

レジスタとの対応 要  因 要因数

（最大）

INTEVT

優先順位設定

（INT2PRI00～

INT2PRI24）

マスク／クリア

（CnINT2MSK

0～3、

CnINT2MSKCLR

0～3） 

割り込み 

受け付け 

マスク 

（PERIACK

MSK0～3）

分配モード

設定 

（INT2DIST

CR0～3）

割り込み表示 

（CnINT2Ax_0

～ 

CnINT2Ax_3）

*1 

詳細要因 

表示 

（INT2B00

～INT2B44） 

優先

順位 

WDT 1 H'3E0 PRI00[4:0] MSK0[0] 

MSKCLR0[0] 

MSK0[0] DISTCR0[0] 2Ax_0[0] 2B00[0] 高 

H'400 PRI01[28:24] MSK1[31] 

MSKCLR1[31]

MSK1[31] DISTCR1[31] 2Ax_1[31] 2B01[0]  

H'420 PRI01[20:16] MSK1[30] 

MSKCLR1[30]

MSK1[30] DISTCR1[30] 2Ax_1[30] 2B01[1]  

H'440 PRI01[12:8] MSK1[29] 

MSKCLR1[29]

MSK1[29] DISTCR1[29] 2Ax_1[29] 2B01[2]  

TMU-ch0_2 4 

H'460 PRI01[4:0] MSK1[28] 

MSKCLR1[28]

MSK1[28] DISTCR1[28] 2Ax_1[28] 2B01[3]  

H'480 PRI02[28:24] MSK1[27] 

MSKCLR1[27]

MSK1[27] DISTCR1[27] 2Ax_1[27] 2B02[0]  

H'4A0 PRI02[20:16] MSK1[26] 

MSKCLR1[26]

MSK1[26] DISTCR1[26] 2Ax_1[26] 2B02[1]  

TMU-ch3_5 3 

H'4C0 PRI02[12:8] MSK1[25] 

MSKCLR1[25]

MSK1[25] DISTCR1[25] 2Ax_1[25] 2B02[2]  

－ － H'4E0 － － － － － －  

H'500 PRI03[28:24] MSK1[23] 

MSKCLR1[23]

MSK1[23] DISTCR1[23] 2Ax_1[23] 2B03[0]  

H'520 PRI03[20:16] MSK1[22] 

MSKCLR1[22]

MSK1[22] DISTCR1[22] 2Ax_1[22] 2B03[1]  

H'540 PRI03[12:8] MSK1[21] 

MSKCLR1[21]

MSK1[21] DISTCR1[21] 2Ax_1[21] 2B03[2]  

H'560 PRI03[4:0] MSK1[20] 

MSKCLR1[20]

MSK1[20] DISTCR1[20] 2Ax_1[20] 2B03[3]  

H'580 PRI04[28:24] MSK1[19] 

MSKCLR1[19]

MSK1[19] DISTCR1[19] 2Ax_1[19] 2B03[4]  

H'5A0 PRI04[20:16] MSK1[18] 

MSKCLR1[18]

MSK1[18] DISTCR1[18] 2Ax_1[18] 2B03[5]  

内蔵周辺 

モジュール

割り込み 

DMAC(0) 7 

H'5C0 PRI04[12:8] MSK1[17] 

MSKCLR1[17]

MSK1[17] DISTCR1[17] 2Ax_1[17] 2B03[6]  

低 
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レジスタとの対応 要  因 要因数

（最大）

INTEVT

優先順位設定

（INT2PRI00～

INT2PRI24）

マスク／クリア

（CnINT2MSK

0～3、

CnINT2MSKCLR

0～3） 

割り込み 

受け付け 

マスク 

（PERIACK

MSK0～3）

分配モード

設定 

（INT2DIST

CR0～3）

割り込み表示 

（CnINT2Ax_0

～ 

CnINT2Ax_3）

*1 

詳細要因 

表示 

（INT2B00

～INT2B44） 

優先

順位 

H-UDI1 1 H'5E0 PRI04[4:0] MSK1[16] 

MSKCLR1[16]

MSK1[16] DISTCR1[16] 2Ax_1[16] 2B04[1] 高 

H-UDI0 1 H'600 PRI05[28:24] MSK1[15] 

MSKCLR1[15]

MSK1[15] DISTCR1[15] 2Ax_1[15] 2B04[0]  

H'620 PRI05[20:16] MSK1[14] 

MSKCLR1[14]

MSK1[14] DISTCR1[14] 2Ax_1[14] 2B05 

[7],[5],[0] 

 

H'640 PRI05[12:8] MSK1[13] 

MSKCLR1[13]

MSK1[13] DISTCR1[13] 2Ax_1[13] 2B05 

[15],[13],[8] 

 

H'660 PRI05[4:0] MSK1[12] 

MSKCLR1[12]

MSK1[12] DISTCR1[12] 2Ax_1[12] 2B05 

[23],[21],[16] 

 

DMAC (1) 12 

H'680 PRI06[28:24] MSK1[11] 

MSKCLR1[11]

MSK1[11] DISTCR1[11] 2Ax_1[11] 2B05 

[31],[29],[24] 

 

H'6A0 PRI06[20:16] MSK1[10] 

MSKCLR1[10]

MSK1[10] DISTCR1[10] 2Ax_1[10] 2B06[6:0]  

H'6C0 PRI06[12:8] MSK1[9] 

MSKCLR1[9] 

MSK1[9] DISTCR1[9] 2Ax_1[9] 2B06[11:7]  

HPB 14 

H'6E0 PRI06[4:0] MSK1[8] 

MSKCLR1[8] 

MSK1[8] DISTCR1[8] 2Ax_1[8] 2B06[13:12]  

H'700 PRI07[28:24] MSK1[7] 

MSKCLR1[7] 

MSK1[7] DISTCR1[7] 2Ax_1[7] 2B07[0]  

H'720 PRI07[20:16] MSK1[6] 

MSKCLR1[6] 

MSK1[6] DISTCR1[6] 2Ax_1[6] 2B07[1]  

H'740 PRI07[12:8] MSK1[5] 

MSKCLR1[5] 

MSK1[5] DISTCR1[5] 2Ax_1[5] 2B07[2]  

SCIF-ch0 4 

H'760 PRI07[4:0] MSK1[4] 

MSKCLR1[4] 

MSK1[4] DISTCR1[4] 2Ax_1[4] 2B07[3]  

SCIF-ch1 4 H'780 PRI08[28:24] MSK1[3] 

MSKCLR1[3] 

MSK1[3] DISTCR1[3] 2Ax_1[3] 2B08[3:0]  

TMU-ch6_8 3 H'7A0 PRI08[20:16] MSK1[2] 

MSKCLR1[2] 

MSK1[2] DISTCR1[2] 2Ax_1[2] 2B09[2:0]  

内蔵周辺 

モジュール

割り込み 

TMU-ch9_11 3 H'7C0 PRI08[12:8] MSK1[1] 

MSKCLR1[1] 

MSK1[1] DISTCR1[1] 2Ax_1[1] 2B10[2:0]  

低 
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レジスタとの対応 要  因 要因数

（最大）

INTEVT

優先順位設定

（INT2PRI00～

INT2PRI24）

マスク／クリア

（CnINT2MSK

0～3、

CnINT2MSKCLR

0～3） 

割り込み 

受け付け 

マスク 

（PERIACK

MSK0～3）

分配モード

設定 

（INT2DIST

CR0～3）

割り込み表示 

（CnINT2Ax_0

～ 

CnINT2Ax_3）

*1 

詳細要因 

表示 

（INT2B00

～INT2B44） 

優先

順位 

－ － H'7E0 － － － － － － 高 

SCIF-ch2 4 H'840 PRI09[12:8] MSK2[29] 

MSKCLR2[29]

MSK2[29] DISTCR2[29] 2Ax_2[29] 2B12[3:0]  

SCIF-ch3 4 H'860 PRI09[4:0] MSK2[28] 

MSKCLR2[28]

MSK2[28] DISTCR2[28] 2Ax_2[28] 2B13[3:0]  

SCIF-ch4 4 H'880 PRI10[28:24] MSK2[27] 

MSKCLR2[27]

MSK2[27] DISTCR2[27] 2Ax_2[27] 2B14[3:0]  

SCIF-ch5 4 H'8A0 PRI10[20:16] MSK2[26] 

MSKCLR2[26]

MSK2[26] DISTCR2[26] 2Ax_2[26] 2B15[3:0]  

H'8C0 PRI10[12:8] MSK2[25] 

MSKCLR2[25]

MSK2[25] DISTCR2[25] 2Ax_2[25] 2B16 

[5:4],[2:0] 

 Ether 33 

H'8E0 PRI10[4:0] MSK2[24] 

MSKCLR2[24]

MSK2[24] DISTCR2[24] 2Ax_2[24] 2B17 

[30],[27: 0] 

 

H'AE0 PRI14[4:0] MSK2[8] 

MSKCLR2[8] 

MSK2[8] DISTCR2[8] 2Ax_2[8] 2B18[21:0]  

H'B00 PRI15[28:24] MSK2[7] 

MSKCLR2[7] 

MSK2[7] DISTCR2[7] 2Ax_2[7] 2B19[21:0]  

PCIEC0 68 

H'B20 PRI15[20:16] MSK2[6] 

MSKCLR2[6] 

MSK2[6] DISTCR2[6] 2Ax_2[6] 2B20[23:0]  

H'B40 PRI15[12:8] MSK2[5] 

MSKCLR2[5] 

MSK2[5] DISTCR2[5] 2Ax_2[5] 2B21[21:0]  

H'B60 PRI15[4:0] MSK2[4] 

MSKCLR2[4] 

MSK2[4] DISTCR2[4] 2Ax_2[4] 2B22[21:0]  

PCIEC1 68 

H'B80 PRI16[28:24] MSK2[3] 

MSKCLR2[3] 

MSK2[3] DISTCR2[3] 2Ax_2[3] 2B23[23:0]  

USB 4 H'BA0 PRI16[20:16] MSK2[2] 

MSKCLR2[2] 

MSK2[2] DISTCR2[2] 2Ax_2[2] 2B24[3:0]  

SDI0 4 H'BC0 PRI16[12:8] MSK2[1] 

MSKCLR2[1] 

MSK2[1] DISTCR2[1] 2Ax_2[1] 2B25[3:0]  

SDI1 4 H'BE0 PRI16[4:0] MSK2[0] 

MSKCLR2[0] 

MSK2[0] DISTCR2[0] 2Ax_2[0] 2B26[3:0]  

H'C00 － － － － － －  

H'C20 － － － － － －  

内蔵周辺 

モジュール

割り込み 

－ － 

H'C40 － － － － － － 低 
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レジスタとの対応 要  因 要因数

（最大）

INTEVT

優先順位設定

（INT2PRI00～

INT2PRI24）

マスク／クリア

（CnINT2MSK

0～3、

CnINT2MSKCLR

0～3） 

割り込み 

受け付け 

マスク 

（PERIACK

MSK0～3）

分配モード

設定 

（INT2DIST

CR0～3）

割り込み表示 

（CnINT2Ax_0

～ 

CnINT2Ax_3）

*1 

詳細要因 

表示 

（INT2B00

～INT2B44） 

優先

順位 

H'C60 － － － － － － 高 

H'C80 － － － － － －  

－ － 

H'CA0 － － － － － －  

I2C-ch0 12 H'CC0 PRI18[12:8] MSK3[25] 

MSKCLR3[25]

MSK3[25] DISTCR3[25] 2Ax_3[25] 2B29 

[14:8],[4:0] 

 

I2C-ch1 12 H'CE0 PRI18[4:0] MSK3[24] 

MSKCLR3[24]

MSK3[24] DISTCR3[24] 2Ax_3[24] 2B30 

[14:8],[4:0] 

 

DU 13 H'D00 PRI19[28:24] MSK3[23] 

MSKCLR3[23]

MSK3[23] DISTCR3[23] 2Ax_3[23] 2B31[15:14], 

[11][9:0] 

 

SSI-ch0 1 H'D20 PRI19[20:16] MSK3[22] 

MSKCLR3[22]

MSK3[22] DISTCR3[22] 2Ax_3[22] 2B32[0]  

SSI-ch1 1 H'D40 PRI19[12:8] MSK3[21] 

MSKCLR3[21]

MSK3[21] DISTCR3[21] 2Ax_3[21] 2B32[1]  

SSI-ch2 1 H'D60 PRI19[4:0] MSK3[20] 

MSKCLR3[20]

MSK3[20] DISTCR3[20] 2Ax_3[20] 2B32[2]  

SSI-ch3 1 H'D80 PRI20[28:24] MSK3[19] 

MSKCLR3[19]

MSK3[19] DISTCR3[19] 2Ax_3[19] 2B32[3]  

H'DA0 PRI20[20:16] MSK3[18] 

MSKCLR3[18]

MSK3[18] DISTCR3[18] 2Ax_3[18] 2B33[21:0]  

H'DC0 PRI20[12:8] MSK3[17] 

MSKCLR3[17]

MSK3[17] DISTCR3[17] 2Ax_3[17] 2B34[21:0]  

PCIEC2 68 

H'DE0 PRI20[4:0] MSK3[16] 

MSKCLR3[16]

MSK3[16] DISTCR3[16] 2Ax_3[16] 2B35[23:0]  

HAC-ch0 1 H'E00 PRI21[28:24] MSK3[15] 

MSKCLR3[15]

MSK3[15] DISTCR3[15] 2Ax_3[15] 2B36[0]  

 

HAC-ch1 1 H'E20 PRI21[20:16] MSK3[14] 

MSKCLR3[14]

MSK3[14] DISTCR3[14] 2Ax_3[14] 2B36[1]  

FLCTL 4 H'E40 PRI21[12:8] MSK3[13] 

MSKCLR3[13]

MSK3[13] DISTCR3[13] 2Ax_3[13] 2B37[3:0]  

－ － H'E60 － － － － － －  

内蔵周辺 

モジュール

割り込み 

HSPI 1 H'E80 PRI22[28:24] MSK3[11] 

MSKCLR3[11]

MSK3[11] DISTCR3[11] 2Ax_3[11] 2B39[0]  

低 
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レジスタとの対応 要  因 要因数

（最大）

INTEVT

優先順位設定

（INT2PRI00～

INT2PRI24）

マスク／クリア

（CnINT2MSK

0～3、

CnINT2MSKCLR

0～3） 

割り込み 

受け付け 

マスク 

（PERIACK

MSK0～3）

分配モード

設定 

（INT2DIST

CR0～3）

割り込み表示 

（CnINT2Ax_0

～ 

CnINT2Ax_3）

*1 

詳細要因 

表示 

（INT2B00

～INT2B44） 

優先

順位 

GPIO0 4 H'EA0 PRI22[20:16] MSK3[10] 

MSKCLR3[10]

MSK3[10] DISTCR3[10] 2Ax_3[10] 2B40[7:4] 高 

GPIO1 4 H'EC0 PRI22[12:8] MSK3[9] 

MSKCLR3[9] 

MSK3[9] DISTCR3[9] 2Ax_3[9] 2B40[3:0]  

温度センサ 4 H'EE0 PRI22[4:0] MSK3[8] 

MSKCLR3[8] 

MSK3[8] DISTCR3[8] 2Ax_3[8] 2B41[3:0]  

INITCI0 1 H'F00 *2 － － － － －  

INITCI1 1 H'F20 *2 － － － － －  

INITCI2 1 H'F40 *2 － － － － －  

INITCI3 1 H'F60 *2 － － － － －  

INITCI4 1 H'F80 *2 － － － － －  

INITCI5 1 H'FA0 *2 － － － － －  

INITCI6 1 H'FC0 *2 － － － － －  

内蔵周辺 

モジュール

割り込み 

INITCI7 1 H'FE0 *2 － － － － － 低 

【注】 割り込み優先レベルが同じ値に割り付いている場合は本表の順番で優先度が高くなります。 

 *1 CnINT2Ax_0～3は CnINT2A0_0～3、CnINT2A1_0～3を意味します。 

 *2 CPU間割り込み優先順位設定レジスタ（CnINTICIPRI、n＝0、1）の設定となります。 
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10.2 入出力端子 

表 10.2に端子構成を以下に示します。 
 

表 10.2 INTCの端子構成 

端子名 機  能 入出力 説  明 

NMI ノンマスカブル割り込み入力端子 入力 マスク不可能な割り込み要求信号入力 

IRQ/IRL7 

～IRQ/IRL0 

外部割り込み入力端子 1 入力 IRQ7～IRQ0または IRL[7:4]、IRL[3:0]割り込み要求信号の入力 

IRQ/IRL7端子は、SCIF0_RTS_N（SCIF0入出力）、SDIF0D3

（SDIF0入出力）、MODE3（モード制御入力）、ポート H3

（GPIO入出力）端子と 

IRQ/IRL6端子は、SCIF0_SCK（SCIF0入出力）、SDIF0D2

（SDIF0入出力）、MODE2（モード制御入力）、ポート H2

（GPIO入出力）端子と 

IRQ/IRL5端子は、SCIF0_RXD（SCIF0入力）、SDIF0D1（SDIF0

入出力）、MODE1（モード制御入力）、ポート H1（GPIO入

出力）端子と 

IRQ/IRL4端子は、SCIF0_TXD（SCIF0出力）、SDIF0D0（SDIF0

入出力）、MODE0（モード制御入力）、ポート H0（GPIO入

出力）端子とそれぞれマルチプレクスされています。 

IRQOUT 割り込み要求出力端子 出力 割り込み要求が発生していることを外部デバイスに通知する

信号の出力 

IRQOUT端子は、I2C_SDA1（I2C入出力）とマルチプレクス

されています。 

IRQOUTは割り込み要求が発生していることを示す信号です。

IRQOUTは発生した割り込み要求の優先度が SR.IMASK以下

のため、CPUに受け付けられない場合でも、ローレベルを出

力します。ただし、以下の場合、IRQOUTにローレベルは出力

されません。 

（1）IRL割り込み 

• INTMSK1で IRL割り込みがマスクされている場合 

• INTMSK2で IRL割り込みがマスクされている場合 

（2）IRQ割り込み 

• INTMSK0で IRQ割り込みがマスクされている場合 

• INTPRIで IRQ割り込みの優先度が H'0に設定されている場

合 

（3）内蔵モジュール割り込み 

• INT2MSKRで内蔵モジュール割り込みがマスクされている

場合 

• INT2PRI0～INT2PRI24で設定した優先度がH'00またはH'01

に設定されている場合 
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10.3 レジスタの説明 

表 10.3に INTCのレジスタ構成を示します。また、表 10.4に各処理モードにおけるレジスタの状態を示します。 
 

表 10.3 INTCのレジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

同期 

クロック 

割り込みコントロールレジスタ 0 ICR0 R/W H'FE41 0000 H'1E41 0000 32 SHck 

割り込みコントロールレジスタ 1 ICR1 R/W H'FE41 001C H'1E41 001C 32 SHck 

割り込み優先順位設定レジスタ INTPRI R/W H'FE41 0010 H'1E41 0010 32 SHck 

割り込み要因レジスタ INTREQ R/(W)*1 H'FE41 0024 H'1E41 0024 32 SHck 

割り込みマスクレジスタ 0（CPU0）*1 C0INTMSK0*1 R/W H'FE41 0030 H'1E41 0030 32 SHck 

割り込みマスクレジスタ 0（CPU1）*1 C1INTMSK0*1 R/W H'FE41 0034 H'1E41 0034 32 SHck 

割り込みマスクレジスタ 1（CPU0）*1 C0INTMSK1*1 R/W H'FE41 0040 H'1E41 0040 32 SHck 

割り込みマスクレジスタ 1（CPU1）*1 C1INTMSK1*1 R/W H'FE41 0044 H'1E41 0044 32 SHck 

割り込みマスククリアレジスタ 0（CPU0）*1 C0INTMSKCLR0*1 R/W H'FE41 0050 H'1E41 0050 32 SHck 

割り込みマスククリアレジスタ 0（CPU1）*1 C1INTMSKCLR0*1 R/W H'FE41 0054 H'1E41 0054 32 SHck 

割り込みマスククリアレジスタ 1（CPU0）*1 C0INTMSKCLR1*1 R/W H'FE41 0060 H'1E41 0060 32 SHck 

割り込みマスククリアレジスタ 1（CPU1）*1 C1INTMSKCLR1*1 R/W H'FE41 0064 H'1E41 0064 32 SHck 

割り込みマスクレジスタ 2 INTMSK2 R/W H'FE41 0068 H'1E41 0068 32 SHck 

割り込みマスククリアレジスタ 2 INTMSKCLR2 R/W H'FE41 006C H'1E41 006C 32 SHck 

CPU間割り込みレジスタ（CPU0）*4 C0INTICI*3 R/W H'FE41 0070 H'1E41 0070 32 SHck 

CPU間割り込みレジスタ（CPU1）*4 C1INTICI*3 R/W H'FE41 0074 H'1E41 0074 32 SHck 

CPU間割り込みクリアレジスタ（CPU0）*4 C0INTICICLR*3 R/W H'FE41 0080 H'1E41 0080 32 SHck 

CPU間割り込みクリアレジスタ（CPU1）*4 C1INTICICLR*3 R/W H'FE41 0084 H'1E41 0084 32 SHck 

CPU間割り込み優先順位設定レジスタ（CPU0）*4 C0ICIPRI*3 R/W H'FE41 0090 H'1E41 0090 32 SHck 

CPU間割り込み優先順位設定レジスタ（CPU1）*4 C1ICIPRI*3 R/W H'FE41 0094 H'1E41 0094 32 SHck 

CPU間割り込み優先順位クリアレジスタ（CPU0）

*4 

C0ICIPRICLR*3 R/W H'FE41 00A0 H'1E41 00A0 32 SHck 

CPU間割り込み優先順位クリアレジスタ（CPU1）

*4 

C1ICIPRICLR*3 R/W H'FE41 00A4 H'1E41 00A4 32 SHck 

割り込み分配設定レジスタ 0*5 INTDISTCR0*4 R/W H'FE41 00B0 H'1E41 00B0 32 SHck 

割り込み分配設定レジスタ 1*5 INTDISTCR1*4 R/W H'FE41 00B4 H'1E41 00B4 32 SHck 

割り込み受け付けレジスタ*5 INTACK*4 R H'FE41 00B8 H'1E41 00B8 32 SHck 

割り込み受け付けクリアレジスタ*5 INTACKCLR*4 W H'FE41 00BC H'1E41 00BC 32 SHck 

NMIフラグコントロールレジスタ NMIFCR R/(W)*2 H'FE41 00C0 H'1E41 00C0 32 SHck 

NMIセットレジスタ NMISET R/W*3 H'FE41 00C4 H'1E41 00C4 32 SHck 

IRQ割り込み受け付けマスクレジスタ*6 IRQACKMASK*4 R H'FE41 00D0 H'1E41 00D0 32 SHck 

IRL割り込み受け付けマスクレジスタ*6 IRLACKMASK*4 R H'FE41 00D4 H'1E41 00D4 32 SHck 
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周辺割り込み受け付けマスクレジスタ 0*6 PERIACKMASK0*4 R H'FE41 00D8 H'1E41 00D8 32 SHck 

周辺割り込み受け付けマスクレジスタ 1*6 PERIACKMASK1*4 R H'FE41 00DC H'1E41 00DC 32 SHck 

周辺割り込み受け付けマスクレジスタ 2*6 PERIACKMASK2*4 R H'FE41 00E0 H'1E41 00E0 32 SHck 

周辺割り込み受け付けマスクレジスタ 3*6 PERIACKMASK3*4 R H'FE41 00E4 H'1E41 00E4 32 SHck 

ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ USERIMASK R/W H'FE41 1000 H'1E41 1000 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 0 INT2PRI0 R/W H'FE41 0800 H'1E41 0800 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 1 INT2PRI1 R/W H'FE41 0804 H'1E41 0804 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 2 INT2PRI2 R/W H'FE41 0808 H'1E41 0808 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 3 INT2PRI3 R/W H'FE41 080C H'1E41 080C 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 4 INT2PRI4 R/W H'FE41 0810 H'1E41 0810 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 5 INT2PRI5 R/W H'FE41 0814 H'1E41 0814 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 6 INT2PRI6 R/W H'FE41 0818 H'1E41 0818 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 7 INT2PRI7 R/W H'FE41 081C H'1E41 081C 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 8 INT2PRI8 R/W H'FE41 0820 H'1E41 0820 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 9 INT2PRI9 R/W H'FE41 0824 H'1E41 0824 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 10 INT2PRI10 R/W H'FE41 0828 H'1E41 0828 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 11 INT2PRI11 R/W H'FE41 082C H'1E41 082C 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 12 INT2PRI12 R/W H'FE41 0830 H'1E41 0830 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 13 INT2PRI13 R/W H'FE41 0834 H'1E41 0834 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 14 INT2PRI14 R/W H'FE41 0838 H'1E41 0838 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 15 INT2PRI15 R/W H'FE41 083C H'1E41 083C 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 16 INT2PRI16 R/W H'FE41 0840 H'1E41 0840 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 17 INT2PRI17 R/W H'FE41 0844 H'1E41 0844 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 18 INT2PRI18 R/W H'FE41 0848 H'1E41 0848 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 19 INT2PRI19 R/W H'FE41 084C H'1E41 084C 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 20 INT2PRI20 R/W H'FE41 0850 H'1E41 0850 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 21 INT2PRI21 R/W H'FE41 0854 H'1E41 0854 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 22 INT2PRI22 R/W H'FE41 0858 H'1E41 0858 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 23 INT2PRI23 R/W H'FE41 085C H'1E41 085C 32 SHck 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 24 INT2PRI24 R/W H'FE41 0860 H'1E41 0860 32 SHck 

周辺割り込み分配設定レジスタ 0*5 INT2DISTCR0*4 R/W H'FE41 0900 H'1E41 0900 32 SHck 

周辺割り込み分配設定レジスタ 1*5 INT2DISTCR1*4 R/W H'FE41 0904 H'1E41 0904 32 SHck 

周辺割り込み分配設定レジスタ 2*5 INT2DISTCR2*4 R/W H'FE41 0908 H'1E41 0908 32 SHck 

周辺割り込み分配設定レジスタ 3*5 INT2DISTCR3*4 R/W H'FE41 090C H'1E41 090C 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響なし）

（CPU0） 

C0INT2A0_0 R H'FE41 0A00 H'1E41 0A00 32 SHck 
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割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響なし）

（CPU0） 

C0INT2A0_1 R H'FE41 0A04 H'1E41 0A04 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響なし）

（CPU0） 

C0INT2A0_2 R H'FE41 0A08 H'1E41 0A08 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響なし）

（CPU0） 

C0INT2A0_3 R H'FE41 0A0C H'1E41 0A0C 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あり）

（CPU0） 

C0INT2A1_0 R H'FE41 0A10 H'1E41 0A10 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あり）

（CPU0） 

C0INT2A1_1 R H'FE41 0A14 H'1E41 0A14 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あり）

（CPU0） 

C0INT2A1_2 R H'FE41 0A18 H'1E41 0A18 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あり）

（CPU0） 

C0INT2A1_3 R H'FE41 0A1C H'1E41 0A1C 32 SHck 

周辺割り込みマスクレジスタ 0（CPU0） C0INT2MSK0*1 R/W H'FE41 0A20 H'1E41 0A20 32 SHck 

周辺割り込みマスクレジスタ 1（CPU0） C0INT2MSK1*1 R/W H'FE41 0A24 H'1E41 0A24 32 SHck 

周辺割り込みマスクレジスタ 2（CPU0） C0INT2MSK2*1 R/W H'FE41 0A28 H'1E41 0A28 32 SHck 

周辺割り込みマスクレジスタ 3（CPU0） C0INT2MSK3*1 R/W H'FE41 0A2C H'1E41 0A2C 32 SHck 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 0（CPU0） C0INT2MSKCLR0*1 R/W H'FE41 0A30 H'1E41 0A30 32 SHck 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 1（CPU0） C0INT2MSKCLR1*1 R/W H'FE41 0A34 H'1E41 0A34 32 SHck 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 2（CPU0） C0INT2MSKCLR2*1 R/W H'FE41 0A38 H'1E41 0A38 32 SHck 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 3（CPU0） C0INT2MSKCLR3*1 R/W H'FE41 0A3C H'1E41 0A3C 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響なし）

（CPU1） 

C1INT2A0_0 R H'FE41 0B00 H'1E41 0B00 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響なし）

（CPU1） 

C1INT2A0_1 R H'FE41 0B04 H'1E41 0B04 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響なし）

（CPU1） 

C1INT2A0_2 R H'FE41 0B08 H'1E41 0B08 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響なし）

（CPU1） 

C1INT2A0_3 R H'FE41 0B0C H'1E41 0B0C 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あり）

（CPU1） 

C1INT2A1_0 R H'FE41 0B10 H'1E41 0B10 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あり）

（CPU1） 

C1INT2A1_1 R H'FE41 0B14 H'1E41 0B14 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あり）

（CPU1） 

C1INT2A1_2 R H'FE41 0B18 H'1E41 0B18 32 SHck 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あり）

（CPU1） 

C1INT2A1_3 R H'FE41 0B1C H'1E41 0B1C 32 SHck 

周辺割り込みマスクレジスタ 0（CPU1） C1INT2MSK0*1 R/W H'FE41 0B20 H'1E41 0B20 32 SHck 

周辺割り込みマスクレジスタ 1（CPU1） C1INT2MSK1*1 R/W H'FE41 0B24 H'1E41 0B24 32 SHck 



 

10. 割り込みコントローラ（INTC） 

10-16  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

レジスタ名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

同期 

クロック 

周辺割り込みマスクレジスタ 2（CPU1） C1INT2MSK2*1 R/W H'FE41 0B28 H'1E41 0B28 32 SHck 

周辺割り込みマスクレジスタ 3（CPU1） C1INT2MSK3*1 R/W H'FE41 0B2C H'1E41 0B2C 32 SHck 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 0（CPU1） C1INT2MSKCLR0*1 R/W H'FE41 0B30 H'1E41 0B30 32 SHck 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 1（CPU1） C1INT2MSKCLR1*1 R/W H'FE41 0B34 H'1E41 0B34 32 SHck 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 2（CPU1） C1INT2MSKCLR2*1 R/W H'FE41 0B38 H'1E41 0B38 32 SHck 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 3（CPU1） C1INT2MSKCLR3*1 R/W H'FE41 0B3C H'1E41 0B3C 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 00 INT2B00 R H'FE41 0C00 H'1E41 0C00 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 01 INT2B01 R H'FE41 0C04 H'1E41 0C04 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 02 INT2B02 R H'FE41 0C08 H'1E41 0C08 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 03 INT2B03 R H'FE41 0C0C H'1E41 0C0C 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 04 INT2B04 R H'FE41 0C10 H'1E41 0C10 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 05 INT2B05 R H'FE41 0C14 H'1E41 0C14 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 06 INT2B06 R H'FE41 0C18 H'1E41 0C18 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 07 INT2B07 R H'FE41 0C1C H'1E41 0C1C 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 08 INT2B08 R H'FE41 0C20 H'1E41 0C20 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 09 INT2B09 R H'FE41 0C24 H'1E41 0C24 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 10 INT2B10 R H'FE41 0C28 H'1E41 0C28 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 11 INT2B11 R H'FE41 0C2C H'1E41 0C2C 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 12 INT2B12 R H'FE41 0C30 H'1E41 0C30 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 13 INT2B13 R H'FE41 0C34 H'1E41 0C34 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 14 INT2B14 R H'FE41 0C38 H'1E41 0C38 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 15 INT2B15 R H'FE41 0C3C H'1E41 0C3C 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 16 INT2B16 R H'FE41 0C40 H'1E41 0C40 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 17 INT2B17 R H'FE41 0C44 H'1E41 0C44 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 18 INT2B18 R H'FE41 0C48 H'1E41 0C48 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 19 INT2B19 R H'FE41 0C4C H'1E41 0C4C 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 20 INT2B20 R H'FE41 0C50 H'1E41 0C50 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 21 INT2B21 R H'FE41 0C54 H'1E41 0C54 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 22 INT2B22 R H'FE41 0C58 H'1E41 0C58 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 23 INT2B23 R H'FE41 0C5C H'1E41 0C5C 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 24 INT2B24 R H'FE41 0C60 H'1E41 0C60 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 25 INT2B25 R H'FE41 0C64 H'1E41 0C64 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 26 INT2B26 R H'FE41 0C68 H'1E41 0C68 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 27 INT2B27 R H'FE41 0C6C H'1E41 0C6C 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 28 INT2B28 R H'FE41 0C70 H'1E41 0C70 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 29 INT2B29 R H'FE41 0C74 H'1E41 0C74 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 30 INT2B30 R H'FE41 0C78 H'1E41 0C78 32 SHck 
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周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 31 INT2B31 R H'FE41 0C7C H'1E41 0C7C 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 32 INT2B32 R H'FE41 0C80 H'1E41 0C80 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 33 INT2B33 R H'FE41 0C84 H'1E41 0C84 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 34 INT2B34 R H'FE41 0C88 H'1E41 0C88 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 35 INT2B35 R H'FE41 0C8C H'1E41 0C8C 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 36 INT2B36 R H'FE41 0C90 H'1E41 0C90 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 37 INT2B37 R H'FE41 0C94 H'1E41 0C94 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 38 INT2B38 R H'FE41 0C98 H'1E41 0C98 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 39 INT2B39 R H'FE41 0C9C H'1E41 0C9C 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 40 INT2B40 R H'FE41 0CA0 H'1E41 0CA0 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 41 INT2B41 R H'FE41 0CA4 H'1E41 0CA4 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 42 INT2B42 R H'FE41 0CA8 H'1E41 0CA8 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 43 INT2B43 R H'FE41 0CAC H'1E41 0CAC 32 SHck 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ 44 INT2B44 R H'FE41 0CB0 H'1E41 0CB0 32 SHck 

GPIO割り込み設定レジスタ INT2GPIC R/W H'FE41 0CC0 H'1E41 0CC0 32 SHck 

温度センサ割り込み設定レジスタ INT2THSC R/W H'FE41 0CC4 H'1E41 0CC4 32 SHck 

【注】 *1 割り込み要因レジスタ（INTREQ）は、読み出し、条件付き書き込み可能なレジスタです。詳細は「10.3.1（4）割

り込み要因レジスタ（INTREQ）」を参照してください。 

 *2 NMIフラグコントロールレジスタ（NMIFCR）は、読み出し、一部条件付き書き込み可能なレジスタです。詳細は

「10.3.1（11）NMIフラグコントロールレジスタ（NMIFCR）」を参照してください。 

 *3 NMI設定レジスタ 

 *4 CPU間割り込み用レジスタ 

 *5 SMPサポート用レジスタ 

 *6 デバッグ用レジスタ 
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表 10.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名  称 略  称 パワーオン 

リセット 

PRESET端子/WDT

/H-UDIによる 

マニュアル 

リセット 

WDT 

/多重例外による 

スリープ／ 

ライトスリープ 

SLEEP命令

による 

割り込みコントロールレジスタ 0 ICR0 H'x000 0000* H'x000 0000* 保持 

割り込みコントロールレジスタ 1 ICR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ INTPRI H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込み要因レジスタ INTREQ H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込みマスクレジスタ 0（CPU0） C0INTMSK0 H'FF00 0000 H'FF00 0000 保持 

割り込みマスクレジスタ 0（CPU1） C1INTMSK0 H'FF00 0000 H'FF00 0000 保持 

割り込みマスクレジスタ 1（CPU0） C0INTMSK1 H'C000 0000 H'C000 0000 保持 

割り込みマスクレジスタ 1（CPU1） C1INTMSK1 H'C000 0000 H'C000 0000 保持 

割り込みマスククリアレジスタ 0（CPU0） C0INTMSKCLR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込みマスククリアレジスタ 0（CPU1） C1INTMSKCLR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込みマスククリアレジスタ 1（CPU0） C0INTMSKCLR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込みマスククリアレジスタ 1（CPU1） C1INTMSKCLR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込みマスクレジスタ 2 INTMSK2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込みマスククリアレジスタ 2 INTMSKCLR2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

CPU間割り込みレジスタ（CPU0） C0INTICI H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

CPU間割り込みレジスタ（CPU1） C1INTICI H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

CPU間割り込みクリアレジスタ（CPU0） C0INTICICLR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

CPU間割り込みクリアレジスタ（CPU1） C1INTICICLR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

CPU間割り込み優先順位設定レジスタ

（CPU0） 

C0ICIPRI H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

CPU間割り込み優先順位設定レジスタ

（CPU1） 

C1ICIPRI H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

CPU間割り込み優先順位クリアレジスタ

（CPU0） 

C0ICIPRICLR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

CPU間割り込み優先順位クリアレジスタ

（CPU1） 

C1ICIPRICLR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込み分配設定レジスタ 0 INTDISTCR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込み分配設定レジスタ 1 INTDISTCR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込み受け付けレジスタ INTACK H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込み受け付けクリアレジスタ INTACKCLR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

NMIフラグコントロールレジスタ NMIFCR H'x000 0000* H'x000 0000* 保持 

NMIセットレジスタ NMISET H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

IRQ割り込み受け付けマスクレジスタ IRQACKMASK H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

IRL割り込み受け付けマスクレジスタ IRLACKMASK H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み受け付けマスクレジスタ 0 PERIACKMASK0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 
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名  称 略  称 パワーオン 

リセット 

PRESET端子/WDT

/H-UDIによる 

マニュアル 

リセット 

WDT 

/多重例外による 

スリープ／ 

ライトスリープ 

SLEEP命令

による 

周辺割り込み受け付けマスクレジスタ 1 PERIACKMASK1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み受け付けマスクレジスタ 2 PERIACKMASK2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み受け付けマスクレジスタ 3 PERIACKMASK3 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ USERIMASK H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 0 INT2PRI0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 1 INT2PRI1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 2 INT2PRI2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 3 INT2PRI3 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 4 INT2PRI4 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 5 INT2PRI5 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 6 INT2PRI6 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 7 INT2PRI7 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 8 INT2PRI8 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 9 INT2PRI9 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 10 INT2PRI10 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 11 INT2PRI11 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 12 INT2PRI12 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 13 INT2PRI13 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 14 INT2PRI14 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 15 INT2PRI15 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 16 INT2PRI16 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 17 INT2PRI17 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 18 INT2PRI18 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 19 INT2PRI19 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 20 INT2PRI20 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 21 INT2PRI21 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 22 INT2PRI22 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 23 INT2PRI23 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み優先順位設定レジスタ 24 INT2PRI24 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み分配設定レジスタ 0 INT2DISTCR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み分配設定レジスタ 1 INT2DISTCR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み分配設定レジスタ 2 INT2DISTCR2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み分配設定レジスタ 3 INT2DISTCR3 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響な

し）（CPU0） 

C0INT2A0_0 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 
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名  称 略  称 パワーオン 

リセット 

PRESET端子/WDT

/H-UDIによる 

マニュアル 

リセット 

WDT 

/多重例外による 

スリープ／ 

ライトスリープ 

SLEEP命令

による 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響な

し）（CPU0） 

C0INT2A0_1 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響な

し）（CPU0） 

C0INT2A0_2 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響な

し）（CPU0） 

C0INT2A0_3 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あ

り）（CPU0） 

C0INT2A1_0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あ

り）（CPU0） 

C0INT2A1_1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あ

り）（CPU0） 

C0INT2A1_2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あ

り）（CPU0） 

C0INT2A1_3 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込みマスクレジスタ 0（CPU0） C0INT2MSK0 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 

周辺割り込みマスクレジスタ 1（CPU0） C0INT2MSK1 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 

周辺割り込みマスクレジスタ 2（CPU0） C0INT2MSK2 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 

周辺割り込みマスクレジスタ 3（CPU0） C0INT2MSK3 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 0

（CPU0） 

C0INT2MSKCLR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 1

（CPU0） 

C0INT2MSKCLR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 2

（CPU0） 

C0INT2MSKCLR2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 3

（CPU0） 

C0INT2MSKCLR3 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響な

し）（CPU1） 

C1INT2A0_0 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響な

し）（CPU1） 

C1INT2A0_1 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響な

し）（CPU1） 

C1INT2A0_2 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響な

し）（CPU1） 

C1INT2A0_3 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あ

り）（CPU1） 

C1INT2A1_0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あ

り）（CPU1） 

C1INT2A1_1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 
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名  称 略  称 パワーオン 

リセット 

PRESET端子/WDT

/H-UDIによる 

マニュアル 

リセット 

WDT 

/多重例外による 

スリープ／ 

ライトスリープ 

SLEEP命令

による 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あ

り）（CPU1） 

C1INT2A1_2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あ

り）（CPU1） 

C1INT2A1_3 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込みマスクレジスタ 0（CPU1） C1INT2MSK0 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 

周辺割り込みマスクレジスタ 1（CPU1） C1INT2MSK1 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 

周辺割り込みマスクレジスタ 2（CPU1） C1INT2MSK2 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 

周辺割り込みマスクレジスタ 3（CPU1） C1INT2MSK3 H'FFFF FFFF H'FFFF FFFF 保持 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 0

（CPU1） 

C1INT2MSKCLR0 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 1

（CPU1） 

C1INT2MSKCLR1 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 2

（CPU1） 

C1INT2MSKCLR2 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込みマスククリアレジスタ 3

（CPU1） 

C1INT2MSKCLR3 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 0 INT2B00 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 1 INT2B01 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 2 INT2B02 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 3 INT2B03 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 4 INT2B04 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 5 INT2B05 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 6 INT2B06 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 7 INT2B07 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 8 INT2B08 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 9 INT2B09 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 10 INT2B10 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 11 INT2B11 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 12 INT2B12 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 13 INT2B13 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 14 INT2B14 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 15 INT2B15 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 16 INT2B16 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 17 INT2B17 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 18 INT2B18 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 19 INT2B19 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 
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名  称 略  称 パワーオン 

リセット 

PRESET端子/WDT

/H-UDIによる 

マニュアル 

リセット 

WDT 

/多重例外による 

スリープ／ 

ライトスリープ 

SLEEP命令

による 

周辺割り込み詳細要因表示 20 INT2B20 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 21 INT2B21 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 22 INT2B22 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 23 INT2B23 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 24 INT2B24 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 25 INT2B25 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 26 INT2B26 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 27 INT2B27 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 28 INT2B28 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 29 INT2B29 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 30 INT2B30 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 31 INT2B31 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 32 INT2B32 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 33 INT2B33 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 34 INT2B34 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 35 INT2B35 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 36 INT2B36 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 37 INT2B37 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 38 INT2B38 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 39 INT2B39 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 40 INT2B40 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 41 INT2B41 H'xxxx xxxx H'xxxx xxxx 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 42 INT2B42 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 43 INT2B43 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

周辺割り込み詳細要因表示 44 INT2B44 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

GPIO割り込み設定レジスタ INT2GPIC H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

温度センサ割り込み設定レジスタ INT2THSC H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

【注】 * ICR0.NMIL、NMIFCR.NMILの初期値は、NMI端子に入力されている信号レベルにより異なります。 
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10.3.1 外部割り込み要求レジスタ 

（1） 割り込みコントロールレジスタ 0（ICR0） 

ICR0は、外部割り込み入力端子や NMI端子の入力信号検出モードを設定し、NMI端子への入力レベルを示す

読み出し、一部書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

00000000000000x 0

⎯⎯⎯⎯⎯IRLM1IRLM0NMIENMIB⎯⎯⎯⎯NMIL MAI

RRRRRRR/WR/WR/WR/WRRRRR R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31 NMIL x R NMI入力レベル 

NMI端子に入力されている信号のレベルが設定されます。 

このビットを読むことによって、NMI端子のレベルを知ることができます。 

書き込みは無効です。 

0：NMI端子にローレベルが入力されています 

1：NMI端子にハイレベルが入力されています 

30 MAI 0 R/W MAI割り込みマスク 

CPUの SR.BLビットにかかわらず、NMI端子の入力レベルがローレベルの間す

べての割り込みをマスクするかどうかを指定します。 

0：NMIがローレベルでも割り込み許可 

1：NMIがローレベルの期間、割り込み禁止 

29～26 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25 NMIB 0 R/W NMIブロックモード 

CPUの SR.BLビットが 1のとき、NMI割り込みを SR.BLビットが 0になるまで

保留するか、即時に検出するか選択します。 

0：SR.BLが 1のとき NMI割り込み要求を保留する（初期値） 

1：SR.BLが 1のとき NMI割り込みを保留しない 

【注】SR.BLが 1のままで割り込みを受け付けると、以前の例外情報（SSR、

SPC、SGR、INTEVT）は失われます。 

24 NMIE 0 R/W NMIエッジセレクト 

NMI端子への割り込み要求信号を、立ち下がりエッジで検出するか、立ち上がり

エッジで検出するかを選択します。 

0：NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を検出（初期値） 

1：NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を検出 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

23 IRLM0*1*2 0 R/W IRL端子モード 0 

IRQ/IRL3～IRQ/IRL0端子をエンコードされた割り込み（IRL3～IRL0割り込み）

要求として使用するか、4つの独立した割り込み（IRQ3～IRQ0割り込み）要求

として使用するかどうかを選択します。 

0：IRQ/IRL3～IRQ/IRL0端子はエンコード割り込み要求として使用（初期値） 

1：IRQ/IRL3～IRQ/IRL0端子は 4つの独立した割り込み要求として使用 

22 IRLM1*1*2 0 R/W IRL端子モード 1 

IRQ/IRL7～IRQ/IRL4をエンコードされた割り込み（IRL7～IRL4割り込み）要求

として使用するか、4つの独立した割り込み（IRQ7～IRQ4割り込み）要求とし

て使用するかどうかを選択します。 

0：IRQ/IRL7～IRQ/IRL4端子はエンコード割り込み要求として使用（初期値） 

1：IRQ/IRL7～IRQ/IRL4端子は 4つの独立した割り込み要求として使用 

21～0 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 *1 IRLM0、IRLM1を 0から 1に変更した場合、検出あるいは保持されていた IRL割り込み要因はクリアされます。

IRLM0、IRLM1を 1から 0に変更した場合、検出あるいは保持されていた IRQ割り込み要因はクリアされません。 

 *2 IRQ/IRL3～IRQ/IRL0端子または IRQ/IRL7～IRQ/IRL4端子をエンコードされた IRL割り込み入力として使用する

場合は、それぞれ割り込みマスクレジスタ 0（INTMSK0）の IM00～IM03、IM04～IM07に 1を書き込んでくださ

い。 
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（2） 割り込みコントロールレジスタ 1（ICR1） 

ICR1は、外部割り込み入力端子 IRQ/IRL7～IRQ/IRL0に対して、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、ロー

レベル、ハイレベルの検出モードを端子ごとに指定する読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。

ICR0の IRLM0、IRLM1に 1を書き込んで、IRQ/IRL3～IRQ/IRL0、IRQ/IRL7～IRQ/IRL4端子を独立した割り込み

（IRQ7～IRQ0割り込み）入力として使用する場合に有効になります。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IRQ7SIRQ6SIRQ5SIRQ4SIRQ3SIRQ2SIRQ0S IRQ1S

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31、30 IRQ0S 00 R/W 

29、28 IRQ1S 00 R/W 

27、26 IRQ2S 00 R/W 

25、24 IRQ3S 00 R/W 

23、22 IRQ4S 00 R/W 

21、20 IRQ5S 00 R/W 

19、18 IRQ6S 00 R/W 

17、16 IRQ7S 00 R/W 

IRQnセンスセレクト 

IRQ/IRL7～IRQ/IRL0端子に対する割り込み信号を立ち下がりエッジ、立ち上が

りエッジ、ローレベル、ハイレベルのどれで検出するか選択します。 

IRQnS  IRQn割り込み要求検出方法 

 00：  割り込み要求を IRQn入力の立ち下がりエッジで検出 

 01：  割り込み要求を IRQn入力の立ち上がりエッジで検出 

 10：  割り込み要求を IRQn入力のローレベルで検出 

 11：  割り込み要求を IRQn入力のハイレベルで検出 

【注】n = 0～7 

15～0 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 IRQnSの設定をエッジ検出（IRQnSが 00または 01）からレベル検出（IRQnSが 10または 11）に変更した場合、エッ

ジ検出されていた IRQ割り込み要因はクリアされます。また、IRQnSの設定をレベル検出（IRQnSが 10または 11）か

らエッジ検出（IRQnSが 00または 01）に変更した場合、検出あるいは保持されていた IRQ割り込み要因はクリアされ

ます。IRQnSの設定を立ち下がりエッジ検出（IRQnSが 00）から立ち上がりエッジ検出（IRQnSが 01）に変更した場

合、または、立ち上がりエッジ検出（IRQnSが 01）から立ち下がりエッジ検出（IRQnSが 00）に変更した場合、変更

前の設定で検出した IRQ割り込み要因はクリアされません。IRQnSの設定をローレベル検出（IRQnSが 10）からハイ

レベル検出（IRQnSが 11）に変更した場合、または、ハイレベル検出（IRQnSが 11）からローレベル検出（IRQnSが

10）に変更した場合、変更前の設定で検出した IRQ割り込み要因はクリアされません。 
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（3） 割り込み優先順位設定レジスタ(INTPRI) 

INTPRIは IRQ7～IRQ0割り込みの優先順位（レベル 15～0）を設定する読み出し／書き込み可能な 32ビットの

レジスタです。ICR0の IRLM0、IRLM1に 1を書き込んで、IRQ/IRL3～IRQ/IRL0、IRQ/IRL7～IRQ/IRL4端子を独

立した割り込み（IRQ7～IRQ0割り込み）入力として使用する場合に有効になります。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IP3IP2IP1IP0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

IP7IP6IP5IP4

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31～28 IP0 H'0 R/W IRQ0の独立した割り込み要求の優先順位 

27～24 IP1 H'0 R/W IRQ1の独立した割り込み要求の優先順位 

23～20 IP2 H'0 R/W IRQ2の独立した割り込み要求の優先順位 

19～16 IP3 H'0 R/W IRQ3の独立した割り込み要求の優先順位 

15～12 IP4 H'0 R/W IRQ4の独立した割り込み要求の優先順位 

11～8 IP5 H'0 R/W IRQ5の独立した割り込み要求の優先順位 

7～4 IP6 H'0 R/W IRQ6の独立した割り込み要求の優先順位 

3～0 IP7 H'0 R/W IRQ7の独立した割り込み要求の優先順位 

 

各 4ビットのフィールドに H'F～H'1の値を設定して割り込み優先順位を定めてください。値が大きいほど優先

レベルが高くなります。 

また、H'0を設定した場合は割り込み要求がマスクされます。（初期値） 
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（4） 割り込み要因レジスタ（INTREQ） 

INTREQは INTCにどの IRQn（n = 0～7）割り込みが要求されているかを示す読み出し、条件付き書き込み可能

な 32ビットのレジスタです。 

INTPRI、INTMSK0によって割り込みがマスクされても本レジスタのビットは影響を受けません。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯IR7IR6IR5IR4IR3IR2IR0 IR1

RRRRRRRRR/(W)R/(W)R/(W)R/(W)R/(W)R/(W)R/(W) R/(W)

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

説  明 ビット ビット名 初期値 R/W 

エッジ検出時（IRQnS*1 = 00または 01） レベル検出時（IRQnS*1 = 10または 11） 

31 IR0 0 R/(W) 

30 IR1 0 R/(W) 

29 IR2 0 R/(W) 

28 IR3 0 R/(W) 

27 IR4 0 R/(W) 

26 IR5 0 R/(W) 

25 IR6 0 R/(W) 

24 IR7 0 R/(W) 

読み込み時 

0：対応する割り込み要求を検出して

いません 

1：対応する割り込み要求を検出しま

した 

書き込み時*2 

各ビットをクリアする場合、必ず 1を読

み出した後に 0を書き込んでください。

1の書き込みは無視されます。 

0：対応する割り込み端子がアサート

されていません 

1：対応する割り込み端子がアサート

されました。ただし、まだ CPU

が受け付けていません 

書き込みは無効です*3 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 ICR0レジスタ IRLM0ビット（IRL端子モード 0）='1'とした場合は、IR0～3の表示は無効です。 

 ICR0レジスタ IRLM1ビット（IRL端子モード 1）='1'とした場合は、IR4～7の表示は無効です。 

 *1 n＝0～7 

 *2 クリアしたくないビットには 1を書き込むようにしてください。 

 *3 レベル検出した IRQ割り込み要求のクリア方法については、「10.7.2 IRL割り込み要求および IRQ割り込み要

求のクリア方法」を参照してください。 
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（5） 割り込みマスクレジスタ 0（CnINTMSK0）（n＝0、1） 

CnINTMSK0は、IRQn（n＝0～7）割り込み要求ごとにマスクするかどうかを設定する読み出し、条件付き書き

込み可能な 32ビットのレジスタです。割り込みマスクを解除するには、CnINTMSKCLR0レジスタの対応するビ

ットに 1を書き込みます。本レジスタの各ビットに 0を書き込んでも、値は変化しません。なお、本レジスタへ

の書き込み後、あるいは CnINTMSKCLR0書き込みによるマスククリア後、本レジスタを 1回読み出すことによ

り、レジスタ値反映に必要なタイミングが確保されます（マスク状態は読み出した状態を反映したものとなりま

す）。 

IRQ/IRL3～IRQ/IRL0端子または IRQ/IRL7～IRQ/IRL4端子をエンコードされた IRL割り込み入力として使用す

る場合は、それぞれ IM00～IM03、IM04～IM07には 1を書き込んでください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000001111111 1

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯IM07IM06IM05IM04IM03IM02IM00 IM01

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31 IM00 1 R/W IRQ0の独立した割り込み要因のマスク 

30 IM01 1 R/W IRQ1の独立した割り込み要因のマスク 

29 IM02 1 R/W IRQ2の独立した割り込み要因のマスク 

28 IM03 1 R/W IRQ3の独立した割り込み要因のマスク 

27 IM04 1 R/W IRQ4の独立した割り込み要因のマスク 

26 IM05 1 R/W IRQ5の独立した割り込み要因のマスク 

25 IM06 1 R/W IRQ6の独立した割り込み要因のマスク 

24 IM07 1 R/W IRQ7の独立した割り込み要因のマスク 

読み出し時 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（6） 割り込みマスクレジスタ 1（CnINTMSK1）（n＝0、1） 

CnINTMSK1は、IRL割り込み要求をマスクするかどうかを設定する読み出し、条件付き書き込み可能な 32ビ

ットのレジスタです。割り込みマスクを解除するには、CnINTMSKCLR1レジスタの対応するビットに 1を書き込

みます。本レジスタの各ビットに 0を書き込んでも、値は変化しません。なお、本レジスタへの書き込み後、あ

るいは CnINTMSKCLR1書き込みによるマスククリア後、本レジスタを 1回読み出すことにより、レジスタ値反

映に必要なタイミングが確保されます（マスク状態は読み出した状態を反映したものとなります）。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000001 1

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯IM10 IM11

RRRRRRRRRRRRRRR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31 IM10 1 R/W IRQ/IRL3～IRQ/IRL0がエンコードさ

れた割り込み入力の場合における IRL3

～IRL0の割り込み要因のマスク 

30 IM11 1 R/W IRQ/IRL7～IRQ/IRL4がエンコードさ

れた割り込み入力の場合における IRL7

～IRL4の割り込み要因のマスク 

読み出し時 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 

29～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（7） 割り込みマスククリアレジスタ 0（CnINTMSKCLR0）（n＝0、1） 

CnINTMSKCLR0は、IRQn（n＝0～7）割り込み要求ごとのマスクをクリアするための書き込み専用の 32ビッ

トレジスタです。読み出した値は保証しません。 
 

161718192021222324252627282931 30

00000000

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯IC07IC06IC05IC04IC03IC02IC00 IC01

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

0000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31 IC00 0 R/W IRQ0の独立した割り込み要因のマスククリア

30 IC01 0 R/W IRQ1の独立した割り込み要因のマスククリア

29 IC02 0 R/W IRQ2の独立した割り込み要因のマスククリア

28 IC03 0 R/W IRQ3の独立した割り込み要因のマスククリア

27 IC04 0 R/W IRQ4の独立した割り込み要因のマスククリア

26 IC05 0 R/W IRQ5の独立した割り込み要因のマスククリア

25 IC06 0 R/W IRQ6の独立した割り込み要因のマスククリア

24 IC07 0 R/W IRQ7の独立した割り込み要因のマスククリア

読み出し時 

不定値を返します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスククリア 

（割り込みを許可する） 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（8） 割り込みマスククリアレジスタ 1（CnINTMSKCLR1）（n＝0、1） 

CnINTMSKCLR1は、IRL割り込み要求のマスクをクリアするための書き込み専用の 32ビットレジスタです。

読み出した値は保証しません。 
 

161718192021222324252627282931 30

00000000000000

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯IC10 IC11

RRRRRRRRRRRRRRR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

0 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31 IC10 0 R/W IRL3～IRL0がエンコードされた割り込み入力の

場合における IRL3～IRL0の割り込み要因のマス

ククリア 

30 IC11 0 R/W IRL7～IRL4がエンコードされた割り込み入力の

場合における IRL7～IRL4 の割り込み要因のマ

スククリア 

読み出し時 

不定値を返します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスククリア 

（割り込みを許可する） 

29～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（9） 割り込みマスクレジスタ 2（INTMSK2） 

INTMSK2は、IRL割り込み要求をレベルごとにマスクするかどうかを設定する読み出し、条件付き書き込み可

能な 32ビットのレジスタです。割り込みマスクを解除するには、INTMSKCLR2レジスタの対応するビットに 1

を書き込みます。本レジスタの各ビットに 0を書き込んでも、値は変化しません。なお、本レジスタへの書き込

み後、あるいは INTMSKCLR2書き込みによるマスククリア後、本レジスタを 1回読み出すことにより、レジスタ

値反映に必要なタイミングが確保されます（マスク状態は読み出した状態を反映したものとなります）。 

IRQ/IRL[3:0]または IRQ/IRL[7:4]端子がエンコードされた IRL割り込み入力の場合かつ、INTMSK1で IRL割り

込みをマスクしていない場合に有効となります。 

本レジスタ設定は、CPU0、CPU1共通です。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯IM001IM002IM003IM004IM005IM006IM007IM008IM009IM010IM011IM012IM013IM015 IM014

RR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯IM101IM102IM103IM104IM105IM106IM107IM108IM109IM110IM111IM112IM113IM115 IM114

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31 IM015 0 R/W IRL[3:0]が LLLL(H'0)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

30 IM014 0 R/W IRL[3:0]が LLLH(H'1)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

29 IM013 0 R/W IRL[3:0]が LLHL(H'2)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

28 IM012 0 R/W IRL[3:0]が LLHH(H'3)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

27 IM011 0 R/W IRL[3:0]が LHLL(H'4)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

26 IM010 0 R/W IRL[3:0]が LHLH(H'5)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

25 IM009 0 R/W IRL[3:0]が LHHL(H'6)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

24 IM008 0 R/W IRL[3:0]が LHHH(H'7)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

23 IM007 0 R/W IRL[3:0]が HLLL(H'8)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

22 IM006 0 R/W IRL[3:0]が HLLH(H'9)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

読み出し時 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 

21 IM005 0 R/W IRL[3:0]が HLHL(H'A)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

読み出し時 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

20 IM004 0 R/W IRL[3:0]が HLHH(H'B)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

19 IM003 0 R/W IRL[3:0]が HHLL(H'C)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

18 IM002 0 R/W IRL[3:0]がHHLH(H'D)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

17 IM001 0 R/W IRL[3:0]が HHHL(H'E)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 

16 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 IM115 0 R/W IRL[7:4]が LLLL(H'0)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

14 IM114 0 R/W IRL[7:4]が LLLH(H'1)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

13 IM113 0 R/W IRL[7:4]が LLHL(H'2)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

12 IM112 0 R/W IRL[7:4]が LLHH(H'3)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

11 IM111 0 R/W IRL[7:4]が LHLL(H'4)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

10 IM110 0 R/W IRL[7:4]が LHLH(H'5)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

9 IM109 0 R/W IRL[7:4]が LHHL(H'6)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

8 IM108 0 R/W IRL[7:4]が LHHH(H'7)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

7 IM107 0 R/W IRL[7:4]が HLLL(H'8)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

6 IM106 0 R/W IRL[7:4]が HLLH(H'9)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

5 IM105 0 R/W IRL[7:4]が HLHL(H'A)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

4 IM104 0 R/W IRL[7:4]が HLHH(H'B)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

3 IM103 0 R/W IRL[7:4]が HHLL(H'C)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

2 IM102 0 R/W IRL[7:4]がHHLH(H'D)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

読み出し時 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

1 IM101 0 R/W IRL[7:4]が HHHL(H'E)入力の場合の割り込み要因

のマスク 

読み出し時 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（10） 割り込みマスククリアレジスタ 2（INTMSKCLR2） 

INTMSKCLR2は、IRL割り込み要求のレベルごとのマスクをクリアするための書き込み専用の 32ビットレジ

スタです。読み出した値は保証しません。 
 

161718192021222324252627282931 30

0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯IC001IC002IC003IC004IC005IC006IC007IC008IC009IC010IC011IC012IC013IC015 IC014

RR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯IC101IC102IC103IC104IC105IC106IC107IC108IC109IC110IC111IC112IC113IC115 IC114

RR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31 IC015 － R/W IRL[3:0]が LLLL(H'0)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

30 IC014 － R/W IRL[3:0]が LLLH(H'1)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

29 IC013 － R/W IRL[3:0]が LLHL(H'2)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

28 IC012 － R/W IRL[3:0]が LLHH(H'3)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

27 IC011 － R/W IRL[3:0]が LHLL(H'4)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

26 IC010 － R/W IRL[3:0]が LHLH(H'5)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

25 IC009 － R/W IRL[3:0]が LHHL(H'6)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

24 IC008 － R/W IRL[3:0]が LHHH(H'7)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

23 IC007 － R/W IRL[3:0]が HLLL(H'8)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

22 IC006 － R/W IRL[3:0]が HLLH(H'9)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

21 IC005 － R/W IRL[3:0]が HLHL(H'A)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

20 IC004 － R/W IRL[3:0]がHLHH(H'B)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

読み出し時 

不定値を返します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスククリア 

（割り込みを許可する） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

19 IC003 － R/W IRL[3:0]が HHLL(H'C)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

18 IC002 － R/W IRL[3:0]がHHLH(H'D)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

17 IC001 － R/W IRL[3:0]がHHHL(H'E)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

読み出し時 

不定値を返します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスククリア 

（割り込みを許可する） 

16 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 IC115 － R/W IRL[7:4]が LLLL(H'0)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

14 IC114 － R/W IRL[7:4]が LLLH(H'1)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

13 IC113 － R/W IRL[7:4]が LLHL(H'2)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

12 IC112 － R/W IRL[7:4]が LLHH(H'3)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

11 IC111 － R/W IRL[7:4]が LHLL(H'4)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

10 IC110 － R/W IRL[7:4]が LHLH(H'5) 入力の場合の割り込み要

因のマスククリア 

9 IC109 － R/W IRL[7:4]が LHHL(H'6)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

8 IC108 － R/W IRL[7:4]が LHHH(H'7)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

7 IC107 － R/W IRL[7:4]が HLLL(H'8)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

6 IC106 － R/W IRL[7:4]が HLLH(H'9)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

5 IC105 － R/W IRL[7:4]が HLHL(H'A)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

4 IC104 － R/W IRL[7:4]がHLHH(H'B)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

3 IC103 － R/W IRL[7:4]が HHLL(H'C)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

2 IC102 － R/W IRL[7:4]がHHLH(H'D)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

1 IC101 － R/W IRL[7:4]がHHHL(H'E)入力の場合の割り込み要因

のマスククリア 

読み出し時 

不定値を返します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスククリア 

（割り込みを許可する） 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（11） NMIフラグコントロールレジスタ（NMIFCR） 

NMIFCRは、読み出し、一部条件付き書き込み可能な NMIフラグ（NMIFLビット）を持つ 32ビットレジスタ

です。NMIFLビットは、INTCにより NMIが検出されると自動的に 1にセットされます。NMIFLビットは 0を書

き込むことでクリアされます。 

NMIFLビットの値は、CPUの NMI受理には影響を与えません。つまり、INTCにより検出された NMI要求は、

CPUに受け付けられることによりクリアされますが、NMIFLビットは自動的にクリアされません。また、NMI

要求が CPUに受け付けられるより前に NMIFLビットに 0を書き込んだ場合でも、NMI要求はキャンセルされま

せん。 
 

161718192021222324252627282931 30

00000000000000x 0

NMIFL⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯NMIL ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31 NMIL x R NMI入力レベル 

NMI端子に入力されている信号のレベルが設定されます。本ビットを読み出すこ

とによって、NMI端子のレベルを知ることができます。書き込みは無効です。 

0：NMI端子にローレベルが入力されています 

1：NMI端子にハイレベルが入力されています 

30～17 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 NMIFL 0 R/W NMIフラグ（NMI割り込み要求検出） 

NMI割り込み要求信号を検出したかどうかを示します。INTCで割り込み要求を

検出した場合、自動的に 1にセットされます。本ビットをクリアする場合は、0

を書き込んでください。1を書き込んだ場合は無視されます。 

読み出し時： 

1：NMIが検出された 

0：NMIが検出されていない 

書き込み時 

0：NMIフラグをクリア 

1：無効（1書き込みは無視されます） 

15～0 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（12） NMIセットレジスタ（NMISET） 

NMISETは、CPU1に、NMI割り込み要求を設定する読み出し／書き込み可能な 32ビットレジスタです。NMI

セットビット（NMISET1）への設定で CPU1に NMI要求を出力します。NMISET1は、CPUに受け付けられると

自動的に 0にクリアされます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

NMI
SET1

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

RR/WRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31～2 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 NMI 

SET1 

0 R/W NMIセット 1 

0：CPU1の NMI要求を出力しない。 

1：CPU1の NMI要求を出力する。 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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10.3.2 ユーザモード割り込み禁止機能 

（1） ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK） 

USERIMASKは、受け付け可能な割り込みレベルを設定するための読み出し、一部条件付き書き込み可能な 32

ビットレジスタです。INTCのその他のレジスタとは異なる 4KBページに配置されているので、MMUを使用して

エリア 7アドレスにアドレス変換をすることにより、本レジスタのみユーザモードでアクセス可能に設定できま

す。 

UIMASK設定値以下の割り込みレベルに設定された割り込みはマスクされます。H'Fを設定すると NMI以外の

全割り込みがマスクされます。 

UIMASK設定値より高い割り込みレベルに設定された割り込みは受け付けられますが、割り込みマスクレジス

タの対応する割り込みの割り込みマスクビットが 0（割り込み許可）であること、また SR.IMASKビットがその

割り込みレベルより低く設定されている場合のみ受け付けられます。 

また、割り込みが受け付けられても UIMASKビットの値は変化しません。 

パワーオンリセット時に H'0000 0000（全割り込み許可）に初期化されます。 

誤書き込みを防止するため、本レジスタへの書き込みは、ビット 31～24が H'A5のときのみ有効です。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯Code for writing(H'A5)

UIMASK

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31～24 － H'00 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

UIMASKビットに値を書き込むときは、本ビットは H'A5に設定してください（書

き込んでください）。 

23～8 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～4 UIMASK H'0 R/W ユーザ割り込みマスクレベル 

UIMASK設定値以下のレベルの割り込みはマスクされます。 

3～0 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 



 

10. 割り込みコントローラ（INTC） 

10-40  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

（2） ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタの使用手順 

USERIMASKに割り込みマスクレベルを設定することにより、設定値以下のレベルの割り込みを禁止すること

ができます。本機能を用いることにより、ユーザモードで動作するデバイスドライバ等のタスク中で緊急度の高

い処理を行う際に、より緊急度の低い割り込みを禁止することで完了までの時間を短縮できます。 

USERIMASKは、INTCその他のレジスタとは異なる 4KB空間に配置されています。ユーザモードで本レジス

タをアクセスする場合は、MMUによるアドレス変換によりアクセスします。マルチタスク OSの場合、

USERIMASKにアクセスできるプロセスはMMUの記憶保護により管理してください。また、そのタスクを終了

する場合や他のタスクに切り替える場合は、必ず UIMASKビットを 0にクリアしてください。誤って UIMASK

ビットに 0以外の値を設定したままタスクを終了すると、その割り込みレベル以下の割り込みが禁止されたまま

となり、OSのタスク切り替えが行われなくなるなどの不具合を起こすことがあります。 

以下に使用手順の例を示します。 

1. 準備として、割り込みを以下のように（A）と（B）に分類し、（B）より（A）の割り込みレベルを高く設

定する。 

（A）デバイスドライバ中で割り込み受け付けされるべき割り込み 

（OS）で使用する割り込み：タイマ割り込み等 

（B）デバイスドライバ中で割り込み禁止されるべき割り込み 

2. 割り込みを禁止したいデバイスドライバにのみUSERIMASKが存在するアドレス空間へのアクセスを許可す

るようにMMUを設定します。 

3. デバイスドライバに分岐します。 

4. ユーザモードで動作するデバイスドライバ中で、（B）の割り込みがマスクされるようにUIMASKビットを

設定します。 

5. デバイスドライバ中で緊急度の高い処理を行います。 

6. UIMASKビットを0にクリアし、デバイスドライバの処理から復帰します。 
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10.3.3 内蔵周辺モジュール割り込みレジスタ 

（1） 周辺割り込み優先順位設定レジスタ（INT2PRI0～INT2PR24） 

割り込み優先順位設定レジスタ（INT2PRI0～INT2PRI24）は、内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位（レベ

ル 31～0）を EventCodeごとに設定します。INT2PRI0～INT2PRI24は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビ

ットのレジスタです。リセット時は H'0000 0000に初期化されます。本レジスタでは、個々の割り込み要因を 5ビ

ットで 32通り、30レベル（H'00と H'01は割り込み要求をマスク）の優先レベルに割り付け設定することが可能

です。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WR/WR/WRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WR/WR/WRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

割り込み要求元と INT2PRI0～INT2PRI24レジスタの各ビットの対応を表 10.5に示します。 
 

表 10.5 割り込み要求元と INT2PRI0～INT2PRI24レジスタ 

ビット レジスタ 

28～24 20～16 12～8 4～0 

INT2PRI00 Reserve* Reserve* Reserve* WDT(H'3E0) 

INT2PRI01 TMU_ch0_2(H'400) TMU_ch0_2(H'420) TMU_ch0_2(H'440) TMU_ch0_2(H'460) 

INT2PRI02 TMU_ch3_5(H'480) TMU_ch3_5(H'4A0) TMU_ch3_5(H'4C0) (H'4E0) 

INT2PRI03 DMAC(0)(H'500) DMAC(0)(H'520) DMAC(0)(H'540) DMAC(0)(H'560) 

INT2PRI04 DMAC(0)(H'580) DMAC(0)(H'5A0) DMAC(0)(H'5C0) H-UDI1(H'5E0) 

INT2PRI05 H-UDI0(H'600) DMAC(1)(H'620) DMAC(1)(H'640) DMAC(1)(H'660) 

INT2PRI06 DMAC(1)(H'680) HPB(H'6A0) HPB(H'6C0) HPB(H'6E0) 

INT2PRI07 SCIF_ch0(H'700) SCIF_ch0(H'720) SCIF_ch0(H'740) SCIF_ch0(H'760) 

INT2PRI08 SCIF_ch1(H'780) TMU_ch6_8(H'7A0) TMU_ch9_11(H'7C0) (H'7E0) 

INT2PRI09 Reserve* Reserve* SCIF_ch2(H'840) SCIF_ch3(H'860) 

INT2PRI10 SCIF_ch4(H'880) SCIF_ch5(H'8A0) Ether(H'8C0) Ether(H'8E0) 

INT2PRI11 Reserve* Reserve* Reserve* Reserve* 

INT2PRI12 Reserve* Reserve* Reserve* Reserve* 

INT2PRI13 Reserve* Reserve* Reserve* Reserve* 

INT2PRI14 Reserve* Reserve* Reserve* PClEC0(H'AE0) 

INT2PRI15 PClEC0(H'B00) PClEC0(H'B20) PClEC1(H'B40) PClEC1(H'B60) 

INT2PRI16 PClEC1(H'B80) USB(H'BA0) SDI0(H'BC0) SDI1(H'BE0) 

INT2PRI17 (H'C00) (H'C20) (H'C40) (H'C60) 
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ビット レジスタ 

28～24 20～16 12～8 4～0 

INT2PRI18 (H'C80) (H'CA0) I2C_ch0(H'CC0) I2C_ch1(H'CE0) 

INT2PRI19 DU(H'D00) SSI_ch0(H'D20) SSI_ch1(H'D40) SSI_ch2(H'D60) 

INT2PRI20 SSI_ch3(H'D80) PClEC2(H'DA0) PClEC2(H'DC0) PClEC2(H'DE0) 

INT2PRI21 HAC_ch0(H'E00) HAC_ch1(H'E20) FLCTL(H'E40) (H'E60) 

INT2PRI22 HSPI(H'E80) GPIO0(H'EA0) GPIO1(H'EC0) Thermal sensor(H'EE0) 

INT2PRI23 Reserve* Reserve* Reserve* Reserve* 

INT2PRI24 Reserve* Reserve* Reserve* Reserve* 

（表中の数字は EventCode値） 

【注】 大きい値ほど優先度が高くなります。なお、設定値 H'00と H'01は要求がマスクされていることと同じ状態です。詳細

な割り込み要因については表 10.1を参照してください。 

 * リサーブビットは、読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（2） 割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響なし）（CnINT2A0_0～3）（n＝0、1） 

CnINT2A0_0～3は、内蔵周辺モジュールからの割り込み要因を EventCode単位に表示する読み出し専用の 32

ビットのレジスタです。割り込みマスクレジスタに割り込みマスクが設定されている場合でも、本レジスタは、

該当ビットの要因表示を行います（該当ビットの割り込み通知は行いません）。割り込みマスクレジスタの状態

に応じて要因を非表示としたい場合は、CnINT2A1_0～3レジスタを使用ください。 
 

（a） CnINT2A0_0 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 Reserve － R 15 Reserve － R 

30 Reserve － R 14 Reserve － R 

29 Reserve － R 13 Reserve － R 

28 Reserve － R 12 Reserve － R 

27 Reserve － R 11 Reserve － R 

26 Reserve － R 10 Reserve － R 

25 Reserve － R 9 Reserve － R 

24 Reserve － R 8 Reserve － R 

23 Reserve － R 7 Reserve － R 

22 Reserve － R 6 Reserve － R 

21 Reserve － R 5 Reserve － R 

20 Reserve － R 4 Reserve － R 

19 Reserve － R 3 Reserve － R 

18 Reserve － R 2 Reserve － R 

17 Reserve － R 1 Reserve － R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

16 Reserve － R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

0 WDT 

(H'3E0)

－ R 読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 
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（b） CnINT2A0_1 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 TMU-ch0_2 

(H'400) 

－ R 15 H-UDI0

(H'600)

－ R 

30 TMU-ch0_2 

(H'420) 

－ R 14 DMAC1

(H'620)

－ R 

29 TMU-ch0_2 

(H'440) 

－ R 13 DMAC1

(H'640)

－ R 

28 TMU-ch0_2 

(H'460) 

－ R 12 DMAC1

(H'660)

－ R 

27 TMU-ch3_5 

(H'480) 

－ R 11 DMAC1

(H'680)

－ R 

26 TMU-ch3_5 

(H'4A0) 

－ R 10 HPB 

(H'6A0)

－ R 

25 TMU-ch3_5 

(H'4C0) 

－ R 9 HPB 

(H'6C0)

－ R 

24 (H'4E0) － R 8 HPB 

(H'6E0)

－ R 

23 DMAC0 

(H'500) 

－ R 7 SCIF0 

(H'700)

－ R 

22 DMAC0 

(H'520) 

－ R 6 SCIF0 

(H'720)

－ R 

21 DMAC0 

(H'540) 

－ R 5 SCIF0 

(H'740)

－ R 

20 DMAC0 

(H'560) 

－ R 4 SCIF0 

(H'760)

－ R 

19 DMAC0 

(H'580) 

－ R 3 SCIF1 

(H'780)

－ R 

18 DMAC0 

(H'5A0) 

－ R 2 TMU-ch6_8

(H'7A0)

－ R 

17 DMAC0 

(H'5C0) 

－ R 1 TMU-ch9_

11 

(H'7C0)

－ R 

16 H-UDI1 

(H'5E0) 

－ R 

読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 

0 (H'7E0) － R 

読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 
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（c） CnINT2A0_2 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 Reserve － R 15 Reserve － R 

30 Reserve － R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

14 Reserve － R 

29 SCIF2 

(H'840) 

－ R 13 Reserve － R 

28 SCIF3 

(H'860) 

－ R 12 Reserve － R 

27 SCIF4 

(H'880) 

－ R 11 Reserve － R 

26 SCIF5 

(H'8A0) 

－ R 10 Reserve － R 

25 Ether 

(H'8C0) 

－ R 9 Reserve － R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

24 Ether 

(H'8E0) 

－ R 

読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 

8 PCIEC0

(H'AE0)

－ R 

23 Reserve － R 7 PCIEC0

(H'B00)

－ R 

22 Reserve － R 6 PCIEC0

(H'B20)

－ R 

21 Reserve － R 5 PCIEC1

(H'B40)

－ R 

20 Reserve － R 4 PCIEC1

(H'B60)

－ R 

19 Reserve － R 3 PCIEC1

(H'B80)

－ R 

18 Reserve － R 2 USB 

(H'BA0)

－ R 

17 Reserve － R 1 SDI0 

(H'BC0)

－ R 

16 Reserve － R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

0 SDI1 

(H'BE0)

－ R 

読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 
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（d） CnINT2A0_3 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 (H'C00) － R 15 HAC0 

(H'E00)

－ R 

30 (H'C20) － R 14 HAC1 

(H'E20)

－ R 

29 (H'C40) － R 13 FLCTL

(H'E40)

－ R 

28 (H'C60) － R 12 (H'E60) － R 

27 (H'C80) － R 11 HSPI 

(H'E80)

－ R 

26 (H'CA0) － R 10 GPIO0

(H'EA0)

－ R 

25 I2C0 

(H'CC0) 

－ R 9 GPIO1

(H'EC0)

－ R 

24 I2C1 

(H'CE0) 

－ R 8 Thermal

sensor 

(H'EE0)

－ R 

読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 

23 DU 

(H'D00) 

－ R 7 Reserve － R 

22 SSI0 

(H'D20) 

－ R 6 Reserve － R 

21 SSI1 

(H'D40) 

－ R 5 Reserve － R 

20 SSI2 

(H'D60) 

－ R 4 Reserve － R 

19 SSI3 

(H'D80) 

－ R 3 Reserve － R 

18 PCIEC2 

(H'DA0) 

－ R 2 Reserve － R 

17 PCIEC2 

(H'DC0) 

－ R 1 Reserve － R 

16 PCIEC2 

(H'DE0) 

－ R 

読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 

0 Reserve － R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 
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（3） 割り込み要因レジスタ（マスク状態の影響あり）（CnINT2A1_0～3）（n＝0、1） 

CnINT2A1_0～3は、内蔵周辺モジュールからの割り込み要因を EventCode単位に表示する読み出し専用の 32

ビットのレジスタです。ただし、割り込みマスクレジスタに割り込みマスクが設定されている場合、周辺割り込

み受け付けマスクレジスタにて ACKマスク状態となっている場合は、該当ビットは表示されません（1にセット

されません）。割り込みマスクレジスタの状態にかかわらず割り込みヘ発生の有無を確認する場合は、CnINT2A0_0

～3レジスタを使用ください。 

 

（a） CnINT2A1_0 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 Reserve 0 R 15 Reserve 0 R 

30 Reserve 0 R 14 Reserve 0 R 

29 Reserve 0 R 13 Reserve 0 R 

28 Reserve 0 R 12 Reserve 0 R 

27 Reserve 0 R 11 Reserve 0 R 

26 Reserve 0 R 10 Reserve 0 R 

25 Reserve 0 R 9 Reserve 0 R 

24 Reserve 0 R 8 Reserve 0 R 

23 Reserve 0 R 7 Reserve 0 R 

22 Reserve 0 R 6 Reserve 0 R 

21 Reserve 0 R 5 Reserve 0 R 

20 Reserve 0 R 4 Reserve 0 R 

19 Reserve 0 R 3 Reserve 0 R 

18 Reserve 0 R 2 Reserve 0 R 

17 Reserve 0 R 1 Reserve 0 R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

16 Reserve 0 R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

0 WDT 

(H'3E0)

0 R 読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 
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（b） CnINT2A1_1 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 TMU-ch0_2 

(H'400) 

0 R 15 H-UDI0

(H'600)

0 R 

30 TMU-ch0_2 

(H'420) 

0 R 14 DMAC1

(H'620)

0 R 

29 TMU-ch0_2 

(H'440) 

0 R 13 DMAC1

(H'640)

0 R 

28 TMU-ch0_2 

(H'460) 

0 R 12 DMAC1

(H'660)

0 R 

27 TMU-ch3_5 

(H'480) 

0 R 11 DMAC1

(H'680)

0 R 

26 TMU-ch3_5 

(H'4A0) 

0 R 10 HPB 

(H'6A0)

0 R 

25 TMU-ch3_5 

(H'4C0) 

0 R 9 HPB 

(H'6C0)

0 R 

24 (H'4E0) 0 R 8 HPB 

(H'6E0)

0 R 

23 DMAC0 

(H'500) 

0 R 7 SCIF0 

(H'700)

0 R 

22 DMAC0 

(H'520) 

0 R 6 SCIF0 

(H'720)

0 R 

21 DMAC0 

(H'540) 

0 R 5 SCIF0 

(H'740)

0 R 

20 DMAC0 

(H'560) 

0 R 4 SCIF0 

(H'760)

0 R 

19 DMAC0 

(H'580) 

0 R 3 SCIF1 

(H'780)

0 R 

18 DMAC0 

(H'5A0) 

0 R 2 TMU-ch6_8

(H'7A0)

0 R 

17 DMAC0 

(H'5C0) 

0 R 1 TMU-ch9_

11 

(H'7C0)

0 R 

16 H-UDI1 

(H'5E0) 

0 R 

読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 

0 (H'7E0) 0 R 

読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 
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（c） CnINT2A1_2 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 Reserve 0 R 15 Reserve 0 R 

30 Reserve 0 R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

14 Reserve 0 R 

29 SCIF2 

(H'840) 

0 R 13 Reserve 0 R 

28 SCIF3 

(H'860) 

0 R 12 Reserve 0 R 

27 SCIF4 

(H'880) 

0 R 11 Reserve 0 R 

26 SCIF5 

(H'8A0) 

0 R 10 Reserve 0 R 

25 Ether 

(H'8C0) 

0 R 9 Reserve 0 R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

24 Ether 

(H'8E0) 

0 R 

読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 

8 PCIEC0

(H'AE0)

0 R 

23 Reserve 0 R 7 PCIEC0

(H'B00)

0 R 

22 Reserve 0 R 6 PCIEC0

(H'B20)

0 R 

21 Reserve 0 R 5 PCIEC1

(H'B40)

0 R 

20 Reserve 0 R 4 PCIEC1

(H'B60)

0 R 

19 Reserve 0 R 3 PCIEC1

(H'B80)

0 R 

18 Reserve 0 R 2 USB 

(H'BA0)

0 R 

17 Reserve 0 R 1 SDI0 

(H'BC0)

0 R 

16 Reserve 0 R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

0 SDI1 

(H'BE0)

0 R 

読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 
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（d） CnINT2A1_3 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 (H'C00) 0 R 15 HAC0 

(H'E00)

0 R 

30 (H'C20) 0 R 14 HAC1 

(H'E20)

0 R 

29 (H'C40) 0 R 13 FLCTL

(H'E40)

0 R 

28 (H'C60) 0 R 12 (H'E60) 0 R 

27 (H'C80) 0 R 11 HSPI 

(H'E80)

0 R 

26 (H'CA0) 0 R 10 GPIO0

(H'EA0)

0 R 

25 I2C0 

(H'CC0) 

0 R 9 GPIO1

(H'EC0)

0 R 

24 I2C1 

(H'CE0) 

0 R 8 Thermal

sensor 

(H'EE0)

0 R 

読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 

23 DU 

(H'D00) 

0 R 7 Reserve 0 R 

22 SSI0 

(H'D20) 

0 R 6 Reserve 0 R 

21 SSI1 

(H'D40) 

0 R 5 Reserve 0 R 

20 SSI2 

(H'D60) 

0 R 4 Reserve 0 R 

19 SSI3 

(H'D80) 

0 R 3 Reserve 0 R 

18 PCIEC2 

(H'DA0) 

0 R 2 Reserve 0 R 

17 PCIEC2 

(H'DC0) 

0 R 1 Reserve 0 R 

16 PCIEC2 

(H'DE0) 

0 R 

読み出し時 

0：割り込みなし 

1：割り込み発生 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 

0 Reserve 0 R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

 

割り込みマスクレジスタ（CnINT2MSKR0～3）で割り込みマスク設定をした場合、あるいは、割り込みマスク

クリアレジスタ（CnINT2MSKCLR0～3）で CnINT2MSKR0-2の割り込みマスク設定をクリアした場合、CnINT2A1

への反映に必要な時間はハードウェアで確保されます。したがって、割り込みマスク設定後あるいは割り込みマ

スククリア後、CnINT2A1を読み出すと、常に CnINT2MSKR0～3の設定を反映した情報を読み出すことができま

す。 
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（4） 周辺割り込みマスクレジスタ（CnINT2MSK0～3）（n＝0、1） 

CnINT2MSK0～3は、周辺割り込み要因レジスタに表示される要因に対して、個別に割り込みマスクを設定する

ことができる読み出し、条件付き書き込み可能な 32ビットのレジスタです。本レジスタに 1が設定された該当要

因の割り込みは割り込み通知されません。リセット時は H'FFFF FFFF（＝すべてマスク）に初期化されます。 

本レジスタへの書き込み後、あるいは INT2MSKCLR0～2書き込みによるマスククリア後、本レジスタを 1回読

み出すことにより、レジスタ値反映に必要なタイミングが確保されます（マスク状態は読み出した状態を反映し

たものとなります）。 

 

（a） CnINT2MSK0 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 Reserve 1 R/W 15 Reserve 1 R/W

30 Reserve 1 R/W 14 Reserve 1 R/W

29 Reserve 1 R/W 13 Reserve 1 R/W

28 Reserve 1 R/W 12 Reserve 1 R/W

27 Reserve 1 R/W 11 Reserve 1 R/W

26 Reserve 1 R/W 10 Reserve 1 R/W

25 Reserve 1 R/W 9 Reserve 1 R/W

24 Reserve 1 R/W 8 Reserve 1 R/W

23 Reserve 1 R/W 7 Reserve 1 R/W

22 Reserve 1 R/W 6 Reserve 1 R/W

21 Reserve 1 R/W 5 Reserve 1 R/W

20 Reserve 1 R/W 4 Reserve 1 R/W

19 Reserve 1 R/W 3 Reserve 1 R/W

18 Reserve 1 R/W 2 Reserve 1 R/W

17 Reserve 1 R/W 1 Reserve 1 R/W

リザーブビット 

書き込む値は常に 0に

してください。読み出

した値は Don'tCareで

す。 

16 Reserve 1 R/W

リザーブビット 

書き込む値は常に 0に

してください。読み出

した値は Don'tCareで

す。 

0 WDT 

(H'3E0)

1 R/W 読み出し時 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定あり 

書き込み時 

0：無効 

1：マスク設定 
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（b） CnINT2MSK1 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 TMU-ch0_2 

(H'400) 

1 R/W 15 H-UDI0

(H'600)

1 R/W

30 TMU-ch0_2 

(H'420) 

1 R/W 14 DMAC1

(H'620)

1 R/W

29 TMU-ch0_2 

(H'440) 

1 R/W 13 DMAC1

(H'640)

1 R/W

28 TMU-ch0_2 

(H'460) 

1 R/W 12 DMAC1

(H'660)

1 R/W

27 TMU-ch3_5 

(H'480) 

1 R/W 11 DMAC1

(H'680)

1 R/W

26 TMU-ch3_5 

(H'4A0) 

1 R/W 10 HPB 

(H'6A0)

1 R/W

25 TMU-ch3_5 

(H'4C0) 

1 R/W 9 HPB 

(H'6C0)

1 R/W

24 (H'4E0) 1 R/W 8 HPB 

(H'6E0)

1 R/W

23 DMAC0 

(H'500) 

1 R/W 7 SCIF0 

(H'700)

1 R/W

22 DMAC0 

(H'520) 

1 R/W 6 SCIF0 

(H'720)

1 R/W

21 DMAC0 

(H'540) 

1 R/W 5 SCIF0 

(H'740)

1 R/W

20 DMAC0 

(H'560) 

1 R/W 4 SCIF0 

(H'760)

1 R/W

19 DMAC0 

(H'580) 

1 R/W 3 SCIF1 

(H'780)

1 R/W

18 DMAC0 

(H'5A0) 

1 R/W 2 TMU-ch6_8

(H'7A0)

1 R/W

17 DMAC0 

(H'5C0) 

1 R/W 1 TMU-ch

9_11 

(H'7C0)

1 R/W

16 H-UDI1 

(H'5E0) 

1 R/W

読み出し時 

0：マスク設定なし

1：マスク設定あり

書き込み時 

0：無効 

1：マスク設定 

0 (H'7E0) 1 R/W

読み出し時 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定あり 

書き込み時 

0：無効 

1：マスク設定 
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（c） CnINT2MSK2 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 Reserve 1 R/W 15 Reserve 1 R/W

30 Reserve 1 R/W

リザーブビット 

書き込む値は常に 0に

してください。読み出

した値は Don'tCareで

す。 

14 Reserve 1 R/W

29 SCIF2 

(H'840) 

1 R/W 13 Reserve 1 R/W

28 SCIF3 

(H'860) 

1 R/W 12 Reserve 1 R/W

27 SCIF4 

(H'880) 

1 R/W 11 Reserve 1 R/W

26 SCIF5 

(H'8A0) 

1 R/W 10 Reserve 1 R/W

25 Ether 

(H'8C0) 

1 R/W 9 Reserve 1 R/W

リザーブビット 

書き込む値は常に 0に

してください。読み出

した値は Don'tCareで

す。 

24 Ether 

(H'8E0) 

1 R/W

読み出し時 

0：マスク設定なし

1：マスク設定あり

書き込み時 

0：無効 

1：マスク設定 

8 PCIEC0

(H'AE0)

1 R/W

23 Reserve 1 R/W 7 PCIEC0

(H'B00)

1 R/W

22 Reserve 1 R/W 6 PCIEC0

(H'B20)

1 R/W

21 Reserve 1 R/W 5 PCIEC1

(H'B40)

1 R/W

20 Reserve 1 R/W 4 PCIEC1

(H'B60)

1 R/W

19 Reserve 1 R/W 3 PCIEC1

(H'B80)

1 R/W

18 Reserve 1 R/W 2 USB 

(H'BA0)

1 R/W

17 Reserve 1 R/W 1 SDI0 

(H'BC0)

1 R/W

16 Reserve 1 R/W

リザーブビット 

書き込む値は常に 0に

してください。読み出

した値は Don'tCareで

す。 

0 SDI1 

(H'BE0)

1 R/W

読み出し時 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定あり 

書き込み時 

0：無効 

1：マスク設定 
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（d） CnINT2MSK3 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 (H'C00) 1 R/W 15 HAC0 

(H'E00)

1 R/W

30 (H'C20) 1 R/W 14 HAC1 

(H'E20)

1 R/W

29 (H'C40) 1 R/W 13 FLCTL

(H'E40)

1 R/W

28 (H'C60) 1 R/W 12 (H'E60) 1 R/W

27 (H'C80) 1 R/W 11 HSPI 

(H'E80)

1 R/W

26 (H'CA0) 1 R/W 10 GPIO0

(H'EA0)

1 R/W

25 I2C0 

(H'CC0) 

1 R/W 9 GPIO1

(H'EC0)

1 R/W

24 I2C1 

(H'CE0) 

1 R/W 8 Thermal

sensor 

(H'EE0)

1 R/W

読み出し時 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定あり 

書き込み時 

0：無効 

1：マスク設定 

23 DU 

(H'D00) 

1 R/W 7 Reserve 1 R/W

22 SSI0 

(H'D20) 

1 R/W 6 Reserve 1 R/W

21 SSI1 

(H'D40) 

1 R/W 5 Reserve 1 R/W

20 SSI2 

(H'D60) 

1 R/W 4 Reserve 1 R/W

19 SSI3 

(H'D80) 

1 R/W 3 Reserve 1 R/W

18 PCIEC2 

(H'DA0) 

1 R/W 2 Reserve 1 R/W

17 PCIEC2 

(H'DC0) 

1 R/W 1 Reserve 1 R/W

16 PCIEC2 

(H'DE0) 

1 R/W

読み出し時 

0：マスク設定なし

1：マスク設定あり

書き込み時 

0：無効 

1：マスク設定 

0 Reserve 1 R/W

リザーブビット 

書き込む値は常に 0に

してください。読み出

した値は Don'tCareで

す。 

 

【注】 INTCでは、各モジュールから発生する割り込み個々の詳細要因の単位でのマスク設定や解除を行うことはできません。 

 個々の詳細な要因単位でマスクが必要な場合は、該当モジュール内部のレジスタにてマスク設定を行ってください。 

 



 

10. 割り込みコントローラ（INTC） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  10-55 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（5） 周辺割り込みマスククリアレジスタ（CnINT2MSKCLR0～3）（n＝0、1） 

CnINT2MSKCLR0～3は、周辺割り込みマスクレジスタに設定されたマスクをクリアするための書き込み専用の

32ビットのレジスタです。本レジスタの該当ビットに 1を設定するとその割り込み要因のマスクがクリアされま

す。読み出しデータは常に 0です。 
 

（a） CnINT2MSKCLR0 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 Reserve 0 W 15 Reserve 0 W 

30 Reserve 0 W 14 Reserve 0 W 

29 Reserve 0 W 13 Reserve 0 W 

28 Reserve 0 W 12 Reserve 0 W 

27 Reserve 0 W 11 Reserve 0 W 

26 Reserve 0 W 10 Reserve 0 W 

25 Reserve 0 W 9 Reserve 0 W 

24 Reserve 0 W 8 Reserve 0 W 

23 Reserve 0 W 7 Reserve 0 W 

22 Reserve 0 W 6 Reserve 0 W 

21 Reserve 0 W 5 Reserve 0 W 

20 Reserve 0 W 4 Reserve 0 W 

19 Reserve 0 W 3 Reserve 0 W 

18 Reserve 0 W 2 Reserve 0 W 

17 Reserve 0 W 1 Reserve 0 W 

リザーブビット 

書き込む値は常に 0に

してください。読み出

した値は Don'tCareで

す。 

16 Reserve 0 W 

リザーブビット 

書き込む値は常に 0に

してください。読み出

した値は Don'tCareで

す。 

0 WDT 

(H'3E0)

0 W 読み出し時 

0：Don'tCare 

1：Don'tCare 

書き込み時 

0：無効 

1：マスククリア 
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（b） CnINT2MSKCLR1 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 TMU-ch0_2 

(H'400) 

0 W 15 H-UDI0

(H'600)

0 W 

30 TMU-ch0_2 

(H'420) 

0 W 14 DMAC1

(H'620)

0 W 

29 TMU-ch0_2 

(H'440) 

0 W 13 DMAC1

(H'640)

0 W 

28 TMU-ch0_2 

(H'460) 

0 W 12 DMAC1

(H'660)

0 W 

27 TMU-ch3_5 

(H'480) 

0 W 11 DMAC1

(H'680)

0 W 

26 TMU-ch3_5 

(H'4A0) 

0 W 10 HPB 

(H'6A0)

0 W 

25 TMU-ch3_5 

(H'4C0) 

0 W 9 HPB 

(H'6C0)

0 W 

24 (H'4E0) 0 W 8 HPB 

(H'6E0)

0 W 

23 DMAC0 

(H'500) 

0 W 7 SCIF0 

(H'700)

0 W 

22 DMAC0 

(H'520) 

0 W 6 SCIF0 

(H'720)

0 W 

21 DMAC0 

(H'540) 

0 W 5 SCIF0 

(H'740)

0 W 

20 DMAC0 

(H'560) 

0 W 4 SCIF0 

(H'760)

0 W 

19 DMAC0 

(H'580) 

0 W 3 SCIF1 

(H'780)

0 W 

18 DMAC0 

(H'5A0) 

0 W 2 TMU-ch6_8

(H'7A0)

0 W 

17 DMAC0 

(H'5C0) 

0 W 1 TMU-ch

9_11 

(H'7C0)

0 W 

16 H-UDI1 

(H'5E0) 

0 W 

読み出し時 

0：Don'tCare 

1：Don'tCare 

書き込み時 

0：無効 

1：マスククリア 

0 (H'7E0) 0 W 

読み出し時 

0：Don'tCare 

1：Don'tCare 

書き込み時 

0：無効 

1：マスククリア 
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（c） CnINT2MSKCLR2 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 Reserve 0 W 15 Reserve 0 W 

30 Reserve 0 W 

リザーブビット 

書き込む値は常に 0に

してください。読み出

した値は Don'tCareで

す。 

14 Reserve 0 W 

29 SCIF2 

(H'840) 

0 W 13 Reserve 0 W 

28 SCIF3 

(H'860) 

0 W 12 Reserve 0 W 

27 SCIF4 

(H'880) 

0 W 11 Reserve 0 W 

26 SCIF5 

(H'8A0) 

0 W 10 Reserve 0 W 

25 Ether 

(H'8C0) 

0 W 9 Reserve 0 W 

リザーブビット 

書き込む値は常に 0に

してください。読み出

した値は Don'tCareで

す。 

24 Ether 

(H'8E0) 

0 W 

読み出し時 

0：Don'tCare 

1：Don'tCare 

書き込み時 

0：無効 

1：マスククリア 

8 PCIEC0

(H'AE0)

0 W 

23 Reserve 0 W 7 PCIEC0

(H'B00)

0 W 

22 Reserve 0 W 6 PCIEC0

(H'B20)

0 W 

21 Reserve 0 W 5 PCIEC1

(H'B40)

0 W 

20 Reserve 0 W 4 PCIEC1

(H'B60)

0 W 

19 Reserve 0 W 3 PCIEC1

(H'B80)

0 W 

18 Reserve 0 W 2 USB 

(H'BA0)

0 W 

17 Reserve 0 W 1 SDI0 

(H'BC0)

0 W 

16 Reserve 0 W 

リザーブビット 

書き込む値は常に 0に

してください。読み出

した値は Don'tCareで

す。 

0 SDI1 

(H'BE0)

0 W 

読み出し時 

0：Don'tCare 

1：Don'tCare 

書き込み時 

0：無効 

1：マスククリア 
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（d） CnINT2MSKCLR3 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 (H'C00) 0 W 15 HAC0 

(H'E00)

0 W 

30 (H'C20) 0 W 14 HAC1 

(H'E20)

0 W 

29 (H'C40) 0 W 13 FLCTL

(H'E40)

0 W 

28 (H'C60) 0 W 12 (H'E60) 0 W 

27 (H'C80) 0 W 11 HSPI 

(H'E80)

0 W 

26 (H'CA0) 0 W 10 GPIO0

(H'EA0)

0 W 

25 I2C0 

(H'CC0) 

0 W 9 GPIO1

(H'EC0)

0 W 

24 I2C1 

(H'CE0) 

0 W 8 Thermal

sensor 

(H'EE0)

0 W 

読み出し時 

0：Don'tCare 

1：Don'tCare 

書き込み時 

0：無効 

1：マスククリア 

23 DU 

(H'D00) 

0 W 7 Reserve 0 W 

22 SSI0 

(H'D20) 

0 W 6 Reserve 0 W 

21 SSI1 

(H'D40) 

0 W 5 Reserve 0 W 

20 SSI2 

(H'D60) 

0 W 4 Reserve 0 W 

19 SSI3 

(H'D80) 

0 W 3 Reserve 0 W 

18 PCIEC2 

(H'DA0) 

0 W 2 Reserve 0 W 

17 PCIEC2 

(H'DC0) 

0 W 1 Reserve 0 W 

16 PCIEC2 

(H'DE0) 

0 W 

読み出し時 

0：Don'tCare 

1：Don'tCare 

書き込み時 

0：無効 

1：マスククリア 

0 Reserve 0 W 

リザーブビット 

書き込む値は常に 0に

してください。読み出

した値は Don'tCareで

す。 

 

【注】 INTCでは、各モジュールから発生する割り込み個々の詳細要因の単位でのマスク設定や解除を行うことはできません。 

 個々の詳細な要因単位でマスクが必要な場合は、該当モジュール内部のレジスタにてマスク設定を行ってください。 
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（6） 周辺割り込み詳細要因表示レジスタ（INT2B00～44） 

周辺割り込み詳細要因表示レジスタ（INT2B00～INT2B44）は、周辺割り込み要因レジスタで表示されているモ

ジュール種別の要因に対して、さらに詳細の個別要因を表示するレジスタで、これらのレジスタは、割り込みマ

スク設定レジスタのマスク状態に影響を受けない、いずれも読み出しのみ可能な 32ビットのレジスタです（発生

元のモジュール内部で割り込み出力マスクを設定している場合は、INTCの周辺割り込み詳細要因レジスタへ表示

はされません）。これら個々の詳細要因に対して個別にマスク設定を行う場合は、該当モジュール内部に有して

いる割り込みマスクレジスタ、または割り込みイネーブルレジスタの設定を操作する必要があります。各レジス

タ詳細要因の意味に関しては、割り込み発生元の内蔵周辺モジュールの章を参照ください。 
 

0) INT2B00レジスタ：WDT  INTEVT=H'3E0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                ITI 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

1) INT2B01レジスタ：TMU-ch0_2  INTEVT=H'400,420,440,460 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             TICPI 

2 

TUNI 

2 

TUNI 

1 

TUNI 

0 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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2) INT2B02レジスタ：TMU-ch3_5  INTEVT=H'480,4A0,4C0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

              TUNI 

5 

TUNI 

4 

TUNI 

3 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

3) INT2B03レジスタ：SuperHywayDMAC0 INTEVT=H'500,520,540,560,580,5A0,5C0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

          DMA0

AE 

DMA0

INT5

DMA0

INT4

DMA0 

INT3 

DMA0 

INT2 

DMA0 

INT1 

DMA0 

INT0 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

4) INT2B04レジスタ：HUDI0、1  INTEVT=H'5E0,600 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

               H-UDI

1 

H-UDI

0 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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5) INT2B05レジスタ：SuperHywayDMAC1 INTEVT=H'620,640,660,680 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

 SE  DE     TE SE  DE     TE 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 SE  DE     TE SE  DE     TE 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

6) INT2B06レジスタ：HPB DMAC0~13 INTEVT=H'6A0,6C0,6E0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

   DTE13 DTE12 DTE11 DTE10 DTE9 DTE8 DTE7 DTE6 DTE5 DTE4 DTE3 DTE2 DTE1 DTE0 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

7) INT2B07レジスタ：SCIF0  INTEVT=H'700,720,740,760 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             TXI0 BRI0 RXI0 ERI0 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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8) INT2B08レジスタ：SCIF1  INTEVT=H'780 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             TXI1 BRI1 RXI1 ERI1 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

9) INT2B09レジスタ：TMU-ch6_8  INTEVT=H'7A0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

              TUNI 

8 

TUNI 

7 

TUNI 

6 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

10) INT2B10レジスタ：TMU-ch9_11  INTEVT=H'7C0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

              TUNI 

11 

TUNI 

10 

TUNI 

9 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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11) INT2B11レジスタ：Reserve 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

12) INT2B12レジスタ：SCIF2  INTEVT=H'840 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             TXI2 BRI2 RXI2 ERI2 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

13) INT2B13レジスタ：SCIF3  INTEVT=H'860 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             TXI3 BRI3 RXI3 ERI3 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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14) INT2B14レジスタ：SCIF4  INTEVT=H'880 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             TXI4 BRI4 RXI4 ERI4 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

15) INT2B15レジスタ：SCIF5  INTEVT=H'8A0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             TXI5 BRI5 RXI5 ERI5 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

16) INT2B16レジスタ：Ether  INTEVT=H'8C0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

           BCR PRO  LNK MPR FCD 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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17) INT2B17レジスタ：Ether_DMAC INTEVT=H'8E0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

  TWB   LKON TABT RABT RFRM

ER 

BER MINT FTC TDE TFE FRC RDE RFE 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TINT8 TINT7 TINT6 TINT5 TINT4 TINT3 TINT2 TINT1 RINT8 RINT7 RINT6 RINT5 RINT4 RINT3 RINT2 RINT1 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

18) INT2B18レジスタ：PCIEC0-3  INTEVT=H'AE0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

           PCI0A

STINT

D 

PCI0A

STINT

C 

PCI0A

STINT

B 

PCI0A

STINT

A 

PCI0M

SI31 

PCI0M

SI30 

初期値： - - - - - - - - - - - - - - - - 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PCI0M

SI29 

PCI0M

SI28 

PCI0M

SI27

PCI0M

SI26

PCI0M

SI25

PCI0M

SI24 

PCI0M

SI23

PCI0M

SI22

PCI0M

SI21

PCI0M

SI20

PCI0M

SI19

PCI0M

SI18

PCI0M

SI17 

PCI0M

SI16 

PCI0M

SI15 

PCI0M

SI14 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

19) INT2B19レジスタ：PCIEC0-2  INTEVT=H'B00 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

           PCI0M

SI13

PCI0M

SI12

PCI0M

SI11 

PCI0M

SI10 

PCI0M

SI9 

PCI0M

SI8 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PCI0M

SI7 

PCI0M

SI6 

PCI0M

SI5 

PCI0M

SI4 

PCI0M

SI3 

PCI0M

SI2 

PCI0M

SI1 

PCI0M

SI0

PCI0D

MAC3

PCI0D

MAC2

PCI0D

MAC1

PCI0D

MAC0

PCI0D

MACE 

PCI0R

XERP 

PCI0R

XCTRL 

PCI0T

XCTRL 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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20) INT2B20レジスタ：PCIEC0-1  INTEVT=H'B20 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

         PCI0R

XVCX

2 

PCI0R

XVCX

1 

PCI0R

XVCX

0 

PCI0T

XVCX

2 

PCI0T

XVCX

1 

PCI0T

XVCX

0 

PCI0R

XVCX

ERR 

PCI0R

XVC0

ERR 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PCI0IN

TTL 

PCI0IN

TDL 

PCI0IN

TMAC

PCI0IN

TPM

PCI0IN

TRXV

C02

PCI0IN

TRXV

C01 

PCI0IN

TRXV

C00 

PCI0/I

NTTX

VC02

PCI0IN

TTXV

C01

PCI0IN

TTXV

C00

PCI0IN

TPCIM

ES 

PCI0IN

TPCIP

OWER

PCI0IN

TPCIC

ERR 

PCI0IN

TPCIN

FERR 

PCI0IN

TPCIF

ERR 

PCI0IN

TPCIS

ERR 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

21) INT2B21レジスタ：PCIEC1-3  INTEVT=H'B40 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

           PCI1A

STINT

D 

PCI1A

STINT

C 

PCI1A

STINT

B 

PCI1A

STINT

A 

PCI1M

SI31 

PCI1M

SI30 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PCI1M

SI29 

PCI1M

SI28 

PCI1M

SI27

PCI1M

SI26

PCI1M

SI25

PCI1M

SI24 

PCI1M

SI23

PCI1M

SI22

PCI1M

SI21

PCI1M

SI20

PCI1M

SI19

PCI1M

SI18

PCI1M

SI17 

PCI1M

SI16 

PCI1M

SI15 

PCI1M

SI14 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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22) INT2B22レジスタ：PCIEC1-2  INTEVT=H'B60 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

           PCI1M

SI13

PCI1M

SI12

PCI1M

SI11 

PCI1M

SI10 

PCI1M

SI9 

PCI1M

SI8 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PCI1M

SI7 

PCI1M

SI6 

PCI1M

SI5 

PCI1M

SI4 

PCI1M

SI3 

PCI1M

SI2 

PCI1M

SI1 

PCI1M

SI0

PCI1D

MAC3

PCI1D

MAC2

PCI1D

MAC1

PCI1D

MAC0

PCI1D

MACE 

PCI1R

XERP 

PCI1R

XCTR

L 

PCI1T

XCTR

L 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

23) INT2B23レジスタ：PCIEC1-1  INTEVT=H'B80 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

         PCI1R

XVCX

2 

PCI1R

XVCX

1 

PCI1R

XVCX

0 

PCI1T

XVCX

2 

PCI1T

XVCX

1 

PCI1T

XVCX

0 

PCI1R

XVCX

ERR 

PCI1R

XVC0

ERR 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PCI1IN

TTL 

PCI1IN

TDL 

PCI1IN

TMAC

PCI1IN

TPM

PCI1IN

TRXV

C02

PCI1IN

TRXV

C01 

PCI1IN

TRXV

C00 

PCI1IN

TTXV

C02

PCI1IN

TTXV

C01

PCI1IN

TTXV

C00

PCI1IN

TPCIM

ES 

PCI1IN

TPCIP

OWER

PCI1IN

TPCIC

ERR 

PCI1IN

TPCIN

FERR 

PCI1IN

TPCIF

ERR 

PCI1IN

TPCIS

ERR 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

24) INT2B24レジスタ：USB  INTEVT=H'BA0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             USB- 

F1 

USB- 

F0 

USB- 

EHCI 

USB- 

OHCI 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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25) INT2B25レジスタ：SDI0  INTEVT=H'BC0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             SD3 SD2 SD1 SD0 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

26) INT2B26レジスタ：SDI1  INTEVT=H'BE0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             SD3 SD2 SD1 SD0 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

27) INT2B27レジスタ：Reserve 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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28) INT2B28レジスタ：Reserve 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

29) INT2B29レジスタ：I2C0  INTEVT=H'CC0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

  MNR MAL MST MDE MDT MDR MAT    SSR SDE SDT SDR SAR 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

30) INT2B30レジスタ：I2C1  INTEVT=H'CE0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

  MNR MAL MST MDE MDT MDR MAT    SSR SDE SDT SDR SAR 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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31) INT2B31レジスタ：DU  INTEVT=H'D00 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 TVR FRM   VBK  RINT HBK         

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

32) INT2B32レジスタ：SSI0,1,2,3 INTEVT=H'D20,D40,D60,D80 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             SSI3 SSI2 SSI1 SSI0 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

33) INT2B33レジスタ：PCIEC2-3  INTEVT=H'DA0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

           PCI2A

STINT

D 

PCI2A

STINT

C 

PCI2A

STINT

B 

PCI2A

STINT

A 

PCI2M

SI31 

PCI2M

SI30 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PCI2M

SI29 

PCI2M

SI28 

PCI2M

SI27

PCI2M

SI26

PCI2M

SI25

PCI2M

SI24 

PCI2M

SI23

PCI2M

SI22

PCI2M

SI21

PCI2M

SI20

PCI2M

SI19

PCI2M

SI18

PCI2M

SI17 

PCI2M

SI16 

PCI2M

SI15 

PCI2M

SI14 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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34) INT2B34レジスタ：PCIEC2-2  INTEVT=H'DC0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

           PCI2M

SI13

PCI2M

SI12

PCI2M

SI11 

PCI2M

SI10 

PCI2M

SI9 

PCI2M

SI8 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PCI2M

SI7 

PCI2M

SI6 

PCI2M

SI5 

PCI2M

SI4 

PCI2M

SI3 

PCI2M

SI2 

PCI2M

SI1 

PCI2M

SI0

PCI2D

MAC3

PCI2D

MAC2

PCI2D

MAC1

PCI2D

MAC0

PCI2D

MACE 

PCI2R

XERP 

PCI2R

XCTR

L 

PCI2T

XCTR

L 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

35) INT2B35レジスタ：PCIEC2-1  INTEVT=H'DE0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

         PCI2R

XVCX

2 

PCI2R

XVCX

1 

PCI2R

XVCX

0 

PCI2T

XVCX

2 

PCI2T

XVCX

1 

PCI2T

XVCX

0 

PCI2R

XVCX

ERR 

PCI2R

XVC0

ERR 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 PCI2IN

TTL 

PCI2IN

TDL 

PCI2IN

TMAC

PCI2IN

TPM

PCI2IN

TRXV

C02

PCI2IN

TRXV

C01 

PCI2IN

TRXV

C00 

PCI2IN

TTXV

C02

PCI2IN

TTXV

C01

PCI2IN

TTXV

C00

PCI2IN

TPCIM

ES 

PCI2IN

TPCIP

OWER

PCI2IN

TPCIC

ERR 

PCI2IN

TPCIN

FERR 

PCI2IN

TPCIF

ERR 

PCI2IN

TPCIS

ERR 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

36) INT2B36レジスタ：HAC0,1  INTEVT=H'E00,E20 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

               HAC1 HAC0 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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37) INT2B37レジスタ：FLCTL  INTEVT=H'E40 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             FLTR

Q1 

FLTR

Q0 

FLTEN

D 

FLSTE 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

38) INT2B38レジスタ：Reserve  INTEVT=H'E60 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

39) INT2B39レジスタ：HSPI  INTEVT=H'E80 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                SPI 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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40) INT2B40レジスタ：GPIO  INTEVT=H'EA0,EC0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

         GPIO7 GPIO6 GPIO5 GPIO4 GPIO3 GPIO2 GPIO1 GPIO0 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

41) INT2B41レジスタ：温度センサ INTEVT=H'EE0 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             ths3 ths2 ths1 ths0 

初期値： － － － － － － － － － － － － － － － － 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 

42) INT2B42,43,44レジスタ：Reserve 

ビット： 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

                 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R 
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10.3.4 GPIO割り込み設定レジスタ（INT2GPIC） 

INT2GPICは、GPIO割り込みとしてポート J2、J1、H1、H0、F1、F0、A1、A0からの割り込み要求入力を許可

します。 

GPIO割り込みは、ローアクティブなレベル割り込みです。GPIO割り込みとして使用する各ポートコントロー

ルレジスタ（J、H、F、A）で該当する端子をポート入力に設定した後、割り込み要求の許可を行ってください。

ポートコントロールレジスタについては、「第 30章 汎用入出力ポート（GPIO）」を参照してください。 

本レジスタへの書き込み後、本レジスタを 1回読み出すことにより、レジスタ値反映に必要なタイミングが確

保されます（割り込み要求許可／禁止状態は読み出した状態を反映したものとなります）。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00000000

GPIO 
07E

GPIO 
06E

GPIO 
05E

GPIO 
04E

GPIO 
03E

GPIO 
02E

GPIO 
01E

GPIO 
00E

0000000 0

⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

表 10.6 各ビットと INT2GPICレジスタの対応表 

ビット 名称 初期値 R/W 説  明 内  容 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も

常に 0にしてください。 

7 GPIO07E 0 R/W GPIO07割り込み（ポート J2端子からの GPIO割り

込み）要求を許可 

6 GPIO06E 0 R/W GPIO06割り込み（ポート J1端子からの GPIO割り

込み）要求を許可 

5 GPIO05E 0 R/W GPIO05割り込み（ポート H1端子からの GPIO割

り込み）要求を許可 

4 GPIO04E 0 R/W GPIO04割り込み（ポート H0端子からの GPIO割

り込み）要求を許可 

3 GPIO03E 0 R/W GPIO03割り込み（ポート F1端子からの GPIO割

り込み）要求を許可 

2 GPIO02E 0 R/W GPIO02割り込み（ポート F0端子からの GPIO割

り込み）要求を許可 

1 GPIO01E 0 R/W GPIO01割り込み（ポート A1端子からの GPIO割

り込み）要求を許可 

0 GPIO00E 0 R/W GPIO00割り込み（ポート A0端子からの GPIO割

り込み）要求を許可 

GPIO割り込み入力端子別

に割り込み要求を許可し

ます。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 

 



 

10. 割り込みコントローラ（INTC） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  10-75 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

GPIOのポートを割り込み入力端子として使用した場合、GPIOが割り込みを検出すると、GPIOから INTCへ割

り込みが通知されますが、INTCとしては割り込み要因レジスタ CnINT2A0_3[10], [9]または CnINT2A1_3[10], [9]

に 1ビットの要因として表示します。 
 

10.3.5 温度センサ割り込み設定レジスタ（INT2THSC） 

INT2THSCは、温度センサの割り込み要求入力を許可します。本レジスタへの書き込み後、本レジスタを 1回

読み出すことにより、レジスタ値反映に必要なタイミングが確保されます（割り込み要求許可／禁止状態は読み

出した状態を反映したものとなります）。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

THS0ETHS1ETHS2ETHS3E⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

表 10.7 各ビットと INT2THSCレジスタの対応表 

ビット 名称 初期値 R/W 説  明 内  容 

31～4 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に

0にしてください。 

3 THS3E 0 R/W ths3割り込み要求を許可 

2 THS2E 0 R/W ths2割り込み要求を許可 

1 THS1E 0 R/W ths1割り込み要求を許可 

0 THS0E 0 R/W ths0割り込み要求を許可 

温度センサ割り込み入力

端子別に割り込み要求を

許可します。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 
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10.3.6 CPU間割り込みレジスタ 

（1） CPU間割り込みレジスタ（CnINTICI）（n＝0、1） 

CnINTICIは、CPUnに対し割り込み要求を設定することができる読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジス

タです。本レジスタに各要因 4ビットの論理和が 1が設定された該当要因の割り込みを CPUnに通知します。リ

セット時は H'0000 0000に初期化されます。 

本レジスタへの書き込み後、あるいは CnINTICICLR書き込みによるマスククリア後、本レジスタを 1回読み出

すことにより、レジスタ値反映に必要なタイミングが確保されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ICI2ICI3 ICI1 ICI0

ICI6ICI7 ICI5 ICI4

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説  明 

31～28 ICI7 0000 R/W 

27～24 ICI6 0000 R/W 

23～20 ICI5 0000 R/W 

19～16 ICI4 0000 R/W 

15～12 ICI3 0000 R/W 

11～8 ICI2 0000 R/W 

7～4 ICI1 0000 R/W 

3～0 ICI0 0000 R/W 

CPU間割り込み要求 

各フィールドの 4ビットの論理和が 1要因の割り込み要求として対応するCPUn

（n＝0、1）へ割り込み要求を発生します。 

0：0書き込みは無視されます。 

1：割り込み要求を発生します。 
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（2） CPU間割り込みクリアレジスタ（CnINTICICLR）（n＝0、1） 

CnINTICICLRは、CPU間割り込みレジスタに設定された割り込み要求をクリアするための書き込み専用の 32

ビットのレジスタです。本レジスタの該当ビットに 1をライトするとクリアされます。読み出しデータは常に 0

です。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

WWWWWWWWWWWWWWW W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ICICLR2ICICLR3 ICICLR1 ICICLR0

ICICLR6ICICLR7 ICICLR5 ICICLR4

WWWWWWWWWWWWWWW W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説  明 

31～28 ICICLR7 0000 W 

27～24 ICICLR6 0000 W 

23～20 ICICLR5 0000 W 

19～16 ICICLR4 0000 W 

15～12 ICICLR3 0000 W 

11～8 ICICLR2 0000 W 

7～4 ICICLR1 0000 W 

3～0 ICICLR0 0000 W 

CPU間割り込み要求クリア 

CPU間割り込み制御レジスタ（CnINTICI）の対応するビットをクリアし、割り

込み要求を解除します。 

0：0書き込みは無視されます。 

1：CnINTICIレジスタの対応するビットを 0にクリアし、割り込み要求を解除

します。 
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（3） CPU間割り込み優先順位設定レジスタ（CnINTICIPRI）（n＝0、1） 

CnINTICIPRIは、CPUnに対し割り込みの優先順位（レベル 15～0）を設定する読み出し／書き込み可能な 32

ビットのレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ICIPRI2ICIPRI3 ICIPRI1 ICIPRI0

ICIPRI6ICIPRI7 ICIPRI5 ICIPRI4

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説  明 

31～28 ICIPRI7 0000 R/W 

27～24 ICIPRI6 0000 R/W 

23～20 ICIPRI5 0000 R/W 

19～16 ICIPRI4 0000 R/W 

15～12 ICIPRI3 0000 R/W 

11～8 ICIPRI2 0000 R/W 

7～4 ICIPRI1 0000 R/W 

3～0 ICIPRI0 0000 R/W 

CPU間割り込み優先順位 

各フィールドに対応する CPU間割り込み要求の優先順位を 4ビット単位で設定

します。 

0：0書き込みは無視されます。 

1：割り込み優先レベルを設定します。 
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（4） CPU間割り込み優先順位クリアレジスタ（CnINTICIPRICLR）（n＝0、1） 

CnINTICIPRICLRは、CPUnに対し割り込みの優先順位（レベル 15～0）を設定する書き込み専用の 32ビット

のレジスタです。CPU間割り込みの優先順位（レベル 15～0）設定された割り込み優先順位をクリアするための

書き込み専用の 32ビットのレジスタです。本レジスタの該当ビットに 1をライトするとクリアされます。読み出

しデータは常に 0です。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

WWWWWWWWWWWWWWW W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ICIPRICLR2ICIPRICLR3 ICIPRICLR1 ICIPRICLR0

ICIPRICLR6ICIPRICLR7 ICIPRICLR5 ICIPRICLR4

WWWWWWWWWWWWWWW W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説  明 

31～28 ICIPRICLR7 0000 W 

27～24 ICIPRICLR6 0000 W 

23～20 ICIPRICLR5 0000 W 

19～16 ICIPRICLR4 0000 W 

15～12 ICIPRICLR3 0000 W 

11～8 ICIPRICLR2 0000 W 

7～4 ICIPRICLR1 0000 W 

3～0 ICIPRICLR0 0000 W 

CPU間割り込み優先順位クリア 

CPU間割り込み優先順位レジスタ（CnINTICIPRI）の対応するビットをクリ

アし、割り込み優先レベルをクリアします。 

0：0書き込みは無視されます。 

1：CnINTICIPRIレジスタの対応するビットを 0にクリアし、割り込み優

先レベルをクリアします。 
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10.3.7 割り込み分配レジスタ 

（1） 割り込み分配設定レジスタ 0（INTDISTCR0） 

INTDISTCR0は、IRQ割り込みを自動分配モードで複数 CPUに分配するかどうかを設定することができる読み

出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯DIST7 DIST6 DIST5 DIST4 DIST3 DIST2 DIST1 DIST0

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説  明 

31 DIST7 0 R/W 

30 DIST6 0 R/W 

29 DIST5 0 R/W 

28 DIST4 0 R/W 

27 DIST3 0 R/W 

26 DIST2 0 R/W 

25 DIST1 0 R/W 

24 DIST0 0 R/W 

各割り込みを自動分配モードで複数 CPUに分配するかどうかを設定します。 

対応するビットが 1の割り込みを受けたとき、 

排他的に割り込み受け付けレジスタ INTACKのビット[0]を設定するとともに、各

CPUへの該当要因割り込みをマスクします。 

割り込み処理が終了し、割り込み受け付けクリアレジスタ INTACKCLRに割り込

みイベントをライトすることで、マスクが解除されます。 

23～0 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（2） 割り込み分配設定レジスタ 1（INTDISTCR1） 

INTDISTCR1は、IRL0,1割り込みを自動分配モードで複数 CPUに分配するかどうかを設定することができる読

み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯DIST0 DIST1

RRRRRRRRRRRRRRR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説  明 

31 DIST0 0 R/W 

30 DIST1 0 R/W 

各割り込みを自動分配モードで複数 CPUに分配するかどうかを設定します。 

対応するビットが 1の割り込みを受けたとき、 

排他的に割り込み受け付けレジスタ INTACKのビット[0]を設定するとともに、各

CPUへの該当要因割り込みをマスクします。 

割り込み処理が終了し、割り込み受け付けクリアレジスタ INTACKCLRに割り込

みイベントをライトすることで、マスクが解除されます。 

29～0 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（3） 周辺割り込み分配設定レジスタ（INT2DISTCR0～3） 

INT2DISTCR0～3は、各周辺割り込みを自動分配モードで複数 CPUに分配するかどうかを設定することができ

る読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 
 

（a） INT2DISTCR0 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 Reserve 0 R/W 15 Reserve 0 R/W

30 Reserve 0 R/W 14 Reserve 0 R/W

29 Reserve 0 R/W 13 Reserve 0 R/W

28 Reserve 0 R/W 12 Reserve 0 R/W

27 Reserve 0 R/W 11 Reserve 0 R/W

26 Reserve 0 R/W 10 Reserve 0 R/W

25 Reserve 0 R/W 9 Reserve 0 R/W

24 Reserve 0 R/W 8 Reserve 0 R/W

23 Reserve 0 R/W 7 Reserve 0 R/W

22 Reserve 0 R/W 6 Reserve 0 R/W

21 Reserve 0 R/W 5 Reserve 0 R/W

20 Reserve 0 R/W 4 Reserve 0 R/W

19 Reserve 0 R/W 3 Reserve 0 R/W

18 Reserve 0 R/W 2 Reserve 0 R/W

17 Reserve 0 R/W 1 Reserve 0 R/W

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。書き込

む値も常に 0にしてく

ださい。 

16 Reserve 0 R/W

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。書き込

む値も常に 0にしてく

ださい。 

0 WDT 

(H'3E0)

0 R/W 読み出し時 

0：自動分配しない 

1：自動分配する 

書き込み時 

0：無効 

1：自動分配設定 
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（b） INT2DISTCR1 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 TMU-ch0_2 

(H'400) 

0 R/W 15 H-UDI0

(H'600)

0 R/W

30 TMU-ch0_2 

(H'420) 

0 R/W 14 DMAC1

(H'620)

0 R/W

29 TMU-ch0_2 

(H'440) 

0 R/W 13 DMAC1

(H'640)

0 R/W

28 TMU-ch0_2 

(H'460) 

0 R/W 12 DMAC1

(H'660)

0 R/W

27 TMU-ch3_5 

(H'480) 

0 R/W 11 DMAC1

(H'680)

0 R/W

26 TMU-ch3_5 

(H'4A0) 

0 R/W 10 HPB 

(H'6A0)

0 R/W

25 TMU-ch3_5 

(H'4C0) 

0 R/W 9 HPB 

(H'6C0)

0 R/W

24 (H'4E0) 0 R/W 8 HPB 

(H'6E0)

0 R/W

23 DMAC0 

(H'500) 

0 R/W 7 SCIF0 

(H'700)

0 R/W

22 DMAC0 

(H'520) 

0 R/W 6 SCIF0 

(H'720)

0 R/W

21 DMAC0 

(H'540) 

0 R/W 5 SCIF0 

(H'740)

0 R/W

20 DMAC0 

(H'560) 

0 R/W 4 SCIF0 

(H'760)

0 R/W

19 DMAC0 

(H'580) 

0 R/W 3 SCIF1 

(H'780)

0 R/W

18 DMAC0 

(H'5A0) 

0 R/W 2 TMU-ch6_8

(H'7A0)

0 R/W

17 DMAC0 

(H'5C0) 

0 R/W 1 TMU-ch

9_11 

(H'7C0)

0 R/W

16 H-UDI1 

(H'5E0) 

0 R/W

読み出し時 

0：自動分配しない

1：自動分配する 

書き込み時 

0：無効 

1：自動分配設定 

0 (H'7E0) 0 R/W

読み出し時 

0：自動分配しない 

1：自動分配する 

書き込み時 

0：無効 

1：自動分配設定 
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（c） INT2DISTCR2 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 Reserve 0 R/W 15 Reserve 0 R/W

30 Reserve 0 R/W

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。書き込

む値も常に 0にしてく

ださい。 

14 Reserve 0 R/W

29 SCIF2 

(H'840) 

0 R/W 13 Reserve 0 R/W

28 SCIF3 

(H'860) 

0 R/W 12 Reserve 0 R/W

27 SCIF4 

(H'880) 

0 R/W 11 Reserve 0 R/W

26 SCIF5 

(H'8A0) 

0 R/W 10 Reserve 0 R/W

25 Ether 

(H'8C0) 

0 R/W 9 Reserve 0 R/W

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。書き込

む値も常に 0にしてく

ださい。 

24 Ether 

(H'8E0) 

0 R/W

読み出し時 

0：自動分配しない

1：自動分配する 

書き込み時 

0：無効 

1：自動分配設定 

8 PCIEC0

(H'AE0)

0 R/W

23 Reserve 0 R/W 7 PCIEC0

(H'B00)

0 R/W

22 Reserve 0 R/W 6 PCIEC0

(H'B20)

0 R/W

21 Reserve 0 R/W 5 PCIEC1

(H'B40)

0 R/W

20 Reserve 0 R/W 4 PCIEC1

(H'B60)

0 R/W

19 Reserve 0 R/W 3 PCIEC1

(H'B80)

0 R/W

18 Reserve 0 R/W 2 USB 

(H'BA0)

0 R/W

17 Reserve 0 R/W 1 SDI0 

(H'BC0)

0 R/W

16 Reserve 0 R/W

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。書き込

む値も常に 0にしてく

ださい。 

0 SDI1 

(H'BE0)

0 R/W

読み出し時 

0：自動分配しない 

1：自動分配する 

書き込み時 

0：無効 

1：自動分配設定 
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（d） INT2DISTCR3 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 (H'C00) 0 R/W 15 HAC0 

(H'E00)

0 R/W

30 (H'C20) 0 R/W 14 HAC1 

(H'E20)

0 R/W

29 (H'C40) 0 R/W 13 FLCTL

(H'E40)

0 R/W

28 (H'C60) 0 R/W 12 (H'E60) 0 R/W

27 (H'C80) 0 R/W 11 HSPI 

(H'E80)

0 R/W

26 (H'CA0) 0 R/W 10 GPIO0

(H'EA0)

0 R/W

25 I2C0 

(H'CC0) 

0 R/W 9 GPIO1

(H'EC0)

0 R/W

24 I2C1 

(H'CE0) 

0 R/W 8 Thermal

sensor 

(H'EE0)

0 R/W

読み出し時 

0：自動分配しない 

1：自動分配する 

書き込み時 

0：無効 

1：自動分配設定 

23 DU 

(H'D00) 

0 R/W 7 Reserve 0 R/W

22 SSI0 

(H'D20) 

0 R/W 6 Reserve 0 R/W

21 SSI1 

(H'D40) 

0 R/W 5 Reserve 0 R/W

20 SSI2 

(H'D60) 

0 R/W 4 Reserve 0 R/W

19 SSI3 

(H'D80) 

0 R/W 3 Reserve 0 R/W

18 PCIEC2 

(H'DA0) 

0 R/W 2 Reserve 0 R/W

17 PCIEC2 

(H'DC0) 

0 R/W 1 Reserve 0 R/W

16 PCIEC2 

(H'DE0) 

0 R/W

読み出し時 

0：自動分配しない

1：自動分配する 

書き込み時 

0：無効 

1：自動分配設定 

0 Reserve 0 R/W

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。書き込

む値も常に 0にしてく

ださい。 
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10.3.8 割り込み受け付けレジスタ 

（1） 割り込み受け付けレジスタ（INTACK） 

INTACKは、各 CPUが割り込み受け付け後に値を確認することで、自動分配モードの排他処理を行うための読

み出し専用 32ビットのレジスタです。CPUが割り込みを受け付けた際、処理すべき（固定分配モードの割り込み、

もしくは自動分配モードの割り込みで、自 CPUが最初に受け付けた）割り込みならば 1、処理すべきでない（他

CPUが先に受け付けた）割り込みである場合には 0がセットされます（「10.5.3 自動分配モード」参照）。INTACK

は割り込み処理高速化のため、各 CPUで同一アドレスですが、各 CPUに対応する値がリードできます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

INT
ACK

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説  明 

31～1 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 INTACK 0 R/W 割り込み受け付け時に以下の値がセットされます。 

0：処理すべき割り込みを受け付けていない。 

1：処理すべき割り込みを受け付けた。 
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（2） 割り込み受け付けクリアレジスタ（INTACKCLR） 

INTACKCLRは、自動分配モード時の割り込みマスクを解除するための書き込み専用 32ビットのレジスタです。

各割り込み要因をクリアしたのち、本レジスタに該当割り込み要因のイベントコード値を書き込むことにより、

該当割り込み要因のマスクが解除されます（「10.5.3 自動分配モード」参照）。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

INTEVENT

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯

⎯

WWWWWWWWWWWWWWR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説  明 

31～14 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13～0 INTEVENT すべて

0 

W 割り込みマスククリアイベント 

自動分配モード時、本レジスタに割り込みイベントコードをライトすることで、

排他的に受け付けた割り込みマスクを解除します。 

 



 

10. 割り込みコントローラ（INTC） 

10-88  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

（3） IRQ割り込み受け付けマスクレジスタ（IRQACKMASK） 

IRQACKMASKは、自動分配モード時、各 CPUが IRQ割り込み受け付け後、IRQ割り込み処理を行っている間、

該当 IRQ割り込みをマスクするための読み出し専用 32ビットのレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯AM07 AM06 AM05 AM04 AM03 AM02 AM01 AM00

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説  明 

31 AM07 0 R 

30 AM06 0 R 

29 AM05 0 R 

28 AM04 0 R 

27 AM03 0 R 

26 AM02 0 R 

25 AM01 0 R 

24 AM00 0 R 

INTACKマスク 

対応するビットが 1の IRQ割り込みを受けたとき、 

排他的に割り込み受け付けレジスタ INTACKのビット[0]を設定するとともに、各

CPUへの該当要因割り込みをマスクします。 

23～0 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（4） IRL割り込み受け付けマスクレジスタ（IRLACKMASK） 

IRLACKMASKは、自動分配モード時、各 CPUが IRL割り込み受け付け後、IRL割り込み処理を行っている間、

該当 IRL割り込みをマスクするための読み出し専用 32ビットのレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯AM00 AM01

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説  明 

31 AM00 0 R 

30 AM01 0 R 

INTACKマスク 

対応するビットが 1の IRL割り込みを受けたとき、 

排他的に割り込み受け付けレジスタ INTACKのビット[0]を設定するとともに、各

CPUへの該当要因割り込みをマスクします。 

29～0 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（5） 周辺割り込み受け付けマスクレジスタ（PERIACKMASK0-3） 

PERIINTACKMASK0-3は、自動分配モード時、各 CPUが周辺割り込み受け付け後、周辺割り込み処理を行っ

ている間、該当周辺割り込みをマスクするための読み出し専用 32ビットのレジスタです。 
 

（a） PERIACKMASK0 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 Reserve 0 R 15 Reserve 0 R 

30 Reserve 0 R 14 Reserve 0 R 

29 Reserve 0 R 13 Reserve 0 R 

28 Reserve 0 R 12 Reserve 0 R 

27 Reserve 0 R 11 Reserve 0 R 

26 Reserve 0 R 10 Reserve 0 R 

25 Reserve 0 R 9 Reserve 0 R 

24 Reserve 0 R 8 Reserve 0 R 

23 Reserve 0 R 7 Reserve 0 R 

22 Reserve 0 R 6 Reserve 0 R 

21 Reserve 0 R 5 Reserve 0 R 

20 Reserve 0 R 4 Reserve 0 R 

19 Reserve 0 R 3 Reserve 0 R 

18 Reserve 0 R 2 Reserve 0 R 

17 Reserve 0 R 1 Reserve 0 R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

16 Reserve 0 R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

0 WDT 

(H'3E0)

0 R 読み出し時 

0：ACKマスクなし 

1：ACKマスクあり 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 
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（b） PERIACKMASK1 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 TMU-ch0_2 

(H'400) 

0 R 15 H-UDI0

(H'600)

0 R 

30 TMU-ch0_2 

(H'420) 

0 R 14 DMAC1

(H'620)

0 R 

29 TMU-ch0_2 

(H'440) 

0 R 13 DMAC1

(H'640)

0 R 

28 TMU-ch0_2 

(H'460) 

0 R 12 DMAC1

(H'660)

0 R 

27 TMU-ch3_5 

(H'480) 

0 R 11 DMAC1

(H'680)

0 R 

26 TMU-ch3_5 

(H'4A0) 

0 R 10 HPB 

(H'6A0)

0 R 

25 TMU-ch3_5 

(H'4C0) 

0 R 9 HPB 

(H'6C0)

0 R 

24 (H'4E0) 0 R 8 HPB 

(H'6E0)

0 R 

23 DMAC0 

(H'500) 

0 R 7 SCIF0 

(H'700)

0 R 

22 DMAC0 

(H'520) 

0 R 6 SCIF0 

(H'720)

0 R 

21 DMAC0 

(H'540) 

0 R 5 SCIF0 

(H'740)

0 R 

20 DMAC0 

(H'560) 

0 R 4 SCIF0 

(H'760)

0 R 

19 DMAC0 

(H'580) 

0 R 3 SCIF1 

(H'780)

0 R 

18 DMAC0 

(H'5A0) 

0 R 2 TMU-ch6_8

(H'7A0)

0 R 

17 DMAC0 

(H'5C0) 

0 R 1 TMU-ch

9_11 

(H'7C0)

0 R 

16 H-UDI1 

(H'5E0) 

0 R 

読み出し時 

0：ACKマスクなし

1：ACKマスクあり

書き込み時 

0：無効 

1：無効 

0 (H'7E0) 0 R 

読み出し時 

0：ACKマスクなし 

1：ACKマスクあり 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 
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（c） PERIACKMASK2 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 Reserve 0 R 15 Reserve 0 R 

30 Reserve 0 R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

14 Reserve 0 R 

29 SCIF2 

(H'840) 

0 R 13 Reserve 0 R 

28 SCIF3 

(H'860) 

0 R 12 Reserve 0 R 

27 SCIF4 

(H'880) 

0 R 11 Reserve 0 R 

26 SCIF5 

(H'8A0) 

0 R 10 Reserve 0 R 

25 Ether 

(H'8C0) 

0 R 9 Reserve 0 R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

24 Ether 

(H'8E0) 

0 R 

読み出し時 

0：ACKマスクなし

1：ACKマスクあり

書き込み時 

0：無効 

1：無効 

8 PCIEC0

(H'AE0)

0 R 

23 Reserve 0 R 7 PCIEC0

(H'B00)

0 R 

22 Reserve 0 R 6 PCIEC0

(H'B20)

0 R 

21 Reserve 0 R 5 PCIEC1

(H'B40)

0 R 

20 Reserve 0 R 4 PCIEC1

(H'B60)

0 R 

19 Reserve 0 R 3 PCIEC1

(H'B80)

0 R 

18 Reserve 0 R 2 USB 

(H'BA0)

0 R 

17 Reserve 0 R 1 SDI0 

(H'BC0)

0 R 

16 Reserve 0 R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 

0 SDI1 

(H'BE0)

0 R 

読み出し時 

0：ACKマスクなし 

1：ACKマスクあり 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 
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（d） PERIACKMASK3 
 
ビット 要因 初期値 R/W 説 明 ビット 要因 初期値 R/W 説 明 

31 (H'C00) 0 R 15 HAC0 

(H'E00)

0 R 

30 (H'C20) 0 R 14 HAC1 

(H'E20)

0 R 

29 (H'C40) 0 R 13 FLCTL

(H'E40)

0 R 

28 (H'C60) 0 R 12 (H'E60) 0 R 

27 (H'C80) 0 R 11 HSPI 

(H'E80)

0 R 

26 (H'CA0) 0 R 10 GPIO0

(H'EA0)

0 R 

25 I2C0 

(H'CC0) 

0 R 9 GPIO1

(H'EC0)

0 R 

24 I2C1 

(H'CE0) 

0 R 8 Thermal

sensor 

(H'EE0)

0 R 

読み出し時 

0：ACKマスクなし 

1：ACKマスクあり 

書き込み時 

0：無効 

1：無効 

23 DU 

(H'D00) 

0 R 7 Reserve 0 R 

22 SSI0 

(H'D20) 

0 R 6 Reserve 0 R 

21 SSI1 

(H'D40) 

0 R 5 Reserve 0 R 

20 SSI2 

(H'D60) 

0 R 4 Reserve 0 R 

19 SSI3 

(H'D80) 

0 R 3 Reserve 0 R 

18 PCIEC2 

(H'DA0) 

0 R 2 Reserve 0 R 

17 PCIEC2 

(H'DC0) 

0 R 1 Reserve 0 R 

16 PCIEC2 

(H'DE0) 

0 R 

読み出し時 

0：ACKマスクなし

1：ACKマスクあり

書き込み時 

0：無効 

1：無効 

0 Reserve 0 R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読

み出されます。 
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10.4 割り込み要因 

割り込み要因は、NMI、IRQ、IRL、内蔵周辺モジュール、CPU間割り込みの 5つに分類されます。各割り込み

の優先順位は割り込み優先レベル値（16～0）で表され、レベル 16が最高で、レベル 1が最低です。レベル 0に

設定すると、その割り込みはマスクされ、割り込み要求は無視されます。 
 

10.4.1 NMI割り込み 

NMI割り込みは、レベル 16の最優先の割り込みです。CPU内の SRの BLビットが 1にセットされていないか 

ぎりいつでも受け付けられます。ただし、スリープモード中は BLビットが 1でも受け付けられます。 

また、設定により BLビットが 1でも NMIを受け付けることができます。 

NMI端子からの入力はエッジで検出されます。検出エッジは ICR0の NMIエッジセレクトビット（NMIE）の

設定によって、立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジを選択できます。ICR0の NMIEビットを書き換えた場

合、書き換えてから最大 6バスクロック期間、NMI割り込みを検出しません。 

CPU動作モードレジスタの INTMUビット（CPUOPM.INTMU）が 1に設定されている場合は、SRの割り込み

マスクレベル（SR.IMASK）は、レベル 15に自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUが 0に設定されている場

合は、割り込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 
 

10.4.2 IRQ割り込み 

IRQ割り込みは、ICR0の IRLM0、IRLM1ビットに 1を書き込んで、IRQ/IRL3～IRQ/IRL0、IRQ/IRL7～IRQ/IRL4

端子を独立した割り込み要求として使用する場合に有効になります。ICR1の IRQnS1、IRQnS0（n＝7～0）ビット

の設定により、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、ローレベル、ハイレベルの検出が可能です。また、割り

込み優先レベルは、割り込み優先順位設定レジスタ（INTPRI）により設定できます。 

IRQ割り込み要求をローレベル、ハイレベルで検出する場合、IRQ割り込みの端子状態は割り込みを受け付け

て割り込み処理を開始するまで、その端子状態を保持してください。 

CPUOPM.INTMUビットが 1に設定されている場合は、SRの割り込みマスクレベル（SR.IMASK）は、受け付

けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビットが 0に設定されている場合は、割り

込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 
 

10.4.3 IRL割り込み 

IRL割り込みは、IRQ/IRL3～IRQ/IRL0端子または IRQ/IRL7～IRQ/IRL4端子でレベルとして入力される割り込

みです。 

優先レベルは IRQ/IRL3～IRQ/IRL0端子または IRQ/IRL7～IRQ/IRL4端子で示されるレベルです。IRQ/IRL3～

IRQ/IRL0または IRQ/IRL7～IRQ/IRL4がすべて Low（ローレベル）のとき、最も高い割り込み要求（割り込み優

先レベル 15）を示します。すべて High（ハイレベル）のとき、割り込み要求なし（割り込み優先レベル 0）を示

します。図 10.2に IRL割り込みの接続例を、表 10.8に IRL端子と割り込みレベルの対応を示します。 
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割り込み要求
プライオリティ

エンコーダ IRL3～IRL0

本LSI

IRQ/IRL3～

IRQ/IRL0

IRQ/IRL7～

IRQ/IRL4

割り込み要求
プライオリティ

エンコーダ IRL7～IRL4

 

図 10.2 IRL割り込みの接続例 

 

表 10.8 IRL割り込み端子（IRL3～IRL0または IRL7～IRL4）と割り込みレベル 

IRL3または 

IRL7 

IRL2または

IRL6 

IRL1または

IRL5 

IRL0または 

IRL4 

割り込み優先レベル 割り込み要求 

Low Low Low Low 15 レベル 15割り込み要求 

Low Low Low High 14 レベル 14割り込み要求 

Low Low High Low 13 レベル 13割り込み要求 

Low Low High High 12 レベル 12割り込み要求 

Low High Low Low 11 レベル 11割り込み要求 

Low High Low High 10 レベル 10割り込み要求 

Low High High Low 9 レベル 9割り込み要求 

Low High High High 8 レベル 8割り込み要求 

High Low Low Low 7 レベル 7割り込み要求 

High Low Low High 6 レベル 6割り込み要求 

High Low High Low 5 レベル 5割り込み要求 

High Low High High 4 レベル 4割り込み要求 

High High Low Low 3 レベル 3割り込み要求 

High High Low High 2 レベル 2割り込み要求 

High High High Low 1 レベル 1割り込み要求 

High High High High 0 割り込み要求なし 

 

IRL割り込みの検出は、ノイズキャンセル機構が内蔵されており、毎バスクロックでサンプリングしたレベル

が 3サイクル続けて同一の値になったとき、初めて行います。これにより、IRL割り込み端子の変化時の誤ったレ

ベルを取り込むことを防止できます。 

IRL割り込みの優先レベルは、割り込み受け付けて割り込み処理を開始するまで、そのレベルを保持してくだ

さい。ただし、より高い優先レベルに変化させることはかまいません。 

CPU動作モードレジスタの INTMUビット（CPUOPM.INTMU）が 1に設定されている場合は、SRの割り込み

マスクレベル（SR.IMASK）は、受け付けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビッ
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トが 0に設定されている場合は、割り込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 

ICR0の IRLM0、IRLM1ビットに 1を書き込むことにより、IRQ/IRL0～IRQ/IRL3端子、IRQ/IRL7～IRQ/IRL4

端子を独立した IRQ割り込みとして使うことができます。詳細は、「10.4.2 IRQ割り込み」を参照してくださ

い。 
 

10.4.4 内蔵周辺モジュール割り込み 

内蔵周辺モジュール割り込みは、内蔵周辺モジュールで発生する割り込みです。 

要因ごとに異なる割り込みベクタは割り当てられてはいませんが、要因は割り込み事象レジスタ（INTEVT）に

反映されますので、例外処理ルーチン中で INTEVTの値をオフセットとして分岐することによって、容易に要因

が判定できます。 

優先順位は、INT2PRI0～INT2PRI24によって、モジュールごとに優先レベル 31～0の範囲で設定できます。た

だし、CPUに通知する時には、最下位 1ビットを切り捨てた 4ビットに変換します。詳細は、「10.4.6 内蔵周

辺モジュール割り込み優先順位」を参照してください。 

CPUOPM.INTMUビットが 1に設定されている場合は、SRの割り込みマスクレベル（SR.IMASK）は、受け付

けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビットが 0に設定されている場合は、割り

込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 

内蔵周辺モジュールの割り込み要因フラグおよび割り込み許可フラグの更新は、SRの BLビットが 1のとき、

もしくは割り込みマスクの設定にて該当割り込みが起きない状態で行ってください。なお、更新したはずの割り

込み要因による誤った割り込みの受け付けを避けるために、いったん該当フラグを含む内蔵周辺モジュールのレ

ジスタを読み出し、その後表 10.8で示される内蔵周辺モジュールの優先順位判定時間待ってから（たとえば周辺

モジュールクロックで動作する INTCのレジスタを 1回読み出す）BLビットを 0にするか、割り込みマスクの設

定を更新して該当割り込みを受け付けられるようにしてくださいしてください。これにより、内部的に必要なタ

イミングが確保されます。複数のフラグを更新する場合は、最後のフラグを更新した後で、そのフラグを含むレ

ジスタを読み出すだけで問題ありません。 

BLビットが 0のときにフラグの更新を行うと INTEVTの値が 0で割り込み処理ルーチンにジャンプすることが

あります。これはフラグの更新と本 LSI内部での割り込み要求を認識するタイミングとの関係で割り込み処理が

起動したためです。この場合は、RTE命令を実行することにより、問題なく処理を続けることができます。 

なお、GPIO割り込みは、ローアクティブなレベル割り込みで、IRL割り込みやレベル検出設定の IRQ割り込み

と異なり、端子状態を変更して割り込み要求が取り下げられた場合、GPIO割り込み要求の要因はハードウェアで

保持されません。 
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10.4.5 CPU間割り込み 

CPU間割り込みは CPU間割り込み制御レジスタ（CnINTICI）への設定によって発生します。1CPUにつき 8要

因（8フィールド）の入力とし、1フィールドにつき 4ビットの論理和で割り込みを発生します。 

（1）要求元 CPUごとにフィールドを分けて使用する方法と、（2）CPU間で通知する要因ごとにフィールドを

分ける方法を想定しています。 

(1) From CPU#n(n=0、1)
or

(2) 要因#n(0、1)

To CPU#0

C0INTICI #0#1#2#3#4#5#6#7

To CPU#1

C1INTICI #0#1#2#3#4#5#6#7

 

図 10.3 CPU間割り込み 

同一フィールドに対して複数の CPUからの書き込みがある場合には、CPUごとにフィールド内のビット位置を

決めておくことで対応します。 

割り込み要求を受け付けた CPUは CPU間割り込みクリアレジスタ（CnINTICICLR）で CnINTICIレジスタの対

応するビットを 0にクリアして割り込み要求をクリアします。 
 

10.4.6 内蔵周辺モジュール割り込み優先順位 

内蔵周辺モジュール割り込みは、割り込み時に、要因固有の割り込み例外コードを SHX-3へ出力します。CPU0、

CPU1（SHX-3）は割り込みを受け付けると INTEVTレジスタに該当 INTEVTコードを表示します。割り込みハン

ドラは、SHX-3の INTEVTレジスタを読むことにより、INTCの要因表示レジスタを読み込まなくても要因を知る

ことが可能です。内蔵周辺モジュールの割り込み要因と例外コードの対応は、表 10.1を参照してください。 

また、内蔵周辺モジュール割り込みでは図 10.4に示すように、個々の割り込み要因を 5ビットで 30レベル（H'00

と H'01は割り込み要求をマスク）に設定することが可能です。SH-4Aの割り込みレベル受信インタフェースは 4

ビットで 15レベル（H'0は割り込み要求をマスク）ですが、内蔵周辺モジュール割り込みの優先順位は 1ビット

拡張した 5ビットで各割り込み要因を優先選択し、選択後に最下位 1ビットを切り捨てた 4ビットに変換して通

知を行います。たとえば、優先レベル H'1Aと優先レベル H'1Bに設定した 2つの要因はどちらの割り込みであっ

ても出力する 4ビットの優先レベルは H'Dとなります。これは同じ値となりますが、両者の割り込みが競合した

場合に通知する INTEVTコードは、5ビットで考えた場合に優先順位が高い H'1Bの割り込みに該当する INTEVT
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コードが優先されます。両者の優先レベルを同一値に設定した割り込みが競合した場合は、表 10.1に示す優先順

位で INTEVTコードが通知されます。 

優先レベルH'01は、

要求マスクと同じです

0 0 0 0

0 0 0 0

1

　優先レベルH'01は、最下位1ビ
ットを切り捨てるとH'0になるの
で、割り込み要求が発生しても
CPUに通知されません。
　割り込み優先順位設定レジスタ
にはH'02からH'1Fまでの値（30レ
ベル）を設定してください。

CPUにとってH'Dレベルの内蔵モジュール割り込みを、INTC内部では

優先レベルH'1AとH'1Bの割り込み要求に分けることができます。

1 1 0 1

1 1 0 1

1 1 1 0 1

1 1 0 1

0

　内蔵モジュール割り込み要求が、同時に発生した場合は優先レベルが
H'1Bの割り込み要求を優先します。
　しかし外部割り込み要求と同時に発生した場合、外部割り込み要求が優
先されるケースがあります。
・NMI割り込み要求が発生
・優先レベルが同じかそれ以上のIRQ、IRL割り込み要求が発生
 （図の例ではH'D以上）

INTCでの優先順位

CPUでの優先順位 同じ

高 低

 

図 10.4 内蔵周辺モジュール割り込みの優先レベルについて 

 

10.4.7 割り込み例外処理と優先順位 

割り込み要因と割り込み事象レジスタ（INTEVT）のコード、割り込み優先順位を表 10.1に示します。 

各割り込み要因は、それぞれ異なる INTEVTのコードが割り当てられます。例外処理ルーチンの先頭アドレス

は、各割り込み要因で共通です。このため、割り込み要因を識別するために、例外処理ルーチンの先頭で、INTEVT

の値を使って分岐させます。たとえば INTEVTの値をオフセットにして分岐させます。 

内蔵周辺モジュールの優先順位は、INT2PRI0～INT2PRI24によって、優先レベル 31～0の範囲で任意に設定で

きます。リセットによって、内蔵周辺モジュールの優先順位は優先レベル 0に設定されます。 

複数の割り込み要因の優先順位を同じレベルに設定した場合、それらの割り込みが同時に発生したときは、表

10.1に示すデフォルト優先順位に従って処理されます。 

INTPRI、INT2PRI0～INT2PRI24の更新は、SRの BLビットが 1のとき、もしくは割り込みマスクの設定にて該

当割り込みが起きない状態で行ってください。なお、誤った割り込みの受け付けを避けるために、いったんいず

れかの割り込み優先レベル設定レジスタを読み出してから BLビットを 0にするか、割り込みマスクの設定を更新

して該当割り込みを受け付けられるようにしてください。これにより内部的に必要なタイミングが確保されます。 
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10.5 動作説明 

10.5.1 割り込み動作の流れ 

割り込み発生時の動作の流れを以下に説明します。また、図 10.5に割り込み動作フローを示します。 
 

1. 割り込みコントローラに対して、各割り込み要求元から割り込み要求信号が送られます。 

2. 割り込みコントローラでは、送られた割り込み要求の中からINTPRI、INT2PRI0～INT2PRI24に従って、最も

優先順位の高い割り込みが選択され、それより優先順位の低い割り込みは保留されます。このとき、同一優

先順位に設定された割り込み、または同一モジュール内の割り込みが複数発生した場合は、表10.1に従って

最も優先順位の高い割り込みが選択されます。 

3. 割り込みコントローラで選択された割り込みの優先レベルとCPUのSRの割り込みマスクレベル（IMASK）と

が比較されます。IMASKビットのレベルより高い優先順位の割り込みだけが受け付けられ、CPUへ割り込み

要求信号が送られます。 

4. CPUは、命令の切れ目で割り込みを受け付けます。 

5. 割り込み事象レジスタ（INTEVT）に割り込み要因コードがセットされます。 

6. ステータスレジスタ（SR）とプログラムカウンタ（PC）が、それぞれSSRとSPCに退避されます。そのとき

のR15をSGRに退避します。 

7. SRのブロックビット（BL）、モードビット（MD）、レジスタバンクビット（RB）が1にセットされます。 

8. 割り込み関連の例外処理ルーチンの先頭番地（ベクタベースレジスタ（VBR）に設定された値とH'0000 0600

の和）にジャンプします。 

 

例外処理ルーチンでは、割り込み要因を識別するために、たとえば INTEVTレジスタの値をオフセットとして

分岐します。これにより、容易に割り込み要因別の処理ルーチンへ分岐できます。 
 

【注】 1. CPU動作モードレジスタの INTMUビット（CPUOPM.INTMU）が 1に設定されている場合は、SRの割り込みマ

スクレベル（SR.IMASK）は、受け付けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビット

が 0に設定されている場合は、割り込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 

 2. 割り込み要因フラグは、例外処理ルーチン中でクリアしてください。クリアしたはずの割り込み要因を誤って再度

受け付けないようにするために、クリア後、要因フラグを読み出し、その後、表 10.9で示される時間待ってから、

BLビットをクリアするか、RTE命令を実行します。 

 3. IRQ割り込み、IRL割り込み、および内蔵周辺モジュール割り込みは、パワーオンリセットで割り込みマスク状態

に初期化されます。INTMSKCLR0、1、INT2MSKCLRを使用して、要因ごとの割り込みマスク（INTMSK0、1、

INT2MSKR）をクリアする必要があります。 

 



 

10. 割り込みコントローラ（INTC） 

10-100  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

10.5.2 固定分配モード 

割り込み要因を CPUごとに固定的に分配するモードです。 

CPUごとに割り込みマスクレジスタを設定することで対応する割り込み要求をマスクし、処理する CPUを固定

的に選択して使用します。1割り込み要因は 1CPUに分配することを想定しています。 

以下に想定するハンドラ処理例を示します。 

A-1 多重割り込み受け付けるなら、 

 IMASK set 

 SSR,SPC,INTEVT保存 

 BLクリア 

A-2 INTEVTで要因解析し、要因ごとのルーチン(A-3)へ分岐 

A-3 モジュール割り込みフラグクリア 

A-4 モジュール毎処理 

A-5 多重割り込みありなら、BLセット 

 SSR,SPC,INTEVT回復 

A-6 RTE 
 

10.5.3 自動分配モード 

割り込み要因を CPUに対して分配するモードです。 

分配対象の CPUに同時に割り込み要求を分配し、いずれかの CPUに受け付けられた時点で各 CPUへの割り込

み要求をマスクします。 

割り込みを受け付けた CPUは割り込み受け付けレジスタ（INTACK）を確認し、処理すべきかどうかを判定し、

処理するかハンドラから復帰するかを選択します。 

以下に想定するハンドラ例を示します。 
 

S-1 INTACKレジスタをリードし、 

値が 0（自 CPUが受け付けるべき割り込みでない）場合、RTE 

S-2 自 CPUが受け付けるべき割り込みの場合、 

 S-2-1 固定分配モード処理（A-1～A-3） 

 S-2-2 割り込み受け付けクリアレジスタ（INTACKCLR）で該当割り込み要因をクリア 

 S-2-3 固定分配モード処理（A-4～A-6） 
 

ある CPUが割り込み要求を受け付けた後は割り込み受け付けクリアレジスタ（INTACKCLR）で割り込み要因

をクリアするまで、該当割り込み要求はマスクされます。別要因の割り込み要求は各 CPUに出力されます。 
 

• スリープモードからの復帰 

スリープモードの CPUが割り込みを受け付けられる（imaskより高い割り込み要求が発生した）場合にはその

CPUをスリープモードから復帰させます。 

複数の CPUがスリープモードの場合には受け付け可能な 1CPUのみを復帰させます。 
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図 10.5 割り込み動作フロー 
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10.5.4 多重割り込み 

多重割り込みを行う場合は、割り込み処理ルーチンの構造を以下のようにします。 

1. 割り込み要因を判定するために、INTEVTの値をオフセットとして、各割り込み要因の割り込み処理ルーチ

ンに分岐します。 

2. 各割り込み処理ルーチン中で、該当割り込み要因をクリアします。 

3. SPC、SSRをスタックに退避します。 

4. SRのBLビットをクリアします。CPUOPM.INTMU=1のときは、SRレジスタの割り込みマスクレベル（IMASK）

は受け付けた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMU=0のときは、SRの割り込みマスク

レベル（IMASK）を、ソフトウェアにより受け付けた割り込みレベルに設定します。 

5. この後、実際に行いたい処理を書きます。 

6. SRのBLビットを1にセットします。 

7. SSRとSPCをメモリから復帰します。 

8. RTE命令を実行します。 

 

割り込み処理ルーチンを上記の構造にすることにより、4.の直後の時点で多重割り込みがあった場合、より優先

レベルの高いものは受け付けられます。これにより、緊急度の高い処理については、割り込み応答時間を短縮で

きます。 
 

10.5.5 MAIビットによる割り込みマスク 

ICR0のMAIビットを 1に設定することにより、NMI端子がローレベルの間、SRレジスタの BL、IMASKビッ

トに関係なく割り込みをマスクすることができます。 

• 通常動作時およびスリープモード時 

NMI端子がローレベルの間、すべての割り込みをマスクします。ただし、NMI端子の変化によるNMI割り込

みだけは発生します。 
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10.6 割り込み応答時間 

割り込み要求が発生してから、割り込み例外処理が行われ、例外処理ルーチンの先頭命令のフェッチが開始さ

れるまでの時間（割り込み応答時間）を表 10.9に示します。 
 

表 10.9 割り込み応答時間 

ステート数 

周辺モジュール 

項  目 

NMI IRL IRQ 

GPIO／ 

温度センサ 

以外 

GPIO／ 

温度センサ 

備考 

優先順位判定時間 7Bcyc+1Sacyc 5Bcyc+1Sacyc 

+1Sacyc 

3Bcyc+2Sacyc 

+1Sacyc 

1 Pcyc 

+1Sacyc 

2 Pcyc/3Pcyc 

+1Sacyc 

 

CPUが実行中のシーケンス

終了までの待ち時間 

S-1(≥0)×Icyc  

割り込み例外処理（SR、PC

の退避）から、例外処理ルー

チンの先頭命令フェッチの

SuperHywayバスリクエスト

を発行するまでの時間 

11Icyc+1Scyc  

応答時間 合計 (S+10)Icyc 

+1Scyc 

+7Bcyc 

+1Sacyc 

(S+10)Icyc 

+1Scyc 

+5Bcyc 

+1Sacyc 

+1Sacyc 

(S+10)Icyc 

+1Scyc 

+3Bcyc 

+2Sacyc 

+1Sacyc 

(S+10)Icyc 

+1Scyc 

+1Pcyc 

+1Sacyc 

(S+10)Icyc 

+1Scyc 

+2 Pcyc/3Pcyc 

+1Sacyc 

 

【記号説明】 

 Icyc ：CPU等に供給される内部クロックの 1サイクル期間 

 Scyc ：SuperHywayクロックの 1サイクル期間 

 Sacyc ：SuperHywayクロックの 1/2サイクル期間 

 Bcyc ：CLKOUTの 1サイクル期間 

 Pcyc ：周辺モジュールクロックの 1サイクル期間 

 S  ：命令実行ステート数 

 



 

10. 割り込みコントローラ（INTC） 

10-104  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

割り込みの許可／禁止を設定するレジスタ INTMSK0、INTMSK1、INTMSK2、INT2MSKR、INT2GPICの設定

値を、割り込み禁止状態から割り込み許可状態に変更した場合に、割り込み例外処理が行われ、例外処理ルーチ

ンの先頭命令のフェッチが開始されるまでの時間（割り込み応答時間）を表 10.10に示します。 

 

表 10.10 割り込み許可／禁止のレジスタ値変更からの応答時間（割り込み禁止 → 割り込み許可の場合） 

ステート数 

IRL IRQ 周辺モジュール 

備  考 項  目 

INTMSK1 INTMSK2 INTMSK0 INT2MSKR、INT2GPIC 割り込みを 

許可／禁止

するレジスタ 

優先順位判定時間* 5Sacyc 8Bcyc+2Pcyc 4Sacyc 4Sacyc  

CPUが実行中のシーケンス終了

までの待ち時間 

S-1(≥0)×Icyc  

割り込み例外処理（SR、PCの退

避）から、例外処理ルーチンの先

頭命令フェッチの SuperHyway

バスリクエストを発行するまで

の時間 

11Icyc+1Scyc  

応答時間 合計 (S+10)Icyc 

+1Scyc 

+1Pcyc 

(S+10)Icyc 

+1Scyc 

+8Bcyc 

+2Pcyc 

(S+10)Icyc

+1Scyc 

+1Pcyc 

(S+10)Icyc 

+1Scyc 

+4Pcyc 

  

 

【記号説明】 

 Icyc ：CPU等に供給される内部クロックの 1サイクル期間 

 Scyc ：SuperHywayクロックの 1サイクル期間 

 Sacyc ：SuperHywayクロックの 1/2サイクル期間 

 Bcyc ：CLKOUTの 1サイクル期間 

 Pcyc ：周辺モジュールクロックの 1サイクル期間 

 S  ：命令実行ステート数 

【注】 * INTMSK0、INTMSK1、INTMSK2、INT2MSKRは、それぞれ INTMSKCLR0、INTMSKCLR1、INTMSKCLR2、

INT2MSKCLRレジスタへの書き込みにより、INTMSK0、INTMSK1、INTMSK2、INT2MSKRのマスクビットをク

リアして、割り込みを許可します。表 10.11中の優先順位判定時間は、INTMSK0、INTMSK1、INTMSK2、INT2MSKR

の値が変更されてからの時間です。 

 

割り込みの許可／禁止を設定するレジスタ INTMSK0、INTMSK1、INTMSK2、INT2MSKR、INT2GPICの設定

値を、割り込み許可状態から割り込み禁止状態に書き換えた場合に、INTCから CPUに対する割り込み要求信号

が取り下げられるまでの時間を表 10.11に示します。 
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表 10.11 割り込み許可／禁止のレジスタ値変更からの応答時間（割り込み許可 → 割り込み禁止の場合） 

ステート数 

IRL IRQ 周辺モジュール 

備  考 項  目 

INTMSK1 INTMSK2 INTMSK0 INT2MSKR、INT2GPIC 割り込みを 

許可／禁止

するレジスタ 

優先順位判定時間 5Sacyc 8Bcyc+2Pcyc* 4Sacyc 4Sacyc  

【注】 * 既に内部で保持された IRL割り込み要因は、INTMSK2でマスク設定しても、CPUに対する割り込み要求信号は取

り下げられません。 
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10.7 使用上の注意事項 

10.7.1 IRQ/IRL[7:0]端子機能設定時の注意事項 

IRQ/IRL[7:0]端子機能切り替え時に、割り込み要求を誤検出して INTC内部で保持する可能性があります。した

がって、IRL割り込み要求および IRQ割り込み要求をマスク状態に設定してから、IRQ/IRL[7:0]端子機能切り替え

を行ってください。 
 

表 10.12 IRQ/IRL[7:0]端子機能切り替え手順 

手順 項目 内容 

1 IRL割り込み要求、IRQ割り込み要求をマスク INTMSK0、INTMSK1の全ビットに 1を書き込む 

2 IRQ/IRL[7:4]端子を IRL7～4に設定 P2MSELRの P2MSEL1、P2MSEL0ビットに 2'b01を書き込む、 

PHCRの PH3MD1、PH3MD0ビットに 2'b00を書き込む、 

PHCRの PH2MD2、PH2MD0ビットに 2'b00を書き込む、 

PHCRの PH1MD2、PH1MD0ビットに 2'b00を書き込む、 

PHCRの PH0MD2、PH0MD0ビットに 2'b00を書き込む 

3 IRQ/IRL[7:0]端子を IRLまたは IRQに設定 ICR0の IRLM0ビット、IRLM1ビットを設定する 

4 IRL割り込み要求、IRQ割り込み要求の検出を

開始 

INTMSKCLR0、INTMSKCLR1の該当するビットに 1を書き込む 

 

10.7.2 IRL割り込み要求および IRQ割り込み要求のクリア方法 

INTCで保持している割り込み要求をクリアする場合、以下の手順で行ってください。 

• エッジ検出設定時のIRQ割り込み要求のクリア方法 

エッジ検出設定をしているIRQ7～0割り込み要求のクリアは、INTREQの該当するビットIR7～IR0から1を読

み出した後、0を書き込んでください。INTMSK0で該当するビットに1を書き込んでも、検出しているIRQ割

り込み要求をクリアすることはできません。 

• レベル検出のIRQ割り込み、および、IRL割り込み要求を検出しても、INTCは割り込み要因の保持をしませ

ん。 
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11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

ローカルバスステートコントローラ（LBSC）は、外部メモリ空間の分割、各種のメモリおよびバスインタフェ

ース仕様に応じた制御信号の出力などを行います。LBSCの機能によって、SRAM、ROMなどを本 LSIに接続す

ることができ、PCMCIAインタフェースのプロトコルもサポートしていますので、システム設計が容易になると

同時に、コンパクトなシステムで高速なデータ転送を行うことができます。 

11.1 特長 

LBSCには、次のような特長があります。 

• 7つに分割した外部メモリ空間のうち0～6を管理 

− エリア 0は、最大 128Mバイト（外部端子により設定） 

− エリア 1～6までの各エリアは、最大 64Mバイト 

− 各エリアのバス幅をレジスタにより設定可能（エリア 0のみ、外部端子により設定） 

− RDY端子によりウェイトステート挿入可能 

− ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能 

− エリアごとに接続できるメモリの種類を指定 

− 各エリアに接続するメモリの制御信号を出力 

− 連続したメモリアクセス時におけるデータバスの衝突回避のためのウェイトサイクル自動挿入機能 

− 低速メモリとの接続用に書き込みサイクル時のライトストローブのセットアップタイムとホールドタ
イム期間を挿入可能 

• SRAMインタフェース 

− ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能 

接続可能エリア：0～6 

設定可能バス幅：32、16、8ビット 

• バーストROMインタフェース 

− ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能 

− レジスタで設定した回数のバースト転送動作 

接続可能エリア：0～6 

設定可能バス幅：32、16、8ビット 

• MPXインタフェース 

− アドレス・データマルチプレクス 

接続可能エリア：0～6 

設定可能バス幅：32ビット 

• バイト制御SRAMインタフェース 

− バイト制御可能な SRAMインタフェース 
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接続可能エリア：1、4 

設定可能バス幅：32、16ビット 

• PCMCIAインタフェース 

− ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能 

− I/Oバス幅のバスサイジング機能 

− リトルエンディアンのみサポート 

接続可能エリア：5、6 

設定可能バス幅：16、8ビット 

− ATAデバイスアクセスのための機能 

 

LBSCのブロック図を図 11.1に示します。 

バスインタフェース
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BCR
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CSnWCR : CSn ウェイトコントロールレジスタ (n=0～6)
CSnBCR : CSn バスコントロールレジスタ (n=0～6)
BCR : バスコントロールレジスタ
CSnPCR : CSn PCMCIA コントロールレジスタ(n=5、6)

･･･
･･･

 

図 11.1 LBSCのブロック図 
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11.2 入出力端子 

LBSCの端子構成を表 11.1に示します。 

表 11.1 端子構成 

端子名 機  能 入出力 説  明 

A25～A0 アドレスバス 出力 アドレス出力 

D31～D8, 

D7/FD7～
D0/FD0 

データバス 入出力 データ入出力 

D7/FD7～D0/FD0端子は、 

FLCTLアクセスバス権取得時、FLCTLデータ入出力 

BS バスサイクル開始 出力 バスサイクルの開始を示す信号 

MPXインタフェース設定時、1回のバースト転送につき 1回アサート 

その他のバースト転送時、データサイクルごとにアサート 

CS6～CS2 
CS1/A26 

CS0/FCE0 

チップセレクト 

6～0 

出力 アクセス中のエリアを示すチップセレクト信号 

CS5、CS6は、PCMCIAの CE1A、CE1Bとしても使用 

CS1/A26端子：CS0エリア 128MBモード時、A26出力 

CS0/FCE0端子：FLCTLアクセスバス権取得時、CE信号 

R/W リード／ライト 出力 データバスの入出力方向指示信号 

PCMCIAインタフェースの書き込み指示信号としても使用 

RD/ 
FRAME/ 

FRE 

リード／サイクルフ
レーム 

出力 リードサイクルを示すストローブ信号 

MPXバス使用時、FRAME信号 

FLCTLアクセスバス権取得時、RE信号 

WE0/ 

REG 

データイネーブル 0 出力 SRAMインタフェース設定時、D7～D0対応のライトストローブ信号 

PCMCIAインタフェース設定時、REG信号 

WE1 データイネーブル 1 出力 SRAMインタフェース設定時、D15～D8対応のライトストローブ信号 

PCMCIAインタフェース設定時、ライトストローブ信号 

WE2/ 

IORD 
データイネーブル 2 出力 SRAMインタフェース設定時、D23～D16対応のライトストローブ信号 

PCMCIAインタフェース設定時、IORD信号 

WE3/ 

IOWR 
データイネーブル 3 出力 SRAMインタフェース設定時、D31～D24対応のライトストローブ信号 

PCMCIAインタフェース設定時、IOWR信号 

RDY レディ 入力 ウェイトステート要求信号 

IOIS16 16ビット I/O 入力 PCMCIAインタフェース設定時、16ビット I/O指示信号。リトルエンディ

アンモード時のみ有効。 

IOIS16端子は、MODE13、SCIF5_RXD（SCIF5入力）端子とマルチプレク

スされています。 

BREQ バス解放要求 入力 バス解放の要求信号 

BREQ端子は、DREQ1（DMAC0入力）、USB_OVC1（USB入力）端子と

マルチプレクスされています。 

BACK バス使用許可 出力 バス使用の許可信号 

BACK端子は、DACK1（DMAC0出力）、FALE（FLCTL出力）端子とマル

チプレクスされています。 
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端子名 機  能 入出力 説  明 

CE2A*1 

CE2B*2 

PCMCIAカード

セレクト 

出力 PCMCIA使用時、CE2A、CE2B 

リトルエンディアンモード時のみ有効。 

CE2A端子は、MODE11、DRAK3（DMAC0出力）端子と、CE2B端子は、

MODE12、SCIF5_TXD（SCIF5出力）端子と、それぞれマルチプレクスさ

れています。 

MODE4 

MODE5 

MODE6 

エリア 0バス幅、

メモリ種 

入力 PRESET端子によるパワーオンリセット時、エリア 0のバス幅、MPXイン

タフェース設定信号（MODE4, MODE5, MODE6） 

MODE4端子は SCIF0_CTS（SCIF0出力）、DREQ2（DMAC0入力）端子

と、MODE5端子は DREQ3（DMAC0入力）端子と、MODE6端子は DACK2

（DMAC0出力）端子とそれぞれマルチプレクスされています。 

MODE7 エリア 0領域拡張

モード 

入力 PRESET端子によるパワーオンリセット時、エリア 0領域拡張モード設定 

MODE7端子は、DACK3（DMAC0出力）端子とマルチプレクスされていま

す。 

MODE8 エンディアン切

り替え 

入力 PRESET端子によるパワーオンリセット時、エンディアン設定 

MODE8端子は、SCIF4_TXD（SCIF4出力）、DRAK0（DMAC0出力）、

SSI3_SCK（SSI3出力）、FSE（FLCTL出力）端子とマルチプレクスされ

ています。 

DACK0*3 DMAC0アクノリ

ッジ信号 

出力 DMAC0チャネル 0のデータアクノリッジ 

DACK0端子は FCLE（FLCTL出力）端子とマルチプレクスされています。 

DACK1*3 DMAC1アクノリ

ッジ信号 

出力 DMAC0チャネル 1のデータアクノリッジ 

DACK1端子は BACK（LBSC出力）、FALE（FLCTL出力）端子とマルチ

プレクスされています。 

DACK2*3 DMAC2アクノリ

ッジ信号 

出力 DMAC0チャネル 2のデータアクノリッジ 

DACK2端子は MODE6（モード入力）端子とマルチプレクスされています。 

DACK3*3 DMAC3アクノリ

ッジ信号 

出力 DMAC0チャネル 3のデータアクノリッジ 

DACK3端子は MODE7（モード入力）端子とマルチプレクスされています。 

【注】 *1 CE2Aは CS5バスコントロールレジスタ（CS5BCR）の TYPEビットを B'100としたときに出力となります。 

 *2 CE2Bは CS6バスコントロールレジスタ（CS6BCR）の TYPEビットを B'100としたときに出力となります。 

 *3 DACK0～DACK3端子は DMAC0の CHCR0～CHCR3の ALビットで極性選択可能（初期値はローアクティブ）。 

詳細は、「第 15章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ 0（DMAC0）」を参照してください。 
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11.3 エリアの概要 

11.3.1 空間分割 

本 LSIは、アーキテクチャとして 32ビットの仮想アドレス空間を有しています。仮想アドレスは、上位側アド

レスの値によって 5領域に分割されています。また、ローカルバスのメモリ空間は 29ビットのアドレス空間を有

しており 8エリアに分割されています。 

仮想アドレスは、アドレス変換機構（MMU）により任意の外部アドレスに割り付けることができます。詳細は

「第 7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。この章では、ローカルバスのアドレス

のエリア分割について記述します。 

本 LSIは、表 11.3に示すように外部アドレスの 7つのエリアにおのおの各種メモリ／PCカードを接続でき、

おのおのに対応してチップセレクト信号（CS0～CS6、CE2A､CE2B）を出力します。エリア 0のアクセス時に CS0

が、エリア 6のアクセス時に CS6がアサートされます。また、エリア 5と 6において、PCMCIAインタフェース

を選択した場合、アクセスするバイトに対応して、CS5、CS6に加えて、CE2A、CE2Bをアサートします。 
 

H'0000 0000

H'8000 0000

H'A000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

H'FFFF FFFF
H'E400 0000

H'0000 0000

H'0400 0000

H'0800 0000

H'0C00 0000

H'1000 0000

H'1400 0000

H'1800 0000

H'1FFF FFFF
H'1C00 0000

エリア0（CS0）

エリア1（CS1）

エリア2（CS2）

エリア3（CS3）

エリア4（CS4）

エリア5（CS5）

エリア6（CS6）

エリア7（予約領域）

P0、U0領域

P1領域

P2領域

P3領域

ストアキュー領域
P4領域

物理アドレス空間（MMUオフ）仮想アドレス空間（MMUオン） 外部メモリ空間

P0、U0領域

256

P1領域

P2領域

P3領域

ストアキュー領域
P4領域

【注】 1. MMUオフ時（MMUCR.AT＝0）には、32ビットアドレス中の上位3ビットを無視し
て、固定的に29ビット外部アドレスにマッピングされます。

 2. MMUオン時（MMUCR.AT＝1）には、P0、U0、P3、ストアキューの各領域はTLBを用
いて任意の外部アドレスにマッピングが可能です。

  詳細は、「第7章　メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。  

図 11.2 仮想アドレス空間と外部メモリ空間の対応 
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表 11.2 ローカルバスメモリ空間マップ 

エリア 

ローカルバス 

アドレス 容量 接続可能メモリ 

設定可能 

バス幅（ビット）

アクセス 

サイズ*7 

SRAM 8,16,32*1 

バースト ROM 8,16,32*1 

0 H'00000000 

～H'03FFFFFF

64MB 

MPX 32*1 

8、16、32ビット、 

32バイト 

SRAM 8,16,32*2 

バースト ROM 8,16,32*2 

MPX 32*2 

1 H'04000000 

～H'07FFFFFF

64MB 

バイト制御 SRAM 16,32*2 

8、16、32ビット、 

32バイト 

SRAM 8,16,32*2 

バースト ROM 8,16,32*2 

MPX 32*2 

2 H'08000000 

～H'0BFFFFFF

64MB 

(DDR3-SDRAM) *3 16,32*3 

8、16、32ビット、 

32バイト 

SRAM 8,16,32*2 

バースト ROM 8,16,32*2 

MPX 32*2 

3 H'0C000000 

～H'0FFFFFFF

64MB 

(DDR3-SDRAM) *3 16,32*3 

8、16、32ビット、 

32バイト 

SRAM 8,16,32*2 

バースト ROM 8,16,32*2 

MPX 32*2 

バイト制御 SRAM 16,32*2 

8、16、32ビット、 

32バイト 

(DDR3-SDRAM) *3 16,32*3 8、16、32ビット、 

32バイト 

4 H'10000000 

～H'13FFFFFF

64MB 

(PCIEC) *4 32 8、16、32ビット、 

32バイト 

SRAM 8,16,32*2 

MPX 32*2 

バースト ROM 8,16,32*2 

PCMCIA 8,16*2*5 

8、16、32ビット、 

32バイト 

(DDR3-SDRAM) *2 16,32 8、16、32ビット、 

32バイト 

5 H'14000000 

～H'17FFFFFF

64MB 

(LRAM) *3 － 8、16、32ビット、 

16,32バイト 

SRAM 8,16,32*2 

MPX 32*2 

バースト ROM 8,16,32*2 

6 H'18000000 

～H'1BFFFFFF

64MB 

PCMCIA 8,16*2*5 

8、16、32ビット、 

32バイト 
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エリア 

ローカルバス 

アドレス 容量 接続可能メモリ 

設定可能 

バス幅（ビット）

アクセス 

サイズ*7 

7*6 H'1C000000 

～H'1FFFFFFF

64MB – – – 

【注】 *1 外部端子でメモリバス幅を指定します。 

 *2 レジスタでメモリバス幅を指定します。 

 *3 該当エリアを、MMSELRの設定により、DDR2-SDRAMに割り当てることができます。詳細は「第 12章 DDR3-SDRAM

インタフェース（DBSC3）」を参照してください。 

 *4 該当エリアを、MMSELRの設定により、PCIに割り当てることができます。詳細は「第 13章 PCI Expressコントロー

ラ（PCIEC）」を参照してください。 

 *5 PCMCIAインタフェース使用時は、バス幅は 8、16ビットのいずれかのみです。 

 *6 リザーブ領域にはアクセスしないでください。アクセスした場合、動作の保証はできません。 

 *7 LBSCが 8、16バイトのアクセスをバスマスタから要求された場合、アクセスサイズ 32ビットとして、それぞれ 2回、

4回のアクセスを行います。 

 *8 該当エリアを、MMSELRの設定により、LRAMメモリに割り当てることができます。 

 

エリア0: H'0000 0000

エリア1: H'0400 0000

エリア2: H'0800 0000

エリア3: H'0C00 0000

エリア4: H'1000 0000

エリア5: (前半) H'1400 0000
  (後半) H'1600 0000

エリア6: (前半) H'1800 0000
  (後半) H'1A00 0000

SRAM／バーストROM／MPX

SRAM／バーストROM／MPX／バイト制御SRAM

SRAM／バーストROM／MPX
(／DDR3-SDRAM)

SRAM／バーストROM／MPX 
(／DDR3-SDRAM)

SRAM／バーストROM／MPX／バイト制御SRAM
(／DDR3-SDRAM／PCIEC)

SRAM／バーストROM／MPX／PCMCIA (前半、後半)
(／DDR3-SDRAM／LRAM)

SRAM／バーストROM／MPX／PCMCIA (前半、後半)
(／DDR3-SDRAM)

PCMCIAインタフェースは、
メモリ、/I/Oカード兼用

 

図 11.3 ローカルバスメモリ空間割り付け 



 

11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

11-8  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

11.3.2 メモリバス幅 

LBSCのメモリバス幅は、空間ごとに設定できます。エリア 0では、PRESET端子によるパワーオンリセット時

に外部端子を用いてバスサイズを 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。パワーオンリセット時に外部端

子（MODE6、MODE5、MODE4）とバス幅の関係は次のようになります。 

下記、外部端子（MODE6、MODE5、MODE4）設定以外は設定禁止です。 
 

MODE6 MODE5 MODE4 バス幅 

0 0 0 32ビット（MPX） 

0 0 1 8ビット 

0 1 0 16ビット 

0 1 1 32ビット 

 

エリア 0～6で SRAMインタフェース、ROMのいずれかを使用する場合は、CSnバスコントロールレジスタ

（CSnBCR）によってバス幅を 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。バースト ROMを使用する場合、

バス幅を 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。バイト制御 SRAMインタフェースを使用する場合、バ

ス幅を 16ビット、32ビットから選べます。MPXインタフェースを使用する場合、バス幅を 32ビットに設定して

ください。 

PCMCIAインタフェースを使用する場合は、バス幅は 8ビットまたは 16ビットに設定してください。詳細は、

｢11.5.5 PCMCIAインタフェース｣を参照してください。 

メモリバス幅に関する詳細は、「11.4.3 CSnバスコントロールレジスタ（CSnBCR）」を参照してください。 

エリア 7のアドレスの範囲、H'1C00 0000～H'1FFFF FFFFは予約エリアですので使用しないでください。 



 

11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  11-9 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

11.3.3 PCMCIAサポート 

本 LSIでは、外部メモリ空間のエリア 5と 6で PCMCIAのインタフェース仕様をサポートします。 

サポートするインタフェースは、JEIDA仕様 Ver4.2（PCMCIA2.1）で定められた“ICメモリカードインタフェ

ース”と“I/Oカードインタフェース”です。 

外部メモリ空間のエリア 5と 6では、“ICメモリカードインタフェース”と“I/Oカードインタフェース”の

両方をサポートします。 

PCMCIAインタフェースは、リトルエンディアンモードでのみサポートされます。 

 

表 11.3 PCMCIAインタフェースの特長 

項 目 特 長 

アクセス ランダムアクセス 

データバス 8／16ビット 

メモリタイプ マスク ROM、OTPROM、EPROM、フラッシュメモリ、SRAM、ATAデバイス 

コモンメモリ容量 最大 64Mバイト 

アトリビュート部容量 最大 64Mバイト 

その他 I/Oバス幅のダイナミックバスサイジング、ATAデバイスコントロールレジスタへのアクセス 
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表 11.4 PCMCIAサポートインタフェース（1） 

ICメモリカードインタフェース I/Oカードインタフェース  

端子 信号名 I/O 機能 信号名 I/O 機能 

SH7786 

対応端子 

1 GND  グランド GND  グランド － 

2 D3 I/O データ D3 I/O データ D3 

3 D4 I/O データ D4 I/O データ D4 

4 D5 I/O データ D5 I/O データ D5 

5 D6 I/O データ D6 I/O データ D6 

6 D7 I/O データ D7 I/O データ D7 

7 CE1 I カードイネーブル CE1 I カードイネーブル CS5 or CS6 

8 A10 I アドレス A10 I アドレス A10 

9 OE I 出力イネーブル OE I 出力イネーブル RD 

10 A11 I アドレス A11 I アドレス A11 

11 A9 I アドレス A9 I アドレス A9 

12 A8 I アドレス A8 I アドレス A8 

13 A13 I アドレス A13 I アドレス A13 

14 A14 I アドレス A14 I アドレス A14 

15 WE I ライトイネーブル WE I ライトイネーブル WE1 

16 READY O レディ IREQ O 割り込み要求 ポートでセンス 

17 VCC  動作電源 VCC  動作電源 － 

18 VPP1 (VPP)  プログラム電源 VPP1 (VPP)  プログラム／ペリ
フェラル用電源 

－ 

19 A16 I アドレス A16 I アドレス A16 

20 A15 I アドレス A15 I アドレス A15 

21 A12 I アドレス A12 I アドレス A12 

22 A7 I アドレス A7 I アドレス A7 

23 A6 I アドレス A6 I アドレス A6 

24 A5 I アドレス A5 I アドレス A5 

25 A4 I アドレス A4 I アドレス A4 

26 A3 I アドレス A3 I アドレス A3 

27 A2 I アドレス A2 I アドレス A2 

28 A1 I アドレス A1 I アドレス A1 

29 A0 I アドレス A0 I アドレス A0 

30 D0 I/O データ D0 I/O データ D0 

31 D1 I/O データ D1 I/O データ D1 

32 D2 I/O データ D2 I/O データ D2 

33 WP* O ライトプロテクト IOIS16 O 16ビット I/Oポート IOIS16 

34 GND  グランド GND  グランド － 

【注】 * WPはサポートしていません。 

  「I/O」は PCMCIAカードにおける入出力。 

  極性は、PCMCIAカードインタフェースはカード側、SH7786対応端子は本 LSI側での極性を示します。 
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表 11.4 PCMCIAサポートインタフェース（2） 

ICメモリカードインタフェース I/Oカードインタフェース  

端子 信号名 I/O 機能 信号名 I/O 機能 

SH7786 

対応端子 

35 GND  グランド GND  グランド － 

36 CD1 O カード検出 CD1 O カード検出 ポートでセンス 

37 D11 I/O データ D11 I/O データ D11 

38 D12 I/O データ D12 I/O データ D12 

39 D13 I/O データ D13 I/O データ D13 

40 D14 I/O データ D14 I/O データ D14 

41 D15 I/O データ D15 I/O データ D15 

42 CE2 I カードイネーブル CE2 I カードイネーブル CE2Aまたは CE2B 

43 RFSH (VS1) I リフレッシュ要求 RFSH (VS1) I リフレッシュ要求 ポートから出力 

44 RSRVD  リザーブ IORD I I/Oリード IORD 

45 RSRVD  リザーブ IOWR I I/Oライト IOWR 

46 A17 I アドレス A17 I アドレス A17 

47 A18 I アドレス A18 I アドレス A18 

48 A19 I アドレス A19 I アドレス A19 

49 A20 I アドレス A20 I アドレス A20 

50 A21 I アドレス A21 I アドレス A21 

51 VCC  電源 VCC  電源 － 

52 VPP2 (VPP)  プログラム電源 VPP2 (VPP)  プログラム／ペリ
フェラル用電源 

－ 

53 A22 I アドレス A22 I アドレス A22 

54 A23 I アドレス A23 I アドレス A23 

55 A24 I アドレス A24 I アドレス A24 

56 A25 I アドレス A25 I アドレス A25 

57 RSRVD  リザーブ RSRVD  リザーブ － 

58 RESET I リセット RESET I リセット ポートから出力 

59 WAIT O ウェイト要求 WAIT O ウェイト要求 RDY* 

60 RSRVD  リザーブ INPACK O 入力応答 － 

61 REG I アトリビュートメ
モリ空間セレクト 

REG I アトリビュートメ
モリ空間セレクト 

REG 

62 BVD2 O 電池電圧検出 SPKR O デジタル音声信号 ポートでセンス 

63 BVD1 O 電池電圧検出 STSCHG O カード状態変化 ポートでセンス 

64 D8 I/O データ D8 I/O データ D8 

65 D9 I/O データ D9 I/O データ D9 

66 D10 I/O データ D10 I/O データ D10 

67 CD2 O カード検出 CD2 O カード検出 ポートでセンス 

68 GND  グランド GND  グランド － 

【注】 * 極性に注意してください。 

  「I/O」は PCMCIAカードにおける入出力。 

  極性は、PCMCIAカードインタフェースはカード側、SH7786対応端子は本 LSI側での極性を示します。 
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11.4 レジスタの説明 

LBSCには表 11.5、表 11.6に示すレジスタがあります。これらのレジスタにより、各種メモリとのインタフェ

ース、ウェイトステートなどの制御を行います。 
 

表 11.5 レジスタ構成（1） 

名  称 略 称 R/W P4アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ* 

同期 

クロック 

メモリアドレスマップ選択レジスタ MMSELR R/W H'FC40 0020 H'1C40 0020 32 SHck 

バスコントロールレジスタ BCR R/W H'FF80 1000 H'1F80 1000 32 Bck 

CS0バスコントロールレジスタ CS0BCR R/W H'FF80 2000 H'1F80 2000 32 Bck 

CS1バスコントロールレジスタ CS1BCR R/W H'FF80 2010 H'1F80 2010 32 Bck 

CS2バスコントロールレジスタ CS2BCR R/W H'FF80 2020 H'1F80 2020 32 Bck 

CS3バスコントロールレジスタ CS3BCR R/W H'FF80 2030 H'1F80 2030 32 Bck 

CS4バスコントロールレジスタ CS4BCR R/W H'FF80 2040 H'1F80 2040 32 Bck 

CS5バスコントロールレジスタ CS5BCR R/W H'FF80 2050 H'1F80 2050 32 Bck 

CS6バスコントロールレジスタ CS6BCR R/W H'FF80 2060 H'1F80 2060 32 Bck 

CS0ウェイトコントロールレジスタ CS0WCR R/W H'FF80 2008 H'1F80 2008 32 Bck 

CS1ウェイトコントロールレジスタ CS1WCR R/W H'FF80 2018 H'1F80 2018 32 Bck 

CS2ウェイトコントロールレジスタ CS2WCR R/W H'FF80 2028 H'1F80 2028 32 Bck 

CS3ウェイトコントロールレジスタ CS3WCR R/W H'FF80 2038 H'1F80 2038 32 Bck 

CS4ウェイトコントロールレジスタ CS4WCR R/W H'FF80 2048 H'1F80 2048 32 Bck 

CS5ウェイトコントロールレジスタ CS5WCR R/W H'FF80 2058 H'1F80 2058 32 Bck 

CS6ウェイトコントロールレジスタ CS6WCR R/W H'FF80 2068 H'1F80 2068 32 Bck 

CS5 PCMCIAコントロールレジスタ CS5PCR R/W H'FF80 2070 H'1F80 2070 32 Bck 

CS6 PCMCIAコントロールレジスタ CS6PCR R/W H'FF80 2080 H'1F80 2080 32 Bck 

【注】 * 指定アクセスサイズ以外でのアクセスは行わないでください。 
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表 11.6 レジスタ構成（2） 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

ライトスリープ 

名  称 略 称 

PRESET端子/ 

WDT/H-UDIによる

WDT/ 

多重例外による 

SLEEP命令 

による 

メモリアドレスマップ選択レジスタ MMSELR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

バスコントロールレジスタ BCR H'x000 0000 保持 保持 

CS0バスコントロールレジスタ CS0BCR H'7777 77F0 保持 保持 

CS1バスコントロールレジスタ CS1BCR H'7777 77F0 保持 保持 

CS2バスコントロールレジスタ CS2BCR H'7777 77F0 保持 保持 

CS3バスコントロールレジスタ CS3BCR H'7777 77F0 保持 保持 

CS4バスコントロールレジスタ CS4BCR H'7777 77F0 保持 保持 

CS5バスコントロールレジスタ CS5BCR H'7777 77F0 保持 保持 

CS6バスコントロールレジスタ CS6BCR H'7777 77F0 保持 保持 

CS0ウェイトコントロールレジスタ CS0WCR H'7777 770F 保持 保持 

CS1ウェイトコントロールレジスタ CS1WCR H'7777 770F 保持 保持 

CS2ウェイトコントロールレジスタ CS2WCR H'7777 770F 保持 保持 

CS3ウェイトコントロールレジスタ CS3WCR H'7777 770F 保持 保持 

CS4ウェイトコントロールレジスタ CS4WCR H'7777 770F 保持 保持 

CS5ウェイトコントロールレジスタ CS5WCR H'7777 770F 保持 保持 

CS6ウェイトコントロールレジスタ CS6WCR H'7777 770F 保持 保持 

CS5 PCMCIAコントロールレジスタ CS5PCR H'7700 0000 保持 保持 

CS6 PCMCIAコントロールレジスタ CS6PCR H'7700 0000 保持 保持 
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11.4.1 メモリアドレスマップ選択レジスタ（MMSELR） 

メモリアドレスマップ選択レジスタ（MMSELR）は 32ビット幅のレジスタで、エリア 2からエリア 5の空間に

ついて、メモリアドレスマップの選択を行います。本レジスタへのアクセスは、アドレス H'FC40 0020に対して

行ってください。また、書き込み、読み出しとも、ロングワードで行ってください。書き込みは、誤書き込みを

防ぐため、上位ワードが H'A5A5の場合のみ受け付けられます。読み出しする場合、上位 29ビットは 0が読み出

されます。本レジスタは、パワーオンリセットで H'0000 0000に初期化されます。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

MM_SEL⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

CH_KEY(H'A5A5)

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 CH_KEY 0 R/W MM_SEL[2:0]ビット書き込み時の書き込み Keyコードです。 

H'A5A5の値と同時に MM_SEL[2:0]ビットを書き換えしてください。 

Keyコードが合わない場合は、MM_SEL[2:0]ビットは更新されません。 

【注】本フィールドは読み出し時は、常に 0が読み出されます。 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 MM_SEL 000 R/W DDR3-SDRAM/PCI Expressメモリ/LRAM空間選択 

000：エリア 2、3（H'0800 0000～H'0FFF FFFF）を DDR3-SDRAM空間

とし、他エリアをローカルバス空間とする。 

H'4000 0000～H'7FFF FFFFを DDR3-SDRAM空間とし、H'8000 

0000～H'BFFF FFFFを PCI Express空間とする。 

001：エリア 2、3（H'0800 0000～H'0FFF FFFF）を DDR3-SDRAM空間、

エリア 4（H'1000 0000～H'13FF FFFF）を PCI Express空間とし、

他エリアをローカルバス空間とする。 

H'4000 0000～H'7FFF FFFFを DDR3-SDRAM空間とし、H'8000 

0000～H'BFFF FFFFを PCI Express空間とする。 

010：エリア 2、3（H'0800 0000～H'0FFF FFFF）を DDR3-SDRAM空間、

エリア 4（H'1000 0000～H'13FF FFFF）を PCI Express空間、エリ

ア 5（H'1400 0000～H'147F FFFF）を CPU0 LRAM空間、エリア 5

（H'1480 0000～H'14FF FFFF）を CPU1 LRAM空間とし、他エリア

をローカルバス空間とする。 

H'4000 0000～H'7FFF FFFFを DDR3-SDRAM空間とし、H'8000 

0000～H'BFFF FFFFを PCI Express空間とする。 

011：エリア 2～5（H'0800 0000～H'17FF FFFF）を DDR3-SDRAM空間

とする 

H'4000 0000～H'7FFF FFFFを DDR3-SDRAM空間とし、H'8000 

0000～H'BFFF FFFFを PCI Express空間とする。 

100：エリア 2～5（H'0800 0000～H'17FF FFFF）をローカルバス空間とす

る 

H'4000 0000～H'7FFF FFFFを DDR3-SDRAM空間とし、H'8000 

0000～H'BFFF FFFFを PCI Express空間とする。 

101：エリア 4（H'1000 0000～H'13FF FFFF）を PCI Express空間とし、

ほかエリアをローカルバス空間とする。 

H'4000 0000～H'BFFF FFFFを DDR3-SDRAM空間とする。 

110：エリア 4（H'1000 0000～H'13FF FFFF）を PCI Express空間、エリ

ア 5（H'1400 0000～H'147F FFFF）を CPU0 LRAM空間、エリア 5

（H'1480 0000～H'14FF FFFF）を CPU1 LRAM空間とし、他エリア

をローカルバス空間とする。 

H'4000 0000～H'BFFF FFFFを DDR3-SDRAM空間とする。 

111：エリア 2～5（H'0800 0000～H'17FF FFFF）をローカルバス空間とす

る 

H'4000 0000～H'BFFF FFFFを DDR3-SDRAM空間とする。 

【注】 1. 本レジスタは初期設定にて行うことを推奨します。 

 2. 本レジスタは CPU0からのみ変更可能です。それ以外の書き込みは無視されます。 
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本レジスタに書き込みを行うときには、DMAC0、DMAC1、HPB-DMAC、DU、USB、Etherおよび PCIECから

のアクセスが発生しないように設定した上で、本レジスタへの書き込みを行うMOV命令の直前に SYNCO命令を

置くなどし、未処理のアクセスがないようにしてから書き込みを行ってください。 

また、本レジスタへの書き込みを行うMOV命令の直後に、 

① 本レジスタを読み出すMOV命令 

② 本レジスタを読み出すMOV命令 

③ SYNCO命令 

を置いてください。 

例） 

………………… 

MOV.L    #H'FC400020, R0 

MOV.L    #MMSELR_DATA, R1  ; MMSELR_DATA = 本レジスタへの書き込み値（上位ワード= H'A5A5） 

SYNCO 

MOV.L   R1,@R0            ；本レジスタへの書き込み 

MOV.L   @R0, R2 

MOV.L   @R0, R2 

SYNCO 

………………… 

 

本レジスタに書き込みを行う命令は、キャッシング不可の P2領域で、かつ本レジスタ書き換えによる影響のな

い領域に配置してください。 

また、本レジスタへの書き込みは、命令キャッシュ、オペランドキャッシュ、およびMMUによるアドレス変

換を有効にする前に行い、それ以降はパワーオンリセット、またはマニュアルリセットを行うまで書き換えない

でください。 
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11.4.2 バスコントロールレジスタ（BCR） 

バスコントロールレジスタ（BCR）は、各エリアの機能、バスサイクルの状態等を指定します。読み出し／書

き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

BCRレジスタは、パワーオンリセットで、ビッグエンディアン時には H'0000 0000、リトルエンディアン時には

H'8000 0000に初期化されますが、マニュアルリセット時には初期化されません。 
 

161718192021222324252627282931 30

0000000000000x*x* 0

DMA
BST

BREQ
EN——DACKBST[3:0]OPUP—DPUP——END

IAN
MAS
TER

CS0
SIZE

R/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/WRR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ASYNC[6:0]———————— HIZ
CNT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRR R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

【注】 * ビット 31（ENDIANビット）の初期値は外部端子（MODE8）の設定によります。 

  ビット 29（CS0SIZEビット）の初期値は外部端子（MODE7）の設定によります。 

  ビット 30（MASTERビット）は、0固定です。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 ENDIAN x R エンディアンフラグ 

PRESET端子によるパワーオンリセット時に、エンディアン指定の外部端

子（MODE8）の値をサンプリングします。LBSC空間のエンディアンはこ

のビットで決定されます。 

0：パワーオンリセット時に、エンディアン設定外部端子（MODE8）が

ローレベルであり、本 LSIがビッグエンディアンとして設定されたこ

とを示します。 

1：パワーオンリセット時に、エンディアン設定外部端子（MODE8）が

ハイレベルであり、本 LSIがリトルエンディアンとして設定されたこ

とを示します。 

30 MASTER 0 

 

R マスタ／スレーブフラグ 

本製品では、マスタ固定です。 

29 CS0SIZE x R エリア 0領域拡張フラグ 

PRESET端子によるパワーオンリセット時に、エリア 0領域拡張モード指

定の外部端子（MODE7）の値をサンプリングします。LBSC空間の CS0

空間サイズはこのビットで決定されます。 

0：パワーオンリセット時に、エンディアン設定外部端子（MODE7）が

ローレベルであり、CS0空間サイズが 128MBとして設定されたこと

を示します。（CS1は A26として使用） 

1：パワーオンリセット時に、エンディアン設定外部端子（MODE7）が

ハイレベルであり、CS0空間サイズが 64MBとして設定されたことを

示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

28、27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26 DPUP 0 R/W データ端子プルアップ抵抗制御 

データ端子（D31～D0）のプルアップ抵抗の状態を指定します。このビッ

トは、パワーオンリセット時に初期化されます。オンの設定でもアクセス

時およびバス権解放時はプルアップされません。 

0：データ端子（D31～D0）のプルアップ抵抗は、メモリアクセス前後に

オンになるサイクルがあります。* 

1：データ端子（D31～D0）のプルアップ抵抗は、オフ。 

【注】 * データ端子のプルアップが必要な場合、プルアップ抵抗を外付け

することを推奨します。 

25 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 OPUP 0 R/W コントロール出力端子プルアップ抵抗制御 

コントロール出力端子（A［25:0］、BS、CSn、RD、WEn、R/W、CE2A、

CE2B）のハイインピーダンス時のプルアップ抵抗の状態を指定します。こ

のビットは、パワーオンリセット時に初期化されます。 

0：コントロール出力端子（A［25:0］、BS、CSn、RD、WEn、R/W、

CE2A、CE2B）のプルアップ抵抗は、オン。 

1：コントロール出力端子（A［25:0］、BS、CSn、RD、WEn、R/W、

CE2A、CE2B）のプルアップ抵抗は、オフ。 

23～20 DACKBST 

[3:0] 

0000 R/W DACKBST3～0 

0：DACKn端子をバスサイクルに同期してアサートします（n=0～3）。 

1：DMA転送がバーストモードのとき、転送開始から終了まで、対応す

る DACKn端子をアサートし続けます。 

対応する DMA転送チャネルの DACK出力エリアのメモリ種が

PCMCIAインタフェースに設定時のみ 1にセット可能です。それ以外

の場合は 0にクリアしてください。 

各ビットに対応する端子は以下のとおりです。 

DACKBST [3]：DACK3 

DACKBST [2]：DACK2 

DACKBST [1]：DACK1 

DACKBST [0]：DACK0 

19、18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17 BREQEN 0 R/W BREQイネーブル 

外部リクエストを受け付け可能とするかを設定します。パワーオンリセッ

ト時には、外部リクエストを受け付けない状態に初期化されます。また、

スレーブモードで LSIを起動した場合、BREQENの値にかかわらず、外部

リクエストを受け付けます。 

0：外部リクエストを受け付けません。 

1：外部リクエストを受け付けます。 

16 DMABST 0 R/W DMAC0バーストモード転送優先指定 

DMAC0チャネル 0～5によるバーストモード転送の優先度を指定します。

オフの設定の場合、優先度はバス権解放、SuperHywayバスマスタとなり、

オンの設定の場合、DMAC0のバースト転送が終了するまでバス権の解放は

実行されなくなります。このビットは、パワーオンリセット時に初期化さ

れます。 

0：DMAC0バーストモード転送優先指定オフ 

1：DMAC0バーストモード転送優先指定オン 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 HIZCNT 0 R/W ハイインピーダンス（High-Z）コントロール 

WEn、RD/FRAME信号のバス権解放時の状態を指定します。 

0：WEn、RD/FRAME信号はバス権解放時、ハイインピーダンス。 

1：WEn、RD/FRAME信号をバス権解放時ドライブ。 

13～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 ASYNC[6:0] 000000 R/W 非同期入力 

対応する端子の非同期入力を可能にします。 

0：対応する端子は CLKOUTに対する同期入力。 

1：対応する端子は CLKOUTに対して非同期入力。 

ASYNC [6]：DREQ3 

ASYNC [5]：DREQ2 

ASYNC [4]：DREQ1 

ASYNC [3]：DREQ0 

ASYNC [2]：IOIS16 

ASYNC [1]：BREQ 

ASYNC [0]：RDY 

 

非同期入力設定（ASYNCn=1）にした場合、サンプリングタイミングは、同期入力設定（ASYNCn=0）*時の 1

サイクル前になります（図 11.4参照）。 

本章に示されているタイミングはすべて同期入力設定時（ASYNCn=0）のものとなっています。 

【注】 * 同期入力の設定では、必ずセットアップホールド時間を満たしてください。 
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T1

CLKOUT

Tw TweTw T2

RDY

(BCR.ASYNC0 = 0)

RDY

(BCR.ASYNC0 = 1)

 

図 11.4 BCR.ASYNCnの設定による RDYサンプリングタイミング例 

（CSnWCRにより 2サイクルウェイトが挿入されています。） 

 

11.4.3 CSnバスコントロールレジスタ（CSnBCR） 

CSnバスコントロールレジスタ（CSnBCR）は、エリア n（n = 0～6）のバス幅、サイクル間アイドル、バース

ト ROMの設定、メモリタイプを指定します。読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

メモリによっては、外部からの読み出し信号がオフになってもデータバスのドライブがすぐにはオフにならな

いものもあります。このため、連続したメモリアクセスが異なるエリアのメモリに対して行われる場合や、メモ

リ読み出し直後に書き込みが行われる場合、データバスが衝突する可能性があります。本 LSIでは、このような

データバスが衝突する可能性がある場合に、CSnBCRレジスタで設定したサイクル数だけ自動的にアイドルサイ

クルを挿入します。サイクル間アイドル中は CSn、RD、WEn、CE2A、CE2B、BS、R/Wはハイレベル状態、デー

タは非ドライブ状態になります。 

CSnBCRレジスタは、パワーオンリセットで H'7777 77F0に初期化されますが、マニュアルリセット時には初期

化されません。 
 

161718192021222324252627282931 30

111011101110110 1

IWRRD⎯IWRWS⎯IWRWD⎯IWW⎯

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000011111110110 1

TYPEMPX*BWRDSPLSZ*BSTIWRRS⎯

R/WR/WR/WR/W*R/WR/WR/WR/WR/W*R/W*R/WR/WR/WR/WR R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
【注】 * CS0BCRの SZ、MPXはリードのみ可能です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30～28 IWW 111 R/W ライト-リード/ライト-ライトサイクル間アイドル 

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイクル数を指

定します。対象となるサイクルは、ライト-リードサイクルとライト-ライトサイ

クルの場合です。詳細については、｢11.5.8 アクセスサイクル間ウェイト｣の項

を参照してください。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

27 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26～24 IWRWD 111 R/W 別空間リード-ライトサイクル間アイドル 

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイクル数を指

定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが別空間でかつリード-ラ

イトサイクルの場合です。詳細については、｢11.5.8 アクセスサイクル間ウェ

イト｣の項を参照してください。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 



 

11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

11-22  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

22～20 IWRWS 111 R/W 同一空間リード-ライトサイクル間アイドル 

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイクル数を指

定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが同一空間でかつリード-

ライトサイクルの場合です。詳細については、｢11.5.8 アクセスサイクル間ウ

ェイト｣の項を参照してください。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 IWRRD 111 R/W 別空間リード-リードサイクル間アイドル 

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイクル数を指

定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが別空間でかつリード-リ

ードサイクルの場合です。詳細については、｢11.5.8 アクセスサイクル間ウェ

イト｣の項を参照してください。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 



 

11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  11-23 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～12 IWRRS 111 R/W 同一空間リード-リードサイクル間アイドル 

空間に接続されたメモリをアクセスした後に挿入するアイドルサイクル数を指

定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが同一空間でかつリード-

リードサイクルの場合です。詳細については、｢11.5.8 アクセスサイクル間ウ

ェイト｣の項を参照してください。 

000：アイドルサイクルなし 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

11、10 BST 01 R/W バースト回数 

バースト ROMインタフェースを使用する場合の、バースト回数を指定します。

MPXインタフェースには影響しません。 

00：4連続アクセス（バス幅 8、16、32ビット時、いずれでも使用可。） 

01：8連続アクセス（バス幅 8、16、32ビット時のみ使用可。） 

10：16連続アクセス（バス幅 8、16ビット時のみ使用可。） 

11：32連続アクセス（バス幅 8ビット時のみ使用可。） 

9、8 SZ 11 R/W* バス幅 

CS0BCRではパワーオンリセット時に、バスサイズを指定する外部端子

（MODE4、MODE5、MODE6）をサンプリングします。MPXインタフェース

使用時は 32ビットに設定してください。バイト制御 SRAMインタフェース使

用時は 16ビット、32ビットに設定してください。 

00：32ビット 

01：8ビット 

10：16ビット 

11：32ビット 

【注】* CS0BCRの SZビットはリードのみ可能です。 

       また、MODE4 、MODE5、MODE6端子でエリア 0を MPXインタフェ

ースに設定した場合、CS0BCRの SZビットは 00か 11に設定してくだ

さい。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RDSPL 1 R/W RDホールドサイクル 

RDのリードデータサンプルタイミングに対するホールド時間に挿入されるサ

イクル数を指定します。このビットを 1に設定するときは、CSnWCRの RDH

ビットで設定する RDネゲート－CSnネゲート遅延サイクルを 1以上に設定し

てください。またこのビットを 1に設定することにより、RDネゲート－CSn

ネゲート遅延サイクルは 1サイクル減ります。[SRAMインタフェース／バース

ト ROMインタフェース／バイト制御 SRAMインタフェース設定時のみ有効] 

0：なし 

1：1サイクル挿入 

6～4 BW 111 R/W バーストピッチ 

バースト ROMインタフェースを使用時のバースト転送における、第 2データア

クセス以降に挿入される挿入ウェイト数を指定します。 

000：挿入ウェイトステートなし、RDY端子無視 

001：1ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

010：2ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

011：3ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

100：4ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

101：5ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

110：6ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

111：7ウェイトステート挿入、RDY端子イネーブル 

3 MPX 0 R/W* MPXインタフェース指定 

MPXインタフェースタイプを指定します。 

0：TYPE2～TYPE0ビットで指定するメモリタイプが選択されます 

1：MPXインタフェースが指定されます 

【注】* CS0BCRの MPXはリードのみ可能です。 

2～0 TYPE 000 R/W メモリタイプ指定 

空間に接続するメモリのタイプを指定します。 

000：SRAM（初期値） 

001：バイト制御 SRAM *1 

010：バースト ROM（リード時バースト、ライト時 SRAM） 

011：リザーブ（設定禁止） 

100：PCMCIA *2 

101：リザーブ（設定禁止） 

110：リザーブ（設定禁止） 

111：リザーブ（設定禁止） 

【注】 *1 CS1BCR、CS4BCRのみ設定可能。 

       *2 CS5BCR、CS6BCRのみ設定可能。 
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11.4.4 CSnウェイトコントロールレジスタ（CSnWCR） 

CSnウェイトコントロールレジスタ（CSnWCR）は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、エリ

ア n（n = 0~6）の挿入ウェイトステート数、バーストメモリアクセスを行う場合の第 1データの挿入ウェイトス

テート数、アクセスするアドレスの出力を開始してから読み出し／書き込みストローブのアサートまでのセット

アップ時間、書き込みストローブのネゲートからのデータホールド時間の挿入サイクルを指定します。 

CSnWCRレジスタは、パワーオンリセットで H'7777 770Fに初期化されますが、マニュアルリセット時には初

期化されません。 
 

161718192021222324252627282931 30

111011101110110 1

RDH⎯RDS⎯ADH⎯ADS⎯

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR R/W

ビット：

初期値：

R/W：

⎯ ⎯
01234567891011121315 14

111100001110110 1

IW[3:0]BSHWTHWTS⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30～28 ADS 111 R/W アドレスセットアップサイクル 

アドレスの CSnアサートに対するセットアップ時間に挿入されるサイクル

数を指定します。[SRAMインタフェース／バイト制御 SRAMインタフェー

スおよびバースト ROMインタフェース設定時のみ有効] 

000：サイクル挿入なし 

001：1サイクル挿入 

010：2サイクル挿入 

011：3サイクル挿入 

100：4サイクル挿入 

101：5サイクル挿入 

110：6サイクル挿入 

111：7サイクル挿入 

27 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26～24 ADH 111 R/W アドレスホールドサイクル 

アドレスの CSnネゲートに対するホールド時間に挿入されるサイクル数を

指定します。[SRAMインタフェース／バイト制御 SRAMインタフェースお

よびバースト ROMインタフェース設定時のみ有効 

000：サイクル挿入なし 

001：1サイクル挿入 

010：2サイクル挿入 

011：3サイクル挿入 

100：4サイクル挿入 

101：5サイクル挿入 

110：6サイクル挿入 

111：7サイクル挿入 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

22～20 RDS 111 R/W CSnアサート－RDアサート遅延サイクル 

CSnアサートから RDアサートに挿入されるサイクル数を指定します。

[SRAMインタフェース／バイト制御 SRAMインタフェースおよびバースト

ROMインタフェース設定時のみ有効] 

000：サイクル挿入なし（1サイクル遅延） 

001：1サイクル挿入（2サイクル遅延） 

010：2サイクル挿入（3サイクル遅延） 

011：3サイクル挿入（4サイクル遅延） 

100：4サイクル挿入（5サイクル遅延） 

101：5サイクル挿入（6サイクル遅延） 

110：6サイクル挿入（7サイクル遅延） 

111：7サイクル挿入（8サイクル遅延） 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 RDH 111 R/W RDネゲート－CSnネゲート遅延サイクル 

RDネゲートから CSnネゲートに挿入されるサイクル数を指定します。  

[SRAMインタフェース／バイト制御 SRAMインタフェースおよびバースト

ROMインタフェース設定時のみ有効] 

000：サイクル挿入なし（0サイクル遅延） 

001：1サイクル挿入（1サイクル遅延） 

010：2サイクル挿入（2サイクル遅延） 

011：3サイクル挿入（3サイクル遅延） 

100：4サイクル挿入（4サイクル遅延） 

101：5サイクル挿入（5サイクル遅延） 

110：6サイクル挿入（6サイクル遅延） 

111：7サイクル挿入（7サイクル遅延） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～12 WTS 111 R/W CSnアサート－WEnアサート遅延サイクル 

CSnアサートからWEnアサートに挿入されるサイクル数を指定します。

[SRAMインタフェース／バイト制御 SRAMインタフェースおよびバースト

ROMインタフェース設定時のみ有効] 

000：サイクル挿入なし（0.5サイクル遅延） 

001：1サイクル挿入（1.5サイクル遅延） 

010：2サイクル挿入（2.5サイクル遅延） 

011：3サイクル挿入（3.5サイクル遅延） 

100：4サイクル挿入（4.5サイクル遅延） 

101：5サイクル挿入（5.5サイクル遅延） 

110：6サイクル挿入（6.5サイクル遅延） 

111：7サイクル挿入（7.5サイクル遅延） 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 WTH 111 R/W WEnネゲート－CSnネゲート遅延サイクル 

WEnネゲートから CSnネゲートに挿入されるサイクル数を指定します。

[SRAMインタフェース／バイト制御 SRAMインタフェースおよびバースト

ROMインタフェース設定時のみ有効] 

000：サイクル挿入なし（0.5サイクル遅延） 

001：1サイクル挿入（1.5サイクル遅延） 

010：2サイクル挿入（2.5サイクル遅延） 

011：3サイクル挿入（3.5サイクル遅延） 

100：4サイクル挿入（4.5サイクル遅延） 

101：5サイクル挿入（5.5サイクル遅延） 

110：6サイクル挿入（6.5サイクル遅延） 

111：7サイクル挿入（7.5サイクル遅延） 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～4 BSH 000 R/W BSホールドサイクル 

BSのアサート時間を延長するために挿入されるサイクル数を指定します。

延長は、リード時 CSnWCRの RDS、ライト時 CSnWCRのWTSが 000以

外に設定されているとき有効です。また、このビットの設定により、アクセ

スの総サイクル数は変わりません。 

000：BSアサートは 1サイクル 

001：BSアサートは 2サイクル 

010：設定禁止 

011：設定禁止 

100：設定禁止 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 IW 

[3:0] 

1111 R/W 挿入ウェイトサイクル 

挿入ウェイトサイクル数を指定します。SRAMインタフェース／バイト制御

SRAMインタフェース／バースト ROMインタフェース（第 1データのみ）

および PCMCIAインタフェースのときは以下の挿入ウェイトサイクルにな

ります。RDY端子による外部ウェイト挿入はサイクル挿入なしのときにはで

きません。 

0000：サイクル挿入なし 

0001：1サイクル挿入 

0010：2サイクル挿入 

0011：3サイクル挿入 

0100：4サイクル挿入 

0101：5サイクル挿入 

0110：6サイクル挿入 

0111：7サイクル挿入 

1000：8サイクル挿入 

1001：9サイクル挿入 

1010：11サイクル挿入 

1011：13サイクル挿入 

1100：15サイクル挿入 

1101：17サイクル挿入 

1110：21サイクル挿入 

1111：25サイクル挿入 

MPXインタフェース設定時には IW [2:0]の設定により、以下の挿入ウェイト

サイクルになります。このとき、IW [3]の設定は無効になります。また、ど

の設定においても RDY端子による外部ウェイト挿入が可能です。 

IW [2]による第 2データ以降の挿入ウェイトサイクル 

0：0サイクル挿入 

1：1サイクル挿入 

IW [1:0]による第 1データの挿入ウェイトサイクル 

00：リード時 1サイクル、ライト時 0サイクル挿入 

01：リード時 1サイクル、ライト時 1サイクル挿入 

10：リード時 2サイクル、ライト時 2サイクル挿入 

11：リード時 3サイクル、ライト時 3サイクル挿入 
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11.4.5 CSnPCMCIAコントロールレジスタ（CSnPCR） 

CSn PCMCIAコントロールレジスタ（CSnPCR、n=5、6）は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタ

で、CS5PCRはエリア 5、CS6PCRはエリア 6に接続する PCMCIAインタフェースに対するタイミングコントロー

ル、空間属性、OE、WE信号のアサート／ネゲートタイミングを指定します。また、CSnPCRはエリア 5、6の前

半と後半で別々に設定できます。エリア 5の前半はローカルバスアドレスで H'1400 0000～H'15FF FFFF、エリア 5

の後半は、H'1600 0000～H'17FF FFFF、エリア 6の前半は H'1800 0000～H'19FF FFFF、エリア 6の後半は、H'1A00 

0000～H'1BFF FFFFを示します。なお、エリア 5、6の前半の OE、WE信号のアサート幅は、CSnWCRの IWビ

ットで設定します。 

CSnPCRレジスタは、パワーオンリセットで H'7700 0000に初期化されますが、マニュアルリセット時には初期

化されません。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000001110110 1

PCIWPCWA PCWBSAB⎯SAA⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR R/W

ビット：

初期値：

R/W：

⎯ ⎯ ⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TEHBTEHATEDBTEDA⎯

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR R/W

ビット：

初期値：

R/W：  

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30～28 SAA 111 R/W 空間属性 A 

エリアの前半に接続する PCMCIAの空間属性を設定します。 

000：ATA補完モード 

001：ダイナミック I/Oバスサイジング 

010：8ビット I/O空間 

011：16ビット I/O空間 

100：8ビット共有メモリ 

101：16ビット共有メモリ 

110：8ビットアトリビュートメモリ 

111：16ビットアトリビュートメモリ 

27 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26～24 SAB 111 R/W 空間属性 B 

エリアの後半に接続する PCMCIAの空間属性を設定します。 

000：ATA補完モード 

001：ダイナミック I/Oバスサイジング 

010：8ビット I/O空間 

011：16ビット I/O空間 

100：8ビット共有メモリ 

101：16ビット共有メモリ 

110：8ビットアトリビュートメモリ 

111：16ビットアトリビュートメモリ 

23、22 PCWA 00 R/W PCMCIAウェイト A 

低速な PCMCIA用ウェイトサイクルで、CSnWCRの IWビットで指定した

ウェイト数に加算されます。 

PCMCIAインタフェースへのアクセスがエリアの前半のとき、このビット

の設定が選択されます。 

00：ウェイトサイクル挿入なし 

01：15ウェイトサイクル挿入 

10：30ウェイトサイクル挿入 

11：50ウェイトサイクル挿入 

21、20 PCWB 00 R/W PCMCIAウェイト B 

低速な PCMCIA用ウェイトサイクルで、PCIWビットで指定したウェイト

数に加算されます。 

PCMCIAインタフェースへのアクセスがエリアの後半のとき、このビット

の設定が選択されます。 

00：ウェイトサイクル挿入なし 

01：15ウェイトサイクル挿入 

10：30ウェイトサイクル挿入 

11：50ウェイトサイクル挿入 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19～16 PCIW 0000 R/W PCMCIA挿入ウェイトサイクル B 

挿入ウェイトサイクル数を指定します。PCMCIAインタフェースへのアク

セスがエリアの後半のとき、このビットの設定が選択されます。エリアの

前半のときは CSnWCRの IWビットの設定が適用されます。 

0000：サイクル挿入なし 

0001：1サイクル挿入 

0010：2サイクル挿入 

0011：3サイクル挿入 

0100：4サイクル挿入 

0101：5サイクル挿入 

0110：6サイクル挿入 

0111：7サイクル挿入 

1000：8サイクル挿入 

1001：9サイクル挿入 

1010：11サイクル挿入 

1011：13サイクル挿入 

1100：15サイクル挿入 

1101：17サイクル挿入 

1110：21サイクル挿入 

1111：25サイクル挿入 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～12 TEDA 000 R/W OE/WEアサート遅延 A 

接続された PCMCIAインタフェースにおけるアクセスがエリアの前半のと

き、アドレス出力から、OE/WEアサートまでの遅延時間を設定します。 

000：ウェイトサイクル挿入なし 

001：1ウェイトサイクル挿入 

010：2ウェイトサイクル挿入 

011：3ウェイトサイクル挿入 

100：6ウェイトサイクル挿入 

101：9ウェイトサイクル挿入 

110：12ウェイトサイクル挿入 

111：15ウェイトサイクル挿入 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 TEDB 000 R/W OE/WEアサート遅延 B 

接続された PCMCIAインタフェースにおけるアクセスがエリアの後半のと

き、アドレス出力から、OE/WEアサートまでの遅延時間を設定します。 

000：ウェイトサイクル挿入なし 

001：1ウェイトサイクル挿入 

010：2ウェイトサイクル挿入 

011：3ウェイトサイクル挿入 

100：6ウェイトサイクル挿入 

101：9ウェイトサイクル挿入 

110：12ウェイトサイクル挿入 

111：15ウェイトサイクル挿入 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 TEHA 000 R/W OE/WEネゲート―アドレス遅延 A 

接続された PCMCIAインタフェースにおけるアクセスがエリアの前半のと

き、OE/WEネゲートからのアドレスホールド遅延時間を設定します。 

000：ウェイトサイクル挿入なし 

001：1ウェイトサイクル挿入 

010：2ウェイトサイクル挿入 

011：3ウェイトサイクル挿入 

100：6ウェイトサイクル挿入 

101：9ウェイトサイクル挿入 

110：12ウェイトサイクル挿入 

111：15ウェイトサイクル挿入 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 TEHB 000 R/W OE/WEネゲート―アドレス遅延 B 

接続された PCMCIAインタフェースにおけるアクセスがエリアの後半のと

き、OE/WEネゲートからのアドレスホールド遅延時間を設定します。 

000：サイクル挿入なし 

001：1サイクル挿入 

010：2サイクル挿入 

011：3サイクル挿入 

100：6サイクル挿入 

101：9サイクル挿入 

110：12サイクル挿入 

111：15サイクル挿入 
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11.5 動作説明 

11.5.1 エンディアン／アクセスサイズとデータアライメント 

本 LSIでは、バイトデータの並び方を上位バイト（MSByte）が 0番地側になるビッグエンディアン、下位バイ

ト（LSByte）が 0番地側になるリトルエンディアンのいずれもサポートしています。この切り替えは、外部端子

（MODE8端子）で PRESET端子によるパワーオンリセット時に設定します。PRESET端子によるパワーオンリセ

ット時、MODE8端子がローレベルのときビッグエンディアンになり、MODE8端子がハイレベルのときリトルエ

ンディアンになります。 

また、データバス幅は、通常メモリとしては 8ビット、16ビット、32ビット幅の 3種類から選べます。また、

PCMCIAインタフェースの場合は 8ビット、16ビット幅の 2種類から選べます。データのアライメントは、各デ

バイスのデータバス幅およびエンディアンに合わせて行われます。したがって、データバス幅がアクセスサイズ

より小さい場合、アクセスサイズになるまで複数回のバスサイクルを自動的に発生させます。この場合、バス幅

分のアドレスを自動的にインクリメントしてアクセスを行います。たとえば SRAMインタフェースで 8ビットバ

ス幅のエリアにロングワードアクセスを行う場合、自動的にアドレスを 1ずつインクリメントして、4回アクセス

を行います。また、32バイト転送時は、設定したバス幅に従い合計 32バイトのデータを連続して転送します。先

頭のアクセスはアクセス要求があったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対して

ラップアラウンドで行われます。これらの転送の間、バス権の開放は行いません。本 LSIでは、それぞれのイン

タフェース間で、データのアライメントおよびデータ長の変換を自動的に行います。 

8、16バイト転送時は、それぞれ 4バイト 2回、4バイト 4回としてアクセスを行います。 

エンディアンとデバイスのデータ幅とアクセスの単位との関係を表 11.7～表 11.12に示します。 
 

データ構造

データ7～0

データ15～8 データ7～0

データ31～24 データ23～16 データ15～8 データ7～0

MSB LSB

MSB LSB

MSB LSB

バイト

ワード

ロングワード  
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表 11.7 32ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

 

No. D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

4n 1 データ 

7～0 
－ － － アサート    

4n+1 1 － データ 
7～0 

－ －  アサート   

4n+2 1 － － データ 

7～0 
－   アサート  

バイト 

4n+3 1 － － － データ 
7～0 

   アサート 

4n 1 データ 

15～8 

データ 

7～0 
－ － アサート アサート   ワード 

4n+2 1 － － データ 
15～8 

データ 
7～0 

  アサート アサート 

ロング 

ワード 

4n 1 データ 

31～24 

データ 

23～16 

データ 

15～8 

データ 

7～0 
アサート アサート アサート アサート 

8n 1 データ 

31～24 

データ 

23～16 

データ 

15～8 

データ 

7～0 
アサート アサート アサート アサート 

8n+4 2 データ 
63～56 

データ 
55～48 

データ 
47～40 

データ 
39～32 

アサート アサート アサート アサート 

8n+8 3 データ 

95～88 

データ 

87～80 

データ 

79～72 

データ 

71～64 
アサート アサート アサート アサート 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

32バイト
* 

8n+28 8 データ 

255～248

データ 

247～240

データ 

239～232

データ 

231～224
アサート アサート アサート アサート 

【注】 * アクセス開始アドレスが 32バイト境界の例です。開始アドレスが 32バイト境界でないときは、32バイト境界直

前までアクセスした後、アドレスはラップアラウンドします。 
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表 11.8 16ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

 

No. D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

2n 1 － － データ 

7～0 
－   アサート  バイト 

2n+1 1 － － － データ 
7～0 

   アサート 

ワード 2n 1 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 
  アサート アサート 

4n 1 － － データ 
31～24 

データ 
23～16 

  アサート アサート ロング 

ワード 

4n+2 2 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 
  アサート アサート 

8n 1 － － データ 
15～8 

データ 
7～0 

  アサート アサート 

8n+2 2 － － データ 

31～24 

データ 

23～16 
  アサート アサート 

8n+4 3 － － データ 
47～40 

データ 
39～32 

  アサート アサート 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

32 バイト
* 

8n+30 16 － － データ 
255～248

データ 
247～240

  アサート アサート 

【注】 * アクセス開始アドレスが 32バイト境界の例です。開始アドレスが 32バイト境界でないときは、32バイト境界直

前までアクセスした後、アドレスはラップアラウンドします。 
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表 11.9 8ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

 

No. D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

バイト n 1 － － － データ 

7～0 
   アサート 

2n 1 － － － データ 
15～8 

   アサート ワード 

2n+1 2 － － － データ 

7～0 
   アサート 

4n 1 － － － データ 
31～24 

   アサート 

4n+1 2 － － － データ 

23～16 
   アサート 

4n+2 3 － － － データ 
15～8 

   アサート 

ロング 

ワード 

4n+3 4 － － － データ 

7～0 
   アサート 

8n 1 － － － データ 
7～0 

   アサート 

8n+1 2 － － － データ 

15～8 
   アサート 

8n+2 3 － － － データ 
23～16 

   アサート 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

32 バイト
* 

8n+31 32 － － － データ 
255～248

   アサート 

【注】 * アクセス開始アドレスが 32バイト境界の例です。開始アドレスが 32バイト境界でないときは、32バイト境界直

前までアクセスした後、アドレスはラップアラウンドします。 
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表 11.10 32ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

 

No. D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

4n 1 － － － データ 

7～0 
   アサート 

4n+1 1 － － データ 
7～0 

－   アサート  

4n+2 1 － データ 

7～0 
－ －  アサート   

バイト 

4n+3 1 データ 
7～0 

－ － － アサート    

4n 1 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 
  アサート アサート ワード 

4n+2 1 データ 
15～8 

データ 
7～0 

－ － アサート アサート   

ロング 

ワード 

4n 1 データ 

31～24 

データ 

23～16 

データ 

15～8 

データ 

7～0 
アサート アサート アサート アサート 

8n 1 データ 

31～24 

データ 

23～16 

データ 

15～8 

データ 

7～0 
アサート アサート アサート アサート 

8n+4 2 データ 

63～56 

データ 

55～48 

データ 

47～40 

データ 

39～32 
アサート アサート アサート アサート 

8n+8 3 データ 

95～88 

データ 

87～80 

データ 

79～72 

データ 

71～64 
アサート アサート アサート アサート 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

32バイト
* 

8n+28 8 データ 

255～248

データ 

247～240

データ 

239～232

データ 

231～224
アサート アサート アサート アサート 

【注】 * アクセス開始アドレスが 32バイト境界の例です。開始アドレスが 32バイト境界でないときは、32バイト境界直

前までアクセスした後、アドレスはラップアラウンドします。 
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表 11.11 16ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

 

No. D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

2n 1 － － － データ 

7～0 
   アサート バイト 

2n+1 1 － － データ 
7～0 

－   アサート  

ワード 2n 1 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 
  アサート アサート 

4n 1 － － データ 
15～8 

データ 
7～0 

  アサート アサート ロング 

ワード 

4n+2 2 － － データ 

31～24 

データ 

23～16 
  アサート アサート 

8n 1 － － データ 
15～8 

データ 
7～0 

  アサート アサート 

8n+2 2 － － データ 

31～24 

データ 

23～16 
  アサート アサート 

8n+4 3 － － データ 
47～40 

データ 
39～32 

  アサート アサート 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

32バイト
* 

8n+30 16 － － データ 
255～248

データ 
247～240

  アサート アサート 

【注】 * アクセス開始アドレスが 32バイト境界の例です。開始アドレスが 32バイト境界でないときは、32バイト境界直

前までアクセスした後、アドレスはラップアラウンドします。 
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表 11.12 8ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

 

No. D31～D24 D23～D16 D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

バイト n 1 － － － データ 

7～0 
   アサート 

2n 1 － － － データ 
7～0 

   アサート ワード 

2n+1 2 － － － データ 

15～8 
   アサート 

4n 1 － － － データ 
7～0 

   アサート 

4n+1 2 － － － データ 

15～8 
   アサート 

4n+2 3 － － － データ 
23～16 

   アサート 

ロング 

ワード 

4n+3 4 － － － データ 

31～24 
   アサート 

8n 1 － － － データ 
7～0 

   アサート 

8n+1 2 － － － データ 

15～8 
   アサート 

8n+2 3 － － － データ 
23～16 

   アサート 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

32 バイト
* 

8n+31 32 － － － データ 
255～248

   アサート 

【注】 * アクセス開始アドレスが 32バイト境界の例です。開始アドレスが 32バイト境界でないときは、32バイト境界直

前までアクセスした後、アドレスはラップアラウンドします。 
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11.5.2 エリアの説明 

（1） エリア 0 

エリア 0は、ローカルバスアドレスの 28～26ビットが 000のエリアです。 

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、MPX、バースト ROMです。 

バス幅は、外部端子のMODE6、MODE5、MODE4によりパワーオンリセット時に、8ビット、16ビット、32

ビットから選べます。詳細は「11.3.2 メモリバス幅」を参照してください。 

エリア 0空間サイズは、外部端子のMODE7によりパワーオンリセット時に、128MB、64MBから選べます。

詳細は「11.4.2 バスコントロールレジスタ（BCR）」を参照してください。 

エリア 0空間サイズ 128MB時は、CS1端子は A26として使用します。 

エリア 0をアクセスすると CS0信号がアサートされます。また、OEとして使用できる RD信号や書き込み制御

のWE0～WE3がアサートされます。 

バスサイクル数は、CS0WCRレジスタにより挿入ウェイトサイクル数を 0～25から選択することができます。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、CS0BCRの BWビットによりバーストピッチを 0～7から選ぶ

ことができます。 

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができます（挿

入サイクル数が 0のときは、RDY信号は無視されます）。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、ウェイト数に対応してバーストサイクルの転送ステート数が 2

～9の範囲で決まります。 

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、CS0アサートに対するリード／ライトストローブ信号のア

サート遅延サイクル、リード／ライトストローブ信号のネゲートに対する CS0ネゲート遅延サイクルは、CS0WCR

レジスタより、0～7サイクルに設定することができます。また、リード時 CS0WCRの RDS設定値が 000以外、

およびライト時 CS0WCRのWTS設定値が 000以外のときには BSホールドサイクルを 1～2サイクルの範囲で設

定できます。 

（2） エリア 1 

エリア 1は、ローカルバスアドレスの 28～26ビットが 001のエリアです。 

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、MPX、バースト ROMおよびバイト制御 SRAMです。 

バス幅は、CS1BCRレジスタの SZビットにより 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。MPXインタフ

ェースを設定する場合は、CS1BCRレジスタの SZビットにより、バス幅を 32ビットに設定してください。バイ

ト制御 SRAMインタフェースを設定する場合は、バス幅を 16ビット、32ビットにしてください。 

エリア 1をアクセスすると CS1信号がアサートされます。また、OEとして使用できる RD信号や書き込み制御

のWE0～WE3がアサートされます。 

バスサイクル数は、CS1BCRレジスタにより挿入ウェイトサイクル数を 0～25から選択することができます。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、CS1BCRの BWビットによりバーストピッチを 0～7から選ぶ

ことができます。 

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができます（挿

入サイクル数が 0のときは、RDY信号は無視されます）。 

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、CS0アサートに対するリード／ライトストローブ信号のア
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サート遅延サイクル、リード／ライトストローブ信号のネゲートに対する CS0ネゲート遅延サイクルは、CS1WCR

レジスタより、0～7サイクルに設定することができます。また、リード時 CS1WCRの RDS設定値が 000以外、

およびライト時 CS1WCRのWTS設定値が 000以外のときには BSホールドサイクルを 1～2サイクルの範囲で設

定できます。 

（3） エリア 2 

エリア 2は、ローカルバスアドレスの 28～26ビットが 010のエリアです。 

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、MPX、バースト ROMです。 

バス幅は、SRAMインタフェースを設定する場合、CS2BCRレジスタの SZビットにより 8ビット、16ビット、

32ビットから選べます。MPXインタフェースを設定する場合は、CS2BCRレジスタの SZビットにより、32ビッ

トに設定してください。 

エリア 2をアクセスすると CS2信号がアサートされます。 

SRAMインタフェースを設定している場合、OEとして使用できる RD信号や書き込み制御のWE0～WE3がア

サートされます。 

バスサイクル数は、CS2WCRレジスタにより挿入ウェイトサイクル数を 0～25から選択することができます。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、CS2BCRの BWビットによりバーストピッチを 0～7から選ぶ

ことができます。 

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができます（挿

入サイクル数が 0のときは、RDY信号は無視されます）。 

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、CS2アサートに対するリード／ライトストローブ信号のア

サート遅延サイクル、リード／ライトストローブ信号のネゲートに対する CS2ネゲート遅延サイクルは、CS2WCR

レジスタより、0～7サイクルに設定することができます。また、リード時 CS2WCRの RDS設定値が 000以外、

およびライト時 CS2WCRのWTS設定値が 000以外のときには BSホールドサイクルを 1～2サイクルの範囲で設

定できます。 

（4） エリア 3 

エリア 3は、ローカルバスアドレスの 28～26ビットが 011のエリアです。 

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、MPX、バースト ROMです。 

バス幅は、SRAMインタフェースを設定する場合、CS3BCRレジスタの SZビットにより 8ビット、16ビット、

32ビットから選べます。MPXインタフェースを設定する場合は、CS3BCRレジスタの SZビットにより、32ビッ

トに設定してください。 

エリア 3をアクセスすると CS3信号がアサートされます。また、SRAMインタフェースを設定している場合、

OEとして使用できる RD信号や書き込み制御のWE0～WE3がアサートされます。 

バスサイクル数は、CS3WCRレジスタにより挿入ウェイトサイクル数を 0～25から選択することができます。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、CS3BCRの BWビットによりバーストピッチを 0～7から選ぶ

ことができます。 

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができます（挿

入サイクル数が 0のときは、RDY信号は無視されます）。 

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、CS3アサートに対するリード／ライトストローブ信号のア
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サート遅延サイクル、リード／ライトストローブ信号のネゲートに対する CS3ネゲート遅延サイクルは、CS3WCR

レジスタより、0～7サイクルに設定することができます。また、リード時 CS3WCRの RDS設定値が 000以外、

およびライト時 CS3WCRのWTS設定値が 000以外のときには BSホールドサイクルを 1～2サイクルの範囲で設

定できます。 

（5） エリア 4 

エリア 4は、ローカルバスアドレスの 28～26ビットが 100のエリアです。 

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、MPX、バイト制御 SRAM、バースト ROMです。 

バス幅は、CS4BCRレジスタの SZビットにより 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。MPXインタフ

ェースを設定する場合は、CS4BCRレジスタの SZビットにより、バス幅を 32ビットに設定してください。バイ

ト制御SRAMインタフェースを設定する場合はバス幅を16ビット、32ビットに設定してください。詳細は、「11.3.2

メモリバス幅」を参照してください。 

エリア 4をアクセスすると CS4信号がアサートされます。 

また、SRAMインタフェースを設定している場合、OEとして使用できる RD信号や書き込み制御のWE0～WE3

がアサートされます。 

バスサイクル数は、CS4WCRレジスタにより挿入ウェイトサイクル数を 0～25から選択することができます。 

詳細は、「11.5.8 アクセスサイクル間ウェイト」を参照してください。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、CS4BCRの BWビットによりバーストピッチを 0～7から選ぶ

ことができます。 

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができます（挿

入サイクル数が 0のときは、RDY信号は無視されます）。 

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、CS4アサートに対するリード／ライトストローブ信号のア

サート遅延サイクル、リード／ライトストローブ信号のネゲートに対する CS4ネゲート遅延サイクルは、CS4WCR

レジスタより、0～7サイクルに設定することができます。また、リード時 CS4WCRの RDS設定値が 000以外、

およびライト時 CS4WCRのWTS設定値が 000以外のときには BSホールドサイクルを 1～2サイクルの範囲で設

定できます。 

（6） エリア 5 

エリア 5は、ローカルバスアドレスの 28～26ビットが 101のエリアです。 

バス幅は、SRAMインタフェース、バースト ROMインタフェースを設定する場合、CS5BCRレジスタの SZビ

ットにより 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。MPXインタフェースを設定する場合は、CS5BCRレ

ジスタの SZビットにより、バス幅を 32ビットに設定してください。また、PCMCIAインタフェースを設定する

場合、CS5BCRレジスタの SZビットにより 8ビット、16ビットのいずれかを選んでください。詳細は「11.3.2

メモリバス幅」を参照してください。 

SRAMインタフェースを設定している場合、エリア 5をアクセスすると CS5信号がアサートされます。また、

OEとして使用できる RD信号や書き込み制御のWE0～WE3がアサートされます。PCMCIAインタフェースを接

続する場合には、CE1A、CE2A信号や、OEとして使用できる RD信号、また、それぞれWE、IORD、IOWR、REG

として使用できるWE1、WE2、WE3、WE0信号がアサートされます。 

バスサイクル数は、CS5WCRレジスタにより挿入ウェイトサイクル数を 0～25から選択することができます。 
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バースト ROMインタフェースを使用する場合、CS5BCRの BWビットによりバーストピッチを 0～7から選ぶ

ことができます。 

また外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができます（挿入

サイクル数が 0のときは、RDY信号は無視されます）。 

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、CS5アサートに対するリード／ライトストローブ信号のア

サート遅延サイクル、リード／ライトストローブ信号のネゲートに対する CS5ネゲート遅延サイクルは、CS5WCR

レジスタより、0～7サイクルに設定することができます。また、リード時 CS5WCRの RDS設定値が 000以外、

およびライト時 CS5WCRのWTS設定値が 000以外のときには BSホールドサイクルを 1～2サイクルの範囲で設

定できます。 

また、PCMCIAインタフェースの場合、リード／ライトストローブ信号に対してアドレス、CE1A、CE2Aのセッ

トアップ、ホールド時間を CS5PCRレジスタの TEDA/Bビット、TEHA/Bビットによって、0～15サイクルの範

囲で設定できます。さらに、PCWA/Bビットによりウェイトサイクルを 0～50の範囲で設定できます。CS5PCR

で設定したウェイトは、CS5WCRの IW、CS5PCRの PCIWで設定したウェイト数に加算されます。 

（7） エリア 6 

エリア 6は、ローカルバスアドレスの 28～26ビットが 110のエリアです。 

このエリアに設定できるインタフェースは、SRAM、MPX、バースト ROMおよび PCMCIAインタフェースで

す。 

バス幅は、SRAMインタフェースを設定する場合、CS6BCRレジスタの SZビットにより 8ビット、16ビット、

32ビットから選べます。バーストROMインタフェースを設定する場合は、CS6BCRレジスタの SZビットにより、

バス幅を 8ビット、16ビット、32ビットから選べます。MPXインタフェースを設定する場合は、CS6BCRレジ

スタの SZビットにより、バス幅を 32ビットに設定してください。また、PCMCIAインタフェースを設定する場

合、CS6BCRレジスタの SZビットにより 8ビット、16ビットのいずれかを選んでください。詳細は「11.3.2 メ

モリバス幅」を参照してください。 

SRAMインタフェースを設定している場合、エリア 6をアクセスすると CS6信号がアサートされます。また、

OEとして使用できる RD信号や書き込み制御のWE0～WE3がアサートされます。PCMCIAインタフェースを設

定する場合には、CE1B、CE2B信号や、OEとして使用できる RD信号、また、それぞれWE、IORD、IOWR、REG

として使用できるWE1、WE2、WE3、WE0信号がアサートされます。 

バスサイクル数は、CS6BCRレジスタにより挿入ウェイトサイクル数を 0～25から選択することができます。 

バースト ROMインタフェースを使用する場合、CS6BCRの BWビットによりバーストピッチを 0～7から選ぶ

ことができます。 

また、外部ウェイト端子（RDY）により、バスサイクルごとに任意のウェイトを挿入することができます（挿

入サイクル数が 0のときは、RDY信号は無視されます）。 

アドレス信号のセットアップ／ホールドサイクル、CS6アサートに対するリード／ライトストローブ信号のア

サート遅延サイクル、リード／ライトストローブ信号のネゲートに対する CS6ネゲート遅延サイクルは、CS6WCR

レジスタより、0～7サイクルに設定することができます。また、リード時 CS6WCRの RDS設定値が 000以外、

およびライト時 CS6WCRのWTS設定値が 000以外のときには BSホールドサイクルを 1～2サイクルの範囲で設

定できます。 
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また、PCMCIAインタフェースの場合、リード／ライトストローブ信号に対してアドレス、CE1B、CE2Bのセ

ットアップ、ホールド時間を CS6PCRレジスタの TEDA/Bビット、TEHA/Bビットによって、0～15サイクルの

範囲で設定できます。さらに、PCWA/Bビットによりウェイトサイクルを 0～50の範囲で設定できます。CS6PCR

で設定したウェイトは、CS6WCRの IW、CS6PCRの PCIWで設定したウェイト数に加算されます。 
 

11.5.3 SRAMインタフェース 

（1） 基本タイミング 

本LSIのSRAMインタフェースは、主にSRAMの接続を考慮してストローブ信号を出力します。図11.5にSRAM

インタフェースの基本タイミングを示します。ウェイトのない通常アクセスは 2サイクルで終了します。BS信号

はバスサイクルの開始を表すため、1サイクルまたは 2サイクルアサートされます。CSn信号は、T1の立ち上が

りでアサートされ T2のクロックの次の立ち上がりでネゲートされます。したがって最小ピッチでアクセスする場

合は、ネゲート期間は生まれません。 

アクセスサイズは、読み出し時は指定がありません。アドレス端子（A［25：0］）に正しいアクセスアドレス

が出力されていますが、アクセスサイズの指定がないので、32ビットデバイスでは 32ビット、16ビットデバイ

スでは 16ビットを常に読み出すことになります。書き込み時には書き込みを行うバイトのWE信号のみがアサー

トされます。詳細は「11.5.1 エンディアン／アクセスサイズとデータアライメント」を参照してください。 

32バイト転送時は、設定したバス幅に従い、合計 32バイトを連続して行います。先頭のアクセスはアクセス要

求があったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対してラップアラウンドで行われ

ます。この途中ではバス権を解放しません。 

 



 

11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

11-46  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

T1

CLKOUT

A25～A0

CSn

R/W

RD

D31～D0
(リード時)

WEn

D31～D0 
(ライト時)

BS

T2

RDY

DACKn

ここでは、DACKn はハイアクティブの例  

図 11.5 SRAMインタフェースの基本タイミング 
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図 11.6に 32ビットデータ幅の SRAMとの接続例を、図 11.7に 16ビットデータ幅の SRAMとの接続例を、図

11.8に 8ビットデータ幅の SRAMとの接続例を示します。 

••
••

••
••

••
••

••
••

••
••

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

••
••

••
••

••
••

••
••

A18

A2
CSn

RD

D31

D24
WE3

D23

D16
WE2

D15

D8
WE1

D7

D0
WE0

SH7786
128K × 8 ビット

SRAM
••

••

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

••
••

••
••

••
••

••
••

••
••

••
••

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

••
••

••
••

••
••

••
••

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

••
••

••
••

••
••

••
••

••
••

••
••

 

図 11.6 32ビットデータ幅 SRAM接続例 
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図 11.7 16ビットデータ幅 SRAM接続例 
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図 11.8 8ビットデータ幅 SRAM接続例 



 

11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

11-50  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

（2） ウェイトステート制御 

CSnWCRの設定により、SRAMインタフェースのウェイトステートの挿入を制御できます。CSnWCRの IWビ

ットが 0以外のときは、このウェイト指定に従ったソフトウェイトが挿入されます。詳細は「11.4.4 CSnウェ

イトコントロールレジスタ（CSnWCR）」の項を参照してください。 

CSnWCRによって、図 11.9に示す SRAMインタフェースのウェイトタイミングで、Twのサイクルがウェイト

サイクルとして指定サイクル数だけ挿入されます。 

T1

CLKOUT

A25～A0

CSn

R/W

RD

D31～D0
(リード時)

WEn

D31～D0
(ライト時)

BS

Tw T2

RDY

DACKn

ここでは、DACKn はハイアクティブの例（図中の○はサンプリングタイミング）  

図 11.9 SRAMインタフェースのウェイトタイミング（ソフトウェアウェイトのみ） 
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CSnWCRによってソフトウェアによるウェイトを指定したときに、外部からのウェイト入力 RDY信号もサン

プリングされます。RDY信号のサンプリングを図 11.10に示します。ソフトウェアウェイトとして 1サイクルの

ウェイトを指定しています。サンプリングは Twステートから T2ステートに移行する際に行われるので、T1のサ

イクルおよび 1回目の Twサイクルで RDY信号をアサートしてもなにも影響を与えません。RDY信号はクロック

の立ち上がりでサンプリングされます。 

T1

CLKOUT

A25～A0

CSn

R/W

RD

(リード時)

D31～D0
(リード時)

WEn

(ライト時)

D31～D0
(ライト時)

BS

Tw Twe T2

RDY

DACKn

ここでは、DACKn はハイアクティブの例（図中の○はサンプリングタイミング）  

図 11.10 SRAMインタフェースのウェイトステートタイミング 

（RDY信号によるウェイトステート挿入、RDY信号は同期入力） 
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（3） リードストローブネゲートタイミング 

SRAMインタフェース時、CSnBCRの RDSPLの設定により、リード時のストローブのネゲートタイミングを設

定することができます。設定については「11.4.3 CSnバスコントロールレジスタ（CSnBCR）」を参照してく

ださい。バイト制御 SRAM設定時は RDSPLに 0を設定してください。 
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TAS1

CLKOUT

A25～A0

CSn

R/W

RD

D31～D0

T1 TS1 Tw Tw Tw T2Tw TH1 TH2 TAH1

*1

*2

WEn

D31～D0
(ADS=000)

BS

TS1: CSnアサート－WEnアサート遅延サイクル
CSnWCR WTS=001

TAS1:アドレスセットアップウェイト
CSnWCR ADS=001

TAH1:アドレスホールドウェイト
CSnWCR ADH=001

Tw:アクセスウェイト
CSnWCR IW=0100

TH1, TH2: WEネゲート－CSnネゲート遅延サイクル
CSnWCR WTH=010

D31～D0
(ADS=001～111)

【注】 *1 CSnBCR.RDSPL=1設定時。
 *2 CSnWCR.BSH=001設定時。

TAS1:アドレスセットアップウェイト
CSnWCR ADS=001

Tw:アクセスウェイト
CSnWCR IW=0100

TAH1:アドレスホールドウェイト
CSnWCR AHS=001

CLKOUT CLKOUT

TS1: CSnアサート－RDアサート遅延サイクル
CSnWCR RDS=001

TH1, TH2: RDネゲート－CSnネゲート遅延サイクル
CSnWCR RDH=010

 

図 11.11 SRAMインタフェースのウェイトステートタイミング 

（リードストローブネゲートタイミングの設定） 
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11.5.4 バースト ROMインタフェース 

CSnBCRの TYPEビットを 010に設定することにより、エリア 0、エリア 1、エリア 2、エリア 3、エリア 4、エ

リア 5、エリア 6にバースト ROMの接続が可能となります。バースト ROMインタフェースは、バーストアクセ

ス機能を有する ROMに高速にアクセスするためのものです。バースト ROMに対するバーストアクセスのタイミ

ングを図 11.12に示します。ウェイトサイクルは 0サイクルの設定です。基本的には SRAMインタフェースと同

じようなアクセスを行いますが、最初のサイクルを終了する際、アドレスのみを切り替えて、次のアクセスを行

います。8ビット幅の ROMを接続する場合には CSnBCRの BSTビットによって連続アクセスの回数を 4回、8

回、16回、32回に設定できます。16ビット幅の ROMを接続する場合には同じく 4回、8回、16回に設定でき、

32ビット幅の ROMを接続する場合は 4回、8回に設定できます。 

ウェイトステートを 1以上に設定した場合、常に RDY端子のサンプリングを行います。 

バーストROMの設定を行いウェイト指定を 0にした場合も 2回目以降のアクセスサイクルは 2サイクルとなり

ます。この場合のタイミングを図 11.13に示します。 

 

バースト ROMインタフェースに対するライト動作は、SRAMインタフェースとして行われます。 

32バイト転送時のアクセスアドレスは、32バイト境界を守り、アクセスデータはすべて有効データとしてアク

セスしてください。 

32バイト転送時は設定したバス幅に従い、合計 32バイトを連続して行います。先頭のアクセスはアクセス要求

があったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対して行われます。また、バス幅と

バースト回数を掛けたバイト境界で、バーストをいったん中止し、その後再開します。この途中ではバス権を解

放しません。 

バースト ROMの設定を行い、CSnWCRでセットアップ／ホールドを指定した場合のタイミングを図 11.14に

示します。 
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図 11.12 バースト ROM基本アクセスタイミング 
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図 11.13 バースト ROMウェイトアクセスタイミング 
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*2

TAS1 TS1 TB2 TB1 TB2 TB1 TB1T1 TB2 T2 TAH1TH1

CLKOUT

A25～A5

A4～A0

CSn

R/W

RD

D31～D0

BS

RDY

DACKn *1

【注】 *1 DACKnはローアクティブの例。
 *2 CSnBCR.RDSPL=1設定時。  

図 11.14 バースト ROMウェイトアクセスタイミング 
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11.5.5 PCMCIAインタフェース 

本 LSIでは CS5BCR、CS6BCRの TYPEビットを設定することにより、外部メモリ空間のエリア 5、6のバスイ

ンタフェースが、JEIDA仕様 Ver4.2（PCMCIA2.1以下略）で定める“ICメモリカードインタフェース”または“I/O

カードインタフェース”になります。 

図 11.15に本 LSIと PCMCIAカードの接続例を示します。PCMCIAカードは活性挿入（システムの電源を供給

中にカードの抜き差しを行うこと）を行えるようにするために、本 LSIのバスインタフェースと PCMCIAカード

の間にスリーステートバッファを接続する必要があります。 

JEIDA/PCMCIAの規格では、ビッグエンディアンモードでの動作が明確に規定されていないため、本 LSIは、

リトルエンディアンモードの設定でのみ、リトルエンディアンモードの PCMCIAインタフェースをサポートして

います。 

PCMCIAインタフェースのメモリ空間は CSnPCRの SAAおよび SABビットの設定により、8ビット共有メモ

リ、16ビット共有メモリ、8ビットアトリビュートメモリ、16ビットアトリビュートメモリ、8ビット I/O空間、

16ビット I/O空間、ダイナミックバスサイジング、ATA補完モードが選択できます。 

アクセス先がエリアの前半のときは、CSnウェイトコントロールレジスタ（CSnWCR）の IW、および CSnPCMCIA

コントロールレジスタ（CSnPCR）の PCWA、TEDA、TEHAビットが選択されます。アクセス先がエリアの後半

のときは、CSnウェイトコントロールレジスタ（CSnWCR）の IW、および CSnPCMCIAコントロールレジスタ

（CSnPCR）の PCWB、TEDB、TEHBビットが選択されます。 

低速バスサイクルに挿入するウェイトステート数は、PCWA/Bビットにより、0、15、30、または 50に設定で

きます。この値は、CSnWCRの IWまたは CSnPCRの PCIWで指定された挿入ウェイトステート数に加算されま

す。RDおよびWE1信号のアドレス、CSn、CE2A、CE2B、REGセットアップ時間は、TEDA/Bビット（0～15

に設定可能）により、設定することができます。また、RDおよびWE1信号のアドレス、CSn、CE2A、CE2B、

REGデータホールド時間は、TEHA/Bビット（0～15に設定可能）により、設定することができます。 

また、アクセスサイクル間ウェイトは、CS5バスコントロールレジスタ（CS5BCR）、または CS6バスコント

ロールレジスタ（CS6BCR）のアクセスサイクル間ウェイトビット IWW、IWWRD、IWWRS、IWRRD、IWRRS

により設定します。選択されるアクセスサイクル間ウェイトは、アクセスされるエリア（エリア 5またはエリア 6）

のみに依存し、エリア 5のアクセス時には、CS5BCRのアクセスサイクル間ウェイトビットが、エリア 6のアク

セス時には、CS6BCRのアクセスサイクル間ウェイトビットが、それぞれ選択されます。 

32バイト転送時は設定したバス幅に従い、合計 32バイトを連続して行います。先頭のアクセスはアクセス要求

があったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対してラップアラウンドで行われま

す。この途中ではバス権を解放しません。 

ATA補完モードは、本 LSIに接続する ATAデバイス内部の特定のレジスタにアクセスするときに使用します。

DMAC0を使用しないバイトアクセスのときには CE1x（x=Aまたは B）がネゲートされ、CE2xがアサートされま

す。DMAC0を使用しないワードアクセスのときには CE1xがアサートされ、CE2xがネゲートされます。DMAに

よるアクセスのときには CE1x、および CE2xはネゲートされます。対象となるレジスタは Device Control Register、

Alternate Status Register、Data Register、Data Portです。Device Control Register、Alternate Status Registerには DMAC0

を使用しないバイトアクセス、Data RegisterにはDMAC0を使用しないワードアクセスを行ってください。Data Port

へのアクセスは DMA転送を使用します。このとき DMAC0の CHCRの設定例は、外部リクエスト、バーストモ
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ード、レベル検出、オーバーラン 0、および PCMCIA接続エリアに対する DACK出力です。さらに、DMAチャ

ネルに対応する BCR.DACKBSTビットを 1にセットすると、該当チャネルの DACKは DMA転送の初回から最終

回までアサートされつづけます。このとき、転送途中で対応する DREQをネゲートしても、DACKはネゲートさ

れません。また、ATA補完モードを設定している空間に対して DMA転送の DACK出力するアクセスを行う時、

CE1xおよび CE2xはアサートされません。 

 

IOカードインタフェースDACKBST無効の場合

ATA補完モードDACKBST有効の場合

ここでは、DMA転送回数 4、転送サイズ ワード、DACKnはローアクティブの例

CExx

DACKn

CExx

DACKn

 

図 11.15 ATA補完モード DMA転送時の CExx信号と DACKn信号の出力 
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表 11.13 PCMCIAインタフェース使用時のアドレスと CEの関係 

バス 

（ビット） 

リード/ 

ライト 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*1

奇数/

偶数

IOIS16 アクセス CE2 CE1 A0 D15-8 D7-0 

偶数 * － H L L 無効 リードデータ 8 

奇数 * － H L H 無効 リードデータ 

偶数 * 1回目 H L L 無効 下位リードデータ 

偶数 * 2回目 H L H 無効 上位リードデータ 

リード 

16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H L L 無効 ライトデータ 8 

奇数 * － H L H 無効 ライトデータ 

偶数 * 1回目 H L L 無効 下位ライトデータ 

偶数 * 2回目 H L H 無効 上位ライトデータ 

8 

ライト 

16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H L L 無効 リードデータ 8 

奇数 * － L H H リードデータ 無効 

偶数 * － L L L 上位リードデータ 下位リードデータ 

リード 

16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H L L 無効 ライトデータ 8 

奇数 * － L H H ライトデータ 無効 

偶数 * － L L L 上位ライトデータ 下位ライトデータ 

16 

ライト 

16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 L － H L L 無効 リードデータ 8 

奇数 L － L H H リードデータ 無効 

偶数 L － L L L 上位リードデータ 下位リードデータ 

リード 

16 

奇数 L － － － － － － 

偶数 L － H L L 無効 ライトデータ 8 

奇数 L － L H H ライトデータ 無効 

偶数 L － L L L 上位ライトデータ 下位ライトデータ 

ライト 

16 

奇数 L － － － － － － 

偶数 H － H L L 無効 リードデータ 

奇数 H 1回目 L H H 無視 無効 

8 

奇数 H 2回目 H L L 無効 リードデータ 

偶数 H 1回目 L L L 無効 下位リードデータ 

偶数 H 2回目 H L H 無効 上位リードデータ 

ダイナ

ミック

バスサ

イジン

グ*2 

リード 

16 

奇数 H － － － － － － 
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バス 

（ビット） 

リード/ 

ライト 

アクセス 

サイズ 

（ビット）*1

奇数/

偶数

IOIS16 アクセス CE2 CE1 A0 D15-8 D7-0 

偶数 H － H L L 無効 ライトデータ 

奇数 H 1回目 L H H 無効 ライトデータ 

8 

奇数 H 2回目 H L H 無効 ライトデータ 

偶数 H 1回目 L L L 上位ライトデータ 下位ライトデータ 

偶数 H 2回目 H L H 無効 上位ライトデータ 

ダイナ

ミック

バスサ

イジン

グ*2 

ライト 

16 

奇数 H － － － － － － 

偶数 * － L H L 無効 リードデータ 8 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H L L 上位リードデータ 下位リードデータ 

DACKを

出力しな

いリード 
16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － L H L 無効 ライトデータ 8 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H L L 上位ライトデータ 下位ライトデータ 

DACKを

出力しな

いライト 
16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H H L 無効 リードデータ 8 

奇数 * － H H L リードデータ 無効 

偶数 * － H H H 上位ライトデータ 下位ライトデータ 

DACKを

出力する

リード 
16 

奇数 * － － － － － － 

偶数 * － H H L 無効 リードデータ 8 

奇数 * － H H L リードデータ 無効 

偶数 * － H H H 上位ライトデータ 下位ライトデータ 

ATA補

完モー

ド 

DACKを

出力する

ライト 
16 

奇数 * － － － － － － 

【記号説明】 

 *： Don't care 

 L： ローレベル 

 H： ハイレベル 

【注】 *1 32ビット／64ビット／16バイト／32バイト転送の場合、各転送における転送データサイズに達するまで、自動

的にバス幅分のアドレスをインクリメントして上記アクセスを繰り返す。 

 *2 PCMCIA I/Oカードインタフェース時のみ 
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D15～D0

PCカード

（メモリI/O）

CD1､CD2

CE1

CE2

OE

WE/PGM

WAIT
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RD
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ICIORD

ICIOWR

RDY

IOIS16

G

DIR
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図 11.16 PCMCIAインタフェース例 
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（1） メモリカードインタフェース基本タイミング 

図 11.17に PCMCIAの“ICメモリカードインタフェース”の基本タイミングを、図 11.18に PCMCIAメモリ

カードインタフェースウェイトタイミングを、それぞれ示します。 
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R/W

D15～ D0
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D15～D0
(リード時)

RD
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BS
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DACKn

ここでは、DACKnはハイアクティブの例  

図 11.17 PCMCIAメモリカードインタフェース基本タイミング 
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ここでは、DACKnはハイアクティブの例  

図 11.18 PCMCIAメモリカードインタフェースウェイトタイミング 
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（2） I/Oカードインタフェースタイミング 

図 11.19、図 11.20に PCMCIAの“I/Oカードインタフェース”のタイミングを示します。 

PCMCIAカードを I/Oカードインタフェースとしてアクセスする場合、IOIS16端子を使って、I/Oバス幅のダイ

ナミックバスサイジングが行えます。バス幅を 16ビットに設定している場合に、ワードサイズの I/Oバスサイク

ル中に IOIS16信号がハイレベルの場合、その I/Oポートは 8ビット幅であると認識され、実行中の I/Oバスサイ

クル中では 8ビット分しかデータアクセスを行わず、自動的に続けて残りの 8ビット分のデータアクセスを行い

ます。また、アドレス 2n＋1に対するバイトサイズアクセスでもダイナミックバスサイジングが行われます。 

ダイナミックバスサイジングの基本タイミングを図 11.21に示します。 
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ここでは、DACKnはハイアクティブの例  

図 11.19 PCMCIA I/Oカードインタフェース基本タイミング 
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ここでは、DACKnはハイアクティブの例  

図 11.20 PCMCIA I/Oカードインタフェースウェイトタイミング 
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ここでは、DACKnはハイアクティブの例  

図 11.21 PCMCIA I/Oカードインタフェースダイナミックバスサイジングタイミング 
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11.5.6 MPXインタフェース 

PRESET端子によるパワーオンリセット時、MODE6、MODE5、MODE4端子を 000に設定すると、エリア 0は

MPXインタフェースが選択されます。CS1BCR～CS6BCRのMPXビットにより、エリア 1～6に対して、MPXイ

ンタフェースが選択されます。MPXインタフェースは、アドレス／データマルチプレクス形式のバスプロトコル

を提供し、アドレス／データマルチプレクス形式の 32ビットシングルバスを使用した外部メモリコントローラチ

ップとの接続を容易に行えます。バスサイクルはアドレスフェーズとデータフェーズからなり、アドレスフェー

ズにおいてアドレス情報は D25～D0に、アクセスサイズは D31～D29に出力されます。BS信号はアドレスフェ

ーズを示すため、1サイクルアサートされます。CSn信号は Tm1の立ち上がりでアサートされ、データフェーズ

で最後のデータ転送終了後ネゲートされます。したがって最小ピッチでアクセスする場合、ネゲート期間は生ま

れません。FRAME信号は、Tm1の立ち上がりでアサートされ、データフェーズで最後のデータ転送のサイクル

が開始したときにネゲートされます。そのため、MPXインタフェースに対応する外部デバイスは、アドレスフェ

ーズに出力されたアドレス情報およびアクセスサイズを外部デバイス内に保持し、データフェーズに対応したデ

ータの入出力を行う必要があります。アクセスサイズとデーアライメントについては｢11.5.1 エンディアン／ア

クセスサイズとデータアライメント｣を参照してください。 

アドレス端子 A25～A0に出力される値は保証されません。 

32バイト転送時のアクセスアドレスは、32バイト境界を守り、アクセスデータはすべて有効データとしてアク

セスしてください。 

32バイト転送は設定したバス幅に従い、合計 32バイトを連続して行います。先頭のアクセスはアクセス要求が

あったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対して行われます。この場合のように

アクセスサイズがバス幅よりも大きい場合、アドレスを 1回出力した後、複数のデータサイクルが続くバースト

アクセスが発生します。この途中ではバス権を解放しません。 

 

D31 D30 D29 アクセスサイズ 

0 バイト 0 

1 ワード 

0 ロングワード 

0 

1 

1 使用しません 

1 x x 32バイトバースト 

X：don't care 
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WE
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図 11.22 32ビットデータ幅 MPXの接続例 

 

次にMPXインタフェースタイミングを示します。 

エリア 1～6でMPXインタフェースを使用する場合、CSnBCRによるバスサイズ指定は 32ビットとしてくださ

い。 

なお、ウェイト制御は CSnWCRによるウェイトと RDY端子によるウェイト挿入が可能です。 

リード時は CSnWCRを 0に設定していても、アドレス出力の次に自動的に 1サイクルのウェイトが挿入されま

す。 
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図 11.23 MPXインタフェースタイミング 1（シングルリードサイクル、IW=0000、 

外部ウェイトなし、バス幅 32ビット） 
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DACKn

D0

ここでは、DACKnはハイアクティブの例（図中の○はサンプリングタイミング）  

図 11.24 MPXインタフェースタイミング 2（シングルリード、IW=0000、 

外部ウェイト 1挿入、バス幅 32ビット） 
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ここでは、DACKn はハイアクティブの例（図中の○はサンプリングタイミング）  

図 11.25 MPXインタフェースタイミング 3（シングルライトサイクル、IW=0000、 

外部ウェイトなし、バス幅 32ビット） 
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ここでは、DACKn はハイアクティブの例  

図 11.26 MPXインタフェースタイミング 4（シングルライト、IW=0001、 

外部ウェイト 1挿入、バス幅 32ビット） 
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ここでは、DACKn はハイアクティブの例
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図 11.27 MPXインタフェースタイミング 5（バーストリードサイクル、IW=0000、 

外部ウェイトなし、バス幅 32ビット、転送データサイズ 32バイト） 
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ここでは、DACKn はハイアクティブの例  

図 11.28 MPXインタフェースタイミング 6（バーストリードサイクル、IW=0000、 

外部ウェイト制御、バス幅 32ビット、転送データサイズ 32バイト） 
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ここでは、DACKn はハイアクティブの例  

図 11.29 MPXインタフェースタイミング 7（バーストライトサイクル、IW=0000、 

外部ウェイトなし、バス幅 32ビット、転送データサイズ 32バイト） 
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ここでは、DACKn はハイアクティブの例  

図 11.30 MPXインタフェースタイミング 8（バーストライトサイクル、IW=0001、 

外部ウェイト制御、バス幅 32ビット、転送データサイズ 32バイト） 
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11.5.7 バイト制御 SRAMインタフェース 

バイト制御 SRAMインタフェースは、リード／ライトいずれのバスサイクルでもバイトセレクトストローブ

（WEn）を出力するメモリインタフェースです。このインタフェースは 16ビットのデータ端子をもち、UBある

いは LBのような上位バイトセレクトストローブ、下位バイトセレクトストローブ機能のある SRAMに接続する

ことができます。 

エリア 1および 4が、バイト制御 SRAMインタフェースに指定できます。 

バイト制御 SRAMインタフェースのライトタイミングは、通常の SRAMインタフェースと同じです。 

一方、リード動作では、WEn端子のタイミングが異なります。リードアクセス時、読み込むバイトのWEn信

号だけがアサートされます。アサートはWEn信号と同じく、CLKOUTクロックの立ち下がりに同期して行われ

ますが、ネゲートは、CLKOUTの立ち上がりに同期して行われ、これは、RD信号と同じタイミングになります。 

32バイト転送は設定したバス幅に従い、合計 32バイトを連続して行います。先頭のアクセスはアクセス要求が

あったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対してラップアラウンドに行われます。

この途中ではバス権を解放しません。 

図 11.31にバイト制御 SRAMの接続例を、図 11.32～図 11.34にバイト制御 SRAMのリードサイクル例をそれ

ぞれ示します。 
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図 11.31 32ビットデータ幅バイト制御 SRAMの例 
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ここでは、DACKn はハイアクティブの例  

図 11.32 バイト制御 SRAM基本リードサイクル（ウェイトなし） 
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図 11.33 バイト制御 SRAMのウェイトステートタイミング 
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ここでは、DACKn はハイアクティブの例  

図 11.34 バイト制御 SRAM基本リードサイクル（内部 1ウェイト＋外部 1ウェイト） 
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11.5.8 アクセスサイクル間ウェイト 

外部メモリバスの動作周波数が高くなってきたため、低速なデバイスからの読み出しが完了した際のデータバ

ッファのターンオフが間に合わず、次のアクセスのデータと衝突してデバイスの信頼度を低下させたり、誤動作

を引き起こすという事象が起こるようになってきました。これを防止するため、直前のアクセスのエリアと読み

出し／書き込みの種類を記憶しておき、次のアクセスを起動する際にバスが衝突する可能性があるケースではア

クセスサイクルの前にウェイトサイクルを挿入して、データの衝突を回避する機能を設けました。ウェイトサイ

クル挿入のケースとしては、「11.4.3 CSnバスコントロールレジスタ（CSnBCR）」に示されるように、アク

セスサイクル間にアイドルサイクルが挿入されます。CSnBCRのアクセスサイクル完ウェイト設定ビット IWW、

IWWRD、IWWRS、IWRRD、IWRRSによって、少なくとも指定されたサイクルを、アイドルサイクルとして挿入

します。 

バスアービトレーションを行う場合には、アクセスサイクル間ウェイト後、バスが解放されます。 

デュアルアドレスモードでの DMA転送の場合にも、CSnBCRアイドルサイクル設定ビットによって指定され

た通常のサイクル間ウェイトが挿入されます。 

リードアクセス終了後、連続してMPXインタフェースに設定したエリアへのアクセスが起こる場合、アクセス

サイクル間ウェイトを 0に設定していても、1サイクル挿入します。 

また、アクセスサイズが 8バイトおよび 16バイトのときは、4バイトアクセスごとにアクセスサイクル間ウェ

イトが挿入されます。 
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図 11.35 アクセスサイクル間ウェイト（アクセスサイズは 4バイト） 
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11.5.9 バスアービトレーション 

本 LSIには、外部デバイスからバス権の要求があると、そのデバイスにバス権を与えるバスアービトレーショ

ン機能が備わっています。 

バスアービトレーションは、定常状態でバス権を有し、他のデバイスからのバス権使用要求を受けてバスの解

放を行い、バスの使用許諾を行います。バス権要求を行う外部バスデバイスを接続することができます。以下の

説明ではバス権要求を行う外部デバイスをスレーブと呼びます。 

本 LSIの内部には CPU0、CPU1、DMAC0、DMAC1、HPB-DMAC、DU、USB、Ether、PCIECの 9つのバスマ

スタがあります。これらに加え、マスタモードのときには外部デバイスからのバス権要求が加わります。同時に

要求が発生した場合のバス権要求に関しての優先順位は、高い方から順に、外部デバイスによるバス権要求、本

LSI内部のバスマスタの順になり、本 LSI内部のバスマスタ間の優先順位はラウンドロビンとなります。 

マスタとスレーブとの間でバスを受け渡す際、接続されているデバイスの誤動作を防ぐため、バス解放に先立

ってすべてのバス制御信号はネゲート状態とします。バス権を受け取る場合にも、バス制御信号はネゲート状態

からバスのドライブを開始します。バス権を受け渡すマスタとスレーブで同じ値に信号をドライブするので、出

力バッファの衝突は回避できます。 

バス権の委譲はバスサイクルの切れ目で行われます。 

バス解放要求信号（BREQ）がアサートされると、本 LSIは実行中のバスサイクルが終わり次第バスの解放を行

い、バス使用許可（BACK）を出力します。ただし、データバス幅がアクセスサイズより小さいことによって生じ

る複数のバスサイクル、たとえば 8ビットバス幅のメモリにロングワードアクセスを行う場合やキャッシュフィ

ルやライトバックなどの 32バイト転送の途中でバス権の解放を行いません｡また、TAS命令実行中のリードサイ

クルとライトサイクルの間にもバス権の解放を行いません｡BREQがネゲートされると BACKをネゲートし、バス

の使用を再開します。 
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2サイクル以上のアサート

マスタモード側アクセス

CLKOUT

BREQ

BACK

A25～A0

CSn

R/W

RD

WEn

D31～D0
(WRITE)

BREQ

BACK

BS

A25～A0

CSn

R/W

RD

WEn

BS

D31～D0
(WRITE)

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

2サイクル以内にネゲート

2サイクル以上のアサート必要 2サイクル以内にネゲート必要

スレーブモード側アクセス

マスタアクセス スレーブアクセス マスタアクセス

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

Hi-Z

 

図 11.36 アービトレーションシーケンス 
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11.5.10 マスタモード 

マスタモードのプロセッサは、バス権要求を受けない限り自分でバスを保有しています。 

外部からのバス権要求（BREQ）のアサート（ローレベル）を受け、実行中のバスサイクルが終わり次第バスの

解放を行い、バス使用許可（BACK）をアサート（ローレベル）にします。スレーブがバスを解放したことを示す

BREQのネゲート（ハイレベル）を受けて BACKをネゲート（ハイレベル）し、バスの使用を再開します。 

バス解放時はバスアービトレーションの BACK、およびDMA転送を制御するDACK0、DACK1、DACK2、DACK3

を除き、バスインタフェースに関連するすべてのバス制御出力信号および入出力信号をハイインピーダンスとし

ます。 

具体的なバス解放シーケンスは次のとおりです。まず、BACKをクロックの立ち上がりに同期してアサートし

ます。この BACKアサートの次のクロックの立ち上がりに同期してアドレスバスおよびデータバスをハイインピ

ーダンスにします。同時に、バス制御信号（BS、CSn、WEn、RD、R/W、CE2A、CE2B）をハイインピーダンス

にします。これらのバス制御信号は遅くともハイインピーダンスにする 1サイクル前にはネゲートされています。

バス権要求信号のサンプリングはクロックの立ち上がりで行います。 

スレーブからバス権を再獲得するときのシーケンスは次のとおりです。 

BREQのネゲートをクロックの立ち上がりで検出すると、直ちに BACKをネゲートするとともにバス制御信号

のドライブを開始します。アドレスバスおよびデータバスのドライブを開始するのも、同相のクロックの立ち上

がりです。バス制御信号をアサートしてバスサイクルを実際に開始するのは、最も早い場合にはバス制御信号の

ドライブを開始した次のクロックの立ち上がりからです。 

バス権を再獲得してバスアクセスの実行を開始するためには、2サイクル以上の BREQ信号のネゲートが必要

です。 

【注】 本製品はマスタモード固定のため、スレーブモードはありません。 

 

11.5.11 マスタとスレーブの協調 

マスタとスレーブで矛盾なくシステムリソースを制御するために、役割分担をきちんとする必要があります。

また、低消費電力を実現するためのスタンバイ動作を行う場合にも分担を行わないといけません。 

本 LSIの設計にあたっては初期化、スタンバイ制御などのすべての制御をマスタモードのデバイスが行うよう

に考えてあります。 

本 LSIは、パワーオンリセット時に、マスタ指定された場合、BREQイネーブルビット（BCR.BREQEN）を 1

に設定するまで、スレーブからのバス権要求を受け付けません。 

スレーブ側のプロセッサが使用に先立って初期化が必要なメモリを初期化が完了する前にアクセスしないよう

に、初期化終了後に、BREQイネーブルビットに 1を書き込んでください。 
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11.5.12 LBSC以外の機能とマルチプレクスされている端子 

LBSCの使用する端子には、汎用入出力ポート（GPIO）や他周辺モジュールの使用する機能とマルチプレクス

されているものがあります。LBSCで使用する端子は、GPIOのレジスタにて LBSC機能に設定してからアクセス

開始してください。たとえば、PCMCIAインタフェースを使用する場合は、アクセスを開始する前に、

GPIO.P2MSELRと GPIO.PJCRにて CE2A、CE2Bの機能を有効にする必要があります。 

ローカルバスは、外付けの NAND型フラッシュメモリインタフェースを兼用しています。NAND型フラッシュ

メモリ接続エリアは、「26.3.16 ローカルバスエリア選択レジスタ（FLCSLR）」にてエリア設定を行います。

FLCSLRレジスタにより設定されたエリアは NANDフラッシュメモリエリアとなり、FLCTLを介したアクセスの

み許容されますので、FLCTLを介さず NANDフラッシュメモリエリアへのアクセスを行うことは禁止です。 

 

11.5.13 DACKn出力の分割に関するレジスタ設定 

ローカルバス空間に対する DMA1転送のアクセスサイズがデータバス幅よりも大きい場合、複数のバスサイク

ルが発生します。複数のバスサイクルが発生し、かつバスサイクル間で CSがネゲートする設定の場合、CSと同

様に DACKn出力が分割されます。 

DMA1転送で DACKn出力の分割をしない場合、および分割をする場合のレジスタ設定を表 11.14～表 11.17に

示します。 
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表 11.14 SRAM/バースト ROM/バイト制御 SRAMインタフェース使用時の DMA1転送での 

DACKn出力の分割に関するレジスタ設定 

分割しない場合 分割する場合 

バス幅 

[ビット] 

DMA転送の 

アクセスサイズ

バスサイクル

発生数 

CSnBCR.IWRRD, 

IWRRSまたは IWW 

CSnWCR.ADS 

および ADH 

CSnWCR.ADS 

および ADH 

8 バイト 1 ― ― 分割できません 

 ワード 2 ― B'000 B'111～B'001 

 ロングワード 4 ― B'000 B'111～B'001 

 16バイト 16 B'000 B'000 B'111～B'001 

 32バイト 32 ― B'000 B'111～B'001 

16 バイト 1 ― ― 分割できません 

 ワード 1 ― ― 分割できません 

 ロングワード 2 ― B'000 B'111～B'001 

 16バイト 8 B'000 B'000 B'111～B'001 

 32バイト 16 ― B'000 B'111～B'001 

32 バイト 1 ― ― 分割できません 

 ワード 1 ― ― 分割できません 

 ロングワード 1 ― ― 分割できません 

 16バイト 4 B'000 B'000 B'111～B'001 

 32バイト 8 ― B'000 B'111～B'001 

【注】 表中の「－」は任意の設定値です。またバスサイクル発生数が 1のときは、DMA1転送の DACKn出力が 1回なので分

割できません。 
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表 11.15 PCMCIAインタフェース使用時に DMA1転送での DACKn出力の分割に関するレジスタ設定 

分割しない場合 分割する場合 

バス幅 
[ビット] アクセスサイズ

バスサイクル
発生数 

CSnBCR.IWRRD, 
IWRRSまたは IWW 

CSnBCR.IWRRD, 
IWRRSまたは IWW 

8 バイト 1 ― 分割できません 

 ワード 2 ― 分割できません*1 

 ロングワード 4 ― 分割できません*1 

 16バイト 16 B'000 B'111～B'001*2 

 32バイト 32 ― 分割できません*1 

16 バイト 1 ― 分割できません 

 ワード 1 ― 分割できません 

 ロングワード 2 ― 分割できません*1 

 16バイト 8 B'000 B'111～B'001*2 

 32バイト 16 ― 分割できません*1 

【注】 表中の「－」は任意の設定値です。またバスサイクル発生数が 1のときは、DMA1転送の DACKn出力が 1回なので分

割できません。 

 *1 複数のバスサイクルが発生しますが分割できません。 

 *2 ロングワード単位でのみ分割します。 
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表 11.16 MPXインタフェース使用のリードアクセス時に DMA1転送での 

DACKn出力の分割に関するレジスタ設定 

分割しない場合 分割する場合 

バス幅 

[ビット] アクセスサイズ

バスサイクル

発生数 

CSnBCR.IWRRD, 

または IWRRS 

CSnBCR.IWRRD, 

または IWRRS 

32 バイト 1 ― 分割できません 

 ワード 1 ― 分割できません 

 ロングワード 1 ― 分割できません 

 16バイト 4 必ず分割します ― 

 32バイト 1 ― 分割できません 

【注】 表中の「－」は任意の設定値です。またバスサイクル発生数が 1のときは、DMA1転送の DACKn出力が 1回なので分

割できません。 

 

表 11.17 MPXインタフェース使用のライトアクセス時に DMA1転送での 

DACKn出力の分割に関するレジスタ設定 

分割しない場合 分割する場合 
バス幅 

[ビット] アクセスサイズ

バスサイクル

発生数 CSnBCR.IWW CSnWCR.IW[1:0] CSnBCR.IWW 

32 バイト 1 ― ― 分割できません 

 ワード 1 ― ― 分割できません 

 ロングワード 1 ― ― 分割できません 

 16バイト 4 B'000 B'11～B'01 B'111～B'001 

 32バイト 1 ― ― 分割できません 

【注】 表中の「－」は任意の設定値です。またバスサイクル発生数が 1のときは、DMA1転送の DACKn出力が 1回なので分

割できません。 

 



 

11. ローカルバスステートコントローラ（LBSC） 

11-92  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

 



RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  12-1 

2010.11.30  

12. DDR3-SDRAMインタフェース（DBSC3） 

DDR3-SDRAMインタフェース（DBSC3）は、DDR3-SDRAMの制御を行うインタフェースです。 

12.1 特長 

• 32ビットの外部データバス幅をサポート 

• DDR3-1066（コントローラ動作533MHz）をサポート 

• SuperHywayクロックとDDRクロック比は1:1をサポート 

• SuperHywayとのインタフェースのためのキューを搭載 

• 端子によるパワーオンリセット時にビッグ／リトルエンディアン切り替え可能 

• 8バンクDDR3-SDRAMに対応(8バンクのマルチバンクオペレーションに対応) 

• バースト長は8、シーケンシャルモードをサポート 

• Additive Latency（AL）は0のみサポート 

• セルフリフレッシュをサポート 

• 電源バックアップモードをサポート 

• 対応可能なメモリ品のアドレス× ビット幅（bit）は下記のとおりです。 

詳細は表12.11～12.14を参照してください。 

DDR3-SDRAMデータバス幅：32ビット 

－ 512M bit（32M×16bit）2個並列接続（合計容量 128M byte） 

－ 512M bit（64M×8bit）4個並列接続（合計容量 256M byte） 

－ 1G bit（64M×16bit）2個並列接続（合計容量 256M byte） 

－ 1G bit（128M×8bit）4個並列接続（合計容量 512M byte） 

－ 2G bit（128M×16bit）2個並列接続（合計容量 512M byte） 

－ 2G bit（256M×8bit）4個並列接続（合計容量 1G byte） 

－ 4G bit（256M×16bit）2個並列接続（合計容量 1G byte） 

－ 4G bit（512M×8bit）4個並列接続（合計容量 2G byte） 
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図 12.1に DBSC3のブロック図を示します。 

BUS IF

リクエスト
キュー

制御
論理

レジスタ

DDRPAD
DLL

IOセル

MDQS3～MDQS0,
MDQS3～MDQS0,
MDM3～MDM0,
MDQ31～MDQ0

MCKE,MA14～MA0,
MBA2～MBA0,MCS, 
MRAS,MCAS,MWE, 
MODT

ライトデータ
キュー

レスポンス
キュー

SuperHyway Bus

DDR3-SDRAM

DBSC3

MCK0/ 
MCK0,
MCK1/ 
MCK1

MBKPRST,MVREF

リクエストキュー： SuperHyway Busのアクセスリクエストを格納。
ライトデータキュー： SuperHyway Busから与えられるライトデータを格納。
レスポンスキュー： SuperHywayに返すリードデータなどを格納。
制御論理部： リクエストキューから与えられるリクエストに応じて各ブロックの制御を行う。
レジスタ部： タイミングパラメータやSDRAM構成情報を記憶する。
DDRPAD部： DDR3-SDRAMとインタフェース。DQSの位相調整を行うDLLを有する。  

図 12.1 DBSC3ブロック図 
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12.2 入出力端子 

表 12.1に DBSC3の端子構成を記載します。 

表 12.1 DBSC3端子構成 

端子名 機  能 入出力 説  明 

MCK0 DDR3-SDRAMクロック 0 出力 DDR3-SDRAM用クロック出力 

MCK0 DDR3-SDRAMクロック 0 出力 
DDR3-SDRAM用クロック出力 

MCK0の反転クロック出力 

MCK1 DDR3-SDRAMクロック 1 出力 DDR3-SDRAM用クロック出力 

MCK1 DDR3-SDRAMクロック 1 出力 
DDR3-SDRAM用クロック出力 

MCK1の反転クロック出力 

MCKE0～MCKE1 クロックイネーブル 出力 クロックイネーブル出力信号 

MCS0～MCS1 チップセレクト 出力 チップセレクト出力信号 

MWE ライトイネーブル 出力 ライトイネーブル出力信号 

MRAS ロウアドレスストローブ 出力 ロウアドレスストローブ出力信号 

MCAS カラムアドレスストローブ 出力 カラムアドレスストローブ出力信号 

MA15～MA0 アドレス 出力 アドレス出力信号 

MBA2～MBA0 バンクアクティブ 出力 バンクアドレス出力信号 

MDQ31～MDQ0 データ 入出力 データ入出力信号 

MDQS3～MDQS0 入力/出力データストローブ 入出力 データストローブ入出力信号 

MDQS3～MDQS0 入力/出力データストローブ 入出力
データストローブ入出力信号 

MDQS3～MDQ0の反転 

MDM3～MDM0 データマスク 出力 データマスク出力信号 

MODT0～MODT1 ODTイネーブル 出力 SDRAM内の ODTのイネーブル出力信号 

MRESET リセット 出力 DDR3-SDRAM用リセット出力 

MBKPRST 電源パックアップリセット 入力 電源バックアップモードで使用します。本端子がローレ

ベルのとき、CKEをローレベルにします 

SDBUP 電源パックアップモード 入力 電源立ち上げ時に MRESETをローレベルに固定するた

めに使用。通常動作時および DDRバックアップモード

時は本端子をハイレベルに保持する必要があります 

MVREF リファレンス電圧入力 - 入力基準電圧 

MZQ インピーダンスマッチング - インピーダンスマッチング 

 

SDRAM動作クロックMCK0、MCK0、MCK1、MCK1の周波数は DDRクロックの周波数と同じです。 

MDQ7～MDQ0はMDQS0とMDM0、MDQ15～MDQ8はMDQS1とMDM1、MDQ23～MDQ16はMDQS2と

MDM2、MDQ31～MDQ24はMDQS3とMDM3に対応しています。 



 

12. DDR3-SDRAMインタフェース（DBSC3） 

12-4  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

 

表 12.2に外部バス幅 32ビット設定時、2Gbit品（256M×8bit）を合計 4個接続した例を示します。コマンド系

（MCKE、MWE、MCS、MRAS、MCAS、MA14～MA0、MBA2～MBA0）の信号には 4個共通に接続します。デ

ータ系（MDQ31～MDQ0、MDQS3～MDQS0、MDQS3～MDQS0、MDM3～MDM0）は、8ビット分単位でメモリ

に接続します。クロックMCK1、MCK1はデータ系の上位側（MDQ31～MDQ16、MDQS3、MDQS2、MDQS3、

MDQS2、MDM3、MDM2）に接続しているメモリに接続し、MCK0、MCK0は下位側（MDQ15～MDQ0、MDQS1、

MDQS0、MDQS1、MDQS0、MDM1、MDM0）に接続します。アドレス端子は、MA14からMA0まで順に SDRAM

のアドレス端子に順番を入れ替えることなく接続することが必要です。 

なお、使用しない端子は何も接続しないでください。 
 

表 12.2 メモリ接続例（2Gbit品：256M×8bit使用時） 

 MCK1, 

MCK1, 

MCS1, 

MCKE1, 

MODT1 

MCK0, 

MCK0 

MCS0, 

MCKE0, 

MODT0 

MRAS, 

MCAS, 

MWE, 

MA14～MA0,

MBA2～MBA0

MDQ31～

MDQ24, 

MDQS3, 

MDQS3, 

MDM3 

MDQ23～

MDQ16, 

MDQS2, 

MDQS2, 

MDM2 

MDQ15～

MDQ8, 

MDQS1, 

MDQS1, 

MDM1 

MDQ7～

MDQ0, 

MDQS0, 

MDQS0, 

MDM0 

メモリ#1 接続*1  接続*2 接続*3    

メモリ#2 接続*1  接続*2  接続*4   

メモリ#3  接続*1 接続*2   接続*5  

メモリ#4  接続*1 接続*2    接続*6 

【注】 *1 メモリとの接続は下記のように行います。 

メモリ#1,2端子名 SH7786端子名 メモリ#3,4端子名 SH7786端子名 

CK MCK1 CK MCK0 

CK MCK1 CK MCK0 

CS MCS1 CS MCS0 

ODT MODT1 ODT MODT0 

CKE MCKE1 CKE MCK0 

 

 *2 メモリとの接続は下記のように行います。 

メモリ#1,2,3,4端子名 SH7786端子名 メモリ#1,2,3,4端子名 SH7786端子名 

RAS MRAS A7 MA7 

CAS MCAS A6 MA6 

WE MWE A5 MA5 

A15 MA15 A4 MA4 

A14 MA14 A3 MA3 

A13 MA13 A2 MA2 

A12 MA12 A1 MA1 

A11 MA11 A0 MA0 

A10 MA10 BA2 MBA2 
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メモリ#1,2,3,4端子名 SH7786端子名 メモリ#1,2,3,4端子名 SH7786端子名 

A9 MA9 BA1 MBA1 

A8 MA8 BA0 MBA0 

 

 *3 メモリとの接続は下記のように行います。 

メモリ#1端子名 SH7786端子名 

DQS MDQS3 

DQS MDQS3 

DM MDM3 

DQ7 MDQ31 

DQ6 MDQ30 

DQ5 MDQ29 

DQ4 MDQ28 

DQ3 MDQ27 

DQ2 MDQ26 

DQ1 MDQ25 

DQ0 MDQ24 

 

 *4 メモリとの接続は下記のように行います。 

メモリ#2端子名 SH7786端子名 

DQS MDQS2 

DQS MDQS2 

DM MDM2 

DQ7 MDQ23 

DQ6 MDQ22 

DQ5 MDQ21 

DQ4 MDQ20 

DQ3 MDQ19 

DQ2 MDQ18 

DQ1 MDQ17 

DQ0 MDQ16 
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 *5 メモリとの接続は下記のように行います。 

メモリ#3端子名 SH7786端子名 

DQS MDQS1 

DQS MDQS1 

DM MDM1 

DQ7 MDQ15 

DQ6 MDQ14 

DQ5 MDQ13 

DQ4 MDQ12 

DQ3 MDQ11 

DQ2 MDQ10 

DQ1 MDQ9 

DQ0 MDQ8 

 

 *6 メモリとの接続は下記のように行います。 

メモリ#4端子名 SH7786端子名 

DQS MDQS0 

DQS MDQS0 

DM MDM0 

DQ7 MDQ7 

DQ6 MDQ6 

DQ5 MDQ5 

DQ4 MDQ4 

DQ3 MDQ3 

DQ2 MDQ2 

DQ1 MDQ1 

DQ0 MDQ0 
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12.3 データアライメント 

12.3.1 DDR3-SDRAMでのデータアライメント 

本メモリコントローラは、DDR3-SDRAMをバースト長 8でアクセス（図 12.2）するため、表 12.3にあるよう

にアクセスサイズに応じて、不要なリードデータは読み捨て、ライト時にはデータマスク信号を使いデータをマ

スクしています。たとえばリトルエンディアン時、アドレス 8n+0,1,2,3のバイトアクセスが生じた場合には、2回

目（DQSの fall edgeに対応）に有効データが存在することになります。 

表 12.4、表 12.5に、外部バス上のデータの対応関係をアクセスサイズに応じて示します。 

エンディアン切り替えは、パワーオンリセット時に外部端子MODE8の切り替えにより設定します。 

MCK0,
MCK1

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[14:11]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MA[10]

MDQS[3:0]

MDQ[31:0]

MDM[3:0]

無効

無効

無効

無効

無効

READ
bankA

無効

無効

無効

SDRAM
コマンド

無効

無効

無効

無効

無効 無効

WRITE
bankA

ライトデータ リードデータ

有効

有効

有効

有効

有効

有効

High状態

 

図 12.2 バーストアクセス動作 
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表 12.3 バースト長 8のアクセス内で有効なデータが存在する位置 

リトルエンディアン時 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 

バイトアクセス（アドレス 8n+0,1,2,3） 無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 

バイトアクセス（アドレス 8n+4,5,6,7） 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+0,2） 無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+4,6） 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 

ロングワードアクセス（アドレス 8n+0） 無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 

ロングワードアクセス（アドレス 8n+4） 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 

クワッドワードアクセス（アドレス 8n+0） 有効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 

 

ビッグエンディアン時 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 

バイトアクセス（アドレス 8n+0,1,2,3） 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 

バイトアクセス（アドレス 8n+4,5,6,7） 無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+0,2） 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 

ワードアクセス（アドレス 8n+4,6） 無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 

ロングワードアクセス（アドレス 8n+0） 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 

ロングワードアクセス（アドレス 8n+4） 無効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 

クワッドワードアクセス（アドレス 8n+0） 有効 有効 無効 無効 無効 無効 無効 無効 
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表 12.4 リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント 

アクセスサイズ アドレス MDQ31～24 MDQ23～16 MDQ15～8 MDQ7～0 

0番地    データ 7～0 

1番地   データ 7～0  

2番地  データ 7～0   

3番地 データ 7～0    

4番地    データ 7～0 

5番地   データ 7～0  

6番地  データ 7～0   

バイト 

7番地 データ 7～0    

0番地   データ 15～8 データ 7～0 

2番地 データ 15～8 データ 7～0   

4番地   データ 15～8 データ 7～0 

ワード 

6番地 データ 15～8 データ 7～0   

0番地 データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 ロングワード 

4番地 データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 

0番地（1回目：4番地） データ 63～56 データ 55～48 データ 47～40 データ 39～32 クワッドワード 

0番地（2回目：0番地） データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 

 

表 12.5 ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント 

アクセスサイズ アドレス MDQ31～24 MDQ23～16 MDQ15～8 MDQ7～0 

0番地 データ 7～0    

1番地  データ 7～0   

2番地   データ 7～0  

3番地    データ 7～0 

4番地 データ 7～0    

5番地  データ 7～0   

6番地   データ 7～0  

バイト 

7番地    データ 7～0 

0番地 データ 15～8 データ 7～0   

2番地   データ 15～8 データ 7～0 

4番地 データ 15～8 データ 7～0   

ワード 

6番地   データ 15～8 データ 7～0 

0番地 データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 ロングワード 

4番地 データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 

0番地（1回目：0番地） データ 63～56 データ 55～48 データ 47～40 データ 39～32 クワッドワード 

0番地（2回目：4番地） データ 31～24 データ 23～16 データ 15～8 データ 7～0 
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12.4 レジスタの説明 

DBSC3のレジスタ構成を表 12.6に、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 12.7に示します。 

レジスタのビット幅は 32ビットで、ロングワードサイズ（32ビット）でアクセスしてください。ロングワード

サイズ以外でレジスタアクセスを行った場合の動作は保証しません。 

DBSC3のレジスタ領域は、アドレスで H'FFA0 0000～H'FFBF FFFFですが、表 12.6に示したレジスタ以外をア

クセスした場合の動作は保証しません。 
 

表 12.6 DBSC3レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

（bit） 

同期 

クロック 

DBSC3ステータスレジスタ DBSTATE R H'FFA0 000C H'1FA0 000C 32 SHck 

SDRAMアクセス許可レジスタ DBACEN R/W H'FFA0 0010 H'1FA0 0010 32 SHck 

自動リフレッシュ許可レジスタ DBRFEN R/W H'FFA0 0014 H'1FA0 0014 32 SHck 

手動コマンド発行レジスタ DBCMD R/W H'FFA0 0018 H'1FA0 0018 32 SHck 

操作完了待ちレジスタ DBWAIT R/W H'FFA0 001C H'1FA0 001C 32 SHck 

SDRAM種類設定レジスタ DBKIND R/W H'FFA0 0020 H'1FA0 0020 32 SHck 

SDRAM構成設定レジスタ DBCONF R/W H'FFA0 0024 H'1FA0 0024 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 0 DBTR0 R/W H'FFA0 0040 H'1FA0 0040 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 1 DBTR1 R/W H'FFA0 0044 H'1FA0 0044 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 2 DBTR2 R/W H'FFA0 0048 H'1FA0 0048 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 3 DBTR3 R/W H'FFA0 0050 H'1FA0 0050 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 4 DBTR4 R/W H'FFA0 0054 H'1FA0 0054 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 5 DBTR5 R/W H'FFA0 0058 H'1FA0 0058 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 6 DBTR6 R/W H'FFA0 005C H'1FA0 005C 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 7 DBTR7 R/W H'FFA0 0060 H'1FA0 0060 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 8 DBTR8 R/W H'FFA0 0064 H'1FA0 0064 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 9 DBTR9 R/W H'FFA0 0068 H'1FA0 0068 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 10 DBTR10 R/W H'FFA0 006C H'1FA0 006C 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 11 DBTR11 R/W H'FFA0 0070 H'1FA0 0070 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 12 DBTR12 R/W H'FFA0 0074 H'1FA0 0074 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 13 DBTR13 R/W H'FFA0 0078 H'1FA0 0078 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 14 DBTR14 R/W H'FFA0 007C H'1FA0 007C 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 15 DBTR15 R/W H'FFA0 0080 H'1FA0 0080 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 16 DBTR16 R/W H'FFA0 0084 H'1FA0 0084 32 SHck 

SDRAMタイミングレジスタ 17 DBTR17 R/W H'FFA0 0088 H'1FA0 0088 32 SHck 

リフレッシュ設定レジスタ 0 DBRFCNF0 R/W H'FFA0 00E0 H'1FA0 00E0 32 SHck 
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レジスタ名 略称 R/W P4 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

（bit） 

同期 

クロック 

リフレッシュ設定レジスタ 1 DBRFCNF1 R/W H'FFA0 00E4 H'1FA0 00E4 32 SHck 

リフレッシュ設定レジスタ 2 DBRFCNF2 R/W H'FFA0 00E8 H'1FA0 00E8 32 SHck 

PHY部制御レジスタ 0 DBPDCNT0 R/W H'FFA0 0200 H'1FA0 0200 32 SHck 

PHY部制御レジスタ 1 DBPDCNT1 R/W H'FFA0 0204 H'1FA0 0204 32 SHck 

PHY部制御レジスタ 2 DBPDCNT2 R/W H'FFA0 0208 H'1FA0 0208 32 SHck 

PHY部制御レジスタ 3 DBPDCNT3 R/W H'FFA0 020C H'1FA0 020C 32 SHck 

PHY部ロックレジスタ DBPDLCK R/W H'FFA0 0280 H'1FA0 0280 32 SHck 

PHY部内部レジスタアドレスレジスタ DBPDRGA R/W H'FFA0 0290 H'1FA0 0290 32 SHck 

PHY部内部レジスタデータレジスタ DBPDRG R/W H'FFA0 02A0 H'1FA0 02A0 32 SHck 

バス制御部 0制御レジスタ 0 DBBS0CNT0 R/W H'FFA0 0300 H'1FA0 0300 32 SHck 

バス制御部 0制御レジスタ 1 DBBS0CNT1 R/W H'FFA0 0304 H'1FA0 0304 32 SHck 
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表 12.7 各処理モードにおけるレジスタの状態 

パワーオンリセット マニュアルリセット スリープ／ 

ライトスリープ 

レジスタ名 略称 

PRESET端子/ 

WDT/H-UDIによる

WDT/多重例外 

による 

SLEEP命令による 

DBSC3ステータスレジスタ DBSTATE H'00000x0x* 保持 保持 

SDRAMアクセス許可レジスタ DBACEN H'0000 0000 保持 保持 

自動リフレッシュ許可レジスタ DBRFEN H'0000 0000 保持 保持 

手動コマンド発行レジスタ DBCMD H'0000 0000 保持 保持 

操作完了待ちレジスタ DBWAIT H'0000 0000 保持 保持 

SDRAM種類設定レジスタ DBKIND H'0000 0000 保持 保持 

SDRAM構成設定レジスタ DBCONF H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 0 DBTR0 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 1 DBTR1 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 2 DBTR2 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 3 DBTR3 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 4 DBTR4 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 5 DBTR5 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 6 DBTR6 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 7 DBTR7 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 8 DBTR8 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 9 DBTR9 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 10 DBTR10 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 11 DBTR11 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 12 DBTR12 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 13 DBTR13 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 14 DBTR14 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 15 DBTR15 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 16 DBTR16 H'0000 0000 保持 保持 

SDRAMタイミングレジスタ 17 DBTR17 H'0000 0000 保持 保持 

リフレッシュ設定レジスタ 0 DBRFCNF0 H'0000 0000 保持 保持 

リフレッシュ設定レジスタ 1 DBRFCNF1 H'0000 0000 保持 保持 

リフレッシュ設定レジスタ 2 DBRFCNF2 H'0000 0000 保持 保持 

PHY部制御レジスタ 0 DBPDCNT0 H'0000 0000 保持 保持 

PHY部制御レジスタ 1 DBPDCNT1 H'0000 0000 保持 保持 

PHY部制御レジスタ 2 DBPDCNT2 H'0000 0000 保持 保持 

PHY部制御レジスタ 3 DBPDCNT3 H'0000 0000 保持 保持 

PHY部ロックレジスタ DBPDLCK H'0000 0000 保持 保持 

PHY部内部レジスタアドレスレジスタ DBPDRGA H'0000 0000 保持 保持 
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パワーオンリセット マニュアルリセット スリープ／ 

ライトスリープ 

レジスタ名 略称 

PRESET端子/ 

WDT/H-UDIによる

WDT/多重例外 

による 

SLEEP命令による 

PHY部内部レジスタデータレジスタ DBPDRG H'0000 0000 保持 保持 

バス制御部 0制御レジスタ 0 DBBS0CNT0 H'0000 0000 保持 保持 

バス制御部 0制御レジスタ 1 DBBS0CNT1 H'0000 0000 保持 保持 

【注】 * 初期値は外部端子 MODE8および SDBUPの設定によります。 
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12.4.1 DBSC3ステータスレジスタ（DBSTATE） 

DBSTATEはリード専用レジスタです。書き込みは無効です。本レジスタはパワーオンリセット時のみ初期化さ

れます。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

x*000000x*00000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ENDN BKUP⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
【注】 * 初期値は外部端子 MODE8の設定によります。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 ⎯ すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

9 ⎯ 不定 R リザーブビット 

読み出すと不定値が読み出されます。 

8 ENDN ×* R エンディアン表示ビット 

外部端子 MODE8により設定されたエンディアンを表示します。 

0：ビッグエンディアン 

1：リトルエンディアン 

7～2 ⎯ すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

1 BKUP ×* R 電源バックアップモニタビット 

外部端子 SDBUPにより設定された電源バックアップ状態を表示します。 

0：非電源バックアップ状態（SDBUP＝L） 

1：電源バックアップ状態（SDBUP＝H） 

0 ⎯ 不定 R リザーブビット 

読み出すと不定値が読み出されます。 

【注】 * 初期値は外部端子 MODE8および SDBUPの状態によります。 
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12.4.2 SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN） 

DBACENはリード／ライト可能なレジスタです。本レジスタはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ACC
EN⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

0 ACCEN 0 R/W SDRAMアクセスイネーブルビット 

本ビットの設定により SDRAMへのデータアクセス許可を行います。0のとき

アクセス無効、1のときアクセス許可です。アクセス無効時、SDRAMにアク

セスを行っても無視されます。初期化シーケンスやセルフリフレッシュ制御時

に操作します。 

0：アクセス無効 

1：アクセス許可 

【注】 本レジスタに 0を書き込んでアクセス不許可に設定した際、SDRAMに Precharge Allまたは Prechargeコマンドが自動

的に発行される場合があります。 
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12.4.3 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN） 

DBRFENはリード／ライト可能なレジスタです。本レジスタはパワーオンリセット時に初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ARF
EN⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

0 ARFEN 0 R/W オートリフレッシュ許可ビット 

このビットでオートリフレッシュの自動発行の許可／無効の設定を行います。 

本ビットの値が 1である間、内部のリフレッシュカウンタに従って定期的にオ

ートリフレッシュコマンドを発行します。オートリフレッシュコマンド発行タ

イミングについての詳細は「12.5.5 オートリフレッシュ動作について」を参

照してください。 

0：オートリフレッシュ自動発行無効 

1：オートリフレッシュ自動発行許可 
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12.4.4 手動コマンド発行レジスタ（DMCMD） 

SDRAMの初期化シーケンス、セルフリフレッシュモードへの移行／解除などを実行するために必要なコマン

ド発行を行うためのレジスタです。本レジスタに書き込みを行うと、OPCビットの値に応じたコマンドが 1回発

行されます。たとえば、リフレッシュコマンドを 2回発行する場合は、OPC=”001100” とした書き込みを 2回

行います。なお、SDRAMアクセス許可中 (DBACENレジスタの ACCEN=1) に本レジスタへの書き込みは行わな

いでください。 

操作完了のタイミング（指定した SDRAMコマンドが DBSC3から PHY部へ出力されるタイミング）は、本レ

ジスタへのライトに対する DBSC3の応答よりも後になる可能性があります。指定した SDRAMコマンドが実際に

SDRAMに出力されるまで待ちたい場合は、後述する DBWAITレジスタへのリードを行ってください。 

本レジスタを使用してコマンド発行を行うと、操作完了の時点（指定した SDRAMコマンドが SDRAMに出力

される時点）から一定期間、後続の SDRAMコマンド発行は遅延されます。これは、複数のコマンドを続けて発

行する際のコマンド間の時間の確保を容易にするための機能です。 

この期間の長さは、OPCに応じて、表 12.8の「間隔」欄に示す長さが確保されます。また、ARGビットによ

ってカスタマイズすることも可能です（ただし OPCが MRS0～MRS3、Rd、Wrである場合を除く）。 

本レジスタはリード／ライト可能なレジスタです。本レジスタはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ARG

OPC

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

29～24 OPC すべて 0 R/W 操作コード 

発行するコマンドの種類を指定するビットです。表 12.8を参照してください 

23～16 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

15～0 ARG すべて 0 R/W 引数 

操作コード OPCによって意味が異なります。 

OPCが ModeRegisterSet (MRS0～MRS3)である場合は、SDRAMのアドレス端

子（MA）に出力される値を指定します。OPCが READ/WRITEである場合、ARG

は未使用です。OPCがそれ以外の場合は、次のコマンド発行までの最小間隔を

SDRAMのサイクル数で指定します。ただし、ARG=0とした場合は、表 12.8の

「間隔」欄に示すデフォルトの値が使用されます。 

【注】 1. 表 12.8「間隔」欄の TRPA、TRFC、TMODは、後述するタイミングレジスタで設定された値が使用されます。 

 2. 本レジスタは、SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0）のみ書き込みを行ってください。 

 3. 本レジスタは、自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0）のみ書き込みを行ってください。

ただし、「12.5 動作説明」で定義されたシーケンスについては、この限りではありません。自動リフレッシュ機

能動作中に本レジスタに OPC=Waitの書き込みを行った場合、それによって確保される時間間隔の間に自動リフ

レッシュ機能によるリフレッシュコマンドの発行が割り込むことがあります。 
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表 12.8 手動コマンド発行機能 

OPC 略号 操作内容 
間隔（SDRAM

サイクル数）
ARGの機能 

00 0000 Wait Device Deselected発行 

（待ち時間の挿入） 

4 

00 0010 ZQCS ZQ calibration short発行 4 

00 0011 ZQCL ZQ calibration long発行 4 

00 1011 PreA Precharge All発行 TRPA 

00 1100 Ref Refresh発行 TRFC 

01 0000 PDEn Power Down Entry 4 

01 0001 PDXt Power Down Exit 4 

01 1000 SREn Self-Refresh Entry 4 

01 1001 SRXt Self-Refresh Exit TRFC 

10 0000 RstL Reset端子を Lowにする 4 

10 0001 RstH Reset端子を Highにする 4 

間隔のカスタマイズ 

（ARG=0とすると左欄の値を使用） 

10 1000 MRS0 ModeRegisterSet（MRS/MR0）発行 TMOD 

10 1001 MRS1 ModeRegisterSet（EMRS1/MR1）発行 TMOD 

10 1010 MRS2 ModeRegisterSet（EMRS2/MR2）発行 TMOD 

10 1011 MRS3 ModeRegisterSet（EMRS3/MR3）発行 TMOD 

SDRAMのMode Registerに設定する値を指

定 

11 0100 Rd Readコマンド発行 4 

11 0110 Wr Writeコマンド発行 4 

（reserved） 

0固定してください 
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12.4.5 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT） 

DBWAITはリード専用レジスタです。書き込みは無効です。本レジスタはパワーオンリセット時のみ初期化さ

れます。 

本レジスタをリードすると、それまでにDBCMDレジスタによって指示されたコマンド発行がすべて完了し

た後で応答を返します。本レジスタを利用することにより、DBSC3により発行されるSDRAMコマンドのタイ

ミングと、DBSC3が管理していないタイミング（たとえば、クロックの制御）の関係を正しく保証すること

が可能になります。 
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⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯
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⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
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ビット：

初期値：

R/W：
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000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ WAIT⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

0 WAIT 0 R 操作完了待ちビット 

常に 0が読み出されます。 
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12.4.6 SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND） 

DBKINDはリード／ライト可能なレジスタです。本レジスタはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ DDCG⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

2～0 DDCG 000 R/W SDRAM種類ビット 

SDRAMの種類を設定することができます。品種ごとに決められた値を設定し

てください。 

111：DDR3-SDRAM 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. 本レジスタは、起動シーケンス（「12.5.3 初期化シーケンス」参照）の中でのみ書き込みを行ってください。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 3. 品種ごとに決められた値を設定してください。 



 

12. DDR3-SDRAMインタフェース（DBSC3） 

12-22  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

12.4.7 SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF） 

DBCONFはリード／ライト可能なレジスタです。使用するメモリ構成を設定するレジスタです。 

DBSC3がサポートするメモリ構成については、「SDRAM構成設定レジスタの設定方法」を参照ください。

SDRAMのアドレス端子と本 LSIの論理アドレスとの関係については、表 12.2を参照ください。本レジスタはパ

ワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WRRR/WRRRR/WR/WR/WR/WR/WRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯ DWAWCL

AWRW AWRK AWBK

⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WRRRRRRR/WR/WR/WR/WRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

28～24 AWRW 00000 R/W Row設定ビット 

Rowアドレスのビット幅を指定します。 

01011: 11ビット 

01100: 12ビット 

01101: 13ビット 

01110: 14ビット 

01111: 15ビット 

10000: 16ビット 

上記以外: 設定禁止（動作は保証しません） 

23～21 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

20 AWRK 0 R/W ランク数設定ビット 

ランク数を指定します。 

0: 1ランク 

上記以外: 設定禁止（動作は保証しません） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

19～18 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

17～16 AWBK 00 R/W Bank数設定ビット 

Bank数を指定します。 

11: 8バンク 

上記以外: 設定禁止（動作は保証しません） 

15～12 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

11～8 AWCL 0000 R/W Columnビット幅設定ビット 

Columnアドレスのビット幅を指定します。 

1000：8ビット 

1001：9ビット 

1010：10ビット 

1011：11ビット 

1100：12ビット 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

7～2 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

1～0 DW 00 R/W 外部データバス幅設定ビット 

外部データバス幅を指定します。 

10：32ビット 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. 本レジスタは、起動シーケンス（「12.5.3 初期化シーケンス」参照）の中でのみ書き込みを行ってください。 

 2. このレジスタは以下の条件を満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

  ・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

  ・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 3. 品種ごとに決められた値を設定してください。 

 4. サポートするメモリ構成は 2個の 16bit幅 SDRAMあるいは 4個の 8bit幅 SDRAMを接続した 32bitバス構成です。 

 5. DBSC3は複数個の SDRAMの接続をサポートしますが、チップによっては電気特性上、接続可能な SDRAMの個

数に制限がある場合があります。 
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12.4.8 SDRAMタイミングレジスタ 0（DBTR0） 

DBTR0はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
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ビット：

初期値：

R/W：
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000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯ CL⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

3～0 CL 0000 R/W CASレイテンシ設定ビット 

SDRAMの CASレイテンシを設定します。 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：7サイクル 

1000：8サイクル 

1001：9サイクル 

1010：10サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.9 SDRAMタイミングレジスタ 1（DBTR1） 

DBTR1はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
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ビット：

初期値：

R/W：
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000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯ CWL⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

3～0 CWL 0000 R/W CASライトレイテンシ設定ビット 

SDRAMの CASライトレイテンシを設定します。 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：7サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.10 SDRAMタイミングレジスタ 2（DBTR2） 

DBTR2はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
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ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯ AL⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

3～0 AL 0000 R/W アディティブレイテンシ設定 

SDRAMのアディティブレイテンシを設定します。 

0000：0サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.11 SDRAMタイミングレジスタ 3（DBTR3） 

DBTR3はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯ TRCD⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

3～0 TRCD 0000 R/W ACT-READ/WRITE 期間設定ビット 

ACTコマンドからリード／ライトコマンドまでの最小間隔を設定します。 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：7サイクル 

1000：8サイクル 

1001：9サイクル 

1010：10サイクル 

1011：11サイクル 

1100：12サイクル 

1101：13サイクル 

1110：14サイクル 

1111：15サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.12 SDRAMタイミングレジスタ 4（DBTR4） 

DBTR4はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯ TRP

TRPA

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

19～16 TRPA 0000 R/W PREA期間設定ビット 

PRE ALL（Precharge all banks）コマンドから ACT/ REFコマンドまでの最

小間隔を設定します。必ず TRPビットの設定値以上の値を設定してくださ

い。 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：7サイクル 

1000：8サイクル 

1001：9サイクル 

1010：10サイクル 

1011：11サイクル 

1100：12サイクル 

1101：13サイクル 

1110：14サイクル 

1111：15サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 ⎯ すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

3～0 TRP 0000 R/W PRE期間設定ビット 

PRE（Precharge）コマンドから ACT/REFコマンドまでの最小間隔を設定

します。 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：7サイクル 

1000：8サイクル 

1001：9サイクル 

1010：10サイクル 

1011：11サイクル 

1100：12サイクル 

1101：13サイクル 

1110：14サイクル 

1111：15サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 設定値は次の条件を満たす必要があります：TRPA ≧ TRP 

 3. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.13 SDRAMタイミングレジスタ 5（DBTR5） 

DBTR5はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ TRC⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

5～0 TRC 000000 R/W ACT-ACT/REF期間設定ビット 

ACTコマンドから ACT（同一バンク）/REFコマンドまでの最小間隔を設定し

ます。 

000101：5サイクル 

000110：6サイクル 

  : 

  : 

111011：59サイクル 

111100：60サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.14 SDRAMタイミングレジスタ 6（DBTR6） 

DBTR6はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ TRAS⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

5～0 TRAS 000000 R/W ACT-PRE期間設定ビット 

ACTコマンドから PREコマンドまでの最小間隔を設定します。 

000100：4サイクル 

000101：5サイクル 

  : 

  : 

100111：39サイクル 

101000：40サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.15 SDRAMタイミングレジスタ 7（DBTR7） 

DBTR7はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

⎯⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ TRRD⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

3～0 TRRD 0000 R/W ACT(A)-ACT(B)期間設定ビット 

異なるバンクに対する ACTコマンドの最小間隔を設定します。 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：7サイクル 

1000：8サイクル 

1001：9サイクル 

1010：10サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.16 SDRAMタイミングレジスタ 8（DBTR8） 

DBTR8はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TFAW⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

7～0 TFAW 0000 

0000 

R/W 4 Activateウィンドウ設定ビット 

4 Activateウィンドウの長さを設定します。DBTR7レジスタの TRRDビット

の設定値の 4倍以上の値を設定してください。 

000100：4サイクル 

000101：5サイクル 

  : 

  : 

100111：39サイクル 

101000：40サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 設定値は次の条件を満たす必要があります：TFAW ≧ 4 × TRRD 

 3. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.17 SDRAMタイミングレジスタ 9（DBTR9） 

DBTR9はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

⎯⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ TRDPR⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

3～0 TRDPR 0000 R/W READ-PRE期間設定ビット 

READコマンドから PREコマンドまでの最小間隔を設定します。 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：7サイクル 

1000：8サイクル 

1001：9サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 設定値は次の条件を満たす必要があります：TRDPR ≧ 4 

 3. JEDEC準拠の SDRAMの場合、設定値は次の式で計算できます。 

（DDR3の場合）TRDPR ＝  4 ＋ max{ 2, ceil(tRTP / tCK) } － 2 

 4. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.18 SDRAMタイミングレジスタ 10（DBTR10） 

DBTR10はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

⎯⎯

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ TWR⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

3～0 TWR 0000 R/W ライトリカバリ期間設定ビット 

ライトリカバリ期間を設定します。 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：7サイクル 

1000：8サイクル 

1001：9サイクル 

1010：10サイクル 

1011：11サイクル 

1100：12サイクル 

1101：13サイクル 

1110：14サイクル 

1111：15サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.19 SDRAMタイミングレジスタ 11（DBTR11） 

DBTR11はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ TRDWR⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

5～0 TRDWR 000000 R/W READ-WRITE期間設定ビット 

リードコマンドからライトコマンドまでの最小間隔を設定します。 

000100：4サイクル 

000101：5サイクル 

000110：6サイクル 

000111：7サイクル 

001000：8サイクル 

001001：9サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 設定値は次の条件を満たす必要があります：TRDWR ≧ CL ＋ 4 ＋ 2 － CWL 

 3. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.20 SDRAMタイミングレジスタ 12（DBTR12） 

DBTR12はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ TWRRD⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

5～0 TWRRD 000000 R/W WRITE-READ期間設定ビット 

ライトコマンドからリードコマンドまでの最小間隔を設定します。 

000100：4サイクル 

000101：5サイクル 

  : 

  : 

010101：21サイクル 

010110：22サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 設定値は次の条件を満たす必要があります：TWRRD ≧ CWL ＋ 4 

 3. JEDEC準拠の SDRAMの場合、設定値は次の式で計算できます。 

 TWRRD ＝ WL ＋ BL/2 ＋ ceil (tWTR / tCK) 

 4. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.21 SDRAMタイミングレジスタ 13（DBTR13） 

DBTR13はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TRFC⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

9～0 TRFC 00 0000 

0000 

R/W REF-ACT/REF期間設定ビット 

REF（リフレッシュ）コマンドから、ACT/REFコマンドまでの最小間隔を設

定します。 

0000000110：6サイクル 

0000000111：7サイクル 

  : 

  : 

0011111110：254サイクル 

0011111111：255サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 

 



 

12. DDR3-SDRAMインタフェース（DBSC3） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  12-39 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

12.4.22 SDRAMタイミングレジスタ 14（DBTR14） 

DBTR14はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

TCKEH⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

7～0 TCKEH 0000 

0000 

R/W CKE H期間設定ビット 

CKEが Hになってから次の有効なコマンドが発行されるまでの最小間隔を設

定します。なお、CKEが Hになってから最初のリードコマンドまでの最小間

隔は、TCKEH + TRCDとなります。 

00000001：1サイクル 

00000010：2サイクル 

00000011：3サイクル 

00000100：4サイクル 

00000101：5サイクル 

00000110：6サイクル 

00000111：7サイクル 

00001000：8サイクル 

00001001：9サイクル 

00001010：10サイクル 

00001011：11サイクル 

00001100：12サイクル 

00001101：13サイクル 

00001110：14サイクル 

00001111：15サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. パワーダウンモードを使用する場合は、本レジスタに適切な値を設定してください。 

JEDEC準拠の SDRAMの場合、設定値は次の式で計算できます。 

DDR3-SDRAMで Fast Exit Modeの場合： ceil (tXP/ tCK) 
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DDR3-SDRAMで Slow Exit Modeの場合： max{ ceil (tXP/ tCK), ceil (tXPDLL/ tCK)－ceil (tRCD/ tCK) } 

 3. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.23 SDRAMタイミングレジスタ 15（DBTR15） 

DBTR15はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯ TCKEL⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

3～0 TCKEL 0000 R/W CKE L期間設定ビット 

CKEを Lにしてから Hにするまでの期間の下限を設定します。 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：7サイクル 

1000：8サイクル 

1001：9サイクル 

1010：10サイクル 

1011：11サイクル 

1100：12サイクル 

1101：13サイクル 

1110：14サイクル 

1111：15サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.24 SDRAMタイミングレジスタ 16（DBTR16） 

DBTR16はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯ WDQL

DQL

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

21～16 DQL 000000 R/W dqltncy設定ビット 

DDR3PHYの入力端 dqltncyの値を設定します。 

010110：22サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

3～0 WDQL 0000 R/W wdqltncy設定ビット 

DDR3PHYの入力端 wdqltncyの値を設定します。 

0010：2サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.25 SDRAMタイミングレジスタ 17（DBTR17） 

DBTR17はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのタイミングパラメータの設定を行います。本レジス

タはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ TRDMR

TMOD

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

21～16 TMOD 000000 R/W MRS期間設定ビット 

MRS（Mode Register Set）コマンドから次のコマンドまでの最小間隔を指定

します。 

000100：4サイクル 

000101：5サイクル 

000110：6サイクル 

000111：7サイクル 

001000：8サイクル 

001001：9サイクル 

001010：10サイクル 

001011：11サイクル 

001100：12サイクル 

001101：13サイクル 

001110：14サイクル 

001111：15サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

15～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5～0 TRDMR 000000 R/W RD-MRS期間設定ビット 

MPRモードの際の、リードコマンドから MRSコマンドまでの最小間隔を設

定します。 

000100：4サイクル 

000101：5サイクル 

000110：6サイクル 

000111：7サイクル 

001000：8サイクル 

001001：9サイクル 

001010：10サイクル 

001011：11サイクル 

001100：12サイクル 

001101：13サイクル 

001110：14サイクル 

001111：15サイクル 

010000：16サイクル 

010001：17サイクル 

010010：18サイクル 

010011：19サイクル 

010100：20サイクル 

010101：21サイクル 

010110：22サイクル 

010111：23サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタは、以下の条件を両方満たす場合のみ書き込みを行ってください。 

・SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0） 

・自動リフレッシュ機能停止中（DBRFENレジスタの ARFEN=0） 
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12.4.26 リフレッシュ設定レジスタ 0（DBRFCNF0） 

DBRFCNF0はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのリフレッシュ動作のタイミング設定を行います。

本レジスタはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 

自動リフレッシュ機能動作中（DBRFENレジスタの ARFEN=1）に本レジスタの値を変更した場合、新たな設定

値をリフレッシュ動作に反映させるためには自動リフレッシュ機能の再起動が必要です。自動リフレッシュ機能

を再起動するには、DBRFENレジスタの ARFENビットに 1を書き込んでください 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

REFTHF⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

11～0 REFTHF 0000 

0000 

0000 

R/W 強制リフレッシュ閾値設定ビット 

バスリクエストがある場合でも強制的にリフレッシュを実施するタイミング

を設定します。本ビットの設定値は、リフレッシュ間隔の変動の大きさおよび

メモリアクセス性能に影響します。小さくするほどリフレッシュ間隔のバラツ

キは小さくなりますが、メモリアクセス性能に悪影響が出る場合があります。

リフレッシュ間隔の変動幅の詳細については、リフレッシュ設定レジスタ 1

（DBRFCNF1）の説明の中で述べます。 

000000100000：32サイクル 

000000100001：33サイクル 

  : 

000111111110：510サイクル 

000111111111：511サイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 本レジスタに上記の下限値を下回る値が設定された状態で自動リフレッシュ機能を起動した場合（DBRFENレジ

スタ ARFENビットを 1 にした場合）の動作は保証されません。 

 3. 設定可能な最小値は、次の式のとおりです。この下限値＋50 以上の値を設定することを推奨します。 

  32 ＋ max{ TCKEL＋TCKEH ,  TRPA＋max{ CWL＋4＋TWR, TRDPR, TRAS, TRC－TRP } } 
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12.4.27 リフレッシュ設定レジスタ 1（DBRFCNF1） 

DBRFCNF1はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのリフレッシュ動作のタイミング設定を行います。

本レジスタはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 

自動リフレッシュ機能動作中（DBRFENレジスタの ARFEN=1）に本レジスタの値を変更した場合、新たな設定

値をリフレッシュ動作に反映させるためには自動リフレッシュ機能の再起動が必要です。自動リフレッシュ機能

を再起動するには、DBRFENレジスタの ARFENビットに 1を書き込んでください 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

REFINT

REFPMAX

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

27～24 REFPMAX 0000 R/W リフレッシュコマンド最大ポスト数 

自動リフレッシュ機能により蓄積されるリフレッシュコマンドの数の上限を

設定します。蓄積されているリフレッシュコマンドの数が REFPMAXよりも

小さく、かつリクエストのない期間にリフレッシュが発行されます。 

0000：0サイクル（リフレッシュコマンド間隔のジッタ最小） 

0001：1サイクル 

0010：2サイクル 

0011：3サイクル 

0100：4サイクル 

0101：5サイクル 

0110：6サイクル 

0111：7サイクル 

1000：8サイクル（リフレッシュコマンド間隔のジッタ最大） 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

23～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 REFINT 0000 

0000 

0000 

0000 

R/W 平均リフレッシュ間隔 

リフレッシュコマンド発行の平均間隔を設定するためのビットです。 

DBRFCNF2レジスタの REFINTSビットが 0の場合、平均間隔は REFINT サ

イクルとなります。REFINTSビットが 1の場合、平均間隔は floor( REFINT / 

2 )  サイクルとなります。 以下で、この平均間隔を REFINT_E と表記しま

す。すなわち、REFINT_E = REFINT >> REFINTS です。ここで >> は論理

右シフト演算子です。 

0000000010000000：128サイクル（H’0080） 

0000000010000001：129サイクル（H’0081） 

  : 

  : 

0011111111111110：16387サイクル（H’3FFE） 

0011111111111111：16388サイクル（H’3FFF） 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

【注】 1. サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 

 2. 品種によっては、本レジスタの設定値に関して上記の制約以外にも制約が生じる場合があります。 

 3. 本レジスタに上記の下限値を下回る値が設定された状態で自動リフレッシュ機能を起動した場合 

  （DBRFENレジスタ ARFENビットを 1 にした場合）の動作は保証されません。 
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12.4.28 リフレッシュ設定レジスタ 2（DBRFCNF2） 

DBRFCNF2はリード／ライト可能なレジスタです。SDRAMのリフレッシュ動作のタイミングを設定します。

本レジスタはパワーオンリセット時のみ初期化されます。 

自動リフレッシュ機能動作中（DBRFENレジスタの ARFEN=1）に本レジスタの値を変更した場合、新たな設定

値をリフレッシュ動作に反映させるためには自動リフレッシュ機能の再起動が必要です。自動リフレッシュ機能

を再起動するには、DBRFENレジスタの ARFENビットに 1を書き込んでください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ REF
INTS⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

0 REFINTS 0 R/W 平均リフレッシュ間隔調整ビット 

本ビットに 0を設定すると、リフレッシュコマンド発行の平均間隔は REFINT 

サイクルとなります。本ビットに 1を設定すると、リフレッシュコマンド発

行の平均間隔は floor( REFINT / 2 ) サイクルとなります。 

0: 平均リフレッシュ間隔は REFINT 

1: 平均リフレッシュ間隔は REFINT の 1/2 

【注】 サイクル数は、SDRAMの動作クロックにて設定します。 
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12.4.29 PHY部制御レジスタ 0（DBPDCNT0） 

DBPDCNT0はリード／ライト可能なレジスタです。PHY部の制御に使用します。本レジスタはパワーオンリセ

ット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ DLL
RST⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

0 DLLRST 0 R/W DLLリセットビット 

本ビットに 0を設定すると、DLLがリセット状態になります。本ビットに 1

を設定すると、DLLのリセットが解除されます。本ビットの詳細については

「12.5.3 初期化シーケンス」を参照ください。 

0: DLLリセット（初期値） 

1: DLLリセット解除 
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12.4.30 PHY部制御レジスタ 1（DBPDCNT1） 

DBPDCNT1はリード／ライト可能なレジスタです。PHY部の制御に使用します。本レジスタはパワーオンリセ

ット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ CALEN⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

0 CALEN 0 R/W 自動キャリブレーション設定ビット 

自動キャリブレーションをイネーブルにします。本ビットは DBPDCNT3の

CMODE="H"の場合にのみ有効です。本ビットの詳細については「12.5.3 初期

化シーケンス」を参照ください。 

0: 自動キャリブレーションをディセーブル（初期値） 

1: 自動キャリブレーションをイネーブル 
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12.4.31 PHY部制御レジスタ 2（DBPDCNT2） 

DBPDCNT2はリード／ライト可能なレジスタです。PHY部の制御に使用します。本レジスタはパワーオンリセ

ット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯ RLADDCMD
MOD

DET
FIXH⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRR/WR/WRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

5 DETFIXH 0 R/W リード用 90度シフタ設定ビット 

リード用 90度シフタの Hi-Z検出回路を設定します。本ビットの詳細について

は「12.5.3 初期化シーケンス」を参照ください。 

0: Hi-Z検出回路オン（初期値） 

1: Hi-Z検出回路オフ 

4 CMDMOD 0 R/W CMDハードマクロ出力遅延モード設定ビット 

CMDハードマクロの出力遅延モードを設定します。本ビットの詳細について

は「12.5.3 初期化シーケンス」を参照ください。 

0: コマンドアドレス信号の出力遅延モードオフ（初期値） 

1: コマンドアドレス信号の出力遅延モードオン 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

1、0 RLADD 00 R/W 追加リードレイテンシ設定ビット 

ラウンドトリップタイムが大きい場合に、DDR3PHYに追加するリードレイテ

ンシを設定します。本ビットの詳細については「12.5.3 初期化シーケンス」

を参照ください。 

00: 追加リードレイテンシなし（初期値） 

01: 追加リードレイテンシ 1サイクル 

10: 追加リードレイテンシ 2サイクル 

11: 追加リードレイテンシ 3サイクル 
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12.4.32 PHY部制御レジスタ 3（DBPDCNT3） 

DBPDCNT3はリード／ライト可能なレジスタです。PHY部の制御に使用します。本レジスタはパワーオンリセ

ット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯CMOD DIC_AD DIC_CK DIC_DQ ODT FREQ⎯

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～15 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

14 CMOD 0 R/W キャリブレーションモード設定ビット 

キャリブレーションモードを設定します。。本ビットの詳細については「12.5.3 

初期化シーケンス」を参照ください。 

0: 外部制御モード（初期値） 

1: 自動キャリブレーションモード 

13、12 DIC_AD 00 R/W 制御信号バッファドライブ強度設定ビット 

バッファドライブ強度（制御信号）を設定します。本ビットの詳細については

「12.5.3 初期化シーケンス」を参照ください。 

00: 40Ω（初期値） 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

11、10 DIC_CK 00 R/W クロック信号バッファドライブ強度設定ビット 

バッファドライブ強度（クロック信号）を設定します。本ビットの詳細につい

ては「12.5.3 初期化シーケンス」を参照ください。 

00: 40Ω（初期値） 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

9、8 DIC_DQ 00 R/W データ信号バッファドライブ強度設定ビット 

バッファドライブ強度（データ信号）を設定します。本ビットの詳細について

は「12.5.3 初期化シーケンス」を参照ください。 

00: 40Ω（初期値） 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

6～4 ODT 000 R/W 内部 ODTインピーダンス設定ビット 

内部 ODTインピーダンスを設定します。本ビットの詳細については「12.5.3 

初期化シーケンス」を参照ください。 

000: 外部制御モード（初期値） 

001: 60Ω 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

2～0 FREQ 000 R/W ロック待ちスキップモード設定ビット 

ロック待ちスキップモードを設定します。本ビットの詳細については「12.5.3 

初期化シーケンス」を参照ください。 

000: 通常モード（初期値） 

001: ロック待ちスキップモード 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 
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12.4.33 PHY部ロックレジスタ（DBPDLCK） 

DBPDLCKはリード／ライト可能なレジスタです。PHY部の制御に使用します。本レジスタはパワーオンリセ

ット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

PLOCK

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

15～0 PLOCK 0000 

0000 

0000 

0000 

R/W PHY部アクセスロック設定ビット 

本レジスタに H’A55Aを設定することにより、PHY部内部レジスタへのアク

セスが可能になります。 

H’A55A：PHY部内部レジスタへのアクセス許可 

上記以外：PHY部内部レジスタへのアクセス不許可 
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12.4.34 PHY部内部レジスタアドレスレジスタ（DBPDRGA） 

DBPDRGAはリード／ライト可能なレジスタです。PHY部の制御に使用します。本レジスタはパワーオンリセ

ット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

PRA⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

7～0 PRA 0000 

0000 

R/W PHY部内部レジスタのアドレス 

PHY部内部レジスタ（PHY部に内蔵されたレジスタ）をアクセス（値の設定

または参照）する際に使用します。 

 

表 12.9 DBSC3 PHY内部レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W PRAの設定 初期値 アクセスサイズ 

（bit） 

Reserved ― ― H'00-H’27 ― ― 

プリアンブル検出制御レジスタ PACNT R/W H'28 H’00017100 32 

Reserved ― ― H'29-H’FF ― ― 
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12.4.35 PHY部内部レジスタデータレジスタ（DBPDRGD） 

DBPDRGDはリード／ライト可能なレジスタです。PHY部の制御に使用します。本レジスタはパワーオンリセ

ット時のみ初期化されます。 

PHY部内部レジスタをアクセスする際は、先に PHY部ロックレジスタ（DBPDLCK）および PHY部内部レジ

スタアドレスレジスタ（DBPDRGA）の設定を行ってから、本ビットへのライトまたはリードを行ってください。 

PHY部ロックレジスタ（DBPDLCK）の設定が「アクセス不許可」となっている状態で本ビットへのライトを

行った場合、無視されます（書き込みは行われず、エラーも発生しません）。 
 

161718192021222324252627282931 30

x

R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

xxxxxxxxxxxxxxx x

xxxxxxxxxxxxxxx

PRD

PRD

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 PRD 不定 R/W PHY部内部レジスタ 

本ビットにライトまたはリードを行うことで、PHY部内部レジスタのアクセ

ス（値の設定または参照）ができます。アクセス対象のレジスタは、PHY部

内部レジスタアドレスレジスタ（DBPDRGA）の PRAビットの値によって選

択されます。 

 

(1) プリアンブル検出制御レジスタ（PACNT）（DBPDRGA.PRA = H'28） 

リード時のプリアンブル検出のタイミングを設定します。本設定によりMCK－MDQSのラップアラウンドタイ

ムの制御が可能です。 

 
161718192021222324252627282931 30

100000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

Rprst_str Rprst_end

en

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000001000110 1

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRR/WR/WRRR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

16 en 1 R/W リード用 FIFO入力タイミング制御イネーブル 

書き込む値は常に 1にしてください。1以外を書き込んだときの動作は保

証しません。 

15～12 Rprst_str 0111 R/W リード用 FIFOの強制ポインタリセット期間について、RLで設定したタイ

ミングから 1MCKサイクル分を基準とし、その前側に付加する期間を設定

します。初期値は 3.5MCKサイクルです。 

0000: 0MCKサイクル 

0001: 0.5MCKサイクル 

0010: 1MCKサイクル 

0011: 1.5MCKサイクル 

0100: 2MCKサイクル 

0101: 2.5MCKサイクル 

0110: 3MCKサイクル 

0111: 3.5MCKサイクル(初期値) 

1000: 4MCKサイクル 

上記以外：設定禁止（動作は保証しません） 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

9、8 Rprst_end 01 R/W リード用 FIFOの強制ポインタリセット期間について、RLで設定したタイ

ミングから 1MCKサイクル分を基準とし、その後側に付加する期間を設定

します。初期値は 0.5MCKサイクルです。 

00: 0MCKサイクル 

01: 0.5MCKサイクル(初期値) 

10: 1MCKサイクル 

11: 設定禁止（動作は保証しません） 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 
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12.4.36 バス制御部 0設定レジスタ 0（DBBS0CNT0） 

DBBS0CNT0はリード／ライト可能なレジスタです。バンクキャッシュの制御に使用します。本レジスタはパ

ワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ BKCEN⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

0 BKCEN 0 R/W バンクキャッシュイネーブルビット 

このビットによりバス制御部内のバンクキャッシュの使用／不使用を指定し

ます。このビットを 0から 1に変化させるとバンクキャッシュの内容を初期

化します。 

0: バンクキャッシュを使用しない 

1: バンクキャッシュを使用する 

【注】 1. 本レジスタは、初期化シーケンス（「12.5.3 初期化シーケンス」参照）の中でのみ書き込みを行ってください。 

 2. 本レジスタは、SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0）のみ書き込みを行ってください。 
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12.4.37 バス制御部 0設定レジスタ 1（DBBS0CNT1） 

DBBS0CNT1はリード／ライト可能なレジスタです。バンクキャッシュの制御に使用します。本レジスタはパ

ワーオンリセット時のみ初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ BKADM⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0以外を書き込んだときの動作は保証しません。 

1、0 BKADM 00 R/W バンク配置方式設定ビット 

論理アドレス空間に対する SDRAMのバンクの配置方式を設定します。論理

アドレスを複数のブロックに分割し、それぞれのブロックへ異なる SDRAM

のメモリバンクを割り当てます。 

00: 論理アドレス空間全体を 1つのブロックとする。 

01: 論理アドレス空間を次の 2ブロックに分ける。バンク 0～3のブロック、

バンク 4～7のブロック。 

10: 論理アドレス空間を次の 3ブロックに分ける。バンク 0、1のブロック、

バンク 2、3のブロック、バンク 4～7のブロック 

11: 論理アドレス空間を次の 4ブロックに分ける。バンク 0のブロック、バ

ンク 1のブロック、バンク 2、3のブロック、バンク 4～7のブロック 

【注】 1. 本レジスタは、初期化シーケンス（「12.5.3 初期化シーケンス」参照）の中でのみ書き込みを行ってください。 

 2. 本レジスタは、SDRAMアクセス不許可中（DBACENレジスタの ACCEN=0）のみ書き込みを行ってください。 
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12.5 動作説明 

12.5.1 サポートする SDRAMコマンド 

DBSC3が発行する SDRAMコマンドを表 12.10に示します。コマンドはMCK0、MCK0、MCK1、MCK1に同

期して DDR3-SDRAMへ与えられます。「n-1」はコマンドを発行する 1サイクル前に DDR3-SDRAMに与えた信

号の状態、「n」はコマンド発行時の信号の状態を示しています。 
 

表 12.10 発行する SDRAMコマンド 

MCKE0/1 機  能 シンボル

n-1 n 

MCS0 

MCS1 

MRAS MCAS MWE MBA 

[2:0] 

MA 

[15:13]

MA12 

/BC 

MA10 

/AP 

MA11, 

MA[9:0] 

Device Deselected DES H H H X X X X X X X X 

Read READ H H L H L H V V V L V 

Write WRITE H H L H L L V V V H V 

Bank Activate ACT H H L L H H V V V V V 

Precharge select 

bank 

PRE H H L L H L V V V L V 

Precharge all banks PREA H H L L H L V V V H V 

Auto refresh REF H H L L L H V V V V V 

Self refresh entry SRE H L L L L H V V V V V 

H V V V Self refresh exit SRX L H 

L H H H 

V V V V V 

L H H H Power Down Entry PDE H L 

H V V V 

V V V V V 

L H H H Power Down Exit PDX L H 

H V V V 

V V V V V 

Mode register set MRS H H L L L L V V V V V 

ZQ calibration short 

発行 

ZQCS H H L H H L X X X H X 

ZQ calibration long 

発行 

ZQCL H H L H H L X X X L X 

【注】 H：ハイレベル 

 L：ローレベル 

 X：ハイレベルまたはローレベル （don't care） 

 V：有効データ 

 

上記の DESコマンドは、DDR3-SDRAMに対しアクセスを行わないときに発行しますので、ユーザが明示的に

発行することはできません。 
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12.5.2 SDRAMコマンド発行詳細 

（1） 基本アクセス 

DBSC3は、SuperHywayから与えられたリクエストをキューに格納した後、処理の開始は後で説明する「（2）

先行プリチャージ／アクティベート処理」により前後しますが、完了はキューの受け付け順になります。 

初めに、リード／ライトリクエストが与えられると、SDRAMの初期化が完了した時点では、すべてのバンク

はクローズ状態でページミスとなるため、DBSC3は最初にアクティベート（ACT）コマンドを発行して対応する

バンクを開きます。バンクを開いた後、リード／ライトリクエストに対応した SDRAMに対するリード/ライトコ

マンドを発行します。このとき、発行するリード／ライトコマンドの回数は、図 12.3に示すようにバス幅やリク

エストサイズ（1、2、4、8、16、32バイト）によって異なります。たとえば、外部バス幅 32ビットで SuperHyway

から 32バイトリードを行った場合には、2回のリードコマンド発行が必要です。1サイクル目のリードコマンド

発行でデータが 4バースト長分（DDRクロックで 2サイクル分）読み出されるため、リードコマンド発行は 3サ

イクル目まで待たされることになります。 

アクセスが終了した時点で、DBSC3はプリチャージ（PRE）コマンドを発行することなくバンクを開いたまま

にしておきます。バンクを閉じるのは（1）後続のリクエストが同じバンクでロウアドレスが異なる場合、（2）

オートリフレッシュ要求が発生した場合、（3）セルフリフレッシュの処理のためユーザが SDRAMコマンド制御

レジスタでプリチャージオール（PREA）コマンドを発行した場合です。 

このように、セルフリフレッシュを除いた通常のアクセス時では、DBSC3がバンクの管理をハードウェアで行

うため、ユーザ側での考慮は初期化時のレジスタ設定を除き不要です。 

また、本コントローラは 8バンクのマルチバンクオペレーションを行います。したがって、同時に開かれてい

るバンクの最大数は 8個です。SuperHywayからのアクセスアドレスと SDRAMのバンク／ロウアドレスの対応は

「12.5.6 アドレスマルチプレクスについて」を参照してください。 
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[外部バス幅16ビット時]

Read(16Byte)

Read(1,2,4,8,16Byte)

Read(32Byte)

Write(1,2,4,8,16Byte)

Write(32Byte)

Read(1,2,4,8Byte)

Read(32Byte)

Write(1,2,4,8Byte)

Write(16Byte)

Read

Write(32Byte)

Write

Read

Read

Write

Write

Read

Read Read Read

Write

Write Write Write

DSEL

DSEL DSEL DSEL

DSEL

DSEL DSEL DSEL

Read

Read ReadDSEL

Write

Write WriteDSEL

[外部バス幅32ビット時]

1回発行

2回発行

4回発行

1回発行

2回発行

4回発行

1回発行

2回発行

1回発行

2回発行

1サイクル 2サイクル 3サイクル 4サイクル 5サイクル 6サイクル 7サイクル

 

図 12.3 SuperHywayからのリクエストに応じ SDRAMに対して発行するリード／ライトコマンド 

 

（2） 先行プリチャージ／アクティベート処理 

DBSC3は、SDRAMのマルチバンク機能を生かし、SDRAMコマンドの空きサイクルをできるだけなくしバス

の利用効率を上げるため、後続のリクエストキューのページミス処理に対応する PRE/ACTコマンドを先行して発

行します。先行するのは PRE/ACTコマンドのみですので、リードライトの順番が崩れることはありません。先行

PRE/ACTコマンドを発行するのは、後続リクエストが（1）ページミスかつ（2）現在処理中のリクエストと異な

ったバンクへのアクセスの場合に限られます。先行プリチャージ／アクティベート処理の実行例を図 12.4に示し

ます。この例では、外部バス幅が 32ビットで、PRE-ACT最小時間制約が 3サイクル、ACT-READ/WRITE最小時

間制約が 3サイクル、ACT（A）-ACT（B）最小時間制約が 2サイクルのとき、SDRAMに対するコマンド発行が

どのように行われているかを示しています。この例では、1番目から 4番目までリクエストが積まれており 1番目

が最初にキューに与えられたリクエストです。 

まず、DBSC3は Time1で 1番目の Read（16Byte）のリクエスト処理に対する PREコマンドを SDRAMへ発行

します。その後、時刻 Time2で発行するコマンドを決定する際、優先順位の高い 1番目の Read（16Byte）のリク

エスト処理として必要な ACTコマンドの発行は、タイミング制約のために Time2では発行することができないこ

とがわかります。そのため、DBSC3は Time2で発行するコマンドを後続のリクエストキューから検索します。検

索の結果、3番目の Read（8Byte）と 4番目の Read（16Byte）のリクエストが、先行プリチャージ処理可能である

ことがわかります。DBSC2は先行したリクエストを優先するため、3番目の Read（8Byte）に対する先行プリチャ

ージ処理を行うことを決定し、SDRAMへ PREコマンドを発行します。 

時刻が Time3に進んだ際、Time3でも 1番目の Read（16Byte）のリクエスト処理に対する ACTコマンド発行が

行えないため、後続のリクエストキューから発行できるコマンドを検索します。ここでも 3番目の Read（8Byte）
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に対するリクエスト処理の ACTコマンド発行はタイミング制約のために行うことができず、結果として 4番目の

Read（16Byte）のリクエスト処理に対応した PREコマンド発行を選択します。 

Time4になって、1番目の Read（16Byte）のリクエスト処理を実行することができるようになり、SDRAMへ

ACTコマンドを発行します。 

その後は、上記で示した処理を繰り返します。 

リクエスト
番号

1番目

2番目

3番目

4番

SDRAMへのコマンド

目

リクエスト
内容

Read(16Byte)

Read(32Byte)

Read(8Byte)

Read(16Byte)

アクセス
対象バンク

Bank0

Bank1

Bank2

Bank3

リクエスト時
ページ状態

Miss

Hit

Miss

Miss

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

PRE

PRE PRE PRE ACT ACT READ ACT READ READ READREAD

PRE

PRE

ACT

ACT

READ

READ READ

READ

READ

Time Time Time Time Time Time Time Time Time Time Time Time Time Time Time

DDR3-SDRAMはバースト長4のため、READ-READ間は必ず2サイクルになります。

ACT

 

 

図 12.4 先行プリチャージ／アクティベート処理の例 
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12.5.3 初期化シーケンス 

以下に初期化シーケンス例を示します。電源やタイミングパラメータなど、詳細は各メモリベンダのデータシ

ートを参照して決定してください。 
 

1. 各社SDRAMベンダのガイドに従い電源やリファレンス電圧を供給してください。手順は、システム起動時

の場合と電源バックアップ状態からの復帰の場合で異なります。 

2. SH7786のパワーオンリセット解除後、CPUが動作開始してから、電源バックアップモードであったのか通常

の初期化シーケンスなのかを判定し（電源バックアップモード時の設定方法については「12.5.8（2） SDRAM

電源バックアップモードからの復帰」を参照してください）、初期化シーケンスであった場合100μs以上ソフ

トウェアで待ちます。 

3. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSDRAMのRESET端子をLowにします。レジスタに書き込む値

は、opc = RstL, arg = 0とします。 

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSDRAMのCKE端子をLowにします。レジスタに書き込む値は、

opc = PDEn, arg = 100μsとします。 

5. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）によりメモリの種類を設定します。 

6. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0～17（DBTR0～DBTR17）の設定を行

います。 

7. PHY部内部レジスタアドレスレジスタ（DBPDRGA）とPHY部内部レジスタデータレジスタ（DBPDRGD）

よりプリアンブル検出制御レジスタ（PACNT）の設定を行います。 

8. PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）より自動キャリブレーションを選択します。 

9. PHY部制御レジスタ1（DBPDCNT1）より自動キャリブレーションを起動します。 

10. 10μs以上ソフトウェアで待ちます。 

11. PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT1）よりDLLのリセットを解除します。 

12. 50μs以上ソフトウェアで待ちます。 

13. MBKPRSC="H"とした後、SDBUP="H"としてください。 

14. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して待ち時間を挿入します。レジスタに書き込む値は、opc = 

Wait, arg = 100μsとします。 

15. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSDRAMのRESET端子をHighにします。レジスタに書き込む値

は、opc = RstH, arg = 100μsとします。 

16. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して待ち時間を挿入します。DBCMDレジスタに opc = Wait, arg 

= 100μsを4回書き込んでください。 

17. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSDRAMのCKE端子をHighにします。レジスタに書き込む値は、

opc = PDXt, arg = tXPR（通常、tRFC + 10ns）とします。 

18. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりMRS（MR2）コマンドを発行します。CWLの設定は、SDRAM

タイミングレジスタ1（DBTR1）のCWLビットの設定と合わせてください。 
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19. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりMRS（MR3）コマンドを発行します。MPRはNormal operation

に設定します。 

20. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりMRS（MR1）コマンドを発行します。Additive Latencyは0、

DLL EnableはEnableに設定します。 

21. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりMRS（MR0）コマンドを発行します。このとき、動作モード

はNormal、DLLリセットはリセット、バースト長は8、バーストタイプはシーケンシャルに設定します。また、

CAS Latencyの設定はSDRAMタイミングレジスタ0（DBTR0）のCLビットの設定と合わせてください。WR

の設定はSDRAMタイミングレジスタ10（DBTR10）のTWRビットの設定と合わせてください。 

22. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりZQ Calibration Long コマンドを発行します。レジスタに書き

込む値は、opc = ZQCL, arg = max{tZQinit, tDLLK－tMOD} （通常、512） とします。 

23. 必要に応じて、バス制御部0設定レジスタ の設定を行います。 

24. リフレッシュ設定レジスタ0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）の設定を行います。 

25. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

26. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACCENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

27. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

 

12.5.4 セルフリフレッシュ動作について 

セルフリフレッシュにより、SDRAMの低消費電力化を図ることができます。 

また、セルフリフレッシュ動作と電源制御を組み合わせることにより、SDRAMの電源以外をオフにする電源

バックアップモードの実現も可能です。電源バックアップモードの詳細については、「12.5.8 SDRAM電源バッ

クアップ機能」で説明します。 
 

SDRAMにアクセスする必要がない場合、SDRAMをセルフリフレッシュモードに移行させることで、SDRAM

中のデータ内容を保持したまま SDRAMの消費電力を抑えることが可能です。 

セルフリフレッシュ中はアクセス不許可になっているため、SDRAMに対するデータアクセスを実施すると、

アクセスは無視されます。 

セルフリフレッシュへの移行は、以下の手順に従い、行ってください。 

1. 本コントローラへのアクセスが行われていないことを確認し、割り込みなどにより処理が中断して、SDRAM

が要求するオートリフレッシュの間隔を超えないようにしてください。 

2. SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）のACCENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

3. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0 とします。 

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Entry コマンドを発行します。レジスタに書き込

む値は、opc = SREn, arg = 0 とします。 

5. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを0に設定します。 
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セルフリフレッシュの解除は下記の手順に従い、行ってください。 

1. 割り込みなどにより解除処理が中断しないようにしてください（オートリフレッシュの期間確保のため）。 

2. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

3. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Exit コマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SRXt, arg = 0 とします。 

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してSDRAMへのアクセスが可能になるまでの待ち時間を挿入

します。レジスタに書き込む値は、opc = Wait, arg = tXSDLL（通常、512） とします。 

5. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACCENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

 

12.5.5 オートリフレッシュ動作について 

自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）の自動リフレッシュ許可ビット（ARFEN）が 1のとき、オートリ

フレッシュが定期的に発行されます。SDRAMへのデータアクセスを行う場合には、必ず設定を行ってください。 

平均リフレッシュ間隔は、リフレッシュ設定レジスタ 1～2で設定します。 

リフレッシュ設定レジスタ1～2の設定例と、その場合のリフレッシュの発行タイミングについて説明しま

す。以下で、 a±b は a－b以上a＋b以下の範囲 を意味します。 

• リフレッシュ間隔の変動を最小にする場合 

REFPMAX は、0を設定します。この場合、リフレッシュ発行から次のリフレッシュ発行までの時間は、

REFINT_E ± REFTHF  サイクルとなります。より一般に、n をある正整数として、あるリフレッシュ発行

からそのn 個後のリフレッシュ発行までの時間は、 n × REFINT_E ± REFTHF  サイクルとなります。た

だし、この間DBRFENレジスタへの書き込みはないと仮定しています。  

• リフレッシュ間隔に柔軟性を持たせる場合 

REFPMAX は、1以上の値を設定します。REFINTは、メモリベンダのデータシートに記載されている平均

リフレッシュ間隔（Normal Operating Temperature RangeにおけるtREFI）をサイクル数で表し整数に切り捨て

た値を設定します。REFINTSは、温度によって0または1を設定します。 

この場合、n をある正整数として、あるリフレッシュ発行からそのn 個後のリフレッシュ発行までの時間

は、n × REFINT_E ＋ REFPMAX × REFINT_E サイクル以下 となります。ただし、この間DBRFENレジ

スタへの書き込みはないと仮定しています。 

• 平均リフレッシュ間隔の下限制約 

REFINTに設定可能な下限値は次の式のとおりです。ここで << は左シフト演算子です。 

(REFTHF ＋ TRFC ＋ 2×TMOD ＋ TRDMR ＋ 2×TFAW ＋ max{TFAW, TRAS, TRC－TRP, TRCD} ＋100) << REFINTS 

 

オートリフレッシュ前に開いているバンクがある場合、本コントローラは自動的に PREA（プリチャージオー

ル）コマンドを用いて全バンクのプリチャージを実施してから、REF（オートリフレッシュ）コマンドを発行し

ます。したがって、リフレッシュ後は、すべてのバンクに対するデータアクセスは、ページミス状態になります。 



 

12. DDR3-SDRAMインタフェース（DBSC3） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  12-67 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

12.5.6 アドレスマルチプレクスについて 

SDRAM構成レジスタ（DBCONF）の設定により各種サイズのメモリを接続可能です。BWIDTHビットで外部

バス幅を設定し、SPLITビットで接続するメモリサイズを設定します。BASFTビットの設定によりバンクアドレ

スの位置を下位ビットの方に移すため、アプリケーションによってはページヒットの可能性が高まります。 
 

表 12.11 アドレス端子と論理アドレスの関係(BKADM=00) 

（16bit幅 SDRAMは 2個、8bit幅 SDRAMは 4個接続時） 

種類  BA2 BA1 BA0 MA 

15 

MA

14

MA 

13 

MA 

12 

MA

11

MA

10

MA

9

MA

8

MA

7

MA

6

MA

5

MA 

4 

MA 

3 

MA 

2 

MA 

1 

MA 

0 

ROW A14 A13 A12 - - - - A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 32M×32b 

COL A14 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A14 A13 A12 - - - A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 64M×32b 

COL A14 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A14 A13 A12 - - A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 128M×32b 

COL A14 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A14 A13 A12 - A29 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 256M×32b 

COL A14 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A14 A13 A12 A30 A29 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 512M×32b 

COL A14 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

【注】 1. A31～A0はバイト単位の論理アドレスビットであり、A31が MSB側、A0が LSB側を示します。 

 2. APはオートプリチャージオプションを示します。 

 3. BC：バーストチョップはサポートしていません。 
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表 12.12 アドレス端子と論理アドレスの関係(BKADM=01) 

（16bit幅 SDRAMは 2個、8bit幅 SDRAMは 4個接続時） 

種類  BA2 BA1 BA0 MA 

15 

MA

14

MA 

13 

MA 

12 

MA

11

MA

10

MA

9

MA

8

MA

7

MA

6

MA

5

MA 

4 

MA 

3 

MA 

2 

MA 

1 

MA 

0 

ROW A26 A13 A12 - - - - A14 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 32M×32b 

COL A26 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A27 A13 A12 - - - A14 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 64M×32b 

COL A27 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A28 A13 A12 - - A14 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 128M×32b 

COL A28 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A29 A13 A12 - A14 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 256M×32b 

COL A29 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A30 A13 A12 A14 A29 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 512M×32b 

COL A30 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

【注】 1. A31～A0はバイト単位の論理アドレスビットであり、A31が MSB側、A0が LSB側を示します。 

 2. APはオートプリチャージオプションを示します。 

 3. BC：バーストチョップはサポートしていません。 
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表 12.13 アドレス端子と論理アドレスの関係(BKADM=10) 

（16bit幅 SDRAMは 2個、8bit幅 SDRAMは 4個接続時） 

種類  BA2 BA1 BA0 MA 

15 

MA

14

MA 

13 

MA 

12 

MA

11

MA

10

MA

9

MA

8

MA

7

MA

6

MA

5

MA 

4 

MA 

3 

MA 

2 

MA 

1 

MA 

0 

ROW A26 A25 A12 - - - - A14 A13 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 32M×32b 

(A26=0) COL A26 A25 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A26 A13 A12 - - - - A14 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 32M×32b 

(A26=1) COL A26 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A27 A26 A12 - - - A14 A13 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 64M×32b 

(A26=0) COL A27 A26 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A27 A13 A12 - - - A14 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 64M×32b 

(A26=1) COL A27 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A28 A27 A12 - - A14 A13 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 128M×32b 

(A26=0) COL A28 A27 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A28 A13 A12 - - A14 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 128M×32b 

(A26=1) COL A28 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A29 A28 A12 - A14 A13 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 256M×32b 

(A26=0) COL A29 A28 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A29 A13 A12 - A14 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 256M×32b 

(A26=1) COL A29 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A30 A29 A12 A14 A13 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 512M×32b 

(A26=0) COL A30 A29 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A30 A13 A12 A14 A29 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 512M×32b 

(A26=1) COL A30 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

【注】 1. A31～A0はバイト単位の論理アドレスビットであり、A31が MSB側、A0が LSB側を示します。 

 2. APはオートプリチャージオプションを示します。 

 3. BC：バーストチョップはサポートしていません。 
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表 12.14 アドレス端子と論理アドレスの関係(BKADM=11) 

（16bit幅 SDRAMは 2個、8bit幅 SDRAMは 4個接続時） 

種類  BA2 BA1 BA0 MA 

15 

MA

14

MA 

13 

MA 

12 

MA

11

MA

10

MA

9

MA

8

MA

7

MA

6

MA

5

MA 

4 

MA 

3 

MA 

2 

MA 

1 

MA 

0 

ROW A26 A25 A24 - - - - A14 A13 A12 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 32M×32b 

(A[26:25]=00) 
COL A26 A25 A24 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A26 A25 A12 - - - - A14 A13 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 32M×32b 

(A[26:25]=01) 
COL A26 A25 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A26 A13 A12 - - - - A14 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 32M×32b 

(A26=1) 
COL A26 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A27 A26 A25 - - - A14 A13 A12 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 64M×32b 

(A[26:25]=00) 
COL A27 A26 A25 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A27 A26 A12 - - - A14 A13 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 64M×32b 

(A[26:25]=01) 
COL A27 A26 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A27 A13 A12 - - - A14 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 64M×32b 

(A26=1) 
COL A27 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A28 A27 A26 - - A14 A13 A12 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 128M×32b 

(A[26:25]=00) 
COL A28 A27 A26 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A28 A27 A12 - - A14 A13 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 128M×32b 

(A[26:25]=01) 
COL A28 A27 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A28 A13 A12 - - A14 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 128M×32b 

(A26=1) 
COL A28 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A29 A28 A27 - A14 A13 A12 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 256M×32b 

(A[26:25]=00) 
COL A29 A28 27 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A29 A28 A12 - A14 A13 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 256M×32b 

(A[26:25]=01) 
COL A29 A28 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A29 A13 A12 - A14 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 256M×32b 

(A26=1) 
COL A29 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A30 A29 A28 A14 A13 A12 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 512M×32b 

(A[26:25]=00) 
COL A30 A29 A28 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A30 A29 A12 A14 A13 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 512M×32b 

(A[26:25]=01) 
COL A30 A29 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

ROW A30 A13 A12 A14 A29 A28 A27 A26 A25 A24 A23 A22 A21 A20 A19 A18 A17 A16 A15 512M×32b 

(A26=1) 
COL A30 A13 A12 - - - BC - AP A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 0 0 

【注】 1. A31～A0はバイト単位の論理アドレスビットであり、A31が MSB側、A0が LSB側を示します。 

 2. APはオートプリチャージオプションを示します。 

 3. BC：バーストチョップはサポートしていません。 
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12.5.7 SDRAMアクセスとタイミング制約について 

本節では、SDRAMの基本アクセスと観測される波形の関係を示した後、SDRAMアクセスと SDRAMタイミン

グレジスタ 0～17（DBTR0～DBTR17）の設定による CASレイテンシ（CL）、tRAS、tRFC、tRCD、tRP、tRRD、

tWR、tRTP、tRC、READ-WRITE間最小間隔、WRITE-READ間最小間隔の制約の対応を示します。 
 

（1） SDRAM基本アクセス 

本節では基本的な SDRAMアクセスであるリード、ライト、オートリフレッシュ、セルフリフレッシュ動作時

に外部バスで観測される波形について説明します。 

1/2/4/8/16/32バイトリードを行った場合の波形を、図 12.5に示します。この図の例では、バンク Aに対するリ

ードアクセス処理が ACTコマンド発行から開始されていますが、もし、ページヒットしている場合には、READ

コマンド発行からアクセスが開始されます。 

MCK0,
MCK1

MA[14:11 ]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[10]

ACT
bank A

READ
bank A

MDQS[3:0]

MDQ[31:0]

MDM[3:0]

SDRAM
コマンド

High状態

CL = 7の例

リードデータ

無効 無効有効 有効

無効 無効有効 有効

無効 無効有効 有効

無効

無効無効

tRCD = 4 CL

 

図 12.5 1/2/4/8/16/32バイトリード 
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1/2/4/8/16/32バイトライトを行った場合の波形を、図 12.6に示します。この図の例では、バンク Aに対するラ

イトアクセス処理が ACTコマンド発行から開始されていますが、もし、ページヒットしている場合にはWRITE

コマンド発行からアクセスが開始されます。 

MCK0,
MCK1

MA[14:11]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[10]

ACT
bank A

無効

無効

無効

無効

MDQS[3:0]

MDQ[31:0]

MDM[3:0] 無効

無効

SDRAM
コマンド

無効

無効

有効

有効

有効

有効

有効

有効

High状態

ライトデータ

WCL

bank A
WRITE

 

図 12.6 1/2/4/8/16/32バイトライト 
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図 12.7に SDRAMリフレッシュ制御レジスタ 0,1,2の設定により発生したオートリフレッシュ動作時の波形を

示します。本メモリコントローラは、REFコマンド発行前に SDRAMのバンクが一つでもアクティベートされて

いる場合、PALLコマンドを発行してから REFコマンド発行を自動的に行います。そのため、オートリフレッシ

ュ動作のために、バンクがすべてプリチャージされていることをソフトウェアで管理する必要はありません。 

MCK0,
MCK1

MA[14:11]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[10]

MDQS[3:0]

MDQ[31:0]

MDM[3:0]

PALL

無効

REFSDRAM
コマンド

High状態

無効

無効

無効

無効

無効

 

図 12.7 オートリフレッシュ動作 
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図 12.8にセルフリフレッシュ動作を示します。セルフリフレッシュ動作を行うためには、シーケンスを守る必

要があり、詳細は「12.5.4 セルフリフレッシュ動作について」に記載がありますので参照してください。 

「12.5.4 セルフリフレッシュ動作について」のシーケンスとおりに処理を行うと、SDRAMに対して与えるコ

マンドは図 12.10のようになります。セルフリフレッシュへ遷移させる前に、PREAコマンドをソフトウェアにて

発行します。その後、ソフトウェアで REFコマンドを発行し、ソフトウェアで SRE（セルフリフレッシュ）コマ

ンドを発行します。ソフトウェアでセルフリフレッシュ解除を行うまで SDRAMはセルフリフレッシュ状態にな

ります。ソフトウェアでの SRX（セルフリフレッシュ解除）コマンド発行後、REFコマンド発行までの時間には

SDRAMが要求する制約があり、時間 tXSNRだけ待つ必要があります。 
 

RSHX

MCK0,
MCK1

MA[14:11]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[10]

MDQS[3:0]

MDQ[31:0]

MDM[3:0]

PALL

無効

SLFRSHSDRAM
コマンド

SLF REFREF

無効

無効

無効

無効

無効

tXSNR

セルフリフレッシュ中

 

図 12.8 セルフリフレッシュ動作 
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（2） タイミング制約について 

図 12.9に CL、tRAS、tRCD、tRPの設定値とコマンド発行の関係を示します。図 12.10には tRRD、tRTPの関

係、図 12.11には tWRの関係、図 12.12には tRCの関係、図 12.13には READ-WRITE間の関係、図 12.14には

WRITE-READ間の関係、図 12.15には tRFCの関係を示しています。 

図 12.9は、バンク Aが開かれている状態で同じバンク Aに対するリードアクセスがありページミスが発生し

た場合の動作に対応しています。PREコマンドと ACTコマンド間の制約 tRP、ACTコマンドと READコマンド間

の制約 tRCD、ACTコマンドと PREコマンド間の制約 tRCDが関係します。本メモリコントローラは各制約を満

たすまでコマンドの発行を延期します。 

MCK0,
MCK1

MA[14:11]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[10]

無効

無効

無効

MDQS[3:0]

MDQ[31:0]

MDM[3:0]

SDRAM
コマンド

有効

有効有効

有効

tRP

有効

有効

有効 有効

無効

無効

tRCD

PRE
bank A

READ
bank A

ACT
bank A

PRE
bank A

High状態

CL

tRAS

無効

無効

無効

無効

無効 無効

無効

リードデータ

 

図 12.9 tRP、tRCD、CL、tRASについて 
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MCK0, 
MCK1

MA[14:11]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[10]

ACT
bank A

READ
bank A

無効

無効

無効

無効

無効

無効

MDQS[3:0]

MDQ[31:0]

MDM[3:0] 無効

無効 無効

PRE
bank C

ACT
bank B

READ
bank B

READ
bank C 

無効

無効

無効

無効

無効

無効

SDRAM
コマンド

ACT
bank C

無効

無効

無効

無効

無効

tRTP
= 4 cycles

リードデータ

tRRD
= 4 cycles

CL = 7の例

有効

有効

有効

有効

有効

有効

有効

有効

有効

High状態

CL = 7

有効

有効

有効

有効

有効

有効

有効

有効

有効

有効

 

図 12.10 tRRD、tRTPについて 

 

図 12.10は、バンク A、Bのページがともに閉じており、バンク Cのページが開かれてページヒットしている

場合を示しています。まずバンク Aの ACTコマンド発行から開始し、tRRD時間制約を満たした後、バンク Bの

ACTコマンドを発行します。バンク Aの ACTコマンド発行から tRCD時間経過したため、READコマンド発行が

可能になります。さらに 2サイクル後、バンク Cに対する READコマンドを発行します。ただし、次のリクエス

トはバンク Cを閉じる必要のあるアクセスなので、tRTP時間経過後に PREコマンドを発行しています。 
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図 12.11 tWRについて 

図 12.11は、ライトリクエスト後にバンク Bを閉じる必要のあるアクセスが生じた場合を示しています。WRITE

コマンド発行後に、PREコマンド発行のためには、ライトデータが出力されてから tWR時間以上経過を待つ必要

があります。 
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図 12.12 tRCについて 

図 12.12は、ページが閉じられていたバンク Aのリードアクセスの後、オートリフレッシュを行う場合の例で

す。バンク Aに対して ACTコマンドと READコマンドを発行してデータリードを行った後、オートリフレッシ

ュを行うため、PALLコマンドを使いすべてのバンクを閉じる必要があります。PREAコマンド発行のためには、

tRAS時間制約を満たす必要があり、それまで PREAコマンド発行が延期されます。その後、REFコマンドを発行

する際、tRPと tRC時間を同時に満たす必要があります。それらの制約がすべて満たされた際に、REFコマンド

が発行されオートリフレッシュが行われます。 



 

12. DDR3-SDRAMインタフェース（DBSC3） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  12-79 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

MCK0,
MCK1

MA[14:11]
MA[9:0]

MBA[2:0]

MCKE

MCS

MRAS

MCAS

MWE

MA[10]

WRITE
any

bank

無効

MDQS[3:0]

MDQ[31:0]

MDM[3:0] 無効

無効 無効

無効

無効

READ
any

bank

無効

無効

無効

SDRAM
コマンド

無効

無効

ライトデータリードデータ

有効

有効

有効

有効

有効

有効

CL = 7の例

RDWR
= 8 cycles

High状態

無効

 

図 12.13 READ-WRITE間最小間隔について 

図 12.13は READコマンド発行後、WRITEコマンドを発行した場合の例です。本メモリコントローラは、READ

コマンド発行後、WRITEコマンド発行のために、最低 RDWRで規定した時間分経過するのを待ちます。 
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図 12.14 WRITE-READ間最小間隔について 

図 12.14はWRITEコマンド発行後、READコマンドを発行した場合の例です。本メモリコントローラは、WRITE

コマンド発行後、READコマンド発行のために、最低WRRDで規定した時間分経過するのを待ちます。 
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図 12.15 tRFCについて 

図 12.15は REFコマンド発行後、READリクエストが発生した場合の動作例です。本コントローラは REFコマ

ンド発行後、tRFCで規定した時間分、ACTコマンド発行を待ちます。 
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12.5.8 SDRAM電源バックアップ機能 

SDRAM電源バックアップ機能とは、SDRAMのセルフリフレッシュ状態を利用して、SDRAMのデータを保持

しつつ、本メモリコントローラのコア電源部分（1.2V）を OFFする機能です。本機能によりシステムの消費電力

削減が可能になるだけでなく、SDRAM内に有効データが保存されているので再度データを SDRAMに転送する

時間が削減できます（図 12.16参照）。なお、本機能を実現するためには、本メモリコントローラを含むチップ

以外に、チップとメモリの状態を監視する外部素子（マイコンなど）などが別途必要です。 
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1.2V系 1.5V系

L.U.
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図 12.16 SDRAM電源バックアップ機能 

 

電源バックアップ機能実現のためには、1.5V I/O以外の電源 OFF時でもMCKEをロー（Low）レベルに保持す

る制御信号MBKPRSTが必要です。本信号がローレベルにあるとき、チップ内部の電源が OFF状態でもMCKE

端子はローを保持することができます。SDRAMを DBSC3でセルフリフレッシュ状態にした後、このMBKPRST

信号を使いMCKE信号をローレベルに保てば、チップ内部の電源が OFFになっても、SDRAMのセルフリフレッ

シュ状態を保持できます。 

電源バックアップ状態の解除は、パワーオンリセットにより行います。これにより、本メモリコントローラの

レジスタは初期化が行われるため、セルフリフレッシュの制御論理も初期化されます。内部 CKE信号が不定にな

るパワーオンリセット前やパワーオンリセット期間中も SDRAMをセルフリフレッシュ状態にしておくため、

MBKPRST信号はローレベルを保持しておく必要があります。なお、パワーオンリセットによりメモリコントロ

ーラは内部 CKE信号をローレベルに確定しますので、パワーオンリセット解除後はMBKPRSTをハイ（High）レ

ベルにします。（電源バックアップ状態ではない場合にはMBKPRSTは常にハイレベルで問題ありません。） 



 

12. DDR3-SDRAMインタフェース（DBSC3） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  12-83 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

このように、電源バックアップ状態の解除をパワーオンリセットにより行うため、ソフトウェアは通常の

SDRAMの初期化シーケンスが必要なのか、それとも電源バックアップ状態の解除からなのかを判断する必要があ

ります。この判断のために、外部素子は SDBUP端子にバックアップ状態を示す信号をチップに与えます。なお、

SDBUP端子は 1.5V I/Oの端子です。また SDBUP端子がハイレベルの間、SDRAMへのMRESET端子もハイレベ

ルが保持されます。SDBUP端子の状態は dbsc3ステータスレジスタ 1（DBSTATE1）をリードすることで確認で

きます。 

パワーオンリセット後に、ソフトウェアは、SDBUP状態信号をモニタし、電源バックアップ状態であったのか

SDRAMの初期化が必要なのかを判断します。なお、MCKEをレジスタ設定によりハイレベルにする前に、状態

信号は非電源バックアップ状態を意味するようにしておく必要があります。（MCKE端子をハイにした後、パワ

ーオンリセットが入ると SDRAM内部のデータが破壊されます。そのため、先に状態信号を非電源バックアップ

状態にしておかないと、破壊されたデータを正しいデータとして扱う恐れがあります。） 

このように、SDRAM電源バックアップモードへの遷移や解除には手順があり、この手順を守らないと SDRAM

内部のデータが破壊されます。 

以下では、その手順を説明します。 
 

（1） SDRAM電源バックアップモードへの遷移 

下記のフローで行います。 
 

1. 本コントローラへのアクセスが行われていないことを確認し、割り込みなどにより処理が中断しないように

して、SDRAMが要求するオートリフレッシュの間隔を超えないようにしてください。 

2. SDRAM動作許可レジスタ（DBACEN）のACCENビットを0（アクセス不許可）に設定します。 

3. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりPREA（プリチャージオール）コマンドを発行します。レジス

タに書き込む値は、opc = PreA, arg = 0 とします。 

4. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Entry コマンドを発行します。レジスタに書き込

む値は、opc = SREn, arg = 0 とします。 

5. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを0に設定します。 

6. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してクロックを停止するまでの待ち時間を挿入します。レジ

スタに書き込む値は、opc = Wait, arg = tCKSRE（通常、max{5, 10ns} ）とします。 

7. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。 

8. 外部素子に汎用ポートなどの手段を使いSDRAMがセルフリフレッシュ状態になったことを伝えます。外部

素子はその連絡を受け、MBKPRST信号をハイレベルからローレベルに、SDBUP信号をハイレベルに保持し

ます。 

9. DBSC3の1.5V I/Oを除き不要な電源をOFFします。 
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（2） SDRAM電源バックアップモードからの復帰 

下記のフローで行います。 

1. チップの電源をON状態にします。 

2. パワーオンリセットをチップに与えます。 

3. パワーオンリセットの解除後、外部素子はMBKPRST信号をローレベルからハイレベルにします。 

4. dbsc3ステータスレジスタ1（DBSTATE1）を用いてSDRAMの初期化シーケンスなのか、電源バックアップモ

ードからの復帰なのかを判定します。SDRAMの初期化シーケンスであった場合は「12.5.3 初期化シーケン

ス」を参照してください。 

5. SDRAM種類設定レジスタ（DBKIND）によりメモリの種類を設定します。 

6. SDRAM構成設定レジスタ（DBCONF）、SDRAMタイミングレジスタ0～17（DBTR0～DBTR17）の設定を行

います。 

7. PHY部内部レジスタアドレス（DBPDRGA）、PHY部内部レジスタアクセス（DBPDRGD）よりリードイネ

ーブル設定レジスタ0およびリードイネーブル設定レジスタ1の設定を行います。 

8. PHY部制御レジスタ3（DBPDCNT3）より自動キャリブレーションを選択します。 

9. PHY部制御レジスタ1（DBPDCNT1）より自動キャリブレーションを起動します。 

10. 10μs以上ソフトウェアで待ちます。 

11. PHY部制御レジスタ0（DBPDCNT1）よりDLLのリセットを解除します。 

12. 50μs以上ソフトウェアで待ちます。 

13. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用して、セルフリフレッシュ解除までの待ち時間を挿入します

（同時に、dbsc3にセルフリフレッシュ中であることを認識させます）。 レジスタに書き込む値は、opc = SREn, 

arg = tCKSRX（通常、max{5, 10ns} ）とします。 

14. リフレッシュ設定レジスタ0～2（DBRFCNF0～DBRFCNF2）の設定を行います。 

15. 自動リフレッシュ許可レジスタ（DBRFEN）のARFENビットを1に設定します。 

16. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）によりSelf-Refresh Exit コマンドを発行します。レジスタに書き込む

値は、opc = SRXt, arg = 0 とします。 

17. 手動コマンド発行レジスタ（DBCMD）を利用してSDRAMへのアクセスが可能になるまでの待ち時間を挿入

します。レジスタに書き込む値は、opc = Wait, arg = tXSDLL（通常、512） とします。 

18. SDRAMアクセス許可レジスタ（DBACEN）のACCENビットを1（アクセス許可）に設定します。 

19. 操作完了待ちレジスタ（DBWAIT）をリードし、応答が返るまで待ちます。以降、通常アクセスが可能にな

ります。 

 
 



RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  13-1 

2010.11.30  

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

本モジュール（PCIEC：PCI Expressコントローラ）は、PCI Expressの制御を行い、本 LSIの内部バス（SuperHyway

バス）と PCI Expressに接続される PCIデバイス間のデータ転送を行います。本モジュールにより、PCI Express

を用いたシステム設計が容易になると同時に、コンパクトなシステムで高速なデータ転送を可能にします。 

本 LSIは、最大 4レーン（x4）に対応する PCI Expressの物理モジュールと、1レーン（x1）に対応する PCI Express

の物理モジュールを搭載しています。このうち、4レーン対応（x4）のモジュールは、レーンを 2レーン＋1レー

ンの構成に分割して使用することができます。モードピンによる設定により、PCIEC0（4レーン）／PCIEC1（1

レーン）の 2モジュールを使用するか、PCIEC0（2レーン）／PCIEC1（1レーン）／PCIEC2（1レーン）の 3モ

ジュールを使用するかを選択することができます。 

それぞれの PCIECモジュールは、ルートポート、エンドポイントの 2つのモードを持ち、PCI Expressで規定さ

れているルートポートまたはエンドポイントとして動作が可能です。 

13.1 特長 

PCI Expressコントローラには以下の特長があります。 

• PCI ExpressとSuperHywayバスとをつなぐブリッジとして動作 

- PCI Express空間へのSuperHywayトランザクションからのPCI Expressパケットを生成 

- PCI ExpressパケットからのSuperHywayトランザクションの生成 

• 内蔵DMACによるPCI Expressデバイス／SuperHywayバス間の高速データ転送をサポート 

• PCI Express Base Specifiation Revision 1.1のサブセットをサポート（未サポート項目は【注】を参照） 

• 「PCI Express Endpoint」または「PCI Express Root Port」として動作 

• PCI Expressトランザクションのリクエスタ、コンプリータとしての機能をサポート 

• コンフィグレーションレジスタおよび以下のCapability Structureを内蔵 

- Power Manegement Capibility Structure 

- MSI Capability Structure 

- PCI Express Capability Structure 

- Virtual Channel Capability Structure 

• INTx/MSIによる割り込みをサポート 

• ハードウェアによるエラーハンドリングをサポート 

• 4レーン（x4）／2レーン（x2）／1レーン（x1）に対応。（PCIEC1/2は1レーンのみに対応） 

• リンクトレーニング、リンクコンフィグレーションを自動で実施 

• D+/D-線の自動スワップ機能（Lane Polarity Inversion）をサポート 

• Ack/Nak機構による自動リトライ（再送）、LCRC生成／チェックによるデータの完全性を保障 

• クレジット管理によるハードウェアのフローコントロールをサポート 
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• 1レーンあたり最大250MByte/secの転送レートをサポート 

• リンクパワー制御機能（L0、L0s、L1、L3ステート）をサポート 

 

【注】 以下の PCI Expressの機能はサポートしていません。 

 • 初期化、システムブート用拡張 ROM 

 • カードバス 

 • 拡張 8ビットタグ ID機能 

 • マルチファンクション／ファントムファンクション 

 • ハードウェアによるパワーマネージメントイベント（PME）のハンドリング 

 • Hot Plug（MRL, Power Controller, Attension Buttonを含む）への対応 

 • L2の低消費電力状態 

 • ECRC（TLP層での CRCエラーチェック） 
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13.2 ブロック図 

図 13.1に PCIECのブロック図を示します。 

PCIECはブリッジ部、PCIEC制御部、PCIEC物理部からなります。 

ブリッジ部は、SuperHywayバスと PCI Expressとを接続するブリッジの機能を持ち、主に送信する PCI Express

パケットの生成や、受信した PCI Expressパケットの処理を行います。PI/O転送制御部では、SuperHywayバスの

リクエストから PCI Expressパケット生成を、ターゲット転送制御部では PCI Expressパケットから SuperHywayリ

クエストの生成をそれぞれ行い、PCI Express/SuperHyway間でのデータ通信を可能にします。また、高速データ通

信用の DMAC部は、指定された転送設定から SuperHywayリクエストおよび PCI Expressパケットを生成し、CPU

に負荷をかけずにデータを転送する機能を持ちます。 

PCIEC制御部は、PCI Expressのパケット送受信を制御するブロックで、PCI Expressの規格で規定される TLP

層、データリンク層の機能を実装しています。PCI Expressの規格により規定されるコンフィグレーションレジス

タは、本ブロック内に実装されています。 

PCIEC物理部は、PCI Expressの伝送路を制御するブロックで、PCI Expressの規格で規定される物理層の機能を

実装しています。 
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図 13.1 PCIECブロック図（a）（×4使用時） 
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図 13.1 PCIECブロック図（b）（×2/×1分割時） 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

13-6  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

13.3 入出力端子 

表 13.1に端子構成を示します。 

表 13.1 端子構成 

信号名 PCI規格 

信号 

入出力 説  明 

GCLKP 

GCLKN 

REFCLK+

REFCLK-

IN PCI Expressモジュールに内蔵されている PLLへのリファレンスクロック入

力です。（差動入力）。100MHzのクロックを印加してください。 

PCIE_TX0_0_P 

PCIE_TX0_0_N 

PCIE_TX0_1_P 

PCIE_TX0_1_N 

PCIE_TX0_2_P 

PCIE_TX0_2_N 

PCIE_TX0_3_P 

PCIE_TX0_3_N 

PETp0 

PETn0 

PETp1 

PETn1 

PETp2 

PETn2 

PETp3 

PETn3 

OUT 物理モジュール（ｘ4）が使用する送信データ端子です。2.5GHzの信号が伝

播します。（差動出力）。 

物理モジュール（ｘ4）を 4レーンとして使用する場合、これらのすべての端

子が、4レーンを構成する端子として使用されます。 

物理モジュール（ｘ4）を 2レーン＋1レーンに分割する場合、PCIE_TX0_0_P、

PCIE_TX0_0_N、PCIE_TX0_1_P、PCIE_TX0_1_Nが 2レーンを構成し、 

PCIE_TX0_2_P、PCIE_TX0_2_Nが 1レーンを構成し、他のポートは未使用

となります。 

PCIE_RX0_0_P 

PCIE_RX0_0_N 

PCIE_RX0_1_P 

PCIE_RX0_1_N 

PCIE_RX0_2_P 

PCIE_RX0_2_N 

PCIE_RX0_3_P 

PCIE_RX0_3_N 

PERp0 

PERn0 

PERp1 

PERn1 

PERp2 

PERn2 

PERp3 

PERn3 

IN 物理モジュール（ｘ4）が使用する受信データ端子です。2.5GHzの信号が伝

播します。（差動入力） 

物理モジュール（ｘ4）を 4レーンとして使用する場合、これらのすべての端

子が、PCIEC0の 4レーンを構成します。 

物理モジュール（ｘ4）を 2レーン＋1レーンに分割する場合、PCIE_RX0_0_P、

PCIE_RX0_0_N、PCIE_RX0_1_P、PCIE_RX0_1_Nが 2レーンを構成し、

PCIE_RX0_2_P、PCIE_RX0_2_Nが 1レーンを構成し、他のポートは未使用

となります。 

PCIE_TX1_0_P 

PCIE_TX1_0_N 

PETp0 

PETn0 

OUT 物理モジュール（ｘ1）が使用する送信データ端子です。2.5GHzの信号が伝

播します。（差動出力） 

PCIE_RX1_0_P 

PCIE_RX1_0_N 

PERp0 

PERn0 

IN 物理モジュール（ｘ1）が受信データ端子です。2.5GHzの信号が伝播します。

（差動入力） 

MODE11 ― IN PCI Experss動作モード選択 

0：ルートポート 

PCIECを PCI Express RootPortとして動作させることを指定します。 

1：エンドポイント 

PCIECを PCI Express Endpointとして動作させることを指定します。 

本信号の指定は、PCIEC0/1/2に対して有効です。 
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信号名 PCI規格 

信号 

入出力 説  明 

MODE12 ― IN PCI Experssレーン分割選択 

0：4レーン対応物理モジュール（ｘ4）を、4レーンとして使用します。 

PCIEC0を 4レーン対応のモジュールとし、PCIEC2は未使用とします。 

1：4レーン対応物理モジュール（ｘ4）を、2＋1レーンに分割します。 

PCIEC0を 2レーン対応、PCIEC2を 1レーン対応として、使用します。 

どちらの設定であっても、1レーン対応物理モジュール（ｘ1）は、PCIEC1

として、1レーン用として使用されます。 
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13.4 レジスタの説明 

表 13.3に PCIECレジスタ一覧を、表 13.5に各処理状態におけるレジスタの状態を示します。表中のアドレス

オフセット欄には、PCIEC0/1/2のベースアドレスからの、各レジスタへのオフセットを示しています。実際のア

ドレスは、PCIEC0/1/2のベースアドレスにオフセットを加算したものとなります。PCIEC0/1/2のベースアドレス

を、表 13.2に示します。これらのレジスタは、SuperHywayバスを介してアクセスします。PCIコンフィグレーシ

ョンレジスタのアドレスおよびオフセットは、リトルエンディアンの場合の値です。アクセスサイズは各レジス

タの最大のアクセスサイズを示しています。PCIコンフィグレジスタ空間のレジスタは、32ビット／16ビット／8

ビットでアクセス可能です。 

また、表 13.4に PCIEC物理層制御レジスタ一覧を、表 13.6に各処理状態における物理層制御レジスタの状態

を示します。これらのレジスタは、PCIECのレジスタを介してアクセスします。アクセス方法の詳細は、「13.5.14 

物理層制御レジスタへのアクセス」を参照してください。 

レジスタ名称に予約と記載されているレジスタには、アクセスしないでください。 

 

表 13.2 PCIECベースアドレス 

 PCIEC0 PCIEC1 PCIEC2 

ベースアドレス H'FE00_0000 H'FE20_0000 H'FCC0_0000 

 

表 13.3 PCIECレジスタ一覧 

レジスタ名称 略称 SH* 

R/W 

PCI*

R/W

アドレス 

オフセット

PCIEC0 

初期値 

PCIEC1 

初期値 

PCIEC2 

初期値 

アクセス 

サイズ 

PCIEC制御レジスタ 

イネーブルレジスタ PCIEENBLR R/W － H'00_0008 H'0000 0001 H'0000 0001 H'0000 0001 32 

イネーブルコントロールレ

ジスタ 

PCIEECR R/W － H'00_000C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PI/Oアドレスレジスタ PCIEPAR R/W － H'00_0010 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PI/Oコントロールレジスタ PCIEPCTLR R/W － H'00_0018 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PI/Oデータレジスタ PCIEPDR R/W － H'00_0020 - - - 32 

メッセージアドレス下位レ

ジスタ 

PCIEMSGALR R/W － H'00_0030 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

メッセージアドレス上位レ

ジスタ 

PCIEMSGAHR R/W － H'00_0034 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

メッセージ制御レジスタ PCIEMSGCTLR R/W － H'00_0038 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

メッセージデータレジスタ PCIEMSGD W － H'00_0040 - - - 32 

アンロック制御レジスタ PCIEUNLOCKCR R/W － H'00_0048 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI-IDレジスタ PCIEIDR R － H'00_0060 H'0101 1101 H'0101 1101 H'0101 1101 32 

デバッグ制御レジスタ PCIEDBGCTLR R/W － H'00_0100 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

INTxレジスタ PCIEINTXR R/W － H'00_4000 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 
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レジスタ名称 略称 SH* 

R/W 

PCI*

R/W

アドレス 

オフセット

PCIEC0 

初期値 

PCIEC1 

初期値 

PCIEC2 

初期値 

アクセス 

サイズ 

受信 Messageレジスタ PCIERMSGR R/W1C － H'00_4010 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

受信Message割り込み許可

レジスタ 

PCIERMSGIER R/W － H'00_4040 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

リセット制御レジスタ 0 PCIERSTR0 R/W － H'00_8000 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

リセット制御レジスタ 1 PCIERSTR1 R/W － H'00_8004 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

リセット制御レジスタ 2 PCIERSTR2 R/W － H'00_8008 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

リセット制御レジスタ 3 PCIERSTR3 R/W － H'00_800C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

ソフトリセット制御レジス

タ 

PCIESRSTR R/W － H'00_8040 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

物理層制御レジスタ 

物理層制御レジスタ PCIEPHYCTLR R/W － H'010000 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

物理層アドレスレジスタ PCIEPHYADRR R/W － H'010004 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

物理層データ入力レジスタ PCIEPHYDINR R － H'010008 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

物理層データ出力レジスタ PCIEPHYDOUTR R/W － H'01000C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

物理層ステータスレジスタ PCIEPHYSR R － H'010010 H'0000 0001 H'0000 0001 H'0000 0001 32 

PCIEC転送制御レジスタ 

転送コントロールレジスタ PCIETCTLR R/W － H'02_0000 H'0000 0008 H'0000 0008 H'0000 0008 32 

転送ステータスレジスタ PCIETSTR R － H'02_0004 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

割り込みレジスタ PCIEINTR R/W1C － H'02_0008 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

割り込み許可レジスタ PCIEINTER R/W － H'02_000C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

エラーヘッダ 0レジスタ PCIEEH0R R － H'02_0010 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

エラーヘッダ 1レジスタ PCIEEH1R R － H'02_0014 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

エラーヘッダ 2レジスタ PCIEEH2R R － H'02_0018 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

エラーヘッダ 3レジスタ PCIEEH3R R R H'02_001C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

エラー要因レジスタ PCIEERRFR R/W R/W H'02_0020 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

エラー割り込みレジスタ PCIEERRFER R/W R/W H'02_0024 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

エラー要因レジスタ 2 PCIEERRFR2 R/W R/W H'02_0028 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

MSIレジスタ PCIEMSIR R/W － H'02_0040 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

MSIFレジスタ PCIEMSIFR R/W R/W H'02_0044 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

パワーダウン制御レジスタ PCIEPWRCTLR R/W － H'02_0100 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

パケット結合制御レジスタ PCIEPCCTLR R/W － H'02_0180 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

ローカル（SuperHyway）ア

ドレスレジスタ 0 

PCIELAR0 R/W R/W H'02_0200 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

ローカル（SuperHyway）ア

ドレスマスクレジスタ 0 

PCIELAMR0 R/W R/W H'02_0208 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

ローカル（SuperHyway）ア

ドレスレジスタ 1 

PCIELAR1 R/W R/W H'02_0220 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 
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レジスタ名称 略称 SH* 

R/W 

PCI*

R/W

アドレス 

オフセット

PCIEC0 

初期値 

PCIEC1 

初期値 

PCIEC2 

初期値 

アクセス 

サイズ 

ローカル（SuperHyway）ア

ドレスマスクレジスタ 1 

PCIELAMR1 R/W R/W H'02_0228 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

ローカル（SuperHyway）ア

ドレスレジスタ 2 

PCIELAR2 R/W R/W H'02_0240 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

ローカル（SuperHyway）ア

ドレスマスクレジスタ 2 

PCIELAMR2 R/W R/W H'02_0248 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

ローカル（SuperHyway）ア

ドレスレジスタ 3 

PCIELAR3 R/W R/W H'02_0260 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

ローカル（SuperHyway）ア

ドレスマスクレジスタ 3 

PCIELAMR3 R/W R/W H'02_0268 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

ローカル（SuperHyway）ア

ドレスレジスタ 4 

PCIELAR4 R/W R/W H'02_0280 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

ローカル（SuperHyway）ア

ドレスマスクレジスタ 4 

PCIELAMR4 R/W R/W H'02_0288 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

ローカル（SuperHyway）ア

ドレスレジスタ 5 

PCIELAR5 R/W R/W H'02_02A0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

ローカル（SuperHyway）ア

ドレスマスクレジスタ 5 

PCIELAMR5 R/W R/W H'02_02A8 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI アドレス下位レジスタ

0 

PCIEPALR0 R/W － H'02_0400 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI アドレス上位レジスタ

0 

PCIEPAHR0 R/W － H'02_0404 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI アドレスマスクレジス

タ 0 

PCIEPAMR0 R/W － H'02_0408 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI変換制御レジスタ 0  PCIEPTCTLR0 R/W － H'02_040C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI アドレス下位レジスタ

1 

PCIEPALR1 R/W － H'02_0420 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI アドレス上位レジスタ

1 

PCIEPAHR1 R/W － H'02_0424 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI アドレスマスクレジス

タ 1 

PCIEPAMR1 R/W － H'02_0428 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI変換制御レジスタ 1 PCIEPTCTLR1 R/W － H'02_042C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI アドレス下位レジスタ

2 

PCIEPALR2 R/W － H'02_0440 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI アドレス上位レジスタ

2 

PCIEPAHR2 R/W － H'02_0444 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI アドレスマスクレジス

タ 2 

PCIEPAMR2 R/W － H'02_0448 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI変換制御レジスタ 2 PCIEPTCTLR2 R/W － H'02_044C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 
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レジスタ名称 略称 SH* 

R/W 

PCI*

R/W

アドレス 

オフセット

PCIEC0 

初期値 

PCIEC1 

初期値 

PCIEC2 

初期値 

アクセス 

サイズ 

PCI アドレス下位レジスタ

3 

PCIEPALR3 R/W － H'02_0460 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI アドレス上位レジスタ

3 

PCIEPAHR3 R/W － H'02_0464 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI アドレスマスクレジス

タ 3 

PCIEPAMR3 R/W － H'02_0468 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI変換制御レジスタ 3 PCIEPTCTLR3 R/W － H'02_046C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCIEC-DMAC制御レジスタ 

PCI DMAC DMAオペレーシ

ョンレジスタ 

PCIEDMAOR R/W － H'02_1000 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC PCIアドレス下

位レジスタ 0 

PCIEDMPALR0 R/W － H'02_1100 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC PCIアドレス上

位レジスタ 0 

PCIEDMPAHR0 R/W － H'02_1104 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC SuperHywayア

ドレス下位レジスタ 0 

PCIEDMSALR0 R/W － H'02_1108 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC バイトカウント

レジスタ 0 

PCIEDMBCNTR0 R/W － H'02_1110 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC ストライドカウ

ントレジスタ 0 

PCIEDMSBCNTR0 R/W － H'02_1114 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC ストライドレジ

スタ 0 

PCIEDMSTRR0 R/W － H'02_1118 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC コマンドチェー

ンアドレスレジスタ 0 

PCIEDMCCAR0 R/W － H'02_1120 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC チャネルコント

ロールレジスタ 0 

PCIEDMCHCR0 R/W － H'02_1128 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC チャネルステー

タスレジスタ 0 

PCIEDMCHSR0 R/W － H'02_112C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC PCIアドレス下

位レジスタ 1 

PCIEDMPALR1 R/W － H'02_1140 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC PCIアドレス上

位レジスタ 1 

PCIEDMPAHR1 R/W － H'02_1144 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC SuperHywayア

ドレス下位レジスタ 1 

PCIEDMSALR1 R/W － H'02_1148 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC バイトカウント

レジスタ 1 

PCIEDMBCNTR1 R/W － H'02_1150 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC ストライドカウ

ントレジスタ 1 

PCIEDMSBCNTR1 R/W － H'02_1154 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 
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レジスタ名称 略称 SH* 

R/W 

PCI*

R/W

アドレス 

オフセット

PCIEC0 

初期値 

PCIEC1 

初期値 

PCIEC2 

初期値 

アクセス 

サイズ 

PCI DMAC ストライドレジ

スタ 1 

PCIEDMSTRR1 R/W － H'02_1158 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC コマンドチェー

ンアドレスレジスタ 1 

PCIEDMCCAR1 R/W － H'02_1160 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC チャネルコント

ロールレジスタ 1 

PCIEDMCHCR1 R/W － H'02_1168 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC チャネルステー

タスレジスタ 1 

PCIEDMCHSR1 R/W － H'02_116C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC PCIアドレス下

位レジスタ 2 

PCIEDMPALR2 R/W － H'02_1180 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC PCIアドレス上

位レジスタ 2 

PCIEDMPAHR2 R/W － H'02_1184 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC SuperHywayア

ドレス下位レジスタ 2 

PCIEDMSALR2 R/W － H'02_1188 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC バイトカウント

レジスタ 2 

PCIEDMBCNTR2 R/W － H'02_1190 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC ストライドカウ

ントレジスタ 2 

PCIEDMSBCNTR2 R/W － H'02_1194 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC ストライドレジ

スタ 2 

PCIEDMSTRR2 R/W － H'02_1198 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC コマンドチェー

ンアドレスレジスタ 2 

PCIEDMCCAR2 R/W － H'02_11A0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC チャネルコント

ロールレジスタ 2 

PCIEDMCHCR2 R/W － H'02_11A8 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC チャネルステー

タスレジスタ 2 

PCIEDMCHSR2 R/W － H'02_11AC H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC PCIアドレス下

位レジスタ 3 

PCIEDMPALR3 R/W － H'02_11C0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC PCIアドレス上

位レジスタ 3 

PCIEDMPAHR3 R/W － H'02_11C4 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC SuperHywayア

ドレス下位レジスタ 3 

PCIEDMSALR3 R/W － H'02_11C8 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC バイトカウント

レジスタ 3 

PCIEDMBCNTR3 R/W － H'02_11D0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC ストライドカウ

ントレジスタ 3 

PCIEDMSBCNTR3 R/W － H'02_11D4 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC ストライドレジ

スタ 3 

PCIEDMSTRR3 R/W － H'02_11D8 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC コマンドチェー

ンアドレスレジスタ 3 

PCIEDMCCAR3 R/W R/W H'02_11E0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 
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レジスタ名称 略称 SH* 

R/W 

PCI*

R/W

アドレス 

オフセット

PCIEC0 

初期値 

PCIEC1 

初期値 

PCIEC2 

初期値 

アクセス 

サイズ 

PCI DMAC チャネルコント

ロールレジスタ 3 

PCIEDMCHCR3 R/W R/W H'02_11E8 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

PCI DMAC チャネルステー

タスレジスタ 3 

PCIEDMCHSR3 R/W R/W H'02_11EC H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 32 

コンフィグレーションレジスタ 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 0 

PCIEPCICONF0 R R H'04_0000 H'0010_1912 H'0010_1912 H'0010_1912 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 1 

PCIEPCICONF1 R/W R/W H'04_0004 H'0010 0000 H'0010 0000 H'0010 0000 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 2 

PCIEPCICONF2 R/W R/W H'04_0008 H'FF00 0000 H'FF00 0000 H'FF00 0000 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 3 

PCIEPCICONF3 R/W R/W H'04_000C H'0001 0000 H'0001 0000 H'0001 0000 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 4 

PCIEPCICONF4 R/W R/W H'04_0010 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 5 

PCIEPCICONF5 R/W R/W H'04_0014 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 6 

PCIEPCICONF6 R/W R/W H'04_0018 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 7 

PCIEPCICONF7 R/W R/W H'04_001C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 8 

PCIEPCICONF8 R/W R/W H'04_0020 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 9 

PCIEPCICONF9 R/W R/W H'04_0024 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 10 

PCIEPCICONF10 R/W R/W H'04_0028 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 11 

PCIEPCICONF11 R/W R/W H'04_002C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 12 

PCIEPCICONF12 R/W R/W H'04_0030 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 13 

PCIEPCICONF13 R/W R/W H'04_0034 H'0000 0040 H'0000 0040 H'0000 0040 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 14 

PCIEPCICONF14 R/W R/W H'04_0038 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

PCI コンフィグレーション

レジスタ 15 

PCIEPCICONF15 R/W R/W H'04_003C H'0000 00FF H'0000 00FF H'0000 00FF 8/16/32 

PCI パワーマネージメント

ケイパビリティレジスタ 0 

PCIEPMCAP0 R/W R H'04_0040 H'0003 5001 H'0003 5001 H'0003 5001 8/16/32 
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レジスタ名称 略称 SH* 

R/W 

PCI*

R/W

アドレス 

オフセット

PCIEC0 

初期値 

PCIEC1 

初期値 

PCIEC2 

初期値 

アクセス 

サイズ 

PCI パワーマネージメント

ケイパビリティレジスタ 1 

PCIEPMCAP1 R/W R/W H'04_0044 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

MSI ケイパビリティレジス

タ 0 

PCIEMSICAP0 R/W R/W H'04_0050 H'0180 7005 H'0180 7005 H'0180 7005 8/16/32 

MSI ケイパビリティレジス

タ 1 

PCIEMSICAP1 R/W R/W H'04_0054 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

MSI ケイパビリティレジス

タ 2 

PCIEMSICAP2 R/W R/W H'04_0058 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

MSI ケイパビリティレジス

タ 3 

PCIEMSICAP3 R/W R/W H'04_005C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

MSI ケイパビリティレジス

タ 4 

PCIEMSICAP4 R/W R/W H'04_0060 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

MSI ケイパビリティレジス

タ 5 

PCIEMSICAP5 R/W R/W H'04_0064 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

PCIeケイパビリティレジス

タ 0 

PCIEEXPCAP0 R/W R/W H'04_0070 H'0041 0010 H'0041 0010 H'0041 0010 8/16/32 

PCIeケイパビリティレジス

タ 1 

PCIEEXPCAP1 R/W R H'04_0074 H'0000_8000 H'0000_8000 H'0000_8000 8/16/32 

PCIeケイパビリティレジス

タ 2 

PCIEEXPCAP2 R/W R/W H'04_0078 H'0000 0810 H'0000 0810 H'0000 0810 8/16/32 

PCIeケイパビリティレジス

タ 3 

PCIEEXPCAP3 R/W R H'04_007C H'0002_0441 H'0002_0411 H'0002_0411 8/16/32 

PCIeケイパビリティレジス

タ 4 

PCIEEXPCAP4 R/W R/W H'04_0080 H'0011 0000 H'0011 0000 H'0011 0000 8/16/32 

PCIeケイパビリティレジス

タ 5 

PCIEEXPCAP5 R/W R/W H'04_0084 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

PCIeケイパビリティレジス

タ 6 

PCIEEXPCAP6 R/W R/W H'04_0088 H'0000 03C0 H'0000 03C0 H'0000 03C0 8/16/32 

PCIeケイパビリティレジス

タ 7 

PCIEEXPCAP7 R/W R/W H'04_008C H'0001 0000 H'0001 0000 H'0001 0000 8/16/32 

PCIeケイパビリティレジス

タ 8 

PCIEEXPCAP8 R/W R/W H'04_0090 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

VC ケイパビリティレジス

タ 0 

PCIEVCCAP0 R/W R H'04_0100 H'0001 0002 H'0001 0002 H'0001 0002 8/16/32 

VC キャパビリティレジス

タ 1 

PCIEVCCAP1 R R H'04_0104 H'0000 0001 H'0000 0001 H'0000 0001 8/16/32 

VC ケイパビリティレジス

タ 2 

PCIEVCCAP2 R R H'04_0108 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

VC ケイパビリティレジス

タ 3 

PCIEVCCAP3 R R/W H'04_010C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 
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レジスタ名称 略称 SH* 

R/W 

PCI*

R/W

アドレス 

オフセット

PCIEC0 

初期値 

PCIEC1 

初期値 

PCIEC2 

初期値 

アクセス 

サイズ 

VC ケイパビリティレジス

タ 4 

PCIEVCCAP4 R/W R/W H'04_0110 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

VC ケイパビリティレジス

タ 5 

PCIEVCCAP5 R/W R/W H'04_0114 H'8000 00FF H'8000 00FF H'8000 00FF 8/16/32 

VC ケイパビリティレジス

タ 6 

PCIEVCCAP6 R/W R H'04_0118 H'0002 0000 H'0002 0000 H'0002 0000 8/16/32 

VC ケイパビリティレジス

タ 7 

PCIEVCCAP7 R/W R/W H'04_011C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

VC ケイパビリティレジス

タ 8 

PCIEVCCAP8 R/W R/W H'04_0120 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

VC ケイパビリティレジス

タ 9 

PCIEVCCAP9 R/W R H'04_0124 H'0002 0000 H'0002 0000 H'0002 0000 8/16/32 

デバイスシリアルナンバケ

イパビリティレジスタ 0 

PCIENUMCAP0 R R H'04_01B0 H'0001 0003 H'0001 0003 H'0001 0003 8/16/32 

デバイスシリアルナンバケ

イパビリティレジスタ 1 

PCIENUMCAP1 R R H'04_01B4 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

デバイスシリアルナンバケ

イパビリティレジスタ 2 

PCIENUMCAP2 R R H'04_01B8 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 8/16/32 

PCI Express制御系レジスタ 

ID設定レジスタ 1 PCIEIDSETR1 R/W － H'04_1004 H'FF00 0000 H'FF00 0000 H'FF00 0000 16/32 

ID設定レジスタ 2 PCIEIDSETR2 R/W － H'04_1024 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 16/32 

Device シリアルナンバ設定

レジスタ 0 

PCIEDSERSETR0 R/W － H'04_102C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 16/32 

Device シリアルナンバ設定

レジスタ 1 

PCIEDSERSETR1 R/W － H'04_1030 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 16/32 

TLステータスレジスタ PCIETLSR R/W1C － H'04_1044 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 16/32 

TLコントロールレジスタ PCIETLCTLR R/W － H'04_1048 H'0000 3200 H'0000 3200 H'0000 3200 16/32 

DLステータスレジスタ PCIEDLSR R/W1C － H'04_104C H'4003 0000 H'4003 0000 H'4003 0000 16/32 

DLコントロールレジスタ PCIEDLCTLR R － H'04_1050 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 16/32 

MACステータスレジスタ PCIEMACSR R/W1C － H'04_1054 H'0041 0000 H'0041 0000 H'0041 0000 16/32 

MACコントロールレジスタ PCIEMACCTLR R/W － H'04_1058 H'80FF 0000 H'80FF 0000 H'80FF 0000 16/32 

PMステータスレジスタ PCIEPMSR R/W1C － H'04_105C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 16/32 

PMコントロールレジスタ PCIEPMCTLR R/W － H'04_1060 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 16/32 

TL割り込みマスクレジスタ PCIETLINTENR R/W － H'04_1064 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 16/32 

DL割り込みマスクレジスタ PCIEDLINTENR R/W － H'04_1068 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 16/32 

MAC割り込みマスクレジス

タ 

PCIEMACINTENR R/W － H'04_106C H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 16/32 
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レジスタ名称 略称 SH* 

R/W 

PCI*

R/W

アドレス 

オフセット

PCIEC0 

初期値 

PCIEC1 

初期値 

PCIEC2 

初期値 

アクセス 

サイズ 

PM 割り込みマスクレジス

タ 

PCIEPMINTENR R/W － H'04_1070 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 16/32 

PCI Express送信系レジスタ 

送信ステータスレジスタ PCIETXSR R － H'04_4028 H'8000 0000

00000000 

H'8000 0000

00000000 

H'8000 0000 

00000000 

32/64 

送信 VC0ステータスレジス

タ 

PCIETXVC0SR R/W － H'04_4108 H'00888000

00000000 

H'00888000

00000000 

H'00888000 

00000000 

32/64 

【注】 * SH：SuperHywayバス（内部バス）、PCI：PCIローカルバス。R/W欄の「-」はアクセス禁止（アクセス不可）、

R/W1Cは１書き込みによるクリアを示します。 

上記アドレス以外はリザーブ領域となります。リザーブ領域はアクセス禁止です。 

 

表 13.4 PCIEC物理層制御レジスタ一覧 

レジスタ名称 略称 R/W アドレス 

オフセット*

PCIEC0 

初期値 

PCIEC1 

初期値 

PCIEC2 

初期値 

アクセス 

サイズ 

物理層制御レジスタ 

物理層制御レジスタ PCIEPLCTLR R/W H'67 H'0000 

0480 

H'0000 0480 - 32 

【注】 * 物理層制御レジスタのアドレスは、SuperHyway上の空間にはマッピングされていません。詳細は、「13.5.14 物

理層制御レジスタへのアクセス」を参照してください。 
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表 13.5 各処理状態におけるレジスタの状態 

パワーオンリセット レジスタ名称 略称 

PCIEC0 PCIEC1 PCIEC2 

マニュアル 

リセット 

スリープ ライト 

スリープ 

PCIEC制御レジスタ 

イネーブルレジスタ PCIEENBLR H'0000 0001 H'0000 0001 H'0000 0001 保持 保持 保持 

イネーブルコントロールレジスタ PCIEECR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PI/Oアドレスレジスタ PCIEPAR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PI/Oコントロールレジスタ PCIEPCTLR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PI/Oデータレジスタ PCIEPDR - - - 保持 保持 保持 

メッセージアドレス下位レジスタ PCIEMSGALR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

メッセージアドレス上位レジスタ PCIEMSGAHR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

メッセージ制御レジスタ PCIEMSGCTLR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

メッセージデータレジスタ PCIEMSGD - - -    

アンロック制御レジスタ PCIEUNLOCKCR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI-IDレジスタ PCIEIDR H'0101 1101 H'0101 1101 H'0101 1101 保持 保持 保持 

デバッグ制御レジスタ PCIEDBGCTLR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

INTxレジスタ PCIEINTXR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

受信 Messageレジスタ PCIERMSGR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

受信 Message割り込み許可レジス

タ 

PCIERMSGIER H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

リセット制御レジスタ 0 PCIERSTR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

リセット制御レジスタ 1 PCIERSTR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

リセット制御レジスタ 2 PCIERSTR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

リセット制御レジスタ 3 PCIERSTR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

ソフトリセット制御レジスタ PCIESRSTR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

物理層制御レジスタ 

物理層制御レジスタ PCIEPHYCTLR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

物理層アドレスレジスタ PCIEPHYADRR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

物理層データ入力レジスタ PCIEPHYDINR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

物理層データ出力レジスタ PCIEPHYDOUTR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

物理層ステータスレジスタ PCIEPHYSR H'0000 0001 H'0000 0001 H'0000 0001 保持 保持 保持 

PCIEC転送制御レジスタ 

転送コントロールレジスタ PCIETCTLR H'0000 0008 H'0000 0008 H'0000 0008 保持 保持 保持 

転送ステータスレジスタ PCIETSTR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

割り込みレジスタ PCIEINTR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

割り込み許可レジスタ PCIEINTER H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

エラーヘッダ 0レジスタ PCIEEH0R H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

エラーヘッダ 1レジスタ PCIEEH1R H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 
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SH7786グループ

パワーオンリセット レジスタ名称 略称 

PCIEC0 PCIEC1 PCIEC2 

マニュアル 

リセット 

スリープ ライト 

スリープ 

エラーヘッダ 2レジスタ PCIEEH2R H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

エラーヘッダ 3レジスタ PCIEEH3R H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

エラー要因レジスタ PCIEERRFR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

エラー割り込みレジスタ PCIEERRFER H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

エラー要因レジスタ 2 PCIEERRFR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

MSIレジスタ PCIEMSIR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

MSIFレジスタ PCIEMSIFR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

パワーダウン制御レジスタ PCIEPWRCTLR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

パケット結合制御レジスタ PCIEPCCTLR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

ローカル（SuperHyway）アドレスレ

ジスタ 0 

PCIELAR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

ローカル（SuperHyway）アドレスマ

スクレジスタ 0 

PCIELAMR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

ローカル（SuperHyway）アドレスレ

ジスタ 1 

PCIELAR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

ローカル（SuperHyway）アドレスマ

スクレジスタ 1 

PCIELAMR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

ローカル（SuperHyway）アドレスレ

ジスタ 2 

PCIELAR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

ローカル（SuperHyway）アドレスマ

スクレジスタ 2 

PCIELAMR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

ローカル（SuperHyway）アドレスレ

ジスタ 3 

PCIELAR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

ローカル（SuperHyway）アドレスマ

スクレジスタ 3 

PCIELAMR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

ローカル（SuperHyway）アドレスレ

ジスタ 4 

PCIELAR4 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

ローカル（SuperHyway）アドレスマ

スクレジスタ 4 

PCIELAMR4 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIアドレス下位レジスタ 0 PCIEPALR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIアドレス上位レジスタ 0 PCIEPAHR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIアドレスマスクレジスタ 0 PCIEPAMR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI変換制御レジスタ 0  PCIEPTCTLR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIアドレス下位レジスタ 1 PCIEPALR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIアドレス上位レジスタ 1 PCIEPAHR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIアドレスマスクレジスタ 1 PCIEPAMR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI変換制御レジスタ 1 PCIEPTCTLR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIアドレス下位レジスタ 2 PCIEPALR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 
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パワーオンリセット レジスタ名称 略称 

PCIEC0 PCIEC1 PCIEC2 

マニュアル 

リセット 

スリープ ライト 

スリープ 

PCIアドレス上位レジスタ 2 PCIEPAHR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIアドレスマスクレジスタ 2 PCIEPAMR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI変換制御レジスタ 2 PCIEPTCTLR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIアドレス下位レジスタ 3 PCIEPALR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIアドレス上位レジスタ 3 PCIEPAHR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIアドレスマスクレジスタ 3 PCIEPAMR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI変換制御レジスタ 3 PCIEPTCTLR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIEC-DMAC制御レジスタ 

PCI DMAC DMAオペレーションレ

ジスタ 

PCIEDMAOR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMAC PCIアドレス下位レジス

タ 0 

PCIEDMPALR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMAC PCIアドレス上位レジス

タ 0 

PCIEDMPAHR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMAC SuperHywayアドレス下

位レジスタ 0 

PCIEDMSALR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACバイトカウントレジスタ

0 

PCIEDMBCNTR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACストライドカウントレジ

スタ 0 

PCIEDMSBCNTR

0 

H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACストライドレジスタ 0 PCIEDMSTRR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACコマンドチェーンアドレ

スレジスタ 0 

PCIEDMCCAR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACチャネルコントロールレ

ジスタ 0 

PCIEDMCHCR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACチャネルステータスレジ

スタ 0 

PCIEDMCHSR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMAC PCIアドレス下位レジス

タ 1 

PCIEDMPALR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMAC PCIアドレス上位レジス

タ 1 

PCIEDMPAHR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMAC SuperHywayアドレス下

位レジスタ 1 

PCIEDMSALR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACバイトカウントレジスタ

1 

PCIEDMBCNTR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACストライドカウントレジ

スタ 1 

PCIEDMSBCNTR

1 

H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACストライドレジスタ 1 PCIEDMSTRR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

13-20  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

パワーオンリセット レジスタ名称 略称 

PCIEC0 PCIEC1 PCIEC2 

マニュアル 

リセット 

スリープ ライト 

スリープ 

PCI DMACコマンドチェーンアドレ

スレジスタ 1 

PCIEDMCCAR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACチャネルコントロールレ

ジスタ 1 

PCIEDMCHCR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACチャネルステータスレジ

スタ 1 

PCIEDMCHSR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMAC PCIアドレス下位レジス

タ 2 

PCIEDMPALR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMAC PCIアドレス上位レジス

タ 2 

PCIEDMPAHR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMAC SuperHywayアドレス下

位レジスタ 2 

PCIEDMSALR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACバイトカウントレジスタ

2 

PCIEDMBCNTR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACストライドカウントレジ

スタ 2 

PCIEDMSBCNTR

2 

H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACストライドレジスタ 2 PCIEDMSTRR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACコマンドチェーンアドレ

スレジスタ 2 

PCIEDMCCAR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACチャネルコントロールレ

ジスタ 2 

PCIEDMCHCR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACチャネルステータスレジ

スタ 2 

PCIEDMCHSR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMAC PCIアドレス下位レジス

タ 3 

PCIEDMPALR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMAC PCIアドレス上位レジス

タ 3 

PCIEDMPAHR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMAC SuperHywayアドレス下

位レジスタ 3 

PCIEDMSALR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACバイトカウントレジスタ

3 

PCIEDMBCNTR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACストライドカウントレジ

スタ 3 

PCIEDMSBCNTR

3 

H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACストライドレジスタ 3 PCIEDMSTRR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACコマンドチェーンアドレ

スレジスタ 3 

PCIEDMCCAR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI DMACチャネルコントロールレ

ジスタ 3 

PCIEDMCHCR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 
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パワーオンリセット レジスタ名称 略称 

PCIEC0 PCIEC1 PCIEC2 

マニュアル 

リセット 

スリープ ライト 

スリープ 

PCI DMACチャネルステータスレジ

スタ 3 

PCIEDMCHSR3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

コンフィグレーションレジスタ 

PCIコンフィグレーションレジスタ

0 

PCIEPCICONF0 H'0010_1912 H'0010_1912 H'0010_1912 保持 保持 保持 

PCＩコンフィグレーションレジス

タ 1 

PCIEPCICONF1 H'0010 0000 H'0010 0000 H'0010 0000 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

2 

PCIEPCICONF2 H'FF00 0000 H'FF00 0000 H'FF00 0000 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

3 

PCIEPCICONF3 H'0001 0000 H'0001 0000 H'0001 0000 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

4 

PCIEPCICONF4 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

5 

PCIEPCICONF5 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

6 

PCIEPCICONF6 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

7 

PCIEPCICONF7 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

8 

PCIEPCICONF8 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

9 

PCIEPCICONF9 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

10 

PCIEPCICONF10 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

11 

PCIEPCICONF11 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

12 

PCIEPCICONF12 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

13 

PCIEPCICONF13 H'0000 0040 H'0000 0040 H'0000 0040 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

14 

PCIEPCICONF14 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIコンフィグレーションレジスタ

15 

PCIEPCICONF15 H'0000 00FF H'0000 00FF H'0000 00FF 保持 保持 保持 

PCIパワーマネージメントケイパビ

リティレジスタ 0 

PCIEPMCAP0 H'0003 5001 H'0003 5001 H'0003 5001 保持 保持 保持 

PCIパワーマネージメントケイパビ

リティレジスタ 1 

PCIEPMCAP1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 
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パワーオンリセット レジスタ名称 略称 

PCIEC0 PCIEC1 PCIEC2 

マニュアル 

リセット 

スリープ ライト 

スリープ 

MSIケイパビリティレジスタ 0 PCIEMSICAP0 H'0180 7005 H'0180 7005 H'0180 7005 保持 保持 保持 

MSIケイパビリティレジスタ 1 PCIEMSICAP1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

MSIケイパビリティレジスタ 2 PCIEMSICAP2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

MSIケイパビリティレジスタ 3 PCIEMSICAP3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

MSIケイパビリティレジスタ 4 PCIEMSICAP4 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

MSIケイパビリティレジスタ 5 PCIEMSICAP5 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIeケイパビリティレジスタ 0 PCIEEXPCAP0 H'0041 0010 H'0041 0010 H'0041 0010 保持 保持 保持 

PCIeケイパビリティレジスタ 1 PCIEEXPCAP1 H'0000_8000 H'0000_8000 H'0000_8000 保持 保持 保持 

PCIeケイパビリティレジスタ 2 PCIEEXPCAP2 H'0000 0810 H'0000 0810 H'0000 0810 保持 保持 保持 

PCIeケイパビリティレジスタ 3 PCIEEXPCAP3 H'0002_0441 H'0002_0411 H'0002_0411 保持 保持 保持 

PCIeケイパビリティレジスタ 4 PCIEEXPCAP4 H'0011 0000 H'0011 0000 H'0011 0000 保持 保持 保持 

PCIeケイパビリティレジスタ 5 PCIEEXPCAP5 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCIeケイパビリティレジスタ 6 PCIEEXPCAP6 H'0000 03C0 H'0000 03C0 H'0000 03C0 保持 保持 保持 

PCIeケイパビリティレジスタ 7 PCIEEXPCAP7 H'0001 0000 H'0001 0000 H'0001 0000 保持 保持 保持 

PCIeケイパビリティレジスタ 8 PCIEEXPCAP8 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

VCケイパビリティレジスタ 0 PCIEVCCAP0 H'0001 0002 H'0001 0002 H'0001 0002 保持 保持 保持 

VCケイパビリティレジスタ 1 PCIEVCCAP1 H'0000 0001 H'0000 0001 H'0000 0001 保持 保持 保持 

VCケイパビリティレジスタ 2 PCIEVCCAP2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

VCケイパビリティレジスタ 3 PCIEVCCAP3 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

VCケイパビリティレジスタ 4 PCIEVCCAP4 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

VCケイパビリティレジスタ 5 PCIEVCCAP5 H'8000 00FF H'8000 00FF H'8000 00FF 保持 保持 保持 

VCケイパビリティレジスタ 6 PCIEVCCAP6 H'0002 0000 H'0002 0000 H'0002 0000 保持 保持 保持 

VCケイパビリティレジスタ 7 PCIEVCCAP7 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

VCケイパビリティレジスタ 8 PCIEVCCAP8 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

VCケイパビリティレジスタ 9 PCIEVCCAP9 H'0002 0000 H'0002 0000 H'0002 0000 保持 保持 保持 

デバイスシリアルナンバケイパビリ

ティレジスタ 0 

PCIENUMCAP0 H'0001 0003 H'0001 0003 H'0001 0003 保持 保持 保持 

デバイスシリアルナンバケイパビリ

ティレジスタ 1 

PCIENUMCAP1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

デバイスシリアルナンバケイパビリ

ティレジスタ 2 

PCIENUMCAP2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI Express制御系レジスタ 

ID設定レジスタ 1 PCIEIDSETR1 H'FF00 0000 H'FF00 0000 H'FF00 0000 保持 保持 保持 

ID設定レジスタ 2 PCIEIDSETR2 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

Deviceシリアルナンバ設定レジスタ

0 

PCIEDSERSETR0 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 
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パワーオンリセット レジスタ名称 略称 

PCIEC0 PCIEC1 PCIEC2 

マニュアル 

リセット 

スリープ ライト 

スリープ 

Deviceシリアルナンバ設定レジスタ

1 

PCIEDSERSETR1 H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

TLステータスレジスタ PCIETLSR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

TLコントロールレジスタ PCIETLCTLR H'0000 3200 H'0000 3200 H'0000 3200 保持 保持 保持 

DLステータスレジスタ PCIEDLSR H'4003 0000 H'4003 0000 H'4003 0000 保持 保持 保持 

DLコントロールレジスタ PCIEDLCTLR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

MACステータスレジスタ PCIEMACSR H'0041 0000 H'0041 0000 H'0041 0000 保持 保持 保持 

MACコントロールレジスタ PCIEMACCTLR H'80FF 0000 H'80FF 0000 H'80FF 0000 保持 保持 保持 

PMステータスレジスタ PCIEPMSR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PMコントロールレジスタ PCIEPMCTLR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

TL割り込みマスクレジスタ PCIETLINTENR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

DL割り込みマスクレジスタ PCIEDLINTENR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

MAC割り込みマスクレジスタ PCIEMACINTENR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PM割り込みマスクレジスタ PCIEPMINTENR H'0000 0000 H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 保持 

PCI Express送信系レジスタ 

送信ステータスレジスタ PCIETXSR H'8000 0000

00000000 

H'8000 0000

00000000 

H'8000 0000

00000000 

保持 保持 保持 

送信 VC0ステータスレジスタ PCIETXVC0SR H'00888000 

0000 0000 

H'00888000 

0000 0000 

H'00888000

0000 0000 

保持 保持 保持 

 

表 13.6 各処理状態における物理層制御レジスタの状態 

パワーオンリセット レジスタ名称 略称 

PCIEC0 PCIEC1 PCIEC2 

マニュアル 

リセット 

スリープ ライト 

スリープ 

物理層制御レジスタ 

物理層制御レジスタ PCIPLCTLR H'0000 0480 H'0000 0480 - 保持 保持 保持 
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13.4.1 PCIEC制御レジスタ 

PCIEC制御レジスタは、PCIECモジュールの制御に使用するレジスタです。 

これらのレジスタは、SuperHywayバスからのみアクセスできます。PCI Express側からターゲット転送により本

レジスタにアクセスした場合、PCIECはコンプリータアボートとしてエラー処理を行います。  
 

（1） イネーブルレジスタ（PCIEENBLR） 

本レジスタは、本モジュール内のブリッジ部の動作／停止を指定します。ブリッジ部を用いてパケット生成や

パケット受信を行う場合は、該当するビットを 1（初期値）として使用してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

ENBL

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/WRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～1 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

0 ENBL 1 － R/W PCIECモジュールのイネーブルビットです。PCIECモジュールを使用

する場合には、1をセットしてください。 
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（2） イネーブルコントロールレジスタ（PCIEECR） 

本レジスタにより、特定の事象が発生した際に PCIEENBLRレジスタをクリアし、ブリッジ部の動作を停止す

ることが指定できます。特定の事象が発生した後に、次パケットの処理を行わず、その事象の原因究明などを行

う場合に使用します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRR/WRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/WRRRRRRRR/WR/WR/WRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

STP
DMACE

STP
FERR

STPN
FERR

STP
CERR

STP
SERR

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～25 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

24 STPDMACE 0 － R/W DMACエラーよるモジュール機能停止を指定します。 

本ビットが 1のとき、DMACエラー発生時に PCIEENBLR.ENBL

ビットを 0とし、パケット送受信を停止します。 

23～11 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

10 STPFERR 0 － R/W PCI側の Fatelエラーよるモジュール機能停止を指定します。 

本ビットが 1のとき、PCI側で Fatal Error発生時に

PCIEENBLR.ENBLビットを 0とし、パケット送受信を停止しま

す。 

9 STPNFERR 0 － R/W PCI側の NonFatalエラーによるモジュール機能停止を指定しま

す。 

本ビットが 1のとき、PCI側で Non-Fatal Error発生時に、

PCIEENBLR.ENBLビットを 0とし、パケット送受信を停止しま

す。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

8 STPCERR 0 － R/W PCI側の Correctableエラーによるモジュール機能停止を指定し

ます。 

本ビットが 1のとき、PCI側で Correctable Error発生時に

PCIEENBLR.ENBLビットを 0とし、パケット送受信を停止しま

す。 

7～1 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

0 STPSERR 0 － R/W システムエラーによるモジュール機能停止を指定します。 

本ビットが 1のとき、SERR発生時に PCIEENBLR.ENBLビット

を 0とし、パケット送受信を停止します。 

 

（3） PI/Oアドレスレジスタ（PCIEPAR） 

本レジスタは、PCIECモジュールからコンフィグレーションリクエストを発行する場合に使用します。コンフ

ィグレーションリクエストの発行の詳細は、「13.5.4（1）コンフィグレーションアクセスの発生」を参照してく

ださい。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

BN DN

EREGNO REGNO

FN

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～24 BN すべて 0 － R/W コンフィグレーションサイクル発生時の、アクセス先のバス番号を指

定します。 

23～19 DN すべて 0 － R/W コンフィグレーションサイクル発生時の、デバイス番号を指定します。 

18～16 FN すべて 0 － R/W コンフィグレーションサイクル発生時の、アクセス先のファンクショ

ン番号を指定します。 

15～12 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてくだ

さい。 

11～8 EREGNO すべて 0 － R/W コンフィグレーションサイクル発生時の、アクセス先の拡張レジスタ

番号を指定します。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

7～2 REGNO すべて 0 － R/W コンフィグレーションサイクル発生時の、アクセス先のレジスタ番号

を指定します。 

1、0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてくだ

さい。 

 

（4） PI/Oコントロールレジスタ（PCIEPCTLR） 

本レジスタは、PCIECモジュールからコンフィグレーションリクエストを発行する場合に使用します。コンフ

ィグレーションリクエストの発行の詳細は、「13.5.4（1）コンフィグレーションアクセスの発生」を参照してく

ださい。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

CRS

TYPE

CCIE ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/W1CRRRRRRRRRRRRRR/W R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRR/WRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 CCIE 0 － R/W コンフィグレーションリクエスト発行許可を指定します。 

PCI Express PI/Oアドレスレジスタ、PCI Express PI/Oデータレジス

タを用いてコンフィグレーションサイクルを発行する場合は、1をセ

ットしてください。 

30～17 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

16 CRS 0 － R/W1C CRS（Configuration Retry Status）を受信したことを示します。 

CRSを受信した場合に、1がセットされます。 

15～9 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

8 TYPE 0 － R/W PCIEPDRレジスタへの書き込み時に発行する、コンフィグレーショ

ンリクエストのタイプを指定します。 

0：Type 0コンフィグレーションリクエストを発行します。 

1：Type 1コンフィグレーションリクエストを発行します。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

7～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

 

（5） PI/Oデータレジスタ（PCIEPDR） 

本レジスタは、PCIECモジュールからコンフィグレーションリクエストを発行する場合に使用します。コンフ

ィグレーションリクエストの発行の詳細は、「13.5.4（1）コンフィグレーションアクセスの発生」を参照してく

ださい。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

PDR

PDR

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 PDR （不定） － R/W コンフィグレーションリクエストの発行を指示します。 

本フィールドへのライトアクセスにより、本フィールドへの書き込み内

容をデータとしたコンフィグレーションライトリクエストが発行され

ます。 

本フィールドへのリードアクセスにより、コンフィグレーションリード

リクエストが発行され、レスポンスに含まれるデータが読み出されま

す。 

 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  13-29 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（6） メッセージアドレス下位レジスタ（PCIEMSGALR） 

本レジスタは、PCIECモジュールからメッセージを発行する場合に使用します。メッセージの発行の詳細は、

「13.5.8 メッセージの送受信」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

MSGADRL

MSGADRL

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 MSGADRL すべて 0 － R/W メッセージ発行時のアドレス（下位 32ビット）を指定します。 

 

（7） メッセージアドレス上位レジスタ（PCIEMSGAHR） 

本レジスタは、PCIECモジュールからメッセージを発行する場合に使用します。メッセージの発行の詳細は、

「13.5.8 メッセージの送受信」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

MSGADRH

MSGADRH

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 MSGADRH すべて 0 － R/W メッセージ発行時のアドレス（上位 32ビット）を指定します。 

 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

13-30  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

（8） メッセージ制御レジスタ（PCIEMSGCTLR） 

本レジスタは、PCIECモジュールからメッセージを発行する場合に使用します。メッセージの発行の詳細は、

「13.5.8 メッセージの送受信」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WR/WRR/WRRRRRRRRRR/W R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

MSGIE MTYPE

MCODE

MROUTE

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 MSGIE 0 － R/W メッセージリクエストの発行許可を指定します。 

1：メッセージリクエストの発行を許可します。 

0：メッセージリクエストの発行を許可しません。 

30～21 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

20 MTYPE 0 － R/W メッセージリクエスト発行時の、メッセージタイプを指定します。 

0：Msgを発行します。 

1：MsgDを発行します。 

19 － 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

18～16 MROUTE 000 － R/W メッセージリクエスト発行時の、ルーティング方式を指定します。 

000：ルートコンプレックスへルーティングします。 

001：アドレスによりルーティングします。 

010：IDによりルーティングします。 

011：ルートコンプレックスからブロードキャストします。 

100：ローカル（レシーバでルーティングを終了します） 

101：収集し、ルートコンプレックスへルーティングします。 

上記以外は指定できません。 

15～8 MCODE すべて 0 － R/W メッセージリクエスト発行時のメッセージコードを指定します。 

7～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 
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（9） メッセージデータレジスタ（PCIEMSGD） 

本レジスタは、PCIECモジュールからメッセージを発行する場合に使用します。メッセージの発行の詳細は、

「13.5.8 メッセージの送受信」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

MDATA

MDATA

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 MDATA すべて 0 － R/W メッセージの発行を指示します。 

本フィールドへのライトアクセスにより、メッセージが発行されます。 

メッセージ送信時に、メッセージに付加するデータを書き込んでくだ

さい。 

リードアクセスを行っても、読み出される結果は不定です。 

 

（10） アンロック制御レジスタ（PCIEUNLOCKCR） 

本レジスタは、PCIECモジュールから Unlockメッセージを発行し、ロックを解除する場合に使用します。ロッ

ク転送の詳細は、「13.5.5（6）ロックリクエスト」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

AST 
UNLOCK

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/WRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～1 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

0 ASTUNLOCK 0 － R/W アンロックメッセージの発行を指示します。 

本ビットに 1を書き込むことにより、Unlock Message（Message 

Code=B'0000_0000, Routing=B'011）を発行します。 

読み出した場合には、常に 0が読み出されます。 

本ビットへのライトによる Unlock Messageの送信は、RootPortの場

合のみ使用できます。Endpointからの Unlock Message送信は規格に

より許可されていません。 

接続先との通信が確立されていない状態では、本ビットに 1を書き込

まないでください。 

 

（11） PCI-IDレジスタ（PCIEIDR） 

本レジスタは、PCIECモジュールを構成するサブブロックの ID番号を示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

100000001000000 0

BRIDGE-ID CTRL-ID

PHY-ID

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

100000001000100 0

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～24 BRIDGE-ID H'01 － R PCIECブリッジ部の IDを示します。 

23～16 CTRL-ID H'01 － R PCIEC制御部の IDを示します。 

15～0 PHY-ID H'1101 － R PCIEC物理部の IDを示します。 
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（12） デバッグ制御レジスタ（PCIEDBGCTLR） 

本レジスタは、モジュールのデバッグに使用します。通常は、初期値のまま値を変更せずに使用してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

1/000000000000000 0

USEX
4IF⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～17 － すべて 0 － R/W リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

16 USEX4IF PCIEC0：1

PCIEC1/2：0

－ R/W リザーブビットです。初期値のまま使用してください。 

15、14 － すべて 0 － R/W リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

13、12 － すべて 0 － R/W リザーブビットです。初期値のまま使用してください。 

11～9 － すべて 0 － R/W リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

8 － 0 － R/W リザーブビットです。初期値のまま使用してください。 

7～5 － すべて 0 － R/W リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

4 － 0 － R/W リザーブビットです。初期値のまま使用してください。 

3～1 － すべて 0 － R/W リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

0 － 0 － R/W リザーブビットです。初期値のまま使用してください。 
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（13） INTxレジスタ（PCIEINTXR） 

本レジスタは、ルートポート時には INTx割り込みの発生状況の確認、エンドポイント時には INTx割り込みの

発生の指示に使用します。詳細は、「13.5.9 INTx割り込み」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

AST 
INTX

INTD INTC INTB INTA

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～17 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

16 ASTINTX 0 － R/W INTx割り込みの発生を指示します。 

本ビットに 1を書き込むことにより、PCICONF15[15:8].INTPINで指定

される種類の INTx割り込みがアサートされ、0を書き込むことにより、

INTx割り込みがディアサートされます。 

本ビットは、Endpointの場合のみ有効です。RootPort時には､書き込み

は無効となり、読み出しは常に 0となります。 

また、MSI使用時には INTx割り込みは使用できません。そのため、

MSICAP0[16].MSI Enableビットが 1のときには、本ビットは無効とな

ります。 

本ビットにより、INTx割り込みを発生させるためには、

PCICONF1[10].Interrupt Disableビットを 0とする必要があります。ま

た、本ビットが 1のときに、PCICONF1[10].Interrupt Disableビットが

1となった場合、本ビットはクリアされます。 

15～4 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

3 INTD 0 － R PCIEC上の割り込みで、INTDがアサートされていることを示します。 

このビットは、Assert INTDメッセージによりアサートされ、Deassert 

INTDメッセージによりディアサートされます。 

PCICONF15[7:0].INTLINEが H'FF以外のとき、本ビットのアサートに

より、INTCへ割り込みが発生します。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

2 INTC 0 － R PCIEC上の割り込みで、INTCがアサートされていることを示します。 

このビットは、Assert INTCメッセージによりアサートされ、Deassert 

INTCメッセージによりディアサートされます。 

PCICONF15[7:0].INTLINEが H'FF以外のとき、本ビットのアサートに

より、INTCへ割り込みが発生します。 

1 INTB 0 － R PCIEC上の割り込みで、INTBがアサートされていることを示します。 

このビットは、Assert INTBメッセージによりアサートされ、Deassert 

INTBメッセージによりディアサートされます。 

PCICONF15[7:0].INTLINEが H'FF以外のとき、本ビットのアサートに

より、INTCへ割り込みが発生します。 

0 INTA 0 － R PCIEC上の割り込みで、INTAがアサートされていることを示します。 

このビットは、Assert INTAメッセージによりアサートされ、Deassert 

INTAメッセージによりディアサートされます。 

PCICONF15[7:0].INTLINEが H'FF以外のとき、本ビットのアサートに

より、INTCへ割り込みが発生します。 
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（14） 受信 Messageレジスタ（PCIERMSGR） 

本レジスタは、メッセージの受信状況を示します。詳細は、「13.5.8 メッセージの送受信」を参照してくださ

い。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

PME_
TOFF

PM_
PME

PA_
ASN

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

RRRRRRRRR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

01234567891011121315 14

⎯ ⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

⎯
PME_ 
TO_
ACK

000000000000000 0

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W

SH 

R/W 

説   明 

31～12 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

11 PME_TO_ACK 0 － R/W1C PME_TO_Ackメッセージを受信したことを示します。 

10 PME_TOFF 0 － R/W1C PME_Turn_Offメッセージを受信したことを示します。 

9 PM_PME 0 － R/W1C PM_PMEメッセージを受信したことを示します。 

8 PA_ASN 0 － R/W1C PA_Active_State_Nakメッセージを受信したことを示します。 

7～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 
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（15） 受信 Message割り込み許可レジスタ（PCIERMSGIER） 

本レジスタにより、メッセージ受信時の割り込み発生を指定します。詳細は、「13.5.8 メッセージの送受信」

を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

RRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

01234567891011121315 14

⎯ ⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

⎯
PME_ 
TO_

ACKE

000000000000000 0

PME_
TOFFE

PM_
PMEE

PA_
ASNE

R/WR/WR/WR/W

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W

SH 

R/W 

説   明 

31～12 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

11 PME_TO_ACKE 0 － R/W PME_TO_Ackメッセージを受信した際の、割り込み発生を許可

します。 

10 PME_TOFFE 0 － R/W PME_Turn_Offメッセージを受信した際の、割り込み発生を許可

します。 

9 PM_PMEE 0 － R/W PM_PMEメッセージを受信した際の、割り込み発生を許可しま

す。 

8 PA_ASNE 0 － R/W PA_Active_State_Nakメッセージを受信した際の、割り込み発

生を許可します。 

7～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 
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（16） リセット制御レジスタ 0（PCIERSTR0） 

本レジスタは予約です。初期値のまま使用してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

rstpt2

rstdc0 rstcb1 rstcb0

rstpt1 rstpt0 rstpc0 rstpm0purgepc ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WRRRR/WR/WRRR/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

RRRRR/WR/WRRRRRRR/WRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。初期値のまま使用してください。 

 

（17） リセット制御レジスタ 1（PCIERSTR1） 

本レジスタは予約です。初期値のまま使用してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

rsgrg2rstrr0 rstrg1 rstrg0 rstre0

rstsi0 ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRR/WRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/WRRRR/WR/WR/WRR/WRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯

⎯

⎯

⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。初期値のまま使用してください。 
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（18） リセット制御レジスタ 2（PCIERSTR2） 

本レジスタは予約です。初期値のまま使用してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

rstte0rsttr0

rstd0p rstxr rstr0r rstxc rstr0crstdxp ⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WRRR/WR/WRRR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRR/WRRRR/WRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯

⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。初期値のまま使用してください。 

 

（19） リセット制御レジスタ 3（PCIERSTR3） 

本レジスタは予約です。初期値のまま使用してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

rstd0prstdxp rstdc0rstdx0 rstd0trstdxt

rststt0 ⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRR/WRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/WR/WRRR/WR/WRRR/WR/WRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯

⎯

⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯

⎯⎯⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。初期値のまま使用してください。 
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（20） ソフトリセット制御レジスタ（PCIESRSTR） 

本レジスタはソフトウェア制御により、本モジュールを初期化する場合に使用します。ソフトウェアリセット

の詳細は、「13.5.15 ソフトウェアリセット」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

SRST

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/WRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～1 － すべて 0 － R リザーブビットです。初期値のまま使用してください。 

0 SRST 0 － R/W ソフトウェアリセットの印加を指示します。 

ソフトウェアリセットによる初期化を行う場合、本ビットに 1を書き

込み初期化を行った後、必ず本ビットを 0を書き込むことにより初期

化を完了させてください。 

また、本ビットによる初期化の対照は、ブリッジ部となります。他の

ブロックを含む PCIEC全体のソフトウェアによる初期化の方法は、

「13.5.15 ソフトウェアリセット」をご参照ください。 
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13.4.2 物理層制御レジスタ 

物理層制御レジスタは、物理層の制御用のレジスタ空間へのアクセスを行うためのレジスタです。物理層制御

レジスタの使用手順、物理層制御用レジスタ空間の詳細は、「13.5.14 物理層制御レジスタへのアクセス」を参

照してください。 

（1） 物理層制御レジスタ（PCIEPHYCTLR） 

本レジスタにより、PHY制御バスを制御します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

PHY 
CKE

PHY 
RST ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR/W R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/WRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 PHYRST 0 － R/W PHY制御バスの初期化を指示します。 

初期化を行う場合、本ビットに 1を書き込んだ後、0クリアしてくだ

さい。 

0：PHY制御バスを初期化しません。（通常の状態） 

1：PHY制御バスを初期化する。 

30～1 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

0 PHYCKE 0 － R/W PHY制御バスへ、クロック供給を行うことを指示します。 

物理層レジスタ空間へのアクセスを行う場合、事前に本ビットによる

指定により、クロックを供給してください。 

0：PHY制御バスに、クロックを供給しません。 

1：PHY制御バスに、クロックを供給します。 
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（2） 物理層アドレスレジスタ（PCIEPHYADRR） 

本レジスタにより、PHY制御バスを制御します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

PHYLANE PHYADDR

PHYCMDPHY 
ACK ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

30～25 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

24 PHYACK 0 － R PHY制御バスからの応答を示します。 

0：アイドル状態、またはアクセス中を示します。 

1：アクセス完了を示します。 

23～18 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

17、16 PHYCMD 0 － R/W PHY制御バスのコマンドを指定します。 

00：アイドル 

01：ライト 

10：リード 

11：予約。設定しないでください。 

15～12 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

11～8 PHYLANE すべて 0 － R/W PHY制御バスのレーンを指定します。 

ビット 0－3が、レーン 0－3に対応し、1がセットされているレーン

がアクセス対象となります。ライトの場合、複数ビットをセットし、

複数のレーンに同時に書き込みを行うことができます。リードの場

合、アクセス対象となるレーンにのみに 1をセットしてください。 

7～0 PHYADDR すべて 0 － R/W PHY制御バスのアドレスを指定します。 

リードまたはライトアクセスを行う、物理層レジスタのアドレスを指

定してください。 
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（3） 物理層データ入力レジスタ（PCIEPHYDINR） 

本レジスタにより、PHY制御バスを制御します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

PHYDIN

PHYDIN

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 PHYDIN すべて 0 － R/W PHY制御バスへのライトデータを指定します。 

 

（4） 物理層データ出力レジスタ（PCIEPHYDOUTR） 

本レジスタにより、PHY制御バスを制御します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

PHYDOUT

PHYDOUT

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 PHYDOUT すべて 0 － R PHY制御バスからのリードデータを示します。 
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（5） 物理層ステータスレジスタ（PCIEPHYSR） 

本レジスタは、物理層のステータスを示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ PHY 
RDY⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～1 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

0 PHYRDY 0 － R 物理層がレディ状態となっていることを示します。 

0：物理層はレディ状態ではない 

1：物理層はレディ状態 
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13.4.3 PCIEC転送制御レジスタ 

PCIEC転送制御レジスタは、ターゲット転送、PI/O転送などの PCI Express／SuperHywayバスをつなぐブリッ

ジ部の制御のためのレジスタです。 

これらのレジスタは、SuperHywayバスからアクセスすることができます。また、MSIFレジスタ（PCIEMSIFR）、

ローカル（SuperHyway）アドレスレジスタ 0-5（PCIELAR0-5）、ローカル（SuperHyway）アドレスマスクレジス

タ 0-5（PCIELAMR0-5）は PCI Express側からのターゲット転送によりアクセスすることができます。上記以外の

レジスタに PCIEC側からターゲット転送により本レジスタにアクセスした場合、PCIECはコンプリータアボート

としてエラー処理を行います。 
 

（1） 転送コントロールレジスタ（PCIETCTLR） 

本レジスタは、PCIECの転送制御を設定します。各種転送制御レジスタの設定を行った上、本レジスタの CFINIT

ビットを 1にセットし、PCIECの初期化を開始してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

CFINITCPL
TYPE

DL
DOWN

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000100000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/WRRRR/WRRRRRRRR/WR/WR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～14 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

13、12 － 0 － R/W リザーブビットです。0以外を書き込まないでください。 

11～5 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

4 CPLTYPE 0 － R/W ターゲット転送で PCI Express側より受信したリードリクエストに

対し、返信するコンプリージョンのタイプを指定します。 

0：長データ長のコンプリージョン 

1：短データ長のコンプリージョン（128バイトバウンダリ） 

本フィールドに 0を指定したとき、本デバイスはなるべく長いデータ

長のコンプリージョンを送信します。リードリクエストのデータ長が

MPSより大きい場合、MPSバウンダリでマルチプルコンプリージョ

ンを送信します。リードリクエストのデータ長が MPS以下である場

合、マルチプルコンプリージョンは送信しません。 

本フィールドに 1を指定したとき、128バイト以上、ＭPS未満のリ

ードリクエストに対して、128バイトバウンダリでコンプリージョン

を分割し、マルチプルコンプリージョンを返信します。 

3 DL_Down 1 － R データリンク層がダウンしていることを示します。 

リセット解除後は 1となり、接続先デバイスとの通信が確立されると

0となります。通信障害などにより、データリンク層での接続がダウ

ンすると 1となります。 

2、1 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

0 CFINIT 0 － R/W PCIEC内部レジスタ初期化終了を指示します。 

PCIECの以下のレジスタに適切な値をセットした後に、本フィール

ドを 1にセットしてください。 

PCIELAR0～5 

PCIELAMR0～5 

本ビットが 1のとき、上記のレジスタに値を書き込むことはできませ

ん。 

このビットをセットすることにより、PCI Expressの接続先とのリン

ク確立を開始します。 

0：初期化中 

1：初期化終了 
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（2） 転送ステータスレジスタ（PCIETSTR） 

本レジスタは、PCIECの転送状態を示します。PCIETCTLRレジスタにより初期化の起動後、本レジスタが転送

可能を示した後に、PCIECでの通信が可能になります。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

DLL 
ACT

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～1 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

0 DLLACT 0 － R Data Link Layerが Activeであることを示します。 

 

（3） 割り込みレジスタ（PCIEINTR） 

本レジスタは、本モジュールから INTCに発生する割り込みの状態を示します。詳細は、「13.5.11 INTCへの

割り込み」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

INT_RX_ 
VC0_ERR

INT_RX_ 
VCX_ERR

INT_RX_ 
ERP

INT_RX_ 
CTRL

INT_TX_ 
CTRL

INT_PCI
MES

INT_PCI
POWER

INT_PCI
CERR

INT_PCI
NFERR

INT_PCI
FERR

INT_PCI
SERR

INT_RX_VCX

INTTL INTDL INT 
MAC INTPM INT_RX_VC0 INT_TX_VC0

INT_TX_VCX⎯⎯⎯⎯

R/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

ビット：

初期値：

R/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CRRRRRRR/W1CR/W1CR/W1C R/W1CSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～27 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 と

してください。 

26 INT_RX_ERP 0 － R/W1C エラーパケット受信割り込みが発生したことを示します。 

25 INT_RX_CTRL 0 － R/W1C 受信制御割り込みが発生したことを示します。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

24 INT_TX_CTRL 0 － R/W1C 送信制御割り込みが発生したことを示します。 

23～21 INT_RX_VCX 000 － R VCX受信割り込みが発生したことを示します 

Bit[2]：Posted 受信 Full 

Bit[1]：Non-Posted受信 Full 

Bit[0]：CPL受信 Full 

20～18 INT_TX_VCX 000 － R VCX送信割り込みが発生したことを示します。 

Bit[2]：Posted 受信 Full 

Bit[1]：Non-Posted受信 Full 

Bit[0]：CPL受信 Full 

17 INT_RX_VCX_ERR 0 － R/W1C VCX のパケット受信時エラーによる割り込み発生を示しま

す。 

16 INT_RX_VC0_ERR 0 － R/W1C VC0のパケット受信時のエラー発生による割り込みが発生し

たことを示します。 

15 INTTL 0 － R/W1C TL割り込みが発生したことを示します。 

14 INTDL 0 － R/W1C DL割り込みが発生したことを示します。 

13 INTMAC 0 － R/W1C MAC割り込みが発生したこを示します。 

12 INTPM 0 － R/W1C PM割り込みが発生したことを示します。 

11～9 INT_RX_VC0 000 － R VC0受信割り込みが発生したことを示します。 

Bit[2]：Posted 受信 Full 

Bit[1]：Non-Posted受信 Full 

Bit[0]：CPL受信 Full 

8～6 INT_TX_VC0 000 － R VC0送信割り込みが発生したことを示します。 

Bit[2]：Posted 受信 Full 

Bit[1]：Non-Posted受信 Full 

Bit[0]：CPL受信 Full 

5 INT_PCIMES 0 － R/W1C PCIECが、メッセージを受信したこを示します。 

ただし、個々のメッセージに対する割り込み許可がされてい

ない場合には、本割り込みは発生しません。メッセージ受信

時には、ソフトウェアによりメッセージの処理を行ってくだ

さい。 

4 INT_PCIPOWER 0 － R/W1C パワーダウンシーケンスによる割り込みが発生したことを示

します。 

3 INT_PCICERR 0 － R/W1C Correctable Error による割り込みが発生したことを示しま

す。 

2 INT_PCINFERR 0 － R/W1C Nonfatal Errorによる割り込みが発生したことを示します。 

1 INT_PCIFERR 0 － R/W1C Fatal Errorによる割り込みが発生したことを示します。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

0 INT_PCISERR 0 － R/W1C システムエラーが発生したことを示します。 

システムエラー発生時には、ソフトウェアにより、関連する

レジスタをチェックし、エラー回復処理を行ってください。 

システムエラーの内容は、以下のとおりです。 

• CRS（Configuration Retry Status）を受信した。 

• データリンク層がダウンした。（dl_down） 

 

（4） 割り込み許可レジスタ（PCIEINTER） 

本レジスタにより、本モジュールから INTCに発生する割り込みの許可を指定します。詳細は、「13.5.11 INTC

への割り込み」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

INT_RX_ 
VC0_ERRE

INT_RX_ 
VCX_ERRE

INT_RX_ 
ERPE

INT_RX_ 
CTRLE

INT_TX_ 
CTRLE

INT_PCI
MESE

INT_PCI
POWERE

INT_PCI
CERRE

INT_PCI
NFERRE

INT_PCI
FERRE

INT_PCI
SERRE

INT_RX_VCXE

INT 
TLE

INT 
DLE

INT 
MACE

INT 
PME INT_RX_VC0E INT_TX_VC0EE

INT_TX_VCXE⎯⎯⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～27 － すべて 0 － R/W リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0と

してください。 

26 INT_RX_ERPE 0 － R/W エラーパケット受信割り込みの発生を許可します。 

25 INT_RX_CTRLE 0 － R/W 受信制御割り込みの発生を許可します。 

24 INT_TX_CTRLE 0 － R/W 送信制御割り込みの発生を許可します。 

23～21 INT_RX_VCXE 000 － R/W VCX受信割り込みの発生を許可します。 

Bit[2]：Posted 受信 Full 

Bit[1]：Non-Posted受信 Full 

Bit[0]：CPL受信 Full 

20～18 INT_TX_VCXE 000 － R/W VCX送信割り込みの発生を許可します。 

Bit[2]：Posted 受信 Full 

Bit[1]：Non-Posted受信 Full 

Bit[0]：CPL受信 Full 

17 INT_RX_VCX_ERRE 0 － R/W VCX のパケット受信時エラーによる割り込みの発生を許可

します。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

16 INT_RX_VC0_ERRE 0 － R/W VC0 のパケット受信時のエラー発生による割り込みの発生

を許可します。 

15 INTTLE 0 － R/W TL割り込みの発生を許可します。 

14 INTDLE 0 － R/W DL割り込みの発生を許可します。 

13 INTMACE 0 － R/W MAC割り込みの発生を許可します。 

12 INTPME 0 － R/W PM割り込みの発生を許可します。 

11～9 INT_RX_VC0E 000 － R/W VC0受信割り込みの発生を許可します。 

Bit[2]：Posted 受信 Full 

Bit[1]：Non-Posted受信 Full 

Bit[0]：CPL受信 Full 

8～6 INT_TX_VC0EE 000 － R/W VC0送信割り込みの発生を許可します。 

Bit[2]：Posted 受信 Full 

Bit[1]：Non-Posted受信 Full 

Bit[0]：CPL受信 Full 

5 INT_PCIMESE 0 － R/W PCIECが、メッセージ受信割り込みの発生を許可します。 

ただし、個々のメッセージに対する割り込み許可がされてい

ない場合には、本割り込みは発生しません。メッセージ受信

時には、ソフトウェアによりメッセージの処理を行ってくだ

さい。 

4 INT_PCIPOWERE 0 － R/W パワーダウンシーケンスによる割り込みの発生を許可しま

す。 

3 INT_PCICERRE 0 － R/W Correctable Errorによる割り込みの発生を許可します。 

2 INT_PCINFERRE 0 － R/W Nonfatal Errorによる割り込みの発生を許可します。 

1 INT_PCIFERRE 0 － R/W Fatal Errorによる割り込みの発生を許可します。 

0 INT_PCISERRE 0 － R/W システムエラーによる割り込みの発生を許可します。 
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（5） エラーヘッダ 0レジスタ（PCIEEH0R） 

本レジスタは、PCIECでのエラー発生時に、エラーの原因となったパケットのヘッダを示します。詳細は、

「13.5.13エラー処理」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

SH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

EH0

EH0

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 EH0 すべて 0 － R 受信した PCIパケットがエラーを引き起こした場合に、そのパケッ

トのヘッダ（DW0）を格納します。 

 

（6） エラーヘッダ 1レジスタ（PCIEEH1R） 

本レジスタは、PCIECeでのエラー発生時に、エラーの原因となったパケットのヘッダを示します。詳細は、

「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

SH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

EH1

EH1

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 EH1 すべて 0 － R 受信した PCIパケットがエラーを引き起こした場合に、そのパケッ

トのヘッダ（DW1）を格納します。 
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（7） エラーヘッダ 2レジスタ（PCIEEH2R） 

本レジスタは、PCIECでのエラー発生時に、エラーの原因となったパケットのヘッダを示します。詳細は、

「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

SH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

EH2

EH2

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 EH2 すべて 0 － R 受信した PCIパケットがエラーを引き起こした場合に、そのパケッ

トのヘッダ（DW2）を格納します。 

 

（8） エラーヘッダ 3レジスタ（PCIEEH3R） 

本レジスタは、PCIECでのエラー発生時に、エラーの原因となったパケットのヘッダを示します。詳細は、

「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

SH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

EH3

EH3

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 EH3 すべて 0 － R 受信した PCIパケットがエラーを引き起こした場合に、そのパケッ

トのヘッダ（DW3）を格納します。 
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（9） エラー要因レジスタ（PCIEERRFR） 

本レジスタは、PCIECでのエラー発生時に、エラーの原因となった要因を示します。詳細は、「13.5.13 エラ

ー処理」を参照してください。 
 

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

00000000000000 0

R/W1CRRRRRRRRRRRRRR R

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

Completer
Abort

Detected

161718192021222324252627282931 30

0

⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

PCI-R/W：

000000000000000

R/W1CR/W1CRRR/W1CR/W1CRRR/W1CRRRR/W1CRR R

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

UNEXPECTED
COMPLETION

SEND
CACPL

CPL
TIMEOUT

RECEIVE
CACPL

RECEIVE
UACPL

SEND
URCPL

01234567891011121315 14

0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

PCI-R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～17 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

16 Completer 

Abort Detected

0 － R/W1C コンプリータアボートを検出したことを示します。 

15～13 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

12 UNEXPECTED

COMPLETION

0 － R/W1C アンエクペクテッドコンプリージョンを受信したことを示しま

す。 

11～9 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

8 CPL 

TIMEOUT 

0 － R/W1C コンプリージョンタイムアウトが発生したことを示します。 

7、6 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

5 RECEIVE 

CACPL 

0 － R/W1C CA（Completer Abort）ステータスを持つコンプリージョンを受

信したことを示します。 

4 RECEIVE 

URCPL 

0 － R/W1C UR（Unsupported Request）ステータスを持つコンプリージョ

ンを受信したことを示します。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

3、2 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

1 SEND 

CACPL 

0 － R/W1C CA（Completer Abort）ステータスを持つコンプリージョンを送

信したことを示します。 

0 SEND 

URCPL 

0 － R/W1C UR（Unsupported Request）ステータスを持つコンプリージョ

ンを送信したことを示します。 

 

（10） エラー割り込みレジスタ（PCIEERRFER） 

本レジスタは、PCIECでのエラー発生時に、INT_PCISERR割り込みを発生させるかを、エラーの要因ごとに指

定します。詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 
 

000000000000000

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

Completer
Abort

DetectedE
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

0

161718192021222324252627282931 30

0

⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

PCI-R/W：

000000000000000

R/WR/WRRR/WR/WRRR/WRRRR/WRR R

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

UNEXPECTED
COMPLETIONE

SEND
CACPLE

CPL
TIMEOUTE

RECEIVE
CACPLE

RECEIVE
UACPLE

SEND
URCPLE

01234567891011121315 14

0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

PCI-R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～17 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

16 Completer Abort 

DetectedE 

0 － R/W コンプリータアボートを検出したことによる、INT_PCISERR割

り込みの発生を許可します。 

15～13 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

12 UNEXPECTED

COMPLETIONE

0 － R/W アンエクペクテッドコンプリージョンを受信したことによる、

INT_PCISERR割り込みの発生を許可します。 

11～9 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

8 CPL 

TIMEOUTE 

0 － R/W コンプリージョンタイムアウトが発生したことによる、

INT_PCISERR割り込みの発生を許可します。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

7、6 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

5 RECEIVE 

CACPLE 

0 － R/W CA（Completer Abort）ステータスを持つコンプリージョンを受

信したことによる、INT_PCISERR割り込みの発生を許可しま

す。 

4 RECEIVE 

URCPLE 

0 － R/W UR（Unsupported Request）ステータスを持つコンプリージョ

ンを受信したことによる、INT_PCISERR割り込みの発生を許可

します。 

3、2 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

1 SEND 

CACPLE 

0 － R/W CA（Completer Abort）ステータスを持つコンプリージョンを送

信したことによる、INT_PCISERR割り込みの発生を許可しま

す。 

0 SEND 

URCPLE 

0 － R/W UR（Unsupported Request）ステータスを持つコンプリージョ

ンを送信したことによる、INT_PCISERR割り込みの発生を許可

します。 

 

（11） エラー要因レジスタ 2（PCIEERRFR2） 

本レジスタは、PCIECのデータリンク層でのエラー発生時に、エラーの原因となった要因を示します。詳細は、

「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 
 

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR/W1C RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

Receiver
Error

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

000000000000000

RRRRRRRRRR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR R

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

Data Link
Layer

Protol Error

Replay
Number
Rollover

Replay
Timeout

BAD
TLP

BAD
DLLP

161718192021222324252627282931 30

⎯ ⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

PCI-R/W：

0

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31、30 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

29 Data Link 

Layer  

Protol Error 

0 － R/W1C Data Link Layer Protocl Errorの発生を示します。 

28 Replay 

Timeout 

0 － R/W1C Replay Timeoutの発生を示します。 

27 Replay 

Number 

Rollover 

0 － R/W1C Replay Number Rolloverの発生を示します。 

26 BAD 

TLP 

0 － R/W1C BAD TLPの検出を示します。 

25 BAD 

DLLP 

0 － R/W1C BAD DLLPの検出を示します。 

24～16 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

15 Receiver 

Error 

0 － R/W1C Receiver Errorの検出を示します。 

以下のエラーの検出を ReceiverError とみなし、本ビットにより

報告します。 

• 8b/10bエラー 

• ディスパリティエラー 

• エラスティックバッファオーバフロー 

• エラスティックバッファアンダフロー 

14～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  13-57 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（12） MSIレジスタ（PCIEMSIR） 

本レジスタは、MSI割り込みを発生させるために使用します。MSI割り込みは、エンドポイントで、かつ、ル

ートポートよりMSI割り込みの使用が許可されている場合に使用できます。詳細は、「13.5.10 MSI割り込み」

を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

MSIAST

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～5 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてくだ

さい。 

4～0 MSIAST 00000 － R/W MSI割り込みの発生を指示します。 

本フィールドは、Endpointで、かつ MSIが有効となっている場合のみ

有効です。MSICAP0[16].MSI Enableビットが 0のときには、本フィー

ルドは無効となります。 

本フィールドへの書き込みにより、MSICAP5.MESsage Pendingの該

当するビットに 1をセットします。その後、MSICAP4.MESsage Mask

の該当するビットが 0 になっている割り込みの中で、番号の小さい順

に順次 MSI割り込みを発生させます。 

本フィールドに書き込むことが許される要因番号の最大値は、

MSICAP0[22:20].Multiple MESage Enableにより、指定された要因数-1

となります。 

本フィールドからの読み出しは、常に 0となります。 

接続先デバイスとの通信が確立していないときには、本フィールドへ

の書き込みを行わないでください。 

 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

13-58  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

（13） MSIFレジスタ（PCIEMSIFR） 

本レジスタは、MSI割り込みの発生状況を示します。MSI割り込みは、ルートポートで、かつ、MSI割り込み

の使用を選択した場合に使用できます。詳細は、「13.5.10 MSI割り込み」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1C R/W1C

R/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1C

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/W1C

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

SH-R/W：

R/WPCI-R/W：

R/WPCI-R/W：

MSIF

MSIF

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 MSIF すべて 0 R/W* R/W1C MSI割り込みが発生したことを示します。 

本フィールドは、RootPortで、かつ MSIが有効となっている場合のみ

有効です。 

本フィールドへの PCI側からの書き込みは、MSI割り込みとして認識

し、書き込みデータの Bit[5:0]と Bit[12:8]とを足し合わせたビットに 1

を立てます。 

本フィールドへの PCI側からの読み出しは、通常のリードとして処理

されます。 

SuperHyway 側からの書き込みは、割り込みの解除として認識し、1

が書き込まれたビットを 0にクリアします。 

SuperHyway側からの読み出しは、通常のリードとして処理されます。 

【注】* 本フィールドへの PCI 側からのアクセスは、上記のような

MSI特有の方式により処理されます。 
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（14） パワーダウン制御レジスタ（PCIEPWRCTLR） 

本レジスタは、パワーダウンシーケンスの制御に使用します。詳細は、「13.5.12 パワーマネージメント」を

参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RCPL

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/WRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～1 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

0 RCPL 0 － R/W Powerdownシーケンスのため、ペンディングとなっているコンプリ

ージョンの送信を解除します。 

本ビットに 1を書き込みことにより、パワーダウンシーケンスのため

にペンディングとなっているコンプリージョンを送信します。 

読み出した値は常に 0です。 

詳細は、パワーダウンシーケンスに関する説明をご参照ください。 

 

（15） パケット結合制御レジスタ（PCIEPCCTLR） 

本レジスタは、PI/O転送でのパケット結合を制御します。詳細は、「13.5.5（8）パケット結合」を参照してく

ださい。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

STP 
CNCT

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/WRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～1 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

0 STPCNCT 0 － R/W PI/O転送でのパケット結合を停止します。 

PI/O転送でのパケット結合を停止する場合、本ビットに 1を書き込

んでください。本ビットに書き込むを行うことにより、それ以前に書

き込んだデータを PCIeパケットとして送信します。 

本ビットを読み出した場合、常に 0が読み出されます。 

 

（16） ローカル（SuperHyway）アドレスレジスタ 0～5（PCIELAR0～5） 

本レジスタは、ターゲット転送（PCIECから SuperHywayへの転送）時の、ローカルバス（SuperHyway）のア

ドレスを指定します。詳細は、「13.5.6 ターゲット転送（外部デバイス→PCIECへのデータ転送）」を参照し

てください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

LAR

LAR

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～8 LARn すべて 0 － R/W PCI->SuperHywayへのトランザクション転送時の、ローカル

（SuperHyway）アドレスを示します。 

PCI Expressの BARnが確保する空間へのアクセスを、SuperHyway空

間ヘ転送する際に、本フィールドをアドレスの上位ビットとして使用し

ます。下位ビットは PCI Expressパケットのアドレスの下位ビットを使

用し、上位／下位ビットの境界は LAMRnにより決定します。 

PCIETCTLR.CFINITCFINITが 1のとき、本フィールドへの書き込みは

できません。 

RootPortのとき、PEICLAR2～5の本ビットは無効となり、書き込みは

できません。 

7～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくださ

い。 
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（17） ローカル（SuperHyway）アドレスマスクレジスタ 0～5（PCIELAMR0～5） 

本レジスタは、ターゲット転送（PCIECから SuperHywayへの転送）時の、ローカルバス（SuperHyway）のア

ドレスのサイズを指定します。詳細は、「13.5.6 ターゲット転送（外部デバイス→PCIECへのデータ転送）」

を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

LARESPCSELLAMR

LAMR⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/WRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～29 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

28～8 LAMRn すべて 0 － R/W PCI->SuperHywayへのトランザクション転送時の、ローカルアドレス

（SuperHywayアドレス）のマスクを指定します。 

BARn が確保する PCI Expres の領域へアクセスするパケットを、

SuperHywayのトランザクションへ変換する際に、LARnを上位ビット

PCIパケット上のアドレスを下位ビットと使用しますが、LAMRnによ

りその境界を指定します。つまり、生成される SuperHyway 上のパケ

ットのアドレス addr[31:0]は、 

Addr[31:30]：LARn[31:30] 

Addr[29:20]：LAMRn[29:20]の対応するビットが 0なら LAR[29:20] 

LAMRn[29:20]の対応するビットが 1なら

PCI-Addr[29:20] 

Addr[19:0]：PCI-Addr[19:0] 

となります。 

また、PCIEC 空間上に確保する空間の広さも、本レジスタにより指定

します。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

28～8 LAMRn すべて 0 － R/W B'0 0000 0000 0000 0000 0000：256byte 

B'0 0000 0000 0000 0000 0001：512byte 

B'0 0000 0000 0000 0000 0011：1Kbyte 

B'0 0000 0000 0000 0000 0111：2Kbyte 

B'0 0000 0000 0000 0000 1111：4Kbyte 

B'0 0000 0000 0000 0001 1111：8Kbyte 

B'0 0000 0000 0000 0011 1111：16Kbyte 

B'0 0000 0000 0000 0111 1111：32Kbyte 

B'0 0000 0000 0000 1111 1111：64Kbyte 

B'0 0000 0000 0001 1111 1111：128Kbyte 

B'0 0000 0000 0011 1111 1111：256Kbyte 

B'0 0000 0000 0111 1111 1111：512Kbyte 

B'0 0000 0000 1111 1111 1111：1Mbyte 

B'0 0000 0001 1111 1111 1111：2Mbyte 

B'0 0000 0011 1111 1111 1111：4Mbyte 

B'0 0000 0111 1111 1111 1111：8Mbyte 

B'0 0000 1111 1111 1111 1111：16Mbyte 

B'0 0001 1111 1111 1111 1111：32Mbyte 

B'0 0011 1111 1111 1111 1111：64Mbyte 

B'0 0111 1111 1111 1111 1111：128Mbyte 

B'0 1111 1111 1111 1111 1111：256Mbyte 

B'1 1111 1111 1111 1111 1111：512Mbyte 

上記以外の設定はしないでください。 

PCIETCTLR.CFINITが 1 のとき、本フィールドへの書き込みはできま

せん。 

RootPortのとき、PCIELAMR2～5の本ビットは無効となり、書き込み

はできません。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

7～4 SPCSEL 

[3:0] 

0000 － R/W PCI->SuperHyway へのトランザクション転送のために確保する、PCI

側の空間の種類を指定します。 

Memory空間の確保： 

SPCSEL[  0]：0を指定してください。 

SPCSEL[2:1]：確保するメモリの種類を指定してください。 

00：32ビットアドレス空間にメモリを確保します。 

01：32ビットアドレス空間の 1MB以下の領域にメモリ空間を確保

します。 

10：64ビットアドレス空間にメモリを確保します。 

11：予約です。指定しないでください。 

SPCSEL[  3]：メモリのプリフェッチを指定してください。 

0：プリフェッチ不可のメモリを確保します。 

1：プリフェッチ可能なメモリを確保します。 

PCIELAMRnで 64ビットアドレスを使用する場合、PCIELAMRn+1は、

PCIELAMRnの上位アドレスとして使用されるため、独立な空間として

は使用できません。0としてください。 

I/O空間の確保： 

SPCSEL[3:0]：0001を指定してください。 

PCIETCTLR.CFINITCFINITが 1のとき、本フィールドへの書き込みは

できません。 

RootPortのとき、PCIELAMR2～5の本ビットは無効となり、書き込み

はできません。 

3～1 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

0 LARE 0 － R/W ローカルアドレスイネーブルを指定します。 

PCIELAMRn.LAREが 1のとき、PCIELARn/PCIELAMRnにより指定さ

れる領域でのトランザクションの転送が有効になります。  

LARn、LAMRnによるアドレス変換を有効にする場合は、1をセットし

てください。 

PCIETCTLR.CFINITCFINITが 1のとき、本フィールドへの書き込みは

できません。 

RootPort のとき、PCIELAMR2-5 の本ビットは無効となり、書き込み

はできません。 
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（18） PCIアドレス下位レジスタ 0～3（PCIEPALR0～3） 

本レジスタにより、PI/O転送（SuperHywayから PCIECへの転送）時の、PCIEC側のアドレスの下位 32ビット

を設定します。詳細は、「13.5.5 PI/O転送（PCIEC→外部デバイスへのデータ転送）」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

PAL ⎯

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～18 PAL すべて 0 － R/W PCIアドレス（下位）を指定します。 

17～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

 

（19） PCIアドレス上位レジスタ 0～3（PCIEPAHR0～3） 

本レジスタにより、PI/O転送（SuperHywayから PCIECへの転送）時の、PCIEC側のアドレスの上位 32ビット

を設定します。詳細は、「13.5.5 PI/O転送（PCIEC→外部デバイスへのデータ転送）」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

PAH

PAH

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 PAH すべて 0 － R/W PCIアドレス（上位）を指定します。 
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（20） PCIアドレスマスクレジスタ 0～3（PCIEPAMR0～3） 

本レジスタにより、PI/O転送（SuperHywayから PCIECへの転送）時の、PCIEC側のアドレスのサイズを設定

します。詳細は、「13.5.5 PI/O転送（PCIEC→外部デバイスへのデータ転送）」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

PAM ⎯⎯⎯

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：
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ビット ビット名 初期値 
PCI 

R/W 

SH 

R/W 
説   明 

31～29 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

28～18 PAM すべて 0 － R/W PCIアドレスのマスクを指定します。 

SuperHyway空間 nへアクセスするパケットを、PCI Expressのパケ

ットへ変換する際に、PCIEPALRnを上位ビット､SuperHywayパケッ

ト上のアドレスを下位ビットと使用しますが、PCIEPAMRnによりそ

の境界を指定します。つまり、生成される SuperHyway上のパケット

のアドレス addr[31:0]は、 

Addr[31:30]：PCIEPALRn[31:29] 

Addr[28:18]：PCIEPAMRn[28:18]の対応するビットが 0なら

PCIEPALRn[28:18] 

PCIEPAMRn[28:18]の対応するビットが 1なら

SuperHyway-Addr[28:18] 

Addr[17:0]：SuperHyway-Addr[17:0] 

となります。 

PCIアドレスの上位 32ビットは、PCIEPAHRnを使用します。 

本フィールドへの指定の結果、PCIEC 側のトランザクション転送先

の空間は以下の広さとなります。 

0 0000 0000 00：256Kバイト 

0 0000 0000 01：512Kバイト 

0 0000 0000 11：1Mバイト 

0 0000 0001 11：2Mバイト 

0 0000 0011 11：4Mバイト 

0 0000 0111 11：8Mバイト 

0 0000 1111 11：16Mバイト 

0 0001 1111 11：32Mバイト 

0 0011 1111 11：64Mバイト 

0 0111 1111 11：128Mバイト 

0 1111 1111 11：256Mバイト 

1 1111 1111 11：512Mバイト 

上記以外は設定しないでください。 

17～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 
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（21） PCI変換制御レジスタ 0～3（PCIEPTCTLR0～3） 

本レジスタにより、PI/O転送（SuperHywayから PCIECへの転送）時の、PCIEC側に発行するパケットの属性

を設定します。詳細は、「13.5.5 PI/O転送（PCIEC→外部デバイスへのデータ転送）」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000101000 0

ATTREPSPCLOCK

PARE TCCONNECT MAX PACKET SIZE ⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRR/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WRR/W R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WRRRRRR/WRRRR/WRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI

R/W

SH 

R/W 

説   明 

31 PARE 0 － R/W PARが有効であることを示します。 

30、29 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 
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ビット ビット名 初期値 PCI

R/W

SH 

R/W 

説   明 

28 CONNECT 0 － R/W PI/O転送の際に、パケットの結合を行うことを指定します。 

本ビットに 1をセットすることにより、連続したアドレスの PCI領

域への書き込みによる複数の PI/O 転送結合し、内部バスからのア

クセス長より長いデータ長を持つ PCIe パケットを生成します。パ

ケットを結合し、長いデータ長のパケットを生成することにより、

データ転送効率を向上します。 

パケットの結合は、以下の条件を満たしている場合に行われます。 

• パケットの結合が許可されている。 

本レジスタの CONNECTビットに 1がセットされている場合に、

パケットの結合を行います。 

ただし、PCIECのレーン間転送の場合、CONNECTビットの値に

よらずパケット結合を行います。 

• ライトアクセスである。 

リードリクエストに対するパケット結合は行いません。 

• アクセスサイズが 4Byte以上である。 

1/2バイトアクセスの場合、パケット結合は行いません。 

• メモリ空間へ発行するパケットである。 

I/O空間へのパケットは結合しません。 

• 同一の VCからのアクセスである。 

異なる VCからのリクエストの場合、結合は行いません。 

• 連続するリクエストのアドレスが連続している。 

次のリクエストのアドレスが、現リクエストのアドレス＋サイズ

となっている場合に、これらのパケットの結合を行います。 

• アドレスが、4Kbyte境界をまたがない。 

PCISIGの規格により、4Kbyte境界をまたぐパケットの生成は禁

止されています。 

• データが連続している。 

連続なデータ転送となるようなバイトイネーブルが設定されてい

る場合にのみパケットの結合を行います。不連続なデータとなる

バイトイネーブルがある場合、PCI Expressでは単一のパケット

での転送は行えません。 

• 結合後のパケットサイズが上限を超えていない。 

パケット結合の結果、データ長が MAX_PACKET_SIZEで指定さ

れる最大パケット長、または MPSを超えない場合に、パケット

の結合を行います。 
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ビット ビット名 初期値 PCI

R/W

SH 

R/W 

説   明 

27～24 MAX 

PACKET 

SIZE 

1010 - R/W PI/O転送のパケット結合での、最大パケットサイズを指定します。 

本ビットは、PCIEPTCTLR0-5[27].CONNECTビットに 1 がセット

され、パケットの結合が指示されている場合に有効です。 

0000：4Byte 

0001：8Byte 

0010：16Byte 

0011：32Byte 

0100：64Byte 

0101：128Byte 

0110：256Byte 

0111：512Byte 

1000：1024Byte 

1001：2048Byte 

1010：4096Byte 

マックスペイロードサイズ（MPS）より大きなパケット長を指定し

た場合、MPSが最大パケット長として扱われます。 

内部バスからのリクエストのデータ長が、指定された最大パケット

長よりも長い場合でも、単一のリクエストの分解は行わず、リクエ

ストにより指定されるデータ長でのパケット生成が行われます。 

PCIeレーン間転送の場合でも、本フィールドで指定するパケット長

がパケット長の上限となります。 

23 － 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

22～20 TC 000 － R/W 転送先の PCIeパケットのトラフィッククラス（TC）を指定します。 

19～13 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

12 LOCK 0 － R/W パケットのロックの有無を指定します。 

（End Pointは、ロックリクエストを発行することはできません） 

11～9 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

8 SPC 0 － R/W 転送先の空間を指定します。 

0：Memory 

1：I/O 

（End Pointは、I/O空間へリクエストを発行することはできません） 
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ビット ビット名 初期値 PCI

R/W

SH 

R/W 

説   明 

7～3 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

2 EP 0 － R/W 送信パケットの EPを指定します。 

本ビットを 1にすると、送信する PCIeパケットの Poisoned属性が

1となります。 

1、0 ATTR 0 － R/W 送信パケットの属性を指定します。 

本ビットにより、送信する PCIeパケットの ATTR属性を指定しま

す。属性の意味は下記のとおりです。 

ATTR[0]：No Snoop 

ATTR[1]：Relaxed Ordering 

ATTR[0]の No Snoopビットを 1とすることにより、転送先でのス

ヌープを抑止します。（転送先デバイスのコンフィグレーションレ

ジスタで、VCCAP4[15].ReJeCT SNoop Transactionsが 1となって

いる場合、本ビットを 1として送信しない限り、転送先デバイスで

Unsupported Requestとして処理されます）。 

ATTR[1]の Relaxed Orderingを 1とすることにより、転送先でのオ

ーダリングを緩和します。 
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13.4.4 PCIEC-DMAC制御レジスタ 

PCIEC-DMAC制御レジスタは、PCIECモジュールに内蔵される PCI Express／SuperHywayバス間の転送を行う

DMACを制御するレジスタです。 

これらのレジスタは、SuperHywayバスからのみアクセスできます。PCI Express側からターゲット転送により本

レジスタにアクセスした場合、PCIECはコンプリータアボートとしてエラー処理を行います。 
 

（1） PCI DMAC DMAオペレーションレジスタ（PCIEDMAOR） 

本レジスタにより、DMACの全体制御を行います。詳細は、「13.5.7 DMA転送」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

ABT

DMAE ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR/W R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/WRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 DMAE 0 － R/W DMAイネーブルを指定します。 

DMAC機能を使用する場合には、1をセットしてください。 

30～1 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

0 ABT 0 － R チャネル間のアービトレーション方式を指定します。 

0：CH0 > CH1 > CH2 > CH3 

1：ラウンドロビンモード 
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（2） PCI DMAC PCIアドレス下位レジスタ 0～3（PCIEDMPALR0～3） 

本レジスタにより、DMA転送の PCI側のアドレスの下位 32ビットを指定します。詳細は、「13.5.7 DMA転

送」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

PADRL

PADRL

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

ビット：

初期値：

RRSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～2 PADRL すべて 0 － R/W DMA 転送時の PCIアドレスの下位 32ビットを指定します。 

4バイト境界のみが指定可能であり、本フィールドには下位 2ビット

を除いた部分を指定します。 

1、0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

 

（3） PCI DMAC PCIアドレス上位レジスタ 0～3（PCIEDMPAHR0～3） 

本レジスタにより、DMA転送の PCI側のアドレスの上位 32ビットを指定します。詳細は、「13.5.7 DMA転

送」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

PADRH

PADRH

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 PADRH すべて 0 － R/W DMA転送時の PCIアドレスの上位 32ビットを指定します。 
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（4） PCI DMAC SuperHywayアドレス下位レジスタ 0～3（PCIEDMSALR0～3） 

本レジスタにより、DMA転送のローカルバス（SuperHyway）側のアドレスを指定します。詳細は、「13.5.7 

DMA転送」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

SADR

SADR

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

ビット：

初期値：

RRSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～2 SADR すべて 0 － R/W DMA転送時の SuperHywayアドレスを指定します。 

4バイト境界のみが指定可能であり、本フィールドには下位 2ビット

を除いた部分を指定します。 

1、0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

 

（5） PCI DMACバイトカウントレジスタ 0～3（PCIEDMBCNTR0～3） 

本レジスタにより、DMA転送のバイトカウントを指定します。詳細は、「13.5.7 DMA転送」を参照してく

ださい。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

BCNT

BCNT

⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

ビット：

初期値：

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～29 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

28～2 BCNT すべて 0 － R/W 転送バイトカウントを指定します。 

4の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4分の

1（下位 2ビットを除いた数字）を指定します。 

0を指定した場合は、229バイトを転送します。 

1～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

 

（6） PCI DMACストライドカウントレジスタ 0～3（PCIEDMSBCNTR0～3） 

本レジスタにより、DMA転送のストライドカウントを指定します。詳細は、「13.5.7 DMA転送」を参照し

てください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

SBCNT

SBCINI

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

ビット：

初期値：

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯

⎯

⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～18 SBCINI すべて 0 － R/W ストライドカウンタの初期値を指定します。 

ストライド・gather/scatter転送で一塊として転送されるデータ転送バ

イト数の初期値を設定します。 

4の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4分の

1（下位 2ビットを除いた数字）を指定します。 

17、16 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

15～2 SBCNT すべて 0 － R/W ストライドカウンタを指定します。 

ストライド・gather/scatter転送で一塊として転送されるデータ転送バ

イト数のカウンタとなります。データ転送中は、残りの転送バイト数

を示しています。 

BCNT≠0かつ SBCNT=0となったときは、SBINIの値をロードしてデ

ータ転送を継続します。 

4の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4分の

1（下位 2ビットを除いた数字）を指定します。 

1、0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

 

（7） PCI DMACストライドレジスタ 0～3（PCIEDMSTRR0～3） 

本レジスタにより、DMA転送のストライド幅を指定します。詳細は、「13.5.7 DMA転送」を参照してくだ

さい。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

PS

SS

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

ビット：

初期値：

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯

⎯

⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～18 SS すべて 0 － R/W SuperHywayアドレスのストライド幅を指定します。 

4の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4分の

1（下位 2ビットを除いた数字）を指定します。 

SuperHyway側でのストライドを行わない場合には、0をセットして

ください。 

17、16 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

15～2 PS すべて 0 － R/W PCIアドレスのストライド幅を指定します。 

4の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4分の

1（下位 2ビットを除いた数字）を指定します。 

PCI側でのストライドを行わない場合には、0をセットしてください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

1、0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

 

（8） PCI DMACコマンドチェーンアドレスレジスタ 0 ～3（PCIEDMCCAR0～3） 

本レジスタにより、DMA転送のコマンドチェーンのアドレスを指定します。詳細は、「13.5.7 DMA転送」

を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

CCA

CCA

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

RRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～5 CCA すべて 0 － R/W 次に実行するコマンドチェーンのアドレスを指定します。 

32 バイト境界のみが指定可能であり、本フィールドには下位 5 ビッ

トを除いた部分を指定します。 

4～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 
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（9） PCI DMACチャネルコントロールレジスタ 0～3（PCIEDMCHCR0～3） 

本レジスタにより、DMA転送のチャネルの制御を行います。詳細は、「13.5.7 DMA転送」を参照してくだ

さい。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

Burst-LengthBurstTC

CHE DIR CCRE PASRE SASRE ATTR ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRR/WR/WRRR/WR/WRRRR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WRRRRRR/WR/WR/WR/WRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 CHE 0 － R/W チャネルイネーブルを指定します。 

本ビットを 1 にセットすると該当するチャネルでのデータ転送を開

始します。ただし、転送終了（TE）や転送エラー（PE/SE）を示す

ビットが 1となっている間は転送を行いません。 

DMA転送中に本ビットを 0にクリアすると、転送を強制的に中止す

ることができます。転送中止後は、中止したチャネルのレジスタを

初期化し直してください。 

本ビットは転送終了や中断によって、0クリアされることはありませ

ん。 

0：データ転送を禁止 

1：データ転送を許可 

30 DIR 0 － R/W 転送方向を指定します。 

0：PCI -> SuperHyway 

1：SuperHyway -> PCI 

29 CCRE 0 － R/W コマンドチェーンイネーブルを指定します。 

本ビットがセットされた状態でデータ転送要求が発生したとき、

DCCAR に設定されたアドレスからコマンドを読み込んでデータ転

送を実施します。 

0：コマンドチェーンは無効です。 

1：コマンドチェーンは有効です。 

28～26 － すべて0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

25 PASRE 0 － R/W PCIアドレスストライドレジスタイネーブルを指定します。 

0：PCIEDMSTRR0～3.PSは無効です。 

1：PCIEDMSTRR0～3.PSは有効です。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

24 SASRE 0 － R/W SuperHywayアドレスストライドレジスタイネーブルを指定します。 

0：PCIEDMSTRR0～3.SSは無効です。 

1：PCIEDMSTRR0～3.SSは有効です。 

23、22 － すべて0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

21、20 ATTR 00 － R/W 送信パケットの属性を指定します。 

本ビットにより、送信するPCIeパケットのATTR属性を指定します。

属性の意味は下記のとおりです。 

ATTR[0]：No Snoop 

ATTR[1]：Relaxed Ordering 

ATTR[0]の No Snoopビットを 1とすることにより、転送先でのスヌ

ープを抑止します。EXPCAP2[11].Enable No Snoopビットが 0のと

きには、本ビットを 1としての転送を行うことはできず、DMA転送

はエラー終了します。 

転送先デバイスのコンフィグレーションレジスタで、

VCCAP4[15].ReJeCT SNoop Transactionsが 1となっている場合、

本ビットを 1として送信しない限り、転送先デバイスで Unsupported 

Requestとして処理されます。 

ATTR[1]の Relaxed Orderingを 1とすることにより、転送先でのオ

ーダリングを緩和します。EXPCAP2[4].Enable Relax Orderingビッ

トが 0のときには、本ビットを 1としての転送を行うことはできず、

DMA転送はエラー終了します。 

19～12 － すべて0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

11～9 TC 000 － R/W PCIへのトランザクションの、TC（Traffic Class）を指定します。 

8 Burst 0 － R/W DMA転送のバースト長の設定を有効にします。 

本ビットに 1をセットしたとき、本レジスタの Burst-Lengthフィー

ルドで指定されたサイズの転送を行った後にチャネルの切り替えを

行うよう、チャネル間のアービトレーションを行います。 

本ビットが 0の場合、選択されたチャネルの DMA転送が終了した後

にチャネルの切り替えを行います。 

7～3 － すべて0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

2～0 Burst-Length 000 － R/W DMA転送のバースト長を指定します。 

複数のチャネルを同時にイネーブルとした場合、本フィールドで指

定されたサイズの転送が完了した後に、チャネルの切り替えが発生

します。 

本ビットの設定は、Burstビットに 1が設定されている場合に有効で

す。 

H'0：32バイト 

H'1：64バイト 

H'2：128バイト 

H'3：256バイト 

H'4：512バイト 

H'5：1024バイト 

H'6：2048バイト 

H'7：4096バイト 

 

（10） PCI DMACチャネルステータスレジスタ 0～3（PCIEDMCHSR0～3） 

本レジスタは、DMA転送のチャネルの状態を示します。詳細は、「13.5.7 DMA転送」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TEIESEPE

PEE SEE ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRR/WRR/WRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/W1CRRR/WRRRRRR/W1CRR/W1CRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～28 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

27 PEE 0 － R/W PCI側での転送エラーよる割り込みイネーブルを指定します。 

0：割り込み発生を禁止します。 

1：割り込み発生を許可します。 

26 － 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

25 SEE 0 － R/W SuperHyway側での転送エラーによる割り込みイネーブルを指定しま

す。 

0：割り込み発生を禁止します。 

1：割り込み発生を許可します。 

24～12 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

11 PE 0 － R/W1C PCI側で転送エラーが発生したことを示します。 

本エラーの要因には、以下のものがあります。 

• コネクションが確立されていない状態で、DMA転送を起動した。 

• VCXが無効の状態で、VCXを用いた DMA転送を起動した。 

• VC0（X）にマッピングされていない TCを設定し DMA転送を起動

した。 

• Link-IPが Endpointかつ PCICONF1[2]バスマスタイネーブルがディ

アサートのときに DMA転送を起動した。 

• コンフィグレーションレジスタ中で許可されていないアトリビュー

ト指定を行い、DMA転送を起動した。 

10 － 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

9 SE 0 － R/W1C SuperHyway側で転送エラーが発生したことを示します。 

8～4 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

3 IE 0 － R/W インタラプトイネーブルを指定します。 

本ビットを 1 にセットした場合、TE ビットがセットされると、割り

込みを要求します。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 

2、1 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

0 TE 0 － R/W1C トランスファエンドフラグを示します。 

PCIEDMBCNTR0-3の値が 0になり、データ転送が終了すると、本ビ

ットは 1にセットされます。転送エラーによって転送が終了した場合、

あるいは PCIEDMCHCR.CHE ビットをクリアして転送を強制終了さ

せた場合には、本ビットは 1にセットされません。 

また、転送が正常に終了した場合でも、コマンドチェーンを使用して

（CCRE=1）、次の転送が指定されている場合のは、本ビットは 1に

セットされません。 

本ビットがセットされていると、PCIEDMCHCR.CHE ビットを 1 に

しても転送は行われません。 

0：データ転送中またはデータ転送の転送中断 

1：（PCIEDMBCNTR0～3＝0により）データ転送終了 
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13.4.5 コンフィグレーションレジスタ 

コンフィグレーションレジスタは、PCI-SIGにより規定されたコンフィグレーションレジスタを実装したもので

す。本モジュールに実装されているコンフィグレーションレジスタの概要については、「13.5.1（3）コンフィグ

レーションレジスタのサポート」および、「13.5.1（4）ケイパビリティストラクチャのサポート」を参照してく

ださい。 

これらのレジスタは、内部バス（SuperHyway）および PCI Express側からアクセスすることができます。PCI 

Express側からアクセスする場合、コンフィグレーションリード／ライトによりアクセスを行ってください。ター

ゲット転送でのメモリリード／ライト、I/Oリードライトにより本レジスタにアクセスすることはできません。ア

クセスした場合、PCIECはコンプリータアボートとしてエラー処理を行います。 
 

（1） PCIコンフィグレーションレジスタ 0 （PCIEPCICONF0） 

本レジスタは、PCI Expressで規定されている、Vendor-IDレジスタ、および Device-IDレジスタに対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000010000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

010010001001100 0

ビット：

初期値：

RSH-R/W：

PCI-R/W：

R

RRRRRRRRRRRRRRR

RRRRRRRRRRRRRRRR

PCI-R/W：

Device ID

Vendor ID

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～16 DEViceID H'0010 R R Device IDを示します。 

割り当てられたデバイス IDを示します。 

15～0 VenDorID H'1912 R R PCIデバイスベンダ IDを示します。H'1912は、ルネサス エレ

クトロニクスに割り当てられた IDです。 
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（2） PCIコンフィグレーションレジスタ 1（PCIEPCICONF1） 

本レジスタは、PCI Expressで規定されている、コマンドレジスタ、およびステータスレジスタに対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30
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ビット：
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R/WR/WR/WRRR

⎯⎯

R/WRR/WRR/W

⎯

RR

⎯

RR RPCI-R/W：

R

⎯

RRRRRRRR/W1CRRR/W1CR/W1CR/W1CR/W1C R/W1CPCI-R/W：

Detected
Parity
Error

Signaled
System
Error

Signaled
Target
Abort

Parity
Error

ReSponse

Memory
Space
Enable

Bus
Master
Enable

IO
Space
Enable

CAPaility
List

INTerrupt
Status

INTerrupt
DISable

SERR
Enable

Master
Data
Parity
Error

Received
Master
Abort

Received
Target
Abort

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 Detected 

Parity Error 

0 R/W1C R/W1C パリティエラーを検出したことを示します。 

Poisoned TLP（Requestまたは Completion）を受信した場合に、

1がセットされます。（PCICONF0[6].Parity Error Responseの

値によらず、1がセットされます。） 

30 Signaled 

System 

Error 

0 R/W1C R/W1C システムエラーを検出したことを示します。 

RootPort： 

PCICONF1[8].SERR Enable=1のときに、FATAL/NON_FATAL

エラーを検出した場合、 

または、PCICONF15[17].SERR Enable=1のときに、

FATAL/NON_FATALエラーメッセージを受信した場合に 1が

セットされます。 

EndPoint： 

PCICONF1[8].SERR Enable=1のときに、FATAL/NON_FATAL

エラーを検出し、ERR_FATAL/ERR_NONFATALメッセージ

を送信した場合に 1がセットされます。 

29 Received 

Master Abort 

0 R/W1C R/W1C マスター・アボートの受信を示します。 

Unsupported Request Completion Statusを持つコンプリージョ

ンを受信した際に 1がセットされます。 

28 Received 

Target Abort 

0 R/W1C R/W1C ターゲット・アボートの受信を示します。 

Completer Abort Completion Statusを持つコンプリージョンを受

信した際に 1がセットされます。 

27 Signaled 

Target Abort 

0 R/W1C R/W1C ターゲット・アボートの送信を示します。 

Completer Abort Completion Statusを持つコンプリージョンを送

信した際に 1がセットされます。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

26、25 DEVSEL 

Timing 

すべて 0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。PCI Expressには適用されません。 

24 Master Data 

Parity Error 

0 R/W1C R/W1C パリティエラーが発生したことを示します。 

PCICONF1[6].Parity Error Response が 1のときに、以下の動作

によりセットされます。 

1.リクエスタが Poisonedコンプリーションを受信した。 

2.リクエスタが Poisonedリクエストを送信した。 

PCICONF1[6].PERSが 0の場合、本ビットはセットされません。 

23 Fast Back to 

Back 

Transaction 

CAPable 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。PCI Expressには適用されません。 

22 Reserved 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

21 66Mhz 

CAPABLE 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。PCI Expressには適用されません。 

20 CAPaility 

List 

1 R R Extended Capability Listが、PCIコンパチブルコンフィグレーシ

ョン空間に存在することを示します。 

本モジュールは、Extended Capability Listを持っているため、本

フィールドは 1となります。 

19 INTerrupt 

Status 

0 R R INTxメッセージがペンディングとなっていることを示します。 

Endpointのとき、INTx割り込みを発生させた場合に 1がセット

され、INTx割り込みを解除すると 0にクリアされます。 

本ビットが 1 のときには、INTx 割り込みを発生させることはで

きません。 

また、本ビットが 1のときに、PCICONF1[10].INTerupt DISable

に 1をセットした場合、Deassert INTxメッセージが送信され、

本ビットは 0にクリアされます。 

18～11 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

10 INTerrupt 

DISable 

0 R/W R/W INTxメッセージの送信禁止を指定します。 

本ビットを 1 とすることにより、INTx メッセージの送信が禁止

されます。INTx エミュレーションにより、すでにアサートされ

ている INTx 割り込みがあった場合（PCICONF1[19].INTerrupt 

Status=1の場合）、本ビットを 1にした段階で Deassert INTxメ

ッセージが送信され、割り込みがディアサートされます。

（PCICONF1[19].INTerrupt Statusは、0にクリアされます。） 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

9 Fast Back to 

Back 

Transaction 

Enable 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。PCI Expressには適用されません。 

8 SERR 

Enable 

0 R/W R/W システムエラーの報告の許可を指定します。 

RootPort： 

本ビットが 1で、以下の信号が 1のとき、NonFatal/Fatalエラ

ー検出すると、該当する割り込みを発生させます。 

 EXPCAP7[2].System ERRor on Fatal Error ENable 

 EXPCAP7[1].System ERRor on Non Fatal Error ENable 

NonFatal/Fatalエラーは、RootPort内でのエラー検出と、

Endpointからのエラーメッセージの受信の両者により、検出し

ます。 

上記の割り込みの発生は、下記のレジスタへの 1セットによっ

ても指定できます。 

 EXPCAP2[2].Fatal Error RePorting Enable 

 EXPCAP2[1].Non Fatal Error RePorting Enable 

Endpoint： 

本ビットが 1のとき、NonFatal/Fatalエラー検出すると、H/W

が ERR_NONFATAL/ERR_FATALメッセージを送信します。 

上記メッセージは、下記のレジスタへの 1セットによっても送

信されます。 

 EXPCAP2[2].Fatal Error RePorting Enable 

 EXPCAP2[1].Non Fatal Error RePorting Enable 

7 IDSel 

Stepping/ 

Wait Cycle 

Control 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。PCI Expressには適用されません。 

6 Parity Error 

ReSponse 

0 R/W R/W パリティエラーのレスポンスを指定します。 

本ビットが 1のとき、以下の動作により、PCICONF1[24].Master 

Data Parity Errorビットをセットします。 

1.リクエスタが Poisonedコンプリーションを受信した。 

2.リクエスタが Poisonedリクエストを送信した。 

5 VGA Plate 

Snoop 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。PCI Expressには適用されません。 

4 Memory 

Write and 

Invalidate 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。PCI Expressには適用されません。 

3 SCE 0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。PCI Expressには適用されません。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

2 Bus Master 

Enable 

0 R/W R/W メモリ／I/Oリクエストの発行許可を指定します。 

Root Port： 

本ビットが 1のとき、メモリ／I/Oリクエストが受信できます。

0のときには、受信したリクエストを Unsupported Requesut

として扱います。 

Endpoint： 

本ビットが 1のとき、メモリ／I/Oリクエストが発行できます。

0のときには、発行できません。 

1 Memory 

Space 

Enable 

0 R/W R/W メモリ空間へのアクセス許可を指定します。 

本ビットが 0のとき、メモリ空間へのアクセスは、Unsupported 

Requesutとして処理されます。 

0 I/O Space 

Enable 

0 R/W R/W I/O空間へのアクセス許可を指定します。 

本ビットが 0 のとき、I/O 空間へのアクセスは、Unsupported 

Requesutとして処理されます。 

 

（3） PCIコンフィグレーションレジスタ 2（PCIEPCICONF2） 

本レジスタは、PCI Expressで規定されている、リビジョン IDレジスタ、およびクラスコードレジスタに対応し

ます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000001111111 1

Revision IDProg IF

Sub-Class CodeClass Code

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～24 Class Code H'FF R R Class Codeを示します。 

PCIEIDSETR1.Class Codeに設定した値が反映されます。 

23～16 Sub-Class 

Code 

H'00 R R Sub Class Code を示します。 

PCIEIDSETR1.Sub Class Code Setに設定した値が反映されます。 

15～8 Prog IF H'00 R R Prog IFを示します。 

PCIEIDSETR1.PROG IF Setに設定した値が反映されます。 

7～0 Revision ID H'00 R R PCIERevision IDを示します。 

PCIEIDSETR1.Revision ID Setに設定した値が反映されます。 
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（4） PCIコンフィグレーションレジスタ 3（PCIEPCICONF3） 

本レジスタは、PCI Expressで規定されている、キャッシュラインレジスタ、マスターレイテンシタイマレジス

タ、ヘッダータイプレジスタ、および BISTレジスタに対応します。 

本モジュールは、BISTレジスタには対応していません。また、PCI Expressでは意味を持たないマスターレイテ

ンシタイマレジスタ、およびキャッシュラインレジスタの機能をサポートしていません。 
 

Cache Line Size

HeaDer TYPEBiST completion CODE

MASter Latency Timer

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

161718192021222324252627282931 30

100000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

BiST
CAPable

Start
BiST

Single
Function/

Multi
Function

⎯⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 BiST 

CAPable 

0 R R BIST機能のサポート状況を示します。 

1：BIST機能あり。 

0：BIST機能なし。 

本モジュールは BISTをサポートしていません。 

30 Start BiST 0 R R BISTの起動を指示します。 

1：BIST実行中 

0：BIST終了 

本モジュールは BISTをサポートしていません。 

29、28 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0と

してください。 

27～24 BiST 

completion 

CODE 

H'0 R R BIST終了時のステータスコードを示します。 

H'1～H'F：故障が発見された。 

H'0：BISTはパスした。 

本モジュールは BISTをサポートしていません。 

23 Single 

Function / 

Multi 

Function 

0 R R 単機能デバイスか多機能デバイスを示します。 

1：Multi Function Device 

0：Single Function Device 

本モジュールは Single Functionのみをサポートしています。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

22～16 HeaDer 

TYPE 

RootPort:H'01 

Endpoint:H'00 

R R/W コンフィグレーションレジスタのレイアウトを指定します。 

H'00：Type00レイアウト 

H'01：Type01レイアウト 

H'02：Type02レイアウト（設定禁止） 

本フィールドは、初期化時に、モードピンの設定に応じてセ

ットされます。 

15～8 MASter 

Latency 

Timer 

H'00 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0と

してください。PCI Expressには適用されません。 

7～0 Cache 

Line 

Size 

H'00 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0と

してください。PCI Express機能には適用されません。 

 

（5） PCIコンフィグレーションレジスタ 4（PCIEPCICONF4） 

本レジスタは、PCI Expressで規定されている、ベースアドレスレジスタ 0に対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

⎯

ビット：

初期値：

⎯SH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

PCI-R/W：

BAR0

BAR0

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 BAR0 － R/W* R/W* Base Address Register 0の値を示します。 

RootPortの場合、コンフィグレーションサイクル中に、ソフトウェア

により値をセットしてください。 

Endpoint の場合、コンフィグレーションサイクル中に、RootPort か

らのコンフィグレーションリクエストにより、値がセットされます。 

【注】* CFINIT のセット時の PCILAMR2 の値により初期値／周辺

バスへの R/W属性が設定されます。 
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（6） PCIコンフィグレーションレジスタ 5（PCIEPCICONF5） 

本レジスタは、PCI Expressで規定されている、ベースアドレスレジスタ 1に対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

⎯

ビット：

初期値：

⎯SH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

PCI-R/W：

BAR1

BAR1

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 BAR1 － R/W* R/W* Base Address Register 1の値を示します。 

RootPortの場合、コンフィグレーションサイクル中に、ソフトウェア

により値をセットしてください。 

Endpoint の場合、コンフィグレーションサイクル中に、RootPort か

らのコンフィグレーションリクエストにより、値がセットされます。 

【注】* CFINIT のセット時の PCILAMR2 の値により初期値／周辺

バスへの R/W属性が設定されます。 
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（7） PCIコンフィグレーションレジスタ 6（PCIEPCICONF6） 

本レジスタは、エンドポイントとして使用する場合は、PCI Expressで規定されているベースアドレスレジスタ

2に、ルートポートとして使用する場合は、PCI Expressで規定されているプライマリバスナンバレジスタ、セカ

ンダリバスナンバレジスタ、サブオーディネートバスナンバレジスタ、およびセカンダリレイテンシタイマーレ

ジスタに対応します。 

本モジュールは、PCI Expressでは意味を持たない、セカンダリレイテンシタイマーレジスタの機能をサポート

していません。 

プライマリバスナンバレジスタ、セカンダリバスナンバレジスタ、サブオーディネートバスナンバレジスタへ

の値の設定は、ソフトウェアにより行ってください。 
 

• エンドポイントとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

⎯

ビット：

初期値：

⎯SH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

PCI-R/W：

BAR2

BAR2

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 BAR2 － R/W* R/W* Base Address Register 2の値を示します。 

コンフィグレーションサイクル中に、RootPortからのコンフィグレー

ションリクエストにより、値がセットされます。 

【注】* CFINIT のセット時の PCILAMR2 の値により初期値／周辺

バスへの R/W属性が設定されます。 
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• ルートポートとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

PRIMary BUS NUMberSECondary BUS NUMber

SUBordinate BUS NUMberSECondary LATency Timer

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

RRRRRRR

SH-R/W：

PCI-R/W：

RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～24 SECondary 

LATency 

Timer 

H'00 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。PCI Expressには適用されません。 

23～16 SUBordinate 

BUS 

NUMber 

H'00 R/W R/W ダウンストリームリンクに接続されているデバイスの最大バスナ

ンバを示します。 

15～8 SECondary 

BUS 

NUMber 

H'00 R/W R/W セカンダリ IFに直接 接続されているバスナンバを示します。 

7～0 PRIMary 

BUS 

NUMber 

H'00 R/W R/W プライマリ IFに直接 接続されているバスナンバを示します。 
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（8） PCIコンフィグレーションレジスタ 7（PCIEPCICONF7） 

本レジスタは、エンドポイントとして使用する場合は、PCI Expressで規定されているベースアドレスレジスタ

3に、ルートポートとして使用する場合は、PCI Expressで規定されている I/Oベースレジスタ、I/Oリミットレジ

スタ、およびセカンダリステータスレジスタに対応します。 

本モジュールは、I/Oベースレジスタ、I/Oリミットレジスタの機能をサポートしていません。 
 

• エンドポイントとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

⎯

ビット：

初期値：

⎯SH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

PCI-R/W：

BAR3

BAR3

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 BAR3 － R/W* R/W* Base Address Register 3の値を示します。 

コンフィグレーションサイクル中に、RootPortからのコンフィグレー

ションリクエストにより、値がセットされます。 

【注】* CFINIT のセット時の PCILAMR3 の値により初期値／周辺

バスへの R/W属性が設定されます。 
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• ルートポートとして使用する場合 

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RRRRRRRRR/W1CRRR/W1CR/W1CR/W1CR/W1C R/W1C

ビット：

初期値：

SH-R/W：

RRRRRRRRR/W1CRRR/W1CR/W1CR/W1CR/W1C R/W1CPCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
Detected

Parity
Error

Received
System
Error

Signaled
Target
Abort

Master
Data
Parity
Error

Received
Master
Abort

Received
Target
Abort

IOLiMiT TYPEIOLiMiT End Address IOBaSe End ADdress IOBaSe TYPE

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 Detected 

Parity Error 

0 R/W1C R/W1C リンク先で Parity Errorを検出したことを示します。 

Poisoned TLPを送信した場合に 1がセットされます。 

（PCICONF15[16].Parity Error Responseの値によらず、1がセッ

トされます。） 

30 Received 

System 

Error 

0 R/W1C R/W1C リンク先でシステムエラーを検出したことを示します。 

ERR_FATAL/ERR_NONFATAL メッセージを受信した場合に 1 が

セットされます。 

29 Received 

Master 

Abort 

0 R/W1C R/W1C リンク先でのマスター・アボートの受信を示します。 

Unsupported Request Completion Statusを持つコンプリージョン

を送信した際に 1がセットされます。 

28 Received 

Target 

Abort 

0 R/W1C R/W1C リンク先でのターゲット・アボートの受信を示します。 

Completer Abort Completion Statusを持つコンプリージョンを送信

した際に 1がセットされます。 

27 Signaled 

Target 

Abort 

0 R/W1C R/W1C リンク先でのターゲット・アボートの送信を示します。 

Completer Abort Completion Statusを持つコンプリージョンを受信

した際に 1がセットされます。 

26、25 DEVSEL 

Timing 

00 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。PCI Expressには適用されません。 

24 Master Data 

Parity Error 

0 R/W1C R/W1C PCICONF15[16].Parity Error Response=1のとき、以下の条件のう

ちどちらかを満たす場合セットされます。 

1. コンプリータが Poisoned 属性を持つコンプリーションを送信

した。 

2. コンプリータが Poisoned 属性を持つライトリクエストを受信

した。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

23 Fast Back 

to Back 

Transaction 

CAPable 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。PCI Expressには適用されません。 

22 Reserved 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

21 66Mhz 

CAPable 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。PCI Expressには適用されません。 

20～16 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

15～12 I/OLiMiT 

End 

Address 

H'0 R R プライマリへ転送する I/O トランザクションの上限アドレスのうち

Address[15：12]を指定します。 

（未サポート） 

11～8 I/OLiMiT 

TYPE 

H'0 R R プライマリへ転送する I/O トランザクションの上限アドレスデコー

ド形式を指定します。 

H'0：16ビット I/Oアドレス 

H'1：32ビット I/Oアドレス 

（未サポート） 

7～4 I/OBaSe 

End 

ADdress 

H'0 R R プライマリへ転送する I/O トランザクションのベースアドレスのう

ち Address[15：12]を指定します。 

（未サポート） 

3～0 I/OBaSe 

TYPE 

H'0 R R プライマリへ転送する I/O トランザクションのベースアドレスデコ

ード形式を指定します。 

H'0：16ビット I/Oアドレス 

H'1：32ビット I/Oアドレス 

（未サポート） 
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（9） PCIコンフィグレーションレジスタ 8（PCIEPCICONF8） 

本レジスタは、エンドポイントとして使用する場合は、PCI Expressで規定されているベースアドレスレジスタ

4に、ルートポートとして使用する場合は、PCI Expressで規定されているメモリベースレジスタ、およびメモリ

リミットレジスタに対応します。 

本モジュールは、メモリベースレジスタ、メモリリミットレジスタの機能をサポートしていません。 
 

• エンドポイントとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

⎯

ビット：

初期値：

⎯SH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

PCI-R/W：

BAR4

BAR4

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 BAR4 － R/W* R/W* Base Address Register 4の値を示します。 

コンフィグレーションサイクル中に、RootPort からのコンフィグレー

ションリクエストにより、値がセットされます。 

【注】* CFINITのセット時の PCILAMR4の値により初期値／周辺バ

スへの R/W属性が設定されます。 
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• ルートポートとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

MEMory BASE

MEMory LiMiT ⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

⎯

RPCI-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～20 MEMory 

LiMiT 

H'000 R R プライマリ IFとセカンダリ IF間を転送するメモリマップド I/Oの上

限アドレスを指定します。本フィールドは Address[31：20]に相当し

ます。 

（未サポート） 

19～16 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてく

ださい。 

15～4 MEMory 

BASE 

H'000 R R プライマリ IFとセカンダリ IF間を転送するメモリマップド I/Oのベ

ースアドレスを指定します。本フィールドは Address[31：20]に相当

します。 

（未サポート） 

3～0 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0 が読み出されます。書き込む値も常に 0 としてく

ださい。 
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（10） PCIコンフィグレーションレジスタ 9（PCIEPCICONF9） 

本レジスタは、エンドポイントとして使用する場合は、PCI Expressで規定されているベースアドレスレジスタ

5に、ルートポートとして使用する場合は、PCI Expressで規定されているプリフェッチャブルメモリベースレジ

スタ、およびプリフェッチャブルメモリリミットレジスタに対応します。 

本モジュールは、プリフェッチャブルメモリベースレジスタ、プリフェッチャブルメモリリミットレジスタの

機能をサポートしていません。 
 

• エンドポイントとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

⎯

ビット：

初期値：

⎯SH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

PCI-R/W：

BAR5

BAR5

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 BAR5 － R/W* R/W* Base Address Register 5の値を示します。 

コンフィグレーションサイクル中に、RootPort からのコンフィグレー

ションリクエストにより、値がセットされます。 

【注】* CFINITのセット時の PCILAMR5の値により初期値／周辺バ

スへの R/W属性が設定されます。 
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• ルートポートとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

Prefetchable MEMory BASE

PRefetchable MEMory LiMiT Prefetchable Memory
address decode TYPE

PPRefetchable Memory
BaSe TYPE

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～20 PRefetchable 

MEMory 

LiMiT 

H'000 R R プライマリ IFとセカンダリ IF間を転送するプリフェッチャブルメ

モリの上限アドレスを指定します。本フィールドは Address[31：

20]に相当します。 

（未サポート） 

19～16 Prefetchable 

Memory 

address 

decode TYPE

H'0 R R プライマリ IFとセカンダリ IF間を転送するプリフェッチャブルメ

モリの上限アドレスのデコード形式を指定します。 

H'0：32ビット アドレス 

H'1：64ビット アドレス 

（未サポート） 

15～4 PRefetchable

MEMory 

BASE 

H'000 R R プライマリ IFとセカンダリ IF間を転送するプリフェッチャブルメ

モリのベースアドレスを指定します。本フィールドは

Address[31：20]に相当します。 

（未サポート） 

3～0 PPRefetchable

Memory 

BaSe 

TYPE 

H'0 R R プライマリ IFとセカンダリ IF間を転送するプリフェッチャブルメ

モリのベースアドレスのデコード形式を指定します。 

H'0：32ビット アドレス 

H'1：64ビット アドレス 

（未サポート） 
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（11） PCIコンフィグレーションレジスタ 10 （PCIEPCICONF10） 

本レジスタは、エンドポイントとして使用する場合は、PCI Expressで規定されているカードバス CISポインタ

レジスタに、ルートポートとして使用する場合は、PCI Expressで規定されているプリフェッチャブルベースレジ

スタ（上位 32ビット）に対応します。 

本モジュールは、カードバス CISポインタレジスタ、プリフェッチャブルベースレジスタの機能をサポートし

ていません。 
 

• エンドポイントとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

Card Bus CisPointer

Card Bus CisPointer

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W

SH 

R/W 

説   明 

31～0 Card 

Bus 

CisPointer 

H'00000000 R R Card Bus CIS Pointerの値を示します。 

CISSETRの値が設定されます。 

本デバイスは、カードバスに対応していません。 

（未サポート） 
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• ルートポートとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

Prefetchable memory BaSe UPper32

Prefetchable memory BaSe UPper32

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W

SH 

R/W 

説   明 

31～0 PRefetchable

memory 

BaSe 

UPper32 

H'00000000 R R プライマリ IFとセカンダリ IF間を転送するプリフェッチャブルメ

モリの上限アドレスを指定します。本フィールドは Address[63：

32]に相当します。 

PCICONF9. PMBSTYPE=1h（64ビットアドレスデコード形式）

のとき本フィールドは有効です。 

（未サポート） 
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（12） PCIコンフィグレーションレジスタ 11（PCIEPCICONF11） 

本レジスタは、エンドポイントとして使用する場合は、PCI Expressで規定されているサブシステム IDレジスタ

に、ルートポートとして使用する場合は、PCI Expressで規定されているプリフェッチャブルリミットレジスタ（上

位 32ビット）に対応します。 

本モジュールは、プリフェッチャブルリミットレジスタの機能をサポートしていません。 
 

• エンドポイントとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

Sub System VenDor ID

Sub System ID

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～16 Sub 

System 

ID 

H'00000000 R R SubSystem IDを示します。 

PCIEIDSETR2.SSIDSetの値が設定されます。 

15～0 Sub 

System 

VenDor 

ID 

H'00000000 R R SubSystem Vendor IDを示します。 

PCIEIDSETR2.SSVIDSの値が設定されます。 
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• ルートポートとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

Prefetchable memory LiMit UPper32

Prefetchable memory LiMit UPper32

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W

SH* 

R/W 

説   明 

31～0 PRefetchable

memory 

LiMit 

UPper32 

H'00000000 R R プライマリ IF とセカンダリ IF 間を転送するプリフェッチャブル

メモリのベースを指定します。本フィールドは Address[63：32]

に相当します。 

PCICONF9. PMLMTTYPE =1h（64ビットアドレスデコード形式）

のとき本フィールドは有効です。 

（未サポート） 
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（13） PCIコンフィグレーションレジスタ 12 （PCIEPCICONF12） 

本レジスタは、エンドポイントとして使用する場合は、PCI Expressで規定されているサブシステムベンダ IDレ

ジスタに、ルートポートとして使用する場合は、PCI Expressで規定されている I/Oベースレジスタ（上位 16ビッ

ト）、および I/Oリミットレジスタ（下位 16ビット）に対応します。 

本モジュールは、I/Oベースレジスタ、および I/Oリミットレジスタの機能をサポートしていません。 
 

• エンドポイントとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

Expansion ROM BAR

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRRRPCI-R/W：

Expansion ROM BAR

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

Expansion 
ROM 

Enable

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～11 Expansion 

ROM 

BAR 

H'000000 R R Expansion ROM Base Adress Registerの値を示します。 

EROMSETR 値により初期値／周辺バスへの R/W が設定され

ます。 

本デバイスは、拡張 ROMに対応していません。（未対応） 

10～1 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

0 Expansion 

ROM 

Enable 

0 R R Expansion ROMへのアクセス許可を示します。 

本デバイスは、拡張 ROMに対応していません。（未対応） 
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• ルートポートとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

IO BaSe Upper Address

IOLiMiT UPper Address

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～16 IOLiMiT 

UPper 

ADdress 

H'0000 R R プライマリへ転送する I/O トランザクションの上限アドレスのうち

Address[31：16]を指定します。 

PCICONF7. I/OLMTTYPE=1（32 ビットアドレスデコード）のとき

本フィールドは有効です。 

（未サポート） 

15～0 IO BaSe 

Upper 

Address 

H'0000 R R プライマリへ転送する I/O トランザクションのベースアドレスのう

ち Address[31：16]を指定します。 

PCICONF7. I/OBSTYPE=1（32ビットアドレスデコード）のときに、

本機能は有効になります。 

（未サポート） 

 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  13-105 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（14） PCIコンフィグレーションレジスタ 13（PCIEPCICONF13） 

本レジスタは、PCI Expressで規定されているケイパビリティポインタレジスタに対応します。 
 

• エンドポイントとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

CAPabilities Pointer

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

RRRRRRRRRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000100000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR RSH-R/W：

RPCI-R/W：

RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～8 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

7～0 CAPabilities 

Pointer 

H'40 R R/W 拡張 Capability Listへのポインタです。 

本 IPは拡張 Capability Listを持ち、PCI PM Capabilityのポインタ

H'40を示します。 

 

• ルートポートとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

CAPabilities Pointer

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

RRRRRRRRRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000100000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR RSH-R/W：

RPCI-R/W：

RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～8 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

7～0 CAPabilities 

Pointer 

H'40 R R/W 拡張 Capability Listへのポインタです。 

本 IPは拡張 Capability Listを持ち、PCI PM Capabilityのポインタ

H'40を示します。 
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（15） PCIコンフィグレーションレジスタ 14（PCIEPCICONF14） 

本レジスタは、ルートポートとして使用する場合は、PCI Expressで規定されている拡張 ROMベースアドレス

レジスタに対応します。 

本モジュールは、拡張 ROMベースアドレスレジスタの機能をサポートしていません。 
 

• エンドポイントとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

⎯

RPCI-R/W：

RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 
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• ルートポートとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

Expansion ROM BAR

Expansion ROM BAR

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

RPCI-R/W：

Expansion 
ROM 

Enable

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～11 Expansion 

ROM 

BAR 

H'000000 R R Expansion ROM Base Adress Registerの値を示します。 

EROMSETR値により初期値／周辺バスへの R/Wが設定されます。 

本デバイスは、拡張 ROMに対応していません。（未対応） 

10～1 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

0 Expansion 

ROM 

Enable 

0 R R Expansion ROMへのアクセス許可を示します。 

本デバイスは、拡張 ROMに対応していません。（未対応） 
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（16） PCIコンフィグレーションレジスタ 15（PCIEPCICONF15） 

本レジスタは、エンドポイントとして使用する場合は、PCI Expressで規定されているインタラプトラインレジ

スタ、インタラプトピンレジスタ、最小グラントレジスタ、および最大レイテンシレジスタに、ルートポートと

して使用する場合は、PCI Expressで規定されているインタラプトラインレジスタ、インタラプトピンレジスタ、

最小グラントレジスタ、最大レイテンシレジスタ、およびブリッジコントロールレジスタに対応します。 

本モジュールは、PCI Expressでは意味を持たない、最小グラントレジスタ、および最大レイテンシレジスタの

機能をサポートしていません。 
 

• エンドポイントとして使用する場合 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

INTerrupt LINEINTerrupt PIN

MINGNTMAX LAT

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

111111110000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRRRRRRRRRRRR

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～24 MAX 

LAT 

H'00 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。PCI Expressには適用されません。 

23～16 MINGNT H'00 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。PCI Expressには適用されません。 

15～8 INTerrupt 

PIN 

H'00 R R/W 使用する INTxの種類を指定します。 

本モジュールから INTx割り込み出力する場合、本レジスタで指定さ

れる割り込みが使用されます。 

H'00：PCI割り込み端子を使用しない 

H'01：INTAを使用する 

H'02：INTBを使用する 

H'03：INTCを使用する 

H'04：INTDを使用する 

H'05～H'FF：リザーブ（設定禁止） 

7～0 INTerrupt 

LINE 

H'FF R/W R/W INTx割り込みの割り込み経路を指定します。 

H'00～H'FE：INTx割り込みを INTCに通知します。 

H'FF：INTx割り込みを INTCに通知しません。 

Endpointの場合には、本フィールドは意味を持ちません。 
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• ルートポートとして使用する場合 

INTerrupt LINEINTerrupt PIN

01234567891011121315 14

111111110000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯ ⎯⎯⎯

R/WR/WRRRRR/WRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

R/WR/WRRRRR/WRRRRRRRR RPCI-R/W：

Discard 
Timer 

STATUS

SECondary 
Discard 
Timer

Primary 
Discard 
Timer

SECondary 
Bus 

ReSeT

Master 
Abort 
MoDe

VGA 
16bit 

DECode

Parity 
Error 

ReSponse

ISA 
Enable

SERR 
Enable

VGA
Enable

Discard 
Timer 
SERR 
Enable

Fast Back 
to Back 

Transaction 
CAPable 

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～28 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。 

27 Discard 

Timer 

SERR 

Enable 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。PCI Expressには適用されません。 

26 Discard 

Timer 

STATUS 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。PCI Expressには適用されません。 

25 SECondary 

Discard 

Timer 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。PCI Expressには適用されません。 

24 Primary 

Discard 

Timer 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。PCI Expressには適用されません。 

23 Fast Back 

to Back 

Transaction 

CAPable 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。PCI Expressには適用されません。 

22 SECondary 

Bus 

ReSeT 

0 R/W R/W セカンダリ IFをリセットします。 

1がセットされた場合、LTSSMへ HotReset状態に遷移します。 

クリアされた場合、LTSSMの HotReset状態を解除します。 

21 Master 

ABort 

MoDe 

0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくだ

さい。PCI Expressには適用されません。 

20 VGA 

16bit 

DECode 

0 R R VGA I/Oデコードを許可します。 

（未サポート） 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

19 VGA 

Enable 

0 R R VGAアドレス変換をイネーブルします。 

（未サポート） 

18 ISA 

Enable 

0 R R ISA I/Oアドレス変換をイネーブルします。 

（未サポート） 

17 SERR 

Enable 

0 R/W R/W プライマリ IFへの ERR_FATAL/ERR_NONFATAL/ERR_CORメッセ

ージの転送を許可します。 

1：エラーメッセージの転送を許可します。 

0：エラーメッセージの転送を許可しません。 

本ビットが 0の場合、Endpointからの

ERR_FATAL/ERR_NONFATAL/ERR_CORメッセージによるエラー通

知を、RootPort側で処理しません。 

16 Parity Error 

ReSponse 

0 R/W R/W パリティエラーのレスポンスを指定します。 

本ビットが 1のとき、以下の動作により、PCICONF7[24].Master Data 

Parity Errorビットをセットします。 

1. コンプリータが Poisoned属性を持つコンプリーションを送信し

た。 

2. コンプリータが Poisoned属性を持つライトリクエストを受信し

た。 

15～8 INTerrupt 

PIN 

H'00 R R/W 使用する INTxの種類を指定します。 

H'00：PCI割り込み端子を使用しない 

H'01：INTAを使用する 

H'02：INTBを使用する 

H'03：INTCを使用する 

H'04：INTDを使用する 

H'05～H'FF：リザーブ（設定禁止） 

RootPort時には、INTx割り込みを発生させることはできません。H'00

を指定してください。 

7～0 INTerrupt 

LINE 

H'FF R/W R/W INTx割り込みの割り込み経路を指定します。 

H'00～H'FE：INTx割り込みを INTCに通知します。 

H'FF：INTx割り込みを INTCに通知しません。 

RootPort時には、H'FF以外の値を指定することにより、INTx割り込み

の INTCへの通知を許可します。 
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（17） PCIパワーマネージメントケイパビリティレジスタ 0（PCIEPMCAP0） 

本レジスタは、パワーマネージメントケイパビリティストラクチャの、パワーマネージメントケイパビリティ

レジスタに対応します。 
 

CAPability ID

AUX CURrent PCI PM VERsion

NEXT CAPability Pointer

01234567891011121315 14

100000000000100 1

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

161718192021222324252627282931 30

110000000000000 0

R/WR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

PME 
SuPport 
D3COLD

PME 
SuPport 
D3HOT

PME 
SuPport 

D2

PME 
SuPport 

D1

PME 
SuPport 

D0

Device 
Specific 
Initialization

PME 
Clock

D2 
SuPport

D1 
SuPport

⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 PME 

SuPport 

D3COLD 

0 R R/W D3Cold状態で PME生成のサポート状態を示します。 

1：D3Cold時 PME生成サポートする。 

0：D3Cold時 PME生成サポートしない。 

Root Port： 

 初期化時に 1を設定してください。 

EndPoint： 

 初期化時にデバイス機能を設定してください。 

30 PME 

SuPport 

D3HOT 

0 R R/W D3HOT状態で PME生成のサポート状態を示します。 

1：D3Hot時 PME生成サポートする。 

0：D3Hot時 PME生成サポートしない。 

Root Port： 

 初期化時に 1を設定してください。 

EndPoint： 

 初期化時にデバイス機能を設定してください。 

29 PME 

SuPport 

D2 

0 R R/W D2状態で PME生成のサポート状態を示します。 

1：D2時 PME生成サポートする。 

0：D2時 PME生成サポートしない。 

初期化時にデバイス機能を設定してください。 

28 PME 

SuPport 

D1 

0 R R/W D1状態で PME生成サポート状態を示します。 

1：D1時 PME生成サポートする。 

0：D1時 PME生成サポートしない。 

初期化時にデバイス機能を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

27 PME 

SuPport 

D0 

0 R R/W D0状態で PME生成サポート状態を示します。 

1：D0時 PME生成サポートする。 

0：D0時 PME生成サポートしない。 

初期化時にデバイス機能を設定してください。 

26 D2 

SuPport 

0 R R/W D2パワーマネジメントステートのサポート状態を示します。 

1：D2ステートサポートする。 

0：D2ステートサポートしない。 

初期化時にデバイス機能を設定してください。 

25 D1 

SuPport 

0 R R/W D1パワーマネジメントステートのサポート状態を示します。 

1：D1ステートサポートする。 

0：D1ステートサポートしない。 

初期化時にデバイス機能を設定してください。 

24～22 AUX 

CURrent 

000 R R/W 3.3V補助電源の電流値を示します。 

初期化時に設定してください。 

111：375mA 

110：320mA 

101：270mA 

100：220mA 

011：160mA 

010：100mA 

001：55mA 

000：0mA（補助電源なし） 

21 Device 

Specific 

Initialization 

0 R R/W D0 初期化後にデバイス固有初期化シーケンスの必要を示しま

す。 

1：デバイス固有初期化シーケンスを必要とする。 

0：デバイス固有初期化シーケンスを必要としない。 

初期化時に設定してください。 

20 Reserved 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

19 PME 

Clock 

0 R R 0固定値です。PCI Expressには適用されません。 

18～16 PCI 

PM 

VERsion 

H'3 R R/W 対応している PCI PM Interface Specのバージョンを示します。

本デバイスは PCI PM Interface Spec Ver1.2に対応しています。 

15～8 NEXT 

CAPability 

Pointer 

H'50 R R/W 拡張 Capability Listへのポインタです。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

7～0 CAPability 

ID 

H'01 R R/W Capability Listの IDです。 

Power Management Capability（H'01）を示しています。 

 

（18） PCIパワーマネージメントケイパビリティレジスタ 1（PCIEPMCAP1） 

本レジスタは、パワーマネージメントケイパビリティストラクチャの、パワーマネージメントステータス／コ

マンドレジスタに対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯

⎯

⎯

RRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

ビット：

初期値：

R/WR/WRR/WRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

R/WR/WRRRR

⎯

⎯⎯

⎯⎯

RRR/WR/WR/WR/WR/WRR/W1C RPCI-R/W：

R

⎯

RRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

NO 
Soft 

ReSet

B2B3 
SuPportDATA

DaTa SELectDaTa SCALE PoWer STATEPME 
Status

PME 
Enable

Bus Power 
Clock 

Control 
Enable

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～24 DATA H'00 R R/W PMCAP1.DTSELで選択された値を示します。 

PMCAP1.DTSELが更新した場合、指定された値をライトしてくだ

さい。 

23 Bus 

Power 

Clock 

Control 

Enable 

0 R R/W PCIバスパワー／クロック 制御機能を許可します。 

1：PCIバスパワー／クロック制御機能をイネーブルします。 

0：PCIバスパワー／クロック制御機能をイネーブルしません。 

初期化時にデバイス機能を設定してください。 

22 B2B3 

SuPport 

0 R R/W D3Hot状態でのバスステートを示します。 

PMCAP1.BPCC_EN=1のとき 本フィールドは有効です。 

1：D3Hot状態時 セカンダリ IFのクロックは止まります。（B2） 

0：D3Hot状態時 セカンダリ IFのクロックはとまりません。

（B3） 

初期化時にデバイス機能を設定してください。 

21～16 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

15 PME 

Status 

0 R/W1C R/W PMEをサポートしている場合 本フィールドは有効です。 

PME生成状態を示します。 

1：PMEメッセージを送信しています。 

0：PMEメッセージを送信していません。 

PMEメッセージ送信時に 1セットしてください。 

本フィールドに 1 ライトするコンフィグレーションライトリクエ

ストを受信した場合、0クリアしてください。 

【注】D3Cold状態で PME生成を許可している場合、本フィール

ドは RW1CSとなります。 

14、13 DaTa 

SCALE 

00 R R/W PMCAP1.DTSEL で選択された値を PMCAP1.DATA に示すときの

スケールを示します。PMCAP1.DTSELが更新した場合、指定され

た値をライトしてください。 

12～9 DaTa 

SELect 

H'0 R/W R/W PMCAP1.DATA、PMCAP1.SCALEに示す値、単位を指定します。 

本フィールドに対するコンフィグレーションライトリクエストを

受信した場合、値を更新してください。 

8 PME 

Enable 

0 R/W R/W PMEメッセージの送信を許可します。 

1：PMEメッセージ送信可。 

0：PMEメッセージ送信不可。 

デバイスが PMEメッセージ送信機能をサポートしている場合、 

本フィールドに対するコンフィグレーションライトリクエストの

受信により、値を更新してください。 

デバイスが PMEメッセージ送信機能をサポートしていない場合、 

常に 0値を設定してください。 

【注】D3Cold状態で PME生成を許可している場合、本フィール

ドは RWSとなります。 

7～4 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

3 NO 

Soft 

ReSet 

0 R R/W デバイスが D3Hot から D0 に遷移するときに内部リセットを行う

かを示します。 

1：D3Hotから D0に遷移するときに、内部リセットを行わない。 

0：D3Hotから D0に遷移するときに、内部リセットを行う。 

初期化時にデバイス機能を設定してください。 

2 Reserved 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

1、0 PoWer 

STATE 

00 R/W R/W パワーステートを指示します。 

00：D0 

01：D1 

10：D2 

11：D3Hot 

コンフィグレーションライトリクエストにより、本フィールドの値

が更新されると、INT_PCIPOWER割り込みが発生します。割り込

み検出後に、ソフトウェアにより規定されたパワーダウンシーケン

スを実行してください。 
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（19） MSIケイパビリティレジスタ 0（PCIEMSICAP0） 

本レジスタは、MSIケイパビリティストラクチャを構成するレジスタです。詳細は、「13.5.10 MSI割り込み」

を参照してください。 
 

CAPability IDNEXT CAPability Pointer

01234567891011121315 14

101000000000110 1

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000011000000 0

⎯ ⎯⎯ ⎯ ⎯⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

R/WRRRR/WR/WR/WRRRRRRRR RPCI-R/W：

Per 
Vector 

MasKing

64bit 
ADdress 
CAPable

Multiple MESsage Enable Multiple MESsage CAPable MSI 
Enable

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～25 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

24 Per 

Vector 

MasKing 

1 R R/W Per Vector Masking機能サポートの有無を指定します。 

1：Per Vector Masking機能をサポートします。 

0：Per Vector Masking機能をサポートしません。 

本モジュールは Per Vector Masking機能をサポートします。 

23 64bit 

ADdress 

CAPable 

1 R R/W 64ビットアドレスメッセージの送信機能の有無を指定します。 

1：64ビットアドレスメッセージ送信可能。 

0：64ビットアドレスメッセージ送信不可。 

本モジュールは 64ビットアドレスメッセージを送信可能です。 

22～20 Multiple 

MESsage 

Enable 

000 R/W R/W 送信可能な割り込みベクタ数を示します。 

000：1ベクタ割り当て 

001：2ベクタ割り当て 

010：4ベクタ割り当て 

011：8ベクタ割り当て 

100：16ベクタ割り当て 

101：32ベクタ割り当て 

110：Reserved 

111：Reserved 

コンフィグレーションサイクル時に、本モジュールに割り当てら

れるベクタ数が決定され、本フィールドに書き込まれます。割り

当てられるべく多数は、最大で MSICAP0[19:17].Multiple Message 

Capableで要求したベクタ数、最小で 1となります。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

19～17 Multiple 

MESsage 

CAPable 

000 R R/W デバイスの送信可能な割り込みベクタ数を指定します。 

000：1ベクタ割り当て 

001：2ベクタ割り当て 

010：4ベクタ割り当て 

011：8ベクタ割り当て 

100：16ベクタ割り当て 

101：32ベクタ割り当て 

110：Reserved 

111：Reserved 

初期化時に、使用を希望する割り込みの本数を設定してください。

コンフィグレーションサイクル中にこのレジスタが読み出され、

本モジュールに割り当てられるベクタ数が決定され、

MSICAP0[22:20].Multiple Message Enalbeフィールドに書き込ま

れます。 

16 MSI 

Enable 

0 R/W R/W MSI機能の許可を示します。 

1：MSI機能をイネーブルする。 

0：MSI機能をイネーブルしない。 

本ビットが 0のとき、MSIは無効です。INTx割り込みを使用して

ください。 

本ビットが 1のとき、MSIが有効です。INTx割り込みは使用不可

となります。 

本ビットは、コンフィグレーションサイクル時に値が設定されま

す。それ以外のソフトウェアは、値を変更しないでください。 

15～8 NEXT 

CAPability 

Pointer 

H'70 R R/W 拡張 Capability Listへのポインタです。 

PCI Express Capabilityのポインタ H'70を示します。 

7～0 CAPability 

ID 

H'05 R R/W Capability Listの IDです。 

MSI Capability の ID（H'05）を示しています。 
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（20） MSIケイパビリティレジスタ 1（PCIEMSICAP1） 

本レジスタは、MSIケイパビリティストラクチャを構成するレジスタです。詳細は、「13.5.10 MSI割り込み」

を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

Lower MESsage Address

Lower MESsage Address

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

ビット：

初期値：

RRR/WSH-R/W：

R

⎯

RR/WPCI-R/W：

R/WPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～2 Lower 

MESsage 

Address 

H'00000000 R/W R/W MSI 送信時の MSI メッセージの下位アドレス[31:2]を示しま

す。 

本フィールドは、コンフィグレーションサイクル中に値が設定

され、MSICAP0[16].MSI Enableビットが 1のとき、有効とな

ります。 

MSI割り込み発生時には、本フィールドの値がアドレスの下位

30ビットとして使用されます。 

本デバイスを RootPort として使用する場合、コンフィグレー

ションプログラムは、本デバイスの PCIEMSIFR レジスタへ

PCI 側からアクセス可能なように変換レジスタを設定し、

Endpointの Lower/Upper Message Addressに相当するレジス

タ／フィールドに、本デバイスの PCIEMSIFRへアクセスする

ための PCIアドレスを設定してください。 

1、0 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 
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（21） MSIケイパビリティレジスタ 2（PCIEMSICAP2） 

本レジスタは、MSIケイパビリティストラクチャを構成するレジスタです。詳細は、「13.5.10 MSI割り込み」

を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

Upper MESsage Address

Upper MESsage Address

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WSH-R/W：

R/WR/WR/WPCI-R/W：

R/WPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 Upper 

MESsage 

Address 

H'00000000 R/W R/W MSI 送信時の MSI メッセージの上位アドレス[63:32]を示しま

す。 

本フィールドは、コンフィグレーションサイクル中に値が設定

され、MSICAP0[16].MSI Enableビットが 1のとき、有効とな

ります。 

MSI割り込み発生時には、本フィールドの値がアドレスの上位

32ビットとして使用されます。 

本デバイスを RootPort として使用する場合、コンフィグレー

ションプログラムは、本デバイスの PCIEMSIFR レジスタへ

PCI 側からアクセス可能なように変換レジスタを設定し、

Endpointの Lower/Upper Message Addressに相当するレジス

タ／フィールドに、本デバイスの PCIEMSIFRへアクセスする

ための PCIアドレスを設定してください。 

 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

13-120  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

（22） MSIケイパビリティレジスタ 3（PCIEMSICAP3） 

本レジスタは、MSIケイパビリティストラクチャを構成するレジスタです。詳細は、「13.5.10 MSI割り込み」

を参照してください。 
 

MESsage DATA

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WSH-R/W：

R/WR/WR/WPCI-R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH-R/W：

⎯⎯

RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～16 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

15～0 MESsage 

DATA 

H'0000 R/W R/W MSI送信時の MSIメッセージのデータを示すフィールドです。 

本フィールドは、コンフィグレーションサイクル中に値が設定さ

れ、MSICAP0[16].MSI Enableビットが 1のとき、有効となりま

す。 

MSI割り込みの発生時には、本フィールドの値がデータの下位 16

ビットとして使用されます。（上位 16ビットは 0となります。） 

MSICAP0[22:20].Multiple MESsage Enable により複数割り込み

ベクタが本デバイスに割り当てられている場合、相当するベクタ

数分の送信データを変更できます。2n本のベクタが割り当てられ

ている場合、本レジスタが示すデータの下位 nビットを変更可能

です。 

本デバイスを RootPortとして使用する場合、コンフィグレーショ

ンプログラムは Endpoint の該当するレジスタ／フィールドの、

Bit[12:8]にシフト量を、Bit[4:0]に 0を、他のビットには 0を書き

込んでください。ここでのシフト量は、PCIEMSIFR[31:0]中のう

ち、本デバイスへ割り当てるビットの先頭のビットカウントを示

します。本デバイスは、最大 32 本の割り込みを、MSI として使

用することができます。 
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（23） MSIケイパビリティレジスタ 4（PCIEMSICAP4） 

本レジスタは、MSIケイパビリティストラクチャを構成するレジスタです。詳細は、「13.5.10 MSI割り込み」

を参照してください。 
 

MESsage MASK

MESsage MASK

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WSH-R/W：

R/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/W

R/WR/W

R/WPCI-R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

R/WPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 MESsage 

MASK 

H'00000000 R/W R/W MSI送信のマスクを指定します。 

本フィールドのビット Nに 1をセットすることにより、要因 N

の MSI割り込みの発生を抑止します。 

MESMASK[N]=1：割り込みベクタ[N]の MSI送信をマスクし

ます。 

MESMASK[N]=0：割り込みベクタ[N]の MSI送信をマスクし

ません。 
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（24） MSIケイパビリティレジスタ 5（PCIEMSICAP5） 

本レジスタは、MSIケイパビリティストラクチャを構成するレジスタです。詳細は、「13.5.10 MSI割り込み」

を参照してください。 
 

MESsage PENDing

MESsage PENDing

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WSH-R/W：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

RRRRRRRRRRRRR

R/WR/W

RR

RRRRRRRRRRRRR RRRPCI-R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 MESsage 

PENDing 

H'00000000 R R/W MSI送信のペンディング状態を示します。 

本フィールドのビット Nに 1をセットすることにより、要因＝

Nの MSI割り込み発生要求をハードウェアに指示します。

MSICAP4[31:0].MESage MASKの対応するビットが 0になって

いる割り込みのうち、要因番号の小さいものから順次ハードウ

ェアが選択し、MSI割り込みを発生させます。 

MESMASK[N]=1：割り込みベクタ[N]の MSI送信がペンディ

ングとなっている。 

MESMASK[N]=0：割り込みベクタ[N]の MSI送信がペンディ

ングとなっていない。 
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（25） PCIeケイパビリティレジスタ 0（PCIEEXPCAP0） 

本レジスタは、PCI Expressケイパビリティストラクチャの、PCI Expressケイパビリティレジスタ、および PCI 

Expressケイパビリティリストレジスタに対応します。 
 

CAPability IDNEXT CAPability Pointer

INTerrupt MESsage NUMber DEVice PorT TYPE CAPability VERsion

01234567891011121315 14

000010000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

161718192021222324252627282931 30

1000001/000000000 0

⎯⎯

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

SLoT 
IMPlemented

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31、30 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

29～25 INTerrupt 

MESsage 

NUMber 

00000 R R/W HotPlug MSI、または PMEで使用する MSIのオフセットを指

定します。 

MSICAP0.Multiple Message Enable で設定された割り込みベ

クタ数以内で使用するオフセットを設定してください。 

初期状態では、オフセットとして 0を使用します。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

24 SLoT 

IMPlemented

0 R R/W リンクが PCI Expressスロットに接続しているかを指定しま

す。 

1：スロットが接続されている。 

0：スロットが接続されていない。 

Root Port： 

スロットが接続されている場合、初期化時に 1を設定してく

ださい。 

EndPoint： 

 本フィールドは無効です。初期値のまま使用してください。 

23～20 DEVice 

PorT 

TYPE 

RootPort: 

H'4 

Endpoint: 

H'0 

R R/W 本デバイスのタイプを設定します。 

H'0：PCI Express Endpoint（初期値） 

H'1：（Legacy PCI Express Endpoint）設定不可 

H'4：Root Port of PCI Express Root Comple 

H'5：（Upstream Port of  PCI Express Switch）設定不可 

H'6：（Downstream Port of PCI Express Switch）設定不可 

H'7：（PCI Express to PCI/PCI-X Bridge）設定不可 

H'8：（PCI/PCI-X to PCI Express Bridge）設定不可 

H'9：（Root Complex Integrated Endpoint Device）設定不可 

H'A：（Root Complex Event Collector）設定不可 

Root Port： 

 H'4を設定してください。 

EndPoint： 

 H'0を設定してください。 

初期化時に、モードピンによる RootPort/Endpointへ対応した

値が設定されます。 

19～16 CAPability 

VERsion 

H'1 R R 本 Capabilityのバージョンを示します。 

15～8 NEXT 

CAPability 

Pointer 

H'00 R R/W 拡張 Capability Listへのポインタです。 

End Of Listの 00Hを示しています。 

7～0 CAPability ID H'10 R R/W Capability Listの IDです。 

PCI Express Capabilityの ID（H'10）を示しています。 
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（26） PCIeケイパビリティレジスタ 1（PCIEEXPCAP1） 

本レジスタは、PCI Expressケイパビリティストラクチャの、デバイスケイパビリティレジスタに対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

0/11/00000000000001 0

⎯⎯

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR RSH-R/W：

RRRRRRRRRRRRR

⎯

⎯⎯ ⎯ ⎯

RR R

R/WRRR R

RRRR R

PCI-R/W：

R

⎯

RRRRRRRRRRPCI-R/W：

Endpoint L0s 
Acceptable 

Latency

Endpoint L1 
Acceptable 

Latency

Role-Based 
Error 

Reporting

Phantom 
Function 

SUPporTeD

Max Payload 
Size 

SUPporTeD

Extended 
TAG 
Field 

SUPported

CAPtured 
Slot Power 
Limit Scale

CAPtured Slot Power Limit Value

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W

説   明 

31～28 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

27、26 CAPtured 

SLot 

Power 

Limit 

Scale 

00 R R/W スロットパワーリミット値のスケールを示します。 

00：1.0 x 

01：0.1 x 

10：0.01 x 

11：0.001 x 

Root Port： 

設定する必要はありません。 

EndPoint： 

Upstreamより、Set_Slot_Power_Limitメッセージによって

指定された値が格納されます。 

25～18 CAPtured 

SLot 

Power 

Limit 

Value 

H'00 R R/W EXPCAP1.CAPSLPLSCとともに、スロットが供給するパワー

の制限値（ワット数）を示します。 

Root Port： 

設定する必要はありません。 

EndPoint： 

Upstreamより、Set_Slot_Power_Limitメッセージによって

指定された値が格納されます。 

17、16 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W

説   明 

15 Role-Based 

Error 

Reporting 

1 R R 読み出すと常に 1が読み出されます。 

14～12 Reserved すべて 0 R R 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

11～9 Endpoint 

L1 

Acceptable 

Latency 

000 R R/W デバイスが許容できる L1から L0への遷移レイテンシを指定し

ます。 

Endpointとして使用する場合、初期化時にデバイスのサポート

状況を設定してください。 

Rootportとして使用する場合には、初期値のまま使用してくだ

さい。 

000：最大 1μsまでに L0復帰完了 

001：最大 2μsまでに L0復帰完了 

010：最大 4μusまでに L0復帰完了 

011：最大 8μsまでに L0復帰完了 

100：最大 16μsまでに L0復帰完了 

101：最大 32μsまでに L0復帰完了 

110：最大 64μsまでに L0復帰完了 

111：制限なし。 

本フィールドは、パワーマネージメントソフトウェアにより使

用されます。 

8～6 Endpoint 

L0s 

Acceptable 

Latency 

000 R R/W デバイスが許容できる L0s から L0 への遷移レイテンシを指定

します。 

Endpointとして使用する場合、初期化時にデバイスのサポート

状況を設定してください。 

Rootportとして使用する場合には、初期値のまま使用してくだ

さい。 

000：最大 64nsまでに L0復帰完了 

001：最大 128nsまでに L0復帰完了 

010：最大 256nsまでに L0復帰完了 

011：最大 512nsまでに L0復帰完了 

100：最大 1μsまでに L0復帰完了 

101：最大 2μsまでに L0復帰完了 

110：最大 4μsまでに L0復帰完了 

111：制限なし。 

本フィールドは、パワーマネージメントソフトウェアにより使

用されます。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W

説   明 

5 Extended 

TAG 

Field 

SUPported 

0 R R リクエスタ IDとしてサポートしている TAGIDのサイズを示し

ます。 

0：5ビット TAG 

1：8ビット拡張 TAG 

拡張 8BitTAGID機能サポートしいません。 

0固定値です。 

4、3 Phantom 

Function 

SUPporTeD 

00 R R トランザクション ID 拡張のためのファントムファンクション

のサポート状況を示します。 

00：ファントムファンクションをサポートしません。 

01：リクエスタ IDファンクションナンバの MSBをファント

ムファンクションに使用できます。 

10：リクエスタ IDファンクションナンバの上位 2ビットを

ファントムファンクションに使用できます。 

11：リクエスタ IDファンクションナンバの全 3ビットをフ

ァントムファンクションに使用できます。 

本モジュールはファントムファンクション機能をサポートして

いません。0固定値です 

2～0 Max 

Payload 

Size 

SUPporTeD 

PCIEC0: 010 

PCIEC1/2: 001 

R R/W デバイスがサポートしている最大ペイロードサイズを示しま

す。 

000：128バイト 

001：256バイト 

010：512バイト 

011：1024バイト 

100：2048バイト 

101：4096バイト 

110：Reserved 

111：Reserved 

本デバイスは、以下のペイロードサイズをサポートします。 

PCIEC0：1024バイト 

PCIEC1：512バイト 

PCIEC2：512バイト 

初期値のまま、変更しないでくさい。 
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（27） PCIeケイパビリティレジスタ 2（PCIEEXPCAP2） 

本レジスタは、PCI Expressケイパビリティストラクチャの、デバイスステータスレジスタ、およびデバイスコ

ントロールレジスタに対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯ ⎯⎯

R/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/WRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000010000001000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR R/WSH-R/W：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WR/WR/W

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯

R/WR R/WPCI-R/W：

R/W1CR/W1CR/W1CR/W1CRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

Correctable 
Error 

DeTeCteD

Fatal 
Error 

DeTeCteD

Unsupported 
Request 
DeTeCteD

AUX 
Power 

DeTeCteD

Transaction 
PenDing

Bridge 
Configuration 
Retry Enable

ENable 
No 

SNooP

Phantom 
Function 
Enable

Extended 
TAG 

Enable

ENabled 
ReLax 

Odering
Max Read REQuest SiZE Max Payload Size

Non 
Fatal 
Error 

DeTeCteD

AUX 
Power 

PM 
Enable

Unsupported 
Request 
RePorting 
Enable

Fatal 
Error 

RePorting 
Enable

Non Fatal 
Erorr 

RePorting 
ENable

Correctable 
Error 

RePorting 
Enable

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～22 Reserved 000H R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0と

してください。 

21 Transaction 

PenDing 

0 R R コンプリーションしていない、Non Postedリクエストが存在

することを示します。 

1：Non Posted リクエスト処理が Pending中。 

0：Non Posted リクエスト処理が Pendingではない。 

20 AUX 

Power 

DeTeCteD 

0 R R/W AUX Powerの検出状態を示します。 

1：AUX Powerを検出した。 

0：AUX Power未検出。 

デバイスの検出状態を反映してください。 

19 Unsupported 

Request 

DeTeCteD 

0 R/W1C R/W1C Unsupported Requestの受信状態を示します。 

1：Unsupported Requestを受信した。 

0：Unsupported Requestを受信していない。 

Unsupported Request を受信したときに、1 がセットされま

す。 

18 Fatal Error 

DeTeCteD 

0 R/W1C R/W1C Fatal Errorの検出状態を示します。 

1：Fatal Erroprを検出した。 

0：Fatal Errorを検出していない。 

Fatal Errorを検出したとき、1がセットされます。 

17 Non Fatal Error 

DeTeCteD 

0 R/W1C R/W1C Non Fatal Errorの検出状態を示します。 

1：Non Fatal Errorを検出した。 

0：Non Fatal Errorを検出していない。 

Non Fatal Errorを検出したとき、1がセットされます。 
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SH7786グループ 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

16 Correctable 

Error 

DeTeCteD 

0 R/W1C R/W1C Correctable Errorの検出状態を示します。 

1：Correctable Errorを検出した。 

0：Correctable Error を検出していない。 

Non Fatal Errorを検出したとき、1がセットされます。 

15 Bridge 

Configuration 

Retry Enable 

0 R R 0固定値です。 

PCI Express/PCI, PCI-Xブリッジデバイスのみに有効なフィ

ールドです。 

14～12 Max Read 

REQuest SiZE 

000 R/W R/W リードリクエスト発行時の、最大のペイロードサイズを指定

します。 

000：最大 128バイト（初期値） 

001：最大 256バイト 

010：最大 512バイト 

011：最大 1024バイト 

100：最大 2048バイト 

101：最大 4096バイト 

110：Reserved 

111：Reserved 

11 ENable No 

SNooP 

1 R/W R/W No Snoop属性のトランザクション発行許可を指定します。 

0：No Snoop 属性トランザクションの発行を禁止する。 

1：No Snoop 属性トランザクションの発行を許可する。 

本ビットが 0のとき、No Snoopトランザクションは発行でき

ません。 

10 AUX Power PM 

Enable 

0 R/W R/W AUX Powerのイネーブルを示します。 

1：AUX Powerは有効。 

0：AUX Powerは無効。 

9 Phantom 

Function Enable

0 R R ファントムファンクション機能を有効にします。 

1：ファントムファンクション機能は有効です。 

0：ファントムファンクション機能は無効です。 

ファントムファンクション機能サポートしていないため、本

ビットは常に 0です。 

8 Extended TAG 

Enable 

0 R R 拡張 8BitTAGID機能を有効にします。 

0：拡張 8BitTAGID機能を無効。 

1：拡張 8BitTAGID機能を有効。 

拡張 8BitTAGID機能をサポートしていないため、本ビットは

常に 0です。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

7～5 Max Payload 

Size 

000 R/W R/W デバイスが使用できるの最大ペイロードサイズを示します。 

000：128バイト 

001：256バイト 

010：512バイト 

011：1024バイト 

100：2048バイト 

101：4096バイト 

110：Reserved 

111：Reserved 

コンフィグレーションサイクル時に、システム内のデバイス

が持つ最大ペイロードサイズの、最小値がセットされます。 

4 ENabled ReLax 

Odering 

1 R/W R/W デバイスの Relaxed Ordering属性トランザクションの発行許

可を指定します。 

1：Relaxed Ordering属性のトランザクション発行を許可す

る。 

0：Relaxed Ordering属性のトランザクション発行を許可し

ない。 

本ビットに 0を指定時には、Relaxed Orderingトランザクシ

ョンは発行できません。 

3 Unsupported 

Request 

RePorting 

Enable 

0 R/W R/W Unsupported Request検出時のエラー報告を指定します。 

RootPort： 

本ビットが 1のとき、Unsupported Requestの検出により、

Fatal/Nonfatalエラー割り込みを発生させます。 

Endpoint： 

本ビットが 1のとき、Unsupported Requestの検出により、

Fatal/Nonfatalエラーメッセージを送信します。 

割り込み発生／メッセージ送信には、他のレジスタ設定も必

要です。 

2 Fatal Error 

RePorting 

Enable 

0 R/W R/W Fatal Errorの報告許可を指定します。 

Rootport： 

本ビットが 1のとき、Fatal Errorの検出により、割り込み

を発生させます。 

Endpoint： 

本ビットが 1のとき、Fatal Errorの検出により、エラーメ

ッセージを送信します。 
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SH7786グループ 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

1 Non Fatal Erorr 

RPortingENable

0 R/W R/W NonFatal Errorの報告許可を指定します。 

Rootport： 

本ビットが 1のとき、NonFatal Errorの検出により、割り

込みを発生させます。 

Endpoint： 

本ビットが 1のとき、NonFatal Errorの検出により、エラ

ーメッセージを送信します。 

0 Correctable 

Error RePorting 

Enable 

0 R/W R/W Correctable Errorの報告許可を指定します。 

Rootport： 

本ビットが 1のとき、Correctable Errorの検出により、割

り込みを発生させます。 

Endpoint： 

本ビットが 1のとき、Correctable Errorの検出により、エ

ラーメッセージを送信します。 
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（28） PCIeケイパビリティレジスタ 3（PCIEEXPCAP3） 

本レジスタは、PCI Expressケイパビリティストラクチャの、リンクケイパビリティレジスタに対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

010000000000000 0

⎯ ⎯⎯

RRRR

RRRR

R/WRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

10000/101/000010000 0

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

RRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

CLocK 
Power 

Management
L1 Exit LATency

L1 Exit 
LATency

L0s Exit 
LATency

L0s Exit LATency MAXimum LinK WiDth MAXimum LinK SPEED

Port NUMber
Data Link 
Layer ACTive 
RePorting 
CAPable

Supprize 
DowN Error 
RePorting 
CaPable

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～24 Port 

NUMber 

H'00 R R/W PCI Express Portのポートナンバを示します。 

初期化時にポートナンバを設定してください。 

23～21 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

20 Data Link 

Layer ACTive 

RePorting 

CAPable 

0 R R/W EXPCAP4.DLLACTにてData Link Layer ACTive State状態を示

せる機能があるかを示します。 

1：DataLink Layer Active State表示可。 

0：DataLink Layer Active State表示可ではない。 

Root Port： 

本機能をサポートする場合は初期化時に 1セットしてくださ

い。 

EndPoint： 

初期値のまま使用してください。 

19 Supprize 

DowN Error 

RePorting 

CaPable 

0 R R Surprise Down エラーの検出機能を示します。 

1：Surprise Down エラー検出機能あり。 

0：Surprise Down エラー検出機能なし。 

本デバイスは Surprise Downエラー機能をサポートしていませ

ん。0固定値です。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

18 CLocK Power 

Management

0 R R リンクが L1、L2Ready、L3Ready状態のとき、クロック停止可

を示します。 

1：リンクが L1、L2Ready、L3Ready状態のとき クロック

停止可。 

0：リンクが L1、L2Ready、L3Ready状態のとき クロック

停止不可 

初期化時にデバイス機能をセットしてください。 

【注】本フィールドは Clock Request Capabilityをサポートする

フォームファクタに合致したデバイスで設定可能です。 

17～15 L1 Exit 

LATency 

100 R R デバイスの L1から L0への遷移レイテンシを指定します。 

000：1μs未満に L0復帰完了 

001：1μs以上 2μs未満で復帰完了 

010：2μs以上 4μs未満で復帰完了 

011：4μs以上 8μs未満で復帰完了 

100：8μs以上 16μs未満で復帰完了 

101：16μs以上 32μs未満で復帰完了 

110：32μs以上 64μs以下で復帰完了 

111：64μsを超える時間で復帰完了。 

本モジュールの L1から L0への復帰は、10.9μs以下で完了しま

す。 

14～12 L0s Exit 

LATency 

000 R R デバイスの L0sから L0への遷移レイテンシを指定します。 

000：64ns未満に L0復帰完了 

001：64ns以上 128ns未満で復帰完了 

010：128ns以上 256ns未満で復帰完了 

011：256ns以上 512ns未満で復帰完了 

100：512ns以上 1μs未満で復帰完了 

101：1μs以上 2μs未満で復帰完了 

110：2μs以上 4μs以下で復帰完了 

111：4μsを超える時間で復帰完了。 

本モジュールの L0sから L0への復帰時間は、64μs未満です。 

11、10 ASPM 

SuPported 

01 R R ASPMのサポート状態を示します。 

00：Reserved 

01：L0s遷移をサポート 

10：Reserved 

11：Reserved 

本モジュールは L0s遷移をサポートしています。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

9～4 MAXimum 

LinK WiDth 

PCIEC0: 

000100 

PCIEC1/2: 

000001 

R R リンクの最大幅を示します。 

000000：Reserved 

000001：x1リンク 

000010：x2リンク 

000100：x4リンク 

001000：x8リンク 

001100：x12リンク 

010000：x16リンク 

100000：x32リンク 

本モジュールの最大リンク幅は以下のとおりです。 

PCIEC0：x4 

PCIEC1/2：x1 

3～0 MAXimum 

LinK SPEED

0001 R R リンクの最大スピードを示します。 

0001：2.5Gb/s 

その他：Reserved 

最大スピードは、2.5Gb/sです。 
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（29） PCIeケイパビリティレジスタ 4（PCIEEXPCAP4） 

本レジスタは、PCI Expressケイパビリティストラクチャの、リンクステータスレジスタ、およびリンクコント

ロールレジスタに対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

100010000000000 0

⎯

RRRRRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

0001/000000000000 0

⎯ ⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/WR/WRR/R/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR RSH-R/W：

R/WR/WRR/R/WR/WR/WR/WR/WRRR

⎯ ⎯

RR

⎯

RR R

RR/WRR R

RRRR R

PCI-R/W：

RRRRRRRRRRRPCI-R/W：

Common 
CLocK 
ConFiG

Read 
Completion 
Boundary

LinK 
Training NeGotiated LinK WIDTH LinK SPPED

Extended 
Sync

ReTRain 
LinK

LinK 
DISable

ASPM ConTRroL

Slot 
CLocK 
ConFiG

Data 
Link 

Layer 
ACTive

Enable 
CLocK 
Power 

Management

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31、30 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も

常に 0としてください。 

29 Data Link 

Layer ACTive

0 R R DLCMSMが DL_ACTIVE状態であることを示しま

す。 

EXCAP3[20].Data Link Layer ACTive RePorting 

CAPableに 1をセットした場合のみ有効です。 

1：DL_ACTIVE状態 

0：DL_ACTIVE状態でない 

28 SLot CLocK 

ConFiG 

0 R R/W プラットフォームがコネクタに供給するクロックと

同じリファレンスクロックを使用しているかを示し

ます。 

コネクタに供給するクロックと、同一のリファレン

スクロックを使用している場合、本フィールドに 1

をセットしてください。 

1：同じリファレンスクロックを使用している 

0：同じリファレンスクロックを使用していない 

27 LinK Training 0 R R MACの LTSSMがリンクトレーニング中であること

を示します。 

26 Reserved 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も

常に 0としてください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

25～20 NeGotiated 

LinK WIDTH

000001 R R リンク間で調整されたリンク幅を示します。 

000001：x1リンク 

000010：x2リンク 

000100：x4リンク 

001000：x8リンク 

001100：x12リンク 

010000：x16リンク 

100000：x32リンク 

19～16 LinK SPPED H'1 R R リンク間で調整されたリンクスピードを示します。 

2.5Gb/s（H'1）のみ有効です。 

15～9 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も

常に 0としてください。 

8 ENable 

CLocK Power 

Management

0 R R Clock Power Management機能をイネーブルします。 

本フィールドにライトするコンフィグレーションラ

イトリクエストを受信したら、値を更新してくださ

い。 

【注】本フィールドは EXCAP3.Clock Power 

Managementで 1を設定したときのみ有効で

す。EXCAP3.Clock Power Managementで 0

を設定したときは 0固定としてください。 

7 Extended 

Sync 

0 R/W R/W 拡張 Syncを指定します。 

本ビットに 1をセットすると、MAC LTSSMが

L0s/Recovery状態から遷移するとき、追加の送信オ

ーダードセットを送信します。 

6 Common 

CLocK 

ConFiG 

0 R/W R/W リンク双端で共通クロックを使用していることを指

定します。 

リンクの双端で、同一のリファレンスクロックを使

用している場合、本フィールドに 1をセットしてく

ださい。 

本フィールドの値は、L0s/L1からの復帰レイテンシ

の計算に用いられます。 

本フィールドの値を修正した場合、その後にソフト

ウェアによるリンク・リトレーニング

（EXPCAP4[5].Retrain Linkへの 1書き込み）が必要

です。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

5 ReTRain LinK 0 R/W R/W リンク･リトレーニングを指示します。 

本フィールドに 1を書き込むことにより、再度リン

クトレーニングを行います。 

リード時は常に 0が読み出されます。 

本フィールドは、RootPortのときのみ有効です。 

4 LinK DISable 0 R/W R/W リンクをディセーブルします。 

本フィールドに 1を書き込むことにより、リンクの

状態にかかわらず、リンクをディスエーブルします。 

本フィールドは、RootPortのときのみ有効です。 

3 Read 

Completion 

Boundary 

Root Port: 1 

EndPoint: 0 

Root Port: 

R 

Endpoint: 

R/W 

Root Port: 

R 

Endpoint: 

R/W 

リードコンプリーションのバウンダリを示します。 

0：64バイトバウンダリ 

1：128バイトバウンダリ 

Root Port： 

128バイトバウンダリを示す 1が設定されています。 

EndPoint： 

初期化時に、ルートポートのサポートするリードコ

ンプリージョンバウンダリが指定されます。 

2 Reserved 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も

常に 0としてください。 

1、0 ASPM 

ConTRroL 

00 R/W R/W ASPMのサポートレベルを指示します。 

ASPMのレベルを指定してください。 

00：Disabled 

01：L0s遷移イネーブル 

10：L1遷移イネーブル（設定禁止） 

11：L0s/L1遷移イネーブル（設定禁止） 
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（30） PCIeケイパビリティレジスタ 5（PCIEEXPCAP5） 

本レジスタは、PCI Expressケイパビリティストラクチャの、スロットケイパビリティレジスタに対応します。 

本モジュールは、スロットケイパビリティレジスタの機能をサポートしていません。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WSH-R/W：

RPCI-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR R

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

RRRRRRRRRRRRRR R

PCI-R/W：

HOT 
PLuG 

CAPable

HOT 
PLuG 

SurPRise

PoWer 
CONtroller 
PReSent

MRL 
SENsor 
PReSent

ATtention 
INDicator 
PReSent

PoWer 
INDicator 
PReSent

ATtention 
BuTtoN 
PReSent

PHYsical SLot NUMber

SLot Power Limit Value
SLot 

Power 
Limit 
Scale

ELEctro 
mechanical 
INTLOCK 
PReSeNT

NO 
Command 
Complete 
SuPporT

SLot 
Power 
Limit 
Scale

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～19 PHYsicalSLot 

NUMber 

H'0000 R R/W デバイスに接続する物理スロットナンバを示します。 

初期化時にデバイス状況を設定してください。 

18 NO Command 

Complete SuPporT

0 R R/W EXPCAP6レジスタにて実行される HOT Plugコマンドの完了

時に通知しないことを示します。 

1：HOT Plugコマンド完了時、完了通知しない。 

0：HOT Plugコマンド完了時、完了通知する。 

初期化時にデバイス状況を設定してください。 

17 ELEctromechanical 

INTLOCK 

PReSeNT 

0 R R/W エレクトロメカニカル・インターロックの有無を指定します。 

筐体に、本スロット用のエレクトロメカニカル・インターロッ

クがある場合、初期化時に本フィールドに 1を設定してくださ

い。 

16、15 SLot Power Limit 

Scale 

00 R R/W スロットパワーリミット値のスケールを示します。 

00：1.0x 

01：0.1x 

10：0.01x 

11：0.001x 

本フィールドに対するコンフィグレーションライトリクエス

トは Set_Slot_Power_Limitメッセージを出力します。 

EXPCAP0[24].SLoT IMPlementedが 1のとき、本フィールド

は有効となります。 

初期化時にデバイス状況を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

14～7 SLot Power Limit 

Value 

H'00 R R/W スロットパワーサプライの供給する 

スロットパワーの上限値を示します。（ワット数） 

本フィールドに対するコンフィグレーションライトリクエス

トは Set_Slot_Power_Limitメッセージを出力します。 

EXPCAP0[24].SLoT IMPlementedが 1のとき、本フィールド

は有効となります。 

初期化時にデバイス状況を設定してください。 

6 HOT PLuG 

CAPable 

0 R R/W 本スロットの Hot Plugサポートの有無を指定します。 

Hot Plugをサポートする場合、初期化時に本フィールドに 1を

セットしてください。 

5 HOT PLuG 

SurPRise 

0 R R/W Hot Plug Surpriseへの対応の有無を指定します。 

本スロットに挿入されているアダプタが、事前の通告なしに抜

かれてもよい場合は、初期化時に本フィールドに 1をセットし

てください。 

4 PoWer INDicator 

PReSent 

0 R R/W パワー・インディケータの有無を指定します。 

筐体上に本スロット用のパワー・インディケータが存在する場

合、初期化時に本フィールドに 1をセットしてください。 

3 ATtention INDicator 

PReSent 

0 R R/W アテンション・インディケータの有無を指定します。 

筐体上に、本スロット用のアテンション・インディケータが存

在する場合、初期化時に本フィールドに 1をセットしてくださ

い。 

2 MRL SENsor 

PReSent 

0 R R/W MRLセンサの有無を指定します。 

筐体上に、本スロット用の MRLセンサが存在する場合、初期

化時に本フィールドに 1をセットしてください。 

1 PoWer CONtroller 

PReSent 

0 R R/W パワーコントローラの有無を指定します。 

筐体に、本スロット用のソフトウェアでプログラム可能なパワ

ーコントローラが存在する場合、初期化時に本フィールドに 1

をセットしてください。 

0 ATtention BuTtoN 

PReSent 

0 R R/W アテンションボタンの有無を指定します。 

筐体に、本スロット用のアテンションボタンが存在する場合、

初期化時に本フィールドに 1をセットしてください。 
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（31） PCIeケイパビリティレジスタ 6（PCIEEXPCAP6） 

本レジスタは、PCI Expressケイパビリティストラクチャの、スロットステータスレジスタ、およびスロットコ

ントロールレジスタに対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W1CRR

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000111100000 0

⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR RSH-R/W：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯

RR R

RRRR R

RRRR R

PCI-R/W：

R/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CRRRR/W1CRRPCI-R/W：

ATtension 
BuTton 

PReSsed

PoWer 
FAuLt 

DETect

PResence 
DETect 

CHanGed

MRL 
SENsor 
State

PResence 
DETect 
State

MRL 
SENsor 

CHanGed

attention 
INDicator 
CONtrol

HOT 
PLuG 

INTerrupt 
Enable

PoWer 
CONtroller  
CONtrol

PoWer 
INDicator 
CONtrol

COMmand 
ComPLeted

Data Link 
 Layer ST 
CHanGed

ELectro 
MEChanical 
interlock 
STatuS

COMmand 
COMpleted 
INTerrupt 
Enable

PResence 
DETect 

CHanGed 
Enable

Data Link 
Layer STate 
CHanGe 
Enable

MRL 
SENsor 

CHanGed 
Enable

PoWer 
FAuLt 

DETect 
Enable

ATtension 
BuTton 

PReSsed 
ENable

ELectro 
MECHanical 
interlock 
CONtrol

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～25 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

24 Data Link 

Layer ST 

CHanGed 

0 R/W1C R/W1C EXPCAP4.DLLACTが変化したことを示します。 

EXPCAP4.DLLACTを更新された場合に、1がセットされます。 

23 ELectro 

MEChanical 

interlock 

STatuS 

0 R R/W Electromechanical Interlockの状態を指定します。 

1：Electromechanical Interlockがロックしている。 

0：Electromechanical Interlockがロックしていない。 

Electromechanical Interlockの状態を反映してください。 

22 PResence 

DETect 

State 

0 R R/W スロット上のアダプタの存在を指定します。 

1：スロットにアダプタが挿入されている。 

0：スロットは空である。 

スロットの状態を反映してください。 

21 MRL SENsor 

State 

0 R R/W MRLセンサの状態を示します。 

1：MRLはクローズしている。 

0：MRLはオープンしている。 

MRLセンサの状態を反映してください。 

20 COMmand 

ComPLeted 

0 R/W1C R/W EXPCAP5.NOCCSP[18].NO Command Complete SuPporT=0 の

とき HOTPLUGコマンドの完了を示します。 

1：HOTPLUGコマンドの実行が完了した。 

0：HOTPLUGコマンド実行中。 

HOTPLUGコマンドが終了したときに 1セットしてください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

19 PResence 

DETect 

CHanGed 

0 R/W1C R/W EXPCAP6[22].Presense Detect Stateが変化したことを示しま

す。 

PResence DETect Stateが変化したときに 1がセットされ、本フ

ィールドに 1を書き込むことによりクリアされます。 

18 MRL SENsor 

CHanGed 

0 R/W1C R/W EXPCAP6[21].MRL Sensor Stateが変化したことを示します。 

MRL SENsor STateが変化したときに 1がセットされ、本フィー

ルドに 1を書き込むことによりクリアされます。 

17 PoWer 

FAuLt 

DETect 

0 R/W1C R/W Power Faultを検出したことを示します。 

Power Faultを検出したときに 1セットし、本フィールドに 1ラ

イトするコンフィグレーションライトリクエストを受信したら、

0にクリアしてください。 

16 ATtension 

BuTton 

PReSsed 

0 R/W1C R/W アテンションボタンが押されたことを示します。 

アテンションボタンが押されたときに 1セットし、本フィールド

に 1ライトするコンフィグレーションライトリクエストを受信し

たら、0にクリアしてください。 

15～13 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

12 Data Link 

Layer STate 

CHanGe 

Enable 

0 R/W R/W PCIEXP6.DLLSTCHGのセットを許可します。 

11 ELectro 

MECHanical 

interlock 

CONtrol 

0 R/W R/W Electromechanical InterLockの状態をトグルします。 

10 PoWer 

CONtroller 

CONtrol 

0 R/W R/W Power controllerを制御します。 

1：Power On 

0：Power Off 

9、8 PoWer 

INDicator 

CONtrol 

11 R/W R/W Power Indicatorを制御します。 

00：Reserved 

01：ON 

10：Blink 

11：OFF 

7、6 attention 

INDicator 

CONtrol 

11 R/W R/W Attention Indicatorを制御します。 

00：Reserved 

01：ON 

10：Blink 

11：OFF 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

5 HOT PLuG 

INTerrupt 

Enable 

0 R/W R/W HOT PLUGによる割り込み発生の許可を指定します。 

4 COMmand 

COMpleted 

INTerrupt 

Enable 

0 R/W R/W Command Completeによる割り込み発生許可を指定します。 

Command Completeによる割り込みを発生させます。 

3 PResence 

DETect 

CHanGed 

Enable 

0 R/W R/W PResence DETect CHanGedによる割り込み発生許可を指定し

ます。 

EXPCAP6[5].Hot Plug Interrupt Enableが 1で、かつ本フィール

ドが 1のとき、Presence Detect Changeによる割り込みが発生

します。 

2 MRL SENsor 

CHanGed 

Enable 

0 R/W R/W MRL SENsor CHanGedによる割り込み発生許可を指定します。 

EXPCAP6[5].Hot Plug Interrupt Enableが 1で、かつ本フィール

ドが 1のとき、MRLセンサの状態変化による割り込みが発生しま

す。 

1 PoWer 

FAuLt 

DETect 

Enable 

0 R/W R/W PoWer FAuLt DETectによる割り込み発生許可を指定します。 

EXPCAP6[5].Hot Plug Interrupt Enableが 1で、かつ本フィール

ドが 1のとき、パワーフォルトによる割り込みが発生します。 

0 ATtension 

BuTton 

PReSsed 

ENable 

0 R/W R/W ATtension BuTton PReSsedによる割り込み発生許可を指定しま

す。 

EXPCAP6[5].Hot Plug Interrupt Enableが 1で、かつ本フィール

ドが 1のとき、アテンションボタンによる割り込みが発生します。 
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（32） PCIeケイパビリティレジスタ 7（PCIEEXPCAP7） 

本レジスタは、PCI Expressケイパビリティストラクチャの、ルートケイパビリティレジスタ、およびルートコ

ントロールレジスタに対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

100000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRR RSH-R/W：

R/WR/WR/WR/WR/WR

⎯⎯

⎯

RRRRR

⎯

RR

⎯

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯

RR RPCI-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

PME 
INTerrupt 
Enable

CRS 
software 
VISibility

System 
ERRor on 
Correctable 
Error Enable

System 
ERRor on 
Non Fatal 
Error Enable

System 
ERRor on 
Fatal Error 
Enable

CRS 
software 
VISibility 
Enable

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～17 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

16 CRS 

software 

VISibility 

1 R R CRS（Configration Retry Status）受信時の、ソフトウェアへの

通知機能の有無を示します。 

本モジュールは、CRS受信をソフトウェアに通知する機構を持

っています。 

本フィールドは、RootPortのときのみ意味を持ちます。 

15～5 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

4 CRS 

software 

VISibility 

Enable 

0 R/W R/W CRS（Configuration Retry Status）受信時に、System Errorの

アサートを指示します。 

本ビットが 1のとき、CRS受信時に、INT_PCIESERRをアサ

ートします。 

3 PME 

INTerrupt 

Enable 

0 R/W R/W PMEメッセージ受信時に、INTCへ割り込み発生を許可します。 

PMEメッセージによる割り込みを発生させる場合には、1をセ

ットしてください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

2 System 

ERRor on 

Fatal Error 

ENable 

0 R/W R/W Fatal Errorの検出による INTCへの割り込み発生を許可します。 

エラーの検出は、Rootport内部での検出と、エラーメッセージ

の受信とにより行います。 

本フィールドは、Rootportのときのみ有効です。 

1 System 

ERRor on 

Non Fatal 

Error 

Enable 

0 R/W R/W NonFatal Errorの検出による INTCへの割り込み発生を許可しま

す。 

エラーの検出は、Rootport内部での検出と、エラーメッセージ

の受信とにより行います。 

本フィールドは、Rootportのときのみ有効です。 

0 System 

ERRor on 

Correctable 

Error 

Enable 

0 R/W R/W Correctable Errorの検出による INTCへの割り込み発生を許可し

ます。 

エラーの検出は、Rootport内部での検出と、エラーメッセージ

の受信とにより行います。 

本フィールドは、Rootportのときのみ有効です。 
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（33） PCIeケイパビリティレジスタ 8（PCIEEXPCAP8） 

本レジスタは、PCI Expressケイパビリティストラクチャの、ルートステータスレジスタに対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

PME REQuester ID

PME 
PenDing

PME 
Status⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

R/W1CRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～18 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0と

してください。 

17 PME 

PenDing 

0 R R/W PME Status＝1のとき、他の PMEがペンディングになって

いることを示します。 

PME Status＝1のとき、PMEを受信したら 1セットしてく

ださい。PME PenDing＝1、PME Status＝1の状態で PME 

Statusが上位 SWによりクリアされた場合、PME Statusを

再度 1にセットし、PME REQuester IDはペンディングであ

ったリクエスタ IDをセットしてください。 

16 PME Status 0 R/W1C R/W 

（R/W1C）

PMEREQIDに示すリクエスタからPME受信したことを示し

ます。PME受信で 1セットし、上位 SWが本フィールドを 1

ライトしたら 0にクリアしてください。 

15～0 PME 

REQuester 

ID 

H'0000 R R/W PMEを発行した、リクエスタ IDを示します。 

PME受信したときに、リクエスタ IDをセットしてください。 
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（34） VCケイパビリティレジスタ 0（PCIEVCCAP0） 

本レジスタは、バーチャルチャネルケイパビリティストラクチャの、バーチャルチャネル拡張ケイパビリティ

ヘッダに対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

100000000000000 0

CAPability ID

NEXT CAPability CAPability VERsion

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

010000000000000 0

ビット：

初期値：

RSH-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

PCI-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～20 NEXT 

CAPability 

H'000 R R/W Capability Listへのポインタです。 

リストの終了を示す 0を示しています。 

Device Serial Number Capabilityを使用する場合は、H'1B0を指

定してください。 

19～16 CAPability 

VERsion 

H'1 R R 本 Capabilityのバージョンを示します。 

15～0 CAPability 

ID 

H'0002 R R 本 Capabilityの IDを示します。 
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（35） VCケイパビリティレジスタ 1（PCIEVCCAP1） 

本レジスタは、バーチャルチャネルケイパビリティストラクチャの、ポート VCケイパビリティレジスタ 1に

対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

100000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

RPCI-R/W：

PorT ARBitoration 
TaBLe entry SIZE

Low Priority 
EXTended VC count

REFerence CLocK EXTended VC count

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～12 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

11、10 PorT 

ARBitoration 

TaBLe entry 

SIZE 

00 R R ポートアービトレーションテーブルエントリのサイズを示しま

す。 

本モジュールはポートアービトレーションをサポートしていま

せん。 

9、8 REFerence 

CLocK 

00 R R TimeBase WRRポートアービトレーションの ReferenceClock

を示します。 

本モジュールはポートアービトレーションをサポートしていま

せん。 

7 Reserved 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

6～4 Low Priority 

EXTended 

VC count 

000 R R デフォルト VC0以外の Low PriorityVC数を示します。 

本モジュールは、Low Priority VCは VC0のみです。 

3 Reserved 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

2～0 EXTended 

VC count 

001 R R デフォルト VC0以外の VC数を示します。 

本モジュールは VC0と VCXに対応したレジスタを保持してい

ますが、VC0のみに対応しています。（VCXは使用できません） 
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（36） VCケイパビリティレジスタ 2（PCIEVCCAP2） 

本レジスタは、バーチャルチャネルケイパビリティストラクチャの、ポート VCケイパビリティレジスタ 2に

対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

⎯

RRRRRRRRRRRRRRRRPCI-R/W：

000000000000000 0

⎯ ⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

SH-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

VC 
ARBitration 

WRR
128 phase

VC 
ARBitration 

WRR 
64 phase

VC 
ARBitration 

WRR 
32 phase

VC 
ARBitration 
hardware 

FIXed

01234567891011121315 14ビット：

VC ARBitration TaBLe OffSET

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～24 VC 

ARBitration 

TaBLe 

OffSET 

H'00 R R VCアービトレーションの位置を示します。 

本 IPはテーブルによる VCアービトレーションを行っていませ

ん。 

23～4 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

3 VC 

ARBitration 

WRR 128 

phase 

0 R R Low Priority Group VCの VCアービトレーションをWeighted 

Round Robin 128 Phaseで行うことを示します。 

（未サポート） 

2 VC 

ARBitration 

WRR 64 

phase 

0 R R Low Priority Group VCの VCアービトレーションをWeighted 

Round Robin 64 Phaseで行うことを示します。 

（未サポート） 

1 VC 

ARBitration 

WRR 

32phase 

0 R R Low Priority Group VCの VCアービトレーションをWeighted 

Round Robin 32 Phaseで行うことを示します。 

（未サポート） 

0 VC 

ARBitration 

hardware 

FIXed 

0 R R Low Priority Group VCの VCアービトレーションを

HardWareFixな方法で行うことを示します。 

（未サポート） 
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（37） VCケイパビリティレジスタ 3（PCIEVCCAP3） 

本レジスタは、バーチャルチャネルケイパビリティストラクチャの、ポート VCステータスレジスタ、ポート

VCコントロールレジスタに対応します。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯

⎯⎯⎯ ⎯ ⎯

PCI-R/W：

PCI-R/W：

Load VC 
ARBitration 
TaBLe

VC ARBitration SELect

VC 
ARBitration 
TaBLe 
Status

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRRR

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRRR

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～17 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

16 VC 

ARBitration 

TaBLe 

Status 

0 R R VCアービトレーションテーブルのステータスを示します。 

（未サポート） 

15～4 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

3～1 VC 

ARBitration 

SELect 

000 R R Low Priority Group VCの VCアービトレーション方法を選択し

ます。 

（未サポート） 

0 Load VC 

ARBitration 

TaBLe 

0 R R VCアービトレーションテーブルのロードを行います。 

（未サポート） 
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（38） VCケイパビリティレジスタ 4（PCIEVCCAP4） 

本レジスタは、バーチャルチャネルケイパビリティストラクチャの、VCリソースケイパビリティレジスタに対

応します。 
 

01234567891011121315 14

⎯ ⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

⎯⎯

PCI-R/W：

PorT 
ARBitration 
WRR256

PorT 
ARBitration
WRR128

PorT 
ARBitration 
WRR64

PorT 
ARBitration 
WRR32

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR/W R

RRRRRRRRRRRRRRRR

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH-R/W：

RPCI-R/W：

PorT
ARBitration
Time Base
WRR128

PorT 
ARBitration 
hardware 
FIXed

PorT ARBitration TaBLe OffSET MAXimum TiMe SLOT

ReJeCT 
Snoop 

Transactions

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～24 PorT 

ARBitration 

TaBLe 

OffSET 

H'00 R R ポートアービトレーションテーブルへのオフセットアドレス

を示します。VC0はポートアービトレーションテーブルを持っ

ていません。（未サポート） 

23 Reserved 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

22～16 MAXimum 

TiMe SLOT 

H'00 R R Time Based WRRポートアービトレーション時の最大タイム

スロットを示します。 

VC0はWRRポートアービトレーションを行っていません。（未

サポート） 

15 ReJeCT 

SNoop 

Transactions

0 R R/W SNOOPトランザクションの拒否を示します。 

本ビットが 1のとき、No Snoop属性を持たない TLPを

Unsupported Requestとして扱います。 

Root Portにのみ有効です。 

Root Port： 

初期化時に VC0の状況を設定してください。 

EndPoint： 

本 bitは無効です。書き込む値は常に 0としてください。 

14～6 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

5 PorT 

ARBitration 

WRR256 

0 R R ポートアービトレーションをWeighted Round Robin 

256phaseで行うことを示します。 

VC0はポートアービトレーションに対応していません。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

4 PorT 

ARBitration 

Time Base 

WRR128 

0 R R ポートアービトレーションを Time Base Weighted Round 

Robin 128phaseで行うことを示します。 

VC0はポートアービトレーションに対応していません。 

3 PorT 

ARBitration 

WRR128 

0 R R ポートアービトレーションをWeighted Round Robin 

128phaseで行うことを示します。 

VC0はポートアービトレーションに対応していません。 

2 PorT 

ARBitration 

WRR64 

0 R R ポートアービトレーションをWeighted Round Robin 64phase

で行うことを示します。 

VC0はポートアービトレーションに対応していません。 

1 PorT 

ARBitration 

WRR32 

0 R R ポートアービトレーションをWeighted Round Robin 32phase

で行うことを示します。 

VC0はポートアービトレーションに対応していません。 

0 PorT 

ARBitration 

hardware 

FIXed 

0 R R ポートアービトレーションを HardWareFixな方法で行うこと

を示します。 

VC0はポートアービトレーションに対応していません。 
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（39） VCケイパビリティレジスタ 5（PCIEVCCAP5） 

本レジスタは、バーチャルチャネルケイパビリティストラクチャの、VCリソースコントロールレジスタに対応

します。本レジスタにより、VC0の制御を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000001 0

⎯ ⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

Load Port 
ARBitration 
TaBLe

VC 
Enable

TC0TC1TC2TC3TC4TC5TC6TC7

VCID PorT 
ARBitration SELect

01234567891011121315 14

111111110000000 0

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

SH-R/W：

RPCI-R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 VC ENable 1 R R VCのイネーブルを示します。 

VC0は常にイネーブルです。 

30～27 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

26～24 VCID 000 R R VCの IDを示します。 

VC0は常に 0です。 

23～20 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

19～17 PorT 

ARBitration 

SELect 

000 R R ポートアービトレーション方法を選択します。 

本デバイスは、VCアービトレーションを行っていません。 

（未対応） 

16 Load Port 

ARBitration 

TaBLe 

0 R R ポートアービトレーションテーブルのロードを行います。 

本デバイスは、VCアービトレーションを行っていません。 

（未対応） 

15～8 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

7 TC7 1 R/W R/W TC7を VC0にマップします。 

初期状態では、全 TCが VC0にマップされています。 

6 TC6 1 R/W R/W TC6を VC0にマップします。 

初期状態では、全 TCが VC0にマップされています。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

5 TC5 1 R/W R/W TC5を VC0にマップします。 

初期状態では、全 TCが VC0にマップされています。 

4 TC4 1 R/W R/W TC4を VC0にマップします。 

初期状態では、全 TCが VC0にマップされています。 

3 TC3 1 R/W R/W TC3を VC0にマップします。 

初期状態では、全 TCが VC0にマップされています。 

2 TC2 1 R/W R/W TC2を VC0にマップします。 

初期状態では、全 TCが VC0にマップされています。 

1 TC1 1 R/W R/W TC1を VC0にマップします。 

初期状態では、全 TCが VC0にマップされています。 

0 TC0 1 R R TC0を VC0にマップします。 

TC0は常に VC0にマップされます。 
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（40） VCケイパビリティレジスタ 6（PCIEVCCAP6） 

本レジスタは、バーチャルチャネルケイパビリティストラクチャの、VCリソースステータスレジスタに対応し

ます。 
 

161718192021222324252627282931 30

010000000000001 0

⎯ ⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

VC 
NeGotiation 
PenDing

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRR R

SH-R/W：

RPCI-R/W：

PorT 
ARBitration 
TaBLe 
Status

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～18 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

17 VC 

NeGotiation 

PenDing 

1 R R VC0が Negotiation中であることを示します。 

16 PorT 

ARBitration 

TaBLe 

Status 

0 R R ポートアービトレーションテーブルのステータスを示します。 

テーブルによるポートアービトレーションはサポートしていま

せん。 

15～0 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 
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（41） VCケイパビリティレジスタ 7（PCIEVCCAP7） 

本レジスタは、バーチャルチャネルケイパビリティストラクチャの、ポートアービトレーションテーブルに対

応します。本レジスタにより、VCXの設定を行います。 

本モジュールは VCXに対応していないため、本レジスタは無効です。本レジスタには、値を書き込まないでく

ださい。 
 

01234567891011121315 14

⎯ ⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

SH-R/W：

⎯⎯

PCI-R/W：

PorT 
ARBitration 
WRR256

ReJeCT 
Snoop 

Transactions

PorT 
ARBitration
WRR128

PorT 
ARBitration 
WRR64

PorT 
ARBitration 
WRR32

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR/W R

RRRRRRRRRRRRRRRR

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

ビット：

初期値：

SH-R/W：

RPCI-R/W：

PorT
ARBitration
Time Base
WRR128

PorT 
ARBitration 
hardware 
FIXed

PorT ARBitration TaBLe OffSET MAXimum TiMe SLOT

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～24 PorT 

ARBitration 

TaBLe 

OffSET 

H'00 R R ポートアービトレーションテーブルへのオフセットアドレスを

示します。 

VCXはポートアービトレーションテーブルを持っていません。

（未サポート） 

23 Reserved 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

22～16 MAXimum 

TiMe SLOT 

H'00 R R Time Based WRRポートアービトレーション時の最大タイムス

ロットを示します。 

VCXはWRRポートアービトレーションを行っていません。（未

サポート） 

15 ReJeCT 

SNoop 

Transactions

0 R R/W SNOOPトランザクションの拒否を示します。 

本ビットが 1のとき、No Snoop属性を持たない TLPを

Unsupported Requestとして扱います。 

Root Portにのみ有効です。 

Root Port： 

初期化時に VCXの状況を設定してください。 

EndPoint： 

本 bitは無効です。書き込む値は常に 0としてください。 

14～6 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

5 PorT 

ARBitration 

WRR256 

0 R R ポートアービトレーションをWeighted Round Robin 256phase

で行うことを示します。 

VCXはポートアービトレーションに対応していません。 

4 PorT 

ARBitration 

Time Base 

WRR128 

0 R R ポートアービトレーションを Time Base Weighted Round 

Robin 128phaseで行うことを示します。 

VCXはポートアービトレーションに対応していません。 

3 PorT 

ARBitration 

WRR128 

0 R R ポートアービトレーションをWeighted Round Robin 128phase

で行うことを示します。 

VCXはポートアービトレーションに対応していません。 

2 PorT 

ARBitration 

WRR64 

0 R R ポートアービトレーションをWeighted Round Robin 64phase

で行うことを示します。 

VCXはポートアービトレーションに対応していません。 

1 PorT 

ARBitration 

WRR32 

0 R R ポートアービトレーションをWeighted Round Robin 32phase

で行うことを示します。 

VCXはポートアービトレーションに対応していません。 

0 PorT 

ARBitration 

hardware 

FIXed 

0 R R ポートアービトレーションをHardWareFixな方法で行うことを

示します。 

VCXはポートアービトレーションに対応していません。 
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（42） VCケイパビリティレジスタ 8（PCIEVCCAP8） 

本レジスタは、バーチャルチャネルケイパビリティストラクチャの、VCリソースコントロールレジスタに対応

します。本レジスタにより、VCXの制御を行います。 

本モジュールは VCXに対応していないため、本レジスタは無効です。本レジスタには、値を書き込まないでく

ださい。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯ ⎯⎯

RRRRRRRRR/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

RRRRRRRRR/WR/WR/WRRRR RPCI-R/W：

Load Port 
ARBitration 
TaBLe

VC 
Enable

TC0TC1TC2TC3TC4TC5TC6TC7

VCID PorT 
ARBitration SELect

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

SH-R/W：

RPCI-R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 VC ENable 0 R R VCXのイネーブルを示します。 

初期状態では、VCXはイネーブルではありません。 

本モジュールでは、VCXを使用できないため、本ビットを 1に

することはできません。 

30～27 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

26～24 VCID 000 R/W R/W VCの IDを指定します。 

VCXの IDを設定してください。 

23～20 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

19～17 PorT 

ARBitration 

SELect 

000 R R ポートアービトレーション方法を選択します。 

本デバイスは、VCアービトレーションを行っていません。 

（未対応） 

16 Load 

Port 

ARBitration 

TaBLe 

0 R R ポートアービトレーションテーブルのロードを行います。 

本デバイスは、VCアービトレーションを行っていません。 

（未対応） 

15～8 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

7 TC7 0 R/W R/W TC7を VCXにマップします。 

初期状態では、すべての TCが VC0にマップされています。 

6 TC6 0 R/W R/W TC6を VCXにマップします。 

初期状態では、すべての TCが VC0にマップされています。 

5 TC5 0 R/W R/W TC5を VCXにマップします。 

初期状態では、すべての TCが VC0にマップされています。 

4 TC4 0 R/W R/W TC4を VCXにマップします。 

初期状態では、すべての TCが VC0にマップされています。 

3 TC3 0 R/W R/W TC3を VCXにマップします。 

初期状態では、すべての TCが VC0にマップされています。 

2 TC2 0 R/W R/W TC2を VCXにマップします。 

初期状態では、すべての TCが VC0にマップされています。 

1 TC1 0 R/W R/W TC1を VCXにマップします。 

初期状態では、すべての TCが VC0にマップされています。 

0 TC0 0 R R TC0を VCXにマップします。 

TC0は常に VC0にマップされます。 

 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  13-159 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（43） VCケイパビリティレジスタ 9（PCIEVCCAP9） 

本レジスタは、バーチャルチャネルケイパビリティストラクチャの、ポートアービトレーションテーブルに対

応します。本レジスタにより、VCXの設定を行います。 

本モジュールは VCXに対応していないため、本レジスタは無効です。本レジスタには、値を書き込まないでく

ださい。 
 

161718192021222324252627282931 30

010000000000000 0

⎯ ⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

RRRRRRRRRRRRRRR RPCI-R/W：

VC 
NeGotiation 
PenDing

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯

⎯

⎯ ⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRR R

SH-R/W：

RPCI-R/W：

PorT 
ARBitration 
TaBLe 
Status

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～18 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

17 VC 

NeGotiation 

PenDing 

1 R R VCXが Negotiation中であることを示します。 

16 PorT 

ARBitration 

TaBLe 

Status 

0 R R ポートアービトレーションテーブルのステータスを示します。 

テーブルによる VCアービトレーションは、サポートしていま

せん。（未サポート） 

15～0 Reserved すべて 0 R R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 
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（44） デバイスシリアルナンバケイパビリティレジスタ 0（PCIENUMCAP0） 

本レジスタは、デバイスシリアルナンバケイパビリティストラクチャの、拡張ケイパビリティヘッダに対応し

ます。本デバイスは、デバイスシリアルナンバケイパビリティストラクチャを保持していますが、シリアルナン

バの付与を行っていません。デバイスシリアルナンバケイパビリティストラクチャを使用する場合、ソフトウェ

アにより、シリアルナンバを付与してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

100000000000000 0

CAPability ID

NEXT CAPPability CAPability VERsion

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

110000000000000 0

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

RPCI-R/W：

RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～20 NEXT 

CAPPability 

H'000 R R/W Capability Listへのポインタです。 

End Of Listの 000Hを示しています。 

19～16 CAPability 

VERsion 

H'1 R R 本 Capabilityのバージョンを示します。 

15～0 CAPability 

ID 

H'0003 R R 本 Capabilityの IDを示します。 
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（45） デバイスシリアルナンバケイパビリティレジスタ 1（PCIENUMCAP1） 

本レジスタは、デバイスシリアルナンバケイパビリティストラクチャの、シリアルナンバレジスタ（下位 DW）

に対応します。本デバイスは、デバイスシリアルナンバケイパビリティストラクチャを保持していますが、シリ

アルナンバの付与を行っていません。デバイスシリアルナンバケイパビリティストラクチャを使用する場合、ソ

フトウェアにより、シリアルナンバを付与してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

DEVice SERial NUMber 1ST

DEVice SERial NUMber 1ST

RRRR

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

R

RRRRRRRRRRRR

PCI-R/W：

RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI

R/W

SH 

R/W 

説   明 

31～0 DEVice 

SERial 

NUMber 

1ST 

H'00000000 R R デバイスのシリアルナンバを示します。 

DSERSETR0フィールドの値が反映されます。 
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（46） デバイスシリアルナンバケイパビリティレジスタ 2（PCIENUMCAP2） 

本レジスタは、デバイスシリアルナンバケイパビリティストラクチャの、シリアルナンバレジスタ（上位 DW）

に対応します。本デバイスは、デバイスシリアルナンバケイパビリティストラクチャを保持していますが、シリ

アルナンバの付与を行っていません。デバイスシリアルナンバケイパビリティストラクチャを使用する場合、ソ

フトウェアにより、シリアルナンバを付与してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

110000000000000 0

DEVice SERial NUMber 2ND

DEVice SERial NUMber 2ND

RRRR

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

100000100010111 1

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

RRRRRRRRRRRRRRR

SH-R/W：

R

RRRRRRRRRRRR

PCI-R/W：

RPCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W

SH 

R/W 

説   明 

31～0 DEVice 

SERial 

NUMber 

2ND 

H'00000000 R R デバイスのシリアルナンバを示します。 

DSERSETR1フィールドの値が反映されます。 
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13.4.6 PCI Express制御系レジスタ 

本節のレジスタは、PCI Express制御部の制御系を制御するレジスタです。通常は、初期値のままで PCI Express

の動作が可能です。PCI Expressをソフトウェアにより制御する場合、詳細なパラメータを変更する場合には、こ

れらのレジスタの設定を行ってください。 

これらのレジスタは、SuperHywayバスからのみアクセスできます。PCI Express側からターゲット転送により本

レジスタにアクセスした場合、PCIECはコンプリータアボートとしてエラー処理を行います。 
 

（1） ID設定レジスタ 1（PCIEIDSETR1） 

本レジスタにより、クラスコード、サブクラスコード、プログラミングインタフェース、およびリビジョン ID

の値を指定します。PCI Expressの初期化前に本レジスタに値をセットすることにより、クラスコード、サブクラ

スコード、プログラミングインタフェース、およびリビジョン IDを設定することができます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000001111111 1

Rev ID SetPROG IF set

Sub Class Code SetClass Code Set

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

SH-R/W：

PCI-R/W：

PCI-R/W：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～24 Class 

Code Set 

H'FF － R/W 初期化時に Class Codeをライトしてください。PCICONF2、Class 

Codeに本フィールドの値が反映されます。 

23～16 Sub Class 

Code Set 

H'00 － R/W 初期化時に Sub Class Codeをライトしてください。PCICONF2、Sub 

Class Codeに本フィールドの値が反映されます。 

15～8 PROG IF 

Set 

H'00 － R/W 初期化時に Programing IF Codeをライトしてください。PCICONF2、

PROG IFに本フィールドの値が反映されます。 

7～0 Rev ID Set H'00 － R/W 初期化時に Revision IDをライトしてください。PCICONF2、Revision 

IDに本フィールドの値が反映されます。 
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（2） ID設定レジスタ 2（PCIEIDSETR2） 

本レジスタにより、サブシステム ID、およびサブシステムベンダ IDの値を指定します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

Sub System ID Set

Sub System Vendor ID Set

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～16 Sub 

System ID 

Set 

H'0000 － R/W Sub System IDを指定します。 

初期化時に、PCIデバイスベンダに割り当てられたサブシステムデ

バイス IDを指定してください。PCICONF11.Subsystem IDに本フィ

ールドの値が反映されます。 

15～0 Sub 

System 

Vendor ID 

Set 

H'0000 － R/W Sub Systemベンダ IDを指定します。 

初期化時に PCIデバイスベンダに割り当てられたサブシステムベン

ダ IDを指定してください。PCICONF11.Sub System Vendor IDに本

フィールドの値が反映されます。 
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（3） Deviceシリアルナンバ設定レジスタ 0（PCIEDSERSETR0） 

本レジスタにより、デバイスシリアルナンバの値を指定します。本レジスタには、初期化時に 0が書き込まれ

ます。デバイスシリアルナンバを使用する場合、初期化前に値を設定してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

DSERSET0

DSERSET0

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 DSERSET0 H'00000000 － R/W デバイスシリアルナンバの 1stDWを指定します。 

デバイスシリアルナンバを使用する場合、CFINIT を 1 とする前

に、シリアルナンバを書き込んでください。 

 

（4） Deviceシリアルナンバ設定レジスタ 1（PCIEDSERSETR1） 

本レジスタにより、デバイスシリアルナンバの値を指定します。本レジスタには、初期化時に 0が書き込まれ

ます。デバイスシリアルナンバを使用する場合、初期化前に値を設定してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

ビット：

初期値：

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/WSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

DSERSET1

DSERSET1

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 DSERSET1 H'00000000 － R/W デバイスシリアルナンバの 2ndDWを指定します。 

デバイスシリアルナンバを使用する場合、CFINIT を 1 とする前

に、シリアルナンバを書き込んでください。 
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（5） TLステータスレジスタ（PCIETLSR） 

本レジスタは、トランザクション層のステータスを示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TRPD TRPD
SET

TRPD 
CLR ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRR/W1CR R/W1C

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 
PCI 

R/W 

SH 

R/W 
説   明 

31 TRansaction 

PenDing 

0 － R Transaction Pendingを示します。 

Non Posted リクエストを発行すると 1 がセットされ、該当する

Completion の受信、または Completion Timeout により、0 にク

リアされます。 

0：Non Postedリクエストが Pendingではない。 

1：Non Postedリクエストが Pending. 

30 TRansaction 

PenDing 

SET 

0 － R/W1C Transaction Pendingがセットされたことを示します。 

TLSR.TRPD が 0 から 1 にセットしたときに 1 がセットされ、1

を書き込むことによりクリアされます。 

0：TLSR.TRPDは変化していない。 

1：TLSR.TRPDが 0から 1に変化した。 

29 TRansaction 

PenDing 

CLeaR 

0 － R/W1C Transaction Pendingがクリアされたことを示します。 

TLSR.TRPD が 1 から 0 にクリアしたときに 1 がセットされ、1

を書き込むことによりクリアされます。 

0：TLSR.TRPDは変化していない。 

1：TLSR.TRPDが 1から 0に変化した。 

28～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 
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（6） TLコントロールレジスタ（PCIETLCTLR） 

本レジスタにより、トランザクション層の制御を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

Bus Number Device Number Function Number

Completion Timeout Time

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000100110 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～24 Bus Number H'00 － R/W バスナンバを示します。 

Type0 Configuration Writeリクエストを受信したとき、リクエスト

中に指定されたバスナンバが本フィールドに格納されます。 

23～19 Device 

Number 

00000 － R/W デバイスナンバを示します。 

Type0 Configuration Writeリクエストを受信したとき、リクエスト

中に指定されたデバイスナンバが本フィールドに格納されます。 

18～16 Function 

Number 

000 － R/W ファンクションナンバを示します。 

Type0 Configuration Writeリクエストを受信したとき、リクエスト

中に指定されたファンクションナンバが本フィールドに格納され

ます。 

15、14 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

13～8 Completion 

Timeout 

Time 

110010 － R/W Completion Timerの Timeout時間を指定します。（単位 ms） 

本フィールドで設定する時間内に Completionを受信できなかった

場合、Completion Timeoutとなります。 

初期化時に 10～50の間で設定してください。 

7～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 
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（7） DLステータスレジスタ（PCIEDLSR） 

本レジスタは、データリンク層のステータスを示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

110000000000000 1

DLL 
ACT DLDN DLL 

PE
RPN 
RO

BAD 
TLP

BAD 
DLLP

VCX 
NGPD

VC0
NGPDRPTO ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR/W1CR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 Data Link 

Layer 

ACTive 

0 － R Data Link Control and Management State MachineのDL_Active状

態を示します。 

0：DLCMSMは DL_Activeではない。 

1：DLCMSMは DL_Activeである。 

30 DL DowN 1 － R DL Downを示します。 

リンク間DLで通信が確立していないときに、1が読み出されます。 

0：DL Down状態ではない。 

1：DL Down状態である。 

29 Data Link 

Layer 

Protocol 

Error 

0 － R/W1C Data Link Layer Protocol Errorの発生を示します。 

Data Link Layerでのプロトコルエラーにより 1がセットされ、1

を書き込むことによりクリアされます。 

0：Data Link Layer Protocol Errorが発生していない。 

1：Data Link Layer Protocol Errorが発生した。 

28 RePlay 

TimerOut 

0 － R/W1C Replay TimeOutの発生を示します。 

Replay Timeoutにより 1がセットされ、1を書き込むことにより

クリアされます。 

0：Replay TimeOutが発生していない。 

1：Replay TimeOutが発生した。 

27 RePlay 

Number Roll 

Over 

0 － R/W1C Replay Number Roll Overの発生を示します。 

Replay Number Roll Overの発生により 1がセットされ、1を書き

込むことによりクリアされます。 

0：Replay Number Roll Overが発生していない。 

1：Replay Number Roll Overが発生した。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

26 BAD TLP 0 － R/W1C BAD TLPの検出を示します。 

BAD TLPの検出により 1がセットされ、1を書き込むことにより

クリアされます。 

0：BAD TLPを検出していない。 

1：BAD TLPを検出した。 

25 BAD DLLP 0 － R/W1C BAD DLLPの検出を示します。 

BAD DLLPの検出により 1がセットされ、1を書き込むことによ

りクリアされます。 

0：BAD DLLPを検出していない。 

1：BAD DLLPを検出した。 

24～18 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

17 VCX 

NeGotiation 

PenDing 

1 － R VCX NeGotiation PenDingの状態を示します。 

VCXがイネーブル時、DLが VCXの Negoticaion処理を実行しま

す。本ビットは VCXが Negotiation中で使用できないこと示して

います。本ビットがセットされていないことを確認した後、VCX

の使用を開始してください。 

0：VCX Negotiation処理実行中ではない。 

1：VCX Negotiation処理実行中。 

16 VC0 

NeGotiation 

PenDing 

1 － R VC0 Negotiation Pendingの状態を示します。 

VC0は常にイネーブルされており、初期化後自動的に VC0の

Negotiationを実行します。本ビットは VC0が Negotiation中また

は Disableされており、使用できないことを示します。 

0：VC0 Negotiation処理実行中ではない。 

1：VC0 Negotiation処理実行中。 

15～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 
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（8） DLコントロールレジスタ（PCIEDLCTLR） 

本レジスタにより、データリンク層の制御を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 
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（9） MACステータスレジスタ（PCIEMACSR） 

本レジスタは、MAC層のステータスを示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

10000/101/000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR/W1C R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

LKWIDTHLKTRRVERR ⎯ ⎯ DISST HOTRST 
ST LKSPEED

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 ReceiVer 

ERRor 

0 － R/W1C Receiver Errorを示します。 

MAC が以下のエラーを検出したとき、本ビットがセットされ

ます。 

• 8b/10bエラー 

• ディスパリティエラー 

• エラスティックバッファオーバフロー 

• エラスティックバッファアンダフロー 

• レーン間デスキューエラー 

0：Receiver Errorは検出していない。 

1：Receiver Errorを検出した。f 

30 LinK Trining 0 － R MACの LTSSMが Recoverまたは Configuration状態で、Link 

Training実行中であることを示します。 

0：Link Training中ではない。 

1：Link Training中である。 

29、28 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出した値は不定です。書き込む値は常に 0としてください。 

27 DISabled 

State 

0 － R MACの LTSSMが Disabledステートになっていることを示し

ます。 

【注】本ビットは自らリンクディセーブルの要求をした場合

（EXPCAP4.LKDISに 1セット）のみセットされます。

したがって Endpoint のときは常に"0"が読み出されま

す。 

0：Disabledステートではない。 

1：Disabledステートである。 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

13-172  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

26 HOT ReSeT 

State 

0 － R MACの LTSSMが Hot Resetステートになっていることを示

します。 

0：Hot Resetステートではない。 

1：Hot Resetステートである。 

25～20 LinK WIDTH PCIEC0: 

000100 

PCIEC1/2: 

000001 

－ R MACコンフィグレーションにより確立されたリンク幅を示し

ます。 

DLSR．DLLACT=1のとき、本フィールドは有効となります。

本 IPはリンク幅 x1，x4をサポートしており、そのいずれか

の値になります。 

000001：x1リンク幅 

（000010：x2リンク幅） 

000100：x4リンク幅 

本レジスタの初期値は、以下のようになります。 

PCIEC0：x4 

PCIEC1/2：x1 

19～16 LinK 

SPEED 

0001 － R MACコンフィグレーションにより確立されたリンクスピード

を示します。DLSR．DLLACT=1のとき本フィールドは有効と

なります。本 IPはリンクスピード 2.5Gb/sに対応しています。 

0001：2.5Gb/s 

15～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0と

してください。 
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（10） MACコントロールレジスタ（PCIEMACCTLR） 

本レジスタにより、MAC層の制御を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

111111110000001 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WR/WRR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

NFTS⎯ REDETLK 
RCFG

LTSM 
DIS SCRDIS

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 LTSsM 

DISable 

1 － R/W MAC LTSSM動作をディセーブルします。 

本ビットが 1のとき、LTSSMは動作しません。 

0：MAC LTSSMはディセーブルせず、動作します。 

1：MAC LTSSMをディセーブルします。 

PCIETCTLR.CFINIT を 1 にすると、本フィールドに 0 がセットされ、

MAC LTSSMが動作を開始します。 

30 LinK 

ReConFiG 

0 － R/W MAC LTSSMの再コンフィグレーション処理を指示します。 

本ビットがセットされているとき、MAC LTSSMは Recovery状態に遷

移した後、Configuration状態に遷移します。本ビットは、Link_up = 1

のときにセットしてください。再コンフィグレーションが終了すると 0

クリアされます。 

0：再コンフィグレーションを行わない。 

1：再コンフィグレーションを行う。 

29 － 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくださ

い。 

28 ReDEtecT 0 － R/W MAC LTSSMに Detect状態（初期状態）への遷移を要求します。 

本ビットがセットされると、MAC LTSSMは直ちに Detect状態へ遷移し

ます。 

セットした 1クロック後に 0クリアされます。 

0：Detect状態に遷移しない。 

1：Detect状態に遷移する。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

27 SCRamble 

DISable 

0 － R/W MACのデータスクランブル機能をディセーブルします。 

【注】MACCTLR.LTSMDISビットが 1のとき 本ビットを設定してくだ

さい。MACCTLR.LTSMDISビットが 0のとき､本ビットを変更し

た場合、動作未定義となります。 

0：データスクランブル機能は有効。 

1：データスクランブル機能を無効にする。 

26～24 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくださ

い。 

23～16 Number 

FTS 

H'FF － R/W MACが L0から L0sへの復帰時に送信する Fast Training Sequence数を

設定してください。 

設定できる最大 FTS数は 255（初期値）です。最小値は 6です。6以下

には設定しないでください。 

15～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくださ

い。 

 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  13-175 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（11） PMステータスレジスタ（PCIEPMSR） 

本レジスタは、パワーマネージメントのステータスを示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

L1FAEG L2FAEG PME 
L1RX PMSTATE⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRR/W1CRRRR/W1CRRR/W1C R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI

R/W

SH 

R/W 

説   明 

31 L1FAllEdGe 0 － R/W1C L1 Fall Edgeを示します。 

PMCTLR.L1IATN=1ライトによって起動された L1起動シーケンス

が中断、もしくは完了したときに 1セットされます。1ライトでク

リアされます。0ライトは無効です。 

0：L1起動シーケンスは 完了または中断していない。 

1：L1起動シーケンスが完了または中断した。 

30～28 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

27 L2FAllEdGe 0 － R/W1C PMCTLR.L2IATN=1ライトによって起動された L2起動シーケンス

が中断、もしくは完了したときに 1セットされます。1ライトでク

リアされます。0ライトは無効です。 

0：L2起動シーケンスは 完了または中断していない。 

1：L2起動シーケンスが完了または中断した。 

26～24 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

23 PMEnterL1RX 0 － R/W1C PM_ENTER_L1 DLLPを受信したときに 1セットされます。 

1ライトでクリアされます。0ライトは無効です。 

0：PM_ENTER_L1 DLLPを受信していない。 

1：PM_ENTER_L1 DLLPを受信した。 

22～19 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 
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ビット ビット名 初期値 PCI

R/W

SH 

R/W 

説   明 

18～16 PMSTATE 000 － R PowerManagemnetステートマシンのステートを示します。 

000：LDnステート 

001：L0ステート 

011：L1ステート 

010：L2ステート 

100：L0sステート 

その他：Reserve 

15～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

 

（12） PMコントロールレジスタ（PCIEPMCTLR） 

本レジスタにより、パワーマネージメントを制御します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

L1IATN L2IATN ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRR/WRRR/W R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 L1InitiATioN 0 － R/W L1遷移の開始を指示します。 

1ライトにより L1遷移の開始（起動）を行います。0ライトは無

効です。 

リード時は、L1 へ遷移途中のとき 1 を示し、PM ステートが L0

から別のステートに遷移すると 0を示します。 

0：L1遷移シーケンスは起動していない。 

1：L1状態への遷移の過程にある。 

30～28 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

27 L2InitiATioN 0 － R/W L2遷移の開始を指示します。 

1ライト時に、L2遷移の開始（起動）を行います。0 ライトは無

効です。 

リード時は、L2 へ遷移途中のとき 1 を示し、PM ステートが L0

から別のステートに遷移すると 0を示します。 

0：L2遷移シーケンスは起動していない。 

1：L2状態への遷移の過程にある。 

26～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

 

（13） TL割り込みマスクレジスタ（PCIETLINTENR） 

本レジスタにより、PCI Express制御部のトランザクション層での割り込みの、INTCへの通知を制御します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TRPD 
SETEN

TRPD 
CLREN ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRR/WR R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 － 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 

30 TRansaction 

PenDing 

SET Enable 

0 － R/W Transaction Pending SETによる割り込みを許可します。 

1セットした場合､割り込み発生します。 

0：Transaction Pending SET割り込みを発生しません。 

1：Transaction Pending SET割り込みを発生します。 

29 TRansaction 

PenDing 

CLR Enable 

0 － R/W Transaction Pending CLeaRによる割り込みを許可します。 

1セットした場合、割り込み発生します。 

0：Transaction Pending CLeaR割り込みを発生しません。 

1：Transaction Pending CLeaR割り込みを発生します。 

28～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 
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（14） DL割り込みマスクレジスタ（PCIEDLINTENR） 

本レジスタにより、PCI Express制御部のデータリンク層での割り込みの、INTCへの通知を制御します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

DL 
DNEN

DLL 
ACTEN

RP 
TOEN

RPN 
ROEN

BAD 
TLPEN

BAD 
DLLPEN

VCXNG 
PDEN

VC0NG 
PDEN

DLL 
PEEN ⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W

SH 

R/W 

説   明 

31 Data Link Layer 

ACTive Enable 

0 － R/W DL_Activeによる割り込みを許可します。 

0：DL_Activeによる割り込みを発生しません。 

1：DL_Activeによる割り込みを発生します。 

30 DL DowNENable 0 － R/W DL Downによる割り込みを許可します。 

0：DL Downによる割り込みを発生しません。 

1：DL Downによる割り込みを発生します。 

29 Data Link Layer 

Protocol 

ErrorENable 

0 － R/W Data Link Layer Protocol Errorによる割り込みを許可します。 

0：Data Link Layer Protocol Errorによる割り込みを発生しま

せん。 

1：Data Link Layer Protocol Errorによる割り込みを発生しま

す。 

28 RePlay 

TimerOutENable

0 － R/W Replay TimeOutによる割り込みを許可します。 

0：Replay TimeOutによる割り込みを発生しません。 

1：Replay TimeOutによる割り込みを発生します。 

27 RePlay Number 

Roll OverENable

0 － R/W Replay Number Roll Overによる割り込みを許可します。 

0：Replay Number Roll Overによる割り込みを発生しません。 

1：Replay Number Roll Overによる割り込みを発生します。 

26 BAD TLPENable 0 － R/W BAD TLPによる割り込みを許可します。 

0：BAD TLPによる割り込みを発生しません。 

1：BAD TLPによる割り込みを発生します。 

25 BAD DLLP 

Enable 

0 － R/W BAD DLLPによる割り込みを許可します。 

0：BAD DLLPによる割り込みを発生しません。 

1：BAD DLLPによる割り込みを発生します。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W

SH 

R/W 

説   明 

24～18 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

17 VCX NeGotiation 

PenDingENable

0 － R/W VCX NeGotiation PenDingによる割り込みを許可します。1セッ

トした場合、割り込みを発生します。 

0：VCX Negotiationによる割り込みを発生しません。 

1：VCX Negotiationによる割り込みを発生します。 

16 VC0NeGotiation 

PenDingENable

0 － R/W VC0 Negotiation Pendingによる割り込みを許可します。1セッ

トした場合、割り込みを発生します。 

0：VC0 Negotiationによる割り込みを発生しません。 

1：VC0 Negotiationによる割り込みを発生します。 

15～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 

 

（15） MAC割り込みマスクレジスタ（PCIEMACINTENR） 

本レジスタにより、PCI Express制御部のMAC層での割り込みの、INTCへの通知を制御します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RV 
ERREN

LKTR 
EN ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR/W R/W

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W

SH 

R/W 

説   明 

31 ReceiVer ERRor 

Enable 

0 － R/W ReceiverErrorによる割り込みを許可します。 

0：Receiver Errorによる割り込みを許可しません。 

1：Receiver Errorによる割り込みを許可します。 

30 LinK TRining 

Enable 

0 － R/W Link Trainingによる割り込みを許可します。 

0：Link Trainingによる割り込みを許可しません。 

1：Link Trainingによる割り込みを許可します。 

29～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0とし

てください。 
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（16） PM割り込みマスクレジスタ（PCIEPMINTENR） 

本レジスタにより、PCI Express制御部のパワーマネージメントでの割り込みの、INTCへの通知を制御します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

L1FA 
EGEN

L2FA 
EGEN

PMEL1 
RXEN ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRR/WRRRR/WRRR/W R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

31 L1FAllEdGeENable 0 － R/W L1FAEGによる割り込みを許可します。 

0：L1FAllEdGeによる割り込みを許可しません。 

1：L1FAllEdGeによる割り込みを許可します。 

30～28 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に

0としてください。 

27 L2FAllEdGeENable 0 － R/W L2FAEGによる割り込みを許可します。 

0：L2FAllEdGeによる割り込みを許可しません。 

1：L2FAllEdGeによる割り込みを許可します。 

26～24 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に

0としてください。 

23 PM_Enter_L1_RXENable 0 － R/W PMEnterL1RXによる割り込みを許可します。 

0：PMEnterL1RXによる割り込みを許可しません。 

1：PMEnterL1RXによる割り込みを許可します。 

22～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に

0としてください。 
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13.4.7 PCI Express送信系レジスタ 

本節のレジスタは、PCI Express制御部の送信系を制御するレジスタです。本モジュールのブリッジ部を用いて

の通信は、初期値のままで PCI Expressの動作が可能です。PCI Expressをソフトウェアにより制御する場合、詳細

なパラメータを変更する場合には、これらのレジスタの設定を行ってください。 

これらのレジスタは、SuperHywayバスからのみアクセスできます。PCI Express側からターゲット転送により本

レジスタにアクセスした場合、PCIECはコンプリータアボートとしてエラー処理を行います。 

また、本モジュールのブリッジ部は、これらのレジスタにアクセスし、パケットの送受信を行います。ブリッ

ジ部が動作している際には、ブリッジ部がアクセスするレジスタにはソフトウェアからアクセスしないでくださ

い。 

これらのレジスタは、64ビットレジスタとして定義されています。ソフトウェアからアクセスする場合には、

浮動小数点レジスタ（DRn, n=偶数）と浮動小数点用の転送命令（fmov）を用いて、8バイト単位でのアクセスを

行うか、4バイト単位でのアクセスを行ってください。8バイトアクセスを行う場合、リセット解除後には浮動小

数点レジスタを用いても、4バイトでのアクセスが行われているため、FSCHG命令を実行し、8バイトアクセス

を行う設定を行ってください。また、4バイトでのアクセスを行う場合、最初に下位 4バイトにアクセスし、その

後連続して上位 4バイトにアクセスしてください。ライトの場合、上位 4バイトを書き込んだ段階で、64ビット

レジスタへのライトが行われ、下位 4バイトのみのライトでは、データは書き込まれません。 
 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

13-182  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

（1） 送信ステータスレジスタ（PCIETXSR） 

本レジスタは、送信ステータスを示します。 
 

484950515253545556575859606163 62

000100000000001 0

TXEMP ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

323334353637383940414243444547 46

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

63 TXEMP 1 － R VC0、VCXすべての送信バッファの Emptyフラグを示します。本ビ

ットでEmpty状態を確認しながらパワーマネージメント操作を行い

ます。TXBUFCLRの 1ライトにより初期化されます。 

0：空でない送信バッファが存在します。 

1：すべての送信バッファは空です。 

62～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてく

ださい。 
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（2） 送信 VC0ステータスレジスタ（PCIETXVC0SR） 

本レジスタは、VC0でのパケット送信のステータスを示します。 

本モジュールは、ブリッジ部が本レジスタにアクセスすることにより、パケットの送信を行います。そのため、

ブリッジ部の動作中は、ソフトウェアによる本レジスタへのアクセスは行わないでください。 
 

484950515253545556575859606163 62

000100010000000 0

TXBUF
CLR ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR/W R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

323334353637383940414243444547 46

000000000000001 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

SH-R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

RRRRRRRRRRRRRRR RSH-R/W：

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯PCI-R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

63 TX BUFfer 

CLeaR 

0 － R/W VC0送信バッファをクリアします。 

Postedリクエスト／Non Postedリクエスト／Completionの送信

ヘッダ、データバッファがクリアされます。1ライトのみ可能な

1Shotトリガです。リードは常に 0となります。 

0：（初期値） 

1：VC0 送信バッファをクリアする。 

62～56 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

55 － 1 － R リザーブビットです。 

読み出すと不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0として

ください。 

54～52 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 
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ビット ビット名 初期値 PCI 

R/W 

SH 

R/W 

説   明 

51 － 1 － R リザーブビットです。 

読み出すと不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0として

ください。 

50～48 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 

47 － 1 － R リザーブビットです。 

読み出すと不定値が読み出されます。書き込む値は常に 0として

ください。 

46～0 － すべて 0 － R リザーブビットです。 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0として

ください。 
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13.4.8 物理層制御レジスタ 

物理層制御レジスタは、物理層の全体動作の制御などのためのレジスタです。物理層が持つ複数を個別に制御

するため、レーンごとにレジスタが規定されていますが、物理層全体を代表してレーン 0のみにレジスタが定義

されているものもあります。 

物理層制御レジスタのアドレスは、SuperHyway上の空間にはマッピングされていません。アクセス方法の詳細

は、「13.5.14 物理層制御レジスタへのアクセス」を参照してください。 

予約されているレジスタ、ビットに対しては、初期値の修正を行わないでください。 
 

（1） 物理層制御レジスタ（PCIEPLCTLR） 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

PHY 
StandBy

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000010010000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/W：  
 

レーン ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 - すべて 0 R/W 予約ビットです。初期値のまま、変更しないでください。 

10 - 1 R/W 予約ビットです。初期値のまま、変更しないでください。 

9、8 - すべて 0 R/W 予約ビットです。初期値のまま、変更しないでください。 

7 PHY_StandBy 1 R/W 物理層をスタンバイ状態とすることを指定します。 

初期状態では、スタンバイ状態となっています。 

PCIECを使用する前に、本ビットを 0として、スタンバイ状態

を解除してください。 

0 

6～0 - すべて 0 R/W 予約ビットです。初期値のまま、変更しないでください。 
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13.5 動作説明 

13.5.1 サポートする機能 

本節では、PCI Expressコントローラがサポートする機能を示します。 
 

（1） パケット送受信のサポート 

表 13.7にサポートする PCI Expressパケットを示します。本モジュールでは、規格で禁止されていないパケッ

トの送受信をサポートしています。 
 

表 13.7 サポートする PCI Expressパケット 

ルートポート エンドポイント パケット種別 

送信 受信 送信 受信 

メモリリード ○ ○ ○ ○ 

メモリライト ○ ○ ○ ○ 

I/Oリード ○ ○ － ○ 

I/Oライト ○ ○ － ○ 

ロック ○ － － － 

コンフィグレーションリード ○ ○ － ○ 

コンフィグレーションライト ○ ○ － ○ 

メッセージ ○* ○* ○* ○* 

【記号説明】 

 ○： ハードウェアによりサポートします 

 ×： サポートしていません。 

 －： PCI Expressでは、規格により使用が禁じられています。 

【注】 * PM関連のメッセージの処理は、ソフトウェアにより行う必要があります。 
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（2） メッセージ送受信のサポート 

表 13.8にサポートする PCI Expressメッセージを示します。 

本モジュールは、Vendor Defined Messageをサポートしていません。 

また、本モジュールは、パワーマネージメント関係のメッセージの送受信が可能ですが、ソフトウェアによる

制御が必要です。 
 

表 13.8 サポートする PCI Expressメッセージ 

ルートポート エンドポイント メッセージ種別 

送信 受信 送信 受信 

Assert_INTA － ○ ○ － 

Assert_INTB － ○ ○ － 

Assert_INTC － ○ ○ － 

Assert_INTD － ○ ○ － 

Deassert_INTA － ○ ○ － 

Deassert_INTB － ○ ○ － 

Deassert_INTC － ○ ○ － 

Deassert_INTD － ○ ○ － 

PME_Active_State_Nak △ － － △ 

PM_PME － △ △ － 

PME_Turn_Off △ － － △ 

PME_To_Ack － △ △ － 

ERR_COR － ○ ○ － 

ERR_NONFATAL － ○ ○ － 

ERR_FATAL － ○ ○ － 

Unlock ○ － － ○ 

Set_Slot_Power_Limit ○ － － ○ 

Vendor_Define Type0 × × × × 

Vendor_Define Type1 × × × × 

【記号説明】 

 ○： ハードウェアによりサポートします 

 △： 送受信は可能ですが、ソフトウェアによる制御が必要です。 

 －： PCI Expressでは、規格により使用が禁じられています。 

 ×： サポートしていません。 
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（3） コンフィグレーションレジスタのサポート 

表 13.9にサポートする PCI Expressコンフィグレーションレジスタを示します。本モジュールは、BIST、スイ

ッチ、拡張 ROMに関するレジスタをサポートしていません。 
 

表 13.9 サポートする PCI Expressコンフィグレーションレジスタ 

コンフィグレーションレジスタ PCIECレジスタ名 ルート 

ポート 

エンド 

ポイント 

Vendor IDレジスタ PCICONF0[15: 0] ○ ○ 

Device IDレジスタ PCICONF0[31:16] ○ ○ 

コマンドレジスタ PCICONF1[15: 0] ○ ○ 

ステータスレジスタ PCICONF1[31:16] ○ ○ 

リビジョン IDレジスタ PCICONF2[ 7: 0] ○ ○ 

クラスコードレジスタ PCICONF2[31: 8] ○ ○ 

キャッシュラインサイズ PCICONF3[ 7: 0] － － 

マスターレイテンシタイマー PCICONF3[15: 8] － － 

ヘッダータイプレジスタ PCICONF3[23:16] ○ ○ 

BISTレジスタ PCICONF3[31:24] × × 

ベースアドレスレジスタ 0 PCICONF4[31: 0] ○ ○ 

ベースアドレスレジスタ 1 PCICONF5[31: 0] ○ ○ 

ベースアドレスレジスタ 2 PCICONF6[31: 0] － ○ 

プライマリバスナンバ PCICONF6[ 7: 0] ○* － 

セカンダリバスナンバ PCICONF6[15: 8] ○* － 

サブオーディネートバスナンバ PCICONF6[23:16] ○* － 

セカンダリレイテンシタイマー PCICONF6[31:24] － － 

ベースアドレスレジスタ 3 PCICONF7[31: 0] － ○ 

I/Oベースレジスタ PCICONF7[ 7: 0] × － 

I/Oリミットレジスタ PCICONF7[15: 8] × － 

セカンダリステータスレジスタ PCICONF7[31:16] ○ － 

ベースアドレスレジスタ 4 PCICONF8[31: 0] － ○ 

メモリベース PCICONF8[15: 0] × － 

メモリリミット PCICONF8[31:16] × － 

ベースアドレスレジスタ 5 PCICONF9[31: 0] － ○ 

プリフェッチャブルメモリベース PCICONF9[15: 0] × － 

プリフェッチャブルメモリリミット PCICONF9[31:16] × － 

カードバス CISポインタ PCICONF10[31: 0] － × 

プリフェッチャブルベース（上位 32ビット） PCICONF10[31: 0] × － 

サブシステム IDレジスタ PCICONF11[31: 0] － ○ 

プリフェッチャブルリミット（上位 32ビット） PCICONF11[31: 0] × － 
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コンフィグレーションレジスタ PCIECレジスタ名 ルート 

ポート 

エンド 

ポイント 

サブシステムベンダ IDレジスタ PCICONF12[31: 0] － ○ 

I/O ベース（上位 16ビット） PCICONF12[15: 0] × － 

I/O リミット（下位 16ビット） PCICONF12[31:16] × － 

ケイパビリティポインタ PCICONF13[31: 0] ○ ○ 

拡張 ROMベースアドレスレジスタ PCICONF14[31:16] － × 

インタラプトライン PCICONF15[ 7: 0] ○ ○ 

インタラプトピン PCICONF15[15: 8] ○ ○ 

最小グラント PCICONF15[23:16] － － 

最大レイテンシ PCICONF15[31:24] － － 

ブリッジコントロールレジスタ PCICONF15[31:16] ○ － 

【記号説明】 

 ○： ハードウェアによりサポートします 

 ×： サポートしていません。 

 －： PCI Expressでは、規格により使用されません。 

【注】 * ハードウェアでは、レジスタのみを実装しています。値は、ソフトウェアによりセットしてください。 
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（4） ケイパビリティストラクチャのサポート 

表 13.10にサポートする PCI Expressケイパビリティ ストラクチャを示します。本モジュールでは、これらの

ケイパビリティストラクチャをサポートします。 
 

表 13.10 サポートする PCI Expressケイパビリティストラクチャ 

Capability Structure サポート 先頭アドレス 

PCIパワーマネージメント ○ H'040 

MSI ○ H'050 

PCI Express ○ H'070 

Advanced Error Reporting × － 

Virtual Channel ○ H'100 

Device Serial Number ○* H'1B0 

PCI Express Link Complex Declaration × － 

PCI Express Root Complex Internal Link Control × － 

Power Budgeting × － 

PCI Express Root Complex Event Collector Endpoint Association × － 

Multi-Function Vaitual Channel × － 

Vendor-Specific × － 

RCRB Header × － 

【記号説明】 

 ○： ハードウェアによりサポートします 

 ×： サポートしていません。 

【注】 * 本デバイスは、デバイスシリアルナンバケイパビリティストラクチャを保持していますが、ハードウェアによるシ

リアルナンバの付与を行っていません。デバイスシリアルナンバケイパビリティストラクチャを使用する場合、ソ

フトウェアにより、シリアルナンバを付与してください。また、初期状態では、デバイスシリアルナンバケイパビ

リティストラクチャはケイパビリティリストのチェーンに入っていません。使用する場合は、ケイパビリティリス

トのチェーンへの追加を行ってください。 
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13.5.2 端子設定 

本モジュールは、PCI Expressの規格で規定されているルートポートまたはエンドポイントとして動作します。

この動作モードは、モードピンにより指定します。表 13.1の端子構成に記載のモードピンの設定により、ルート

ポートまたはエンドポイントの指定を行ってください。 

本モジュールは、PCI Expressの規格で規定されているレガシーエンドポイント、ルートコンプレックスインテ

グレーテッドエンドポイント、スイッチ、ルートコンプレックスインベントコントローラとしては動作しません。 
 

（1） ルートポート 

ルートポートは、PCI Expressの全体制御を行うデバイスで、PCI Expressシステムにひとつ以上必要です。本モ

ジュールは、SHプロセッサをホストプロセッサとしたルートポートとして動作可能です。 

ルートポートは、コンフィグレーションサイクルの発生による PCI Expressシステムの初期化、エラーメッセー

ジの受信および回復などの、システム全体の統括を行います。また、ルートポートはリクエストパケットの送信、

コンプリージョンパケットの返信、メッセージの送受信などを行えます。 
 

（2） エンドポイント 

エンドポイントは、ルートポートの制御下で、データ通信を行うデバイスで、PCI Expressシステムに複数個存

在することが可能です。本モジュールは、エンドポイントとして動作可能です。 

エンドポイントは、コンフィグレーションサイクルによる初期化を受けた後、エラーの検出およびルートポー

トへの報告などを行います。また、エンドポイントはリクエストパケットの送信、コンプリージョンパケットの

返信、メッセージの送受信などを行えます。 
 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

13-192  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

13.5.3 初期化（PCIECモジュールの初期化） 

本モジュールによる通信を行うためには、ブリッジ機能の設定、および、PCI Expressのコネクションの確立を

行う必要があります。（ブリッジ機能を使用しない場合、それらの設定は不要です。） 

以下の手順により PCIECの初期化を行ってください。 
 

（1） ブリッジ機能の設定 

転送に使用する以下のレジスタに、転送情報をセットしてください。セットする転送情報の内容については、

「13.5.6 ターゲット転送（外部デバイス→PCIECへのデータ転送）」および、「13.4.3 PCIEC転送制御レジ

スタ」を参照してください。 

• PCIELAR0～5 

• PCIELAMR0～5 

使用しない転送レジスタや初期値のまま使用する転送レジスタへの、転送情報のセットは不要です。 
 

（2） コネクションの確立 

上記の転送制御レジスタに転送情報をセットした後に、PCIETCTLR[0].CFINITビットを 1にセットし、コネク

ションの確立開始を指示してください。（上記の転送制御レジスタは、CFINITを 1とした後には、値を変更する

ことができません。） 

PCIETCTLR[0].CFINITを 1にセットすることにより、データリンク層の初期化が開始され、接続先の PCI Express

デバイスと通信を行う準備を開始します。 

データリンク層の初期化が完了すると、DL_Activeの状態となり、VC0による通信を行う準備が整います。以

下のいずれかの方法により DL_Activeであることが確認できた段階で初期化が完了します。 
 

VC0による通信の確立 

• PCIETSTR[0].DLLACTが1となっていること 

• VCCAP6[17]. VC NeGotiation PenDingが1となっていること 

• DL_Activeを示すINTDL割り込みが発生したこと 

 

DL_Activeにより INTDL割り込みを発生させるためには、事前に以下の設定を行っておく必要があります。 

• PCIEINTER[14].INTDLEを1にセット 

• DLINTENR[31].Data Link Layer ACTive Enableを1にセット 

 

本モジュールは、バーチャルチャネル（VCX）には対応していません。VC0のみにより、通信を行えます。 
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13.5.4 コンフィグレーションサイクル（PCI Expressの初期化） 

本モジュールをルートポートとして使用する場合、コンフィグレーションサイクルを発生させ、接続先のデバ

イスのコンフィグレーションを行います。コンフィグレーションサイクルは、コンフィグレーションアクセスを

用いて接続先のエンドポイントのコンフィグレーションレジスタの状態を調査し、その結果に応じてルートポー

ト自身とエンドポイントのコンフィグレーションレジスタに値をセットすることを指します。ルートポートが、

自身の持つコンフィグレーションレジスタにアクセスする場合は、通常の SuperHywayバスを介したアクセスを用

います。 

本節では、コンフィグレーションアクセスの発生方法、受信方法、コンフィグレーションサイクル中に設定す

べき項目を説明します。 

本モジュールをルートポートとして使用する場合には、コンフィグレーションのアクセスを行いコンフィグレ

ーションサイクルを発生させ、各種初期設定を行います。 

本モジュールをエンドポイントとして使用する場合には、ルートポートからのコンフィグレーションアクセス

を受信し、初期化処理を受け付けます。 
 

（1） コンフィグレーションアクセスの発生 

本モジュールからのコンフィグレーションアクセスによる外部デバイスのコンフィグレーションレジスタへの

アクセスは、以下の手順により行ってください。 

本モジュールがルートポートとして動作している際に、本モジュール自身のコンフィグレーションレジスタに

アクセスする場合には、以下の手順ではなく、SuperHywayバスのアドレス空間にマッピングされているレジスタ

に、SuperHywayバスを経由してアクセスしてください。 
 

（a） PCIEPARのセット 

PCIEPARに、アクセス先のコンフィグレーションレジスタのレジスタ番号、拡張レジスタ番号、およびアクセ

ス先のデバイスのバス／デバイス／ファンクション番号を指定します。 
 

（b） PCIEPCTLRのセット 

PCIEPCTLRに、発生させるコンフィグレーションアクセスのタイプおよび、アクセス許可ビットをします。 
 

（c） PCIEPDRへのアクセス 

PCIEPDRへリードのアクセスを行うことによりコンフィグレーションリードが、ライトのアクセスを行うこと

により、コンフィグレーションライトが発生します。リード時には、コンフィグレーションリードの結果が読み

出されます。 
 

（d） PCIEPCTLRの確認 

PCIEPCTLR[16].CRSビットを確認し、CRS（Configuration Request Retry Status）が返されたかを確認します。本

ビットが 1の場合、接続先のデバイスが立ち上がっていないため、コンフィグレーションリクエストに対する正

しい応答ができていないことを示します。本ビットが 1であった場合、本ビットに 1を書き込みクリアした後に、

再度（c）の処理から再開してください。 

一度コンフィグレーションアクセスが成功したデバイスに対しては、本ビットの確認を行う必要はありません。 
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（2） コンフィグレーションアクセスの受信 

本モジュールによるコンフィグレーションアクセスの受信は、ハードウェアにより自動処理されるため、ソフ

トウェアによる制御は不要です。 

ただし、PMCAP1[1:0].PowerStateフィールドに対するコンフィグレーションライトアクセスによる、パワース

テートの変更はソフトウェアにより処理が必要です。詳細は、「13.5.12 パワーマネージメント」を参照してく

ださい。 

正常なコンフィグレーションライトを受信した場合、受信パケット中のバスナンバ、デバイスナンバを取り込

み、TLCTLR[31:24].BusNumber, TLCTLR[23:19].DeviceNumber, TLCTLR[18:16].FunctionNumberに書き込まれます。

これらの値は、本モジュールが生成するパケットのリクエスタ IDとして使用されます。 
 

（3） 設定内容 

ルートポートとして本モジュールを使用する場合、コンフィグレーションアクセスを発行し、PCI Expressの初

期化として、以下の設定を行ってください。以下のレジスタ設定は、ルートポートが、ルートポート／エンドポ

イントの両者のレジスタに対して行います。 

下記の内容は、接続先が単一の PCI Expressデバイスの場合の説明です。接続先がスイッチあるいはブリッジの

場合、別途設定が必要になります。 
 

（a） MPS（Max Payload Size）の設定 

ルートポート、エンドポイントを含む、PCI Expressシステム中に存在するすべての PCI Expressデバイスのコン

フィグレーションレジスタ中のMPSS（Max Payload Size Supported）を調べ、最も小さな値をシステムのMPSと

して決定します。決定したMPSの値を、ルートポート・エンドポイントを含むすべてのデバイスのコンフィグレ

ーションレジスタに設定してください。 
 

（b） MRRS（Max Read Request Size）の設定 

本モジュールでは、MRRSの値はMPSの値と同じ値とします。MPSと同じ値をルートポート・エンドポイント

を含むすべてのデバイスのコンフィグレーションレジスタに設定してください。 
 

（c） PCIアドレス空間の設定（BARの設定） 

各デバイスに PCIアドレス空間の割り当てを行います。 

PCI Expressの規格に従って、アドレス空間の割り当てを行い、各デバイスの BARのその結果を設定してくださ

い。 
 

（d） 動作モードの設定 

PCI Expressの動作モードを規定する、以下のコンフィグレーションレジスタの値をセットします。初期値のま

ま使用する場合には、セットする必要はありません。個々のレジスタの詳細は、「13.4.5 コンフィグレーション

レジスタ」を参照してください。 

これらのレジスタは、コンフィグレーションサイクルの完了後には、値を変更しないでください。 

PCICONF1[10].Interrupt Disable 
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PCICONF1[8].SERR Enable 

PCICONF1[6].Parity Error Response 

PCICONF15[17].SERR Enable（ルートポートのみ） 

PCICONF15[15:8].Interrupt Pin（エンドポイントのみ） 

PCICONF15[7:0].Interrupt Line（ルートポートのみ） 

EXPCAP2[11].Enable No Snoop 

EXPCAP2[4].Enable Relaxed Ordering 

EXPCAP2[3].Unsupported Request Reporting Enable 

EXPCAP2[2].Fatal Error Reporting Enable 

EXPCAP2[1].Non Fatal Error Reporting Enable 

EXPCAP2[0].Correctable Error Reporting Enable 

EXPCAP3[20].Data Link Layer Active Reporting Capable（ルートポートのみ） 

EXPCAP7[4].CRS Software Visibility Enable 

EXPCAP7[3].PME Interrupt Enable 

EXPCAP7[2].System Error on Fatal Error Enable 

EXPCAP7[1].System Error on Non-Fatal Error Enable 

EXPCAP7[0].System Error on Correctable Error Enable 
 

（e） INTx/MSI割り込みの設定 

システムで使用する割り込み（INTxまたはMSI）を決定し、各デバイスに設定します。 

詳細は、「13.5.9 INTx割り込み」、「13.5.10 MSI割り込み」を参照してください。 
 

（f） マスターイネーブルの設定 

初期化後に行う転送に応じて、PCICONF1[2].Bus Master Enable, PCICONF1[1].Memory Space Enable, 

PCICONF1[0].I/O Space Enableを設定します。 

Root Portが Endpointからのリクエストを受信する場合には、まず、Root Portの Bus Master Enableビットを 1に

セットします。同時に、メモリアクセスを受け付ける場合にはMemory Space Enableを、I/Oアクセスを受け付け

る場合には、I/O Space Enableを 1にセットします。この設定を行わないと、Root Portはリクエストを受け付けま

せん。次に、Endpointの Bus Master Enableビットを 1にセットします。この設定を行わないと、Endpointはリク

エストを発行できません。 

Endpointに対してメモリアクセス、I/Oアクセスを行う場合には、EndpointのMemory Space Enable, I/O Space 

Enableを 1にセットします。この設定を行わないと、Endpointはリクエストを受信しません。 
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13.5.5 PI/O転送（PCIEC→外部デバイスへのデータ転送） 

本節では、PI/O転送について説明します。ここでの PI/O転送とは、内部バス経由で PCIECモジュールのメモ

リ空間にアクセスすることにより、PCI Expressパケットを生成することにより行う転送を指します。 
 

（1） 概要 

PI/O転送は、CPUなどが SuperHywayバスを経由して PCIECのメモリ空間にアクセスすることにより、PCI 

Expressパケットを生成し、送信する転送を指します。PI/O転送により、外部 PCI Experssデバイスに対してメモ

リリード／ライト、I/Oリード／ライトを行うことができます。 

PI/O転送により、PCIメモリ空間へのアクセスにより、簡易に PCI Expressパケットを生成することができます。

リードアクセスにより、PCI Express上でのリードパケットが、ライトアクセスにより PCI Express上でのライトパ

ケットが生成されます。 

通常の PI/O転送では、ひとつの PCIメモリ空間へのアクセスから、ひとつの PCI Expressパケットが生成され

ます。生成される PCI Expressパケットのデータ長は、PCIメモリ空間へのアクセスサイズと同じとなります。そ

のため、CPUによる 4バイトのアクセスでは、データ長が 4バイトの短い PCI Expressパケットしか生成できず、

大量のデータを転送する場合の転送効率は良くありません。 

大量のデータを転送する場合には、パケット結合か、本モジュール内蔵の DMACを使用してください。 

パケット結合を用いることにより、複数の連続した PI/O転送によるライトアクセスを結合し、単一のデータ長

の長い PCI Expressパケットを生成することができます。データ長を長くすることにより、パケットヘッダなどに

よる転送オーバヘッドを削減することができ、データ転送効率を向上させることができます。パケット結合の詳

細については、「（8）パケット結合」を参照してください。 

PCIEC内蔵 DMACを用いることにより、CPU等を介さずに、長いデータ長の PCI Expressパケットを用いた効

率的なデータ転送を行うことができます。PCIEC内蔵 DMACの詳細は、「13.5.7 DMA転送」を参照してくだ

さい。 
 

（2） アドレスマップ（SuperHyway空間） 

表 13.11に SuperHyway空間のアドレスマップを示します。 

PCIECには、3種類（物理的には 8種類）のアドレス領域があります。PCIメモリ領域（6種類）、制御レジス

タ領域、およびコンフィグレーションレジスタ領域です。このうち、PCIメモリ領域にアクセスすることにより、

PCI Expressパケットの生成が行われます。PCIメモリ領域と PCI Expressのアドレス空間とのマッピングについて

は、次節で示します。 
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表 13.11 SuperHyway空間のアドレスマップ 

PCIEC0 PCIEC1 PCIEC2 メモリ領域 

29ビット 

アドレス 

モード時 

32ビット 

アドレス 

モード時 

29ビット 

アドレス 

モード時 

32ビット 

アドレス 

モード時 

29ビット 

アドレス 

モード時 

32ビット 

アドレス 

モード時 

物理アドレス 

サイズ 

PCI領域 0 H'FD00 0000 

～ 

H'FD7F FFFF

← H'FD80 0000 

～ 

H'FDFF FFFF

← H'FC80 0000 

～ 

H'FCBF FFFF

← PCIEC0/1: 

8MB 

PCIEC2:  

4MB 

PCI領域 1 使用不可 H'C000 0000 

～ 

H'DFFF FFFF

使用不可 H'A000 0000 

～ 

H'BFFF FFFF

（メモリ空間

設定 0～4 

選択時のみ） 

使用不可 H'8000 0000 

～ 

H'9FFF FFFF 

（メモリ空間 

設定 0～4 

選択時のみ） 

512 MB 

PCI領域 2 H'1000 0000 

～ 

H'13FF FFFF 

（メモリ空間

設定 1/2/5/6 

選択時のみ） 

H'1000 0000 

～ 

H'13FF FFFF 

（メモリ空間

設定 1/2/5/6 

選択時のみ） 

使用不可 H'3000 0000 

～ 

H'3FFF FFFF 

使用不可 H'2000 0000 

～ 

H'2FFF FFFF 

PCIEC0:  

64 MB 

PCIEC1/2:  

256 MB 

PCI領域 3 H'FE10 0000 

～ 

H'FE1F FFFF 

← H'FE30 0000 

～ 

H'FE3F FFFF 

← H'FCD0 0000 

～ 

H'FCDF FFFF 

← 1 MB 

制御レジスタ 

領域（1） 

H'FE00 0000 

～ 

H'FE03 FFFF 

← H'FE20 0000 

～ 

H'FE23 FFFF 

← H'FCC0 0000 

～ 

H'FCC3 FFFF

← 256 KB 

コンフィグレー

ション 

レジスタ 

H'FE04 0000 

～ 

H'FE04 0FFF 

← H'FE24 0000 

～ 

H'FE24 0FFF 

← H'FCC4 0000 

～ 

H'FCC4 0FFF

← 4 KB 

制御レジスタ 

領域（2） 

H'FE04 1000 

～ 

H'FE07 FFFF 

← H'FE24 1000 

～ 

H'FE27 FFFF 

← H'FCC4 1000 

～ 

H'FCC7 FFFF

← 252 KB 

リザーブ H'FE08 0000 

～ 

H'FE0F FFFF 

← H'FE28 0000 

～ 

H'FE2F FFFF 

← H'FCC8 0000 

～ 

H'FCCF FFFF 

← 512 KB 
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（3） PCIメモリ空間、PCI I/O空間へのアクセス 

図 13.2に SuperHywayアドレス空間から PCIアドレス空間へのマッピングを示します。図に示すように、

SuperHywayアドレス空間中の PCI領域へのアクセスは、PCIアドレス空間または PCI I/O空間のどちらかにマッ

ピングされます。どちらの空間にマッピングされるか、あるいは個々の空間個々のどのアドレスにマッピングさ

れるかは、PI/O転送の転送制御レジスタ（後述）により指定します。PCI空間にマッピングされている SuperHyway

上の空間（PCI領域）にアクセスすることにより、PCIメモリ空間や PCI I/O空間にアクセスすることができます。 

PCI領域へのリードのアクセスからは、PCIメモリ空間または PCI I/O空間のリードパケットの生成が、PCI領

域へのライトアクセスからは、PCIメモリ空間または PCI I/O空間のライトパケットが生成されます。 

PCIメモリ空間へのアクセス時は、PCI領域へのアクセスサイズにより、そのパケット長が決定されます。つま

り、4Byteアクセスにより PCI領域にアクセスした場合、PCIメモリ空間に 4Byte（1DW）のサイズのリード／ラ

イトパケットが生成されます。 

PCI I/O空間は、4Byte（1DW）のアクセスのみが許されます。PCI領域を PCI I/O空間にマッピングする場合、

その PCI領域にはアクセスサイズを 4Byteとしてアクセスしてください。 

転送先の空間（PCIメモリ、I/O空間の選択）、各空間での先頭アドレス、転送先空間のサイズ、転送パケット

の属性は、PI/O転送の転送制御レジスタにより指定します。 
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PCIEC0 1  512MB

PCIEC2 0  4MB

PCIEC2 3  1MB

PCIEC2 3  1MB

PCIEC0 0  8MB
PCIEC1 0  8MB

PCIEC0 3  1MB

PCIEC0 3  1MB

PCIEC1 3  1MB

PCIEC1 3  1MB

PCIEC2  1MB

PCIEC0  1MB

PCIEC1  1MB

PCIEC0 2  64MB

PCIEC2 2  256MB

PCIEC1 2  256MB

PCIEC2 2  256MB

PCIEC2 1  512MB

PCIEC2 1  512MB

PCIEC1 2  256MB

PCIEC1 1  512MB

PCIEC1 1  512MB
PCIEC1 （64 bit）

PCIEC2 （64 bit）

H'1000 0000

H'2000 0000
H'3000 0000

H'8000 0000

H'A000 0000

H'C000 0000

H'FC80 0000
H'FCC0 0000
H'FCD0 0000
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図 13.2 SuperHywayアドレス空間から PCIアドレス空間へのマッピング 
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（4） PI/O転送のレジスタ設定 

表 13.12に PI/O転送の転送制御レジスタを示します。PCI領域 0～3へのアクセスは、これらのレジスタが指定

する内容に従って、PCIメモリまたは I/O空間にマッピングされます。これらのレジスタの役割を、表 13.12に示

します。（各レジスタの詳細は、「13.4.3 PCIEC転送制御レジスタ」を参照してください。） 
 

表 13.12 PI/O転送の転送制御レジスタ 

PCIEPALR0～3 PCI領域 0～3がマッピングされる PCIアドレス空間の先頭アドレス（下位 32ビット） 

PCIEPAHR0～3 PCI領域 0～3がマッピングされる PCIアドレス空間の先頭アドレス（上位 32ビット） 

PCIEPAMR0～3 PCI領域 0～3中の、PCIアドレス空間へマッピングさせるサイズを指定 

PCIEPTCTLR0～3 PCI領域 0～3の有効／無効を指定 

転送先の空間（PCIメモリ空間、PCI I/O空間）を指定 

変換時の属性（Lock、EP、No Snoop、Relax Ordering）を指定 

 

PCIEPALRn､PCIEPAHRn（n=0～3）により、PCI領域 nがマッピングされる PCI Express空間上でのアドレスを

指定します。 

PCIEPAMRnにより、PCI領域のサイズを指定します。表 13.11に記載される PCI領域のサイズより大きなサイ

ズは指定できません。 

PCIEPTCTLRnにより、各領域の有効／無効の設定、転送先の空間、転送時のパケットの属性を指定します。本

レジスタで、PCI領域 nが有効であると指定しないと（初期値は無効）、該当する PCI領域へのアクセスは無効

となります。ロック転送を行う場合、あるいは他の属性を設定する場合には、PCI領域へのアクセス前に本レジス

タに設定を行います。ロック転送および属性設定の詳細は、「13.5.5（6）ロックリクエスト」および「13.5.5（7）

PCI Expressパケットの属性」を参照してください。 
 

（5） SuperHywayバスから PCIへのアドレス変換 

PCI領域へのアクセスによる PCI空間へのアクセス時のアドレスは、アクセスした PCI領域のアドレスと、転

送制御レジスタの設定により決定されます。アドレス変換の詳細は下記のとおりであり、その内容を図 13.3に示

します。（図中および下記の説明文中の nは、0～3の値をとり、PCI領域 0～3に対応します。） 
 

PCIアドレスの下位 16ビット（[17:2]）は、SuperHywayアドレスの下位ビットから生成されます。 

PCIアドレスの中間の 11ビット（[28:18]）は、転送制御レジスタ（PCIEPAMRn）の値により、SuperHywayア

ドレスまたは PCIEPALRnの該当するビットのどちらかが選択されます。（PCIEPAMRnの該当するビットが 1の

とき、SuperHywayアドレスが使用され、0のとき PCIEPALRnが使用されます。） 

PCIアドレスの上位 35ビット（[63:29]）は、PCIEPAHRnと PCIEPALRnの上位 3ビットが使用されます。 
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0

1

031

PCIEPAHRn

PCIEPALRn

SuperHywayアドレス

PCIEPAMRnの対応するビットにより
ビットごとに選択

PCIアドレス

PCIEPAMRn

031 29 28 18 17

031 29 28 18 17

031 29 28 18 17

063 32 31 29 28 18 17

 

図 13.3 PCI空間へのアドレス変換 

 

（6） ロックリクエスト 

PCI Expressでは新規に作成するプログラムでは使用しないことが薦められていますが、Legacyの PCIバスとの

互換性のため、ルートポートのみにロックリクエストの発行が許可されています。ロックリクエストを使用する

ことにより、Legacy- Endpointまたは Legacy-Endpointとの中継を行うブリッジに対して排他的なアクセスを行う

ことができます。 

ロックリクエストは、PCI Expressのルートポートから、Legacy-Endpointに対して発行することが可能です。PCI 

Expressエンドポイントは、ロックリクエストを発行することができません。また、ルートポートおよび PCI Express

エンドポイントはロックリクエストを受信することはできません。（受信した場合、Unsupported Requestとして

エラー処理されます。） 

PCI Expressのロック転送では、ロック指定されたリードリクエストから、Unlockメッセージを送信するまでの

間の転送が排他的に行われます。本モジュールでは、以下の手順によりロック転送を行うことができます。 
 

• 転送制御レジスタ（PCIEPTCTLRn）のLOCKビットを1とする。この設定により、PCI領域nを用いたPI/O転

送はロックリクエストを発行します。 

• 排他的に処理するリード・ライトアクセスを行う。 

• Unlockメッセージを送信する。（ロックを解除する） 

• 転送制御レジスタ（PCIEPTCTLRn）のLOCKビットを0とする。 

 

ロック転送は、本モジュールがルートポートとして動作している場合にのみ使用できます。 
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（7） PCI Expressパケットの属性 

本モジュールでは、PCIEPTCTLRnレジスタの下記のフィールドの設定により、PCIメモリ空間または PCI I/O

空間に発行するパケットの属性を制御することができます。 
 

• TC（Trafic Class）/ VC（Virtual Channel） 

PCI空間へのアクセス時のTC/VCを設定します。TC（Traffic Class）は0～7、VCは0/1を指定します。通常の

転送ではTC=0、VC=0として使用します。バーチャルチャネルを利用し、優先度の高い転送を行う場合は、

TC/VCに0以外の値をセットしてください。 

本モジュールは、バーチャルチャネルに対応していません。VCは0を指定してください。 

• SPC（Space） 

アクセスする空間を指定します。 

本ビットを0にすると、PCIメモリ空間に、1にすることによりPCI I/O空間にパケットが送信されます。 

• EP（Poisoned） 

送信パケットのEPビットを指定します。 

本ビットを1にすることにより、送信するパケットにPoisoned属性が付加されます。Poisoned属性は、エラー

を含むデータを送信する場合に使用される属性で、通常の転送では使用しません。 

• ATTR[0].No Snoop 

送信パケットのNo-Snoopビットを指定します。 

本ビットを1にすることにより、接続先のPCI Expressデバイス上で、キャッシュスヌープを行わないことを指

定します。 

コンフィグレーションレジスタ中のEXPCAP2[11].Enable No Snoopビットが0となっている場合、No Snoopビ

ットを1としてのパケットの送信はできません。送信しようとした場合、エラーとして処理されます。 

アクセス対象の領域が、キャッシュ対象外であることが分かっている場合などに利用しますが、接続先のPCI 

Expressデバイス上のコンフィグレーションレジスタで、Reject -Snoopビットがセットされている場合、本ビ

ットを1としていないパケットの受信は拒否されます。 

• ATTR[1].Relaxed Ordering 

送信バケットのRelaxed Orderingビットを指定します。 

パケットのオーダリングを緩和することを指定します。 

コンフィグレーションレジスタ中のEXPCAP2[4].Enable Relax Orderingビットが0となっている場合、Relaxed 

Orderingビットを1としてのパケットの送信はできません。送信しようとした場合、エラーとして処理されま

す。 

 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  13-203 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（8） パケット結合 

PI/O転送の際に、パケットの結合を行うことにより、連続する複数回の PCIメモリ領域へのアクセスから、単

一のデータ長の大きな PCI Expressパケットを生成することができます。パケットの結合により、データ長の長い

PCI Expressパケットを生成することにより、パケットヘッダなどの転送オーバヘッドを削減し、PCI Expressの転

送効率を向上させることができます。 

パケット結合は、以下の場合に行われます。 

（a） PCIEPTCTLR0-3[28].CONNECTビットに 1をセットされている場合の、ライトアクセス。 

（b） PCIECモジュール間のレーン間転送を行っている場合の、ライトアクセス。 
 

リードアクセスに対しては、パケット結合を行うことはできません。また、（a）（b）どちらかの条件を満た

す場合でも、後述のパケット結合条件を満たさない場合には、パケット結合は行われません。 

（a）の場合、パケットの結合にパケット結合を行う前に、PCIEPTCTLR0-3[27:24].MAX_PACKET_SIZEに結合

を許可する最大パケット長をセットし、PCIEPTCTLR0-3[28].CONNECTビットに 1をセットしてください。その

後、結合させる PI/O転送のためのアクセスを行い、アクセス完了後は PCIEPTCTLR0-3[28].CONNECTビットを 0

にクリアしてください。PCIEPTCTLR0-3[28].CONNECTビットのクリアを行わないと、次の PCIECモジュールへ

のアクセスが行われるまで、PCI Expressパケットの送信が行われません。 

PCIEPTCTLR0-3[27:24].MAX_PACKET_SIZEに設定されたパケット長より長いパケットを生成するパケット結

合は行われません。 

（b）の場合、PCIEPTCTLR0-3[28].CONNECTビットへのセットは必要ありません。PCIECのレーン間転送の場

合、自動的にパケット結合を行います。パケット結合を抑止する場合、PCIEPTCTLR0-3[27:24].MAX_PACKET_SIZE

に 0をセットし、パケット結合の上限を 4Byteとしてください。 
 

• パケット結合の条件 

以下の条件を満たす連続 PI/Oアクセスが、パケット結合の対象となります。下記の条件を満たす場合、連続し

た PI/O転送は結合され、単一の PCI Expressパケットが生成されます。下記の条件を満たさない場合、パケット

の結合は行われませんが、複数の PCI Expressパケットの生成により、PI/Oアクセスの内容に相当する PCI Express

パケットを生成します。 
 

1. ライトアクセスである。 

リードアクセスに対しては、パケット結合を行いません。 

2. アクセスサイズが4バイト以上である。 

1バイト／2バイトのPI/Oアクセスは、結合されません。 

3. メモリ空間へ発行するパケットである。 

I/O空間へ発行するパケットは、結合されません。 

4. 同一のイニシエータからのアクセスである。 

異なるイニシエータからのアクセス、たとえばCPU0／CPU1からのPI/Oアクセスは、アドレスが連続してい

る場合でも結合しません。 
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5. 連続するアクセスのアドレスが、連続している。 

連続するPI/Oアクセスのアドレスが、連続している場合のみ、パケットの結合を行います。 

6. 結合した結果のPCI Expressパケットが、4K-Byte境界をまたぐアクセスとならない。 

PCI Expressの規格では、4K-Byte境界をまたぐデータ転送を、ひとつのリクエストで行うことが禁止されてい

るため、他の条件を満たす場合でも、4K-Byte境界をまたぐアドレスとなる場合には、パケット結合を行いま

せん。 

7. バイトイネーブルが連続している。 

連続するPI/Oアクセスのバイトイネーブルが、結合の結果、不連続なデータとなる場合には、パケット結合

を行いません。 

8. 結合後のパケットサイズが上限を超えていない。 

PCIEPTCTLR0-3[27:24].MAX_PACKET_SIZEにより指定される最大パケット長、あるいは、コンフィグレー

ションレジスタにセットされる、Max_Payload_Sizeで指定されるパケット長を超える場合、パケット結合は

行われません。 

 

13.5.6 ターゲット転送（外部デバイス→PCIECへのデータ転送） 

本節では、ターゲット転送について説明します。ここでのターゲット転送とは、外部デバイスからの PCI Express

パケットを本モジュールが受信し、内部バス経由で本 LSIの他モジュールにデータを転送することを指します。 
 

（1） 概要 

ターゲット転送は、外部デバイスが PCI Expressパケットより本モジュールにアクセスすることにより、

SuperHywayバスへのリクエストを生成し、他モジュールに送信する転送を指します。ターゲット転送により、外

部デバイスがメモリリード・ライト、I/Oリードライトのパケット送信することにより、本 LSI内部の他モジュー

ル、あるいは DRAM等の本 LSIに接続している外部メモリにリード、ライトを行うことができます。 

ターゲット転送では、MPS（Max Payload Size）で指定されるサイズ以下であれば、任意のサイズのデータ長の

パケットを受信することができます。SuperHywayバスがサポートするサイズより大きなサイズの転送が指定され

た場合、本モジュールがパケットの分割を行い、複数の内部バスへのリクエストを生成します。 
 

（2） アドレスマップ（PCI Express空間） 

図 13.4に PCI空間の SuperHyway空間へのマッピングを示します。 

PCI Express空間中のアドレスの割り当ては、初期化時のレジスタ設定を元に、コンフィグレーションサイクル

中にルートポートにより動的に決定されます。初期化時のレジスタ設定では、各領域のサイズと、確保する領域

の種類（メモリ空間、I/O空間の種別など）を指定します。CFINITに 1をセットし初期化を完了すると、コンフ

ィグレーションレジスタ中の BARn（Base Address Register n）の値や R/W属性に初期化内容が反映されます。こ

こで nは BARのレジスタ番号を示し、ルートポートのときは、n=0-1、エンドポイントのときは n=0-5となりま

す。その後のコンフィグレーションサイクル中に、ルートポートがこれらの設定を参照し、アドレスマップを決

定し、その結果を各デバイスのコンフィグレーションレジスタの BARnにセットします。この BARnが指すアド

レスが、個々のデバイスに割り当てられた PCI Express空間中の先頭アドレスとなります。 
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本モジュールは、メモリ空間を確保するエリアとして、PCIの 64ビットアドレス空間または 32ビット空間（64

ビット空間の先頭の 4Gの領域）をサポートします。32ビットアドレス空間に領域を確保する場合は BARnをひ

とつ使用し、64ビットアドレス空間をに領域を確保する場合は連続する二つの BARnレジスタ（BARn+1/BARn）

を使用します。そのため、ルートポート時には最大ひとつの 64ビットアドレス空間の領域を、エンドポイント時

には最大 3つの 64ビットアドレス空間の領域を確保することができます。 

I/O空間は、ひとつの BARレジスタにより領域を確保します。 

ターゲット転送のレジスタ設定の詳細は、「（3）ターゲット転送のレジスタ設定」を参照してください。 

PCI Expressからの BARnへのアクセスは、本モジュールが受信し、SuperHywayバスへのアクセスに変換されま

す。変換先のアドレスは、PCIELARnにより指定します。アドレス変換の詳細は、「（4）PCIから SuperHyway

バスへのアドレス変換」を参照してください。 

H'0000 0000

PCIECメモリ空間（64ビット）

PCIEC I/O空間

PCIEC領域0
（メモリ-32ビット）

PCIEC領域1
（メモリ-32ビット）

PCIEC領域3
（メモリ-64ビット）

PCIEC領域2 (I/O)

SuperHyway空間（32ビット）

ローカル領域0

ローカル領域1

ローカル領域3

ローカル領域2

H'0000 0000 0000 0000

H'0000 0000 FFFF FFFF

H'FFFF FFFF FFFF FFFF

BAR0

BAR1

BAR2

BAR3/2

H'FFFF FFFF

PCIELAR0

PCIELAR1

PCIELAR3

PCIELAR2

（PCIELAR4は未使用）

 

図 13.4 PCI空間の SuperHyway空間へのマッピング 
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（3） ターゲット転送のレジスタ設定 

表 13.13にターゲット転送の転送制御レジスタを示します。PCI空間に確保する領域および確保した領域への

アクセスからの内部バスへのアクセスは、これらのレジスタにより制御されます。 

本モジュールは、6セットのターゲット転送レジスタを持ち、ルートポートとして使用する場合は最大 2個、エ

ンドポイントとして使用する場合は最大 6個の PCI領域を PCI空間上に確保することができます。また、本モジ

ュールは、PCI空間に確保するメモリ空間として、64ビット空間と 32ビット空間をサポートします。32ビット空

間を使用する場合は、1セットのターゲット転送レジスタにより一つの空間を確保し、64ビット空間を使用する

場合は、連続する 2セットのターゲット転送レジスタにより一つの空間を確保します。 

各レジスタの詳細は、「13.4.3 PCIEC転送制御レジスタ」を参照してください。 
 

表 13.13 ターゲット転送の転送制御レジスタ 

PCIELARLn PCI領域 nがマッピングされるローカルバス（SuperHyway）空間の先頭アドレス 

PCIELAMRn PCI領域 nのサイズを指定 

【注】 nはルートポイントのときには 0、1、エンドポイントのときには 0～5 

 

PCIELARLnにより、BAR領域 nがマッピングされる SuperHywayバス上でのアドレスを指定します。nはルー

トポイントのときには 0または 1を、エンドポイントのときには 0～5の値をとります。 

PCIELAMRnにより、PCI空間上に確保する PCI領域のサイズ、領域の種類（メモリ空間、I/O空間など）、領

域の有効／無効を指定します。このレジスタで、領域を有効としないと、PCI空間上での領域の確保が行われず、

内部バスへの転送も行われません。（リセット後の初期値は、全領域が無効となっています）。 
 

（4） PCIから SuperHywayバスへのアドレス変換 

図 13.5に PCI空間のアドレスデコードを、図 13.6に PCIアドレスから SuperHywayアドレスへの変換を示しま

す。 

受信した PCI Expressパケットは、まずアドレスのデコードを行います。アドレスデコードは、受信したパケッ

トのアドレス幅が 32ビットか 64ビットかにより異なります。アドレス幅が 32ビットの場合、受信パケット中の

アドレスと BARnとを比較し、マッチする nの値を決定します。その後、対応する PCIELARn, PCIELAMRnを用

いて SuperHywayバスのアドレスへの変換を行います。受信したパケットのアドレス幅が 64ビットの場合、

BARn+1/BARnを組み合わせた 64ビットのアドレスと受信パケットの 64ビットアドレスを比較し、マッチする n

の値を決定します。その後 PCIELARn, PCIELAMRnを用いて SuperHywayバスのアドレスへの変換を行います。

このとき、PCIELARn+1, PCIELAMRn+1は使用されません。 

変換後の SuperHywayバスアドレスの下位ビット（ビット[17:0]）は、受信 PCIパケットのアドレスの下位ビッ

トから生成されます。中位のビット（ビット[28:18]）は PCIELAMRnのビットにより、受信パケットのアドレス

または PCIELARnの該当ビットが使用され、上位ビット（ビット[31:29]）は PCIELARnのビット[31:29]がそのま

ま使用されます。 
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比較
PCIELAMRnに応じて
ビット[31:n]を比較(n=28～18)

PCIELAMRnに応じて
ビット[63:n]を比較(n=28～18)

PCIアドレス
(32ビット)

(a) 32ビットアドレスの比較

(b) 64ビットアドレスの比較

PCIアドレス
(64ビット)

BAR
(64ビット)
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3263 31 0

0
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31 31 0

31 0

31 0
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図 13.5 PCI空間のアドレスデコード方式 

0

1

PCIELARLn

PCIアドレス
（下位32ビット）

PCIELAMRnの
対応するビットにより
ビットごとに選択

SuperHywayアドレス

PCIELAMRn

031 29 28 18 17

031 29 28 18 17

031 29 28 18 17

031 29 28 18 17

 

図 13.6 PCIアドレスから SuperHywayアドレスへの変換方式 
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（5） PCI Expressからの SuperHywayバスへのアクセス 

本モジュールを通じて、PCI Expressよりアクセス可能な内部バスでの空間は、CS2、CS3、DBSC空間、および

他の PCIECモジュールです。ここで、転送先として指定可能な他の PCIECモジュールとは、PCIEC0からは

PCIEC1/2, PCIEC1からは PCIEC0/2、PCIEC2からは PCIEC0/1となります。 
 

13.5.7 DMA転送 

本節では、PCIECに内蔵する DMAC（PCIEC-DMAC）を用いた DMA転送について説明します。 
 

（1） 概要 

PCIEC-DMACは、PCI Expressと SuperHywayバスを経由して接続する他モジュールや外部メモリとのデータ転

送を効率的に行うための DMACです。PCIEC-DMACは、最大で 128byte*のデータ長を持つパケットを PCI Express

に対して発行できるよう設計されており、PCI Expressの高い転送性能を生かした高速データ転送を可能にします。 

【注】 * PCI Express側に発行するパケットのデータ長は、Max Payload Sizeが上限となります。 

 

また、PCIEC-DMACは、不連続な領域のデータを転送するためストライド転送に対応し、複数の転送コマンド

を連続して実行するための機能としてコマンドチェーンに対応しています。ストライド転送では、一定回数の転

送を行った後に転送元／転送先のアドレスにオフセットを加える機能により、不連続領域を転送元／転送先とし

た転送に対応します。コマンドチェーンでは、転送元／先のアドレスや転送サイズなどの DMAC設定の集合をコ

マンドとみなし、メモリ上に格納したコマンドを逐次読み出し実行する機能により、CPUを介さないでの複数の

転送の連続実行に対応します。 
 

（2） 特長 

• チャネル数：4チャネル 

• アドレス空間：PCI Express＝64ビット､SuperHywayバス＝32ビット 

• 転送データ長：PCI Express=4バイト～4Kバイト､SuperHywayバス＝4バイト～32バイト 

• 最大転送回数：536,870,912回（229回） 

• アドレスモード：デュアルアドレスモード 

• 転送要求：オートリクエスト（レジスタ制御による起動） 

• データ転送：通常モード（連続転送）、ストライド転送、コマンドチェーン 

• 優先順位：チャネル優先順位固定モードとラウンドロビンモードから選択可能 

• 割り込み要求：データ転送終了時、またはエラー発生時にINTCへ割り込み要求を発生可能 

 

（3） DMAC転送要求 

PCIEC-DMACは、オートリクエストモードに対応しています。PCIEC-DMACの起動は、CPUなどからの

PCIEC-DMACのレジスタへの書き込みにより行います。 
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（4） チャネルの優先順位 

PCIEC-DMACでは、同時に複数のチャネルに対して転送要求があった場合には、決められた優先順位に従って

転送を行います。チャネルの優先順位は固定、ラウンドロビンの 2種類のモードから選択できます。モードの選

択は PCIEDMAORの ABTビットにより行います。 

PCIEC-DMACでは、転送効率を上げるため、なるべく大きなサイズの PCI Expressパケットを転送に使用しま

す。いったん送信・受信処理を開始したパケットは、そのパケットの処理が完了するまで中断されません。その

ため、より高い優先順位の転送が実行可能になっても、その段階で実行中の転送でのパケット送信が完了するま

でチャネルの切り替えは行われず、最大で 4Kbyteの転送が完了するまでチャネルの切り替えが行われない可能性

があります。 

チャネルの切り替えは、実行中のチャネルでの 1セットのデータ転送が完了したタイミングで起こります。こ

こで、1セットのデータ転送完了とは、SuperHywayバスと PCI Expressの両者の転送が同時に完了したタイミング

を意味します。 
 

（a） 固定モード 

固定モードではチャネルの優先順位は変化しません。優先順位は、以下のとおりとなります。 

• CH0＞CH1＞CH2＞CH3 

 

（b） ラウンドロビンモード 

ラウンドロビンモードでは、1つのチャネルで 1セットの転送が完了すると、そのチャネルの優先順位が一番低

くなるように優先順位を変更します。 
 

（5） 通常モードの転送 

通常モードでの転送では、指定された転送元のアドレスから、指定された転送先のアドレスへのデータ転送を

行います。転送方向は、PCI→SuperHywayバスまたは SuperHywayバスから PCIのどちらかを選択できます。 

PCIEC-DMACによる通常モードでの転送は、以下の手順により行います。各レジスタの詳細仕様は、「13.4.4 

PCIEC-DMAC制御レジスタ」を参照してください。 
 

（a） PCIEC-DMACの全体設定 

PCIEDMAORに、DMA_Enableとアービトレーションの設定を行います。 
 

（b） 転送設定 

PCI/SuperHywayのアドレス、バイトカウントの設定、および転送終了割り込みの設定を行います。 

PCIEDMPALRn/ PCIEDMPAHRn、PCIEDMSALRn、PCIEDMBCNTRnに、転送元／転送先のアドレスを指定し

ます。ここで、nはチャネル番号（0～3）を示します。指定するアドレスは、転送の方向によらず、PCI側のアド

レスを PCIEDMPALRn/ PCIEDMPAHRnに、SuperHywayバス側のアドレスを PCIEDMSALRnに指定します。 

転送終了時に割り込みを発生させる場合、PCIEDMCHSRnに割り込み設定を行います。 

ストライド転送を行わない場合には、PCIEDMSBCNTRnおよび PCIEDMSTRRnには 0をセットしてください。 

コマンドチェーンを使用しない場合には、PCIEDMCCARnには 0をセットしてください。 
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（c） DMACの起動 

PCIEDMCHCRnに、転送方向の指定を行うと同時に、チャネルをイネーブルとすることにより、転送を起動し

ます。 

ストライド転送を行わない場合には、PCIEDMCHCRn[24].SAREおよび PCIEDMCHCRn[25].PAREには 0をセッ

トしてください。 

コマンドチェーンを使用しない場合には、PCIEDMCHCRn[29].CCREには 0をセットしてください。 
 

（d） 転送終了待ち 

PCIEDMCHSRn[0].TEが 1となることを確認、あるいは転送終了割り込みを検出することにより転送終了を検知

します。 
 

（e） 終了処理 

PCIEDMCHCRn[31].CHEを 0として転送を完了します。また、PCIEDMCHSRn[0].TEに 1を書き込み、このビ

ットをクリアします。 

この終了処理を行わないと、次回の DMA転送が起動しません。 
 

（6） ストライド転送 

ストライド転送では、一定のバイト数の転送を行った後に、ストライド、つまり転送元／転送先のアドレスへ

のオフセットの加算を行います。転送先アドレスにストライドを行うことによりスキャッター転送、転送元のア

ドレスにストライドを行うことにより、ギャザー転送を行えます。転送元／転送先の両者にストライドを行うこ

とにより、非連続領域の転送が行えます。 

ストライド転送を行う場合には、転送設定の際に、ストライドを行う間隔（ストライドカウンタ）を

PCIEDMSBCNTRnに、ストライド幅を PCIEDMSTRRnにセットしてください。PCI側または SuperHyway側のみ

にストライドを行う場合には、ストライドを行わない側のストライド幅（PCIEDMSTRRnの SSまたは PSフィー

ルド）を 0としてください。 

また、DMACの起動の際に、PCIEDMCHCRn[24].SAREまたは、PCIEDMCHCRn[25].PAREに 1をセットしてく

ださい。 

その他の設定は、通常モードの転送と同じです。 
 

（7） コマンドチェーン 

コマンドチェーンでは、複数の DMACコマンドを連続して実行することができます。ここで、DMACコマンド

とは、PCIEC-DMACの転送を指示する情報の集合を示し、PCIEDMPALRn、PCIEDMSALRn、PCIEDMBCNTRn、

PCIEDMSBCNTRn、PCIEDMSTRRn、PCIEDMCCARn、PCIEDMCHCRnにより指定される情報を指します。これ

らの情報は、PCIEC-DMAC制御レジスタに対して設定するほかに、メモリ上に図 13.7に示す形式で設定するこ

とが可能です。（PCI側アドレスの上位 32ビットは、DMACコマンドにより指定することはできません。

PCIEC-DMAC制御レジスタに指定したものが有効となります）。コマンドチェーンの使用により、DMACコマン

ドの実行終了後に、次の DMACコマンドをメモリから読み出し、PCIEC-DMAC制御レジスタに DMACコマンド

の内容を書き込み、その DMACコマンドを実行することができます。読み出す DMACコマンド内に次の DMAC

コマンドを指定することにより、DMACコマンドのチェーンを構築し、転送を連続して行うことができます。 
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コマンドチェーン使用時には、まず PCIEC-DMAC制御レジスタの、各チャネルのレジスタにより設定される

DMACコマンドを実行します。この DMACコマンドの実行を終了した後に、PCIEDMCCARnが示すアドレスか

ら次の DMACコマンドをメモリから読み出し、コマンドの内容を PCIEC-DMACの該当するチャネルのレジスタ

にその内容を書き込み、実行します。新たに読み出した DMACコマンド中の CCREビットが 1となっていた場合

には、そのコマンドの終了後に再度メモリから次コマンドを読み出し、実行します。読み出した DMACの CCRE

ビットが 0の場合、そのコマンドの実行が完了した段階で、一連のコマンドチェーンの実行が完了します。 

PAS 
RE

SAS 
RE

CC 
RE

DIR ATTR0 TC Burst-Length

RESERVEDRESERVEDRESERVED4
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PADR
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28

オフセット 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

 

図 13.7 PCIEC-DMACコマンドフォーマット 

コマンドチェーンは、PCIEDMCHCRn[29].CCREを 1とした状態でチャネルをイネーブルとすることにより、起

動します。コマンドチェーンを起動する場合には、事前に SuperHywayバスからアクセス可能なメモリ上に DMAC

コマンドのチェーンを格納した上で、最初の DMACコマンドのアドレスを PCIEDMCCARnにセットしてくださ

い。 

コマンドチェーンによる転送で、VC0/VCXの転送を混在させることはできません。VC0での転送の後続には、

VC0で実行するコマンドを、VCXでの転送の後続には、VCXでのコマンドを指定してください。 

PCIEC-DMACは LD32を使用し、32バイトのコマンドを一括して読み出します。LD32によりアクセス可能な

メモリ上にコマンドを置いてください。 

メモリ上に格納する DMACコマンドは、以下の条件を満たすものを格納してください。 

• CHEフィールド 

常に1を指定してください。 

• ATTRフィールド 

PCIEC-DMAC制御レジスタのATTRフィールドにより指定されるATTRを、メモリに格納するDMACコマンド

のATTRフィールドに指定してください。コマンドのロードにより、ATTRフィールドの内容を変更すること

はできません。 

• TCフィールド 

PCIEC-DMAC制御レジスタのTCフィールドにより指定されるVCと、同一のVCが選択されるようなTCをメモ

リに格納するDMACコマンドのTCフィールドを指定してください。コマンドチェーンの実行中に、使用する

VCを変更することはできません。 

• RESERVEDフィールド 



 

13. PCI Expressコントローラ（PCIEC） 

13-212  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

常に8を設定してください。 

• CCAフィールド 

最後に実行するコマンドのCCAフィールドは、0を指定してください。 

 

（8） PCIEC-DMACの割り込み要因 

PCIEC-DMACは、チャネルごとに転送終了を示す割り込み、全チャネル共通でエラー終了を示すを割り込みを

発生します。詳細は、「13.5.11 INTCへの割り込み」を参照してください。 
 

13.5.8 メッセージの送受信 

本章では、プログラム制御での PCIECのメッセージの送信、受信について説明します。 
 

（1） 概要 

PCI Expressでのメッセージは、割り込みの通知、パワーマネージメント、エラー情報の伝達、ロックの解除な

ど、規格により規定された用途の情報伝達に使用されます。 

本モジュールでは、上記の用途のうち、INTx割り込みの受信、エラー情報の伝達（送信、受信とも）は、ハー

ドウェアが送信・受信とも必要に応じて処理を行うため、ソフトウェアで考慮する必要はありません。ハードウ

ェアが自動での送受信をサポートしていない INTx割り込みの発生、ロック解除、パワーマネージメントのために

メッセージの送受信を行う場合は、ソフトウェアから送受信の指示を行ってください。 
 

（2） メッセージの送信 

PCIECでは、一部のメッセージはハードウェアにより自動で送信を行いますが、他のメッセージの送信は、ソ

フトウェアによる送信の指示、あるいはソフトウェアによるパケットの作成を行う必要があります。 
 

（a） ハードウェアによるメッセージの自動送信 

PCIECは、エラー発生時に必要なメッセージの送信を自動的に行います。自動送信されるメッセージは、以下

のとおりです。 

• ERR_COR 

コレクタブルエラーメッセージ送信が許可されているとき、コレクタブルエラーが発生した場合に本メッセ

ージを自動送信します。 

• ERR_NONFATAL 

ノンフェータルエラーメッセージ送信が許可されているとき、ノンフェータルエラーが発生した場合に本メ

ッセージを自動送信します。 

• ERR_FATAL 

フェータルエラーメッセージ送信が許可されているとき、フェータルエラーが発生した場合に本メッセージ

を自動送信します。 
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（b） ソフトウェアによるのメッセージの送信の起動 

PCIECは、ソフトウェアの指示によりロック解除、INTx割り込みに対応するメッセージを送信することができ

ます。これらのメッセージは、以下のレジスタにアクセスすることにより送信することができます。 

• ロックの解除（Unlockメッセージの送信） 

PCIEUNLOCKCR[0].ASTUNLOCKに1を書き込むことにより、アンロックメッセージを送信し、ロックを解

除します。 

アンロックメッセージの送信は、ルートポートのみが行うことができます。 

PCIEUNLOCKCRの詳細は、「13.4.1（10）アンロック制御レジスタ（PCIEUNLOCKCR）」を、ロックを用

いた転送の詳細は、「13.5.5（6）ロックリクエスト」を参照してください。 

• スロットパワーリミットの設定（Set_Slot_Power_Limitメッセージの送信） 

PCIEEXPCAP5に書き込みを行うことにより、Set_Slot_Power_Limitメッセージを送信します。送信される

Set_Slot_Power_Limitメッセージのデータには、ビット[14:7]とビット[16:15]がそれぞれ、スロットパワーリ

ミットバリュー、スロットパワーリミットスケールとして使用されます。 

スロットパワーリミットメッセージの送信は、ルートポートのみが行うことができます。 

スロットパワーリミットの詳細は、「13.4.5（30）PCIeケイパビリティレジスタ5（PCIEEXPCAP5）」を

参照してください。 

• INTx割り込みの発生および解除（Assert_INTx / Deassert_INTxメッセージの送信：x=A/B/C/D） 

PCIEINTXR[16].ASTINTXに1を書き込むことにより、PCICONF15[15:8].INTPINで指定されているINTx割り込

みに対応するAssert_INTxメッセージを送信し、INTx割り込みを発生させます。また、

PCIEINTXR[16].ASTINTXに0を書き込むことにより、PCICONF15[15:8].INTPINで指定されているINTx割り込

みに対応するDeassert_INTxメッセージを送信し、INTx割り込みを解除することができます。 

INTx割り込みは、エンドポイントのみが発生／解除させることができます。 

PCIEINTXRの詳細は、「13.4.1（13）INTxレジスタ（PCIEINTXR）」を、INTx割り込みの詳細は、「13.5.9 

INTx割り込み」を参照してください。 

 

（c） ソフトウェアによるのメッセージの生成 

上記以外のメッセージは、ソフトウェアによりメッセージコード等のパケットの内容を作成することにより、

送信することが可能です。この方法でのメッセージの送信は、以下のレジスタにアクセスすることにより行いま

す。 
 

• PCIEMSGALR 

• PCIEMSGAHR 

• PCIEMSGCTLR 

• PCIEMSGD 

 

PCIEMSGALR/PCIEMSGAHRには、メッセージ発行時のアドレスを指定し、PCIEMSGCTLRにはメッセージ発

行時の属性（Msg/MsgDの選択、MROUTE、MCODE）を指定します。また、PCIEMSGCTLRにはメッセージの発

行許可（MSGIE）も指定します。MSGIEが 0のとき、メッセージは発行できません。 
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これらのレジスタに設定を行った後、PCIEMSGDにライトアクセスを行うことにより、PCI Expressにメッセー

ジが送信されます。PCIEMSGCTLR.MTYPEが 0でMsg（データなし）が選択されている場合には、書き込まれた

値は破棄されます。PCIEMSGCTLR.MTYPEが 1で、MsgD（データ付き）が選択されている場合には、書き込ま

れた値をデータとして使用します。1DWのデータを持つMsgDのみが送信可能です。 

上記のレジスタの設定によっては、PCI Expressの規格で許可されていないメッセージを PCIECから送信するこ

とが可能ですが、規格外のメッセージを送信した場合の動作は保証されません。PCI Expressの規格により、発行

が許可されているメッセージを表 13.14に示します。備考欄に記載のあるメッセージは、本方式以外の方法でメ

ッセージの送信が可能です。 
 

表 13.14 送信が許可されているメッセージ 

送信モード メッセージ名 タイプ メッセージコード ラウティング 備考 

PM_Active_State_Nak Msg 0001 0100 100  

PME_Turn_Off Msg 0001 1001 011  

Unlock Msg 0000 0000 011 *1 

ルートポート 

Set_Slot_Power_Limit MsgD 0101 0000 100 *2 

Assert_INTA Msg 0010 0000 100 *3 

Assert_INTB Msg 0010 0001 100 *3 

Assert_INTC Msg 0010 0010 100 *3 

Assert_INTD Msg 0010 0011 100 *3 

Deassert_INTA Msg 0010 0100 100 *3 

Deassert_INTB Msg 0010 0101 100 *3 

Deassert_INTC Msg 0010 0110 100 *3 

Deassert_INTD Msg 0010 0111 100 *3 

PM_PME Msg 0001 1000 000  

PME_TO_ACK Msg 0001 1011 101  

ERR_COR Msg 0011 0000 000 *4 

ERR_NONFATAL Msg 0011 0001 000 *4 

エンドポイント 

ERR_FATAL Msg 0011 0011 000 *4 

【注】 *1 PCIEUNLOCKCR[0].ASTUNLOCKに 1を書き込むことによって、本メッセージを送信することができます。 

 *2 PCIEEXPCAP5[14:7]にライトアクセスすることによって、本メッセージを送信することができます。 

 *3 PCIEINTXR.ASTINTXにライトアクセスすることによって、これらのメッセージを送信することができます。 

 *4 PCIECモジュールが送受信するパケット中にエラーを検出し、対応するコンフィグレーションレジスタにメッセ

ージ送信が指示されていた場合には、ハードウェアが自動でメッセージを送信します。 
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（3） メッセージの受信 

PCIECは、一部（下記）のメッセージの受信処理は、ハードウェアにより行います。ハードウェアが受信処理

をサポートしていないメッセージの処理は、ソフトウェアにより行ってください。 
 

（a） ハードウェアによるメッセージの受信処理 

以下のメッセージの受信処理は、ハードウェアにより行います。 
 

• Assert_INTA 

ルートポートのときに受信した場合、PCIEINTXR[0].INTAをセットします。PCICONF15[7:0].INTLINEがFFh

以外のとき、本ビットのセットによりINTA割り込みを発生します。 

エンドポイントのときに受信した場合、本メッセージはMalformed TLPとして扱われ、エラー処理を行いま

す。詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 

• Assert_INTB 

ルートポートのときに受信した場合、PCIEINTXR[1].INTBをセットします。PCICONF15[7:0].INTLINEがFFh

以外のとき、本ビットのセットによりINTB割り込みを発生します。（ルートポートのときのみ） 

エンドポイントのときに受信した場合、本メッセージはMalformed TLPとして扱われ、エラー処理を行いま

す。詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 

• Assert_INTC 

ルートポートのときに受信した場合、PCIEINTXR[2].INTCをセットします。PCICONF15[7:0].INTLINEがFFh

以外のとき、本ビットのセットによりINTC割り込みを発生します。（ルートポートのときのみ） 

エンドポイントのときに受信した場合、本メッセージはMalformed TLPとして扱われ、エラー処理を行いま

す。詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 

• Assert_INTD 

ルートポートのときに受信した場合、PCIEINTXR[3].INTDをセットします。PCICONF15[7:0].INTLINEがFFh

以外のとき、本ビットのセットによりINTD割り込みを発生します。（ルートポートのときのみ） 

エンドポイントのときに受信した場合、本メッセージはMalformed TLPとして扱われ、エラー処理を行いま

す。詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 

• Deassert_INTA 

ルートポートのときに受信した場合、PCIEINTXR[0].INTAをクリアします。PCICONF15[7:0].INTLINEがFFh

以外のとき、本ビットのクリアによりINTA割り込みを解除します。（ルートポートのときのみ） 

エンドポイントのときに受信した場合、本メッセージはMalformed TLPとして扱われ、エラー処理を行いま

す。詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 

• Deassert_INTB 

ルートポートのときに受信した場合、PCIEINTXR[1].INTBをクリアします。PCICONF15[7:0].INTLINEがFFh

以外のとき、本ビットのクリアによりINTB割り込みを解除します。（ルートポートのときのみ） 

エンドポイントのときに受信した場合、本メッセージはMalformed TLPとして扱われ、エラー処理を行いま

す。詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 
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• Deassert_INTC 

ルートポートのときに受信した場合、PCIEINTXR[3].INTCをクリアします。PCICONF15[7:0].INTLINEがFFh

以外のとき、本ビットのクリアによりINTC割り込みを解除します。（ルートポートのときのみ） 

エンドポイントのときに受信した場合、本メッセージはMalformed TLPとして扱われ、エラー処理を行いま

す。詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 

• Deassert_INTD 

ルートポートのときに受信した場合、PCIEINTXR[3].INTDをクリアします。PCICONF15[7:0].INTLINEがFFh

以外のとき、本ビットのクリアによりINTD割り込みを解除します。（ルートポートのときのみ） 

エンドポイントのときに受信した場合、本メッセージはMalformed TLPとして扱われ、エラー処理を行いま

す。詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 

• ERR_COR 

Correctableエラーの受信を示すコンフィグレーションレジスタに値をセットし、INT_PCICERR割り込みを発

生します。詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 

• ERR_NONFATAL 

Non-Fatalエラーの受信をコンフィグレーションレジスタに値をセットし、INT_PCINFERR割り込みを発生し

ます。詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 

• ERR_FATAL 

Fatalエラーの受信をコンフィグレーションレジスタに値をセットし、INT_PCIFERR割り込みを発生します。

詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 

• Unlock 

PCI Express Endpint/RootPortは、ロックリクエストを受け付けないため、Unlockメッセージは破棄されます。 

• Set_Slot_Power_Limit 

メッセージにより指定される電力情報を、コンフィグレーションレジスタ（EXPCAP1[27:18]）にセットしま

す。 

• Vendor_Define Type0 

本デバイスではVendor Definedのメッセージをサポートしていないため、Unsupported Requestとして処理しま

す。詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 

• Vendor_Define Type1 

本デバイスではVendor Definedのメッセージをサポートしていないため、破棄されます。 

 

Assert_INTA/B/C/D, Deassert_INTA/B/C/D, ERR_COR, ERR_NONFATAL, ERR_FATAL,Unlock, 

Set_Slot_Power_Limitのメッセージは、PCI Expressの規格により、TC0で送受信することが義務付けられています。

これに違反し、TC0以外でこれらのメッセージを受信した場合、PCIECはこれらのメッセージをMalformed-TLP

（Fatal Error）とみなし、エラー処理を行います。 
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（b） ソフトウェア処理が必要なメッセージの受信 

以下のメッセージは、受信したことを検知しますが、ハードウェアによる処理は行いません。これらのメッセ

ージの処理は、下記の手法によりソフトウェアにより受信を確認し、処理してください。 
 

• PME_Active_State_Nak 

• PM_PME 

• PME_Turn_Off 

• PME_To_Ack 

 

メッセージの受信は、以下のレジスタにより確認することができます。 

• PCIEMSGR 

• PCIEMSGIER 

 

PCIEMSGRは、規定されているメッセージごとにビットが定義されており、該当するメッセージの受信により、

それらのビットに 1がセットされます。このとき、PCIEMSGIERの該当するビットに 1がセットされており、か

つ、PCIEINTER[5].INT_PCIMESEに 1がセットされていると、PCIMES割り込みが発生します。 

PCIEMSGRにより受信を検知するメッセージを表 13.15に示します。備考欄に記述のあるメッセージは、後述

のとおり、ハードウェアによりメッセージの処理を行います。 
 

表 13.15 PCIECが受信を検知するメッセージ 

PCIEMSGRのビット番号 受信メッセージ名 備考 

8 PM_Active_State_Nak  

9 PM_PME  

10 PME_Turn_OFF  

11 PME_TO_ACK  
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13.5.9 INTx割り込み 

本節では、INTx割り込みについて説明します。 

INTx割り込みは、レガシーの PCIバスで使用されていた INTA/INTB/INTC/INTD割り込みの総称です。レガシ

ーPCIバスでは専用の信号線を用いていましたが、PCI Expressでは各デバイスが持つレジスタと、割り込みのア

サート／ディアサートを意味するメッセージの送受信により、INTxをエミュレートします。 

PCI Expressでは、すべてのデバイスが INTx割り込みをサポートすることが義務付けられており、本モジュー

ルも INTx割り込みをサポートしています。しかし、より汎用性の高いMSI割り込みを使用する場合、INTx割り

込みの使用は禁止されます。MSI割り込みの使用／未使用は、コンフィグレーションサイクル中に決定され、そ

の結果はMSICAP0[16].MSI Enableビットに反映されます。MSICAP0[16].MSI Enableビットが 1のときは、MSI

割り込みが使用される、INTx割り込みは使用禁止となります。詳細は、「13.5.10 MSI割り込み」を参照してく

ださい。 

INTx割り込みは、エンドポイントがルートポイントに割り込みをかけるために使用されます。エンドポイント

が INTx割り込みを受信することはありません。また、ルートポートが INTx割り込みを発生させることはできま

せん。 
 

（1） INTx割り込みの設定（ルートポート） 

INTx割り込みの設定は、コンフィグレーションサイクル中に、ルートポートが行います。コンフィグレーショ

ンサイクル中に INTx割り込みを使用する（MSI割り込みを使用しない）と決定した場合、ルートポートは、以下

の設定を行ってください。 

• ルートポートのPCICONF15[7:0].Interrupt LineにH'FF以外の値をセットしてください。 

• エンドポイントのPCICONF15[15:8].Interrupt Pinに、エンドポイントに割り当てる割り込みに応じた値をセッ

トしてください。 

• エンドポイントのPCICONF1 [10].Interrupt Disableに0をセットしてください。 

 

（2） INTx割り込みの発生（エンドポイント） 

本モジュールから、INTx割り込みを発生させる場合、PCIEINTXR.ASTINTXに 1を書き込んでください。INTx

割り込みを解除する場合には、PCIEINTXR.ASTINTXに 0を書き込んでください。このビットに 1または 0を書

き込むことにより、PCICONF15[15:8].Interrupt Pinで指定される割り込み種別に応じて、Assert_INTx / Deassert_INTx

メッセージがルートポートに向けて送信されます。 

ルートポートとして使用する場合、MSI割り込みを使用する場合、および PCICONF1 [10].Interrupt Disableが 1

の場合には、INTx割り込みを発生させることはできません。 
 

（3） INTx割り込みの受信（ルートポート） 

PCIECが Assert_INTxメッセージの受信により INTx割り込みの発生を検知した場合、PCIEINTXR[3:0]の対応し

たビットに1をセットします。同時にPCICONF15[7:0].Interrupt LineにH'FF以外の値がセットされている場合、INTC

への割り込みが発生します。INTCへの割り込みの詳細は、「13.5.11 INTCへの割り込み」を参照してください。 

また、PCIECが Deassert_INTxメッセージの受信により INTx割り込みの解除を検知した場合、PCIEINTXR[3:0]
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の対応したビットに 0をセットします。 

INTCからの割り込みをソフトウェアが受付けた場合、該当する割り込み要因を調査し、割り込みを発生させて

いるエンドポイントに対して割り込みのクリアを指示してください。 
 

13.5.10 MSI割り込み 

本節では、MSI割り込みについて説明します。 

MSI割り込みは、INTxに代わる方式として規定された割り込み方式です。INTxに比べ、多くの割り込み要因

を使用でき、1デバイスに複数の要因を割り当てることができます。MSI割り込みは、ルートポートが内部に持つ

特定のエリアにメモリライトを行うことにより割り込みを発生させる方式で、INTxのような専用線は不要となり

ます。 

PCI ExpressではMSI割り込みまたはMSI-X割り込みのサポートが義務付けられており、本モジュールはMSI

割り込みをサポートします。また、PCI-SIGは INTxではなくMSI割り込みを使用することを推奨し、INTx割り

込みが将来 EOL（End of Life）となることを示唆しています。しかし、PCI Express/PCIブリッジなどを介して接

続する可能性能あるレガシーPCIバスがMSIをサポートしていない場合、あるいは INTx割り込みを使用する既存

のドライバを使用し続けるために、INTx割り込みを使用することも許可されています。 

PCI Expressシステムとして INTx割り込みを使用するかMSI割り込みを使用するかは、コンフィグレーション

サイクル中にルートポートによって決定されます。本モジュールをルートポートとして使用する場合には、コン

フィグレーションサイクル中に INTx/MSI割り込みのどちらを使用するかを決定し、その結果をコンフィグレーシ

ョンレジスタに設定してください。 

本モジュールをルートポートとして使用する場合、最大 32本の割り込みベクタをMSI割り込みとして使用でき

ます。また、本モジュールは、Per Vecter Maskingおよび 64bitアドレスメッセージの送信をサポートします。 
 

（1） MSI割り込みの設定（ルートポート） 

本モジュールをルートポートとして使用する場合、コンフィグレーションサイクル中に INTx/MSI割り込みのど

ちらを使用するかを決定し、MSI割り込みを使用すると決定した場合、以下の設定を行ってください。 
 

（a） MSI割り込みのイネーブル 

全デバイスのMSICAP0[16].MSI Enableに 1をセットしてください。 
 

（b） エンドポイントへの割り込みベクタの割り当て 

エンドポイントデバイスのMSICAP0[19:17].Multiple Message Capableを参照し、各デバイスが要求するMSI割

り込みベクタ数を調査します。その結果を元に、全デバイスに割り当てるベクタ数が 32以下で、かつ、個々のエ

ンドポイントへの割り当てが 1以上、要求割り当て数以下となるように、各エンドポイントへの割り当てるベク

タ数を決定します。 

各エンドポイントに割り当てたベクタ数を、MSICAP0[22:20].Multiple Message Enableにセットしてください。 
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（c） メッセージアドレスの設定 

エンドポイントデバイスのMSICAP1[31:2].Lower Message Addressおよび、MSICAP2[31:0].Upper Message Address

に、MSIメッセージの送信先アドレスをセットしてください。 

MSIメッセージの送信先アドレスは、本モジュールの PCIEMSIFRレジスタに対応する PCIアドレスとしてくだ

さい。MSI割り込みを使用する場合、ルートポートのベースアドレスレジスタ（BAR）が張る PCI空間の一部が、

PCIECモジュールのレジスタ空間を含んでいる必要があります。 

設定すべきMSIメッセージの送信先アドレスの概念図を図 13.8に示します。 

H'0000 0000

H'FE00 0000

H'FE02 0044

H'FFFF FFFF

H'0000 0000 0000 0000

H'FFFF FFFF FFFF FFFF

PCIEC領域nBARn
MSIメッセージの
送信先アドレス

PCIECメモリ空間（64ビット） SuperHyway空間（32ビット）

PCIEC0レジスタ
PCIEMSIFR

 

図 13.8 エンドポイントに設定する MSIメッセージの送信先アドレス 
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（d） メッセージデータの設定 

エンドポイントデバイスのMSICAP3[15:0].Message Dataに、メッセージ送信時のライトデータをセットしてく

ださい。 

ライトデータのビット[12:8]は、本モジュールがサポートする 32ビットのMSIベクタのうち、エンドポイント

に割り当てたMSIベクタの先頭ベクタの番号を指定し、それ以外のビットは 0としてください。図 13.9にエンド

ポイントに設定するMSIメッセージデータの例を示します。 

0781112131431

MSIベクタ （未使用）

エンドポイント0に
Vector[7:0]を割り当て

エンドポイント1に
Vector[11:8]を割り当て

エンドポイント2に
Vector[13:12]を割り当て

MSICAP3[15:0].Message Dataの設定値
エンドポイント0: H'0000
エンドポイント1: H'0800
エンドポイント2: H'0C00

 

図 13.9 エンドポイントに設定する MSIメッセージデータ 

（エンドポイント 0/1/2に 8/4/2ベクタを割り当てた場合の設定例） 

 

（2） MSI割り込みの発生（エンドポイント） 

PCIEMSIR[4:0].MSIASTに発生させるベクタ番号を書き込むことにより、MSI割り込みを発生させます。 

PCIEMSIR[4:0].MSIASTに書き込みにより、MSICAP5[31:0].Message Pendingのベクタ番号に該当するビットに 1

がセットされます。MSICAP5[31:0].Message Pendingに 1がセットされ、MSICAP4[31:0].Message Maskの対応する

ビットが 0になっているもののうち、ビット番号が小さいものから順に、MSI割り込みが発生します。 

MSI割り込みは、MSICAP1[31:2].Lower Message Addressおよび、MSICAP2[31:0].Upper Message Addressによっ

て指定されるアドレスに、MSICAP3[15:0].Message Dataにベクタ番号を加算した値を書き込むメモリライトを行う

ことにより、発行されます。 

MSI割り込みの発生は、エンドポイントのみで行えます。ルートポートではMSI割り込みを発生させることは

できません。 
 

（3） MSI割り込みの受信（ルートポート） 

MSI割り込みを受信した場合、PCIEMSIFR[31].MSIFのベクタ番号に対応したビットに 1がセットされます。同

時に、INTCに対して割り込みが発生します。 
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13.5.11 INTCへの割り込み 

PCIECには、68種類の割り込みがあります。これらの信号は本 LSIの INTCに接続しています。 

表 13.16に PCIECの割り込みを示します。 
 

表 13.16 PCIECの割り込み 

番号 名称 意味 

0 INT_PCISERR システムエラー 

1 INT_PCIFERR PCIe Fatalエラー 

2 INT_PCINFERR PCIe Non Fatalエラー 

3 INT_PCICERR PCIe Correctable エラー 

4 INT_PCIPOWER パワーダウン割り込み 

5 INT_PCIMES PCIECメッセージ受信割り込み 

[8:6] INT_TX_VC0[2:0] PCIEC VC0送信割り込み 

[11:9] INT_RX_VC0[2:0] PCIEC VC0受信割り込み 

12 INTPM PCIEC パワーマネージメント割り込み 

13 INTMAC PCIEC MAC割り込み 

14 INTDL PCIEC データリンク割り込み 

15 INTTL PCIEC TLP割り込み 

16 RX_VC0_ERR PCIEC VC0受信エラー割り込み 

17 RX_VCX_ERR PCIEC VCX受信エラー割り込み 

[20:18] INT_TX_VCX[2:0] PCIEC VCX送信割り込み 

[23:21] INT_RX_VCX[0] PCIEC VCX受信割り込み 

24 INT_TX_CTRL PCIEC送信制御割り込み 

25 INT_RX_CTRL PCIEC受信制御割り込み 

26 INT_RX_ERP PCIEC受信エラー割り込み 

27 INT_DMACE PCIEC-DMACエラー割り込み 

28 INT_DMAC0 PCIEC-DMAC0割り込み 

29 INT_DMAC1 PCIEC-DMAC1割り込み 

30 INT_DMAC2 PCIEC-DMAC2割り込み 

31 INT_DMAC3 PCIEC-DMAC3割り込み 

[63:32] INT_MSI[31:0] MSI割り込み 

[67:64] INT_PCIINTX[3:0] INTx割り込み 

 

割り込み 0～3の INT_PCISERR、INT_PCIFERR、INT_PCINFERR、INT_PCICERRは、PCIECがエラーを検出

したことを通知する割り込みです。詳細は、「13.5.13 エラー処理」を参照してください。 
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割り込み 4の INT_PCIPOWERは、パワーマネージメントで使用する割り込みです。詳細は、「13.5.12 パワ

ーマネージメント」を参照してください。 

割り込み 5の INT_PCIMESは、PCIECがメッセージを受信したこを示す割り込みです。詳細は、「13.5.8 メ

ッセージの送受信」を参照してください。 

割り込み 6～26は、PCIECブリッジ部を使用せず、PCIEC制御部を直接ソフトウェアにより制御する場合に使

用する割り込みです。ブリッジ部を使用する場合には、これらの割り込みは使用しません。 

割り込み 27の INT_DMACEは、DMACによりエラーが発生したことを示す割り込みです。また、割り込み 28-31

の INT_DMAC0～3は、PCIEC-DMAC0～3の転送が終了したことを示す割り込みです。詳細は、「13.5.7 DMA

転送」を参照してください。 

割り込み 32～63の INT_MSI[31:0]は、MSI割り込みが発生したことを示す割り込みです。詳細は、「13.5.10 MSI

割り込み」を参照してください。 

割り込み 64～67の INT_PCIINTX[3:0]は、INTx割り込みが発生したことを示す割り込みです。詳細は、「13.5.9 

INTx割り込み」を参照してください。 
 

13.5.12 パワーマネージメント 

本節では、PCIECが対応するパワーマネージメントの機能について説明します。 
 

（1） 概要 

PCIECは、PCI-PMと ASPMの 2種類のパワーマネージメントに対応しています。PCI-PM（PCI Compatible Power 

Management）は、PCIバスとコンパチブルなパワーマネージメントモードであり、ソフトウェアによる指示を受

けて低電力ステートに遷移する機構です。ASPM（Active State Power Management）は、PCI Express固有の低電力

機構であり、送受信を行わないときにハードウェアが自動的に低電力ステートに遷移する機構です。 

PCI-PMでは、通常状態であるL0ステートの他に、L1/L2/L3のステートが規格により定義されていますが、PCIEC

ではこの内 L1ステートをサポートします。 

ASPMでは、通常状態である L0から L0s/L1ステートへの遷移について規格により定義されていますが、PCIEC

では L0sステートへの遷移をサポートします。 
 

（2） PCI-PM（PCI Comppatible Power Management） 

PCI-PMではソフトウェアの制御により、PCIECを低電力モードに遷移させることができます。本節では、PCIEC

がサポートしている L1への遷移、L1から通常状態 L0への復帰の手順を説明します。 
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（a） PCIECがルートポートの場合 

• L0ステートから L1ステートへの遷移 

PCIECがルートポートとしての動作時には、PCIEC（ルートポート）が外部デバイス（エンドポイント）ヘ指

示を出すことにより、L1ステートへ遷移します。外部デバイス（エンドポイント）への指示と、その後のステー

ト遷移の処理は、ソフトウェアにより行います。L1へ遷移する場合、以下の手順により遷移の制御をソフトウェ

アにより行ってください。 
 

• L1への遷移要求の送信 

コンフィグレーションライトにより、外部デバイス（エンドポイント）のPCIEPMCAP1[1:0].Power Stateビッ

トに、D1を示すH'1を書き込むことにより、L1ヘの遷移を要求します。 

• L1への遷移要求受信の確認 

外部デバイス（エンドポイント）からの、コンフィグレーションライトに対するコンプリージョンの受信を

確認します。 

• PM_ENTER_L1_DLLPの受信の確認 

PCIEPMSR[23]. PMEnterL1RXが1となることを確認し、外部デバイス（エンドポイント）からの

PM_ENTER_L1_DLLPの受信を確認します。 

• パワーステートの変更 

PCIEC（ルートポート）のPCIEPMCAP1[1:0].Power Stateビットに、D1を示すH'1を書き込んでください。 

• L0ステートであることの確認 

PCIEC（ルートポート）のPCIEPMSR[18:16].PMSTATEビットを読み出し、L0（H'1）であることを確認しま

す。 

• L1ステートへの遷移の指示 

PCIEC（ルートポート）のPCIEPMCTLR[31].L1 Initiationビットに1を書き込み、PCIEC制御部にL1への遷移を

指示します。 

• L1ステートへの遷移の確認 
PCIEC（ルートポート）のPCIEPMSR[31].L1FALLEdgeビットが1となるまで待ち、L1への遷移シーケンスが

完了／中断したことを確認します。 
PCIEPMSR[31].L1FALLEdgeビットが1となった後に、PCIEPMSR[31].L1FALLEdgeビットに1を書き込んで、

本ビットをクリアしてください。 
PCIEC（ルートポート）のPCIEPMSR[18:16].PMSTATEビットを読み出し、遷移後のステートを確認してくだ

さい。L1（H'3）が読み出されれば、L1への遷移が完了したことを示し、L0（H'1）が読み出されればL0への

遷移が中断されたことを示します。 

 

• L1ステートから L0ステートへの復帰 

• PCIEC（ルートポート）からの復帰要求 

PCIEC（ルートポート）からL0への復帰を行う場合、PCIECと外部デバイスのコンフィグレーションレジス

タのPCIEPMCAP1[1:0].Power StateビットをD0を示すH'0としてください。まず、SuperHywayバスからのアク
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セスにより、PCIEC（ルートポート）のコンフィグレーションレジスタのPCIEPMCAP1[1:0].Power Stateビッ

トをD0を示すH'0とし、次にコンフィグレーションライトにより外部デバイス（エンドポイント）の

PCIEPMCAP1[1:0].Power StateビットにD0を示すH'0を書き込んでください。 

その後、PI/O転送／DMA転送等による、パケット送受信が可能となります。 

• 外部デバイス（エンドポイント）からの復帰要求 

外部デバイス（エンドポイント）からL0への復帰を行う場合、外部デバイスは自身が持つコンフィグレーシ

ョンレジスタのPCIEPMCAP1[1:0].Power StateビットにD0を示すH'0を書き込んだ後に、PCIECに対し

PM_PMEメッセージの送信を行ってください。 

PCIECは、外部デバイス（エンドポイント）からのPM_PMEメッセージを受信した場合、PCIECのコンフィ

グレーションレジスタのPCIEPMCAP1[1:0].Power StateビットにD0を示すH’0を書き込んでください。Power 

StateビットにD0を書き込むことにより、エンドポイントからのパケットを受信することが可能になります。

Power StateビットがD0以外の状態の場合、PCIECは外部デバイス（エンドポイント）からのメッセージ以外

のパケットをエラー（アンサポーテッドリクエスト）として処理します。 

PM_PMEメッセージの受信方法は、「13.4.8（3）メッセージの受信」を参照してください。 

 

（b） PCIECがエンドポイントの場合 

• L0ステートから L1ステートへの移行 

PCIECがエンドポイントとしての動作時には、外部デバイス（ルートポート）からのパワーダウンの指示によ

り、L1ステートへの遷移を開始します。L0から L1への遷移は、ソフトウェアによる制御を必要とします。以下

にパワーダウンの指示を受けてから、L1に遷移するまでに必要なソフトウェアの動作を示します。 
 

• L1ステートへの遷移要求の受信 

外部デバイス（ルートポート）がコンフィグレーションライトにより、PCIEC（エンドポイント）の

PCIEPMCAP1[1:0].Power StateビットにD1を示すH'1が書き込むことにより、PCIECはL1ヘの遷移要求を受け

付けます。PCIECは、PCIEPMCAP1[1:0].Power Stateの値の変化により、INT_PCIPOWER割り込みが発生しま

す。この割り込みにより、L1への遷移処理を開始してください。 

• 送信待ちTLPの送信完了待ち 

PCIEC制御部の送信待ちのTLPが送信完了するまでウエイトします。PCIETXSR[63].TXEMPビットが1である

ことを確認できるまで、ウエイトします。 

これ以降、L1への遷移が完了するまで、新規にTLP送信を行わないよう、ソフトウェアにより制御してくだ

さい。 

• コンフィグレーションライトに対するコンプリージョンの返信 

PCIEPWRCTLR[0].RCPLを書き込むことにより、コンプリージョンの送信を行ってください。 

通常、PCIECへのコンフィグレーションリクエストに対するコンプリージョンの送信は、PCIECが自動で行

いますが、PCIEPMCAP1[1:0].Power Stateへアクセスするコンフィグレーションライトに対しては、指示があ

るまでコンプリージョンの生成を行いません。 
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• L0ステートであることの確認 

PCIEPMSR[18:16].PMSTATEビットを読み出し、L0（H'1）であることを確認します。 

• L1ステートへの遷移の指示 

PCIEPMCTLR[31].L1 Initiationビットに1を書き込み、PCIEC制御部にL1への遷移を指示します。 

• L1ステートへの遷移の確認 
PCIEPMSR[31].L1FALLEdgeビットが1となるまで待ち、L1への遷移シーケンスが完了／中断したことを確認

します。 

PCIEPMSR[31].L1FALLEdgeビットが1となった後に、PCIEPMSR[31].L1FALLEdgeビットに1を書き込んで、

本ビットをクリアしてください。 

PCIEPMSR[18:16].PMSTATEビットを読み出し、遷移後のステートを確認してください。L1（H'3）が読み出

されれば、L1への遷移が完了したことを示し、L0（H'1）が読み出されればL0への遷移が中断されたことを

示します。 

 

• L1ステートから L0ステートへの復帰 

• PCIEC（エンドポイント）からの復帰要求 

PCIEC（エンドポイント）のPCIEPMCAP1[1:0].Power StateビットにD0を示すH'0を書き込み、PM_PMEメッ

セージを外部デバイス（ルートポート）に送信することにより、L0ステートに復帰します。 

PM_PMEメッセージ送信は、「13.5.8（2）メッセージの送信」を参照してください。 

• 外部デバイス（ルートポート）からの復帰要求 

外部デバイス（ルートポイント）からのコンフィグレーションライトにより、PCIEPMCAP1[1:0].Power State

ビットにD0を示すH'0が書き込まれることにより、PCIECはL0ステートに復帰します。

PCIEPMCAP1[1:0].Power StateビットがD0以外の状態にある場合、PCIECはコンフィグレーションアクセス、

メッセージ以外のパケットの受信をエラー（アンサポーテッドリクエスト）として処理します。 

 

（3） ASPM（Active State Power Management） 

ASPMを使用することにより、PCIECをハードウェアにより自動的に低電力モードに遷移させることができま

す。ASPMを使用する場合、PCIEEXPCAP4[1:0].ASPM Controlビットに H'1を設定してください。このビットに

H'0を指定することにより、ASPMによる低電力モードへの遷移を抑止することができます。初期状態では、本ビ

ットは H'0となっています。 
 

• L0ステートから L0sステートへの遷移 

ASPMを使用している場合、4μsのアイドル状態を検出すると PCIECの L0sステートへの遷移シーケンスを起

動します。ここでのアイドル状態は、以下の条件を満たす状態を指します。 

（a）TLPが送信されない状態 

（b）TLPが PCIEC制御部で TLPが送信待ちとなっていない状態 

（c）TLPが送信待ちとなっていても、データリンク層でのフロー制御でのクレジット不足のため、送信するこ

とができない状態 

（d）送信済みの Non-Postedリクエストに対する Completionを受信していない状態 
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（e）DLLPが送信待ちとなっていない状態 
 

• L0sステートから L0ステートへの復帰 

ASPMでは、送受信すべきパケットが発生すると、自動的に L0ステートへの遷移を行います。 
 

13.5.13 エラー処理 

本節では、PCIECが検出するエラー処理について説明します。 
 

（1） エラーの分類 

PCIECでは、検出するエラーを、PCI Expressの規格で規定されている 3種類のエラー（コレクタブルエラー、

ノンフェータルエラー、フェータルエラー）と、それ以外のエラー（システムエラー）の計 4種のエラーに分類

し、割り込みによる通知を行います。 
 

（a） コレクタブルエラー（Correctable Error） 

PCI Expressのプロトコルにより回復が可能なエラーです。PCI Expressのプロトコルにより回復可能なエラーが

分類されます。ハードウェアによりエラーからの回復が行われるため、通常はソフトウェアによるエラー処理は

必要ありません。 

後述の条件を満たす場合、コレクタブルエラーの発生は INT_PCICERR割り込みにより通知されます。 
 

（b） ノンフェータルエラー（Non Fatal Error） 

PCI Expressのプロトコルでは回復ができませんが、致命的ではないエラーです。単一のパケットの破棄により

その後のデータ通信を行えるエラーが分類されます。通常は、該当するパケットの再送等の処理が必要となりま

す。 

後述の条件を満たす場合、ノンフェータルエラーの発生は INT_PCINFERR割り込みにより通知されます。 
 

（c） フェータルエラー（Fatal Error） 

PCI Expressのプロトコルでは回復ができず、致命的なエラーです。回復には、通信路のリセットが必要となる

エラーが分類されます。通常は、PCIECの初期化が必要となります。 

後述の条件を満たす場合、フェータルエラーの発生は INT_PCIFERR割り込みにより通知されます。 
 

（d） PCIECモジュールが検出する上記以外のエラー（システムエラー） 

上記に分類されないエラーを、システムエラーと分類します。エラーの要因により、必要となる対応は異なり

ます。 

INT_PCISERR割り込みにより通知されます。 
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（2） エラーの優先順位 

単一のパケットの受信により複数のエラーが検出された場合、本モジュールは最も重要と考えられる一つのエ

ラーのみを報告します。複数のエラーが検出された場合、下記の順に優先順位を付け、もっとも優先順位の高い

ものが報告されます。 

• Receiver Overflow 

• Flow Control Protocol Error 

• Malformed TLP 

• Unsupported Request (UR), Completer Abort (CA), or Unexpected Completion 

• Poisoned TLP Received 
 

（3） コレクタブルエラー（Correctable Error） 

コレクタブルエラーは、ハードウェアによる自動再送要求などにより、転送データを損失させることなく回復

処理が行われるエラーを指します。ハードウェアによる回復処理が行われ、データの消失などは発生しないため、

通常ソフトウェアによる回復処理が必要となることはありません。 

コレクタブルエラーが発生した場合、PCIEEXPCAP2[16].Correctable Error Detectedビットに 1がセットされます。

また、PCIEEXPCAP2[0].Correctable Error Reporting Enableビットに 1がセットされているときにコレクタブルエラ

ーが発生した場合、エンドポイントの場合は ERR_CORメッセージを送信することによりルートポートヘエラー

の発生を通知し、ルートポートの場合には PCIEEXPCAP7[0].System Error on Correctable Error Enable に 1がセット

されていれば INT_PCICERR割り込みを発生させます。 

ルートポートとして動作している場合、PCIEPCICONF15[17].SERR Enableビットに 1がされ、かつ

PCIEEXPCAP2[0].Correctable Error Reporting Enableに 1がセットされ、かつ PCIEEXPCAP7[0].System Error on 

Correctable Error Enableに1がセットされているときにエンドポイントからERR_CORメッセージを受信した場合、

INT_PCICERR割り込みを発生させます。 

以下のエラーがコレクタブルエラーに分類されます。 
 

（a） レシーバーエラー 

8b/10bデコードエラー 

ディスパリティエラー 

エラスティックバッファオーバフロー 

エラスティックバッファアンダフロー 

（b） BAD TLP 

LCRCエラー 

シーケンスナンバエラー 

（c） BAD DLLP 

16Bit CRCエラー 

（d） Replay Timeout 

Ack/Nakタイムアウト 
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（e） Replay Num Rollover 

Replay Numのロールオーバー 
 

（4） ノンフェータルエラー（Non-Fatal Error ） 

ノンフェータルエラーは、ハードウェアによる回復処理を行うことができないエラーであり、1パケット分のデ

ータが消失するエラーを指します。データの消失が生じるため、ソフトウェアにより再送などによる回復処理が

必要となります。 

ノンフェータルエラーが発生した場合、PCIEEXPCAP2[17].Non Fatal Error Detectedビットに 1がセットされま

す。また、PCIEPCICONF1[8].SERR Enableに 1がセットされている場合、PCIEPCICONF1[30].Signaled System Error

ビットに 1がセットされます。また、PCIEEXPCAP2[1].Non Fatal Error Reporting Enableビットに 1がセットされて

いる、あるいは PCIEPCICONF1[8].SERR Enableに 1がセットされているときに Non Fatal Errorが発生した場合、

エンドポイントの場合は ERR_NONFATALメッセージを送信することによりルートポートヘエラーの発生を通知

し、ルートポートの場合には PCIEEXPCAP7[1].System Error on Non Fatal Error Enable に 1がセットされていれば

INT_PCINFERR割り込みを発生させます。ただし、後述の Unsupported Requestの場合、後述の条件に該当する場

合にはメッセージの送信、割り込みの発生を行いません。 

ルートポートとして動作している場合、ERR_NONFATALメッセージの受信により、

PCIEPCICONF7[30].Received System Errorに 1がセットされます。また、PCIEPCICONF15[17].SERR Enableビット

に 1がされ、かつ PCIEPCICONF1[8].SERR Enableに 1がセットされているときに ERR_NONFATALメッセージを

受信することにより、PCIEPCICONF1[30].Signaled System Errorビットに 1がセットされます。また、

PCIEPCICONF15[17].SERR Enableビットに 1がされ、かつ PCIEEXPCAP2[1].Non Fatal Error Reporting Enableまた

は PCIEPCICONF1[8].SERR Enableに 1がセットされ、かつ PCIEEXPCAP7[1].System Error on Non Fatal Error Enable

に 1がセットされている時にエンドポイントから ERR_NONFATALメッセージを受信した場合、INT_PCINFERR

割り込みを発生させます。ただし、後述の Unsupported Requestの場合、後述の条件に該当する場合には割り込み

の発生を行いません。また、後述のアドバイザリーノンフェータルエラーケース（Advisory Non Fatal Error Case）

に該当する場合は、別途規定されている処理を行います。 

以下のエラーがノンフェータルエラーに分類されます。 
 

（a） Poisoned TLPの受信 

Poisoned属性を持つパケットによる書き込みが合った場合、ノンフェータルエラーとして処理します。 

PCIECは、Poisoned属性を持つパケットによる書き込みが PCI Express側から要求されても、SuperHyway側に

その要求を転送しません。Poisoned属性を持つリクエストを受信した場合、そのヘッダをエラーヘッダレジスタ 0

－3（PCIEEH0R/ PCIEEH1R/ PCIEEH2R/ PCIEEH3R）に記録します。 

PCIECから発行したリクエストに対するコンプリージョンが Poisoned属性を持つ場合、そのコンプリージョン

に含まれるデータを、SuperHyway側に転送しません。 
 

（b） アンサポーテッドリクエスト（Unsupported Request: UR）の受信 

以下のリクエストは、アンサポーテッドリクエストとして扱われます。 

• BARで指定されたPCIアドレス領域以外へアクセス 

• RootPortとして動作時、PCIEPCICONF1[2].Bus Master Enableが0のときの、メモリ／I/Oリクエストの受信 
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• PCICONF1[1].Memory Space Enableが0のときの、メモリ空間へのアクセス 

• PCICONF1[0].I/O Space Enableが0のときの、I/O空間へのアクセス 

• 未定義のメッセージコードを持つメッセージの受信 

• Type0のVendor Defined Messageの受信 

• Non-D0ステート時のコンフィグレーションアクセス・メッセージ以外のTLPの受信 

• 実装していないコンフィグレーションレジスタへのアクセス 

• Type1 Configuration Requestの受信 

• VCCAP4[15].ReJeCT SNoop Transactionsによりスヌープトランザクションの受付が拒否されている場合の、

No Snoop属性の指定のないパケットの受信 

• MRdLkリクエストの受信 

 

アンサポーテッドを受信した場合、PCIEEXPCAP2[19].Unsupported Request Detectedビットに 1がセットされま

す。 

アンサポーテッドを受信した場合、PCIEEXPCAP2[3].Unsupported Request Reporting Enableビットが 0であり、

かつ PCIEPCICONF1[8].SERR Enableが 0の場合は、メッセージの送信／割り込みの発生は行いません。 

アンサポーテッドリクエストを受信した場合、そのヘッダをエラーヘッダレジスタ0～3（PCIEEH0R/ PCIEEH1R/ 

PCIEEH2R/ PCIEEH3R）に記録します。 
 

（c） コンプリージョンタイムアウト（Completion Timeout） 

PCIECが PCI Express側に発行したリクエストに対応するコンプリージョンを、規定されている時間内に受信で

きない場合、コンプリージョンタイムアウトとしてエラー処理を行います。 
 

（d） コンプリータアボート（Completer Abort:CA） 

PCI Expressからのパケットの内部バス空間上での転送先が自モジュールの PCI領域である場合、PCIECの制御

レジスタのうち PCI Express側からの参照が許可されていないレジスタである場合、あるいは PCI Expressからの

パケットを SuperHywayバスに転送した際に SuperHywayバス上でエラーが発生した場合、PCIECは Completer 

Abortとしてエラー処理を行います。PCI Expressから受信したパケットが、Non-Postedリクエストである場合、

Completer Abort (CA)– Completion Statusを持つコンプリージョンを返信し、PCIECONF1[28].Signaled Target Abort

ビットに 1がセットされます。 

PCIECが PCI Express側から受信したパケットが、PCI Expressの規格に違反している場合や破損しているとみな

された場合は、コンプリータアボートではなく、アンサポーテッドリクエストや、Malformed TLPなどとして処理

されます。 
 

（e） アンエクペクテッドコンプリージョン（Unexpected Completion）の受信 

PCIECが発行したリクエストに対応しないコンプリージョンを受信した場合、アネクペクテッドコンプリージ

ョンとみなし、エラー処理を行います。 

アンエクペクテッドコンプリージョンの受信は、アドバイザリーノンフェータルエラーケース（後述）に該当

します。 
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（5） フェータルエラー（Fatal Error） 

フェータルエラーは、ハードウェアにより回復処理を行うことのできないエラーであり、通常 PCI Expressの初

期化など、システムレベルでのエラー回復処理が必要となるエラーを指します。フェータルエラーの発生後は、

再初期化を行わない限り、正常なデータ転送を行うことはできません。 

フェータルエラーが発生した場合、PCIEEXPCAP2[18].Fatal Error Detectedビットに 1がセットされます。また、

PCIEPCICONF1[8].SERR Enableに 1がセットされている場合、PCIEPCICONF1[30].Signaled System Errorビットに

1がセットされます。また、PCIEEXPCAP2[2].Fatal Error Reporting Enableビットに 1がセットされている、あるい

は PCIEPCICONF1[8].SERR Enableに 1がセットされているときにフェータルエラーが発生した場合、エンドポイ

ントの場合は ERR_FATALメッセージを送信することによりルートポートヘエラーの発生を通知し、ルートポー

トの場合には PCIEEXPCAP7[2].System Error on Fatal Error Enable に 1がセットされていれば INT_PCINFERR割り

込みを発生させます。 

ルートポートとして動作している場合、ERR_FATALメッセージの受信により、PCIEPCICONF7[30].Received 

System Errorに 1がセットされます。また、PCIEPCICONF15[17].SERR Enableビットに 1がされ、かつ

PCIEPCICONF1[8].SERR Enableに 1がセットされているときに ERR_FATALメッセージを受信することにより、

PCIEPCICONF1[30].Signaled System Errorビットに 1がセットされます。また、PCIEPCICONF15[17].SERR Enable

ビットに 1がされ、かつ PCIEEXPCAP2[2].Fatal Error Reporting Enableまたは PCIEPCICONF1[8].SERR Enableに 1

がセットされ、かつ PCIEEXPCAP7[2].System Error on Fatal Error Enableに 1がセットされている時にエンドポイン

トから ERR_FATALメッセージを受信した場合、INT_PCIFERR割り込みを発生させます。 

以下のエラーがフェータルエラーに分類されます。 

（a）データリンク層プロトコルエラー 

（b）フローコントロールプロトコルエラー 

（c）Malformed TLPの受信 

下記のパケットは、Malformed TLPとみなされ、受信することによりフェータルエラーを発生します。これらの

パケットを受信した場合、パケットのヘッダがエラーヘッダレジスタ 0～3（PCIEEH0R/ PCIEEH1R/ PCIEEH2R/ 

PCIEEH3R）に記録されます。 

• Max Payload Size以上のデータを持つパケットの受信 

• サイズフィールドと異なるデータ長のデータを持つパケットの受信 

• ヘッダのTDフィールド=0でダイジェストフィールド付きのTLP受信 

• ヘッダのTDフィールド=1でダイジェストフィールドなしのTLP受信 

• TC0でないAssert_INTx/Deassert_メッセージの受信 

• TC0でないパワー管理メッセージの受信 

• TC0でないエラー信号メッセージの受信 

• TC0でないアンロックメッセージの受信 

• TC0でないSet_Slot_Power_Limitメッセージの受信 

• Lengthフィールドと異なるサイズデータのコンプリージョン受信 

• Max_Payload_Sizeを超えるデータサイズのコンプリージョン受信 

• 未定義のTLP TypeおよびfmtのTLP受信 
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• 割り当てられていないTCのTLP受信 

• ディセーブルされているVCに対するTLP受信 

• TC!=0､またはAttr[1:0]!=0、またはLength[9:0]!=1、またはLast DW[3:0]!=0のI/Oリクエストの受信 

• TC!=0､またはAttr[1:0]!=0、またはLength[9:0]!=1、またはLast DW[3:0]!=0のコンフィグレーショリクエストの

受信 

• エンドポイントで動作時のAssert_INTx/Deassert_INTxメッセージの受信 

 

（6） システムエラー（System Error） 

システムエラーは、コレクタブル／ノンフェータル／フェータルに分類されていないエラーを示します。 

システムエラーに分類されるエラーが発生した場合、INT_PCISERR割り込みが発生します。 
 

（a） DL_Down 

一度データリンク層がアクティブのなった後に、データリンク層が通信不能となることを DL_Downと呼びます。

DL_Downは意図的にデータリンク層をダウンさせることによっても発生しますが、通常のデータ転送中に通信路

の状態が著しく悪化した場合にも起こります。DL_Down後は PCIECモジュールの初期化を行い、再度接続先デ

バイスとのコネクションを確立する必要があります。 

DL_Downが発生した場合、転送中のパケットはすべて破棄されます。DL_Downにより破棄されたパケットに

よるデータ転送の内容は補償されません。DL_Down発生後に、再度初期化を行い、転送を再度実行してください。

DMA転送は、DMAC制御レジスタ等を再度設定し直した後に、再度実行を行ってください。 

DL_Downとなっている場合、PCIETCTLR[3].DLDOWNビットが 1となります。INT_PCISERR割り込みが発生

した場合、本ビットにより DL_DOWNの発生を確認してください。 
 

（b） CRS（Configuration request Retry Status）の受信 

PCIECが発行したコンフィグレーションリクエストに対し、相手側のデバイスが立ち上がっていないために、

CRS Completion Statusを持つコンプリージョンが返信された場合が生じます。PCIECでは、PCIEEXPCAP7[4].CRS 

Software Visibility Enableビットに 1がセットされているときに CRSを受信した場合、INT_PCISERR割り込みを発

生します。 

CRS Completion Statusを受信した場合、PCIECは PCIEPCTLR[16].CRSビットをセットします。INT_PCISERR

割り込みを使用せずに、初回のコンフィグレーションリクエストの発行後に PCIECは PCIEPCTLR[16].CRSビッ

トを確認することによっても、CRS受信の有無を確認できます。 

（PCI Expressデバイスは、一度 CRS以外のコンプリージョンを返送した後に、CRSコンプリージョンを返信す

ることが禁止されています。そのため、一度 CRS以外のコンプリージョンを受信した後は、CRSの受信の確認を

行う必要はありません。） 
 

（7） アドバイザリーノンフェータルエラーケース（Advisory Non Fatal Error Case） 

一部のノンフェータルエラーの処理は、パケットの送信元やソフトウェア／システムなどによりエラーの要因

／重要度を判定するべきとの考えから、パケットの受信時にはエラー処理を行わないことが PCI Expressの規格に

より規定されています。この一部のノンフェータルエラーを、アドバイザリーノンフェータルエラーケースと呼
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び、以下のものが該当します。これらのケースに該当するエラーを検出した場合、通常のノンフェータルエラー

の処理を行わず、個別に規定される処理を行います。 
 

（a） UR/CAステータスを持つコンプリージョンの返信 

UR/CAステータスを持つコンプリージョンを返信した場合、そのコンプリージョンを受信したデバイス（リク

エストを発行したデバイス）が、エラーの重要度を判定すべきであるため、アドバイザリーノンフェータルエラ

ーケースに指定されています。 

PCIECは、UR/CAステータスを持つコンプリージョンの送信を行っても、PCI Expressで規定されているノンフ

ェータルエラーとしてのエラー処理は行いません。エラーの発生を、PCIEERRFR[0].SENDURCPLまたは、

PCIEERRFR[1].SENDCACPLに記録し、PCIEERRFERの該当するビットに 1がセットされていた場合、

INT_PCISERRを発生します。 
 

（b） コンプリージョンタイムアウト 

リクエストに対する応答を規定された時間内に受信できず、コンプリージョンタイムアウトが発生した場合、

リクエストの発行側の判断によりリクエストを再送することができます。再送回数は、リクエストの発行を制御

するソフトウェア等により設定可能のため、ハードウェアによるエラー処理を行わないよう、コンプリージョン

タイムアウトはアドバイザリーノンフェータルエラーケースに指定されています。 

コンプリージョンタイムアウトが発生しても、PCIECは PCI Expressで規定されているノンフェータルエラーと

してのエラー処理を行いません。PCIECはエラーの発生を、PCIEERRFR[8].CPLTIMEOUTに記録し、PCIEERRFER

の該当するビットに 1がセットされていた場合、INT_PCISERRを発生します。ソフトウェア等により、これ以上

再送をできないと判定した場合、ERR_CORを送信する等のエラー処理を、ソフトウェアにより行ってください。 
 

（c） アンエクペクテッドコンプリージョン（Unexpected Completion）の受信 

アンエクペクテッドコンプリージョンの受信（送信済みのリクエストに対応しないコンプリージョンを受け取

った場合）は、アドバイザリーノンフェータルエラーケースに指定されています。通常、アンエクペクテッドコ

ンプリージョンの受信は、スイッチデバイスを使用している場合の誤ルーティングにより発生しますが、この場

合は本来コンプリージョンを受信するはずのデバイスがコンプリージョンタイムアウトの情報を元にエラー処理

をすべきとの考えから、アンエクペクテッドコンプリージョンの受信デバイスの処理はアドバイザリーノンフェ

ータルエラーとして指定されています。 

PCIECは、アンエクペクテッドコンプリージョンを受信しても、PCI Expressで規定されているノンフェータル

エラーとしてのエラー処理は行いません。エラーの発生を、PCIEERRFR[12].UNEXPECTED COMPLETI/ONに記

録し、PCIEERRFERの該当するビットに 1がセットされていた場合、INT_PCISERRを発生します。 
 

（d） UR/CAコンプリージョンの受信 

UR/CAステータスを持つコンプリージョンを受信した場合の処理は、ソフトウェア等の上位のレイヤでエラー

の重要度を判定するべきとの考えから、アドバイザリーノンフェータルエラーケースに指定されています。 

PCIECは、UR/CAのコンプリージョンの受信により、PCI Expressで規定されているノンフェータルエラーとし

てのエラー処理は行いません。エラーの発生を、PCIEERRFR[4].RECEIVEURCPLまたは、

PCIEERRFR[5].RECEIVECACPLに記録し、PCIEERRFERの該当するビットに 1がセットされていた場合、
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INT_PCISERRを発生します。 

PCI Expressの規格では、Poisoned TLPを受信し、受信処理を継続したケースもアドバイザリーノンフェータル

エラーケースとして規定していますが、PCIECでは Poisonedデータの処理を継続することを許可していないため、

このケースに該当するアドバイザリーノンフェータルエラーは発生しません。また、PCIECはインターメディエ

イトレシーバ（Intermediate Receiver）に関するケースも規定されていますが、PCIECはインターメディエイトレ

シーバとしては動作しないため、これに該当する処理は行いません。 
 

13.5.14 物理層制御レジスタへのアクセス 

本節では、物理層制御レジスタへのアクセス方法を説明します。 

通常の使用時には、マニュアル上で使用を許可されているビット以外へのアクセスは行わないでください。ア

クセスを許可されていないビットへのアクセスを行った場合、物理層を含む PCIIEモジュールの動作は保障され

ません。 
 

（1） 概要 

PCIECモジュールの物理層は、物理層を制御するためのレジスタを持っています。これらのレジスタは、物理

層レジスタ用のアドレス空間にマッピングされており、PHY制御バスを経由してアクセスすることができます。

物理層レジスタ用アドレス空間は、チップの物理・論理アドレス空間とは独立な空間であり、PCIECモジュール

内のレジスタを経由して PHY制御バスを介してアクセスします。 

本節では、物理層制御用レジスタと、レジスタへのアクセスするための PHY制御バスについて説明します。 
 

（2） 物理層制御用レジスタ 

物理層制御レジスタは、8ビットのアドレスと、4ビットのレーン番号により張られる空間内にレジスタを持ち

ます。各レジスタは、表 13.4に示されています。本表により、アクセスが許可されているアドレス／レーン／ビ

ットのみにアクセスを行ってください。 
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（3） PHY制御バス 

物理層制御レジスタには、コマンド／ACKを用いた PHY制御バスを介してアクセスを行います。PHY制御バ

スでは、リード／ライトのコマンドを発行することによりレジスタへのアクセスを行い、ACKの受信によりアク

セスが完了したことを確認します。PHY制御バスへのコマンドの発行、ACKの確認などの制御および ACKの確

認は、物理層制御レジスタを介してソフトウェアにより行います。 

表13.17にPHY制御バスの信号を示します。これらの信号は、PCIEPHYCTLR、PCIEPHYADRR、PCIEPHYDINR、

PCIEPHYDOUTRを介してソフトウェアにより制御します。物理層制御レジスタへのアクセス時には、図 13.10

～図 13.12に示すシーケンスにしたがって、ライト、リード、初期化を行ってください。 

表 13.17 PHY制御バスの信号 

信号名 ビット幅 対応するレジスタ 意味 

CLKEN 1 PCIEPHYCTLR[0].PHYCKE クロックイネーブル 

1のとき、PHY制御バスへのクロック供給を行います。 

Reset 1 PCIEPHYCTLR[31].PHYRST リセット 

1のとき、初期化を行います。 

Address 8 PCIEPHYADRR[7:0].PHYADDR アドレス 

物理層制御レジスタ空間内のアドレスを指定します。 

Command 2 PCIEPHYADRR[17:16].PHYCMD コマンド 

バスアクセスのコマンドを指定します。 

2'b00：Idle 

2'b01：Write 

2'b10：Read 

2'b11：予約（指定しないでください） 

DataIn 32 PCIEPHYDINR[31:0].PHYDIN ライトデータ 

ライト時の書き込みデータをセットします。 

LaneEn 4 PCIEPHYADRR[11:8].PHYLANE レーン 

アクセス対象となるレーンを指定します。 

ライト時には、複数のレーンを指定できます。 

リード時には、1レーンのみを指定してください。 

Ack 1 PCIEPHYADRR[24].PHYACK ACK 

アクセスの完了を示す ACK信号を示します。 

DataOut 32 PCIEPHYDOUTR[31:0].PHYDOUT リードデータ 

リード時の読み出しデータを示します。 
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CLKEN

CLK

Reset

Address ADR

Command WR(2'b01) Idle(2'b00)Idle(2'b00)

DataIn DATA

LaneEn Write Lane

Ack

DataOut Unknown
 

図 13.10 物理層制御レジスタへのライトシーケンス 

CLKEN

CLK

Reset

Address ADR

Command Idle(2'b00) RD(2'b10) Idle(2'b00)

DataIn

LaneEn Read Lane

Ack

DataOut DATA

 

図 13.11 物理層制御レジスタからのリードシーケンス 
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CLKEN

CLK

Reset

Address

Command Idle(2'b00)

DataIn

LaneEn

Ack

DataOut
 

図 13.12 物理層制御レジスタの初期化 

 

（4） 起動時の処理 

PCIECモジュールを使用する場合、物理層の初期設定として、以下の順序で物理層制御レジスタの値を修正し

た後に使用してください。 

x4（PCIEC0）＋x1（PCIEC1）モードで使用する場合、PCIEC0/PCIEC1を使用する場合、PCIEC0/PCIEC1の物

理層制御レジスタに対して初期化を行ってください。 

x2（PCIEC0）＋x1（PCIEC1）＋x1（PCIEC2）モードで使用する場合、PCIEC0/PCIEC2を使用する場合には PCIEC0

に対して、PCIEC1を使用する場合には PCIEC1に対して初期化を行ってください。 
 

表 13.18 物理層制御レジスタの初期化 

順序 アドレス レーン（PCIEC0） レーン（PCIEC1） 書き込みデータ 

1 H'60 0～3 0 H'004B_008B 

2 H'61 0～3 0 H'0000_7B41 

3 H'64 0～3 0 H'00FF_4F00 

4 H'65 0～3 0 H'0907_0907 

5 H'66 0～3 0 H'0000_0010 

6 H'74 0～3 0 H'0007_001C 

7 H'79 0～3 0 H'01FC_000D 

8 H'B0 0～3 0 H'0000_0610 

9 H'67 0 0 H'0000_0400 
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13.5.15 ソフトウェアリセット 

本節では、ソフトウェアにより PCIECモジュールのブリッジ部・制御部を初期化する方法を説明します。 
 

（1） 目的 

ソフトウェアリセットは、ハードウェアの障害などのため、本モジュールが異常な状態に陥った場合の回復手

段として使用します。ソフトウェアリセットの印加により、転送中のパケットは破棄されます。 
 

（2） ソフトウェアリセット手順 

• CFINITを0にする。 

• Phyをリセット、リセット解除 

• PCIECのソフトリセットアサート → ディアサート 

• SPWのソフトリセットアサート → ディアサート 

 

PCIESRSTR[0].SRSTに 1を書き込む。 

CFINITに 0を書き込む。 

PCIESRSTR[0].SRSTに 0を書き込む。 

PCIETXVC0SR[63].TXBUSCLRに 1を書き込み、PCIEC制御部を初期化する。 
 

その後、PCIECの初期化を行ってください。 
 

13.5.16 参考文献 

• "PCI Express Base Specification Revision 1.1", March 28 2005, PCI-SIG 

• "PCI Bus Power Management Interface Specification Revision 1.2", March 3 2004, PCI-SIG 

• "PCI Local Bus Specification Revision 3.0", February 3 2004, PCI-SIG 

 
 



RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  14-1 

2010.11.30  

14. USB 

14.1  USB 

14.1.1 概要 

USBモジュールは図 14.1に示すように USB-LINK(EHCI/OHCI/FUNCTION)/PHY、各 Interfaceおよび共通レジ

スタ（REGS）によって構成されています。「14.1 USB」では共通レジスタ（REGS）および USB-PHY外付け

回路の説明を行います。USB-LINK（EHCI/OHCI/FUNCTION）レジスタについては EHCIは「14.2 USB2.0-HOST

コントローラ」を、OHCIは「14.3 USB1.1-HOSTコントローラ」を、FUNCTIONは「14.4 USB2.0-機能コン

トローラ」を参照してください。 
 

下記制御が可能です。 

• USBモジュール内部の初期化 

• Host/Functionのポート切り替え（On-the-GO機能は未対応） 

• OVC/VBUSの極性切り替え 
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14.1.2 回路図 

HPB (Function用)

SuperHyway (OHCI用)

HPB (Host用)
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USB2.0-Host
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parallel port
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Port 0 (PHY)

 serial port

parallel port

Port 1(PHY)
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USB2.0-Function

USB1.1-Host
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図 14.1 USB回路図 
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14.1.3 外部端子 

表 14.1 端子一覧 

端子名 入出力 説明 

USB_EXTAL 入力 PLL発振用クロック、外部クロック入力端子 

USB_XTAL 入力 PLL発振用クロック 

USB_DP0 入出力 USB port0 D+ 

USB_DM0 入出力 USB port0 D- 

USB_PENC0 出力 Port Enable0 初期状態は"0"【Host：電源 IC管理 1=電源 ON、0=電源 OFF】 

USB_OVC0 入力 Over Current0【Host：過電流検出】、"LowActive" 

USB_OVC0* 入力 Over Current0【Host：過電流検出】 

初期状態は"LowActive"で、レジスタ切り替え可能。 

USB_DP1 入出力 USB port1 D+ 

USB_DM1 入出力 USB port1 D- 

USB_PENC1 出力 PortEnable1 初期状態は"0" 

【Host ：電源 IC管理 1=電源 ON、0=電源 OFF、Function ：Port出力機能】 

USB_VBUS1_OVC1 入力 VBUS/OverCurrent1 

【Host：過電流検出、Function：ケーブル接続/切断の検出】、"LowActive" 

USB_OVC1* 入力 VBUS/OverCurrent1 

【Host：過電流検出、Function：ケーブル接続/切断の検出】 

初期状態は HostModeの"LowActive"で、レジスタ切り替え可能。 

USB_REXT 入出力 外部抵抗接続用端子 

【注】 * この端子は DMAC0の端子と共用されています。 
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14.1.4 レジスタ一覧 

CPUアクセスのみ許可。CPU以外のアクセスでの動作は保証しません。レジスタのビット幅は 32ビットで、

ロングワードサイズ（32ビット）でアクセスしてください。ロングワードサイズ以外でレジスタアクセスを行っ

た場合の動作は保証しません。 
 

表 14.2 レジスタ一覧 

名  称 略 称 R/W アドレス 初期値 

Port Control 0 USBPCTRL0 R/W H'FFE70800 H'XXXXXXXX* 

Port Control 1 USBPCTRL1 R/W H'FFE70804 H'XXXXXXXX* 

Port Status USBST R H'FFE70808 H'XXXXXXXX* 

EHCI Control 0 USBEH0 R/W H'FFE7080C H'00000000 

OHCI Control 0 USBOH0 R/W H'FFE7081C H'00000000 

USB Control 0 USBCTL0 R/W H'FFE70858 H'00000224 

【注】 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。 

 書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不定値が読み出されます。 

 * 初期値詳細はそれぞれのレジスタの説明を参照してください。 

 

【レジスタ説明の記号説明】 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

― ：不定値 

R/W ：リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

R ：リードのみ可。書き込む値は常に 0にしてください。 

W ：ライトのみ可。読み出し値は不定です。 
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（1） Port Control 0（USBPCTRL0） 

Portの機能割り当てレジスタ。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯

VBUS/
OVC1 OVC0 PENC PORT1OVC0_

ACT
OVC1_

ACT

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

R/WR/WRR/WR/WRRRR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 ― ― R リザーブ 

"0"以外の書き込み禁止 

9 VBUS/OVC1 0 R/W VBUS/OVC1入力切り替え 

0：USB_VBUS1_OVC1端子からの入力を使用 

1：USB_OVC1*端子からの入力を使用 

8 OVC0 0 R/W OVC0入力切り替え 

0：USB_OVC0端子からの入力を使用 

1：USB_OVC0*端子からの入力を使用 

7～5 ― ― R リザーブ 

"0"以外の書き込み禁止 

4 PENC 0 R/W Functionを選択した PENC1用レジスタ 

0：Low出力 

1：High出力 

3 OVC0_ACT 0 R/W 【ビット 9にて USB_OVC1端子を選択した場合】 

Host時：OVC0極性切り替え 

0：Low Active 

1：High Active 

2 ― ― R リザーブ 

"0"以外の書き込み禁止 

1 OVC1_ACT 0 R/W 【ビット 8にて USB_OVC0端子を選択した場合】 

Host時：OVC1極性切り替え 

0：Low Active 

1：High Active 

Function時：VBUS1極性切り替え 

0：0で接続検出、1で切断検出 

1：0で切断検出、1で接続検出 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PORT1 0 R/W Port1 Host/Function切り替え 

0：Host 

1：Function 

【注】 * この端子は DMAC0の端子と共用されています。 

 

（2） Port Control 1（USBPCTRL1） 

Portの機能割り当ておよび USB初期化レジスタ。RSTビットを使用した場合に初期化されるレジスタは

USBCTL、USBSTTを除くすべての USBレジスタが対象になります。 
 

161718192021222324252627282931 30

0

RST

PHY
ENB

PLL 
ENB

PHY
RST

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR/W R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 RST 0 R/W USBモジュールの初期化を行う 

本ビットは 1設定中リセットをアサートし続けます。 

起動させたい場合は 0を設定してください。 

0：ネゲート 

1：アサート 

30～3 ― ― R リザーブ 

"0"以外の書き込み禁止 

2 PHY RST 0 R/W USB-PHYのリセット 

USBを使用する場合は PHYENBを 1、PLLENBを 1に設定し、PLLの発振安

定期間後、1を設定してください。 

0：アサート 

1：ネゲート 

1 PLL ENB 0 R/W USB- PHY内部の PLLイネーブル 

USBを使用する場合は PHYENBを 1に設定した後、1を設定してください。 

0：ディスエーブル 

1：イネーブル 

0 PHY ENB 0 R/W USB- PHYのイネーブル 

USBを使用する場合は 1を設定してください。 

0：ディスエーブル 

1：イネーブル 
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USBモジュールを使用する場合の手順 

1. USBPCTRL1レジスタ：bit[0]（PHY ENB）に1を設定。 

2. USBPCTRL1レジスタ：bit[1]（PLL ENB）に1を設定。 

3. USBStatusレジスタ：bit[30]（PLL）、bit[31]（ACT）がともに1になっているのを確認。 

4. USBPCTRL1レジスタ：bit[2]（PHY RST）に1を設定。 

 

（3） USB Status（USBST） 

USBモジュールの状態を示すレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯*1

ACT PLL ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯*2 ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 ACT ―*1 R USBモジュールの状態を示します。 

レジスタ設定を行う場合は bit[31:30]両方が 1になっていることを確認してか

ら実行してください。 

0：初期化中 

1：動作中 

30 PLL ―*2 R USB用 PLLの状態を示します。 

レジスタ設定を行う場合は bit[31:30]両方が 1になっていることを確認してか

ら実行してください。 

0：発振不安定 

1：発振安定 

29～0 ― ― R リザーブ 

"0"以外の書き込み禁止 

【注】 *1 LSIが起動してから約 1ms以内にリードした場合は"0"が読み出されます。 

 *2 USB_EXTAL/USB_XTALからクロックを入力しなければ発振安定にはなりません。 
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（4） EHCI Control 0（USBEH0） 

本レジスタは EHCI側 Bridge部のデータアライメントを制御するレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0  H'0000

0000 

R/W バスアライメント制御レジスタです。詳細は「14.1.5 初期設定」を参照願いま

す。 

 

（5） OHCI Control 0（USBOH0） 

本レジスタは OHCI側 Bridge部のデータアライメントを制御するレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0  H'00000

000 

R/W バスアライメント制御レジスタです。詳細は「14.1.5 初期設定」を参照願い

ます。 
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（6） USB Control0（USBCTL0） 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00

⎯⎯

0001

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

1100⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

CLK
SEL

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 ― すべて 0 R リザーブ 

9 ― 1 R リザーブ 

8 ― 0 R リザーブ 

7 CLKSEL 0 R/W USBクロックモード 

0：水晶発振子モード（初期値） 

1：外部クロックモード 

6 ― 0 R リザーブ 

5 ― 1 R リザーブ 

4、3 ― すべて 0 R リザーブ 

2 ― 1 R リザーブ 

1、0 ― すべて 0 R リザーブ 
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14.1.5 初期設定 

USB機能を使用する場合、下記設定を行う必要があります。 
 

• 設定1 

アドレス ：H'FFE7_0094 

初期値データ ：H'00400040 

書き込みデータ ：H'00FF0040 

• 設定2 

アドレス ：H'FFE7_009C 

初期値データ ：H'00000000 

書き込みデータ ：H'00000001 

 

EHCI/OHCIレジスタおよび Functionレジスタへアクセスするには下記手順を行った後、実行してください。 
 

• 設定1 

アドレス ：H'FFE7_0804（USBPCTRL1） 

書き込みデータ ：H'00000001（PHY ENBに1を設定し、USB- PHYをスタンバイ状態から解除する） 

• 設定2 

アドレス ：H'FFE7_0804（USBPCTRL1） 

書き込みデータ ：H'00000003（PLL ENBに1を設定し、USB-PHY内部のPLLを動作させる） 

• 確認 

アドレス ：H'FFE7_0808（USBST） 

確認ビット ：bit[31] = "1"（USBが動作状態であることを示す） 

確認ビット ：bit[30] = "1"（USB用PLLが発振安定状態であることを示す） 

• 設定3 

アドレス ：H'FFE7_0804（USBPCTRL1） 

書き込みデータ ：H'00000007（PHY RESETに1を設定し、USB-PHY内部ロジックのリセットを解除する） 
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バスアライメント処理として下記値を設定してください。 
 

EHCI側バスアライメント処理 

• 設定 

アドレス ：H'FFE7_080C（USBEH0） 

初期値データ ：H'00000000 

書き込みデータ ：下記表参照 

 
エンディアン スワップ設定 レジスタ値 備考 

スワップなし H'0000_0003 通常はこの値を設定してください。 

バイトスワップ H'0000_0002  

ワードスワップ H'0000_0001  

ビッグ 

ワードバイトスワップ H'0000_0000  

スワップなし H'0000_0000 通常はこの値を設定してください。 

バイトスワップ H'0000_0001  

ワードスワップ H'0000_0002  

リトル 

ワードバイトスワップ H'0000_0003  

 

OHCI側バスアライメント処理 

•  設定 

アドレス ：H'FFE7_081C（USBOH0） 

初期値データ ：H'00000000 

書き込みデータ ：下記表参照 

 
エンディアン スワップ設定 レジスタ値 備考 

スワップなし H'8800_0003 通常はこの値を設定してください。 

バイトスワップ H'8800_0002  

ワードスワップ H'8800_0001  

ビッグ 

ワードバイトスワップ H'8800_0000  

スワップなし H'0000_0000 通常はこの値を設定してください。 

バイトスワップ H'0000_0001  

ワードスワップ H'0000_0002  

リトル 

ワードバイトスワップ H'0000_0003  
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14.1.6 未使用時の接続例 

未使用端子の処理について説明します。 
 

• USB_DP/USB_DMの接続例 

未使用時は両ポートともOpenにしてください。 

• USB_OVC/USB_PENCの接続例 

USB_OVCはHOSTではNotActive状態に、Functionでは切断状態になるようにしてください。 

【例：HOST時にLowActive設定ならばPull-Up処理】 

USB_PENCはOpenにしてください。 

なお、USB_OVC/USB_PENCはGPIO設定が可能です。 

GPIO設定時はGPIOの処理に従ってください。 
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14.2  USB2.0-HOSTコントローラ 

14.2.1 概要 

このドキュメントでは、EHCI規格について説明します。USBホストのシステムを開発する際に、ご参考として

お使いください。なお、EHCI規格の詳細につきましては、「Enhanced Host Controller Interface Specification for 

Universal Serial Bus Revision 1.0」をご覧ください。 
 

14.2.2 レジスタの説明 

CPUアクセスのみ許可。CPU以外のアクセスでの動作は保証しません。レジスタのビット幅は 32ビットで、

ロングワードサイズ（32ビット）でアクセスしてください。ロングワードサイズ以外でレジスタアクセスを行っ

た場合の動作は保証しません。 

アドレスは H'FFE70000 + Offsetになります。 
 

表 14.3 Host Controller Capability Registers 

Offset 31                           16 15            8 7              0 

0 HCIVERSION Reserved CAPLENGTH 

4 HCSPARAMS 

8 HCCPARAMS 

C HCSP-PORTROUTE 

 

アドレスは H'FFE70010 + Offsetになります。 
 

表 14.4 Host Controller Operational Registers 

Offset 31                                                                 0 

0 USBCMD 

4 USBSTS 

8 USBINTR 

C FRINDEX 

10 CTRLDSSEGMENT 

14 PERIODICLISTBASE 

18 ASYNCLISTADDR 

1C – 3F Reserved 

40 CONFIGFLAG 

44 PORTSC (1 – N_PORT) 

【注】 上記アドレス以外への書き込みは行わないでください。 

 書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不定値が読み出されます。 
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【レジスタ説明の記号説明】 

Read/Write属性欄の意味合いは以下のとおりです。 
 

属性 意   味 

R Read Only 

リードのみ可能。ライトは無効。 

W Write Only 

ライトのみ可能。リードすると 0が読み出されます。 

R/W Read/Write 

リードもライトも可能。 

R/WC Read/Write Clear 

リードもライトも可能ですが、ライトはクリアのため。1ライトでクリアされ、0ライトは無効。 

 

（1） HCIVERSION 

このレジスタは、HCがサポートする EHCI規格のバージョンを BCD表記で示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000001000000 0

HCIVERSION

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 HCD

R/W

説   明 

31～16 HCIVERSION H'0100 R Host Controller Interface Version Number 

HCがサポートする EHCI規格のバージョンを示します（BCD表示）。 

 

（2） CAPLENGTH 

このレジスタは Capabilityレジスタ領域全体のサイズを示します。 
 

01234567

00001000

CAPLENGTH

RRRRRRRR

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

7～0 CAPLENGTH H'0010 R Capability Register Length 

Capabilityレジスタ領域のサイズを示します。 

Operationalレジスタ領域は Capabilityレジスタ領域の直後に配置されるので、

このレジスタの値をOffsetとして使うことでOperationalレジスタ領域の位置

を知ることができます。 
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（3） HCSPARAMS 

このレジスタは、ポートの数など、HCの構造パラメータ群を示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

0⎯⎯⎯0000⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

P_INDI⎯⎯⎯DPN⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R⎯⎯⎯RRRR⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

01001⎯⎯00100100 0

PCC N_PORTS⎯⎯PRRN_CC N_PCC

RRRRR⎯⎯RRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

31～24 ― ― ― リザーブビット 

23～20 DPN 0000 R Debug Port Number (Optional) 

N_PORTS個あるポートの中で、Debug Portであるポートを示します。 

0：Debug Portは存在しません。 

0以外：Debug Portが存在します。このフィールドの値がそのままポート番

号になります。 

このフィールドの値は N_PORTSより大きい値は設定不可。 

19～17 ― ― ― リザーブビット 

16 P_INDI 0 R Port Indicator (P_INDICATOR) 

ポートが Port Indicator Control機能をサポートしているかどうかを示します。 

0：Port Indicator Controlはサポートしません。 

1：Port Indicator Controlはサポートします。 

この場合、PORTSCレジスタの Port Indicator Controlのフィールドで Port 

Indicatorの制御が可能です。 

15～12 N_CC 0001 R Number of Companion Controller (N_CC) 

搭載している USB1.1 Companion Host Controllerの個数を示します。 

0：Companion Host Controllerは搭載していません。EHCI Host Controller

のみ。 

0以外：このフィールドで示された値だけ、Companion Host Controllerを 

搭載しています。 

11～8 N_PCC 0010 R Number of Ports per Companion Controller (N_PCC) 

一つの Companion Host Controllerが持つポートの数を示します。 
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ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

7 PRR 0 R Port Routing Rule 

それぞれのポートをどの Companion Host Controllerに割り当てるかを定める

Routingルールを指定します。 

0：N_PCC個数分つづ、cHCの若い番号順に割り当てます。 

N_PORT=8、N_CC=2、N_PCC=4だとすると、No1～No4のポートは

最初の Companion Host Controllerに、No5～No8のポートは 2番目の

Companion Host Controller。 

1：HCSP-PORTROUTEに割り当てルールを定義し、それに従って割り当て

ます。 

6、5 ― ― ― リザーブビット 

4 PCC 1 R Port Power Control (PCC) 

ポート電源の ON、OFFを切り替え可能かを示します。 

0：ポート電源は切り替え不可。 

1：ポート電源は切り替え可能。 

1の場合、PORTSCレジスタの Port Powerは切り替え可能。 

3～0 N_PORTS 0010 R N_PORTS 

HCがもつ Down Streamポートの数を示します。この値によって Operational

レジスタ空間のポートレジスタ（PORTSC）の個数も決まります。H'1～H'F

の範囲で指定します。 
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（4） HCCPARAMS 

このレジスタは、HCの能力に関するパラメータ群を示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

011⎯10000000011 0

64ACPFLFASPC⎯EECP IST

RRR⎯RRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

31～16 ― ― ― リザーブビット 

15～8 EECP H'A0 R EHCI Extended Capabilities Pointer (EECP) 

追加の Capability情報を設定したい場合、PCI Configuration領域に追加

Capability領域を確保することができます。このフィールドで、その追加した

Capability領域への Offsetを指定します。 

7～4 IST 0001 R Isochronous Scheduling Threshold  

Isochronous Scheduleデータのキャッシングモードを示します。 

7Bit目=0：MicroFrameキャッシング。 

     [6：4]でキャッシングする mFrameを指定。 

7Bit目=1：Frameキャッシング。一つの Frame分をキャッシング。 

1000：1Frame分丸ごとキャッシングするので、今の Frame対応するデー

タ構造体は修正できません。次の Frame以後のデータ構造体は修正

可能。 

0010：2マイクロ Frame分キャッシュするので、3マイクロ Frame先以後

のデータ構造体は修正可能です。 

0000：データ構造体をキャッシングせず、各マイクロ Frameでその都度デ

ータ構造体を取得します。そのため、次のマイクロ Frame以後のデ

ータ構造体が修正可能です。 

3 ― ― ― リザーブビット 

2 ASPC 1 R Asynchronous Schedule Park Capability 

Asynchronous Schedule内の HS用 QHに対する Park機能を有効にするかを

指定します。 

0：Park機能はサポートしません。 

1：Park機能をサポートします。 

この場合、USBCMDレジスタの Asynchronous Schedule Park Mode 

Enable、Asynchronous Schedule Park Mode Countにより Park機能を

使うことができます。 
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ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

1 PFLF 1 R Programmable Frame List Flag 

Frame Listのサイズが可変かどうかを指定します。 

0：Frame Listの要素数は 1024で固定。 

この場合、USBCMDレジスタの Frame List Sizeは Read Onlyであり、

0となります。 

1：Frame Listの要素数を変更できます（512、256に変更することができま

す）。 

USBCMDレジスタの Frame List Sizeにより変更できます。 

0 64AC 0 R 64-Bit Addressing Capability 

各種データ構造体アクセスする際のアドレッシングモードを指定します。 

0：32Bitアドレッシング 

1：64Bitアドレッシング 
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（5） HCSP-PORTROUTE 

このレジスタは、各 DownStreamポートをどの Companion HCに割り当てるかを指定します。 

このレジスタは、HCSPARAMSレジスタの PortRoutingRulesフィールドが 1である場合のみ有効です。 
 

484950515253545556575859606163 62

000000000

HCSP-PORTROUTE

HCSP-PORTROUTE

0

0000000000

00

⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯ ⎯ RRRRRRRRRR

RRRRRRRRRR

RR

ビット：

初期値：

R/W：

323334353637383940414243444547 46

00000 0

RRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

初期値：

R/W：

HCSP-PORTROUTE

0000000000

RRRRRRRRRR

00000 0

RRRRR R

HCSP-PORTROUTE

0000000000

RRRRRRRRRR

00000 0

RRRRR R  
 
ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

63～60 ― ― ― リザーブビット 

59～0 HCSP- 

PORTROUTE

すべて 0 R HCSP-PORTROUTE 

N_PORTS個のポートのそれぞれが、何番目の Companion Host Controllerに

対応するかを示します。Companion Host Controller の番号を 4Bitで指定しま

す。N_PORTSは最大 15であり、本レジスタは 15×4=60Bit長となります。 

たとえば、H'0 H'1 H'0 H'1･･･となっていれば、対応する Companion Host 

Controllerの番号は、それぞれ 1、2、1、2･･･となります。 
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（6） USBCMD 

このレジスタは、HC自体の On/Off設定、HCリセットの制御、Schedule処理の On/Offなどを設定できます。 
 

161718192021222324252627282931 30

00010000

⎯ ITC⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0000000011⎯1

RSHCRFLSPSEASEIAADLHCR⎯ASPME ASPMC⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W⎯R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

31～24 ― ― ― リザーブビット 

23～16 ITC H'08 R/W Interrupt Threshold Control 

Host Controllerがハードウェア割り込みを発生させる頻度（割り込みの最大間

隔）を示す。 

H'01：1マイクロ Frame 

H'02：2マイクロ Frame 

H'04：4マイクロ Frame 

H'08：8マイクロ Frame（初期値、1ms） 

H'10：16マイクロ Frame（2ms） 

H'20：32マイクロ Frame（4ms） 

H'40：64マイクロ Frame（8ms） 

このフィールドは USBSTSレジスタの HCHaltedビットが 0の場合に設定し

ないでください。 

15～12 ― ― ― リザーブビット 

11 ASPME 1 R/W Asynchronous Schedule Park Mode Enable（Optional） 

Asynchronous Scheduleの Park Modeを有効にします。 

0：ParkModeは無効 

1：ParkModeは有効 

このビットは HCCPARAMSレジスタの Asynchronous Schedule Park 

Capabilityビットが 1にセットされていなければ 0固定で Read Onlyとなりま

す。 

逆に Asynchronous Schedule Park Capabilityが 1にセットされていれば、初

期値が 1で、Read/Write可能となります。 

10 ― ― ― リザーブビット 
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ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

9、8 ASPMC 11 R/W Asynchronous Schedule Park Mode Count（Optional） 

Asynchronous Schedule中の一つの QHから、一度に発行するトランザクショ

ンの数を設定します。たとえば、3と設定されている場合、フェッチした QH

から 3回バストランサクションを実行してから、次の QHをフェッチします。 

Asynchronous Schedule Park Modeを 1に設定した場合、本フィールドを 0

に設定しないでください。 

このフィールドは HCCPARAMSレジスタの Asynchronous Schedule Park 

Capabilityビットが 1にセットされていなければ 0固定で Read Onlyとなりま

す。 

逆に Asynchronous Schedule Park Capabilityが 1にセットされていれば、初

期値が 3で、Read/Write可能となります。 

7 LHCR 0 R/W Ligth Host Controller Reset（Optional） 

ポートの状態、ポートのオーナーシップの関係に影響を与えることなく、EHCI 

Host Controllerをリセットします。つまり、PORTSCレジスタ、CFレジスタ

を初期化することなく、他のレジスタを初期化します。 

本ビットに 1をセットすることで、Ligth Host Controller Resetを実行するこ

とができます。そして、本ビットをリードして 0であればリセット完了したこ

とが分かります。1であればまだリセット中であることを示します。 

6 IAAD 0 R/W Interrupt on Async Advance Doorbell 

System Softwareが Host Controllerに対して、Asynchronous Scheduleの処理

を進めたときに割り込みを発生させるように依頼するためのものです。 

本ビットがセットされると、Host Controllerは、キャッシングしている

Asynchronous Scheduleデータをクリアし、USBSTSレジスタの Interrupt on 

Async Advanceビットをセットします。このとき、USBINTRレジスタの

Interrupt on Async Advance Enableがセットされていたら、Host Controllerは

次の Interrupt Thresholdで割り込みを発生させます。 

5 ASE 0 R/W Asynchronous Schedule Enable 

Host Controllerが Asynchronous Scheduleを実行するか、もしくは実行しない

でスキップするかを指定します。 

0：Asynchronous Scheduleを処理しません。 

1：ASYNCLISTADDRレジスタを使って、Asychronous Scheduleを処理し

ます。 

4 PSE 0 R/W Periodic Schedule Enable 

Host Controllerが Periodic Scheduleを実行するか、もしくは実行しないでス

キップするかを指定します。 

0：Periodic Scheduleを処理しません。 

1：PERIODICLISTBASEレジスタを使って、Periodic Scheduleを処理しま

す。 
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ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

3、2 FLS 00 R/W Frame List Size 

Frame Listのサイズを規定します。 

このフィールドで規定した Frame Listのサイズによって、Frame List Indexレ

ジスタのどのビットを Frame List Current Indexのために使うかが決まりま

す。 

HCCPARAMSレジスタの Programmable Frame List Flagがセットされている

ときのみ、本ビットにライトできます。 

00：1024 Elements（4096Byte） 

01：512 Elements（2048Byte） 

10：256 Elements（1024Byte） 

1 HCR 0 R/W Host Controller Reset (HCRESET) 

Host Controllerをリセットします。このビットにより Host Controllerがリセッ

トされた場合、Root Hubのレジスタについては、チップの Hardwareリセッ

トと同様に振る舞いになります。 

このビットがセットされた場合、Host Controllerは、Host Controller内の

Pipeline、timer、counter、state machineなどをリセットし、初期値をセット

します。また、その時点で行われているすべての転送をすぐに終了させます。

Downstreamポートにはこのリセットはドライブされません。 

リセットによって、PCI Configurationレジスタ領域の各レジスタは初期化され

ませんが、Operationalレジスタ領域の全レジスタは Portのレジスタ、Portの

State Machineも含めてすべて初期値に戻される。Portのオーナシップは

Companion Host Controllerに戻されます。そのため、リセット後ソフトウェ

アは Host Controllerを再度動作状態に戻すために、Host Controllerを再初期化

する必要があります。 

このビットのクリアは（つまり 1がセットされた後、再び 0に戻すのは）、

Host Controllerが行います。リセット処理が完了したときに Host Controller

がクリアします。リセット処理中にソフトウェアがこのビットをクリアしてリ

セット処理を中断させることはできません。 

また、ソフトウェアは USBSTSレジスタの HC Haltedビットが 0のときは、

この HCRESETをセットすることはできません。つまり、Host Controllerが実

行状態のときは USBRESETしないでください。 
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ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

0 RS 0 R/W Run/Stop 

このビットは Host Controller全体の ON/OFFを制御します。 

0：0がセットされた場合、Host Controllerは現在実行中のすべての通信を

完了させて、動作を停止します。 

Host Controllerは、ソフトウェアがこのビットをクリアしてから

16microframe以内に動作を停止しないといけません。 

USBSTSレジスタの Haltedビットで、Host Controllerが実行中の転送を

完了させて、Stop状態に遷移したかを確認できます。 

1：1である間、Host Controllerは Scheduleを実行しつづけます。 

ソフトウェアはHost ControllerがHalt状態のとき（USBSTS/Halted=1のとき）

には、この Run/Stopを 1にセットしないでください。 
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（7） USBSTS 

このレジスタは割り込みや Scheduleなどの各種のステータス情報を示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000100 0

UIUEIPCDFLRHSEIAA⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯

HCHRASS PSS

R/WCR/WCR/WCR/WCR/WCR/WCRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

31～16 ― ― ― リザーブビット 

15 ASS 0 R Asynchronous Schedule Status 

Asynchronous Scheduleの現状の（実際の）状態を示します。 

0：Asynchronous Scheduleが Disable 

1：Asynchronous Scheduleが Enable 

ソフトウェアが USBCMDレジスタの Asynchronous Schedule Enableビット

をセット／クリアしてAsynchronous ScheduleをEnable/Disableにした場合、

Host Controllerはすぐに Asynchronous Scheduleを Enable/Disableにする必

要はありません（ソフトウェアの要求をすぐには反映する必要性はありませ

ん）。 

このビットと USBCMDレジスタの Asynchronous Schedule Enableビットが

一致していれば、Asynchronous Scheduleが Enable/Disableであると分かり

ます。 

14 PSS 0 R Periodic Schedule Status 

Periodic Scheduleの現状の（実際の）状態を示します。 

0：Periodic Scheduleが Disable 

1：Periodic Scheduleが Enable 

ソフトウェアが USBCMDレジスタの Periodic Schedule Enableビットを

Enable/Disableにした場合、Host Controllerはすぐに Periodic Scheduleを

Enable/Disableにする必要はありません（ソフトウェアの要求をすぐには反映

する必要性はありません）。 

このビットと USBCMDレジスタの Periodic Schedule Enableビットが一致し

ていれば、Periodic Scheduleが Enableか Disableが分かります。 

13 R 0 R Reclamation 

Asynchronous Scheduleが空の状態を検出した場合にセットされます。 
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ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

12 HCH 1 R HCHalted 

Host Controllerの状態を示すします。 

0：USBCMDレジスタの Run/Stopビットが 1である場合。 

1：Run/Stopビットがクリアされて、Host Controllerが停止した場合。 

Run/Stopビットのクリアは、ソフトウェアからも行われ、ハードウェアから

も行われます（Internal Errorなどの場合）。 

11～6 ― ― ― リザーブビット 

5 IAA 0 R/WC Interrupt on Async Advance 

ソフトウェアは USBCMDの Interrupt On Async Advance Doorbellビットをセ

ットすることにより、Host Controllerに Asynchronous Scheduleを進めたとき

に割り込みを発生させることを強制することができます。 

本ビットは、これにより Host Controllerが Asynchronous Scheduleを進めた

ことを示します。 

このビットはステータスビットであり、この割り込み要因によって割り込みが

起こったことを示します。 

本割り込みは、Asynchronous Scheduleから Queue Headを削除する場合に使

われます。 

4 HSE 0 R/WC Host System Error 

Host Systemが Host Controller Moduleを伴うアクセスを行っている最中に、

重大なエラーが起こった場合に、Host Controllerが本ビットをセットされま

す。 

PCI Systemでは、このビットがセットされる場合は、「PCI Parity Error」「PCI 

Master Abort」「PCI Terget Abort」の状態を含みます。 

このエラーが起こった場合、Host Controllerは Run/Stopビットを 0にして、

スケジュールされている TDが実行されないようにします。  

3 FLR 0 R/WC Frame List Rollover 

Frame List Index（FRINDEX）レジスタが最大値から 0へ RollOverした場合

に、Host Controllerがこのビットをセットします。 

どの値で RollOverするかは Frame List Sizeに依存します。USBCMDレジス

タの Frame List Sizeに依存します。Frame List Sizeが 1024に設定されてい

れば、FRINDEX[13]がトグルするたびに Role Overします。同様に、512なら、

FRINDEX[12]がトグルするたびに Role Overします。 

2 PCD 0 R/WC Port Change Detect 

このビットは、以下の場合に HCがセットします。 

• Port Ownerビット＝0であるポートで、Port Ownerビット＝1になった場合。 

• サスペンド中のポートで、J-Kの遷移を検出し、Force Resume Transitionビ

ットが 0から 1に変化した場合。 

• ソフトウェアが、Port Ownerビットに 1を書き込み、ポートのオーナシップ

を放棄した場合。 
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ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

1 UEI 0 R/WC USB Error Interrupt 

エラーとして USB転送が完了（Error Counterがアンダフローした場合）した

場合に、HCがこのビットをセットします。 

ioc＝1となった TDがエラーで転送完了した場合は、このビットと USBINTビ

ットの両方がセットされます。 

0 UI 0 R/WC USB Interrupt 

ioc＝1となって TDがリタイアして USB転送が完了した際に、Host Controller

がこのビットをセットします。 

Short Packetを受信した場合（受信したデータサイズが、期待していたサイズ

以下であった場合）にもセットされます。 

 

（8） USBINTR 

このレジスタでは、ハードウェア割り込みの On/Offを設定できます。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000

UIEUEIEPCDEFLREHSEEIAAE⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ R/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

31～6 ― ― ― リザーブビット 

5 IAAE 0 R/W Interrupt on Async Advance Enable 

このビットがセットされて、かつ USBSTSレジスタの Interrupt on Async 

Advanceビットがセットされていれば、Host Controllerはハードウェア割り込

みを発生させます。 

4 HSEE 0 R/W Host System Error Enable 

このビットがセットされ、かつ USBSTSレジスタの Host System Error Status

ビットがセットされていれば、Host Controllerはハードウェア割り込みを発生

させます。 

3 FLRE 0 R/W Frame List Rollover Enable 

このビットがセットされ、かつ USBSTSレジスタの Frame List Rolloverビッ

トがセットされていれば、Host Controllerはハードウェア割り込みを発生させ

ます。 
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ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

2 PCDE 0 R/W Port Change Detect Enable 

このビットがセットされ、かつ USBSTSレジスタの Port Change Detectビッ

トがセットされていれば、Host Controllerはハードウェア割り込みを発生させ

ます。 

1 UEIE 0 R/W USB Error Interrupt Enable 

このビットがセットされ、かつ USBSTSレジスタの USBERRINTビットがセ

ットされていれば、Host Controllerはハードウェア割り込みを発生させます。 

0 UIE 0 R/W USB Interrupt Enable 

このビットがセットされ、かつ USBSTSレジスタの USBINTビットがセット

されていれば、Host Controllerはハードウェア割り込みを発生させます。 

 

（9） FRINDEX 

このレジスタは、現在のフレーム番号を示します。125μsごとアップデートされ、HCが Periodic Frame Listを

参照するときに使われます。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00000000000000

⎯ ⎯

⎯ ⎯
⎯ ⎯ R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

FI

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

31～14 ― ― ― リザーブビット 

13～0 FI すべて 0 R/W Frame Index 

それぞれの Micro Frameの最後に、この値がインクリメントされます。Bit[N:3]

は Frame Listの Current Indexのために使われます。つまり、Frame Listのそ

れぞれの場所は、8 MicroFrame（1Frame）ごとにアクセスされます。 

Frame List Size

（USBCMD）

Number Element N Frame Listの実サイズ 

00 1024 12 212 = 4096 

01 512 11 211 = 2048 

10 256 10 210 = 1024 
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（10） CTRLDSSEGMENT 

このレジスタは HCが 64Bit版データ構造体をアクセスする際の、上位 32Bit [63:32]を示します。 
 

161718192021222324252627282931 30ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

000000000000000 0

R/W R/W R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

CTRLDSSEGMENT

CTRLDSSEGMENT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/W R/W R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

31～0 CTRLDSSE

GMENT 

すべて 0 R/W Control Data Structure Data Segment 

EHCIの各データ構造体を 64Bitでアクセスする際の上位 32Bit（[63:32]）を指

定します。 

HCCPARAMSの 64Bit Adressing Capabilityフィールドが 0なら、このフィー

ルドは無効となります。1であれば、EHCIの各データ構造体を 64Bitでアク

セスすることができます。 

データ構造体は、同じ 4GByte境界内に置く必要があります。 
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（11） PERIODICLISTBASE 

このレジスタは、Periodic Frame Listのベースアドレスを示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

01234567891011121315 14

00

BA

BA

0 0

R/W R/W R/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

31～12 BA すべて 0 R/W Base Address 

メモリ上に用意した Periodic Frame Listの先頭アドレスを指します。 

ソフトウェアは、Host Controllerが Periodic Scheduleを実行する前にこのレ

ジスタをロードします。 

このレジスタと FRINDEXレジスタによって、Host Controllerが Periodic 

Frame Listを順序どおりに処理できることになります。 

11～0 ― ― ― リザーブビット 

 

（12） ASYNCLISTADDR 

このレジスタは、Asynchronous Schedule中の Queue Headへポインタを示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

0000000

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯
⎯⎯⎯⎯⎯

01234567891011121315 14

00

LPL

LPL

0 0

R/W R/W R/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

31～5 LPL すべて 0 R/W Link Pointer Low 

Asynchronous Schedule中の次に実行する Queue Headを指す。Queue Head

は 32Bit境界に配置されているので、上位 27Bitのみの定義となります。 

4～0 ― ― ― リザーブビット 
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（13） CONFIGFLAG 

このレジスタは、全ポートのオーナシップを示します。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0

⎯ ⎯

⎯ ⎯
⎯ ⎯ R/W

CF

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

31～1 ― ― ― リザーブビット 

0 CF 0 R/W Config Flag 

全ポートのルーティングルールを規定します。 

0：それぞれのポートは、それぞれ対応の cHCにルーティングされます。 

1：全ポートは、eHCにルーティングされます。 
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（14） PORTSC (1 – N_PORT) 

このレジスタでは、ポートに対して各種の制御や、状態モニタを行うことができます。 
 

161718192021222324252627282931 30

0000000

WCE PTCWDEWOE⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000⎯00010 0

CCSCSCPEDPEDCOAOCFPRSPR⎯PIC PP LSPO

RR/WCR/WCR/WCRR/WCR/WR/WR/W⎯RRR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

31～23 ― ― ― リザーブビット 

22 WOE 0 R/W Wake on Over-current Enable (WKOC_E) 

SuspendからResumeさせるWakeUpイベントとして、ポートのOver-Current

検出を有効にします。 

21 WDE 0 R/W Wake on Disconnect Enable (WKDSCNNT_E) 

SuspendからResumeさせるWakeUpイベントとして、DeviceのDisConnect

検出を有効にします。 

20 WCE 0 R/W Wake on Connect Enable (WKCNNT_E) 

Suspendから ResumeさせるWakeUpイベントとして、Device Connect検出

を有効にします。 

19～16 PTC 0000 R/W Port Test Control 

ポートのテストモードを制御します。 

0000：テストモードは有効ではありません。 

0001：Test J-STATE 

0010：Test K-STATE 

0011：Test SE0_NAK 

0100：Test Packet 

0101：Test FORCE_ENABLE 

15、14 PIC 00 R/W Port Indicator Control 

ポートのインディケータを制御します。 

00：ポートのインディケータ機能は OFF 

01：Amber 

10：Greed 

HCSPARAMS/P_INDICATOR=0であれば、このフィールドは無効です。 
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ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

13 PO 1 R/W Port Owner 

ポートのオーナシップを制御します。 

0：このポートのオーナシップは EHCI Host Controller 

1：このポートのオーナシップは Companion Host Controller 

接続されたデバイスが High-Speedデバイスでなかった場合、ソフトウェアは、

本ビットをセットし、オーナシップを開放します。 

ConfigurationFragレジスタの Configuredビットが 0→1になった場合は、こ

のフィールドは無条件で 0になります。逆に Configuredビットが 0になった

ら、このフィールドは無条件で 1になります。 

12 PP 0 R/W Port Power 

ポート電源を制御します。本ビットは HCSPARAMSレジスタの Port Power 

Control（PPC）ビットに依存します。 

PPC PP 

0 1（ReadOnly）。ポート電源は常に ONで、本ビットは常に 1。 

1 0/1（Read/Write可能）。ポート電源は切り替え可能。 

0=OFF、1=ONを示します。 

本ビットが 0つまりポート電源が OFFの場合はポートが機能しないので、接

続・切断の検知なども行われません。 

Over-Currentが検出された場合で、PPC=1である場合は、そのポートの PP

ビットは Host Controllerによって 1から 0にクリアされ、ポート電源が OFF

にされます。 

11、10 LS 00 R Line Status 

現在の D+/D-の論理レベルを示します。D+が 11Bit目、D-が 10Bit目に示され

ます。 

このフィールドはポートリセット／ポートイネーブル処理に先立って、Low 

Speedデバイスの接続を検知するために使われます。 

このフィールドの値は、Port Enable=0かつ Current Connect Status=1である

場合のみ有効です。つまり、接続を検出してポートをイネーブルにするまでの

間だけ有効であり、接続検出して、その接続されたデバイスが Low Speedデ

バイスか否かを判定するために使われます。 

LS 状態 説明 

00 SE0 Not Low-Speed Device, perform EHCI reset 

01 J-State Not Low-Speed Device, perform EHCI reset 

10 K-State Low-Speed Device, release ownership of port 

11 SE1 Not Low-Speed Device, perform EHCI reset 
 

9 ― ― ― リザーブビット 
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ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

8 PR 0 R/W Port Reset 

ポートリセット処理を制御します。 

0：ポートは Reset中ではありません。 

1：ポートは Reset中です。 

ソフトウェアが本ビットをセットすると、USB2.0仕様書で規定されたバスリ

セット処理が開始されます。ソフトウェアはバスリセット処理を完了するため

に、本ビットに 0ライトする必要があります。ソフトウェアは、USB2.0仕様

書で規定されたリセット期間が完了するまで、このビットを 1に保ちつづける

必要があります。 

【注】1. このビットを 0→1にする場合は、Port Enableビットを 0にする必

要があります。 

2. ソフトウェアがこのビットを 0にしても、このビットが 0になるの

は多少遅延します。 

このビットをリードしても、リセット処理が完了するまでは、0が

読み出されない。ポートが High-Speedモードの場合で、リセット

が完了した場合は、Host Controllerは自動的にポートを有効にしま

す（PortEnable=1）。Host Controllerはソフトウェアがこのビット

を 0にセットしてから 2ms以内に、リセットを完了させてポートを

安定させる必要があります。たとえば、ポートリセット中に

High-Speedデバイスの接続を検知した場合、ソフトウェアがこの

ビットを 0にセットしてから 2ms以内に、ポートを有効にする必要

があります。 

3. ソフトウェアがこのビットを使う際には、USBSTS/HCHaltedを 0

にする必要があります。 

HCは、USBSTS/HCHalted=1である間は、この PortResetビットを 1に保ち

つづける必要があります。 
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ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

7 S 0 R/W Suspend 

ポートのサスペンド処理を制御します。 

0：ポートは Suspend状態ではありません。 

1：ポートは Suspend状態です。 

Port Enableビットと Port Suspendビットの設定により、ポートの状態は以下

のようになります。 

Bit[Port Enable, Port Suspend] Port Status 

0X Disable 

10 Enable 

11 Suspend 

Suspend状態では、このポートの Down Streamへのデータの伝播はブロック

されます。ただし、PortResetは伝わります。もし転送が行われている最中で

ある場合、現在の転送が完了後、データのブロックが行われます。 

Suspend状態では、ポートは Resumeを検出することができます。 

【注】1. Suspend状態に遷移後および、現在の転送が処理中で Suspend遷

移待ちであるときこのビットは変化しません。 

2. ソフトウェアがこのビットをクリアしても HCに無視されます。 

HCは以下の条件が成立したら無条件でこのビットをクリアしま

す。 

・ソフトウェアが Force Port Resumeビットを 0→1にセット。 

・ソフトウェアが Port Resetビットを 0→1にセット 
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ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

6 FPR 0 R/W Force Port Resume 

ポートのレジューム処理を制御します。 

0：ポートはResume（K状態）を検知してないし、ドライブもしていません。 

1：ポートが Resumeしたことを検知しました。 

もしくは、ポートが Resumeをドライブしていることを検知しました。 

つまり、ポートが Resume状態にあります。 

このビットは Suspendビットの状態に依存します。たとえば、ポートが

Suspend状態ではない（Suspendビット＆PortEnableビットがともに 1であ

れば Suspendですが、そうなっていない）場合は、このビットをセットして

も、どういう状態になるかは未定義です。 

ソフトウェアがこのビットをセットした場合、Resumeをドライブします。つ

まり、ソフトウェア自身が Resumeをドライブしたいときに、本ビットをセ

ットします。 

Host Controllerが本ビットをセットする場合は、ポートが Suspend状態のと

きに、J→Kへの遷移を検出した場合です。つまり、Host Controllerは Resume

を検知したら、自分でこのビットをセットします。J→Kの遷移を検知してこ

のビットをセットするので、その際は、USBSTSレジスタの Port Change 

Detectビットもセットする必要があります。ただ、ソフトウェアがこのビット

をセットした場合は、HCは USBSTSレジスタの Port Change Detectビット

をセットすることは禁止です。 

【注】ソフトウェアがセットする場合 

EHCIがポートのオーナである場合は、Resumeの処理は USB2.0仕様書に

従います。このビットが 1である間中、Resume信号（Full-Speed K）をド

ライブしつづけます。ソフトウェアは適切な時間だけ Resumeして、十分

な時間 Resumeしたあと、このビットに 0をセットする必要があります。

このビットを 1→0にセットすると、ポートは High-Speedモードに戻りま

す（バスを High-Speedの Idleにフォースする）。このビットは、High-Speed

の idleにスイッチできるまでは 0を書き込まれても 1のままです。Host 

Controllerはソフトウェアがこのビットに 0を書き込んでから 2ms以内にこ

のスイッチを完了する必要があります。 

5 OC 0 R/WC Over-cureet Change 

0：状態に変化はありません。 

1：ポートの Over-current状態が非 Activeから Active状態に変化したことを

示します。 

ソフトウェアはこのビットに 1を書き込むことで、このビットをクリアするこ

とができます。 

4 OA 0 R Over-current Active 

0：Portは Over-current状態にはありません。 

1：Portは Over-cureent状態にあります。 

本ビットは Over-current状態が取り除かれたら、自動的に 0へとクリアされま

す。 
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ビット ビット名 初期値 HCD 

R/W 

説   明 

3 PEDC 0 R/WC Port Enable/Disable Change 

0：状態に変化はありません。 

1：ポートの Enable/Disableの状態が変化したことを示します。 

このビットが 1にセットされるのは、EOF2の時点でポートが無効になるよう

な条件が存在していて、ポートが無効にになった場合のみです（USB2.0仕様

書 11章 Port Errorの部分を参照）。 

2 PED 0 R/W Port Enabled/Disabled 

0：ポートが無効 

1：ポートが有効 

ポートが有効になるのは、ポートリセットを行ったときのみであり、ソフトウ

ェアが本ビットをセットすることでポートを有効にすることはできません。ポ

ートを有効にできるのは Host Controllerだけです。 

Host Controllerは、リセットシーケンスによって接続デバイスが High-Speed

デバイスであると確定したときのみ、本ビットをセットすることができます。 

ポートは、Fault Conditionになった場合（DisConnect発生やその他 Fault 

Event）、もしくはソフトウェアによってのみ無効にされます。 

【注】1. ポートの状態が本当に変化するまでは、このビットの状態は変化し

ません。 

HCの別の処理や Busの処理などで、ポートが Enable/Disableにな

るのが遅れる場合があります。 

2. このビットが 0でポートが無効のときは Down Streamにデータは

伝播しません。 

ただし、リセットは伝わります。 

1 CSC 0 R/WC Connect Status Change 

0：変化ありません。 

1：Current Connect Statusが変化がありました。 

ソフトウェアが本ビットをクリアしていなくても、ポートのデバイス接続状態

になんらかの変化が起これば、Host Controllerは本ビットをセットします。 

ソフトウェアは 1を書き込むことで、このビットを 0にクリアすることができ

ます。 

0 CCS 0 R Current Connect Status 

0：デバイスがポートに存在していません 

1：デバイスがポートに存在しています。 

このビットは、ポートの状態を反映するものであり、Connect Status Change

ビットがセットされるようなイベントが発生してもそれに直接は影響されま

せん。 
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14.2.3 注意事項 

（1） ポートリセットに関する注意事項 

EHCIによるポートリセット（PORTSCレジスタの Port Resetビット「1」ライト）中に Overcurrentが発生する

と、Port Powerを OFF（Port Powerビット「0」ライト）しない状態で、ソフトウェアでポートリセットを解除（Port 

Resetビット「0」ライト）しても、Port Resetビットがクリアされないことがあります。 

そのため、Overcurrentを検出した場合、必ず、いったん Port Powerを OFF（Port Powerビット「0」ライト）し

てください。 
 

（2） NPSビット、PSSビットに関する注意事項 

OHCI HcRhDescriptorAレジスタ NPSビットを「1」に設定した状態で、HcRhPortStatusレジスタの PRSビット

へ「1」ライトしてバスリセットを発行中の 10ms間に Overcurrentが発生すると、PRSビットが「1」セットされ

続けてしまいます。 

また、HcRhDescriptorAレジスタ NPSビットを「1」で、かつ、HcRhDescriptorBレジスタ DRビットを「1」に

設定した状態で、PSSビットへ「1」ライトしてバスをサスペンドさせ、その間に Overcurrentが発生すると、PSS

ビットが「1」セットされ続けてしまいます。 

そのため、HcRhDescriptorAレジスタ NPSビットは「0」に設定するか、「1」に設定する場合は、Overcurrent

ピンに Lowを入力しないでください。 
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14.3 USB1.1-HOSTコントローラ 

14.3.1 概要 

本 LSIは、USBホストインタフェースを内蔵しており、ルートハブと 2ポートの USBトランシーバを備え、

FullSpeedで動作します。また、OpenHCIインタフェースとレジスタも内蔵しています。 

ソフトウェア開発に際しては、OpenHCI仕様も参照してください。 
 

（1） 特長 

• OpenHCIインタフェースをサポート 

• USBホストインタフェースをサポート 

• ルートハブ機能 

• FullSpeed（12Mbps）およびLowSpeed（1.5Mbps）モードで動作 

• 過電流検出機能および電源イネーブル管理機能を内蔵 
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14.3.2 レジスタの説明 

本モジュールのレジスタ一覧を表 14.5に示します。 

USBホストのレジスタは、I/Oバスのアドレス空間に割り当てられます。なお、本和文は、Open HCI Rev.1.0を

参考にしています。詳細は、原文（英文）を参照してください。レジスタのビット幅は 32ビットで、ロングワー

ドサイズ（32ビット）でアクセスしてください。ロングワードサイズ以外でレジスタアクセスを行った場合の動

作は保証しません。 
 

表 14.5 Open HCIレジスタ一覧 

レジスタアドレス レジスタ名 R/W 初期値 アクセスサイズ 

H'FFE70400 HcRevisionレジスタ R H'xxxxxx10 32 

H'FFE70404 HcControlレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE70408 HcCommandStatusレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE7040C HcInterruptStatusレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE70410 HcInterruptEnableレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE70414 HcInterruptDisableレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE70418 HcHCCAレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE7041C HcPeriodCurrentEDレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE70420 HcControlHeadEDレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE70424 HcControlCurrentEDレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE70428 HcBulkHeadEDレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE7042C HcBulkCurrentEDレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE70430 HcDoneHeadレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE70434 HcFmIntervalレジスタ R/W H'00002EDF 32 

H'FFE70438 HcFmRemainingレジスタ R H'00000000 32 

H'FFE7043C HcFmNumberレジスタ R H'00000000 32 

H'FFE70440 HcPeriodicStartレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE70444 HcLSThresholdレジスタ R/W H'00000628 32 

H'FFE70448 HcRhDescriptorAレジスタ R/W H'FF000902 32 

H'FFE7044C HcRhDescriptorBレジスタ R/W H'00060000 32 

H'FFE70450 HcRhStatusレジスタ R/W H'00000000 32 

H'FFE70454 HcRhPortStatus1レジスタ R/W H'00000100 32 

H'FFE70458 HcRhPortStatus2レジスタ R/W H'00000100 32 
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【レジスタ説明の記号説明】 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

― ：読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

R/W ：リードおよびライト可。 

R ：リードのみ可。書き込む値は常に 0にしてください。 

【注】 レジスタは、48MHzのクロックが入力されているときに設定することができます。 

 

設定コントロールレジスタ以外のレジスタは、Open HCI仕様に適合しています。 

設定コントロールレジスタは、本 LSI専用のレジスタです。 
 

（1） HcRevisionレジスタ 
 

レジスタ名：HcRevision オフセット：00～03 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～8 — — リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 H'10 R Revision 

ハードウェアがサポートする Open HCI仕様のリビジョン番号を示します。 

（X.Y＝XYh） 

本 USBホストコントローラ（HC）は、Open HCI 1.0仕様をサポートしています。 
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（2） HcControlレジスタ 
 

レジスタ名：HcControl オフセット：04～07 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～11 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 0 R/W Remote Wakeup Connected Enable 

リモートウェイクアップ信号をサポートしている場合、このビットでリモートウ

ェイクアップ機能を有効にします。USBホストモジュールではリモートウェイク

アップ信号をサポートしていないので、このビットは無視されます。 

9 0 R/W Remote Wakeup Connected 

ホストコントローラ（HC）がリモートウェイクアップ信号をサポートするかどう

かを示します。 

8 0 R/W Interrupt Routing 

割り込みの通知先を指定します。 

0：割り込みを通常の割り込み処理部（INT）に通知します。 

1：割り込みを SMIに通知します。 

7、6 00 R/W Host Controller Functional State 

ホストコントローラの状態を設定します。以下の 4種類の状態があります。 

00：UsbReset 

01：UsbResume 

10：UsbOperational 

11：UsbSuspend 

ホストコントローラは、ダウンストリームのポートから送信された再開信号を検

出すると、強制的に USB SUSPEND状態を USB RESUME状態に切り替えます。 

5 0 R/W Bulk List Enable 

このビットをセットすると、バルクリストの処理を有効にします。 

4 0 R/W Control List Enable 

このビットをセットすると、コントロールリストの処理を有効にします。 

3 0 R/W Isochronous Enable 

周期リストが有効なとき、このビットをクリアすると、アイソクロナスリストを

無効にします（したがって、インタラプト EDの処理が可能です）。周期リスト処

理中に、HCはアイソクロナス EDを見つけると、このビットの状態をチェックし

ます。 

2 0 R/W Periodic List Enable 

このビットをセットすると、周期リスト（インタラプトリストとアイソクロナス

リスト）の処理を有効にします。フレーム内の周期転送を行う前に、HCはこのビ

ットの状態をチェックします。 
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レジスタ名：HcControl オフセット：04～07 

ビット 初期値 R/W 説   明 

1、0 00 R/W Control Bulk Service Ratio 

バルクエンドポイント 1個に対し、いくつのコントロールエンドポイントを処理

するかを指定します。処理するコントロールエンドポイント数−1の値を指定して

ください（例：00：コントロールエンドポイント 1個、11：コントロールエンド

ポイント 4個）。 

 

（3） HcCommandStatusレジスタ 
 

レジスタ名：HcCommandStatus オフセット：08～0B 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～18 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

17、16 00 R Schedule Overrun Count 

HcInterruptStatusレジスタの Scheduling Overrunビットがセットされるたびに、

このビットの値がインクリメントされます。カウント値 11のあとにインクリメン

トが起こると、値は 00に戻ります。 

15～4 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 0 R/W Ownership Change Request 

ソフトウェアでこのビットをセットすると、HcInterruptStatusレジスタの

Ownership Changeビットがセットされます。このビットは、ソフトウェアでクリ

アできます。 

2 0 R/W Bulk List Filled 

このビットがセットされているとき、バルクリストにアクティブ EDがあることを

示します。このビットは、ソフトウェアとホストコントローラのどちらからもセ

ットできます。ホストコントローラは、バルクリストの先頭から処理を開始する

たびに、このビットをクリアします。 

1 0 R/W Control List Filled 

このビットがセットされているとき、コントロールリストにアクティブ EDがある

ことを示します。このビットは、ソフトウェアとホストコントローラのどちらか

らもセットできます。ホストコントローラは、コントロールリストの先頭から処

理を開始するたびに、このビットをクリアします。 

0 0 R/W Host Controller Reset 

このビットをセットすると、ソフトウェアリセットを開始します。リセット動作

が完了すると、ホストコントローラがこのビットをクリアします。 
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（4） HcInterruptStatusレジスタ 

このレジスタのすべてのビットは、セットはハードウェアが行い、クリアはソフトウェアが行います。 

ビットをクリアするときは、対応するビットに 1を書き込んでください。 
 

レジスタ名：HcInterruptStatus オフセット：0C～0F 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

30 0 R/W Ownership Change 

HcCommand Statusレジスタの Ownership Change Requestビットがセットされ

ると、このビットがセットされます。 

29～7 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 0 R/W Root Hub Status Change 

HcRhStatusレジスタまたは HcRhPortStatusレジスタの値が変化すると、このビ

ットがセットされます。 

5 0 R/W Frame Number Overflow 

Frame Numberのビット 15の値が 0から 1へ、または 1から 0へ変化すると、こ

のビットがセットされます。 

4 0 R/W Unrecoverable Error 

HCが USBに関わらないシステムエラーを検出すると、このビットがセットされ

ます。 

3 0 R/W Resume Detected 

HCがダウンストリームポートからの開始信号を検出すると、このビットがセット

されます。 

2 0 R/W Start of Frame 

フレームマネージャが Start of Frame（フレーム開始）のイベントを通知すると、

このビットがセットされます。 

1 0 R/W Writeback Done Head 

HCが HcDoneHeadレジスタの値を HccaDoneHeadに書き込むと、このビットが

セットされます。 

0 0 R/W Scheduling Overrun 

リストプロセッサが、スケジュールオーバランが発生したと判断すると、このビ

ットがセットされます。 
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（5） HcInterruptEnableレジスタ 

このレジスタのビットに 1を書き込むと、対応するビットがセットされます。ただし、0を書き込んでもビット

の値は変化しません。 
 

レジスタ名：HcInterruptEnable オフセット：10～13 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 0 R/W Master Interrupt Enable 

割り込み全体を有効にするビットです。1を書き込むと、以下のビットで有効にし

た割り込みの発生を許可します。 

30 0 R/W Ownership Change Enable 

0：無視されます。 

1：所有権の変更（Ownership Change）による割り込みを有効にします。 

29～7 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 0 R/W Root Hub Status Change Enable 

0：無視されます。 

1：ルートハブ状態の変更（Root Hub Status Change）による割り込みを有効に

します。 

5 0 R/W Frame Number Overflow Enable 

0：無視されます。 

1：フレーム番号のオーバフロー（Frame Number Overflow）による割り込みを

有効にします。 

4 0 R/W Unrecoverable Error Enable 

この機能はサポートしていません。値を書き込んでも無視されます。 

3 0 R/W Resume Detected Enable 

0：無視されます。 

1：開始信号の検出（Resume Detected）による割り込みを有効にします。 

2 0 R/W Start of Frame Enable 

0：無視されます。 

1：フレームの開始（Start of Frame）による割り込みを有効にします。 

1 0 R/W Writeback Done Head Enable 

0：無視されます。 

1：Writeback Done Headによる割り込みを有効にします。 

0 0 R/W Scheduling Overrun Enable 

0：無視されます。 

1：スケジュールオーバラン（Scheduling Overrun）による割り込みを有効にし

ます。 
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（6） HcInteruptDisableレジスタ 

このレジスタのビットに 1を書き込むと、 HcInterruptEnableレジスタの対応するビットがクリアされます。た

だし、0を書き込んでもビットの値は変化しません。 
 

レジスタ名：HcInterruptDisable オフセット：14～17 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 0 R/W Master Interrupt Disable 

割り込み全体を無効にするビットです。1を書き込むと、すべての割り込みの発生

を禁止します。 

30 0 R/W Ownership Change Disable 

0：無視されます。 

1：ホストコントローラ所有権の変更（Ownership Change）による割り込みを

禁止します。 

29～7 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 0 R/W Root Hub Status Change Disable 

0：無視されます。 

1：ルートハブ状態の変更（Root Hub Status Change）による割り込みを禁止し

ます。 

5 0 R/W Frame Number Overflow Disable 

0：無視されます。 

1：フレーム番号のオーバフロー（Frame Number Overflow）による割り込みを

禁止します。 

4 0 R/W Unrecoverable Error Disable 

この機能はサポートしていません。値を書き込んでも無視されます。 

3 0 R/W Resume Detected Disable 

0：無視されます。 

1：開始信号の検出（Resume Detected）による割り込みを禁止します。 

2 0 R/W Start of Frame Disable 

0：無視されます。 

1：フレームの開始（Start of Frame）による割り込みを禁止します。 

1 0 R/W Writeback Done Head Disable 

0：無視されます。 

1：Writeback Done Headによる割り込みを禁止します。 

0 0 R/W Scheduling Overrun Disable 

0：無視されます。 

1：スケジュールオーバラン（Scheduling Overrun）による割り込みを禁止しま

す。 
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（7） HcHCCAレジスタ 
 

レジスタ名：HcHCCA オフセット：18～1B 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～8 すべて 0 R/W HCCA 

HCCA基底アドレスへのポインタ（DDRメモリ空間内） 

7～0 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

（8） HcPeriodCurrentEDレジスタ 
 

レジスタ名：HcPeriodCurrentED オフセット：1C～1F 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～4 すべて 0 R Period Current ED 

現在の周期リスト EDへのポインタ（DDRメモリ空間内） 

3～0 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

（9） HcControlHeadEDレジスタ 
 

レジスタ名：HcControlHeadED オフセット：20～23 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～4 すべて 0 R/W Control Head ED 

コントロールリストの先頭 EDへのポインタ（DDRメモリ空間内） 

3～0 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

（10） HcControlCurrentEDレジスタ 
 

レジスタ名：HcControlCurrentED オフセット：24～27 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～4 すべて 0 R/W Control Current ED 

現在のコントロールリスト EDへのポインタ（DDRメモリ空間内） 

3～0 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（11） HcBulkHeadEDレジスタ 
 

レジスタ名：HcBulkHeadED オフセット：28～2B 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～4 すべて 0 R/W Bulk Head ED 

バルクリストの先頭 EDへのポインタ（DDRメモリ空間内） 

3～0 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

（12） HcBulkCurrentEDレジスタ 
 

レジスタ名：HcBulkCurrentED オフセット：2C～2F 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～4 すべて 0 R/W Bulk Current ED 

現在のバルクリスト EDへのポインタ（DDRメモリ空間内） 

3～0 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

（13） HcDoneHeadレジスタ 
 

レジスタ名：HcDoneHead オフセット：30～33 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～4 すべて 0 R Done Head 

現在の完了リストの先頭 EDへのポインタ（DDRメモリ空間内） 

3～0 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（14） HcFmIntervalレジスタ 
 

レジスタ名：HcFmInterval オフセット：34～37 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 0 R/W Frame Interval Toggle 

新しい値を Frame Intervalビットにロードするたびに、ホストコントローラドラ

イバ（HCD）がこのビットの値を反転します。 

30～16 すべて 0 R/W FS Largest Data Packet 

各フレームの最初で最大データパケットカウンタ（Largest Data Packet Counter）

にロードする値を指定します。 

15、14 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

13～0 H'2EDF R/W Frame Interval 

フレーム長を（ビット時間―1）の形で指定します。1フレームあたり 12,000ビッ

ト時間の場合、11,999を指定します。 

 

（15） HcFrameRemainingレジスタ 
 

レジスタ名：HcFrameRemaining オフセット：38～3B 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 0 R Frame Remaining Toggle 

Frame Remainingビットに値がロードされると、このビットに Frame Interval 

Toggleビットの値がロードされます。 

30～14 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

13～0 すべて 0 R Frame Remaining 

このビットは 14ビットのダウンカウンタで、フレームのタイミングを決めるため

に用います。ホストコントローラが USB OPERATIONAL状態にあるとき、この

カウンタは、12 MHzのクロックごとにデクリメントします。カウンタ値が 0にな

ったときが、フレームの終わりです。このとき、カウンタには Frame Intervalビ

ットの値がリロードされます。また、ホストコントローラの状態が USB 

OPERATIONALに遷移するタイミングでも、このカウンタはリロードされます。 
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（16） HcFmNumberレジスタ 
 

レジスタ名：HcFmNumber オフセット：3C～3F 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～16 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～0 すべて 0 R Frame Number 

このビットは、16ビットのアップカウンタです。Frame Remainingビットへのロ

ードと同時に、値をインクリメントします。カウンタ値は、H'FFFFを超えると

H'0000に戻ります。 

 

（17） HcPeriodicStartレジスタ 
 

レジスタ名：HcPeriodicStart オフセット：40～43 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～14 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

13～0 すべて 0 R/W Periodic Start 

リストプロセッサが、フレーム中のどこから周期リスト処理を開始するのかを判

断するために必要な値を設定します。 

 

（18） HcLSThresholdレジスタ 
 

レジスタ名：HcLSThreshold オフセット：44～47 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～12 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 H'628 R/W LS Threshold 

フレームマネージャが、現在のフレームで低速トランザクションを行えるかどう

かを判断するために必要な値を設定します。 
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（19） HcRhDescriptorAレジスタ 

このレジスタは、パワーオンリセットでのみリセットされます。システムの初期化時に、ルートハブを設定す

るために、このレジスタに書き込みます。通常の動作中には、このレジスタに書き込まないでください。 
 

レジスタ名：HcRhDescriptorA オフセット：48～4B 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～24 H'FF R/W Power-on to Power Good Time 

USBホストコントローラの電源切り替えは、2msで有効になります。このビット

の値は、2ms単位で指定します。 

ビット 25と 24のみ、リードおよびライト可能です。他のビットはリードのみ可

能で、読み出し値は 0です。これらのビットに H'1以外の値を書き込むことは想

定されていません。限られた範囲で、インプリメンテーション特有の機能用にの

み、書き込むことが可能です。これらのビットには、常に 0以外の値を書き込ん

でください。 

23～13 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 0 R/W No Over Current Protection 

USBホストコントローラが全体の過電流通知を行うかどうかを指定します。 

0：過電流状態を通知します。 

1：過電流状態を通知しません。 

このビットは、外部システムポートの過電流検出のインプリメンテーションに合

わせて、値を設定してください。 

11 1 R/W Over Current Protection Mode 

USBホスト全体の過電流通知を行うかどうかを指定します。 

0：全体の過電流を通知します。 

1：個別の過電流を通知します。 

このビットの設定は、No Over Current Protectionビットがクリアされているとき

にのみ有効です。 

10 0 R Device Type 

USBホストコントローラが複合デバイスでないことを示します。 

9 0 R/W No Power Switching 

USBホストコントローラが全体の電源切り替えをサポートしているかどうかを指

定します。 

0：ポートの電源切り替えは可能です。 

1：ポートは常に電源オン状態です。 

このビットは、外部システムポートの電源切り替えのインプリメンテーションに

合わせて、値を設定してください。 
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レジスタ名：HcRhDescriptorA オフセット：48～4B 

ビット 初期値 R/W 説   明 

8 1 R/W Power Switching Mode 

USBホストコントローラが全体の電源切り替えをサポートしているかどうかを指

定します。 

0：全体の電源を切り替えます。 

1：個別に電源を切り替えます。 

このビットの設定は、No Power Switchingビットがクリアされているときのみ有

効です。 

7～0 H'02 R Number Downstream Ports 

USBホストコントローラが 1つのダウンストリームポートをサポートしているこ

とを示します。 
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（20） HcRhDescriptorBレジスタ 

このレジスタは、パワーオンリセットでのみリセットされます。システムの初期化時に、ルートハブを設定す

るために、このレジスタに書き込みます。通常の動作中には、このレジスタに書き込まないでください。 
 

レジスタ名：HcRhDescriptorB オフセット：4C～4F 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～16 H'0006 R/W Port Power Control Mask 

USBホストコントローラが全体の電源切り替えをサポートするかどうかを指定し

ます。このビットは、No Power Switchingビットがクリアされ、Power Switching 

Modeビットがセットされているとき（個別のポート切り替え時）のみ、有効です。

このビットをセットすると、ポートは個別ポート電源切り替えコマンド

（Set/ClearPortPower）でのみ切り替えられます。このビットをクリアすると、ポ

ートは全体（グローバル）ポート電源切り替えコマンド（Set/ClearGlobalPower）

でのみ切り替えられます。 

0：デバイスは取り外し不可です。 

1：グローバル電源切り替えをマスクします 

ビットとポートの対応 

ビット 16：リザーブ 

ビット 17：ポート 1 

ビット 18：ポート 2 

 ... 

ビット 31：ポート 15 

システムで使用しないポートに対応するビットはリザーブビットとなり、読み出

し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～0 H'0000 R/W Device Removable 

USBホストコントローラのポートは、デフォルトでは取り外し可能です。 

0：デバイスは取り外し可能です。 

1：デバイスは取り外し不可です。 

ビットとポートの対応 

ビット 0：リザーブ 

ビット 1：ポート 1 

ビット 2：ポート 2 

 ... 

ビット 15：ポート 15 

システムで使用しないポートに対応するビットはリザーブビットとなり、読み出

し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 
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（21） HcRhStatusレジスタ 

このレジスタは UsbReset状態でリセットされます。 
 

レジスタ名：HcRhStatus オフセット：50～53 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31 — W （ライト時）Clear Remote Wakeup Enable 

1を書き込むと、Device Remote Wakeup Enableビットをクリアします。0を書

き込んでも変化しません。 

30～18 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

17 0 R/W Over Current Indicator Change 

Over Current Indicatorビットが変化すると、このビットがセットされます。1を

書き込むとビットをクリアします。0を書き込んでも変化しません。 

16 0 R/W （リード時）Local Power Status Change 

本 LSIではサポートしません。読み出し値は常に 0です。 

（ライト時）Set Global Power 

1を書き込むと、ポートに SetGlobalPowerコマンドを発行します。0を書き込ん

でも変化しません。 

15 0 R/W （リード時）Device Remote Wakeup Enable 

ポートの Connect Status Changeをリモートウェイクアップイベントとして有効

にします。 

0：無効 

1：有効 

（ライト時）Set Remote Wakeup Enable 

1を書き込むと Device Remote Wakeup Enableビットをセットします。0を書き

込んでも変化しません。 

14～2 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 0 R Over Current Indicator 

OVRCUR端子の状態を示します。No Over Current Protectionと Over Current 

Protection Modeビットがクリアされているときのみ有効です。 

0：過電流状態は検出されていません。 

1：過電流状態です。 

0 0 R/W （リード時）Local Power Status 

本 LSIではサポートしません。読み出し値は常に 0です。 

（ライト時）ClearGlobalPower 

1を書き込むと、ポートに ClearGlobalPowerコマンドを発行します。0を書き込

んでも変化しません。 
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（22） HcRhPortStatus1、2レジスタ 

このレジスタは UsbReset状態でリセットされます。 
 

レジスタ名：HcRhPortStatus1、2 オフセット：54～57、58～5B 

ビット 初期値 R/W 説   明 

31～21 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

20 0 R/W Port Reset Status Change 

ポートリセットが完了したことを示します。 

0：ポートリセットは未完了です。 

1：ポートリセットは完了しています。 

19 0 R/W Port Over Current Indicator Change 

Over Current Indicatorビットが変化すると、このビットがセットされます。1を

書き込むとビットをクリアします。0を書き込んでも変化しません。 

18 0 R/W Port Suspend Status Change 

ポートの選択的再開シーケンスが完了したことを示します。 

0：ポートは再開されていません。 

1：ポートの再開が完了しています。 

17 0 R/W Port Enable Status Change 

ハードウェアのイベントにより、ポートが無効になっている（Port Enable Status

ビットがクリアされている）ことを示します。 

0：ポートは無効になっていません。 

1：Port Enable Statusビットがクリアされています。 

16 0 R/W Connect Status Change 

接続あるいは切断イベントが検出されたことを示します。1を書き込むとビットを

クリアします。0を書き込んでも変化しません。 

0：接続／切断イベントは発生していません。 

1：接続／切断イベントをハードウェアで検出しました。 

【注】Device Removeableビットがセットされると、このビットは 1にリセット

されます。 

15～10 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 × R/W （リード時）Low Speed Device Attached 

接続されているデバイスのスピード（およびバスアイドル）を示します。Current 

Connect Statusビットがセットされているときのみ有効です。 

0：高速デバイス 

1：低速デバイス 

（ライト時）Clear Port Power 

1を書き込むと、Port Power Statusビットをクリアします。0を書き込んでも変化

しません。 
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レジスタ名：HcRhPortStatus1、2 オフセット：54～57、58～5B 

ビット 初期値 R/W 説   明 

8 0 R/W （リード時）Port Power Status 

電源切り替えモードにかかわらず、ポートの電源状態を示します。 

0：ポートの電源はオフ。 

1：ポートの電源はオン。 

【注】No Power Switchingビットがセットされていると、このビットの読み出し

値は常に 1です。 

（ライト時）Set Port Power 

1を書き込むと、Port Power Statusビットをセットします。0を書き込んでも変化

しません。 

7～5 すべて 0 — リザーブビット 

読み出し値は常に 0です。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 0 R/W （リード時）Port Reset Status 

0：ポートリセット信号はアクティブではありません。 

1：ポートリセット信号はアクティブです。 

（ライト時）Set Port Reset 

1を書き込むと、Port Reset Statusビットをセットします。0を書き込んでも変化

しません。 

3 0 R/W （リード時）Port Over Current Indicator 

USBホストコントローラは全体の過電流通知機能をサポートしています。このビ

ットは、対応するポートの OVRCUR端子の状態を示します。No Over Current 

Protectionビットがクリアされ Over Current Protection Modeビットがセットされ

ているときのみ有効です。 

0：過電流状態は検出されていません。 

1：過電流状態が検出されています。 

（ライト時）Clear Suspend Status 

1を書き込むと、対応するポートの選択的再開シーケンスを開始します。0を書き

込んでも変化しません。 

2 0 R/W （リード時）Port Suspend Status 

0：ポートは中断されていません。 

1：ポートは選択的に中断されています。 

（ライト時）Set Port Suspend 

1を書き込むと、Port Suspend Statusビットをセットします。0を書き込んでも

変化しません。 

1 0 R/W （リード時）Port Enable Status 

0：ポートは無効です。 

1：ポートは有効です。 

（ライト時）Set Port Enable 

1を書き込むと、Port Enable Statusビットをセットします。0を書き込んでも変

化しません。 
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レジスタ名：HcRhPortStatus1、2 オフセット：54～57、58～5B 

ビット 初期値 R/W 説   明 

0 0 R/W （リード時）Current Connect Status 

0：デバイスが接続されていません。 

1：デバイスが接続されています。 

【注】Device Removeableビットがセットされていると（取り外し不可）、この

ビットの読み出し値は常に 1です。 

（ライト時）Clear Port Enable 

1を書き込むと、Port Enable Statusビットをクリアします。0を書き込んでも変

化しません。 

【注】 X：トランシーバの状態に影響します。 
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14.4 USB 2.0-ファンクションコントローラ 

本モジュールは、USBファンクションコントロール機能を備えた USBコントローラです。 

USB規格 Rev.2.0の Hi-Speed転送、Full-Speed転送に対応しています。 

本コントローラは、USB規格で定義されている全転送タイプに対応しています。またデータ転送用に最大 10K

バイトのバッファメモリを内蔵でき、最大 10本のパイプを使用できます。また、パイプ 1～9に対しては、通信

を行うペリフェラル機器やユーザシステムに合わせた、任意のエンドポイント番号の割り付けが可能です。CPU

バスインタフェースとは独立したローカルバスインタフェース（DMAインタフェース専用）を備え、高速大容量

データ転送を要求されるシステムに適しています。 

14.4.1 特長 

（1） USB Hi-Speed対応のファンクションコントローラを内蔵 

• UTMI+ Spec1.0のインタフェース仕様に対応（UTMI+level3 ただしOn-the-Go機能は未対応） 

 

（2） USB全転送タイプに対応 

アイソクロナス転送対応を含む USB全転送タイプに対応 

• コントロール転送 

• バルク転送 

• インタラプト転送（High Bandwidthは非対応） 

• アイソクロナス転送（High Bandwidthは非対応） 

 

（3） バスインタフェース 

• バス幅32bitのHPBに準拠 

• DMAインタフェースを2ch内蔵可能 

（CPUとは独立したDMACインタフェースを選択可能） 

• 内蔵FIFOへのアクセスは60Mバイト／秒の高速データ転送が可能（UTMI+ 8bitモード選択時） 

 

（4） パイプコンフィグレーション 

• USB通信用バッファメモリを最大10Kバイトまで対応可能 

• 最大10本のパイプを選択可能（デフォルトコントロールパイプを含む） 

• プログラマブルなパイプ構成 

• パイプ1-9は任意のエンドポイント番号を割り付け可能 

• 各パイプの設定可能な転送条件 

パイプ0 ：コントロール転送、64バイト固定シングルバッファ 

パイプ1、2 ：バルク転送／アイソクロナス転送、連続転送モード、バッファサイズはプログラマブル 

（最大2Kバイトでダブルバッファ指定可能） 
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パイプ3～5 ：バルク転送、連続転送モード、バッファサイズはプログラマブル（最大2Kバイトでダブル 

バッファ指定可能） 

パイプ6～9 ：インタラプト転送、64バイト固定シングルバッファ 

 

（5） ファンクションコントロール機能の特長 

• Hi-Speed転送（480Mbps）とFull-Speed転送（12Mbps）に対応 

• リセットハンドシェイク自動応答による、Hi-Speed動作、もしくはFull-Speed動作自動認識 

• コントロール転送ステージ管理機能 

• デバイスステート管理機能 

• SET_ADDRESSリクエストに対する自動応答機能 

• NAK応答割り込み機能（NRDY） 

• SOF補間機能 

 

（6） その他の機能 

• バイトエンディアンスワップ機能により、ビッグエンディアン、リトルエンディアンのどちらのデータ形式

にも対応可能 

• トランザクションカウントによるトランスファ終了機能 

• 外部トリガ（TEND信号またはWREND信号）によるDMA転送の終了機能 

• SOFパルス出力機能 

• BRDY割り込みイベント通知タイミング変更機能（BFRE） 

• DxFIFOポートで指定したパイプのデータ読み出し後自動バッファメモリクリア機能（DCLRM） 

• トランスファ終了による応答PIDのNAK設定機能（SHTNAK） 

 

（7） 用途 

ナビゲーションシステム、DVDレコーダ、セットトップボックス、オーディオ機器、プリンタ、外部ストレー

ジ機器、その他 USB搭載の機器全般 
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14.4.2 ブロック図 

図 14.2に本コントローラの構成図を示します。 

USB2.0 ファンクションコントローラ

UTMI+IP USB20CORE

U
T

M
I w

rapper

H
P

B
 M

aster

UBIU
(HPBIPU)

UTMICLK
制御部

UTMICLK
制御部

DMA0CLK
制御部

FIFOコントロール部
デバイス制御部
割り込み制御部

FS制御

プロトコル 
エンジン部

CPUレジスタ
CPU-FIFO IF

UTMICLK 
制御部

DMA1-FIFO IF

DMA1CLK
制御部 HPBクロック 

制御

HPBクロック

UTMIクロック
(8bit: 60MHz、16bit: 30MHz)

テスト制御低消費電力制御

DMA1-FIFO IF

CPU IF

DMA0 IF

DMA1 IF

Local Bus I/F1port-SRAM(64bit幅)

 

図 14.2 ブロック図 

USBバス上に接続されているホストコントローラとデータ送受信を行う場合は、パイプごとに割り当てを行っ

たバッファメモリを使用します。本コントローラが、バッファメモリに格納されているデータを USBデータパケ

ットに変換し、USBバス上にシリアル出力を行い、また、USBバス上のデータパケットを入力し、バッファメモ

リへデータ格納することで、相互通信が可能となります。 
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14.4.3 機能概要 

（1） コントローラ機能 

ハードウェアが、USB転送 Speedを自動認識します。 
 

（2） バスインタフェース 

本コントローラは、バス幅 32bitの HPBに準拠しています。 
 

（a） FIFOバッファメモリアクセス方法 

本コントローラは、USBデータ転送用の FIFOバッファメモリへのアクセス方法として下記の 2種類に対応し

ています。CPU（DMAC）から FIFOポートアクセス（読み出し／書き込み）を行うことにより、FIFOバッファ

メモリからの読み出し（または FIFOバッファメモリへの書き込み）を行うことができます。 

1. CPUアクセス 

FIFOポートアドレスを指定し、データをFIFOバッファメモリに書き込み、もしくはFIFOバッファメモリから

読み出してください。 

2. DMAアクセス 

CPU内蔵DMAC、もしくは専用DMACから、FIFOポートアドレスを指定し、データを本コントローラのFIFO

バッファメモリに書き込み、もしくはFIFOバッファメモリから読み出してください。 

 

USBデータ通信はリトルエンディアンで行われます。FIFOポートアクセスにはバイトエンディアンスワップ機

能があり、16bit/32bitアクセスの場合には、レジスタ設定によるエンディアン切り替えができます。 
 

（b） ローカルバスからの FIFOバッファメモリアクセス方法 

CPUバスインタフェースとは独立したローカルバスインタフェース（DMAインタフェース専用）を選択するこ

とができ、高速大容量データ転送の FIFOバッファアクセスが可能になります。 
 

（3） USBイベント 

本コントローラは、USB動作上のイベントを割り込みによりユーザシステムに通知します。また、DMAインタ

フェースを選択したパイプのバッファメモリへのアクセスが可能なことを、UCL_Dx_DREQ信号をアサートする

ことにより通知します。 

ソフトウェアの設定により種類別、要因別に割り込み通知の可否を選択することができます。 
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（4） USBデータ転送 

本コントローラは、USB通信のコントロール転送、バルク転送、インタラプト転送、およびアイソクロナス転

送の全種類のデータ転送が可能です。各転送タイプに対するパイプのリソースは下記のとおりです。 

1. コントロール転送専用パイプ：1本 

2. インタラプト転送専用パイプ：4本 

3. バルク転送専用パイプ：3本 

4. バルク転送もしくはアイソクロナス転送選択パイプ：2本 

 

各パイプは、ユーザシステムに合わせて転送タイプ、エンドポイント番号、マックスパケットサイズ等の USB

転送に必要な設定を行ってください。 

また、本コントローラは、最大 10Kバイトのバッファメモリを内蔵できます。バルク転送専用パイプ、および

バルク転送もしくはアイソクロナス転送選択パイプに対しては、ユーザシステムによるバッファメモリの割り当

てやバッファ動作モードなどの設定を行ってください。バッファ動作モード設定は、ダブルバッファ構成やデー

タパケットの連続転送機能により、少ない割り込み回数で、高速なデータ転送が可能です。 

ユーザシステムの制御用 CPU、および DMAコントローラからのバッファメモリへのアクセスは、3本の FIFO

ポートレジスタを通して行います。 
 

（5） DMAC（ダイレクトメモリアクセスコントローラ）からのアクセス用機能 

本コントローラは、2チャンネルの DMAインタフェースを備えており、下記のような機能を有しています。 

1. 転送終了信号によるトランスファ終了通知機能（ローカルバス選択時のみ） 

2. Zero-Lengthパケット受信時のFIFOバッファ自動クリア機能 

3. トランザクションカウンタ機能によるトランスファ終了機能 

 

（6） SOFパルス出力機能 

SOFパケットの送受信タイミングを通知する SOFパルス出力機能を備えています。ホストコントローラ機能選

択時には、SOFパケットの送信時に SOFパルス出力をアサートします。ペリフェラルコントローラ機能選択時に

は SOFパケットの受信時に SOFパルス出力をアサートします。SOFパケット破損時も SOF補間タイマにより、

一定間隔でパルスを出力します。 
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14.4.4 レジスタ 

 レジスタ表の見方 

①ビット番号 各レジスタは、16ビットの内部バスに接続されています。 

 偶数番地は b15～b8に、奇数番地は b7～b0になります。 

②リセット後の状態 リセット動作直後のレジスタ初期状態を示します。 

 ハードウェアリセットは EXL_SYSRST端子から外部リセット信号を入力した場合の

初期状態です。 

 USBリセットは USBバスリセットを検出した場合の初期状態です。 

 なお、リセット動作中に特筆すべき事項は注意事項で記載しています。 

 "―"は本コントローラによる操作がなく、ユーザ設定が保持されている状態です。 

 "?"は値が不定な状態であることを示します。 

③S/W Access条件 ソフトウェアがレジスタをアクセスする場合の条件です。 

④H/W Access条件 ハードウェア（本コントローラ）がリセット動作以外でレジスタをアクセスする場合

の条件です。 

 R:  Read Only 

 W:  Write Only 

 R/W:  Read / Write 

 R(0):  "0"Read Only 

 W(1):  "1"Write Only 

⑤Remarks 備考、および、詳細説明項目番号です。 

⑥Name ビットシンボルおよびビット名称です。 

⑦Function 機能説明です。特に断りのない場合は、読み出し時の値はソフトウェアまたはハード

ウェアが書き込んだ値です。 
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＜表記例＞ 

網掛け部分には何も配置されていません。"0"に固定してください。 
 
①Bit Number → 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

  Bit Symbol →  Abit Bbit Cbit             

②H/Wリセット → ? 0 0 0             

  USBリセット → ? 0 - -             

 
ビット ビット名 機   能 S/W H/W 備考 

15 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

14 A bit 

AAA許可 

0：動作禁止 

1：動作許可 

R/W R  

13 B bit 

BBB動作 

0：Low出力 

1：High出力 

R W  

12 C bit 

CCC制御 

0：・・・・・・・ 

1：・・・・・・・ 

R(0)/

W(1) 

R  

 ⑥ ⑦ ③ ④ ⑤ 

 

<< 備考 >> 
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• レジスタ一覧 

表 14.6に本コントローラのレジスタ一覧表を示します。 
 

表 14.6 レジスタ一覧表 

アドレス レジスタ名 名   称 インデックス 

H'FFE60000 SYSCFG0 システムコンフィグレーションコントロールレジスタ  

H'FFE60002 BUSWAIT CPUバスウェイトレジスタ  

H'FFE60004 SYSSTS0 システムコンフィグレーションステータスレジスタ  

H'FFE60006    

H'FFE60008 DVSTCTR0 デバイスコントロールレジスタ  

H'FFE6000A    

H'FFE6000C TESTMODE テストモードレジスタ  

H'FFE6000E    

H'FFE60010 D0FBCFG DMA0-FIFOバスコンフィグレーションレジスタ  

H'FFE60012 D1FBCFG DMA1-FIFOバスコンフィグレーションレジスタ  

H'FFE60014 CFIFO CFIFOポートレジスタ  

H'FFE60016    

H'FFE60018 D0FIFO D0FIFOポートレジスタ  

H'FFE6001A    

H'FFE6001C D1FIFO D1FIFOポートレジスタ  

H'FFE6001E    

H'FFE60020 CFIFOSEL CFIFOポート選択レジスタ  

H'FFE60022 CFIFOCTR CFIFOポートコントロールレジスタ  

H'FFE60024    

H'FFE60026    

H'FFE60028 D0FIFOSEL D0FIFOポート選択レジスタ  

H'FFE6002A D0FIFOCTR D0FIFOポートコントロールレジスタ  

H'FFE6002C D1FIFOSEL D1FIFOポート選択レジスタ  

H'FFE6002E D1FIFOCTR D1FIFOポートコントロールレジスタ  

H'FFE60030 INTENB0 割り込み許可レジスタ 0  

H'FFE60032 INTENB1 割り込み許可レジスタ 1  

H'FFE60034    

H'FFE60036 BRDYENB BRDY割り込み許可レジスタ  

H'FFE60038 NRDYENB NRDY割り込み許可レジスタ  

H'FFE6003A BEMPENB BEMP割り込み許可レジスタ  

H'FFE6003C SOFCFG SOF出力コンフィグレーションレジスタ  

H'FFE6003E    

H'FFE60040 INTSTS0 割り込みステータスレジスタ 0  

H'FFE60042 INTSTS1 割り込みステータスレジスタ 1  
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アドレス レジスタ名 名   称 インデックス 

H'FFE60044    

H'FFE60046 BRDYSTS BRDY割り込みステータスレジスタ  

H'FFE60048 NRDYSTS NRDY割り込みステータスレジスタ  

H'FFE6004A BEMPSTS BEMP割り込みステータスレジスタ  

H'FFE6004C FRMNUM フレームナンバレジスタ  

H'FFE6004E UFRMNUM マイクロフレームナンバレジスタ  

H'FFE60050 USBADDR USBアドレスレジスタ  

H'FFE60054 USBREQ USBリクエストタイプレジスタ  

H'FFE60056 USBVAL USBリクエストバリューレジスタ  

H'FFE60058 USBINDX USBリクエストインデックスレジスタ  

H'FFE6005A USBLENG USBリクエストレングスレジスタ  

H'FFE6005C DCPCFG DCPコンフィグレーションレジスタ  

H'FFE6005E DCPMAXP DCPマックスパケットサイズレジスタ  

H'FFE60060 DCPCTR DCPコントロールレジスタ  

H'FFE60062    

H'FFE60064 PIPESEL パイプウィンドウ選択レジスタ  

H'FFE60066    

H'FFE60068 PIPECFG パイプコンフィグレーションレジスタ  

H'FFE6006A PIPEBUF パイプバッファ指定レジスタ  

H'FFE6006C PIPEMAXP パイプマックスパケットサイズレジスタ  

H'FFE6006E PIPEPERI パイプ周期制御レジスタ  

H'FFE60070 PIPE1CTR PIPE1コントロールレジスタ  

H'FFE60072 PIPE2CTR PIPE2コントロールレジスタ  

H'FFE60074 PIPE3CTR PIPE3コントロールレジスタ  

H'FFE60076 PIPE4CTR PIPE4コントロールレジスタ  

H'FFE60078 PIPE5CTR PIPE5コントロールレジスタ  

H'FFE6007A PIPE6CTR PIPE6コントロールレジスタ  

H'FFE6007C PIPE7CTR PIPE7コントロールレジスタ  

H'FFE6007E PIPE8CTR PIPE8コントロールレジスタ  

H'FFE60080 PIPE9CTR PIPE9コントロールレジスタ  

H'FFE60082- 

H'FFE6008E 

   

H'FFE60090 PIPE1TRE PIPE1トランザクションカウンタイネーブルレジスタ  

H'FFE60092 PIPE1TRN PIPE1トランザクションカウンタレジスタ  

H'FFE60094 PIPE2TRE PIPE2トランザクションカウンタイネーブルレジスタ  

H'FFE60096 PIPE2TRN PIPE2トランザクションカウンタレジスタ  

H'FFE60098 PIPE3TRE PIPE3トランザクションカウンタイネーブルレジスタ  

H'FFE6009A PIPE3TRN PIPE3トランザクションカウンタレジスタ  



 

14. USB 

14-66  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

アドレス レジスタ名 名   称 インデックス 

H'FFE6009C PIPE4TRE PIPE4トランザクションカウンタイネーブルレジスタ  

H'FFE6009E PIPE4TRN PIPE4トランザクションカウンタレジスタ  

H'FFE600A0 PIPE5TRE PIPE5トランザクションカウンタイネーブルレジスタ  

H'FFE600A2 PIPE5TRN PIPE5トランザクションカウンタレジスタ  

H'FFE600A4- 

H'FFE600CE 

   

H'FFE600D0 DEVADD0 デバイスアドレス 0コンフィグレーションレジスタ  

H'FFE600D2 DEVADD1 デバイスアドレス 1コンフィグレーションレジスタ  

H'FFE600D4 DEVADD2 デバイスアドレス 2コンフィグレーションレジスタ  

H'FFE600D6 DEVADD3 デバイスアドレス 3コンフィグレーションレジスタ  

H'FFE600D8 DEVADD4 デバイスアドレス 4コンフィグレーションレジスタ  

H'FFE600DA DEVADD5 デバイスアドレス 5コンフィグレーションレジスタ  

H'FFE600DC DEVADD6 デバイスアドレス 6コンフィグレーションレジスタ  

H'FFE600DE DEVADD7 デバイスアドレス 7コンフィグレーションレジスタ  

H'FFE600E0 DEVADD8 デバイスアドレス 8コンフィグレーションレジスタ  

H'FFE600E2 DEVADD9 デバイスアドレス 9コンフィグレーションレジスタ  

H'FFE600E4 DEVADDA デバイスアドレス Aコンフィグレーションレジスタ  

H'FFE600E6- 

H'FFE60100 

   

H'FFE60102 SUSPMODE UTMIサスペンドモードレジスタ  

 

網掛けの番地には何も配置されていません。アクセスを行わないでください。 
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• ビットシンボル一覧 

表 14.7に本コントローラのビットシンボル一覧表を示します。上位アドレスは H'FFE6_0になります。 
 

表 14.7 ビットシンボル一覧表 

偶数アドレス 奇数アドレス アド

レス 

レジスタ名 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

H'000 SYSCFG0         HSE   DPRPU    USBE 

H'002 BUSWAIT             BWAIT 

H'004 SYSSTS0 OVCMON          HDDM  IDMON LNST 

H'006                  

H'008 DVSTCTR0      EXTLP0 VBOUT WKUP RWUPE USBRST RESUME UACT  RHST 

H'00A                  

H'00C TESTMODE             UTST 

H'00E                  

H'010 D0FBCFG   DFACC        TENDE     

H'012 D1FBCFG   DFACC        TENDE     

H'014 CFIFO0 CFPORT[31:16] 

H'016 CFIFO1 CFPORT[15:0] 

H'018 D0FIFO0 D0FPORT[31:16] 

H'01A D0FIFO1 D0FPORT[15:0] 

H'01C D1FIFO0 D1FIPORT[31:16] 

H'01E D1FIFO1 D1FIPORT[15:0] 

H'020 CFIFOSEL RCNT REW   MBW  BIGEND   ISEL  CURPIPE 

H'022 CFIFOCTR BVAL BCLR FRDY  DTLN 

H'024                  

H'026                  

H'028 D0FIFOSEL RCNT REW DCLRM DREQE MBW  BIGEND     CURPIPE 

H'02A D0FIFOCTR BVAL BCLR FRDY  DTLN 

H'02C D1FIFOSEL RCNT REW DCLRM DREQE MBW  BIGEND     CURPIPE 

H'02E D1FIFOCTR BVAL BCLR FRDY  DTLN 

H'030 INTENB0 VBSE RSME SOFE DVSE CTRE BEMPE NRDYE BRDYE         

H'032 INTENB1 OVRCRE BCHGE  DTCHE ATTCHE     EOFER

RE 

SIGNE SACKE     

H'034                  

H'036 BRDYENB       PIPEBRDYE 

H'038 NRDYENB       PIPENRDYE 

H'03A BEMPENB       PIPEBEMPE 

H'03C SOFCFG        TRNEN

SEL 

 BRDYM INTL EDGES

TS 

SOFM   
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偶数アドレス 奇数アドレス アド

レス 

レジスタ名 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

H'03E                  

H'040 INTSTS0 VBINT RESM SOFR DVST CTRT BEMP NRDY BRDY VBSTS DVSQ VALID CTSQ 

H'042 INTSTS1 OVRCR BCHG  DTCH ATTCH     EOFERR SIGN SACK     

H'044                  

H'046 BRDYSTS       PIPEBRDY 

H'048 NRDYSTS       PIPENRDY 

H'04A BEMPSTS       PIPEBEMP 

H'04C FRMNUM OVRN CRCE    FRNM 

H'04E UFRMNUM              UFRNM 

H'050 USBADDR          USBADDR 

H'052                  

H'054 USBREQ bRequest bmRequestType 

H'056 USBVAL wValue 

H'058 USBINDX wIndex 

H'05A USBLENG wLength 

H'05C DCPCFG            DIR     

H'05E DCPMAXP DEVSEL      MXPS 

H'060 DCPCTR BSTS SUREQ CSCLR CSSTS SUREQ

CLR 

  SQCLR SQSET SQMON PBUSY PINGE  CCPL PID 

H'062                 

H'064 PIPESEL             PIPESEL 

H'066                 

H'068 PIPECFG TYPE    BFRE DBLB CNTMD SHTNAK   DIR EPNUM 

H'06A PIPEBUF  BUFSIZE    BUFNMB 

H'06C PIPEMAXP DEVSEL  MXPS 

H'06E PIPEPERI    IFIS          IITV 

H'070 PIPE1CTR BSTS INBUFM CSCLR CSSTS  ATREPM ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY    PID 

H'072 PIPE2CTR BSTS INBUFM CSCLR CSSTS  ATREPM ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY    PID 

H'074 PIPE3CTR BSTS INBUFM CSCLR CSSTS  ATREPM ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY    PID 

H'076 PIPE4CTR BSTS INBUFM CSCLR CSSTS  ATREPM ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY    PID 

H'078 PIPE5CTR BSTS INBUFM CSCLR CSSTS  ATREPM ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY    PID 

H'07A PIPE6CTR BSTS      ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY    PID 

H'07C PIPE7CTR BSTS      ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY    PID 

H'07E PIPE8CTR BSTS      ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY    PID 

H'080 PIPE9CTR BSTS      ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY    PID 

H'082- 

H'08E 
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偶数アドレス 奇数アドレス アド

レス 

レジスタ名 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

H'090 PIPE1TRE       TRENB TRCLR         

H'092 PIPE1TRN TRNCNT 

H'094 PIPE2TRE       TRENB TRCLR         

H'096 PIPE2TRN TRNCNT 

H'098 PIPE3TRE       TRENB TRCLR         

H'09A PIPE3TRN TRNCNT 

H'09C PIPE4TRE       TRENB TRCLR         

H'09E PIPE4TRN TRNCNT 

H'0A0 PIPE5TRN       TRENB TRCLR         

H'0A2 PIPE6TRN TRNCNT 

H'0A4- 

H'0CE 

                 

H'0D0 DEVADD0  HPPHUB HUBPORT USBSPD       

H'0D2 DEVADD1  HPPHUB HUBPORT USBSPD       

H'0D4 DEVADD2  HPPHUB HUBPORT USBSPD       

H'0D6 DEVADD3  HPPHUB HUBPORT USBSPD       

H'0D8 DEVADD4  HPPHUB HUBPORT USBSPD       

H'0DA DEVADD5  HPPHUB HUBPORT USBSPD       

H'0DC DEVADD6  HPPHUB HUBPORT USBSPD       

H'0DE DEVADD7  HPPHUB HUBPORT USBSPD       

H'0E0 DEVADD8  HPPHUB HUBPORT USBSPD       

H'0E2 DEVADD9  HPPHUB HUBPORT USBSPD       

H'0E4 DEVADDA  HPPHUB HUBPORT USBSPD       

H'0E6- 

H'100 

                 

H'102 SUSPMODE  SUSP               
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（1） システムコンフィグレーションコントロール 

• システムコンフィグレーションコントロールレジスタ（SYSCFG0） ＜アドレス：H'000＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

        HSE   DPRPU    USBE 

? ? ? ? ? ? ? ? 0 ? ? 0 ? ? ? 0 

? ? ? ? ? ? ? ? - ? ? - ? ? ? - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～8 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

7 HSE 

Hi-Speed動作許可 

Hi-Speed動作禁止／許可を指定します。 

0：Hi-Speed動作禁止（Full-Speed） 

1：Hi-Speed動作許可（コントローラが

通信 Speedを検出） 

R/W R  

6、5 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

4 DPRPU 

D+ライン抵抗制御 

D+ライン PullUpの禁止／許可を指定しま

す。 

0：Pull Up禁止 

1：Pull Up許可 

R/W R  

3～1 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

0 USBE 

USBブロック動作許可 

USBブロックの動作禁止／許可を指定し

ます。 

0：USBブロック動作禁止 

1：USBブロック動作許可 

R/W R  

 

<< 備考 >> 

本レジスタへの書き込みは、UTMIクロックが停止時でも可能です。しかし UTMIクロックが停止時に設定さ

れた値は、UTMIクロックが発振されてから、設定値が反映されます。 
 

（a） Hi-Speed動作許可ビット（HSE） 

本ビットを"1"に設定することにより、Hi-Speed動作を許可します。HSE=1を設定した場合、本コントローラは

Reset Handshakeの結果に従い Hi-Speedまたは Full-Speed動作させます。 

HSE=0を設定した場合、本コントローラは Full-Speed動作を行います。 

HSE=1を設定した場合、本コントローラは Reset Handshake Protocolを実行し、その結果に従い自動的に Hi-Speed

または Full-Speed動作を行います。 

本ビットの書き換えは、DPRPU=0のときに行ってください。 
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（b） D+ライン抵抗制御（DPRPU） 

表 14.8に USBデータバスの抵抗についての設定を示します。DPRPUビットで USBデータバスの抵抗選択を

行ってください。 

 

表 14.8 USBデータバス抵抗の制御 

設定 USBデータバス抵抗制御 

DPRPU D- Line D+ Line 備   考 

0 Open Open  

1 Open Pull-Up 動作させる場合はこの設定にしてください 

 

本ビットを"1"に設定すると、本コントローラは D+ラインを 3.3Vに Pull Upし、USBホストに対してアタッチ

を通知することができます。 

また、本ビットを"1"から"0"に変更することにより、本コントローラは D+ラインの Pull Upを解消しますので、

USBホストに対してデタッチしたと見せることができます。 
 

（c） USBブロック動作許可ビット（USBE） 

本ビットを設定することにより、本コントローラの USBブロックの動作許可、禁止を行います。 

USBE=1から USBE=0に変更した場合には、本コントローラは表 14.9に示すビットを初期化します。 
 

表 14.9 USBE=0書き込みにより初期化されるレジスタ一覧 

レジスタ名 ビット名 備   考 

SYSSTS0 LNST  

DVSTCTR0 RHST  

INTSTS0 DVSQ  

USBADDR USBADDR  

USBREQ bRequest 

bmRequestType 

 

USBVAL wValue  

USBINDX wIndex  

USBLENG wLength  

 

本ビットの変更は、SuspendM=1、かつ UTMIクロックが発振された後に行ってください。 
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• CPUバスウェイト設定レジスタ（BUSWAIT） ＜アドレス：H'002＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

            BWAIT 

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 1 1 1 1 

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～4 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

3～0 BWAIT 

CPUバスアクセスウェイトの指定 

本コントローラに対するアクセスウェイト

数を指定 

0000：0ウェイト（アクセスサイクル 2）

  ：   ： 

0010：2ウェイト（アクセスサイクル 4）

  ：   ： 

0100：4ウェイト（アクセスサイクル 6）

  ：   ： 

1111：15ウェイト（アクセスサイクル 17）

（初期値） 

R/W R  

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） CPUアクセスウェイト指定ビット（BWAIT） 

本設定は、UTMIのインタフェースバス幅により異なります。 

本コントローラの H'04アドレス以降のレジスタへのアクセスサイクルには、以下のような制約があります。 
 

ウェイト制約：本コントローラのレジスタへの連続アクセスのサイクルは、66ns以上でなければならない 
 

本制約を満たすために、CPUクロックの周波数によりウェイト制御する必要があります。初期値は最大値（17

クロックサイクル）ですので、最適な設定値を選択してください。 

なお、本設定は、FIFOポートレジスタへのアクセスのウェイトと共通です。FIFOポートへの最大アクセスス

ピードは以下のとおりとなります。 

MBW="10"（32bit幅）：max 60MBytes/sec 

MBW="01"（16bit幅）：max 30MBytes/sec 

MBW="00"（8bit幅）：max 15MBytes/sec 
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（2） システムコンフィグレーションステータス 

• システムコンフィグレーションステータスレジスタ（SYSSTS0） ＜アドレス：H'004＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OVCMON            IDMON LNST 

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 0 0 

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～14 OVCMON 

OVRCR0A、OVCUR0B端子モニタ 

OVCUR0A、OVCUR0B端子の入力状態が表

示されます。 

00：OVCUR0A=Low、OVCUR0B=Low 

01：OVCUR0A=Low、OVCUR0B=High 

10：OVCUR0A=High、OVCUR0B=Low 

11：OVCUR0A=High、OVCUR0B=High 

R W  

13～3 何も配置されていません。"0"に固定してください。    

2 IDMON 

ID0端子ピンモニタ 

ID0端子の入力状態が表示されます。 

0：ID0=Low 

1：ID0=High 

R W  

1、0 LNST 

USBデータラインステータスモニタ

USBライン状態が表示されます。 

※ 詳細説明をご覧ください。 

R W  

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） OVCUR0A、OVCUR0B端子モニタビット（OVCMON） 

本コントローラは、本レジスタのビット 15に OVCUR0A端子の状態を、ビット 14に OVCUR0B端子の入力状

態を表示します。 
 

（b） ID0端子モニタビット（IDMON） 

本コントローラは、本ビットに ID0端子の入力状態を表示します。 
 

（c） ラインステータスモニタビット（LNST） 

表 14.10に本コントローラの USBデータバスラインステータスを示します。本コントローラは、SYSSTS0レジ

スタの LNSTビットに USBデータバスのラインステータス（D+ライン、および D-ライン）をモニタします。 

LNSTビットの参照は USBE=1設定後、アタッチ処理（DPRPU=1設定）以後に行ってください。 
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表 14.10 USBデータバスラインステータス表 

LNST [1] LNST [0] Full-Speed動作時 Hi-Speed動作時 Chirp動作時 

0 0 SE0 Squelch Squelch 

0 1 J State Unsquelch Chirp J 

1 0 K State Invalid Chirp K 

1 1 SE1 Invalid Invalid 

【記号説明】 

 Chirp：Hi-Speed動作許可の状態（HSE = 1）で、リセットハンドシェイクプロトコル実行中 

 Squelch：SE0、もしくは Idle状態 

 Unsquelch：Hi-Speed J State、もしくは Hi-Speed K State 

 Chirp J：Chirp J State 

 Chirp K：Chirp K State 

 



 

14. USB 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  14-75 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（3） USB信号制御 

• デバイスステートコントロールレジスタ（DVSTCTR0） ＜アドレス：H'008＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

     EXTLP0 VBOUT WKUP      RHST 

? ? ? ? ? 0 0 0 ? ? ? ? ? 0 0 0 

? ? ? ? ? - - 0 ? ? ? ? ? - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～11 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

10 EXTLP0 

EXTLP0端子出力制御 

EXTLP0端子に出力する状態を制御します。

0：EXTLP0 Low出力（初期値） 

1：EXTLP0 High出力 

R/W R  

9 VBOUT 

VBOUT0端子出力制御 

VBOUT0端子に出力する状態を制御します。

0：VBOUT0=Low出力（初期値） 

1：VBOUT0=High出力 

R/W R  

8 WKUP 

ウェイクアップ出力 

リモートウェイクアップ（レジューム信号出

力）禁止／許可を指定します。 

0：リモートウェイクアップ信号非出力 

1：リモートウェイクアップ信号出力 

R/W(1) R/W(0)  

7～3 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

2～0 RHST 

リセットハンドシェイク 

リセットハンドシェイクの状態を表示しま

す。 

※ 詳細説明をご覧ください。 

R W  

 

<< 備考 >> 

なし 
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（a） リモートウェイクアップ（レジューム信号出力）禁止／許可ビット（WKUP） 

本コントローラは USBバスにリモートウェイクアップ信号を出力します。 

本コントローラは、リモートウェイクアップ信号の出力時間を管理しています。ソフトウェアがWKUPビット

に"1"を設定すると、本コントローラは 10msの K-Stateを出力しその後WKUP=0にします。 

USB規格では、リモートウェイクアップ信号の送信までに最短 5msの USBバスアイドル状態を保持する必要

があります。このため、サスペンド状態を検出した直後にWKUP=1を書き込んでも、本コントローラは 2ms待っ

てから Kステートを出力します。 

WKUPビットへの"1"書き込みは、デバイスステートがサスペンド（DVSQ=1xx）でありかつ USBホストからリ

モートウェイクアップが許可されている場合にのみ行ってください。 

WKUPビットを"1"に設定する場合は、サスペンド中であっても内部クロックを停止しないでください（SCKE=1

の状態でWKUP=1を書き込んでください）。 
 

（b） リセットハンドシェイクステータスビット（RHST） 

本コントローラは Reset Handshakeの結果を本ビットに表示します。表 14.11に Reset Handshake結果一覧を示

します。 
 

表 14.11 USBデータバスラインステータス表 

バスの状態 RHSTビットの値 

Powered時 or Disconnect時 000 

ResetHandshake中 100 

Low-Speed接続時 - 

Full-Speed接続時 010 

Hi-Speed接続時 011 

 

HSE=1を設定している場合、本コントローラが USBバスリセットを検出すると、本ビットは"100"を示します。

その後、本コントローラが ChirpKを出力し、USBホストからの ChirpJKを 3回検出した時点で本ビットは"011"

を示します。ChirpK出力後、2.5ms以内に Hi-Speedに確定しなければ、本ビットは"010"を示します。 

HSE=0を設定している場合、本コントローラが USBバスリセットを検出すると、本ビットは"010"を示します。 

本コントローラが USBバスリセットを検出後、RHSTビットが"010"または"011"に確定した時点で、DVST割り

込みが発生します。 
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（4） テストモード 

• テストモードレジスタ（TESTMODE） ＜アドレス：H'00C＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

            UTST 

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 0 0 0 0 

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～4 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

3～0 UTST 

テストモード 

※ 詳細説明をご覧ください。 R/W R  

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） テストモードビット（UTST） 

本ビットに値を書き込むことにより、本コントローラは Hi-Speed動作時の USBテスト信号出力を行います。表

14.12に本コントローラのテストモード動作表を示します。 
 

表 14.12 テストモード動作表 

テストモード UTSTビット設定 

通常動作 0000 

Test_J 0001 

Test_K 0010 

Test_SE0_NAK 0011 

Test_Packet 0100 

Test_Force_Enable - 

Reserved 0101～0111 

 

Hi-Speed通信時の USBホストからの SetFeatureリクエストに従って本ビットを書き込んでください。 

本ビットに"0001～0100"を設定しているときには、本コントローラはサスペンド状態へ遷移しません。 
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（5） DMA-FIFOバスアクセス制御 

D0FBCFGレジスタは、DMA0-FIFOのバスアクセス制御を、D1FBCFGレジスタは、DMA1-FIFOのバスアクセ

ス制御を行うレジスタです。なお、DMA0-FIFOバスまたは DMA1-FIFOバスがローカルバスに接続される仕様の

場合には、本レジスタへの設定は無効となります。 
 

• DMA0-FIFOバスコンフィグレーションレジスタ（D0FBCFG） ＜アドレス：H'010＞ 

• DMA1-FIFOバスコンフィグレーションレジスタ（D1FBCFG） ＜アドレス：H'012＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

  DFACC        TENDE     

? ? 0 0 ? ? ? ? ? ? ? 0 ? ? ? ? 

? ? - - ? ? ? ? ? ? ? - ? ? ? ? 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15、14 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

13、12 DFACC 

DMAx-FIFOアクセスモード 

当該 FIFOポートのアクセスモードを指定 

00：サイクルスチルモード（初期値） 

01：16バイト連続アクセスモード 

10：32バイト連続アクセスモード 

11：無効 

R/W R  

11～5 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

4 TENDE 

TENDx_N信号許可 

TENDx_N信号の入力許可を行います。 

0：TENDx_N信号禁止 

1：TENDx_N信号許可 

R/W R  

3～0 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） DMA転送の FIFOアクセスモード選択ビット（DFACC） 

本ビットは、UCL_Dx_DREQ出力を使用して DMA転送行う場合の転送モードを指定します。 

ローカルバスに接続される仕様の場合には、本ビットへの書き込みは無効になります。 
 

（b） TENDx_N入力信号の許可ビット（TENDE） 

DMAによる FIFOライトアクセス時に TEND入力を有効にするかを決定します。 

ローカルバスに接続される仕様の場合には、本ビットへの書き込みは無効になります。 
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（6） FIFOポート 

• CFIFOポートレジスタ（CFIFO） ＜アドレス：H'014＞ 

• D0FIFOポートレジスタ（D0FIFO） ＜アドレス：H'018＞ 

• D1FIFOポートレジスタ（D1FIFO） ＜アドレス：H'01C＞ 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 

FIFOPORT(Low) 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

- - - - - - - - - - - - - - - - 

 

• CFIFOポートレジスタ（CFIFO） ＜アドレス：H'016＞ 

• D0FIFOポートレジスタ（D0FIFO） ＜アドレス：H'01A＞ 

• D1FIFOポートレジスタ（D1FIFO） ＜アドレス：H'01E＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

FIFOPORT(High) 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

- - - - - - - - - - - - - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

31～0 FIFOPORT 

FIFOポート 

本ビットにアクセススことにより、FIFOバッファ

からの受信データ読み出し、もしくは FIFOバッフ

ァへの送信データの書き込みを行います。 

R/W R/W  

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） FIFOポート制御 

本コントローラの送受信バッファメモリは FIFO構造（FIFOバッファ）となっています。FIFOバッファへのア

クセスは FIFOポートレジスタを使用してください。FIFOポートは CFIFOポート、D0FIFOポート、および D1FIFO

ポートの 3ポートがあります。各 FIFOポートは FIFOバッファへのデータ読み書きを行うポートレジスタ（CFIFO、

D0FIFO、および D1FIFO）、FIFOポートに割り当てるパイプを選択するレジスタ（CFIFOSEL、D0FIFOSEL、お

よび D1FIFOSEL）、コントロールレジスタ（CFIFOCTR、D0FIFOCTR、および D1FIFOCTR）で構成されます。 

各 FIFOポートには下記に示す特長があります。 

1. DCP用FIFOバッファへのアクセスはCFIFOポートを通して行ってください。 

2. DMA転送によるFIFOバッファアクセスは、DxFIFOポートを通して行ってください。 

3. CPUによるDxFIFOポートアクセスも可能です。 

4. FIFOポート固有の機能を使用する場合は、CURPIPEビットに設定するPIPE番号（選択パイプ）を変更できま

せん。（DMA関連端子への信号入出力など） 

5. FIFOポートを構成するレジスタ群は、他のFIFOポートに影響を与えることはありません。 
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6. 同一PIPEを別々のFIFOポートへ割り当てないでください。 

7. FIFOバッファの状態には、アクセス権がCPU側にある場合とSIE側にある場合の2種類があります。バッファ

メモリのアクセス権がSIE側にある場合は、CPUからのアクセスはできません。 

 

DMA0-FIFOバスがローカルバスに接続される設定の場合には、D0FIFOポートによるバッファメモリへの読み

書きはできません。DMA1-FIFOバスがローカルバスに接続される設定の場合も同様に D1FIFOポートは使用でき

ません。 
 

（b） FIFOポートビット（CFIFO、D0FIFO、および D1FIFO） 

ソフトウェアが本レジスタにアクセスを行うことにより、本コントローラは各選択レジスタ（CFIFOSEL、

D0FIFOSEL、または D1FIFOSEL）の CURPIPEビットに設定した PIPE番号に割り当てた FIFOバッファへのアク

セスを行います。 

本レジスタへのアクセスは、各コントロールレジスタ（CFIFOCTR、D0FIFOCTR、または D1FIFOCTR）の FRDY

ビットが"1"を示している（または本コントローラが UCL_Dx_DREQ出力をアサートしている）ときのみ可能です。 

本レジスタの有効ビットは、MBWビットの設定値、および、BIGENDビットの設定値により異なります。有効

ビットを、表 14.13～表 14.15に示します。 
 

表 14.13 32bitアクセス（MBW=10）時のエンディアン動作 

BIGEND ビット 31～ビット 24 ビット 23～ビット 16 ビット 15～ビット 8 ビット 7～ビット 0 

0 N+3アドレス N+2アドレス N+1アドレス N+0アドレス 

1 N+0アドレス N+1アドレス N+2アドレス N+3アドレス 

 

表 14.14 16bitアクセス（MBW=01）時のエンディアン動作 

BIGEND ビット 31～ビット 24 ビット 23～ビット 16 ビット 15～ビット 8 ビット 7～ビット 0 

0 書き込み：無効 

読み出し：禁止* 

奇数アドレス 偶数アドレス 

1 偶数アドレス 奇数アドレス 書き込み：無効 

読み出し：禁止* 

【注】 * 無効レジスタへのワードリードまたはバイトリードは禁止です。 

 

表 14.15 8bitアクセス（MBW=00）時のエンディアン動作 

BIGEND ビット 31～ビット 24 ビット 23～ビット 16 ビット 15～ビット 8 ビット 7～ビット 0 

0 書き込み：無効 

読み出し：禁止* 

書き込み：有効 

読み出し：有効 

1 書き込み：有効 

読み出し：有効 

書き込み：無効 

読み出し：無効* 

【注】 * 無効レジスタへのワードリードまたはバイトリードは禁止です。 
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• CFIFOポート選択レジスタ（CFIFOSEL） ＜アドレス：H'020＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

RCNT REW   MBW  BIGEND   ISEL  CURPIPE 

0 0 ? ? 0 0 ? 0 ? ? 0 ? 0 0 0 0 

- - ? ? - - ? - ? ? - ? - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15 RCNT 

リードカウントモード 

CFIFOCTRの DTLNの読み出しモードを指

定します。 

0：全受信データ読み出しで DTLNビット

クリア 

1：受信データ読み出しごとに DTLNビッ

トカウントダウン 

R/W R  

14 REW 

バッファポインタリワインド 

バッファポインタのリワインドを行う場合

に"1"を指定します。 

0：バッファポインタリワインドしない 

1：バッファポインタリワインドする 

R(0)/W R  

13、12 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

11、10 MBW 

CFIFOポートアクセスビット幅 

CFIFOポートへのアクセスビット幅を指定

します。 

00：8ビット幅 

01：16ビット幅 

10：32ビット幅 

11：設定禁止 

R/W R  

9 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

8 BIGEND 

FIFOポートエンディアン制御 

CFIFOポートのバイトエンディアンを指定

します。 

0：リトルエンディアン 

1：ビッグエンディアン 

R/W R  

7、6 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

5 ISEL 

DCP選択時の FIFOポートアクセス

方向 

CURPIPEビットにDCP選択時の FIFOポー

トアクセス方向を指定します。 

0：バッファメモリ読み出し選択 

1：バッファメモリ書き込み選択 

R/W R  

4 何も配置されていません。"0"に固定してください。 
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ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

3～0 CURPIPE 

FIFOポートアクセスパイプ指定 

CFIFOポートにアクセスするPIPE番号を指

定します。 

0000：DCP 

0001：PIPE1 

0010：PIPE2 

    

1000：PIPE8 

1001：PIPE9 

R/W R  

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） リードカウントモード（RCNT） 

本ビットに"0"を設定した場合、CURPIPEビットに指定した PIPE（指定 PIPE）に割り付けた FIFOバッファの

全受信データ読み出し終了時（ダブルバッファの場合は一面分の読み出し終了時）に、本コントローラは

CFIFOCTRレジスタの DTLNビットを"0"にクリアします。 

本ビットに"1"を設定した場合、指定 PIPEに割り付けた FIFOバッファから受信データ読み出しごとに、本コン

トローラは CFIFOCTRレジスタの DTLNビットをカウントダウンします。 
 

（b） バッファポインタリワインド（REW） 

指定 PIPEが受信方向の場合に、FIFOバッファの読み出し中に本ビットに"1"を設定すると、FIFOバッファの最

初のデータから読み出しを行うことができます（ダブルバッファの場合は読み出し中の一面の最初のデータから

の再読み出し可能状態になります）。 

REW=1設定と CURPIPEビットの設定変更を同時に行わないでください。 

REW=1設定を実行するときには、かならず FRDY=1であることを確認してから実施してください。 

送信方向の PIPEに対して FIFOバッファの最初のデータから書き込みをやり直す場合は、BCLRビットを使用

してください。 
 

（c） CFIFOポートアクセスビット幅（MBW） 

本ビットに CFIFOポートへのアクセスビット幅を設定してください。 

CURPIPEビットに指定した PIPEが受信方向の場合、本ビットを設定後読み出しを開始したときには、すべて

のデータの読み出しが完了するまでMBWビットの変更を行わないでください。 

また指定 PIPEが受信方向の場合、CURPIPEビットとMBWビットを同時に設定してください。 

指定 PIPEが送信方向の場合、バッファメモリへの書き込み処理実行中に 8bit幅から 16bit幅/32bit幅、または

16 bit幅から 32bit幅へのビット幅の切り替えは行えません。 

8bit/16bit幅の設定でも、バイトアクセス制御することにより、奇数バイトの書き込みは可能です。 
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（d） CFIFOポート バイトエンディアンを制御ビット（BIGEND） 

本ビットに CFIFOポートのバイトエンディアンを設定してください。 

詳細は、「（6）FIFOポート（b）FIFOポートビット（CFIFO、D0FIFO、および D1FIFO）」を参照してくだ

さい。 
 

（e） DCP選択時の FIFOポートアクセス方向指定ビット（ISEL） 

指定 PIPEが DCPのときに、本ビットを変更するときは、本ビットへの書き込み後、読み出しを行い、書き込

み値と読み出し値が一致することを確認してから、次の処理に進んでください。 

FIFOバッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した場合、それまでのアクセスを保持し、本ビット

の設定を書き戻し後、続けてアクセスすることができます。 

本ビットの設定は、CURPIPEビットの設定と同時に行ってください。 
 

（f） FIFOポートアクセスパイプ指定ビット（CURPIPE） 

CFIFOポート経由で、データの読み出しまたは書き込みを行いたい PIPE番号を設定してください。 

本ビットを変更するときは、本ビットへの書き込み後、読み出しを行い、書き込み値と読み出し値が一致する

ことを確認してから、次の処理に進んでください。 

CFIFOSELレジスタ、D0FIFOSELレジスタおよび D1FIFOSELレジスタの CURPIPEビットに同じ PIPEを設定

しないでください。 

FIFOバッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した場合、それまでのアクセスを保持し、本ビット

の書き戻し後、続けてアクセスすることができます。 
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• D0FIFOポート選択レジスタ（D0FIFOSEL） ＜アドレス：H'028＞ 

• D1FIFOポート選択レジスタ（D1FIFOSEL） ＜アドレス：H'02C＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

RCNT REW DCLR

M 

DREQ

E 

MBW  BIGEN

D 

    CURPIPE 

0 0 0 0 0 0 ? 0 ? ? ? ? 0 0 0 0 

- - - - - - ? - ? ? ? ? - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15 RCNT 

リードカウントモード 

Dx_FIFOCTR DTLNの読み出しモードを指

定します。 

0：全受信データ読み出しで DTLNビット

クリア 

1：受信データ読み出しごとに DTLNビッ

トカウントダウン 

R/W R  

14 REW 

バッファポインタリワインド 

バッファポインタのリワインドを行う場合

に"1"を指定します。 

0：バッファポインタリワインドしない 

1：バッファポインタリワインドする 

R(0)/W R  

13 DCLRM 

指定パイプのデータ読み出し後自動

バッファメモリクリアモード 

指定パイプのデータ読み出し後自動バッフ

ァメモリクリアの禁止／許可を指定します。

0：自動バッファクリアモード禁止 

1：自動バッファクリアモード許可 

R/W R  

12 DREQE 

UCL_Dx_DREQ信号出力許可 

UCL_Dx_DREQ信号出力禁止／許可を指定

します。 

0：出力禁止 

1：出力許可 

R/W R  

11、10 MBW 

FIFOポートアクセスビット幅 

FIFOポートアクセスビット幅を指定しま

す。 

00：8ビット幅 

01：16ビット幅 

10：32ビット幅 

11：設定禁止 

R/W R  

9 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

8 BIGEND 

FIFOポートエンディアン制御 

各 FIFOポートのバイトエンディアンを指定

します。 

0：リトルエンディアン 

1：ビッグエンディアン 

R/W R  

7～4 何も配置されていません。"0"に固定してください。 
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ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

3～0 CURPIPE 

FIFOポートアクセスパイプ指定 

0000：指定なし 

0001：PIPE1 

0010：PIPE2 

    

1000：PIPE8 

1001：PIPE9 

R/W R  

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） リードカウントモード（RCNT） 

本ビットに"0"を設定した場合、CURPIPEビットに指定した PIPE（指定 PIPE）に割り付けた FIFOバッファの

全受信データ読み出し終了時（ダブルバッファの場合は一面分の読み出し終了時）に、本コントローラは

DxFIFOCTRレジスタの DTLNビットを"0"にクリアします。 

本ビットに"1"を設定した場合、指定 PIPEに割り付けた FIFOバッファからの受信データ読み出しごとに、本コ

ントローラは DxFIFOCTRレジスタの DTLNビットをカウントダウンします。 

BFREビットに"1"を設定して DxFIFOにアクセスを行う場合は、本ビットに"0"を設定してください。 
 

（b） バッファポインタリワインド（REW） 

指定 PIPEが受信方向の場合に、FIFOバッファの読み出し中に本ビットに"1"を設定すると、FIFOバッファの最

初のデータから読み出しを行うことができます（ダブルバッファの場合は読み出し中の一面の最初のデータから

の再読み出し可能状態になります）。ソフトウェアが本ビットに"1"を書き込んだ後、本コントローラは本ビット

を"0"に戻します。 

REW=1設定と CURPIPEビットの設定変更を同時に行わないでください。 

REW=1設定を実行するときには、かならず FRDY=1であることを確認してから実施してください。 

BFREビットに"1"を設定して DxFIFOにアクセスを行う場合は、ショートパケットデータを読み出し終えた状

態で本ビットに"1"を設定しないでください。 

送信方向の PIPEに対して FIFOバッファの最初のデータから書き込みをやり直す場合は、BCLRビットを使用

してください。 
 

（c） 自動 FIFOバッファクリア禁止／許可ビット（DCLRM） 

指定 PIPEのデータ読み出し後自動 FIFOバッファクリアの禁止／許可を設定してください。本ビットに"1"を設

定した場合、指定 PIPEに割り当てた FIFOバッファが空の状態で Zero-Length packetを受信したとき、または

BFRE=1設定時にショートパケット受信しデータ読出しを完了時に、FIFOバッファへの BCLR=1処理を本コント

ローラが行います。 

BRDYM=1に設定して本コントローラを使用するときには、必ず本ビットに"0"を設定してください。 
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（d） UCL_Dx_DREQ出力禁止／許可ビット（DREQE） 

本ビットに、UCL_Dx_DREQ信号の出力禁止／許可を設定してください。 

UCL_Dx_DREQ信号の出力を許可する場合、CURPIPEビット設定後に本ビットに"1"を設定してください。 

CURPIPEビット設定を変更するときには、本ビットに"0"を設定した後で変更を行ってください。 
 

（e） DxFIFOポートアクセスビット幅（MBW） 

本ビットに DxFIFOポートへのアクセスビット幅を設定してください。 

詳細は、「（6）FIFOポート（c）CFIFOポートアクセスビット幅（MBW）」を参照してください。 
 

（f） DxFIFOポートバイトエンディアンを制御ビット（BIGEND） 

本ビットに DxFIFOポートのバイトエンディアンを設定してください。 

詳細は、「（6）FIFOポート（b）FIFOポートビット（CFIFO、D0FIFO、および D1FIFO）」を参照してくだ

さい。 

 

（g） FIFOポートアクセスパイプ指定ビット（CURPIPE） 

DxFIFOポート経由で、データの読み出しまたは書き込みを行いたい PIPE番号を設定してください。 

本ビットを変更するときは、本ビットへの書き込み後、読み出しを行い、書き込み値と読み出し値が一致する

ことを確認してから、次の処理に進んでください。 

CFIFOSELレジスタ、D0FIFOSELレジスタおよび D1FIFOSELレジスタの CURPIPEビットに同じ PIPEを設定

しないでください。 

FIFOバッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した場合、それまでのアクセスを保持し、本ビット

の書き戻し後、続けてアクセスすることができます。 
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• CFIFOポートコントロールレジスタ（CFIFOCTR） ＜アドレス：H'022＞ 

• D0FIFOポートコントロールレジスタ（D0FIFOCTR） ＜アドレス：H'02A＞ 

• D1FIFOポートコントロールレジスタ（D1FIFOCTR） ＜アドレス：H'02E＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

BVAL BCLR FRDY  DTLN 

0 0 0 ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

- - - ? - - - - - - - - - - - - 

 

ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15 BVAL 

バッファメモリ有効フラグ

CURPIPEに指定した PIPE（当該 PIPE）の CPU側の

FIFOバッファの書き込み終了時に"1"を指定します。 

0：無効 

1：書き込み終了 

R/ W(1) R/W  

14 BCLR 

CPUバッファクリア 

当該 PIPEの CPU側の FIFOバッファをクリアする場

合に"1"を指定します。 

0：無効 

1：CPU側バッファメモリクリア 

R(0)/ 

W(1) 

R  

13 FRDY 

FIFOポートレディ 

FIFOポートにアクセス可能かどうかが表示されます。

0：FIFOポートアクセス不可 

1：FIFOポートアクセス可能 

R W  

12 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

11～0 DTLN 

受信データ長 

受信データ長が表示されます。 R W  

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） バッファメモリ有効フラグ（BVAL） 

CURPIPEビットに指定した PIPE（指定 PIPE）が送信方向のとき、以下の場合に本ビットに"1"を設定してくだ

さい。本コントローラは CPU側の FIFOバッファを SIE側にし、送信可能状態にします。 

1. ショートパケットの送信を行いたいとき、データ書き込み終了時に本ビットに"1"を設定 

2. Zero-Lengthパケットの送信を行いたいとき、FIFOへデータを書き込む前に本ビットに"1"を設定 

3. 連続転送モードのPIPEに対して、MaxPacketSizeの自然数倍かつBufferSize未満のデータ書き込み後に本ビッ

トに"1"を設定 

連続転送モードの PIPEに対してMaxPacketSize分のデータを書き込むと、本コントローラが本ビットを"1"にし、

CPU側の FIFOバッファを SIE側にして、送信可能状態にします。 

本ビットへの"1"書き込みは、本コントローラが FRDY=1を示しているときに実施してください。 

指定 PIPEが受信方向のときには、本ビットへの"1"書き込みを行わないでください。 
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（b） CPUバッファクリアビット（BCLR） 

本ビットに"1"を設定すると、本コントローラは指定 PIPEにアサインされている FIFOバッファのうち、CPU側

の FIFOバッファをクリアします。 

指定 PIPEにアサインされている FIFOバッファがダブルバッファ設定の場合で、両面ともに読み出し可能状態

である場合でも、本コントローラは片面の FIFOバッファのみをクリアします。 

指定 PIPEが DCPの場合は、FIFOバッファが CPU側、SIE側にかかわらず、BCLR=1設定により本コントロー

ラは FIFOバッファをクリアします。SIE側のバッファをクリアするときには、DCPの PIDビットを必ず NAKに

設定した後で BCLR=1を行ってください。 

指定 PIPEが送信方向の場合、BVALビットと BCLRビットへ同時に"1"を書き込んだ場合には、本コントロー

ラはそれ以前に書き込んだデータをクリアし、Zero-Lengthパケットを送信可能な状態にします。 

指定 PIPEが DCP以外の場合、本ビットへの"1"書き込みは、本コントローラが FRDY=1を示しているときに実

施してください。 
 

（c） FIFOポートレディビット（FRDY） 

CPU（DMAC）からの FIFOポートへのアクセス可否を、本コントローラが本ビットに表示します。 

以下の場合には、本コントローラは"FRDY=1"を表示しますが、読み出すべきデータがないため FIFOポートか

らのデータ読み出しはできません。これらのケースでは、BCLR=1を設定して FIFOバッファのクリアを行い、次

のデータ送受信を行える状態にしてください。 

1. 指定PIPEにアサインされているFIFOバッファが空の状態でZero-Lengthパケット受信した場合。 

2. BFRE=1設定時に、ショートパケットを受信し、データ読み出しを完了したとき。 

 

（d） 受信データ長ビット（DTLN） 

本コントローラは、本ビットに受信データ長を表示します。FIFOバッファ読み出し中の本ビットの値は、RCNT

ビットの設定値によって以下のように異なります。 

1. RCNT=0設定時 

CPU（DMAC）がFIFOバッファ1面分の受信データを読み出し完了するまで、本コントローラは受信データ

長を本ビットに表示します。 

BFRE=1設定時には、読み出しが完了してもBCLR=1を行うまでは本コントローラは受信データ長を保持します。 

2. RCNT=1設定時 

読み出しごとに本コントローラはDTLNビットの表示をダウンカウントします。 

（MBW=0設定時は-1、MBW=1設定時は-2ずつダウンカウント） 

1面分の FIFOバッファ読み出し完了時に、本コントローラは DTLN=0を表示します。ただし、ダブルバッファ

設定時かつ FIFOバッファ 1面分の受信データの読み出しを完了する前にもう 1面分の FIFOバッファに受信完了

した場合は、先の 1面分の読み出し完了時に後の 1面分の受信データ長を DTLNビットに表示します。 

RCNT=1設定時に、FIFOバッファ読み出し途中で本ビットの値を読み出す時には、FIFOポートへのリードサ

イクル後 150ns後までに本コントローラは本ビットの更新値を表示します。 
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（7） 割り込み許可 

• 割り込み許可レジスタ0（INTENB0） ＜アドレス：H'030＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

VBSE RSME SOFE DVSE CTRE BEMPENRDYE BRDYE         

0 0 0 0 0 0 0 0 ? ? ? ? ? ? ? ? 

- - - - - - - - ? ? ? ? ? ? ? ? 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15 VBSE 

VBUS割り込み許可 

VBINT割り込み検出時の INT_Nアサートの

禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

R/W R  

14 RSME 

レジューム割り込み許可 

RESM割り込み検出時の INT_Nアサートの

禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

R/W R  

13 SOFE 

フレーム番号更新割り込み許可 

SOF割り込み検出時の INT_Nアサートの禁

止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

R/W R  

12 DVSE 

デバイスステート遷移割り込み許可 

DVST割り込み検出時の INT_Nアサートの

禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

R/W R  

11 CTRE 

コントロール転送ステージ遷移割り

込み許可 

CTRT割り込み検出時の INT_Nアサートの

禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

R/W R  

10 BEMPE 

バッファエンプティ割り込み許可 

BEMP割り込み検出時の INT_Nアサートの

禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

R/W R  

9 NRDYE 

バッファノットレディ応答割り込み

許可 

NRDY割り込み検出時の INT_Nアサートの

禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

R/W R  

8 BRDYE 

バッファレディ割り込み許可 

BRDY割り込み検出時の INT_Nアサートの

禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

R/W R  

7～0 何も配置されていません。"0"に固定してください。 
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• BRDY割り込み許可レジスタ（BRDYENB） ＜アドレス：H'036＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

      PIPEBRDYE 

? ? ? ? ? ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

? ? ? ? ? ? - - - - - - - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～10 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

9～0 PIPEBRDYE 

各パイプの BRDY割り込み許可 

各パイプの BRDY割り込み検出時に BRDY

ビットを"1"にするかどうかの禁止／許可を

指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

R/W R  

 

<< 備考 >> 

* ビット番号がパイプ番号に該当します。 
 

（a） 各パイプの BRDY割り込み許可ビット（PIPEBRDYE） 

ソフトウェアが本レジスタに"1"を設定した PIPEに対して、本コントローラが BRDY割り込みを検出した場合

に、本コントローラは BRDYSTSレジスタの PIPEBRDYビットの対応するビットに"1"を表示し、INTSTS0レジス

タの BRDYビットに"1"を表示し、INT_N端子から割り込みをアサートします。 

BRDYSTSレジスタの PIPEBRDYビットの少なくともひとつのビットが"1"を示している状態で、ソフトウェア

が本レジスタの対応する割り込み許可ビットを"0"から"1"に変更すれば、本コントローラは INT_N端子から割り

込みをアサートします。 
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• NRDY割り込み許可レジスタ（NRDYENB） ＜アドレス：H'038＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

      PIPENRDYE 

? ? ? ? ? ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

? ? ? ? ? ? - - - - - - - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～10 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

9～0 PIPENRDYE 

各パイプの NRDY割り込み許可 

各パイプの NRDY割り込み検出時に NRDY

ビットを"1"にするかどうかの禁止／許可を

指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

R/W R  

 

<< 備考 >> 

* ビット番号がパイプ番号に該当します。 
 

（a） 各パイプの NRDY割り込み許可ビット（PIPENRDYE） 

ソフトウェアが本レジスタに"1"を設定した PIPEに対して、本コントローラが NRDY割り込みを検出した場合

に、本コントローラは NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビットの対応するビットに"1"を表示し、INTSTS0レジ

スタの NRDYビットに"1"を表示し、INT_N端子から割り込みをアサートします。 

NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビットの少なくともひとつのビットが"1"を示している状態で、ソフトウェア

が本レジスタの対応する割り込み許可ビットを"0"から"1"に変更すれば、本コントローラは INT_N端子から割り

込みをアサートします。 
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• BEMP割り込み許可レジスタ（BEMPENB） ＜アドレス：H'03A＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

      PIPEBEMPE 

? ? ? ? ? ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

? ? ? ? ? ? - - - - - - - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～10 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

9～0 PIPEBEMPE 

各パイプの BEMP割り込み許可 

各パイプの BEMP割り込み検出時に BEMP

ビットを"1"にするかどうかの禁止／許可を

指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

R/W R  

 

<< 備考 >> 

* ビット番号がパイプ番号に該当します。 
 

（a） 各パイプの BEMP割り込み許可ビット（PIPEBEMPE） 

ソフトウェアが本レジスタに"1"を設定した PIPEに対して、本コントローラが BEMP割り込みを検出した場合

に、本コントローラは BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットの対応するビットに"1"を表示し、INTSTS0レジス

タの BEMPビットに"1"を表示し、INT_N端子から割り込みをアサートします。 

BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットの少なくともひとつのビットが"1"を示している状態で、ソフトウェア

が本レジスタの対応する割り込み許可ビットを"0"から"1"に変更すれば、本コントローラは INT_N端子から割り

込みをアサートします。 
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（8） SOF制御レジスタ 

• SOFピンコンフィグレーションレジスタ（SOFCFG） ＜アドレス：H'03C＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

         BRDY

M 

INTL EDGES

TS 

SOFM   

? ? ? ? ? ? ? ? ? 0 0 0 0 0 ? ? 

? ? ? ? ? ? ? ? ? - - - - - ? ? 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～7 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

6 BRDYM 

PIPEBRDY割り込みステータスクリ

アタイミング設定 

PIPEBRDY割り込みステータスをクリアす

るタイミングを指定します。 

0：ソフトウェアがステータスをクリア 

1：FIFOバッファの読み出しまたは FIFO

バッファへの書き込み動作によりハー

ドウェアがステータスをクリア 

R/W R  

5 INTL 

割り込み出力センス設定 

INT_N端子の割り込み出力センスを指定し

ます。 

0：エッジセンス 

1：レベルセンス 

R/W R  

4 EDGESTS 

割り込みエッジ処理ステータス 

割り込みエッジ処理ステータスが表示され

ます。 

0：割り込みエッジ動作していない 

1：割り込みエッジ動作中 

R/W R  

3、2 SOFM 

SOF端子機能設定 

SOFパルス出力モードを選択します 

00：SOF出力禁止 

01：1ms単位で SOF出力 

10：125μs単位でμSOF出力 

11：Reserved 

R/W R  

1、0 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

 

<< 備考 >> 

* BRDYM=1を設定する場合は、INTL=1（レベルセンス）を設定してください。 

* INTL=0を設定時に、割り込みステータスをクリア後、システムクロックを停止する（SCKE=0を設定）場

合は、EDGESTS=0を確認した後で、SCKE=0を書き込んでください。 
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（9） 割り込みステータス 

• 割り込みステータスレジスタ0（INTSTS0） ＜アドレス：H'040＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

VBINT RESM SOFR DVST CTRT BEMP NRDY BRDY VBSTS DVSQ VALID CTSQ 

0 0 0 0 0 0 0 0 ? 0 0 0 0 0 0 0 

- - - 1 - - - - - 0 0 1 - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15 VBINT 

VBUS変化検出割り込みステータス

VBUS変化検出割り込みステータスが表示

されます。 

0：VBUS割り込み非発生 

1：VBUS割り込み発生 

R/W(0) W  

14 RESM 

レジューム割り込みステータス 

レジューム検出割り込みステータスが表示

されます。 

0：レジューム割り込み非発生 

1：レジューム割り込み発生 

R/W(0) W  

13 SOFR 

フレーム番号更新割り込みステータ

ス 

フレーム番号更新割り込みステータスが表

示されます。 

0：SOF割り込み非発生 

1：SOF割り込み発生 

R/W(0) W  

12 DVST 

デバイスステート遷移割り込みステ

ータス 

デバイスステート遷移割り込みが表示され

ます。 

ステータス 

0：デバイスステート遷移遷移割り込み非

発生 

1：デバイスステート遷移遷移割り込み発

生 

R/W(0) W  

11 CTRT 

コントロール転送ステージ遷移割り

込みステータス 

コントロール転送ステージ遷移割り込みス

テータスが表示されます。 

ステータス 

0：コントロール転送ステージ遷移割り込

み非発生 

1：コントロール転送ステージ遷移割り込

み発生 

R/W(0) W  

10 BEMP 

BEMP割り込みステータス 

BEMP割り込みステータスが表示されます。

0：BEMP割り込み非発生 

1：BEMP割り込み発生 

R W  

9 NRDY 

NRDY割り込みステータス 

NRDY割り込みステータスが表示されます。

0：NRDY割り込み非発生 

1：NRDY割り込み発生 

R W  
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ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

8 BRDY 

BRDY割り込みステータス 

BRDY割り込みステータスが表示されます。

0：BRDY割り込み非発生 

1：BRDY割り込み発生 

R W  

7 VBSTS 

VBUS入力ステータス 

VBUS端子の入力状態が表示されます。 

0：VBUS端子が"L"レベル 

1：VBUS端子が"H"レベル 

R W  

6～4 DVSQ 

デバイスステート 

デバイスステートが表示されます。 

000：Poweredステート 

001：Defaultステート 

010：Addressステート 

011：Configuredステート 

1xx：Suspendedステート 

R W  

3 VALID 

USBリクエスト受信 

USBリクエスト受信検出有無が表示されま

す。 

0：未検出 

1：セットアップパケット受信 

R/W(0) W  

2～0 CTSQ 

コントロール転送ステージ 

コントロール転送ステージが表示されます。

000：アイドルまたはセットアップステー

ジ 

001：コントロールリードデータステージ

010：コントロールリードステータスステ

ージ 

011：コントロールライトデータステージ

100：コントロールライトステータスステ

ージ 

101：コントロールライト（NoData）ステ

ータスステージ 

110：コントロール転送シーケンスエラー

111：Reserved 

R W  
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<< 備考 >> 

* VBINTビット、RESMビット、SOFRビット、DVSTビット、または CTRTビットが示すステータスをクリア

する場合は、クリアしたいビットのみに"0"を、他のビットには"1"を書き込んでください。"0"を示しているス

テータスビットへの"0"書き込みを行わないでください。 

* 本コントローラは本レジスタの VBINTビット、RESMビットが示すステータス変化をクロック停止中

（SCKE=0）でも検出し、対応する割り込みが許可されていれば割り込みを通知します。ソフトウェアによる

ステータスのクリアはクロック許可後に行ってください。 
 

（a） VBUS変化割り込みステータスビット（VBINT） 

本コントローラが VBUS端子入力値の変化（Highから Lowへの変化、および Lowから Highへの変化）を検出

したときに、本ビットに"1"を表示します。本コントローラは VBUS端子の入力値を、VBSTSビットに表示しま

す。VBINT割り込み発生時は、ソフトウェアで VBSTSビット読み出しの数度一致を行い、チャタリング除去を

実施してください。 
 

（b） レジューム割り込みステータスビット（RESM） 

本コントローラが Suspend状態（DVSQ=1XX）であり、かつ、DP端子の立ち下がりを検出したときに、本ビッ

トに"1"を表示します。 
 

（c） フレーム番号更新割り込みステータスビット（SOFR） 

本コントローラが本ビットに"1"を表示する条件は、以下のとおりです。 
 

（d） デバイスステート遷移割り込みステータスビット（DVST） 

本コントローラがデバイスステートの変化を検出したときに、本コントローラは DVSQの値を更新し、本ビッ

トに"1"を表示します。 

本割り込みが発生したときには、本コントローラが次のデバイスステートステート遷移を検出する前に、ステ

ータスクリアを実施してください。 
 

（e） コントロール転送ステージ遷移割り込みステータスビット（CTRT） 

本コントローラがコントロール転送のステージ遷移を検出したときに、本コントローラは CTSQの値を更新し、

本ビットに"1"を表示します。 

本割り込みが発生したときには、本コントローラがコントロール転送の次のステージ遷移を検出するまでに、

ステータスクリアを実施してください。 
 

（f） バッファエンプティ割り込みステータスビット（BEMP） 

BEMPENBレジスタの PIPEBEMPEビットに"1"を設定した PIPEに対応する BEMPSTSレジスタの PIPEBEMP

ビットのうち、少なくともひとつが"1"の状態になったとき（ソフトウェアが BEMP割り込み通知を許可した PIPE

のうち少なくともひとつに対し本コントローラが BEMP割り込み状態を検出したとき）に、本コントローラは本

割り込みステータスに"1"を表示します。 

PIPEBEMPステータスのアサート条件は、PIPEBEMPレジスタを参照ください。 

ソフトウェアが、PIPEBEMPEビットで許可を設定している PIPEに対応する PIPEBEMPビットすべてに"0"を書
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き込むと、本コントローラは本ビットを"0"にクリアします。 

ソフトウェアが本ビットに対して"0"を書き込んでも、本ビットの"0"クリアを行うことはできません。 
 

（g） バッファノットレディ割り込みステータスビット（NRDY） 

NRDYENBレジスタの PIPENRDYEビットに"1"を設定した PIPEに対応するBNRDYSTSレジスタの PIPENRDY

ビットのうち、少なくともひとつが"1"の状態になったとき（ソフトウェアが NRDY割り込み通知を許可した PIPE

のうち少なくともひとつに対し本コントローラが NRDY割り込み状態を検出したとき）に、本コントローラは本

割り込みステータスに"1"を表示します。 

PIPENRDYステータスのアサート条件は、PIPENRDYレジスタを参照ください。 

ソフトウェアが、PIPENRDYEビットで許可を設定している PIPEに対応する PIPENRDYビットのすべてに"0"

を書き込むと、本コントローラは本ビットを"0"にクリアします。 

ソフトウェアが本ビットに対して"0"を書き込んでも、本ビットの"0"クリアを行うことはできません。 
 

（h） バッファレディ割り込みステータスビット（BRDY） 

BRDYENBレジスタの PIPEBRDYEビットに"1"を設定した PIPEに対応する BRDYSTSレジスタの PIPEBRDY

ビットのうち、少なくともひとつが"1"の状態になったとき（ソフトウェアが BRDY割り込み通知を許可した PIPE

のうち少なくともひとつに対し本コントローラが BRDY割り込み状態を検出したとき）に、本コントローラは本

割り込みステータスに"1"を表示します。 

PIPEBRDYステータスのアサート条件は、PIPEBRDYレジスタを参照ください。 

ソフトウェアが、PIPEBRDYEビットで許可を設定している PIPEに対応する PIPEBRDYビットのすべてに"0"

を書き込むと、本コントローラは本ビットを"0"にクリアします。 

ソフトウェアが本ビットに対して"0"を書き込んでも、本ビットの"0"クリアを行うことはできません。 
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• BRDY割り込みステータスレジスタ（BRDYSTS） ＜アドレス：H'046＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

      PIPEBRDY 

? ? ? ? ? ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

? ? ? ? ? ? - - - - - - - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～10 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

9～0 PIPEBRDY 

各パイプの BRDY割り込みステータ

ス 

各パイプの BRDY割り込みステータスが表

示されます。 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

R/W(0) W  

 

<< 備考 >> 

* ビット番号がパイプ番号に該当します。 

* "BRDYM=0"の設定の場合、本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビ

ットのみに"0"を、他のビットには"1"を書き込んでください。 

* "BRDYM=0"の設定の場合、本割り込みのクリアは、必ず FIFOアクセスを行う前に実施してください。 
 

（a） 各パイプの BRDY割り込みステータスビット（PIPEBRDY） 

本コントローラがある PIPEに対して BRDY割り込みを検出した場合に、本コントローラは BRDYSTSレジス

タの PIPEBRDYビットの対応するビットに"1"を表示します。このとき、ソフトウェアによって BRDYENBレジ

スタの対応するビットに"1"が設定されている場合、本コントローラは INTSTS0レジスタの BDYビットに"1"を表

示し、INT_N端子から割り込みをアサートします。 

BRDY割り込みは、BRDYMビットおよび各 PIPEの BFREビットの設定により、発生条件およびクリア方法が

異なります。 

• BRDYM=0かつBFRE=0設定時 

この設定の場合、BRDY割り込みは FIFOポートにアクセス可能になったことを示す割り込みになります。 

本コントローラは、下記に示す条件の場合に、内部 BRDY割り込み要求トリガを発生させ、要求トリガー発生

PIPEに対応する PIPEBRDYビットに"1"を表示します。 
 

1. 送信方向に設定したPIPEの場合 

（a）ソフトウェアがDIRビットを"0"から"1"に変更したとき 

（b）当該PIPEに割り付けたFIFOバッファへのCPUからの書き込みが不可状態のとき（BSTSビット読み出し

値が"0"のとき）に、本コントローラが当該PIPEのパケット送信を完了したとき。 

連続送受信モードに設定した場合には、FIFOバッファ一面分のデータの送信完了時に要求トリガが発

生します。 

（c）FIFOバッファをダブルバッファに設定しているときで、FIFOバッファ書き込み完了時にもう一方のFIFO

バッファが空であったとき 
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FIFOバッファ書き込み中にもう一方が送信完了になっても、現在書き込み中の面が書き込み完了になる

までは要求トリガは発生しません。 

（d）転送TYPEがIsochronousのPIPEにおいて、ハードウェアによるバッファフラッシュが発生したとき 

（e）ACLRMビットに"1"を書き込むことより、FIFOバッファが書き込み不可状態から書き込み可能状態にな

ったとき 

 

DCPに対しては（すなわち、コントロール転送でのデータ送信においては）要求トリガは発生しません。 
 

2. 受信方向に設定したPIPEの場合 

（a）当該PIPEに割り付けたFIFOバッファへのCPUからの読み出しが不可状態のとき（BSTSビット読み出し

値が"0"のとき）に、パケット受信が正常に完了し、FIFOバッファが読み出し可能状態になったとき。 

データPIDミスマッチのトランザクションに対しては要求トリガは発生しません。 

連続送受信モードの場合には、MaxPacketSizeのデータサイズで、かつまだバッファに空きがある場合

には要求トリガは発生しません。 

ショートパケットを受信した場合には、FIFOバッファに空きがあっても要求トリガは発生します。 

トランザクションカウンタを使用している場合には、設定値分のパケットを受信時に要求トリガは発生

します。 

このとき、FIFOバッファにまだ空きがあっても要求トリガは発生します。 

（b）FIFOバッファをダブルバッファに設定しているときで、FIFOバッファ読出し完了時にもう一方のFIFO

バッファも読出し可能状態であったとき 

読み出し中にもう一方が受信完了しても、現在読み出し中の面が読出し完了になるまで要求トリガは

発生しません。 

 

コントロール転送のステータスステージでの通信では本割り込みは発生しません。 

ソフトウェアは、本ビットの該当 PIPEに対応するビットに"0"を書き込むことにより、該当 PIPEの PIPEBRDY

割り込みステータスを"0"にクリアすることができます。このとき、他の PIPEに対応するビットには"1"を書き込

んでください。 

本割り込みステータスのクリアは、必ず FIFOバッファへのアクセスを行う前に実施してください。 

• BRDYM=0かつBFRE=1設定時 

この設定の場合、本モジュールは、受信パイプにおいて 1トランスファ分の全データを読み出し完了時に、BRDY

割り込み発生と判断し、当該パイプに対応する PIPEBRDYビットに"1"を表示します。 

本コントローラは、以下のいずれかのときに 1トランスファにおける最後のデータを受信したと判定します。 

1. Zero-Lengthパケットを含むショートパケットを受信したとき 

2. トランザクションカウンタ（TRNCNTビット）を使用し、TRNCNTビット設定値分のパケットを受信したと

き 
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前出 1.、2.の判定条件を満たした後、そのデータの読み出しが完了したときに、本コントローラは 1トランスフ

ァ分の全データ読み出し完了と判断します。 

FIFOバッファが空の状態で Zero-Lengthパケット受信した場合は、Zero-Lengthパケットデータが CPU側へトグ

ルされた時点で、本コントローラは 1トランスファ分の全データ読み出し完了と判断します。 

この場合、次のトランスファを開始するためには、対応する FIFOCTRレジスタの BCLRビットにソフトウェア

で"1"を書き込んでください。 

本設定の場合には、本コントローラは送信 PIPEに対して BRDY割り込みを検出しません。 

ソフトウェアは、本ビットの該当 PIPEに対応するビットに"0"を書き込むことにより、該当 PIPEの PIPEBRDY

割り込みステータスを"0"にクリアすることができます。このとき、他の PIPEに対応するビットには"1"を書き込

んでください。 

本モードを使用するときには、トランスファ分の処理を終了するまで BFREビットの設定値を変更しないでく

ださい。 

途中で BFREビットを変更する場合には、ACLRMビットにより対応する PIPEの FIFOバッファをすべてクリ

アしてください。 

• BRDYM=1かつBFRE=0設定時 

この設定の場合、本ビットの値は各 PIPEの BSTSビットに連動します。すなわち、BRDY割り込みステータス

は FIFOバッファの状態によって本コントローラが"1"、"0"を表示します。 
 

1. 送信方向に設定したPIPEの場合 

FIFOポートにデータが書き込み可能な状態であれば"1"を表示し、書き込み不可の状態になれば"0"を表示し

ます。 

ただしDCPの送信PIPEが書き込み可能であっても、BRDY割り込みはアサートされません。 

2. 受信方向に設定したPIPEの場合 

FIFOポートにデータが読出し可能な状態であれば"1"を表示し、すべてのデータを読み出したら（読出し不可

の状態になったら）"0"を表示します。 

FIFOバッファが空でZero-Lengthパケットを受信した場合、ソフトウェアがBCLR=1を書き込むまで該当ビッ

トには"1"が表示されBRDY割り込みはアサートされ続けます。 

 

本設定時、ソフトウェアは、本ビットの"0"クリアを行うことはできません。 

BRDYM=1設定時は、BFREビットは必ずすべて（全 PIPE）"0"に設定してください。 

BRDYM=1設定時は、INTLビットは必ず"1"（レベル制御）に設定してください。 
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• NRDY割り込みステータスレジスタ（NRDYSTS） ＜アドレス：H'048＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

      PIPENRDY 

? ? ? ? ? ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

? ? ? ? ? ? - - - - - - - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15-10 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

9-0 PIPENRDY 

各パイプの NRDY割り込みステータ

ス 

各パイプの NRDY割り込みステータスが表

示されます。 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

R/W(0) W  

 

<< 備考 >> 

* ビット番号がパイプ番号に該当します。 

* 本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットのみに"0"を、他のビッ

トには"1"を書き込んでください。 
 

（a） 各パイプの NRDY割り込みステータスビット（PIPENRDY） 

ソフトウェアが PID=BUFに設定した PIPEに対して、本コントローラが内部 NRDY割り込み要求を発生させた

場合に、本コントローラは NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビットの対応するビットに"1"を表示します。このと

き、ソフトウェアによって NRDYENBレジスタの対応するビットに"1"が設定されている場合、本コントローラは

INTSTS0レジスタの NRDYビットに"1"を表示し、INT_N端子から割り込みをアサートします。 

本コントローラが、ある PIPEに対して内部 NRDY割り込み要求を発生させる条件を以下に述べます。 

コントロール転送ステータスステージ実行時は割り込み要求を発生させません。 
 

1. 送信方向PIPEの場合 

（a）FIFOバッファに送信データがない状態でIN Tokenを受信したとき 

IN Token受信時に本コントローラはNRDY割り込み要求を発生させPIPENRDYビットに"1"を表示しま

す。 

割り込み発生PIPEの転送TYPEがIsochronousの場合、本コントローラはZero-Lengthパケットを送信し、

OVRNビットに"1"を表示します。 

2. 受信方向PIPEの場合 

（a）FIFOバッファに空きがない状態でOUTトークンを受信したとき 

割り込み発生PIPEの転送TYPEがIsochronousの場合、OUTトークン受信時に本コントローラはNRDY割

り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに"1"を表示し、OVRNビットに"1"を表示します。 

割り込み発生PIPEの転送TYPEがIsochronous以外の場合、本コントローラは、OUTトークンに続くデー

タ受信後NAK Handshakeを送信するときにNRDY割り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに"1"を表

示します。 
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ただし、再送時（DATA-PIDミスマッチ発生時）には、NRDY割り込み要求を発生させません。 

また、DATAパケットにエラーがある場合にも、発生させません。 

（b）FIFOバッファに空きがない状態でPINGトークンを受信したとき 

PINGトークン受信時に本コントローラはNRDY割り込み要求を発生させPIPENRDYビットに"1"を表示

します。 

（c）転送TYPEがIsochronousのPIPEにおいて、インターバルフレーム内に正常受信されなかったとき 

SOF受信のタイミングで本コントローラは、NRDY割り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに"1"

を表示します。 
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• BEMP割り込みステータスレジスタ（BEMPSTS） ＜アドレス：H'04A＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

      PIPEBEMP 

? ? ? ? ? ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

? ? ? ? ? ? - - - - - - - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15-10 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

9-0 PIPENRDY 

各パイプの BEMP割り込みステータ

ス 

各パイプの BEMP割り込みステータスが表

示されます。 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

R/W(0) W  

 

<< 備考 >> 

* ビット番号がパイプ番号に該当します。 

* 本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットのみに"0"を、他のビッ

トには"1"を書き込んでください。 
 

（a） 各パイプの BEMP割り込みステータスビット（PIPEBEMP） 

ソフトウェアが PID=BUFに設定した PIPEに対して、本コントローラが、BEMP割り込みを検出した場合に、

本コントローラは BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットの対応するビットに"1"を表示します。このとき、ソフ

トウェアによって BEMPENBレジスタの対応するビットに"1"が設定されている場合、本コントローラは INTSTS0

レジスタの BEMPビットに"1"を表示し、INT_N端子から割り込みをアサートします。 
 

以下の場合に、本コントローラは内部 BEMP割り込み要求を発生させます。 

1. 送信方向PIPEにおいて、送信完了時（Zero-Lengthパケットの送信時を含む）に、対応するPIPEのFIFOバッフ

ァが空のとき。 

シングルバッファ設定時は、DCP以外のPIPEに対してはBRDY割り込みと同時に内部BEMP割り込み要求を発

生させます。 

ただし、以下の場合は内部BEMP割り込み要求を発生させません。 

（a）ダブルバッファ設定時に、1面分のデータ送信完了時にソフトウェア（DMAC）がCPU側のFIFOバッフ

ァに対する書き込みを開始している場合 

（b）ACLRMビットまたはBCLRビットに"1"を書き込むことによるバッファクリア（エンプティ）をしてい

る場合 

（c）コントロール転送StatusステージのIN転送（Zero-Lengthパケット送信）時 

2. 受信方向PIPEの場合 

MaxPacketSizeの設定値より大きなデータサイズを正常受信したとき 

この場合、本コントローラは、BEMP割り込み要求を発生させ、PIPEBEMPビットの対応するビットに"1"を

表示し、受信データを破棄し、対応するPIPEのPIDビットをSTALL (11)に変更します。 
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このとき本コントローラは、STALL応答を行います。 

ただし、以下の場合は内部BEMP割り込み要求を発生させません。 

（a）受信データにCRCエラー、またはビットスタッフィングエラー等を検出したとき 

（b）SETUPトランザクション実行時 

 

本ビットに"0"を書き込むことにより、ステータスをクリアすることができます。 

本ビットに"1"を書き込んでも、値に影響しません。 
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（10） フレーム番号レジスタ 

• フレームナンバレジスタ（FRMNUM） ＜アドレス：H'04C＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OVRN CRCE    FRNM 

0 0 ? ? ? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

- - ? ? ? - - - - - - - - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15 OVRN 

オーバラン／アンダラン検出ステー

タス 

Isochronous転送を行っている PIPEに対す

るオーバラン／アンダランエラー検出の有

無が表示されます。 

0：エラーなし 

1：エラー発生 

R/W(0) W  

14 CRCE 

CRCエラー検出ステータス 

Isochronous転送を行っている PIPEに対す

る CRCエラー検出ステータスが表示されま

す。 

0：エラーなし 

1：エラー発生 

R/W(0) W  

13～11 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

10～0 FRNM 

フレーム番号 

最新のフレーム番号が表示されます。 R W  

 

<< 備考 >> 

* OVRNビットはデバッグ用のビットです。システムとしてはオーバラン・アンダランが発生しないようにタ

イミング設計を行ってください。 
 

（a） オーバラン／アンダラン検出ステータスビット（OVRN） 

転送 TYPEが Isochronousの PIPEにおいて、本コントローラがオーバランまたはアンダランを検出したときに、

本ビットに"1"を表示します。 

オーバランまたはアンダラン検出時には、本コントローラは内部 NRDY割り込み要求を発生させます。詳細は、

「（9）割り込みステータス（a）各パイプの BRDY割り込みステータスビット（PIPEBRDY）」を参照してくだ

さい。 

ソフトウェアは、本ビットに"0"を書き込むことにより、本ビットを"0"にクリアすることができます。このとき、

本レジスタの他のビットには"1"を書き込んでください。 

以下の 1.、2.いずれかの場合に、本コントローラが本ビットに"1"を表示します。 

1. 転送TYPEがIsochronousの送信方向PIPEにおいて、FIFOバッファに送信データの書き込みが完了していない

のにIN Tokenを受信したとき。 

2. 転送TYPEがIsochronousの受信方向PIPEにおいて、少なくとも一面分のFIFOバッファの空がない状態で、OUT 

Tokenを受信したとき。 
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（b） CRCエラー検出ステータスビット（CRCE） 

転送 TYPEが Isochronousの PIPEにおいて、本コントローラが CRCエラーやビットスタッフィングエラーを検

出したときに、本ビットに"1"を表示します。 

ソフトウェアは、本ビットに"0"を書き込むことにより、本ビットを"0"にクリアすることができます。このとき、

本レジスタの他のビットには"1"を書き込んでください。 

CRCエラーの検出時には、本コントローラは内部 NRDY割り込み要求を発生させしません。 
 

（c） フレーム番号ビット（FRNM） 

本コントローラは 1msに 1回の SOF発行タイミング、または、SOF受信時に本ビットを更新し、フレーム番号

を表示します。 

ソフトウェアで本ビットを読み出す場合には、2度一致を行ってください。 
 

• μフレームナンバレジスタ（UFRMNUM） ＜アドレス：H'04E＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

             UFRNM 

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 0 0 0 

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～3 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

2～0 UFRNM 

マイクロフレーム 

マイクロフレーム番号が表示されます。 R W  

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） マイクロフレーム番号ビット（UFRMNUM） 

Hi-Speed通信の場合、本コントローラは本ビットにマイクロフレーム番号を表示します。Hi-Speed状態以外の

場合、本コントローラは本ビットに H'00を表示します。 

ソフトウェアで本ビットを読み出す場合には、2度一致を行ってください。 
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（11） USBアドレス 

• USBアドレスレジスタ（USBADDR） ＜アドレス：H'050＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

         USBADDR 

? ? ? ? ? ? ? ? ? 0 0 0 0 0 0 0 

? ? ? ? ? ? ? ? ? 0 0 0 0 0 0 0 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～7 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

6～0 USBADDR 

USBアドレス 

Hostから割り付けられたUSBアドレス確認

が表示されます。 

R R/W  

 

<< 備考 >> 
 

（a） USBアドレスビット（USBADDR） 

本コントローラが SetAddressリクエストを正常に処理したときに、本ビットに受信した USBアドレスを表示し

ます。 

本コントローラが USBリセットを検出したときに、本コントローラは本ビットに H'00を表示します。 
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（12） USBリクエストレジスタ 

USBリクエストレジスタは、コントロール転送のセットアップリクエストを格納するためのレジスタです。 

受信した USBリクエストの値が格納されます。 
 

• USBリクエストタイプレジスタ（USBREQ） ＜アドレス：H'054＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

bRequest bmRequestType 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～8 bRequest 

リクエスト 

USBリクエスト bRequestの値 P時：R 

H時：R/W 

P時：W 

H時：R 

 

7～0 bmRequestType 

リクエストタイプ 

USBリクエスト bmRequestTypeの値 P時：R 

H時：R/W 

P時：W 

H時：R 

 

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） USBリクエストビット（bRequest） 

本コントローラが SETUPトランザクションで受信したUSBリクエストデータ値を、このビットに表示します。

ソフトウェアによる本ビットへの書き込みは無効です。 
 

（b） USBリクエストビット（bRmRequestType） 

本コントローラが SETUPトランザクションで受信したUSBリクエストデータ値を、このビットに表示します。

ソフトウェアによる本ビットへの書き込みは無効です。 
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• USBリクエストバリューレジスタ（USBVAL） ＜アドレス：H'056＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

wValue 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～0 wValue 

バリュー 

USBリクエスト wValueの値 P時：R 

H時：R/W 

P時：W 

H時：R 

 

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） バリュービット（wValue） 

USBリクエスト wValueの値を書き込み、または読み出すためのビットです。ビット 7～0が下位バイトです。 

本コントローラが SETUPトランザクションで受信した USBリクエスト wValueの値を、このビットに表示しま

す。ソフトウェアによる本ビットへの書き込みは無効です。 
 

• USBリクエストインデックスレジスタ（USBINDX） ＜アドレス：H'058＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

wIndex 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～0 wIndex 

インデックス 

USBリクエスト wIndexの値 P時：R 

H時：R/W 

P時：W 

H時：R 

 

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） インデックスビット（wIndex） 

USBリクエスト wIndexの値を書き込み、または読み出すためのビットです。ビット 7～0が下位バイトです。 

本コントローラが SETUPトランザクションで受信した USBリクエスト wIndexの値を、このビットに表示しま

す。ソフトウェアによる本ビットへの書き込みは無効です。 
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• USBリクエストレングスレジスタ（USBLENG） ＜アドレス：H'05A＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

wLength 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～0 wLength 

レングス 

USBリクエスト wLengthの値 P時：R 

H時：R/W 

P時：W 

H時：R 

 

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） レングスビット（wLength） 

USBリクエスト wLengthの値を書き込み、または読み出すためのビットです。ビット 7～0が下位バイトです。 

本コントローラが SETUPトランザクションで受信した USBリクエスト wLengthの値を、このビットに表示し

ます。ソフトウェアによる本ビットへの書き込みは無効です。 
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（13） DCPコンフィグレーション 

• DCPマックスパケットサイズレジスタ（DCPMAXP） ＜アドレス：H'05E＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

      MXPS 

? ? ? ? ? ? ? ? ? 1 0 0 0 0 0 0 

? ? ? ? ? ? ? ? ? - - - - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～7 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

6～0 MXPS 

マックスパケットサイズ 

DCPの最大データペイロード（マックスパ

ケットサイズ）を指定します。 

R/W R  

 

（a） マックスパケットサイズビット（MXPS） 

DCPの最大データペイロード（マックスパケットサイズ）を本ビットに設定してください。 

初期値は、H'40（64Bytes）です。 

MXPSビットの設定は、USB規格に準拠した値を設定してください。 

MXPSビットの設定は、CSSTS=0、PID=NAK、および CURPIPEビットに未設定時に実施してください。 

対応する PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

MXPS=0の設定での FIFOバッファへの書き込み、または PID=BUFの設定は行わないでください。 
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• DCPコントロールレジスタ（DCPCTR） ＜アドレス：H'060＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

BSTS       SQCLR SQSET SQMON PBUSY   CCPL PID 

0 ? ? ? ? ? ? 0 0 1 0 ? ? 0 0 0 

- ? ? ? ? ? ? - - - - ? ? 0 0 0 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15 BSTS 

バッファステータス 

DCP FIFOバッファへのアクセス可否ステ

ータスが表示されます。 

0：バッファアクセス不可 

1：バッファアクセス可 

R W  

14～9 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

8 SQCLR 

トグルビットクリア 

DCPの転送において、次のトランザクショ

ンのシーケンストグルビットの期待値を

DATA0に設定することができます。 

0：無効 

1：DATA0指定 

R(0)/ 

W(1) 

R  

7 SQSET 

トグルビットセット 

DCPの転送において、次のトランザクショ

ンのシーケンストグルビットの期待値を

DATA1に設定することができます。 

0：無効 

1：DATA1指定 

R(0)/ 

W(1) 

R  

6 SQMON 

シーケンストグルビットモニタ 

DCPの転送において、次のトランザクショ

ンのシーケンストグルビットの期待値が表

示されます。 

0：DATA0 

1：DATA1 

R W  

5 SPBUSY 

PIPEビジー 

DCPの PIDビットを BUFから NAKに変更

した場合に、DCPの実際の通信が NAK状態

に遷移したかどうかが表示されます。 

0：NAKに遷移未完了 

1：NAKに遷移完了 

R W  

4、3 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

2 CCPL 

コントロール転送終了許可 

Peripheral Controller機能選択時に、ビット

を 1にすることによりコントロール転送の

ステータスステージの終了許可を設定しま

す。 

0：無効 

1：コントロール転送終了許可 

R(0)/ 

W(1) 

R/W(0)  
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ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

1、0 PID 

応答 PID 

本ビットによりコントロール転送における

本コントローラの応答を制御します。 

00：NAK応答 

01：BUF応答（バッファ状態に従う） 

10：STALL応答 

11：STALL応答 

R/W R/W  

 

<< 備考 >> 

なし 

（a） バッファステータスビット（BSTS） 

DCPに割り付けた FIFOバッファへの CPUからのアクセスが可能かどうかを、本コントローラが表示するビッ

トです。 

本ビットの意味は、ISELビットの設定値により以下のように異なります。 

1. ISEL=0のとき：受信データの読み出しが可能かどうかを表示します。 

2. ISEL=1のとき：送信データの書き込みが可能かどうかを表示します。 

 

（b） シーケンストグルビットのクリアビット（SQCLR） 

ソフトウェアが本ビットに"1"を設定すると本コントローラは当該 PIPEのシーケンストグルビットの期待値を

DATA0に設定します。本コントローラは、常に本ビットに"0"を表示します。 

SQCLRビットと SQSETビットに同時に"1"を設定しないでください。 

本ビットへの"1"設定は、CSCTS=0、PID=NAK、および CURPIPEに未設定時に実施してください。 

対応する PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに"1"を設定する場合には、CSSTS=0お

よび PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
 

（c） シーケンストグルビットのセットビット（SQSET） 

ソフトウェアが本ビットに"1"を設定すると本コントローラは当該 PIPEのシーケンストグルビットの期待値を

DATA1に設定します。本コントローラは、常に本ビットに"0"を表示します。 

SQCLRビットと SQSETビットに同時に"1"を設定しないでください。 

本ビットへの"1"設定は、CSSTS=0、PID=NAK、および CURPIPEに未設定時に実施してください。 

対応する PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに"1"を設定する場合には、CSSTS=0お

よび PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
 

（d） シーケンストグルビットのモニタビット（SQMON） 

本コントローラは当該 PIPEのシーケンストグルビットの期待値を本ビットに表示します。 

トランザクションが正常処理すると本コントローラは本ビットをトグルさせます。 

ただし、受信方向転送時の DATA-PIDミスマッチ発生時には、本ビットをトグルさせません。 
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SETUPパケット正常受信時に、本コントローラは本ビットを"1"にセット（期待値を DATA1に設定）します。 

本コントローラはステータスステージの IN/OUTトランザクションでは本ビットを参照しません。また正常終

了してもトグルさせません。 
 

（e） PIPEビジービット（PBUSY） 

本コントローラは、当該 PIPEの USBトランザクションを開始したときに本ビットを"0"から"1"に変更します。

ひとつのトランザクションが終了したときに本ビットを"1"から"0"に変更します。 

ソフトウェアが PID=NAKを設定した後、本ビットを読み出すことにより、PIPE設定変更が可能になったかど

うかを確認することができます 
 

（f） コントロール転送終了許可ビット（CCPL） 

対応する PIDビットが BUFのときにソフトウェアが本ビットに"1"を設定すると、本コントローラはコントロ

ール転送のステージを完了させます。 

すなわち、コントロールリード転送時では USB Hostからの OUTトランザクションに対して ACK Handshakeを

送信し、コントロールライトおよびノーデータコントロール転送時では USB Hostからの INトランザクションに

対して Zero-Lengthパケットを送信します。ただし、SET_ADDRESSリクエスト検出時は、本ビットの設定値に関

係なく本コントローラは SETUPステージからステータスステージ完了まで自動応答を行います。 

新たな SETUPパケットを受信したときに、本コントローラは本ビットを"1"から"0"に変更します。 

VALID=1のとき、ソフトウェアは本ビットへの"1"書き込みを行うことができません。 
 

（g） 応答 PIDビット（PID） 

本ビットに対し、コントロール転送のデータステージ、またはステータスステージ実行時、ソフトウェアで本

ビットを NAKから BUFに変更してください。 
 

以下の場合には本コントローラが本ビットの値を変更します。 

1. 本コントローラがSETUPパケットを受信したときに、本コントローラは本ビットをNAK（00）に変更します。

このとき、本コントローラはVALID=1を表示し、ソフトウェアでVALID=0を設定するまではソフトウェアは

本ビットの変更を行うことはできません。 

2. ソフトウェアが本ビットにBUFを設定しているときに、本コントローラがMaxPacketSizeを超えるデータを受

信した場合、本コントローラはPID=STALL（11）を表示します。 

3. 本コントローラがコントロール転送シーケンスエラーを検出した場合、PID=STALL（1x）を表示します。 

4. 本コントローラがUSBバスリセットを検出した場合、PID=NAKを表示します。 

 

SET_ADDRESSリクエスト処理（自動処理）時には、本コントローラは本ビットの設定値を参照しません。 
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（14） パイプコンフィグレーションレジスタ 

PIPE1～9の設定は、PIPESELレジスタ、PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジスタ、PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERI

レジスタ、PIPExCTRレジスタ、PIPExTREレジスタおよび PIPExTRNレジスタで行ってください。 

PIPESELレジスタにて使用するパイプを選択した後、PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジスタ、PIPEMAXPレジ

スタ、および PIPEPERIレジスタに、各パイプの機能設定を行います。なお、PIPExCTRレジスタ、PIPExTREレ

ジスタおよび PIPExTRNレジスタは、PIPESELレジスタによるパイプ選択とは無関係に設定可能です。 
 

• パイプウィンドウ選択レジスタ（PIPESEL） ＜アドレス：H'064＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

            PIPESEL 

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 0 0 0 0 

? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～4 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

3～0 PIPESEL 

パイプウィンドウ選択 

アドレス H'68～H'6Eのレジスタに対する

PIPE指定を行います。 

0000：未選択 

0001：PIPE1 

0010：PIPE2 

0011：PIPE3 

0100：PIPE4 

0101：PIPE5 

0110：PIPE6 

0111：PIPE7 

1000：PIPE8 

1001：PIPE9 

R/W R  

 

<< 備考 >> 

* PIPESEL=0000設定時は、上記の関連レジスタの各ビットにすべて"0"が読み出されます。PIPESEL=0000設

定時のアドレス H'68～H'6Eのレジスタに対する書き込みは無効です。 
 

（a） パイプウィンドウ選択ビット（PIPESEL） 

ソフトウェアが本ビットに"0001～1001"を設定すると、本コントローラはアドレス H'68番地～H'6C番地のレジ

スタに対応する PIPEの情報、および設定値を表示します。本ビットへの PIPE指定設定後、ソフトウェアがアド

レス H'68番地～H'6C番地に設定する値は、本コントローラによって対応する PIPEの転送方法に反映されます。 

ソフトウェアが本ビットに"0000"を設定すると、本コントローラはアドレス H'68番地～H'6C番地のレジスタに

ALL"0"を表示します。このとき、ソフトウェアによるアドレス H'68番地～H'6C番地への書き込みは無効です。 
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• パイプコンフィグレーションレジスタ（PIPECFG） ＜アドレス：H'068＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

TYPE    BFRE DBLB CNTM

D 

SHTNA

K 

  DIR EPNUM 

0 0 ? ? ? 0 0 0 0 ? ? 0 0 0 0 0 

- - ? ? ? - - - - ? ? - - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15、14 TYPE 

転送タイプ 

PIPESELビットに指定した PIPE（当該

PIPE）の転送タイプを指定します。 

00：パイプ使用不可 

01：バルク転送 

10：インタラプト転送 

11：アイソクロナス転送 

R/W R  

13～11 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

10 BFRE 

BRDY割り込み動作指定 

本コントローラからの当該 PIPE に関する

BRDY割り込みの通知タイミングを指定し

ます。 

0：データ送受信時に BRDY割り込み通知

1：データ読み出し完了時に BRDY割り込

み通知 

R/W R  

9 DBLB 

ダブルバッファモード 

当該 PIPEが使用する FIFOバッファがシン

グルバッファかダブルバッファかを指定し

ます。 

0：シングルバッファ 

1：ダブルバッファ 

R/W R  

8 CNTMD 

連続転送モード 

当該 PIPEを連続転送モードで通信させるか

どうかを指定します。 

0：非連続転送モード 

1：連続転送モード 

R/W R  

7 SHTNAK 

トランスファ終了時の PIPE禁止 

当該 PIPEが受信方向の場合に、トランスフ

ァ終了時に PIDを NAKに変更するかどうか

を指定します。 

0：トランスファ終了時に PIPE継続 

1：トランスファ終了時に PIPE禁止 

R/W R  

6、5 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

4 DIR 

転送方向 

当該 PIPEの転送方向を指定します。 

0：受信方向 

1：送信方向 

R/W R  

3～0 EPNUM 

エンドポイント番号 

当該 PIPEのエンドポイント番号を指定しま

す。 

R/W R  

 



 

14. USB 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  14-117 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） 転送タイプビット（TYPE） 

PIPESELビットに設定した PIPE（選択 PIPE）の USB転送タイプを本ビットに対して設定してください。 

選択 PIPEと本ビットに設定可能な転送タイプの一覧を表 14.16に示します。 
 

表 14.16 選択 PIPEと TYPEビットに設定可能な転送タイプの一覧 

選択 PIPE TYPEビット USB転送 TYPE 

PIPE1、または PIPE2 01、または 11 bulk転送、または isochronous転送 

PIPE3～PIPE5 01 bulk転送 

PIPE6～PIPE9 10 interrupt転送 

 

PID=BUFに設定（することにより選択 PIPEを使用した USB通信を開始）する前に、必ず本ビットを"00"以外

の値に設定してください。 

本ビットの変更は、選択 PIPEの PIDビットが NAK状態のときに行ってください。選択 PIPEの PIDビットを

BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および PBUSY=0を確認してから本ビッ

トを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更した場合には、ソフトウェアによる

PBUSYビットの確認は必要ありません。 

 

（b） BRDY割り込み動作指定ビット（BFRE） 

本ビットは、選択 PIPEが PIPE1～PIPE5の場合に有効なビットです。 

ソフトウェアが本ビットに"1"を設定し、かつ、選択 PIPEを受信方向で使用している（すなわち DIRビット=0

に設定しているとき）場合、本コントローラは、トランスファの終了を検出し、そのパケットを読み出し終えた

ときに BRDY割り込みを発行します。 

この設定で BRDY割り込みが発生したときには、ソフトウェアは BCLR=1の書き込み処理を行う必要がありま

す。BCLR=1を行うまでは選択 PIPEに割り付けられた FIFOバッファは受信可能状態になりません。 

ソフトウェアが本ビットに"1"を設定し、かつ、選択 PIPEの選択 PIPEを送信方向で使用している（すなわち"DIR

ビット=1"に設定しているとき）場合、本コントローラは BRDY割り込みを発生させません。 

詳細は、PIPEBRDY割り込みレジスタを参照してください。 

本ビットの変更は、CSSTS=0、PID=NAK、および CURPIPEビットに PIPE未設定の状態のときに実施してくだ

さい。 

また、選択 PIPEを使用した USB通信を行った後、本ビットの設定を変更する場合には、上記 3つのレジスタ

の状態に加え、ソフトウェアで ACLRM=1、ACLRM=0を連続して書き込み、選択 PIPEに割り付けられた FIFO

バッファのクリアを実行してください。 

選択 PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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（c） ダブルバッファモードビット（DBLB） 

本ビットは、選択 PIPEが PIPE1～PIPE5の場合に有効なビットです。 

ソフトウェアが本ビットに"1"を設定している場合、本コントローラは選択 PIPEに対し、PIPEBUFレジスタの

BUFSIZEビットで指定した FIFOバッファサイズを 2面分割り当てます。 

すなわち、本コントローラが選択 PIPEに対して割り当てる FIFOバッファの容量は以下のとおりです。 
 

(BUFSIZE+1)*64*(DBLB+1) [バイト] 
 

ソフトウェアが本ビットに"1"を設定し、かつ、選択 PIPEを送信方向で使用している（"DIRビット=1"に設定し

ている）場合、本コントローラは BRDY割り込みを発生させません。 

詳細は、PIPEBRDY割り込みレジスタを参照してください。 

本ビットの変更は、CSSTS=0、PID=NAK、および CURPIPEビットに PIPE未設定の状態のときに実施してくだ

さい。 

また、選択 PIPEを使用した USB通信を行った後、本ビットの設定を変更する場合には、上記 3つのレジスタ

の状態に加え、ソフトウェアで ACLRM=1、ACLRM=0を連続して書き込み、選択 PIPEに割り付けられた FIFO

バッファのクリアを実行してください。 

選択 PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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（d） 連続転送モードビット（CNTMD） 

本ビットは、選択 PIPEが PIPE1～PIPE5であり、かつ、選択 PIPEの転送タイプを bulkに設定しているの場合

に有効なビットです。 

本ビットの設定値によって、本コントローラは選択 PIPEに割り当てられた FIFOバッファに対する送受信完了

判定を表 14.17に示すとおりに行います。 
 

表 14.17 CNTMDビット設定値と FIFOバッファに対する送受信完了判定方法の関係 

CNTMDビット 

設定値 

読み出し可能状態、送信可能の判定方法 

受信方向設定時（DIR=0）FIFOバッファ読み出し可能状態になる条件; 

本コントローラが 1パケット受信したとき 

0 

送信方向設定時（DIR=1）FIFOバッファ送信可能状態になる条件； 

以下（1）、（2）のいずれかを満たしたとき 

（1）ソフトウェア（または DMAC）がマックスパケットサイズ分のデータを FIFOバッファに書き込んだ。 

（2）ソフトウェア（または DMAC）がショートパケット分のデータ（0バイトの場合を含む）を FIFOバ

ッファに書き込み、BVAL=1を書き込んだ。 

受信方向設定時（DIR=0）FIFOバッファ読み出し可能状態になる条件; 

（1）選択 PIPEに割り当てられた FIFOバッファに受信したデータのバイト数と、割り当てられたバイト数

（(BUFSIZE+1)×64）が等しくなったとき 

（2）本コントローラが Zero-Lengthパケット以外のショートパケットを受信したとき 

（3）選択 PIPEに割り当てられた FIFOバッファにすでにデータが格納されている状態で、本コントローラ

が Zero-Lengthパケットを受信したとき。 

（4）ソフトウェアが選択 PIPEに対して設定したトランザクションカウンター回数分のパケットを受信し

たとき 

1 

送信方向設定時（DIR=1）FIFOバッファ送信可能状態になる条件； 

以下（1）または（2）を満たしたとき 

（1）ソフトウェア（または DMAC）が書き込んだデータ数が、選択 PIPEに割り当てられた FIFOバッフ

ァサイズ 1面分と等しくなったとき。 

（2）ソフトウェア（または DMAC）が、選択 PIPEに割り当てられた FIFOバッファサイズ 1面分よりも

小さいデータ数（0バイトの場合を含む）を FIFOバッファに書き込み、BVAL=1を書き込んだとき。 

（3）ソフトウェア（または DMAC）が、選択 PIPEに割り当てられた FIFOバッファサイズ 1面分よりも

小さいデータ数（0バイトの場合を含む）を FIFOバッファに書き込み、最後の書き込みと同時に

DENDx_N信号をアサートしたとき。 

 

本ビットの変更は、CSSTS=0、PID=NAK、および CURPIPEビットに PIPE未設定の状態のときに実施してくだ

さい。 

また、選択 PIPEを使用した USB通信を行った後、本ビットの設定を変更する場合には、上記 3つのレジスタ

の状態に加え、ソフトウェアで ACLRM=1、ACLRM=0を連続して書き込み、選択 PIPEに割り付けられた FIFO

バッファのクリアを実行してください。 

選択 PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し
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た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
 

（e） トランスファ終了時の PIPE禁止ビット（SHTNAK） 

本ビットは、選択 PIPEが PIPE1～PIPE5であり、かつ、受信方向である場合に有効なビットです。 

受信方向 PIPEに対してソフトウェアが本ビットに"1"を設定している場合、本コントローラは、選択 PIPEに対

しトランスファの終了を判定したときに選択 PIPEに対応する PIDビットを NAKに変更します。本コントローラ

は、以下（1）または（2）の条件が満たされたときにトランスファ終了と判定します。 

（1）ショートパケットデータ（Zero-Lengthパケットを含む）を正常に受信したとき。 

（2）トランザクションカウンタを使用し、トランザクションカウンタ分のパケットを正常受信したとき。 
 

本ビットの変更は、CSSTS=0、および PID=NAKの状態のときに実施してください。 

選択 PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

送信方向 PIPEに対しては、本ビットを"0"に設定してください。 
 

（f） 転送方向ビット（DIR） 

ソフトウェアが本ビットに"0"を設定している場合、本コントローラは選択 PIPEを受信方向に、本ビットに"1"

を設定している場合、本コントローラは選択 PIPEを送信方向に使用します。 

本ビットの変更は、CSSTS=0、PID=NAK、および CURPIPEビットに PIPE未設定の状態のときに実施してくだ

さい。 

また、選択 PIPEを使用した USB通信を行った後、本ビットの設定を変更する場合には、上記 3つのレジスタ

の状態に加え、ソフトウェアで ACLRM=1、ACLRM=0を連続して書き込み、選択 PIPEに割り付けられた FIFO

バッファのクリアを実行してください。 

選択 PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
 

（g） エンドポイント番号ビット（EPNUM） 

ソフトウェアで本ビットに選択 PIPEに対するエンドポイント番号を設定してください。 

ただし、"0000"の設定は、未使用 PIPEを意味します。 

本ビットの変更は、CSSTS=0、PID=NAK、および CURPIPEビットに PIPE未設定の状態のときに実施してくだ

さい。 

選択 PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

DIRビットと EPNUMビットの設定の組み合わせが他の PIPE設定と重複しないようにして設定してください。 

（EPNUM=000（選択 PIPEは未使用）の設定は重複可能です） 
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• パイプバッファ指定レジスタ（PIPEBUF） ＜アドレス：H'06A＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 BUFSIZE    BUFNMB 

? 0 0 0 0 0 ? ? 0 0 0 0 0 0 0 0 

? - - - - - ? ? - - - - - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

14～10 BUFSIZE 

バッファサイズ 

PIPESELビットに指定した PIPE（当該

PIPE）の FIFOバッファサイズを指定しま

す。 

H'00：64バイト 

H'01：128バイト 

... 

H'1F：2Kバイト 

R/W R  

9、8 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

7～0 BUFNMB 

バッファ番号 

当該 PIPEの FIFOバッファ番号を指定しま

す。 

（H'4～H'87） 

R/W R  

 

<< 備考 >> 

* 本レジスタの各ビットの変更は、ソフトウェアが CSSTS=0、PID=NAK、および CURPIPEビットに PIPE未

設定の状態のときに実施してください。 

* 選択 PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに

変更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
 

（a） バッファサイズビット（BUFSIZE） 

当該 PIPEに割り付ける FIFOバッファサイズを、本ビットに指定してください。 

単位はブロック数であり、1ブロックは 64バイトです。 

ソフトウェアが DBLB=1を設定している場合、本コントローラは選択 PIPEに対し、本ビットで指定した FIFO

バッファサイズを 2面分割り当てます。 

本コントローラが選択 PIPEに対して割り当てる FIFOバッファの容量は以下のとおりです。 
 

(BUFSIZE+1)*64*(DBLB+1) [バイト] 
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本ビットへは以下の範囲の値を設定してください。 

（1）選択 PIPEが PIPE1～PIPE5の場合；H'0から H'1Fの値を設定可能です。 

（2）選択 PIPEが PIPE6～PIPE9の場合；H'0のみを設定可能です。 

CNTMD=1で使用する場合には、BUFSIZEビットにはMaxPacketSizeの整数倍の値を設定してください。 
 

（b） バッファ番号ビット（BUFNMB） 

当該 PIPEに割り付ける FIFOバッファのうち、先頭のブロック番号を指定してください。 

本コントローラが選択 PIPEに対して割り当てる FIFOバッファのブロックは以下のとおりです。 

ブロック番号：BUFNMB～ブロック番号：BUFNMB+(BUFSIZE+1)*(DBLB+1)-1 

本ビットへは搭載メモリサイズの範囲を超えないように設定してください。（8.5Kバイトの場合は 0 [H'00] か

ら 8640 [H'87]）ただし、以下の条件を守ってください。 

H'00は DCP専用です。 

H'04は PIPE6専用です。ただし PIPE6を使用しない場合は他の PIPEで使用可能です。また選択 PIPEが PIPE6

の場合、本ビットへの書き込みは無効です。本コントローラは PIPE6に対し BUFNMB=H'04を自動的に割り付け

ます。 

H'05は PIPE7専用です。ただし PIPE7を使用しない場合は他の PIPEで使用可能です。また選択 PIPEが PIPE7

の場合、本ビットへの書き込みは無効です。本コントローラは PIPE7に対し BUFNMB=H'05を自動的に割り付け

ます。 

H'06は PIPE8専用です。ただし PIPE8を使用しない場合は他の PIPEで使用可能です。また選択 PIPEが PIPE8

の場合、本ビットへの書き込みは無効です。本コントローラは PIPE8に対し BUFNMB=H'06を自動的に割り付け

ます。 

H'07は PIPE9専用です。ただし PIPE9を使用しない場合は他の PIPEで使用可能です。また選択 PIPEが PIPE9

の場合、本ビットへの書き込みは無効です。本コントローラは PIPE9に対し BUFNMB=H'07を自動的に割り付け

ます。 
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• パイプマックスパケットサイズレジスタ（PIPEMAXP） ＜アドレス：H'06C＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

  MXPS 

? ? ? ? ? 0 0 0 0 0(1) 0 0 0 0 0 0 

? ? ? ? ? - - - - - - - - - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～11 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

10～0 MXPS 

マックスパケットサイズ 

当該パイプの最大データペイロード（マック

スパケットサイズ）を指定します。 

PIPE6～9は H'1～H'40バイトまで設定可能

です。 

R/W R  

 

<< 備考 >> 

* MXPSビットの初期値は、PIPESELレジスタの PIPESELビットでパイプを選択していないときは"H'00"、パ

イプを選択しているときは"H'40"が表示されます。 
 

（a） デバイス選択ビット（DEVSEL） 

Host Controller機能選択時に、通信相手の USBデバイスアドレスを本ビットに設定してください。 

本ビットの設定値に対応する DEVADDxレジスタの設定を行ったあとで、本ビットを設定してください。 

たとえば、DEVSEL=0010を設定する場合、H'D4番地の DEVADD2アドレスの設定を行ってください。 

本ビットの設定は、CSSTS=0、PID=NAKの期間に実施してください。 

対応する PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

Peripheral Controller機能選択時には、本ビットへは"0000"を設定してください。 
 

（b） マックスパケットサイズビット（MXPS） 

選択 PIPEの最大データペイロード（マックスパケットサイズ）を本ビットに設定してください。 

PIPE1、2に対しては 1バイト（H'1）～1024バイト（H'400）の値を設定可能です。 

PIPE3～5に対しては 8バイト（H'8）、16バイト（H'10）、32バイト（H'20）、64バイト（H'40）、512バイ

ト（H'200）の値を設定可能です。（[2:0]のビットはありません。） 

PIPE6～9に対しては 1バイト（H'1）～64バイト（H'40）の値を設定可能です。 

初期値は、H'40（64バイト）です。 

MXPSビットの設定は、転送タイプごとに USB規格に準拠した値を設定してください。 

Isochronous-PIPEを Split-Transactionで通信する場合には、MXPSビットには 188バイト以下の値を設定してく

ださい。 

MXPSビットの設定は、CSSTS=0、PID=NAK、および CURPIPEビットに未設定時に実施してください。 

対応する PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し
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た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

MXPS=0の設定での FIFOバッファへの書き込み、または PID=BUFの設定は行わないでください。 
 

• パイプ周期制御レジスタ（PIPEPERI） ＜アドレス：H'06E＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

   IFIS          IITV 

? ? ? 0 ? ? ? ? ? ? ? ? ? 0 0 0 

? ? ? - ? ? ? ? ? ? ? ? ? - - - 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～13 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

12 IFIS 

アイソクロナス INバッファフラッシ

ュ 

PIPESELビットに指定した PIPE（当該

PIPE）がアイソクロナス IN転送の場合に、

バッファフラッシュ有無を指定します。 

0：バッファフラッシュしない 

1：バッファフラッシュする 

R/W R  

11～3 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

2～0 IITV 

インターバルエラー検出間隔 

当該 PIPEの転送インターバルタイミングを

フレームタイミングの 2の n乗で指定しま

す。 

R/W R  

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） インターバルエラー検出間隔ビット（IITV） 

本ビットにインターバルエラー検出間隔をフレームタイミングの 2の n乗で指定してください。 

本ビットの設定は、CSSTS=0、PID=NAK、および CURPIPEビットに未設定時に実施してください。 

対応する PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

本ビットを設定し、USB通信を行った後で別の値に変更する場合には、PID=NAK設定後 ACLRM=1をセット

し、Intervalタイマの初期化を行ってください。 

PIPE3～5に対しては、本ビットは存在しません。PIPE3～5に対応する本ビットの位置には"0"を設定してくだ

さい。 

選択 PIPEの転送 TYPEが Isochronousの場合に、本ビットへの設定が可能です。 
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1. 選択PIPEがIsochronous-OUT転送PIPEの場合 

IITVビットに設定したIntervalごとの（マイクロ）フレーム中にDATAパケットを受信しなかったとき、本コ

ントローラはNRDY割り込みを発生させます。 

DATAパケットにCRCエラー等のエラーが発生したために受信できなかったとき、または（ソフトウェア

（DMAC）がFIFOバッファからデータを読み出すのが遅いなどの原因で）FIFOバッファがフルのために本コ

ントローラがデータを受信できなかったときにもNRDY割り込みを発生させます。 

NRDY割り込みの発生のタイミングは、SOFパケット受信時です。またSOFパケットが破損した場合でも内部

補間機能によりSOFを受信すべきタイミングに割り込みを発生させます。 

ただしIITV=0以外のときには、インターバルのカウント開始後のインターバルごとのSOFパケット受信時に

NRDY割り込みを発生させます。 

インターバルタイマ起動後、ソフトウェアでPIDビットをNAKに設定した場合、本コントローラはSOFパケ

ットを受信してもNRDY割り込みを発生させません。 

インターバルのカウント開始条件は、IITVビットの設定値により異なります。 

（a）IITV=0のとき：選択PIPEのPIDビットをBUFに変更した次の（マイクロ）フレームからインターバルの

カウントを開始します。 

S
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O
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S
O
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O
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O
U
T

O
U
T

D
A
T
A
0

D
A
T
A
0

NAKPIDビット設定値

（マイクロ）
フレーム

インターバル
カウント開始

Token受信期待有無
(0：受信を期待

 　－：非受信を期待)

BUF BUF BUF

－ － 0

↑

0

 

図 14.3 IITV=0の場合の（マイクロ）フレームと Token受信期待有無の関係 

（b）IITV=0以外のとき：選択PIPEのPIDビットをBUFに変更した後最初のDATAパケット正常受信完了時点

からインターバルのカウントを開始します。 

S
O
F

S
O
F

S
O
F

S
O
F

S
O
F

S
O
F

S
O
F

O
U
T

O
U
T

D
A
T
A
0

D
A
T
A
0

O
U
T

D
A
T
A
0

NAKPIDビット設定値

（マイクロ）
フレーム

インターバル
カウント開始

Token受信期待有無
(0：受信を期待

 　－：非受信を期待)

BUF BUF BUF

－ －

BUF

－0

↑

－

BUF

0

BUF

0

 

図 14.4 IITV=0の場合の（マイクロ）フレームと Token受信期待有無の関係 
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2. 選択PIPEがIsochronous-IN転送PIPEの場合 

IFIS=1と組み合わせて使用します。IFIS=0の場合にはIITVビットへの設定値とは関係なく、受信したTokenに

応答してデータパケットを送信します。 

IFIS=1を設定している場合、FIFOバッファに送信可能なデータが存在している状態で、IITVビットに設定し

たIntervalごとの（マイクロ）フレーム中にIN-Tokenを受信しなかったとき、本コントローラはFIFOバッファ

をクリアします。 

IN-TokenにCRCエラー等のバスエラーが発生したために本コントローラが正常受信できなかった場合にもク

リアを行います。 

FIFOバッファクリアのタイミングは、SOFパケット受信時です。またSOFパケットが破損した場合でも内部

補間機能によりSOFを受信すべきタイミングにFIFOバッファクリアを行います 

インターバルのカウント開始条件は、IITVビットの設定値により異なります。（OUT時と同様です） 

インターバルカウント条件は以下（1）、（2）または（3）の場合です。 

（1）本コントローラがHWリセットされた場合（このとき、IITVビットへの設定値も"0"にクリアされます。） 

（2）ソフトウェアがACLRM=1を設定した場合。 

（3）本コントローラがUSBリセットを検出した場合 
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（15） パイプコントロールレジスタ 

• PIPE1コントロールレジスタ（PIPE1CTR） ＜アドレス：H'070＞ 

• PIPE2コントロールレジスタ（PIPE2CTR） ＜アドレス：H'072＞ 

• PIPE3コントロールレジスタ（PIPE3CTR） ＜アドレス：H'074＞ 

• PIPE4コントロールレジスタ（PIPE4CTR） ＜アドレス：H'076＞ 

• PIPE5コントロールレジスタ（PIPE5CTR） ＜アドレス：H'078＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

BSTS INBUF

M 

   ATREP

M 

ACLRM SQCLR SQSET SQMO

N 

PBSY    PID 

0 0  ? ? 0 0 0 0 0 0 ? ? ? 0 0 

- - ? ? ? - - - - - - ? ? ? 0 0 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15 BSTS 

バッファステータス 

当該 PIPEの FIFOバッファステータスが表

示されます。 

0：バッファアクセス不可 

1：バッファアクセス可 

R W  

14 INBUFM 

送信バッファモニタ 

当該 PIPEが送信方向の場合に、当該 PIPE

の FIFOバッファステータスが表示されま

す。 

0：FIFOバッファに送信可能データなし 

1：FIFOバッファに送信可能データあり 

R W  

13～11 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

10 ATREPM 

自動応答モード 

当該 PIPEの自動応答禁止／許可を指定しま

す。 

0：自動応答禁止 

1：自動応答許可（当該 PIPEの FIFOバッ

ファの状態にかかわらず、送信時

Zero-length Packet応答、受信時 NAK

応答し NRDY割り込み発生） 

R/W R  

9 ACLRM 

自動バッファクリアモード 

当該 PIPEの自動バッファクリアモードの禁

止／許可を指定します。 

0：禁止 

1：許可（全バッファ初期化） 

R/W R  

8 SQCLR 

トグルビットクリア 

当該 PIPEの次回トランザクションにおける

シーケンストグルビットの期待値を DATA0

にクリアするときに"1"を指定します。 

0：無効 

1：DATA0指定 

R(0)/ 

W(1) 

R  
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ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

7 SQSET 

トグルビットセット 

当該 PIPEの次回トランザクションにおける

シーケンストグルビットの期待値を DATA1

にセットするときに"1"を指定します。 

0：無効 

1：DATA1指定 

R(0)/ 

W(1) 

R  

6 SQMON 

トグルビット確認 

当該 PIPEの次回トランザクションにおける

シーケンストグルビットの期待値が表示さ

れます。 

0：DATA0 

1：DATA1 

R W  

5 PBUSY 

PIPEビジー 

当該 PIPEを現在 USBバスで使用中かどう

かが表示されます。 

0：当該 PIPEを USBバスにて未使用 

1：当該 PIPEを USBバスにて使用 

R W  

4～2 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

1、0 PID 

応答 PID 

当該 PIPEの次回トランザクションにおける

応答方法を指定します。 

00：NAK応答 

01：BUF応答（バッファ状態に従う） 

10：STALL応答 

11：STALL応答 

R/W R/W  

 

<< 備考 >> 

なし 
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（a） バッファステータスビット（BSTS） 

当該 PIPEに割り付けた FIFOバッファへの CPUからのアクセスが可能かどうかを、本コントローラが表示する

ビットです。 

本ビットの意味は、DIRビット、BFREビットおよび DCLRMビットの設定値により以下のように異なります。 
 

表 14.18 BSTSビットの動作 

DIRビット 

設定値 

BFREビット

設定値 

DCLRMビット 

設定値 

BSTSビットの意味 

0 FIFOバッファからの受信データの読み出しが可能になったときに"1"を

表示し、データの読み出しが完了したときに"0"を表示します。 

0 

1 この組み合わせは設定禁止です。 

0 FIFOバッファからの受信データの読み出しが可能になったときに"1"を

表示し、データの読み出しが完了した後でソフトウェアが BCLR=1を書

き込んだときに"0"を表示します。 

0 

1 

1 FIFOバッファからの受信データの読み出しが可能になったときに"1"を

表示し、データの読み出しが完了したときに"0"を表示します。 

0 FIFOバッファへの送信データの書き込みが可能になったときに"1"を表

示し、データの書き込みが完了したときに"0"を表示します。 

0 

1 この組み合わせは設定禁止です。 

0 この組み合わせは設定禁止です。 

1 

1 

1 この組み合わせは設定禁止です。 

 

（b） 送信バッファモニタビット（INBUFM） 

当該 PIPEを送信方向（DIR=1）に設定している場合に、ソフトウェア（または DMAC）が少なくとも 1面分の

データを FIFOバッファに書き込み完了したときに、本コントローラは本ビットに"1"を表示します。 

書き込みが完了している面の FIFOバッファ上のデータを本コントローラがすべて送信完了したときに、本コン

トローラは本ビットに"0"を表示します。ダブルバッファ使用時（DBLB=1設定時）には、本コントローラが 2面

分のデータを送信完了しかつソフトウェア（または DMAC）が 1面分のデータ書き込みを完了していないときに、

本ビットに"0"を表示します。 

当該 PIPEを受信方向（DIR=0）に設定している場合には、本ビットは BSTSビットと同じ値を示します。 
 

（c） 自動応答モードビット（ATREPM） 

当該 PIPEの転送 TYPEを Bulkに設定している場合、本ビットへの"1"設定が可能です。 

本ビットに"1"を設定した場合、USB HOSTからの Tokenに対し本コントローラは以下のように応答します。 
 

1. 当該PIPEがBulk-IN転送（TYPE=01かつDIR=1を設定）の場合 

ATREPM=1かつPID=BUFを設定している場合、IN-Tokenに対して本コントローラはZero-Lengthパケットを送

信します。 

USB HostからのACK受信の度に（1トランザクションはIN-Token受信→Zero Lengthパケット送信→ACK受

信）、本コントローラはシーケンストグルビット（DATA-PID）の更新（トグル）を行います。 
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BRDY割り込み、BEMP割り込みは発生させません。 

2. 当該PIPEがBulk-OUT転送（TYPE=01かつDIR=0を設定）の場合 

ATREPM=1かつPID=BUFを設定している場合、OUT-Token（またはPING-Token）に対して本コントローラは

NAK応答を行い、NRDY割り込みを発生させます。 

本ビットの変更は、CSSTS=0、PID=NAK設定時に実施してください。 

対応する PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

本ビットを"1"に設定して USB通信を行う場合、FIFOバッファは必ず空の状態で設定を行ってください。本ビ

ットを"1"に設定して USB通信を行っている期間は FIFOバッファへの書き込みを行わないでください。 

当該 PIPEの転送 TYPEが Isochronous転送の場合、本ビットには必ず"0"を設定してください。 
 

（d） 自動バッファクリアモードビット（ACLRM） 

当該 PIPEに割り付けた FIFOバッファの内容をすべて削除したい場合に、ACLRMビットに"1"、"0"を連続して

書き込んでください。 

本ビットに"1"、"0"を連続して設定した場合に本コントローラがクリアする内容と、当該項目のクリアが必要な

ケースについて表 14.19に示します。 
 

表 14.19 ACLRM=1設定時に本コントローラがクリアされる内容 

番号 ACLRMビット操作によるクリア内容 クリアが必要なケース 

（1） 当該 PIPEに割り付けた FIFOバッファのすべての内容（ダ

ブルバッファ設定時は FIFOバッファを 2面ともクリア） 

 

（2） 当該 PIPEの転送 TYPEが Isochronous転送の場合、インタ

ーバルカウント値 

インターバルカウント値のリセットを行いたい場合 

（3） BFREビットに関する内部フラグ BFREビットの設定値変更時 

（4） FIFOバッファトグル制御 DBLBビットの設定値変更時 

（5） トランザクションカウントに関する内部フラグ トランザクションカウント機能の強制終了実行時 

 

本ビットの変更は、CSSTS=0、PID=NAK、および当該 PIPEを CURPIPEビットに未設定時に実施してください。 

対応する PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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（e） シーケンストグルビットのクリアビット（SQCLR） 

ソフトウェアが本ビットに"1"を設定すると本コントローラは当該 PIPEのシーケンストグルビットの期待値を

DATA0に設定します。本コントローラは、常に本ビットに"0"を表示します。 

SQCLRビットへの"1"設定は、CSCTS=0、かつ PID=NAKに実施してください。 

対応する PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに"1"を設定する場合には、CSSTS=0お

よび PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

 

（f） シーケンストグルビットのセットビット（SQSET） 

ソフトウェアが本ビットに"1"を設定すると本コントローラは当該 PIPEのシーケンストグルビットの期待値を

DATA1に設定します。本コントローラは、常に本ビットに"0"を表示します。 

SQSETビットへの"1"設定は、CSSTS=0、かつ PID=NAK設定時に実施してください。 

対応する PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに"1"を設定する場合には、CSSTS=0お

よび PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

 

（g） シーケンストグルビットのモニタビット（SQMON） 

本コントローラは当該 PIPEのシーケンストグルビットの期待値を本ビットに表示します。 

当該 PIPEの転送 TYPEが Isochronous転送以外の場合、トランザクションが正常処理すると本コントローラは

本ビットをトグルさせます。ただし、受信方向転送時の DATA-PIDミスマッチ発生時には、本ビットをトグルさ

せません。 

 

（h） PIPEビジービット（PBUSY） 

本コントローラは、当該 PIPEの USBトランザクションを開始したときに本ビットを"0"から"1"に変更します。

ひとつのトランザクションが終了したときに本ビットを"1"から"0"に変更します。 

ソフトウェアが PID=NAKを設定した後、本ビットを読み出すことにより、PIPE設定変更が可能になったかど

うかを確認することができます 

 

（i） 応答 PIDビット（PID） 

本ビットに対し、ソフトウェアで各 PIPEにおける本コントローラの応答を設定してください。 

本ビットのデフォルト値は NAKです。当該 PIPEで USB転送を行う場合には本ビットを BUFに変更してくだ

さい。PIDビットの設定値ごとの本コントローラの基本動作（通信パケットにエラーがない場合の動作）は表 14.20

のとおりです。 

当該 PIPEが USB通信中であるときに、ソフトウェアで本ビットを BUFから NAKに変更する場合、NAKを書

き込んだ後、実際に当該 PIPEの USB転送が NAK状態に遷移したことを確認するために PBUSY=1であることを

確認してください。ただし、本コントローラが本ビットを NAKに変更した場合には、ソフトウェアによる PBUSY

ビットの確認は必要ありません 

本コントローラが当該 PIPEにおいて Splitトランザクションの S-Split発行後（CSSTS=1表示中）にソフトウェ
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アが本ビットを NAKに変更しても、終了までトランザクションを実行します。 
 

以下の場合には本コントローラが本ビットの値を変更します。 

1. 当該PIPEが受信方向の場合、かつソフトウェアが当該PIPEのSHTNAKビットに"1"を設定している場合、本コ

ントローラがトランスファ終了を認識したときに、PID=NAKを表示します。 

2. 当該PIPEに対し、MaxPacketSizeを超えるペイロードのデータパケットを受信した場合、本コントローラは

PID=STALL（11）を表示します。 

3. USBバスリセットを検出した場合、本コントローラはPID=NAKを表示します。 

 

PID=NAK（00）の状態から PID=STALL状態にする場合には、"10"を書き込んでください。 

BUF（01）状態から STALL状態にする場合には、"11"を書き込んでください。 

STALL（11）から NAK状態にする場合には、いったん"10"を書き込んでから"00"を書き込んでください。 

STALL状態から BUF状態に変更する場合は、いったん NAK状態に変更し、その後、BUF状態に変更してくだ

さい。 
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表 14.20 PIDビットによる本コントローラの動作一覧 

PIDビット 

設定値 

転送 TYPE 

（TYPEビット設定値） 

転送方向 

（DIRビット設定値）

本コントローラの動作 

Bulk（TYPE=01）、 

または 

Interrupt（TYPE=10） 

設定値に依存しない USB Hostからの Tokenに NAK応答を行う 

ただし、ATREPM=1設定時は「（15）パイプコントロ

ールレジスタ（c）自動応答モードビット（ATREPM）」

に述べる動作を行う。 

00（NAK） 

Isochronous（TYPE=11） 設定値に依存しない USB Hostからの Tokenに無応答を行う 

Bulk（TYPE=01） 受信方向  

（DIR=0） 

USB Hostからの OUT Tokenに対し、当該 PIPEに対

応するFIFOバッファが受信可能な状態ならばデータを

受信し ACK応答を行う。受信可能な状態でなければ

NAK応答を行う 

USB Hostからの PING Tokenに対し、当該 PIPEに対

応する FIFOバッファが受信可能な状態ならば ACK応

答を行う。受信可能な状態でなければ NYET応答を行

う 

Interrupt（TYPE=10） 受信方向  

（DIR=0） 

USB Hostからの OUT Tokenに対し、当該 PIPEに対

応するFIFOバッファが受信可能な状態ならばデータを

受信し ACK応答を行う。受信可能な状態でなければ

NAK応答を行う 

Bulk（TYPE=01）、 

または 

Interrupt（TYPE=10） 

送信方向  

（DIR=1） 

対応する FIFOバッファが送信可能な状態ならば USB 

Hostからの Tokenに対しデータを送信する。送信可能

でなければ NAK応答を行う。 

受信方向  

（DIR=0） 

USB Hostからの OUT Tokenに対し、当該 PIPEに対

応するFIFOバッファが受信可能な状態ならばデータを

受信する。受信可能な状態でなければデータを破棄す

る。 

01（BUF） 

Isochronous（TYPE=11）

送信方向  

（DIR=1） 

対応する FIFOバッファが送信可能な状態ならば USB 

Hostからの Tokenに対しデータを送信する。送信可能

でなければ Zero-Lengthパケットを送信する。 

Bulk（TYPE=01）、 

または 

Interrupt（TYPE=10） 

設定値に依存しない USB Hostからの Tokenに STALL応答を行う 10（STALL）、 

または 

11（STALL） 

Isochronous（TYPE=11） 設定値に依存しない USB Hostからの Tokenに無応答を行う 
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• PIPE6コントロールレジスタ（PIPE6CTR） ＜アドレス：H'07A＞ 

• PIPE7コントロールレジスタ（PIPE7CTR） ＜アドレス：H'07C＞ 

• PIPE8コントロールレジスタ（PIPE8CTR） ＜アドレス：H'07E＞ 

• PIPE9コントロールレジスタ（PIPE9CTR） ＜アドレス：H'080＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

BSTS      ACLRM SQCLR SQSET SQMO

N 

PBSY    PID 

0 ? ? ? ? ? 0 0 0 0 0 ? ? ? 0 0 

- ? ? ? ? ? - - - - - ? ? ? 0 0 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15 BSTS 

バッファステータス 

当該 PIPEの FIFOバッファステータスが表

示されます。 

0：バッファアクセス不可 

1：バッファアクセス可 

R W  

14～10 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

9 ACLRM 

自動バッファクリアモード 

当該 PIPEの自動バッファクリアモードの禁

止／許可を指定します。 

0：自動バッファクリアモード禁止 

1：自動バッファクリアモード許可（全バ

ッファ初期化） 

R/W R/W  

8 SQCLR 

トグルビットクリア 

当該 PIPEの次回トランザクションにおける

シーケンストグルビットの期待値を DATA0

にクリアするときに"1"を指定します。 

0：無効 

1：DATA0指定 

R(0)/ 

W(1) 

R  

7 SQSET 

トグルビットセット 

当該 PIPEの次回トランザクションにおける

シーケンストグルビットの期待値を DATA1

にセットするときに"1"を指定します。 

0：無効 

1：DATA1指定 

R(0)/ 

W(1) 

R  

6 SQMON 

トグルビット確認 

当該 PIPEの次回トランザクションにおける

シーケンストグルビットの期待値が表示さ

れます。 

0：DATA0 

1：DATA1 

R W  

5 PBUSY 

PIPEビジー 

当該 PIPEを現在 USBバスで使用中かどう

かが表示されます。 

0：当該 PIPEを USBバスにて未使用 

1：当該 PIPEを USBバスにて使用 

R W  

4～2 何も配置されていません。"0"に固定してください。 
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ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

1、0 PID 

応答 PID 

当該 PIPEの次回トランザクションにおける

応答方法を指定します。 

00：NAK応答 

01：BUF応答（バッファ状態に従う） 

10：STALL応答 

11：STALL応答 

R/W R/W  

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） バッファステータスビット（BSTS） 

「（15）パイプコントロールレジスタ（a）バッファステータスビット（BSTS）」を参照ください。 
 

（b） 自動バッファクリアモードビット（ACLRM） 

当該 PIPEに割り付けた FIFOバッファの内容をすべて削除したい場合に、ACLRMビットに"1"、"0"を連続して

書き込んでください。 

本ビットに"1"、"0"を連続して設定した場合に本コントローラがクリアする内容と、当該項目のクリアが必要な

ケースについて表 14.21に示します。 
 

表 14.21 ACLRM=1設定時に本コントローラがクリアされる内容 

番号 ACLRMビット操作によるクリア内容 クリアが必要なケース 

（1） 当該 PIPEに割り付けた FIFOバッファのすべての内容  

（2） 当該 PIPEの転送タイプがアイソクロナス転送の場合、イン

ターバルカウント値 

インターバルカウント値のリセットを行いたい場合 

（3） BFREビットに関する内部フラグ BFREビットの設定値変更時 

（4） トランザクションカウントに関する内部フラグ トランザクションカウント機能の強制終了実行時 

 

本ビットの変更は、CSSTS=0、PID=NAK、および当該 PIPEを CURPIPEビットに未設定時に実施してください。 

対応する PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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（c） シーケンストグルビットのクリアビット（SQCLR） 

「（15）パイプコントロールレジスタ（e）シーケンストグルビットのクリアビット（SQCLR）」を参照くだ

さい。 
 

（d） シーケンストグルビットのセットビット（SQSET） 

「（15）パイプコントロールレジスタ（f）シーケンストグルビットのセットビット（SQSET）」を参照くださ

い。 
 

（e） シーケンストグルビットのモニタビット（SQMON） 

「（15）パイプコントロールレジスタ（g）シーケンストグルビットのモニタビット（SQMON）」を参照くだ

さい。 
 

（f） PIPEビジービット（PBUSY） 

「（15）パイプコントロールレジスタ（h）PIPEビジービット（PBUSY）」を参照ください。 
 

（g） 応答 PIDビット（PID） 

「（15）パイプコントロールレジスタ（i）応答 PIDビット（PID）」を参照ください。 
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（16） トランザクションカウンタ 

• PIP1トランザクションカウンタ許可レジスタ（PIP1TRE） ＜アドレス：H'090＞ 

• PIP2トランザクションカウンタ許可レジスタ（PIP2TRE） ＜アドレス：H'094＞ 

• PIP3トランザクションカウンタ許可レジスタ（PIP3TRE） ＜アドレス：H'098＞ 

• PIP4トランザクションカウンタ許可レジスタ（PIP4TRE） ＜アドレス：H'09C＞ 

• PIP5トランザクションカウンタ許可レジスタ（PIP5TRE） ＜アドレス：H'0A0＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

      TRENB TRCLR         

? ? ? ? ? ? 0 0 ? ? ? ? ? ? ? ? 

? ? ? ? ? ? - - ? ? ? ? ? ? ? ? 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～10 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

9 TRENB 

トランザクションカウンタ許可 

トランザクションカウンタ無効／有効を指

定します。 

0：トランザクションカウンタ機能無効 

1：トランザクションカウンタ機能有効 

R/W R  

8 TRCLR 

トランザクションカウンタクリア 

本ビットに"1"を設定することによりトラン

ザクションカウンタを 0にクリアすること

ができます。 

0：無効 

1：カレントカウンタクリア 

R(0)/ 

W(1) 

R  

7～0 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

 

<< 備考 >> 

* 本レジスタの各ビットの変更は、CSSTS=0、PID=NAK時に実施してください。 

対応する PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更したあとで各ビットの設定値を変更する場合には、

CSSTS=0および PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビ

ットを NAKに変更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません 
 

（a） トランザクションカウンタ許可ビット（TRENB） 

受信 PIPEに対して、ソフトウェアで TRNCNTビットに総パケット数を設定した後で本ビットに"1"を設定する

と、本コントローラは TRNCNTビットの設定値と同数のパケット受信を終了したときに以下の制御を行います。 

1. 連続送受信モード使用（CNTMD=1設定）時、受信完了時にFIFOバッファがフルの状態でなくても、CPU側

にトグルさせます。 

2. SHTNAK=1設定時、TRNCNTビットの設定値と同数のパケット受信を終了時点で対応するPIPEのPIDビット

をNAKに変更します。 

3. DENDE=1かつPKTMD=0設定時、TRNCNTビットの設定値と同数のパケット受信を終了し最後のデータを読

み出す時にDEND信号をアサートします。 
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4. BFRE=1設定時、TRNCNTビットの設定値と同数のパケット受信を終了し最後のデータを読み出し終えたと

きに、BRDY割り込みをアサートします。 

送信 PIPEについては、本ビットに"0"を設定してください。 

トランザクションカウント機能を使用しない場合は、本ビットに"0"を設定してください。 

トランザクションカウント機能を使用する場合、本ビットに"1"を設定する前に TRNCNTビットの設定を行っ

てください。また、トランザクションカウントの対象となる最初のパケットを受信する前に本ビットに"1"を設定

してください。 

 

（b） トランザクションカウンタクリアビット（TRCLR） 

ソフトウェアが本ビットに"1"を設定すると、本コントローラは当該 PIPEに対応するトランザクションカウン

タの現在のカウント値をクリアし、本ビットに"0"を表示します。 
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• PIP1トランザクションカウンタレジスタ（PIP1TRN） ＜アドレス：H'092＞ 

• PIP2トランザクションカウンタレジスタ（PIP2TRN） ＜アドレス：H'096＞ 

• PIP3トランザクションカウンタレジスタ（PIP3TRN） ＜アドレス：H'09A＞ 

• PIP4トランザクションカウンタレジスタ（PIP4TRN） ＜アドレス：H'09E＞ 

• PIP5トランザクションカウンタレジスタ（PIP5TRN） ＜アドレス：H'0A2＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

TRNCNT 

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

- - - - - - - - - - - - - - - - 

 

ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15～0 TRNCNT 

トランザクションカウンタ 

トランザクションカウンタ 

Write時 

DMA転送のトランザクション回数を設定

します 

Read時 

TRENB=0の場合：設定したトランザクショ

ン回数が表示されます。

TRENB=1の場合：カウント中のトランザク

ション回数が表示され

ます。 

R/W R/W  

 

<< 備考 >> 
 

（a） トランザクションカウンタビット（TRNCNT） 

受信 PIPEに対して、ソフトウェアで本ビットに受信すべき総パケット数を設定した後で TRENBビットに"1"

を設定すると、本コントローラは「（16）トランザクションカウンタ（a）トランザクションカウンタ許可ビット

（TRENB）」に述べる制御を行います。 

TRENB=0の場合、本コントローラは本ビットに、ソフトウェアが設定したトランザクション回数を表示します。

TRENB=1の場合、本コントローラは本ビットに、カウント中のトランザクション回数を表示します。 

本コントローラは、受信時の状態が以下（a）から（c）をすべて満たしたときに TRNCNTビットの表示を 1イ

ンクリメントします。 

（a）TRENB=1である 

（b）パケット受信時に（TRCNT設定値 ≠ 現在のカウント値+1）である 

（c）受信したパケットのペイロードがMXPSビットへの設定値と一致した 
 

本コントローラは、以下 1.、2.、または 3.のいずれかの条件が満たされたときに TRNCNTビットの表示を 0に

クリアします。 
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1. 以下（a）から（c）の条件がすべて満たされたとき 

（a）TRNENB=1である 

（b）パケット受信時に（TRNCNT設定値 = 現在のカウント値+1）である 

（c）受信したパケットのペイロードがMXPSビットへの設定値と一致した 

 

2. 以下（a）および（b）の条件がすべて満たされたとき 

（a）TRENB=1である 

（b）ショートパケットを受信した 

 

3. 以下（a）および（b）の条件がすべて満たされたとき 

（a）TRENB=1である 

（b）ソフトウェアがTRCLRビットに"1"を設定した 

 

送信 PIPEについては、本ビットに"0"を設定してください。 

トランザクションカウント機能を使用しない場合は、本ビットに"0"を設定してください。 

本ビットの変更は、CSSTS=0、PID=NAK、かつ TRENB=0設定時に実施してください。 

対応する PIPEの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更する場合には、CSSTS=0および

PBUSY=0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本コントローラが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

本ビットの値を変更する場合は、TRENB=1を設定する前に TRCLR=1を実施してください。 
 



 

14. USB 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  14-141 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（17） UTMIサスペンドモードレジスタ 

• UTMIサスペンドモードレジスタ（SUSPMODE） ＜アドレス：H'102＞ 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 SUSP

M 

              

? 0 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 

? - ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 

 
ビット 名   称 説   明 S/W H/W 備考 

15 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

14 SUSPM 

UTMI SuspendM制御 

UTMIへの SuspendM信号の制御をします。

0：UTMIサスペンドモード 

1：UTMI通常モード 

R/W R/W  

13～0 何も配置されていません。"0"に固定してください。 

 

<< 備考 >> 

なし 
 

（a） UTMI SuspenM制御ビット（SUSPM） 

UTMIへの SuspendM信号の制御ビットです。初期値は'0'であり UTMIはサスペンドモードとなっています。本

コントローラを動作させるときには、本ビットに"1"を設定してください。 

UTMI規格では通常 SuspendM信号により、クロック出力制御を行っており、SuspendM=0の状態では LINKへ

のクロックが停止されます。 

詳細は搭載する、UTMIの仕様を参照してください。 

SUSPMビットが'0'のとき（UTMIクロックが停止しているとき）には、本コントローラへの書き込みはできま

せん。読出しは可能です。ただし、表 14.22に示すレジスタは SUSPMビットが'0'のときでも書き込み可能です。 
 

表 14.22 SUSPM=0時に、ソフトウエアによる書き込みが可能なレジスタ一覧 

アドレス レジスタ名 

H'000 SYSCFG0 

H'002 BUSWAIT 

H'102 SUSPMODE 

 

ただし UTMIクロックが停止（SUSPM=0）時に SYSCFG0レジスタへの書き込んだ設定値は、UTMIクロック

が発振（SUSPM=1）されてから、設定値が反映されます。 
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14.4.5 動作説明 

（1） システム制御および発振制御 

本章では、本コントローラの初期設定に必要なレジスタ操作、および消費電力制御を行うために必要なレジス

タの説明について述べます。 
 

（a） リセット 

表 14.23に本コントローラのリセット種別の一覧表を示します。なお、各リセット動作後のレジスタ初期化状

態については、「14.4.4 レジスタ」を参照してください。 
 

表 14.23 リセット種別一覧表 

名称 操作 

H/Wリセット EXL_SYSRST端子からの"L"レベル入力 

USBバスリセット 本コントローラが D+、D-ラインから自動検出 

 

（b） USBデータバス抵抗制御 

本コントローラは、D+信号のプルアップ抵抗と D+、D-信号のプルダウン抵抗の切り替え制御を行います。

SYSCFG0レジスタの DPRPUビットの設定により各信号のプルアップ、プルダウンを設定してください。 

また、PCと通信中に SYSCFG0レジスタの DPRPUビットに"0"を設定した場合は、USBデータラインのプルア

ップ抵抗（もしくは終端抵抗）をディセーブルにしますので、ホストコントローラにデバイス切断を通知するこ

とができます。 
 

（c） クロック供給 

表 14.24に本コントローラに必要な 2本のクロック入力を示します。 
 

表 14.24 クロック入力一覧表 

入力クロック名 機能 

CPUクロック CPUクロック入力 

クロック周波数について制限はありません。 

UTMIクロック UTMIからのクロック入力 

UTMIのインタフェースバス幅によりクロック周波数が異なる。 

8bitインタフェース時：60MHz 

16bitインタフェース時：30MHz 

UTMIのクロック発振制御は、SuspendMビットにて実施できます。詳細は UTMI仕様書を参

照してください。 

 

またローカルバス接続時には、CPUクロックとは別の FIFOアクセスクロックを入力することが可能です。 
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（d） クロック停止時の注意点 

• CPUクロックおよびUTMIクロックはディスコネクトまたはサスペンド中に停止させることができます。 

• ただしPeripheralモード時のUSBサスペンド中に停止させる場合は、レジュームでの再供給が必要です。UTMI

クロックはレジューム割り込み発生から再供給までを2.5ms以内で行う必要があります。 

 

（2） 割り込み機能 

（a） 割り込み機能概要 

表 14.25に本コントローラの割り込み機能一覧表を示します。 
 

表 14.25 割り込み機能一覧表 

ビット 割り込み名称 割り込み要因 発生する

機能 

関連 

ステータス 

VBINT VBUS割り込み VBUS入力端子の状態変化を検出したとき 

（"L"→"H"、"H"→"L"の両方の変化） 

 VBSTS 

RESM レジューム割り込

み 

サスペンド状態において USBバスの状態変化を検出したとき 

（J-State→K-State、もしくは J-State→SE0） 

 ― 

SOFR フレーム番号更新

割り込み 

• SOFRM=0の場合：フレーム番号の異なる SOFパケットを受信したと

き 

• SOFRM=1の場合：μフレーム番号 0のときの SOFをパケット破損な

どで受信できなかったとき 

 ― 

DVST デバイスステート

遷移割り込み 

デバイスステートの遷移を検出したとき 

• USBバスリセット検出 

• サスペンド状態検出 

• Set Addressリクエストの受信 

• Set Configurationリクエストの受信 

 DVSQ 

CTRT コントロール転送

ステージ遷移割り

込み 

コントロール転送のステージ遷移を検出したとき 

• セットアップステージ完了 

• コントロールライト転送ステータスステージ遷移 

• コントロールリード転送ステータスステージ遷移 

• コントロール転送完了 

• コントロール転送シーケンスエラー発生 

 CTSQ 

BEMP バッファエンプテ

ィ割り込み 

• バッファメモリ中の全データを送信しバッファが空になったとき 

• マックスパケットサイズを超えたパケットを受信したとき 

 PIPEBEMP 

NRDY バッファノットレ

ディ割り込み 

• IN Token／OUT Token／PING Tokenに対して NAK応答したとき 

• アイソクロナス転送でデータ受信時に CRCエラー、ビットスタッフエ

ラーが発生したとき 

• アイソクロナス転送時のオーバラン／アンダランが発生したとき 

 PIPENRDY 

BRDY バッファレディ割

り込み 

バッファがレディ（リード、もしくはライト可能状態）になったとき  PIPEBRDY 

OVRCR OVRCR割り込み OVRCR入力端子の状態変化を検出したとき  OVCMON 
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ビット 割り込み名称 割り込み要因 発生する

機能 

関連 

ステータス 

BCHG バス変化割り込み USBバスステートの変化を検出したとき  ― 

 

表 14.26に本コントローラの IFL_INT端子動作表を示します。複数の割り込み要因が発生した場合に、IFL_INT

端子出力の方法を、INTENB1レジスタの INTLビットにより設定できます。ユーザシステムに合わせて IFL_INT

端子の動作設定を行ってください。 
 

表 14.26 IFL_INT端子動作表 

IFL_INT端子動作

INTL設定 

発生した割り込み要因が 1つの場合 発生した割り込み要因が複数の場合 

エッジセンス（INTL=0） 要因解除まで"L"レベル出力 1つの要因が解除されると 48MHzで 32クロック時間

ネゲート（"H"パルス出力） 

レベルセンス（INTL=1） 要因解除まで"L"レベル出力 すべての要因解除まで"L"レベル出力 

 

要因1発生

割り込み要因1

割り込み要因2

ネゲート期間

〈エッジセンス〉

IFL_INT端子

要因2発生 要因1クリア 要因2クリア

要因1発生

割り込み要因1

割り込み要因2

〈レベルセンス〉

IFL_INT端子

要因2発生 要因1クリア 要因2クリア

 

図 14.5 IFL_INT端子動作図 
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図14.6に本コントローラの割り込み関連図を示します。 
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図 14.6 割り込み関連図 
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（b） デバイスステート遷移割り込み 

図 14.7に本コントローラのデバイスステート遷移図を示します。本コントローラは、デバイスステートを管理

し、デバイスステート遷移割り込みが発生します。ただし、サスペンドからの復帰（レジューム信号検出）は、

レジューム割り込みで検出します。デバイスステート遷移割り込みは、INTENB0レジスタで割り込みの許可、も

しくは禁止を設定することができます。また、遷移したデバイスステートは、INTSTS0レジスタの DVSQビット

にて確認できます。 

Defaultステートに遷移する場合には、リセットハンドシェイクプロトコルの終了後に、デバイスステート遷移

割り込みが発生します。 

Suspended
ステート

(DVSQ=100)

サスペンド検出

レジューム(RESMが'1'にセット)

サスペンド検出

レジューム(RESMが'1'にセット)

サスペンド検出

レジューム(RESMが'1'にセット)

SetConfiguration実行(ConfigurationValue≠0)

SetAddress実行 
(Address＝0)

SetConfiguration実行
(ConfigurationValue＝0)

【注】上図の実線の遷移が発生したときDVSTビットが"1"にセットされます。
　　　破線は、RESMビットが"1"にセットされます。

SetAddress実行

USBバスリセット検出

USBバスリセット検出

サスペンド検出

レジューム(RESMが'1'にセット)

Powered
ステート

(DVSQ=000)

Suspended
ステート

(DVSQ=101)

Default
ステート

(DVSQ=001)

Suspended
ステート

(DVSQ=110)

Address
ステート

(DVSQ=010)

Suspended
ステート

(DVSQ=111)

Configured
ステート

(DVSQ=011)

 

図 14.7 デバイスステート遷移図 
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（c） コントロール転送ステージ遷移割り込み 

図 14.8に本コントローラのコントロール転送ステージ遷移図を示します。本コントローラは、コントロール転

送のシーケンスを管理し、コントロール転送ステージ遷移割り込みが発生します。コントロール転送ステージ遷

移割り込みは、INTENB0レジスタで割り込みの許可、もしくは禁止を設定することができます。また、遷移した

転送ステージは INTSTS0レジスタの CTSQビットにて確認できます。 

コントロール転送のシーケンスエラーを下記に示します。エラーが発生した場合は、DCPCTRレジスタの PID

ビットが"1X"（STALL）になります。 

1. コントロールリード転送時 

（a）データステージのINトークンに対して、一度もデータ転送していない状態でOUT、もしくはPINGトー

クンを受信 

（b）ステータスステージでINトークン受信 

（c）ステータスステージでデータパケットがDATAPID=DATA0のパケットを受信 

2. コントロールライト転送時 

（a）データステージのOUTトークンに対して、一度もACK応答していない状態でINトークンを受信 

（b）データスステージで最初のデータパケットがDATAPID=DATA0のパケットを受信 

（c）ステータスステージでOUT、もしくはPINGトークン受信 

3. コントロールライトノーデータ転送時 

（a）ステータスステージでOUTまたはPINGトークン受信 

なお、コントロールライト転送データステージで、受信データ数が USBリクエストの wLength値を超えた場合

は、コントロール転送シーケンスエラーと認識できません。また、コントロールリード転送ステータスステージ

で、Zero-Lengthパケット以外のパケット受信には、ACK応答を行い正常終了します。 

シーケンスエラーによる CTRT割り込み発生時（SERR=1設定）は、CTSQ=110の値がユーザシステムから 

CTRT=0書き込み（割り込みステータスクリア）するまで保持されます。このため、CTSQ=110が保持されている

状態では、新しい USBリクエストを受信しても、セットアップステージ完了の CTRT割り込みは発生しません。

（セットアップステージ完了は、本コントローラで保持されており、ソフトウェアによる割り込みステータスク

リア後に、セットアップステージ完了割り込みが発生します。 
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② コントロールリード転送ステータスステージ遷移
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図 14.8 コントロール転送ステージ遷移図 
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（3） パイプコントロール 

表 14.27に本コントローラのパイプ設定項目一覧表を示します。USBデータ転送は、エンドポイントと呼ばれ

る論理パイプにて、データ通信を行います。本コントローラにはデータ転送用に 10本のパイプがあります。各パ

イプは、ユーザシステムの仕様に合わせて設定を行ってください。 
 

表 14.27 パイプ設定項目一覧表 

レジスタ名 ビット名 設定内容 備考 

TYPE 転送 Typeを指定 パイプ 1～9：設定可 

BFRE BRDY割り込みモードを選

択 

パイプ 1～5：設定可 

DBLB ダブルバッファを選択 パイプ 1～5：設定可 

CNTMD 連続転送もしくは非連続転

送を選択 

パイプ 1～2：バルク転送選択時のみ設定可 

パイプ 3～5：設定可 

DIR 転送方向を選択 INまたは OUT設定可 

EPNUM エンドポイント番号 パイプ 1～9：設定可 

パイプ使用時は"0000"以外に設定 

DCPCFG 

PIPECFG 

SHTNAK トランスファ終了時のパイ

プ禁止選択 

パイプ 1～2：バルク転送選択時のみ設定可 

パイプ 3～5：設定可 

BUFSIZE バッファメモリサイズ DCP：設定不可（256バイト固定） 

パイプ 1～5：設定可（最大 2Kバイトまで指定可） 

パイプ 6～9：設定不可（64バイト固定） 

PIPEBUF 

BUFNMB バッファメモリ番号 DCP：設定不可（領域 H'0～H'3固定） 

パイプ 1～5：設定可（領域 H'8～H'87で指定可） 

パイプ 6～9：設定不可（領域 H'4～H'7固定） 

DEVSEL デバイス選択 Host選択時のみ参照 DCPMAXP 

PIPEMAXP MXPS マックスパケットサイズ USB規格に準拠した設定 

IFIS バッファフラッシュ パイプ 1、2：アイソクロナス転送選択時のみ設定可 

パイプ 3～5：設定不可 

パイプ 6～9：ホスト選択時のみ設定可 

PIPEPERI 

IITV インターバルカウンタ パイプ 1、2：アイソクロナス転送選択時のみ設定可 

パイプ 3～5：設定不可 

パイプ 6～9：ホスト選択時のみ設定可 
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レジスタ名 ビット名 設定内容 備考 

BSTS バッファステータス DCPは ISELビットにより、受信/送信バッファ状態の切替 

INBUFM INバッファモニタ パイプ 3～5のみ搭載 

SUREQ SETUPリクエスト DCPのみ設定可能 

Host選択時のみ制御可能 

SUREQCLR SUREQクリア DCPのみ設定可能 

Host選択時のみ制御可能 

CSCLR CSSTSクリア Host選択時のみ制御可能 

CSSTS Splitステータス確認 Host選択時のみ参照可能 

ATREPM 自動応答モード パイプ 1～5：設定可能 

Peripheral選択時のみ設定可能 

ACLRM 自動バッファクリア パイプ 1～9：設定可 

SQCLR シーケンスクリア データトグルビットのクリア 

SQSET シーケンスセット データトグルビットのセット 

SQMON シーケンス確認 データトグルビットの確認 

PBUSY PIPEビジー確認  

DCPCTR 

PIPExCTR 

PID 応答 PID  

TRENB トランザクションカウント

許可 

パイプ 1～5：設定可能 PIPExTRE 

TRCLR カレントトランザクション

カウンタのクリア 

パイプ 1～5：設定可能 

PIPExTRN TRNCNT トランザクションカウンタ パイプ 1～5：設定可能 

 

（a） パイプコントロールレジスタの切り替え手順 

パイプコントロールレジスタの以下のビットは、USB通信が不許可（PID=NAK）であるときのみ書き換えが可

能です。図 14.9に USB通信許可（PID=BUF）状態からパイプコントロールレジスタの切り替え手順を示します。 
 

USB通信許可（PID=BUF）状態では設定禁止であるレジスタ 

• DCPCFGレジスタ、DCPMAXPレジスタの各ビット 

• DCPCTRレジスタのSQCLRビット、SQSETビット 

• PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジスタ、PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERIレジスタの各ビット 

• PIPExCTRレジスタのATREPMビット、ACLRMビット、SQCLRビット、SQSETビット 

• PIPExTREレジスタ、PIPExTRNレジスタの各ビット 
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当該PIPEのPIDをNAK 
に設定

当該PIPEのCSSTSビット
が"0"になるまでWait

当該PIPEのPBUSYビット
が"0"になるまでWait

PIPE情報変更要求

PIPE情報変更開始

Host時のみ

 

図 14.9 USB通信許可（PID=BUF）状態からの PIPE情報変更手順 

またパイプコントロールレジスタの以下のビットは、CPU/DMA0/DMA1-FIFO-PORTのいずれの CURPIPEにも

設定されていない PIPE情報のみ書き換えが可能です。 
 

FIFO-PORTの CURPIPEに設定中に設定禁止であるレジスタ 

• DCPCFGレジスタ、DCPMAXPレジスタの各ビット 

• PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジスタ、PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERIレジスタの各ビット 

 

PIPE情報を変更する場合には、CURPIPEの設定を変更 PIPE以外にしていしてください。なお、DCPについて

は PIPE情報修正後、BCLRにてバッファのクリア処理をしてください。 
 

（4） FIFOバッファ 

本章では本コントローラに内蔵する FIFOバッファに関する動作を説明します。特に記載がなければ、Host、

Peripheral機能のどちらを選択した場合も同じ動作となります。 
 

（a） FIFOバッファ割り当て 

図 14.10に本コントローラの FIFOバッファのメモリマップ例を示します。FIFOバッファはユーザシステムの

制御用 CPUと本コントローラが共用する領域です。FIFOバッファの状況には、アクセス権がユーザシステム（CPU

側）にある場合と、本コントローラ（SIE側）にある場合があります。 

FIFOバッファは、パイプごとに独立した領域を設定します。メモリ領域は、64バイトを 1ブロックとして、ブ

ロック先頭番号とブロック数（PIPEBUFレジスタの BUFNMBビット、および BUFSIZEビットで指定）で設定し

ます。PIPExCFGレジスタの CNTMDビットにて連続転送モードを選択した場合には、BUFSIZEビットの設定は、

必ずマックスパケットサイズの整数倍になるように設定してください。また PIPExCFGレジスタの DBLBビット

にてダブルバッファを選択した場合には、同一パイプに対して PIPEBUFレジスタの BUFSIZEビットにて指定し

たメモリ領域を 2面分割り当てられます。 

FIFOバッファへのアクセス（データ読み書き）は 3本の FIFOポートを使用します。FIFOポートに割り当てる
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パイプは、C/DxFIFOSELレジスタの CURPIPEビットにてパイプ番号を指定します。 

各パイプのFIFOバッファステータスは、DCPCTRレジスタ、およびPIPExCTRレジスタのBSTSビット、INBUFM

ビットで確認できます。また、FIFOポートのアクセス権は、C/DxFIFOCTRレジスタの FRDYビットで確認でき

ます。 

FIFO Port FIFO Buffer PIPEBUF reg

BUFNMB=0, BUFSIZE=3

BUFNMB=4, BUFSIZE=0

BUFNMB=5, BUFSIZE=0

BUFNMB=6, BUFSIZE=3

BUFNMB=10, BUFSIZE=7

BUFNMB=18, BUFSIZE=3

BUFNMB=22, BUFSIZE=7

BUFNMB=28, BUFSIZE=2

【注】　PIPE8、9は未使用の場合：BUFSIZEなどは未設定

CFIFO Port

D0FIFO Port

D1FIFO Port

CURPIPE=6

CURPIPE=1

CURPIPE=3

PIPE0

PIPE6

PIPE7

PIPE5

PIPE1

PIPE2

PIPE3

PIPE4

 

図 14.10 FIFOバッファのメモリマップ例 

（b） FIFOバッファクリア 

表 14.28に本コントローラによる FIFOバッファのクリア一覧表を示します。FIFOバッファは下記の 3ビット

によってクリアできます。 
 

表 14.28 FIFOバッファクリア一覧表 

ビット名 BCLR DCLRM ACLRM 

レジスタ CFIFOCTRレジスタ 

DxFIFOCTRレジスタ 

DxFIFOSELレジスタ PIPExCTRレジスタ 

機能 CPU側 FIFOバッファをクリア

します 

指定パイプのデータを読み出し

た後で、自動で FIFOバッファを

クリアするモードです。 

受信したパケットをすべて破棄する

自動バッファクリアモードです。 

クリア方法 "1"ライトでクリア "1"モード有効 

"0"モード無効 

"1"モード有効 

"0"モード無効 
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（5） FIFOポートの機能 

本章では FIFOポートに関する機能の説明をします。表 14.29に本コントローラの FIFOポート機能設定表を示

します。データ書き込みアクセス時は、バッファフル（非連続転送時はマックスパケットサイズ数）まで書き込

みを行うと、自動的に USBバスに送信可能な状態となります。バッファフル（非連続転送時はマックスパケット

サイズ数）未満のデータを送信可能状態にするには、C/DxFIFOCTRレジスタの BVALビットによる書き込み終了

設定（DMA転送時には TEND信号）が必要です。また、Zero-Lengthパケットの送信は、同レジスタの BCLRビ

ットによるバッファクリアの上、BVALビットによる書き込み終了設定が必要です。 

読み出しアクセス時は、すべてのデータを読み出すと、自動的に新しいパケット受信可能状態になります。た

だし、Zero-Lengthパケット受信時（DTLN=0）は、データは読み出せませんので、同レジスタの BCLRビットに

よるバッファクリアが必要です。受信データ長は、C/DxFIFOCTRレジスタの DTLNビットにて確認します。 
 

表 14.29 FIFOポート機能設定表 

レジスタ名 ビット名 機能 備考 

RCNT DTLN読み出しモード選択  

REW バッファメモリリワインド（再読み出し、再書き込み）  

DCLRM 指定パイプの受信データ読み出し後自動クリア DxFIFO専用 

DREQE DREQ信号アサート DxFIFO専用 

MBW FIFOポートアクセスビット幅  

BIGEND FIFOポートエンディアン選択  

ISEL FIFOポートアクセス方向 DCP専用 

C/DxFIFOSEL 

CURPIPE カレント PIPE選択  

BVAL バッファメモリ書き込み終了  

BCLR CPU側バッファメモリクリア  

FRDY FIFOポートレディーモニタ  

C/DxFIFOCTR 

DTLN 受信データ長確認  
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（a） FIFOポート選択 

表 14.30に各 FIFOポートで選択可能なパイプ表を示します。C/DxFIFOSELレジスタの CURPIPEビットにて、

アクセスするパイプを選択します。パイプ選択後、書き込んだ CURPIPE値が正しく読み出せたのを確認してから

（前回のパイプ番号が読み出された場合には、本コントローラがパイプ変更処理中であることを示します）、

FRDY=1を確認し FIFOポートへアクセスしてください。 

また、MBWビットでアクセスするバス幅を選択してください。バッファメモリアクセス方向は、DCPの場合

は ISELビットの設定に従います。その他のパイプは PIPExCFGレジスタの DIRビットに従います。 
 

表 14.30 パイプ別 FIFOポートアクセス表 

パイプ アクセス方法 使用可能なポート 

DCP CPUアクセス CFIFOポートレジスタ 

CPUアクセス CFIFOポートレジスタ 

DxFIFOポートレジスタ 

パイプ 1～パイプ 9 

DMAアクセス DxFIFOポートレジスタ 

 

（b） DxFIFO自動クリアモード（DxFIFOポート読み出し方向） 

本コントローラは、DxFIFOSELレジスタの DCLRMビットに"1"を設定することで、バッファメモリからのデー

タ読み出しを完了した場合に、当該パイプのバッファメモリを自動的にクリアします。 

表 14.31に各設定での、パケット受信とソフトウェアによるバッファメモリクリア処理の関連表を示します。 

表 14.31に示すように、BFREビットの設定値によりバッファクリア条件が異なりますが、クリアが必要などの

ような状態においても、DCLRMビットを使用することでソフトウェアによるバッファクリアが不要になり、ソフ

トウェアを介在させない DMA転送が可能となります。 

なお、本機能はバッファメモリ読み出し方向のみ設定できます。 
 

表 14.31 パケット受信とソフトウェアによるバッファメモリクリア処理の関連表 

DCLRM = 0 DCLRM = 1 レジスタ設定 

パケット受信時のバッファ状態 BFRE = 0 BFRE = 1 BFRE = 0 BFRE = 1 

バッファフル クリア不要 クリア不要 クリア不要 クリア不要 

Zero-Lengthパケット受信 クリア必要 クリア必要 クリア不要 クリア不要 

通常のショートパケット受信 クリア不要 クリア必要 クリア不要 クリア不要 

トランザクションカウント終了 クリア不要 クリア必要 クリア不要 クリア不要 

 

（c） BRDY割り込みタイミング選択機能 

PIPECFGレジスタの BFREビットの設定により、マックスパケットサイズのデータパケットを受信時に BRDY

割り込みを発生させないようにすることができます。 

この機能により DMA転送を使用している場合に、最終データを受信したときのみに割り込みを発生させるこ

とができます。最終データとはショートパケットの受信、またはトランザクションカウントの終了を示します。

BFRE=1に設定している場合は、受信したデータを読み出した後で、BRDY割り込みが発生します。DnFIFOCTR

レジスタの DTLNビットを読み出すことにより、BRDY割り込みの発生時に最後に受信したデータパケットの受
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信データ長を確認することができます。 

表 14.32に本コントローラの BRDY割り込み発生タイミングを示します。 
 

表 14.32 BRDY割り込み発生タイミング表 

レジスタ設定 

パケット受信時のバッファ状態 

BFRE = 0 BFRE = 1 

バッファフル（通常のパケット受信） パケット受信時 発生しない 

Zero-Lengthパケット受信 パケット受信時 パケット受信時 

通常のショートパケット受信 パケット受信時 バッファメモリから、受信データ

の読み出し完了時 

トランザクションカウント終了 パケット受信時 バッファメモリから、受信データ

の読み出し完了時 

 

BFREビット機能はバッファメモリから読み出し方向のみ有効です。書き込み方向の場合にはBFREビットは"0"

に固定してください。 
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（6） コントロール転送（DCP） 

コントロール転送のデータステージのデータ転送は、デフォルトコントロールパイプ（DCP）を使用します。

DCPのバッファメモリは、コントロールリード、およびコントロールライト共用の固定領域で 256バイトシング

ルバッファです。バッファメモリへのアクセスは、CFIFOポートのみ可能です。 

本コントローラは、本コントローラに対する正常なセットアップパケットに対して、必ず ACK応答します。セ

ットアップステージでの本コントローラの動作を以下に示します。 
 

1. 新しいセットアップパケットを受信すると、本コントローラは、以下のビットをセットします。 

INTSTS0レジスタのVALIDビットを"1"にセット 

DCPCTRレジスタのPIDビットを"NAK"にセット 

DCPCTRレジスタのCCPLビットを"0"にセット 

2. セットアップパケットに引き続き、データパケット受信すると、本コントローラは、USBリクエストのパラ

メータを、USBREQレジスタ、USBVALレジスタ、USBINDXレジスタ、およびUSBLENGレジスタに格納し

ます。 

 

コントロール転送に対する応答処理は、必ずVALID=0を設定後に行ってください。VALID=1状態では PID=BUF

設定が行えず、データステージを終了することができません。 

VALIDビットの機能により、本コントローラは、コントロール転送中に新しい USBリクエストを受信した場

合には処理中のリクエスト処理を中断し、最新のリクエストに対する応答を行うことができます。 

また、本コントローラは、受信した USBリクエストの方向ビット（bmRequestTypeの bit8）、およびリクエス

トデータ長（wLength）を自動判別し、コントロールリード転送、コントロールライト転送、およびコントロール

ライトノーデータ転送を識別し、ステージ遷移を管理します。間違ったシーケンスに対しては、コントロール転

送ステージ遷移割り込みのシーケンスエラーが発生し、ソフトウェアに通知します。本コントローラのステージ

管理については図 14.8を参照ください。 

受信した USBリクエストに対応したデータ転送を DCPにて行ってください。DCPバッファメモリへアクセス

する前に、CFIFOSELレジスタの ISELビットにてアクセス方向指定を行ってください。 

転送データが DCPバッファメモリのサイズより大きい場合には、コントロールライト転送では BRDY割り込み

を、コントロールリード転送では BEMP割り込みを使用してデータ転送を行ってください。 

Hi-Speed動作時のコントロールライト転送では、バッファメモリの状況に応じて NYETハンドシェイク応答を

行います。 

DCPCTRレジスタの PIDビットが PID=BUFの状態で、CCPLビットに"1"を設定することによりコントロール

転送を終了します。 

上記設定後、セットアップステージで確定したデータ転送方向に従い、本コントローラが自動的にステータス

ステージを実行します。具体的には次のとおりです。 
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1. コントロールリード転送の場合： 

本コントローラはZero-Lengthパケットの送信を行い、USB Host ControllerからのACK応答を受信します。 

2. コントロールライト転送、ノーデータコントロール転送の場合： 

USBホストからのZero-Lengthパケットを受信し、ACK応答を送信します。 

 

本コントローラは、正常な SET_ADDRESSリクエストに自動応答します。SET_ADDRESSリクエストに下記の

エラーがある場合は、ソフトウェアによる応答が必要です。 

1. コントロールリード転送以外の場合： bmRequestType  ≠ H'00 

2. リクエストエラーの場合： wIndex   ≠ H'00 

3. ノーデータコントロール転送以外の場合： wLength   ≠ H'00 

4. リクエストエラーの場合： wValue   ＞ H'7F 

5. デバイスステートエラーのコントロール転送： DVSQ   ＝ 011（Configured） 

 

SET_ADDRESS以外のすべてのリクエストには対応するソフトウェアによる応答が必要です。 

（7） バルク転送（パイプ 1～5） 

バルク転送は、バッファメモリの使用方法（シングル/ダブルバッファ設定、もしくは連続/非連続転送モード設

定）の選択ができます。バッファメモリサイズは、最大 2Kバイトまで設定可能です。バッファメモリの状態はコ

ントローラが管理し、PINGパケット/NYETハンドシェイクには自動応答します。 
 

（8） インタラプト転送（パイプ 6～9） 

本コントローラは、ホストコントローラが管理している周期に従ってインタラプト転送を行います。インタラ

プト転送の場合、PINGパケットに対しては無視（無応答になる）します。また NYETハンドシェイクを送信せず、

ACK、NAK、STALL応答を行います。 

また、本コントローラは、インタラプト転送の High-Bandwidth転送には対応していません。 
 

（9） アイソクロナス転送（パイプ 1、2） 

本コントローラは、アイソクロナス転送に対して下記の機能を備えています。 

1. アイソクロナス転送のエラー情報通知 

2. インターバルカウンタ（IITVビット指定） 

3. アイソクロナスIN転送データセットアップコントロール（IDLY機能） 

4. アイソクロナスIN転送バッファフラッシュ機能（IFISビット指定） 

5. SOFパルス出力機能 

 

本コントローラは、アイソクロナス転送の High-Bandwidth転送には対応していません。 
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（a） インターバルカウンタ 

PIPEPERIレジスタの IITVビットによりアイソクロナス転送のインターバルを設定できます。インターバルカ

ウンタにより、表 14.33の機能を実現します。Host Controller機能選択時は、トークンの発行タイミングを生成し

ます。 
 

表 14.33 インターバルカウンタの機能 

転送方向 機能 検出条件 

IN 送信バッファフラッシュ機能 アイソクロナス IN転送でインターバルフレームに INトークンを正常受信でき

ない 

OUT トークン未受信の通知 アイソクロナス OUT転送でインターバルフレームに OUTトークンを正常受

信できない 

 

インターバルのカウントは、SOFの受信または補完された SOFで行いますので、SOFが破損しても等時性を保

つことができます。設定できるフレーム間隔は 2IITV（μ）フレームです。 
 

本コントローラは、下記の条件でインターバルカウンタを初期化します。 

1. ハードウェアリセット 

IITVビットが初期化されます。 

2. ACLRMビットによるバッファメモリのクリア 

IITVビットは初期化されませんがカウントは初期化されます。ACLRMビットを0にすることにより、IITVの

設定値からカウントを開始します。 

 

インターバルカウンタが初期化された後は、正常にパケットを転送したあとに、下記の条件でインターバルの

カウントを開始します。 

1. PID=BUF状態でINトークンに対して、データを送信後のSOF受信 

2. PID=BUF状態でOUTトークンの、データを受信後のSOF受信 

 

なお、下記の条件ではインターバルカウンタは初期化されません。 

1. PIDをNAKまたはSTALLに設定した場合 

インターバルタイマは停止しません。次のインターバルにトランザクションの実行を試みます。 

2. USBバスリセット、USBサスペンド 

IITVビットは初期化されません。SOFを受信すると、受信前の値からカウントを開始します。 
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（b） アイソクロナス転送送信データセットアップ 

本コントローラのアイソクロナスデータ送信では、バッファメモリにデータ書き込み後、SOFパケットを検出

した次のフレームでデータパケットの送出が可能になります。この機能をアイソクロナス転送送信データセット

アップ機能と呼びます。この機能により送信を開始したフレームを特定することができます。 

バッファメモリをダブルバッファで使用している場合で、両方のバッファの書き込みが終了している場合も、

転送可能状態になるバッファメモリは先に書き込みを終了した 1面だけとなります。このため同一フレームで、

複数の INトークンを受信しても、送出されるバッファメモリはただ 1パケット分となります。 

INトークンの受信時に、バッファメモリが送信可能状態であればデータ転送し正常応答します。しかし、バッ

ファメモリが送信不能状態であれば、Zero-Lengthパケットを送出しアンダランエラーとなります。 

Zero-Lengthパケット送出は図中で網掛け Nullと表示しています。 

図 14.11に本コントローラで、IITV=0（毎フレーム）を設定した場合のアイソクロナス転送送信データセット

アップ機能による送信例を示します。 

IN

Null Null

IN IN

IN IN IN

IN IN IN IN

空き状態

受信トークン

空き状態書き込み終了 転送可能状態書き込み中

空き状態 書き込み終了 転送可能状態書き込み中

空き状態 空き状態書き込み終了 書き込み終了転送可能状態

転送可能状態

書き込み中 書き込み中

空き状態 空き状態書き込み終了 書き込み終了転送可能状態書き込み中 書き込み中

空き状態 書き込み終了書き込み中

空き状態 空き状態書き込み終了書き込み中

転送可能状態空き状態 空き状態書き込み終了書き込み中

Data-A

Null Data-BData-A

Null Null Data-BData-A

バッファA

バッファB

SOFパケット

バッファA

バッファB

送信パケット

受信トークン

バッファA

バッファB

送信パケット

受信トークン

バッファA

バッファB

送信パケット  

図 14.11 データセットアップ機能動作例 
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（c） アイソクロナス転送送信バッファフラッシュ 

本コントローラは、アイソクロナスデータ送信でインターバルフレームに INトークンを受信せず、次フレーム

の（μ）SOFパケットを受信した場合は、INトークン破損として扱い、送信可能状態となっているバッファをク

リアし、そのバッファを書き込み可能状態とします。 

また、このときにダブルバッファで使用しており両方のバッファの書き込みが終了している場合は、破棄した

バッファメモリを同インターバルフレームで送信されたものとみなして、（μ）SOFパケット受信で破棄されてい

ないバッファメモリを転送可能状態とします。。 

バッファフラッシュ機能は IITVビット設定値により動作開始タイミングが異なります。 

1. IITV=0の場合 

パイプが有効となった次のフレームからバッファフラッシュ動作します。 

2. IITV=0以外の場合 

最初の正常なトランザクション以降バッファフラッシュ動作します。 

 

図 14.12に本コントローラのバッファフラッシュ機能の動作例を示します。ただし、設定されたインターバル

間隔外（インターバルフレーム前のトークン）に対しては、データセットアップ状態に従い、書き込みデータの

送出もしくはアンダランエラーとして Zero-Lengthパケットを送出します。 

バッファA 空き状態 空き状態書き込み中 書き込み中書き込み終了 書き込み終了転送可能状態

バッファB 空き状態 書き込み中 書き込み終了 転送可能状態  

図 14.12 バッファフラッシュ機能動作例 

 

図 14.13に本コントローラのインターバルエラー発生例を示します。インターバルエラーは下記の 5種類です。

図中の①タイミングでインターバルエラーが発生しバッファフラッシュ機能が動作します。 

インターバルエラーは IN転送時にバッファフラッシュ機能が動作し、OUT転送時は NRDY割り込みが発生し

ます。 

受信パケットエラーなどの NRDY割り込みとオーバランエラーとの区別は OVRNビットで判定してください。 

図中網掛けのトークンに対してはバッファメモリの状態に応じた応答になります。 

1. IN方向： 

（a）バッファ転送可能状態であればデータ転送し正常応答 

（b）バッファ転送不能状態であればZero-Lengthパケット送信しアンダランエラー 

2. OUT方向： 

（a）バッファ受信可能状態であればデータ受信し正常応答 

（b）バッファ受信不能状態であればデータ破棄しオーバランエラー 
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SOF

正常転送

Token破損

Packet挿入

Frameズレ

Frameズレ

Token遅延

Token Token Token

Token Token

Token Token

Token Token 

Token Token Token

Token Token 

Token

Token

1

1

1

1 1

1 1

Token

Token 

Token 

Token 

Token 

Token 

Token 

 

図 14.13 IITV=1のときのインターバルエラー発生例 

（10） SOF補間機能 

SOFパケットの破損、もしくは欠落のために 1ms（Full-Speed動作時）または 125us（Hi-Speed動作時）間隔で

受信できなかった場合に、コントローラ内部で SOFを補間します。SOF補間動作の開始は USBE=1かつ SCKE=1

かつ SOFパケット受信となります。また、下記の条件で補間機能が初期化されます。 

1. ハードウェアリセット 

2. USBバスリセット 

3. サスペンド検出 

 

また、SOF補間は次の仕様で動作します。 

1. フレーム間隔（125μsまたは1ms）はリセットハンドシェイクプロトコルの結果に従う。 

2. SOFパケット受信までは補間機能は動作しない。 

3. 最初のSOFパケット受信後は内部クロック48MHzで125μsもしくは1msをカウントし補間する。 

4. 2回目以降のSOFパケットを受信後は前回の受信間隔を用いて補間する。 

5. サスペンド時およびUSBバスリセット受信中は補間しない。 

（Hi-Speed動作時のサスペンド移行では最終パケットから3ms間は補間を継続します） 

 

SOF補間機能は次の機能で動作します。 

1. フレーム番号、およびマイクロフレーム番号の更新 

2. SOFR割り込みタイミング、およびμSOFロック 

3. SOFパルス出力 

4. アイソクロナス転送インターバルカウント 

 

Full-Speed動作時にSOFパケットが欠落した場合には、FRMNUM0レジスタのFRNMビットは更新されません。 

Hi-Speed動作時にμSOFパケットが欠落した場合には、FRMNUM1レジスタの UFRNMビットが更新されます。 

ただし、μFRNM=000のμSOFパケットが欠落した場合には、FRNMビットは更新されません。この場合は、継

続するμFRNM=000以外のμSOFパケットが正常に受信されても FRNMビットは更新されません。 
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（a） SOFパルス出力 

本コントローラは、SOF出力が許可されている場合に、SOFのタイミングで SOFパルスを出力することができ

ます。 

SOFCFGレジスタの SOFMビットの値が"01"（1ms SOF）または"10"（125 μs SOF）のときに、SOF_N端子から

"L"アクティブでパルスを出力します。これを SOF信号と呼びます。パルスのタイミングについては図 14.14を参

照してください。SOFパケットの受信または、SOF補間によって SOF出力を等間隔に出力します。 

SYNCUSB Bus

SOF

SOF packet

PID FRAME CRC5

1ms(Full-Speed)/125us(High-Speed)

640ns min.  

図 14.14 SOF出力タイミング 
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15. ダイレクトメモリアクセスコントローラ 0（DMAC0） 

本 LSI は、ダイレクトメモリアクセスコントローラ 0（DMAC0）を内蔵しています。DMAC0 は、DACK（転

送要求受け付け信号）付き外部デバイス、外部メモリ、内蔵メモリ、メモリマップト外部デバイス、内蔵周辺モ

ジュール間のデータ転送を、CPUに代わって高速に行うことができます。 

15.1 特長 

• チャネル数：6チャネル（うちチャネル0～3は外部リクエスト受け付け可能） 

• アドレス空間：アーキテクチャ上は4Gバイト 

• 転送データ長：バイト、ワード（2バイト）、ロングワード（4バイト）、16バイト、32バイト 

• 最大転送回数：16,777,216回 

• 転送要求： 

外部リクエスト（チャネル0～3）、内蔵周辺モジュールリクエスト、オートリクエストの3種類から選択可能。 

内蔵周辺モジュールリクエストを発行できるものはFLCTLモジュールです。 

• バスモード： 

サイクルスチールモード（通常モードとインタミッテントモード） 

• データ転送：通常モード（連続転送） 

リピートモード 

リロードモード 

Multi-dimensionalモード（Multi-dimensional転送、scatter/gather転送、ストライド転送） 

• 優先順位：チャネル優先順位固定モードとラウンドロビンモードから選択可能 

• 割り込み要求：データ転送ハーフエンド時およびデータ転送終了時、また、アドレスエラー発生時にCPUへ

割り込み要求を発生可能 

• 外部リクエスト検出：DREQ入力のロー／ハイレベル検出、立ち上がり／立ち下がりエッジ検出から選択可

能 

• DMA転送終了通知信号：DACKは独立にアクティブレベルを設定可能 
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DMAC0のブロック図を図 15.1に示します。 

DMA0TCR 0～5

DMA0CHCR 0～5

DMA0OR

DMA0RS 0～2

DMA0SAR 0～5

DMA0DAR 0～5

DMA0TCRB 0～5

DMA0SARB 0～5

DMA0DARB 0～5

DMA0SAOFR 0～5

DMA0DAOFR 0～5

回数制御

レジスタ制御

起動制御

要求優先制御

バス 
インタフェース

内蔵メモリ

内蔵周辺 
モジュール 

FLCTL

DMAC0

割り込み 
コントローラ

DMA転送終了通知
DMA転送要求信号

DMA0INT 0~5
DMA0AE

DRAK0～DRAK3

DREQ0～DREQ3

DACK0～DACK3

外部入出力

外部RAM

外部ROM

LBSC

DDR3-
SDRAM IF

DMA0SAR 0～5 ：DMA0ソースアドレスレジスタ
DMA0SARB 0～5 ：DMA0ソースアドレスレジスタB
DMA0DAR 0～5 ：DMA0デスティネーションアドレスレジスタ
DMA0DARB 0～5 ：DMA0デスティネーションアドレスレジスタB
DMA0TCR 0～5 ：DMA0トランスファカウントレジスタ
DMA0TCRB 0～5 ：DMA0トランスファカウントレジスタB
DMA0SAOFR 0～5 ：DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ
DMA0DAOFR 0～5 ：DMA0デスティネーションアドレスオフセットレジスタ
DMA0CHCR 0～5 ：DMA0チャネルコントロールレジスタ
DMA0OR ：DMA0オペレーションレジスタ
DMA0RS 0～2 ：DMA0拡張リソースレジスタ
DMA0INT 0～5 ：DMA転送終了／ハーフエンド割り込み要求
DMA0AE ：全共通チャネルアドレスエラー割り込み要求

S
uperH

yw
ay

バ
ス

【記号説明】

 

図 15.1 DMAC0ブロック図 
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15.2 入出力端子 

DMAC0関係の外部端子を以下に示します。 

外部バスに接続する端子の構成を表 15.1に示します。DMAC0としては、外部バス用に 4チャネル分の端子（チ

ャネル 0～3）を持ちます。 

表 15.1 外部バスに対する端子構成 

チャネル 名称 略称 入出力 機   能 

DMA転送要求 DREQ0*1 入力 外部デバイスからチャネル 0への DMA転送要求入力 

DREQ受け付け確認 DRAK0*2 出力 チャネル 0から外部デバイスへの DMA転送要求受け付け、実

行開始を外部デバイスへ通知 

0 

DMA転送終了通知 DACK0*2 出力 チャネル0から外部デバイスへのDMA転送要求に対するスト

ローブを出力 

DMA転送要求 DREQ1*1 入力 外部デバイスからチャネル 1への DMA転送要求入力 

DREQ受け付け確認 DRAK1*2 出力 チャネル 1から外部デバイスへの DMA転送要求受け付け、実

行開始を外部デバイスへ通知 

1 

DMA転送終了通知 DACK1*2 出力 チャネル1から外部デバイスへのDMA転送要求に対するスト

ローブを出力 

DMA転送要求 DREQ2*1 入力 外部デバイスからチャネル 2への DMA転送要求入力 

DREQ受け付け確認 DRAK2*2 出力 チャネル 2から外部デバイスへの DMA転送要求受け付け、実

行開始を外部デバイスへ通知 

2 

DMA転送終了通知 DACK2*2 出力 チャネル2から外部デバイスへのDMA転送要求に対するスト

ローブを出力 

DMA転送要求 DREQ3*1 入力 外部デバイスからチャネル 3への DMA転送要求入力 

DREQ受け付け確認 DRAK3*2 出力 チャネル 3から外部デバイスへの DMA転送要求受け付け、実

行開始を外部デバイスへ通知 

3 

DMA転送終了通知 DACK3*2 出力 チャネル3から外部デバイスへのDMA転送要求に対するスト

ローブを出力 

【注】 *1 初期値はローレベル検出です。 

 *2 初期値はローアクティブです。 
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15.3 レジスタ構成 

表 15.2にレジスタ構成を示します。 

表 15.2 レジスタ構成（1） 

チャ

ネル 
名称 略称 R/W P4アドレス

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ*3 

同期 

クロック 

DMA0ソースアドレスレジスタ 0 DMA0SAR0 R/W H'FE808020 H'1E808020 32 Bck 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ 0 DMA0DAR0 R/W H'FE808024 H'1E808024 32 Bck 

DMA0トランスファカウントレジスタ 0 DMA0TCR0 R/W H'FE808028 H'1E808028 32 Bck 

0 

DMA 0チャネルコントロールレジスタ 0 DMA0CHCR0 R/W*1 H'FE80802C H'1E80802C 32 Bck, Pck*4 

DMA0ソースアドレスレジスタ 1 DMA0SAR1 R/W H'FE808030 H'1E808030 32 Bck 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ 1 DMA0DAR1 R/W H'FE808034 H'1E808034 32 Bck 

DMA0トランスファカウントレジスタ 1 DMA0TCR1 R/W H'FE808038 H'1E808038 32 Bck 

1 

DMA0 チャネルコントロールレジスタ 1 DMA0CHCR1 R/W*1 H'FE80803C H'1E80803C 32 Bck,Pck*4 

DMA0ソースアドレスレジスタ 2 DMA0SAR2 R/W H'FE808040 H'1E808040 32 Bck 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ 2 DMA0DAR2 R/W H'FE808044 H'1E808044 32 Bck 

DMA0トランスファカウントレジスタ 2 DMA0TCR2 R/W H'FE808048 H'1E808048 32 Bck 

2 

DMA0 チャネルコントロールレジスタ 2 DMA0CHCR2 R/W*1 H'FE80804C H'1E80804C 32 Bck,Pck*4 

DMA0ソースアドレスレジスタ 3 DMA0SAR3 R/W H'FE808050 H'1E808050 32 Bck 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ 3 DMA0DAR3 R/W H'FE808054 H'1E808054 32 Bck 

DMA0トランスファカウントレジスタ 3 DMA0TCR3 R/W H'FE808058 H'1E808058 32 Bck 

3 

DMA0 チャネルコントロールレジスタ 3 DMA0CHCR3 R/W*1 H'FE80805C H'1E80805C 32 Bck,Pck*4 

0～5 DMA0オペレーションレジスタ DMA0OR R/W*2 H'FE808060 H'1E808060 16 Bck,Pck*5 

DMA0ソースアドレスレジスタ 4 DMA0SAR4 R/W H'FE808070 H'1E808070 32 Bck 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ 4 DMA0DAR4 R/W H'FE808074 H'1E808074 32 Bck 

DMA0トランスファカウントレジスタ 4 DMA0TCR4 R/W H'FE808078 H'1E808078 32 Bck 

4 

DMA0 チャネルコントロールレジスタ 4 DMA0CHCR4 R/W*1 H'FE80807C H'1E80807C 32 Bck,Pck*4 

DMA0ソースアドレスレジスタ 5 DMA0SAR5 R/W H'FE808080 H'1E808080 32 Bck 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ 5 DMA0DAR5 R/W H'FE808084 H'1E808084 32 Bck 

DMA0トランスファカウントレジスタ 5 DMA0TCR5 R/W H'FE808088 H'1E808088 32 Bck 

5 

DMA0 チャネルコントロールレジスタ 5 DMA0CHCR5 R/W*1 H'FE80808C H'1E80808C 32 Bck,Pck*4 

DMA0ソースアドレスレジスタ B0 DMA0SARB0 R/W H'FE808120 H'1E808120 32 Bck 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B0 DMA0DARB0 R/W H'FE808124 H'1E808124 32 Bck 

0 

DMA0トランスファカウントレジスタ B0 DMA0TCRB0 R/W H'FE808128 H'1E808128 32 Bck 

DMA0ソースアドレスレジスタ B1 DMA0SARB1 R/W H'FE808130 H'1E808130 32 Bck 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B1 DMA0DARB1 R/W H'FE808134 H'1E808134 32 Bck 

1 

DMA0トランスファカウントレジスタ B1 DMA0TCRB1 R/W H'FE808138 H'1E808138 32 Bck 
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チャ

ネル 
名称 略称 R/W P4アドレス

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ*3 

同期 

クロック 

DMA0ソースアドレスレジスタ B2 DMA0SARB2 R/W H'FE808140 H'1E808140 32 Bck 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B2 DMA0DARB2 R/W H'FE808144 H'1E808144 32 Bck 

2 

DMA0トランスファカウントレジスタ B2 DMA0TCRB2 R/W H'FE808148 H'1E808148 32 Bck 

DMA0ソースアドレスレジスタ B3 DMA0SARB3 R/W H'FE808150 H'1E808150 32 Bck 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B3 DMA0DARB3 R/W H'FE808154 H'1E808154 32 Bck 

3 

DMA0トランスファカウントレジスタ B3 DMA0TCRB3 R/W H'FE808158 H'1E808158 32 Bck 

DMA0ソースアドレスレジスタ B4 DMA0SARB4 R/W H'FE808170 H'1E808170 32 Bck 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B4 DMA0DARB4 R/W H'FE808174 H'1E808174 32 Bck 

4 

DMA0トランスファカウントレジスタ B4 DMA0TCRB4 R/W H'FE808178 H'1E808178 32 Bck 

DMA0ソースアドレスレジスタ B5 DMA0SARB5 R/W H'FE808180 H'1E808180 32 Bck 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B5 DMA0DARB5 R/W H'FE808184 H'1E808184 32 Bck 

5 

DMA0トランスファカウントレジスタ B5 DMA0TCRB5 R/W H'FE808188 H'1E808188 32 Bck 

DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ 0 DMA0SAOFR0 R/W H'FE808220 H'1E808220 32 Bck 0 

DMA0デスティネーションアドレスオフセット 

レジスタ 0 

DMA0DAOFR0 R/W H'FE808224 H'1E808224 32 Bck 

DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ 1 DMA0SAOFR1 R/W H'FE808230 H'1E808230 32 Bck 1 

DMA0デスティネーションアドレスオフセット 

レジスタ 1 

DMA0DAOFR1 R/W H'FE808234 H'1E808234 32 Bck 

DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ 2 DMA0SAOFR2 R/W H'FE808240 H'1E808240 32 Bck 2 

DMA0デスティネーションアドレスオフセット 

レジスタ 2 

DMA0DAOFR2 R/W H'FE808244 H'1E808244 32 Bck 

DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ 3 DMA0SAOFR3 R/W H'FE808250 H'1E808250 32 Bck 3 

DMA0デスティネーションアドレスオフセット 

レジスタ 3 

DMA0DAOFR3 R/W H'FE808254 H'1E808254 32 Bck 

DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ 4 DMA0SAOFR4 R/W H'FE808270 H'1E808270 32 Bck 4 

DMA0デスティネーションアドレスオフセット 

レジスタ 4 

DMA0DAOFR4 R/W H'FE808274 H'1E808274 32 Bck 

DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ 5 DMA0SAOFR5 R/W H'FE808280 H'1E808280 32 Bck 5 

DMA0デスティネーションアドレスオフセット 

レジスタ 5 

DMA0DAOFR5 R/W H'FE808284 H'1E808284 32 Bck 

0/1 DMA0拡張リソースセレクタ 0 DMA0RS0 R/W H'FE809000 H'1E809000 16 Pck 

2/3 DMA0拡張リソースセレクタ 1 DMA0RS1 R/W H'FE809004 H'1E809004 16 Pck 

4/5 DMA0拡張リソースセレクタ 2 DMA0RS2 R/W H'FE809008 H'1E809008 16 Pck 

【注】 *1 DMA0CHCRの HE、TEビットは、フラグをクリアするために、1リード後の 0ライトのみ可能です。 

 *2 DMA0ORの AE、NMIFビットは、フラグをクリアするために、1リード後の 0ライトのみ可能です。 

 *3 指定アクセスサイズ以外のアクセスは行わないでください。 



 

15. ダイレクトメモリアクセスコントローラ 0（DMAC0） 

15-6  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

 *4 DMA0CHCRの HE、TEビットの同期クロックは Bckで、DMA0CHCRの HE、TEビット以外のビットの同期ク

ロックは Pckです。 

 *5 DMA0ORの AE、NMIF、DMEビットの同期クロックは Bckで、CMS、PRビットは Pck同期クロックです。 

 

表 15.2 レジスタ構成（2） 

パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

スリープ／ 

ライトスリープ 

モジュール 

スタンバイ 

チャ 

ネル 
名称 略称 

PRESET 

端子/WDT/

H-UDI 

による 

WDT 

/多重例外

による 

SLEEP 

命令 

による 

 

DMA0ソースアドレスレジスタ 0 DMA0SAR0 不定 保持 保持 保持 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ 0 DMA0DAR0 不定 保持 保持 保持 

DMA0トランスファカウントレジスタ 0 DMA0TCR0 不定 保持 保持 保持 

0 

DMA0チャネルコントロールレジスタ 0 DMA0CHCR0 H'40000000 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスレジスタ 1 DMA0SAR1 不定 保持 保持 保持 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ 1 DMA0DAR1 不定 保持 保持 保持 

DMA0トランスファカウントレジスタ 1 DMA0TCR1 不定 保持 保持 保持 

1 

DMA0チャネルコントロールレジスタ 1 DMA0CHCR1 H'40000000 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスレジスタ 2 DMA0SAR2 不定 保持 保持 保持 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ 2 DMA0DAR2 不定 保持 保持 保持 

DMA0トランスファカウントレジスタ 2 DMA0TCR2 不定 保持 保持 保持 

2 

DMA0チャネルコントロールレジスタ 2 DMA0CHCR2 H'40000000 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスレジスタ 3 DMA0SAR3 不定 保持 保持 保持 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ 3 DMA0DAR3 不定 保持 保持 保持 

DMA0トランスファカウントレジスタ 3 DMA0TCR3 不定 保持 保持 保持 

3 

DMA0チャネルコントロールレジスタ 3 DMA0CHCR3 H’40000000 保持 保持 保持 

0～5 DMA0オペレーションレジスタ DMA0OR H'0000 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスレジスタ 4 DMA0SAR4 不定 保持 保持 保持 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ 4 DMA0DAR4 不定 保持 保持 保持 

DMA0トランスファカウントレジスタ 4 DMA0TCR4 不定 保持 保持 保持 

4 

DMA0チャネルコントロールレジスタ 4 DMA0CHCR4 H'40000000 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスレジスタ 5 DMA0SAR5 不定 保持 保持 保持 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ 5 DMA0DAR5 不定 保持 保持 保持 

DMA0トランスファカウントレジスタ 5 DMA0TCR5 不定 保持 保持 保持 

5 

DMA0チャネルコントロールレジスタ 5 DMA0CHCR5 H'40000000 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスレジスタ B0 DMA0SARB0 不定 保持 保持 保持 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B0 DMA0DARB0 不定 保持 保持 保持 

0 

DMA0トランスファカウントレジスタ B0 DMA0TCRB0 不定 保持 保持 保持 
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パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

スリープ／ 

ライトスリープ 

モジュール 

スタンバイ 

チャ 

ネル 
名称 略称 

PRESET 

端子/WDT/

H-UDI 

による 

WDT 

/多重例外

による 

SLEEP 

命令 

による 

 

DMA0ソースアドレスレジスタ B1 DMA0SARB1 不定 保持 保持 保持 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B1 DMA0DARB1 不定 保持 保持 保持 

1 

DMA0トランスファカウントレジスタ B1 DMA0TCRB1 不定 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスレジスタ B2 DMA0SARB2 不定 保持 保持 保持 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B2 DMA0DARB2 不定 保持 保持 保持 

2 

DMA0トランスファカウントレジスタ B2 DMA0TCRB2 不定 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスレジスタ B3 DMA0SARB3 不定 保持 保持 保持 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B3 DMA0DARB3 不定 保持 保持 保持 

3 

DMA0トランスファカウントレジスタ B3 DMA0TCRB3 不定 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスレジスタ B4 DMA0SARB4 不定 保持 保持 保持 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B4 DMA0DARB4 不定 保持 保持 保持 

4 

DMA0トランスファカウントレジスタ B4 DMA0TCRB4 不定 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスレジスタ B5 DMA0SARB5 不定 保持 保持 保持 

DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B5 DMA0DARB5 不定 保持 保持 保持 

5 

DMA0トランスファカウントレジスタ B5 DMA0TCRB5 不定 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ 0 DMA0SAOFR0 不定 保持 保持 保持 0 

DMA0デスティネーションアドレスオフセットレジスタ 0 DMA0DAOFR0 不定 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ 1 DMA0SAOFR1 不定 保持 保持 保持 1 

DMA0デスティネーションアドレスオフセットレジスタ 1 DMA0DAOFR1 不定 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ 2 DMA0SAOFR2 不定 保持 保持 保持 2 

DMA0デスティネーションアドレスオフセットレジスタ 2 DMA0DAOFR2 不定 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ 3 DMA0SAOFR3 不定 保持 保持 保持 3 

DMA0デスティネーションアドレスオフセットレジスタ 3 DMA0DAOFR3 不定 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ 4 DMA0SAOFR4 不定 保持 保持 保持 4 

DMA0デスティネーションアドレスオフセットレジスタ 4 DMA0DAOFR4 不定 保持 保持 保持 

DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ 5 DMA0SAOFR5 不定 保持 保持 保持 5 

DMA0デスティネーションアドレスオフセットレジスタ 5 DMA0DAOFR5 不定 保持 保持 保持 

0/1 DMA0拡張リソースセレクタ 0 DMA0RS0 H'0000 保持 保持 保持 

2/3 DMA0拡張リソースセレクタ 1 DMA0RS1 H'0000 保持 保持 保持 

4/5 DMA0拡張リソースセレクタ 2 DMA0RS2 H'0000 保持 保持 保持 
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15.4 レジスタの説明 

15.4.1 DMA0ソースアドレスレジスタ 0～5（DMA0SAR0～5） 

DMA0SARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送元のアドレスを指定します。DMA

転送中は、次の転送元アドレスを示しています。ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、

ワード、ロングワード境界のアドレスを指定してください。16バイト、32バイトで転送を行う場合は、16バイト、

32バイト境界に値を設定してください。 

DMA0SARの初期値は不定です。 

 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 

 

15.4.2 DMA0ソースアドレスレジスタ B0～5（DMA0SARB0～5） 

DMA0SARBは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

リピート／リロードモードで DMA0SARに再設定する DMA転送元のアドレスを指定します。 

Multi-dimensionalモードでは次面ソースアドレス保持レジスタとして DMAC0が使用します。 

CPUからの DMA0SARへの書き込みデータが DMA0SARBにも書き込まれます。DMA0SARと異なるアドレス

を設定したい場合は、DMA0SAR書き込み後に DMA0SARBへの書き込みを行ってください。 

ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、ワード、ロングワード境界のアドレスを指定

してください。16バイト、32バイトで転送を行う場合は、16バイト、32バイト境界に値を設定してください。 

DMA0SARBの初期値は不定です。 

 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：
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15.4.3 DMA0デスティネーションアドレスレジスタ 0～5（DMA0DAR0～5） 

DMA0DARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送先のアドレスを指定します。DMA

転送中は、次の転送先アドレスを示しています。 

ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、ワード、ロングワード境界のアドレスを指定

してください。16バイト、32バイトで転送を行う場合は、16バイト、32バイト境界に値を設定してください。 

DMA0DARの初期値は不定です。 

 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 

 

15.4.4 DMA0デスティネーションアドレスレジスタ B0～5（DMA0DARB0～5） 

DMA0DARBは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

リピート／リロードモードで DMA0DARに再設定する DMA転送先のアドレスを指定します。CPUからの

DMA0DARへの書き込みデータが DMA0DARBにも書き込まれます。 

Multi-dimensionalモードでは次面デスティネーションアドレス保持レジスタとして DMAC0が使用します。 

DMA0DARと異なるアドレスを設定したい場合は、DMA0DAR書き込み後に DMA0DARBへの書き込みを行っ

てください。 

ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、ワード、ロングワード境界のアドレスを指定

してください。16バイト、32バイトで転送を行う場合は、16バイト、32バイト境界に値を設定してください。 

DMA0DARBの初期値は不定です。 

 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：
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15.4.5 DMA0トランスファカウントレジスタ 0～5（DMA0TCR0～5） 

DMA0TCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送回数を指定します。転送回数は、

設定値が H'00000001のときは 1回、H'00FFFFFFのときは 16,777,215回で、H'00000000のときは 16,777,216回（最

大転送回数）になります。DMA転送中は、残りの転送回数を示しています。 

DMA0TCRのビット 31～24は、読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

DMA0TCRの初期値は不定です。 

 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

初期値：

R/W：

 

 

15.4.6 DMA0トランスファカウントレジスタ B0～5（DMA0TCRB0～5） 

DMA0TCRBは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、CPUからの DMA0TCRへの書き込みデー

タが DMA0TCRBにも書き込まれます。 

ハーフエンド機能使用時はハーフエンド検出に使用する初期値保持レジスタとして用いられます。 

リピートモードでは DMA0TCRに再設定する DMA転送回数を指定します。リピートモード使用時は

DMA0TCRB[31:24]には 0を書き込んでください。 

リロードモード、およびMulti-dimensionalモードではリロードする転送回数の設定および転送回数カウンタとし

て用いられます。DMA0TCRB[15:0]は転送回数カウンタとして動作し、値が 0になると DMA0SAR／DMA0DAR

が更新され、DMA0TCRB[31:16]が DMA0TCRB[15:0]にロードされます。DMA0TCRB[31:16]はリロードするまで

の転送回数を設定してください。リロードモード、およびMulti-dimensionalモード使用時、設定可能な

DMA0TCRB[31:16]と DMA0TCRB[15:0]の値は H'FFFF（65635回）～H'0001（1回）で、DMA0TCRB[31:16]と

DMA0TCRB[15:0]は同じ値を設定してください。また、リロードモードまたはMulti-dimensionalモード使用時は、

DMA0CHCRの HIEビットを 0とし、ハーフエンド機能を使用できません。 

DMA0TCRBの初期値は不定です。 

 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：
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15.4.7 DMA0ソースアドレスオフセットレジスタ 0～5（DMA0SAOFR0～5） 

DMA0SAOFRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、Multi-dimensionalモード設定時に使用す

るレジスタです。Multi-dimensionalモード（DMA0CHCR/RPT[3:0]=B'1101／B'1111）設定時のみ有効です。 

DMA0SAOFR[15:0]は 1転送毎に更新する転送元アドレス増加分を設定します。 

DMA0SAOFR[31:16]は DMA0TCRB[15:0]=0となり、DMA0SARをリロードするときのアドレスオフセットを設

定します。 

DMA0SAOFR[15:0]、DMA0SAOFR[31:16]とも設定するアドレスは、転送サイズとアドレス境界を一致させてく

ださい。 

Multi-dimensionalモードの詳細は「15.5.7 Multi-dimensionalモード転送」を参照してください。 

DMA0SAOFRの初期値は不定です。 

 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 

 

15.4.8 DMA0デスティネーションアドレスオフセットレジスタ 0～5（DMA0DAOFR0～5） 

DMA0DAOFRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、Multi-dimensionalモード設定時に使用す

るレジスタです。Multi-dimensionalモード（DMA0CHCR/RPT[3:0]=B'1101／B'1110）設定時のみ有効です。 

DMA0DAOFR[15:0]は 1転送毎に更新する転送先アドレス増加分を設定します。 

DMA0DAOFR[31:16]は DMA0TCRB[15:0]=0となり、DMA0DARをリロードするときのアドレスオフセットを

設定します。 

DMA0DAOFR[15:0]、DMA0DAOFR[31:16]とも設定するアドレスは、転送サイズとアドレス境界を一致させて

ください。 

Multi-dimensionalモードの詳細は「15.5.7 Multi-dimensionalモード転送」を参照してください。 

DMA0DAOFRの初期値は不定です。 

 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：
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15.4.9 DMA0チャネルコントロールレジスタ 0～5（DMA0CHCR0～5） 

DMA0CHCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送モードを制御します。 

 
161718192021222324252627282931 30

RPT[3:0]

DM[1:0] SM[1:0] RS[3:0] DL DS TB TS[1:0] IE TE DE

DOLCKN TS[2] HE HIE AM ALRL ⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/(W)*R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 1

R/WR/WR/WR/(W)*R/WRR/WR/WRR/WR/WR/WR/WRR R/W

初期値：

R/W：

 
【注】 * R/(W)：フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。1ライトはフラグに影響しません。 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 - 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30 LCKN 1 R/W バスロック信号抑止ビット 

0：バスロック信号出力許可 

1：バスロック信号出力抑止（初期値） 

【注】本ビットは外部リクエストモードで PCMCIA ATA補完モード

DACKBST有効時のみ 0に設定可能です。本ビットを 1にセットする場合は

DM0CHCR/TBも 1にセットしてください。優先順の一番高いチャネルから

使用してください。PCMCIA ATA補完モードの詳細は「第 11章バスステー

トコントローラ（LBSC）」を参照してください。 

チャネル 4、5は 0に設定禁止です。書き込む場合は常に 1にしてください。 

29 - 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

28～25 RPT[3:0] 0000 R/W DMA設定更新指定ビット 

0000：通常モード 

0001：リピートモード DMA0SAR／DMA0DAR／DMA0TCRをリピート

します  

0010：リピートモード DMA0DAR／DMA0TCRをリピートします 

0011：リピートモード DMA0SAR／DMA0TCRをリピートします 

0101：リロードモード DMA0SAR／DMA0DARを DMA0TCRB設定値

に従いリロード 

0110：リロードモード DMA0DARを DMA0TCRB設定値に従いリロー

ド 

0111：リロードモード DMA0SARを DMA0TCRB設定値に従いリロー

ド 

1101：Multi-dimensionalモード DMA0SARのアドレス更新を

DMA0SAOFR[15:0]、DMA0SAOFR[31:16]で指定された値で更新、

DMA0DARのアドレス更新を DMA0DAOFR[15:0]、

DMA0DAOFR[31:16]で指定された値で更新します。DM/SMの設定

は無視されます。 

1110：Multi-dimensionalモード DMA0DARのアドレス更新を

DMA0DAOFR[15:0]、DMA0DAOFR[31:16]に指定された値で更新

します。DMの設定は無視されます。 

1111：Multi-dimensionalモード DMA0SARのアドレス更新を

DMA0SAOFR[15:0]、DMA0SAOFR[31:16]に指定された値で更新し

ます。SMの設定は無視されます。 

上記以外：設定禁止 

24 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23 DO 0 R/W DMAオーバラン 

DREQをオーバラン 0で検出するか、オーバラン 1で検出するかを選択し

ます。本ビットは DMA0CHCR0～3でのみ有効です。 

0：DREQをオーバラン 0で検出 

1：DREQをオーバラン 1で検出 

22 RL 0 R/W リクエストチェックレベルビット 

DRAK信号をハイアクティブにするかローアクティブにするかを指定しま

す。本ビットは DMA0CHCR0～3でのみ有効です。DRAKのアクティブ方

向を変更した場合、外部端子に反映するまでにレジスタ書き込み完了後、外

部バスクロックで 1サイクルかかります。 

0：DRAKをローアクティブ出力 

1：DRAKをハイアクティブ出力 

21 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 TS[2] 0 R/W DMA転送サイズ指定ビット 

TS[1:0]と合わせて DMA転送サイズの設定を行います。転送元または転送先

が、アクセスサイズが指定された内蔵周辺モジュールのレジスタの場合に

は、必ずその転送サイズとアクセスサイズを合わせてください。転送元また

は転送先として DMA0SARまたは DMA0DARに設定するアドレスは、転送

サイズとアドレス境界を必ず一致させてください。 

TS[2], TS[1], TS[0] 

000：バイト単位 

001：ワード（2バイト）単位 

010：ロングワード（4バイト）単位 

011：16バイト単位 

100：32バイト単位 

上記以外：設定禁止 

19 HE 0 R/(W)* ハーフエンドフラグビット 

HIE（ビット 18）に 1を設定し、転送回数が転送開始前に設定した DMA0TCR

の値の 1/2（右に 1ビットシフトした値）になると、HEは 1になります。 

• 偶数回のときは、（転送前にセットした DMA0TCR）/2で HEは 1にセッ

ト 

• 奇数回のときは、（転送前にセットした DMA0TCR -1）/2で HEは 1に

セット 

• 最大転送回数のときは、8,388,608回（H'00800000）で HEは 1にセット 

転送回数が転送開始前に設定した値の 1/2になる前に、NMI割り込み、アド

レスエラーによって転送が終了した場合および DEビット（ビット 0）、

DMA0ORの DMEビット（ビット 0）をクリアして転送を終了させた場合に

は、HEビットはセットされません。また、HEビットに 1がセットされて

から NMI割り込み、アドレスエラーによって転送が終了した場合および DE

ビット（ビット 0）、DMA0ORの DMEビット（ビット 0）をクリアして転

送を終了させた場合、HEビットはセットされたままとなります。HEビッ

トのクリアは、HEビットの 1を読み出してから 0を書き込む必要がありま

す。 

0：DMA転送中または DMA転送中断で、 

DMA0TCR ＞ （転送前にセットした DMA0TCR）/2 

HEビットを 0にクリアするには、1を読み込んだ後に 0を書き込ん

でください。0を読み込んだ場合、または、ビットをクリアしない場

合は、1を書き込んでも、このビットの値には影響を与えません。 

1：DMA0TCR ＝ （転送前にセットした DMA0TCR）/2 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

18 HIE 0 R/W ハーフエンドイネーブルビット 

転送回数が、転送開始前にセットした DMA0TCRの値が 1/2になった転送

の読み出しサイクルが終わった時点で、CPUに割り込み要求するかどうか

を指定します。HIEビットを 1にセットした場合、HEビットがセットされ

ると CPUに対し割り込みを要求します。DMA0TCRの値が 1/2の転送完了

を確認するには割り込み発生後、SYNCO命令を発行した後に、転送先空間

にダミーリードを行ってください。 

リロードモードおよび Multi-dimensionalモード設定時は本ビットを 0に設

定してください。 

0：ハーフエンド割り込みを禁止 

1：ハーフエンド割り込みを許可 

17 AM 0 R/W アクノリッジモード 

DACKをデータ読み出しサイクルで出力するか、書き込みサイクルで出力す

るかを選択します。DACKの出力は LBSC空間のみ出力可能です。本ビッ

トは DMA0CHCR0～3でのみ有効です。 

0：読み出しサイクルで DACKを出力 

（DMA転送元が LBSC空間であるときのみ DACKを出力します） 

1：書き込みサイクルで DACKを出力 

（DMA転送先が LBSC空間であるときのみ DACKを出力します） 

16 AL 0 R/W アクノリッジレベル 

DACK信号をハイアクティブにするかローアクティブにするかを指定しま

す。本ビットは DMA0CHCR0～3でのみ有効です。DACKのアクティブ方

向を変更した場合、外部端子に反映するまでにレジスタ書き込み完了後、外

部バスクロックで 2サイクルかかります。 

0：DACKをローアクティブ出力 

1：DACKをハイアクティブ出力 

 



 

15. ダイレクトメモリアクセスコントローラ 0（DMAC0） 

15-16  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 DM[1:0] 00 R/W デスティネーションアドレスモード 1、0 

DMA転送先のアドレスの増減を指定します。 

00：デスティネーションアドレスは固定 

01：デスティネーションアドレスは増加 

バイト単位転送時は＋1 

ワード単位転送時は＋2 

ロングワード単位転送時は＋4 

16バイト単位転送時は＋16 

32バイト単位転送時は＋32 

10：デスティネーションアドレスは減少 

バイト単位転送時は－1 

ワード単位転送時は－2 

ロングワード単位転送時は－4 

16／32バイト単位転送時は設定禁止 

11：設定禁止 

どの設定（00/01/10）でもバス幅より大きい転送サイズを指定した場合は、

複数のバスサイクルに分割され、分割されたバスサイクルのアドレスは増

加します。 

RPT[3:0]=B'1101/B'1110を設定した場合、本設定は無効となリ

DMA0DAOFR[15:0]レジスタ設定値で更新されます。 

13、12 SM[1:0] 00 R/W ソースアドレスモード 1、0 

DMA転送元のアドレスの増減を指定します。 

00：ソースアドレスは固定 

01：ソースアドレスは増加 

バイト単位転送時は＋1 

ワード単位転送時は＋2 

ロングワード単位転送時は＋4 

16バイト単位転送時は＋16 

32バイト単位転送時は＋32 

10：ソースアドレスは減少 

バイト単位転送時は－1 

ワード単位転送時は－2 

ロングワード単位転送時は－4 

16／32バイト単位転送時は設定禁止 

11：設定禁止 

どの設定（00/01/10）でもバス幅より大きい転送サイズを指定した場合は、

複数のバスサイクルに分割され、分割されたバスサイクルのアドレスは増加

します。 

RPT[3:0]=B'1101/B'1111を設定した場合、本設定は無効となり

DMA0SAOFR[15:0]レジスタ設定値で更新されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～8 RS[3:0] 0000 R/W リソースセレクト 3～0 

転送要求元を指定します。転送要求元の変更は、必ず DMAイネーブルビッ

ト（DE）が 0の状態で行ってください。 

0000：外部リクエスト、デュアルアドレスモード 

0100：オートリクエスト 

1000：内蔵周辺モジュールリクエスト 

DMA0拡張リソースセレクタ（DMA0RS0～5）で選択 

上記以外：設定禁止 

【注】 外部リクエストの指定は DMA0CHCR0～3でのみ有効です。 

DMA0CHCR4、5では外部リクエスト指定は設定禁止です。 

7 

6 

DL 

DS 

0 

0 

R/W 

R/W 

DREQレベル、DREQエッジセレクト 

DREQ入力の検出方法と、検出レベルを選択します。 

本ビットは DMA0CHCR0～3でのみ有効です。またチャネル 0～3でも転送

要求元を内蔵周辺モジュール、またはオートリクエストに指定した場合、本

ビットは無効です。 

00：ローレベル検出 

01：立ち下がりエッジ検出 

10：ハイレベル検出 

11：立ち上がりエッジ検出 

5 TB 0 R/W トランスファバスモード 

DMA転送のバスモードを選択します。 

0：サイクルスチールモード 

1：バーストモード 

【注】本ビットは外部リクエストモードで PCMCIA ATA補完モード

DACKBST有効時のみ 1に設定可能です。本ビットを 1にセットする場合は

DM0CHCR/LCKNも 1にセットしてください。優先順の一番高いチャネル

から使用してください。PCMCIA ATA補完モードの詳細は「第 11章 ロー

カルバスステートコントローラ（LBSC）」を参照してください。チャネル

4、5は 1に設定禁止です。書き込む場合は常に 0にしてください。 

4、3 TS[1:0] 00 R/W DMA転送サイズ指定ビット 

TS[2]（ビット 20）の説明を参照ください。 

2 IE 0 R/W インタラプトイネーブル 

DMA最終転送時に CPUに割り込み要求するかどうかを指定します。IEビ

ットを 1にセットした場合、TEビットがセットされ DMA最終転送の読み

出しサイクルが終わったときに、CPUに対し割り込み（DMINT）を要求し

ます。最終転送完了を確認するには割り込み発生後、SYNCO命令を発行し

た後に、転送先空間にダミーリードを行ってください。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 TE 0 R/(W)* トランスファエンドフラグ 

DMA0トランスファカウントレジスタ（DMA0TCR）の値が 0になり（DMA

最終転送の実行を開始するとき）、TEビットは 1にセットされます。

DMA0TCRが 0にならないときに、NMI割り込み、DMAアドレスエラーに

よって転送が終了した場合、および DEビット、DMA0オペレーションレジ

スタ（DMA0OR）の DMEビットをクリアして転送を終了させた場合には、

TEビットはセットされません。TEビットをクリアするには、TEビットの

1を読み出してから 0を書き込みます。 

TEビットがセットされていると、DEビットを 1にしていても転送は許可

されません。 

0：DMA転送中または DMA転送の転送中断 

TEビットを 0にクリアするには、1を読み込んだ後に 0を書き込ん

でください。0を読み込んだ場合、または、ビットをクリアしない場

合は、1を書き込んでも、このビットの値には影響を与えません。 

1：DMA0TCR＝0（DMA最終転送中または DMA転送終了） 

0 DE 0 R/W DMAイネーブル 

DMA転送を許可または禁止します。オートリクエストモードでは、DEビ

ットおよびDMA0ORのDMEビットを 1にセットすると転送を開始します。

ただし、TEビット、DMA0ORの NMIFビット、AEビットのすべてが 0で

あることが必要です。外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストで

は、DEビットと DMEビットを 1にセットした後で、さらに該当デバイス

または該当周辺モジュールから DMA転送要求があると転送を開始します。

ただし、この場合にもオートリクエストモードと同じく、TEビット、NMIF

ビット、AEビットのすべてが 0であることが必要です。DEビットを 0に

クリアすると、転送を中断することができます。内蔵周辺モジュールリク

エスト設定時に DEビットを 0にクリアし転送を中断するときは、該当周辺

モジュールからの DMA転送要求がクリアされているときに行ってくださ

い。 

0：DMA転送を禁止 

1：DMA転送を許可 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。1ライトはフラグに影響しません。 
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15.4.10 DMA0オペレーションレジスタ（DMA0OR） 

DMA0ORは、読み出し／書き込み可能な 16ビットレジスタで、DMA転送時のチャネルの優先順位を指定しま

す。また、DMAの転送状態（ステータス）も示します。 

DMA0ORは全チャネル共通レジスタです。 

 

CMS[1:0] PR[1:0] AE NMIF DME

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/(W)*R/(W)*RRRRRR/WR/WRRR/WR/WR R

初期値：

R/W：  
【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。1ライトはフラグに影響しません。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － 00 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 CMS[1:0] 00 R/W サイクルスチールモードセレクト 1、0 

サイクルスチールモード時に通常モードとインタミッテントモードを選択

します。 

インタミッテントモードを有効にするためには、全チャネルのバスモード

がサイクルスチールモードであることが必要です。 

00：通常モード 

01：設定禁止 

10：インタミッテントモード 16 

 外部バスクロック 16クロック待った後に 1回 DMA転送を実行 

11：インタミッテントモード 64 

 外部バスクロック 64クロック待った後に 1回 DMA転送を実行 

詳細は「15.5.3(1)(b)インタミッテントモード 16、インタミッテント 64」

を参照ください。 

11、10 － 00 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 PR[1:0] 00 R/W プライオリティーモード 1、0 

同時に複数のチャネルに転送要求があった場合に、実行するチャネルの優先

順位を決定するビットです。 

00：CH0 ＞CH1 ＞CH2 ＞CH3 ＞CH4 ＞CH5 

01：CH0 ＞CH2 ＞CH3 ＞CH1 ＞CH4 ＞CH5 

10：設定禁止 

11：CH0～CH5のラウンドロビンモード 

ラウンドロビンモードを指定した場合、全チャネルはサイクルスチールモー

ド（DMA0CHCR/LCKN=1、DMA0CHCR/TB=0）のみ設定可能です。 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 AE 0 R/(W)* アドレスエラーフラグ 

DMA転送中にアドレスエラーが発生したことを示すフラグです。 

本ビットは、以下の条件でセットされます。 

• DMA0SARまたは DMA0DARに設定された値が転送サイズ境界と不一致

の場合 

• 転送元または転送先がアドレスマップ上の undefine空間の場合 

• 転送元または転送先がモジュールストップ中の場合 

DMA0ORの AEビットがセットされると、全チャネルの DMA0CHCRの DE

ビットと DMA0ORの DMEビットを 1にセットしても、DMA転送は許可

されません。 

0：DMAC0によるアドレスエラーなし 

AEビットを 0にクリアするには、1を読み込んだ後に 0を書き込ん

でください。0を読み込んだ場合、または、ビットをクリアしない場

合は、1を書き込んでも、このビットの値には影響を与えません。 

1：DMA転送中にアドレスエラー発生 

1 NMIF 0 R/(W)* NMIフラグ 

NMI割り込みが発生したことを示すフラグです。NMIFビットがセットされ

ると、DMA0CHCRの DEビットと DMA0ORの DMEビットを 1にセット

しても、DMA転送は許可されません。 

NMIが入力されたとき、DMA転送は停止します。NMI割り込み復帰後は全

チャネルの再設定をした後、転送を開始してください。DMAC0が動作して

いないときに NMI割り込みが入力されても、NMIFビットは 1にセットさ

れます。 

0：NMI割り込みなし 

NMIFビットを 0にクリアするには、1を読み込んだ後に 0を書き込

んでください。0を読み込んだ場合、または、ビットをクリアしない

場合は、1を書き込んでも、このビットの値には影響を与えません。 

1：NMI割り込み発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 DME 0 R/W DMAマスタイネーブル 

全チャネルの DMA転送を許可または禁止します。DMEビットおよび

DMA0CHCRの DEビットを 1にセットすると、DMA転送が許可されます。

ただし転送を行うチャネルのDMA0CHCRにあるTEビットとチャネルに対

応する DMA0ORの NMIFビット、AEビットのすべてが 0であることが必

要です。DMEビットを 0にクリアすると全チャネルの DMA転送が中断さ

れます。チャネル 0～5いずれかで内蔵周辺モジュールリクエストを設定し

ているときに DMEビットを 0にクリアし DMA転送を中断する場合は、該

当周辺モジュールからのDMA転送要求がクリアされているときに行ってく

ださい。 

0：全チャネルの DMA転送を禁止 

1：全チャネルの DMA転送を許可 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。1ライトはフラグに影響しません。 
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15.4.11 DMA0拡張リソースセレクタ 0～2（DMA0RS0～2） 

DMA0RSは、読み出し／書き込み可能な 16ビットレジスタです。DMA0RS0はチャネル 0および 1、DMA0RS1

はチャネル 2および 3、DMA0RS2はチャネル 4および 5、の周辺モジュールからの DMA転送要求元を設定しま

す。本レジスタで、FLCTLの転送要求を設定できます。 

表 15.3以外のMID／RIDを設定したときの動作は保証できません。DMA0RSレジスタからの転送要求は、

DMA0CHCRレジスタのリソースセレクトビット（RS3～RS0）＝B'1000に設定したときのみ有効です。B'1000以

外の場合は、DMA0RSを設定しても転送要求元として受け付けられません。 

 

012345678

・DMA0RS0

91011121315 14ビット：

C1MID[5:0] C1RID[1:0] C0RID[1:0]C0MID[5:0]

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

012345678

・DMA0RS1

91011121315 14ビット：

C3MID[5:0] C3RID[1:0] C2RID[1:0]C2MID[5:0]

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

012345678

・DMA0RS2

91011121315 14ビット：

C5MID[5:0] C5RID[1:0] C4RID[1:0]C4MID[5:0]

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：  
 

DMA0RS0の設定 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 C1MID[5:0] 000000 R/W チャネル 1転送要求元モジュール ID5～0（MID）表 15.3参照 

9、8 C1RID[1:0] 00 R/W チャネル 1転送要求元レジスタ ID1、0（RID）表 15.3参照 

7～2 C0MID[5:0] 000000 R/W チャネル 0転送要求元モジュール ID5～0（MID）表 15.3参照 

1、0 C0RID[1:0] 00 R/W チャネル 0転送要求元レジスタ ID1、0（RID）表 15.3参照 

 
DMA0RS1の設定 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 C3MID[5:0] 000000 R/W チャネル 3転送要求元モジュール ID5～0（MID）表 15.3参照 

9、8 C3RID[1:0] 00 R/W チャネル 3転送要求元レジスタ ID1、0（RID）表 15.3参照 

7～2 C2MID[5:0] 000000 R/W チャネル 2転送要求元モジュール ID5～0（MID）表 15.3参照 

1、0 C2RID[1:0] 00 R/W チャネル 2転送要求元レジスタ ID1、0（RID）表 15.3参照 
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DMA0RS2の設定 

 

表 15.3 転送要求元一覧 

周辺モジュール 1チャネル分の設定値（MID+RID） MID RID 機能 

H'83 B'100000 B'11 データ部送受信 FLCTL 

H'87 B’100001 B'11 管理コード部送受信 

 

15.5 動作説明 

DMAC0は DMA転送要求があると決められたチャネルの優先順位に従って転送を開始し、転送終了条件が満た

されると転送を終了します。転送要求にはオートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエスト

の 3種類のモードがあります。 
 

15.5.1 DMA転送要求 

DMA転送要求はデータの転送元または転送先に発生させるのが基本的な使い方ですが、転送元でも転送先でも

ない外部デバイスや内蔵周辺モジュールに発生させる使い方もできます。 

転送要求にはオートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストの 3種類があります。転送

要求の選択は DMAチャネルごとに DMA0CHCRの RS3～RS0ビットおよび DMA0RS0～2レジスタによって行い

ます。 
 

（1） オートリクエストモード 

オートリクエストモードはメモリ同士の転送や、転送要求を発生できない内蔵周辺モジュールとメモリ転送の

ように、転送要求信号が外部から来ない場合に、DMAC0内部で自動的に転送要求信号を発生するモードです。

DMAチャネルごとに DMA0CHCRの DEビットおよび全チャネル共通の DMA0ORの DMEビットを 1にセット

すると転送が開始されます。ただし DMA0ORの AEビット、NMIFビットがすべて 0である必要があります。 
 

（2） 外部リクエストモード 

外部リクエストモードは、LSIの外部デバイスからの転送要求信号（DREQ0～DREQ3）によって転送を開始さ

せるモードです。DMAチャネル 0～3のみ有効です。表 15.4に外部リクエストモードの設定を示します。DMA

転送が許可されているとき（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF＝0）に DREQが入力されると DMA転送

が開始されます。 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 C5MID[5:0] 000000 R/W チャネル 5転送要求元モジュール ID5～0（MID）表 15.3参照 

9、8 C5RID[1:0] 00 R/W チャネル 5転送要求元レジスタ ID1、0（RID）表 15.3参照 

7～2 C4MID[5:0] 000000 R/W チャネル 4転送要求元モジュール ID5～0（MID）表 15.3参照 

1、0 C4RID[1:0] 00 R/W チャネル 4転送要求元レジスタ ID1、0（RID）表 15.3参照 
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表 15.4 RSビットによる外部リクエストモードの設定 

DMA0CHCR 

RS3 RS2 RS1 RS0

 

アドレスモード 

 

転送元 

 

転送先 

0 0 0 0 デュアルアドレスモード 任意 任意 

 

DREQをエッジで検出するかレベルで検出するかは、表 15.5に示す DMA0CHCR0～DMA0CHCR3の DREQレ

ベル（DL）ビットと DREQエッジセレクト（DS）ビットで選択します。転送要求元は必ずしもデータの転送元

か転送先である必要はありません。 

表 15.5 DL、DSビットによる外部リクエスト検出の選択 

DMA0CHCR 

DL DS 

 

外部リクエスト検出方法 

0 ローレベル検出（初期値 DREQ） 0 

1 立ち下がり検出 

0 ハイレベル検出 1 

1 立ち上がり検出 

 

DREQが受け付けられると DREQ端子は要求受け付け不可能状態となります。受け付けた DREQに対するアク

ノリッジ DACKを出力した後、再び DREQ端子は要求を受け付けることが可能になります。 

DREQをレベル検出で使う場合、DACKを出力して次の DREQを検出するタイミングは DMA0CHCRの DOビ

ットの設定で異なります。 

詳細は「15.5.8 DREQ端子のサンプリングタイミング」を参照ください。 

表 15.6 DOビットによる外部リクエスト検出の選択 

DMA0CHCR  

DO 外部リクエスト 

0 オーバラン 0（初期値） 

1 オーバラン 1 

 

DACKの出力は LBSC空間のみ出力可能で CSnと同じタイミングで出力されます。DACKを読み出しサイクル

で出力するか、書き込みサイクルで出力するかの設定は表 15.7に示す DMA0CHCRの AMビットで選択します。 

表 15.7 AMビットによるアクノリッジモードの選択 

DMA0CHCR  

AM 外部リクエスト 

0 読み出しサイクルで DACKを出力（初期値） 

1 書き込みサイクルで DACKを出力 
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（3） 内蔵周辺モジュールリクエストモード 

内蔵周辺モジュールリクエストモードでは、内蔵周辺モジュールからの DMA転送要求信号によって転送が実

行されます。DMA転送要求信号は、DMA0RS0～2にて設定する FLCTLからの転送要求があります。 

内蔵周辺モジュールリクエストモード選択時に、DMA転送許可状態（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF

＝0）であると、転送要求信号によって転送が実行されます。 

転送要求を FLCTLの送信 FIFOデータエンプティ要求に設定した場合、転送先を FLCTLの FLDTFIFOレジス

タとする必要があります。同様に転送要求を FLCTLの受信 FIFOデータフル要求に設定した場合、転送元を FLCTL

の FLDTFIFOレジスタとする必要があります。 

表 15.8に内蔵周辺モジュールリクエストモードの選択を行うための設定を示します。 

表 15.8 内蔵周辺モジュールリクエストモード一覧 

DMA0CHCR DMA0RS 

RS[3:0] MID RID

DMA転送 

要求元 

 

DMA転送要求信号 

 

転送元 

 

転送先 

バス 

モード 

11 FLCTLデータ

部送信 

送信 FIFOデータエンプティ

要求 

任意 FLDTFIFO サイクル 

スチール 

100000 

11 FLCTLデータ

部受信 

受信 FIFOデータフル要求 FLDTFIFO 任意 サイクル 

スチール 

11 FLCTL管理 

コード部送信 

送信 FIFOデータエンプティ

要求 

任意 FLECFIFO サイクル 

スチール 

1000 

100001 

11 FLCTL管理 

コード部受信 

受信 FIFOデータフル要求 FLECFIFO 任意 サイクル 

スチール 
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15.5.2 チャネルの優先順位 

DMAC0は、同時に複数のチャネルに対して転送要求があった場合には、決められた優先順位に従って転送を行

います。チャネルの優先順位は固定、ラウンドロビンの 2種類のモードから選択できます。モードの選択は

DMA0ORの PR1、PR0ビットにより行います。 
 

（1） 固定モード 

固定モードではチャネルの優先順位は変化しません。 

固定モードには以下に示す 2種類があり、DMA0ORの PR1、PR0ビットにより行います。 

DMA0OR/PR=00：CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5 

DMA0OR/PR=01：CH0＞CH2＞CH3＞CH1＞CH4＞CH5 

 

（2） ラウンドロビンモード 

ラウンドロビンモードでは、1つのチャネルで、1転送単位（バイト、ワード、ロングワード、16バイト、また

は 32バイト単位）の転送が終了するごとにそのチャネルの優先順位が一番低くなるように優先順位を変更します。

この動作を図 15.2に示します。なおリセット直後のラウンドロビンモードの優先順位は、CH0＞CH1＞CH2＞CH3

＞CH4＞CH5です。 

ラウンドロビンモードを指定した場合、全チャネルはサイクルスチールモード（DMA0CHCR/LCKN=1、

DMA0CHCR/TB=0）のみ設定可能です。 
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チャネル２の優先順位を一番低くすると同

時に、チャネル２より優先順位の高かった

チャネル０、１の優先順位もシフトする。

その直後にチャネル5にのみ転送要求があっ

た場合、チャネル5の優先順位を一番低く

すると同時に、チャネル5より優先順位の

高かったチャネル3、4の優先順位も低くす

る。

（1）チャネル０を転送した場合

初期優先順位 チャネル0の優先順位を一番低くする。CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5

CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5＞CH0転送後の優先順位

（2）チャネル１を転送した場合

初期優先順位 チャネル１の優先順位を一番低くすると同

時に、チャネル１より優先順位の高かった

チャネル０の優先順位もシフトする。

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5

CH2＞CH3＞CH4＞CH5＞CH0＞CH1転送後の優先順位

（3）チャネル２を転送した場合

初期優先順位 CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5

CH3＞CH4＞CH5＞CH0＞CH1＞CH2転送後の優先順位

（4）チャネル5を転送した場合

初期優先順位 優先順位の変更なし。CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5転送後の優先順位

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5チャネル5にのみ転送

要求があった場合の転

送後の優先順位

 

図 15.2 ラウンドロビンモード 
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図 15.3にチャネル 0とチャネル 3に同時に転送要求が発生し、チャネル 0の転送中にチャネル 1の転送要求が

発生した場合のチャネルの優先順位の変化を示します。この場合の DMAC0の動作は以下のようになります。 

（1）チャネル 0とチャネル 3に同時に転送要求が発生します。 

（2）チャネル 0のほうがチャネル 3より優先順位が高いので、チャネル 0の転送を開始します。 

（チャネル 3は転送待ち） 

（3）チャネル 0の転送中にチャネル 1に転送要求が発生します（チャネル 1とチャネル 3は転送待ち）。 

（4）チャネル 0の転送を終了すると、チャネル 0の優先順位を一番低くします。 

（5）この時点でチャネル 1のほうがチャネル 3より優先順位が高いので、チャネル 1の転送を開始します。 

  （チャネル 3は転送待ち） 

（6）チャネル 1の転送を終了すると、チャネル 1の優先順位を一番低くします。 

（7）チャネル 3の転送を開始します。 

（8）チャネル 3の転送を終了すると、チャネル 3の優先順位が一番低くなるように、チャネル 3と一緒にチャ

ネル 2の優先順位を低くします。 

転送要求 待ちチャネル DMAC動作 チャネル優先順位

（1）チャネル0、 3に発生

（3）チャネル1に発生 （2）チャネル0転送開始

（8）チャネル3転送終了

（4）チャネル0転送終了

（5）チャネル1転送開始

（6）チャネル1転送終了

（7）チャネル3転送開始

3

1、3

3

0＞1＞2＞3＞4＞5

1＞2＞3＞4＞5＞0

2＞3＞4＞5＞0＞1

4＞5＞0＞1＞2＞3

優先順位変更

優先順位変更

なし

優先順位変更
 

図 15.3 ラウンドロビンモードでのチャネル優先順位 
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15.5.3 DMA転送の種類 

表 15.9、表 15.10に DMAC0がサポートできる転送区間を示します。 

 

表 15.9 オートリクエスト、外部リクエスト*1での DMA転送区間 

転送先 転送元 

LBSC空間 DDR3-SDRAM 

空間 

Lメモリ 

L2Cメモリ 

LBSC空間 〇 〇 〇 

DDR3-SDRAM空間 〇 〇 〇 

Lメモリ、L2Cメモリ 〇 〇 〇 

【注】 〇：転送可能 

 *1 外部リクエストはチャネル 0～3のみです。 

 

表 15.10 内蔵周辺モジュールリクエストでの DMA転送区間*2 

転送先 転送元 

LBSC空間 DDR3-SDRAM 

空間 

FLCTL*1 Lメモリ 

L2Cメモリ 

LBSC空間 × × 〇 × 

DDR3-SDRAM空間 × × 〇 × 

FLCTL*1 〇 〇 × 〇 

Lメモリ、L2Cメモリ × × 〇 × 

【注】 〇：転送可能 

 ×：転送不可 

 *1 転送元または転送先となる FLCTLの FLDTFIFO/FLECFIFOレジスタで許されるアクセスサイズ 

 *2 転送元または転送先は内蔵周辺モジュールリクエストの要求元レジスタである必要があります。 
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（1） バスモード 

バスモードにはサイクルスチールモードとバーストモードがあります。モードの選択はチャネルコントロール

レジスタ（DMA0CHCR）の LCKNビット、TBビットによって行います。 
 

（a） サイクルスチールモード（DMA0CHCR/LCKN=1、DMA0CHCR/TB=0） 

サイクルスチールでは、DMAC0は SuperHywayバスのバス権の確保は行わず 1転送単位の読み出しサイクル、

書き込みサイクルごとに SuperHywayバスのバス権を取りに行く転送です。 

図 15.4にサイクルスチールモードの DMA転送タイミング例を示します。 

DREQ

バス権を開放する

読み出し 書き込み 読み出し 書き込み

CPU CPU CPU DMAC CPU CPUDMAC DMAC DMACCPU CPUSuperHywayバスサイクル

 

図 15.4 サイクルスチールの DMA転送例（DREQローレベル検出） 

（b） インタミッテントモード 16（DMA0OR/CMS=10、DMA0CHCR/LCKN=1、DMA0CHCR/TB=0） 

インタミッテントモード 64（DMA0OR/CMS=11、DMA0CHCR/LCKN=1、DMA0CHCR/TB=0） 

インタミッテントモードでは、DMAC0は一回の転送単位（バイト、ワード、ロングワード、16バイト、また

は 32バイト単位）の転送を終了するたびに SuperHywayバスのバス権を他のバスマスタに渡します。その後転送

要求があれば、Bckで 16クロックまたは 64クロック待った後に、次の転送要求を発行し、再び 1転送単位の転

送を行い、その転送を終了するとまた SuperHywayバスのバス権を他のバスマスタに渡します。これを転送終了条

件が満たされるまで繰り返します。このため DMA転送によるバス占有割合を低く抑えることが可能です。 

DMAC0が再び次の転送要求を発行するときに、キャッシュミスによるエントリの更新などが行われているとき

などは、DMA転送がさらに待たされる場合があります。 

インタミッテントモードは、全チャネルのバスモードがサイクルスチールモードであることが必要です。 

図 15.5にサイクルスチール インタミッテントモードでの DMA転送タイミング例を示します。 

SuperHywayバスサイクル

16または64Bck以上
（CPUなどのバス使用状態によって変わります）

読み出し 書き込み 読み出し 書き込み

CPU CPU DMAC CPU CPUDMAC DMAC DMACCPU CPU

 

図 15.5 サイクルスチールインタミッテントモードの DMA転送例 
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（c） バーストモード（DMA0CHCR/LCKN=0、DMA0CHCR/TB=1） 

バーストモードでは DMAC0は一度 SuperHywayバスのバス権を取ると、転送終了条件が満たされるまで

SuperHywayバスのバス権を解放せずに転送を続けます。ただし、外部リクエストモードで、DREQをレベルで検

出する場合には、DREQがアクティブなレベルでなくなると、転送終了条件が満たされていなくても、すでに要

求を受け付けた DMA転送要求を終了後に他のバスマスタに SuperHywayバスのバス権を渡します。 

バーストモードは、外部リクエストモード（チャネル 0～3）で PCMCIA ATA補完モード DACKBST有効時の

み設定可能です。チャネル 4、5はバーストモードに設定禁止です。図 15.6にバーストモードでの DMA転送タイ

ミングを示します。 

DREQ

読み出し 読み出し書き込み 読み出し 書き込み 書き込み

CPUCPU CPU DMACDMAC DMAC DMACDMACDMAC CPUSuperHywayバスサイクル

 

図 15.6 バーストモードでの DMA転送例（DREQローレベル検出） 

（2） バスモードとチャネルの優先順位 

優先順位固定モードでのバスモードとチャネルの優先順位を図 15.7に示します。 

優先順位固定モード（CH0＞CH1）において、チャネル 1がバーストモード転送中でも、それより優先順位の高

いチャネル 0に転送要求が発生すると、直ちにチャネル 0の転送を開始します。 

このとき、チャネル 0もバーストモードの場合は、優先順位の高いチャネル 0の転送がすべて終了してから、

チャネル 1の転送を継続します。（図 15.7(h)） 

また、チャネル 0がサイクルスチールモードの場合、まず優先順位の高いチャネル 0が 1転送単位の転送を行

った後、バス権を解放せずに連続してチャネル 1が転送されます。その後も、チャネル 0→チャネル 1→チャネル

0→チャネル 1というように交互に転送が行われます。（図 15.7(d)） 

つまり、バス状態は、サイクルスチールモード転送終了後の CPUサイクルがバーストモード転送に置き換わっ

た形になります。 

競合するバーストモードが複数チャネルある場合は、その中で一番優先順位の高いチャネルが優先実行されま

す。 

DMA転送を複数チャネルで行う場合は、競合するすべてのバースト転送が終了するまで、バス権はバスマスタ

に開放しません。 

ラウンドロビンモードでは、図 15.3に示した仕様で優先順位が変化します。ただし、バスモードがサイクルス

チールモードのチャネルとバーストモードのチャネルを混在することはできません。 
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DMA CH0
サイクルスチール

CH0転送要因

(a) CH0：サイクルスチールモード
 CH1：サイクルスチールモード
 優先順位：CH0＞CH1

CPU DMA CH1DMA CH0 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH1 CPU

DMA CH1
サイクルスチール

CH1転送要因

DMA CH0
サイクルスチール

CH1転送要因

CH0転送要因

CPU DMA CH0DMA CH0 DMA CH0 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH1 DMA CH0

DMA CH0
サイクルスチール

CPU

DMA CH0とCH1の
バーストモード

DMA CH1
サイクルスチール

CH1転送要因

CH0転送要因

CPU DMA CH1DMA CH1 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH1

DMA CH1
サイクルスチール

CPU

DMA CH0
サイクルスチール

DMA CH1
サイクルスチール

CH1転送要因

CH0転送要因

CPU DMA CH1DMA CH1 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH1

DMA CH1
サイクルスチール

CPU

DMA CH0
バーストモード

DMA CH1
バーストモード

CH1転送要因

CH0転送要因

CPU DMA CH1DMA CH1 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH1

DMA CH1
バーストモード

CPU

DMA CH0とCH1の
バーストモード

DMA CH0
バーストモード

CH1転送要因

CH0転送要因

CPU DMA CH1DMA CH0 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH1

DMA CH1
サイクルスチール

CPU

DMA CH0
バーストモード

CH1転送要因

CH0転送要因

CPU DMA CH1DMA CH0 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH1

DMA CH1
バーストモード

CPU

DMA CH1
バーストモード

CH1転送要因

CH0転送要因

CPU DMA CH1DMA CH1 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH0 DMA CH1

DMA CH1
バーストモード

CPU

DMA CH0
バーストモード

(b) CH0：サイクルスチールモード
 CH1：サイクルスチールモード
 優先順位：CH0＞CH1

(d) CH0：サイクルスチールモード
 CH1：バーストモード
 優先順位：CH0＞CH1

(e) CH0：バーストモード
 CH1：サイクルスチールモード
 優先順位：CH0＞CH1

(f) CH0：バーストモード
 CH1：サイクルスチールモード
 優先順位：CH0＞CH1

(g) CH0：バーストモード
 CH1：バーストモード
 優先順位：CH0＞CH1

(h) CH0：バーストモード
 CH1：バーストモード
 優先順位：CH0＞CH1

(c) CH0：サイクルスチールモード
 CH1：バーストモード
 優先順位：CH0＞CH1

 

図 15.7 優先順位固定モードでのバスモードとチャネルの優先順位 
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15.5.4 転送フロー 

DMA0ソースアドレスレジスタ（DMA0SAR）、DMA0デスティネーションアドレスレジスタ（DMA0DAR）、

DMA0トランスファカウントレジスタ（DMA0TCR）、DMA0チャネルコントロールレジスタ（DMA0CHCR）、

DMA0オペレーションレジスタ（DMA0OR）、DMA0拡張リソースセレクタ（DMA0RS）に目的の転送条件設定

後、DMAC0は以下の順序でデータを転送します。 

1. 転送許可状態かどうか（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF＝0）をチェックします。 

2. 転送許可状態で転送要求が発生すると1転送単位のデータ（TS2、TS1、TS0の設定により決定）を転送します。

オートリクエストモードの場合はDEビットおよびDMEビットが1にセットされると自動的に転送を開始し

ます。1回の転送を行うごとにDMA0TCRの値を1デクリメントします。具体的な転送フローは、バスモード

により異なります。 

3. 指定された回数の転送を終える（DMA0TCRの値が0になる）と、転送を正常に終了します。このとき

DMA0CHCRのIEビットに1がセットしてあれば、CPUにDMA0INT割り込みを発生します。 

4. DMAC0によるアドレスエラーかNMI割り込みが発生した場合には、転送を中断します。またDMA0CHCRの

DEビットかDMA0ORのDMEビットが0にされても転送を中断します。 

 

図 15.8に DMA転送のフローチャートを示します。 
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【注】 *1　リピートモード実行時、HIE=1かつHE=0（ハーフエンド割り込みを許可し、HE=1になった後HE=０にクリア
した場合）であれば、TE=1でも転送要求を受け付けます。

 *2　オートリクエストの場合、NMIF=0,AE=0かつ、TE=0もしくはTE=1,HE=0,HIE=1(リピートモード時)で、
DE,DMEが1にセットされると転送を開始します。

 *3　DMA0SAR、DMA0SARB、DMA0DAR、DMA0DARBへのロードは、各モードの動作条件によって異なります。
 *4　バーストモードでDREQがレベル検出(外部リクエスト)か、サイクルスチールモード
 *5　バーストモードでDREQがエッジ検出(外部リクエスト)か、バーストモードでオートリクエスト

NMIF=1 or AE=1 or
DE=0 or DME=0？

正常終了 転送終了

NMIF=1 or AE=1 or
DE=0 or DME=0？DMA0SARB→DMA0SARロード

DMA0DARB→DMA0DARロード
DMA0TCRB→DMA0TCRロード

HIE=0 or HE=1？

Yes
Yes

No

No

*3

No

Yes

DMA0TCR=0？

TE=1

DMA0INT割り込み要求
（IE=1のとき）

リピートモード？

DMA0TCR= 
DMA0TCRB/2？

HE=1、CMA0INT割り込み要求
（HIE=1のとき）

Yes

Yes

Yes

No

No

No

転送実行（1転送単位）
DMA0TCR-1→DMA0TCR
DMA0CHCR/SM=B'00 ：DMA0SAR→DMA0SAR
DMA0CHCR/SM=B'01 ：DMA0SAR+(1/2/4/16/32)→DMA0SAR
DMA0CHCR/SM=B'10 ：DMA0SAR-(1/2/4)→DMA0SAR
Multi-Dimensionalモード ：DMA0SAR+DMA0SAOFR[15:0]→DMA0SAR
DMA0CHCR/DM=B'00 ：DMA0DAR→DMA0DAR
DMA0CHCR/DM=B'01 ：DMA0DAR+(1/2/4/16/32)→DMA0DAR
DMA0CHCR/DM=B'10  ：DMA0DAR-(1/2/4)→DAR
Multi-Dimensionalモード ：DMA0DAR+DMA0DAOFR[15:0]→DMA0DAR
リロードモード／Multi-Dimensionalモード：DMA0TCRB[15:0]-1→DMA0TCRB[15:0]

Multi-Dimensional
モード？

DMA0TCRB[15:0]=0？

DMA0SARB+DMA0SAOFR[31:16]→DMA0SARロード
DMA0SARB+DMA0SAOFR[31:16]→DMA0SARBロード
DMA0DARB+DMA0DAOFR[31:16]→DMA0DARロード
DMA0DARB+DMA0DAOFR[31:16]→DMA0DARBロード
DMA0TCRB[31:16]→DMA0TCRB[15:0]ロード

バスモード
DREQ検出方法
転送要求モード

Yes

No

*3

Yes

No

リロードモード？

DMA0TCRB[15:0]=0？

DMA0SARB→DMA0SARロード
DMA0DARB→DMA0DARロード
DMA0TCRB[31:16]→DMA0TCRB[15:0]ロード

Yes

No

*3

Yes

No

開始

初期設定

DMA0SAR,DMA0DAR,DMA0TCR,DMA0CHCR,DMA0OR
DMA0SARB,DMA0DARB,DMA0TCRB,DMA0RS

DE,DME=1＆
TE,AE,NMIF=0？

転送要求発生？

No

No

*1

*2

*4

*5

Yes

Yes

 

図 15.8 DMA転送フローチャート 
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15.5.5 リピートモード転送 

DMAC0のリピートモード転送を使用すると、DMA転送を再設定することなく繰り返し実行することが可能と

なります。 

本機能をハーフエンド機能とセットで使用することで二重バッファ転送を仮想的に行うことが可能となります。

本機能により以下の処理を効率的に行うことが可能となります。例として、音声データを受け取り、圧縮処理を

行う場合の動作を説明します。 

ここでは 40ワードの音声データを受け取りごとに順次圧縮処理を行うことを仮定し、その際の処理を説明しま

す。ここで音声データは任意のメモリから受け取ることと仮定します。 

（1）DMAC0の設定 

• DMA0SARに任意のメモリアドレスを設定します。 

• DMA0DARに内部メモリのデータ格納領域のアドレスを設定します。 

• DMA0TCRにH'50（80回）を設定します。 

• DMA0CHCRに以下の設定をします。 

     RPT（ビット 28、27、26、25）= B'0010：リピートモード（DMA0DARをリピート領域として使用） 

     HIE（ビット 18）= B'1：DMA0TCR/2の割り込み発生 

     DM（ビット 15、14）= B'01：DMA0DARは増加 

     SM（ビット 13、12）= B'01：DMA0SARは増加 

     IE（ビット 2）= B'1：割り込み許可 

     DE（ビット 0）= B'1：DMA転送許可 

     この他、TSなど使用条件に合わせて設定。 

• DMA0ORのCMS、PRを使用条件に合わせて設定し、DMEに1を設定します。 

（2）任意のメモリから DMA転送を開始。 

（3）DMA0TCRが初期設定値の 1/2になり割り込み発生。 

割り込み処理にて、DMA0CHCRを読み出し HE（ビット 19）に 1がセットされていることを確認し、

HE（ビット 19）を 0にクリアし、DMA0DARに設定したアドレスから 40ワード分のデータを用いた音

声圧縮を実行。 

（4）DMA0TCRが 0になり割り込み発生。 

割り込み処理にて、DMA0CHCRを読み出し TE（ビット 1）に 1がセットされていることを確認し、TE

（ビット 1）を 0にクリアし、DMA0DARに設定したアドレスから 40を足したアドレスから 40ワード

分のデータを用いた音声圧縮を実行。 

この際 DMAC0では、DMA0DARに DMA0DARBの値がコピーされ初期化されるとともに、DMA0TCR

にも DMA0TCRBの値がコピーされ、初期値 H'50（80回）に戻ります。 

（5）以後、（2）～（4）が DME = B'0もしくは DE = B'0が設定されるか、NMI割り込みが発生するまで繰り

返し実行されます。（（2）で HEを 0クリアしなかった場合、または（4）で TEを 0クリアしなかった

場合、HE=1かつ TE=1の条件で停止します。） 
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つまり、本機能を使用することで、順次受け取るデータの格納バッファと信号処理用のデータバッファとを交

互に切り替えながら、逐次音声圧縮が可能となります。 
 

15.5.6 リロードモード転送 

DMAC0のリロードモード転送を使用すると、DMA0CHCRの RPTビットの設定により、DMA0TCRB[31:16]と

DMA0TCRB[15:0]に設定した回数の転送ごとに DMA0SARB/ DMA0DARBに設定された値を DMA0SAR/ 

DMA0DARにリロードし、DMA0TCRが 0になるまで転送を再設定することなく繰り返し実行することが可能と

なります。本機能は、特定エリアを使ったデータ転送を繰り返し行う際に有効です。 

リロードモード実行時は、DMA0TCRBをリロードカウンタとして使用します。「15.4.6 DMA0トランスファ

カウントレジスタ B0～5（DMA0TCRB0～5）」の項を参照し、DMA0TCRBを設定してください。 

図 15.9リロードモード設定時の例に示します。 

・レジスタ設定
DMA0SARに転送元アドレスを設定（DMA0SARBにもDMA0SARの書き込みデータが書き込まれます。）
DMA0DARに転送先アドレスを設定
DMA0TCRにH'0000000C（12回転送）を設定
DMA0TCRBにH'00040004（4回の転送ごとにリロード）を設定
DMA0CHCRを以下のように設定。

RPT（ビット28、27、26、25）= B'111：リロードモード（DMA0SARをリロード）
DM（ビット15、14）= B'01：DARは増加
SM（ビット13、12）= B'01：SARは増加
TS（ビット20、4、3）= B'010：ロングワード（4バイト）単位転送

・上記のレジスタ設定をしたときのDMA転送元アドレスとDMA転送先アドレス

 1回目： 転送元アドレス＝DMA0SAR 転送先アドレス＝DMA0DAR
 2回目： 転送元アドレス＝DMA0SAR+H'04 転送先アドレス＝DMA0DAR+H'04
 3回目： 転送元アドレス＝DMA0SAR+H'08 転送先アドレス＝DMA0DAR+H'08
 4回目： 転送元アドレス＝DMA0SAR+H'0C 転送先アドレス＝DMA0DAR+H'0C
 5回目： 転送元アドレス＝DMA0SAR 転送先アドレス＝DMA0DAR+H'10（DMA0SARBの値がDMA0SARにリロード）
 6回目： 転送元アドレス＝DMA0SAR+H'04 転送先アドレス＝DMA0DAR+H'14
 7回目： 転送元アドレス＝DMA0SAR+H'08 転送先アドレス＝DMA0DAR+H'18
 8回目： 転送元アドレス＝DMA0SAR+H'0C 転送先アドレス＝DMA0DAR+H'1C
 9回目： 転送元アドレス＝DMA0SAR 転送先アドレス＝DMA0DAR+H'20（DMA0SARBの値がDMA0SARにリロード）
 10回目： 転送元アドレス＝DMA0SAR+H'04 転送先アドレス＝DMA0DAR+H'24
 11回目： 転送元アドレス＝DMA0SAR+H'08 転送先アドレス＝DMA0DAR+H'28
 12回目： 転送元アドレス＝DMA0SAR+H'0C 転送先アドレス＝DMA0DAR+H'2C

以下のようなレジスタ設定をしたときのリロードモード転送の転送元アドレスと転送先アドレスを示します。

 

図 15.9 リロードモード設定時の動作例 
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15.5.7 Multi-dimensionalモード転送 

Multi-dimensionalモードを使用することで、Multi-dimensional転送、scatter/gather転送、ストライド転送を行う

ことができます。 

Multi-dimensionalモードは、DMA0SARのアドレス更新を DMA0SAOFR[15:0]、DMA0SAOFR[31:16]レジスタで

指定された値で更新、DMA0DARのアドレス更新を DMA0DAOFR[15:0]、DMA0DAOFR[31:16]レジスタで指定さ

れた値で更新します。DMA0TCRBは DMA0SAR/ DMA0DAR更新する転送回数の設定および転送回数カウンタと

して用い、DMA0TCRB[15:0]は転送回数カウンタとして動作し、値が 0になると DMA0SAR/ DMA0DARが更新さ

れ、DMA0TCRB[31:16]が DMA0TCRB[15:0]にロードされます。DMA0SAOFR[15:0]/ DMA0DAOFR[15:0]は 1転送

毎に更新するアドレス増加分を設定します。DMA0SAOFR[31:16]/ DMA0DAOFR[31:16]は DMA0TCRB[15:0]=0と

なり、DMA0SAR/ DMA0DARをリロードするときのアドレスオフセットを設定します。 

• DMA0CHCR/RPT[3:0]=B'1101に設定した場合 

DMA0SAR/ DMA0DARのアドレス更新は DMA0SAOFR/ DMA0DAOFRレジスタの設定値により更新され

ます。 

DMA0CHCR/SM[1:0]、DMA0CHCR/DM[1:0]の設定値は無効となります。 

DMA0TCRB[15:0]≠0： DMA0SAR＋DMA0SAOFR[15:0] → DMA0SAR 

DMA0DAR＋DMA0DAOFR[15:0] → DMA0DAR 

DMA0TCRB[15:0]＝0： DMA0SARB+ DMA0SAOFR[31:16] → DMA0SAR 

DMA0SARB+ DMA0SAOFR[31:16] → DMA0SARB 

DMA0DARB+ DMA0DAOFR[31:16] → DMA0DAR 

DMA0DARB+ DMA0DAOFR[31:16] → DMA0DARB 

• DMA0CHCR/RPT[3:0]=B'1110に設定した場合 

DMA0DARのアドレス更新は DMA0DAOFRレジスタの設定値により更新されます。 

DMA0CHCR/DM[1:0]の設定値は無効となります。。 

DMA0TCRB[15:0]≠0： DMA0DAR＋DMA0DAOFR[15:0] → DMA0DAR 

DMA0TCRB[15:0]＝0： DMA0DARB+ DMA0DAOFR[31:16] → DMA0DAR 

DMA0DARB+ DMA0DAOFR[31:16] → DMA0DARB 

• DMA0CHCR/RPT[3:0]=B'1111に設定した場合 

DMA0SARのアドレス更新は DMA0SAOFRレジスタの設定値により更新されます。 

DMA0CHCR/SM[1:0]の設定値は無効となります。 

DMA0TCRB[15:0]≠0： DMA0SAR＋DMA0SAOFR[15:0] → DMA0SAR 

DMA0TCRB[15:0]＝0： DMA0SARB+ DMA0SAOFR[31:16] → DMA0SAR 

DMA0SARB+ DMA0SAOFR[31:16] → DMA0SARB 

 

Multi-dimensional転送の動作例を図 15.10、scatter転送の動作例を図 15.11に、gather転送の動作例を図 15.12に、

ストライド転送の動作例を図 15.13に示します。 
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フレーム1

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

① ② ③ ④⑤ ⑥ ⑦ ⑧⑨ ⑩ ⑪ ⑫

転送元
FIFO MIC1

Data1
MIC2 
Data1

MIC3
Data1

MIC1
Data1

MIC1 MIC2 MIC3 MIC4

DMA0DAR+DMA0DAOFR[15:0]→DMA0DAR
DMA0DARB+DMA0DAOFR[31:16]→DMA0DAR
DMA0DARB+DMA0DAOFR[31:16]→DMA0DARB

MIC1 
Data2

MIC1
Data3

MIC2
Data1

MIC2 
Data2

MIC2
Data3

MIC3
Data1

MIC3 
Data2

MIC3
Data3

MIC4
Data1

MIC4 
Data2

MIC4
Data3

MIC4
Data1

MIC1
Data2

MIC2 
Data2

MIC3
Data2

MIC4
Data2

MIC1
Data3

MIC2 
Data3

MIC3
Data3

MIC4
Data3

転送先

フレーム2 フレーム3

　Multi-dimensional転送を使用することにより、以下の転送元FIFOメモリ内にある音声データの並べ替え、 
転送することができます。

①-⑫：DMA転送順

・DMAC0の設定
　DMA0SAR：任意のメモリアドレスを指定（FIFOを想定）
　DMA0DAR：任意のメモリアドレスを指定
　DMA0TCR＝H'0000000C（12回転送）
　DMA0TCRB＝H'00040004（4回ごとにDMA0DARB+DMA0DAOFR[31:16]→DMA0DAR、
 DMA0DARB+DMA0DAOFR[31:16]→DMA0DARBに更新）
　DMA0DAOFR＝H'0002_0006
　DMA0CHCR：以下のように設定
 RPT[3:0]=B'1110：Multi-dimensionalモードDMA0DARのアドレス更新をDMA0DAOFR[15:0]、
  DMA0DAOFR[31:16]に指定された値で更新
 TS[2:0]＝B'001:ワード転送
 SM[1:0]=B'00：DMA0SARは固定
 DE=B'1：転送許可
 その他、RSなど使用条件に合わせて設定。
　DMA0ORのCMS、PRを使用条件に合わせて設定し、DMEに1を設定します。

・上記レジスタ設定時のDMA0SAR、DMA0DARのアドレスは以下のようになります。
　 1回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR
　 2回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0006
　 3回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR+H'000C
　 4回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0012
　 5回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0002
　 6回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0008
　 7回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR+H'000E
　 8回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0014
　 9回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0004
　10回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR+H'000A
　11回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0010
　12回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0016  

図 15.10 Multi-dimensional転送の動作例 
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DATA
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DMA0SAR

DMA0DAR

DMA0TCRB[31:16]×転送サイズ

転送元

転送先

DMA0DAOFR[31:16]

DATA
Group3
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・DMAC0の設定
　DMA0SAR：任意のメモリアドレスを指定
　DMA0DAR：任意のメモリアドレスを指定
　DMA0TCR＝H'0000000C（12回転送）
　DMA0TCRB＝H'00040004（4回ごとにDMA0DARB+ DMA0DAOFR[31:16]→DMA0DAR、
 DMA0DARB+ DMA0DAOFR[31:16]→DMA0DARBに更新）
　DMA0DAOFR＝H'0200_0004（DMA0DAOFR[15:0]は転送サイズと同じオフセット幅としてください。）
　DMA0CHCR：以下のように設定
 RPT[3:0]=B'1110：Multi-dimensionalモードDMA0DARのアドレス更新をDMA0DAOFR[15:0]、
  DMA0DAOFR[31:16]に指定された値で更新
 TS[2:0]＝B'010：ロングワード転送
 SM[1:0]=B'01：DMA0SARは増加
 DE=B'1：転送許可
 その他、RSなど使用条件に合わせて設定。
　DMA0ORのCMS、PRを使用条件に合わせて設定し、DMEに1を設定します。

・上記レジスタ設定時のDMA0SAR、DMA0DARのアドレスは以下のようになります。
　 1回目：転送元アドレス=DMA0SAR  転送先アドレス=DMA0DAR
　 2回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0004 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0004
　 3回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0008 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0008
　 4回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'000C 転送先アドレス=DMA0DAR+H'000C
　 5回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0010 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0200
　 6回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0014 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0204
　 7回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0018 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0208
　 8回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'001C 転送先アドレス=DMA0DAR+H'020C
　 9回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0020 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0400
　10回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0024 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0404
　11回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0028 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0408
　12回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'002C 転送先アドレス=DMA0DAR+H'040C  

図 15.11 Scatter転送の動作例 
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・上記レジスタ設定時のDMA0SAR、DMA0DARのアドレスは以下のようになります。
　 1回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR
　 2回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0004 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0004
　 3回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0008 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0008
　 4回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'000C 転送先アドレス=DMA0DAR+H'000C
　 5回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0010 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0200
　 6回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0014 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0204
　 7回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0018 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0208
　 8回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'001C 転送先アドレス=DMA0DAR+H'020C
　 9回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0020 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0400
　10回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0024 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0404
　11回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0028 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0408
　12回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'002C 転送先アドレス=DMA0DAR+H'040C

・DMAC0の設定
　DMA0SAR：任意のメモリアドレスを指定
　DMA0DAR：任意のメモリアドレスを指定
　DMA0TCR＝H'0000000C（12回転送）
　DMA0TCRB＝H'00040004（4回ごとにDMA0SARB+ DMA0SAOFR[31:16]→DMA0SAR、
 DMA0SARB+ DMA0SAOFR[31:16]→DMA0SARBに更新）
　DMA0SAOFR＝H'0100_0004（DMA0SAOFR[15:0]は転送サイズと同じオフセット幅としてください。）
　DMA0CHCR：以下のように設定
 RPT[3:0]=B'1111：Multi-dimensionalモードDMA0SARのアドレス更新をDMA0SAOFR[15:0]、
  DMA0SAOFR[31:16]に指定された値で更新
 TS[2:0]＝B'010：ロングワード転送
 DM[1:0]=B'01：DMA0DARは増加
 DE=B'1：転送許可
 その他、RSなど使用条件に合わせて設定。
　DMA0ORのCMS、PRを使用条件に合わせて設定し、DMEに1を設定します。

 

図 15.12 gather転送の動作例 
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・DMAC0の設定
　DMA0SAR：任意のメモリアドレスを指定
　DMA0DAR：任意のメモリアドレスを指定
　DMA0TCR＝H'0000000C（12回転送）
　DMA0TCRB＝H'00040004（4回ごとにDMA0SARB+ DMA0SAOFR[31:16]→DMA0SAR、
 DMA0SARB+ DMA0SAOFR[31:16]→DMA0SARB、
 DMA0DARB+ DMA0DAOFR[31:16]→DMA0DAR、
 DMA0DARB+ DMA0DAOFR[31:16]→DMA0DARBに更新）
　DMA0SAOFR＝H'0100_0004（DMA0SAOFR[15:0]は転送サイズと同じオフセット幅としてください。）
　DMA0DAOFR＝H'0200_0004（DMA0DAOFR[15:0]は転送サイズと同じオフセット幅としてください。）
　DMA0CHCR：以下のように設定
 RPT[3:0]=B'1101：Multi-dimensionalモードDMA0SARのアドレス更新をDMA0SAOFR[15:0]、
  DMA0SAOFR[31:16]に指定された値で更新、DMA0DARのアドレス更新を
  DMA0DAOFR[15:0]、DMA0DAOFR[31:16]に指定された値で更新
 TS[2:0]＝B'010：ロングワード転送
 DE=B'1：転送許可
 その他、RSなど使用条件に合わせて設定。
　DMA0ORのCMS、PRを使用条件に合わせて設定し、DMEに1を設定します。

・上記レジスタ設定時のDMA0SAR、DMA0DARのアドレスは以下のようになります。
　 1回目：転送元アドレス=DMA0SAR 転送先アドレス=DMA0DAR
　 2回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0004 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0004
　 3回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0008 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0008
　 4回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'000C 転送先アドレス=DMA0DAR+H'000C
　 5回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0100 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0200
　 6回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0104 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0204
　 7回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0108 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0208
　 8回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'010C 転送先アドレス=DMA0DAR+H'020C
　 9回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0200 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0400
　10回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0204 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0404
　11回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'0208 転送先アドレス=DMA0DAR+H'0408
　12回目：転送元アドレス=DMA0SAR+H'020C 転送先アドレス=DMA0DAR+H'040C  

図 15.13 ストライド転送の動作例 
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15.5.8 DREQ端子のサンプリングタイミング 

各バスモードに対する DREQ入力のサンプリングタイミングを図 15.14～図 15.23に示します。 

図 15.14、図 15.17、図 15.21は 8/16/32ビットバス幅にバイト転送、16/32ビットバス幅にワード転送、32ビ

ットバス幅にロングワード転送した場合の DREQ入力のサンプリングタイミングで DMA1転送で 1回の DACK

が出力されます。 

図 15.15、図 15.18、図 15.22は 8ビットバス幅にワード転送、8/16ビットバス幅にロングワード転送、8/16/32

ビットバス幅に 16/32バイト転送でDMA1転送のDACKが分割される設定とした場合のDREQ入力のサンプリン

グタイミングです。 

図 15.16、図 15.19、図 15.23は 8ビットバス幅にワード転送、8/16ビットバス幅にロングワード転送、8/16/32

ビットバス幅に 16/32バイト転送でDMA1転送のDACKつながる設定とした場合のDREQ入力のサンプリングタ

イミングです。 

8ビットバス幅にワード転送、8/16ビットバス幅にロングワード転送、8/16/32ビットバス幅に 16/32バイト転

送をした場合は、DMA転送単位が複数のバスサイクルに分割されます。DMA転送サイズが複数のバスサイクル

に分割され、かつバスサイクル間で CSがネゲートする設定の場合、CSと同様に DACK出力が分割されます。 詳

細は「11.5.13 DACKn出力の分割に関するレジスタ設定」を参照ください。 
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図 15.14 サイクルスチールモード・エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング例 1 

（8/16/32ビットバス幅にバイト転送、16/32ビットバス幅にワード転送、32ビットバス幅にロングワード転送） 
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図 15.15 サイクルスチールモード・エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング例 2 

（8ビットバス幅にワード転送、8/16ビットバス幅にロングワード転送、8/16/32ビットバス幅に 16/32バイト転

送で DMA1転送の DACKが分割される設定） 
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図 15.16 サイクルスチールモード・エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング例 3 

（8ビットバス幅にワード転送、8/16ビットバス幅にロングワード転送、8/16/32ビットバス幅に 16/32バイト転

送で DMA1転送の DACKがつながる設定） 
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図 15.17 サイクルスチールモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 1 

（8/16/32ビットバス幅にバイト転送、16/32ビットバス幅にワード転送、32ビットバス幅にロングワード転送） 
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図 15.18 サイクルスチールモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 2 

（8ビットバス幅にワード転送、8/16ビットバス幅にロングワード転送、8/16/32ビットバス幅に 16/32バイト転

送で DMA1転送の DACKが分割される設定） 
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図 15.19 サイクルスチールモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 3 

（8ビットバス幅にワード転送、8/16ビットバス幅にロングワード転送、8/16/32ビットバス幅に 16/32バイト転

送で DMA1転送の DACKがつながる設定） 
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図 15.20 バーストモード・エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング例 
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図 15.21 バーストモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 1 

（8/16/32ビットバス幅にバイト転送、16/32ビットバス幅にワード転送、32ビットバス幅にロングワード転送） 
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図 15.22 バーストモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 2 

（8ビットバス幅にワード転送、8/16ビットバス幅にロングワード転送、8/16/32ビットバス幅に 16/32バイト転

送で DMA1転送の DACKが分割される設定） 
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図 15.23 バーストモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 3 

（8ビットバス幅にワード転送、8/16ビットバス幅にロングワード転送、8/16/32ビットバス幅に 16/32バイト転

送で DMA1転送の DACKがつながる設定） 

15.6 DMAC0の割り込み要因 

DMAC0は各チャネルごとに DMA転送終了／ハーフエンド割り込み（DMA0INT0～5）要求と全チャネル共通

の DMAアドレスエラー割り込み（DMA0AE）要求の 7種類の割り込み要因を持っています。 

表 15.11に各割り込み要因を示します。各割り込み要因は独立に割り込みコントローラに送られます。 

 

表 15.11 DMAC0の割り込み要因 

割り込み要因 内容 

DMA0INT0 チャネル 0 DMA転送終了／ハーフエンド割り込み 

DMA0INT1 チャネル 1 DMA転送終了／ハーフエンド割り込み 

DMA0INT2 チャネル 2 DMA転送終了／ハーフエンド割り込み 

DMA0INT3 チャネル 3 DMA転送終了／ハーフエンド割り込み 

DMA0INT4 チャネル 4 DMA転送終了／ハーフエンド割り込み 

DMA0INT5 チャネル 5 DMA転送終了／ハーフエンド割り込み 

DMA0AE 全チャネル共通 DMAアドレスエラー割り込み 
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15.7 使用上の注意 

本 DMAC0を使用する際は、以下のことに注意してください。 
 

15.7.1 モジュールストップ、周波数変更について 

DMAC0動作中にスタンバイコントロールレジスタ（MSTPCR1）による DMAC0に対する動作（0にクリア）/

停止（1にセット）した場合、または DMAC0動作中に周波数変更をした場合、動作の保証はできません。 

DMA0ORレジスタの DME（ビット 0）がであるか、または DMA0CHCR0～5レジスタの DE（ビット 0）がす

べて"0"であることを確認後、スタンバイコントロールレジスタ（MSTPCR1）の設定、周波数変更を行ってくださ

い。 

 

15.7.2 アドレスエラーについて 

DMA0ORの AEビットが 1にセットされ、DMAアドレスエラーが発生した場合、全チャネルの再設定をした

後、転送を開始してください。 

 

15.7.3 DACKの分割出力 

8ビット、16ビット、32ビットバス幅に 16バイト、32バイト転送を行ったり、8ビット、16ビットバス幅に

ロングワード転送を行ったり、8ビットバス幅にワード転送をする場合は、DMA転送単位が複数のバスサイクル

に分割されます。DMA転送サイズが複数のバスサイクルに分割され、かつバスサイクル間で CSがネゲートする

設定の場合、CSと同様に DACK出力が分割されるので注意してください。 
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16. ダイレクトメモリアクセスコントローラ 1（DMAC1） 

16.1 概要 

内部（SuperHyway）バスに接続されるダイレクトメモリアクセスコントローラ 1（DMAC1）は、外部メモリ

（DDR-SDRAM）、内蔵メモリのデータ転送を、CPUに代わって高速に行うことができます。 

 

16.1.1 特長 

• チャネル数：4チャネル 

• アドレス空間：アーキテクチャ上は64bitアドレス空間まで対応 製品としては32bitアドレス空間まで対応す

る。 

• 転送データ量： 

ch0、ch1：4バイト（H'0000_0004）～536,870,912バイト（H'2000_0000）までを4バイト単位で設定可能。 

ch2、ch3：1バイト（H'0000_0001）～536,870,912バイト（H'2000_0000）までを1バイト単位で転送元からの

転送と転送先への転送のそれぞれに設定可能 

• 転送データサイズ： 

ch0、ch1：4バイト、8バイト、16バイト、32バイト転送から転送アドレスと残りの転送データサイズにより

自動選択します。 

ch2、ch3：1バイト、2バイト、4バイト、8バイト、32バイト転送からレジスタ設定により選択可能です。 

ただし、転送元アドレス、転送先アドレスを各バイトアドレス境界に設定しない場合、アドレス境界までの

データは1バイトずつ転送を行います。また、残りの転送データが、設定したデータサイズより小さくなった

場合も、転送終了まで1バイト転送を実行します。 

• アドレスモード：デュアルアドレスモード 

• 優先順位：チャネル優先順位固定 

• 割り込み要求： DMA転送終了割り込み（DMA1TEn）、転送元転送エラー割り込み（DMA1Sen）、転送先

転送エラー割り込み（DMA1Den）を各チャネルごとに発生可能（n=0～3、各チャネルに対応します） 

• データ転送： 

ch0、ch1：SuperHyway上のリソース間において、連続領域の転送、ストライド転送およびgather/scatter転送可

能 

ch2、ch3：SuperHyway上のリソース間において、連続領域の転送可能 

• コマンドチェイン： 

ch0、ch1：指定したアドレスに設定されたデータ転送指示に従い、複数のデータ転送を連続実行可能 

ch2、ch3：コマンドチェーンに対応しません。 
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• 発行可能なSuperHywayトランザクション 

‐ch0、ch1 

4/8/16/32バイト転送 

‐ch2、ch3 

1/2/4/8/32バイト転送 
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16.1.2 ブロック図 

DMAC1のブロック図を図 16.1に示します。 

割り込み信号[11:0]SuperHywayバス

SuperHyway-DMAC

SI

SA DC

DMA0 DC0

DMA1 DC1

DMA2 DC2

DMA3 DC3 RG

ST

SD

DMA転送終了割り込み DMATEn

DMASEn

DMADEn

【注】n：0～3

転送元転送エラー割り込み

転送先転送エラー割り込み

SI ：SuperHyway Initiatorポート制御
ST ：SuperHyway Targetポート制御
SA ：SuperHywayアービトレーション制御
DMAx ：DMA転送制御
DC ：DMAコマンドチェーン制御
SD ：SuperHywayデコーダ
RG ：レジスタブロック  

図 16.1 DMAC1ブロック図 

 

16.1.3 外部端子 

本 DMAC関係の外部端子はありません。 
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16.1.4 レジスタ構成 

表 16.1にレジスタ構成を示します。各チャネルのレジスタについて、ch0の DMA1SARは DMA1SAR0のよう

に表記しています。表中に示したアクセスサイズ以外でレジスタアクセスを実行しないでください。 
 

表 16.1 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7アドレス アクセス 

サイズ 

DMA1オペレーションレジスタ DMA1OR R/W H'FEA0_0010 H'1EA0_00010 32 

DMA1ソースアドレス 

レジスタ 0～3 

DMA1SAR0～3 R/W ch0 : H'FEA0_0020

ch1 : H'FEA0_0120

ch2 : H'FEA0_0220

ch3 : H'FEA0_0320

ch0 : H'1EA0_00020 

ch1 : H'1EA0_00120 

ch2 : H'1EA0_00220 

ch3 : H'1EA0_00320 

32 

DMA1デスティネーション 

アドレスレジスタ 0～3 

DMA1DAR0～3 R/W ch0 : H'FEA0_0028

ch1 : H'FEA0_0128

ch2 : H'FEA0_0228

ch3 : H'FEA0_0328

ch0 : H'1EA0_0028 

ch1 : H'1EA0_0128 

ch2 : H'1EA0_0228 

ch3 : H'1EA0_0328 

32 

DMA1 バイトカウントレジスタ

0～3 

DMA1BCNTR0～3 R/W ch0 : H'FEA0_0030

ch1 : H'FEA0_0130

ch2 : H'FEA0_0230

ch3 : H'FEA0_0330

ch0 : H'1EA0_0030 

ch1 : H'1EA0_0130 

ch2 : H'1EA0_0230 

ch3 : H'1EA0_0330 

32 

DMA1ストライドカウント 

レジスタ 0、1 

DMA1SBCNTR0、1 R/W ch0 : H'FEA0_0034

ch1 : H'FEA0_0134

ch0 : H'1EA0_0034 

ch1 : H'1EA0_0134 

32 

DMA1ストライドレジスタ 0、1 DMA1STRR0、1 R/W ch0 : H'FEA0_0038

ch1 : H'FEA0_0138

ch0 : H'1EA0_0038 

ch1 : H'1EA0_0138 

32 

DMA1コマンドチェーン 

アドレスレジスタ 0、1 

DMA1CCAR0、1 R/W ch0 : H'FEA0_0040

ch1 : H'FEA0_0140

ch0 : H'1EA0_0040 

ch1 : H'1EA0_0140 

32 

DMA1チャネルコントロール 

レジスタ 0～3 

DMA1CHCR0～3 R/W ch0 : H'FEA0_0048

ch1 : H'FEA0_0148

ch2 : H'FEA0_0248

ch3 : H'FEA0_0348

ch0 : H'1EA0_0048 

ch1 : H'1EA0_0148 

ch2 : H'1EA0_0248 

ch3 : H'1EA0_0348 

32 

DMA1チャネルステータス 

レジスタ 0～3 

DMA1CHSR0～3 R/(W)* ch0 : H'FEA0_004C

ch1 : H'FEA0_014C

ch2 : H'FEA0_024C

ch3 : H'FEA0_034C

ch0 : H'1EA0_004C 

ch1 : H'1EA0_014C 

ch2 : H'1EA0_024C 

ch3 : H'1EA0_034C 

32 

DMA1ソース転送サイズ 

レジスタ 2、3 

DMA1STRS2、3 R/W ch2 : H'FEA0_0260

ch3 : H'FEA0_0360

ch2 : H'1EA0_0260 

ch3 : H'1EA0_0360 

32 

DMA1デスティネーション 

転送サイズレジスタ 2、3 

DMA1DTRS2、3 R/W ch2 : H'FEA0_0270

ch3 : H'FEA0_0370

ch2 : H'1EA0_0270 

ch3 : H'1EA0_0370 

32 

【注】 * SE、DE、TEビットをクリアするために、1のみ書き込むことができます。 
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表 16.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオンリセット マニュアル

リセット 

スリープ／ 

ライトスリープ 

モジュール

スタンバイ 

DMA1オペレーションレジスタ DMA1OR H'00000000 保持 保持 保持 

DMA1ソースアドレスレジスタ 0～3 DMA1SAR0～3 H'00000000 保持 保持 保持 

DMA1 デスティネーションアドレス

レジスタ 0～3 

DMA1DAR0～3 H'00000000 保持 保持 保持 

DMA1バイトカウントレジスタ 0～3 DMA1BCNTR0～3 H'00000000 保持 保持 保持 

DMA1 ストライドカウントレジスタ

0、1 

DMA1SBCNTR0、1 H'00000000 保持 保持 保持 

DMA1ストライドレジスタ 0、1 DMA1STRR0、1 H'00000000 保持 保持 保持 

DMA1コマンドチェーンアドレス 

レジスタ 0、1 

DMA1CCAR0、1 H'00000000 保持 保持 保持 

DMA1チャネルコントロール 

レジスタ 0～3 

DMA1CHCR0～3 H'00000000 保持 保持 保持 

DMA1チャネルステータスレジスタ 

0～3 

DMA1CHSR0～3 H'00000000 保持 保持 保持 

DMA1ソース転送サイズレジスタ 

2、3 

DMA1STRS2、3 H'00000000 保持 保持 保持 

DMA1デスティネーション転送 

サイズレジスタ 2、3 

DMA1DTRS2、3 H'00000000 保持 保持 保持 
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16.2 レジスタの説明 

DMAC1には以下のレジスタがあります。 
 

（1） 共通 

• DMA1オペレーションレジスタ（DMA1OR） 

（2） チャネル 0 

• DMA1ソースアドレスレジスタ0（DMA1SAR0） 

• DMA1デスティネーションアドレスレジスタ0（DMA1DAR0） 

• DMA1バイトカウントレジスタ0（DMA1BCNTR0） 

• DMA1ストライドカウントレジスタ0（DMA1SBCNTR0） 

• DMA1ストライドレジスタ0（DMA1STRR0） 

• DMA1コマンドチェーンアドレスレジスタ0（DMA1CCAR0） 

• DMA1チャネルコントロールレジスタ0（DMA1CHCR0） 

• DMA1チャネルステータスレジスタ0（DMA1CHSR0） 

（3） チャネル 1 

• DMA1ソースアドレスレジスタ1（DMA1SAR1） 

• DMA1デスティネーションアドレスレジスタ1（DMA1DAR1） 

• DMA1バイトカウントレジスタ1（DMA1BCNTR1） 

• DMA1ストライドカウントレジスタ1（DMA1SBCNTR1） 

• DMA1ストライドレジスタ1（DMA1STRR1） 

• DMA1コマンドチェーンアドレスレジスタ1（DMA1CCAR1） 

• DMA1チャネルコントロールレジスタ1（DMA1CHCR1） 

• DMA1チャネルステータスレジスタ1（DMA1CHSR1） 

（4） チャネル 2 

• DMA1ソースアドレスレジスタ2（DMA1SAR2） 

• DMA1デスティネーションアドレスレジスタ2（DMA1DAR2） 

• DMA1バイトカウントレジスタ2（DMA1BCNTR2） 

• DMA1チャネルコントロールレジスタ2（DMA1CHCR2） 

• DMA1チャネルステータスレジスタ2（DMA1CHSR2） 

• DMA1ソース転送サイズレジスタ2（DMA1STRS2） 

• DMA1デスティネーション転送サイズレジスタ2（DMA1DTRS2） 
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（5） チャネル 3 

• DMA1ソースアドレスレジスタ3（DMA1SAR3） 

• DMA1デスティネーションアドレスレジスタ3（DMA1DAR3） 

• DMA1バイトカウントレジスタ3（DMA1BCNTR3） 

• DMA1チャネルコントロールレジスタ3（DMA1CHCR3） 

• DMA1チャネルステータスレジスタ3（DMA1CHSR3） 

• DMA1ソース転送サイズレジスタ3（DMA1STRS3） 

• DMA1デスティネーション転送サイズレジスタ3（DMA1DTRS3） 

 

【レジスタ説明の記号説明】 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

― ：不定値 

R/W ：リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

R/WC0 ：リードおよびライト可。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 

R/WC1 ：リードおよびライト可。1を書き込むとビットは初期化されますが、0の書き込みは無視されます。 

R ：リードのみ可。書き込む値は常に 0にしてください。 

 

16.2.1 DMA1オペレーションレジスタ（DMA1OR） 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯DM
A1E

RRRRRRRRRRRRRRR/W R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 DMA1E 0 R/W DMAマスターイネーブルビット 

DMA転送イネーブルを指定します。 

DMA転送機能を使用する場合には、1をセットしてください。 

本ビットを 0にクリアすると、すべてのチャネルの転送を中断します。中

断した場合、再度本ビットを 1にセットしても、中断した DMA転送を再開

することはできません。 

転送を中止した場合、DMA1DAR0～3の示す値の 2つ前の転送までは完了

していますが、1つ前と現在のアドレスのデータ値は保証できません。 

30～0 - すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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16.2.2 DMA1ソースアドレスレジスタ 0～3（DMA1SAR0～DMA1SAR3） 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

DMA1SAR

DMA1SAR

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DMA1SAR すべて 0 R/W DMA転送時の転送元アドレスを指定します。 

DMA転送中は、現在発行している転送元アドレスを示しています。 

32bit物理アドレス空間に対応しています。 

DMA1SAR0, DMA1SAR1は 4バイト境界のみが指定可能で、ビット 1、ビ

ット 0はリザーブビットになります。読み出すと常に 0が読み出されます。

書き込む値も常に 0にしてください。 

 

16.2.3 DMA1デスティネーションアドレスレジスタ 0～3（DMA1DAR0～DMA1DAR3） 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

DMA1DAR

DMA1DAR

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DMA1DAR すべて 0 R/W DMA転送時の転送先アドレスを指定します。 

DMA転送中は、現在発行している転送先アドレスを示しています。 

32bit物理アドレス空間に対応しています。 

DMA1DAR0、1は 4バイト境界のみが指定可能で、ビット 1、ビット 0は

リザーブビットになります。読み出すと常に 0が読み出されます。書き込

む値も常に 0にしてください。 
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16.2.4 DMA1バイトカウントレジスタ 0～3（DMA1BCNTR0～DMA1BCNTR3） 

 
161718192021222324252627282931 30

BCNT

BCNT

⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

初期値：

R/W：

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～0 BCNT すべて 0 R/W 転送バイトカウントを指定します。 

0を指定した場合は、229（=536,870,912）バイトを転送します。 

DMA1BCNTR0,1は 4バイト単位のみが指定可能で、ビット 1、ビット 0は

リザーブビットになります。読み出すと常に 0が読み出されます。書き込

む値も常に 0にしてください。 

ch0、ch1では転送元から転送されたバイト数をカウントします。 

ch2、ch3では、転送元と転送先のどちらのバイト数カウントをするかはソ

ース転送サイズレジスタとデスティネーション転送サイズレジスタの設定

値によって決まります。 

（1）ソース転送サイズレジスタ ≧ デスティネーション転送サイズレジ

スタ 

転送先の転送バイトをカウントします。 

（2）ソース転送サイズレジスタ ＜ デスティネーション転送サイズレジ

スタ 

転送元の転送バイトをカウントします。 
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16.2.5 DMA1ストライドカウントレジスタ 0、1（DMA1SBCNTR0、DMA1SBCNTR1） 

 
161718192021222324252627282931 30

SBCINI

SBCNT

⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯

⎯

ビット：

000000000000000 0

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 SBCINI すべて 0 R/W 初期ストライドカウンタ 

ストライドカウンタの初期値を指定します。 

ストライド・gather/scatter転送で一塊として転送されるデータ転送バイト

数の初期値を設定します。 

4の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4分の 1（下

位 2ビットを除いた数字）を指定します。 

17、16 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～2 SBCNT すべて 0 R/W ストライドカウンタ 

ストライドカウンタを指定します。 

ストライド・gather/scatter転送で一塊として転送されるデータ転送バイト

数のカウンタとなります。データ転送中は、残りの転送バイト数を示して

います。 

BCNT≠0かつ SBCNT=0となったときは、SBINIの値をロードしてデータ

転送を継続します。 

4の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4分の 1（下

位 2ビットを除いた数字）を指定します。 

1、0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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16.2.6 DMA1ストライドレジスタ 0、1（DMA1STRR0、DMA1STRR1） 

 
161718192021222324252627282931 30

SS

DS

⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯

⎯

ビット：

000000000000000 0

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 SS すべて 0 R/W 転送元アドレスストライド幅 

転送元アドレスのストライド幅を指定します。 

4の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4分の 1（下

位 2ビットを除いた数字）を指定します。 

17、16 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～2 DS すべて 0 R/W 転送先アドレスストライド幅 

転送先アドレスのストライド幅を指定します。 

4の倍数のみ指定可能であり、本フィールドには指定する数の 4分の 1（下

位 2ビットを除いた数字）を指定します。 

1、0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

16.2.7 DMA1コマンドチェーンアドレスレジスタ 0、1（DMA1CCAR0、DMA1CCAR1） 

 
161718192021222324252627282931 30

CCA

CCA

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

RRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 CCA すべて 0 R/W コマンドチェーンアドレス 

コマンドチェーンを実行する場合、最初のコマンドチェーンのコマンド列

のアドレスを指定してください。 

コマンドチェーン実行中は次に実行するコマンドチェーンのアドレスを指

定します。 

32バイト境界のみが指定可能であり、本フィールドには下位 5ビットを除

いた部分を指定します。 

4～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

16.2.8 DMA1チャネルコントロールレジスタ 0～3（DMA1CHCR0～DMA1CHCR3） 

 
161718192021222324252627282931 30

CHE CCRE ⎯ ⎯SA 
SRE

DA 
SRE ⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

ビット：

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

R/W：

000000000000000 0

RRRRRRRRR/WR/WRRRR/WR/W R

初期値：

R/W：

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 CHE 0 R/W DMAチャネルイネーブル 

チャネルイネーブルを指定します。 

本ビットを 1にセットすると該当するチャネルでのデータ転送を開始しま

す。ただし、転送終了（TE）や転送エラー（DE/SE）を示すビットが 1と

なっている間は転送を行いません。 

本ビットを 0にクリアすると、転送を中断します。中断した場合、再度本

ビットを 1にセットしても、中断した DMA転送を再開することはできませ

ん。 

転送を中止した場合、DMA1DAR0～3の示す値の 2つ前の転送までは完了

していますが、1つ前と現在のアドレスのデータ値は保証できません。 

本ビットは、コマンドチェーン実行時のコマンド取得のための LOAD転送

に対するエラーレスポンスが発生した場合を除き、転送終了や中断によっ

て、0クリアされることはありません。 

0：データ転送を禁止 

1：データ転送を許可 

30 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

29 CCRE 0 R/W コマンドチェーンイネーブル 

コマンドチェーンイネーブルを指定します。 

本ビットがセットされた状態でデータ転送要求が発生したとき、DCCARに

設定されたアドレスからコマンドを読み込んでデータ転送を実施します。 

0：コマンドチェーン無効 

1：コマンドチェーン有効 

このビットは、DMA1CHCR2、DMA1CHCR3ではリザーブビットです。読

み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～26 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25 SASRE 0 R/W 転送元アドレスストライドイネーブル 

転送元アドレスストライドレジスタイネーブルを指定します。 

0：DMA1STRR0、1.SSビットは無効 

1：DMA1STRR0、1.SSビットは有効 

このビットは、DMA1CHCR2、DMA1CHCR3ではリザーブビットです。読

み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 DASRE 0 R/W 転送先アドレスストライドイネーブル 

転送先アドレスストライドレジスタイネーブルを指定します。 

0：DMA1STRR0、1.DSビットは無効 

1：DMA1STRR0、1.DSビットは有効 

このビットは、DMA1CHCR2、DMA1CHCR3ではリザーブビットです。読

み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23～0 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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16.2.9 DMA1チャネルステータスレジスタ 0～3（DMA1CHSR0～DMA1CHSR3） 

 
161718192021222324252627282931 30

SEE DEE

SE DE IE TE

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/W1CRRR/WRRRRRR/W1CRR/W1CRRR R

初期値：

R/W：

000000000000000 0

RRRRRRRRRR/WRR/WRRR R

初期値：

R/W：

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

27 SEE 0 R/W 転送元転送エラー割り込みイネーブル 

転送元からの転送での転送エラーによる割り込みイネーブルを指定しま

す。 

本ビットを 1にセットした場合、SEビットがセットされると、割り込みを

要求します。 

0: 割り込み発生を禁止します。 

1: 割り込み発生を許可します。 

26 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25 DEE 0 R/W 転送先転送エラー割り込みイネーブル 

転送先への転送での転送エラーよる割り込みイネーブルを指定します。 

本ビットを 1にセットした場合、DEビットがセットされると、割り込みを

要求します。 

0: 割り込み発生を禁止します。 

1: 割り込み発生を許可します。 

24～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 SE 0 R/WC1 転送元転送エラーフラグ 

転送元からの転送で以下の条件によるアドレスエラーが発生したことを 

示します。 

DMA1SAR0～3に設定された値が転送サイズ境界と不一致 

転送元がアドレスマップ上の undefine空間の場合 

転送元がモジュールストップ中の場合 

エラーが発生した場合、実行中の DMA転送は停止します。 

本ビットがセットされていると、DMA1CHCR0～3.CHEビットを 1にして

も転送は行われません。 

【クリア方法】本ビットへの 1書き込みでフラグはクリアされます。0書き

込みは無視されます。本ビットをクリアする場合を除いて 0を書き込むよ

うにしてください。 

10 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 DE 0 R/WC1 転送先転送エラーフラグ 

転送先への転送で以下の条件によるアドレスエラーが発生したことを示し

ます。 

DMA1DAR0～3に設定された値が転送サイズ境界と不一致 

転送先がアドレスマップ上の undefine空間の場合 

転送先がモジュールストップ中の場合 

エラーが発生した場合、実行中の DMA転送は停止します。 

本ビットがセットされていると、DMA1CHCR0～3.CHEビットを 1にして

も転送は行われません。 

【クリア方法】本ビットへの 1書き込みでフラグはクリアされます。0書き

込みは無視されます。本ビットをクリアする場合を除いて 0を書き込むよ

うにしてください。 

8～4 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 IE 0 R/W DAM転送終了割り込みイネーブル 

DMA転送終了による割り込みイネーブルを指定します。 

本ビットを 1にセットした場合、TEビットがセットされると、割り込みを

要求します。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 

2、1 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 TE 0 R/WC1 DMA転送終了フラグ 

転送終了フラグを示します。 

DMA1BCNTR0～3の値が 0になり、データ転送が終了すると、本ビットは

1にセットされます。転送エラーによって転送が終了した場合、あるいは

DMA1CHCR0～3.CHEビットをクリアして転送を強制終了させた場合に

は、本ビットは 1にセットされません。 

また、転送が正常に終了した場合でも、コマンドチェインを使用して

(CCRE=1)、次の転送が指定されている場合は、本ビットは 1にセットされ

ません。 

本ビットがセットされていると、DMA1CHCR0～3.CHEビットを 1にして

も転送は行われません。 

0：データ転送中またはデータ転送の転送中断 

1：（DMBCNTR0～3＝0により）データ転送終了 

【クリア方法】本ビットへの 1書き込みでフラグはクリアされます。0書き

込みは無視されます。本ビットをクリアする場合を除いて 0を書き込むよ

うにしてください。 

 

16.2.10 DMA1ソース転送サイズレジスタ 2、3（DMA1STRS2、DMA1STRS3） 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

STRS

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 



 

16. ダイレクトメモリアクセスコントローラ 1（DMAC1） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  16-17 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 STRS すべて 0 R/W 転送元 DMA転送サイズ設定 

転送元からの DMA転送サイズの設定を行います。 

000：バイト単位（初期値） 

001：ワード（2バイト）単位 

010：ロングワード（4バイト）単位 

011：8バイト単位転送 

100：予約（設定しないでください） 

101：32バイト単位転送 

110：予約（設定しないでください） 

111：予約（設定しないでください） 

 

16.2.11 DMA1デスティネーション転送サイズレジスタ 2、3（DMA1DTRS2、

DMA1DTRS3） 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

DTRS

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 DTRS すべて 0 R/W 転送先 DMA転送サイズ設定 

転送先への DMA転送サイズの設定を行います。 

000：バイト単位（初期値） 

001：ワード（2バイト）単位 

010：ロングワード（4バイト）単位 

011：8バイト単位転送 

100：予約（設定しないでください） 

101：32バイト単位転送 

110：予約（設定しないでください） 

111：予約（設定しないでください） 
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16.3 動作説明 

表 16.3に DMAC1がサポートする転送区間を示します。 

 

表 16.3 DMAC1転送区間 

転送先 転送元 

LBSC空間 DDR2-SDRAM 

空間 

Lメモリ 

L2Cメモリ 

LBSC空間 〇 〇 〇 

DDR3-SDRAM空間 〇 〇 〇 

Lメモリ、L2Cメモリ 〇 〇 〇 

【注】 〇：転送可能 

 ch0、ch1を使用して LBSC空間（MPXまたはバースト ROMインタフェースとして使用する場合）、Lメモリ、L2Cメ

モリに対し DMA転送を行う場合、以下の条件に従って設定を行ってください。以下の条件以外の設定は、禁止です。（n：

正の整数） 

 *1 連続領域転送の場合 

  ・Lメモリ、L2Cメモリ、LBSC空間が転送元の場合、DMA1SAR0、1は 32バイト境界としてください。 

  ・Lメモリ、L2Cメモリ、LBSC空間が転送先の場合、DMA1DAR0、1は 32バイト境界としてください。 

  ・DMA1BCNTR0、1は 32nバイト（DMA1BCNTR0、1のビット 4～0は 0）の設定としてください。 

 *2 ストライド/gather/scatter転送の場合 

  ・Lメモリ、L2Cメモリ、LBSC空間が転送元の場合、DMA1SAR0、1は 32バイト境界とし、DMA1STRR0、1

の SSは 32nバイト（DMA1STRR0、1のビット 20～16は 0）の設定としてください。 

  ・Lメモリ、L2C、LBSCメモリ空間が転送先の場合、DMA1DAR0、1は 32バイト境界とし、DMA1STRR0、1

の DSは 32nバイト（DMA1STRR0、1のビット 4～0は 0）の設定としてください。 

  ・DMA1BCNTR0、1は 32nバイトの設定（DMA1BCNTR0、1のビット 4～0は 0）としてください。 

  ・DMA1SBCNTR0、1の SBCINI、SBCNTは 32nバイト（DMA1SBCNTR0、1のビット 20～16、ビット 4～0

は 0）の設定としてください。 

  ch2、ch3を使用して LBSC空間（MPX、またはバースト ROMインタフェースとして使用する場合）に対し

DMA転送サイズを 32バイト設定として DMA転送を行う場合、以下の条件に従って設定を行ってください。 

  以下の条件以外の設定は、禁止です。 

  ・LBSC空間が転送元、転送先の場合、DMA1SAR2、3は 32バイト境界としください。 
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動作内容とチャネルコントロールレジスタ設定の関係を表 16.4に示します。 

チャネルコントロールレジスタ 0～3（DMA1CHCR0～3）のビット 31、29、25、24の 4ビットで動作内容を制

御します。ch2、ch3は連続領域転送のみとなります。 

 

表 16.4 動作内容とチャネルコントロールレジスタ設定の関係 

ビット 31 29 25 24 

ビット名 CHE CCRE SASRE DASRE 

 

 チャネルイネーブ

ル 

コマンドチェーン

イネーブル 

転送元ストライド

イネーブル 

転送先ストライド

イネーブル 

動作なし 0 ― ― ― 

連続領域転送 1 0 0 0 

ストライド転送* 1 0 1 1 

gather転送* 1 0 1 0/1 

scatter転送* 1 0 0/1 01 

コマンドチェーン* 1 1 ― ― 

動作内容 

設定禁止 その他組み合わせ 

【注】 * ch0、ch1のみ設定可能です。 

 ―： don’t care 

 

gather転送で DMA1CHCR.DASRE=0の場合と、DMA1CHCR.DASRE=1でかつ DMA1STRR.DS=0である場合、

転送先の開始アドレスはいずれのブロックでも同じになります。 

同様に scatter転送で DMA1CHCR.SASRE=0の場合と、DMA1CHCR.SASRE=1でかつ DMA1STRR.SS=0である

場合、転送元の開始アドレスはいずれのブロックでも同じになります。 

 

16.3.1 チャネルの優先順 

DMAC1は、複数のチャネルに対して転送要求があった場合には、一回の転送単位（バイト、ワード、ロングワ

ード、8バイト、16バイトまたは 32バイト単位）の読み出しサイクル、または書き込みサイクルの転送が終了す

るたびに、転送可能なチャネルのうちで最も優先度の高いチャネルの転送が開始されます。 

 

同時に複数のチャネルに対して転送要求があった場合には、決められた優先順位に従って転送を開始します。 

同時転送要求時：CH3＞CH2＞CH1＞CH0 
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16.3.2 連続領域転送（ch0～3） 

各種レジスタに転送条件を設定後、チャネルコントロールレジスタに連続領域転送の指示を設定すると、以下

の手順でデータ転送を行います。 

以下の手順では ch0のレジスタ設定を行っています。ch1～ch3を使用する場合も同様の設定です。 

 

1．転送許可状態かどうかをチェックします。 

DMA1OR.DMAE=1、DMA1CHCR0.CHE=1、DMA1CHSR0.SE=0、DMA1CHSR0.DE=0、DMA1CHSR0.TE=0

であれば転送許可状態です。 

また、表16.4に従って、連続領域転送の設定をしてください。 

2．転送許可状態ならばデータ転送を開始します。1回の転送を行うごとに DMA1BCNTR0の値をデクリメント

します。 

3．指定されたバイト数の転送を終える（DMA1BCNTR0=0）と転送を正常終了し、DMA1CHCR0.TEを 1にセ

ットします。 

DMA1CHSR0.IE=1のとき、CPUに対して転送終了割り込みを発生します。 

転送エラーが発生した場合には、データ転送は中断されます。このとき、DMA1CHSR0.SEもしくは

DMA1CHSR0DEが1にセットされます。 

また、DMA1CHCR0.CHEを0にクリアしてもデータ転送は中断されます。 

 

ch0、ch1では、DMA1SAR0、1および DMA1DAR0、1で設定したアドレスと、転送中の残りのデータサイズに

よって転送サイズを自動で決定します。 

ch2、ch3では、DMA1STRS2、3および DMA1DTRS2、3で設定した転送サイズで転送を行います。 

ただし、設定した転送サイズに対応するアドレス境界以外に DMA1SAR2、3もしくは DMA1DAR2、3を設定し

た場合、設定した転送サイズに対応するアドレス境界に到達するまで、1バイト転送を実行します。 

また、残りの転送データサイズが設定した転送サイズよりも小さくなった場合も、転送終了まで 1バイト転送

を実行します。 
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（転送前）

（転送後）

転送元

転送先

転送元

：転送対象

転送先

DMA1SAR0

DMA1DAR0

DMA1DAR0
DMA1BCNTR=0

DMA1SAR0

DMA1BCNTR0

DMA1BCNTR0
 

図 16.2 連続領域転送 
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16.3.3 ストライド/gather/scatter転送（ch0、ch1） 

各種レジスタに転送条件を設定後、チャネルコントロールレジスタにストライド/gather/scatter転送の指示を設

定すると、以下の手順でデータ転送を行います。 

以下の手順では ch0のレジスタ設定を行っています。ch1を使用する場合も同様の設定です。 

 

1. 転送許可状態かどうかをチェックします。 

DMA1OR.DMAE=1、DMA1CHCR0.CHE=1、DMA1CHSR0.SE=0、DMA1CHSR0.DE=0、DMA1CHSR0.TE=0

であれば転送許可状態です。 

また、表16.4に従って、ストライド/gather/scatter転送の設定をしてください。 

2. 転送許可状態ならばデータ転送を開始します。1回の転送を行うごとにDMA1BCNTR0と

DMA1SBCNTR0.SBCNTの値をデクリメントします。 

3. DMA1BCNTR0≠0かつDMA1SBCNTR0.SBCNT=0となると、DMA1DAR0にDMA1STRR0.DS、DMA1SAR0に

DMA1STRR.SSを加算し、次の転送元、転送先アドレスを求めます。 

そして、DMA1SBCNTR0.SBCINIに設定された値をDMA1SBCNTR0.SBCNTに設定し、項番2へ戻ります。 

4. 指定されたバイト数の転送を終える（DMA1BCNTR0=0）と転送を正常終了し、DMA1CHSR0.TEを1にセッ

トします。 

DMA1CHSR0.IE=1のとき、CPUに対して転送終了割り込みを発生します。 

転送エラーが発生した場合には、データ転送は中断されます。このとき、DMA1CHSR0.SEもしくは

DMA1CHSR0.DEがセットされます。 

また、DMA1CHCR0.CHEを0にクリアしてもデータ転送は中断されます。 
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（転送前）

（転送中）

転送元

転送先

転送元

：転送対象

転送先

DMA1SAR0
DMA1SBCNTR0.SBCNT

DMA1DAR0

DMA1SBCNTR0.SBCNT=0

DMA1SBCNTR0.SBCNT=0

DMA1SBCNTR0.SBCNT=0

DMA1STRR0.DS

→DMA1SAR0=DMA1SAR0+DMA1STRR0.SS
　DMA1SBCNTR0.SBCNT=DMA1SBCNTR0.SBCINI

→DMA1DAR0=DMA1DAR0+DMA1STRR0.DS
　DMA1SBCNTR0.SBCNT=DMA1SBCNTR0.SBCINI

DMA1STRR0.SS

（転送後）

転送元

転送先

DMA1BCNTR0=0 

図 16.3 ストライド転送 
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（転送前）

（転送中）

転送元

転送先

転送元

：転送対象

転送先

DMA1SAR0
DMA1SBCNTR0.SBCNI

DMA1DAR0

DMA1SBCNTR0.SBCNT=0

DMA1SBCNR0.SBCNT=0

DMA1DAR0=DMA1DAR0+DMA1STRR0.DS

DMA1STRR0.DS

→DMA1SAR0=DMA1SAR0+DMA1STRR0.SS
　DMA1SBCNTR0.SBCNT=DMA1SBCNTR0.SBCINI

DMA1STRR0.SS

（転送後）

転送元

転送先

DMA1BCNR0=0  

図 16.4 gather転送 
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（転送前）

（転送中）

転送元

転送先

転送元

：転送対象

転送先

DMA1SAR0
DMA1SBCNTR0.SBCNT
DMA1STRR0.SS

DMA1DAR0

DMA1SAR0=DMA1SAR0+DMA1STRR0.SS
DMA1SBCNTR0.SBCNT=0

DMA1SBCNTR0.SBCNT=0

DMA1DAR0=DMA1DAR0+DMA1STRR0.DS
DMA1SBCNTR0.SBCNT= DMA1SBCNTR0.SBCINI

DMA1STRR0.DS

DMA1SBCNTR0.SBCNT=0

（転送後）

転送元

転送先

DMA1BCNTR0=0 

図 16.5 scatter転送 
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16.3.4 コマンドチェーン（ch0、ch1） 

各種レジスタに転送条件を設定後、チャネルコントロールレジスタにコマンドチェーンの指示を設定すると、

以下の手順でデータ転送を行います。 

以下の手順では ch0のレジスタ設定を行っています。ch1を使用する場合も同様の設定です。 

 

1. 転送許可状態かどうかをチェックします。 

DMA1OR.DMAE=1、DMA1CHCR0.CHE=1、DMA1CHSR0.SE=0、DMA1CHSR0.DE=0、DMA1CHSR0.TE=0

であれば転送許可状態です。 

また、表16.4に従って、コマンドチェーンの設定をしてください。 

2. 転送許可状態ならば、DMA1CCARに設定されたアドレスから、データ転送コマンドを読み出し、各種レジ

スタに設定します。 

3. 指定されたデータ転送コマンドを開始します。 

4. 指定されたデータ転送コマンドが正常終了しても、DMA1CHCR0.CCRE=1のときは次に実行すべきコマンド

が用意されているため、 

DMA1CHSR0.TEはセットされませんし、DMA1CHSR0.IE=1であっても割り込みは発生しません。 

5. DMA1CHCR0.CHE=1、DMA1CHSR0.DE=0、DMA1CHSR0.SE=0、DMA1CHSR0.TE=0、DMA1CHCR0.CCRE=1

ならば、項番2へ戻ります。 

6. データ転送コマンド終了時、DMCHCR0.CCRE=0となっているとコマンドチェーンによる転送を終了します。

このとき、DMCHSR0.TEが1にセットされ、DMA1CHSR0.IE=1の場合、転送終了割り込みが発生します。 

転送エラーが発生した場合には、データ転送は中断されます。このとき、DMA1CHSR0.SEもしくは

DMA1CHSR0.DEが1にセットされます。 

また、DMA1CHCR0.CHEを0にされてもデータ転送は中断されます。 

項番2のデータ転送コマンドの読み出し時にエラーが発生した場合、DMA1CHSR0.SEが1にセットされ、

DMA1CHCR0.CHEが0にクリアされます。 

 

コマンド列のフォーマットを図 16.6に示します。 

H'00に設定する CHEは必ず 1をセットしてください。また、コマンドチェーンの最後のコマンド列では、H'10

の CCAは必ず 27'H0をセットしてください。 
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SASRE DASRE SFPE DFPECCRECHE RH'00
H'04
H'08
H'0C
H'10
H'14
H'18
H'1C

DMA1CHCR0
DMA1SHCR0
DMA1SAR0
DMA1DAR0
DMA1CCAR0
DMA1BCNTR0
DMA1STRR0
DMA1SBCNTR0

R R R
R RRR

R RR

R R
R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

SS
SBCINI

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R
R

R R R R R
25 24 23 222931 30 28 27 26 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

RSADR R
RDADR R
R RRRCCA R
RBCNT R
R R
R

DS
SBCNT R

R SHPRIR R R R

【注】 R：各レジスタのリザーブビットです。レジスタ書き込み同様に0としてください。 

図 16.6 コマンドチェーン コマンド列フォーマット 

 

コマンドチェーンでは、次のコマンドの先頭アドレスをCCAで指し示すことで、図 16.7のように連続してDMA

転送を実行することができます。 

SASRE DASRECCRECHE RH'00
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図 16.7 コマンドチェーン 
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16.4 DMAC1の割り込み要因 

DMAC1は各チャネルごとに DMA転送終了要求（DMA1Ten）、転送元転送エラー割り込み要求（DMA1SEn）

要求と転送先転送エラー割り込み要求（DMA1DEn）の 3種類の割り込み要因を持っています。（n=0～3） 

表 16.5に各割り込み要因を示します。各割り込み要因は独立に割り込みコントローラに送られます。 

 

表 16.5 DMAC1の割り込み要因 

割り込み要因 内容 

DMA1TE0 チャネル 0 DMA転送終了割り込み 

DMA1TE1 チャネル 1 DMA転送終了割り込み 

DMA1TE2 チャネル 2 DMA転送終了割り込み 

DMA1TE3 チャネル 3 DMA転送終了割り込み 

DMA1SE0 チャネル 0 転送元転送エラー割り込み 

DMA1SE1 チャネル 1 転送元転送エラー割り込み 

DMA1SE2 チャネル 2 転送元転送エラー割り込み 

DMA1SE3 チャネル 3 転送元転送エラー割り込み 

DMA1DE0 チャネル 0 転送先転送エラー割り込み 

DMA1DE1 チャネル 1 転送先転送エラー割り込み 

DMA1DE2 チャネル 2 転送先転送エラー割り込み 

DMA1DE3 チャネル 3 転送先転送エラー割り込み 
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16.5 使用上の注意事項 

本 DMACを使用する際は、以下のことに注意してください。 

 

1. 以下の場合にDMA転送を途中終了した場合、後続の転送の再開はできません。 

• DMA1OR.DMAEを0にクリアした場合 

• DMA1CHCRn.CHE（n : 0～3）を0にクリアした場合 

• DMA1SARn、DMA1DARn（n : 0～3）に設定された値が転送サイズ境界と不一致の場合 

• 転送先がアドレスマップ上のundefine空間の場合 

• 転送先、転送元がモジュールストップ中の場合 

• 周波数変更した場合 

再度DMA転送を実行する場合、DMA転送開始の設定を再度行ってください。 

 

再設定する場合の手順を示します。転送中止時のDMA1DAR0～3の値から、再設定値を決めます。 

①DMA1DAR0～3の値を確認し、DMA1SAR0～3、DMA1DAR0～3に再設定する値を求めて、設定してくだ

さい。 

ch0、ch1の場合、DMA1DAR0、1の値から7'h20（転送データ32バイトに対応）を引いた値を、DMA1DAR0、

1に設定してください。 

DMA1SAR0、1をDMA1DAR0、1に対応したアドレスに設定してください。 

ch2、ch3の場合、DMA1DTRS2、3で設定した値に対応したバイト数をDMA1DAR2、3の値から引いた値を

DMA1DAR2、3に設定してください。 

DMA1SAR2、3をDMA1DAR2、3に対応したアドレスに設定してください。 

②DMA1BCNTR0～3に値を設定してください。 

③転送許可状態かどうかをチェックします。 

DMA1OR.DMAE=1、DMA1CHCR0.CHE=1、DMA1CHSR0.SE=0、DMA1CHSR0.DE=0、DMA1CHSR0.TE=0

であれば転送許可状態ですので転送が開始されます。 

 

2. モジュールストップ、周波数変更について 

DMAC1動作中にスタンバイコントロールレジスタ（MSTPCR1）によるDMAC1に対する動作（0にクリア）

／停止（1にセット）した場合、またはDMAC動作中に周波数変更をした場合、動作の保証はできません。 

DMA1ORレジスタのDMAE（ビット31）が"0"であることを確認後、スタンバイコントロールレジスタ

（MSTPCR1）の設定、周波数変更を行ってください。 
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17. HPB-DMAC 

17.1 概要 

HPB-DMACはHPBバス上のPeripheralとDDR3-SDRAM間のDMA転送を行う役割を持っています。HPB-DMAC

は 0ch～13chのチャネル番号が付与され、合計 14チャネルがチップ内部に搭載されております。これらの DMAC

はチャネルごとに異なった転送相手を選択し独立した並列動作を行います。各 DMACのデータ転送モードは、チ

ャネルごとに個別設定可能とします。この章に記載されている[n]は、14チャネル搭載された DMACの中の 1つ

の DMAチャネルを意味します。 

Peripheral
Peripheral

CPU

SuperHywayバス

HPB

HPBバス

DBSC3 DDR3-SDRAM

HPBバス
Peripheral

×14

メモリ(SuperHywayバス)側
インタフェース

HPB-DMAC
HPB-DMAC Peripheral

Peripheral側
インタフェース

メモリ(SuperHywayバス)側
インタフェース

SuperHyway IF

 

図 17.1 HPB-DMACの位置付け 

 

図 17.1に HPB-DMACの位置付けを示します。各 DMACは、メモリ（SuperHywayバス）側インタフェース上

に接続される DBSC3を介してチップ外部の DDR3-SDRAMと接続し、他方の Peripheral側インタフェースは HPB

バスに接続される Peripheralと接続されています。これらの Peripheralの選択は各 DMAC内部レジスタの設定によ

り行います。 
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17.2 特長 

HPB-DMACの機能について以下に示します。 

• チャネル数：14チャネル（0～13ch） 

• アドレス空間：物理アドレス空間 

• 転送方向：Peripheral toメモリ（SuperHywayバス）、メモリ（SuperHywayバス）to Peripheral 

• 転送データ長： 

－Peripheral側：1、2、4バイト 

－メモリ側（SuperHywayバス）： 

DCRレジスタSWMDビット：0設定時：メモリ（SuperHyway）側アクセスサイズ（各チャネルのアクセス

サイズは、「17.4.9 DMAコントロールレジスタ（DCR）」を参照ください。） 

  1設定時：1、2、4バイト 

PKMDビット：1設定（パッキング）時の最終端数処理時：1バイト～メモリ（SuperHyway）

側アクセスサイズ 

• 転送バースト長：1、8（HPB-DMACチャネル10～13のみバースト長8の転送をサポート） 

• 転送回数 

－最大転送回数：16M（16777216回） 

－最小転送回数：1回 

• アドレスモード：デュアルアドレスモード 

転送元、転送先双方のアドレスをアクセスします。 

転送元、転送先共、DMAC内部のレジスタに設定された値がアクセス対象のアドレスを指します。 

（レジスタに設定された値：DMAソースアドレスレジスタ（DSAR0、1）、DMAデスティネーションアドレ

スレジスタ（DDAR0、1）およびDMAコントロールレジスタ（DCR）：SPDAM、DPDAMによります。） 

• 転送要求：Peripheralリクエスト、オートリクエスト、タイマリクエスト 

－Peripheralリクエスト：Peripheralからの転送要求。 

－オートリクエスト：DMAC内部タイミングによりDMA転送を行います。 

－タイマリクエスト：転送要求をDMAC内蔵タイマの設定間隔で発生させます。 

• 転送モード：単転送モード、連続転送モード 

－単転送モード 

「DMAトランスファカウント」レジスタで指定した転送回数まで転送が終了したとき、転送を終了します。 

－連続転送モード 

全チャネル対応で、「DMAトランスファカウント」レジスタで指定した転送回数まで転送が終了したとき、

次DMA転送要求（DNXT）がある場合、続けて次のDMA情報を取得しDMA転送を行います。次DMA転送

要求（DNXT）がない場合、次DMA転送要求を設定されるまで待ち続けます。連続転送モードの終了は、

DMAコマンドレジスタ（DCMDR）DQENDビットによって行います。 

DMA情報設定モードとして、DMA情報設定レジスタ2面のうち1面を繰り返し使用するモードと2面を交互
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に使用するモードを持ちます。また、自動連続転送をサポートします。連続転送モード設定（DMAコント

ロールレジスタ（DCR）：CTビット=1）時、自動連続モード設定（DMAコントロールレジスタ（DCR）：

ACMDビット=1）により自動連続転送モード有効となります。自動連続転送モード時、次DMA転送要求

（DNXT）の有無にかかわらず「DMAトランスファカウント」レジスタで指定した転送回数まで転送が終

了したとき、続けて次のDMA情報を取得しDMA転送を行います。 

連続転送終了は、DMAコマンドレジスタ（DCMDR）DQENDビットによって行います。 

• 転送終了割り込み：1DMA情報単位に指定した転送回数終了後発生します。 

 

17.3 HPB-DMACにおける DMA転送方法 

各チャネルごとの Peripheral側との関係を示します。各チャネル、転送相手の機能ブロックは様々ですが、他方

の転送先であるメモリ（SuperHywayバス）側は、設定するアドレスによって DBSC3を介した DDR3-SDRAMな

どが転送先になります。 

 

チャネル 用途 転送種別 転送相手の選択 

HPB-DMA00 

HPB-DMA01 

HPB-DMA02 

HPB-DMA03 

HPB-DMA04 

HPB-DMA05 

HPB-DMA06 

内蔵 HPBバス上の 

Peripheralとの転送 

各 DMACの内部レジスタにて転送

相手の内蔵Peripheralを選択指定し

ます。 

（SCIF、HSPIのいずれかを選択可） 

HPB-DMA07 

HPB-DMA08 

HPB-DMA09 

HPB-DMA10 

HPB-DMA11 

内蔵 HPBバス上の 

Peripheralとの転送 

デュアルアドレス転送、 

シングル転送または 8バースト* 

転送 

DREQ／DACKハンドシェイク 

各 DMACの内部レジスタにて転送

相手の内蔵Peripheralを選択指定し

ます。 

（SSI、HAC、SDIFのいずれかを選

択可） 

HPB-DMA12 

HPB-DMA13 

内蔵 HPBバス上の 

Peripheralとの転送 

デュアルアドレス転送、 

シングル／8バースト転送 

DREQ／DACKハンドシェイク 

各 DMACの内部レジスタにて転送

相手の内蔵Peripheralを選択指定し

ます。（USB-FUNC） 

【注】 * 8バースト転送は、チャネル 10、11のみ、転送相手は SDIFのみ対応可能です。 
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17.4 レジスタの説明 

以下のレジスタセットは、SHレジスタマップ空間に割り付けられています。 

本 DMACは、合計で 14チャネルの構成を採っていますが、レジスタ構成は、個々の DMAC個別に有するレジ

スタと全 DMAC共通で有するレジスタがあります。 

17.4.1 HPB-DMACレジスタ一覧 

表 17.1 HPB-DMACレジスタ一覧（1） 

アドレス レジスタ名 略称 
アクセス 

タイプ 

アクセス 

サイズ 

H'FFC00300 SDモード選択レジスタ SDMDR R/W 32 

H'FFC08000 + H'40×[n] ［個別］DMAソースアドレス 0 DSAR0 R/W 32 

H'FFC08004 + H'40×[n] ［個別］DMAデスティネーションアドレス 0 DDAR0 R/W 32 

H'FFC08008 + H'40×[n] ［個別］DMAトランスファカウント 0 

DMA

情報 

0 DTCR0 R/W 32 

H'FFC0800C + H'40×[n] ［個別］DMAソースアドレス 1 DSAR1 R/W 32 

H'FFC08010 + H'40×[n] ［個別］DMAデスティネーションアドレス 1 DDAR1 R/W 32 

H'FFC08014 + H'40×[n] ［個別］DMAトランスファカウント 1 

DMA

情報 

1 DTCR1 R/W 32 

H'FFC08018 + H'40×[n] ［個別］DMAソースアドレスステータス DSASR R 32 

H'FFC0801C + H'40×[n] ［個別］DMAデスティネーションアドレスステータス DDASR R 32 

H'FFC08020 + H'40×[n] ［個別］DMAトランスファカウントステータス DTCSR R 32 

H'FFC08024 + H'40×[n] ［個別］DMAポート選択 DPTR R/W 32 

H'FFC08028 + H'40×[n] ［個別］DMAコントロール DCR R/W 32 

H'FFC0802C + H'40×[n] ［個別］DMAコマンド DCMDR ―/W 32 

H'FFC08030 + H'40×[n] ［個別］DMA強制停止 DSTPR ―/W 32 

H'FFC08034 + H'40×[n] ［個別］DMAステータス DSTSR R 32 

H'FFC08038 + H'40×[n] ［個別］DMAチャネルデバッグ DDBGR R/W 32 

H'FFC0803C + H'40×[n] ［個別］DMAチャネルデバッグ 2 DDBGR2 R/W 32 

H'FFC08800 ［HPB-DMAC共通］DMAタイマコントロール DTIMR R/W 32 

H'FFC0880C ［HPB-DMAC共通］DMA転送終了割り込み表示 DINTSR R 32 

H'FFC08810 ［HPB-DMAC共通］DMA転送終了割り込み表示クリア DINTCR R/WC1 32 

H'FFC08814 ［HPB-DMAC共通］DMA転送終了割り込みイネーブル DINTMR R/W 32 

H'FFC08818 ［HPB-DMAC共通］DMA起動状態表示 DACTSR R 32 

H'FFC0881C～850 
［HPB-DMAC共通］HPB-DMA 00～13チャネルソフトリ

セット 

HSRSTR0～13 R/WC1 32 

H'FFC08890、894 
［HPB-DMAC共通］HPB-DMA SuperHywayプライオリテ

ィコントロール 0、1 

HPBDMASPR

0、1 

R/W 32 

【注】 nは HPB-DMACのチャネル番号 

 CPUは、上記レジスタをロングワード（32ビット）でアクセスしてください。バイトアクセスやワードアクセスは禁止

です。 
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表 17.2 HPB-DMACレジスタ一覧（2） 

アドレス レジスタ名 略称 

パワーオン 

リセット 

RESET端子/WDT 

/H-UDIによる 

マニュアル 

リセット 

RESET端子/WDT 

/多重例外による 

H'FFC00300 SDモード選択レジスタ SDMDR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08000 + H'40×[n] ［個別］DMAソースアドレス 0 DSAR0 H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08004 + H'40×[n] ［個別］DMAデスティネーションアドレス 0 DDAR0 H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08008 + H'40×[n] ［個別］DMAトランスファカウント 0 

DMA

情報 

0 DTCR0 H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC0800C + H'40×[n] ［個別］DMAソースアドレス 1 DSAR1 H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08010 + H'40×[n] ［個別］DMAデスティネーションアドレス 1 DDAR1 H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08014 + H'40×[n] ［個別］DMAトランスファカウント 1 

DMA

情報 

1 DTCR1 H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08018 + H'40×[n] ［個別］DMAソースアドレスステータス DSASR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC0801C + H'40×[n] ［個別］DMAデスティネーションアドレスステータス DDASR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08020 + H'40×[n] ［個別］DMAトランスファカウントステータス DTCSR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08024 + H'40×[n] ［個別］DMAポート選択 DPTR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08028 + H'40×[n] ［個別］DMAコントロール DCR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC0802C + H'40×[n] ［個別］DMAコマンド DCMDR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08030 + H'40×[n] ［個別］DMA強制停止 DSTPR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08034 + H'40×[n] ［個別］DMAステータス DSTSR H'0000_0020 H'0000_0020 

H'FFC08038 + H'40×[n] ［個別］DMAチャネルデバッグ DDBGR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC0803C + H'40×[n] ［個別］DMAチャネルデバッグ 2 DDBGR2 H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08800 ［HPB-DMAC共通］DMAタイマコントロール DTIMR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC0880C ［HPB-DMAC共通］DMA転送終了割り込み表示 DINTSR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08810 ［HPB-DMAC共通］DMA転送終了割り込み表示クリア DINTCR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08814 ［HPB-DMAC共通］DMA転送終了割り込みイネーブル DINTMR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08818 ［HPB-DMAC共通］DMA起動状態表示 DACTSR H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC0881C～850 
［HPB-DMAC 共通］HPB-DMA 00～13 チャネルソフト

リセット 
HSRSTR0～13 H'0000_0000 H'0000_0000 

H'FFC08890 
［HPB-DMAC共通］HPB-DMA SuperHywayプライオリ

ティコントロール 0 
HPBDMASPR0 H'8888_8888 H'8888_8888 

H'FFC08894 
［HPB-DMAC共通］HPB-DMA SuperHywayプライオリ

ティコントロール 1 
HPBDMASPR1 H'0088_8888 H'0088_8888 

【注】 nは HPB-DMACのチャネル番号 

 CPUは、上記レジスタをロングワード（32ビット）でアクセスしてください。バイトアクセスやワードアクセスは禁止

です。 
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【レジスタ説明の記号説明】 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

― ：不定値 

R/W ：リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

R/WC1 ：リードおよびライト可。1を書き込むとビットは初期化されますが、0の書き込みは無視されます。 

R ：リードのみ可。書き込む値は常に 0にしてください。 

―/W ：ライトのみ可。読み出し値は不定です。 

 

コントロールレジスタおよびステータスレジスタは、すべてアクティブハイです。 
 

17.4.2 DMAソースアドレスレジスタ 0、1（DSAR0、DSAR1） 

機能：転送元の DMAスタートアドレスを設定 
161718192021222324252627282931 30

DSA[31:0]

DSA[31:0]

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DSA すべて 0 R/W DMA転送元スタートアドレスを設定します。転送元スタートアドレス値は、DMA

コントロールレジスタ（DCR）の SMDLビットの設定値により、メモリアドレス

か、Peripheralアドレスになります。 

SMDL=0のとき：転送元アドレス＝メモリ（SuperHywayバス）側アドレス 

SMDL=1のとき：転送元アドレス＝Peripheral側アドレス 

【注】 1. 設定アドレスがメモリアドレス時は、下記表に示すアドレス境界を守って設定してください。 

アドレス境界 DCRレジスタ 

SWMDビット 0～6 7～11 12、13 

0 8バイト境界 16バイト境界 32バイト境界 

1 4バイト境界 

 2. 設定アドレスが Peripheralアドレス時で、かつ、DCRの SPDSビットあるいは DPDSビットを 16bitアクセスサ

イズで選択した場合は、16bit境界の設定までが可能となります。この場合、8bit境界の設定に関しては、書き込

みを行っても下位 1bitが無視されます。 

 3. 設定アドレスが Peripheralアドレス時で、かつ、DCRの SPDSビットあるいは DPDSビットを 8bitアクセスサイ

ズで選択した場合は、8bit境界の設定までが可能となります。 

 4. 設定アドレスが Peripheralの場合も、上位アドレスは、ソフトウェアの設定内容の解り易さのための用途として設

けられているものであり、各 Peripheral固有のアクセス先の空間識別に使用するものではありません。 
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17.4.3 DMAデスティネーションアドレスレジスタ 0、1（DDAR0、DDAR1） 

機能：転送先の DMAスタートアドレスを設定 
161718192021222324252627282931 30

DDA[31:0]

DDA[31:0]

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DDA すべて 0 R/W DMA転送先スタートアドレスを設定。転送先スタートアドレス値は、DMAコン

トロールレジスタ（DCR）の DMDLビットの設定値により、メモリアドレスか

Peripheralアドレスになります。 

DMDL=0のとき 転送先アドレス：メモリアドレス 

DMDL=1のとき 転送先アドレス：Peripheralアドレス 

【注】 DSAR0、DSAR1の注意事項（17.4.2 注 1～4）を参照ください。同じ注意事項が適応されます。 

 

17.4.4 DMAトランスファカウントレジスタ 0、1（DTCR0、DTCR1） 

機能：DMA転送回数を設定 
161718192021222324252627282931 30

DTC[23:0]

DTC[23:0]

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

0000000000⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

初期値：

R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － － R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0としてください。 

23～0 DTC すべて 0 R/W DMA転送回数（バイト数、ワード数、ロングワード数）を設定 

最大転送回数は、DTC=H'0とし、このときの転送数は 16M（16777216）

回 

【注】 Peripheral→メモリ（SuperHywayバス）、メモリ（SuperHywayバス）→Peripheral転送の場合、Peripheral側での転

送回数を指定します。 

8バーストの DMA動作では、8バーストで 1回と考えて設定してください。 
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17.4.5 DMAソースアドレスステータスレジスタ（DSASR） 

機能：転送元のアドレス表示 
161718192021222324252627282931 30

DSAS[31:0]

DSAS[31:0]

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R

初期値：

R/W：

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

初期値：

R/W：

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DSAS すべて 0 R 転送元の現在の DMA転送完了アドレスを表示 

 

17.4.6 DMAデスティネーションアドレスステータスレジスタ（DDASR） 

機能：転送先のアドレス表示 
161718192021222324252627282931 30

DDAS[31:0]

DDAS[31:0]

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R

初期値：

R/W：

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

初期値：

R/W：

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 DDAS すべて 0 R 転送先の現在の DMA転送完了アドレスを表示 

 

17.4.7 DMAトランスファカウントステータスレジスタ（DTCSR） 

機能：転送中の残り転送回数を表示 
161718192021222324252627282931 30

0000000000⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯ DTCS[25:0]

DTCS[25:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － － R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてくださ

い。 

25～0 DTCS すべて 0 R DMA転送残回数（バイト数、ワード数、ロングワード数）を表示 

転送バイト数は、Peripheralデータバス幅に依存する 

【注】 Peripheral（SuperHywayバス）→メモリ、メモリ（SuperHywayバス）→Peripheral転送の場合 Peripheral側転送残回

数での表示となります。 

 8バーストの DMA動作では、8バーストで 1回と考えて設定してください。 

 

17.4.8 DMAポート選択レジスタ（DPTR） 

機能：DMA転送を行う Peripheralを選択 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

SDPT DDPT

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0000⎯⎯⎯⎯0000⎯⎯⎯ ⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRR/WR/WR/WR/WRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 ― ― R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

転送元 Peripheralアクセスポート選択 

設定値 HPB-DMAC 0～6ch HPB-DMAC 7～11ch HPB-DMAC 12、13ch 

H'0 SCIF0 SSI0 USB-FUNC0 

H'1 SCIF1 SSI1 USB-FUNC1 

H'2 SCIF2 SSI2 ― 

H'3 SCIF3 SSI3 ― 

H'4 SCIF4 HAC0 ― 

H'5 SCIF5 HAC1 ― 

H'6 HSPI ― ― 

H'7 ― SD0-1 ― 

H'8 ― ― ― 

H'9 ― SD1-1 ― 

11～8 SDPT 0000 R/W 

H'A～F ― ― ― 

7～4 ― ― R リザーブビットです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

転送元 Peripheralアクセスポート選択 

設定値 HPB-DMAC 0～6ch HPB-DMAC 7～11ch HPB-DMAC 12、13ch 

H'0 SCIF0 SSI0 USB-FUNC0 

H'1 SCIF1 SSI1 USB-FUNC1 

H'2 SCIF2 SSI2 ― 

H'3 SCIF3 SSI3 ― 

H'4 SCIF4 HAC0 ― 

H'5 SCIF5 HAC1 ― 

H'6 HSPI SD0-0 ― 

H'7 ― ― ― 

H'8 ― SD1-0 ― 

H'9 ― ― ― 

3～0 DDPT 000 R/W 

H'A～F ― ― ― 

【注】 1. 複数チャネル同一モジュールを選択し、かつ同一方向の転送を行う設定は禁止です。 

 2. DCRレジスタの SMDLを 0とした場合（メモリ選択した場合）の SDPTは無効となります。また、 

DCRレジスタの DMDLを 0とした場合（メモリ選択した場合）の DDPTは無効となります。 

 3. 各 ch設定値に対し、モジュールが割り当てられている設定値以外は設定禁止です。設定した場合の動作は保証し

ません。 

 

17.4.9 DMAコントロールレジスタ（DCR） 

機能：転送動作モードの設定 
161718192021222324252627282931 30

000⎯0000000⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯ DTAMD DTAC DTAU DTAU1 SWMD

SMDL SDRMD SPDS DMDL DPDAM DDRMD DPDSSPDAM

BTMD PKMD CT ACMD DIP

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000⎯⎯000000⎯ ⎯

⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 ― ― R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 



 

17. HPB-DMAC 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  17-11 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26 DTAMD 0 R/W DMAにおけるメモリアクセス時のデータアライメント変換モードを指定

（17.5.7参照） 

0：入力ピン：little（エンディアンモード）＋Peripheral側バス幅により

変換 

1：DTAC（DMAデータアライメント変換） 

 ＋DTAU（DMAデータアライメント単位） 

 ＋DTAU1（8バイトに対する 4バイトの変換）により変換 

25 DTAC 0 R/W DMAにおけるメモリアクセス時のデータアライメント変換有無を指定

（17.5.7参照） 

DTAMD=1のとき、設定値有効 

0：データアライメント変換しない 

1：データアライメント変換する 

24 DTAU 0 R/W データアライメント変換を行う場合の変換単位を指定（17.5.7参照） 

DTAMD=1のとき、設定値有効 

0：バイト単位 

1：ワード単位 

23 DTAU1 0 R/W データアライメント変換を行う場合の 8バイトに対し 4バイトのアライメ

ントを指定 

（17.5.7参照）DTAMD=1のとき、設定値有効 

0：行わない 

1：行う 

22 SWMD 0 R/W メモリ（SuperHyway）側アクセスサイズの指定 

0：＊1（DDR3を指定時は 0を推奨） 

1：4バイト（HPB配下を指定時は 1を選択） 

21 BTMD 0 R/W バースト転送による DMAを指定 

Peripheralに対しバースト動作で DMAを行います。 

0：バースト転送を行わない 

1：バースト転送を行う（バースト長：8固定） 

20 PKMD 0 R/W Peripheralから SuperHywayバス側への DMA転送方向時における 

Peripheralからのリードデータパッキング機能有効／無効指定 

0：パッキング機能無効 

1：パッキング機能有効 

19 ― ― R リザーブビット 

読み出すと常に'0'が読み出されます。書き込む値も常に’0’としてください。 

18 CT 0 R/W DMA連続転送設定 

0：DMA連続転送を行わない 

1：DMA連続転送を行う 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17 ACMD 0 R/W DMA自動連続転送設定（CT=1のときのみ有効） 

0：DMA自動連続転送を行わない（DCMRレジスタの DNXT=1を確認） 

1：DMA自動連続転送を行う（DCMRレジスタの DNXTに無関係に転送） 

16 DIP 0 R/W DMA情報有効ページを設定 

0：1面の DMA情報ページを連続的に使用 

1：2面の DMA情報ページを交互に使用 

15、14 ⎯ ⎯ R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

13 SMDL 0 R/W 転送元モジュール選択 

0：メモリ（SuperHyway） 

1：Peripheral 

12 SPDAM 0 R/W 転送元 Peripheralアドレス固定/増加を指定（SMDL=1のときのみ有効） 

0：Peripheralアドレスは DSAR0,1で指定したアドレス固定 

1：Peripheralアドレス増加 

（8ビット転送時+1、16ビット転送時+2、32ビット転送時+4） 

11、10 SDRMD 00 R/W 転送元 DMA要求モードを指定（SMDL=1のときのみ有効） 

00：モジュールリクエスト（Peripheralリクエスト） 

01：オートリクエスト 

10：タイマリクエスト 

11：設定禁止 

9、8 SPDS 00 R/W 転送元 Peripheralデータバス幅を指定（SMDL=1のときのみ有効） 

00：8ビット 

01：16ビット 

10：32ビット 

11：設定禁止 

7、6 ― ― R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

5 DMDL 0 R/W 転送先モジュール選択 

0：メモリ（SuperHywayバス） 

1：Peripheral 

4 DPDAM 0 R/W 転送先 Peripheralアドレス固定/増加を指定（DMDL=1のときのみ有効） 

0：Peripheralアドレスは DSAR0,1で指定したアドレス固定 

1：Peripheralアドレス増加 

（8ビット転送時+1、16ビット転送時+2、32ビット転送時+4） 

3、2 DDRMD 00 R/W 転送先 DMA要求モードを指定（DMDL=1のときのみ有効） 

00：モジュールリクエスト（Peripheralリクエスト） 

01：オートリクエスト 

10：タイマリクエスト 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 DPDS 00 R/W 転送先 Peripheralデータバス幅を指定（DMDL=1のときのみ有効） 

00：8ビット 

01：16ビット 

10：32ビット 

11：設定禁止 

【注】 1. SWMDビット 0設定時のメモリ（SuperHyway）側アクセスサイズ： 

  各チャネルは下記表に示すサイズとなります。 

SuperHyway側アクセスサイズ DCRレジスタ 

SWMDビット 0～6 7～11 12、13 

0 8バイト 16バイト 32バイト 

 2. SMDL, DMDL=1, 0設定時は、Peripheral →メモリ転送です。SMDL, DMDL=0, 1設定時は、メモリ → Peripheral

転送です。 

  SMDL, DMDL=1, 1や 0, 0設定は禁止です。 

 3. DMACとして有する個々の機能をすべての Peripheralに対して適用できるとは限りません。 

  それぞれの Peripheralの仕様に合わせた設定が必要となります。 
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17.4.10 DMAコマンドレジスタ（DCMDR） 

機能：DMAの起動/停止を設定 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

BDOUT DQSPD DQSPC DMSPD DMSPC DQEND DNXT DMEN

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00000000⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 ― ― R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

7 BDOUT 0 －/W 1：Peripheralリードデータを強制的に SuperHywayバス側にライトする（転
送方向：Peripheralから SuperHywayバス側） 

Peripheralリードデータ強制ライトビット（BDOUT）に 1ライトすること
により、SuperHywayバス側への強制ライト終了後、DMA終了となる 

6 DQSPD 0 －/W 1：DMA情報単位に一時停止させる 

5 DQSPC 0 －/W 1：DMA情報単位の一時停止を解除する 

4 DMSPD 0 －/W 1：DMA転送をバスサイクル単位に一時停止させる 

3 DMSPC 0 －/W 1：DMA転送のバスサイクル単位の一時停止を解除する 

2 DQEND 0 －/W 1：DMA連続転送モード終了 

設定済みの DMA情報のみを DMA転送し、連続転送モードを終了する。 

1 DNXT 0 －/W 1：次 DMA転送を要求する 

連続転送モード時、実行中の DMA情報転送終了後、次の DMA情報を転送

する。 

0 DMEN 0 －/W 1：DMAを起動する 

【注】 BDOUT使用については、17.5.3、17.5.4章を参照ください。 
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17.4.11 DMA強制停止レジスタ（DSTPR） 

機能：DMAの起動/停止を設定 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

DMSTP

RRRRRRRR

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRR

RRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － － R リザーブビット 

読み出すと常に'0'が読み出されます。書き込む値も常に'0'としてください。 

0 DMSTP 0 －/W 1：DMA転送を強制停止する 

転送中のバスサイクル終了後、DMA転送を停止する。 

（DMA転送ステータスレジスタ（DSASR、DDASR、DTCSR）の値は

残る。） 

 

17.4.12 DMAステータスレジスタ（DSTSR） 

機能：DMAの状態表示 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

DMSTSDRSTSDQSTSDMSPSDQSPSNDP0NDP1

RRRRRRRR

000010⎯

⎯

RRRRRRR

RRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － － R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

6 NDP1 0 R 次 DMA実行転送情報レジスタ表示 1 

0：DMA情報レジスタ 1の DMA情報を次DMA情報転送にて行わない 

1：DMA情報レジスタ 1の DMA情報を次 DMA情報転送にて行う 

5 NDP0 1 R 次 DMA実行転送情報レジスタ表示 0 

0：DMA情報レジスタ 0の DMA情報を次DMA情報転送にて行わない 

1：DMA情報レジスタ 0の DMA情報を次 DMA情報転送にて行う 

4 DQSPS 0 R DMA情報更新一時停止状態 

0：通常 

1：DMA情報の更新一時停止 

3 DMSPS 0 R DMA転送一時停止状態 

0：通常 

1：DMA転送を一時停止 

2 DQSTS 0 R DMA受け付け終了状態 

0：DMA情報受け付け可能 

1：DMA情報受け付け停止 

1 DRSTS 0 R DMA転送要求有無 

0：次 DMA情報転送要求なし 

1：次 DMA情報転送要求あり 

0 DMSTS 0 R DMA状態 

0：DMA終了状態 

1：DMA起動状態 

【注】 次 DMA実行転送情報レジスタ表示 0/1（NDP0/1）は、NDP1か NDP0いずれか一方に 1が表示 

 



 

17. HPB-DMAC 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  17-17 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

DMAステータスレジスタ（DSTSR）各ビット状態遷移条件を以下に示す。 

 

状態表示信号遷移条件 
 

0 1 0 

NDP1 初期状態 連続転送モードかつ 0/1面交互使用 

（DMAコントロールレジスタ（DCR）：DIP=1）

0面転送中 

連続転送モードかつ 0/1 面

交互使用 

（DMAコントロールレジス

タ（DCR）：DIP=1） 

1面転送中 

NDP0 － （1）初期状態 

（2）単転送モード 

常時 

（3）連続転送モードかつ 0面連続使用 

（DMAコントロールレジスタ（DCR）：DIP=0）

常時 

（4）連続転送モードかつ 0/1面交互使用 

（DMAコントロールレジスタ（DCR）：DIP=1）

1面転送中 

連続転送モードかつ 0/1 面

交互使用（DMAコントロー

ルレジスタ（DCR）：DIP=1） 

0面転送中 

DQSPS 初期状態 DMA転送を情報単位に一時停止 

（DMAコマンドレジスタ（DCMDR）：

DQSPD=1）を設定し、転送中の転送情報終了 

DMA転送を情報単位に一時

停止 

解除（DMAコマンドレジス

タ（DCMDR） 

：DQSPC=1）を設定 

DMSPS 初期状態 DMA転送をバスサイクル単位に一時停止 

（DMAコマンドレジスタ（DCMDR） 

：DMSPD=1）を設定し、転送中のバスサイクル終

了 

DMA転送をバスサイクル単

位に一時停止 

解除（DMAコマンドレジス

タ（DCMDR）：DMSPC=1）

を設定 

連続転送モード 

（DMAコントロールレジスタ（DCR）：CT=1）

DMA 転送情報 1 面転送中に DMA 連続転送終了

（DQEND=1） 

DMA転送情報転送終了 DQSTS 初期状態 

 

DQEND=1

DMA情報転送終了

クリアセットDQSTS

1DMA情報転送中
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状態表示信号遷移条件 
 

0 1 0 

連続転送モード 

（DMAコントロールレジスタ（DCR）：CT=1）

DMA転送情報 1面転送中に次 DMA転送情報要求

あり（DNXT=1） 

次 DMA転送情報転送開始 DRSTS 初期状態 

DNXT=1

クリアセットDRSTS

次DMA情報転送開始1DMA情報転送中
 

DMSTS 初期状態 DMA起動（DMAコマンドレジスタ（DCMDR）：

DMEN=1） 

終了状態（アイドル状態に留

まる） 

（1）転送終了 

• 単転送モード 

1つの DMA情報転送完了 

• 連続転送モード 

DMAステータスレジスタ

（DSTSR） 

DRSTS=0かつ DQSTS=1 

で転送中の DMA情報の転

送完了 

（2）強制停止 

DMA 強制停止レジスタ

（DSTPR） 

DMSTP=1ライトにて、転送

中のバスサイクル終了後、

DMA転送を終了する 
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17.4.13 DMAチャネルデバッグレジスタ（DDBGR） 

機能：デバック用レジスタ 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯0 ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

DBG01 DBG00

DBG02

RRRRRRRR

00⎯000⎯

⎯

RRRRRRR

RRRRRRR/W R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

RRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 DBG02 0 R/W テストビット 

テストビットのため、書き込み禁止です。 

書き込みを行った場合は動作保証されません。 

30～7 － － R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

6～4 DBG01 000 R テストビット 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

2～0 DBG00 000 R テストビット 

 

17.4.14 DMAチャネルデバッグレジスタ 2 （DDBGR2） 

機能：デバック用レジスタ 

DBG12

161718192021222324252627282931 30

00000000000000⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRR/WR/WR R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － － R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

30 DBG12 － R/W テストビット 

テストビットのため、書き込み禁止です。 

書き込みを行った場合は動作保証されません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

29、28 － すべて 0 R/W テストビット 

テストビットのため、書き込み禁止です。 

書き込みを行った場合は動作保証されません。 

27、26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

25~0 － すべて 0 R テストビット 

 

17.4.15 DMAタイマコントロールレジスタ（DTIMR） 

機能：DMAC内蔵タイマ周期設定 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

DTIM[15:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － － R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

15～0 DTIM すべて 0 R/W DMAC内蔵タイマ周期設定 

リクエストモード：タイマリクエスト時、DMAリクエスト間隔を設定しま
す。 

リクエスト間隔：DTIM×Peripheral側バスのクロック周期（ns） 

• HPB-DMAC：15ns（66MHz） 

【注】 タイマリクエストモードであっても DTIMの初期値が 0の場合は、
オートリクエストモードと同じ動作になります。 
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17.4.16 DMA転送終了割り込み表示レジスタ（DINTSR） 

機能：DMA転送終了割り込みを表示 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00000000000000

DTE13 DTE12 DTE11 DTE10 DTE9 DTE8 DTE7 DTE6 DTE5 DTE4 DTE3 DTE2 DTE1 DTE0

⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － － R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

13～0 DTEn すべて 0 R DMA転送終了割り込み表示 

DMA転送状態を表示します。（nは DMAチャネル番号） 

0：初期状態および DTCレジスタ指定回数転送中 

1：DTCレジスタ指定回数転送終了 

 

17.4.17 DMA転送終了割り込み表示クリアレジスタ（DINTCR） 

機能：DMA転送終了割り込み表示クリア 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00000000000000

DTEC13 DTEC12 DTEC11 DTEC10 DTEC9 DTEC8 DTEC7 DTEC6 DTEC5 DTEC4 DTEC3 DTEC2 DTEC1 DTEC0

⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/WR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － － R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

13～0 DTECn すべて 0 －/W DMA転送終了割り込み表示クリア 

DMA転送終了割り込み表示をクリアします。（nは DMAチャネル番号） 

該当ビット 1ライトにより、DMA転送終了割り込み表示をクリアします。 

0ライトは無効とする 

レジスタリード時：常時 0を表示する 
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17.4.18 DMA転送終了割り込みイネーブルレジスタ（DINTMR） 

機能：DMA転送終了による割り込み出力制御 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00000000000000

DTEM13 DTEM12 DTEM11 DTEM10 DTEM9 DTEM8 DTEM7 DTEM6 DTEM5 DTEM4 DTEM3 DTEM2 DTEM1 DTEM0

⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － － R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

13～0 DTEMn すべて 0 R/W DMA転送終了による割り込み出力制御 

割り込み出力はレベル信号で出力します。（nは DMAチャネル番号） 

0：DMA転送終了による割り込みを出力しない 

1：DMA転送終了による割り込みを出力する 

 

17.4.19 DMA起動状態表示レジスタ（DACTSR） 

機能：DMAC全チャネル起動状態表示 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRR

RRRRRRRRRRRRRR

R R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

00000000000000

DS13 DS12 DS11 DS10 DS9 DS8 DS7 DS6 DS5 DS4 DS3 DS2 DS1 DS0

⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

R R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － － R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

13～0 DSn すべて 0 R DMAチャネル nの状態表示（nは DMAチャネル番号） 

0：IDLE状態 

1：ACT状態 
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17.4.20 ソフトリセットレジスタ（HSRSTR0、HSRSTR1） 

機能：DMA[n]チャネルをリセット 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRR

R/WC1RRRRRRRRRRRRR

R R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0

SRST

⎯ ⎯

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

R R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － － R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

0 SRST 0 R/WC1 ソフトリセット 

DMA[n]チャネルをリセットする 

1：DMA[n]チャネルをリセットする 

0：無効 

本レジスタリード時、常時'0'を表示する 

【注】 DMA転送状態にかかわらず、1ライトにより DMACモジュールをリセットします。リセット範囲は、パワーオンリセッ

ト、マニュアルリセットと同様です。 

 ソフトリセットはシステムデバッグ時などで DMA動作が行われていないときのみの実施を想定しています。 

 動作中の停止は、ソフトリセットでは行わず、強制停止や一時停止指定を行ってください。 

 また、チャネル共通レジスタ（DMA転送終了割り込み表示レジスタ（DINTSR）、DMA転送終了割り込みイネーブルレ

ジスタ（DINTMR））は、ソフトリセット発行チャネル該当ビットのみ初期化されます。 
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17.4.21 HPB-DMA SuperHywayプライオリティコントロールレジスタ 0

（HPBDMASPR0） 

機能：HPB-DMACの SuperHywayバスアクセス優先レベルの指定 
161718192021222324252627282931 30

000100010001001 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000100010001001 0

SPRR2SPRR3 SPRR1 SPRR0

SPRR6SPRR7 SPRR5 SPRR4

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 SPRRn H'8 R/W 各 DMACの SuperHyway BUSアクセス優先レベルの指定。（nはチャネル

番号） 

優先度：H'0（最低）～H'F（最高） 

【注】 SuperHywayバスのアクセス優先レベルを指定し、SuperHywayバス全体の優先制御に関するため、設定には、他のアク

セスモジュールとの優先レベルを確認する必要があります。 

 

17.4.22 HPB-DMA SuperHywayプライオリティコントロールレジスタ 1

（HPBDMASPR1） 

機能：HPB-DMACの SuperHywayバスアクセス優先レベルの指定 

01234567891011121315 14

000100010001001 0

SPRR10SPRR11 SPRR9 SPRR8

SPRR13 SPRR12

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

00010001⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

⎯ ⎯

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － － R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

23～0 SPRRn H'8 R/W 各 DMACの SuperHywayバスアクセス優先レベルの指定。（nはチャネル

番号） 

優先度：H'0（最低）～H'F（最高） 

【注】 SuperHywayバスのアクセス優先レベルを指定し、SuperHywayバス全体の優先制御に関するため、設定には、他のアク

セスモジュールとの優先レベルを確認する必要があります。 
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17.4.23 SDモード選択レジスタ（SDMDR） 

機能：HPB-DMACの SuperHywayバスアクセス優先レベルの指定 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

0000000

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ ⎯ SDMD1SDMD0

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

15～2 － 0 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0としてください。 

1 SDMD1 0 R/W SDデータ転送モード設定 

0：シングル転送 1：8バースト転送（HPB-DMAC11のみ対応） 

0 SDMD0 0 R/W SDデータ転送モード設定 

0：シングル転送 1：8バースト転送（HPB-DMAC10のみ対応） 

【注】 ・本レジスタは、HPB-DMACの動作モードを設定するレジスタであり、本レジスタの設定モードが SDモジュールの動

作モジュールに反映されるものではありません。SDモジュールの動作設定は、SDモジュール内レジスタにて行って

ください。 

 ・バースト転送モードは、HPB-DMAC10、11のみ対応し、HPB-DMAC10、11の DMAポート選択レジスタ（DPTR）

の SDPT、DDPTビットを SD0または SD1を設定時のみ設定可能です。（HPB-DMAC10、11の DMAポート選択レ

ジスタ（DPTR）の SDPT、DDPTビットを SD0または SD1設定時以外は、バースト転送モード設定禁止です。） 

 ・バースト転送モード設定時は、HPB-DMAC10,11の DMAコントロールレジスタ（DCR）の PKMDビットを'1'に設定

してください。 

 ・転送回数は、8バースト転送モード時もシングル転送時の転送回数を指定してください 

 ・8バースト転送モードを使用する場合は、転送回数を 8×n (n=0、1、2…)としてください。8バースト転送モードは、

端数転送には使用できません。 

 ・HPB-DMAC10、11の DMAコントロールレジスタ（DCR）の SDRMD,DDRMDビットで設定される DMA要求モード

指定は、モジュールリクエストのみ設定可能（モジュールリクエスト以外は設定禁止です。） 
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17.5 動作説明 

17.5.1 DMA転送手順 

DMA転送フロー図を以下に示します。 

DMA転送
情報0設定

(DSAR0,DDAR0,DTCR0)

DMA転送
情報1設定

(DSAR1,DDAR1,DTCR1)

次DMA転送
要求設定
(DNXT=1)

ACMD=0？

DRSTS=0？
TRUE FALSE

FALSE

FALSE

TRUE

FALSE

TRUE

TRUE

0

1

次DMA転送　有？

連続モード終了(DQEND=1)

次DMA転送情報面？
(NDP1/0)

設定終了

設定開始

設定終了

初期設定(DPTR,DCR)

連続転送モード？

（⑨）

③

②

①

DMAC起動(DMEN=1)

DMA転送情報設定
(DSAR0，DDAR0，DTCR0)

ソフトウェア制御
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DMA起動 
(DMEN=1)

DMA転送情報取得

DMA転送要求クリア

DRSTS=1？
and

DQSPS=0

DQSTS=1？
or

強制終了

転送要求　有？ 転送終了　有？

DMA転送元　DMAリード

バイトレーン変換
(転送元　IO BUS時)

バッファライト(32ビット)

バッファリード(32ビット)

データバス幅変換
(転送先　IO BUS時)

DMA転送先　DMAライト

転送終了割り込み通知

連続転送モード？

DMA転送終了

全転送終了？

強制終了　有？

DTCS=0 転送元、先アドレス更新

DMSPS=1

FALSE

FALSE

FALSE
FALSE

FALSE

TRUE FALSE

FALSE

TRUE

TRUE

TRUE

TRUE

TRUE

TRUE

TRUE

FALSE

FALSE

TRUE 要求モード
＝オート？

（⑧）

④

⑤

⑥

⑦

ハードウェア制御

 

 

【DMA転送手順】 

①DMAC初期設定  DMAポート選択レジスタ（DPTR）に DMA転送 Peripheralを設定（HPB-DMACのみ） 

DMAコントロールレジスタ（DCR）に転送条件設定 



 

17. HPB-DMAC 

17-28  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

②DMA転送情報設定 

DMAコントロールレジスタ：DIPに従い 

DMAソースアドレスレジスタ（DSAR） 

DMAデスティネーションアドレスレジスタ（DDAR）DMAトランスファカウントレジスタ（DTCR）を設定

（入力モード：1面繰り返し、2面交互） 

入力モード：1面繰り返しの場合、DSAR0、DDAR0、DTCR0を使用します。 

③DMA起動 

DMAコマンドレジスタ（DCMDR）：DMEN 

ビットにてDMAを起動します。 

④設定されている DMA転送情報取得 

設定されているDMA転送情報をDMA情報 

レジスタ0、1の順に取り込みます。 

⑤DMA転送要求クリア 

DMA転送要求状態表示信号をクリアします。 

⑥DMA転送 

転送要求モードがオートリクエストの場合 

転送情報取得後DMACの転送タイミングにて自動的に転送を開始します。 

Peripheralリクエストの場合転送要求を受け付けた時、1回（バスアクセス単位）のDMA転送を行います。 

タイマリクエストの場合 

転送情報取得後DMAC内蔵タイマ設定間隔にて自動的に転送を開始します。 

⑦指定転送回数終了割り込み 

転送モード：単転送モード時 

指定転送回数終了時、転送を終了します。 

終了を割り込みにてCPUに通知します。 

転送モード：連続転送モード時1DMA転送情報単位に転送終了を割り込みにて、CPUに通知します。 

割り込み信号は、DMA転送終了割り込みイネーブルレジスタ（DINTMR）によって制御されます。 

⑧次の DMA転送情報取得（連続転送モード時）次 DMA転送要求がある場合、次の転送情報を取得し、⑥DMA

転送を行います。 

次DMA転送要求がない場合（DRSTS=0） 

DQSTS=1ならば、DMA連続転送モードを終了とし、DQSTS=0ならば、次DMA転送要求を待ち続けます。 

⑨DMA転送情報追加（連続転送モード時）追加する DMA転送情報がある場合、次 DMA転送情報面に、次の

DMA転送情報設定を行います。 

（次DMA転送情報面は、DMAステータスレジスタ（DSTSR）：NDP1/0ビットにて確認可能） 

追加する転送情報がない場合、DMAコマンドレジスタ（DCMDR）：DQENDに'1'ライトし、連続転送モード

を終了します。 

【注】 実際は、ソース側バスとデスティネーション側バスの動作は独立しています。 
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17.5.2 DMA連続転送動作 

「17.5.1 DMA転送手順」【DMA転送手順】（⑨）に示すソフトウェアによる DMA転送情報追加動作とハー

ドウェアによる DMA転送情報取動作および転送動作の関係を以下に示します。図 17.3に DMA情報レジスタ 0

を連続使用する場合、図 17.4に DMA情報レジスタ 0／1を交互に使用する場合を示します。 

DMEN=1

DMSTS=1

情報0面設定 DNXT=1

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=0

情報0面設定【ソフトウェア動作】

パターン1（3情報転送動作1　DNXT,DQEND個別設定）

1. DMA情報面0を連続使用する場合

【ハードウェア動作】

起動によりDMA転送開始

起動によりDMA転送開始

次DMA転送開始

DNXT=1

DQEND=1

DRSTS=1 DRSTS=0

DQSTS=0

DMSTS=0

DQSTS=1

DMSTS=1
DRSTS=0

DQSTS=0

情報0面設定

次DMA転送開始

次DMA転送終了

DMA情報制御動作

DMA転送動作 情報0取込

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DMA実行 DNXTチェック DMA実行
10

10

10

10

10 10

終了割り込み

終了割り込み

終了割り込み

DNXTチェック

DNXTチェック

DMA実行

DMA実行

初期設定

【ソフトウェア動作】

【ハードウェア動作】
DMA情報制御動作

DMA転送動作

DMEN=1

DMSTS=1

情報0面設定 DNXT=1

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=0

情報0面設定【ソフトウェア動作】

パターン2（3情報転送動作2　DNXT,DQEND同時設定）

【ハードウェア動作】

次DMA転送開始

DNXT=1
DQEND=1

DRSTS=1 DRSTS=0

DQSTS=0

DMSTS=0

DQSTS=1

DMSTS=1
DRSTS=0

DQSTS=1

情報0面設定

次DMA転送開始

次DMA転送終了

DMA情報制御動作

DMA転送動作 情報0取込

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DMA実行 DNXTチェック DMA実行

終了割り込み

終了割り込み

終了割り込み

DNXTチェック

DNXTチェック

DMA実行

DMA実行

初期設定

【ソフトウェア動作】

【ハードウェア動作】
DMA情報制御動作

DMA転送動作

 

図 17.3 DMA情報面 0を連続使用する場合（1） 
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DMEN=1

DMSTS=1

情報0面設定 DNXT=1

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=0

情報0面設定【ソフトウェア動作】

パターン3（3情報転送動作3　コマンド待ち状態後、DNXT設定）

【ハードウェア動作】

起動によりDMA転送開始 次DMA転送開始

DQEND=1

DRSTS=1

DQSTS=0

DMSTS=0

DQSTS=1

DMSTS=1
DRSTS=0

DQSTS=0
コマンド待ち

コマンド待ち
次DMA転送終了

DMA情報制御動作

DMA転送動作 情報0取込

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック

コマンド待ち

情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DMA実行 DNXTチェック DMA実行
10 10

終了割り込み

終了割り込み

終了割り込み

DNXT=1

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=0

情報0面設定

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DNXTチェック DMA実行
10

終了割り込み

DNXTチェック

DNXTチェック

初期設定

【ソフトウェア動作】

【ハードウェア動作】
DMA情報制御動作

DMA転送動作

DMEN=1

DMSTS=1

情報0面設定 DNXT=1

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=0

情報0面設定【ソフトウェア動作】

パターン4（3情報転送動作4　コマンド待ち状態後、DQEND設定）

【ハードウェア動作】

起動によりDMA転送開始 次DMA転送開始

DRSTS=0
DQSTS=0

コマンド待ち

コマンド待ち
次DMA転送終了

DMA情報制御動作

DMA転送動作 情報0取込

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック

コマンド待ち

情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DMA実行 DNXTチェック DMA実行
10 10

終了割り込み終了割り込み

DQEND=1

DRSTS=1
DMSTS=1

DQSTS=0

DMSTS=0

DQSTS=0

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DNXTチェック
10

DNXTチェック

初期設定

【ソフトウェア動作】

【ハードウェア動作】
DMA情報制御動作

DMA転送動作

 

図 17.3 DMA情報面 0を連続使用する場合（2） 
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DMEN=1

DMSTS=1

情報0面設定 DNXT=1

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=0

情報1面設定【ソフトウェア動作】

パターン1（4情報転送動作1　DMEN,DNXT,DQEND個別設定）

【ハードウェア動作】

起動によりDMA転送開始 次DMA転送開始

次DMA転送開始

DQEND=1

DQSTS=0

DMSTS=0

DQSTS=1

DMSTS=1
DRSTS=0

次DMA転送終了

DMA情報制御動作

DMA転送動作 情報0取込

ENDチェック 情報1取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DMA実行(面0実行) DMA実行(面0実行)DNXTチェック DMA実行(面1実行)
10 10

終了割り込み

終了割り込み

DNXT=1

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=0

情報0面設定

次DMA転送開始

終了割り込み

DNXT=1

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=0

情報1面設定

ENDチェック 情報1取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DNXTチェック DMA実行(面1実行)DMA実行(面0実行)
10 10

終了割り込み

DNXTチェック

DNXTチェック

初期設定

【ソフトウェア動作】

【ハードウェア動作】
DMA情報制御動作

DMA転送動作

2. DMA情報面0/1交互に使用する場合

DMEN=1
DNXT=1

DMSTS=1

情報0面設定 情報1面設定

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=0

【ソフトウェア動作】

パターン2（4情報転送動作2　DNXT,DQEND個別設定）

【ハードウェア動作】

起動によりDMA転送開始 次DMA転送開始

次DMA転送開始

DQSTS=0

DMSTS=0

DQSTS=1

DMSTS=1
DRSTS=0

次DMA転送終了

DMA情報制御動作

DMA転送動作 情報0取込

ENDチェック 情報1取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DMA実行(面0実行) DMA実行(面0実行)DNXTチェック DMA実行(面1実行)
10 10

終了割り込み

終了割り込み

DNXT=1

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=0

情報0面設定

次DMA転送開始

終了割り込み

DNXT=1
DQEND=1

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=1

情報1面設定

ENDチェック 情報1取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DNXTチェック DMA実行(面1実行)DMA実行(面0実行)
10 10

終了割り込み

DNXTチェック

DNXTチェック

初期設定

【ソフトウェア動作】

【ハードウェア動作】
DMA情報制御動作

DMA転送動作

 

図 17.4 DMA情報面 0／1を交互に使用する場合（1） 
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DMEN=1
DNXT=1

DMSTS=1

情報0面設定 情報1面設定

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=0

【ソフトウェア動作】

パターン4（3情報転送動作4　コマンド待ち状態後、2面設定DNXT,DQEND同時設定）

【ハードウェア動作】

起動によりDMA転送開始 次DMA転送開始

次DMA転送開始

DQSTS=0

DMSTS=0

DQSTS=1

DMSTS=1
DRSTS=0

次DMA転送終了

DMA情報制御動作

DMA転送動作 情報0取込

ENDチェック 情報1取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック 情報1取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DMA実行(面0実行) DNXTチェック DMA実行(面1実行)
10 10

終了割り込み

終了割り込み

DRSTS=0
DQSTS=0

終了割り込み

DNXT=1
DQEND=1

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=1

情報1面設定情報0面設定

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DNXTチェック DMA実行(面0実行) 面1の情報は実行されない
10 10

DNXTチェック

DNXTチェック

初期設定

【ソフトウェア動作】

【ハードウェア動作】
DMA情報制御動作

DMA転送動作

コマンド待ち

コマンド待ち

コマンド待ち

DMEN=1
DNXT=1

DMSTS=1

情報0面設定 情報1面設定

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=0

【ソフトウェア動作】

パターン3（4情報転送動作3　コマンド待ち状態後、DNXT,DQEND個別設定）

【ハードウェア動作】

起動によりDMA転送開始 次DMA転送開始

次DMA転送開始

DRSTS=0
DQSTS=0
DRSTS=1

DMA情報制御動作

DMA転送動作 情報0取込

ENDチェック 情報1取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

ENDチェック 情報1取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DMA実行(面0実行) DNXTチェック DMA実行(面1実行)
10 10

終了割り込み

終了割り込み

DRSTS=0
DQSTS=0

終了割り込み

DNXT=1 DNXT=1 DQEND=1
DRSTS=0後DNXT=1設定必要

DRSTS=1 DRSTS=0
DQSTS=0

情報1面設定情報0面設定

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

DNXTチェック DMA実行(面0実行) DMA実行(面1実行)
10 10

DQSTS=0

DMSTS=0

DQSTS=1

DMSTS=1
DRSTS=0

次DMA転送終了

ENDチェック 情報0取込
DQSTSクリア DRSTSクリア

終了割り込み

10

DNXTチェック

DNXTチェック DNXTチェック

初期設定

【ソフトウェア動作】

【ハードウェア動作】
DMA情報制御動作

DMA転送動作

コマンド待ち

コマンド待ち

コマンド待ち

 

図 17.4 DMA情報面 0／1を交互に使用する場合（2） 
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17.5.3 Peripheralからのリードデータパッキング機能 

通常時の DMA起動手順における DMAコントロールレジスタ（DCR）設定時に、DCRの PKMDビットに'1'を

ライトすることで Peripheral側からのリードデータをパッキングしてメモリ（SuperHyway）側へライト転送する

機能を有効にすることができます。パッキング指定サイズは、DCRの SWMDビットによって 4または“DCRレ

ジスタ【注】1に示す”バイト単位を選択することが可能ですが、SuperHyway側の転送の宛先がメモリ

（DDR3-SDRAM）である場合は、“DCRレジスタ【注】1に示す”バイト単位でパッキング指定することがメモ

リや SuperHywayバスをより効率良く使用することができるため推奨されます。HPB-DMACにとって、SuperHyway

側の転送の宛先が 32byteアクセス可能である場合は、そのデバイスが SRAM等であれば、DCRレジスタ SWMD：

0設定時アクセスサイズの転送は可能となります。 

パッキング動作では、DMACが指定された回数の転送を終えた時点で DMAC内に存在するデータがパッキング

指定サイズ以下であった場合、取り込んだバイト数のデータライトを 1回行い、DMA転送終了割り込み表示レジ

スタ（DINTSR）：DTE[n]にて DMA転送終了を示します。一方、指定された回数の転送を終えていない時に、

Peripheralの DMA要求が完了した場合、DMAコマンドレジスタ（DCMDR）：BDOUTビットへ 1ライトするこ

とにより転送を終了することができますが、そのときに、DMACにパッキング途中のデータが残っている場合は、

そのデータをメモリ（SuperHyway）側に書き込み、DMA転送終了割り込み表示レジスタ（DINTSR）：DTE[n]

に終了表示が立ち、終了割り込みを発生します。なお、メモリライト時は 0パディングは生じません。DMACに

データが残っていない場合では、メモリへのアクセスを行わず転送終了となり、データが残っている場合と同様

に終了割り込みが発生します。 

連続転送モード時に BDOUTビットにより終了した場合は、次 DMA情報転送要求を DMAコマンドレジスタ

（DCMDR）：DNXTビットにて予め指定していれば次 DMA情報転送を行い、連続転送モードの終了手順に従っ

て DMA転送終了となります。 

同モードの場合、BDOUTビットへの 1ライトから終了割り込み発生の間、Peripheralからの DMA要求（dreq）

はマスクされます（DMA要求を受け付けません）。 
 

17.5.4 Peripheralからのリードデータパッキング機能に関する制限事項 

• DMACの転送回数は、DMAトランスファカウントレジスタ0、1（DTCR0、DTCR1）にて指定された値とな

ります。 

• 指定された転送回数に達しない状態で、Peripheral側のDMA転送が完了すると、転送中なのか転送完了なのか

の区別がつかないので、DMAC内部のバッファにパッキングサイズに満たないデータが残ることがあります。 

ちょうど、パッキングサイズ指定と同じバイト数の場合は、メモリに転送されます。 

• DMAC内部のバッファに残っていても、DMAコマンドレジスタ（DCMDR）のBDOUTビットにより強制ライ

トを実行すると、メモリに転送されます。（転送先がメモリなので0パディングはしません。例えば、メモリ

に未転送データが3バイトDMAC内にある場合、その3バイトのデータをメモリへライトを行います。） 

• 強制ライト実行のきっかけとしては、Peripheralからの転送完了割り込みがあります。しかし、転送完了割り

込みが上がったときに、PeripheralからのDMAC転送が完了しているかは、Peripheralの仕様に依存します。 

そのため、強制ライト実行にあたっては、Peripheralの仕様を確認してください。 
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17.5.5 DMA転送終了通知 

DMACは、単転送モード時、DMA転送情報の転送回数終了時、INTC経由で CPUに対し終了割り込み信号（レ

ベル信号）を出力し、転送終了を通知します。また連続転送モード時、1つの DMA転送情報の指定転送回数終了

の度に毎回 CPUに対し終了割り込み信号を出力します。DMA転送終了による割り込み信号は、DMA転送終了割

り込みイネーブルレジスタ（DINTMR）により制御されます。また、DMA転送表示クリアレジスタへの 1ライト

により、DMA転送終了信号をクリアします。 
 

17.5.6 DMA転送停止、再開手順 

DMA転送停止、再開手順を以下に示します。 

 

● DMA動作中に DMAを停止（キャンセル）させる場合 

手順 手順概要 レジスタ操作内容 レジスタライト後の動き 

1 

↓ 

DMACに強制停止を設定 DMAC ( DSTPR [DMSTP] )  

フィールドに 1ライト 

DMACは、現在実行中の DMAバスサイ

クルが終了次第、DMA を停止させ、ア

イドルへ移行。 

バッファ内の転送未完了データは破棄。 

レジスタ値は残る。終了割り込み出力は

なし。 

2 

↓ 

DMACアイドル状態移行の確認 DMAC ( DSTSR [DMSTS] ) 

が 0となればアイドル状態 

――――――― 

3 
Peripheralに強制終了を設定 （Peripheral依存） Peripheralは DMA要求を停止 

【注】 * 手順 2は手順 3の後での実施でも可。 
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● DMA動作中にDMAを一時停止（ポーズ）させ、その後再開させる場合 

手順 手順概要 レジスタ操作内容 レジスタライト後の動き 

1 

↓ 

DMACに一時停止を設定 DMAC ( DCMDR [DMSPD] ) 

フィールドに 1ライト 

現在実行中のDMAバスサイクルが終了

次第、DMAを一時停止。 

DMAC内部状態はバッファ内の転送未

完了データも含めそのまま保存される。 

2 

↓ 

DMAC一時停止状態 

移行の確認 

DMAC ( DSTSR [DMSPS] ) 

が 1となれば 一時停止状態 

――――――― 

3 

↓ 

任意時間の経過 

4 

DMACに一時停止再開を設定 DMAC (DCMDR [DMSPC] ) 

フィールドに 1ライト 

ポーズ状態が解除され DMACが検出し

ていた DREQに対する DMA動作から

再開する。 

【注】 * 手順 2は手順 3と 4の間での実施でも可。 

 

● DMA動作中にDMAを一時停止（ポーズ）させ、その後停止（キャンセル）させる場合 

手順 手順概要 レジスタ操作内容 レジスタライト後の動き 

1 

↓ 

DMACに一時停止を設定 DMAC ( DCMDR [DMSPD] ) 

フィールドに 1ライト 

現在実行中のDMAバスサイクルが終了

次第、DMAを一時停止。 

DMAC 内部状態はバッファ内の転送未

完了データも含めそのまま保存される。 

2 

↓ 

DMAC一時停止状態 

移行の確認 

DMAC ( DSTSR [DMSPS] ) 

が 1となれば一時停止状態 

――――――― 

3 

↓ 

任意時間の経過 

4 

↓ 

DMACに強制停止を設定 DMAC ( DSTPR [DMSTP] ) 

フィールドに 1ライト 

DMAC は、一時停止状態からアイドル

状態へ移行。 

バッファ内の転送未完了データは破棄。 

レジスタ値は残る。終了割り込みはな

し。 

5 

↓ 

DMACアイドル状態移行の確認 DMAC ( DSTSR [DMSTS] ) 

が 0となればアイドル状態 

――――――― 

6 peripheralに強制終了を設定 （peripheral依存） peripheralは DMA要求を停止 

【注】 * 手順 2は手順 3と 4の間での実施でも可。 

  手順 5は手順 6の後での実施でも可。 
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17.5.7 SuperHywayバスインタフェースにおけるデータアライメント 

SuperHywayバス側アクセスは、常にアクセス要求～要求許可によるハンドシェイクにより行います。また、

SuperHywayバスを介したメモリへのアクセスにおけるリード／ライトデータのデータアライメント変換を行い

ます。 

データアライメント変換は、DMAコントロールレジスタ（DCR）DTAMD=0のとき、エンディアンモード信号

（DMAC入力信号：little）と Peripheralデータバス幅（DMACコントロールレジスタ（DCR）SPDS[1:0]または、

DPDS[1:0]）によりSuperHywayバスデータアライメント変換を行い、DMAコントロールレジスタ（DCR）DTAMD=1

のとき、DMAコントロールレジスタ（DCR）DTAC、DTAU、DTAU1ビットにて設定された値により SuperHyway

バスデータアライメント変換を行います。DMAコントロールレジスタ（DCR）DTAMD、エンディアンモード信

号（DMAC入力信号：little）、Peripheralデータバス幅（DMACコントロールレジスタ（DCR）SPDSビット[1:0]

または、DPDSビット[1:0]）、DMAコントロールレジスタ（DCR）DTAC、DTAU、DTAU1ビットと、SuperHyway

バスデータアライメント制御との対応を下記表に示します。 

 

表 17.3 データアライメント制御信号対応表 

番号 DTA 

MD 

Little 

（MD[8]） 

PDS 

[1:0] 

DT

AC

DT

AU

DT

AU1

4バイトに対する

データアライメント

有無 

4バイトに対する

データアライメント

単位 

8バイトに対する4バイト 

データアライメント 

有無 

変換 

パターン 

備考 

1 0 0 00(8bit) ＊ ＊ ＊ 行わない 8bit 行わない CP1③ 

2 0 0 01(16bit) ＊ ＊ ＊ 行わない 16bit 行わない CP2③ 

3 0 0 10(32bit) ＊ ＊ ＊ 行わない 8bit 行わない CP3② 

4 0 1 00(8bit) ＊ ＊ ＊ 行う 8bit 行う CP1① 

5 0 1 01(16bit) ＊ ＊ ＊ 行う 16bit 行う CP2① 

6 0 1 10(32bit) ＊ ＊ ＊ 行わない 8bit 行う CP3① 

標準的な変換 

（ソフトは

PDS[1:0]のみを

意識） 

7 1 ＊ ＊ 0 0 0 行わない 8bit 行わない CP1③ 

8 1 ＊ ＊ 0 0 1 行わない 8bit 行う CP3① 

9 1 ＊ ＊ 0 1 0 行わない 16bit 行わない CP2③ 

10 1 ＊ ＊ 0 1 1 行わない 16bit 行う CP3① 

11 1 ＊ ＊ 1 0 0 行う 8bit 行わない CP1② 

12 1 ＊ ＊ 1 0 1 行う 8bit 行う CP1① 

13 1 ＊ ＊ 1 1 0 行う 16bit 行わない CP2② 

14 1 ＊ ＊ 1 1 1 行う 16bit 行う CP2① 

変則的な変換 

（ソフトにて 

アライメントの 

形式を意識） 

【記号説明】 

＊：Don't care 
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DMACで行うデータアライメント変換動作を以下に示します。表 17.3の変換パターン番号は図 17.5の変換動

作番号になります。 

 

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0D1D2D3 D4D5D6D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3D4 D5 D6 D7

D0 D1D2 D3D4 D5D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1D2 D3 D4 D5D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3D4 D5 D6 D7

D2 D3D0 D1D6 D7D4 D5

　 　

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

D0 D1 D2 D3D4 D5 D6 D7

63 56 55 48 47 40 39 32 31 24 23 1615 8 7 0 63 56 55 48 47 40 39 32 31 24 23 16 15 8 7 0 63 56 55 48 47 40 39 32 31 24 23 16 15 8 7 0

63 56 55 48 47 40 39 32 31 24 23 1615 8 7 0 63 56 55 48 47 40 39 32 31 24 23 16 15 8 7 0 63 56 55 48 47 40 39 32 31 24 23 16 15 8 7 0

63 56 55 48 47 40 39 32 31 24 23 1615 8 7 0 63 56 55 48 47 40 39 32 31 24 23 16 15 8 7 0

D0D1D2D3D4D5D6D7

① ②

① ②

① ②

SuperHyway8Byte　データアライメント単位1バイト　変換パターン1（CP1）

SuperHyway8Byte　データアライメント単位2バイト　変換パターン2（CP2）

SuperHyway8Byte　データアライメント単位4バイト　変換パターン3（CP3）

③

③

 

図 17.5 データアライメント動作 

 

17.5.8 HPBバスインタフェースにおけるデータアライメント 

HPBバス側アクセスは、データバス幅は、DMAコントロールレジスタ（DCR）の SPDS、DPDSビットで設定

されたバス幅でアクセスされ、エンディアンはビックエンディアン固定となります。 

17.6 使用上の注意事項 

本 HPB-DMACを使用する際は、以下のことを注意してください。 

17.6.1 周波数変更について 

本 DMA動作中に、CPGのレジスタ設定による周波数変更を行わないでください。 

周波数変更する場合、DMAステータスレジスタ（DSTSR）の DMSTS（ビット 0）が 0であることを確認後、

実行してください。 

処理を再開する場合は、「17.5.1 DMA転送手順」に従い処理を再開してください。 
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18. クロック発振器（CPG） 

クロック発振器（CPG）は SH7786の内部および外部バスインタフェースに供給するクロックの生成と低消費電

力の制御を行います。クロック発振器は、水晶発振回路、PLL回路、分周器および制御部で構成されます。 

18.1 特長 

• SH7786内部用のクロックを生成* 

CPU、FPU、キャッシュ、TLBで使用するCPUクロック（Ick）と、SuperHywayで使用するSuperHywayクロッ

ク(SHck)、ディスプレイユニットで使用するDUクロック（DUck）、およびその他の内蔵周辺モジュールと

のインタフェースで使用する周辺クロック（Pck）を生成します。 

• SH7786外部用のクロックを生成 

外部バスインタフェースで使用するバスクロック（Bck）とDDR3-SDRAMインタフェースで使用するメモリ

クロックとしてDDRクロック（DDRck）を生成します。 

• クロック動作モード 

CPGへのクロック入力について水晶発振子入力か外部クロック入力かを選択します。 

• 低消費電力モードの制御 

スリープモードでのCPUの停止、モジュールスタンバイ機能での特定モジュールの停止が可能です。 

詳細は、「第20章 低消費電力モード」を参照してください。 

 

図 18.1に CPGのブロック図を示します。 

 

【注】 * 各モジュールで使用しているクロックは、各モジュールの章を参照ください。 
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発振回路

制御部

水晶発振回路

PLL回路1
× 64
× 32

クロック周波数
制御回路

FRQCR0 FRQCR1 MSTPCR1

クロック制御回路

バスインタフェース

周辺バス

PLL回路2
× 1 CLKOUT

分周器2

× 1/2
× 1/4
× 1/6
× 1/8
× 1/12
× 1/16
× 1/24
× 1/32
× 1/48

バスクロック
(Bck)
CPUクロック
(Ick)
SuperHyway 
クロック
(SHck)
DUクロック
(DUck)
周辺クロック
(Pck)

DDRクロック
(DDRck)

XTAL

EXTAL

MODE 9

MODE 3

MODE 2

MODE 1

MODE 0

【記号説明】
　　　FRQCR0 ：周波数制御レジスタ0
　　　FRQCR1 ：周波数制御レジスタ1
　　　MSTPCR1 ：モジュールスタンバイコントロールレジスタ1*

【注】*　MSTPCR1については、「第20章　低消費電力モード」参照  

図 18.1 CPGブロック図 
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CPGの各ブロックは次のように機能します。 

1. PLL回路1 

PLL回路1は、PLL回路1の入力クロック周波数を32倍または64倍に逓倍する機能を持ちます。 

2. PLL回路2 

PLL回路2は、バスクロック（Bck）と、ローカルバスで使用するCLKOUTのクロックの位相を合わせる機能

を持ちます。 

3. 水晶発振回路 

XTAL、EXTAL端子に水晶発振子を接続して使用する場合の発振回路です。 

水晶発振子はモード端子MODE9の設定により使用可能となります。 

4. 分周器2 

分周器2は、CPUクロック（Ick）、SuperHywayクロック（SHck）、DUクロック（DUck）、周辺クロック（Pck）、

DDRクロック（DDRck）、およびバスクロック（Bck）を生成します。 

分周率は、モード端子MODE0、MODE1、MODE2およびMODE3の組み合わせにより設定します。 
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18.2 入出力端子 

CPGの端子構成を表 18.1に示します。 

表 18.1 CPGの端子構成と機能 

【注】 * PRESET端子によるパワーオンリセット時に、モード端子の状態を取り込み、クロック動作モード、およびクロ

ック入力モードが決まります。 

 

端子名 機  能 入出力 説  明 

MODE0 

MODE1 

MODE2 

MODE3 

モード端子 0、1、

2、3 

クロック動作モ

ード* 

入力 クロック動作モードを設定します。 

MODE0端子は、SCIF0_TXD（SCIFチャネル 0）、IRL4（INTC）、SDIF0D0

（SDIFチャネル 0）、PH0（GPIO）端子と、 

MODE1端子は、SCIF0_RXD（SCIFチャネル 0）、IRL5（INTC）、SDIF0D1

（SDIFチャネル 0）、PH1（GPIO）端子と、 

MODE2端子は、SCIF0_SCK（SCIFチャネル 0）、IRL6（INTC）、SDIF0D2

（SDIFチャネル 0）、PH2（GPIO）端子と、 

MODE3端子は、SCIF0_RTS（SCIFチャネル 0）、IRL7（INTC）、SDIF0D3

（SDIFチャネル 0）、PH3（GPIO）端子と、それぞれマルチプレクスされて

います。 

MODE9 モード端子 9 

クロック入力モ

ード* 

入力 水晶発振子の使用／不使用を設定します。 

MODE9がローレベルのとき、EXTALから外部クロックを入力します。 

MODE9がハイレベルのとき、EXTAL、XTALに水晶発振子を接続します。 

SCIF4_RXD（SCIFチャネル 4）、DRAK1（DMAC）、SSI3_SDATA（SSIチ

ャネル 3）、PJ2（GPIO）端子とマルチプレクスされています。 

XTAL 出力 水晶発振子を接続します。 

EXTAL 入力 水晶発振子を接続します。 

または外部クロック入力端子として使用します。 

CLKOUT 

クロック端子 

出力 ローカルバスクロック出力端子として使用します 

CLKOUTENB クロック出力イ

ネーブル 

出力 CLKOUT出力クロックが不安定な時にローレベルを出力します。 

PRESET端子入力がローレベルのときは、CLKOUT出力クロックの状態に関

係なくハイレベルを出力します。 
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18.3 クロック動作モード 

モード端子（MODE3、MODE2、MODE1、MODE0）の組み合わせとクロック動作モードの関係を表 18.2に示

します。 

 

表 18.2 クロック動作モードと分周器および PLLの動作 

モード制御端子組み合わせ*1*2 クロック 

動作モード MODE3 MODE2 MODE1 MODE0 

PLL1 PLL2 

0 L L L L On（×64） On 

1 L L L H On（×64） On 

2 L L H L On（×64） On 

3 L L H H On（×32） On 

4 L H L L On（×32） On 

5 L H L H On（×32） On 

【注】 *1 上記以外のモード端子（MODE3、MODE2、MODE1、MODE0）の組み合わせは設定禁止です。 

 *2 Lはローレベル、Hはハイレベルです。 

 

表 18.3 クロック動作モードと各クロックの周波数逓倍率 

周波数逓倍率（対入力クロック）  

 

クロック動作 

モード 

 

 

FRQMR1 

初期値 

 

CPUクロック

Ick 

SuperHyway

クロック 

SHck 

 

DUクロック

DUck 

 

バスクロック

Bck 

 

周辺クロック 

Pck 

 

DDRクロック 

DDRck 

0 H'1F25 1F48 ×32 ×16 ×8 ×16/3 ×8/3 ×32 

1 H'1F26 1F46 ×32 ×16 ×8 ×4 ×4 ×32 

2 H'1F29 1F49 ×32 ×16 ×8 ×2 ×2 ×32 

3 H'1F25 1F48 ×16 ×8 ×4 ×8/3 ×4/3 ×16 

4 H'1F26 1F46 ×16 ×8 ×4 ×2 ×2 ×16 

5 H'1F29 1F49 ×16 ×8 ×4 ×1 ×1 ×16 
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18.4 レジスタの説明 

表 18.4にレジスタ一覧を示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 18.5に示します。 

 

表 18.4 レジスタ構成 

名  称 略 称 R/W P4アドレス 
エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

同期 

クロック 

周波数制御レジスタ 0 FRQCR0 R/W H'FFC4 0000 H'1FC4 0000 32 Pck 

周波数制御レジスタ 1 FRQCR1 R/W H'FFC4 0004 H'1FC4 0004 32 Pck 

周波数表示レジスタ 1 FRQMR1 R H'FFC4 0014 H'1FC4 0014 32 Pck 

PLLコントロールレジスタ PLLCR R/W H'FFC4 0024 H'1FC4 0024 32 Pck 

スタンバイコントロールレジスタ 0* MSTPCR0 R/W H'FFC4 0030 H'1FC4 0030 32 Pck 

スタンバイコントロールレジスタ 1* MSTPCR1 R/W H'FFC4 0034 H'1FC4 0034 32 Pck 

スタンバイ表示レジスタ* MSTPMR R H'FFC4 0044 H'1FC4 0044 32 Pck 

【注】 * スタンバイコントロールレジスタについては、「第 20章 低消費電力モード」を参照してください。 

 

表 18.5 各処理状態におけるレジスタの状態 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

ライトスリープ 
名  称 略 称 

PRESET端子 

／WDT／H-UDIによる

WDT／ 

多重例外による 

SLEEP命令による 

周波数制御レジスタ 0 FRQCR0 H'0000 0000 保持 保持 

周波数制御レジスタ 1 FRQCR1 H'0000 0000 保持 保持 

周波数表示レジスタ 1 FRQMR1 H'1F2x 1F4x*2 保持 保持 

PLLコントロールレジスタ PLLCR H'0000 0000 保持 保持 

スタンバイコントロールレジスタ 0*1 MSTPCR0 H'0000 0000 保持 保持 

スタンバイコントロールレジスタ 1*1 MSTPCR1 H'0000 0000 保持 保持 

スタンバイ表示レジスタ*1 MSTPMR H'00x8 0000*3 保持 保持 

【注】 *1 スタンバイコントロールレジスタについては、「第 20章 低消費電力モード」を参照してください。 

 *2 PRESET端子によるパワーオンリセット時に取り込んだモード端子 MODE0、MODE1、MODE2、MODE3の組み

合わせにより決まります。表 18.2または表 18.3を参照してください。 

 *3 PRESET端子によるパワーオンリセット時に取り込んだモード端子 MPMDにより決まります。 
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18.4.1 周波数制御レジスタ 0（FRQCR0） 

FRQCR0は、読み出しと一部分書き込み可能な 32ビットのレジスタで、各クロックの周波数を変更するための

シーケンスを実行するためのレジスタです。シーケンスを実行した後、自動的に 0にクリアされます。FRQCR0

はロングワードアクセスのみ可能です。 

FRQCR0への書き込みは上位バイトをコード値（H'CF）にしてロングワードサイズで行ってください。これ以

外のコード値での書き込みは無効です。コード値を読み出すと常に 0が読み出されます。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時、WDTオーバフローによるパワーオンリセット時、

H-UDIによるパワーオンリセット時のみリセットされます。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯コード値(H'CF)

FRQE

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31～24 ― すべて 0 R/W コード値（H'CF） 

読み出すと常に 0が読み出されます。本レジスタへの書き込み時は H'CFを

書き込んでください。 

23～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 FRQE 0 R/W 周波数変更シーケンスイネーブル 

FRQCR1に設定した値に従い各クロックの周波数を変更するためのシーケ

ンス実行を許可します。シーケンス実行後、本ビットは自動的に 0にクリア

されます。 

0: 周波数を変更するためのシーケンス実行を禁止 

1: 周波数を変更するためのシーケンス実行を許可 

【注】設定禁止の分周比の組み合わせがありますので、表 18.7、表 18.8以

外の値を FRQCR1に設定した状態では、FRQEに 1をセットしない

でください。 
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18.4.2 周波数制御レジスタ 1（FRQCR1） 

FRQCR1は、読み出しと書き込み可能な 32ビットのレジスタで、CPUクロック（Ick）、周辺クロック（Pck）、

バスクロック（Bck）の分周器 2の分周率の設定が可能です。各クロックの分周器 2での分周率を確認するには、

FRQMR1を読み出してください。FRQCR1はロングワードアクセスのみ可能です。 

H'0以外の値を書き込んだクロックの分周率を変更するので、分周率を変更したいクロックに対応するビットに

のみ H'0以外の値を設定してください。それ以外のビットには、H'0を設定してください。 

各クロックを FRQCR1に設定した分周率に変更するためには、FRQCR0の FRQEビットに 1をセットして、周

波数を変更するためのシーケンスを実行する必要があります。シーケンスを実行した後、本レジスタは自動的に

H'0000 0000にクリアします。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時およびWDTオーバフローによるパワーオンリセット

時のみリセットされます。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯IFC3 IFC2 IFC1 IFC0 BFC3 BFC2 BFC1 BFC0

PFC3 PFC2 PFC1 PFC0

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31 

30 

29 

28 

IFC3 

IFC2 

IFC1 

IFC0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

CPUクロック（Ick）周波数の分周率 

0000: 変更しない 

0010: ×1/4倍 

0001: ×1/2倍 

上記以外：設定しないでください 

27～20 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19 

18 

17 

16 

BFC3 

BFC2 

BFC1 

BFC0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

バスクロック（Bck）周波数の分周率 

0000: 変更しない  

0101: ×1/12倍 

1000: ×1/24倍 

0110: ×1/16倍 

1001: ×1/32倍 

上記以外：設定しないでください 

15～4 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 PFC3 0 R/W 周辺クロック（Pck）周波数の分周率 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

2 

1 

0 

PFC2 

PFC1 

PFC0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

0000: 変更しない 

1000: ×1/24倍  

0110: ×1/16倍 

1001: ×1/32倍 

1011: ×1/48倍 

上記以外：設定しないでください 
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18.4.3 周波数表示レジスタ 1（FRQMR1） 

FRQMR1は、読み出し可能な 32ビットのレジスタで、CPUクロック（Ick）、SuperHywayクロック（SHck）、

周辺クロック（Pck）、DDRクロック（DDRck）、バスクロック（Bck）、および DUクロック（DUck）の分周

器 2での分周率を読み出すことが可能です。FRQMR1はロングワードアクセスのみ可能です。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時、WDTオーバフローによるパワーオンリセット時およ

び H-UDIによるパワーオンリセット時のみリセットされます。 

 
161718192021222324252627282931 30

xxxx01001111100 0

⎯⎯⎯⎯IFST3 IFST2 IFST1 IFST0 BFST3 BFST2 BFST1 BFST0SFST3 SFST2 SFST1 SFST0

DFST3 DFST2 DFST1 DFST0 S3FST 
3

S3FST 
2

S3FST 
1

S3FST 
0 PFST3 PFST2 PFST1 PFST0

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

xxxx00101111100 0

⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

【注】 初期値（x：不定値のビット）は、PRESET端子によるパワーオンリセット時に取り込んだモード端子 MODE0、MODE1、

MODE2、MODE3の組み合わせにより決まります。表 18.3を参照してください。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31 

30 

29 

28 

IFST3 

IFST2 

IFST1 

IFST0 

0 

0 

0 

1 

R 

R 

R 

R 

CPUクロック（Ick）周波数の分周率 

0001: ×1/2倍 

0010: ×1/4倍 

27～24 ― すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

23 

22 

21 

20 

SFST3 

SFST2 

SFST1 

SFST0 

0 

0 

1 

0 

R 

R 

R 

R 

SuperHywayクロック（SHck）周波数の分周率 

0010: ×1/4倍 

19 

18 

17 

16 

BFST3 

BFST2 

BFST1 

BFST0 

x 

x 

x 

x 

R 

R 

R 

R 

バスクロック（Bck）周波数の分周率 

0101: ×1/12倍 

1000: ×1/24倍 

0110: ×1/16倍 

1001: ×1/32倍 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

15 

14 

13 

12 

DFST3 

DFST2 

DFST1 

DFST0 

0 

0 

0 

1 

R 

R 

R 

R 

DDRクロック（DDRck）周波数の分周率 

0001: ×1/2倍 

11～8 ― すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

7 

6 

5 

4 

S3FST3 

S3FST2 

S3FST1 

S3FST0 

0 

1 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

DUクロック（Duck）周波数の分周率 

0100: ×1/8倍 

3 

2 

1 

0 

PFST3 

PFST2 

PFST1 

PFST0 

x 

x 

x 

x 

R 

R 

R 

R 

周辺クロック（Pck）周波数の分周率 

0110: ×1/16倍 

1001: ×1/32倍 

1000: ×1/24倍 

1011: ×1/48倍 
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18.4.4 PLLコントロールレジスタ（PLLCR） 

PLLCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、CLKOUT端子からのクロック出力の有無の指

定を行います。PLLCRはロングワードアクセスのみ可能です。 

 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

CKOFF

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RR/WRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説  明 

31～24 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23～16 ― すべて 0 R/W リザーブビット 

読み出すと 0が読み出されます．書き込む値も常に 0にしてください。0

以外の値を書き込んだ場合、動作は保障しません。 

15～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 CKOFF 0 R/W CLKOUT出力イネーブル 

0: CLKOUT端子からクロックを出力します。 

1: CLKOUT端子をハイインピーダンス状態にします。 

0 ― 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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18.5 周波数の算出方法 

周波数制御レジスタ FRQCR1、周波数表示レジスタ FRQMR1で記載した分周器 2の分周率と、EXTAL入力と

の関係を表 18.6に示します。 

 

表 18.6 分周器 2の分周率と周波数との関係 

周波数（対入力クロック） 分周器 2の分周率 

クロック動作モード 

0~2 

クロック動作モード 

3~5 

×1/2倍 32逓倍 16逓倍 

×1/4倍 16逓倍 8逓倍 

×1/8倍 8逓倍 4逓倍 

×1/12倍 16/3逓倍 8/3逓倍 

×1/16倍 4逓倍 2逓倍 

×1/24倍 8/3逓倍 4/3逓倍 

×1/32倍 2逓倍 1逓倍 

×1/48倍 4/3逓倍 2/3逓倍 
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18.6 周波数の変更方法 

内部クロックおよびローカルバスクロック CLKOUTの周波数をソフトウェアにより変更するためには、以下の

手順で周波数制御レジスタ FRQCR0、FRQCR1を設定してください。表 18.7、表 18.8に設定可能な周波数の組み

合わせを示します。 

 

18.6.1 バスクロック以外のクロックの周波数変更 

バスクロック以外のクロックの周波数を変更する場合は、WDTによるカウントアップは行いません。 

周波数変更の手順を以下に示します。 

1. FRQCR1レジスタで分周率を変更したいクロックに対応するビットに目的とする値（H'0以外）を設定します。 

2. FRQCR0レジスタにH'CF000001を設定し、周波数変更シーケンスの実行を許可します。この書き込みにより、

周波数変更シーケンスを開始します。 

3. FRQCR0レジスタからH'00000000が読み出せた時点で周波数変更シーケンスは終了しており、内部クロック

は設定された分周率のクロックに切り替わっています。 

 

18.6.2 バスクロックの周波数変更 

バスクロックの周波数を変更する場合は、PLL回路 2の発振安定後にWDTによるカウントアップを行います。

WDTのカウントオーバフロー後に本 LSIは動作を再開します。 

図 18.2と図 18.3にバスクロックの周波数変更時の CLKOUT端子と CLKOUTENB端子のタイミングを示しま

す。 

また、周波数変更の手順を以下に示します。 

1. WDTCSRのTMEビットに0を書き込んで、WDTを停止します。 

2. WDTBSTにPLL回路2の発振安定後に、本LSIが動作を再開するまでの時間を設定します。H'55000001を書き

込んだ時が最小で、H'55000000を書き込んだ時が最大となります。 

3. FRQCR1レジスタで分周率を変更したいクロックに対応するビットに目的とする値（H'0以外）を設定します。 

4. FRQCR0レジスタにH'CF000001を設定し、周波数変更シーケンスの実行を許可します。この書き込みにより、

周波数変更シーケンスを開始します。 

5. CLKOUTENB端子出力がローレベルになり、周辺クロック（Pck）周期で10サイクル後にCLKOUT端子に不

安定なクロックが出力されます。 

6. PLL回路2の発振安定後、周辺クロック（Pck）周期で24サイクル後にCLKOUTENB端子にハイレベルを出力

します。 

7. WDTのカウントアップを開始し、WDTBCNTの値がWDTBSTの値と等しくなると、本LSIは動作を再開しま

す。 

8. FRQCR0レジスタからH'00000000が読み出せた時点で周波数変更シーケンスは終了しており、内部クロック

は設定された分周率のクロックに切り替わっています。 
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CLKOUT
出力

周辺クロックで10サイクル PLL回路2発振開始

CLKOUTENB
出力

 

図 18.2 バスクロックの周波数変更開始時 

CLKOUT
出力

周辺クロックで24サイクル 動作再開

PLL回路2発振安定 WDTカウントアップ

CLKOUTENB
出力

 

図 18.3 バスクロックの周波数変更終了時 
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表 18.7 設定可能なクロック周波数の組み合わせ 

（CPUクロック×1/2倍、DDRクロック×1/2倍） 

分周器 2の分周率  

 

FRQMR1 

読み出し値 

 

CPUクロック

Ick 

SuperHyway

クロック 

SHck 

 

DUクロック

DUck 

 

バスクロック

Bck 

 

周辺クロック 

Pck 

 

DDRクロック 

DDRck 

H'1F25 1F48 ×1/2 ×1/4 ×1/8 ×1/12 ×1/24 ×1/2 

H'1F25 1F4B ×1/2 ×1/4 ×1/8 ×1/12 ×1/48 ×1/2 

H'1F26 1F46 ×1/2 ×1/4 ×1/8 ×1/16 ×1/16 ×1/2 

H'1F26 1F49 ×1/2 ×1/4 ×1/8 ×1/16 ×1/32 ×1/2 

H'1F26 1F4B ×1/2 ×1/4 ×1/8 ×1/16 ×1/48 ×1/2 

H'1F28 1F48 ×1/2 ×1/4 ×1/8 ×1/24 ×1/24 ×1/2 

H'1F28 1F4B ×1/2 ×1/4 ×1/8 ×1/24 ×1/48 ×1/2 

H'1F29 1F49 ×1/2 ×1/4 ×1/8 ×1/32 ×1/32 ×1/2 

 

表 18.8 設定可能なクロック周波数の組み合わせ（CPUクロック×1/4倍、DDRクロック×1/2倍） 

分周器 2の分周率  

 

FRQMR1 

読み出し値 

 

CPUクロック

Ick 

SuperHyway

クロック 

SHck 

 

DUクロック

DUck 

 

バスクロック

Bck 

 

周辺クロック 

Pck 

 

DDRクロック 

DDRck 

H'2F25 1F48 ×1/4 ×1/4 ×1/8 ×1/12 ×1/24 ×1/2 

H'2F25 1F4b ×1/4 ×1/4 ×1/8 ×1/12 ×1/48 ×1/2 

H'2F26 1F46 ×1/4 ×1/4 ×1/8 ×1/16 ×1/16 ×1/2 

H'2F26 1F49 ×1/4 ×1/4 ×1/8 ×1/16 ×1/32 ×1/2 

H'2F26 1F4b ×1/4 ×1/4 ×1/8 ×1/16 ×1/48 ×1/2 

H'2F28 1F48 ×1/4 ×1/4 ×1/8 ×1/24 ×1/24 ×1/2 

H'2F28 1F4b ×1/4 ×1/4 ×1/8 ×1/24 ×1/48 ×1/2 

H'2F29 1F49 ×1/4 ×1/4 ×1/8 ×1/32 ×1/32 ×1/2 
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18.7 ボード設計上の注意事項 

（1） 水晶発振子使用時の注意 

水晶発振子と容量はできるだけ EXTAL端子および XTAL端子の近くに置いてください。また、これらの端子

の信号線に他の信号線を交差させないでください。誘導のために正しい発振ができなくなることがあります。 

EXTAL XTAL

SH7786

CL1 CL2

R信号線交差禁止
推奨値
CL1＝CL2＝0～33pF
R＝0Ω

【注】CL1、CL2およびダンピング抵抗値は、使用する水晶発振子メーカと
　　　評価検討の上、値を決めてください。  

図 18.4 水晶発振子使用時の注意 

 

（2） 外部クロックを EXTAL端子から入力するときの注意 

XTAL端子には、何も接続しないでください。 
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（3） PLL発振回路使用時の注意 

VREFA、VSSAと VDDAI、VSSAIは、その他の VDDとはボードの電源供給元から分離し、端子の近くにノイ

ズフィルタとして抵抗 RCB、バイパスコンデンサ CPB、CBを挿入してください。 

 

CB1

CB2
RCB1

CPB3

電源1
(1.25V)

SH7786

VREFA

VSSA

VDDAI

VSSAI

推奨値： RCB1=10Ω
 CPB3=10μF（タンタルコンデンサ）
 CB1=CB2=0.1μF  

図 18.5 PLL発振回路使用時の注意 
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19. リセット、ウォッチドッグタイマ 
（WDT、WDT（CPU0）、WDT（CPU1）） 

リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）は、リセット制御部とウォッチドッグタイマ制御部から構成され、

パワーオンリセット時のシーケンス制御を行います。WDTは 1チャネルのタイマでありウォッチドッグタイマ（パ

ワーオンリセットのみ発生）またはインターバルタイマとして使用可能です。 

また、上記WDTとは別に、各 CPUを個別にマニュアルリセットできるウォッチドッグタイマWDT（CPU0）、

WDT（CPU1）を搭載しています。 

 

19.1 特長 

19.1.1 WDTの特長 

• 一定周期でカウントするタイマを使用して、システムの暴走を監視する機能を実現します。 

• WDTには、カウンタオーバフローにより内部をパワーオンリセットするウォッチドッグタイマモードと、割

り込みを発生するインターバルタイマモードがあります。 

• WDTのウォッチドッグタイマモード時、カウンタオーバフローにより内部モジュールをパワーオンリセット

します。 

• WDTのインターバルタイマモード時、カウンタオーバフローによりインターバルタイマ割り込みを発生しま

す。 

• WDT関連のレジスタは、容易に書き換えられないように上位8ビットにコード値を設定しています。 

 

19.1.2 WDT（CPU0）、WDT（CPU1）の特長 

• 一定周期でカウントするタイマを使用して、システムの暴走を監視する機能を実現します。 

• WDT（CPU0）はカウンタオーバフローによりCPU0に対するマニュアルリセットを発生します。 

• WDT（CPU1）はカウンタオーバフローによりCPU1に対するマニュアルリセットを発生します。 

• WDT（CPU0）、WDT（CPU1）関連のレジスタは、容易に書き換えられないように上位8ビットにコード値

を設定しています。 
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図 19.1にリセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）のブロック図を示します。 

C0WDTCSR

WDT(CPU0)

内部リセット要求

Count-up signal

C0WDTCNT

C0WDTST

比較器

リセット
制御回路

C0WDTBCNT

C0WDTBST

比較器

WDT(CPU1)

CPU1

CPU0

WDTCSR

WDT

STATUS[1:0]

PRESET

WDTCNT

WDTST

比較器

リセット
制御回路

割り込み
制御回路 割り込み要求

内部リセット要求

Pck(周辺クロック)

WDTBCNT

WDTBST

CPG

INTC

Count-up signal

比較器

 

図 19.1 ブロック図 
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19.2 入出力端子 

リセット、WDTの端子構成と機能を表 19.1に示します。 

表 19.1 リセット、WDTの端子構成と機能 

端子名 機  能 入出力 説  明 

PRESET パワーオンリセット

入力端子 

入力 端子にローレベルを入力することによりパワーオンリセット状態に遷

移します。 

STATUS[1:0] ステータス出力 出力 CPU0の動作状態を表します。 

STATUS1* STATUS0* 動作状態 

  H   H ：パワーオンリセット 

  H   L ：スリープモード 

  L   L ：通常動作 

STATUS1端子は、SSI2_CLK（SSIチャネル 2）端子と、 

STATUS0端子は、SSI3_CLK（SSIチャネル 3）端子と、 

それぞれマルチプレクスされています。 

【注】 * Lはローレベル、Hはハイレベルです。 
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19.3 レジスタの説明 

表 19.2にレジスタ一覧を示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 19.3に示します。 

 

表 19.2 レジスタ構成 

名  称 略 称 R/W P4アドレス 
エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

同期 

クロック 

ウォッチドッグタイマストップタイム

レジスタ 

WDTST R/W H'FFC8 0000 H'1FC8 0000 32 Pck 

ウォッチドッグタイマコントロール／

ステータスレジスタ 

WDTCSR R/W H'FFC8 0004 H'1FC8 0004 32 Pck 

ウォッチドッグタイマベースストップ

タイムレジスタ 

WDTBST R/W H'FFC8 0008 H'1FC8 0008 32 Pck 

ウォッチドッグタイマカウンタ WDTCNT R H'FFC8 0010 H'1FC8 0010 32 Pck 

ウォッチドッグタイマベースカウンタ WDTBCNT R H'FFC8 0018 H'1FC8 0018 32 Pck 

CPU0ウォッチドッグタイマストップ

タイムレジスタ 

C0WDTST R/W H'FE40 0080 H'1E40 0080 32 Pck 

CPU0ウォッチドッグタイマコントロ

ール／ステータスレジスタ 

C0WDTCSR R/W H'FE40 0084 H'1E40 0084 32 Pck 

CPU0ウォッチドッグタイマベースス

トップタイムレジスタ 

C0WDTBST R/W H'FE40 0088 H'1E40 0088 32 Pck 

CPU0ウォッチドッグタイマカウンタ C0WDTCNT R H'FE40 0090 H'1E40 0090 32 Pck 

CPU0ウォッチドッグタイマベースカ

ウンタ 

C0WDTBCNT R H'FE40 0098 H'1E40 0098 32 Pck 

CPU0リセットベクタセットレジスタ C0RESETVEC R/W H'FE40 0008 H'1E40 0008 32 Pck 

CPU1ウォッチドッグタイマストップ

タイムレジスタ 

C1WDTST R/W H'FE40 1080 H'1E40 1080 32 Pck 

CPU1ウォッチドッグタイマコントロ

ール／ステータスレジスタ 

C1WDTCSR R/W H'FE40 1084 H'1E40 1084 32 Pck 

CPU1ウォッチドッグタイマベース 

ストップタイムレジスタ 

C1WDTBST R/W H'FE40 1088 H'1E40 1088 32 Pck 

CPU1ウォッチドッグタイマカウンタ C1WDTCNT R H'FE40 1090 H'1E40 1090 32 Pck 

CPU1ウォッチドッグタイマベース 

カウンタ 

C1WDTBCNT R H'FE40 1098 H'1E40 1098 32 Pck 

CPU1リセットベクタセットレジスタ C1RESETVEC R/W H'FE40 1008 H'1E40 1008 32 Pck 
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表 19.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

ライトスリープ 

名  称 略 称 PRESET 

端子による 

WDT/H-UDI

による 

CnWDTCNT

（n=0、1）のオ

ーバフロー/多重

例外による 

SLEEP命令 

による 

ウォッチドッグタイマストップタイム

レジスタ 

WDTST H'0000 0000 保持 保持 保持 

ウォッチドッグタイマコントロール／

ステータスレジスタ 

WDTCSR H'0000 0000 保持 保持 保持 

ウォッチドッグタイマベースストップ

タイムレジスタ 

WDTBST H'0000 0000 保持 保持 保持 

ウォッチドッグタイマカウンタ WDTCNT H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

ウォッチドッグタイマベースカウンタ WDTBCNT H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

CPU0ウォッチドッグタイマストップ

タイムレジスタ 

C0WDTST H'0000 0000 保持 保持 保持 

CPU0ウォッチドッグタイマコントロ

ール／ステータスレジスタ 

C0WDTCSR H'0000 0000 保持 保持 保持 

CPU0ウォッチドッグタイマベースス

トップタイムレジスタ 

C0WDTBST H'0000 0000 保持 保持 保持 

CPU0ウォッチドッグタイマカウンタ C0WDTCNT H'0000 0000 保持 保持 保持 

CPU0ウォッチドッグタイマベースカ

ウンタ 

C0WDTBCNT H'0000 0000 保持 保持 保持 

CPU0リセットベクタセットレジスタ C0RESETVEC H'A000 0000 保持 保持 保持 

CPU1ウォッチドッグタイマストップ

タイムレジスタ 

C1WDTST H'0000 0000 保持 保持 保持 

CPU1ウォッチドッグタイマコントロ

ール／ステータスレジスタ 

C1WDTCSR H'0000 0000 保持 保持 保持 

CPU1ウォッチドッグタイマベースス

トップタイムレジスタ 

C1WDTBST H'0000 0000 保持 保持 保持 

CPU1ウォッチドッグタイマカウンタ C1WDTCNT H'0000 0000 保持 保持 保持 

CPU1ウォッチドッグタイマベースカ

ウンタ 

C1WDTBCNT H'0000 0000 保持 保持 保持 

CPU1リセットベクタセットレジスタ C1RESETVEC H'A000 0000 保持 保持 保持 
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19.3.1 ウォッチドッグタイマストップタイムレジスタ（WDTST） 

WDTSTは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、WDTCNTのオーバフロー値を設定します。

H'5A00 0001を設定したときがオーバフローまでの最小時間で、H'5A00 0000を設定したときがオーバフローまで

の最大時間になります。 

WDTSTへの書き込みは上位バイトをコード値（H'5A）にしてロングワードサイズで行ってください。コード値

を読み出すと常に 0が読み出されます。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時のみリセットされます。 

 
161718192021222324252627282931 30

コード値(H'5A)

WDTST

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯

⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR R

初期値：

R/W：

000000000000000 0

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 コード値 すべて 0 R/W コード値（H'5A） 

読み出すと常に 0が読み出されます。本レジスタへの書き込み時は H'5A

を書き込んでください。 

23～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 WDTST すべて 0 R/W タイマストップビット 

WDTCNTのオーバフロー値を設定します。 

H'001：オーバフローの最小値 

H'000：オーバフローの最大値 
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19.3.2 ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ（WDTCSR） 

WDTCSRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、タイマのモードを選択するビット、オーバ

フローフラグから成ります。 

WDTCSRへの書き込みは上位バイトをコード値（H'A5）にしてロングワードサイズで行ってください。コード

値を読み出すと常に 0が読み出されます。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時のみリセットされます。 

 
161718192021222324252627282931 30

コード値(H'A5)

TME WT/IT RSTS WOVF IOVF

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

⎯

000000000000000 0

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 コード値 すべて 0 R/W コード値（H'A5） 

読み出すと常に 0が読み出されます。本レジスタへの書き込み時は H'A5

を書き込んでください。 

23～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

7 TME 0 R/W タイマイネーブル 

タイマ動作の開始または停止を設定します。 

0：カウントアップ停止 

1：カウントアップ開始 

6 WT/IT 0 R/W タイマモードセレクト 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用

するかを指定します。なお、WDTの動作中にWT/ITを書き換えるとカウ

ントアップが正しく行われない場合があります。 

0：インターバルタイマモード 

1：ウォッチドッグタイマモード 

5 RSTS 0 R/W リセットセレクト 

ウォッチドッグタイマモードでWDTCNTがオーバフローしたときのリセ

ットの種類を指定します。インターバルタイマモードの場合、設定値は無

視されます。 

0：パワーオンリセット 

1：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 WOVF 0 R/W ウォッチドッグタイマオーバフロー 

ウォッチドッグタイマモードでWDTCNTがオーバフローしたことを示し

ます。インターバルタイマモードではセットされません。 

0：オーバフローなし 

1：ウォッチドッグタイマモードでWDTCNTがオーバフローした 

3 IOVF 0 R/W インターバルタイマオーバフロー 

インターバルタイマモードでWDTCNTがオーバフローしたことを示しま

す。 

ウォッチドッグタイマモードではセットされません。 

0：オーバフローなし 

1：インターバルタイマモードでWDTCNTがオーバフローした 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 
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19.3.3 ウォッチドッグタイマベースストップタイムレジスタ（WDTBST） 

WDTBSTは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、バスクロックの周波数を変更した場合の

WDTBCNTのオーバフロー値を設定します。H'5500 0001を設定したときがオーバフローまでの最小時間で、H'5500 

0000を設定したときがオーバフローまでの最大時間になります。 

WDTBSTへの書き込みは上位バイトをコード値（H'55）にしてロングワードサイズで行ってください。コード

値を読み出すと常に 0が読み出されます 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時のみリセットされます。 

 
161718192021222324252627282931 30

コード値(H'55)

WDTBST

WDTBST⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 コード値 すべて 0 R/W コード値（H'55） 

読み出すと常に 0が読み出されます。本レジスタへの書き込み時は H'55

を書き込んでください。 

23～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17～0 WDTBST すべて 0 R/W ベースタイマストップ 

WDTBCNTのオーバフロー値を設定します。 

H'00001：オーバフローの最小値 

H'00000：オーバフローの最大値 
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19.3.4 ウォッチドッグタイマカウンタ（WDTCNT） 

WDTCNTは、読み出し可能な 32ビットのレジスタで、WDTBCNTのオーバフローによりカウントアップしま

す。WDTCNTがオーバフローすると、ウォッチドッグタイマモードではパワーオンリセットが発生し、インター

バルタイマモードでは割り込みが発生します。 

本レジスタはパワーオンリセット時のみリセットされます。本レジスタへの書き込みは無効です。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

WDTCNT

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 WDTCNT H'000 R カウンタ値 
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19.3.5 ウォッチドッグタイマベースカウンタ（WDTBCNT） 

WDTBCNTは、読み出し可能な 32ビットのレジスタで、周辺クロック（Pck）によりカウントアップします。

WDTBCNTがオーバフローすると、WDTCNTのカウントアップを行い、WDTBCNTを H'0000 0000にクリアしま

す。 

本レジスタはパワーオンリセット時のみリセットされます。本レジスタへの書き込みは無効です。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

WDTBCNT

WDTBCNT

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17～0 WDTBCNT すべて 0 R ベースカウンタ値 

 



19. リセット、ウォッチドッグタイマ 

（WDT、WDT（CPU0）、WDT（CPU1）） 

19-12  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

19.3.6 CPUnウォッチドッグタイマストップタイムレジスタ（CnWDTST）（n＝0、1） 

CnWDTSTは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、CnWDTCNTのオーバフロー値を設定しま

す。H'5A00 0001を設定したときがオーバフローまでの最小時間で、H'5A00 0000を設定したときがオーバフロー

までの最大時間になります。 

CnWDTSTへの書き込みは上位バイトをコード値（H'5A）にしてロングワードサイズで行ってください。コー

ド値を読み出すと常に 0が読み出されます。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時のみリセットされます。 

 
161718192021222324252627282931 30

コード値(H'5A)

WDTST

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯

⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR R

初期値：

R/W：

000000000000000 0

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 

 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 コード値 すべて 0 R/W コード値（H'5A） 

読み出すと常に 0が読み出されます。本レジスタへの書き込み時は H'5A

を書き込んでください。 

23～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 WDTST すべて 0 R/W タイマストップビット 

CnWDTCNTのオーバフロー値を設定します。 

H'001：オーバフローの最小値 

H'000：オーバフローの最大値 

 



19. リセット、ウォッチドッグタイマ 

（WDT、WDT（CPU0）、WDT（CPU1）） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  19-13 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

19.3.7 CPUnウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ

（CnWDTCSR）（n＝0、1） 

CnWDTCSRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、タイマの有効／無効を選択するビット、

オーバフローフラグから成ります。 

CnWDTCSRへの書き込みは上位バイトをコード値（H'A5）にしてロングワードサイズで行ってください。コー

ド値を読み出すと常に 0が読み出されます。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時のみリセットされます。 

 
161718192021222324252627282931 30

コード値(H'A5)

TME WOVF

⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯

ビット：

R/W：

⎯

000000000000000 0

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRR/WRRR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 コード値 すべて 0 R/W コード値（H'A5） 

読み出すと常に 0が読み出されます。本レジスタへの書き込み時は H'A5を

書き込んでください。 

23～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 TME 0 R/W タイマイネーブル 

タイマ動作の開始または停止を設定します。 

0：カウントアップ停止 

1：カウントアップ開始 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 WOVF 0 R/W ウォッチドッグタイマオーバフロー 

ウォッチドッグタイマモードでWDTCNTがオーバフローしたことを示し

ます。インターバルタイマモードではセットされません。 

0：オーバフローなし 

1：ウォッチドッグタイマモードでWDTCNTがオーバフローした 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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19.3.8 CPUnウォッチドッグタイマベースストップタイムレジスタ（CnWDTBST） 

（n＝0、1） 

CnWDTBSTは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、CnWDTBCNTのオーバフロー値を設定し

ます。H'5500 0001を設定したときがオーバフローまでの最小時間で、H'5500 0000を設定したときがオーバフロー

までの最大時間になります。 

CnWDTBSTへの書き込みは上位バイトをコード値（H'55）にしてロングワードサイズで行ってください。コー

ド値を読み出すと常に 0が読み出されます 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時のみリセットされます。 

 
161718192021222324252627282931 30

コード値(H'55)

WDTBST

WDTBST

ビット：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 コード値 すべて 0 R/W コード値（H'55） 

読み出すと常に 0が読み出されます。本レジスタへの書き込み時は H'55

を書き込んでください。 

23～0 WDTBST すべて 0 R/W タイマストップ 

CnWDTBSTのオーバフロー値を設定します。 

H'00001：オーバフローの最小値 

H'00000：オーバフローの最大値 

 



19. リセット、ウォッチドッグタイマ 

（WDT、WDT（CPU0）、WDT（CPU1）） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  19-15 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

19.3.9 CPUnウォッチドッグタイマカウンタ（CnWDTCNT）（n＝0、1） 

CnWDTCNTは、読み出し可能な 32ビットのレジスタで、CnWDTBCNTのオーバフローによりカウントアップ

します。CnWDTCNTがオーバフローすると、CPUn（n＝0、1）に対するマニュアルリセットが発生します。 

本レジスタはパワーオンリセット時のみリセットされます。本レジスタへの書き込みは無効です。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

WDTCNT

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 WDTCNT すべて 0 R CnWDTCNTのカウンタ値 
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19.3.10 CPUnウォッチドッグタイマベースカウンタ（CnWDTBCNT）（n＝0、1） 

CnWDTBCNTは、読み出し可能な 32ビットのレジスタで、周辺クロック（Pck）によりカウントアップします。

CnWDTBCNTがオーバフローすると、CnWDTCNTのカウントアップを行い、CnWDTBCNTを H'0000 0000にク

リアします。 

本レジスタはパワーオンリセット時のみリセットされます。本レジスタへの書き込みは無効です。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

WDTBCNT

WDTBCNT

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23～0 WDTBCNT すべて 0 R CnWDTBCNTのベースカウンタ値 
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19.3.11 CPUnリセットベクタセットレジスタ（CnRESETVEC）（n＝0、1） 

CnRESETVECは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、リセット（パワーオンリセット／マニ

ュアルリセット）発生時に、各 CPUが遷移するアドレス（リセットベクタ）を設定します。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時のみ、H'A000 0000にリセットされます。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000011 0

RESTVEC[15:0]

RESTVEC[31:16]

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RESTVEC H'A000 0000 R/W CPUn（n＝0、1）のリセットベクタ 
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19.4 動作説明 

19.4.1 リセット要求 

リセットには、パワーオンリセットとマニュアルリセットがあります。それぞれの発生要因を説明します。 

（1） パワーオンリセット 

• 要因： 

－PRESET端子からローレベルを入力した場合 

－WDTCSRのWT/ITビットが1かつWDTCSRのRSTSビットが0の状態で、WDTCNTがオーバフローした場合 

－H-UDIリセットが発生した場合 

詳細は「第32章 ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）」を参照してください。 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

例外コードH'000をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

初期化により、VBRレジスタはH'0000 0000にセットされます。SRは、MD、RB、BLビットが1にセットされ、

FDビットが0にクリアされ、割り込みマスクレベル（IMASK3～IMASK0）がB'1111にセットされます。 

CPUおよび周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。 

電源投入時には必ずPRESET端子にローレベルを入力してください。また、H-UDIを初期化するために、TRST

端子にローレベルを入力する必要があります。 

 

 Power_on_reset() 

 { 

  EXPEVT = H'0000 0000; 

  VBR = H'0000 0000; 

  SR.MD = 1; 

  SR.RB = 1; 

  SR.BL = 1; 

  SR.(I0-I3) = B'1111; 

  SR.FD=0; 

  Initialize_CPU(); 

  Initialize_Module(PowerOn); 

  PC = H'A000 0000; 

 } 
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（2） マニュアルリセット 

• 要因： 

－SRの BLビットが 1のときユーザブレークを除く一般例外が発生した場合 

－CnWDTCNT（n=0、1）がオーバフローした場合 

• 遷移先アドレス：CnRESETVEC（n=0、1）に設定されたアドレス 

• 遷移時動作： 

例外コードH'020をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、CnRESETVEC（n=0、1）に設定さ

れたアドレスに分岐します。 

初期化により、VBRレジスタはH'0000 0000にセットされます。SRは、MD、RB、BLビットが1にセットされ、

FDビットが0にクリアされ、割り込みマスクレベル（IMASK3～IMASK0）がB'1111にセットされます。 

CPUの初期化を行います。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。 

 

 Manual_reset() 

 { 

  EXPEVT = H'0000 0020; 

  VBR = H'0000 0000; 

  SR.MD = 1; 

  SR.RB = 1; 

  SR.BL = 1; 

  SR.(I0-I3) = B'1111; 

  SR.FD = 0; 

  Initialize_CPU(); 

  PC = CnRESETVEC; 
 } 
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19.4.2 WDT、WDT（CPU0）、WDT（CPU1）でのウォッチドッグタイマモードの使

用法 

1. WDTST/CnWDTSTにWDTCNT/CnWDTCNTのオーバフロー時間を設定する。 

2. WDTCSRのWT/ITビットに1、RSTSビットに0を設定する。 

3. WDTCSR/CnWDTCSRのTMEビットに1を設定すると、WDTカウンタのカウントを開始します。 

4. ウォッチドッグタイマモードでは、WDTCNT/CnWDTCNTがオーバフローしないように定期的に

WDTCNT/CnWDTCNT、またはWDTBCNT/CnWDTBCNTをクリアしてください。クリア方法は「19.4.6 

WDT、WDT（CPU0）、WDT（CPU1）カウンタのクリア方法」を参照してください。 

5. WDTCNT/CnWDTCNTがオーバフローすると、WDTCSR/CnWDTCSRのWOVFフラグを1にセットし、パワー

オンリセット／マニュアルリセットを発生します。リセット解除後、WDTCNT/CnWDTCNT、および

WDTBCNT/CnWDTBCNTはカウントを再開します。 

 

19.4.3 WDTでのインターバルタイマモードの使用法 

インターバルタイマモードでは、カウンタがオーバフローするたびにインターバルタイマ割り込みを発生しま

す。したがって、一定時間ごとに割り込みを発生させることができます。 

1. WDTSTにWDTCNTのオーバフロー時間を設定する。 

2. WDTCSRのWT/ITビットに0を設定する。 

3. WDTCSRのTMEビットに1を設定すると、WDTカウンタのカウントを開始します。 

4. WDTCNTがオーバフローすると、WDTCSRのIOVFフラグを1にセットし、インターバルタイマ割り込み要求

を発生します。このとき、WDTCNT、およびWDTBCNTはカウントを続行しています。 

 

19.4.4 WDTオーバフロー発生までの時間 

WDTCNTとWDTBCNTとの関係を図 19.2に示します。図はインターバルタイマモードの例で、WDTCNTの

オーバフロー後もカウントアップを継続します。ウォッチドッグタイマモードでは、リセット解除後にWDTCNT、

WDTBCNTを 0にクリアしてカウントアップを再開します。 
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WDTCNT
の値

WDTBCNT
の値

WDTST

H'0000 0000

H'0003 FFFF

H'0000 0000

カウントアップ周期は
Pck (周辺クロック)

カウントアップ開始 フラグをセット 時間

時間

TME

WOVF
IOVF

カウントアップ周期は
WDTBCNTの
オーバフロー周期

オーバフロー時に0
にクリア

オーバフロー時に0
にクリア

 

図 19.2 WDTのカウントアップ動作（インターバルタイマモードの例） 

 

WDTBCNTは 18ビットのカウンタで、周辺クロックでカウントアップします。周辺クロック Pckの周期を tPck

（ns）とすると、WDTBCNTのオーバフロー周期は、 

218[bit] × tPck[ns] ＝ 0.262 × tPck [ms] 

となります。 

WDTCNTは 12ビットのカウンタで、WDTBCNTでオーバフローが発生するとカウントアップします。WDTST

の全ビットに 0を書き込んだ場合がオーバフローまでの最大時間になります。周辺クロック Pckの周期を tPck（ns）

とすると、 

WDTCNTのオーバフロー周期の最大時間は、 

212[bit] ×（ 0.262 × tPck ）[ms] ＝ 1.073 × tPck [s] 

また最小時間は、WDTSTに H'5A00 0001を書き込んだ場合で、WDTBCNTのオーバフロー周期と等しくなりま

す。 

たとえば、周辺クロックが 66MHzの場合、tPckは 15nsとなり 

WDTBCNTのオーバフロー周期： 0.262 × 15 ＝ 3.93[ms] 

WDTCNTのオーバフロー周期の最大時間： 1.073 × 15 ＝ 16.10[s] 

となります。 
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19.4.5 WDT（CPU0）、WDT（CPU1）オーバフロー発生までの時間 

CnWDTCNTと CnWDTBCNTとの関係を図 19.3に示します。CnWDTCNTオーバフローによるマニュアルリセ

ット解除後に CnWDTCNT、CnWDTBCNTを 0にクリアしてカウントアップを再開します。 

CnWDTCNTの値

CnWDTBCNTの値

CnWDTST

H'0000 0000

CnWDTBST

H'0000 0000

カウントアップ周期は
Pck (周辺クロック)

カウントアップ開始 フラグをセット 時間

時間

TME

WOVF

カウントアップ周期は
WDTBCNTの
オーバフロー周期

オーバフロー時に0
にクリア

オーバフロー時に0
にクリア

 

図 19.3 WDT（CPU0）、WDT（CPU1）のカウントアップ動作（ウォッチドッグタイマモードのみ） 

 

CnWDTBCNTは 24ビットのカウンタで、周辺クロックでカウントアップします。CnWDTBSTに H'5500 0000

を書き込んだ場合がオーバフローまでの最大時間になります。周辺クロック Pckの周期を tPck（ns）とすると、

CnWDTBCNTのオーバフロー周期の最大時間は、 

224[bit] × tPck[ns] ＝ 16.777 × tPck [ms] 

となります。 

CnWDTCNTは 12ビットのカウンタで、CnWDTBCNTでオーバフローが発生するとカウントアップします。

CnWDTSTの全ビットに 0を書き込んだ場合がオーバフローまでの最大時間になります。周辺クロック Pckの周

期を tPck（ns）とすると、 

CnWDTCNTのオーバフロー周期の最大時間は、 

212[bit] ×（ 16.777 × tPck ）[ms] ＝ 68.718 × tPck [s] 

 

たとえば、周辺クロックが 66MHzの場合、tPckは 15nsとなり 

CnWDTCNTのオーバフロー周期の最大時間： 68.718 × 15 ＝ 1030[s] 

となります。 
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19.4.6 WDT、WDT（CPU0）、WDT（CPU1）カウンタのクリア方法 

WDTBST/CnWDTBSTにコード値を書き込むことによりWDTBCNT/CnWDTBCNTが、WDTST/CnWDTSTにオ

ーバフロー値を設定することによりWDTCNT/CnWDTCNTが、それぞれ 0にクリアされます。 

 

19.5 リセット中の端子タイミング 

19.5.1 PRESET端子によるパワーオンリセット 

パワーオンリセットは、パワーオンリセット状態に遷移した際に PLLをリセットするため、PLL発振安定時間

を確保する必要があります。したがって、PLL発振安定時間中に PRESET端子にハイレベルを入力しないでくだ

さい。PLL発振安定時間は、PLL1発振安定時間と PLL2発振安定時間を合計した時間です。 

PRESET端子入力をローレベルからハイレベルに変化させた後、リセット保持時間を経過するまで LSI内部で

リセット状態を継続しています。リセット保持時間は、周辺クロック（Pck）周期の 40サイクル以上になります。 

（1） 電源投入シーケンス 

電源投入時は、必ず PRESET端子にローレベルを入力してください。また、H-UDIを初期化するために、TRST

端子にローレベルを入力する必要があります。 

STATUS[1:0]がリセット状態を表示するタイミングは非同期になります。また、通常状態を表示するタイミング

は周辺クロック（Pck）同期であるため、EXTAL端子入力、CLKOUT端子出力とは非同期になります。 

HH(リセット) LL(通常)

EXTAL入力安定時間 PLL発振安定時間 リセット保持時間

EXTAL
入力

CLKOUT
出力

VDD

PRESET
入力

TRST
入力

CLKOUTENB
出力

STATUS[1:0]
出力

 

図 19.4 電源投入シーケンス 

 



19. リセット、ウォッチドッグタイマ 

（WDT、WDT（CPU0）、WDT（CPU1）） 

19-24  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

（2） 通常動作中に PRESET端子からパワーオンリセットを発生させた場合 

通常動作中に PRESET端子にローレベルを入力してパワーオンリセットを発生させた場合、PLL発振安定時間

を確保する必要があります。 

STATUS[1:0]がリセット状態を表示するタイミングは非同期になります。また、通常状態を表示するタイミング

は周辺クロック（Pck）同期であるため、EXTAL端子入力、CLKOUT端子出力とは非同期になります。 

LL(通常) LL(通常)HH(リセット) HH(リセット)

PLL発振安定時間 リセット保持時間

EXTAL
入力

CLKOUT
出力

CLKOUTENB
出力

PRESET
入力

STATUS[1:0]
出力

 

図 19.5 通常動作中の PRESET端子によるパワーオンリセット 

 

（3） スリープ中に PRESET端子からパワーオンリセットを発生させた場合 

スリープ中に PRESET端子にローレベルを入力してパワーオンリセットを発生させた場合、PLL発振安定時間

を確保する必要があります。 

STATUS[1:0]がリセット状態を表示するタイミングは非同期になります。また、通常状態を表示するタイミング

は周辺クロック（Pck）同期であるため、EXTAL端子入力、CLKOUT端子出力とは非同期になります。 
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HL(スリープ) LL(通常)HH(リセット) HH(リセット)

PLL発振安定時間 リセット保持時間

EXTAL
入力

CLKOUT
出力

CLKOUTENB
出力

PRESET
入力

STATUS[1:0]
出力

 

図 19.6 スリープ中の PRESET端子によるパワーオンリセット 

 

19.5.2 WDTオーバフローによるパワーオンリセット 

WDTオーバフローによるパワーオンリセットの期間（WDTリセット時間）は、周辺クロック（Pck）周期の

40サイクル以上になります。 

また、WDTオーバフローからパワーオンリセット状態に遷移するまでの時間（WDTリセット要求時間）は、

周辺クロック（Pck）周期の 40サイクル以上になります。 

さらに、バスクロックの周波数を、初期値から変更していた場合には、PLL回路 2の発振安定時間（PLL発振

安定時間）、本 LSIが動作を再開するまでの時間（WDTカウントアップ）が必要になります。このときの、WDT

リセット時間は周辺クロック（Pck）周期の 2クロック以上になります。 

 

（1） 通常動作中にWDTオーバフローによりパワーオンリセットを発生させた場合 

STATUS[1:0]がリセット状態、通常状態を表示するタイミングは周辺クロック（Pck）同期であるため、EXTAL

端子入力、CLKOUT端子出力とは非同期になります。 
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LL(通常) LL(通常)HH(リセット)

WDTリセット要求時間 PLL発振安定時間 WDTカウントアップ WDTリセット時間

EXTAL
入力

CLKOUT
出力

CLKOUTENB
出力

WDTオーバ
フロー信号

STATUS[1:0]
出力

 

図 19.7 通常動作中のWDTオーバフローによるパワーオンリセット 

 

（2） スリープ中にWDTオーバフローによりパワーオンリセットを発生させた場合 

STATUS[1:0]がリセット状態、通常状態を表示するタイミングは周辺クロック（Pck）同期であるため、EXTAL

端子入力、CLKOUT端子出力とは非同期になります。 

さらに、バスクロックの周波数を、初期値から変更していた場合には、PLL回路 2の発振安定時間（PLL発振

安定時間）、本 LSIが動作を再開するまでの時間（WDTカウントアップ）が必要になります。このときの、WDT

リセット時間は周辺クロック（Pck）周期の 2クロック以上になります。 

HL(スリープ) LL(通常)HH(リセット)

WDTリセット要求時間 PLL発振安定時間 WDTカウントアップ WDTリセット時間

EXTAL
入力

CLKOUT
出力

CLKOUTENB
出力

WDTオーバ
フロー信号

STATUS[1:0]
出力

 

図 19.8 スリープ中のWDTオーバフローによるパワーオンリセット 
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20. 低消費電力モード 

低消費電力モードでは、内蔵モジュールの一部と CPUが機能を停止します。これによって、消費電力を低減さ

せることができます。 

20.1 特長 

• スリープモード/モジュールスタンバイモードのサポート。 

• 1.8V系電源のみを保持し、他の電源をオフするDDR3-SDRAM電源バックアップモードのサポート。 

 

20.1.1 低消費電力モードの種類 

低消費電力モードには、次のようなモード、機能があります。 

• スリープモード 

• ライトスリープモード 

• モジュールスタンバイ機能 

• DDR3-SDRAM電源バックアップ 

プログラム実行状態から各モードへ遷移する条件、各モードでの CPUや内蔵モジュールなどの状態、各モード

の解除方法を、表 20.1に示します。 

表 20.1 低消費電力モードの状態 

状   態 

内蔵モジュール 低消費 

電力モード 遷移状態 CPG CPU 

内蔵 

メモリ DMAC その他 端 子 

DDR3- 

SDRAM 解除方法 

スリープ 

モード 

CnSTBCRの LTSLP

ビットが 0の状態で

SLEEP命令を実行 

動作 停止 

（レジスタ

は保持） 

保持 動作 動作 動作状態を保持 オートリフレッ

シュまたは、 

セルフリフレッ

シュ 

（1）割り込み 

（2）パワーオン 

リセット 

（3）マニュアル 

リセット 

ライト 

スリープ 

モード 

CnSTBCRの LTSLP

ビットが 1の状態で

SLEEP命令を実行 

動作 停止 

（レジスタ

は保持） 

動作 動作 動作 動作状態を保持 セルフリフレッ

シュ 

（1）割り込み 

（2）パワーオン 

リセット 

（3）マニュアル 

リセット 
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状   態 

内蔵モジュール 低消費 

電力モード 遷移状態 CPG CPU 

内蔵 

メモリ DMAC その他 端 子 

DDR3- 

SDRAM 解除方法 

モジュール 

スタンバイ 

機能 

スタンバイコントロ

ールレジスタ

MSTPCR0/MSTPCR1

の該当ビットを1にす

る。 

（20.3.1、20.3.2参照）

動作 動作 保持 チャネル 0

～5、6～11

の 6チャ

ネル単位

で停止 

指定 

モジュー

ルが停止

動作状態を保持 オートリフレッ

シュまたは、 

セルフリフレッ

シュ 

スタンバイコントロ

ールレジスタ

MSTPCR0/MSTPCR1

の該当ビットを0にす

る。 

（20.3.1、20.3.2参照） 

DDR3- 

SDRAM 

電源バック

アップ* 

12.5.8参照 停止 停止 不定 停止 停止 1.8V系端子である

MBKPRSTにローレ

ベルを入力すると、

MCKE端子にロー

レベルが出力され

ます。その他の端子

は、電源オフ時と同

じ。 

セルフ 

リフレッシュ 

パワーオン 

リセット 

【注】 * DDR3-SDRAM電源バックアップ時は、1.5V電源以外の電源（1.2V、3.3V電源）は遮断されますので DDR3イン

タフェースのパッド部分以外は DDR3インタフェースの制御部を含め、すべて停止するとともにレジスタ情報も

保持されません。 

 

20.2 入出力端子 

低消費電力モードに関連する端子を表 20.2に示します。 

表 20.2 端子構成 

端子名 機  能 入出力 説  明 

STATUS1 処理状態 1 

STATUS0 処理状態 0 

出力 CPU0の動作状態を表します。 

STATUS1* STATUS0* 動作状態 

  H   H ：パワーオンリセット 

  H   L ：スリープモード 

  L   L ：通常動作 

STATUS1端子は、SSI2_CLK（SSIチャネル 2）端子と、STATUS0

端子は、SSI3_CLK（SSIチャネル 3）端子と、それぞれマルチプ

レクスされています。 

【注】 * Lはローレベル、Hはハイレベルです。 
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20.3 レジスタの説明 

表 20.3にレジスタ一覧を示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 20.4に示します。 

表 20.3 レジスタ構成 

名  称 略 称 R/W P4アドレス 
エリア 7 

アドレス 

アクセス

サイズ 

同期 

クロック 

スタンバイコントロールレジスタ 0 MSTPCR0 R/W H'FFC4 0030 H'1FC4 0030 32 Pck 

スタンバイコントロールレジスタ 1 MSTPCR1 R/W H'FFC4 0034 H'1FC4 0034 32 Pck 

スタンバイ表示レジスタ MSTPMR R H'FFC4 0044 H'1FC4 0044 32 Pck 

CPU0 Ick 周波数コントロールレジスタ C0IFC R/W H'FE40 0000 H'1E40 0000 32 Sck2 

CPU1 Ick 周波数コントロールレジスタ C1IFC R/W H'FE40 1000 H'1E40 1000 32 Sck2 

CPU0 スタンバイコントロールレジスタ C0STBCR R/W H'FE40 0004 H'1E40 0004 32 Sck2 

CPU1 スタンバイコントロールレジスタ C1STBCR R/W H'FE40 1004 H'1E40 1004 32 Sck2 

 

表 20.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

ライトスリープ 

名  称 略 称 PRESET端子 

/ WDT/H-UDIによる

CnWDTCNT(n=0,1)

のオーバフロー/ 

多重例外による 

SLEEP命令による 

スタンバイコントロールレジスタ 0 MSTPCR0 H'0000 0000 保持 保持 

スタンバイコントロールレジスタ 1 MSTPCR1 H'0000 0000 保持 保持 

スタンバイ表示レジスタ MSTPMR H'00x8 0000* 保持 保持 

CPU0 Ick 周波数コントロールレジスタ C0IFC H'0000 0000 保持 保持 

CPU1 Ick 周波数コントロールレジスタ C1IFC H'0000 0000 保持 保持 

CPU0 スタンバイコントロールレジスタ C0STBCR H'0000 0000 保持 保持 

CPU1 スタンバイコントロールレジスタ C1STBCR  H'0000 0001 保持 保持 

【注】 * パワーオンリセット後の初期値は、モード端子（MPMD）の入力レベルにより決まります。 

MPMDにローレベルを入力した場合、H'0008 0000 

MPMDにハイレベルを入力した場合、H'0088 0000 
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20.3.1 スタンバイコントロールレジスタ 0（MSTPCR0） 

MSTPCR0は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、周辺モジュールに対し、個別に動作、停止

の指定ができます。MSTPCR0は、ロングワードアクセスのみ可能です。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時、WDTオーバフローによるパワーオンリセット時、お

よび H-UDIリセット時のみリセットされます。 
 

161718192021222324252627282931 30
MSTP

29
MSTP

28
MSTP

27
MSTP

26
MSTP

25
MSTP

24
MSTP

23
MSTP

22
MSTP

21
MSTP

20

MSTP
11

MSTP
10

MSTP
9

MSTP
8

MSTP
5

MSTP
4

MSTP
2

MSTP
17

MSTP
16

MSTP
15

MSTP
14

⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

RRR/WRR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WRRR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

初期値：

R/W：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

29～24 MSTP29 

MSTP28 

MSTP27 

MSTP26 

MSTP25 

MSTP24 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

モジュールストップビット 29～24 

該当ビットのモジュールへのクロックの供給の停止を指定します。 

[29]: SCIFチャネル 5、[28]: SCIFチャネル 4、[27]: SCIFチャネル 3、 

[26]: SCIFチャネル 2、[25]: SCIFチャネル 1、[24]: SCIFチャネル 0 

0：該当モジュールは動作 

1：該当モジュールへのクロックの供給を停止 

23～20 MSTP23 

MSTP22 

MSTP21 

MSTP20 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

モジュールストップビット 23、22、21、20 

該当ビットのモジュールへのクロックの供給の停止を指定します。 

[23]: SSIチャネル 3、[22]: SSIチャネル 2 

[21]: SSIチャネル 1、[20]: SSIチャネル 0 

0：該当モジュールは動作 

1：該当モジュールへのクロックの供給を停止 

19、18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

17、16 MSTP17 

MSTP16 

0 

0 

R/W 

R/W 

モジュールストップビット 17、16 

該当ビットのモジュールへのクロックの供給の停止を指定します。 

[17]: HACチャネル 1、[16]: HACチャネル 0 

0：該当モジュールは動作 

1：該当モジュールへのクロックの供給を停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 MSTP15 

MSTP14 

0 

0 

R/W 

R/W 

モジュールストップビット 15、14 

該当ビットのモジュールへのクロックの供給の停止を指定します。 

[15]: I2Cチャネル 1、[14]: I2Cチャネル 0 

0：該当モジュールは動作 

1：該当モジュールへのクロックの供給を停止 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

11～8 MSTP11 

MSTP10 

MSTP9 

MSTP8 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

モジュールストップビット 11、10、9、8 

該当ビットのモジュールへのクロックの供給の停止を指定します。 

[11]: TMUチャネル 9～11、[10]: TMUチャネル 6～8、[9]: TMUチャネ

ル 3～5、[8]: TMUチャネル 0～2 

0：該当モジュールは動作 

1：該当モジュールへのクロックの供給を停止 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

5、4 MSTP5 

MSTP4 

0 

0 

R/W 

R/W 

モジュールストップビット 5、4 

該当ビットのモジュールへのクロックの供給の停止を指定します。 

[5]: SDIFチャネル 1、[4]: SDIFチャネル 0 

0：該当モジュールは動作 

1：該当モジュールへのクロックの供給を停止 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

2 MSTP2 0 R/W モジュールストップビット 2 

該当ビットのモジュールへのクロックの供給の停止を指定します。 

[2]: HSPI  

0：該当モジュールは動作 

1：該当モジュールへのクロックの供給を停止 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 
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20.3.2 スタンバイコントロールレジスタ 1（MSTPCR1） 

MSTPCR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、H-UDI/UBC/DMAC/GDTAモジュールに対

し、個別に動作、停止の指定ができます。MSTPCR1は、ロングワードアクセスのみ可能です。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時、WDTオーバフローによるパワーオンリセット時およ

び H-UDIリセット時のみリセットされます。 
 

MSTP
110

MSTP
109

MSTP
108

MSTP
105

MSTP
104

MSTP
103

MSTP
102

MSTP
112

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

000000000000000 0

RRR/WR/WR/WR/WRRR/WR/WR/WRR/WRR R

初期値：

R/W：

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

R/W：

⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30ビット：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 MSTP112 0 R/W モジュールストップビット 112 

USBモジュールへのクロックの供給の停止を指定します。 

0：USB動作 

1：USB停止 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 MSTP110 

MSTP109 

MSTP108 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

モジュールストップビット 110、109、108 

該当ビットのモジュールへのクロックの供給の停止を指定します。 

[10]: PCI Expressチャネル 2、[9]: PCI Expressチャネル 1、 

[8]: PCI Expressチャネル 0 

0：該当モジュールは動作 

1：該当モジュールへのクロックの供給を停止 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 MSTP105 

MSTP104 

0 

0 

R/W 

R/W 

モジュールストップビット 105、104 

該当ビットの DMACチャネルへのクロックの供給の停止を指定します。 

[5]: DMACチャネル 11～6、[4]: DMACチャネル 5～0 

0：DMAC動作 

1：DMAC停止 

3 MSTP103 0 R/W モジュールストップビット 103 

DUモジュールへのクロックの供給の停止を指定します。 

0：DU動作 

1：DU停止 



 

20. 低消費電力モード 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  20-7 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 MSTP102 0 R/W モジュールストップビット 102 

Etherモジュールへのクロックの供給の停止を指定します。 

0：Ether動作 

1：Ether停止 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

20.3.3 スタンバイ表示レジスタ（MSTPMR） 

MSTPMRは、読み出し可能な 32 ビットのレジスタで、USB/PCI Express/DMAC/ディスプレイユニット（DU）

/Ether MACコントローラ（Ether）モジュールがモジュールスタンバイ状態かどうかを表示します。MSTPMRは、

ロングワードアクセスのみ可能で、書き込みは無効です。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時、WDTオーバフローによるパワーオンリセット時およ

び H-UDIリセット時のみリセットされます。 
 

MSTP
MPCI2

MSTP
MPCI1

MSTP
MPCI0

MSTP
M105

MSTP
M104

MSTP
MDU

MSTP
METH

MSTP
MUSB

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

00xx00000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

R/W：

0001000x0000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

R/W：

⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30ビット：

 
 

【注】 初期値 x（不定値）のビット（ビット 23）は、PRESET端子によるパワーオンリセット時に取り込んだ MPMD端子の

レベルにより、初期値が決まります。すなわち、MPMDが Hレベルのときビット 23の初期値は 1、MPMDが Lレベ

ルのときビット 23の初期値は 0となります。 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

23 － x R MPMD端子に Hレベルを入力した場合、読み出すと 1が読み出されます。 

MPMD端子に Lレベルを入力した場合、読み出すと 0が読み出されます。 

22～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

19 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

18～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 MSTPMUSB 0 R モジュールストップ表示ビット USB 

USBモジュールへのクロックの供給の状態を表示します。 

0：USB動作 

1：USB停止 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

10～8 MSTPMPCI2

MSTPMPCI1

MSTPMPCI0

0 

0 

0 

R 

R 

R 

モジュールストップ表示ビット PCI2、PCI1、PCI0 

該当ビットの PCI Expressチャネルへのクロックの供給の状態を表示しま

す。 

[10]: PCI Expressチャネル 2、[9]: PCI Expressチャネル 1、 

[8]: PCI Expressチャネル 0 

0：PCI Express動作 

1：PCI Express停止 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

5、4 MSTPM105 

MSTPM104 

0 

0 

R 

R 

モジュールストップ表示ビット 105、104 

該当ビットの DMACチャネルへのクロックの供給の状態を表示します。 

[5]: DMACチャネル 11～6、[4]: DMACチャネル 5～0 

0：DMAC動作 

1：DMAC停止 

3 MSTPMDU x R モジュールストップ表示ビット DU 

DUモジュールへのクロックの供給の状態を表示します。MODE12、

MODE11端子のどちらかにハイレベルを入力したときに、DUへのクロック

供給を停止します。 

0：DU動作 

1：DU停止 

2 MSTPMETH x R モジュールストップ表示ビット Ether 

Etherモジュールへのクロックの供給の状態を表示します。MODE12端子に

ローレベル、MODE11端子にハイレベルを入力したときに、Etherへのクロ

ック供給を行います。上記以外の設定では、Etherへのクロック供給を停止

します。 

0：Ether動作 

1：Ether停止 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 
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20.3.4 CPU0 Ick 周波数コントロールレジスタ（C0IFC） 

C0IFCは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、CPUコア 0に供給されるクロックの比率を設定

します。C0IFCは、ロングワードアクセスのみ可能です。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時、WDTオーバフローによるパワーオンリセット時およ

び H-UDIリセット時のみリセットされます。 
 

IIFC02 IIFC01 IIFC00

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

初期値：

R/W：

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

R/W：

⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30ビット：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 IIFC0[2:0] 000 R/W CPU0 クロック分周比設定 

FRQCR1によって設定される CPUクロックと、実際に CPUに供給される

クロックの比を設定します。 

000： ×1 

001： ×1/2 

010： ×1/4(×1/3) * 

上記以外： 設定禁止 

 

ただし、FRQCR1によって設定される CPUクロック Ickと SuperHyway

クロック SHckの周波数が等しい場合、010は設定禁止です。 

【注】 * CPUクロックと SuperHywayクロックの比が 1：3もしくは 1：6の場合は、周波数比は 1/3もしくは 1/6となりま

す。 
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20.3.5 CPU1 Ick周波数コントロールレジスタ（C1IFC） 

C1IFCは、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタで、CPUコア 1に供給されるクロックの比率を設

定します。C1IFCは、ロングワードアクセスのみ可能です。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時、WDTオーバフローによるパワーオンリセット時およ

び H-UDIリセット時のみリセットされます。 
 

IIFC12 IIFC11 IIFC10

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

初期値：

R/W：

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

R/W：

⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30ビット：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 IIFC1[2:0] 000 R/W CPU1クロック分周比設定 

FRQCR1によって設定される CPUクロックと、実際に CPUに供給される

クロックの比を設定します。 

000：×1 

001：×1/2 

010：×1/4(×1/3) * 

上記以外：設定禁止 

 

ただし、FRQCR1によって設定される CPUクロック Ickと SuperHyway

クロック SHckの周波数が等しい場合、010は設定禁止です。 

【注】 * CPUクロックと SuperHywayクロックの比が 1：3もしくは 1：6の場合は、周波数比は 1/3もしくは 1/6となりま

す。 
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20.3.6 CPU0スタンバイコントロールレジスタ（C0STBCR） 

C0STBCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、CPUコア 0に対し、個別に動作、停止の指

定ができます。C0STBCRは、ロングワードアクセスのみ可能です。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時、WDTオーバフローによるパワーオンリセット時およ

び H-UDIリセット時のみリセットされます。 
 

SLEEP
0

LTSLP
0

RESET
0

MSTP
0

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

R/W：

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

RRRRRRRRRRRRRRR/W R

初期値：

R/W：

⎯⎯

⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30ビット：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 LTSLP0 0 R/W ライトスリープビット 

CPUコア0にてSLEEP命令の実行でライトスリープモードへ遷移するか、

スリープモードへ遷移するかを選択します。 

0：スリープモード 

1：ライトスリープモード 

30～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 SLEEP0 0 R スリープ表示ビット 

CPUコア 0がスリープ／ライトスリープ状態であるかどうかを示します。 

0：CPUコア 0は通常動作 

1：CPUコア 0はスリープ／ライトスリープ状態 

1 RESET0 0 R/W リセットビット 

詳細は「20.5.3 CPUコアのモジュールストップ制御について」を参照く

ださい。 

0：MSTPクリア時にパワーオンリセットを実行しない 

1：MSTPクリア時にパワーオンリセットを実行する 

0 MSTP0 0 R/W モジュールストップビット 

CPUコア 0がモジュールストップモードであることを示します。 

詳細は「20.5.3 CPUコアのモジュールストップ制御について」を参照く

ださい。 

0：CPUコア 0動作 

1：CPUコア 0モジュールストップ 
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20.3.7 CPU1スタンバイコントロールレジスタ（C1STBCR） 

C1STBCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、CPUコア 1に対し、個別に動作、停止の指

定ができます。C1STBCRは、ロングワードアクセスのみ可能です。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時、WDTオーバフローによるパワーオンリセット時およ

び H-UDIリセット時のみリセットされます。 
 

SLEEP
1

LTSLP
1

RESET
1

MSTP
1

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯

ビット：

110000000000000 0

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

R/W：

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

RRRRRRRRRRRRRRR/W R

初期値：

R/W：

⎯⎯

⎯ ⎯

161718192021222324252627282931 30ビット：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 LTSLP1 0 R/W ライトスリープビット 

CPUコア1にてSLEEP命令の実行でライトスリープモードへ遷移するか、

スリープモードへ遷移するかを選択します。 

0：スリープモード 

1：ライトスリープモード 

30～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 SLEEP1 0 R スリープ表示ビット 

CPUコア 1がスリープ／ライトスリープ状態であるかどうかを示します。 

0：CPUコア 1は通常動作 

1：CPUコア 1はスリープ／ライトスリープ状態 

1 RESET1 0 R/W リセットビット 

詳細は「20.5.3 CPUコアのモジュールストップ制御について」を参照く

ださい。 

0：MSTPクリア時にパワーオンリセットを実行しない 

1：MSTPクリア時にパワーオンリセットを実行する 

0 MSTP1 1 R/W モジュールストップビット 

CPUコア 1がモジュールストップモードであることを示します。 

詳細は「20.5.3 CPUコアのモジュールストップ制御について」を参照く

ださい。 

0：CPUコア 1動作 

1：CPUコア 1モジュールストップ 
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20.4 スリープモード 

20.4.1 スリープモードへの遷移 

スリープモードへ移行する場合は、SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態からスリープモードに遷移

します。CPUは SLEEP命令実行後に停止しますが、CPUのレジスタ内容は保持されます。 

CPU以外の内蔵モジュールは動作を続けます。また、CLKOUT端子にはクロックが出力され続けます。 

CPU0のスリープモードでは、STATUS1端子にハイレベルが、STATUS0端子にローレベルが出力されます。 
 

20.4.2 スリープモードの解除 

スリープモードは、割り込み（NMI、IRQ/IRL[7:0]、内蔵モジュール）、リセットにより解除されます。 

スリープモード中は、SRレジスタの BLビットが 1でも、割り込みを受け付けます。必要ならば、SLEEP命令

実行前に SPC、SSR等をスタックに退避してください。 

（1） 割り込みによる解除 

NMI、IRQ/IRL[7:0]、内蔵モジュールの各割り込みが発生すると、スリープモードが解除され、割り込み例外処

理が実行されます。INTEVTレジスタには、割り込み要因に対応したコードがセットされます。 

STATUS端子の変化タイミングは、「20.6.2 スリープ解除の場合」を参照してください。 

（2） リセットによる解除 

PRESET端子によるパワーオンリセットおよび、ウォッチドッグタイマオーバフロー時に発生するパワーオン

リセット、H-UDIリセット、マニュアルリセットにより、スリープモードは解除されます。STATUS端子の変化

タイミングは、「19.5 リセット中の端子タイミング」を参照してください。 
 

20.5 モジュールスタンバイ機能 

20.5.1 モジュールスタンバイ機能への遷移 

スタンバイコントロールレジスタの各MSTPビット*1に 1をセットすることで、それぞれ対応した内蔵モジュ

ールへのクロック供給を停止させることができます。*2 

モジュールスタンバイ状態にある各モジュールは、モジュールスタンバイ状態に遷移する直前の状態が保持さ

れ続けます。レジスタ設定値も停止前の状態を保持します。また、外部端子も停止前の状態を保持します。モジ

ュールスタンバイ状態から復帰すると、停止前の状態から動作を開始します。 

【注】 *1 スタンバイコントロールレジスタの各 MSTPビットの説明は、20.3.1、20.3.2を参照ください。 

 *2 モジュールの動作が完了してアイドル状態にあり、外部端子や他のモジュールからの起動要因もありえない状態で

MSTP ビットに 1をセットしてください。 

 

20.5.2 モジュールスタンバイ機能の解除 

モジュールスタンバイ機能の解除は、スタンバイコントロールレジスタの各MSTPビットを 0にクリアするか

またはパワーオンリセットにより行います。 
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20.5.3 CPU コアのモジュールストップ制御について 

CnSTBCR.MSTPn（n= 0、1）への書き込みによる、CPUコアのモジュールストップ制御は、 

  (1) パワーオンリセット後（CnSTBCR.RESETn によるパワーオンリセットを除く）の初期設定 

  (2) CPUコア異常動作時の停止・再起動処理 

以外の目的で行わないでください。 

 

（1） パワーオンリセット後（CnSTBCR.RESETnによるパワーオンリセットを除く）の初期設定 

パワーオンリセット解除直後は CPUコア 0のみが動作し、CPUコア 1はモジュールストップ状態になります。

C1STBCR.RESET1の値は CPUコア 1モジュールストップ状態を解除する（C1STBCR.MSTP1 をクリアする）ま

で変更しないでください。 

（2） CPUコア異常動作時の停止・再起動処理 

CPUコアが異常動作していることを他 CPUコアで検知した場合、以下のフローに従うことにより、CPUコア

を停止・再起動させることができます。ただし、停止させた CPUコアとエミュレータ間で通信状態にあった場合、

通信が切断されることがあります。また、全ての CPUコアを停止させると再起動する手段を失いますので、全て

の CPUコアを停止させないでください。 

1. 停止させる CPUコアに対応する CnIFC.IIFC（n= 0、1）を B'000にしてください。 

2. 停止させる CPUコアに対応する CnSTBCR.MSTPnに B'1を書き込んでください。この時点で CPUコアは停 

 止します。 

3. 停止させたCPUコアに対応するCnSTBCR.RESETnにB'1を書き込んでください。再起動させるためにはCPU 

 コアをパワーオンリセットさせなければなりません。 

4. 停止させた CPUコアに対応する CnSTBCR.MSTPnに B'0を書き込んでください。この時点で CPUコアは再 

 起動します。後続処理を行う前に、CnSTBCRレジスタを一度リードしてください。 
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20.6 STATUS端子の変化タイミング 

20.6.1 リセットの場合 

詳細は、「19.5 リセット中の端子タイミング」を参照してください。 
 

20.6.2 スリープ解除の場合 

（1） スリープ→割り込み 

STATUS端子の変化タイミングを図 20.1に示します。 

LL（通常） LL（通常）HL（スリープ）

割り込み要求

CLKOUT

IRQOUT
出力

STATUS [1:0]
出力  

図 20.1 スリープ→割り込みの STATUS出力 

 

20.7 DDR3-SDRAM電源バックアップ 

詳細は、「12.5.8 SDRAM電源バックアップ機能」を参照してください。 
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21. タイマユニット（TMU） 

本 LSIは 12チャネル（チャネル 0～11）の 32ビットタイマにより構成される 32ビットタイマユニット（TMU：

TiMer Unit）を内蔵しています。 
 

21.1 特長 

TMUには次のような特長があります。 
 

• 各チャネルとも、オートリロード方式の32ビットダウンカウンタを搭載 

• チャネル2のみ、インプットキャプチャ機能を搭載 

• チャネル0、1、2のみ外部クロック選択時もしくはチャネル2インプットキャプチャ機能使用時には、外部ク

ロックの入力エッジとして立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ選択可能 

• 各チャネルとも、任意の時点で読み出し／書き込み可能なオートリロード用の32ビットタイマコンスタント

レジスタおよび32ビットダウンカウンタを搭載 

• チャネル0～2は、6種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

• 外部クロック（TCLK）、周辺クロックを分周した5種類の内部クロック（Pck/4、Pck/16、Pck/64、Pck/256、

Pck/1024）（ただし、Pckは周辺クロック） 

• チャネル3～11は、5種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

• 5種類の周辺クロック（Pck/4、Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024） 

• 2種類の割り込み要因 

• アンダフロー×1要因（各チャネル）、インプットキャプチャ×1要因（チャネル2）があります。 
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図 21.1に TMUのブロック図を示します。 

TCLK

TUNI0
TUNI1

TUNI2 
ICPI2

Pck/4
Pck/16
Pck/64

TUNI3
TUNI4
TUNI5

TUNI6
TUNI7
TUNI8

TUNI9
TUNI10
TUNI11

各チャネルへ

周辺バス

【記号説明】

TSTR0～TSTR3 ：タイマスタートレジスタ
TCOR ：タイマコンスタントレジスタ
TCNT ：タイマカウンタ
TCR ：タイマコントロールレジスタ
TCPR2 ：インプットキャプチャレジスタ（チャネル2のみ）

TCLK
制御部

TSTR0

TSTR1

TSTR2

TSTR3

クロック
制御部

割り込み
制御部

TCR

TCOR

TCNT

クロック
制御部

割り込み
制御部

TCR

TCOR

TCNT

クロック
制御部

割り込み
制御部

TCR

TCOR

TCNT

クロック
制御部

割り込み
制御部

TCR

TCOR

TCNT

クロック
制御部

割り込み
制御部

TCR

TCOR

TCNT

TCPR2

プリスケーラバ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

チャネル0、1

チャネル2

チャネル3、4、5

チャネル6、7、8

チャネル9、10、11

 

図 21.1 TMUのブロック図 
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21.2 入出力端子 

表 21.1に TMUの端子構成を示します。 

表 21.1 端子構成 

名称 略称 入出力 機   能 

クロック入力 TCLK 入力 チャネル 0、1、2外部クロック入力端子／ 

チャネル 2インプットキャプチャ制御入力端子 
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21.3 レジスタの説明 

TMUには以下のレジスタがあります。 
 

表 21.2 レジスタ構成（1） 

チャネル 名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

同期 

クロック 

0、1、2共通 タイマスタートレジスタ 0 TSTR0 R/W H' FFD80004 H' 1FD80004 8 Pck 

タイマコンスタントレジス

タ 0 

TCOR0 R/W H' FFD80008 H' 1FD80008 32 Pck 

タイマカウンタ 0 TCNT0 R/W H' FFD8000C H' 1FD8000C 32 Pck 

0 

タイマコントロールレジス

タ 0 

TCR0 R/W H' FFD80010 H' 1FD80010 16 Pck 

タイマコンスタントレジス

タ 1 

TCOR1 R/W H' FFD80014 H' 1FD80014 32 Pck 

タイマカウンタ 1 TCNT1 R/W H' FFD80018 H' 1FD80018 32 Pck 

1 

タイマコントロールレジス

タ 1 

TCR1 R/W H' FFD8001C H' 1FD8001C 16 Pck 

タイマコンスタントレジス

タ 2 

TCOR2 R/W H' FFD80020 H' 1FD80020 32 Pck 

タイマカウンタ 2 TCNT2 R/W H' FFD80024 H' 1FD80024 32 Pck 

タイマコントロールレジス

タ 2 

TCR2 R/W H' FFD80028 H' 1FD80028 16 Pck 

2 

インプットキャプチャレジ

スタ 2 

TCPR2 R H' FFD8002C H' 1FD8002C 32 Pck 

3、4、5共通 タイマスタートレジスタ 1 TSTR1 R/W H'FFDA0004 H'1FDA0004 8 Pck 

タイマコンスタントレジス

タ 3 

TCOR3 R/W H'FFDA0008 H'1FDA0008 32 Pck 

タイマカウンタ 3 TCNT3 R/W H'FFDA000C H'1FDA000C 32 Pck 

3 

タイマコントロールレジス

タ 3 

TCR3 R/W H'FFDA0010 H'1FDA0010 16 Pck 

タイマコンスタントレジス

タ 4 

TCOR4 R/W H'FFDA0014 H'1FDA0014 32 Pck 

タイマカウンタ 4 TCNT4 R/W H'FFDA0018 H'1FDA0018 32 Pck 

4 

タイマコントロールレジス

タ 4 

TCR4 R/W H'FFDA001C H'1FDA001C 16 Pck 

タイマコンスタントレジス

タ 5 

TCOR5 R/W H'FFDA0020 H'1FDA0020 32 Pck 

タイマカウンタ 5 TCNT5 R/W H'FFDA0024 H'1FDA0024 32 Pck 

5 

タイマコントロールレジス

タ 5 

TCR5 R/W H'FFDA0028 H'1FDA0028 16 Pck 
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チャネル 名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

同期 

クロック 

6、7、8共通 タイマスタートレジスタ 2 TSTR2 R/W H'FFDC0004 H'1FDC0004 8 Pck 

タイマコンスタントレジス

タ 6 

TCOR6 R/W H'FFDC0008 H'1FDC0008 32 Pck 

タイマカウンタ 6 TCNT6 R/W H'FFDC000C H'1FDC000C 32 Pck 

6 

タイマコントロールレジス

タ 6 

TCR6 R/W H'FFDC0010 H'1FDC0010 16 Pck 

タイマコンスタントレジス

タ 7 

TCOR7 R/W H'FFDC0014 H'1FDC0014 32 Pck 

タイマカウンタ 7 TCNT7 R/W H'FFDC0018 H'1FDC0018 32 Pck 

7 

タイマコントロールレジス

タ 7 

TCR7 R/W H'FFDC001C H'1FDC001C 16 Pck 

タイマコンスタントレジス

タ 8 

TCOR8 R/W H'FFDC0020 H'1FDC0020 32 Pck 

タイマカウンタ 8 TCNT8 R/W H'FFDC0024 H'1FDC0024 32 Pck 

8 

タイマコントロールレジス

タ 8 

TCR8 R/W H'FFDC0028 H'1FDC0028 16 Pck 

9、10、11 

共通 

タイマスタートレジスタ 3 TSTR3 R/W H'FFDE0004 H'1FDE0004 8 Pck 

タイマコンスタントレジス

タ 9 

TCOR9 R/W H'FFDE0008 H'1FDE0008 32 Pck 

タイマカウンタ 9 TCNT9 R/W H'FFDE000C H'1FDE000C 32 Pck 

9 

タイマコントロールレジス

タ 9 

TCR9 R/W H'FFDE0010 H'1FDE0010 16 Pck 

タイマコンスタントレジス

タ 10 

TCOR10 R/W H'FFDE0014 H'1FDE0014 32 Pck 

タイマカウンタ 10 TCNT10 R/W H'FFDE0018 H'1FDE0018 32 Pck 

10 

タイマコントロールレジス

タ 10 

TCR10 R/W H'FFDE001C H'1FDE001C 16 Pck 

タイマコンスタントレジス

タ 11 

TCOR11 R/W H'FFDE0020 H'1FDE0020 32 Pck 

タイマカウンタ 11 TCNT11 R/W H'FFDE0024 H'1FDE0024 32 Pck 

11 

タイマコントロールレジス

タ 11 

TCR11 R/W H'FFDE0028 H'1FDE0028 16 Pck 
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表 21.2 レジスタ構成（2） 

パワーオン 

リセット 

マニュアル

リセット 

スリープ/ 

ライトスリ

ープ 

モジュール 

スタンバイ 

チャネル 名称 略称 

PRESET端子

/WDT 

/H-UDI による

WDT 

/多重例外 

による 

Sleep 命令 

による 

 

0、1、2共通 タイマスタートレジスタ 0 TSTR0 H'00 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ

0 

TCOR0 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 0 TCNT0 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

0 

タイマコントロールレジスタ

0 

TCR0 H'0000 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ

1 

TCOR1 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 1 TCNT1 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

1 

タイマコントロールレジスタ

1 

TCR1 H'0000 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ

2 

TCOR2 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 2 TCNT2 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマコントロールレジスタ

2 

TCR2 H'0000 保持 保持 保持 

2 

インプットキャプチャレジス

タ 2 

TCPR2 保持 保持 保持 保持 

3、4、5共通 タイマスタートレジスタ 1 TSTR1 H'00 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ

3 

TCOR3 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 3 TCNT3 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

3 

タイマコントロールレジスタ

3 

TCR3 H'0000 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ

4 

TCOR4 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 4 TCNT4 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

4 

タイマコントロールレジスタ

4 

TCR4 H'0000 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ

5 

TCOR5 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 5 TCNT5 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

5 

タイマコントロールレジスタ

5 

TCR5 H'0000 保持 保持 保持 
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パワーオン 

リセット 

マニュアル

リセット 

スリープ/ 

ライトスリ

ープ 

モジュール 

スタンバイ 

チャネル 名称 略称 

PRESET端子

/WDT 

/H-UDI による

WDT 

/多重例外 

による 

Sleep 命令 

による 

 

6、7、8共通 タイマスタートレジスタ 2 TSTR2 H'00 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ

6 

TCOR6 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 6 TCNT6 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

6 

タイマコントロールレジスタ

6 

TCR6 H'0000 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ

7 

TCOR7 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 7 TCNT7 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

7 

タイマコントロールレジスタ

7 

TCR7 H'0000 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ

8 

TCOR8 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 8 TCNT8 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

8 

タイマコントロールレジスタ

8 

TCR8 H'0000 保持 保持 保持 

9、10、11共通 タイマスタートレジスタ 3 TSTR3 H'00 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ

9 

TCOR9 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 9 TCNT9 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

9 

タイマコントロールレジスタ

9 

TCR9 H'0000 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ

10 

TCOR10 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 10 TCNT10 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

10 

タイマコントロールレジスタ

10 

TCR10 H'0000 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ

11 

TCOR11 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 11 TCNT11 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

11 

タイマコントロールレジスタ

11 

TCR11 H'0000 保持 保持 保持 
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21.3.1 タイマスタートレジスタ（TSTRn）（n＝0～3） 

TSTRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。TCNTを動作させるか、停止させるかを選択し

ます。 
 

• TSTR0 

STR2 STR1 STR0

0123457 6

0000000 0

⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 STR2 0 R/W カウンタスタート 2 

TCNT2を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT2のカウント動作は停止 

1：TCNT2はカウント動作する 

1 STR1 0 R/W カウンタスタート 1 

TCNT1を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT1のカウント動作は停止 

1：TCNT1はカウント動作する 

0 STR0 0 R/W カウンタスタート 0 

TCNT0を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT0のカウント動作は停止 

1：TCNT0はカウント動作する 

 

• TSTR1 

STR5 STR4 STR3

0123457 6

0000000 0

⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 STR5 0 R/W カウンタスタート 5 

TCNT5を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT5のカウント動作は停止 

1：TCNT5はカウント動作する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 STR4 0 R/W カウンタスタート 4 

TCNT4を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT4のカウント動作は停止 

1：TCNT4はカウント動作する 

0 STR3 0 R/W カウンタスタート 3 

TCNT3を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT3のカウント動作は停止 

1：TCNT3はカウント動作する 

 

• TSTR2 

STR8 STR7 STR6

0123457 6

0000000 0

⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 STR8 0 R/W カウンタスタート 8 

TCNT8を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT8のカウント動作は停止 

1：TCNT8はカウント動作する 

1 STR7 0 R/W カウンタスタート 7 

TCNT7を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT7のカウント動作は停止 

1：TCNT7はカウント動作する 

0 STR6 0 R/W カウンタスタート 6 

TCNT6を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT6のカウント動作は停止 

1：TCNT6はカウント動作する 
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• TSTR3 

STR11STR10 STR9

0123457 6

0000000 0

⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 STR11 0 R/W カウンタスタート 11 

TCNT8を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT8のカウント動作は停止 

1：TCNT8はカウント動作する 

1 STR10 0 R/W カウンタスタート 10 

TCNT7を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT7のカウント動作は停止 

1：TCNT7はカウント動作する 

0 STR9 0 R/W カウンタスタート 9 

TCNT6を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT6のカウント動作は停止 

1：TCNT6はカウント動作する 

 

21.3.2 タイマコンスタントレジスタ（TCORn）（n＝0～11） 

TCORは、読み出し／書き込み可能な 32ビットレジスタです。TCNTのカウントダウンの結果、アンダフロー

が発生すると、この TCORの値が TCNTにセットされ、TCNTはセットされた値からカウントダウンを続けます。 

 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

ビット：

1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

111111111111111 1

111111111111111

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：
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21.3.3 タイマカウンタ（TCNTn）（n＝0～11） 

TCNTは、読み出し／書き込み可能な 32ビットレジスタです。TCNTは、TCRの TPSC2～TPSC0ビットにより

選択した入力クロックにより、カウントダウン動作を行います。 

TCNTのカウントダウン動作の結果、アンダフローが発生すると、対応するチャネルの TCRの UNFが 1にセ

ットされます。また、同時に TCNTには、TCORの値が設定され、設定された値からカウントダウン動作を続け

ます。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

ビット：

1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

111111111111111 1

111111111111111

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 

21.3.4 タイマコントロールレジスタ（TCRn）（n＝0～11） 

TCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットレジスタです。カウントクロックの選択、外部クロック選択時の

エッジの選択、TCNTのアンダフロー発生を示すフラグが 1にセットされたときの割り込み発生の制御を行いま

す。また、チャネル 2の TCRはインプットキャプチャ機能の制御およびインプットキャプチャ時の割り込み発生

の制御を行います。 
 

• TCR0、TCR1、TCR3～TCR11 

UNF UNIE CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0

01234567891011121315 14

⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

00000000

⎯⎯

0000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WRRRRRR R

初期値：

R/W：  
 

• TCR2 

ICPF UNF ICPE1 ICPE0 UNIE CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 ICPF*1 0 R/W インプットキャプチャ割り込みフラグ 

チャネル 2のみの機能で、インプットキャプチャの発生を示すステータス

フラグです。 

0：インプットキャプチャが発生していないことを示します 

［クリア条件］ICPFに 0を書き込んだとき 

1：インプットキャプチャが発生したことを示します 

［セット条件］インプットキャプチャが発生したとき*2 

8 UNF 0 R/W アンダフローフラグ 

TCNTのアンダフローの発生を示すステータスフラグです。 

0：TCNTがアンダフローを起こしていないことを示します 

［クリア条件］UNFに 0を書き込んだとき 

1：TCNTがアンダフローを起こしたことを示します 

［セット条件］TCNTがアンダフローを起こしたとき*2 

7 

6 

ICPE1*1 

ICPE0*1 

0 

0 

R/W 

R/W 

インプットキャプチャ制御 

チャネル 2のみの機能で、インプットキャプチャ機能を使用するかどうか

および使用時の割り込み発生を許可するかどうかを制御します。 

TCLK端子の立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジのいずれかを使って

TCPR2に TCNT2の値をセットするかは、CKEGビットで設定します。 

TCR2の ICPFビットが 0のときのみ、TCNT2の値が TCPR2にセットさ

れます。ICPFビットが 1のときは、インプットキャプチャが発生しても

TCPR2はセットされません。 

00：インプットキャプチャ機能を使用しないことを示します 

01：リザーブ（設定禁止） 

10：インプットキャプチャ機能を使用するが、インプットキャプチャに

よる割り込み（TICPI2）を許可しないことを示します。 

11：インプットキャプチャ機能を使用し、またインプットキャプチャに 

よる割り込み（TICPI2）を許可することを示します。 

5 UNIE 0 R/W アンダフロー割り込み制御 

TCNTのアンダフローの発生を示すステータスフラグUNFが 1にセットさ

れたときに割り込み発生を許可するかどうかを制御します。 

0：アンダフローによる割り込み（TUNI）を許可しない 

1：アンダフローによる割り込み（TUNI）を許可する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 

3 

CKEG1 

CKEG0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックエッジ 1、0 

外部クロック選択時もしくはインプットキャプチャ機能使用時に、外部クロ

ックの入力エッジを選択します。 

00：立ち上がりエッジでカウント／インプットキャプチャレジスタセット 

01：立ち下がりエッジでカウント／インプットキャプチャレジスタセット 

1X：立ち上がり／立ち下がりの両エッジでカウント／インプットキャプ

チャレジスタセット 

2 

1 

0 

TPSC2 

TPSC1 

TPSC0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

タイマプリスケーラ 2～0 

TCNTのカウントクロックを選択します。 

000：Pck/4でカウント 

001：Pck/16でカウント 

010：Pck/64でカウント 

011：Pck/256でカウント 

100：Pck/1024 でカウント 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：外部クロック（TCLK）でカウント*3 

【注】 X：Don’t care 

 *1 チャネル 0、1、3、4、5ではリザーブビットです（初期値 0、リードのみ）。 

 *2 1を書き込むと元の値が保持されます。 

 *3 チャネル 3、4、5では設定禁止です。 

 

21.3.5 インプットキャプチャレジスタ 2（TCPR2） 

TCPR2は、チャネル 2のみに内蔵されているインプットキャプチャ機能用の読み出し専用の 32ビットレジスタ

です。TCR2の ICPEビットおよび CKEGビットによって、インプットキャプチャ機能を制御します。インプット

キャプチャが発生すると、TCNT2の値が TCPR2にコピーされます。TCR2の ICPFビットが 0のときのみ TCPR2

にセットします。 
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21.4 動作説明 

各チャネルには、32ビットのタイマカウンタ（TCNT）と 32ビットのタイマコンスタントレジスタ（TCOR）

があります。TCNTは、カウントダウン動作を行います。オートリロード機能によって周期カウント動作または

外部イベントカウント動作が可能です。また、チャネル 2には、インプットキャプチャ機能があります。 
 

21.4.1 カウンタの動作 

TSTR0～TSTR3の STR11～STR0ビットを 1にセットすると、対応するチャネルの TCNTはカウント動作を開

始します。TCNTがアンダフローすると対応する TCRの UNFフラグが 1にセットされます。このとき、TCRの

UNIEビットが 1ならば、CPUに割り込みを要求します。また、このとき TCNTには TCORから値がコピーされ、

カウントダウン動作を継続します （オートリロード機能）。 
 

（1） カウント動作の設定手順例 

図 21.2にカウント動作の設定手順例を示します。 

動作選択

カウンタクロック
の選択

タイマコンスタント
レジスタの設定

カウント動作開始

アンダフロー割り込み
の発生設定

タイマカウンタの
初期値設定

インプットキャプチャ
割り込みの発生設定

【注】割り込みが発生した場合、割り込みハンドラ中で要因となったフラグをクリアしてください。
クリアせずに割り込み許可状態にすると、再度割り込みが発生してしまいます。

<インプットキャプチャ
機能使用時>

（1）

（2）

（4）

（5）

（6）

（3）

TCRのTPSC2～TPSC0ビットで
カウンタクロックを選択してください。
外部クロック（TCLK）を選択する場合、
TCRのCKEG1､CKEG0ビットで外部クロック
のエッジを選択してください。
TCRのUNIEビットでTCNTのアンダフロー時
に割り込みを発生させるかどうかを設定して
ください。
インプットキャプチャ機能を使用する場合、
割り込み機能を使うかどうかも含めて、
TCRのICPEビットをセットしてください。
TCORに値をセットしてください。
TCNTに初期値を設定してください。
TSTRのSTRビットを１にセットしてカウント
動作を開始してください。

（1）

（2）

（3）

（4）
（5）
（6）

 

図 21.2 カウント動作設定手順例 
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（2） オートリロードカウント動作 

図 21.3に TCNTのオートリロード動作を示します。 

TCNTの値

時間

TCOR

H'0000 0000

STR0～STR11

UNF

アンダフロー時にTCORの値を
TCNTにセット

 

図 21.3 TCNTのオートリロード動作 

（3） TCNT のカウントタイミング 

• 内部クロック動作の場合 

TCRの TPSC2～TPSC0ビットにより、カウントクロックとして周辺クロックを分周した 5種類の内部クロック

（Pck/4、Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024）を選択できます。 

このときのタイミングを図 21.4に示します。 

Pck

内部
クロック

TCNT N + 1 N N - 1
 

図 21.4 内部クロック動作時のカウントタイミング 

 

• 外部クロック動作の場合 

チャネル 0、1、2では、TCRの TPSC2～TPSC0ビットにより、タイマ用クロックとして外部クロック入力端子

（TCLK）からの入力を選択できます。また、TCRの CKEG1､CKEG0ビットにより検出エッジを選択できます。

外部クロックの検出は、立ち上がり／立ち下がり／両エッジの選択が可能です。 

図 21.5に両エッジ検出時のタイミングを示します。 

5 
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Pck

外部クロック
入力端子 
（TCLK）

TCLK N + 1 N N - 1
 

図 21.5 外部クロック入力動作時のカウントタイミング 

 

21.4.2 インプットキャプチャ機能 

チャネル 2には、インプットキャプチャ機能があります。 

インプットキャプチャ機能を使用する場合、 

1. TCR2のTPSC2～TPSC 0ビットでのタイマの動作クロックを内部クロックに設定します。 

2. TCR2のICPE1、ICPE 0ビットでインプットキャプチャ機能の使用および使用の際に割り込みを発生させるか

を指定します。 

3. TCR2のCKEG1、CKEG 0ビットでTCLK端子の立ち上がり／立ち下がりのどのエッジを使用してTCPR2に

TCNTの値をセットするかを指定します。 

 

インプットキャプチャ発生時、TCR2の ICPFビットが 0のときのみ、TCNT2の値を TCPR2にセットします。 

図 21.6にインプットキャプチャ機能使用時の動作タイミングを示します（TCLKの立ち上がりエッジ使用）。 

TCOR2

H'0000 0000

TCLK

TCPR2

TICPI2

TCNT2の値
アンダフロー時にTCPR2の値を
TCNT2にセット

TCNT2の値をセット

時間

 

図 21.6 インプットキャプチャ機能使用時の動作タイミング 
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21.5 割り込み 

TMUの割り込み要因は、アンダフロー割り込みおよびインプットキャプチャ機能使用時のインプットキャプチ

ャ割り込みです。アンダフロー割り込みは各チャネルで、インプットキャプチャ割り込みはチャネル 2のみで発

生します。 

UNFビットが 1であり、そのチャネルの割り込み許可ビットが 1のとき、アンダフロー割り込み要求を発生し

ます（チャネルごと）。 

インプットキャプチャ機能使用時、インプットキャプチャ要求が発生すると TCR2の ICPFビットが 1で TCR2

のインプットキャプチャ制御ビット（ICPE1、ICPE 0）が 11の場合に割り込み要求が発生します。 

表 21.3に TMUの割り込み要因を示します。 
 

表 21.3 TMUの割り込み要因 

チャネル 割り込み要因 内   容 

0 TUNI0 アンダフロー割り込み 0 

1 TUNI1 アンダフロー割り込み 1 

TUNI2 アンダフロー割り込み 2 2 

TICPI2 インプットキャプチャ割り込み 2 

3 TUNI3 アンダフロー割り込み 3 

4 TUNI4 アンダフロー割り込み 4 

5 TUNI5 アンダフロー割り込み 5 

6 TUNI6 アンダフロー割り込み 6 

7 TUNI7 アンダフロー割り込み 7 

8 TUNI8 アンダフロー割り込み 8 

9 TUNI9 アンダフロー割り込み 9 

10 TUNI10 アンダフロー割り込み 10 

11 TUNI11 アンダフロー割り込み 11 
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21.6 低消費電力モード 

下記のモード・機能により低消費電力モードを実行する場合はカウンタ動作を停止させた後に実行させる場合

があります。 

（1） スリープモード 

タイマユニット(TMU)は動作を継続します。 

（2） ライトスリープモード 

タイマユニット(TMU)は動作を継続します。 

（3） モジュールスタンバイ 

タイマユニット(TMU) へのクロック供給が停止します。モジュールスタンバイに遷移される場合には、すべて

のカウンタ動作を停止するか、割り込み要求を禁止します。もしくは、モジュールスタンバイ解除後、カウンタ

動作の再設定を行ってください。 

（4） 周波数変更 

カウンタ動作中の周波数変更を行った場合、動作を保証しません。周波数変更を行う前に、すべてのカウンタ

動作を停止するか、割り込み要求を禁止します。もしくは、周波数変更のシーケンス終了後、カウンタ動作の再

設定を行ってください。 

 

21.7 使用上の注意事項 

21.7.1 レジスタの書き込みについて 

TMUのレジスタに書き込むときには、必ず TSTRの該当チャネルのスタートビット（STR11～STR0）をクリア

して、タイマのカウント動作を停止させてください。 

ただし、TSTRの書き込み、TCRの UNF、ICPFビットのクリアは、カウント動作中に行うことができます。カ

ウント動作中にフラグ（UNF、ICPF）をクリアする際は、クリアするビット以外は変更しないようにしてくださ

い。 
 

21.7.2 TCNT レジスタの読み出しについて 

TCNTレジスタの読み出し時に、タイマのカウント動作との同期処理を行っています。タイマカウント動作と

レジスタの読み出し処理が同時に行われた場合は、同期処理により TCNTカウンタのカウントダウン動作前の値

が読み出されます。 
 

21.7.3 外部クロック周波数について 

チャネル 0、1、2への外部クロック（TCLK）は Pck/4を超えないようにしてください。 
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22. Ethernet MACコントローラ（Ether） 

22.1 Ether概要 

Etherは IEEE802.3uのMAC層規格に準拠した機能コアを内蔵する制御ユニットです。 

22.1.1 Etherの特長 

＜IEEE802.3u MAC（Ether）の機能＞ 

• フレーム送受信 

• 10/100Mbps転送対応 

• IEEE802.3u準拠のMIIインタフェース 

• マジックパケット検出 

• フロー制御（IEEE802.3x/バックプレッシャー方式） 

• DMAコントローラを内蔵 
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22.1.2 論理構成 

図 22.1に Etherのブロック図を、表 22.1に各ブロックの機能を示します。 

SuperHywayルーター

IOバッファ

SuperHyway IF変換
(SHWYC)

DMAコントローラ
(HDMAC)

10/100 Base Ethernet MAC
コントローラ

(feLic)

SuperHyway IFターゲットポート SuperHyway IFイニシエータポート

Registerポート

Ether PHY(MII) IF

送信FIFO
(4KB)

受信FIFO
(4KB)

送受信ポート

DMA IFPIO IF

SuperHyway 133MHz

Ether 25MHz

Etherモジュール

 

図 22.1 Etherブロック図 
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表 22.1 各ブロックの機能 

ブロック 機能 

DMAコントローラ 

（HDMAC） 

• 10/100Base Ethernet MACコントローラの送信および受信データを、メモリ上の送受

信バッファと内蔵 FIFOの間での DMA転送 

詳細は「22.8 HDMAC機能仕様」を参照してください 

10/100Base Ethernet MAC 

コントローラ 

（feLic） 

• IEEE802.3uの MAC層規格に準拠 

• フレーム送受信 

• 10/100Mbps転送対応 

• IEEE802.3u準拠の MIIインタフェース 

• マジックパケット検出 

• フロー制御（IEEE802.3x/バックプレッシャー方式） 

詳細は「22.9 feLic機能仕様」を参照してください 

送信／受信 FIFO 

（TFIFO/RFIFO） 

• DMAコントローラ用送信／受信 FIFO 

送信 FIFO容量：4Kバイト 

受信 FIFO容量：4Kバイト 
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22.2 端子定義 

22.2.1 端子機能 

外部端子機能を表 22.2に示します。 

表 22.2 外部端子機能 

分類 端子名 極性 入出力 機能 端子数 

ETH_TX_CLK P I 送信クロック 1 

ETH_TXD[3:0] P O 送信データ 4 

ETH_TX_EN P O 送信データイネーブル 1 

ETH_TX_ER P O 送信エラー 1 

ETH_CRS P I キャリアセンス 1 

ETH_COL P I コリジョン検出 1 

ETH_RX_CLK P I 受信クロック 1 

ETH_RX_ER P I 受信エラー 1 

ETH_RX_DV P I 受信データバリッド 1 

ETH_RXD[3:0] P I 受信データ 4 

ETH_MDC P O 管理データクロック 1 

ETH_MDIO P I/O 管理データ 1 

ETH_LINK P I PHY出力の LINK信号 1 

Ether MII他 

ETH_MAGIC P O マジックパケット検出 1 
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22.3 エンディアン 

Ether内部は 32ビットインタフェースです。SuperHywayの 64ビットインタフェースとのエンディアンは、本

LSIのエンディアンモードと HDMACの CXR0レジスタ DEビットにより Big、Littleを合わせます。図 22.2にデ

ータ配置方法を示します。 

ビックエンディアンモード：CXR0.DE=0 

リトルエンディアンモード：CXR0.DE=1 

 

(8n+0) (8n+4)(address)

0031 31

Byte(1)Byte(0)Ether 32-bit IF

2. Little Endian

1. Big Endian

DMAデータ

Byte(3)Byte(2) Byte(5)Byte(4) Byte(7)Byte(6)

bit

063

Byte(1)Byte(0)SuperHyway Byte(3)Byte(2) Byte(5)Byte(4) Byte(7)Byte(6)

bit

(8n+4) (8n+0)(address)

0031 31

Byte(6)Byte(7)Ether 32-bit IF Byte(4)Byte(5) Byte(22)Byte(3) Byte(0)Byte(1)

bit

063

Byte(6)Byte(7)SuperHyway Byte(4)Byte(5) Byte(2)Byte(3) Byte(0)Byte(1)

bit

(8n+0) (8n+4)(address)

0031 31

Ether 32-bit IF

2. Little Endian

1. Big Endian

DMAディクリプタ／PIOレジスタ

bit

063

SuperHyway

bit

Longword(4)Longword(0)

Longword(4)Longword(0)

Longword(0)Longword(4)

Longword(0)Longword(4)

(8n+4) (8n+0)(address)

0031 31

Ether 32-bit IF

bit

063

SuperHyway

bit

 

図 22.2 データ配置方法 
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Etherはリトルエンディアンモード時にHDMACの CXR0レジスタ設定によりDMAデータのエンディアンの変

換が可能です。図 22.3に DMAデータのエンディアン変換を示します。 

 

063

Byte(6)Byte(7)SuperHyway

Ether  SuperHyway

DMAデータ

Byte(4)Byte(5) Byte(2)Byte(3) Byte(0)Byte(1)

bit

063

Byte(1)Byte(0)Ether Byte(3)Byte(2) Byte(5)Byte(4) Byte(7)Byte(6)

bit

063

Byte(6)Byte(7)Ether

SuperHyway  Ether

Byte(4)Byte(5) Byte(2)Byte(3) Byte(0)Byte(1)

bit

063

Byte(1)Byte(0)SuperHyway Byte(3)Byte(2) Byte(5)Byte(4) Byte(7)Byte(6)

bit

 

図 22.3 DMAデータのエンディアン変換 

 

22.4 レジスタの説明 

22.4.1 レジスタアクセスにおける注意事項 

上位ソフトウェアより本仕様書で定義するレジスタにアクセスする場合、下記の制限および注意事項を守って

ください。 

1. 本仕様書内各レジスタのビットで、明示的に定義していないビットについては、書き込み時の0を保証し、読

出し時には不定として扱ってください。 

2. 各レジスタにおいてライト制限事項がない場合につきましても、未定義ビットは上述の制限に従ってくださ

い。 

3. 各レジスタは32ビット長で、32ビット単位のアクセスを原則とします。したがって、部分書き込み、部分読

出しはできません。 
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22.4.2 レジスタの構成 

表 22.3と表 22.5に HDMACレジスタの構成、表 22.4と表 22.6に feLicレジスタの構成を示します。 

 

表 22.3 HDMACレジスタの構成 

名称 略称 R/W P4アドレス*1 エリア 7 

アドレス*1 

アクセス 

サイズ 

同期 

クロック 

HDMAC動作モード設定レジスタ CXR0 R/W*2 H'FEE00200 H'1EE00200 32 clks3 

送信指示レジスタ CXR1 R/W*2 H'FEE00208 H'1EE00208 32 clks3 

受信指示レジスタ CXR2 R/W H'FEE00210 H'1EE00210 32 clks3 

送信ディスクリプタ先頭アドレス設

定レジスタ 

CXR3 R/W*2 H'FEE00218 H'1EE00218 32 clks3 

受信ディスクリプタ先頭アドレス設

定レジスタ 

CXR4 R/W*2 H'FEE00220 H'1EE00220 32 clks3 

ステータス表示レジスタ CXR5 R/W H'FEE00228 H'1EE00228 32 clks3 

割り込みマスク設定レジスタ CXR6 R/W H'FEE00230 H'1EE00230 32 clks3 

エラーマスク設定レジスタ CXR7 R/W H'FEE00238 H'1EE00238 32 clks3 

廃棄フレーム数カウントレジスタ CXR8 R/W H'FEE00240 H'1EE00240 32 clks3 

送信 FIFOしきい値設定レジスタ CXR9 R/W*2 H'FEE00248 H'1EE00248 32 clks3 

外部 FIFO容量値設定レジスタ CXR10 R/W*2 H'FEE00250 H'1EE00250 32 clks3 

受信起動リセット方法設定レジスタ CXR11 R/W*2 H'FEE00258 H'1EE00258 32 clks3 

（予約） CXR12 － H'FEE00260 H'1EE00260 32 clks3 

送信 FIFOアンダフローカウントレジ

スタ 

CXR13 R/W H'FEE00264 H'1EE00264 32 clks3 

受信 FIFOオーバフローカウントレジ

スタ 

CXR14 R/W H'FEE00268 H'1EE00268 32 clks3 

（予約） CXR15 － H'FEE0026C H'1EE0026C 32 clks3 

受信 FIFOビジー送出しきい値設定レ

ジスタ 

CXR16 R/W H'FEE00270 H'1EE00270 32 clks3 

（予約） CXR17 － H'FEE00274 H'1EE00274 32 clks3 

（予約） CXRS2 － H'FEE00278 H'1EE00278 32 clks3 

送信割り込みモード設定レジスタ CXR18 R/W H'FEE0027C H'1EE0027C 32 clks3 

（予約） CXR19 － H'FEE00280 H'1EE00280 32 clks3 

（予約） CXRD0 － H'FEE002C8 H'1EE002C8 32 clks3 

（予約） CXRD1 － H'FEE002CC H'1EE002CC 32 clks3 

（予約） CXRD2 － H'FEE002D0 H'1EE002D0 32 clks3 

（予約） CXRD3 － H'FEE002D4 H'1EE002D4 32 clks3 

（予約） CXRD4 － H'FEE002D8 H'1EE002D8 32 clks3 

（予約） CXRD5 － H'FEE002DC H'1EE002DC 32 clks3 

（予約） CXRD6 － H'FEE002E0 H'1EE002E0 32 clks3 
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【注】 *1 P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

*2 ライトアクセスに制約事項があります。 

 

表 22.4 feLicレジスタの構成 

名称 略称 R/W P4アドレス*1 エリア 7 

アドレス*1 

アクセス 

サイズ 

同期 

クロック 

feLic動作モード設定レジスタ CXR20 R/W*2 H'FEE00300 H'1EE00300 32 clks3 

ロングフレーム長チェック値設定レジ

スタ 

CXR2A R/W*2 H'FEE00308 H'1EE00308 32 clks3 

ステータス表示レジスタ CXR21 R/W H'FEE00310 H'1EE00310 32 clks3 

割り込みマスク設定レジスタ CXR22 R/W H'FEE00318 H'1EE00318 32 clks3 

MII制御レジスタ CXR23 R/W H'FEE00320 H'1EE00320 32 clks3 

PHYステータス表示レジスタ CXR2B R H'FEE00328 H'1EE00328 32 clks3 

乱数生成カウンタ上限値設定レジスタ CXR30 R/W H'FEE00340 H'1EE00340 32 clks3 

IPGカウンタ設定レジスタ CXR70 R/W*2 H'FEE00350 H'1EE00350 32 clks3 

Auto PAUSEパラメータ設定レジスタ CXR71 R/W H'FEE00354 H'1EE00354 32 clks3 

Manual PAUSEパラメータ設定レジスタ CXR72 W H'FEE00358 H'1EE00358 32 clks3 

受信PAUSEフレームカウンタレジスタ CXR80 R H'FEE00360 H'1EE00360 32 clks3 

PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ CXR81 R/W*2 H'FEE00364 H'1EE00364 32 clks3 

PAUSEフレーム再送回数カウンタレジ

スタ 

CXR82 R H'FEE00368 H'1EE00368 32 clks3 

（予約） CXR83 － H'FEE0036C H'1EE0036C 32 clks3 

MACアドレス（上位）レジスタ CXR24 R/W*2 H'FEE003C0 H'1EE003C0 32 clks3 

MACアドレス（下位）レジスタ CXR25 R/W*2 H'FEE003C8 H'1EE003C8 32 clks3 

TINT1カウントレジスタ CXR40 R/W H'FEE003D0 H'1EE003D0 32 clks3 

TINT2カウントレジスタ CXR41 R/W H'FEE003D4 H'1EE003D4 32 clks3 

TINT3カウントレジスタ CXR42 R/W H'FEE003D8 H'1EE003D8 32 clks3 

TINT4カウントレジスタ CXR43 R/W H'FEE003DC H'1EE003DC 32 clks3 

RINT1カウントレジスタ CXR50 R/W H'FEE003E4 H'1EE003E4 32 clks3 

RINT2カウントレジスタ CXR51 R/W H'FEE003E8 H'1EE003E8 32 clks3 

RINT3カウントレジスタ CXR52 R/W H'FEE003EC H'1EE003EC 32 clks3 

RINT4カウントレジスタ CXR53 R/W H'FEE003F0 H'1EE003F0 32 clks3 

RINT5カウントレジスタ CXR54 R/W H'FEE003F4 H'1EE003F4 32 clks3 

RINT8カウントレジスタ CXR55 R/W H'FEE003F8 H'1EE003F8 32 clks3 

【注】 *1 P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

*2 ライトアクセスに制約事項があります。 
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表 22.5 HDMACレジスタ構成（2） 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ライト 

スリープ 

名称 略称 

RESET端子/WDT

/H-UDIによる 

WDT/多重例外 

による 

Sleep命令 

による 

モジュール 

スタンバイ 

 

HDMAC動作モード設定レジスタ CXR0 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

送信指示レジスタ CXR1 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

受信指示レジスタ CXR2 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

送信ディスクリプタ先頭アドレス設定

レジスタ 

CXR3 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

受信ディスクリプタ先頭アドレス設定

レジスタ 

CXR4 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

ステータス表示レジスタ CXR5 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

割り込みマスク設定レジスタ CXR6 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

エラーマスク設定レジスタ CXR7 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

廃棄フレーム数カウントレジスタ CXR8 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

送信 FIFOしきい値設定レジスタ CXR9 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

外部 FIFO容量値設定レジスタ CXR10 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

受信起動リセット方法設定レジスタ CXR11 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

（予約） CXR12 ― ― ― ― ― 

送信 FIFOアンダフローカウントレジ

スタ 

CXR13 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

受信 FIFOオーバフローカウントレジ

スタ 

CXR14 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

（予約） CXR15 ― ― ― ― ― 

受信 FIFOビジー送出しきい値設定レ

ジスタ 

CXR16 H'00070007 H'00070007 保持 保持 保持 

（予約） CXR17 ― ― ― ― ― 

（予約） CXRS2 ― ― ― ― ― 

送信割り込みモード設定レジスタ CXR18 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

（予約） CXR19 ― ― ― ― ― 

（予約） CXRD0 ― ― ― ― ― 

（予約） CXRD1 ― ― ― ― ― 

（予約） CXRD2 ― ― ― ― ― 

（予約） CXRD3 ― ― ― ― ― 

（予約） CXRD4 ― ― ― ― ― 

（予約） CXRD5 ― ― ― ― ― 

（予約） CXRD6 ― ― ― ― ― 
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表 22.6 feLicレジスタ構成（2） 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ ライト 

スリープ 

名称 略称 

RESET端子/WDT

/H-UDIによる 

WDT/多重例外 

による 

Sleep命令 

による 

モジュール 

スタンバイ 

  

feLic動作モード設定レジスタ CXR20 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

ロングフレーム長チェック値設定レジ

スタ 

CXR2A H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

ステータス表示レジスタ CXR21 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

割り込みマスク設定レジスタ CXR22 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

MII制御レジスタ CXR23 H'0000000x H'0000000x 保持 保持 保持 

PHYステータス表示レジスタ CXR2B H'0000000x H'0000000x 保持 保持 保持 

乱数生成カウンタ上限値設定レジスタ CXR30 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

IPGカウンタ設定レジスタ CXR70 H'00000014 H'00000014 保持 保持 保持 

Auto PAUSEパラメータ設定レジスタ CXR71 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

Manual PAUSEパラメータ設定レジ

スタ 

CXR72 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

受信 PAUSEフレームカウンタレジス

タ 

CXR80 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

PAUSEフレーム再送回数設定レジス

タ 

CXR81 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

PAUSEフレーム再送回数カウンタレ

ジスタ 

CXR82 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

（予約） CXR83 ― ― ― ― ― 

MACアドレス（上位）レジスタ CXR24 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

MACアドレス（下位）レジスタ CXR25 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

TINT1カウントレジスタ CXR40 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

TINT2カウントレジスタ CXR41 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

TINT3カウントレジスタ CXR42 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

TINT4カウントレジスタ CXR43 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

RINT1カウントレジスタ CXR50 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

RINT2カウントレジスタ CXR51 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

RINT3カウントレジスタ CXR52 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

RINT4カウントレジスタ CXR53 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

RINT5カウントレジスタ CXR54 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 

RINT8カウントレジスタ CXR55 H'00000000 H'00000000 保持 保持 保持 
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22.4.3 HDMAC動作モード設定レジスタ（CXR0） 

HDMACの動作モード設定に用います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

SWRDL0DL1DE

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

R/WRRRR/WR/WR/WRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～7 ― すべて 0 R リザーブビット 

6 DE 0 R/W DMAデータエンディアン変換 

0：DMAデータのエンディアンを変換しません。（初期値） 

1：DMAデータのエンディアンを変換します。 

ディスクリプタおよびレジスタについてはエンディアン変換しません。 

5 

4 

DL1 

DL0 

0 

0 

R/W 

R/W 

送受信ディスクリプタ長 

  設定値 ディスクリプタ長 

   00：16バイト（初期値） 

   01：32バイト 

   10：64バイト 

   11：予約 

3～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

0 SWR 0 R/W HDMAC/feLicのソフトリセット 

1を書き込むことにより、HDMAC/feLicモジュールをリセットします。 

ただし、CXR3、CXR4、CXR8、CXR13、CXR14はリセットされません。 

【注】SWRビットに 1セット後、64クロックは、レジスタアクセスを行

わないでください。書き込み時、送受信機能は停止していなければ

なりません（SWRビットを除きます）。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.4 送信指示レジスタ（CXR1） 

HDMACに対する送信指示を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TRNS

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

0 TRNS 0 R/W 送信起動 

1を書き込むと、HDMACは、送信ディスクリプタリングをアクセスし、

有効なディスクリプタすべてについてフレーム送信を行います。本ビット

は、有効なフレームすべてについて送信完了後、または送信ディスクリプ

タの枯渇を検出時、セルフクリアされます。 

【注】0書き込み無効。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.5 受信指示レジスタ（CXR2） 

HDMACに対する受信指示を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

R

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

0 R 0 R/W 受信レディ 

1を書き込むと、HDMACは、受信ディスクリプタリングをアクセスし、

受信待ち状態となります。受信完了後の本ビットの動作は、CXR11の設定

により異なりますので、CXR11レジスタの定義を参照してください。 

0を書き込むと、HDMACは、処理中のフレーム受信を完了させた後、受

信機能を無効とします。 

本ビットは、フェッチしたディスクリプタの RACTビットが 0（受信ディ

スクリプタ枯渇検出）の場合、0リセットされます。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.6 送信ディスクリプタ先頭アドレス設定レジスタ（CXR3） 

送信ディスクリプタリングの先頭アドレスを指定します。ディスクリプタリングの先頭アドレスは、CXR0の

DLビットで指示したディスクリプタ長と一致するバウンダリから始めなくてはなりません。 

CXR3への書き込みは、送信を開始する前に行わなければなりません。送信開始後の書き込みは禁止され、書

き込みによる動作を保証しません。 
 

161718192021222324252627282931 30

TDPA[31:16]

TDPA[15:0]

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TDPA[31:0] すべて 0 R/W 送信ディスクリプタの先頭アドレス 

ビット3～0はディスクリプタのアライメントのために0を設定してくださ

い。 

【注】ビット 3～0は 0以外の値は設定不可です。 

送信開始後は書き込み禁止です。 
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22.4.7 受信ディスクリプタ先頭アドレス設定レジスタ（CXR4） 

受信ディスクリプタリングの先頭アドレスを指定します。ディスクリプタリングの先頭アドレスは、CXR0の

DLビットで指示したディスクリプタ長と一致するバウンダリから始めなくてはなりません。 

CXR4への書き込みは、受信を開始する前に行わなければなりません。受信開始後の書き込みは禁止され、書

き込みによる動作を保証しません。 
 

161718192021222324252627282931 30

RDPA[31:16]

RDPA[15:0]

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RDPA[31:0] すべて 0 R/W 受信ディスクリプタの先頭アドレス 

ビット3～0はディスクリプタのアライメントのために0を設定してくださ

い。 

【注】ビット 3～0は 0以外の値は設定不可です。 

受信開始後は書き込み禁止です。 

 

22.4.8 ステータス表示レジスタ（CXR5） 

HDMACの割り込み要因の表示レジスタです。 

本ステータス要因は、各要因別の信号によって INTCモジュールに出力します。 

各ビットは 1を書き込むことによってクリアされます。MINTについては CXR21をクリアすることで値 0とな

ります。割り込みの発生は、CXR6の対応するビットにより抑止することができます。 
 

161718192021222324252627282931 30

TWB BINT AINT LKON TABT RABT BERRFR 
MER MINT

TINT8 TINT7 TINT6 TINT5 TINT4 TINT3 TINT2 TINT1 RINT8 RINT7 RINT6 RINT5 RINT4 RINT3 RINT2 RINT1

FTC TDE TFE FRC RDE RFE

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯

ビット：

000000000000000 0

R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1 R/W*1

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1RR/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1R R/W*1

初期値：
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ビット ビット名 初期値*2 R/W 説   明 

31 ― 0 R リザーブビット 

30 TWB 0 R/W*1 送信ディスクリプタの TWBIビットが設定されたディスクリプタがライト

バックされたことを示します。 

CXR18の設定により、1フレームごとの割り込みも可能です。 

＜割り込み要因＞ 

29 BINT 0 R/W*1 （未使用） 

28 AINT 0 R/W*1 （未使用） 

27 LKON 0 R/W*1 （未使用） 

26 TABT 0 R/W*1 送信アボート検出（送信 FIFOアンダフロー発生時を含む）＜割り込み要

因＞ 

25 RABT 0 R/W*1 受信アボート検出＜割り込み要因＞ 

24 RFRMER 0 R/W*1 受信フレーム数オーバフロー発生＜割り込み要因＞ 

23 BER 0 R/W*1 DMAエラー入力があったことを示します。 

22 MINT 0 R Mポート割り込み発生＜割り込み要因＞ 

feLicからの割り込み信号がアサートされたことを表示します。 

21 FTC 0 R/W*1 フレーム送信完了＜割り込み要因＞ 

送信ディスクリプタにより指示されたフレームすべての送信が完了したこ

とを示します。1フレームごとではセットされません。 

20 TDE 0 R/W*1 送信ディスクリプタ枯渇＜割り込み要因＞ 

フェッチした送信ディスクリプタが無効であったことを示します。ただし、

ディスクリプタ内の情報がフレームの最後／1フレームすべてであった直

後を除きます。 

19 TFE 0 R/W*1 送信 FIFOアンダフローエラー発生＜割り込み要因＞ 

フレーム送信中に、送信 FIFO内のデータがなくなったことを示します。 

18 FRC 0 R/W*1 フレーム受信完了＜割り込み要因＞ 

フレームの受信で、受信ディスクリプタを更新したことを示します。 

CXR11.RRビットの設定によらず、1フレーム受信完了でセットされます。 

17 RDE 0 R/W*1 受信ディスクリプタ枯渇＜割り込み要因＞ 

フェッチした受信ディスクリプタが無効であったことを示します。 

本要因の発生により、CXR2.Rビットが 0リセットされます。 

16 RFE 0 R/W*1 受信 FIFOオーバフローエラー発生＜割り込み要因＞ 

15～8 TINT8～1 すべて 0 R/W*1 送信ポート割り込み 

7～0 RINT8～1 すべて 0 R/W*1 受信ポート割り込み 

【注】 *1 MINTを除き、1を書き込むことによってクリアされます。0を書き込むことは意味を持ちません。 

 *2 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.9 割り込みマスク設定レジスタ（CXR6） 

CXR5によって報告される割り込みのマスクを指示するためレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

TWB BINT AINT LKON TABT RABT BERRFR 
MER MINT

TINT8 TINT7 TINT6 TINT5 TINT4 TINT3 TINT2 TINT1 RINT8 RINT7 RINT6 RINT5 RINT4 RINT3 RINT2 RINT1

FTC TDE TFE FRC RDE RFE

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯

ビット：

000000000000000 0

R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31 ― 0 R リザーブビット 

30 TWB 0 R/W 

29 BINT 0 R/W 

28 AINT 0 R/W 

27 LKON 0 R/W 

26 TABT 0 R/W 

25 RABT 0 R/W 

24 RFRMER 0 R/W 

23 BER 0 R/W 

22 MINT 0 R/W 

21 FTC 0 R/W 

20 TDE 0 R/W 

19 TFE 0 R/W 

18 FRC 0 R/W 

17 RDE 0 R/W 

16 RFE 0 R/W 

15～8 TINT8～1 すべて 0 R/W 

7～0 RINT8～1 すべて 0 R/W 

割り込みイネーブル 

0：CXR5の対応するビットによる割り込みを禁止します。 

1：CXR5の対応するビットによる割り込みを許可します。 

【注】ビット 29～27は常に 0を設定してください。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.10 エラーマスク設定レジスタ（CXR7） 

報告されるディスクリプタ情報（TD0-TFS[7:0]/RD0-RFS[7:0]）の状態を、送信ディスクリプタ 0（TD0）の TFE

ビットあるいは受信ディスクリプタ 0（RD0）の RFEビットにサマリとして反映するか否かを指示するためのレ

ジスタです。 
 

TINT8 TINT7 TINT6 TINT5 TINT4 TINT3 TINT2 TINT1 RINT8 RINT7 RINT6 RINT5 RINT4 RINT3 RINT2 RINT1

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/W

初期値：

R/W： R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

⎯⎯

 
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～16 ― すべて 0 R リザーブビット 

15～8 TINT8～1 すべて 0 R/W 送信ディスクリプタエラーフラグ（TFE）マスク 

0：TINT<8:1>（TD0-TFS[7:0]）を TFEに反映します。 

1：TINT<8:1>（TD0-TFS[7:0]）を TFEに反映しません。 

7～0 RINT8～1 すべて 0 R/W 受信ディスクリプタエラーフラグ（RFE）マスク 

0：RINT<8:1>（RD0-RFS[7:0]）を RFEに反映します。 

1：RINT<8:1>（RD0-RFS[7:0]）を RFEに反映しません。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.11 廃棄フレーム数カウントレジスタ（CXR8） 

廃棄されたフレームの数を示すレジスタです。 
 

MIS[15:0]

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/W

初期値：

R/W： R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

⎯⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 ― すべて 0 R リザーブビット 

15～0 MIS[15:0] すべて 0 R/W 廃棄フレームカウンタ 

受信ディスクリプタが有効でないなどの理由により廃棄されたフレームの

数を表示します。全ビットが 1（H'FFFF）となった時点でカウントアップ

を停止します。 

【注】ライトアクセスによって、クリアされます。（ライトデータは任意） 
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22.4.12 送信 FIFOしきい値設定レジスタ（CXR9） 

送信 FIFOのしきい値を設定するレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

FO[10:0]

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～11 ― すべて 0 R リザーブビット 

10～0 FO[10:0] すべて 0 R/W 送信 FIFOのしきい値 

 設定値      しきい値 

 H'000 ：ストア＆フォワード（初期値） 

 H'001 ：4バイト 

 H'002 ：8バイト 

   : : 

 H'0FE ：1016バイト 

 H'0FF ：1020バイト 

 H'100 ：1024バイト 

   : : 

 H'1FE ：2040バイト 

 H'1FF ：2044バイト 

 H'200 ：2048バイト 

   : : 

 H'3FE ：4088バイト 

 H'3FF ：4092バイト 

 H'400～H'7FF ：設定禁止 

 

FIFO内に 1フレーム分のデータ書き込み完了、または FIFO内のデータ

が上記設定値を超えた時点で、読み出し（送信）を開始します。 

送信アンダフローの発生を防ぐため、初期値（ストア＆フォワード）で

の設定を推奨します。 

【注】CXR1-TRNS=1のとき、書き込み無効 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.13 外部 FIFO容量値設定レジスタ（CXR10） 

送受信 FIFOの容量値を設定するレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RA[4:0]TA[4:0]

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

R/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WR/WR/WRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～13 - すべて 0 R リザーブビット 

12～8 TA[4:0] 00000 R/W 送信 FIFOの容量値 

 設定値      容量値 

 H'00 ：256バイト（初期値） 

 H'01 ：512バイト 

 H'02 ：768バイト 

 H'03 ：1024バイト 

   :            : 

 H'07 ：2048バイト 

   :            : 

 H'0F ：4096バイト 

 H'10～H'1F ：設定禁止 

【注】CXR1.TRNS=1のとき、ビット[12:8]への書き込み無効 

7～5 - すべて 0 R リザーブビット 

4～0 RA[4:0] 00000 R/W  受信 FIFOの容量値 

 設定値      容量値 

 H'00 ：256バイト（初期値） 

 H'01 ：512バイト 

 H'02 ：768バイト 

 H'03 ：1024バイト 

   :            : 

 H'07 ：2048バイト 

   :            : 

 H'0F ：4096バイト 

 H'10～H'1F ：設定禁止 

【注】CXR2.R=1のとき、ビット[4:0]への書き込み無効 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.14 受信起動リセット方法設定レジスタ（CXR11） 

受信レディ（CXR2-R）のリセット方法を設定するレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RNR RR

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

1 RNR 0 R/W （未使用） 

本ビットは常に 0を設定してください。 

0 RR 0 R/W 受信レディリセット指示 

0：（初期値） 

受信レディ（CXR2.R）ビットをハードウェアでセルフクリアします。1

フレームの受信で受信レディ（CXR2.R）ビットがセルフクリアされ、

後続のフレーム受信は抑止されます。このモードでは、1フレーム単位

の割り込み制御が可能です。 

1：通常動作モード 

受信レディ（CXR2.R）ビットのリセットをソフト制御とします。受信

レディ（CXR2.R）ビットに 1書き込み後は、0書き込みを行うまで、

HDMACが自律的に受信ディスクリプタのフェッチを行いフレームを受

信します。複数フレームを連続して受信可能となります。 

なお、受信レディ（CXR2.R）ビットはフェッチしたディスクリプタの

RACTビットが 0の場合、0リセットされます。 

【注】CXR2.R=1のとき、書き込み無効。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.15 送信 FIFOアンダフローカウントレジスタ（CXR13） 

送信 FIFOがアンダフローした回数を表示するレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

⎯⎯

TFUF[15:0]

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 ― すべて 0 R リザーブビット 

15～0 TFUF[15:0] すべて 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー回数 

全ビットが 1（H'FFFF）となった時点でカウントアップを停止します。 

【注】ライトアクセスによって、クリアされます。（ライトデータは任意） 

 

22.4.16 受信 FIFOオーバフローカウントレジスタ（CXR14） 

受信 FIFOがオーバフローした回数を表示するレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

⎯⎯

RFOF[15:0]

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 ― すべて 0 R リザーブビット 

15～0 RFOF 

[15:0] 

すべて 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー回数 

全ビットが 1（H'FFFF）となった時点でカウントアップを停止します。 

【注】ライトアクセスによって、クリアされます。（ライトデータは任意） 
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22.4.17 受信 FIFOビジー送出しきい値設定レジスタ（CXR16） 

feLicへの受信 FIFOビジー通知を受信 FIFO内の格納フレーム量、データ量により設定を行うレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

111000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ RFF[2:0]

RFD[2:0]

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

111000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～19 ― すべて 0 R リザーブビット 

18～16 RFF[2:0] 111 R/W 受信フレーム数によるビジー送出しきい値 

 設定値       しきい値 

 000：2フレーム格納完了時送出 

 001：4フレーム格納完了時送出 

 010：6フレーム格納完了時送出 

   : 

   : 

 110：14フレーム格納完了時送出 

 111：16フレーム格納完了時送出（初期値） 

15～3 ― すべて 0 R リザーブビット 

2～0 RFD[2:0] 111 R/W 受信格納データ量によるビジー送出しきい値 

 設定値      しきい値  

 000：224（256-32）バイト格納時送出 

 001：480（512-32）バイト格納時送出 

 010：736（768-32）バイト格納時送出 

 011：992（1024-32）バイト格納時送出 

   : 

 110：1760（1792-32）バイト格納時送出 

 111：注参照（初期値） 

 

【注】CXR10.RAビットの設定値より小さい値を設定してください。 

CXR10.RAビットの設定値と同じ値を設定した場合は-32バイトで

はなく-64バイトでビジーを送出します。たとえば、

CXR10.RA=111、CXR16.RFD=111の場合は、『受信 FIFO内に 1984

（2048-64）バイト格納時』となります。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.18 送信割り込みモード設定レジスタ（CXR18） 

HDMACの送信割り込み動作モード設定に用います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

TIM TIS

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WRRRR/WRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～5 ― すべて 0 R リザーブビット 

4 TIM 0 R/W 送信割り込みモード 

0：毎送信フレーム完了時割り込みモード 

1：TWBIビット設定ディスクリプタのライトバック完了時割り込み 

モード 

3～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

0 TIS 0 R/W 割り込みモードイネーブル 

0：ディスエーブル（初期値） 

1：TIMの設定を有効にします。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.19 feLic動作モード設定レジスタ（CXR20） 

FELICの動作モードを指示するレジスタです。本レジスタのモード指示ビットを送信、受信機能が有効な状態

で書き換えることは禁止します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ILB OLB DPMRPE TPEMPMCER PRM

ZPF PFRTPC RXF TXF

R/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/W*1R/W*1R/W*1R/W*1RR/WR/WRRR/WRRR/WRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値*2 R/W 説   明 

31～21 ― すべて 0 R リザーブビット 

20 TPC 0 R/W PAUSEフレーム送信 

0：PAUSE期間中でも PAUSEフレームを送信します。 

1：PAUSE期間中には PAUSEフレームを送信しません。 

19 ZPF 0 R/W 0Time PAUSEフレーム有効 

0：Timer値が 0の PAUSEフレーム制御を行いません。 

1：Timer値が 0の PAUSEフレームを有効にします。 

18 PFR 0 R/W PAUSEフレーム受信モード 

0：PAUSEフレームは上位モジュールへ転送しません。 

1：PAUSEフレームを上位モジュールへ転送します。 

17 RXF 0 R/W 受信系フロー制御動作モード 

0：PAUSEフレームの検出機能が無効になります。 

1：受信系のフロー制御機能が有効になります。 

16 TXF 0 R/W 送信系フロー制御動作モード 

0：送信系のフロー制御機能が無効になります。 

1：送信系のフロー制御機能が有効になります。 

15～13 ― すべて 0 R リザーブビット 

12 CER 0 R/W CRCエラーフレーム受信モード 

0：通常モード（エラーフレームは、エラーとする）。 

1：CRCエラーの受信フレームをエラーとしないモード。 

11、10 ― すべて 0 R リザーブビット 

9 MPM 0 R/W マジックパケット検出モード 

0：マジックパケット検出機能が無効になります。 

1：マジックパケット検出機能が有効になります。 

8、7 ― すべて 0 R リザーブビット 



 

22. Ethernet MACコントローラ（Ether） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  22-27 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

ビット ビット名 初期値*2 R/W 説   明 

6 RPE 0 R/W 受信有効 

0：現在受信中のフレームの受信を完了した後､受信機能を無効にします。 

1：フレーム受信機能が有効になり、HDMACへ受信データを転送します。 

5 TPE 0 R/W 送信有効 

0：現在のフレームの送信を完了した後､送信機能を無効にします。 

1：HDMACからのフレーム送信要求が有効になります。 

4 ― 0 R リザーブビット 

3 ILB 0 R/W*1 FELIC内ループバックモード指示 

0：FELICはノーマルモードになります。 

1：FELICはループバックモードになります。 

2 OLB 0 R/W*1 （未使用） 

1 DPM 0 R/W*1 デュプレックスモード 

0：FELICはハーフデュプレクスモードになります。このとき、FELIC

内ループバックモードを指示しないでください。 

1：フルデュプレクスモードになります。 

0 PRM 0 R/W*1 プロミスキャスモード 

0：FELICはノーマルモードになります。（MPMビットをセットしてい

る場合、本ビットの状態に関係なくノーマルモードとして動作しま

す。） 

1：FELICプロミスキャスモードになります。 

【注】 *1 ビット 3～0は、送信／受信機能が有効な状態での書き換えは禁止。 

*2 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.20 ロングフレーム長チェック値設定レジスタ（CXR2A） 

受信フレーム長をチェックするための、上限値を設定するレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

FLUL[11:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～12 ― すべて 0 R リザーブビット 

11～0 FLUL [11:0] すべて 0 R/W フレーム長上限値 

設定した値をフレーム長チェック値とし、この値を超えたとき、RINT4

（フレーム長誤り）エラーとします。（以下参照） 

      設定値      チェック値 

 H'000～H'5EE ：1518バイト 

 H'5EF ：1519バイト 

     :             : 

 H'7FF ：2047バイト 

 H'800～H'FFF ：2048バイト 

【注】CXR20レジスタの、受信機能が有効な状態での書き換えは禁止。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.21 ステータス表示レジスタ（CXR21） 

FELICのステータス表示用のレジスタです。 

本ステータス要因は、各要因別の信号によって INTCモジュールに出力します。 

各ビットは、1をライトすることによってクリアされます。割り込みを発生するビットについては CXR22の対

応するビットにより割り込みをマスクすることができます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

BCR PRO LNK MPR FCD

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/W*1R/W*1R/W*1RR/W*1R/W*1RRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値*2 R/W 説   明 

31～6 ― すべて 0 R リザーブビット 

5 BCR 0 R/W*1 （予約） 

4 PRO 0 R/W*1 PAUSEフレーム再送リトライオーバ＜割り込み要因＞ 

PAUSEフレームの再送において、CXR81レジスタに設定した再送上限値

に達したことを示します。 

3 ― 0 R リザーブビット 

2 LNK 0 R/W*1 LINK信号変化割り込み＜割り込み要因＞ 

PHY出力の LINK信号が、変化（High->Lowおよび Low->High）したこと

を示します。 

1 MPR 0 R/W*1 マジックパケット受信割り込み＜割り込み要因＞ 

マジックパケットを受信したことを示します。（本ビットのクリアは、1

を書き込むことで可能ですが、外部出力信号である"MAGIC"信号は、クリ

アされません。） 

0 FCD 0 R/W*1 不正キャリア検出割り込み＜割り込み要因＞ 

回線上で不正キャリアを検出したことを示します。 

【注】 *1 該当ビットに 1を書き込むことによってクリアされます。0を書くことは、影響を与えません。 

*2 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.22 割り込みマスク設定レジスタ（CXR22） 

CXR21によって報告される割り込みのマスクを指示するためのレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

BCRE PROE LNKE MPRE FCDE

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WRR/WR/WRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～6 ― すべて 0 R リザーブビット 

5 BCRE 0 R/W （予約） 

4 PROE 0 R/W PAUSEフレーム再送リトライオーバ割り込み許可 

0：CXR21の対応するビットによる割り込みを禁止します。 

1：CXR21の対応するビットによる割り込みを許可します。 

3 ― 0 R リザーブビット 

2 LNKE 0 R/W LINK信号変化割り込み許可 

0：CXR21の対応するビットによる割り込みを禁止します。 

1：CXR21の対応するビットによる割り込みを許可します。 

1 MPRE 0 R/W マジックパケット受信割り込み許可 

0：CXR21の対応するビットによる割り込みを禁止します。 

1：CXR21の対応するビットによる割り込みを許可します。 

0 FCDE 0 R/W 不正キャリア検出割り込み許可 

0：CXR21の対応するビットによる割り込みを禁止します。 

1：CXR21の対応するビットによる割り込みを許可します。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.23 MII制御レジスタ（CXR23） 

MIIインタフェースを制御して、PHYのレジスタをアクセスするために用いるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

MDOMDI MMD MDC

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000x00000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～4 - すべて 0 R リザーブビット 

3 MDI X R MIIマネージメントデータイン 

MIIからのリードデータ 

2 MDO 0 R/W MIIマネージメントデータアウト 

MIIへの書き込みデータ 

1 MMD 0 R/W MIIマネージメントモード 

0：MIIからのリード時 

1：MIIへライト時 

0 MDC 0 R/W MIIマネージメントクロック 

MIIへのクロック 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.24 PHYステータス表示レジスタ（CXR2B） 

PHYのステータス信号を、観測することができるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯

⎯⎯⎯

⎯

⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

LINK

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

x00000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～1 ― すべて 0 R リザーブビット 

0 LINK X R PHY出力の LINK信号の状態が観測できます。 

接続する PHYの仕様書を参照してください。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 

 

22.4.25 乱数生成カウンタ上限値設定レジスタ（CXR30） 

乱数生成部で使用しているカウンタの上限値を設定することができるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RDM[15:0]

RDM[19:16]

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～20 ― すべて 0 R リザーブビット 

19～0 RDM[19:0] すべて 0 R/W 乱数生成部で使用しているカウンタの上限値 

H'00000：通常の動作での設定値です。 

H'00001～H'FFFFE：カウンタの上限値がこの設定値になります。 

【注】このレジスタは、feLicの乱数生成部の動作が変わるため、0以外を

設定する場合は、注意してください。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.26 IPGカウンタ設定レジスタ（CXR70） 

IPG（Inter Packet Gap）の値を設定するレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

IPG[4:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

001010000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～5 ― すべて 0 R リザーブビット 

4～0 IPG[4:0] 10100 R/W 1サイクル刻みで IPG値の設定(MIIにおける TX_CLKを基準) 

      設定値       IPG値 

 H'00～H'06 ：10サイクル 

 H'07 ：11サイクル 

   :             : 

 H'13 ：23サイクル 

 H'14 ：24サイクル（初期値） 

   :             : 

 H'1F ：36サイクル 

【注】CXR20レジスタの、送受信機能が有効な状態での書き換えは禁止。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.27 Auto PAUSEパラメータ設定レジスタ（CXR71） 

自動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。 

自動 PAUSEフレームを送信する時に、このレジスタに設定した値を PAUSEフレームの TIMEパラメータとし

て使用します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

APAUSE[15:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～16 ― すべて 0 R リザーブビット 

15～0 APAUSE 

[15:0] 

すべて 0 R/W 自動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値 

（1bitは、512bit時間を示します） 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.28 Manual PAUSEパラメータ設定レジスタ（CXR72） 

手動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。 

手動 PAUSEフレームを送信するときに、このレジスタに設定した値を PAUSEフレームの TIMEパラメータと

して使用します。 

 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

MPAUSE[15:0]

W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ ⎯

WWWWWWWWWWWWWWW W

WWWWWWWWWWWWWWW

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～16 ― すべて 0 W リザーブビット 

15～0 MPAUSE 

[15:0] 

すべて 0 W 手動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値 

（1bitは、512bit時間を示します） 

【注】  本レジスタは、リードできません。 

 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 

22.4.29 受信 PAUSEフレームカウンタレジスタ（CXR80） 

PAUSEフレームの受信カウンタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RPAUSE[7:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～8 ― すべて 0 R リザーブビット 

7～0 RPAUSE 

[7:0] 

すべて 0 R PAUSEフレームの受信回数 

【注】 本レジスタへのライトは、意味を持ちません。 

 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットおよび本レジスタへのリードアクセスにより初期化されます。 
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22.4.30 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（CXR81） 

PAUSEフレーム自律再送回数の上限値を設定します。本レジスタの詳細動作については、「22.9.2（6） 

IEEE802.3準拠フロー制御」を参照願います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

TXPAUSE[15:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値*1 R/W 説   明 

31～16 - すべて 0 R リザーブビット 

15～0 TXPAUSE 

[15:0] 

すべて 0 R/W PAUSEフレーム再送回数上限値設定 

 設定値    再送回数  

 H'0000 ：無制限*2  

 H'0001 ：1回  

      :       : 

 H'FFFF ：65535回 

【注】CXR20レジスタの、送信機能が有効な状態での書き換えは禁止。 

【注】 *1 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 

 *2 再送回数無制限で使用する場合は、CXR71のタイムパラメータ値に 0を設定しないでください。 
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22.4.31 PAUSEフレーム再送回数カウンタレジスタ（CXR82） 

PAUSEフレームの再送回数を示すカウンタです。本レジスタの詳細動作については、「22.9.2（6） IEEE802.3

準拠フロー制御」を参照願います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

TXP[15:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRRRRRRRRRR

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ ⎯

R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～16 - すべて 0 R リザーブビット 

15～0 TXP [15:0] すべて 0 R PAUSEフレームの再送回数 

【注】 本レジスタへのライトは、意味を持ちません。 

 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットおよび本レジスタへのリードアクセスにより初期化されます。 

 

22.4.32 MACアドレス（上位）レジスタ（CXR24） 

ユニバーサルMACアドレス上位 32ビットを設定するために用いるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

MACH[15:0]

MACH[31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～0 MACH 

[31:0] 

すべて 0 R/W MACアドレス上位 32ビット 

【注】CXR20の送／受信ビットがセットされている状態での書き込み禁

止。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.33 MACアドレス（下位）レジスタ（CXR25） 

ユニバーサルMACアドレス下位 16ビットを設定するために用いるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

MACL[15:0]

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～16 ― すべて 0 R リザーブビット 

15～0 MACL 

[15:0] 

すべて 0 R/W MACアドレス下位 16ビット 

【注】CXR20の送／受信ビットがセットされている状態での書き込み禁

止。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 

 

22.4.34 TINT1カウントレジスタ（CXR40） 

TINT1の要因信号のカウント値をリード参照できるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TINTIC[15:0]

TINTIC[31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～0 TINT1C 

[31:0] 

すべて 0 R/W TINT1（送信タイムアウト）のカウンタ 

本カウンタは、H'FFFFFFFFまでカウントした場合、以降の更新を行いま

せん。継続して更新を行うためには、ライトアクセスによるクリアを行う

ことにより、H'00000000からのカウントアップを再開します。 

【注】ライトアクセスでクリアされます。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.35 TINT2カウントレジスタ（CXR41） 

TINT2の要因信号のカウント値をリード参照できるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TINT2C[15:0]

TINT2C[31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～0 TINT2C 

[31:0] 

すべて 0 R/W TINT2（フレーム送信中の衝突検出）のカウンタ 

本カウンタは、H'FFFFFFFFまでカウントした場合、以降の更新を行いま

せん。継続して更新を行うためには、ライトアクセスによるクリアを行う

ことにより、H'00000000からのカウントアップを再開します。 

【注】ライトアクセスでクリアされます。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 

 

22.4.36 TINT3カウントレジスタ（CXR42） 

TINT3の要因信号のカウント値をリード参照できるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TINT3C[15:0]

TINT3C[31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～0 TINT3C 

[31:0] 

すべて 0 R/W TINT3（フレーム送信中のキャリア消失）のカウンタ 

本カウンタは、H'FFFFFFFFまでカウントした場合、以降の更新を行いま

せん。継続して更新を行うためには、ライトアクセスによるクリアを行う

ことにより、H'00000000からのカウントアップを再開します。 

【注】ライトアクセスでクリアされます。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.37 TINT4カウントレジスタ（CXR43） 

TINT4の要因信号のカウント値をリード参照できるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

TINT4C[15:0]

TINT4C[31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～0 TINT4C 

[31:0] 

すべて 0 R/W TINT4（キャリア未検出）のカウンタ 

本カウンタは、H'FFFFFFFFまでカウントした場合、以降の更新を行いま

せん。継続して更新を行うためには、ライトアクセスによるクリアを行う

ことにより、H'00000000からのカウントアップを再開します。 

【注】ライトアクセスでクリアされます。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 

 

22.4.38 RINT1カウントレジスタ（CXR50） 

RINT1の要因信号のカウント値をリード参照できるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RINT1C[15:0]

RINT1C[31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～0 RINT1C 

[31:0] 

すべて 0 R/W RINT1（CRCエラー）のカウンタ 

本カウンタは、H'FFFFFFFFまでカウントした場合、以降の更新を行いま

せん。継続して更新を行うためには、ライトアクセスによるクリアを行う

ことにより、H'00000000からのカウントアップを再開します。 

【注】ライトアクセスでクリアされます。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.39 RINT2カウントレジスタ（CXR51） 

RINT2の要因信号のカウント値をリード参照できるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RINT2C[15:0]

RINT2C[31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～0 RINT2C 

[31:0] 

すべて 0 R/W RINT2（フレーム受信エラー）のカウンタ 

本カウンタは、H'FFFFFFFFまでカウントした場合、以降の更新を行いま

せん。継続して更新を行うためには、ライトアクセスによるクリアを行う

ことにより、H'00000000からのカウントアップを再開します。 

【注】ライトアクセスでクリアされます。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 

 

22.4.40 RINT3カウントレジスタ（CXR52） 

RINT3の要因信号のカウント値をリード参照できるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RINT3C[15:0]

RINT3C[31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～0 RINT3C 

[31:0] 

すべて 0 R/W RINT3（フレーム長誤り 64バイト未満）のカウンタ 

本カウンタは、H'FFFFFFFFまでカウントした場合、以降の更新を行いま

せん。継続して更新を行うためには、ライトアクセスによるクリアを行う

ことにより、H'00000000からのカウントアップを再開します。 

【注】ライトアクセスでクリアされます。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 
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22.4.41 RINT4カウントレジスタ（CXR53） 

RINT4の要因信号のカウント値をリード参照できるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RINT4C[15:0]

RINT4C[31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～0 RINT4C 

[31:0] 

すべて 0 R/W RINT4（フレーム長誤り CXR2Aレジスタの設定値以上）のカウンタ 

本カウンタは、H'FFFFFFFFまでカウントした場合、以降の更新を行いま

せん。継続して更新を行うためには、ライトアクセスによるクリアを行う

ことにより、H'00000000からのカウントアップを再開します。 

【注】ライトアクセスでクリアされます。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 

 

22.4.42 RINT5カウントレジスタ（CXR54） 

RINT5の要因信号のカウント値をリード参照できるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RINT5C[15:0]

RINT5C[31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～0 RINT5C 

[31:0] 

すべて 0 R/W RINT5（端数ビットエラー）のカウンタ 

本カウンタは、H'FFFFFFFFまでカウントした場合、以降の更新を行いま

せん。継続して更新を行うためには、ライトアクセスによるクリアを行う

ことにより、H'00000000からのカウントアップを再開します。 

【注】ライトアクセスでクリアされます。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 

 



 

22. Ethernet MACコントローラ（Ether） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  22-43 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

22.4.43 RINT8カウントレジスタ（CXR55） 

RINT8の要因信号のカウント値をリード参照できるレジスタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

RINT8C[15:0]

RINT8C[31:16]

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値* R/W 説   明 

31～0 RINT8C 

[31:0] 

すべて 0 R/W RINT8（マルチキャストフレーム受信）のカウンタ 

本カウンタは、H'FFFFFFFFまでカウントした場合、以降の更新を行いま

せん。継続して更新を行うためには、ライトアクセスによるクリアを行う

ことにより、H'00000000からのカウントアップを再開します。 

【注】ライトアクセスでクリアされます。 

【注】 * 本レジスタは、HDMAC/feLicのソフトリセットにより初期化されます。 

 

22.5 データフォーマット 

22.5.1 Etherパケット 

（1） 送信パケット 

図 22.4に送信パケットのデータフォーマットを示します。表 22.7に送信パケットのフィールド定義を示しま

す。 

 

31 16 015

Destination Address(247～216)

Source Address(231～20)

data field

Destination Address(215～20) Source Address(247～232)

 
図 22.4 送信パケットのデータフォーマット 
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表 22.7 送信パケットのフィールド定義 

フィールド 定義 

Destination Address IEEE Std 802.3参照 

Source Address IEEE Std 802.3参照 

data field IEEE Std 802.3参照 

 

（2） 受信パケット 

図 22.5に受信パケットのデータフォーマットを示します。表 22.8に受信パケットのフィールド定義を示しま

す。 

 

31 16 015

Destination Address(247～216)

Source Address(231～20)

data field

Destination Address(215～20) Source Address(247～232)

 
図 22.5 受信パケットのデータフォーマット 

 

表 22.8 受信パケットのフィールド定義 

フィールド 定義 

Destination Address IEEE Std 802.3参照 

Source Address IEEE Std 802.3参照 

data field IEEE Std 802.3参照 
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22.6 ソフト制御フロー 

22.6.1 Etherソフト制御フロー 

（1） イーサネット送受信設定手順例 

イーサネット送受信の初期設定手順例を図 22.6に、送受信設定手順例を図 22.7に示します。 

スタート

初期設定終了

受信ディスクリプタ
受信バッファのエリア
をメモリ上に準備する

CXR11レジスタライト
受信起動リセット
方法設定

PHY初期設定
(CXR23を使用して 

PHYレジスタアクセス)

CXR3レジスタライト
送信ディスクリプタ先頭

アドレス設定

CXR4レジスタライト
受信ディスクリプタ先頭

アドレス設定

CXR0レジスタライト
HDMAC動作モード設定

CXR5レジスタライト
HDMAC割り込み要因クリア

CXR6レジスタライト
HDMAC割り込みマスク解除

CXR24レジスタライト
MACアドレス(上位)設定

CXR25レジスタライト
MACアドレス(下位)設定

CXR20レジスタライト
FELIC動作モード設定

CXR21レジスタライト
FELIC割り込み要因クリア

CXR22レジスタライト
FELIC割り込みマスク解除

CXR10レジスタライト
外部FIFO容量値設定

CXR9レジスタライト
送信FIFOしきい値設定

CXR7レジスタライト
割り込みモード設定

CXR2レジスタライト
受信起動設定

 

図 22.6 イーサネット送受信の初期設定手順例 
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送信設定手順例

スタート

送信ディスクリプタ設定

送信バッファ設定

CXR1レジスタ
送信起動設定

送信完了割り込み

設定した
ディスクリプタ分
の送信処理

CXR5レジスタ
ステータスチェック

送信ディスクリプタライト
バックステータスチェック

エラーなし？

使用済みの送信
ディスクリプタを解放

正常終了

障害ビット＝０ ？

受信完了割り込み

CXR5レジスタ
ステータスチェック

受信ディスクリプタライト
バックステータスチェック

エラーなし？

受信バッファ取り込み
使用済みのディスクリプタ

を解放

正常終了障害処理

障害ビット＝０ ？

N

N

Y

Y

Y

Y

Y

Y

N

NN

N

スタート

受信設定手順例

 

図 22.7 イーサネット送受信の送受信設定手順例 
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（2） PHYレジスタアクセス設定手順例 

PHYレジスタへは CXR23を用いてアクセスします。このアクセスはMII管理フレームフォーマットを用いて

行う必要があります。MII管理フレームのフォーマットを図 22.8に示します。また、MII管理フレームを実現す

るための、1ビットデータのライトの設定手順例を図 22.9に、バス開放の設定手順例を図 22.10に、1ビットデ

ータのリード設定手順例を図 22.11に、単独バス解放設定手順例を図 22.12に示します。 

アクセス種別 

項目 

ビット数 

リード 

ライト

MII管理フレーム

【記号説明】

PRE ：32個の連続した1

ST ：フレームの先頭を示す01のライト

OP ：アクセス種別を示すコードのライト

PHYAD ：PHY-LSIのアドレスが1番の場合、00001をライト（MSBから順次ライト）。

 　このビットは、PHY-LSIアドレスによって可変となる。

REGAD ：レジスタアドレスが1番の場合、00001をライト（MSBから順次ライト）。

 　このビットは、PHY-LSIアドレスによって可変となる。

TA ：MIIインタフェース上でデータの送信元を切り替える時間。

 　(a)ライト時は10をライト

 　(b)リード時は「バス解放」(Z0と表記)を行う

DATA ：16ビットのデータ。MSBから順次ライトあるいはリード

 　(a)ライト時は、16ビットデータのライト

 　(b)リード時は、16ビットデータのリード

IDLE ：次のMII管理フォーマット入力までの待機時間

 　(a)ライト時は、「単独バス解放」（Xと表記）を行う

 　(b)リード時は、既にTAで「バス解放」しているため特に制御不要

PRE

32

1 . . 1

1 . . 1

ST

2

01

01

OP

2

10

01

PHYAD

5

AAAAA

AAAAA

REGAD

5

RRRRR

RRRRR

TA

2

Z0

10

DATA

16

D . . . . D

D . . . . D

IDLE

X

 

図 22.8 MII管理フレームのフォーマット 
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スタート

設定終了

CXR23レジスタへのライト
　MMD=1
　MDO=ライトデータ
　MDC=0

CXR23レジスタへのライト
　MMD=1
　MDO=ライトデータ
　MDC=1

CXR23レジスタへのライト
　MMD=1
　MDO=ライトデータ
　MDC=0

 

図 22.9 1ビットデータのライト設定手順例 

 

スタート

設定終了

CXR23レジスタへのライト
　MMD=0
　MDC=0

CXR23レジスタへのライト
　MMD=0
　MDC=1

CXR23レジスタへのライト
　MMD=0
　MDC=0

 

図 22.10 バス解放設定手順例 
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スタート

設定終了

CXR23レジスタへのライト
　MMD=0
　MDC=1

CXR23レジスタのリード
　MDIをリードデータとする

CXR23レジスタへのライト
　MMD=0
　MDC=0

 

図 22.11 1ビットデータのリード設定手順例 

 

スタート

設定終了

CXR23レジスタへのライト
　MMD=0
　MDC=0

 

図 22.12 単独バス解放手順例 

 

22.7 注意事項 

22.7.1 ソフトリセット 

Etherのソフトリセットは HDMACの CXR0の SWRビットに 1をセットすることにより可能です。DMA転送

中にソフトリセットを実行した場合でも実行中の転送動作は完了しますが、DMAデータは保証されません。 

 

22.7.2 スタンバイ 

Etherはスタンバイへの移行が指示されると、現在実行中の SuperHywayイニシエータ、ターゲット動作を完了

後スタンバイ状態になります。スタンバイ状態からの復帰時は、リセットおよび初期設定が必要です。 
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22.8 HDMAC機能仕様 

22.8.1 動作 

（1） 基本動作 

図 22.13に本論理コアとデバイスドライバ（ソフトウェア）の間の制御イメ－ジを示します。 

 

デバイスドライバ

初期設定

自動構成制御

割り込み制御

送信バッファ
送信ディスクリプタ

リング 受信バッファ

メモリ

HDMAC
FIFO

受信ディスクリプタ
リング

送受信制御

ポーリング
送受信
制御

ファンクションコア
(feLic)

制御レジスタ

割り込み制御

 

図 22.13 デバイスドライバと HDMACの間の制御イメージ 
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デバイスドライバは、メモリ上に送信ディスクリプタのリングと受信ディスクリプタのリングと、それに対応

する送信バッファと受信バッファを作成する必要があります。 

本論理コアは送信時には、送信ディスクリプタをフェッチし、送信バッファのアドレスとバイト数を得て、送

信バッファから送信 FIFOを経由してファンクションコアへ送信します。受信時には、受信ディスクリプタをフェ

ッチし、受信バッファのアドレスとバッファ長を得て、ファンクションコアから受信したデータを、受信 FIFOを

経由し、受信バッファに格納します。 

 

（2） ディスクリプタのリング 

ディスクリプタの個数に制限はありませんが、複数ディスクリプタの設定を推奨します。 

本論理コアは、先頭のディスクリプタから順番に使用していき、最終のディスクリプタを使用すると、その次

は先頭のディスクリプタを使用します。 

先頭のディスクリプタのアドレスは、先頭アドレス設定レジスタ（CXR3、CXR4）で指定します。最終のディ

スクリプタは、ディスクリプタ内のディスクリプタリング最終ビット（TDL、RDL）＝1で指定します。ディスク

リプタの境界は、動作モードレジスタ（CXR0）のディスクリプタ長ビット（DL）で指定します。 

受信ディスクリプタの個数は、リング構成を取るうえでの制限はありませんが、1個のときは 1つのフレームを

受信すると、その時点で受信ディスクリプタの枯渇となります。（「22.8.1（9）（g）受信ディスクリプタの

枯渇」参照） 

ディスクリプタの記述フォーマットは、「22.8.2 送信ディスクリプタ」、「22.8.3 受信ディスクリプタ」を

参照ください。 

 

（3） 複数フレームとマルチバッファ 

フレームの連続送受信が可能です。 

また、受信側は 1つのフレームを複数のディスクリプタで指定することで、複数バッファに分けて格納するこ

とが可能です。 

送信側は、1つのフレームを 1つのディスクリプタで指定します。 

本論理コアは、送信時に 1つのディスクリプタで指定されたデータ（フレーム）の送信が終了すると、次の

送信ディスクリプタをフェッチします。フェッチした送信ディスクリプタの有効ビットが立っていた（TACT

ビット＝1）場合は、次に送信すべきデータ（フレーム）があると判定し、そのデータ（フレーム）を送信しま

す。 

有効ビットが立っていない（TACTビット＝0）場合は、送信動作を終了します。 

送信ディスクリプタ TD0のビット 29、28は 11で指定してください。それ以外の指定では動作は保証されませ

ん。 

受信時には、1つのフレームの受信が終了すると、次の受信ディスクリプタをフェッチします。 

フェッチした受信ディスクリプタの有効ビットが立っていた（RACTビット＝1）場合は、受信準備ができてい

ると判定し、受信したフレームを格納します。有効ビットが立っていない（RACTビット＝0）場合は、受信ディ

スクリプタの枯渇とみなし、受信動作を終了します。 
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受信ディスクリプタに指定されたバッファ長よりも大きいフレーム長を受信したときは、指定されたバッファ

長まで格納すると、次の受信ディスクリプタをフェッチします。さらに、フェッチした受信ディスクリプタに指

定されたバッファ長よりも、大きいフレーム長を受信したときは、指定されたバッファ長まで格納すると、その

次の受信ディスクリプタをフェッチします。フェッチした受信ディスクリプタに指定されたバッファサイズ内に、

収まるフレーム長を受信したときは、フレームの最後のバイトを格納すると、それまでに受信バッファに格納し

たバイト数を、受信ディスクリプタの受信フレーム長（RFL）にライトバックし、次のフレームの受信に備えて、

その次の受信ディスクリプタをフェッチします。 

なお、受信ディスクリプタで、受信バッファ長 0 の指定の動作は保証されません。 

 

（4） DMA動作 

（a） バースト動作 

本論理コアは、DMA転送により、ロングワード単位でディスクリプタとバッファにアクセスします。 

ディスクリプタ（標準 16バイト）のフェッチは、獲得したバス 1回につき、16バイトの DMA転送を行います。 

送信ディスクリプタのライトバックは、獲得したバス 1回につき、4バイトの DMA転送を行います。 

受信ディスクリプタのライトバックは、獲得したバス 1回につき、8バイトの DMA転送を行います。 

バッファのデータ転送は、獲得したバス 1回につき、最大 32バイトの DMA転送を行います。 

転送するフレームの残りのデータが 

17～32バイトの場合は獲得したバス 1回につき、32バイトの DMA転送を行います。 

9～16バイトの場合は獲得したバス 1回につき、16バイトの DMA転送を行います。 

5～8バイトの場合は獲得したバス 1回につき、8バイトの DMA転送を行います。 

1～4バイトの場合は獲得したバス 1回につき、4バイトの DMA転送を行います。 

 

（b） DMA動作異常報告 

DMA実行中 DMAエラーを検出すると、ステータス表示レジスタ（CXR5）の BERビットを 1にセットし割り

込みを発生します。なお、再開は、リセット（システムリセットまたはソフトリセット）から実施してください。 

 

（5） 送受信バッファ 

送信ディスクリプタで指定する送信バッファアドレスおよび送信バッファ長は、バイト単位で設定が可能です。

ただし、送信バッファ長 1～16バイトの指定を行う際は送信バッファアドレスは 32バイト境界にする必要があり

ます。なお、送信バッファ長 0バイトの指定の動作は保証されません。 

一方、受信ディスクリプタで指定する受信バッファアドレスは、DMAのバースト動作がメモリの境界をまたぐ

のを避けるため、32バイト境界上のアドレスを設定してください。 

また、転送するフレームの残りのデータ数が、 DMAバーストバイト数（32バイト）で割り切れない場合、余

分なデータを転送するため、受信ディスクリプタで指定する受信バッファ長は、32バイト境界で設定してくださ

い。 

たとえば、受信フレームの最後の残りデータが 17バイトの場合、DMAは 32バイトバースト転送を行うため、

受信バッファの該当アドレス 18バイト目～32バイト目までは無効データが書き込まれます。 
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（6） エンディアン 

動作モード設定レジスタ（CXR0）の DEビットの設定により、送受信バッファのデータ配列はリトルエンディ

アンに対応します。（初期値はビックエンディアン） 

なお、エンディアンを変更できるのは、送受信バッファ内のデータのみで、ディスクリプタ、レジスタは変換

されません。 
 

（7） レジスタアクセス 

レジスタの R/Wは、SuperHywayを介し アクセスされます。HDMACと接続されるファンクションコア内のレ

ジスタは、さらに HDMACを介してアクセスされます。 
 

（8） 送信動作 

（a） 通常の送信動作 

本論理コアは、送信指示レジスタ（CXR1）の TRNSビット＝1を書き込むと、送信処理を開始します。 

送信ディスクリプタリングから前回使用したディスクリプタの次のディスクリプタをフェッチし、フェッチし

た送信ディスクリプタの TACTビット＝1の場合は、指示される送信バッファアドレスとバイト数により、順次

送信バッファのデータを読出し、送信 FIFOへ書き込みを行います。 

TACTビット＝0の場合は、送信指示レジスタ（CXR1）の TRNSビット＝0を表示し、何もせずに送信処理を

終了します。 

ディスクリプタ内で指示されるバッファ長分のデータを送信 FIFOを経由し、ファンクションコア側に転送完了

時（正常終了または、アボート終了）にディスクリプタのライトバックを行い、次のディスクリプタのフェッチ

を行います。 

フェッチしたディスクリプタの TACTビットが 1のあいだ、ディスクリプタのフェッチ、DMA転送を引き続き

行います。 

フェッチした送信ディスクリプタの TACTビット＝0の場合は、ステータス表示レジスタ（CXR5）に送信完了

（TFCビット＝1）を表示し、CPUに割り込みを発生させると同時に、送信指示レジスタ（CXR1）に TRNS 

ビット＝0を表示し、送信処理を停止します。 

送信 FIFO内のデータが、しきい値（レジスタにより可変）を超えるか、1フレーム分格納されるか、または送

信 FIFOがいっぱいになると、ファンクションコア側を起動し、以後 ファンクションコア側の RDY信号に同期さ

せ送信 FIFOのデータをファンクションコア側へ転送します。 

ファンクションコア側からの完了通知信号または アボート信号が入力された時点で、上記転送動作は終了しま

す。 
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（b） 連続フレームの送信動作 

送信ディスクリプタに、複数のフレームを設定することができます。 

本論理コアは、送信ディスクリプタで指示された転送が終了した時点で、送信ディスクリプタに TACTビット

＝0を書き込み、次の送信ディスクリプタをフェッチします。フェッチした送信ディスクリプタの TACTビット

＝1の間、連続してフレームの送信を行います。 

TACTビット＝0の場合は、その時点でステータス表示レジスタ（CXR5）に送信完了（FTCビット＝1）を表示

し、CPUに割り込みを発生させると同時に、送信指示レジスタ（CXR1）に TRNSビット＝0を表示し、送信処理

を停止します。 

CPUは送信完了（FTCビット＝1）の割り込みが発生したことで、設定したすべてのフレームを送信したことを

知ることができます。 
 

（c） 送信アボート 

フレーム送信中にファンクションコアからアボート信号（ATABT）を受けると、送信 FIFOからファンクショ

ンコアへ、該当フレームのデータ送信を中断します。 

また、送信ディスクリプタに TACTビット＝0と送信フレームステータス（TFS）の b8ビット＝1を書き込み、 

以降の動作は、（a）の通常動作か（b）の連続動作と同様となります。 

フェッチした送信ディスクリプタの TACTビット=0を検出した場合は、ステータス表示レジスタ（CXR5）に

送信完了（FTCビット=1）とともに送信アボート（TABTビット=1）を表示し、CPUに割り込みを発生します。 
 

（d） 送信 FIFOのアンダフロー 

本論理コアは、送信 FIFOのアンダフローを防ぐため、送信 FIFO内のデータ量が、設定されたしきい値（レジ

スタにより可変）を超えるか、1フレーム分格納されるか、または送信 FIFOがいっぱいになるまでファンクシ

ョンコア側にデータ転送を行いません。 

しかし、バス権が獲得できないなどの原因で、フレーム送信中に送信 FIFOが空になると、送信すべきデータ

がなくなりアンダフローが発生します。 

このとき、ステータス表示レジスタ（CXR5）に送信 FIFOアンダフロー（TFEビット＝1）を表示し、CPU

に割り込みを発生します。 

アンダフローの発生したフレームは、ファンクションコア側に転送され、転送完了後、送信ディスクリプタ

に TACTビット＝0と送信フレームステータス（TFS）の b8ビット=1を書き込み、以降の動作は、（a）の通

常動作か（b）の連続動作と同様となります。 

フェッチした送信ディスクリプタの TACTビット=0を検出した場合は、スタータス表示レジスタ（CXR5）

に送信完了（FTCビット=1）とともに送信アボート（TABTビット=1）を表示し、CPUに割り込みを発生しま

す。 
 

（e） 送信フレームのリトライ 

送信フレームの最終バイトをファンクションコア側に転送後、ファンクションコアから ATRTRY信号を受ける

と、再度該当フレームの先頭ディスクリプタのフェッチを行い、該当フレームの先頭からのデータを送信 FIFO

に転送し直します。 
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（9） 受信動作 

（a） 通常の受信動作 

本論理コアは、受信指示レジスタ（CXR2）に Rビット＝1を書き込むと、受信処理を開始します。 

受信ディスクリプタのリングから前回使用した受信ディスクリプタ（N-1番目）の次の受信ディスクリプタ（N

番目）をフェッチして、受信待機状態となります。 

この状態のとき、受信 FIFOに 32バイト以上のデータが格納されているか、最終バイトがあると、受信 FIFO

から受信バッファへデータを転送します。 

受信ディスクリプタで示された受信バッファがいっぱいになった時点で、受信ディスクリプタの RACTビット

＝0を書き込み、次の受信ディスクリプタ（N+1番目）をフェッチします。フェッチした受信ディスクリプタ（N+1

番目）の RACTビット＝1の場合は、再度受信待機状態となります。 

1フレームの最終バイトの転送が終了した場合は、受信ディスクリプタに RACTビット＝0と RFP[0]ビット＝1

を書き込み、ステータス表示レジスタ（CXR5）にフレーム受信完了（FRCビット＝1）を表示し、CPUに割り込

みを発生し、次の受信ディスクリプタ（N+1番目）をフェッチします。 

フェッチした受信ディスクリプタ（N+1番目）の RACTビット＝1の場合は、同様に受信待機状態となります。 

また RACTビット＝0の場合は、受信ディスクリプタの枯渇とします。 

（「（g）受信ディスクリプタの枯渇」参照） 
 

（b） 連続フレームの受信動作 

本論理コアは、（a）の通常動作にあるように、1つのフレームを受信し最終バイトの転送が終了した時点で、

受信ディスクリプタ（N番目）にRACTビット＝0とRFP[0]ビット＝1を書き込み、ステータス表示レジスタ（CXR5）

にフレーム受信完了（FRCビット＝1）を表示し、CPUに割り込みを発生し、次の受信ディスクリプタ（N+1番

目）をフェッチして、受信待機状態となります。 

また、次ぎのフレーム最終バイトの転送が終了した時点で、受信ディスクリプタ（N+1番目）に RACTビット

＝0と RFP[0]ビット＝1を書き込み、ステータス表示レジスタ（CXR5）にフレーム受信完了（FRCビット＝1）

を表示し、CPUに割り込みを発生し、次の受信ディスクリプタ（N+2番目）をフェッチして、受信待機状態とな

ります。 

以降、フェッチした受信ディスクリプタのRACTビット＝0になるまで（受信ディスクリプタが枯渇するまで）、

フレームを連続して受信します。 
 

（c） フレーム複数バッファの受信動作 

本論理コアは、受信したフレーム（M番目）のバイト長が、受信ディスクリプタ（N番目）で指示されるバッ

ファ長分よりも大きい場合は、受信バッファ長分のデータを転送した後、受信ディスクリプタ（N番目）に RACT

ビット＝0と RFP[0]ビット＝0を書き込み、次の受信ディスクリプタ（N+1番目）をフェッチします。 

フェッチした受信ディスクリプタ（N+1番目）においても、同じフレーム（M番目）のデータ転送を行います。

さらに、受信ディスクリプタ（N+1番目）で指示されるバッファ長分よりも大きい場合は、上記と同様に、受信

バッファ長分のデータを転送した後、受信ディスクリプタ（N+1番目）に RACTビット＝0と RFP[0]ビット＝0

を書き込み、次の受信ディスクリプタ（N+2番目）をフェッチします。 

受信ディスクリプタ（N+1番目）で指示されるバッファ長分よりも小さい場合は、(1)の通常動作と同様に、最

終バイトの転送が終了した時点で、受信ディスクリプタ（N+1番目）に RACTビット＝0と RFP[0]ビット=1を書
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き込み、ステータス表示レジスタ（CXR5）にフレーム受信完了(FRCビット＝1)を表示し、CPUに割り込みを発

生し、次の受信ディスクリプタ（N+2番目）をフェッチして、受信待機状態となります。 
 

（d） 受信アボート 

フレーム受信中にファンクションコアから受信アボート（ARABT）信号を受けると、受信 FIFOは、ファンク

ションコアからの該当フレームのデータの受入を中断します。 

それまで受信 FIFOに格納されたデータは、受信バッファへ転送され、格納された最終バイトの転送が終了する

と、受信ディスクリプタに RACTビット＝0と受信フレームステータス（RFS）b8ビット＝1を書き込み、ステー

タス表示レジスタ（CXR5）にフレーム受信完了（FRCビット＝1）と受信アボート検出（RABTビット＝1）を表

示し、CPUに割り込みを発生します。 

また、受信 FIFOに格納中のフレームのデータ数が 16バイト未満の間に、ファンクションコアから ARABT信

号を受けると該当フレームは本コア内で消去されます。 

 

（e） 受信 FIFOのオーバフロー 

バス権が獲得できないなどの原因で、受信 FIFOが一杯になると、次の受信データを受信 FIFOに格納できない

ために、オーバフローが発生します。 

受信 FIFOは、データの受入を中断し、同時に、ステータス表示レジスタ（CXR5）に受信 FIFOオーバフロー

（RFEビット＝1）を表示し、CPUに割り込みを発生します。 

オーバフローとなる直前のバイトの転送が終了すると、受信ディスクリプタに RACT=0と受信フレームステー

タス（RFS）の b9ビット＝1を書き込み、ステータス表示レジスタ（CXR5）にフレーム受信完了（FRCビット＝

1）と受信 FIFOオーバフロー（RFEビット＝1）を表示して、CPUに割り込みを発生します。 

受信 FIFOがフル状態となっているときは、次のフレームを受信しても、廃棄します。 

同時に、廃棄フレーム数 カウントレジスタ（CXR8）をカウントアップします。 

受信 FIFOから受信バッファへのデータ転送が行われ、フル状態が解除されると、次に受信したフレームの先頭

バイトからの受入を再開します。 

受信 FIFOはフレーム管理数の制限から、受信 FIFO内に同時に格納できるフレーム数は 最大 16フレームまで

となっています。 

16フレーム分のフレームが格納された時点でそれ以上のフレームの受入をしません。 

この状態で 17フレーム目の先頭データが到着するとステータス表示レジスタ（CXR5）に受信フレーム数オー

バフロー（RFRMERビット＝1）を表示し、CPUに割り込みを発生します。 

次のフレームを受信してもそのフレームは廃棄し、同時に廃棄フレーム数カウントレジスタ（CXR8）をカウン

トアップします。 

受信 FIFOから受信バッファへのデータ転送が行われ、受信 FIFOに 1フレーム数以上の空が生じると、次に受

信したフレームの先頭バイトからの受入を再開します。 
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（f） フロー制御サポート 

本論理コアは、受信 FIFOの状態をファンクションコアに通知する ARBSY信号をもち、受信 FIFOビジー送出

しきい値設定レジスタ（CXR16）の設定により、受信 FIFOに格納されているデータ量にもとづく本信号の送出を

設定可能です。 

受信 FIFOがオーバフローする前に、ファンクションコアに対し｢BUSY｣を通知することでフロー制御をサポー

トしています。 

BUSY状態が解除されるのは、BUSY状態に遷移する値より 受信 FIFO内データでは –32バイト以下、受信フ

レーム数では–1フレーム以下になったときです。 

 

（g） 受信ディスクリプタの枯渇 

受信したフレーム（M番目）のデータを受信ディスクリプタ（N番目）で指定された受信バッファへの転送が

終了すると、次に受信するフレーム（M+1番目）に備えて、次の受信ディスクリプタ（N+1番目）のフェッチを

行います。 

このとき、フェッチした受信ディスクリプタ（N+1番目）が RACTビット＝0であれば、受信ディスクリプタ

の枯渇とし、ステータス表示レジスタ（CXR5）に受信ディスクリプタ枯渇（RDEビット＝1）を表示し、CPUに

割り込みます。 

同時に、受信指示レジスタ（CXR2）の RRビット＝0を表示し、受信処理を停止します。 

ファンクションコアからのデータの受信 FIFOへの受信動作は継続します。 

CPUは割り込み要因をクリアし、受信ディスクリプタを正常に設定する必要があります。 

受信 FIFOがオーバフローする前に、有効な受信ディスクリプタを設定すると、データの欠落なくフレームの受

信を継続できます 
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22.8.2 送信ディスクリプタ 

図 22.14に送信ディスクリプタのフォーマットを示します。 

送信バッファ長（TBL）1～16バイトの指定を行う際は送信バッファアドレスは 32バイト境界にする必要があ

ります。なお、送信バッファ長（TBL）0バイトの指定の動作は保証されません。 

31

TFP

TD0

TD1

TD2

TFS
T
A
C
T

T
D
L

T
F
E

T
W
R
I

01525

TBL（バッファ長）

TBA（バッファアドレス）

*パディング（ 4 or 20 or 52バイト）

【注】 *　パディング：ディスクリプタ長（16/32/64バイト）に合わせるための冗長エリア  

図 22.14 送信ディスクリプタフォーマット 

 

（1） 送信ディスクリプタ 0（TD0） 

表 22.9に送信ディスクリプタ 0の定義を示します。（ライトバックするビットを下線で示します。） 
 

表 22.9 送信ディスクリプタ 0定義 

ビット ビット名 初期値 R/W 定義 

31 TACT 不定 R/W ディスクリプタ有効 

当該ディスクリプタが有効であることを示します。このビットはドライバに

よってセット（＝1）され、送信フレームを転送完了したときまたは何らかの

要因により送信がアボートされたときに本論理コアによりリセット（＝0）さ

れます。 

30 TDL 不定 R/W ディスクリプタリング最終 

セット（＝1）時、当該ディスクリプタが送信ディスクリプタリングの最終で

あることを示します。 

29、28 TFP 不定 R/W フレーム内位置 

11：本ディスクリプタ内の情報が 1フレームすべてを含むことを示します。 

このフィールドは 11で設定してください。 

27 TFE 不定 R/W 送信フレームエラー 

セット（＝1）時、TFSにエラーがあることを示します。 

（TFSのビット 7～ビット 0については CXR7により本ビットのセットをマ

スク可能。ただし、TFSのビット 7～ビット 0の要因がビット 8もセットさ

せる場合はマスクできません。） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 定義 

26 TWBI 不定 R/W ライトバック完了後割り込み指示 

（CXR18の設定により有効となります。） 

0：nop 

1：本ディスクリプタへのライトバック完了後割り込みます。 

25～0 TFS 不定 R/W 送信フレームステータス 

ビット 8：セット（＝1）時、フレーム送信中にアボート信号がセット（＝

1）か該当フレームが送信アンダーフローになったことを示します。（TFE

セット要因） 

ビット 7～ビット 0：セット（＝1）時、フレーム送信中に TINT8～1がセ

ット（＝1）されたことを示します。（TFEセット要因ですが、CXR7によ

り設定可能） 

 

（2） 送信ディスクリプタ 1（TD1） 

表 22.10に送信ディスクリプタ 1の定義を示します。 

 

表 22.10 送信ディスクリプタ 1の定義 

ビット ビット名 初期値 R/W 定義 

31～16 TBL 不定 R/W バッファ長：対象となる送信バッファの有効バイト長を示します。 

15～0 ― 不定 R/W リザーブビット 

 

（3） 送信ディスクリプタ 2（TD2） 

表 22.11に送信ディスクリプタ 2の定義を示します。 

 

表 22.11 送信ディスクリプタ 2の定義 

ビット ビット名 初期値 R/W 定義 

31～0 TBA 不定 R/W バッファアドレス：送信バッファの先頭アドレスを示します。 
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22.8.3 受信ディスクリプタ 

図 22.15に受信ディスクリプタのフォーマットを示します。 

受信バッファのアドレスは 32バイトバウンダリで設定してください。受信バッファ長（RBL）0のディスクリ

プタ指定の動作は保証されません。 

31

RFP

RD0

RD1

RD2

RFS
R
A
C
T

R
D
L

R
F
E

01526

RBL（バッファ長） RFL（受信フレーム長）

RBA（バッファアドレス）

*パディング（ 4 or 20 or 52バイト）

【注】 *　パディング：ディスクリプタ長（16/32/64バイト）に合わせるための冗長エリア  

図 22.15 受信ディスクリプタフォーマット 
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（1） 受信ディスクリプタ 0（RD0） 

表 22.12に受信ディスクリプタ 0の定義を示します。（ライトバックするビットを下線で示します。） 

 

表 22.12 受信ディスクリプタ 0の定義 

ビット ビット名 初期値 R/W 定義 

31 RACT 不定 R/W ディスクリプタ有効 

当該ディスクリプタが有効であることを示す。このビットはドライバによっ

てセット（＝1）され、受信フレームを RD2で示されるバッファアドレスに

転送し、フレームすべてを転送完了したとき、または受信バッファがいっぱ

いになった場合に本論理コアによりリセット（＝0）されます。 

30 RDL 不定 R/W ディスクリプタリング最終 

セット（＝1）時、当該ディスクリプタが受信ディスクリプタリングの最終で

あることを示します。 

29、28 RFP 不定 R/W フレーム内位置 

10：本ディスクリプタ内の情報がフレームの先頭を含むことを示します。 

11：本ディスクリプタ内の情報が 1フレームすべてを含むことを示します。 

01：本ディスクリプタ内の情報がフレームの最後を含むことを示します。 

00：本ディスクリプタ内の情報が上記以外であることを示します。 

27 RFE 不定 R/W 受信フレームエラー 

セット（＝1）時、RFSにエラーがあることを示します。 

（RFSのビット 7～ビット 0については CXR7により本ビットのセットをマ

スク可能。ただし、RFSのビット 7～ビット 0の要因がビット 8もセットさ

せる場合はマスクできません。） 

26～0 RFS 不定 R/W 受信フレームステータス 

ビット 9：セット（＝1）時、受信 FIFOオーバフローにより途中で切断さ

れたフレームがライトバックされたことを示します。（RFEセット要因） 

ビット 8：セット（＝1）時、フレーム受信中にアボート信号がセット（＝

1）されたことを示します。（RFEセット要因） 

ビット 7～ビット 0：セット（＝1）時、フレーム受信中に RINT8～1がセ

ット（＝1）されたことを示します。（REFセット要因ですが、CXR7によ

り設定可能） 
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（2） 受信ディスクリプタ 1（RD1） 

表 22.13に受信ディスクリプタ 1の定義を示します。（ライトバックするビットを下線で示します。） 

 

表 22.13 受信ディスクリプタ 1の定義 

ビット ビット名 初期値 R/W 定義 

31～16 RBL 不定 R/W バッファ長 

対象となる受信バッファのバイト長を示します。バッファ長は 32バイト×

nの大きさで設定してください。 

15～0 RFL 不定 R/W 受信フレーム長 

バッファ内に格納された受信フレームの長さ（バイト数）を示します。フ

レームの最後を含むディスクリプタにライトバックされます。 

 

（3） 受信ディスクリプタ 2（RD2） 

表 22.14に受信ディスクリプタ 2の定義を示します。 

 

表 22.14 受信ディスクリプタ 2の定義 

ビット ビット名 初期値 R/W 定義 

31～0 RBA 不定 R/W バッファアドレス 

受信バッファの先頭アドレスを示します。 

バッファアドレスは 32バイト境界に設定してください。 

 

22.8.4 障害検出・通知 

障害は HDMACで検出する要因と、ファンクションコア（feLic）で検出して通知される要因とに分けられます。 

各内容を以下に示します。障害検出時は、障害内容をステータス表示レジスタ（CXR5）に表示し､割り込み信

号を出力します。 

 

（1） HDMACで検出する要因 

（a） ディスクリプタ枯渇 

フレーム受信中にディスクリプタ有効ビットがセットされているディスクリプタが検出できなかった場合、 

受信ディスクリプタ枯渇とし受信指示レジスタの Rビットをリセットし受信処理を終了します。 

（b） 外部 FIFOアンダフロー／オーバフロー 

フレーム送信中に送信 FIFOが空になると、送信すべきデータがなくなりアンダフローが発生します。 

また、フレーム受信中に受信 FIFOがいっぱいになると、次の受信データを受信 FIFOに格納できないために、 

オーバフローが発生します。 

以上の送信 FIFOアンダフローおよび受信 FIFOのオーバフローを検出しステータス表示レジスタ（CXR5） 

に表示します。 
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（2） ファンクションコア（feLic）で検出して通知される要因 

（a） 送信割り込み 

フレーム送信中にファンクションコアで検出された要因は、TINT1～8、送信アボートとして、該当フレームの

送信ディスクリプタおよびステータス表示レジスタ（CXR5）に通知されます。 

（b） 受信割り込み 

フレーム受信中にファンクションコアで検出された要因は、RINT1～8、受信アボートとして、該当フレームの

受信ディスクリプタおよびステータス表示レジスタ（CXR5）に通知されます。 

（c） MPORT割り込み（MINT） 

ファンクションコアで、送受信時以外に何らかの障害を検出した場合に通知されます。 

 

各 TINT、RINTビットの意味、およびMINTの詳細は、ファンクションコアの機能仕様を参照ください。 

 

（3） 障害 Log情報 

本論理コアには 以下の Log収集用レジスタを備えています。 

1. 廃棄フレーム数カウントレジスタ （CXR8） 

2. 送信FIFOアンダフローカウントレジスタ（CXR13） 

3. 受信FIFOオーバフローカウントレジスタ（CXR14） 

 

22.8.5 ファームウェア／ソフトウェアインタフェース 

（1） 割り込み 

割り込み要因は、 

1. RINT1～8 

2. TINT1～8 

3. 受信FIFOオーバフロー 

4. 受信ディスクリプタ枯渇 

5. フレーム受信完了 

6. 送信FIFOアンダフロー 

7. 送信ディスクリプタ枯渇 （未使用） 

8. フレーム送信完了 

9. Mポート割り込み 

10. DMAエラー 

11. 受信フレーム数オーバフロー 

12. 受信アボート検出 

13. 送信アボート検出 

14. 外部EXIN信号アサート検出（未使用） 
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15. 送信ディスクリプタライトバック 

です。 

上記割り込み要因はステータス表示レジスタ（CXR5）に表示されます。 

各要因のリセットは、ステータス表示レジスタの該当ビットに 1を書き込むことで行います。 

（Mポート割り込み信号（MINT）ビットは除きます。） 

Mポート割り込み信号（MINT）のリセットはファンクションコア内の該当要因をリセットすることで行います。 

また、割り込みマスクレジスタ（CXR6）の設定により、上記割り込みを要因ごとにマスクすることが可能です。 

 

22.9 feLic機能仕様 

22.9.1 構成 

図 22.16に feLicのブロック図を示します。 

上
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図 22.16 feLicブロック図 
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22.9.2 機能 

（1） 送信制御部 

ATポートよりのデータを IEEE802.3のフレームフォーマットに組み立てを行い、MIIインタフェースを経由し

て送信します。 

主な機能を下記に示します。 

1. ATポートよりのデータのフレーム化と送信 

2. CRC計算とフレームへの付加 

3. コリジョン発生時の再送（最大15回） 

4. IEEE802.3uに準拠したMIIインタフェース機能 

5. PHYチップの速度に対応したシリアル・パラレル変換 

6. 送信フレームデータのパディング機能 

7. PAUSEフレーム生成 

 

（2） 受信制御部 

MIIインタフェースを経由して受信したフレームのアドレスをチェックを行い、自ノードのアドレスと一致、

データの CRCチェック、フレーム長チェックなどを行い、ARポートにデータを転送します。 

主な機能を下記に示します。 

1. 受信したフレームヘッダのフォーマットチェック 

2. 受信したフレームデータのCRCチェック、フレーム長チェック 

3. 受信したフレームの中で自宛、マルチキャストおよび、ブロードキャストのフレームをARポートに転送 

4. IEEE802.3uに準拠したMIIインタフェース機能 

5. PHYチップの速度に対応したシリアル・パラレル変換 

6. マジックパケット監視機能 

7. PAUSEフレーム解析 
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（3） マイコンインタフェース制御部 

上位マイクロプロセッサとのインタフェース機能を持つブロックです。Mポートのデータ幅は 32ビットです。

本ポートの動作は外部クロックに同期しており、マイクロプロセッサから制御するレジスタは、本ブロック内と、

MIIを経由して PHYにあります。 

主な機能を下記に示します。 

1. 送信部および受信部の動作制御 

2. シリアルバスを経由してのPHYレジスタのアクセス 

 

（4） マジックパケット監視機能 

受信制御部は、マジックパケット監視モード時にマジックパケットの監視を行い、検出後外部へ報告します。 

この機能は、CXR20レジスタのビット 9（MPM）をセットすることで、動作します。マジックパケットを検出

した場合は、出力信号である eth_magic信号のアサートおよび、CXR21レジスタへ反映します。以下にそれぞれ

の検出機能について説明します。 

 

（a） eth_magic信号での報告 

feLicの出力信号である eth_magic信号は、PHYからの受信クロックの立ち上がりに同期してアサートします。

この信号を使用することで外部回路へ検出情報を知らせることができます。eth_magic信号のネゲートは、ハード

リセットおよび CXR0レジスタによる HDMAC/feLicのソフトリセットによりネゲートします。 

（b） CXR21レジスタでの報告 

CXR21レジスタへ反映することで、ソフトウェアへの割り込みとして報告することができます。検出要因のク

リアは、該当ビットへの 1書き込みによってクリアできます。ただし、eth_magic信号がアサートしている状態で

は、再度マジックパケットを受信しても CXR21レジスタへの反映をしません。（a）で記述した方法でクリア後、

再度設定してください。 

 

（5） 送受信ステータス統計機能 

上位モジュールへ出力する要因信号（TINT／RINT）をカウントし、Mポート経由でのレジスタアクセスにより、

統計情報として参照することができます。 

リセット後（CXR0レジスタによるソフトリセットを含む）からカウントし始め、ライトクリアのみ可能です。 
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（6） IEEE802.3準拠フロー制御 

全 2重動作時のフロー制御は、IEEE802.3x準拠のフロー制御方式をサポートしております。フロー制御を行う

ときに使用する PAUSEフレームの送信は、以下の 2手順の方法があります。この 2手順は、併用が可能です。 

（a） 自動 PAUSEフレーム送信 

ARBSY信号のアサートにより、PAUSEフレームを自動的に送信します。なお、PAUSEフレームに含まれるTimer

値は、パラメータ設定レジスタ（CXR71参照）に設定された値を用います。また、PAUSEフレームを送信した後、

Timer値の示す時間が経過した時点で、ARBSY信号がネゲートしていない場合は、さらに PAUSEフレームを送

信します。PAUSEフレームの再送回数は、PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（CXR81）の設定により 1～65535

回まで設定が可能で、再送回数の上限に達した場合は、以降の PAUSEフレーム送信を行いません。ただし、ARBSY

信号が一度ネゲートし、再度アサートされた時点で PAUSEフレーム再送回数カウンタ（CXR82）をリセットし、

送信を開始します。なお、再送回数上限を規定しない（無制限）ことも可能です。 

（b） 手動 PAUSEフレーム送信 

ソフトウェアからの指示により、PAUSEフレームを送信することができます。CXR72レジスタに Timer値を設

定することで、PAUSEフレームを送信します。なお、この手順では、PAUSEフレームの送信は 1回（1フレーム）

のみです。 

（c） PAUSE Timer値について 

Timer値が 0の PAUSEフレームについては、制御の有効／無効を設定することができます。 

• 送信時の動作 

有効の場合、Timer値の示す時間が経過していない状態で、ARBSY信号がネゲートすると、Timer値が0の

PAUSEフレームを送信します。 

無効の場合、Timer値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信を行いません。 

• 受信時の動作 

有効の場合、Timer値の示す時間が0であっても、受信待ちカウンタへ設定します。（受信待ちを解除します。） 

無効の場合、Timer値の示す時間が0の場合、PAUSEフレームを破棄します。 

（d） PAUSEフレーム受信 

PAUSEフレームを受信した場合、Timer値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信を待ちます。なお、

送信中のフレームについては、送信を継続します。また、PAUSEフレーム受信回数をカウント（「22.4.29 受信

PAUSEフレームカウンタレジスタ（CXR80）」参照）します。 

（7） バックプレッシャー方式フロー制御 

半 2重動作時のフロー制御は、バックプレッシャー方式をサポートしております。この方式は、フレームを受

信した時点で、FIFOの残容量が少ない場合、擬似的に衝突を発生（衝突フレームを送信）させ、フレームの受信

を阻止します。なお、DAの参照は行いません。 
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22.9.3 送受信制御部詳細説明 

（1） 送信制御部 

ATポートからの送信データを、フレームフォーマットへの組み立てを行い、MIIインタフェースを経由して送

信します。このとき、回線側の状況によりエラーが発生する場合があります。TINT1～8の障害要因が発生した場

合は送信アボートとなり、アボート信号（ATABT）を使用して、上位ブロックへエラー要因を報告します。また、

正常送信完了時には、送信完了信号（ATCOMP）を使用して報告します。 

以下に各要因発生の条件および、動作の説明を示します。 

 

• TINT1：送信タイムアウト 

フレーム送信中に衝突（COL信号がアサート）が発生した場合、バックオフの時間を経過した後に送信リト

ライを行いますが、15回目のリトライ中に再度衝突が発生した場合に発生します。 

• TINT2：フレーム送信中の衝突検出 

IEEE802.3の規格書で記述されている、遅延衝突の場合発生します。 

規格書の記述：「送信開始より512bit時間の衝突ウィンドウより後に衝突が発生した場合は、遅延衝突とし

てみなされる。」 

• TINT3：フレーム送信中のキャリア消失 

フレーム送信中にキャリアが消失(CRS信号がネゲート)した場合に発生します。 

• TINT4：キャリア未検出 

プリアンブル部の送信中にキャリアが検出（CRS信号がアサートしない）できない場合に発生します。 

• TINT5：未割り当て 

• TINT6：未割り当て 

• TINT7：未割り当て 

• TINT8：未割り当て 

 

上記の送信エラーが発生した後、FELICは次のフレーム送信の要求待ちの状態になり、次の送信要求があれば、

続けて送信を開始します。 
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（2） 受信制御部 

MIIインタフェースを経由して受信したフレームを、ARポートへ転送します。このとき、回線側の状況により

エラーが発生する場合があります。RINT1～4の障害要因が発生した場合は受信アボートとなり、アボート信号

（ARABT)を使用して、上位ブロックへエラー要因を報告します。また、RINT5の要因は、端数ビットエラーが発

生したことを示す要因ですが、CRCエラーでないフレームの場合は、正常受信要因となります。RINT8の要因は

正常受信要因であり、フレームの相手先アドレスがマルチキャストアドレスである場合に、受信完了信号

（ARCOMP）を使用して報告します。以下に各要因発生の条件および、動作の説明を示します。 

 

• RINT1：CRCエラー 

受信フレームのFCS部のチェックを行い、誤りがある場合に発生します。 

• RINT2：フレーム受信エラー 

フレームを受信中に、MIIインタフェースのRX_ERがアサートした場合に、報告します。なお、RX_ER信号

がアサートする要因については、接続するPHYのデータブックを参照してください。 

• RINT3：フレーム長誤り 

受信フレーム長が64バイト未満の場合に、報告します。 

• RINT4：フレーム長誤り 

受信フレーム長が、CXR2Aのレジスタで設定した値を超えた場合に報告します。なお、設定値を超えた部分

のデータについては、FELIC内で破棄し上位ブロックへ転送しません。 

• RINT5：端数ビットエラー 

受信フレーム長がオクテットの整数倍でない場合に、報告します。この場合、データ部の最後の1～4オクテ

ットを上位ブロックへ転送しません。 

• RINT6：未割り当て 

• RINT7：未割り当て 

• RINT8：マルチキャストフレーム受信 

相手先アドレスがマルチキャストアドレスである場合に、報告します。本要因は、他のエラー要因が発生し

ていない場合のみ、受信完了信号とともに報告されます。 

 

上記の受信エラーが発生した後、FELICは次のフレーム受信の待ち状態になり、次のフレームが受信されれば、

続けて受信を開始します。 
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23. ディスプレイユニット（DU） 

23.1 DUの概要 

23.1.1 特長 

（1） プレーン 

従来、フォアグラウンド、バックグラウンドあるいはカーソルと呼んでいた表示面を本章ではプレーンと呼び

ます。プレーンは最大WXGA（1280×768）が表示可能です。各プレーンは内蔵レジスタ設定によりパラメータ

の独立設定が可能です。また、内蔵レジスタ設定により表示優先順位の設定が可能であり、WVGA（832×496）

時では最大 4画面の合成表示が可能です。 

• 表示サイズ 

• 表示位置 

• 表示データフォーマット（8bit/pixel、16bit/pixel、ARGB、YC） 

• プレーンの重ね合わせ 

• スクロール 

• ラップアラウンド 

• ブリンキング 

• バッファ制御 

内蔵レジスタ設定により 4種類の制御モードの選択が可能です。 

• オートレンダリングモード（ダブルバッファ） 

• マニュアルディスプレイチェンジモード（ダブルバッファ） 

• オートディスプレイチェンジモード（ダブルバッファ） 

• ビデオキャプチャモード（トリプルバッファ） 

 

（2） アルファ値プレーン 

表示データとアルファ値を兼用しているプレーン（表示プレーン）4面に加え、アルファ値のみの専用プレーン

（αプレーン）が 1面可能です。 
 

（3） 同期方式 

表示出力タイミングを内蔵レジスタ設定により 3種類の同期モードの選択が可能です。 

• マスタモード（内部同期モード） 

• TV同期モード（外部同期モード） 

• 同期方式切り替えモード 
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（4） CRTスキャンモード（CRT走査方式） 

内蔵レジスタ設定により 3種類のスキャンモードの選択が可能です。 

• ノンインタレースモード 

• インタレースシンクモード 

• インタレースシンク＆ビデオモード 

 

（5） YC→RGB色空間変換機能 

YC形式で格納された画像データを RGB色空間に変換し、ウィンドウ表示が可能です。 

（ただし、同時に 2画素以上を RGB色空間に変換できません） 
 

（6） カラーパレット  

26万色中、同時に 256色の表示可能な 1面のカラーパレットを内蔵しています。また、256色ごとに 8ビット

のブレンド比を持っています。 
 

（7） 表示キャプチャ 

端子へ出力するデジタル RGB-666データを RGB-565データに変換し外部メモリに格納可能です。 
 

（8） レジスタアクセス制御 

制御レジスタを内蔵し、HPBからの HPBプロトコルに従ったレジスタアクセスが可能です。アクセスサイズは

32ビット固定です。 
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23.1.2 ブロック図 
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図 23.1 DisplayUnitブロック図 
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23.1.3 外部端子 
 

表 23.1 端子機能 

名称 端子名 入出力 機  能 本章内信号名 

入力ドットクロック DOTCLKIN 入力 入力ドットクロック DCLKIN 

出力ドットクロック DOTCLKOUT 出力 出力ドットクロック DCLKOUT 

コンポジット同期出力信号（初期値） CSYNC 水平同期出力／ 

外部水平同期入力 

EXHSYNC/ 

HSYNC/ 

CSYNC 

入出力 

水平同期出力／ 

外部水平同期入力 

HSYCN（出力）／ 

EXHSYNC（入力） 

垂直同期出力／ 

外部垂直同期入力（初期値） 

VSYNC（出力）／ 

EXVSYNC（入力） 

垂直同期出力／ 

外部垂直同期入力 

EXVSYNC/ 

VSYNC/ 

CSYNC 

入出力 

コンポジット同期出力信号 CSYNC 

奇数･偶数フィールド（初期値） ODDF 

CLAMP出力信号 CLAMP 

奇数･偶数フィールド EXODDF/ 

ODDF/ 

CSYNC 

入出力 

コンポジット同期出力信号 CSYNC 

表示期間（初期値） DISP 

コンポジット同期出力信号 CSYNC 

表示期間 DISP/ 

CSYNC 

出力 

DE出力信号 DE 

色検出 CDE 出力 色検出 CDE 

DR0 出力 デジタル Red 0 

DR1 出力 デジタル Red 1 

DR2 出力 デジタル Red 2 

DR3 出力 デジタル Red 3 

DR4 出力 デジタル Red 4 

DR5 出力 デジタル Red 5 

DG0 出力 デジタル Green 0 

DG1 出力 デジタル Green 1 

DG2 出力 デジタル Green 2 

DG3 出力 デジタル Green 3 

DG4 出力 デジタル Green 4 

DG5 出力 デジタル Green 5 

DB0 出力 デジタル Blue 0 

DB1 出力 デジタル Blue 1 

DB2 出力 デジタル Blue 2 

DB3 出力 デジタル Blue 3 

DB4 出力 デジタル Blue 4 

表示データ 

DB5 出力 デジタル Blue 5 

デジタル RGB 

【注】 本章では特に断らない限り、ドットクロックは出力ドットクロックを表します。 
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23.1.4 レジスタ構成 

ディスプレイユニット（DU）ではレジスタに設定した値の反映のされ方が外部更新と内部更新の 2通りありま

す。 

（1） 外部更新 

外部更新とは、CPUによるアドレスマップドレジスタへの設定値が、CPUのアクセス終了後に反映される更新

のことをいいます。また、表示制御に関係するレジスタ（たとえば表示システム制御レジスタ）で、外部更新に

て設定値が更新されるレジスタは、垂直ブランキング期間の開始位置を示す表示ステータスレジスタ（DSSR）に

おける VBKフラグ、および FRMフラグがを利用することで、表示のちらつきなく書き換えることが可能です。 
 

（2） 内部更新 

内部更新とは、アドレスマップドレジスタに設定された値が Display Unitの内部の更新タイミングで反映される

更新をいいます。このため、内部更新機能付きレジスタの場合、CPUが表示タイミングを意識せずに表示動作に

関するアドレスマップドレジスタを書き換えても、表示のちらつきを生じさせないようにすることができます。 

内部更新は表示システム制御レジスタ（DSYSR）における表示リセット（DRES）ビット＝1の期間および毎フ

レームの先頭で行います。毎フレームの先頭で行う内部更新は、表示システム制御レジスタ（DSYSR）/IUPD（内

部更新ディスエーブル）で禁止することができます。 

また、表示モードレジスタ（DSMR）の ODPM2（ビット 29）：ODDF端子のピンモード 2、VSPM（ビット 28）：

VSYNC端子のピンモード、ODPM（ビット 27）：ODDF端子のピンモード、DIPM（ビット 26、25）：DISP端

子のピンモード、CSPM（ビット 24）：CSYNC端子のピンモード、DIL（ビット 19）：DISP信号の極性反転ビ

ット、VSL（ビット 18）：VSYNC信号の極性反転ビット、HSL（ビット 17）：HSYNC信号の極性反転ビットお

よび出力信号タイミング調整レジスタ（OTAR）の全ビットは表示システム制御レジスタ（DSYSR）の表示リセ

ット（DRES）にセットすることによって内部更新されます。 

インタレースシンク＆ビデオモードにおけるプレーン n開始位置 X、Yレジスタ（PnSPXR、PnSPYR）は、フ

ィールドの先頭においても内部更新されます。 

更新のタイミングは、表示制御レジスタ（DSYSR）の同期方式が、マスタモード（TVM1＝0、TVM0＝0）のと

きは VSYNCの立ち下がり設定時となり、TV同期モード（TVM1＝1、TVM0＝0）のときは EXVSYNCの立ち下

がり検出時となります。また、同期方式移行モード（TVM1＝0、TVM0＝1）のときは内部更新を行いません。 

ただし、プレーン n表示領域開始アドレスレジスタ 0、プレーン n表示領域開始アドレスレジスタ 1およびプレ

ーン n表示領域開始レジスタ 2は、表示動作のとき内部更新となり、ビデオデータおよび描画データをこれらの

レジスタに設定したアドレスに書き込むときは外部更新となります。 

内部更新機能付きのアドレスマップドレジスタを表 23.2に示します。これらのレジスタの初期設定は、DRES

ビット＝1の期間に行ってください。 
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表 23.2 レジスタ構成 

名称 略称 R/W アドレス アクセス

サイズ

内部更新機能を持つビット 

表示システム制御レジスタ DSYSR R/W H'FFF80000 32bit DSEC (bit20) 

DEN (bit8) 

表示モードレジスタ DSMR R/W H'FFF80004 32bit 全ビット 

ただし下記ビットは表示シ

ステム制御レジスタ

（DSYSR）の表示リセット

（DRES）で更新されます。 

ODPM2 (bit29) 

VSPM (bit28) 

ODPM (bit27) 

DIPM (bit26、25) 

CSPM (bit24) 

DIL (bit19)、VSL (bit18) 

HSL (bit17) 

表示ステータスレジスタ DSSR R/W H'FFF80008 32bit なし 

表示ステータスレジスタクリアレジスタ DSRCR R/W H'FFF8000C 32bit なし 

表示割り込み許可レジスタ DIER R/W H'FFF80010 32bit なし 

カラーパレット制御レジスタ CPCR R/W H'FFF80014 32bit 全ビット 

表示プレーン優先順位レジスタ DPPR R/W H'FFF80018 32bit 全ビット 

表示拡張機能制御レジスタ DEFR R/W H'FFF80020 32bit 全ビット DRESで更新 

表示アルファ値プレーン制御レジスタ DAPCR R/W H'FFF80024 32bit 全ビット 

表示キャプチャ制御レジスタ DCPCR R/W H'FFF80028 32bit 全ビット 

表示拡張機能制御レジスタ 2 DEFR2 R/W H'FFF80034 32bit 全ビット DRESで更新 

水平表示開始位置レジスタ HDSR R/W H'FFF80040 32bit 全ビット 

水平表示終了位置レジスタ HDER R/W H'FFF80044 32bit 全ビット 

垂直表示開始位置レジスタ VDSR R/W H'FFF80048 32bit 全ビット 

垂直表示終了位置レジスタ VDER R/W H'FFF8004C 32bit 全ビット 

水平走査周期レジスタ HCR R/W H'FFF80050 32bit 全ビット 

水平同期パルス幅レジスタ HSWR R/W H'FFF80054 32bit 全ビット 

垂直走査周期レジスタ VCR R/W H'FFF80058 32bit 全ビット 

垂直同期位置レジスタ VSPR R/W H'FFF8005C 32bit 全ビット 

等価パルス幅レジスタ EQWR R/W H'FFF80060 32bit 全ビット 

セレーション幅レジスタ SPWR R/W H'FFF80064 32bit 全ビット 

CLAMP信号開始位置レジスタ CLAMPSR R/W H'FFF80070 32bit 全ビット 

CLAMP信号幅レジスタ CLAMPWR R/W H'FFF80074 32bit 全ビット 

DE信号開始位置レジスタ DESR R/W H'FFF80078 32bit 全ビット 

DE信号幅レジスタ DEWR R/W H'FFF8007C 32bit 全ビット 
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名称 略称 R/W アドレス アクセス

サイズ

内部更新機能を持つビット 

カラーパレット透過色レジスタ CP1TR R/W H'FFF80080 32bit 全ビット 

表示オフ時出力レジスタ DOOR R/W H'FFF80090 32bit 全ビット 

色検出レジスタ CDER R/W H'FFF80094 32bit 全ビット 

下地色レジスタ BPOR R/W H'FFF80098 32bit 全ビット 

ラスタ割り込みオフセットレジスタ RINTOFSR R/W H'FFF8009C 32bit 全ビット 

プレーン 1モードレジスタ P1MR R/W H'FFF80100 32bit 全ビット 

プレーン 1メモリ幅レジスタ P1MWR R/W H'FFF80104 32bit 全ビット 

プレーン 1ブレンド比レジスタ P1ALPHAR R/W H'FFF80108 32bit 全ビット 

プレーン 1表示サイズ Xレジスタ P1DSXR R/W H'FFF80110 32bit 全ビット 

プレーン 1表示サイズ Yレジスタ P1DSYR R/W H'FFF80114 32bit 全ビット 

プレーン 1表示位置 Xレジスタ P1DPXR R/W H'FFF80118 32bit 全ビット 

プレーン 1表示位置 Yレジスタ P1DPYR R/W H'FFF8011C 32bit 全ビット 

プレーン 1表示領域開始アドレス 0レジスタ P1DSA0R R/W H'FFF80120 32bit 全ビット 

プレーン 1表示領域開始アドレス 1レジスタ P1DSA1R R/W H'FFF80124 32bit 全ビット 

プレーン 1表示領域開始アドレス 2レジスタ P1DSA2R R/W H'FFF80128 32bit 全ビット 

プレーン 1開始位置 Xレジスタ P1SPXR R/W H'FFF80130 32bit 全ビット 

プレーン 1開始位置 Yレジスタ P1SPYR R/W H'FFF80134 32bit 全ビット 

プレーン 1ラップアラウンド開始位置レジスタ P1WASPR R/W H'FFF80138 32bit 全ビット 

プレーン 1ラップアラウンドメモリ幅レジスタ P1WAMWR R/W H'FFF8013C 32bit 全ビット 

プレーン 1ブリンキング周期レジスタ P1BTR R/W H'FFF80140 32bit 全ビット 

プレーン 1透過色 1レジスタ P1TC1R R/W H'FFF80144 32bit 全ビット 

プレーン 1透過色 2レジスタ P1TC2R R/W H'FFF80148 32bit 全ビット 

プレーン 1メモリ長レジスタ P1MLR R/W H'FFF80150 32bit 全ビット 

プレーン 2モードレジスタ P2MR R/W H'FFF80200 32bit 全ビット 

プレーン 2メモリ幅レジスタ P2MWR R/W H'FFF80204 32bit 全ビット 

プレーン 2ブレンド比レジスタ P2ALPHAR R/W H'FFF80208 32bit 全ビット 

プレーン 2表示サイズ Xレジスタ P2DSXR R/W H'FFF80210 32bit 全ビット 

プレーン 2表示サイズ Yレジスタ P2DSYR R/W H'FFF80214 32bit 全ビット 

プレーン 2表示位置 Xレジスタ P2DPXR R/W H'FFF80218 32bit 全ビット 

プレーン 2表示位置 Yレジスタ P2DPYR R/W H'FFF8021C 32bit 全ビット 

プレーン 2表示領域開始アドレス 0レジスタ P2DSA0R R/W H'FFF80220 32bit 全ビット 

プレーン 2表示領域開始アドレス 1レジスタ P2DSA1R R/W H'FFF80224 32bit 全ビット 

プレーン 2表示領域開始アドレス 2レジスタ P2DSA2R R/W H'FFF80228 32bit 全ビット 

プレーン 2開始位置 Xレジスタ P2SPXR R/W H'FFF80230 32bit 全ビット 

プレーン 2開始位置 Yレジスタ P2SPYR R/W H'FFF80234 32bit 全ビット 

プレーン 2ラップアラウンド開始位置レジスタ P2WASPR R/W H'FFF80238 32bit 全ビット 

プレーン 2ラップアラウンドメモリ幅レジスタ P2WAMWR R/W H'FFF8023C 32bit 全ビット 
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名称 略称 R/W アドレス アクセス

サイズ

内部更新機能を持つビット 

プレーン 2ブリンキング周期レジスタ P2BTR R/W H'FFF80240 32bit 全ビット 

プレーン 2透過色 1レジスタ P2TC1R R/W H'FFF80244 32bit 全ビット 

プレーン 2透過色 2レジスタ P2TC2R R/W H'FFF80248 32bit 全ビット 

プレーン 2メモリ長レジスタ P2MLR R/W H'FFF80250 32bit 全ビット 

プレーン 3モードレジスタ P3MR R/W H'FFF80300 32bit 全ビット 

プレーン 3メモリ幅レジスタ P3MWR R/W H'FFF80304 32bit 全ビット 

プレーン 3ブレンド比レジスタ P3ALPHAR R/W H'FFF80308 32bit 全ビット 

プレーン 3表示サイズ Xレジスタ P3DSXR R/W H'FFF80310 32bit 全ビット 

プレーン 3表示サイズ Yレジスタ P3DSYR R/W H'FFF80314 32bit 全ビット 

プレーン 3表示位置 Xレジスタ P3DPXR R/W H'FFF80318 32bit 全ビット 

プレーン 3表示位置 Yレジスタ P3DPYR R/W H'FFF8031C 32bit 全ビット 

プレーン 3表示領域開始アドレス 0レジスタ P3DSA0R R/W H'FFF80320 32bit 全ビット 

プレーン 3表示領域開始アドレス 1レジスタ P3DSA1R R/W H'FFF80324 32bit 全ビット 

プレーン 3表示領域開始アドレス 2レジスタ P3DSA2R R/W H'FFF80328 32bit 全ビット 

プレーン 3開始位置 Xレジスタ P3SPXR R/W H'FFF80330 32bit 全ビット 

プレーン 3開始位置 Yレジスタ P3SPYR R/W H'FFF80334 32bit 全ビット 

プレーン 3ラップアラウンド開始位置レジスタ P3WASPR R/W H'FFF80338 32bit 全ビット 

プレーン 3ラップアラウンドメモリ幅レジスタ P3WAMWR R/W H'FFF8033C 32bit 全ビット 

プレーン 3ブリンキング周期レジスタ P3BTR R/W H'FFF80340 32bit 全ビット 

プレーン 3透過色 1レジスタ P3TC1R R/W H'FFF80344 32bit 全ビット 

プレーン 3透過色 2レジスタ P3TC2R R/W H'FFF80348 32bit 全ビット 

プレーン 3メモリ長レジスタ P3MLR R/W H'FFF80350 32bit 全ビット 

プレーン 4モードレジスタ P4MR R/W H'FFF80400 32bit 全ビット 

プレーン 4メモリ幅レジスタ P4MWR R/W H'FFF80404 32bit 全ビット 

プレーン 4ブレンド比レジスタ P4ALPHAR R/W H'FFF80408 32bit 全ビット 

プレーン 4表示サイズ Xレジスタ P4DSXR R/W H'FFF80410 32bit 全ビット 

プレーン 4表示サイズ Yレジスタ P4DSYR R/W H'FFF80414 32bit 全ビット 

プレーン 4表示位置 Xレジスタ P4DPXR R/W H'FFF80418 32bit 全ビット 

プレーン 4表示位置 Yレジスタ P4DPYR R/W H'FFF8041C 32bit 全ビット 

プレーン 4表示領域開始アドレス 0レジスタ P4DSA0R R/W H'FFF80420 32bit 全ビット 

プレーン 4表示領域開始アドレス 1レジスタ P4DSA1R R/W H'FFF80424 32bit 全ビット 

プレーン 4表示領域開始アドレス 2レジスタ P4DSA2R R/W H'FFF80428 32bit 全ビット 

プレーン 4開始位置 Xレジスタ P4SPXR R/W H'FFF80430 32bit 全ビット 

プレーン 4開始位置 Yレジスタ P4SPYR R/W H'FFF80434 32bit 全ビット 

プレーン 4ラップアラウンド開始位置レジスタ P4WASPR R/W H'FFF80438 32bit 全ビット 

プレーン 4ラップアラウンドメモリ幅レジスタ P4WAMWR R/W H'FFF8043C 32bit 全ビット 

プレーン 4ブリンキング周期レジスタ P4BTR R/W H'FFF80440 32bit 全ビット 
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プレーン 4透過色 1レジスタ P4TC1R R/W H'FFF80444 32bit 全ビット 

プレーン 4透過色 2レジスタ P4TC2R R/W H'FFF80448 32bit 全ビット 

プレーン 4メモリ長レジスタ P4MLR R/W H'FFF80450 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1モードレジスタ AP1MR R/W H'FFF8A100 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1メモリ幅レジスタ AP1MWR R/W H'FFF8A104 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1表示サイズ Xレジスタ AP1DSXR R/W H'FFF8A110 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1表示サイズ Yレジスタ AP1DSYR R/W H'FFF8A114 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1表示位置 Xレジスタ AP1DPXR R/W H'FFF8A118 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1表示位置 Yレジスタ AP1DPYR R/W H'FFF8A11C 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1表示領域開始アドレス 0レ

ジスタ 

AP1DSA0R R/W H'FFF8A120 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1表示領域開始アドレス 1レ

ジスタ 

AP1DSA1R R/W H'FFF8A124 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1表示領域開始アドレス 2レ

ジスタ 

AP1DSA2R R/W H'FFF8A128 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1開始位置 Xレジスタ AP1SPXR R/W H'FFF8A130 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1開始位置 Yレジスタ AP1SPYR R/W H'FFF8A134 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1ラップアラウンド開始位置

レジスタ 

AP1WASPR R/W H'FFF8A138 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1ラップアラウンドメモリ幅

レジスタ 

AP1WAMWR R/W H'FFF8A13C 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1ブリンキング周期レジスタ AP1BTR R/W H'FFF8A140 32bit 全ビット 

アルファ値プレーン 1メモリ長レジスタ AP1MLR R/W H'FFF8A150 32bit 全ビット 

表示キャプチャメモリ幅レジスタ  DCMWR R/W H'FFF8C104 32bit 全ビット 

表示キャプチャ格納領域開始アドレスレジスタ DCSAR R/W H'FFF8C120 32bit 全ビット 

表示キャプチャメモリ長レジスタ  DCMLR R/W H'FFF8C150 32bit 全ビット 

カラーパレットレジスタ 000 CP1_000R R/W H'FFF81000 32bit 全ビット 

～ 

xカラーパレットレジスタ 255 CP1_255R R/W H'FFF813FC 32bit 全ビット 

外部同期制御レジスタ ESCR R/W H'FFF90000 32bit なし 

出力信号タイミング調整レジスタ OTAR R/W H'FFF90004 32bit 表示システム制御レジスタ

（DSYSR）の表示リセット

（DRES）で更新されます。 
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23.2 レジスタの説明 
【レジスタ説明の記号説明】 

初期値  ：リセット後のレジスタ値 

―  ：不定値 

R/W  ：リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

R/WC0  ：リードおよびライト可。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 

R  ：リードのみ可。書き込む値は常に 0にしてください。 

―/WB  ：ライトのみ可。読み出し値は不定です。 

プレーン n ：プレーン 1からプレーン 8を示します。 

 

23.2.1 表示制御レジスタ 

（1） 表示システム制御レジスタ（DSYSR：Display unit SYStem control Register） 

• アドレス：H'FFF80000 
1617181920212223242526272829

ILTS DSEC

SCMTVMDENDRES

IUPD

31 30

0⎯⎯⎯0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯
RRRRRRRRRR

⎯0⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WRR/WR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000101⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31、30 － － R － リザーブビットです。 

29 ILTS 0 R/W あり 入力端子取り込みタイミング選択（Input pad Latch Timing Select） 

ビット 29を有効にするには表示拡張機能制御レジスタ（DEFR）/ 

DEFEに 1を設定してください。初期状態ではビット 29は 0固定

となります。 

0：入力端子の信号は DCLKINの立ち上がりで取り込みます。 

（初期値） 

1：入力端子の信号は DCLKINの立ち下がりで取り込みます。電

気的特性は対象外となります。 

28～21 － － R － リザーブビットです。 

20 DSEC 0 R/W あり 表示データエンディアン変換（DiSplay data Endian Change） 

データスワップの詳細に関しては、「23.3.7 エンディアン変換」

を参照してください。 

0：メモリ上の表示データをバイトデータ／ワードデータスワッ

プを行いません。 

1：メモリ上の表示データをバイトデータ／ワードデータスワッ

プを行います。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

19～17 － － R － リザーブビットです。 

16 IUPD 0 R/W あり 内部更新ディスエーブル（Internal UPdating Disable） 

DRES=1の場合は本ビットに関係なく内部更新します。 

内部更新の詳細に関しては「23.1.4（2）内部更新｣を参照してくだ

さい。 

0：内部更新は垂直同期信号（VSYNC）アサートごとに行われ

ます。 

1：本ビットに 1を設定することにより内部更新を禁止すること

ができます。 

本ビットに 0が設定されると、次の垂直同期信号（VSYNC）によ

りレジスタ更新が行われます。 

15～10 － － R － リザーブビットです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

9 DRES 1 R/W なし 

8 DEN 0 R/W あり 

表示リセット（Display RESet） 

表示イネーブル（Display ENable） 

00：表示同期動作を開始します。 

未設定のレジスタがある場合、予期せぬ動作をする場合が

ありますので、ディスプレイユニット（DU）内のすべての

レジスタ設定後に DRES=0にしてください。 

DEN=0では、表示データは表示オフ時出力レジスタ

（DOOR）に設定された値となります。 

01：表示同期動作を開始します。 

未設定のレジスタがある場合、予期せぬ動作をする場合が

ありますので、ディスプレイユニット（DU）内のすべての

レジスタ設定後に DRES=0、DEN=1にしてください。 

DEN=1では、表示データは次のフレームからメモリ上に格

納された値となります。 

10：表示同期動作を停止します。 

表示動作および同期動作が停止します。表示ステータスレ

ジスタ（DSSR）の下記ビットを除きレジスタ設定値は保持

します。本設定では以下のように動作します。 

（1）表示データは、すべて 0が出力されます。 

（2）表示ステータスレジスタ（DSSR）の下記ビットを 0

クリアします。 

・TV同期信号エラーフラグ(TVR) 

・フレームフラグ(FRM) 

・垂直ブランキングフラグ(VBK) 

・ラスタ割り込みフラグ(RINT) 

・水平ブランキングフラグ(HBK) 

（3）HSYNC、VSYNC、ODDF端子は入力となります。 

ただし、表示モードレジスタ（DSMR）の ODPMビット=1

のとき、ODDF端子は CLAMP出力となります。 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

7、6 TVM 10 R/W なし TV同期モード（TV synchronization Mode） 

00：マスタモード。 

HSYNC、VSYNC、CSYNCを出力します。 

01：同期方式の切り替えモードになります。 

TV同期モードからマスタモード、またはマスタモードから

TV同期モードへの切り替えは、必要な場合、本モードを経

由して行ってください。本モードでは表示系の動作が強制

停止し、DISP端子は Lowを出力します。また、DCLKへの

クロック供給を停止（入力は無効）することもできます（LSI

内部は High固定）。EXHSYNC、VSYNC、ODDFは入力

となります。 

10：TV同期モード。（初期値） 

EXHSYNC、EXVSYNC、ODDFを入力します。ただし、表

示モードレジスタ（DSMR）/ODPMが 1のとき、ODDF端

子は出力となります。 

11：設定禁止 

5、4 SCM 00 R/W なし スキャンモード（SCan Mode） 

00：ノンインタレースモード 

01：設定禁止 

10：インタレースシンクモード 

11：インタレースシンク＆ビデオモード 

3～0 － － R － リザーブビットです。 
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（2） 表示モードレジスタ（DSMR：Display unit Mode Register） 
• アドレス：H'FFF80004 

 
161718192021222324252627282931 30

0000⎯⎯⎯⎯000000⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯ODPM
2 ODPMVSPM DIPM CSPM DIL VSL HSL DDIS

CDEL CDEM CDED ODEV CSY

R/WR/WR/WR/WRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯000⎯⎯⎯000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

RRRRRRR/WR/WR/WRRRR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31、30 － － R － リザーブビットです。 

29 ODPM2 0 R/W あり ODPMビットの説明参照 

28 VSPM 0 R/W あり VSYNCピンモード（VSync Pin Mode） 

0：VSYNC端子に VSYNC信号を出力します。（初期値） 

1：VSYNC端子に CSYNC信号を出力します。 

27 ODPM 0 R/W あり ODDFピンモード（ODdf Pin Mode） 

ODPM2が 0のとき 

0：ODDF端子に ODDF信号を出力します。（初期値） 

1：ODDF端子に CLAMP信号を出力します。表示制御レジスタ

（DSYSR）/TVMが TV同期モードの場合でも、ODDF端子

は出力となります。 

ODPM2が 1のとき 

0：ODDF端子に CSYNC信号を出力します。 

1：設定禁止（0固定になります） 

26、25 DIPM 00 R/W あり DISPピンモード（DIsp Pin Mode） 

00：DISP端子に DISP信号を出力します。（初期値） 

01：DISP端子に CSYNC信号を出力します。 

10：設定禁止。（0固定になります。） 

11：DISP端子に DE信号を出力します。 

24 CSPM 0 R/W あり CSYNCピンモード（CSync Pin Mode） 

0：HSYNC端子に CSYNC信号を出力します。（初期値） 

1：HSYNC端子に HSYNC信号を出力します。 

23～20 － － R － リザーブビットです。 

19 DIL 0 R/W あり DISP極性選択（DIsp poLarity select） 

0：DISP信号は表示期間が Highレベルとなります。（初期値） 

1：DISP信号の極性を逆にします。 

18 VSL 0 R/W あり Vsync極性選択（Vsync polarity SeLect） 

0：VSYNC信号は Lowアクティブになります。（初期値） 

1：VSYNCの極性を逆にします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

17 HSL 0 R/W あり Hsync極性選択（Hsync polarity SeLect） 

0：HSYNC信号は Lowアクティブになります。（初期値） 

1：HSYNC信号の極性を逆にします。 

16 DDIS 0 R/W あり DISP出力ディスエーブル（Disp DISable） 

0：DISP信号を出力します。（初期値） 

1：DISP信号を出力しません。 

15 CDEL 0 R/W あり CDE極性選択（CDE polarity SeLect） 

0：CDE信号は出力表示データと色検出レジスタ（CDER）が一

致したとき、Highとなります。（初期値） 

1：CDE信号の極性を逆にします。 

14、13 CDEM 00 R/W あり CDE出力モード（CDE output Mode） 

00：CDE信号をそのまま出力します。（初期値） 

01：CDE信号をそのまま出力します。 

10：表示期間外は Lowレベルを出力します。 

11：表示期間外は Highレベルを出力します。 

12 CDED 0 R/W あり CDEディスエーブル（CDE Disable） 

0：CDE信号を出力します。（初期値） 

1：CDE信号の出力を禁止します。 

11～9 － － R － リザーブビットです。 

8 ODEV 0 R/W あり ODDF信号極性選択（ODd EVen select for ODDF signal） 

0：インタレース表示の同一フレームにおいて、ODDF=Lowに

より前半のフィールドを示します。（初期値） 

1：インタレース表示の同一フレームにおいて、ODDF=Highに

より前半のフィールドを示します。 

7、6 CSY 00 R/W あり CSYNCモード（CSYnc mode） 

00：VSYNCと HSYNCで排他的論理和をとった波形を CSYNC

として出力します。（初期値） 

01：設定禁止 

10：SYNC立ち下がりから 3ラスタの期間は等価パルス、その

後 3ラスタはセレーション、その後 3ラスタは等価パルス、

それ以外の期間は HSYNCの波形を CSYNCとして出力し

ます。 

11：VSYNC立ち下がりから 1/2ラスタ後、2.5ラスタの期間は

等価パルス、その後 2.5ラスタはセレーション、その後 2.5

ラスタは等化パルス、それ以外の期間は HSYNCの波形を

CSYNCとして出力します。 

5～0 － － R － リザーブビットです。 
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（3） 表示ステータスレジスタ（DSSR：DiSplay Unit Status Register） 
• アドレス：H'FFF80008 

1617181920212223242526272829

VCFB DFB9 DFB4 DFB3 DFB2 DFB1

TVR FRM VBK RINT HBK ADC4 ADC3 ADC2 ADC1

31 30

0000⎯⎯⎯⎯00⎯⎯11⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRR⎯⎯⎯⎯R⎯RRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0000⎯⎯⎯⎯00⎯0⎯⎯0 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

RRRR⎯⎯⎯⎯RRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31、30 － － R － リザーブビットです。 

29、28 VCFB 11 R なし ビデオキャプチャフレームバッファフラグ（Video Capture Frame 

Buffer Flag） 

00：ビデオキャプチャに設定したプレーンにおいて PnDSA0R

で示されるアドレスを表示領域開始アドレスとして使用

中。 

01：ビデオキャプチャに設定したプレーンにおいて PnDSA1R

で示されるアドレスを表示領域開始アドレスとして使用

中。 

10：ビデオキャプチャに設定したプレーンにおいて PnDSA2R

で示されるアドレスを表示領域開始アドレスとして使用

中。 

11：ビデオキャプチャモジュールが初期状態です。（初期値） 

27、26 － － R － リザーブビットです。 

25 ― 0 ― ― リザーブビットです 

24 DFB9 0 R なし ディスプレイフレームバッファ 9フラグ（Display Frame Buffer 9 

Flag） 

0：アルファ値プレーン 1おいて AP1SA0Rで示されるアドレス

を表示領域開始アドレスとして使用中。（初期値） 

1：アルファ値プレーン 1おいて AP1SA1Rで示されるアドレス

を表示領域開始アドレスとして使用中。 

23～20 ― ― ― ― リザーブビットです 

19 DFB4 0 R なし ディスプレイフレームバッファ 4フラグ（Display Frame Buffer 4 

Flag） 

0：プレーン 4において P4DSA0Rで示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。（初期値） 

1：プレーン 4において P4DSA1Rで示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 



 

23. ディスプレイユニット（DU） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  23-17 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

18 DFB3 0 R なし ディスプレイフレームバッファ 3フラグ（Display Frame Buffer 3 

Flag） 

0：プレーン 3において P3DSA0Rで示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。（初期値） 

1：プレーン 3において P3DSA1Rで示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

17 DFB2 0 R なし ディスプレイフレームバッファ 2フラグ（Display Frame Buffer 2 

Flag） 

0：プレーン 2において P2DSA0Rで示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。（初期値） 

1：プレーン 2において P2DSA1Rで示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

16 DFB1 0 R なし ディスプレイフレームバッファ 1フラグ（Display Frame Buffer 1 

Flag） 

0：プレーン 1において P1DSA0Rで示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。（初期値） 

1：プレーン 1において P1DSA1Rで示されるアドレスを表示領

域開始アドレスとして使用中。 

15 TVR 0 R なし TV同期信号エラーフラグ（TV synchronization eRror flag） 

0：表示システム制御レジスタ（DSYSR）の DRESビットまた

は表示ステータスレジスタクリアレジスタ（DSRCR）の

TVCLビットにより TVRビットをクリアしてから、垂直走査

周期レジスタ(VCR)の設定で決まる垂直周期内に、

EXVSYNCの立ち上がりが毎回検出されていることを示しま

す。（初期値） 

1：TV同期モード時に、垂直走査周期レジスタ(VCR)の設定値で

決まる垂直周期内に、EXVSYNCの立ち上がりが検出されな

かったことを示します。TVRビットは DRESビットまたは

TVCLビットによりクリアされるまで状態を保持します。 

14 FRM 0 R なし フレームフラグ（FRaMe flag） 

0：表示システム制御レジスタ（DSYSR）の DRESビットまた

は表示ステータスレジスタクリアレジスタ（DSRCR）の

FRCLビットにより FRMビットをクリアしてから、ノンイ

ンタレースでは次の表示終了までの期間を示し、インタレー

スシンクまたはインタレースシンク＆ビデオでは次の偶数

フィールドの表示終了までの期間を示します。（初期値） 

1：DRESビットまたは FRCLビットにより FRMビットをクリ

アした後の最初の偶数フィールドの垂直ブランキング期間

から再度 FRMビットをクリアするまでの期間を示します。

（フレーム単位） 

13、12 － － R － リザーブビットです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

11 VBK 0 R なし 垂直ブランキングフラグ（Vertical BlanKing flag） 

0：表示システム制御レジスタ（DSYSR）の DRESビットまた

は表示ステータスレジスタクリアレジスタ（DSRCR）の

VBCLビットにより VBKビットをクリアしてから次の表示

終了までの期間を示します。（初期値） 

1：DRESビットまたは VBCLビットにより VBKビットをクリ

アした後の最初の垂直ブランキング期間から再度 VBKビッ

トをクリアするまでの期間を示します。(フィールド単位) 

10 － － R － リザーブビットです。 

9 RINT 0 R なし ラスタ割り込みフラグ（Raster INTerrupt flag） 

0：表示システム制御レジスタ（DSYSR）の DRESビットまた

は表示ステータスレジスタクリアレジスタ（DSRCR）の

RICLビットにより RINTビットをクリアした後、次の表示開

始からラスタ割り込みオフセットレジスタで設定されたラ

スタが経過するまでの期間を示します。（初期値） 

1：DRESビットまたは RICLビットにより RINTビットをクリ

アした後、次の表示開始からラスタ割り込みオフセットレジ

スタで設定されたラスタが経過した後から、再度ビットをク

リアするまでの期間を示します。 

8 HBK 0 R なし 水平ブランキングフラグ（Horizontal Blanking Flag） 

0：表示システム制御レジスタ（DSYSR）の DRESビットまた

は表示ステータスレジスタクリアレジスタ（DSRCR）の

HBCLビットにより HBKビットをクリアしてから次の

HSYNCアサートまでの期間を示します。（初期値） 

1：DRESビットまたは HBCLビットにより HBKビットをクリ

アした後の最初の水平ブランキング期間から再度 HBKビッ

トをクリアするまでの期間を示します。 

7～4 ― ― ― ― リザーブビットです 

3 ADC4 0 R なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 4（Auto 

rendering Display Change flag 4） 

0：プレーン 4のフレームバッファの切り替えが行われていませ

ん。（初期値） 

1：プレーン 4のフレームバッファの切り替えが行われたことを

示します。ADC4ビットはクリアされるまで状態を保持しま

す。 

2 ADC3 0 R あり オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 3（Auto 

rendering Display Change flag 3） 

0：プレーン 3のフレームバッファの切り替えが行われていませ

ん。（初期値） 

1：プレーン 3のフレームバッファの切り替えが行われたことを

示します。ADC3ビットはクリアされるまで状態を保持しま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

1 ADC2 0 R なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 2（Auto 

rendering Display Change flag 2） 

0：プレーン 2のフレームバッファの切り替えが行われていませ

ん。（初期値） 

1：プレーン 2のフレームバッファの切り替えが行われたことを

示します。ADC2ビットはクリアされるまで状態を保持しま

す。 

0 ADC1 0 R なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 1（Auto 

rendering Display Change flag 1） 

0：プレーン 1のフレームバッファの切り替えが行われていませ

ん。（初期値） 

1：プレーン 1のフレームバッファの切り替えが行われたことを

示します。ADC1ビットはクリアされるまで状態を保持しま

す。 

【注】 ADCについての説明 

 アニメーション表示を行う場合にオートレンダリングモードで動画表示を行うことが可能ですが、このとき、 

 ①TRAP割り込みをチェックする。 

 ②この後、VBK割り込みをチェック。 

 ③VBK割り込みが発生した後、レンダリングスタートするというように 2回フラグチェックを行う必要があります。 

 本フラグビット（ADC）を使用することで 1回のフラグチェックで ADC割り込みを行い、レンダリングスタートするこ

とが可能になります。 
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（4） 表示ステータスレジスタクリアレジスタ（DSRCR：Display unit Status Register Clear Register） 

• アドレス：H'FFF8000C 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯

ADCL3 ADCL2 ADCL1ADCL4HBCLRICLTVCL FRCL VBCL

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯⎯⎯⎯⎯/WB⎯/WBR⎯/WBRR⎯/WB ⎯/WB

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～16 － － R － リザーブビットです。 

15 TVCL － －/WB なし TV同期信号エラーフラグクリア 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の TVRフラグを変更しま

せん。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の TVRフラグを 0にク

リアします。 

14 FRCL － －/WB なし フレームフラグクリア 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の FRMフラグを変更し

ません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の FRMフラグを 0にク

リアします。 

13、12 － － R － リザーブビットです。 

11 VBCL － －/WB なし 垂直ブランキングフラグクリア 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の VBKフラグを変更しま

せん。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の VBKフラグを 0にク

リアします。 

10 － － R － リザーブビットです。 

9 RICL － －/WB なし ラスタ割り込みフラグクリア 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の RINTフラグを変更し

ません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の RINTフラグを 0にク

リアします。 

8 HBCL － －/WB なし HBKフラグクリア 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の HBKフラグを変更し

ません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の HBKフラグを 0にク

リアします。 

7～4 ― － － なし リザーブビットです 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

3 ADCL4 － －/WB なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグクリア 4 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 4を変更

しません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 4を 0に

クリアします。 

2 ADCL3 － －/WB なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグクリア 3 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 3を変更

しません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 3を 0に

クリアします。 

1 ADCL2 － －/WB なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグクリア 2 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 2を変更

しません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 2を 0に

クリアします。 

0 ADCL1 － －/WB なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグクリア 1 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 1を変更

しません。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 1を 0に

クリアします。 

 



 

23. ディスプレイユニット（DU） 

23-22  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

（5） 表示割り込み許可レジスタ（DIER：Display unit Interrupt Enable Register） 

• アドレス：H'FFF80010 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

0000⎯⎯⎯⎯00⎯0⎯⎯0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0

ADCE3 ADCE2 ADCE1ADCE4HBERIETVE FRE VBE

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯R/WR/WRR/WRRR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

表示割り込み許可レジスタ（DIER）は、表示ステータスレジスタ（DSSR）に反映されるディスプレイユニッ

ト内部状態を要因とした、CPUへの割り込みを許可するレジスタです。本レジスタにビットセットすると、表示

ステータスレジスタ（DSSR）の同一ビット位置へビットセットされた場合に CPUへの割り込みを発生します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～16 － － R － リザーブビットです。 

15 TVE 0 R/W なし TV同期信号エラーフラグ割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の TVRフラグ割り込みを

禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の TVRフラグ割り込みを

許可します。 

14 FRE 0 R/W なし フレームフラグ割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の FRMフラグ割り込み

を禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の FRMフラグ割り込み

を許可します。 

13、12 － － R － リザーブビットです。 

11 VBE 0 R/W なし 垂直ブランキングフラグ割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の VBKフラグ割り込みを

禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の VBKフラグ割り込みを

許可します。 

10 － － R － リザーブビットです。 

9 RIE 0 R/W なし ラスタ割り込みフラグ割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の RINTフラグ割り込み

を禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の RINTフラグ割り込み

を許可します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

8 HBE 0 R/W なし HBKフラグ割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の HBKフラグ割り込み

を禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の HBKフラグ割り込み

を許可します。 

7～4 ― ― ― ― リザーブビットです。 

3 ADCE4 0 R/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 4割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 4割り込

みを禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 4割り込

みを許可します。 

2 ADCE3 0 R/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 3割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 3割り込

みを禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 3割り込

みを許可します。 

1 ADCE2 0 R/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 2割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 2割り込

みを禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 2割り込

みを許可します。 

0 ADCE1 0 R/W なし オートレンダリングディスプレイチェンジフラグ 1割り込み許可 

0：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 1割り込

みを禁止します。 

1：表示ステータスレジスタ（DSSR）の ADCフラグ 1割り込

みを許可します。 

 

ディスプレイユニット（DU）からの割り込み発生は表示ステータスレジスタと本レジスタから次の条件となります。 

割り込み発生条件＝a＋b＋c＋d＋e＋h＋i＋j＋k 

• a＝TVR・TVE 

• b＝FRM・FRE 

• c＝VBK・VBE 

• d＝RINT・RIE 

• e＝HBK・HBE 

• h＝ADC4・ADCE4 

• i＝ADC3・ADCE3 

• j＝ADC2・ADCE2 

• k＝ADC1・ADCE1 
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（6） カラーパレット制御レジスタ（CPCR：Color Palette Control Register） 

• アドレス：H'FFF80014 
161718192021222324252627282931 30

0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/W

CP1CE

RRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～17 － － R － リザーブビットです。 

16 CP1CE 0 R/W あり カラーパレット切り替えイネーブル（Color Palette Change 

Enable） 

0：カラーパレットの切り替えを行いません。 

1：カラーパレットの切り替えを行います。切り替えは表示シス

テム制御レジスタ（DSYSR）のビット 9（DRES）を 1から

0に設定したとき、または、内部更新タイミング時です。本

ビットは 1設定のみ有効で、0設定は無効となります。カラ

ーパレットの切り替え後、0にクリアされます。1設定とク

リアが同時に発生した場合は 0クリアが優先します。 

15～0 － － R － リザーブビットです。 
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（7） 表示プレーン優先順位レジスタ（DPPR：Display Plane Priority Register） 

• アドレス：H'FFF80018 
161718192021222324252627282931 30

001010100110110 1

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/W

DPS5DPE5

DPE4 DPS4 DPE3 DPS3 DPE2 DPS2 DPE1 DPS1

R/WR/WR/W⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000010000100110 0

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

画面合成の順番と表示 ON・OFFを定義します。 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31 ― 0 ― ― 

30～28 ― 111 ― ― 

リザーブビットです。 

27 ― 0 ― ― 

26～24 ― 110 ― ― 

 

23 ― 0 ― ― 

22～20 ― 101 ― ― 

 

19 DPE5 0 R/W あり 

18～16 DPS5 100 R/W あり 

表示プレーン優先順位 5許可（Display plane Priority 5 Enable） 

表示プレーン優先順位 5選択（Display plane Priority 5 Select） 

1000：優先順位 5にプレーン 1を選択し、表示します。 

1001：優先順位 5にプレーン 2を選択し、表示します。 

1010：優先順位 5にプレーン 3を選択し、表示します。 

1011：優先順位 5にプレーン 4を選択し、表示します。 

0---：優先順位 5は表示しません。 

15 DPE4 0 R/W あり 

14～12 DPS4 011 R/W あり 

表示プレーン優先順位 4許可（Display plane Priority 4 Enable） 

表示プレーン優先順位 4選択（Display plane Priority 4 Select） 

1000：優先順位 4にプレーン 1を選択し、表示します。 

1001：優先順位 4にプレーン 2を選択し、表示します。 

1010：優先順位 4にプレーン 3を選択し、表示します。 

1011：優先順位 4にプレーン 4を選択し、表示します。 

0---：優先順位 4は表示しません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

11 DPE3 0 R/W あり 

10～8 DPS3 010 R/W あり 

表示プレーン優先順位 3許可（Display plane Priority 3 Enable） 

表示プレーン優先順位 3選択（Display plane Priority 3 Select） 

1000：優先順位 3にプレーン 1を選択し、表示します。 

1001：優先順位 3にプレーン 2を選択し、表示します。 

1010：優先順位 3にプレーン 3を選択し、表示します。 

1011：優先順位 3にプレーン 4を選択し、表示します。 

0---：優先順位 3は表示しません。 

7 DPE2 0 R/W あり 

6～4 DPS2 001 R/W あり 

表示プレーン優先順位 2許可（Display plane Priority 2 Enable） 

表示プレーン優先順位 2選択（Display plane Priority 2 Select） 

1000：優先順位 2にプレーン 1を選択し、表示します。 

1001：優先順位 2にプレーン 2を選択し、表示します。 

1010：優先順位 2にプレーン 3を選択し、表示します。 

1011：優先順位 2にプレーン 4を選択し、表示します。 

0---：優先順位 2は表示しません。 

3 DPE1 0 R/W あり 

2～0 DPS1 000 R/W あり 

表示プレーン優先順位 1許可（Display plane Priority 1 Enable） 

表示プレーン優先順位 1選択（Display plane Priority 1 Select） 

1000：優先順位 1にプレーン 1を選択し、表示します。 

1001：優先順位 1にプレーン 2を選択し、表示します。 

1010：優先順位 1にプレーン 3を選択し、表示します。 

1011：優先順位 1にプレーン 4を選択し、表示します。 

0---：優先順位 1は表示しません。 
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（8） 表示拡張機能制御レジスタ（DEFR：Display unit Extensional Function enable Register） 
• アドレス：H'FFF80020 

1617181920212223

CODE

24252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB ⎯/WB

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0⎯⎯⎯00⎯⎯⎯⎯⎯00

DEFEVCUPEXUPEXVLEXSL

⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRR/WR/WRRRRRR/WR/WRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～16 CODE － －/WB なし 表示拡張機能制御レジスタ有効コード（register available CODE） 

表示拡張機能制御レジスタを有効とするために、レジスタライト

時にビット 31～16を H'7773に設定してください。 

15～13 － － R － リザーブビットです。 

12 EXSL 0 R/W あり 外部 SYNC信号選択（External Sync Signal Select） 

0：外部 SYNC信号（EXVSYNC、EXHSYNX）は端子からの信

号を分周後クロックで直接取込みます。 

1：外部 SYNC信号（EXVSYNC、EXHSYNX）は分周前クロッ

クでいったん取り込んだ信号を分周後クロックで取込みま

す。 

11 EXVL 0 R/W あり 外部 VSYNC取り込み選択（External Vsync Latch select） 

0：外部 VSYNC信号（EXVSYNC）は端子からの信号を毎クロ

ックで取込みます。 

1：外部 VSYNC信号（EXVSYNC）は端子からの信号を外部

HSYNC信号（EXHSYNC）の立ち上がりで取込みます。 

10～6 － － R － リザーブビットです。 

5 EXUP 0 R/W あり 外部更新モード（External UPdating Mode） 

0：内部更新機能ビットは内部更新されます。 

1：内部更新機能ビットは内部更新されず、外部更新となります。

このビットは表示システム制御レジスタ（DSYSR）/ IUPD

より、優先されます。 

4 VCUP 0 R/W あり 垂直走査周期レジスタ内部更新タイミング選択（Vertical Cycle 

register UPdate timing select） 

0：垂直走査周期レジスタの内部更新は VSYNC立ち下がりです。 

1：垂直走査周期レジスタの内部更新は VSYNC立ち上がりです。

垂直走査周期レジスタの内部更新を VSYNCの立ち上がりと

することで、垂直走査周期レジスタの切り替え時に VSYNC

信号が乱れることはありません。 

3～1 － － R － リザーブビットです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

0 DEFE 0 R/W あり 表示拡張機能許可（Display unit Extensional Function Enable） 

0：拡張機能は無効です。 

1：拡張機能が有効となります。有効となる機能は次のとおりで

す。 

・表示ステータスレジスタ（DSSR）のビット 31、30が有

効となります。 

・プレーン nモードレジスタ（PnMR）のビット 26～24が

有効となります。 

・表示領域開始アドレスのビット 31～29が有効となります。 

・外部同期制御レジスタ（ESCR）のビット 24、ビット 5が

有効となります。 

・プレーン nブレンド比レジスタ（PnALPHAR）のビット

10が有効となります。 

 

（9） 表示アルファ値プレーン制御レジスタ（DAPCR：Display Alpha ratio Plane Control Register） 

• アドレス：H'FFF80024 
1617181920212223

CODE

24252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯ ⎯
⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB ⎯/WB

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

AP1E

⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRR⎯RRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～16 CODE － －/WB なし 表示アルファ値プレーン制御レジスタ有効コード（register 

available CODE） 

表示アルファ値プレーン制御レジスタを有効とするために、レジ

スタライト時にビット 31～16を H'7773に設定してください。 

15～5 － － R － リザーブビットです。 

4 ― ― ― ― リザーブビットです。 

3～1 － － R － リザーブビットです。 

0 AP1E 0 R/W あり アルファ値プレーン 1許可（Alpha ratio Plane 1 Enable） 

0：アルファ値プレーン 1を使用することはできません。 

1：アルファ値プレーン 1を使用することができます。 
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（10） 表示キャプチャ制御レジスタ（DCPCR：Display CaPuter Control Register） 

• アドレス：H'FFF80028 
1617181920212223

CODE

24252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯ ⎯
⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB ⎯/WB

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0⎯⎯⎯00⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

DCECAB CDF

⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRR/WR/WRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～16 CODE － －/WB なし 表示キャプチャ制御レジスタ有効コード（register available 

CODE） 

表示キャプチャ制御レジスタを有効とするために、レジスタライ

ト時にビット 31～16を H'7773に設定してください。 

15～6 － － R － リザーブビットです。 

5 CAB 0 R/W あり 表示キャプチャ Aビット機能選択（display Capture A BIT function 

select） 

ビット 5を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ 2（DEFR2）/ 

DEFE2Gに 1を設定してください。初期状態ではビット 5は 0固

定となります。 

0：表示キャプチャデータフォーマットが ARGB1555のとき、A

値は 0となります。 

1：表示キャプチャデータフォーマットが ARGB1555のとき、A

値は 1となります。 

4 CDF 0 R/W あり 表示キャプチャデータフォーマット（display Capture Data 

Format） 

ビット 5を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ 2（DEFR2）/ 

DEFE2Gに 1を設定してください。初期状態ではビット 5は 0固

定となります。 

0：表示キャプチャのデータは RGB565となります。 

1：表示キャプチャのデータは ARGB1555となります。A値は

本レジスタのビット 5で指定します。 

3～1 － － R － リザーブビットです。 

0 DCE 0 R/W あり 表示キャプチャ許可（Display Capture Enable） 

0：表示データをキャプチャしません。 

1：表示システム制御レジスタ（DSYSR）の DRES、DENが 01

時、表示データをキャプチャします。1設定後、次のフレー

ムからキャプチャします。 
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（11） 表示拡張機能制御レジスタ 2（DEFR2：Display unit Extensional Function enable Register 2） 

• アドレス：H'FFF80034 
1617181920212223

CODE

24252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯ ⎯
⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB⎯/WB ⎯/WB

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

DEFE 
2G

⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～16 CODE － －/WB なし 表示拡張機能制御レジスタ 2有効コード（CODE：register available 

CODE） 

表示拡張機能制御レジスタ 2を有効とするために、レジスタライ

ト時にビット 31～16を H'7775に設定してください。 

15～1 － － R － リザーブビットです。 

0 DEFE2G 0 R/W あり 表示拡張機能許可（Display unit Extensional Function Enable 

SH-Navi2G） 

0：拡張機能は無効です。 

1：拡張機能が有効となります。有効となる機能は次のとおりで

す。 

・プレーン nブレンド比レジスタ（PnALPHAR）のビット

13、12が有効となります。 

・表示キャプチャ制御レジスタ（DCPCR）のビット 5、4が

有効となります。 
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23.2.2 表示タイミング生成レジスタ 

（1） 水平表示開始位置レジスタ（HDSR：Horizontal Display Start Register） 

• アドレス：H'FFF80040 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

HDS

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～9 － － R － リザーブビットです。 

8～0 HDS － R/W あり 水平表示開始位置（Horizontal Display Start） 

水平表示開始位置をドットクロック単位で設定します。 

リセット時は値を保持します。 

 

（2） 水平表示終了位置レジスタ（HDER：Horizontal Display End Register） 

• アドレス：H'FFF80044 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

HDE

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～11 － － R － リザーブビットです。 

10～0 HDE － R/W あり 水平表示終了位置（Horizontal Display End） 

水平表示終了位置をドットクロック単位で設定します。 

リセット時は値を保持します。 
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（3） 垂直表示開始位置レジスタ（VDSR：Vertical Display Start Register） 

• アドレス：H'FFF80048 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

VDS

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～9 － － R － リザーブビットです。 

8～0 VDS － R/W あり 垂直表示開始位置（Vertical Display Start） 

垂直表示開始位置をラスタライン単位で設定します。 

リセット時は値を保持します。 

 

（4） 垂直表示終了位置レジスタ（VDER：Vertical Display End Register） 

• アドレス：H'FFF8004C 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

VDE

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～10 － － R － リザーブビットです。 

9～0 VDE － R/W あり 垂直表示終了位置（Vertical Display End） 

垂直表示終了位置をラスタライン単位で設定します。 

リセット時は値を保持します。 
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（5） 水平走査周期レジスタ（HCR：Horizontal Cycle Register） 

• アドレス：H'FFF80050 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

HC

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～11 － － R － リザーブビットです。 

10～0 HC － R/W あり 水平走査周期（Horizontal Cycle） 

水平帰線期間を含めた 1水平走査周期をドットクロック単位で設

定します。 

TV同期モード時は、EXHSYNCの周期より、本レジスタによる

HSYNCの周期が同じか、大きくなるように本レジスタを設定して

ください。 

リセット時は値を保持します。 

 

（6） 水平同期パルス幅レジスタ（HSWR：Horizontal Sync Width Register） 

• アドレス：H'FFF80054 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

HSW

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～9 － － R － リザーブビットです。 

8～0 HSW － R/W あり 水平同期パルス幅（Horizontal Sync Width） 

水平同期信号の Lowレベルパルス幅をドットクロック単位で設定

します。 

リセット時は値を保持します。 
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（7） 垂直走査周期レジスタ（VCR：Vertical Cycle Register） 

• アドレス：H'FFF80058 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

VC

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～10 － － R － リザーブビットです。 

9～0 VC － R/W あり 垂直走査周期（Vertical Cycle） 

垂直帰線期間を含めた垂直走査周期をラスタライン単位で設定し

ます。 

TV同期モード時は、EXVSYNCの立ち上がりの検出期限時間を設

定します。期限以内に検出されないと TVRフラグに結果を反映し

ます。 

リセット時は値を保持します。 

 

（8） 垂直同期位置レジスタ（VSPR：Vertical Sync Point Register） 

• アドレス：H'FFF8005C 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

VSP

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～10 － － R － リザーブビットです。 

9～0 VSP － R/W あり 垂直同期位置（Vertical Sync Point） 

垂直同期信号の開始位置をラスタライン単位で設定します。 

TV同期モード時は、EXVSYNCの立ち下がりより、本レジスタに

よる VSYNCの立ち下がり設定位置が同じか、後になるように本

レジスタを設定してください。 

リセット時は値を保持します。 
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（9） 等価パルス幅レジスタ（EQWR：EQual pulse Width Register） 

• アドレス：H'FFF80060 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

0123

EQW

4567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～7 － － R － リザーブビットです。 

6～0 EQW － R/W あり 等価パルス幅（EQual pulse Width） 

CSYNC信号の等価パルスの Lowレベルパルス幅をドットクロッ

ク単位で設定します。 

本設定を有効にするには、表示モードレジスタ（DSMR）/CSYNC

モード（CSY）のビット 7を 1に設定してください。 

リセット時は値を保持します。 

 

（10） セレーション幅レジスタ（SPWR：Serration Width Register） 

• アドレス：H'FFF80064 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

SPW

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～10 － － R － リザーブビットです。 

9～0 SPW － R/W あり セレーション幅（Serration Width） 

CSYNC信号のセレーションパルスの Lowレベルパルス幅をドッ

トクロック単位で設定します。HCの 1/2より小さい値を設定して

ください。 

本設定を有効にするには、表示モードレジスタ（DSMR）/CSYNC

モード（CSY）のビット 7を 1に設定してください。 

リセット時は値を保持します。 

 



 

23. ディスプレイユニット（DU） 

23-36  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

（11） CLAMP信号開始位置レジスタ（CLAMPSR：CLAMP signal Start Register） 

• アドレス：H'FFF80070 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

CLAMPS

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～11 － － R － リザーブビットです。 

10～0 CLAMPS － R/W あり CLAMP信号開始位置（CLAMP signal Start） 

CLAMP信号の立ち上がり位置をHSYNC信号の立ち下がりを基準

としてドットクロック単位で設定します。 

HSYNC信号の立ち下がりから（設定値＋1）サイクル後に CLAMP

信号が立ち上がります。したがって、HSYNC信号の立ち下がりと

同一サイクルで CLAMP信号を立ち上げることはできません。 

リセット時は値を保持します。 

 

（12） CLAMP信号幅レジスタ（CLAMPWR：CLAMP signal Width Register） 

• アドレス：H'FFF80074 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

CLAMPW

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～11 － － R － リザーブビットです。 

10～0 CLAMPW － R/W あり CLAMP信号幅（CLAMP signal Width） 

CLAMP信号のHighレベル幅をドットクロック単位で設定します。 

CLAMP信号が Highのときに HSYNC信号が立ち下がった場合、

CLAMP信号も立ち下がります。 

リセット時は値を保持します。 
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（13） DE信号開始位置レジスタ（DESR：DE signal Start Register） 

• アドレス：H'FFF80078 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

DES

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～11 － － R － リザーブビットです。 

10～0 DES － R/W あり DE信号開始位置（DE signal Start） 

DE信号の立ち上がり位置をHSYNC信号の立ち下がりを基準とし

てドットクロック単位で設定します。 

HSYNC信号の立ち下がりから（設定値＋1）サイクル後に DE信

号が立ち上がります。したがって、HSYNC信号の立ち下がりと同

一サイクルで DE信号を立ち上げることはできません。 

垂直ブランキング期間は Lowレベル固定になります。 

リセット時は値を保持します。 

 

（14） DE信号幅レジスタ（DEWR：DE signal Width Register） 

• アドレス：H'FFF8007C 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

DEW

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～11 － － R － リザーブビットです。 

10～0 DEW － R/W あり DE信号幅（DE signal Width） 

DE信号の Highレベル幅をドットクロック単位で設定します。 

DE信号が Highのときに HSYNC信号が立ち下がった場合、DE信

号も立ち下がります。 

リセット時は値を保持します。 
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23.2.3 表示属性レジスタ 

（1） カラーパレット 1透過色レジスタ（CP1TR：Color Palette 1 Transparent color Register） 

• アドレス：H'FFF80080 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315

CP1IF

14

CP1I0CP1I1CP1I2CP1I3CP1I4CP1I5CP1I6CP1I7CP1I8CP1I9CP1IACP1IBCP1ICCP1IDCP1IE

000000000000000 0

⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～16 － － R － リザーブビットです。 

15 CP1IF 0 R/W あり カラーパレットインデックス F（Color Palette 1 Index F） 

0：カラーパレットのインデックス Fのカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス Fのカラーを透過色に設定し

ます。 

14 CP1IE 0 R/W あり カラーパレットインデックス E（Color Palette 1 Index E） 

0：カラーパレットのインデックス Eのカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス Eのカラーを透過色に設定し

ます。 

13 CP1ID 0 R/W あり カラーパレットインデックス D（Color Palette 1 Index D） 

0：カラーパレットのインデックス Dのカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス Dのカラーを透過色に設定し

ます。 

12 CP1IC 0 R/W あり カラーパレットインデックス C（Color Palette 1 Index C） 

0：カラーパレットのインデックス Cのカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス Cのカラーを透過色に設定し

ます。 

11 CP1IB 0 R/W あり カラーパレットインデックス B（Color Palette 1 Index B） 

0：カラーパレットのインデックス Bのカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス Bのカラーを透過色に設定し

ます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

10 CP1IA 0 R/W あり カラーパレットインデックス A（Color Palette 1 Index A） 

0：カラーパレットのインデックス Aのカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス Aのカラーを透過色に設定し

ます。 

9 CP1I9 0 R/W あり カラーパレットインデックス 9（Color Palette 1 Index 9） 

0：カラーパレットのインデックス 9のカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス 9のカラーを透過色に設定し

ます。 

8 CP1I8 0 R/W あり カラーパレットインデックス 8（Color Palette 1 Index 8） 

0：カラーパレットのインデックス 8のカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス 8のカラーを透過色に設定し

ます。 

7 CP1I7 0 R/W あり カラーパレットインデックス 7（Color Palette 1 Index 7） 

0：カラーパレットのインデックス 7のカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス 7のカラーを透過色に設定し

ます。 

6 CP1I6 0 R/W あり カラーパレットインデックス 6（Color Palette 1 Index 6） 

0：カラーパレットのインデックス 6のカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス 6のカラーを透過色に設定し

ます。 

5 CP1I5 0 R/W あり カラーパレットインデックス 5（Color Palette 1 Index 5） 

0：カラーパレットのインデックス 5のカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス 5のカラーを透過色に設定し

ます。 

4 CP1I4 0 R/W あり カラーパレットインデックス 4（Color Palette 1 Index 4） 

0：カラーパレットのインデックス 4のカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス 4のカラーを透過色に設定し

ます。 

3 CP1I3 0 R/W あり カラーパレットインデックス 3（Color Palette 1 Index 3） 

0：カラーパレットのインデックス 3のカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス 3のカラーを透過色に設定し

ます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

2 CP1I2 0 R/W あり カラーパレットインデックス 2（Color Palette 1 Index 2） 

0：カラーパレットのインデックス 2のカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス 2のカラーを透過色に設定し

ます。 

1 CP1I1 0 R/W あり カラーパレットインデックス 1（Color Palette 1 Index 1） 

0：カラーパレットのインデックス 1のカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス 1のカラーを透過色に設定し

ます。 

0 CP1I0 0 R/W あり カラーパレットインデックス 0（Color Palette 1 Index 0） 

0：カラーパレットのインデックス 0のカラーを透過色に設定し

ません。 

1：カラーパレットのインデックス 0のカラーを透過色に設定し

ます。 
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（2） 表示オフ時出力レジスタ（DOOR：Display Off mode Output Register） 

• アドレス：H'FFF80090 
1617181920

DOR

DOBDOG

21222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯

⎯ ⎯

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～24 － － R － リザーブビットです。 

23～18 DOR － R/W あり 表示オフ時出力赤（Display Off mode output Red） 

表示オフ時（表示システム制御レジスタ（DSYSR）/DRES･

DEN=00）に出力する赤色表示データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

17、16 － － R － リザーブビットです。 

15～10 DOG － R/W あり 表示オフ時出力緑（Display Off mode output Green） 

表示オフ時（表示システム制御レジスタ（DSYSR）/DRES･

DEN=00）に出力する緑色表示データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

9、8 － － R － リザーブビットです。 

7～2 DOB － R/W あり 表示オフ時出力青（Display Off mode output Blue） 

表示オフ時（表示システム制御レジスタ（DSYSR）/DRES･

DEN=00）に出力する青色表示データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

1、0 － － R － リザーブビットです。 
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（3） 色検出レジスタ（CDER：Color DEtection Register） 

• アドレス：H'FFF80094 
1617181920

CDR

CDBCDG

21222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯

⎯ ⎯

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～24 － － R － リザーブビットです。 

23～18 CDR － R/W あり カラー検出赤（Color Detection Red） 

色検出のための赤色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

17、16 － － R － リザーブビットです。 

15～10 CDG － R/W あり カラー検出緑（CDGColor Detection Green） 

色検出のための緑色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

9、8 － － R － リザーブビットです。 

7～2 CDB － R/W あり カラー検出青（Color Detection Blue） 

色検出のための青色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

1、0 － － R － リザーブビットです。 

 

出力データと本レジスタの設定値が一致したときに CDE端子より Highレベルを出力します。出力カラーデー

タフォーマットについては「23.3.6 出力データおよび表示キャプチャデータフォーマット」を参照してください。 
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（4） 下地色レジスタ（BPOR：Background Plane Output Register） 

• アドレス：H'FFF80098 
1617181920

BPOR

BPOBBPOG

21222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯

⎯ ⎯

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～24 － － R － リザーブビットです。 

23～18 BPOR － R/W あり 下地色赤（Background Plane Output Red） 

表示サイズあるいは透過色などにより表示するプレーンのない場

合に表示する赤色を設定します。 

リセット時は値を保持します。 

17、16 － － R － リザーブビットです。 

15～10 BPOG － R/W あり 下地色緑（Background Plane Output Green） 

表示サイズあるいは透過色などにより表示するプレーンのない場

合に表示する緑色を設定します。 

リセット時は値を保持します。 

9、8 － － R － リザーブビットです。 

7～2 BPOB － R/W あり 下地色青（Background Plane Output Blue） 

表示サイズあるいは透過色などにより表示するプレーンのない場

合に表示する青色を設定します。 

リセット時は値を保持します。 

1、0 － － R － リザーブビットです。 
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（5） ラスタ割り込みオフセットレジスタ（RINTOFSR：Raster INTerrupt OFfSet Register） 

• アドレス：H'FFF8009C 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

RINTOFS

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～10 － － R － リザーブビットです。 

9～0 RINTOFS － R/W あり ラスタ割り込みオフセット（Raster INTerrupt OFfSet） 

垂直表示開始位置レジスタ（VDSR）で設定したラスタ数を基準と

するラスタオフセット値（H数）を設定します。 

オフセット値を nとすると VDS＋nラスタ目の水平表示期間後、

HSYNCの立ち下がりで表示ステータスレジスタ（DSSR）の RINT

が 1にセットされます。 

リセット時は値を保持します。 
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23.2.4 表示プレーンレジスタ（アルファ値プレーンレジスタ） 

これより以下にプレーン 1からプレーン 4までの各プレーンで同じ機能のレジスタに関する説明をプレーン n

として記載します。説明文の nと#は次の意味を示しています。 

n：1、2、3、4を表します。 

#：#＝nの関係になります。たとえばプレーン 3モードレジスタのアドレスは H'FFF80#00が H'FFF80300とな

ります。 
 

アルファ値プレーンで使用するレジスタは表示プレーンレジスタと殆ど機能が同じであるため、本章で一緒に

説明します。 

レジスタ名称：表示プレーンレジスタ名の先頭に"アルファ値"が付きます。 

レジスタ略称：表示プレーンレジスタ略称の先頭に"Alpha（A）"が付きます。 

アドレス：表示プレーンレジスタのアドレスの右隣にアルファ値レジスタのアドレスを記載しています。（#=1） 

プレーン nメモリ幅レジスタ（PnMWR：Plane n Memory Width Register）はアルファ値プレーンでは次のように

なります。 

アルファ値プレーン nメモリ幅レジスタ（APnMWR：Alpha Plane n Memory Width Register） 

モードレジスタは表示プレーンとは機能が異なりますので、章を分けて説明します。 
 

（1） プレーン nモードレジスタ（PnMR：Plane n Mode Register） 

• アドレス：H'FFF80#00 
161718192021222324252627282931 30

00⎯⎯0

Pn
WAE

Pn
TC

Pn
YCDF

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WRRR/WRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

012345678910111213

PnCPSL PnDC PnBM PnDDFPnSPIM

15 14

00⎯⎯00⎯0000⎯00⎯ 0

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

R/WR/WRRR/WR/WRR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～21 － － R － リザーブビットです。 

20 PnYCDF 0 R/W あり プレーン nYCデータ形式（Plane n YC Data Format） 

0：YCデータの並びを UYVY形式に設定します。 

1：YCデータの並びを YUYV形式に設定します。 

19、18 － － R － リザーブビットです。 

17 PnTC 0 R/W あり プレーン n透過色指定（Plane n Transparent Color） 

0：8bit/pixel表示設定時、プレーン nの透過色レジスタ設定に従

います。 

1：8bit/pixel表示設定時、カラーパレット透過色レジスタに設定

した透過色を有効にします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

16 PnWAE 0 R/W あり プレーン nラップアラウンドイネーブル（Plane n Wrap Around 

Enable） 

0：プレーン nのラップアラウンドを行いません。 

1：プレーン nのラップアラウンドを行います。 

15 － － R － リザーブビットです。 

14～12 PnSPIM 000 R/W あり プレーン n重ね合わせモード（Plane n SuPerImpose Mode） 

000：プレーン nは透過色処理を行います。 

プレーン nが透過色の場合は下位プレーンを表示します。 

001：プレーン nと下位プレーンとのブレンディングを行いま

す。プレーンnが透過色の場合はブレンディングを行わず、

下位プレーンを表示します。 

010：プレーン nと下位プレーンとの EOR演算を行います。 

プレーン nが透過色の場合は EOR演算を行わず、下位プ

レーンを表示します。 

011：設定禁止。 

100：プレーン nは透過処理を行いません。 

プレーン nを表示します。 

101：プレーン nと下位プレーンとのブレンディングを行いま

す。プレーン nの透過色指定は無視し、プレーン nのすべ

ての画素と下位プレーンとのブレンディングを行います。 

110：プレーン nと下位プレーンとの EOR演算を行います。 

プレーン nの透過色指定は無視し、プレーン nのすべての

画素と下位プレーンとの EOR演算を行います。 

111：設定禁止。 

11 － － R － リザーブビットです。 

10～8 PnCPSL 000 R/W あり プレーン nカラーパレットセレクト（Plane n Color Palette 

SeLect） 

ビット 1、0のプレーン n表示データフォーマットが 8bit/pixel設

定時に使用するカラーパレットを指定します。 

000：カラーパレットを選択。 

001～111：設定禁止。 

7 PnDC 0 R/W あり プレーン n表示エリアチェンジ（Plane n Display area Change） 

0：マニュアルディスプレイチェンジモード時に、表示を行うフ

レームバッファの切り替えを行いません。 

1：マニュアルディスプレイチェンジモード時に、表示を行うフ

レームバッファの切り替えを行います。 

PnDC=0のとき、ビットセットが可能です。切り替え単位は、

フレーム単位で行います。 

本ビットはフレームバッファ切り替え後（垂直ブランキング検

出後）、0クリアされます。 

6 － － R － リザーブビットです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

5、4 PnBM 00 R/W あり プレーン nバッファモード（Plane n Buffer Mode） 

00：マニュアルディスプレイチェンジモード。 

01：オートレンダリングモード。 

10：オートディスプレイチェンジモード（ブリンキングモード）。 

11：ビデオキャプチャモード。 

マニュアルディスプレイチェンジモード、オートレンダリングモ

ード、オートディスプレイチェンジモード（ブリンキングモード）

設定時は表示領域開始アドレス 0、1を使用したダブルバッファ制

御を行います。また、ビデオキャプチャモード設定時は、表示ス

テータスレジスタ（DSSR）のビデオキャプチャフレームバッファ

（VCFB）に該当する開始アドレス 0、1、2を使用したトリプルバ

ッファ制御を行います 

3、2 － － R － リザーブビットです。 

1、0 PnDDF 00 R/W あり プレーン n表示データフォーマット（Plane n Display Data 

Format） 

00：8bit/pixelモード。 

01：16bit/pixelモード。 

10：ARGBモード。 

11：YCモード（4：2：2YUVを 8：8：8RGBへ変換します）。 
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（2） プレーン nメモリ幅レジスタ（PnMWR：Plane n Memory Width Register） 

• アドレス：H'FFF80#04（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#04） 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

012345678

PnMWX

91011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～13 － － R － リザーブビットです。 

12～4 PnMWX － R/W あり プレーン nメモリ幅 X（Plane n Memory Width X） 

プレーン nのメモリ幅を 16画素～4096画素まで 16画素単位に設

定します。 

リセット時は値を保持します。 

3～0 － － R － リザーブビットです。 
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（3） プレーン nブレンド比レジスタ（PnALPHAR：Plane n Blending Ratio Register） 

• アドレス：H'FFF80#08（アルファ値プレーンでは使用しません） 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

0123456789101112

PnABIT PnBRSL PnALPHA

1315 14

⎯

⎯

⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～14 － － R － リザーブビットです。 

13、12 PnABIT － R/W あり プレーン n Aビット機能選択（Plane n A BIT function select） 

ビット 13、12を有効にするには表示拡張機能制御レジスタ 2

（DEFR2）/ DEFE2Gに 1を設定してください。初期状態ではビッ

ト 13、12に 1を設定することができません。 

00：プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnDDFが ARGBモー

ドの場合、Aビットが 1のときにブレンディングを行います。 

01：プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnDDFが ARGBモー

ドの場合、Aビットが 0のときにブレンディングを行います。 

1x：プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnDDFが ARGBモー

ドの場合、Aビットに関係なくブレンディングを行います。 

リセット時は値を保持します。 

11 － － R － リザーブビットです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

10～8 PnBRSL － R/W あり プレーン nブレンド比セレクト（Plane n Blending Ratio SeLect） 

本ビットはプレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnSPIMがブレン

ディング指定の場合に有効となります。 

ビット 10を有効にするには表示拡張機能制御レジスタ（DEFR）/ 

DEFEに 1を設定してください。初期状態ではビット 10は 0固定と

なります。 

x00：本レジスタのビット 7～0をブレンド比とします。 

x01：設定禁止。 

x10：プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnCPSLで指定した

カラーパレットレジスタのビット 31～24をブレンド比とし

ます。 

【注】プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnDDFで表示データ

フォーマットを 8bit/pixelに指定した場合のみ有効となり

ます。8bit/pixel以外の場合は本レジスタのビット 7～0を

ブレンド比とします。 

011：本レジスタのビット 2～0で指定したプレーンの表示データ

をブレンド比とします。 

・ビット 2～0=000：プレーン 1面の表示データをブレンド

比とします。 

・ビット 2～0=001：プレーン 2面の表示データをブレンド

比とします。 

・ビット 2～0=010：プレーン 3面の表示データをブレンド

比とします。 

・ビット 2～0=011：プレーン 4面の表示データをブレンド

比とします。 

【注】1. 自プレーンを指定した場合は本レジスタのビット 7～0

をブレンド比とします。 

2. 指定したプレーンは次の条件を設定してください。条件

を満たさない場合、ブレンド比は不定値となります。表

示プレーン優先順位レジスタ（DPPR）で表示は ONと

してください。表示データフォーマットは 8bit/pixelと

してください。表示サイズは自プレーンと同じか大きく

なるようにしてください。表示位置 X、Yは自プレーン

と同じとしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

10～8 PnBRSL － R/W あり 111：本レジスタのビット 2～0で指定したアルファ値プレーンの

表示データをブレンド比とします。 

・ビット 2～0=000：アルファ値プレーン 1のデータをブレ

ンド比とします。 

・ビット 2～0＝上記以外：本レジスタのビット 7～0がブ

レンド比となります。 

アルファ値プレーンを選択する場合は次の設定を行ってくださ

い。 

（1）アルファ値プレーン制御レジスタ（DAPCR）のビット 0ま

たはビット 4を 1に設定してください。 

（2）アルファ値プレーン用の各レジスタを設定してください。 

リセット時は値を保持します。 

7～0 PnALPHA － R/W あり プレーン nブレンド比レジスタ（Plane n Blending Ratio Register） 

プレーン nのブレンディング比であるアルファ値（α）を設定する

レジスタです。 

ブレンディング結果＝（α×プレーン n＋（H'100－α）×下位プレ

ーン）／H'100 

【注】上記の式でブレンディング結果、α、プレーン n、下位プレ

ーンはすべて 8bitデータとなります。 

リセット時は値を保持します。 
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（4） プレーン n表示サイズ Xレジスタ（PnDSXR：Plane n Display Size X Register） 

• アドレス：H'FFF80#10（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#10） 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

PnDSX

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～11 － － R － リザーブビットです。 

10～0 PnDSX － R/W あり プレーン n表示サイズ X（Plane n Display Size X） 

プレーン nの水平方向の表示サイズを設定するレジスタです。本

レジスタにはドットクロック単位で値を設定してください。 

【注】プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnDDFで YCモード

を設定した場合には偶数値を設定してください。 

リセット時は値を保持します。 

 

（5） プレーン n表示サイズ Yレジスタ（PnDSYR：Plane n Display Size Y Register） 

• アドレス：H'FFF80#14（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#14） 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

PnDSY

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～10 － － R － リザーブビットです。 

9～0 PnDSY － R/W あり プレーン n表示サイズ Y（Plane n Display Size Y） 

プレーン nの垂直方向の表示サイズを設定するレジスタです。本

レジスタにはラスタライン単位で値を設定してください。 

リセット時は値を保持します。 
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（6） プレーン n表示位置 Xレジスタ（PnDPXR：Plane n Display Position X Register） 

• アドレス：H'FFF80#18（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#18） 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

PnDPX

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～11 － － R － リザーブビットです。 

10～0 PnDPX － R/W あり プレーン n表示位置 X（Plane n Display Position X） 

プレーン nの表示モニタに対する水平開始位置を設定するレジス

タです。本レジスタには表示モニタの左上を原点として、ドット

クロック単位で設定してください。 

リセット時は値を保持します。 

 

（7） プレーン n表示位置 Yレジスタ（PnDPYR：Plane n Display Position Y Register） 

• アドレス：H'FFF80#1C（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#1C） 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

PnDPY

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～10 － － R － リザーブビットです。 

9～0 PnDPY － R/W あり プレーン n表示位置 Y（PnDPY：Plane n Display Position Y） 

プレーン nの表示モニタに対する垂直開始位置を設定するレジス

タです。本レジスタには表示モニタの左上を原点として、ラスタ

ライン単位で値を設定してください。 

リセット時は値を保持します。 
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（8） プレーン n表示領域開始アドレス 0レジスタ（PnDSA0R：Plane n Display Area Start Address 0 Register） 

• アドレス：H'FFF80#20（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#20） 
1617181920212223

PnDSA0

PnDSA0

24252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～4 PnDSA0 － R/W あり プレーン n表示領域開始アドレス 0（Plane n Display Area Start 

Address0） 

ビット 31～29を有効にするには表示拡張機能制御レジスタ

（DEFR）/ DEFEに 1を設定してください。初期状態では有効に

なりません。 

本レジスタは、プレーンのバッファモードがマニュアルディスプ

レイモード／オートレンダリングモード／オートディスプレイチ

ェンジモード／ビデオキャプチャモード時に、フレームバッファ 0

面として使用します。 

【注】本レジスタは 32ビットアドレスモードにおいては、指定す

るメモリ領域の 32ビットアドレスの下位 29ビット中、25

ビットのアドレス（A28～A4）をビット 28～ビット 4に指

定してください。 

リセット時は値を保持します。 

3～0 － － R － リザーブビットです。 
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（9） プレーン n表示領域開始アドレス 1レジスタ（PnDSA1R：Plane n Display Area Start Address 1 Register） 

• アドレス：H'FFF80#24（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#24） 
1617181920212223

PnDSA1

PnDSA1

24252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～4 PnDSA1 － R/W あり プレーン n表示領域開始アドレス 1（Plane n Display Area Start 

Address1） 

ビット 31～29を有効にするには表示拡張機能制御レジスタ

（DEFR）/ DEFEに 1を設定してください。初期状態では有効に

なりません。 

本レジスタは、プレーンのバッファモードがマニュアルディスプ

レイモード／オートレンダリングモード／オートディスプレイチ

ェンジモード／ビデオキャプチャモード時に、フレームバッファ 1

面として使用します。 

【注】本レジスタは 32ビットアドレスモードにおいては、指定す

るメモリ領域の 32ビットアドレスの下位 29ビット中、25

ビットのアドレス（A28～A4）をビット 28～ビット 4に指

定してください。 

リセット時は値を保持します。 

3～0 － － R － リザーブビットです。 
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（10） プレーン n表示領域開始アドレス 2レジスタ（PnDSA2R：Plane n Display Area Start Address 2 Register） 

• アドレス：H'FFF80#28（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#28） 
1617181920212223

PnDSA2

PnDSA2

24252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～4 PnDSA2 － R/W あり プレーン n表示領域開始アドレス 2（Plane n Display Area Start 

Address2） 

ビット 31～29を有効にするには表示拡張機能制御レジスタ

（DEFR）/ DEFEに 1を設定してください。初期状態では有効に

なりません。 

本レジスタは、プレーンのバッファモードがビデオキャプチャモ

ード時に、フレームバッファ 2面として使用します。 

【注】本レジスタは 32ビットアドレスモードにおいては、指定す

るメモリ領域の 32ビットアドレスの下位 29ビット中、25

ビットのアドレス（A28～A4）をビット 28～ビット 4に指

定してください。 

リセット時は値を保持します。 

3～0 － － R － リザーブビットです。 
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（11） プレーン n開始位置 Xレジスタ（PnSPXR：Plane n Start Position X Register） 

• アドレス：H'FFF80#30（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#30） 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

PnSPX

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～12 － － R － リザーブビットです。 

11～0 PnSPX － R/W あり プレーン n開始位置 X（Plane n Start Position X） 

メモリ上におけるプレーン nの開始位置 Xを設定します。 

【注】1. プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnDDFで YCモ

ードを設定した場合には偶数値を設定してください。 

2. プレーン nメモリ幅 X（PnMWX）の 2倍を超える値は

設定禁止です。 

リセット時は値を保持します。 

 

（12） プレーン n開始位置 Yレジスタ（PnSPYR：Plane n Start Position Y Register） 

• アドレス：H'FFF80#34（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#34） 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

PnSPY

567891011121315 14

⎯

⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～16 － － R － リザーブビットです。 

15～0 PnSPY － R/W あり プレーン n開始位置 Y（Plane n Start Position Y） 

メモリ上におけるプレーン nの開始位置 Yを設定します。 

【注】｛プレーン nラップアラウンド開始位置 Y（PnWASPY）＋

プレーン nラップアラウンドメモリ幅 Y（PnWAMWY）の 2

倍｝を超える値は設定禁止です。 

リセット時は値を保持します。 
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（13） プレーン nラップアラウンド開始位置レジスタ（PnWASPR：Plane n Wrap Around Start Position Register） 

• アドレス：H'FFF80#38（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#38） 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

012345678

PnWASPY

91011121315 14

⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

初期値：

R/W：

⎯
RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～14 － － R － リザーブビットです。 

13～4 PnWASPY － R/W あり プレーン nラップアラウンド開始位置 Y（Plane n Wrap Around 

Start Position Y） 

表示領域開始アドレスレジスタで指定するアドレスを基準に、1

ラップアラウンドエリアの Y方向開始位置を設定します。 

開始位置は 16画素ごとの設定が可能です。（ビット 3～ビット 0：

0固定） 

リセット時は値を保持します。 

3～0 － － R － リザーブビットです。 

 

（14） プレーン nラップアラウンドメモリ幅レジスタ（PnWAMWR：Plane n Wrap Around Memory Width 

Register） 

• アドレス：H'FFF80#3C（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#3C） 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234

PnWAMWY

567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～12 － － R － リザーブビットです。 

11～0 PnWAMWY － R/W あり プレーン nラップアラウンドメモリ幅 Y（Plane n Wrap Around 

Memory Width Y） 

ラップアラウンドの Y方向メモリ幅を 240から 4095ラインの範

囲で任意設定します。 

リセット時は値を保持します。 
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（15） プレーン nブリンキング周期レジスタ（PnBTR：Plane n Blinking Time Register） 

• アドレス：H'FFF80#40（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#40） 

RRRRRRRRRRRRRRR

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

0123

PnBTBPnBTA

4567891011121315 14

⎯⎯ ⎯

0000000100000 10

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～16 － － R － リザーブビットです。 

15～8 PnBTA 00000001 R/W あり プレーン nブリンキング周期 A（Plane n Blinking Time A） 

7～0 PnBTB 00000001 R/W あり プレーン nブリンキング周期 B（Plane n Blinking Time B） 

 

プレーン nモードレジスタ（PnMR）／バッファモード（PnBM）がオートディスプレイチェンジモード（ブリ

ンキングモード）に設定されたとき、本レジスタに表示領域 0、1が表示される期間の長さをフィールド単位で設

定することにより、表示領域アドレス 0、1を使用したブリンキング動作を行います。 

ここで、本レジスタを 1に設定すると（0以外の値を必ず設定してください）。毎フィールド単位に表示領域ア

ドレス 0、1を切り替えます。 
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（16） プレーン n透過色 1レジスタ（PnTC1R：Plane n Transparent Color 1 Register） 

• アドレス：H'FFF80#44（アルファ値プレーンでは使用しません） 

RRRRRRRRRRRRRRR

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

0123

PnTC1

4567891011121315 14

⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

初期値：

R/W：

⎯
R

RRRRRRRR

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～8 － － R － リザーブビットです。 

7～0 PnTC1 － R/W あり プレーン n透過色 1（Plane n Transparent Color 1 for 8bit） 

8bit/pixelデータフォーマットのプレーン n透過色を指定する場合

に使用します。 

本レジスタに設定した透過色を有効にするためには、プレーン n

モードレジスタ（PnMR）／透過色指定（PnTC）を 0に設定して

ください。 

リセット時は値を保持します。 

 

（17） プレーン n透過色 2レジスタ（PnTC2R：Plane n Transparent Color 2 Register） 

• アドレス：H'FFF80#48（アルファ値プレーンでは使用しません） 

RRRRRRRRRRRRRRR

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

0123

PnTC2

4567891011121315 14

⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～16 － － R － リザーブビットです。 

15～0 PnTC2 － R/W あり プレーン n透過色 2（Plane n Transparent Color 2 for 16bit） 

16bit/pixel、ARGBデータフォーマットのプレーン n透過色を指定

する場合に使用します。 

ARGBモードの場合、本レジスタのビット 14～0と比較し、ビッ

ト 15は無視します。 

リセット時は値を保持します。 

 



 

23. ディスプレイユニット（DU） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  23-61 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（18） プレーン nメモリ長レジスタ（PnMLR：Plane n Memory Length Register） 

• アドレス：H'FFF80#50（アルファ値プレーンアドレス：H'FFF8A#50） 

R/WRRRRRRRRRRRRRR

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

0123

PnMLY

PnMLY

4567891011121315 14

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ 0⎯

0000000000000 00

ビット：

0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～17 － － R － リザーブビットです。 

16～0 PnMLY 0 R/W あり プレーン nメモリ長 Y（Plane n Memory Length Y） 

プレーン nのメモリの長さ（Y方向のメモリ領域）を設定します。 

表示がこの領域を超えた場合、表示データは下地色レジスタ

（BPOR）のデータとなります。 

設定値が 0（初期値）の場合、領域は無限として扱いますので、表

示データが下地色レジスタになることはありません。 
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（19） アルファ値プレーン nモードレジスタ（APnMR：Alpha Plane n Mode Register） 

• アドレス：H'FFF8A#00 
16
Pn 

WAE

1718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

ビット：

00⎯0

PnDC PnBM

RRRRR/WR/WR/WR/W

初期値：

R/W：

0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

RRRRRRR R

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～17 － － R － リザーブビットです。 

16 PnWAE 0 R/W あり プレーン nラップアラウンドイネーブル（Plane n Wrap Around 

Enable） 

0：プレーン nのラップアラウンドを行いません。 

1：プレーン nのラップアラウンドを行います。 

15～8 － － R － リザーブビットです。 

7 PnDC 0 R/W あり プレーン n表示エリアチェンジ（Plane n Display area Change） 

0：マニュアルディスプレイチェンジモード時に、表示を行うフ

レームバッファの切り替えを行いません。 

1：マニュアルディスプレイチェンジモード時に、表示を行うフ

レームバッファの切り替えを行います。 

PnDC=0のとき、ビットセットが可能です。切り替え単位は、フ

レーム単位で行います。 

本ビットはフレームバッファ切り替え後（垂直ブランキング検出

後）、0クリアされます。 

6 － － R － リザーブビットです。 

5、4 PnBM 00 R/W あり プレーン nバッファモード（Plane n Buffer Mode） 

00：マニュアルディスプレイチェンジモード。 

01：オートレンダリングモード。 

10：オートディスプレイチェンジモード（ブリンキングモード）。 

11：ビデオキャプチャモード。 

マニュアルディスプレイチェンジモード、オートレンダリングモー

ド、オートディスプレイチェンジモード（ブリンキングモード）設

定時は表示領域開始アドレス 0、1を使用したダブルバッファ制御

を行います。また、ビデオキャプチャモード設定時は、表示ステー

タスレジスタ（DSSR）のビデオキャプチャフレームバッファ

（VCFB）に該当する開始アドレス 0、1、2を使用したトリプルバ

ッファ制御を行います 

3～0 － － R － リザーブビットです。 
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ビット 20：プレーン nYCデータ形式（PnYCDF）表示データフォーマットは 8bit/pixelのみのため、無効となり

ます。 

ビット 17：プレーン n透過色指定（PnTC）アルファ値は透過色とはならないため、無効となります。 

ビット 14、13、12：プレーン n重ね合わせモード（PnSPIM）合成することはできないため、無効となります。 

ビット 10、9、8：プレーン nカラーパレットセレクト（PnCPSL）カラーパレットを使用することはできないた

め、無効となります。 

ビット 1、0：プレーン n表示データフォーマット（PnDDF）表示データフォーマットは 8bit/pixelのみのため、

無効となります。 
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23.2.5 表示キャプチャレジスタ 

（1） 表示キャプチャメモリ幅レジスタ（DCMWR：Display Capture Memory Width Register） 

• アドレス：H'FFF8C104  
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

ビット：

⎯⎯⎯⎯

DCMWX

RRRRR/WR/WR/WR/W

初期値：

R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

R/WR/WR/WR/WR/WRR R

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～13 － － R － リザーブビットです。 

12～4 DCMWX － R/W あり 表示キャプチャメモリ幅 X（Display Capture Memory Width X） 

表示キャプチャのメモリ幅を 16画素～4096画素まで 16画素単位

に設定します。 

キャプチャがこの領域を超えた場合、超えた領域はキャプチャさ

れません。 

リセット時は値を保持します。 

3～0 － － R － リザーブビットです。 

 



 

23. ディスプレイユニット（DU） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  23-65 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（2） 表示キャプチャ格納領域開始アドレスレジスタ（DCSAR：Display Capture Area Start Address Register） 

• アドレス：H'FFF8C120 
161718192021222324252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

⎯⎯⎯⎯

DCSA0

DCSA0

RRRRR/WR/WR/WR/W

初期値：

R/W：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/W： R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～4 DCSA0 － R/W あり 表示キャプチャ格納領域開始アドレス（Display Capture Area Start 

Address） 

ビット 31～29を有効にするには表示拡張機能制御レジスタ

（DEFR）/ DEFEに 1を設定してください。初期状態では有効に

なりません。 

【注】本レジスタは 32ビットアドレスモードにおいては、指定す

るメモリ領域の 32ビットアドレスの下位 29ビット中、25

ビットのアドレス（A28～A4）をビット 28～ビット 4に指

定してください。 

リセット時は値を保持します。 

3～0 － － R － リザーブビットです。 

 



 

23. ディスプレイユニット（DU） 

23-66  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

（3） 表示キャプチャメモリ長レジスタ（DCMLR：Display Capture Memory Length Register） 

• アドレス：H'FFF8C150 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

012345678

DCMLY

DCMLY

91011121315 14

⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～17 － － R － リザーブビットです。 

16～0 DCMLY － R/W あり 表示キャプチャメモリ長 Y（Display Capture Memory Length Y） 

表示キャプチャのメモリの長さ（Y方向のメモリ領域）を設定し

ます。 

キャプチャがこの領域を超えた場合、超えた領域はキャプチャさ

れません。 
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23.2.6 カラーパレットレジスタ 

（1） カラーパレットレジスタ（CP1(000～255)R：Color Palette 1 (000～255) Register） 

• アドレス：H'FFF81000～H'FFF813FC 
161718192021222324252627282931 30

⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

CP1_000A CP1_000R

CP1_000G CP1_000B

R/WR/W R/W

初期値：

161718192021222324252627282931 30

⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

CP1_255A CP1_255R

CP1_255G CP1_255B

R/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～24 CP1_000A 

～ 

CP1_255A 

－ R/W あり カラーパレット 1_000～255 ブレンド比（Color Palette 1_000～

255 Blending Ratio） 

プレーン nブレンド比レジスタ(PnALPHAR)/PnBRSLが 10のと

き、ブレンディング比であるアルファ値となります。 

リセット時は値を保持します。 

23～18 CP1_000R 

～ 

CP1_255R 

－ R/W あり カラーパレット 1_000～255 赤（Color Palette 1_000～255 Red） 

カラーパレット 1の赤色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

17、16 － － R － リザーブビットです。 

15～10 CP1_000G 

～ 

CP1_255G 

－ R/W あり カラーパレット 1_000～255 緑（Color Palette 1_000～255 

Green） 

カラーパレット 1の緑色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

9、8 － － R － リザーブビットです。 

7～2 CP1_000B 

～ 

CP1_255B 

－ R/W あり カラーパレット 1_000～255 青（Color Palette 1_000～255 Blue） 

カラーパレット 1の青色データを設定します。 

リセット時は値を保持します。 

1、0 － － R － リザーブビットです。 
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【注】 RGB各 6ビットのカラーを設定する 256本レジスタ群で、26万色中同時 256表示可能なカラーパレットとして使用し

ます。 

 

8bit/pixelデータの表示時に有効となります。カラーパレット制御レジスタ（CPCR）の CP1CEを 1にセットす

ることにより、設定した内容が次の VSYNCの立ち下がり（内部更新タイミング）または表示リセット解除で有

効になります。なお、カラーパレットを更新する場合は、必ず全面書き換えを行ってください。カラーパレット

を CPUからリードする場合は、CP1CEビットを 1にセットする前に行ってください。カラーパレットはロングワ

ードアクセスです。 
 



 

23. ディスプレイユニット（DU） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  23-69 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

23.2.7 外部同期制御レジスタ 

（1） 外部同期制御レジスタ（ESCR：External Synchronization Control Register） 

• アドレス：H'FFF90000 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

00000⎯⎯00⎯⎯⎯⎯ 0⎯

⎯⎯⎯0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ 0⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WR/WRRRRR R

初期値：

R/W：

⎯
R/W

FRQSEL

DCLK
SEL

DCLK
DIS

SYNCSEL

RRRR/WRRRRRRRRRR R

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31～21 － － R － リザーブビットです。 

20 DCLKSEL 0 R/W なし 入力ドットクロック選択（DCLKIN SELect） 

0：入力ドットクロックは DCLKIN端子になります。 

1：入力ドットクロックは 166.5MHzのクロックになります。 

本設定の場合、ドットクロック分周比は 2分周以上（分周後の

周波数が 83.3MHz以下）となるようにしてください。 

19～17 － － R － リザーブビットです。 

16 DCLKDIS 0 R/W なし 出力ドットクロックディスエーブル（DCLKOUT DISable） 

0：DCLKOUTを出力します。 

1：DCLKOUTを出力しません。DCLKOUTは Low固定となり

ます。 

15～10 － － R － リザーブビットです。 

9、8 SYNCSEL 00 R/W なし ドットクロック位相合わせ用同期信号選択（SYNC SELect） 

00：位相処理を行いません。 

01：位相処理を行いません。 

10：EXVSYNC信号により同期を行います。 

11：EXHSYNC信号により同期を行います。 

7、6 － － R － リザーブビットです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

5～0 FRQSEL 000000 R/W なし ドットクロック分周比選択（FReQuency SELect） 

ビット 5を有効にするには表示拡張機能許可レジスタ（DEFR）/ 

DEFEに 1を設定してください。初期状態ではビット 5は 0固定

となります。 

000000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の分周を行い

ません。 

000001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 2分周。 

000010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 3分周。 

000011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 4分周。 

000100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 5分周。 

000101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 6分周。 

000110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 7分周。 

000111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 8分周。 

001000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 9分周。 

001001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 10分周。 

001010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 11分周。 

001011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 12分周。 

001100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 13分周。 

001101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 14分周。 

001110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 15分周。 

001111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 16分周。 

010000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 17分周。 

010001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 18分周。 

010010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 19分周。 

010011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 20分周。 

010100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 21分周。 

010101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 22分周。 

010110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 23分周。 

010111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 24分周。 

011000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 25分周。 

011001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 26分周。 

011010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 27分周。 

011011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 28分周。 

011100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 29分周。 

011101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 30分周。 

011110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 31分周。 

011111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 32分周。 

100000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 33分周。 



 

23. ディスプレイユニット（DU） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  23-71 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

5～0 FRQSEL 000000 R/W なし 100001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 34分周。 

100010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 35分周。 

100011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 36分周。 

100100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 37分周。 

100101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 38分周。 

100110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 39分周。 

100111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 40分周。 

101000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 41分周。 

101001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 42分周。 

101010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 43分周。 

101011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 44分周。 

101100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 45分周。 

101101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 46分周。 

101110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 47分周。 

101111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 48分周。 

110000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 49分周。 

110001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 50分周。 

110010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 51分周。 

110011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 52分周。 

110100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 53分周。 

110101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 54分周。 

110110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 55分周。 

110111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 56分周。 

111000：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 57分周。 

111001：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 58分周。 

111010：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 59分周。 

111011：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 60分周。 

111100：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 61分周。 

111101：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 62分周。 

111110：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 63分周。 

111111：入力ドットクロック（逓倍用クロック）の 64分周。 
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（2） 出力信号タイミング調整レジスタ（OTAR：Output signal Timing Adjustment Register） 

• アドレス：H'FFF90004 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

00⎯000⎯000⎯⎯⎯ 0⎯

⎯⎯⎯000⎯000⎯00 ⎯0

ビット：

⎯
R/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRRRR R

初期値：

R/W：

⎯
RRRRR/WR/WR/WRR/WR/WR/WRR/WR/W

DEA DRGBACLAMPA

DISPA SYNCACDEA

R R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

31 － － R － リザーブビットです。 

30～28 DEA 000 R/W なし DE信号出力タイミング調整（DE output timing Adjustment） 

000：出力タイミングの調整を行いません。 

ドットクロックの立ち上がりで DE信号を出力し、基準タ

イミングとなります。 

001：基準タイミングに対してドットクロック（1）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングでDE信号を出力します。 

010：基準タイミングに対してドットクロック（2）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングでDE信号を出力します。 

011：基準タイミングに対してドットクロック（3）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングでDE信号を出力します。 

100：基準タイミングに対してドットクロック（1／2）サイクル

分速く、立ち下がりタイミングで DE信号を出力します。 

101：基準タイミングに対してドットクロック（1／2）サイクル

分遅延させ、立ち下がりタイミングで DE信号を出力しま

す。 

110：基準タイミングに対してドットクロック（1＋1／2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで DE信号を出力

します。 

111：基準タイミングに対してドットクロック（2＋1／2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで DE信号を出力

します。 

27 － － R － リザーブビットです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

26～24 CLAMPA 000 R/W なし CLAMP信号出力タイミング調整（CLAMP output timing 

Adjustment） 

000：出力タイミングの調整を行いません。 

ドットクロックの立ち上がりで CLAMP信号を出力し、基

準タイミングとなります。 

001：基準タイミングに対してドットクロック（1）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで CLAMP信号を出力し

ます。 

010：基準タイミングに対してドットクロック（2）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで CLAMP信号を出力し

ます。 

011：基準タイミングに対してドットクロック（3）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで CLAMP信号を出力し

ます。 

100：基準タイミングに対してドットクロック（1／2）サイクル

分速く、立ち下がりタイミングで CLAMP信号を出力しま

す。 

101：基準タイミングに対してドットクロック（1／2）サイクル

分遅延させ、立ち下がりタイミングで CLAMP信号を出力

します。 

110：基準タイミングに対してドットクロック（1＋1／2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで CLAMP信号を

出力します。 

111：基準タイミングに対してドットクロック（2＋1／2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで CLAMP信号を

出力します。 

23 － － R － リザーブビットです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

22～20 DRGBA 000 R/W なし デジタル RGB信号出力タイミング調整（Digital RGB output timing 

Adjustment） 

000：出力タイミングの調整を行いません。 

ドットクロックの立ち上がりでデジタル RGB信号を出力

し、基準タイミングとなります。 

001：基準タイミングに対してドットクロック（1）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングでデジタル RGB信号を

出力します。 

010：基準タイミングに対してドットクロック（2）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングでデジタル RGB信号を

出力します。 

011：基準タイミングに対してドットクロック（3）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングでデジタル RGB信号を

出力します。 

100：基準タイミングに対してドットクロック（1／2）サイクル

分速く、立ち下がりタイミングでデジタル RGB信号を出

力します。 

101：基準タイミングに対してドットクロック（1／2）サイクル

分遅延させ、立ち下がりタイミングでデジタル RGB信号

を出力します。 

110：基準タイミングに対してドットクロック（1＋1／2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングでデジタル RGB

信号を出力します。 

111：基準タイミングに対してドットクロック（2＋1／2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングでデジタル RGB

信号を出力します。 

19～11 － － R － リザーブビットです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

10～8 CDEA 000 R/W なし CDE信号出力タイミング調整（CDE output timing Adjustment） 

000：出力タイミングの調整を行いません。 

ドットクロックの立ち上がりで CDE信号を出力し、基準

タイミングとなります。 

001：基準タイミングに対してドットクロック（1）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで CDE信号を出力しま

す。 

010：基準タイミングに対してドットクロック（2）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで CDE信号を出力しま

す。 

011：基準タイミングに対してドットクロック（3）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで CDE信号を出力しま

す。 

100：基準タイミングに対してドットクロック（1／2）サイクル

分速く、立ち下がりタイミングで CDE信号を出力します。 

101：基準タイミングに対してドットクロック（1／2）サイクル

分遅延させ、立ち下がりタイミングで CDE信号を出力し

ます。 

110：基準タイミングに対してドットクロック（1＋1／2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで CDE信号を出

力します。 

111：基準タイミングに対してドットクロック（2＋1／2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで CDE信号を出

力します。 

7 － － R － リザーブビットです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

6～4 DISPA 000 R/W なし DISP信号出力タイミング調整（DISP output timing Adjustment） 

000：出力タイミングの調整を行いません。 

ドットクロックの立ち上がりで DISP信号を出力し、基準

タイミングとなります。 

001：基準タイミングに対してドットクロック（1）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで DISP信号を出力しま

す。 

010：基準タイミングに対してドットクロック（2）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで DISP信号を出力しま

す。 

011：基準タイミングに対してドットクロック（3）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで DISP信号を出力しま

す。 

100：基準タイミングに対してドットクロック（1／2）サイクル

分速く、立ち下がりタイミングでDISP信号を出力します。 

101：基準タイミングに対してドットクロック（1／2）サイクル

分遅延させ、立ち下がりタイミングで DISP信号を出力し

ます。 

110：基準タイミングに対してドットクロック（1＋1／2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで DISP信号を出

力します。 

111：基準タイミングに対してドットクロック（2＋1／2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで DISP信号を出

力します。 

3 － － R － リザーブビットです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 内部更新 説   明 

2～0 SYNCA 000 R/W なし SYNC（HSYNC、VSYNC、CSYNC、ODDF）信号出力タイミン

グ調整（SYNc output timing Adjustment） 

000：出力タイミングの調整を行いません。 

ドットクロックの立ち上がりで SYNC（HSYNC、VSYNC、

CSYNC、ODDF）信号を出力し、基準タイミングとなり

ます。 

001：基準タイミングに対してドットクロック（1）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで SYNC（HSYNC、

VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力します。 

010：基準タイミングに対してドットクロック（2）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで SYNC（HSYNC、

VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力します。 

011：基準タイミングに対してドットクロック（3）サイクル分

遅延させ、立ち上がりタイミングで SYNC（HSYNC、

VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力します。 

100：基準タイミングに対してドットクロック（1／2）サイクル

分速く、立ち下がりタイミングで SYNC（HSYNC、

VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力します。 

101：基準タイミングに対してドットクロック（1／2）サイクル

分遅延させ、立ち下がりタイミングで SYNC（HSYNC、

VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力します。 

110：基準タイミングに対してドットクロック（1＋1／2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで SYNC

（HSYNC、VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力しま

す。 

111：基準タイミングに対してドットクロック（2＋1／2）サイ

クル分遅延させ、立ち下がりタイミングで SYNC

（HSYNC、VSYNC、CSYNC、ODDF）信号を出力しま

す。 

【注】 立ち下がりタイミングを設定した場合は、電気的特性は対象外となります。 
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23.3 表示機能 

23.3.1 出力画面構造 

ディスプレイユニット（DU）は、最大 4階層表示でウィンドウ表示を行います。それぞれのウィンドウをプレ

ーンと呼び、プレーンごとの重ね合わせ順序は任意に設定可能です。各プレーンは、表示 ON/OFFや表示データ

フォーマット（8bit/pixel、16bit/pixel、ARGB、YC）、ブレンディング機能などの独自設定が可能です。ウィンド

ウ表示のプレーンに加え、アルファ値専用のプレーンを最大 1階層で合成が可能です。 

各プレーンはダブルバッファ（ビデオキャプチャ指定プレーンのみトリプルバッファ）構成となり、スムーズ

な表示が可能です。 

【注】 高解像度表示の場合、合成するプレーン面数や表示サイズによりユニファイドメモリのトラフィック量が多くなり、ト

ラフィック量起因による制限が発生する場合がありますが、表示機能には制限がありません。 

 

表 23.3 プレーンの表示機能 

表示データフォーマット  表示

ON/

OFF 

8bit/pixel 16bit/pixel ARGB YC 

重ね合わせ ブリンキング サイズ スクロール ラップ 

アラウンド 

プレーン 1 ○ ○*1 ○ ○ ○*2 αブレンド／ 

透過色／EOR演算

○ X、Y 

任意 

○ ○ 

プレーン 2 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 

プレーン 3 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 

プレーン 4 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 

αプレーン 1 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ 

下地色*3 × × × × × × × × × × 

【注】 *1 カラーパレット 1、カラーパレット 2、カラーパレット 3、カラーパレット 4のいずれかを選択。 

 *2 YC→RGB変換は、最上位プレーンの YUVデータのみ変換可能です。 

 *3 下地色は RGB:6･6･6のデータフォーマットとなります。 
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フレームフレーム
バッファバッファ4
フレーム
バッファ4

フレームバッファはダブルバッファ（ビデオ面はトリプルバッファ）機能により描画面／表示面を切り替えます。

重ね合わせ順位は
任意に
設定可能です。

下地色が設定可能 

バッファ1
フレーム
バッファ2

フレームフレーム
バッファバッファ4

フレーム
バッファ11

表示出力は、重ね合わ
せ順位および各プレー
ンのブレンディングモ
ードに従い合成され表
示されます。

表示面

ビデオ面ビデオ面
（トリプルバッファトリプルバッファ）

ビデオ面
（トリプルバッファ）

フレーム
バッファ2

フレーム
バッファ4

ビデオ面ビデオ面ビデオ面

 

図 23.2 プレーン構成および重ね合わせ概略 
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23.3.2 表示 ON、OFF 

すべての表示 ON、OFFは、表示システム制御レジスタ（DSYSR）/DENで設定します。DENが 0の場合は表

示オフ時出力レジスタ（DOOR）に設定された表示データを表示します。 

プレーン 1～4の表示 ON、OFFは、表示プレーン優先順位レジスタ（DPPR）で設定します。下記のような表示

条件の場合は下地色レジスタ（BPOR）に設定された表示データを表示します。 

1. プレーン1～4がすべて表示OFF 

2. 表示サイズと表示位置により表示するプレーンのない領域 

3. 表示するプレーンの画素がすべて透過色である場合 
 

表 23.4 プレーン 1～4の表示 ON/OFF 

表示面 表示プレーン優先順位レジスタ（DPPR） 

プレーン 1 優先順位 1～8のいずれかにプレーン 1を選択し、当該許可ビットに 1を設定 

プレーン 2 優先順位 1～8のいずれかにプレーン 2を選択し、当該許可ビットに 1を設定 

プレーン 3 優先順位 1～8のいずれかにプレーン 3を選択し、当該許可ビットに 1を設定 

プレーン 4 優先順位 1～8のいずれかにプレーン 4を選択し、当該許可ビットに 1を設定 

【注】 表示プレーンプレーン優先順位レジスタ（DPPR）で表示 ONとしても、次の条件の場合は表示 OFFとして扱われ、該

当プレーンは表示しません。 

 1. プレーン n表示位置 Xレジスタ（PnDPXR）に設定した値が画面サイズ｛水平表示終了位置レジスタ（HDE）－

水平表示開始位置レジスタ（HDS）｝より大きいプレーン。 

 2. プレーン n表示位置 Yレジスタ（PnDPYR）に設定した値が画面サイズ｛垂直表示終了位置レジスタ（VDE）－

垂直表示開始位置レジスタ（VDS）｝より大きいプレーン。 

 3. プレーン n表示サイズ Xレジスタ（PnDSXR）に設定した値が 0であるプレーン。 

 4. プレーン n表示サイズ Yレジスタ（PnDSYR）に設定した値が 0であるプレーン。 

 5. プレーン nメモリ幅レジスタ（PnMWR）に設定した値が 0であるプレーン。 

 6. プレーン n開始位置 Xレジスタ（PnSPXR）に設定した値がプレーン nメモリ幅レジスタ（PnMWR）に設定した

値の 2倍以上であるプレーン。 
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23.3.3 プレーンパラメータ 

プレーンでは表示領域開始位置・メモリ幅・表示開始位置・表示サイズをレジスタによって設定します。 

プレーンに関係する各種開始位置およびサイズの概念図と各種開始位置とサイズの設定に関するレジスタを以

下に示します。 

①MWX
②DSA

⑤SPX

⑥SPY 

⑦DSX

⑧DSY

③WASPY

④WAMWY
⑦DSX

⑧DSY
⑨DPX

⑩DPY 

モニタ原点（左上）

メモリパラメータ

モニタパラメタ
⑪MLY

SH7786
SH7786

 

図 23.3 パラメータ 

 

表 23.5 メモリパラメータ・モニタパラメータ設定レジスタ 

No 図中の名称 設定レジスタ名 説明 

① MWX（プレーンメモリ幅） PnMWXR プレーンの X方向のメモリ幅を 16画素～4096画素まで 16画素単

位に設定します。 

② DSA（表示領域開始位置） PnDSA0R 

～ 

PnDSA2R 

メモリ領域におけるプレーン nの開始アドレスを設定します。 

③ WASPY 

（プレーン nラップアラウンド

開始位置） 

PnWASPR DSAで設定したアドレスを基準に、プレーン nラップアラウンドエ

リアの Y方向開始位置を画素単位で設定します。 

④ WAMWY 

（ラップアラウンドメモリ幅）

PnWAMWR ラップアラウンドの Y方向のメモリ幅を 240～4095ラインの範囲

で任意設定します。 

⑤ SPX（開始位置 X） PnSPXR DSAで設定したアドレスを原点として表示開始位置までの X方向

の距離を画素単位で設定します 

⑥ SPY（開始位置 Y） PnSPYR DSAで設定したアドレスを原点として表示開始位置までの Y方向

の距離をラスタ単位で設定します 

⑦ DSX（表示サイズ X） PnDSXR プレーン nの X方向の表示サイズを画素単位で設定します。 

⑧ DSY（表示サイズ Y） PnDSYR プレーン nの Y方向の表示サイズをラスタ単位で設定します。 
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No 図中の名称 設定レジスタ名 説明 

⑨ DPX（表示位置 X） PnDPXR モニタの左上を原点として表示位置までのX方向の距離を画素単位

で設定します。 

⑩ DPY（表示位置 Y） PnDPYR モニタの左上を原点として表示位置までのY方向の距離をラスタ単

位で設定します。 

⑪ MLY（メモリ長 Y） PnMLR プレーン nの Y方向のメモリ領域をラスタ単位で設定します。 

 

23.3.4 メモリ割り付け 

各プレーンは表示面、描画面 1およびビデオ表示のための描画面 2の表示領域開始アドレスを個別に設定する

ことができます。表示領域開始アドレスレジスタには、使用するメモリ領域の先頭アドレスを各々に設定します。 

ディスプレイユニット（DU）では、表示プレーンがビデオキャプチャでは、それぞれのプレーンごとの表示領

域開始アドレス 0、1および 2を使用してトリプルバッファ制御を行い、ビデオキャプチャ以外では、プレーンご

との表示領域開始アドレス 0および 1を使用してダブルバッファ制御を行い各プレーンを表示します。 

アルファ値専用プレーンは表示プレーンと同じバッファ制御ができます。 

表示キャプチャでは格納する領域を 1つのみ設定することができます。 

各プレーンで使用する、表示領域開始アドレスレジスタ一覧を以下に示します。 
 

表 23.6 メモリ割り付け設定レジスタ 

表示面 設定レジスタ名称 

プレーン 1 表示領域開始アドレスレジスタ 0 P1DSA0R 

プレーン 1 表示領域開始アドレスレジスタ 1 P1DSA1R 

プレーン 1 

プレーン 1 表示領域開始アドレスレジスタ 2 P1DSA2R 

プレーン 2 表示領域開始アドレスレジスタ 0 P2DSA0R 

プレーン 2 表示領域開始アドレスレジスタ 1 P2DSA1R 

プレーン 2 

プレーン 2 表示領域開始アドレスレジスタ 2 P2DSA2R 

プレーン 3 表示領域開始アドレスレジスタ 0 P3DSA0R 

プレーン 3 表示領域開始アドレスレジスタ 1 P3DSA1R 

プレーン 3 

プレーン 3 表示領域開始アドレスレジスタ 2 P3DSA2R 

プレーン 4 表示領域開始アドレスレジスタ 0 P4DSA0R 

プレーン 4 表示領域開始アドレスレジスタ 1 P4DSA1R 

プレーン 4 

プレーン 4 表示領域開始アドレスレジスタ 2 P4DSA2R 

アルファ値プレーン 1 表示領域開始アドレスレジスタ 0 AP1DSA0R 

アルファ値プレーン 1 表示領域開始アドレスレジスタ 1 AP1DSA1R 

αプレーン 1 

アルファ値プレーン 1 表示領域開始アドレスレジスタ 2 AP1DSA2R 

表示キャプチャ 表示キャプチャ格納領域開始アドレスレジスタ DCSAR 
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23.3.5 表示データフォーマット 

表示されるカラーデータには次の形式があります。 

ユニファイドメモリ上にリトルエンディアンで配置された場合のデータ構成を示します。 
 

• 8bit/pixel 

カラーパレットのインデックスです。カラーパレットによって RGB各 6ビットの画像データに変換して表示し

ます。 
 

8bit/pixelデータ（インデックスカラー）            

D15～D0 15       8 7       0 

画素番号 1 0 

 

• 16bit/pixel：RGB 

RGBのレベルを R：5ビット、G：6ビット、B：5ビットで表現します。 
 

16bit/pixelデータ（RGBデータ）フォーマット           

D15～D0 15    11 10     5 4    0 

 R G B 

 

• 16bit/pixel：ARGB 

ARGBのレベルを A：1、R：5、G：5、B：5ビットで表現します。RGBの値のほかにアルファ値を設定します。 

A値によるブレンディング制御はプレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnSPIMがブレンディングを行う設定の

場合に有効となります。プレーン nブレンド比レジスタ（PnALPHAR）/PnALPHAの PnABITビットが 00の場合、

A値＝1でαブレンディングを行います。PnABITビットが 01の場合、A値＝0でαブレンディングを行います。

PnABITビットが 10あるいは 11の場合は A値の値によらずαブレンディングを行います。PnSPIMがブレンディ

ング設定でないとき A値の値によらずブレンディングを行いません。 
 

16bit/pixelデータ（ARGBデータ）フォーマット          

D15～D0 15 14    10 9    5 4    0 

 A R G B 
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• YC 

YC(YCbCr)＝4:2:2形式の画像データです。演算回路により RGB各 8ビットの画像データに変換して表示しま

す。 

YCのデータ並びは UYVY形式と YUYV形式に対応しています。UYVY形式と YUYV形式はプレーン nモー

ドレジスタ（PnMR）/PnYCDFにて選択できます。 
 

（1） UYVY形式 
 

D63～D48 63       56 55       48 

画像データ 3、4 Y3 V2 

                 

D47～D32 47       40 39       32 

画像データ 3、4 Y2 U2 

                 

D31～D16 31       24 23       16 

画像データ 1、2 Y1 V0 

                 

D15～D0 15       8 7       0 

画像データ 1、2 Y0 U0 

 

（2） YUYV形式 
 

D63～D48 63       56 55       48 

画像データ 3、4 V2 Y3 

                 

D47～D32 47       40 39       32 

画像データ 3、4 U2 Y2 

                 

D31～D16 31       24 23       16 

画像データ 1、2 V0 Y1 

                 

D15～D0 15       8 7       0 

画像データ 1、2 U0 Y0 
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23.3.6 出力データおよび表示キャプチャデータフォーマット 

ディスプレイユニット（DU）から Digital RGB出力する場合、各表示データフォーマットを R･G･B 8･8･8に展

開した後に出力します。端子へ出力する場合は展開後の 8ビット中、上位 6ビットを出力します。 

表示キャプチャデータは Redおよび Blue端子出力の上位 5ビット、Green端子出力の 6ビットを格納します。 

データフォーマットを下表に記します。 
 

表 23.7 出力データフォーマット 

 Red Green Blue 

RGB端子出力データ 5 4 3 2 1 0   5 4 3 2 1 0 5 4 3 2 1 0   

8bit/pixel R(6bit) 0 0 G(6bit) 0 0 B(6bit) 0 0 

16bit/pixel R(5bit) 0 0 0 G(6bit) 0 0 B(5bit) 0 0 0 

ARGB R(5bit) 0 0 0 G(5bit) 0 0 0 B(5bit) 0 0 0 

YC→RGB R(6bit) 0 0 G(6bit) 0 0 B(6bit) 0 0 

表示キャプチャ R(5bit)   G(6bit) B(5bit)    

 

23.3.7 エンディアン変換 

ディスプレイユニット（DU）は、表示システム制御レジスタ（DSYSR）/DSECビットの設定によりビッグエン

ディアン／リトルエンディアンの変換が可能です。 

Display Unit内部はリトルエンディアン固定となっており、表示システム制御レジスタ（DSYSR）/DSECビット

を 1に設定することで、ユニファイドメモリ上にビッグエンディアンで配置された表示データをリトルエンディ

アンに変換して読み出しが行えます。 

エンディアン変換の単位（バイト／ワード）は、プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnDDFの設定に従いま

す。 
 

表 23.8 エンディアン変換単位 

PnMR/PnDDF データフォーマット エンディアン変換の単位 

0 0 8bit/pixel バイト単位 

0 1 16bit/pixel（RGBデータ） ワード単位 

1 0 ARGBモード ワード単位 

1 1 YCモード バイト単位 
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以下に各単位におけるエンディアン変換を図 23.4に示します。 

15 BigEndian141312

103 96 111 104 119 112 127 120

3 ・・・210

7 0 15 8 23 16 24 31

0

0 1 6 7

7 6 1 0

LittleEndian

BigEndian

LittleEndian

123

31 24 23 16 15 8 7 0

12 ・・・

・・・

・・・

131415

127 120 119 112 111 104 103 96

111 96 127 11215 310 16

31 16 15 0127 112 111 96

ワード単位のエンディアン変換
・PnMR/PnDDF = 01：16bit/pixel(RGBデータ）
・PnMR/PnDDF = 10：ARGBモード

バイト単位のエンディアン変換
・PnMR/PnDDF = 00：8bit/pixel
・PnMR/PnDDF = 11：YCモード

 

図 23.4 エンディアン変換 
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23.3.8 カラーパレット 

8bit/pixelデータはカラーパレットを使用します。 

カラーパレットは、プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnCPSLで設定します。カラーパレットは 2面の交替

バッファで構成されており、一方が表示面、他方が CPUアクセス面となります。カラーパレットの設定後、カラ

ーパレット制御レジスタ（CPCR）のカラーパレット切り替えイネーブルビット（CP1CE）を 1にセットすること

により、次の VSYNCの立ち下がり（内部更新タイミング）、または表示リセット解除（DSYSR：DRESビット 1

→0）で設定したカラーパレットが有効になります。 
 

（1） カラーパレット使用上の注意 

1. 交替バッファで構成されているため、カラーパレットの更新時には全面書き換えが必要です。ただし、カラ

ーパレットの更新内容を管理している場合は、該当部分のみの書き換えでも問題ありません。 

2. カラーパレットの設定終了時には、必ず切り替えイネーブルビットを1に設定してください。 

3. カラーパレットをCPUからリードする場合は、切り替えイネーブルビットを1にセットする前に行ってくださ

い。 

 

（2） カラーパレット設定手順 

（a） 初期状態からの切り替え手順 

初期状態（パワーオンリセット後）は表示リセット状態です。 

1. 表示制御レジスタを設定。 

2. カラーパレットを設定。 

3. カラーパレット設定完了後、カラーパレット切り替えイネーブルに1を設定。 

4. 表示リセットを解除。 

 

（b） 表示状態からの切り替え手順 

表示状態はシステム制御レジスタの DRES=0、DEN=1の状態です。 

1. カラーパレット切り替えイネーブルの0を確認。 

2. カラーパレットを設定。 

3. カラーパレット設定完了後、カラーパレット切り替えイネーブルに1を設定。 
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23.3.9 プレーンの重ね合わせ表示 

各プレーンは、αブレンディング、透過色、EOR演算の 3種類を組み合わせた重ね合わせ表示が可能です。プ

レーン nモードレジスタ（PnMR）/PnSPIMを設定することで重ね合わせ表示を選択します。 

ただし、同一プレーンに対しαブレンディングと EOR演算を同時に行うことはできません。 

 

表 23.9 重ね合わせ表示 

PnSPIM 重ね合わせ表示 

000 指定プレーンは透過処理を行います。 

指定プレーンが透過色の場合は下位プレーンを表示します。（初期値） 

001 指定プレーンと下位プレーンとのブレンディングを行います。 

指定プレーンが透過色の場合はブレンディングを行わず、下位プレーンを表示します。 

010 指定プレーンと下位プレーンとの EOR演算を行います。 

指定プレーンが透過色の場合は EOR演算を行わず、下位プレーンを表示します。 

011 設定禁止。（下位プレーンを表示します） 

100 指定プレーンは透過処理を行いません。 

指定プレーンを表示します。 

101 指定プレーンと下位プレーンとのブレンディングを行います。 

指定プレーンの透過色指定は無視し、指定プレーンのすべての画素と下位プレーンとのブレンディングを行いま

す。 

110 指定プレーンと下位プレーンとの EOR演算を行います。 

指定プレーンの透過色指定は無視し、指定プレーンのすべての画素と下位プレーンとの EOR演算を行います。 

111 設定禁止。（下位プレーンを表示します） 

 

αブレンディングおよび EOR演算は表示データフォーマットを R・G・B 8：8：8に展開したあとに行います。 

各表示データフォーマットの補完フォーマットを下表に示します。 
 

表 23.10 各表示データフォーマットにおける R・G・B 8：8：8展開時のビット構成 

データフォーマット R (8bit) G (8bit) B (8bit) 

8bit/pixel R (6bit) 0 0 G (6bit) 0 0 B (6bit) 0 0 

16bit/pixel R (5bit) 0 0 0 G (6bit) 0 0 B (5bit) 0 0 0 

ARGB R (5bit) 0 0 0 G (5bit) 0 0 0 B (5bit) 0 0 0 

YC→RGB R (8bit) G (8bit) B (8bit) 
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αブレンディングおよび EOR演算は下位のプレーンから上位のプレーンの順に処理を行います。これをブロッ

ク図化したものを図 23.5に示します。 

最上位プレーン

順位2プレーン

順位3プレーン

最下位プレーン

表示データ

順位3プレーンPnSPIM

順位2プレーンPnSPIM

最上位プレーンPnSPIM

重ね合わせ処理回路

 

図 23.5 αブレンディング・EOR演算時のプレーン処理順序 

 

αブレンディングあるいは EOR演算する表示データのデータフォーマットが 8bit/pixelの場合は、あらかじめ

使用するカラーパレットの選択を行ってからαブレンディングあるいは EOR演算のON/OFFを設定してください。

このときαブレンディングあるいは EOR演算する両プレーンでカラーパレットの設定を行った場合、αブレンデ

ィングあるいは EOR演算されず指定プレーンのみ表示されます。下位プレーンがすべて表示 OFFのとき、指定

プレーンを表示します。つまり、下地色レジスタ（BPOR）に指定された表示データと指定プレーンとのブレンデ

ィングあるいは EOR演算は行いません。 
 

（1） αブレンディング 

αブレンディングは次の 4種類から選択できるアルファ値（α）に従いブレンディング処理を行います。 

1. プレーンnブレンド比レジスタ（PnALPHAR）/PnALPHA。 

2. カラーパレット内のブレンド比ビット。 

3. 表示プレーンの表示データ。 

4. アルファ値専用プレーンのデータ。 

ブレンディング結果＝（α×指定プレーン＋（H'100－α）×下位プレーン）／H'100 

【注】 上記式でブレンディング結果、α、指定プレーン、下位プレーンはすべて 8ビットデータとなります。 

 

アルファ値を 0に設定した場合は、下位プレーンのみを表示します。ここで、プレーン nモードレジスタ（PnMR）

/PnDDFが ARGBモードに設定かつ、プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnSPIMがブレンディングを行う設定

の場合、出力 ARGBデータフォーマットの A値に従い、プレーン nブレンド比レジスタ（PnALPHAR）/PnALPHA

で設定されたアルファ値によりαブレンディングが行われます。プレーン nブレンド比レジスタ（PnALPHAR）

/PnALPHAの PnABITビットが 00の場合、A値＝1でαブレンディングを行います。PnABITビットが 01の場合、

A値＝0でαブレンディングを行います。PnABITビットが 10あるいは 11の場合は A値の値によらずαブレンデ

ィングを行います。 
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（2） 透過色 

各プレーンは、プレーン nモードレジスタ(PnMR）/PnSPIMのビット 2を 0に設定することで指定面と下位プ

レーンとの透過色処理が可能です。ただし、YCモードの場合は透過色処理は行うことはできません。 
 

（a） 8bit/pixelモードの場合 

プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnTC=0（初期値）のときプレーン n透過色 1レジスタ（PnTC1R）設定に

従い透過色処理を行います。プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnTC=1のとき、カラーパレット透過色レジス

タ（CPT1R）の設定に従った色を透過色に指定できます。透過色に指定できるのはインデックス H'00～H'0Fのみ

で、H'10～H'FFは透過色に指定できません。 

カラーパレット透過色レジスタはプレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnCPSLビットで選択します。 
 

（b） 16bit/pixelモード、ARGBモードの場合 

プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnTCの設定に関係なくプレーン n透過色 2レジスタ（PnTC2R）に従い

透過色処理を行います。 

ARGBモードの場合、プレーン n透過色 2レジスタ（PnTC2R）のビット 14～0と比較し、ビット 15は無視し

ます。 
 

以上を纏め、下表に PnTC=0、1のそれぞれの場合に有効となる透過色指定レジスタを示します。 
 

表 23.11 透過色指定レジスタ 

データフォーマット 透過色指定ビット カラーパレットセレクトビット 透過色指定レジスタ 

― （PnMR）/PnTC （PnMR）/PnCPSL ― 

0 ― PnTC1R 8bit/pixel 

1 000 CP1TR 

16bit/pixel ― ― PnTC2R 

ARGB ― ― PnTC2R 

 

（3） EOR演算 

指定プレーンと下位プレーンとの EOR演算を行います。 
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23.3.10 表示の競合 

（1） YCデータの競合 

ディスプレイユニット（DU）内には YC-RGB変換回路を 1セットのみ有していますので、同時に 2プレーン以

上のYC-RGB変換を行うことができません。同時に2プレーン以上のYC-RGB変換の必要な画素があった場合は、

最も上にあるプレーンの画素を YC-RGB変換し、下位のプレーンは表示されません。 

下図に 3プレーンが YCデータの場合の YC-RGB変換するプレーンを示します。 

プレーン1（YCデータ） 

プレーン2（YCデータ） 

プレーン3（YCデータ） 

YC-RGB変換プレーン プレーン1 プレーン1 プレーン1 プレーン2 プレーン3

 

図 23.6 YCデータの競合図 

 

（2） プレーンの優先順位 

各プレーンの表示優先順位は表示プレーン優先順位レジスタ（DPPR）にて設定しますが、1つのプレーンが 2

つ以上の順位に設定された場合は、最も上の順位を選択します。 

たとえば、表示プレーン優先順位（DPPR）レジスタの設定値が H'00CB D888の場合、優先順位と表示 ON/OFF

の結果は次のとおりになります。 
 

最上位プレーン プレーン 1 

順位 2プレーン 該当プレーンなし 

順位 3プレーン 該当プレーンなし 

最下位プレーン プレーン 4 

表示 OFFプレーン プレーン 2、プレーン 3 
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23.3.11 ブリンキング 

各プレーンは、表示領域開始アドレス 0および 1を使用してブリンキング動作が可能です。各プレーンは通常

プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnBMの設定に従いダブルバッファ制御を行いますが、プレーン nモードレ

ジスタ（PnMR）/PnBMをオートディスプレイ（ブリンキングモード）=10に設定することにより、プレーン nブ

リンキング周期レジスタ（PnBTR）/PnBTA、PnBTBで設定した周期でブリンキングを行います。 

ここで、ブリンキング周期を 1に設定すると毎 VSYNC単位に表示領域開始アドレス 0、1を切り替えることが

可能で、旧 Q2SDのオートディスプレイチェンジモードと同様の機能が実現可能です。 

【注】 プレーン nブリンキング周期レジスタ（PnBTR）/PnBTA、PnBTBには 0以外の値を設定してください。 

 

Display Unitの動作

ブリンク周期設定

（内部カウンタ）

VSYNC

第n-1フレーム目 第1フレーム目

A0：プレーンnバッファ0
A1：プレーンnバッファ1

第2フレーム目第nフレーム目

表示画面はA0

BTA（A0表示期間を設定します）

BTB（A1表示期間を設定します）

BTA-1 BTA 0 1

表示画面はA1

ブランキング周期に従い
バッファ切り替えを行います。

 

図 23.7 ブリンキング 
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23.3.12 スクロール表示 

各プレーンは、表示領域と表示画面のサイズおよび開始位置をプレーンごと独立に設定することにより、スム

ーズなスクロール処理がプレーン独立に可能です。 

スクロール表示を行うためには、各プレーンの表示領域開始アドレス 0～2レジスタ(PnDSA0～2R) で指定した

メモリの先頭を原点として、プレーン n表示開始位置 X、Y（プレーン n開始位置 Xレジスタ（PnSPXR）および

プレーン n開始位置 Yレジスタ（PnSPYR）で指定された座標）をサイクリックに設定することにより可能です。 

スクロール表示概要を下図に示します。表示開始位置を Aから Bに設定することによりスクロール表示を行い

ます。 

【注】 各プレーンの表示サイズなどの領域設定は、メモリ構成領域外を表示しないように設定してください。 

プレーン1表示領域開始アドレス

表示開始位置
A

B

メモリ幅

プレーン8表示領域開始アドレス

表示開始位置

A
B

メモリ幅

・

・

・

・

 

図 23.8 スクロール機能概略図 
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23.3.13 ラップアラウンド表示 

各プレーンは、スクロール表示に加えて、球面スクロールを実現できるラップアラウンド表示ができます。ラ

ップアラウンド表示を有効にする場合、プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnWAEにビットセットします。ス

クロール表示のため、プレーン n表示開始位置 X、Y（プレーン n開始位置 Xレジスタ（PnSPXR）に設定するプ

レーン n開始位置 X、プレーン n開始位置 Yレジスタ(PnSPYR)に設定するプレーン n開始位置 Y）を変化させた

結果、プレーン nがラップアラウンドエリアをはみ出した場合でも、ラップアラウンド表示では、下図のように

ラップアラウンドエリアを球面に見立てて、はみ出した部分を補完して表示します。ラップアラウンドエリアの

指定方法を以下に示します。 
 

1. プレーンn表示領域開始アドレス0～2レジスタ（PnDSA0～2R）にプレーンnで使用するメモリの先頭アドレ

スを指定します。 

2. 指定したメモリの先頭を原点として、プレーンnラップアラウンド開始位置レジスタ（PnWASPR）でラップ

アラウンドエリアの左上座標を指定します。ラップアラウンドエリアのX方向幅は、プレーンnメモリ幅レジ

スタ（PnMWR）で設定するメモリ幅です。 

3. ラップアラウンドエリアのY方向幅は、プレーンnラップアラウンドメモリ幅レジスタ（PnWAMWR）で設定

します。 

プレーンn表示領域開始アドレス

プレーンnラップアラウンド開始位置

ラップアラウンドメモリ幅Y 
プレーンn表示開始位置

ラップアラウンド表示

メモリ幅 

プレーンn表示開始位置

 

図 23.9 ラップアラウンド機能概略図 

【注】 ラップアラウンド表示が無効な場合（プレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnWAEビット=0）、ラップアラウンドエ

リアをはみ出した部分は下地色レジスタ（BPOR）で指定した色となり、この色にて重ね合わせ処理を行います。 
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23.3.14 左上はみ出し表示 

各プレーンは、メモリ上の表示開始位置（プレーン n開始位置 Xレジスタ（PnSPXR）、プレーン n開始位置 Y

レジスタ（PnSPYR））と表示サイズ（プレーン n表示サイズ Xレジスタ（PnDSXR)、プレーン n表示サイズ Y

レジスタ（PnDSYR））を任意に設定できるので、これらのレジスタを組み合わせて使うことにより、メモリ上の

表示データを書き換えることなく、モニタの原点（左上）に対して左上へのはみ出し表示ができます。 

もとの絵のサイズが（DSX, DSY）、開始位置が（SPX, SPY）の絵に対して、サイズを（DSX-⊿X, DSY-⊿Y）、

開始位置を（SPX+⊿X, SPY+⊿Y）に設定することにより、左側に⊿X、上側に⊿Y分はみ出して表示することが

できます。このとき、表示位置（プレーン n表示位置 Xレジスタ（PnDPXR）、プレーン n表示位置 Yレジスタ

（PnDPYR））は 0固定にしておきます。 

SPY 

SPX 
DSY 

DSX 

モニタ 

SPY+⊿Y 

SPX +⊿X DSY -⊿Y

DSX -⊿X 

モニタ 

DSX

DSY

DSY-⊿Y 

DSX -⊿X

⊿Y

⊿X

メモリ上の表示データ モニタ画面

（DPX,DPY)=(0,0)

（DPX,DPY)=(0,0)

表示領域開始アドレス
モニタ原点

はみ出し表示

 

図 23.10 左上はみ出し表示概略図 
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23.3.15 ダブルバッファ制御 

ディスプレイユニット（DU）のダブルバッファ制御は、描画が終了するまで表示を切り替えないオートレンダ

リングモード、表示や描画の切り替えをすべてソフトウェアで制御するマニュアルディスプレイチェンジモード、

ブリンキングを実現するオートディスプレイチェンジモードおよびビデオインプット（VIN）モジュールのフレー

ム IDに従うビデオキャプチャモードの 4種類の機能を備えています。 

オートレンダリングモードとマニュアルディスプレイチェンジモードの場合、ディスプレイチェンジは、ノン

インタレースおよびインタレースシンクのとき、フレーム単位で行われ、インタレースシンク＆ビデオのとき、

フィールド単位で行われます。オートディスプレイチェンジモードの場合はすべてフィールド単位となり、ビデ

オキャプチャモードの場合はすべてフレーム単位となります。 
 

（1） オートレンダリングモード 

オートレンダリングモードは、描画が終了するまで表示の切り替えを行わないモードです。1フレーム以内に描

画が終了しなくても、そのまま描画は続行されます。 
 

（2） マニュアルディスプレイチェンジモード 

マニュアルディスプレイチェンジモードは、表示のフレーム切り替えと描画開始をソフトウェアで制御するモ

ードです。表示の切り替えはソフトウェアによってプレーン nモードレジスタ（PnMR）/PnDCビットで切り替え

を行うか、表示ステータスレジスタ（DSSR）の DFBnで示されるプレーン n表示開始アドレスレジスタ（PnDSA0R

～1R）にバッファ 0またはバッファ 1の開始アドレスを設定することで行えます。 

描画の開始はレンダリングスタートビットで制御します。これらの制御タイミングは VBKと TRAによる割り

込みを用います。 

なお、本モードから他のモードへ移行するときは必ず PnDCビットに 1を設定した後に行ってください。 
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VSYNC
 (ノンインタレースの場合) 

表示画面の動作 B0表示 B0表示 B1表示 

第1フレーム目 第2フレーム目 第3フレーム目

割り込み処理 割り込み処理 割り込み処理

描
画
起
動

描
画
起
動

 

CPUの動作

2Dの動作

 

B0：プレーンnバッファ0
B1：プレーンnバッファ1 

B0 B0

B1用ディスプレイリスト転送B0用ディスプレイリスト転送

表示エリアチェンジ(DC)
ビットまたはDSARによりVSYNC
同期により表示画面を切り替える。 

V
B

K
に
よ
る
割
り
込
み

で
描
画
起
動

V
B

K
に
よ
る
割
り
込
み

は
無
視
さ
れ
る

 

D
C
ビ
ッ
ト

1セ
ッ
ト

 
ま
た
は

D
S

A
R
ア
ド
レ
ス
セ
ッ
ト

T
R

A
に
よ
る
割
り
込
み

で
D

C
ビ
ッ
ト
セ
ッ
ト

 

図 23.11 マニュアルディスプレイチェンジモード 

 

（3） オートディスプレイチェンジモード 

オートディスプレイチェンジモードは「23.3.11 ブリンキング」をご参照ください。 
 

（4） ビデオキャプチャモード 

ビデオキャプチャモードは、ビデオインプット（VIN）モジュールからの最新キャプチャフレームを示すフレー

ム IDに従い、フレーム単位にて、表示フレームバッファを切り替えます。 
 

23.3.16 同期方式 

外部機器との同期動作を容易にするため、マスタモードのほかに TV同期機能を備えています。マスタモード、

TV同期モードの選択は、表示システム制御レジスタ（DSYSR）/TVM（TV同期モード）で行います。マスタモ

ード（内部同期モード）の場合は垂直同期位置レジスタ（VSPR）で設定される垂直同期信号（VSYNC）の立ち

下り位置を検出し、TV同期モード（外部同期モード）の場合は EXVSYNC信号の立ち下り位置を検出し、表示ス

テータスレジスタ（DSSR）/FRM、VBKに反映します。 
 

（1） マスタモード（内部同期モード） 

表示タイミング生成レジスタに、水平、垂直同期信号（HSYNC、VSYNC）の周期、パルス幅を設定することで、

その波形を出力ます。また、それに同期して表示データを出力します。 

インタレースシンクモード、インタレースシンク＆ビデオモードの場合は、ODDF端子に奇数フィールド／偶

数フィールドを示す信号を出力します。 
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（2） TV同期モード（外部同期モード） 

TV同期モードは TV、ビデオなどの外部の同期信号発生回路から入力される水平同期信号、垂直同期信号

（EXHSYNC、EXVSYNC）に同期して表示データを出力します。EXHSYNC信号の立ち下がりエッジおよび

EXVSYNCの立ち上がりエッジを基準として表示データを出力します。 

外部の同期信号発生回路から水平同期信号、垂直同期信号およびクロックを、EXHSYNC、EXVSYNC、DCLKIN

端子にそれぞれ入力してください。CSYNCは Highを出力します。インタレースシンクモード、インタレースシ

ンク＆ビデオモードの場合は、ODDF端子に奇数フィールド／偶数フィールドを示す信号を入力してください。

ノンインタレースモードの場合は ODDF端子を Lowまたは Highに固定してください。 

また、TV同期モードで動作させる際にも、「23.2.2 表示タイミング生成レジスタ」の HSWR、HCR、VSPR、

VCRの設定は必須です。 

ディスプレイユニット（DU）に設定した表示サイズ分の表示完了前であっても後であっても、EXVSYNC信号

が入力されると、ディスプレイユニット（DU）は垂直表示完了動作を行い次画面の制御に移行します。EXVSYNC

信号が入力されない場合は、垂直帰線期間のまま EXVSYNC信号を待ち続けます（自走制御は行いません）。同

様に EXHSYNC信号が入力されると、ディスプレイユニット（DU）は水平表示完了動作を行い次ラスタの制御に

移行します。EXHSYNC信号が入力されない場合は、水平帰線期間のまま EXHSYNC信号を待ち続けます（自走

制御は行いません）。 

TV（同期信号発生回路）：マスク

クロック

クロック 
生成回路

HSYNC  VSYNC R,G,B

本LSI：スレーブ 

 DCLKIN 

Mux

R
G
B

入力2

入力1

出力

ディスプレイ

 EXVSYNC ODDF

CDE

 EXHSYNC 

フィールド信号

CDEでマスタのR,G,B（入力2）
とスレーブのR,G,B（入力1）を
切り替える。  

図 23.12 TV同期モード時の信号の流れ 

 

（3） 同期方式切り替えモード 

マスタモードから TV同期モード、または TV同期モードからマスタモードに切り替える際に、必要な場合は、

本モードを経由して切り替えてください。本モードを経由しなくても、同期方式を切り替えることは可能です。 

本モードではディスプレイユニット（DU）に接続する入出力端子が入力になるため、端子の衝突を避けること

ができます。また、内部ドットクロックを停止するので、入力するクロックが乱れても表示動作に影響を与えま

せん。 
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23.3.17 アルファ値プレーン 

現行の表示データとアルファ値を兼用しているプレーン（表示プレーン）4面に加え、アルファ値のみの専用プ

レーン（αプレーン）1面を使用してαブレンディングすることができます。アルファ値プレーンのデータはアル

ファ値のみに使用することができ、表示データとして合成することはできません。 

アルファ値プレーンを有効にするにはアルファ値プレーン制御レジスタ（DAPCR）のビット 0またはビット 4

に 1を設定してください。アルファ値プレーンを使用する場合はプレーン nブレンド比レジスタ（PnALPHAR）

で選択します。プレーン nブレンド比レジスタ（PnALPHAR）のビット 10、9、8を 111、ビット 2～0を 000また

は 001に設定してください。 
 

23.3.18 表示キャプチャ 

合成後の表示データ、つまり端子へ出力するデジタル RGB-666データを RGB-565または ARGB-1555のデータ

に変換しリードと同じ構成の Bufferに格納し、SuperHyway経由で表示キャプチャ格納領域開始アドレスレジスタ

(DCSAR)で指定した領域へ格納します。表示データをキャプチャする場合は表示キャプチャ制御レジスタ

(DCPCR)のビット 0に 1を設定してください。設定後の次フレームからキャプチャ動作が開始します。表示キャ

プチャの仕様は次のとおりです。 

データフォーマット： RGB-565（端子出力 RGB-666の Rと Bの下位 1ビットを削除）または 

 ARGB-1555（端子出力 RGB-666の R,G,Bの下位 1ビットを削除。A値はレジス

タで指定します） 

キャプチャ領域開始アドレス： 1アドレスのみ設定可能 

キャプチャサイズ X： モニタサイズと同じ（水平表示終了位置(HDE)－水平表示開始位置（HDS）） 

キャプチャサイズ Y： モニタサイズと同じ（垂直表示終了位置(VDE)－垂直表示開始位置（VDS）） 

メモリ幅 X： レジスタ指定。メモリ幅を超えた時点で Bufferへのライトを終了。 

メモリ長 Y： レジスタ指定。メモリ長（ライン）を超えた時点でメモリへの格納を終了。 
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23.4 表示制御 

23.4.1 表示タイミング生成 

Display Unitでは表示画面の水平方向および垂直方向表示タイミングを生成します。表示タイミングは「23.2.2 

表示タイミング生成レジスタ」で設定します。下図にノンインタレースモード時の表示タイミングを示します。

またここでは表示画面を下表に示す変数で定義します。 

hc

hsw

xs xw

ys
yw vc

vsw

表示領域

HSYNC/
EXHSYNC 

V
S

Y
N

C
/

E
X

V
S

Y
N

C

 

図 23.13 表示画面の水平方向および垂直方向のタイミング生成図 

 

表 23.12 表示画面で定義した変数 

変数 内容 単位 

hc*1 水平走査周期 ドットクロック 

hsw 水平同期パルス幅 ドットクロック 

xs HSYNCの立ち上がりから表示画面水平方向の表示開始位置まで ドットクロック 

xw 表示画面の 1ラスタ当たりの表示幅 ドットクロック 

vc*2 垂直走査周期 ラスタライン数 

vsw 垂直同期パルス幅 ラスタライン数 

ys VSYNCの立ち上がりから表示画面垂直方向の表示開始位置まで ラスタライン数 

yw 表示画面の垂直表示期間 ラスタライン数 

【注】 *1 hsw+xs+xw<hc+18 

 *2 vsw+ys+yw<vc 

 

表示タイミング生成レジスタは、走査方式､および同期方式により設定値が異なります。そのため表示タイミン

グ生成レジスタの設定は表 23.13に示すような計算を行ったうえで設定します。 
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表 23.13 表示画面のレジスタ設定値対応表 

同期方式 レジスタ名称 ビット名称

マスタモード TV同期モード 

水平表示開始位置レジスタ（HDSR） HDS hsw + xs - 19 hsw + xs - 25 *2 

水平表示終了位置レジスタ（HDER） HDE hsw + xs - 19 + xw hsw + xs - 25 + xw *2 

垂直表示開始位置レジスタ（VDSR） VDS ys - 2 *3 ys - 2 *3 

垂直表示終了位置レジスタ（VDER） VDE ys - 2 + yw ys - 2 + yw 

水平同期パルス幅レジスタ（HSWR） HSW hsw - 1 hsw - 1 

水平走査周期レジスタ（HCR） HC hc - 1 hc - 1 

垂直同期位置レジスタ（VSPR） VSP vc - vsw - 1 vc - vsw - 1 

垂直走査周期レジスタ（VCR） VC vc -1 vc -1 

【注】 *1 すべての走査モードで、VDS、VDE、VSP、VCの設定値は 1フィールド単位の設定になります。 

 *2 DS、HDEの規定は EXHSYNCの立ち下がりを、DCLKOUTの立ち上がりで検出し、さらに DCLKOUTの 4つめ

の立ち上がりからの値です。 

 
DCLKIN

内部デジタルデータ

① ② ③ ④

hsw + xs

D0 D1 D2

EXHSYNC 

DCLKOUT(1倍) 

 
 

 *3 VDSは、1以上にしてください。 

 *4 HCは、HC > HDEの条件を満たすように設定してください。 
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23.4.2 CSYNC 

マスタモードの場合、コンポジット同期信号（CSYNC）を出力します。等価パルス幅レジスタ（EQWR）で、

CSYNCの等価パルスの Lowレベルパルス幅を設定します。セレーション幅レジスタ（SPWR）で、CSYNCのセ

レーションパルスの Lowレベルパルス幅を設定します。 

CSYNC波形の選択は表示モードレジスタ（DSMR）/CSY（CSYNCモード）で行います。 

HC

EQW

EQW

SPW

SPW

1/2HC

1/2HC

HSW

HSYNC

VSYNC

VSYNC

CSYNC
(CSY=00)

CSYNC
(CSY=00)

(CSY=10)

(CSY=11)

(CSY=10)

(CSY=11)

（ノンインタレース）

等価パルス　3ラスタ セレーションパルス　3ラスタ 等価パルス　3ラスタ

等価パルス　3ラスタ セレーションパルス　3ラスタ 等価パルス　3ラスタ

等価パルス　2.5ラスタ セレーションパルス
2.5ラスタ

等価パルス　2.5ラスタ

等価パルス　2.5ラスタ セレーションパルス
2.5ラスタ

等価パルス　2.5ラスタ

1/2HC

（インタレース、フレーム前半）

（インタレース、フレーム後半）

 

図 23.14 CSYNCタイミングチャート 
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23.4.3 走査方式 

走査方式をノンインタレースモード、インタレースシンクモード、およびインタレースシンク＆ビデオモード

から選択できます。モード選択は、表示システム制御レジスタ（DSYSR）/SCM（スキャンモード）で行います。 

1. ノンインタレースモード 

1フィールドで1フレームを構成する走査方式です。 

2. インタレースシンクモード 

2フィールドで1フレームを構成する走査方式です。2フィールドは、偶数フィールドと奇数フィールドで、同

じデータを表示します。 

3. インタレースシンク＆ビデオモード 

2フィールドで1フレームを構成する走査方式です。2フィールドは、偶数フィールドと奇数フィールドで、異

なるデータを表示します。 

 

表示モードレジスタ（DSMR）の ODEVビットで、インタレースシンクモード、インタレースシンク＆ビデオ

モードにおけるフィールドの表示順を設定します。ODEVビットが 0のとき、1フレームは、奇数フィールド、偶

数フィールドの表示順となり、ODEVビットが 1のとき、1フレームは偶数フィールド、奇数フィールドの順にな

ります。 

マスタモードのときは、ODDF端子より偶数フィールド表示中は Highレベルを、奇数フィールド表示中は Low

レベルを出力します。TV同期モードのときは、ODDF端子に偶数フィールドを表示させたい場合は Highレベル

を、奇数フィールドを表示させたい場合は Lowレベルを入力します。 

【注】 TV同期モードでノンインタレースモードの場合は ODDF端子を Lowレベルまたは Highレベルに固定してください。 
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奇数フィールドでスキャンされるラスタ 

偶数フィールドでスキャンされるラスタ

インタレースシンク&ビデオモード 

ノンインタレースモード インタレースシンクモード

 

図 23.15 各走査方式による表示イメージ図 

（1） 垂直走査周期例 

ノンインタレース  ：1／60秒フィールド、1／30秒フィールド 

インタレースシンク  ：1／30秒フレーム 

インタレースシンク＆ビデオ  ：1／30秒フレーム 
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（2） ノンインタレース方式の表示 

入力される画像信号の間を空けずに、一度に全ライン表示する方式です。 

高解像度表示のできるモニタなどの入力方式です。 

0
1
2
3

476
477

HSYNC
V

D
S

VSYNC

◇ノンインタレース表示 
 ODEVビット、ODDF端子は使用しません。 

4
5
6
7

478
479

 

図 23.16 ノンインタレース方式の表示 
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（3） インタレース方式の表示 

入力される画像信号を走査周期 VCごとに、偶数ラインと奇数ラインを切り替えて交互に表示し、2VC周期で 1

画面（1フレーム）を合成（先の 1VCのデータは残像）して表示する方式です。これは通常の TVやビデオの入

力方式です。 

◇インタレースシンク表示
1フレームが以下の場合はODEVビットに0を設定します。
　・第1フィールドが奇数フィールド（ODDF端子はLow）
　・第2フィールドが偶数フィールド（ODDF端子はHigh） 

1フレームが以下の場合はODEVビットに1を設定します。
　・第1フィールドが偶数フィールド（ODDF端子はHigh）
　・第2フィールドが奇数フィールド（ODDF端子はLow） 

◇インタレースシンク＆ビデオ表示 
1フレームが以下の場合はODEVビットに0を設定します。
　・第1フィールドが奇数フィールド（ODDF端子はLow）
　・第2フィールドが偶数フィールド（ODDF端子はHigh） 

1フレームが以下の場合はODEVビットに1を設定します。
　・第1フィールドが偶数フィールド（ODDF端子はHigh）
　・第2フィールドが奇数フィールド（ODDF端子はLow）
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図 23.17 インタレース方式の表示 
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23.4.4 色検出 

出力表示データと、色検出レジスタ（CDER）に設定したカラーが一致したとき、CDE端子より Highレベルを

出力します。 

表示モードレジスタ（DSMR）/CDEMビットにより、表示期間外のレベルを固定することができます。また、

表示モードレジスタ（DSMR）/CDELビットにより、出力レベルの極性を選択できます。 
 

表 23.14 CDE端子の出力レベル 

表示期間中の CDE端子 表示期間外の CDE端子 

出力表示データと色検出レジスタとの比較結果 色検出レジスタの値* 

CDEL CDEM 

一致 不一致 "0" "0"以外 

0 00 High Low High Low 

0 01 High Low High Low 

0 10 High Low Low Low 

0 11 High Low High High 

1 00 Low High Low High 

1 01 Low High Low High 

1 10 Low High High High 

1 11 Low High Low Low 

【注】 * 表示期間外は出力表示データが 0となります。 
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23.4.5 外部同期制御 

（1） ドットクロック同期制御 

ディスプレイユニット（DU）は、TV同期モード時、外部から入力ドットクロック（逓倍用クロック：DCLKIN）

を入力することにより外部同期信号（EXHSYNC、EXVSYNC）に従ったドットクロック（出力ドットクロック：

DCLKOUT）生成が可能です。 

外部より入力ドットクロック（逓倍用クロック：DCLKIN）を入力し以下の各パラメータを設定してください。 
 

表 23.15 外部同期制御パラメータ 

変数 内容 

ESCR/SYNCSEL ドットクロック位相合わせ用同期信号選択（EXHSYNC、EXVSYNC） 

ESCR/FRQSEL ドットクロック分周比選択 

 

1. ESCR/SYNCSELビットにより生成する内部ドットクロック（出力ドットクロック：DCLKOUT）の同期タイ

ミングを設定。 

2. ESCR/FRQSELビットにより内部ドットクロック生成のための分周比を設定してください。 

以下にEXHSYNCに同期した入力ドットクロックを4分周比した内部ドットクロックタイミングを示します。 

DCLKIN

EXHSYNC

DCLKOUT

SYNCSELパラメー 
タにより内部ドット 
クロックの位相を合 
わせます。

FRQSELパラメータによる分周比

 

図 23.18 EXHSYNCに同期した DCLKINを 4分周比した DCLKOUTタイミング図 
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23.4.6 出力信号タイミング調整 

ディスプレイユニット（DU）は、それぞれの出力信号（HSYNC、VSYNC、CSYNC、ODDFの同期信号 4本な

らびに、DISP、CDE、CLAMP、DE、DigitalRGB）のドットクロックに対する出力タイミングを選択可能です。タ

イミングの選択は出力信号タイミング調整レジスタ/OTARで設定します。 
 

表 23.16 出力信号のタイミング設定パラメータ 

変数 内容 

SYNCA HSYNC、VSYNC、CSYNC、ODDF信号の出力タイミングを設定します。 

DISPA DISP信号の出力タイミングを設定します。 

CDEA CDE信号の出力タイミングを設定します。 

DRGBA DigitalRGB信号の出力タイミングを設定します。 

CLAMPA CLAMP信号の出力タイミングを設定します。 

DEA DE信号の出力タイミングを設定します。 

 

基準タイミング

ドットクロック

 

出
力
タ
イ
ミ
ン
グ
調
整
可
能
範
囲

 

レジスタ値
  000（初期値）

  100 

  101 

  001 

  110 

  010 

  111 

  011 

 

図 23.19 出力タイミング調整可能範囲 
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23.5 使用上の注意 

23.5.1 モジュールスタンバイモード 

ディスプレイユニット（DU）に供給するクロックを停止するモジュールスタンバイモードをサポートしていま

す。 

ディスプレイユニット（DU）がスタンバイモードに入ってもレジスタ内容は保持されます。また、スタンバイ

モードの期間、ディスプレイユニット（DU）へのアクセスはしないようにしてください。 
 

23.5.2 モジュールスタンバイモードへの遷移 

1. 表示システム制御レジスタ（DSYSR）の表示イネーブル（DEN）＝0、表示リセット（DRES）＝0として表

示オフの設定を行います。 

2. 次のVBKフラグを表示ステータスレジスタ（DSSR）のVBKビットで確認します（VBKのタイミングで表示

オフが実行されるため）。 

3. クロックを停止してください。 

 

23.5.3 モジュールスタンバイモードの解除と表示起動 

1. クロックを起動してください。 

2. 表示システム制御レジスタ（DSYSR）の表示イネーブル（DEN）＝1、表示リセット（DRES）＝0として表

示オンの設定を行います。 
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23.5.4 外部 SYNC信号の取り込み 

表示タイミングを生成するための外部 SYNC信号は 3通りの取り込み方法があります。 

1. DCLKIN（分周する場合は分周後クロック）の立ち上がりで取り込む。 

2. DCLKIN（分周する場合は分周後クロック）の立ち下がりで取り込む。 

3. 分周を前提として、分周前クロックで取り込んだSYNC信号を分周後クロックで取り込む。 

外部 SYNC信号の取り込みに関する電気的特性（ACスペック）の保証は 1.の場合のみとなります。2.、3.の電

気的特性（ACスペック）は保証しません。 

A：外部同期制御レジスタ（ESCR）／ビット29（FRQSEL） 
B：表示システム制御レジスタ（DSYSR）／ビット29（ILTS） 
C：表示拡張機能制御レジスタ（DEFR）／ビット12（EXSL）

DCLKIN（分周する場合は分周後クロック）

立ち下がり
エッジ検出

分周回路

DCLKIN

A

B

C

EXVSYNC
EXHSYNC

F 
F

F 
F

F 
F

F 
F

F 
F

F 
F

 

図 23.20 表示タイミング生成用外部 SYNC信号の取り込み回路図 

 

23.5.5 外部 SYNC信号の同時変化制約 

外部 SYNC信号の取り込みに関する電気的特性（ACスペック）を満たさない場合、外部 SYNC信号である

EXHSYNCと EXVSYNCを変化させる場合は 2サイクル以上空けて変化させてください。サイクルの基準となる

クロックは表示拡張機能制御レジスタ（DEFR）の EXSL（ビット 12）が 0の場合は分周後ドットクロック、1の

場合は分周前ドットクロックとなります。 
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24. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェ
ース（SCIF） 

本 LSIは、6チャネルの FIFOバッファ内蔵のシリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF：Serial 

Communication Interface with FIFO）を内蔵しています。SCIFは、調歩同期式とクロック同期式の 2方式でシリア

ル通信ができます。 

送受信に FIFOバッファをおのおの 64段内蔵しており、効率の良い高速連続通信を行うことができます。チャ

ネル 0は、モデムコントロール機能（RTS、CTS）を内蔵しています。 

24.1 特長 

SCIFには次のような特長があります。 
 

• 調歩同期式モード 

キャラクタ単位で同期をとる調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。Universal Asynchronous 

Receiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface Adapter（ACIA）など標準の調歩同期式

通信用LSIとのシリアルデータ通信ができます。 

シリアルデータ通信フォーマットを8種類のフォーマットから選択できます。 

データ長：7ビット、または8ビット 

ストップビット長：1ビット、または2ビット 

パリティ：偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなし 

受信エラーの検出：パリティエラー、フレーミングエラー、オーバランエラーを検出 

ブレークの検出：フレーミングエラーが発生し、引き続き1フレーム長以上スペース0（ローレベル）の場合、

ブレークを検出します。また、フレーミングエラー発生時にSCIF0_RXD～SCIF5_RXD端子

のレベルをシリアルポートレジスタ（SCSPTR）から直接読み出すことによってもブレーク

を検出できます。 

• クロック同期式モード 

クロックに同期してシリアルデータ通信を行います。クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとのシリアルデ

ータ通信ができます。シリアルデータ通信フォーマットは1種類です。 

データ長：8ビット 

受信エラーの検出：オーバランエラーを検出 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また送信部および受

信部ともに64段のFIFOバッファ構造になっているのでシリアルデータの連続送信、連続受信ができます。 

• データの送受信はLSBが先頭（LSB First） 
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• 内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 

• クロックソース：ボーレートジェネレータからの内部クロック、またはSCIF0_SCK～SCIF5_SCK端子からの

外部クロックから選択可能 

• 4種類の割り込み要因 

送信FIFOデータエンプティ、ブレーク、受信FIFOデータフル、受信エラーの4種類の割り込み要因があり、

それぞれ独立に要求することができます。 

• 送信FIFOデータエンプティ時と受信FIFO内に受信データがあるとき、DMA転送要求を出すことにより、DMA

コントローラ（DMAC）を起動させてデータの転送を行うことができます。 

• SCIFを使用しないときは、消費電力低減のためSCIFに対してクロックの供給を止めて動作を停止させること

ができます。 

• 調歩同期式モードにおいてモデムコントロール機能（SCIF0_RTS、SCIF0_CTS）を内蔵しています。（チャ

ネル0のみ） 

• 送受信FIFOレジスタ内のデータ数および受信FIFOレジスタ内の受信データの受信エラー数を知ることがで

きます。 

• 調歩同期式モードにおいて、受信時、タイムアウトエラー（DR）を検出できます。 

 

図 24.1に SCIFのブロック図を、図 24.2～図 24.6に I/Oポートのブロック図を示します。本 LSIは 6チャネル

あります。図 24.1～図 24.6では、チャネルを省略して説明しています。 
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SCFRDRn（128段）

SCRSRnSCIFn_RXD

SCIFn_TXD

SCIFn_SCK

SCIF0_CTS

SCIF0_RTS

SCFTDRn（128段）

SCTSRn

SCTFDRn
SCRFDRn
SCFCRn

SCFSRn

SCSCRn

SCSPTRn
SCRERn

SCLSRn

SCSMRn SCBRRn

Pck

Pck/4

Pck/16

Pck/64

SCIF

パリティ発生

パリティチェック

モジュールデータバス

送受信コントロール

クロック

ボーレート
ジェネレータ

周
辺
バ
ス

外部クロック

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ

ス
ー

（64段） （64段）

SCRSRn ：レシーブシフトレジスタ
SCFRDRn ：レシーブFIFO データレジスタ
SCTSRn ：トランスミットシフトレジスタ
SCFTDRn ：トランスミットFIFO データレジスタ
SCSMRn ：シリアルモードレジスタ
SCSCRn ：シリアルコントロールレジスタ
SCFSRn ：シリアルステータスレジスタ
SCBRRn ：ビットレートレジスタ
SCSPTRn ：シリアルポートレジスタ
SCFCRn ：FIFO コントロールレジスタ
SCTFDRn ：トランスミットFIFO データ数レジスタ
SCRFDRn ：レシーブFIFO データ数レジスタ
SCLSRn ：ラインステータスレジスタ
SCRERn ：シリアルエラーレジスタ

【注】n : 0～5  
　　 チャネル1～5にはSCIF1_CTS～SCIF5_CTSとSCIF1_RTS～SCIF5_RTSはありません。

TXIn
RXIn
ERIn
BRIn

【記号説明】

 

図 24.1 SCIFのブロック図 
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SCIFの I/Oポートのブロック図を図 24.2～図 24.6に示します。 

SPTRW

D7

D6

R
Q D
RTSIO

C

SPTRR

SPTRW

R
Q D
RTSDT

C

SCIF0_RTS 

リセット

リセット

周辺バス

モデムコントロール
イネーブル信号*

SCIF0_RTS信号

【記号説明】
　　　SPTRW ：SCSPTR書き込み
　　　SPTRR ：SCSPTR読み出し

【注】*　SCSPTR のMCE ビットで、SCIF0_RTS端子の機能をモデムコントロールに設定する信号です。  

図 24.2 SCIF0_RTS端子 

 



 

24. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  24-5 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

SPTRW

D5

D4

R
Q D
CTSIO

C

SPTRR

SPTRW

R
Q D
CTSDT

C

SCIF0_CTS

【記号説明】
　　　SPTRW ：SCSPTR書き込み
　　　SPTRR ：SCSPTR読み出し

【注】*　SCFCRのMCEビットで、SCIF0_CTS端子の機能をモデムコントロールに設定する信号です。

モデムコントロールイネーブル信号*

SCIF0_CTS信号

リセット

リセット

周辺バス

 

図 24.3 SCIF0_CTS端子 
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SPTRW

D3

D2

R
Q D
SCKIO

C

SPTRR

SPTRW

R
Q D
SCKDT

C

クロック出力イネーブル信号*

シリアルクロック出力信号*

シリアルクロック入力信号*

シリアル入力イネーブル信号*

周辺バス

リセット

リセット

【記号説明】
　　　SPTRW ：SCSPTR 書き込み
　　　SPTRR ：SCSPTR 読み出し

【注】* SCSMR のC/AビットおよびSCSCR のCKE0 、CKE1 ビットで、SCIFn_SCK 端子の機能を 
 内部クロック出力、または外部クロック入力に設定する信号です。

SCIFn_SCK

 

図 24.4 SCIFn_SCK端子（n = 0～5） 
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SPTRW

D1

D0

R
Q D
SPB2IO

C

SPTRW

R
Q D
SPB2DT

C

【記号説明】
　　　SPTRW：SCSPTR書き込み

SCIFn_TXD

送信イネーブル信号

シリアル
送信データ

周辺バス

リセット

リセット

 

図 24.5 SCIFn_TXD端子（n = 0～5） 

 

SPTRR

【記号説明】
　　　SPTRR ：SCSPTR 読み出し

SCIFn_RXD

周辺バス

シリアル
受信データ

 

図 24.6 SCIFn_RXD端子（n = 0～5） 
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24.2 入出力端子 

SCIFの端子構成を表 24.1に示します。各チャネルとも端子の機能は同じですので、本文中ではチャネルを省

略して説明しています。なお、モデムコントロール端子はチャネル 0にあります。 
 

表 24.1 SCIFの端子構成 

名称 略称 入出力 機   能 

シリアルクロック端子 SCIF0_SCK～SCIF5_SCK 入出力 クロック入出力 

レシーブデータ端子 SCIF0_RXD～SCIF5_RXD 入力 受信データ入力 

トランスミットデータ端子 SCIF0_TXD～SCIF5_TXD 出力 送信データ出力 

モデムコントロール端子 SCIF0_CTS 入出力 送信可 

モデムコントロール端子 SCIF0_RTS 入出力 送信要求 

【注】 SCIFの動作設定を SCSMRの C/Aビット、SCSCRの TE、RE、CKE1、CKE0ビットおよび SCFCRの MCEビットで

行うことにより、シリアル端子として機能します。ブレーク状態の送出、検出は、SCIFの SCSPTRによって行うこと

ができます。 

 

24.3 レジスタの説明 

SCIFには以下のレジスタがあります。各チャネルともレジスタの構成は同じですので、本文中ではチャネルを

省略して説明しています。 
 

表 24.2 レジスタ構成（1） 

チャネル 名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

サイズ 同期 

クロック 

シリアルモードレジスタ 0 SCSMR0 R/W H'FFEA 0000 H'1FEA 0000 16 Pck 

ビットレートレジスタ 0 SCBRR0 R/W H'FFEA 0004 H'1FEA 0004 8 Pck 

シリアルコントロールレジスタ 0 SCSCR0 R/W H'FFEA 0008 H'1FEA 0008 16 Pck 

トランスミット FIFOデータレジスタ 0 SCFTDR0 W H'FFEA 000C H'1FEA 000C 8 Pck 

シリアルステータスレジスタ 0 SCFSR0 R/W*1 H'FFEA 0010 H'1FEA 0010 16 Pck 

レシーブ FIFOデータレジスタ 0 SCFRDR0 R H'FFEA 0014 H'1FEA 0014 8 Pck 

FIFOコントロールレジスタ 0 SCFCR0 R/W H'FFEA 0018 H'1FEA 0018 16 Pck 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 0 SCTFDR0 R H'FFEA 001C H'1FEA 001C 16 Pck 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 0 SCRFDR0 R H'FFEA 0020 H'1FEA 0020 16 Pck 

シリアルポートレジスタ 0 SCSPTR0 R/W H'FFEA 0024 H'1FEA 0024 16 Pck 

ラインステータスレジスタ 0 SCLSR0 R/W*2 H'FFEA 0028 H'1FEA 0028 16 Pck 

0 

シリアルエラーレジスタ 0 SCRER0 R H'FFEA 002C H'1FEA 002C 16 Pck 
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チャネル 名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

サイズ 同期 

クロック 

シリアルモードレジスタ 1 SCSMR1 R/W H'FFEB 0000 H'1FEB 0000 16 Pck 

ビットレートレジスタ 1 SCBRR1 R/W H'FFEB 0004 H'1FEB 0004 8 Pck 

シリアルコントロールレジスタ 1 SCSCR1 R/W H'FFEB 0008 H'1FEB 0008 16 Pck 

トランスミット FIFOデータレジスタ 1 SCFTDR1 W H'FFEB 000C H'1FEB 000C 8 Pck 

シリアルステータスレジスタ 1 SCFSR1 R/W*1 H'FFEB 0010 H'1FEB 0010 16 Pck 

レシーブ FIFOデータレジスタ 1 SCFRDR1 R H'FFEB 0014 H'1FEB 0014 8 Pck 

FIFOコントロールレジスタ 1 SCFCR1 R/W H'FFEB 0018 H'1FEB 0018 16 Pck 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 1 SCTFDR1 R H'FFEB 001C H'1FEB 001C 16 Pck 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 1 SCRFDR1 R H'FFEB 0020 H'1FEB 0020 16 Pck 

シリアルポートレジスタ 1 SCSPTR1 R/W H'FFEB 0024 H'1FEB 0024 16 Pck 

ラインステータスレジスタ 1 SCLSR1 R/W*2 H'FFEB 0028 H'1FEB 0028 16 Pck 

1 

シリアルエラーレジスタ 1 SCRER1 R H'FFEB 002C H'1FEB 002C 16 Pck 

シリアルモードレジスタ 2 SCSMR2 R/W H'FFEC 0000 H'1FEC 0000 16 Pck 

ビットレートレジスタ 2 SCBRR2 R/W H'FFEC 0004 H'1FEC 0004 8 Pck 

シリアルコントロールレジスタ 2 SCSCR2 R/W H'FFEC 0008 H'1FEC 0008 16 Pck 

トランスミット FIFOデータレジスタ 2 SCFTDR2 W H'FFEC 000C H'1FEC 000C 8 Pck 

シリアルステータスレジスタ 2 SCFSR2 R/W*1 H'FFEC 0010 H'1FEC 0010 16 Pck 

レシーブ FIFOデータレジスタ 2 SCFRDR2 R H'FFEC 0014 H'1FEC 0014 8 Pck 

FIFOコントロールレジスタ 2 SCFCR2 R/W H'FFEC 0018 H'1FEC 0018 16 Pck 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 2 SCTFDR2 R H'FFEC 001C H'1FEC 001C 16 Pck 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 2 SCRFDR2 R H'FFEC 0020 H'1FEC 0020 16 Pck 

シリアルポートレジスタ 2 SCSPTR2 R/W H'FFEC 0024 H'1FEC 0024 16 Pck 

ラインステータスレジスタ 2 SCLSR2 R/W*2 H'FFEC 0028 H'1FEC 0028 16 Pck 

2 

シリアルエラーレジスタ 2 SCRER2 R H'FFEC 002C H'1FEC 002C 16 Pck 

シリアルモードレジスタ 3 SCSMR3 R/W H'FFED 0000 H'1FED 0000 16 Pck 

ビットレートレジスタ 3 SCBRR3 R/W H'FFED 0004 H'1FED 0004 8 Pck 

シリアルコントロールレジスタ 3 SCSCR3 R/W H'FFED 0008 H'1FED 0008 16 Pck 

トランスミット FIFOデータレジスタ 3 SCFTDR3 W H'FFED 000C H'1FED 000C 8 Pck 

シリアルステータスレジスタ 3 SCFSR3 R/W*1 H'FFED 0010 H'1FED 0010 16 Pck 

レシーブ FIFOデータレジスタ 3 SCFRDR3 R H'FFED 0014 H'1FED 0014 8 Pck 

FIFOコントロールレジスタ 3 SCFCR3 R/W H'FFED 0018 H'1FED 0018 16 Pck 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 3 SCTFDR3 R H'FFED 001C H'1FED 001C 16 Pck 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 3 SCRFDR3 R H'FFED 0020 H'1FED 0020 16 Pck 

シリアルポートレジスタ 3 SCSPTR3 R/W H'FFED 0024 H'1FED 0024 16 Pck 

ラインステータスレジスタ 3 SCLSR3 R/W*2 H'FFED 0028 H'1FED 0028 16 Pck 

3 

シリアルエラーレジスタ 3 SCRER3 R H'FFED 002C H'1FED 002C 16 Pck 
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チャネル 名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

サイズ 同期 

クロック 

シリアルモードレジスタ 4 SCSMR4 R/W H'FFEE 0000 H'1FEE 0000 16 Pck 

ビットレートレジスタ 4 SCBRR4 R/W H'FFEE 0004 H'1FEE 0004 8 Pck 

シリアルコントロールレジスタ 4 SCSCR4 R/W H'FFEE 0008 H'1FEE 0008 16 Pck 

トランスミット FIFOデータレジスタ 4 SCFTDR4 W H'FFEE 000C H'1FEE 000C 8 Pck 

シリアルステータスレジスタ 4 SCFSR4 R/W*1 H'FFEE 0010 H'1FEE 0010 16 Pck 

レシーブ FIFOデータレジスタ 4 SCFRDR4 R H'FFEE 0014 H'1FEE 0014 8 Pck 

FIFOコントロールレジスタ 4 SCFCR4 R/W H'FFEE 0018 H'1FEE 0018 16 Pck 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 4 SCTFDR4 R H'FFEE 001C H'1FEE 001C 16 Pck 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 4 SCRFDR4 R H'FFEE 0020 H'1FEE 0020 16 Pck 

シリアルポートレジスタ 4 SCSPTR4 R/W H'FFEE 0024 H'1FEE 0024 16 Pck 

ラインステータスレジスタ 4 SCLSR4 R/W*2 H'FFEE 0028 H'1FEE 0028 16 Pck 

4 

シリアルエラーレジスタ 4 SCRER4 R H'FFEE 002C H'1FEE 002C 16 Pck 

シリアルモードレジスタ 5 SCSMR5 R/W H'FFEF 0000 H'1FEF 0000 16 Pck 

ビットレートレジスタ 5 SCBRR5 R/W H'FFEF 0004 H'1FEF 0004 8 Pck 

シリアルコントロールレジスタ 5 SCSCR5 R/W H'FFEF 0008 H'1FEF 0008 16 Pck 

トランスミット FIFOデータレジスタ 5 SCFTDR5 W H'FFEF 000C H'1FEF 000C 8 Pck 

シリアルステータスレジスタ 5 SCFSR5 R/W*1 H'FFEF 0010 H'1FEF 0010 16 Pck 

レシーブ FIFOデータレジスタ 5 SCFRDR5 R H'FFEF 0014 H'1FEF 0014 8 Pck 

FIFOコントロールレジスタ 5 SCFCR5 R/W H'FFEF 0018 H'1FEF 0018 16 Pck 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 5 SCTFDR5 R H'FFEF 001C H'1FEF 001C 16 Pck 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 5 SCRFDR5 R H'FFEF 0020 H'1FEF 0020 16 Pck 

シリアルポートレジスタ 5 SCSPTR5 R/W H'FFEF 0024 H'1FEF 0024 16 Pck 

ラインステータスレジスタ 5 SCLSR5 R/W*2 H'FFEF 0028 H'1FEF 0028 16 Pck 

5 

シリアルエラーレジスタ 5 SCRER5 R H'FFEF 002C H'1FEF 002C 16 Pck 
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表 24.2 レジスタ構成（2） 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ/ライ

トスリープ 

チャネル 名称 略称 

PRESET端子

/WDT/H-UDI

による 

WDT/多重例

外による 

Sleep命令に

よる 

モジュール 

スタンバイ 

シリアルモードレジスタ 0 SCSMR0 H'0000 保持 保持 保持 

ビットレートレジスタ 0 SCBRR0 H'FF 保持 保持 保持 

シリアルコントロールレジスタ 0 SCSCR0 H'0000 保持 保持 保持 

トランスミット FIFOデータレジスタ 0 SCFTDR0 不定 不定 保持 保持 

シリアルステータスレジスタ 0 SCFSR0 H'0060 保持 保持 保持 

レシーブ FIFOデータレジスタ 0 SCFRDR0 不定 不定 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ 0 SCFCR0 H'0000 保持 保持 保持 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 0 SCTFDR0 H'0000 保持 保持 保持 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 0 SCRFDR0 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルポートレジスタ 0 SCSPTR0 H'0000*3 保持 保持 保持 

ラインステータスレジスタ 0 SCLSR0 H'0000 保持 保持 保持 

0 

シリアルエラーレジスタ 0 SCRER0 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルモードレジスタ 1 SCSMR1 H'0000 保持 保持 保持 

ビットレートレジスタ 1 SCBRR1 H'FF 保持 保持 保持 

シリアルコントロールレジスタ 1 SCSCR1 H'0000 保持 保持 保持 

トランスミット FIFOデータレジスタ 1 SCFTDR1 不定 不定 保持 保持 

シリアルステータスレジスタ 1 SCFSR1 H'0060 保持 保持 保持 

レシーブ FIFOデータレジスタ 1 SCFRDR1 不定 不定 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ 1 SCFCR1 H'0000 保持 保持 保持 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 1 SCTFDR1 H'0000 保持 保持 保持 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 1 SCRFDR1 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルポートレジスタ 1 SCSPTR1 H'0000*4 保持 保持 保持 

ラインステータスレジスタ 1 SCLSR1 H'0000 保持 保持 保持 

1 

シリアルエラーレジスタ 1 SCRER1 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルモードレジスタ 2 SCSMR2 H'0000 保持 保持 保持 

ビットレートレジスタ 2 SCBRR2 H'FF 保持 保持 保持 

シリアルコントロールレジスタ 2 SCSCR2 H'0000 保持 保持 保持 

トランスミット FIFOデータレジスタ 2 SCFTDR2 不定 不定 保持 保持 

シリアルステータスレジスタ 2 SCFSR2 H'0060 保持 保持 保持 

レシーブ FIFOデータレジスタ 2 SCFRDR2 不定 不定 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ 2 SCFCR2 H'0000 保持 保持 保持 

2 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 2 SCTFDR2 H'0000 保持 保持 保持 
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パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ/ライ

トスリープ 

チャネル 名称 略称 

PRESET端子

/WDT/H-UDI

による 

WDT/多重例

外による 

Sleep命令に

よる 

モジュール 

スタンバイ 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 2 SCRFDR2 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルポートレジスタ 2 SCSPTR2 H'0000*4 保持 保持 保持 

ラインステータスレジスタ 2 SCLSR2 H'0000 保持 保持 保持 

2 

シリアルエラーレジスタ 2 SCRER2 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルモードレジスタ 3 SCSMR3 H'0000 保持 保持 保持 

ビットレートレジスタ 3 SCBRR3 H'FF 保持 保持 保持 

シリアルコントロールレジスタ 3 SCSCR3 H'0000 保持 保持 保持 

トランスミット FIFOデータレジスタ 3 SCFTDR3 不定 不定 保持 保持 

シリアルステータスレジスタ 3 SCFSR3 H'0060 保持 保持 保持 

レシーブ FIFOデータレジスタ 3 SCFRDR3 不定 不定 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ 3 SCFCR3 H'0000 保持 保持 保持 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 3 SCTFDR3 H'0000 保持 保持 保持 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 3 SCRFDR3 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルポートレジスタ 3 SCSPTR3 H'0000*4 保持 保持 保持 

ラインステータスレジスタ 3 SCLSR3 H'0000 保持 保持 保持 

3 

シリアルエラーレジスタ 3 SCRER3 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルモードレジスタ 4 SCSMR4 H'0000 保持 保持 保持 

ビットレートレジスタ 4 SCBRR4 H'FF 保持 保持 保持 

シリアルコントロールレジスタ 4 SCSCR4 H'0000 保持 保持 保持 

トランスミット FIFOデータレジスタ 4 SCFTDR4 不定 不定 保持 保持 

シリアルステータスレジスタ 4 SCFSR4 H'0060 保持 保持 保持 

レシーブ FIFOデータレジスタ 4 SCFRDR4 不定 不定 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ 4 SCFCR4 H'0000 保持 保持 保持 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 4 SCTFDR4 H'0000 保持 保持 保持 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 4 SCRFDR4 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルポートレジスタ 4 SCSPTR4 H'0000*4 保持 保持 保持 

ラインステータスレジスタ 4 SCLSR4 H'0000 保持 保持 保持 

4 

シリアルエラーレジスタ 4 SCRER4 H'0000 保持 保持 保持 
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パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ/ライ

トスリープ 

チャネル 名称 略称 

PRESET端子

/WDT/H-UDI

による 

WDT/多重例

外による 

Sleep命令に

よる 

モジュール 

スタンバイ 

シリアルモードレジスタ 5 SCSMR5 H'0000 保持 保持 保持 

ビットレートレジスタ 5 SCBRR5 H'FF 保持 保持 保持 

シリアルコントロールレジスタ 5 SCSCR5 H'0000 保持 保持 保持 

トランスミット FIFOデータレジスタ 5 SCFTDR5 不定 不定 保持 保持 

シリアルステータスレジスタ 5 SCFSR5 H'0060 保持 保持 保持 

レシーブ FIFOデータレジスタ 5 SCFRDR5 不定 不定 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ 5 SCFCR5 H'0000 保持 保持 保持 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ 5 SCTFDR5 H'0000 保持 保持 保持 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ 5 SCRFDR5 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルポートレジスタ 5 SCSPTR5 H'0000*4 保持 保持 保持 

ラインステータスレジスタ 5 SCLSR5 H'0000 保持 保持 保持 

5 

シリアルエラーレジスタ 5 SCRER5 H'0000 保持 保持 保持 

【注】 *1 ビット 7～4、1、0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 

 *2 ビット 0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 

 *3 ビット 2、0は不定です。 

 *4 ビット 6、4、2、0は不定です。 

 

24.3.1 レシーブシフトレジスタ（SCRSR） 

SCRSRは、シリアルデータを受信するためのレジスタです。 

SCIFは、SCRSRに RXD端子から入力されたシリアルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセットし、

パラレルデータに変換します。1バイトのデータ受信を終了すると、データは自動的に SCFRDRへ転送されます。 

SCRSRは、CPUから直接読み出し／書き込みできません。 
 

0123457 6

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯

⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/W：  
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24.3.2 レシーブ FIFOデータレジスタ（SCFRDR） 

SCFRDRは、受信したシリアルデータを格納する 8ビット長の 64段 FIFOレジスタです。 

SCIFは、1バイトのシリアルデータの受信が終了すると、SCRSRから SCFRDRへ受信したシリアルデータを

転送して格納し、受信動作を完了します。この後、SCRSRは受信可能になり、SCFRDRがいっぱいになる 64バ

イトデータまで連続した受信動作が可能です。 

SCFRDRは、読み出し専用レジスタですので CPUから書き込むことはできません。 

また、SCFRDRに受信データがない状態で読み出した値は不定値になります。SCFRDR内の受信データがいっ

ぱいになると、以降のシリアルデータは失われます。 
 

0123457 6

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
RRR

⎯⎯⎯

RRRR

⎯⎯⎯⎯ ⎯

R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

24.3.3 トランスミットシフトレジスタ（SCTSR） 

SCTSRは、シリアルデータを送信するためのレジスタです。 

SCIFは、SCFTDRから送信データをいったん SCTSRに転送し、LSB（ビット 0）から順に TXD端子に送り出

すことでシリアルデータ送信を行います。1バイトのデータ送信を終了すると自動的に SCFTDRから SCTSRへ次

の送信データを転送し、送信を開始します。 

SCTSRは、CPUから直接読み出し／書き込みできません。 
 

0123457 6

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
⎯⎯⎯

⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

ビット：

初期値：

R/W：  
 

24.3.4 トランスミット FIFOデータレジスタ（SCFTDR） 

SCFTDRは、シリアル送信するデータを格納する 8ビット長の 64段 FIFOレジスタです。 

SCIFは、送信データが SCFTDRに書き込まれたとき、SCTSRが空ならば、SCFTDRに書き込まれた送信デー

タを SCTSRに転送してシリアル送信を開始します。 

SCFTDRは、書き込み専用レジスタですので CPUから読み出すことはできません。SCFTDR内の送信データが

64バイトでいっぱいのときは次のデータを書き込むことはできません。書き込んだデータは無視されます。 
 

0123457 6

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
WWW

⎯⎯⎯

WWWW

⎯⎯⎯⎯ ⎯

W

ビット：

初期値：

R/W：  
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24.3.5 シリアルモードレジスタ（SCSMR） 

SCSMRは、SCIFのシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレータのクロックソースを選択す

るための 16ビットのレジスタです。 

SCSMRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

01234567

CKS0CKS1STOPO/EPECHRC/A

891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 C/A 0 R/W コミュニケーションモード 

SCIFの動作モードを調歩同期式モードまたはクロック同期式モードのいず

れかから選択します。 

0：調歩同期式モード 

1：クロック同期式モード 

6 CHR 0 R/W キャラクタレングス 

調歩同期式モードのデータ長を 7ビット／8ビットデータのいずれかから選

択します。クロック同期式モードでは、CHRの設定にかかわらず、データ

長は 8ビットデータ固定です。7ビットデータを選択した場合、SCFTDR

の MSB（ビット 7）は送信されません。 

0：8ビットデータ 

1：7ビットデータ 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル 

調歩同期式モードでは、送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリテ

ィビットのチェックを行うかどうかを選択します。クロック同期式モードで

は、PEビットの設定にかかわらずパリティビットの付加およびチェックは

行いません。 

0：パリティビットの付加、およびチェックを禁止 

1：パリティビットの付加、およびチェックを許可*1 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 O/E 0 R/W パリティモード 

パリティの付加やチェックを偶数パリティ、または奇数パリティのいずれで

行うかを選択します。O/Eビットの設定は、調歩同期式モードで PEビット

に 1を設定しパリティビットの付加やチェックを許可したときのみ有効に

なります。クロック同期式モードや、調歩同期式モードでパリティの付加や

チェックを禁止している場合には、O/Eビットの指定は無効です。 

0：偶数パリティ 

1：奇数パリティ 

偶数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キャラクタを

合わせて、その中の 1の数の合計が偶数になるようにパリティビットを付加

して送信します。受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、

その中の 1の数の合計が偶数であるかどうかをチェックします。 

奇数パリティに設定すると送信時には、パリティビットと送信キャラクタを

合わせて、その中の 1の数の合計が奇数になるようにパリティビットを付加

して送信します。受信時には、パリティビットと受信キャラクタを合わせて、

その中の 1の数の合計が奇数であるかどうかをチェックします。 

3 STOP 0 R/W ストップビットレングス 

調歩同期式モードでのストップビットの長さを1ビット／2ビットのいずれ

かから選択します。ストップビットの設定は調歩同期式モードでのみ有効で

す。クロック同期式モードに設定した場合にはストップビットは付加されま

せんので、このビットの設定は無効です。 

0：1ストップビット*2 

1：2ストップビット*3 

なお受信時には、STOPビットの設定にかかわらず、受信したストップビッ

トの 1ビット目のみをチェックします。ストップビットの 2ビット目が 1

の場合はストップビットとして扱いますが、0の場合は次の送信キャラクタ

のスタートビットとして扱います。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 

0 

CKS1 

CKS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックセレクト 1、0 

内蔵ボーレートジェネレータへの入力クロックを選択します。CKS1、CKS0

ビットの設定で Pck、Pck/4、Pck/16、Pck/64の 4種類から選択できます。 

選択したクロックと、ビットレートレジスタの設定値、およびボーレート

の関係については、「24.3.8 ビットレートレジスタ（SCBRR）」

を参照してください。 

00：Pck 

01：Pck/4 

10：Pck/16 

11：Pck/64 

【注】Pck：周辺クロック 
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【注】 *1 PEビットに 1をセットすると送信時には、O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティを送信データに付加

して送信します。受信時には、受信したパリティビットが O/Eビットで指定した偶数、または奇数パリティにな

っているかどうかをチェックします。 

 *2 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストップビット）を付加して送信します。 

 *3 送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストップビット）を付加して送信します。 

 

24.3.6 シリアルコントロールレジスタ（SCSCR） 

SCSCRは、SCIFの送信／受信動作、シリアルクロック出力、割り込み要求の許可／禁止、および送信／受信ク

ロックソースの選択を行うレジスタです。 

SCSCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

01234567

CKE0CKE1REIERETERIETIE

891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WRR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 TIE 0 R/W トランスミットインタラプトイネーブル 

SCFTDRから SCTSRへシリアル送信データが転送され、SCFTDR内のデータ

数が送信トリガ設定数以下になり、SCFSRの TDFEフラグが 1にセットされた

ときに、送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求の発生を許可／禁止

します。 

TXIの解除は、SCFSRの TDFEフラグの 1を読み出した後、SCFTDRに送信ト

リガ設定数より多い送信データを書き込み、SCFSRの TDFEフラグを 0にクリ

アするか、または TIEを 0にクリアすることで行うことができます。 

0：送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を禁止 

1：送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を許可 

6 RIE 0 R/W レシーブインタラプトイネーブル*1 

SCFSRの RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされたときの受信データ

フル割り込み（RXI）要求、SCFSRの ERフラグが 1にセットされたときの受

信エラー割り込み（ERI）要求、SCFSRの BRKフラグまたは SCLSRの ORER

フラグが 1にセットされたときのブレーク割り込み（BRI）要求の発生を許可／

禁止します。 

0：受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）

要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を禁止 

1：受信データフル割り込み（RXI）要求、および受信エラー割り込み（ERI）

要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 TE 0 R/W トランスミットイネーブル 

SCIFのシリアル送信動作の開始を許可／禁止します。 

TEビットが 1のときに、SCFTDRに送信データを書き込むとシリアル送信を開

始します。 

0：送信動作を禁止 

1：送信動作を許可*2 

4 RE 0 R/W レシーブイネーブル 

SCIFのシリアル受信動作の開始を許可／禁止します。 

REビットが 1のときに調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック

同期式モードでは同期クロック入力をそれぞれ検出すると、シリアル受信を開始

します。 

REビットを 0にクリアしても SCFSRの ER、BRK、FER、PER、RDF、DR、

SCLSRの ORERの各フラグは影響を受けず、状態を保持しますので注意してく

ださい。 

この状態でスタートビットを検出すると、シリアル受信を開始します。 

0：受信動作を禁止 

1：受信動作を許可*3 

3 REIE 0 R/W レシーブエラーインタラプトイネーブル 

受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の発生を許可

／禁止します。ただし、REIEビットの設定は RIEビットが 0のときのみ有効で

す。 

受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の解除は、SCFSR

の ER、BRK、SCLSRの ORERの各フラグで 1を読み出した後で 0にクリアす

るか、RIEと REIEビットを 0にクリアすることで行えます。RIEを 0に設定し

ても、REIEを 1に設定すれば、ERI、BRI割り込み要求は発生します。DMA転

送時に ERI、BRI割り込み要求を割り込みコントローラへ通知したいときに設定

します。 

0：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を禁止 

1：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を許可 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 

0 

CKE1 

CKE0 

0 

0 

R/W 

R/W 

クロックイネーブル 1、0 

SCIFのクロックソースの選択、および SCIF_SCK端子からのクロック出力の許

可／禁止を設定します。CKE1ビットと CKE0ビットの組み合わせによって

SCIF_SCK端子をシリアルクロック出力端子にするか、またはシリアルクロッ

ク入力端子にするかが決まります。ただし CKE0ビットの設定は、内部クロッ

ク動作（CKE1＝0）のときにのみ有効です。外部クロック動作（CKE1＝1）の

場合は、CKE0ビットの設定は無効です。また、SCSMRで SCIFの動作モード

を決定する前に、必ず CKE1、CKE0ビットの設定をしてください。 

• 調歩同期式 

00：クロックソースは内部クロックで、SCIF_SCK端子は SCSPTRの設定に

よりポートとして使用可能 

01：クロックソースは内部クロックで、SCIF_SCK端子はクロック出力*4 

1x：クロックソースは外部クロックで、SCIF_SCK端子はクロック入力*5 

• クロック同期式 

0x：クロックソースは内部クロックで、SCIF_SCK端子は同期クロック出力 

1x：クロックソースは外部クロックで、SCIF_SCK端子は同期クロック入力 

【記号説明】x：Don’t care 

【注】 *1 RXI割り込み要求の解除は、SCFSRの RDFフラグまたは DRフラグの 1を読み出した後で 0にクリアするか、

RIEビットを 0にクリアすることで行えます。ERI、BRI割り込み要求の解除は、SCFSRの ER、BRK、SCLSR

の ORERの各フラグで 1を読み出した後、0にクリアするか、RIE、 REIEビットを 0にクリアすることで行えま

す。 

 *2 なお、TEビットを 1にセットする前に必ず SCSMR、SCFCRの設定を行い、送信フォーマットを決定し、送信

FIFOをリセット（SCFCRの TFCLビットに 1をセット）してください。 

 *3 REビットを 1にセットする前に必ず SCSMR、SCFCRの設定を行い、受信フォーマットを決定し、受信 FIFOを

リセット（SCFCRの RFCLビットに 1をセット）してください。 

 *4 出力クロックの周波数はビットレートの 16倍 

 *5 入力クロックの周波数はビットレートの 16倍 

 （ビットレートレジスタの設定値、およびボーレートの関係については、「24.3.8 ビットレートレジスタ

（SCBRR）」を参照してください。） 
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24.3.7 シリアルステータスレジスタ（SCFSR） 

SCFSRは 16ビット長のレジスタで、SCIFの動作状態を示すステータスフラグです。 

SCFSRは常に CPUから読み出し／書き込みできます。ただし、ER、TEND、TDFE、BRK、RDF、DRの各フラ

グへ 1を書き込むことはできません。また、これらを 0にクリアするためには、あらかじめ 1を読み出しておく

必要があります。なお、FERフラグ、および PERフラグは読み出し専用であり、書き込むことはできません。 
 

01234567

DRRDFFERBRKTDFETENDER

891011121315 14

000001100000000 0

PER⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/W*1R/W*1RRR/W*1R/W*1R/W*1R/W*1RRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 ER 0 R/W*1 レシーブエラー 

受信時にフレーミングエラー、パリティエラーが発生したことを示します。

SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ERフラグは影響を受けず

以前の状態を保持します。レシーブエラーが発生しても受信データは

SCFRDRに転送され、受信動作を続けます。SCFRDRから読み出すデータに

受信エラーがあるかどうかは、SCFSRの FER、PERビットで判定できます。 

0：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生していないこ

とを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• ER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生したことを表

示 

［セット条件］ 

• 受信終了時に受信データの最後尾のストップビットが 1であるかどうかを

チェックし、ストップビットが 0であったとき*2 

• 受信時の受信データとパリティビットを合わせた 1の数がシリアルモード

レジスタ（SCSMR）の O/Eビットで指定した偶数／奇数パリティの設定と

一致しなかったとき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 TEND 1 R/W*1 トランスミットエンド 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信後に SCFTDRに有効なデータがなく、

送信を終了したことを示します。 

0：送信中であることを表示 

［クリア条件］ 

• SCFTDRに送信データを書き込み、TENDフラグが 1の状態を読み出した

後、TENDフラグに 0を書き込んだとき 

• DMACで SCFTDRへデータを書き込んだとき 

1：送信を終了したことを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• SCSCRの TEビットが 0のとき 

• 1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビットの送信後に SCFTDRに

送信データがないとき 

5 TDFE 1 R/W*1 トランスミット FIFOデータエンプティ 

SCFTDRから SCTSRにデータ転送が行われ、SCFTDR内のデータ数が

SCFCRの TTRG1、TTRG0ビットで設定した送信トリガデータ数以下にな

り、SCFTDRに送信データを書き込むことが可能になったことを示します。 

0：SCFTDR内の送信データ数が送信トリガ設定数より多いことを表示 

［クリア条件］ 

• TDFE＝1の状態を読み出した後、SCFTDRに送信トリガ設定数を超える送

信データを書き込み、0を書き込んだとき 

• DMACで SCFTDRに送信トリガ設定数を超えるデータを書き込んだとき 

1：SCFTDRの送信データ数が送信トリガ設定数以下であることを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• SCFTDRの送信データ数が送信動作によって送信トリガ設定数以下になっ

たとき*3 

4 BRK 0 R/W*1 ブレーク検出 

受信データのブレーク信号を検出して示します。 

0：ブレーク信号を受信していないことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• BRK＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：ブレーク信号を受信したことを表示*4 

［セット条件］ 

• フレーミングエラーを伴うデータを受信したとき、引き続き 1フレーム長

以上スペース 0（ローレベル）の場合 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 FER 0 R フレーミングエラー表示 

調歩同期式モードで、SCFRDRに格納された受信データ（次に SCFRDRか

ら読み出すデータ）にフレーミングエラーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生し

なかったことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• 次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生し

たことを表示 

［セット条件］ 

• 次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーあり 

2 PER 0 R パリティエラー表示 

調歩同期式モードで、SCFRDRに格納された受信データ（次に SCFRDRか

ら読み出すデータ）にパリティエラーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生しなか

ったことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• 次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生してい

ることを表示 

［セット条件］ 

• 次に SCFRDRから読み出すデータにパリティエラーあり 

1 RDF 0 R/W*1 レシーブ FIFOデータフル 

受信したデータが SCRSRから SCFRDRに転送され、SCFRDR内の受信デ

ータ数が、SCFCRの RTRG1、RTRG0ビットで設定した受信トリガデータ

数以上になったことを示します。 

0：SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少ないことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• RDF＝1を読み出した後、SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数

より少なくなるまで SCFRDRを読み出し、0を書き込んだとき 

• DMACでSCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数より少なくなるま

で SCFRDRを読み出したとき 

1：SCFRDR内の受信データ数が受信トリガ設定数以上であることを表示 

［セット条件］ 

• SCFRDRに受信トリガ設定数以上の受信データが格納されたとき*5 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 DR 0 R/W*1 レシーブデータレディ 

調歩同期式モードでは、SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあり、

かつ最後に受信したデータのストップビットから 15etu時間以上、次のデー

タが来ないことを示します。クロック同期式モードに設定した場合はセット

されません。 

0：受信中または正常に受信完了して SCFRDRに受信データが残っていな

いことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• DR＝1を読み出した後、SCFRDR内の受信データをすべて読み出し、0を

書き込んだとき 

• DMACで SCFRDR内の受信データをすべて読み出したとき 

1：次の受信データが来ないことを表示 

［セット条件］ 

• SCFRDRに受信トリガ設定数未満のデータがあり、かつ最後に受信したデ

ータのストップビットから 15etu時間以上次のデータが来ないとき*6 

【記号説明】etu（Elementary Time Unit：1ビットの転送期間の略） 

【注】 *1 フラグをクリアするために 0を書き込むことのみ可能です。 

 *2 2ストップモードのときは、1ビット目のストップビットが 1であるかどうかのみを判定し、2ストップビット目

のストップビットはチェックしません。 

 *3 SCFTDRは 64バイトの FIFOレジスタですので TDFE＝1で書き込むことができる最大データ数は、64－（送信

トリガ設定数）になります。これより多くデータを書き込んだ場合は無視されます。また、SCFTDR内のデータ

数は SCTFDRに示されます。 

 *4 ブレーク検出すると受信データ（H'00）の FIFOへの転送は停止します。ブレークが終了し、受信信号がマーク 1

に戻ると受信データの転送が再開します。 

 *5 SCFRDRは 64バイトの FIFOレジスタです。RDF＝1で少なくとも受信トリガ設定数のデータを読み出すことが

できます。SCFRDRが空の状態でデータを読み出すと不定値が読み出されます。なお SCFRDR内の受信データ数

は SCRFDRに示されます。 

 *6 8ビット長 1ストップビットフォーマット時の 1.5フレーム時間に相当します。 
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24.3.8 ビットレートレジスタ（SCBRR） 

SCBRRは、SCSMRの CKS1、CKS0ビットで選択されるボーレートジェネレータの動作クロックと合わせて、

シリアル送信／受信のビットレートを設定する 8ビットのレジスタです。 

SCBRRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

SCBRRの設定値は以下の計算式で求められます。 

〔調歩同期式モード〕 

N＝                ×106－1
Pck

64×22n－1×B  
 

〔クロック同期式モード〕 

N＝                ×106－1
Pck

8×22n－1×B  

B ：ビットレート（bit/s） 

N ：ボーレートジェネレータの SCBRRの設定値（0≦N≦255） 

Pck ：周辺モジュール用動作周波数（MHz） 

n ：0、1、2、3 

 （nとボーレートジェネレータ入力クロックの関係は、表 24.3を参照してください） 
 

表 24.3 SCSMRの設定値 

SCSMRの設定値 n ボーレートジェネレータ 

入力クロック CKS1 CKS0 

0 Pck 0 0 

1 Pck/4 0 1 

2 Pck/16 1 0 

3 Pck/64 1 1 

【注】 調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 

 

誤差（%）＝ ×100－1
Pck×106

（N＋1）×B×64×22n－1
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24.3.9 FIFOコントロールレジスタ（SCFCR） 

SCFCRは送信／受信の各 FIFOレジスタのリセット、およびトリガデータ数の設定を行うレジスタです。また

ループバックテストの許可ビットを含んでいます。 

SCFCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

01234567

MCE*1RTRG1 TTRG1 TTRG0 TFCL RFCL LOOPRTRG0RST
RG2*1

RST
RG1*1

RST
RG0*1

891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10 

9 

8 

RSTRG2*1

RSTRG1*1

RSTRG0*1

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

SCIF_RTS出力アクティブトリガ 

SCFRDR内に格納された受信データ数が下に示すトリガ設定数以上にな

ったとき、SCIF_RTS信号はハイレベルになります。 

000：63 

001：1 

010：8 

011：16 

100：32 

101：48 

110：54 

111：60 

7 

6 

RTRG1 

RTRG0 

0 

0 

R/W 

R/W 

レシーブ FIFOデータ数トリガ 

SCFSRの RDFフラグをセットする受信データ数を設定するビットです。 

SCFRDR内に格納された受信データ数が下に示すトリガ設定数以上にな

ったとき RDFフラグをセットします。 

00：1 

01：16 

10：32 

11：48 

5 

4 

TTRG1 

TTRG0 

0 

0 

R/W 

R/W 

トランスミット FIFOデータ数トリガ 

SCFSRの TDFEフラグをセットする未送信のデータ数を設定するビット

です。 

送信動作により SCFTDR内の送信データ数が、下に示すトリガ設定数以

下になったとき TDFEフラグをセットします。 

00：32（32）*2 

01：16（48） 

10：2（62） 

11：0（64） 



 

24. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

24-26  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 MCE*1 0 R/W モデムコントロールイネーブル 

モデムコントロール信号 SCIF_CTS、SCIF_RTSを有効にします。クロッ

ク同期モードでは MCEビットを常に 0にしてください。 

0：モデム信号を無効*3 

1：モデム信号を有効 

2 TFCL 0 R/W トランスミット FIFOデータ数レジスタクリア 

トランスミット FIFOデータ数レジスタ内の送信データ数を 0にクリアし

ます。 

0：クリアしない*4 

1：FIFOデータ数を 0にクリアする 

1 RFCL 0 R/W レシーブ FIFOデータ数レジスタクリア 

レシーブ FIFOデータ数レジスタ内の受信データ数を 0にクリアします。 

0：クリアしない*4 

1：FIFOデータ数を 0にクリアする 

0 LOOP 0 R/W ループバックテスト 

送信出力端子（SCIF_TXD）と受信入力端子（SCIF_RXD）、SCIF_RTS

端子と SCIF_CTS端子を内部で接続し、ループバックテストを可能にし

ます。 

0：ループバックテストを禁止 

1：ループバックテストを許可 

【注】 *1 チャネル 0にのみあります。チャネル 1～5ではリザーブビットです。 

 *2 （ ）内の値はフラグ発生時の SCFTDRの空き数を示します。 

 *3 SCIF_CTSは入力値にかかわらず 0アクティブに、SCIF_RTS出力も 0に固定します。 

 *4 パワーオンリセット、マニュアルリセット時にはリセット動作が行われます。 
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24.3.10 トランスミット FIFOデータ数レジスタ（SCTFDR） 

SCTFDRは、SCFTDR内に格納されている送信データ数を示す 16ビット長のレジスタです。 

SCTFDRは常に CPUから読み出すことができます。 
 

0123456

T0T1T2T3T4T5T6

7891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 T6～T0 すべて 0 R SCFTDR内に格納されている未送信のデータ数を示します。 

H'00は送信データがないことを、H'40は SCFTDRに最大数（64バイト）

の送信データが格納されていることを示します。 

 

24.3.11 レシーブ FIFOデータ数レジスタ（SCRFDR） 

SCRFDRは、SCFRDR内に格納されている受信データ数を示す 16ビット長のレジスタです。SCRFDRは常に

CPUから読み出すことができます。 
 

0123456

R0R1R2R3R4R5R6

7891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 R6～R0 すべて 0 R SCFRDR内に格納されている受信データ数を示します。 

H'00は受信データがないことを、H'40は SCFRDRに最大数（64バイト）

の受信データが格納されていることを示します。 
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24.3.12 シリアルポートレジスタ（SCSPTR） 

SCSPTRは、常に CPUによる読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、SCIFの端子にマルチプレク

スされたポートの入出力およびデータを制御します。ビット 1、0によって RXD端子から入力データを読み出し、

TXD端子へ出力データを書き込むことができ、シリアル送受信のブレークを制御します。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット時にビット 6、4、2、0を除いたすべてのビットが 0に初期化されま

す。ビット 6、4、2、0は不定です。モジュールスタンバイ時には初期化されません。シリアルポートを使用して

SCIF端子の値を読み出す場合、周辺クロックの 2サイクル前の値を読み出しますので注意してください。 
 

0123456
SPB2

DT
SPB2

IO
SCK
DT

SCK
IO

CT
SIO*

CT
SDT*

RT
SDT*

RT
SIO*

7891011121315 14

⎯0⎯0⎯0⎯00000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 RTSIO* 0 R/W シリアルポート SCIF_RTSポート入出力 

シリアルポートのSCIF_RTS端子の入出力を指定します。実際にSCIF_RTS

端子をポート出力端子として RTSDTビットで設定した値を出力する場合

は、SCFCRの MCEビットを 0に設定してください。 

0：SCIF_RTS端子に RTSDTビットの値を出力しないことを示します 

1：SCIF_RTS端子に RTSDTビットの値を出力することを示します 

6 RTSDT* － R/W シリアルポート SCIF_RTSポートデータ 

シリアルポートの SCIF_RTS端子の入出力データを指定します。入力か出

力かは RTSIOビットで指定します。出力の場合、RTSDTビットの値が

SCIF_RTS端子に出力されます。RTSIOビットの値にかかわらず、RTSDT

ビットからは SCIF_RTS端子の値が読み出されます。パワーオンリセット、

マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します 

1：入出力データがハイレベルであることを示します 

5 CTSIO* 0 R/W シリアルポート SCIF_CTSポート入出力 

シリアルポートのSCIF_CTS端子の入出力を指定します。実際にSCIF_CTS

端子をポート出力端子として CTSDTビットで設定した値を出力する場合

は、SCFCRの MCEビットを 0に設定してください。 

0：CTS端子に CTSDTビットの値を出力しないことを示します 

1：CTS端子に CTSDTビットの値を出力することを示します 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 CTSDT* － R/W シリアルポート SCIF_CTSポートデータ 

シリアルポートの SCIF_CTS端子の入出力データを指定します。入力か出

力かは CTSIOビットで指定します。出力の場合、CTSDTビットの値が

SCIF_CTS端子に出力されます。CTSIOビットの値にかかわらず、CTSDT

ビットからは SCIF_CTS端子の値が読み出されます。パワーオンリセット、

マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します 

1：入出力データがハイレベルであることを示します 

3 SCKIO 0 R/W シリアルポートクロックポート入出力 

シリアルポートの SCIF_SCK端子の入出力を指定します。実際に

SCIF_SCK端子をポート出力端子として SCKDTビットで設定した値を出

力する場合は、SCSCRの CKE1、CKE0ビットを 0に設定してください。 

0：SCIF_SCK端子に SCKDTビットの値を出力しないことを示します 

1：SCIF_SCK端子に SCKDTビットの値を出力することを示します 

2 SCKDT － R/W シリアルポートクロックポートデータ 

シリアルポートの SCIF_SCK端子の入出力データを指定します。入力か出

力かは SCKIOビットで指定します。出力の場合、SCKDTビットの値が

SCIF_SCK端子に出力されます。SCKIOビットの値にかかわらず、SCKDT

ビットからは SCIF_SCK端子の値が読み出されます。 

パワーオンリセット、マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します 

1：入出力データがハイレベルであることを示します 

1 SPB2IO 0 R/W シリアルポートブレーク入出力 

シリアルポートの SCIF_TXD端子の出力条件を指定します。実際に

SCIF_TXD端子をポート出力端子として SPB2DTビットで設定した値を出

力する場合は、SCSCRの TEビットを 0に設定してください。 

0：SCIF_TXD端子に SPB2DTビットの値を出力しないことを示します 

1：SCIF_TXD端子に SPB2DTビットの値を出力することを示します 

0 SPB2DT － R/W シリアルポートブレークデータ 

シリアルポートのSCIF_RXD端子の入力データおよびSCIF_TXD端子の出

力データを指定します。SCIF_TXD端子の出力条件は SPB2IOビットで指

定します。SCIF_TXD端子を出力に設定した場合、SPB2DTビットの値が

SCIF_TXD端子に出力されます。SPB2IOビットの値にかかわらず、

SPB2DTビットからは SCIF_RXD端子の値が読み出されます。パワーオン

リセット、マニュアルリセット後の初期値は不定です。 

0：入出力データがローレベルであることを示します 

1：入出力データがハイレベルであることを示します 

【注】 * チャネル 0のみです。チャネル 1～5ではリザーブビットです。 
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24.3.13 ラインステータスレジスタ（SCLSR） 
 

0

ORER

1234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/W*1RRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ORER 0 R/W*1 オーバランエラー 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示*2 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット、マニュアルリセット時 

• ORER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表示*3 

［セット条件］ 

• SCFRDRが最大数（64バイト）のデータを受信した状態で次のシリアル

受信を完了したとき 

【注】 *1 フラブをクリアするために 0を書き込むことのみ可能です。 

 *2 SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持します。 

 *3 SCFRDRではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われます。さら

に、ORER＝1にセットされた状態で、以降のシリアル受信を続けることはできません。 
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24.3.14 シリアルエラーレジスタ（SCRER） 

SCRERは 16ビットのレジスタで、SCFRDR内のデータの受信エラー数を示します。SCRERは常に CPUから

読み出すことができます。 
 

0

FER0

12345678910111213

FER1FER2FER3FER4FER5PER0PER1PER2PER3PER4PER5

15 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

PER5 

PER4 

PER3 

PER2 

PER1 

PER0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

パリティエラー数 

SCFRDRに格納されている受信データでパリティエラーの発生しているデ

ータ数を示します。SCFSRの ERビットがセットされた後、PER5～PER0

に示される値がパリティエラー発生データ数を表示します。SCFRDRの 64

バイトの受信データすべてがパリティエラーをともなう場合、PER5～

PER0は 0を表示します。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 

4 

3 

2 

1 

0 

FER5 

FER4 

FER3 

FER2 

FER1 

FER0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

フレーミングエラー数 

SCFRDRに格納されている受信データでフレーミングエラーの発生してい

るデータ数を示します。 

SCFSRの ERビットがセットされた後、FER5～FER0で示される値がフレ

ーミングエラーの発生しているデータ数を表示します。SCFRDRの 64バイ

トの受信データすべてがフレーミングエラーをともなう場合、FER5～

FER0は 0を表示します。 
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24.4 動作説明 

24.4.1 概要 

SCIFは、キャラクタ単位で同期をとりながら通信する調歩同期式モードと、クロックパルスにより同期をとり

ながら通信するクロック同期式モードの 2方式でシリアル通信ができます。調歩同期式モードの動作については、

「24.4.2 調歩同期式モードの動作」を参照してください。 

送受信おのおのに 64段の FIFOバッファを内蔵しており、CPUのオーバヘッドを減らし、高速連続通信が可能

です。また、モデムコントロール信号として SCIF_RTS、SCIF_CTS信号を内蔵しています（SCIF0のみ）。 

送受信フォーマットの選択は、SCSMRで行います。これを表 24.4に示します。また、SCIFのクロックソース

は、SCSMRの C/Aビットおよび SCSCRの CKE1、CKE0ビットの組み合わせで決まります。これを表 24.5に示

します。 
 

（1） 調歩同期式モード 

• データ長：7ビット／8ビットから選択可能 

• データの送受信はLSBが先頭（LSB First） 

• パリティの付加および1ビット／2ビットのストップビットの付加を選択可能（これらの組み合わせにより送

信／受信フォーマット、およびキャラクタ長を決定） 

• 受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、レシーブFIFOデータフル、オーバランエラー、レシーブデ

ータレディ、およびブレークの検出が可能 

• 送受信FIFOレジスタのおのおのの格納データ数を表示 

• SCIFのクロックソース：周辺クロック（Pck）／SCIF_SCK端子入力から選択可能 

周辺クロック（Pck）を選択した場合：SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作 

（SCIF_SCK端子からビットレートの16倍の周波数でクロックを出

力可能） 

SCIF_SCK端子入力を選択した場合：ビットレートの16倍の周波数でクロックを入力することが必要 

（内蔵ボーレートジェネレータを使用しない） 

（2） クロック同期式モード 

• データ長：8ビットに固定 

• データの送受信はLSBが先頭（LSB First） 

• 受信時にオーバランエラーの検出が可能 

• SCIFのクロックソース：周辺クロック（Pck）／SCIF_SCK端子入力から選択可能 

周辺クロック（Pck）を選択した場合：SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作し、同期クロック 

を外部へ出力 

SCIF_SCK端子入力を選択した場合：入力同期クロックで動作（内蔵ボーレートジェネレータを使用しない） 
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表 24.4 SCSMRの設定値とシリアル送信／受信フォーマット 

SCSMRの設定値 SCIFの送信／受信フォーマット 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 3 ストップ 

C/A CHR PE STOP 

モード 

データ長 パリティビット 

ビット長 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

8ビットデータ

あり 

2ビット 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

1 

調歩同期式モード 

7ビットデータ

あり 

2ビット 

1 * * * クロック同期式モード 8ビットデータ なし なし 

【注】 * Don’t care 

 

表 24.5 SCSMR、SCSCRの設定と SCIFのクロックソースの選択 

SCSMR SCSCRの設定 

ビット 7 ビット 1 ビット 0

C/A CKE1 CKE0 

モード クロック

ソース 

SCIF_SCK端子の機能 

0 SCIFは SCIF_SCK端子を使用しません 0 

1 

内部 

ビットレートの 16倍の周波数でクロックを出力 

0 

0 

1 

1 

調歩同期式モード 

外部 ビットレートの 16倍の周波数でクロックを入力 

0 0 

1 

内部 同期クロックを出力 

0 

1 

1 

1 

クロック同期式モード 

外部 同期クロックを入力 
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24.4.2 調歩同期式モードの動作 

調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットとをデータに

付加したキャラクタを送信／受信し、1キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル通信を行うモードです。 

SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、送信部と受

信部がともに 64段の FIFOバッファ構造になっていて、送信／受信中にデータの読み出し／書き込みができるの

で、連続送信／受信が可能です。 

調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 24.7に示します。 

調歩同期式シリアル通信では、通常、通信回線はマーク状態（ハイレベル）に保たれています。SCIFは通信回

線を監視し、スペース（ローレベル）になったところをスタートビットとみなしてシリアル通信を開始します。 

シリアル通信の 1キャラクタは、スタートビット（ローレベル）から始まり、データ（LSBファースト：最下

位ビットから）、パリティビット（ハイ／ローレベル）、最後にストップビット（ハイレベル）の順で構成され

ています。 

調歩同期式モードでは、SCIFは受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。また、SCIF

はデータを 1ビット期間の 16倍の周波数で入出力するクロックの 8番目でサンプリングしますので、各ビットの

中央で通信データが取り込まれます。 

1 1

0

LSB MSB

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1 1 1

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

1ビット
または
2ビット

1ビット 1ビット
または
なし

7ビットまたは8ビット

 

アイドル状態（マーク状態）アイドル状態（マーク状態）

シリアル
データ

スタート
ビット 送信／受信データ

パリティ
ビット

ストップ
ビット

 

図 24.7 調歩同期式通信のデータフォーマット 

（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 
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（1） 送信／受信フォーマット 

設定可能な送信／受信フォーマットを、表 24.6に示します。 

送信／受信フォーマットは 8種類あり、SCSMRの設定により選択できます。 
 

表 24.6 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） 

CHR PE STOP

SCSMRの設定

0 0 0

0 0 1

0 1 0

0 1 1

0 0

0 1

1 0

1 11

1

1

1

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

1

8ビットデータ

8ビットデータ

 【記号説明】
 S ：スタートビット 
 STOP ：ストップビット 
 P ：パリティビット 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

S STOP STOP

8ビットデータS P STOP STOP

8ビットデータS P STOP

S STOP

7ビットデータ

7ビットデータS STOP STOP

7ビットデータS P STOP STOP

7ビットデータS P STOP

S STOP

 
 

（2） クロック 

SCIFの送受信クロックは、SCSMRの C/Aビットおよび SCSCRの CKE1、CKE0ビットの設定により、内蔵ボ

ーレートジェネレータの生成した内部クロックまたは SCIF_SCK端子から入力された外部クロックの 2種類から

選択できます。SCIFのクロックソースの選択については表 24.5を参照してください。 

外部クロックを SCIF_SCK端子に入力する場合には、使用するビットレートの 16倍の周波数でクロックを入力

してください。 

内部クロックで動作させるとき、SCIF_SCK端子からクロックを出力することができます。このとき出力され

るクロックの周波数はビットレートの 16倍です。 
 

（3） SCIFの初期化（調歩同期式） 

データの送信／受信前には、まず SCSCRの TEビット、および REビットを 0にクリアした後、以下の順で SCIF

を初期化してください。動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TEビットおよび RE

ビットを 0にクリアしてから次の手順で変更を行ってください。 
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1. TEビットを0にクリアすると、SCTSRが初期化されます。TE、REビットを0にクリアしても、SCFSR、SCFTDR

および、SCFRDRの内容は保持されますので注意してください。 

2. TEビットの0クリアは、送信データをすべて送信しSCFSRのTENDフラグがセットされた後に行ってくださ

い。送信中でも0クリア可能ですが、送信中のデータは0クリア後、マーク状態になります。また再度TEビッ

トを1にセットして送信開始する前にSCFCRのTFRSTビットをいったん1にセットしてSCFTDRをリセットし

てください。 

3. 外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になりますので初期化を含めた動作中にクロックを止

めないでください。 

図 24.8に SCIFの初期化フローチャートの例を示します。 

SCFCRのTFCL、RFCLビットを1に
セット

SCSCRのCKE1、CKE0ビットを設定
（TIE、RIE、TE、REビットは0）

初期化

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCBRRに値を設定

1ビット期間経過？

SCFCRのRTRG1,0、TTRG1,0、MCE
ビットを設定しTFCL、RFCLビットを
０にクリア

SCSCRのTE、REビットを1にセット、
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

終了

（1）SCSCRにクロック選択を設定してください。
なお、TIE、RIE、TE、REは必ず0を設定してください。

（2）SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

（3）SCBRRにビットレートに対応する値を書き込みます。
ただし、外部クロックを使用する場合には必要ありません。

（4）少なくとも1ビット期間待ってから、SCSCRのTEビット
またはREビットを1にセットします。また、TIE、RIE、
REIEビットを設定してください。
TE、REビットを設定することによりSCIF_TXD端子、
SCIF_RXD端子が使用可能となります。送信時にはマーク
状態となり、受信時にはスタートビット待ちのアイドル状
態になります。

（1）

（2）

（3）

（4）

Wait

Yes

No

 

図 24.8 SCIFの初期化フローチャートの例 
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（4） シリアルデータ送信（調歩同期式） 

図 24.9にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送信は、SCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順を参考に行ってください。 

送信開始

送信終了

ブレーク出力？

TEND=1?

SCFSRのTENDビットを読み出し

全データ送信？

TDFE=1?

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCSCRのTEビットを0にクリア

SPB2DTを0にクリア
SPB2IOを1にセット

（1）SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：
SCFSRを読み出して、TDFEフラグが1であることを確
認した後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFE、
TENDを0にクリアします。
書き込み可能な送信データ数は64－（送信トリガ設定数）
になります。

（2）シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、TDFEフラグの1を読
み出して書き込み可能であることを確認した後に
SCFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEフラグを0
にクリアしてください。

（3）シリアル送信の終了時にブレークを出力：
シリアル送信時にブレークを出力するときには、
SCSPTRのSPB2DTビットを0にクリアし、SPB2IOビッ
トを1にセットした後にSCSCRのTEビットを0にクリア
してください。

なお、（1）および（2）では、SCTFDRに示される
SCFTDR内の送信データ数から書き込み可能なデータ
数を知ることができます。

（1）

（2）

（3）

Yes

Yes

No

No

No

No

Yes

Yes

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFE、TENDビットを0に
クリア

 

図 24.9 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFはシリアル送信時に以下のように動作します。 
 

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始します。

SCFTDRにはSCFSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書き込み可

能なデータ数は少なくとも64－（送信トリガ設定数）です。 

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続し

て送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定した送信トリガ数以下になったと

き、TDFEフラグをセットします。このとき、SCSCRのTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータ

エンプティ割り込み（TXI）要求を発生します。 

 

シリアル送信データは、以下の順に SCIF_TXD端子から送り出されます。 

（a）スタートビット：1ビットの0が出力されます。 

（b）送信データ：8ビットまたは7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

（c）パリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）が出力されます。 

なお、パリティビットを出力しないフォーマットも選択できます。 

（d）ストップビット：1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

（e）マーク状態：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

 

3. SCIFは、ストップビットを送出するタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。 

データがあるとSCFTDRからSCTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次フレームのシリ

アル送信を開始します。 

ストップビットを送り出した後、送信データがないとSCFSRのTENDフラグに1をセットし、SCIF_TXD端子

から1を出力するマーク状態になります。 

 

調歩同期式モードでの送信時の動作例を図 24.10に示します。 
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1

0 D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1

TDFE

SCIF_TXD

TEND

TXI割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータを書き込み、
TDFEフラグの1を読み出した後0クリア

TXI割り込み
要求の発生

フラグ割り込み
要求の発生

1フレーム

アイドル状態
（マーク状態）

シリアル
データ

スタート
ビット データ

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット データ

パリティ
ビット

ストップ
ビット

アイドル状態
（マーク状態）

 

図 24.10 送信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

 

4. モデムコントロールイネーブル時はSCIF_CTS入力値によって送信動作を停止／再開することができます。

SCIF_CTSが1になると現在送信中のときは1フレーム送信終了後マーク状態になります。SCIF_CTSを0にする

と再びスタートビットから次の送信データを出力します。 

モデムコントロール時の動作例を図24.11に示します。 

シリアルデータ
SCIF_TXD 0 D0 D1 D7 0/1 0 D0 D1 D7 0/1

SCIF_CTS

ストップビットよりも前に立ち上げてください。

スタート
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット

 

図 24.11 モデムコントロール（CTS）時の動作例（チャネル 0のみ） 
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（5） シリアルデータ受信（調歩同期式） 

図24.12にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

シリアルデータ受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、図24.12の手順で行ってください。 

SCFSRのER、DR、BRK、SCLSRの
ORERの各フラグを読み出し

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

受信開始

ER or DR or BRK or ORER=1?

SCFSRのRDFフラグを読み出し

RDF=1?

全数受信？

SCSCRのREビットを0にクリア

受信終了

（1）受信エラー処理とブレークの検出：
SCFSRのDR、ER、BRK、SCLSRのORERの各フラ
グを読み出してエラーを判定し、所定のエラー処理を
行った後、DR、ER、BRK、ORERの各フラグを0に
クリアしてください。フレーミングエラー時に
SCIF_RXD端子の値を読み出すことでもブレークの検
出ができます。

（2）SCIFの状態を確認して受信データを読み出し：
SCFSRを読み出して、RDF＝1であることを確認した
後、SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグ
の1を読み出した後、0にクリアします。RDFフラグ
が0から1に変化したことは、RXI割り込みによっても
知ることができます。

（3）シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、SCFRDR内の受信デー
タを少なくとも受信トリガ設定数読み出して、RDF
フラグの1を読み出した後0を書き込んでください。
SCFRDR内の受信データ数は、SCRFDRを読み出す
ことで知ることができます。

（1）

（2）

（3）

Yes

Yes

No

No

No

Yes

エラー処理

 

図 24.12 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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エラー処理

ORER=1?

オーバランエラー処理

ER=1?

受信エラー処理

BRK=1?

ブレーク処理

DR=1?

SCFRDRの受信データ読み出し

終了

（1）SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエ
ラー、パリティエラーが発生しているかどうかは、
SCFSRのFER、PERビットで知ることができます。

（2）ブレークを検出すると受信データ（H'00）の
SCFRDR転送は停止します。ただし、SCFRDRの
最後のデータは、H'00でフレーミングエラーの発生
しているブレークデータが格納されますので注意し
てください。ブレークが終了し、受信信号がマーク
1に戻ると受信データの転送が再開します。

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

SCFSRのDR、ER、BRKフラグを
0にクリア、SCLSRのORERフラグを
0にクリア

 

図 24.12 シリアル受信のフローチャートの例（2） 
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SCIFは受信時に以下のように動作します。 
 

1. SCIFは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

3. パリティビットおよびストップビットを受信します。 

 

受信後、SCIFは以下のチェックを行います。 

（a）ストップビットチェック：ストップビットが1であるかをチェックします。 

ただし、2ストップビットの場合、1ビット目のストップビットのみをチェックします。 

（b）受信データをSCRSRからSCFRDRに転送できる状態であるかをチェックします。* 

（c）オーバランエラーチェック：ORERフラグが0であり、オーバランエラーが発生していないことをチェ

ックします。* 

（d）ブレークチェック：BRKフラグが0であり、ブレーク状態でないことをチェックします。* 

 

（b）（c）（d）のチェックがパスしたとき、SCFRDRに受信データが格納されます。 
 

【注】 * パリティエラー、フレーミングエラーが発生しても受信動作を続けます。 

 

4. RDFフラグまたはDRフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされていると受信FIFOデータ

フル割り込み（RXI）要求を発生します。 

また、ERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセットされていると受信エラ

ー割り込み（ERI）要求を発生します。 

さらに、BRKフラグまたはORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセッ

トされていると、ブレーク受信割り込み（BRI）要求を発生します。 
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調歩同期式モード受信時の動作例を図 24.13に示します。 

1

0 D0 D1 D7 0/1 1 0/1 D0 D1 D7 0/1 0/10

RDF
フラグ

FER
フラグ

RXI割り込み
要求の発生 受信エラーでERI

割り込み要求の
発生1 フレーム

RXI割り込み処理ルーチンで
データを読み出し、RDF
フラグの1を読み出した後
0にクリア

スタート
ビット データ

パリティ
ビット

ストップ
ビット

スタート
ビット データ

パリティ
ビット

ストップ
ビット

シリアル
データ
SCIF_RXD フレーミング

エラー検出

 

図 24.13 SCIFの受信時の動作例 

（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

 

5. モデムコントロールイネーブル時は、SCFRDRの空き状況によってSCIF_RTS信号を出力します。RTSが0の

ときは受信可能状態です。SCIF_RTSが1のときはSCFRDR内のデータ数が、SCIF_RTS出力アクティブトリガ

設定数以上であることを示します。SCIF_RTS出力アクティブトリガ値は、「24.3.9 FIFOコントロールレジ

スタ（SCFCR）」のビット10～8で指定します。また、SCSCRのREビットが0のときも、SCIF_RTSが1にな

ります。モデムコントロール時の動作例を図24.14に示します。 

SCIF_RXD D0 D1 D2 D7 0/1 1 00

SCIF_RTS

スタート
ビット

スタート
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

シリアルデータ

 

図 24.14 モデムコントロール（SCIF_RTS）時の動作例（チャネル 1、チャネル 2のみ） 
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24.4.3 クロック同期式モードの動作 

クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信／受信するモードで、高速シリアル通信に

適しています。 

SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、クロックを共有することで全二重通信ができます。ま

た、送信部と受信部がともに 64段の FIFIOバッファ構造になっていますので送信／受信中にデータの読み出し／

書き込みができ連続送信／受信が可能です。 

クロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 24.15に示します。 

通信データの1 単位（キャラクタまたはフレーム）
* *

ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7 Don't careDon't care

LSB MSB

同期
クロック

シリアル
データ

【注】* 連続送信／受信のとき以外はハイレベル  

図 24.15 クロック同期式通信のデータフォーマット 

クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロック立ち下がりから次の立ち下がりまで出力

されます。また、クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 

シリアル通信の 1キャラクタは、LSBから始まり最後にMSBが出力されます。最終データ出力後の通信回線の

状態は最終データの状態を保ちます。 

クロック同期式モードでは、SCIFは同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 
 

（1） 送信／受信フォーマット 

8ビット固定です。 

パリティビットの付加はできません。 
 

（2） クロック 

SCSMRの C/Aビットと SCSCRの CKE1、CKE0ビットの設定により内蔵ボーレートジェネレータの生成した

内部クロック、または、SCIF_SCK端子から入力された外部同期クロックの 2種類から選択できます。SCIFのク

ロックソース選択については、表 24.5を参照してください。 

内部クロックで動作させるとき、SCIF_SCK端子から同期クロックが出力されます。同期クロックは 1キャラ

クタの送受信で 8パルス出力され、送信／受信を行わないときにはハイレベルに固定されます。受信動作のみの

場合、内部クロックを選択すると SCSCRの REビットが 1の間、受信 FIFO内データ数が受信トリガ設定数に達

するまでクロックパルスが出力されます。 
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（3） SCIFの初期化（クロック同期式） 

データの送信／受信前に SCSCRの TE、REビットを 0にクリアした後、以下の手順で SCIFを初期化してくだ

さい。 

モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TE、および REビットを 0にクリアしてから下

記手順で変更してください。TEビットを 0にクリアすると SCTSRが初期化されます。REビットを 0にクリアし

ても RDF、PER、FER、ORERの各フラグ、および SCFRDRの内容は保持されますので注意してください。 

図 24.16に SCIFの初期化フローチャート例を示します。 

SCFSRのBRK、DR、ERフラグを読み
出した後、0を書き込んでクリア

SCFCRのTFCL、RFCLビットを1に 
セットし、FIFOバッファをクリア

SCSCRのCKE1、CKE0ビットを設定
（TE、RE、TIE、RIEビットは0）

SCFCRのRTRG1,0、TTRG1,0を設定し、
TFCL、RFCLビットを０にクリア

使用する外部端子の設定
(SCIF_CLK、SCIF_TXD、SCIF_RXD)

SCSCRのTE、REビットを1にセット
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

初期化

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCBRRに値を設定

1ビット期間経過

終了

（1）初期化終了の直前まで、TE、REビットは0にしておい
てください。TIE、RIE、TE、REビットが0にクリアさ
れているかを確認してください。

（2）CKE1、CKE0ビットを設定します。

（3）SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

（4）ビットレートレジスタSCBRRにビットレートに対応す
る値を書き込みます。ただし、外部クロックを使用す
る場合には必要ありません。本設定後は少なくとも1ビッ
ト期間待ってください。

（5）使用する外部端子の設定を行います。受信時には
SCIF_RXD入力、送信時にはSCIF_TXD出力になるよ
うに設定します。また、SCIF_CLKの入出力は、CKE1、
CKE0で設定した内容に合わせて設定してください。

（6）SCSCRのTEビットまたは、REビットを1にセットし
ます。またTIE、RIE、REIEビットを設定してください。
この時点でSCIF_TXD、SCIF_RXD、SCIF_CLK端子が
使用可能となります。送信時にはSCIF_TXD端子はマー
ク状態となります。クロック同期式モード受信でかつ、
同期クロック出力（クロックマスタ）設定の場合、こ
の時点でSCIF_CLK端子からクロックが出力され始め
ます。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

Yes

Wait

No

 

図 24.16 SCIF初期化フローチャートの例 
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（4） シリアルデータ送信（クロック同期式） 

図 24.17にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送信は、SCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

送信開始

初期化

SCFSRのTDFEビットを読み出し

TDFE=1?

全データ送信？

SCFSRのTENDフラグを読み出し

TEND=1?

SCSCRのTEビットを0にクリア

終了

（1）SCIFの初期化：
図24.16をご覧ください。

（2）SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：
SCFSRを読み出して、TDFE=1であることを確認した
後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグ
を0にクリアしてください。TDFEフラグの0から1への
変化は、TXI割り込みによっても知ることができます。

（3）シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグの1
を読み出して書き込み可能であることを確認した後に
SCFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEフラグを0
にクリアしてください。

（1）

（2）

（3）

Yes

No

No

No

Yes

Yes

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEビット、TENDビットを
0にクリア

 

図 24.17 シリアル送信のフローチャートの例 

 

SCIFはシリアル送信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは、SCFTDRにデータが書き込まれると、SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、送信を開始します。

SCFTDRにはSCFSRのTDFEフラグが1であることを確認して送信データを書き込んでください。書き込み可

能なデータ数は少なくとも64－（送信トリガ設定数）です。 

2. SCFTDRからSCTSRへデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続し

て送信動作を続けます。途中、SCFTDR内の送信データ数がSCFCRで設定したトリガ数以下になったとき、

TDFEフラグをセットします。このときSCSCRのTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータエンプ

ティ割り込み（TXI）要求を発生します。 



 

24. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  24-47 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

クロック出力モードに設定したときには、SCIFは1データに対し同期クロック8パルス出力します。 

外部クロックに設定したときには、入力クロックに同期してデータを出力します。 

シリアル送信データは、LSBから順にSCIF_TXD端子から送り出されます。 

3. SCIFは、最終ビットを送り出すタイミングでSCFTDRの送信データをチェックします。送信データがあると

SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、次のフレームのシリアル送信を開始します。送信データがないと、

最終ビットを送り出した後、SCFSRのTENDフラグを1にセットし、トランスミットデータ端子（SCIF_TXD

端子）は状態を保持します。 

4. シリアル送信終了後、SCSCRのCKE1ビットが0のとき、SCIF_SCK端子から出力する同期クロックはハイレ

ベル固定になります。 

 

図 24.18に SCIFの送信時の動作例を示します。 

ビット0 ビット1 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータ書き込み、
TDFEフラグを0にクリア

LSB

TDFE
フラグ

TEND
フラグ

MSB

TXI割り込み
要求の発生

同期
クロック
SCIF_SCK

シリアル
データ
SCIF_TXD

1フレーム  

図 24.18 SCIF送信時の動作例 
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（5） シリアルデータ受信（クロック同期式） 

図 24.19にシリアル受信のフローチャート例を示します。 

シリアルデータの受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

SCIFの初期化を行わずに、動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り替える際には、必

ず、ORER、PER7～0、FER7～0の各フラグが 0にクリアされていることを確認してください。 

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

受信開始

初期化

SCLSRのORERの各フラグを読み出し

ORER=1?

SCFSRのRDFフラグを読み出し

RDF=1?

全数受信？

SCSCRのREビットを0にクリア

終了

（1）SCIFの初期化：
図24.16をご覧ください。

（2）受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフ
ラグを読み出してから、所定のエラー処理を行った後、
ORERフラグを0にクリアしてください。
ORERフラグが1にセットされた状態では送信／受信
を再開できません。

（3）SCIFの状態を確認して受信データを読み出し
SCFSRを読み出してRDF＝1であることを確認した後、
SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグを0
にクリアします。RDFフラグの0から1への変化は
RXI割り込みによっても知ることができます。

（4）シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、SCFRDR内のデー
タを少なくとも受信トリガ設定数読み出して、RDF
フラグの1を読み出した後0を書き込んでください。
SCFRDR内の受信データ数はSCRFDRを読み出すこ
とで知ることができます。

（1）

（2）

（3）

（4）

Yes

Yes

No

No

No

Yes

エラー処理

 

図 24.19 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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ORER = 1?

エラー処理

終了

オーバランエラー処理

No

Yes

SCLSR のORERフラグを0にクリア

 

図 24.19 シリアル受信のフローチャートの例（2） 

 

SCIFはシリアル受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは同期クロックの入力または出力に同期して内部を初期化します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

受信後、SCIFは受信データをSCRSRからSCFRDRに転送できる状態であるかをチェックし、このチェックが

パスしたときSCFRDRに受信データが格納されます。 

エラーチェックでオーバランエラーを検出すると以後の受信動作ができません。 

3. RDFフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされていると受信FIFOデータフル割り込み

（RXI）要求を発生します。 

また、ORERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされているとブレーク割り込み（BRI）

要求を発生します。 
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図 24.20に SCIFの受信時の動作例を示します。 

ビット7 ビット0 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

RXI割り込み
要求の発生

1フレーム

RXI割り込み処理ルー
チンでSCFRDRのデ
ータを読み出し、RDF
フラグを0にクリア

LSB

RDF
フラグ

シリアル
データ
SCIF_RXD

同期
クロック

ORER
フラグ

MSB

RXI割り込み
要求の発生

オーバランエラーで
BRI割り込み要求の発生

 

図 24.20 SCIFの受信時の動作例 
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（6） シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式） 

図 24.21にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送受信同時動作は、SCIFを送受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行ってく

ださい。 

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEフラグを0にクリア

送受信開始

初期化

SCFSRのTDFEビットを読み出し

TDFE=1?

SCLSRのORERフラグを読み出し

ORER=1?

SCFSRのRDFフラグを読み出し

RDF=1?

全数受信？

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

終了

（1）SCIFの初期化：
図24.16をご覧ください。

（2）SCIFの状態確認と送信データの書き込み：
SCFSRを読み出して、TDFE＝1であることを確認し
た後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラ
グを0にクリアします。TDFEフラグの0から1への変
化は、TXI割り込みによっても知ることができます。

（3）受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフ
ラグを読み出してから、所定のエラー処理を行った後、
ORERフラグを0にクリアしてください。
ORERフラグが1にセットされた状態では受信を再開
できません。

（4）SCIFの状態を確認して受信データを読み出し
SCFSRを読み出してRDF＝1であることを確認した後、
SCFRDRの受信データを読み出し、RDRフラグを0に
クリアします。RDFフラグが0から1への変化はRXI割
り込みによっても知ることができます。

（5）シリアル送受信の継続手順：
シリアル送受信を続けるときには、現在のフレームの
MSBを受信する前に、RDFフラグとSCFRDRの読み
出し、RDFフラグの0クリアを終了しておいてください。
また、現在のフレームのMSBを送信する前にTDFEフ
ラグの1を読み出して書き込み可能であることを確認
してください。さらにSCFTDRにデータを書き込み、
TDFEフラグを0にクリアしておいてください。

【注】送信、または受信動作から同時送受信に切り替える
ときにはTEビットとREビットを0にクリアしてから
TEビットとREビットを同時に1にセットしてくださ
い。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

エラー処理

 

図 24.21 シリアル送受信のフローチャートの例 
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24.5 SCIF割り込み要因と DMAC 

SCIFはチャネルごとに、送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、

受信 FIFOデータフル割り込み（RXI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の 4種類の割り込み要因を持ってい

ます。 

表 24.7に各割り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要因は、SCSCRの TIE、RIE、REIEビットで、許

可または禁止ができます。また、各割り込み要求はそれぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。 

TIEビットにより TXIが許可されている場合、SCFSRの TDFEフラグが 1にセットされると、TXI割り込み要

求と送信FIFOデータエンプティDMA転送要求が発生します。TIEビットによりTXIが禁止されている場合、TDFE

フラグが 1にセットされると、送信 FIFOデータエンプティ DMA転送要求のみが発生します。送信 FIFOデータ

エンプティ DMA転送要求で、DMACを起動してデータ転送を行うことができます。 

RIEビットにより RXIが許可されている場合、SCFSRの RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされると、

RXI割り込み要求と受信 FIFOデータフル DMA転送要求が発生します。RIEビットにより RXIが禁止されている

場合、RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされると、受信 FIFOデータフル DMA転送要求のみが発生しま

す。受信 FIFOデータフル DMA転送要求で、DMACを起動してデータ転送を行うことができます。なお、DRフ

ラグが 1にセットされたことによる RXI割り込みまたは受信 FIFOデータフル DMA転送要求は、調歩同期モード

時のみ発生します。 

SCFSRの BRKフラグまたは SCLSRの ORERフラグが 1にセットされると、BRI割り込み要求が発生します。 

DMACを使って送受信を行う場合は、先に DMACを設定し、イネーブル状態にしてから SCIFの設定を行って

ください。また、割り込みコントローラへ RXI、TXI割り込み要求を出さない設定にしてください。割り込み要

求を出す設定にした場合、割り込みコントローラへの割り込み要求は割り込み処理プログラムとは無関係に

DMACによってクリアされます。 

SCSCRの RIEビットを 0に設定し、REIEビットを 1に設定すると、RXI割り込み要求を出さずに ERI割り込

み要求だけを出すことができます。 
 

表 24.7 SCIF割り込み要因 

割り込み要因 内   容 DMACの起動 リセット解除時の

優先順位 

ERI 受信エラー（ER）による割り込み 不可 高 

RXI 受信 FIFOデータフル（RDF）または受信データレディ（DR）*によ

る割り込み 

可  

BRI ブレーク（BRK）またはオーバランエラー（ORER）による割り込み 不可  

TXI 送信 FIFOデータエンプティ（TDFE）による割り込み 可 低 

【注】 * DRによる RXI割り込みは、調歩同期モード時のみ可能です。 
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24.6 低消費電力モード 

下記のモード・機能により低消費電力モードを実行する場合は送受信動作を停止させた後に実行させる場合が

あります。 

（1） スリープモード 

FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）は動作を継続します。 

（2） ライトスリープモード 

FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）は動作を継続しますが、DMACを使用した送受

信動作中は動作を保証しません。DMACを使用した送受信動作を行っているとき、ライトスリープモードに遷移

させる前に以下の手順に従ってください。 

1. すべての送受信動作が行われたか確認します。 

送信データをすべて送信しSCFSRのTENDフラグがセットされていること、もしくは、受信データをすべて

読み出したことを確認することで、すべてのデータ転送が終了していることを確認します。また、レシーブ

FIFOデータレジスタ（SCFRDR）の読み出し、トランスミットFIFOデータレジスタ（SCFTDR）への書き込

みで、SCIFのシリアル送受信動作の開始が行われないように、シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）の

TEビット、REビットを0にクリアしてください。 

2. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）内のすべてのDMA要求を禁止します。 

（3） モジュールスタンバイ 

FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）へのクロック供給が停止します。モジュールス

タンバイに遷移される場合には、以下の手順に従ってください。 

1. すべての送受信動作が行われたか確認します。 

送信データをすべて送信しSCFSRのTENDフラグがセットされていること、もしくは、受信データをすべて

読み出したことを確認することで、すべてのデータ転送が終了していることを確認します。また、レシーブ

FIFOデータレジスタ（SCFRDR）の読み出し、トランスミットFIFOデータレジスタ（SCFTDR）への書き込

みで、SCIFのシリアル送受信動作の開始が行われないように、シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）の

TEビット、REビットを0にクリアしてください。 

2. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）内のすべてのDMA要求を禁止します。 

3. スタンバイコントロールレジスタの該当ビットを1にセットします。 

（4） 周波数変更 

周波数変更による送受信動作中は動作を保証しません。周波数変更を行う前に以下の手順に従ってください。 

1. すべての送受信動作が行われたか確認します。 

送信データをすべて送信しSCFSRのTENDフラグがセットされていること、もしくは、受信データをすべて

読み出したことを確認することで、すべてのデータ転送が終了していることを確認します。また、レシーブ

FIFOデータレジスタ（SCFRDR）の読み出し、トランスミットFIFOデータレジスタ（SCFTDR）への書き込

みで、SCIFのシリアル送受信動作の開始が行われないように、シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）の

TEビット、REビットを0にクリアしてください。 
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2. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）内のすべてのDMA要求、割り込み要求を禁

止します。 

 

24.7 使用上の注意事項 

SCIFを使用する際は、以下のことに注意してください。 

（1） SCFTDRへの書き込みと TDFEフラグについて 

SCFSRの TDFEフラグは SCFTDR内に書き込んだ送信データ数が、SCFCRの TTRG1、0ビットで設定した送

信トリガ数以下になったときセットされます。TDFEがセットされた後、SCFTDRの空きデータ数まで送信データ

を書き込むことができ、効率よい連続送信が可能となります。 

しかし TDFEフラグは SCFTDRに書き込まれているデータ数が送信トリガ数以下の場合には、1を読み出し後、

0にクリアしても再び 1にセットされます。TDFEのクリアは送信トリガ数より多い送信データが SCFTDRに格納

されたときに行ってください。 

SCFTDR内の送信データ数は SCTFDRで知ることができます。 
 

（2） SCFRDRの読み出しと RDFフラグについて 

SCFSRの RDFフラグは、SCFRDR内の受信データ数が SCFCRの RTRG1、0ビットで設定した受信トリガ数以

上になったときセットします。RDFがセットされた後、SCFRDRからトリガ数分の受信データを読み出すことで

効率のよい連続受信が可能です。 

ただし、読み出し後も SCFRDR内のデータ数がトリガ数以上の場合、RDFフラグを 0にクリアしても再び 1に

セットされますので、SCFRDR内のデータ数がトリガ数より少なくなるように受信データを読み出した後、RDF

フラグの 1を読み出し 0にクリアしてください。 

SCFRDR内の受信データ数は SCRFDRで知ることができます。 
 

（3） ブレークの検出と処理について 

フレーミングエラー（FER）検出時に SCIF_RXD端子の値を直接読み出すことによっても、ブレークを検出で

きます。ブレークでは、SCIF_RXD端子からの入力がすべて 0になりますので、FERフラグがセットされ、また

パリティエラー（PER）もセットされる場合があります。 

SCIFは、ブレークを検出すると SCFRDRへの受信データの転送は停止しますが、受信動作は続けています。 
 

（4） ブレークの送り出し 

SCIF_TXD端子は、SCSPTRの SPB2IO、SPB2DTビットで入出力条件とレベルを決めることができます。これ

を使ってブレークの送り出しができます。 

シリアル送信の初期化から TEビットを 1にセット（送信可能）するまでは、SCIF_TXD端子として機能しませ

ん。この間は、マーク状態は SPB2DTビットの値で代替されます。このため、最初は SPB2IOと SPB2DTビット

を 1に設定（出力、ハイレベル）しておきます。 

シリアル送信時にブレークを送り出したいときは SPB2DTビットを 0（ローレベル）にクリアした後、TEビッ

トを 0にクリア（送信停止）します。TEビットを 0にクリアすると現在の送信状態とは無関係に送信部は初期化
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され、SCIF_TXD端子からは 0が出力されます。 
 

（5） 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

調歩同期式モードでは、SCIFは転送レートの 16倍を周波数とする基本クロックで動作しています。 

受信時に SCIFは、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。ま

た、受信データを基本クロックの 8クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。 

これを図 24.22に示します。 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 0 1 2 3 4 5

16クロック

8クロック

-7.5クロック

スタートビット

+7.5クロック

D0 D1
受信データ
（SCIF_RXD ）

同期化
サンプリング
タイミング

データ
サンプリング
タイミング

基本クロック

 

図 24.22 受信データサンプリングタイミング 

 

したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 
 

M＝ （0.5－　　）－（L－0.5）F－　　    （1＋F） ×100%
1

2N

D－0.5

N
……式（1）

 
 

M：受信マージン（％） 

N：クロックに対するビットレートの比（N＝16） 

D：クロックデューティ（D＝0～1.0） 

L：フレーム長（L＝9～12） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 

式（1）で、F＝0、D＝0.5とすると、受信マージンは式（2）より 46.875％となります。 
 

D ＝0.5、F＝0のとき 

M ＝（0.5－1/（2×16））×100％ 

 ＝46.875％ ……式（2） 
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ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30％の余裕を持たせてください。 
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25. シリアルペリフェラルインタフェース（HSPI） 

本 LSIは、シリアルペリフェラルインタフェース（HSPI）を 1チャネル内蔵しています。 

25.1 特長 

HSPIには次のような特長があります。 

• 動作モード：マスタモード、スレーブモード 

• 送信部と受信部はダブルバッファ構造で、全二重通信が可能 

• 周辺クロック（Pck）分周機能により、広範囲のビットレートをサポート 

• クロックのレジスタ設定により、2種類の送信プロトコルを設定でき、シリアルクロックの立ち上がりエッジ

または立ち下がりエッジのいずれかと同期した送信／受信機能を実現しています。 

• 受信エラーに関しては、レシーブバッファのオーバフローを検出できます。 

• マスタ設定のとき、データ転送中に自動的に、または手動でコントロールすることにより、スレーブモジュ

ールに対するチップセレクト信号を生成できます。 

• 送信データと受信データの両方を2つのDMAチャネルを経由して独立してDMA転送することが可能です。 
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図 25.1に HSPIのブロック図を示します。 

HSPI_CLK

HSPI_TXHSPI_RX
LSB MSB

SPCR
HSPI_CS

SPSR

SPSCR

SPTBR

SPRBR

Pck

FIFOモード時

周　　辺　　バ　　ス

バスインタフェース

レジスタ
システム
コントロール

クロック分周

極性選択 SCK生成器

送信用FIFO

受信用FIFO

（各8段）

LSB MSBシフトレジスタ

 

図 25.1 HSPIのブロック図 
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25.2 入出力端子 

表 25.1に HSPIの端子構成を示します。 

表 25.1 端子構成 

名称 略称 入出力 機   能 

シリアルクロック端子 HSPI_CLK 入出力 クロック入出力 

送信データ端子 HSPI_TX 出力 送信データ出力 

受信データ端子 HSPI_RX 入力 受信データ入力 

チップセレクト端子 HSPI_CS 入出力 チップセレクト 

 

25.3 レジスタの説明 
表 25.2 レジスタ構成（1） 

名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7アドレス サイズ 同期クロック 

コントロールレジスタ SPCR R/W H'FFF4 0000 H'1FF4 0000 32 Pck 

ステータスレジスタ SPSR R* H'FFF4 0004 H'1FF4 0004 32 Pck 

システムコントロールレジスタ SPSCR R/W H'FFF4 0008 H'1FF4 0008 32 Pck 

トランスミットバッファレジスタ SPTBR R/W H'FFF4 000C H'1FF4 000C 32 Pck 

レシーブバッファレジスタ SPRBR R H'FFF4 0010 H'1FF4 0010 32 Pck 

【注】 * ビット 4、3はフラグをクリアするための 0書き込みが可能です。 

 
表 25.2 レジスタ構成（2） 

名称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル

リセット 

スリープ/

ライト 

スリープ 

モジュール 

スタンバイ 

による 

ソフト 

リセットによる 

  RESET端子/WDT 

/H-UDIによる 

WDT/多重例外 

による 

Sleep命令による   

コントロールレジスタ SPCR H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

ステータスレジスタ SPSR H'XXXX X120*1 保持 保持 保持 B'XXXX X1XX*2
 

システムコントロールレジスタ SPSCR H'0000 0040 保持 保持 保持 保持 

トランスミットバッファレジスタ SPTBR H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

レシーブバッファレジスタ SPRBR H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

【注】 *1 Xは不定値を示します。 

 *2 Xは不定値を示します。ビット 9/6/4/3は保持されます。それ以外のビットは初期値が不定以外のビットは初期化

されます。 
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25.3.1 コントロールレジスタ（SPCR） 

SPCRは、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、転送データのシフトタイミングの制御、クロッ

ク極性、およびクロック周波数を設定します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

CLKC0CLKC1CLKC2CLKC3CLKC4IDIVCLKPFBS

891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビットです。 

読み出したときの値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7 FBS 0 R/W ファーストビットスタート 

各ビットの転送されたデータとシリアルクロックの間のタイミングを制御

します。 

0：HSPIから転送された最初のビットが、HSPI_CS端子がローレベルに

なった後の最初のHSPI_CLKエッジで受信デバイスによりサンプルさ

れるように設定します。同様に、受信した最初のビットが HSPI_CS

端子がローレベルになった後の最初のレジスタで設定した HSPI_CLK

エッジでサンプルされます。 

1：HSPIから転送された最初のビットが、HSPI_CS端子がローレベルに

なった後の 2番目のHSPI_CLKエッジで受信デバイスによりサンプル

されるように設定します。同様に、受信した最初のビットが HSPI_CS

端子がローレベルになった後の 2番目のレジスタで設定した

HSPI_CLKエッジでサンプルされます。 

6 CLKP 0 R/W シリアルクロック極性 

0：HSPI_CLK信号は反転されず、インアクティブ期間中はローレベルで

す。 

1：HSPI_CLK信号は反転され、インアクティブ期間中はハイレベルです。 

5 IDIV 0 R/W 初期クロック分周比 

0：初期化時、中間周波数を生成するために周辺クロック（Pck）は 4で

分周され、マスタモード用のシリアルクロックを生成するためにさら

に分周されます。 

1：初期化時、中間周波数を生成するために周辺クロック（Pck）は 32で

分周され、マスタモード用のシリアルクロックを生成するためにさら

に分周されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 

3 

2 

1 

0 

CLKC4 

CLKC3 

CLKC2 

CLKC1 

CLKC0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

クロック分周カウント 

中間周波数で分周して得られるシリアルクロックの分周比を設定します。 

00000：1中間周波数サイクル。 

       シリアルクロック周波数は、中間周波数/2 

00001：2中間周波数サイクル。 

       シリアルクロック周波数は、中間周波数/4 

00010：3中間周波数サイクル。 

       シリアルクロック周波数は、中間周波数/6 

              ：                     ： 

11111：32中間周波数サイクル。 

       シリアルクロック周波数は、中間周波数/64 

 

シリアルクロック周波数は以下の計算式で求められます。 

 

 

 

HSPIがスレーブとして動作する場合、IDIVと CLKCビットは無視され、HSPIは外部から供給されたシリアル

クロックと同期します。動作可能な外部シリアルクロックの最大値は、Pck/8です。 

FBSまたは CLKP、IDIV、CLKCビットのいずれかが変更された場合、HSPIはソフトリセットされます。 

IDIV、CLKCを設定、変更すると内部シリアルクロック作成用カウンタがリセットされます。そのため設定、

変更を行った場合は、最低 1シリアルクロック（設定した IDIV、CLKCによって異なります）経過後にデータの

送受信を行ってください。 
 

シリアルクロック周波数＝ 
Pck 

（初期クロック分周比×（クロック分周カウント＋1）×2） 
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25.3.2 ステータスレジスタ（SPSR） 

SPSRのステータスフラグにより、システムが正しく動作しているかどうかを確認できます。 

SPSCRの ROIEビットが 1に設定されている場合、レシーブバッファオーバラン発生やレシーブバッファオー

バラン警告により割り込み要求を発生します。SPSCRの TFIEビットが 1に設定されている場合、送信完了フラ

グにより割り込み要求を発生します。SPSCRの該当イネーブルビットが 1に設定されている場合、受信 FIFOハ

ーフウェイや受信 FIFOフル、送信 FIFOエンプティ、送信 FIFOハーフウェイフラグにより割り込み要求を発生

します。SPSCRの RNIEビットが 1に設定されていると、受信 FIFOが空ではない場合に割り込み要求を発生しま

す。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

012345678910

TXFLTXFNRXFLRXOWRXOORXEMRXHARXFUTXEMTXHATXFU

11121315 14

00000100100⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRR/W*R/W*RRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 

不定 

R リザーブビット 

読み出したときの値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

10 TXFU 0 R 送信 FIFOフルフラグ 

本ステータスフラグはFIFOモード時の動作にのみ適用されます。送信 FIFO

が送信データでいっぱいになり、次の送信データを受け付けなくなったとき

にこのフラグは 1にセットされます。送信データが転送のために HSPIバス

に出力されたときにこのフラグは 0にクリアされます。 

9 TXHA 0 R 送信 FIFOハーフウェイフラグ 

本ステータスフラグはFIFOモード時の動作にのみ適用されます。送信 FIFO

が中間点に到達したとき、つまり、4バイトに送信データを格納し、4バイ

トが空いている状態のときにこのフラグは 1にセットされます。送信 FIFO

にさらにデータが書き込まれたときにこのフラグは 0にクリアされます。次

に続く FIFOレベルが中間点より下まわっても、このフラグは中間点より上

回るまでは 1にセットされたままです。 

TXHA=1かつ THIE=1のとき、割り込みが発生します。 

8 TXEM 1 R 送信 FIFOエンプティフラグ 

本ステータスフラグはFIFOモード時の動作にのみ適用されます。送信 FIFO

に送信データが入ってないときにこのフラグは 1にセットされます。送信

FIFOにデータが書き込まれたときにこのフラグは 0にクリアされます。 

TXEM=1かつ TEIE=1のとき、割り込みが発生します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RXFU 0 R 受信 FIFOフルフラグ 

本ステータスフラグはFIFOモード時の動作にのみ適用されます。受信 FIFO

が受信データでいっぱいになり、次の受信データを受けつけなくなったとき

にこのフラグは 1にセットされます。受信 FIFOからデータが読み出された

ときにこのフラグは 0にクリアされます。 

RXFU=1かつ RFIE=1のとき、割り込みが発生します。 

6 RXHA 0 R 受信 FIFOハーフウェイフラグ 

本ステータスフラグはFIFOモード時の動作にのみ適用されます。受信 FIFO

が中間点に到達したとき、つまり、4バイトに受信データを格納し、4バイ

トが空いている状態のときにこのフラグは 1にセットされます。受信 FIFO

を読み出した場合にフラグは 0にクリアされます。 

RXHA=0かつ RHIE=1のとき、割り込みが発生します。 

5 RXEM 1 R 受信 FIFOエンプティフラグ 

本ステータスフラグはFIFOモード時の動作にのみ適用されます。受信 FIFO

に受信データが入ってないときにこのフラグは 1にセットされます。受信

FIFOにデータが書き込まれたときにこのフラグは 0にクリアされます。 

RXEM=1かつ RNIE=1のとき、割り込みが発生します。 

4 RXOO 0 R/W* レシーブバッファオーバラン発生フラグ 

新しいデータを受信したが、前の受信データが HSPIの SPRBRからまだ読

み出されてないときにこのフラグは 1にセットされます。新しく受信したデ

ータは、前に受信したデータを上書きしません。RXOOフラグは、対応す

るビット位置への 0の書き込みでリセットされるまで、1のままです。 

RXOO=1かつ ROIE=1のとき、割り込みが発生します。 

3 RXOW 0 R/W* レシーブバッファオーバラン警告フラグ 

新しいシリアルデータ転送が開始されたのに、前の受信データが HSPIの

SPRBRからまだ読み出されてないときにこのフラグは 1にセットされま

す。RXOWフラグは、対応するビット位置への 0の書き込みでリセットさ

れるまで、1のままです。 

RXOW=1かつ ROIE=1のとき、割り込みが発生します。 

2 RXFL 0 R レシーブバッファフルステータスフラグ 

本ステータスフラグは、SPRBRに読み出されていない新しいデータが格納

されていることを示します。シリアルバス転送の終わりの方で、シフトレジ

スタ内容がレシーブバッファにロードされた時点でこのフラグは 1にセッ

トされます。SPRBRを読み出すことで、このビットを 0にクリアできます。 

1 TXFN 0 R 送信完了ステータスフラグ 

本ステータスフラグは、最後の転送が完了したことを示します。SPTBRが

周辺バスからデータを受信できるようになったときにこのフラグは 1にセ

ットされます。SPTBRにデータを書き込むことで、このビットを 0にクリ

アできます。 

TXFN=1かつ TFIE=1のとき、割り込みが発生します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 TXFL 0 R トランスミットバッファフルステータスフラグ 

本ステータスフラグは、SPTBRに送信していないデータがあることを示し

ます。周辺バスからのデータが SPTBRに書き込まれたときにこのフラグは

1にセットされます。SPTBRが周辺バスからのデータを受信できるように

なったときにこのビットは 0にリセットされます。 

【注】 * 読み出し／書き込み可能です。0を書き込むとビットは各ビットの初期値に初期化されますが、1の書き込みは無

視されます。 

 

25.3.3 システムコントロールレジスタ（SPSCR） 

SPSCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り込みまたは FIFOモードの制御、データを

送受信するときの LSB／MSBファーストの選択、ソフトリセットの発生を行うことができます。 

FFENまたは LMSB、CSA、MASLビットのいずれかが変更された場合、HSPIはソフトリセットされます。 
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⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯
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ビット：

初期値：
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012345678910

MASLTXDERXDEROIETFIECSACSVLMSBFFENRFIERHIERNIETHIETEIE
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000000100000000 0

000000000000000

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出したときの値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

13 TEIE 0 R/W 送信 FIFOエンプティ割り込みイネーブル 

0：送信 FIFOエンプティ割り込みを禁止 

1：送信 FIFOエンプティ割り込みを許可 

12 THIE 0 R/W 送信 FIFOハーフウェイ割り込みイネーブル 

0：送信 FIFOハーフウェイ割り込みを禁止 

1：送信 FIFOハーフウェイ割り込みを許可 

11 RNIE 0 R/W 受信 FIFOノットエンプティ割り込みイネーブル 

0：受信 FIFOノットエンプティ割り込みを禁止 

1：受信 FIFOノットエンプティ割り込みを許可 

10 RHIE 0 R/W 受信 FIFOハーフウェイ割り込みイネーブル 

0：受信 FIFOハーフウェイ割り込みを禁止 

1：受信 FIFOハーフウェイ割り込みを許可 

9 RFIE 0 R/W 受信 FIFOフル割り込みイネーブル 

0：受信 FIFOフル割り込みを禁止 

1：受信 FIFOフル割り込みを許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 FFEN 0 R/W FIFOモードイネーブル 

FIFOモードを許可／禁止します。FIFOモードが許可されているとき、送信

データと受信データのためにそれぞれ 1つずつ 8エントリ FIFOが使用可能

になります。これらの FIFOは、SPTBRと SPRBR経由で読み出しと書き

込みができます。FIFOモードが禁止されているとき、存在する SPTBRと

SPRBRが直接使われるため、HSPIバス上のすべての転送ごとに新しいデ

ータを SPTBRに書き込んだり、SPRBRから読み出したりする必要があり

ます。 

SPTBRと SPRBRのデータを DMA転送する場合、FIFOモードを無効にし

てください。 

0：FIFOモードを禁止 

1：FIFOモードを許可 

7 LMSB 0 R/W LSB／MSBファーストコントロール 

0：データの送受信は最上位ビット(MSB)から行われます。 

1：データの送受信は最下位ビット(LSB) から行われます。 

6 CSV 1 R/W チップセレクト値 

HSPIがマスタモード時、チップセレクト信号の手動生成が選択されている

とき（CSA=1）、このビットがチップセレクト出力値をコントロールしま

す。 

0：チップセレクト出力がローレベル 

1：チップセレクト出力がハイレベル 

5 CSA 0 R/W 自動／手動チップセレクト 

0：チップセレクト出力をデータ転送中に自動生成 

1：チップセレクト出力を手動でコントロールし、CSVビットが値を決定 

4 TFIE 0 R/W 送信完了割り込みイネーブル 

0：送信完了割り込みを禁止 

1：送信完了割り込みを許可 

3 ROIE 0 R/W レシーブオーバラン発生／警告割り込みイネーブル 

0：レシーブオーバラン発生／警告割り込みを禁止 

1：レシーブオーバラン発生／警告割り込みを許可 

2 RXDE 0 R/W 受信 DMAイネーブル 

0：受信 DMA転送要求を禁止 

1：受信 DMA転送要求を許可 

1 TXDE 0 R/W 送信 DMAイネーブル 

0：送信 DMA転送要求を禁止 

1：送信 DMA転送要求を許可 

0 MASL 0 R/W マスタ／スレーブセレクト 

0：HSPIはスレーブとして動作 

1：HSPIはマスタとして動作 
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25.3.4 トランスミットバッファレジスタ（SPTBR） 

SPTBRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信するデータを格納します。 
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⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

012345678910

TD

11121315 14

000000000000000 0

000000000000000

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出したときの値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 TD すべて 0 R/W 送信データ 

これらのビットに書き込まれたデータは送信のためのシフトレジスタに転

送されます。 

読み出し時には、送信バッファに格納されているデータが読み出されます。 
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25.3.5 レシーブバッファレジスタ（SPRBR） 

SPRBRは、読み出し専用の 32ビットのレジスタで、受信したデータを格納します。 
 

161718192021222324252627282931 30

0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

012345678910

RD

11121315 14

000000000000000 0

000000000000000

⎯

⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出したときの値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

7～0 RD すべて 0 R 受信データ 

前回受信したデータの読み出しが完了しているならば、1バイトを受信する

ごとにシフトレジスタからデータがこれらのビットに格納されます。 
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25.4 動作説明 

25.4.1 FIFOモード無効時の動作 

図 25.2に送信／受信動作の手順フローを示します。 

No

No

Yes

Yes

開始

システムリセット

SPTBRへデータの書き込み TX/RXとスレーブ間の
データのやりとり

別の送信要求

終了

SPSCRのMASLビットを設定し、
マスタかスレーブ動作を選択

SPSCRのTFIE、ROIEビットを
設定し、必要な割り込みを許可

SPSRの
TXFLビットを読み出し、

SPTBRが空かを
確認

 

図 25.2 動作フローチャート 

マスタは SPCRの設定により HSPI_CLKの立ち下がりか立ち上がりエッジでスレーブにデータを送信し、反対

のエッジでスレーブからのデータをサンプリングします。マスタとスレーブ間のデータ転送は、SPSRの TXFNビ

ット（送信完了ステータスフラグ）が 1にセットされたときに終了します。HSPIモジュールが受信専用（ヌルデ

ータ送信中）に設定されている場合にでも、TXFNビットを使えば、HSPI転送イベント（バイト送信とバイト受

信）がいつ発生したかを調べることができます。データ送信方式のデフォルトはMSBファーストですが、SPSCR

の LMSBビットの設定によっては、LSBファーストも可能です。 

送信動作中のスレーブは、マスタからの HSPI_CLK出力と同期して、マスタにデータを送信しています。スレ

ーブから送信されたデータはサンプリングされたあとでシフトレジスタに転送され、送信完了時には SPRBRに転

送されます。 
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HSPIがスレーブとして動作する場合、HSPI_CS端子を用いて HSPIを選択し、外部マスタからのデータを受信

できるように準備します。SPCRの FBSビットが 0のとき、バイトデータとバイトデータの間は HSPI_CS端子を

ハイレベルに保持する必要があります（1バイト転送後には、HSPI_CS端子をハイレベルにする必要があります）。

FBS＝1のとき、複数バイトの送信期間なら、HSPI_CS端子がローレベルでも問題ありません。常に FBS＝1とな

るようにシステムが構成されている場合、HSPI_CS端子をグランドに固定できます（ただし、HSPIがスレーブと

して動作する場合にのみ限られます）。 
 

25.4.2 FIFOモード有効時の動作 

CPUの割り込みオーバーヘッドを低減するために FIFOモードが用意されています。FIFOモード有効時、送信

前に最大 8バイトのデータが書き込みでき、受信 FIFOからの読み出し前に最大 8バイトのデータを受信できます。

HSPIモジュールと外部デバイス間で、決められたデータ量を転送する場合、以下の手順にしたがってください。 

1. 要求されたHSPI転送特性（マスタ／スレーブ、クロック極性等）を満足できるようにモジュールをセットア

ップし、FIFOモードを有効にします。 

2. SPTBR経由で送信FIFOにバイトデータを書き込みます。8バイトより多いデータを送信する場合は、データ

送信時のFIFOレベルが分かるように送信FIFOハーフウェイ割り込みを許可します。 

3. 送信FIFOハーフウェイ割り込みが発生したら、送信FIFOにさらにデータを書き込み、SPRBR経由で受信FIFO

からデータを読み出します。 

4. すべての送信データを送信FIFOに書き込んだら、送信FIFOハーフウェイ割り込みを禁止し、受信FIFOが空に

なるまでデータを読み出します。送信された最後のバイトデータがいつ受信されたかが分かるように受信

FIFOノットエンプティ割り込みを許可します。 

5. 予定されているデータの受信が完了するまでは、受信FIFOノットエンプティ割り込みには対処します。 

6. 次に使うときまでモジュールを無効にします。 

 

アプリケーションによっては、外部の HSPIデバイスから未定量のデータを受信することもあります。この場合

は、以下の手順に従ってください。 

1. 要求されたHSPI転送特性（マスタ／スレーブ、クロック極性等）を満足できるようにモジュールをセットア

ップし、FIFOモードを有効にします。 

2. 送信するデータを送信FIFOに書き込みます。受信FIFOノットエンプティ割り込みを許可します。 

3. 受信FIFOノットエンプティ割り込みに対処し、受信FIFOが空になるまでデータを読み出します。必要に応じ

て、さらにデータを送信FIFOに書き込みます。 

4. 送信が停止するときにモジュールを無効にします。 
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25.4.3 タイミング図 

HSPIのシフトとサンプリング処理におけるタイミング関係を以下の図で示します。図 25.3に SPCRの FBSビ

ットが 0のときの状態、図 25.4に SPCRの FBSビットが 0(連続転送)のときの状態、図 25.5に SPCRの FBSビッ

トが 1のとき、図 25.6に SPCRの FBSビットが 1（連続転送）のとき状態を示します。これらの図からも分かる

ように、SPCRの CLKPビットが 0のとき、送信データは HSPI_CLKの立ち下がりエッジでシフトされ、受信デ

ータは HSPI_CLKの立ち上がりエッジでサンプリングされます。逆のことが、CLKPビットが 1のときに起こり

ます。 

HSPI_CLK (CLKP = 0)

HSPI_CLK (CLKP = 1)

1 432 8765

HSPI_TX MSB 6 5 4 3 2 1 LSB

MSB 6 5 4 3 2 1 LSB *HSPI_RX

HSPI_CS

データ転送サイクル

 

図 25.3 FBS=0のときのタイミング 

HSPI_CLK (CLKP = 0)

HSPI_CLK (CLKP = 1)

1 8..2 9 16..10

HSPI_TX MSB 6 LSB MSB 6 LSB

MSB 6 LSB MSB 6 LSB *HSPI_RX

HSPI_CS

データ転送サイクル

*

 

図 25.4 FBS=0のときのタイミング（連続転送） 
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HSPI_CLK (CLKP = 0)

HSPI_CLK (CLKP = 1)

1 432 8765

HSPI_TX MSB 6 5 4 3 2 1 LSB

6MSB* 5 4 3 2 1 LSBHSPI_RX

HSPI_CS

データ転送サイクル

 

図 25.5 FBS=1のときのタイミング 

HSPI_CLK (CLKP = 0)

HSPI_CLK (CLKP = 1)

1 8..2 9 16..10

HSPI_TX MSB 6 LSB MSB 6 LSB

MSB 6 LSB MSB 6** LSBHSPI_RX

HSPI_CS

データ転送サイクル

 

図 25.6 FBS=1のときのタイミング（連続転送） 

図中の*は Don't careデータを示します。 

 

25.4.4 HSPIソフトリセット 

ソフトリセットにより、モジュールを決められた状態に戻し、受信と送信 FIFOポインタを初期化することがで

きます。SPCRと SPSCRの割り込みとチップセレクト値（CSV）ビットを除いたコントロールビットが変化した

ときにソフトリセットは発生します。ソフトリセットを行うときは、各割り込みイネーブルビットは 0にクリア

してください。HSPIソフトリセット後のデータ転送は、HSPIのデータ送信、受信プロトコルを守り、初めから

行ってください。それ以外は動作保障しません。 

HSPIがスレーブモード時にマスタデバイスがデータ転送中の場合を除いて HSPI_CSをローレベルにする場合、

ソフトリセット後に CSAを設定し直してください。これにより、データの誤った受信を防ぐことができます。 
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25.4.5 クロック極性と送信制御 

SPCRを使って、転送データのシフトタイミングと極性を設定できます。SPCRの FBSビットで異なる 2つの転

送方式から選択できます。SPSR.CSA=0のとき、MSBまたは LSBは、HSPI_CSの立ち下がりエッジで有効になり

ます。SPCRの CLKPビットを使って、マスタとスレーブで HSPI_CLKの立ち上がりエッジと立ち下がりエッジ

のどちらでデータをシフトしてサンプリングするかを制御する図 25.1の極性選択ブロックを制御できます。 

 

25.4.6 送信と受信ルーチン 

接続されたマスタとスレーブは、HSPI_CLKに同期した巡回シフトレジスタとして機能すると考えることがで

きます。マスタからの送信バイトは、8 HSPI_CLKサイクルでスレーブからの受信バイトと交換されます。送信部、

および受信部ともにダブルバッファ構造になっていますので連続読み出し／書き込みができます。FIFOモード有

効時、送信データと受信データのために 8エントリ FIFOがあります。 

 

25.4.7 各種フラグと割り込みのタイミング 

ステータスレジスタ（SPSR）の各種フラグをとシステムコントロールレジスタ（SPSCR）を設定したときの割

り込みタイミングを図 25.7に示します。 

HSPI_CLK

HSPI_CS

Pck

内部割り込み要因発生

各種フラグ（SPSR)

割り込み  

図 25.7 各種フラグと割り込みのタイミング 

 

各種要因（受信 FIFOハーフウェイなど）の状態が発生すると、Pck同期にてステータスレジスタ（SPSR）へ反

映し、割り込みを発生します。 
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25.4.8 低消費電力モード 

低消費電力モードには以下のモード、機能があります。 

（1） スリープモード 

HSPIの動作は継続されます。 

（2） ライトスリープモード 

HSPIの動作は継続されますが、DMACを使用して送受信を行った場合は動作保障しません。DMACを使用し

た送受信を行っているとき、ライトスリープモードに遷移させる前に以下の手順を行ってください。 

1. すべてのデータ転送が行われたかを確認します。 

トランスミットバッファ（またはFIFO）が空で、レシーブバッファ（またはFIFO）が空になるまで読み出さ

れている必要があります。 

すなわち、FIFOモード時は、SPSR.TXEMが1になるまでウェイトしてください。 

また、SPSR.RXEMが1になるまでレシーブバッファレジスタ（SPRBR）を読み出す必要があります。 

FIFOモードでない時は、SPSR.TXFLが0になるまでウェイトしてください。 

また、SPSR.RXFLが0になるまでレシーブバッファレジスタ（SPRBR）を読み出す必要があります。 

2. HSPI内すべてのDMA転送要求を禁止します。 

（3） モジュールスタンバイモード 

HSPIの動作中モジュールスタンバイモードに遷移すると HSPIの Pckが停止するため、動作保障しません。モ

ジュールスタンバイに遷移させる場合には、以下の手順に従ってください。 

1. すべてのデータ転送が行われたかを確認します。 

ライトスリープと同様の処理を行ってください。 

2. HSPI内すべてのDMA転送要求と割り込み要求を禁止します。FIFOモードも無効にします。 

3. スタンバイコントロールレジスタ0（MSTPCR0）のMSTP2ビットを1にセットします。 

（4） 周波数変更 

HSPIの動作中に周波数変更（Pck）を行うと動作は継続されますが、マスタモード時、HSPIクロック出力周波

数が変更されるため、外部デバイスとの通信が断たれる可能性があります。また、スレーブモード時においては、

変更値によって HSPIアンダフロー／オーバフローが発生する可能性があります。 

したがって、HSPIの動作中に周波数変更をする前に、以下の設定をしてください。 

1. すべてのデータ転送が行われたかを確認します。 

ライトスリープと同様の処理を行ってください。 

2. HSPI内すべてのDMA転送要求と割り込み要求を禁止します。FIFOモードも無効にします。 
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26. NANDフラッシュメモリコントローラ（FLCTL） 

NANDフラッシュメモリコントローラ（FLCTL）は、外付けの NAND型フラッシュメモリとのメモリインタフ

ェースを提供します。また、フラッシュメモリ特有の読み出し不具合に対応するための ECC符号の生成およびエ

ラー検出機能を有します。 

26.1 特長 

（1） NAND型フラッシュメモリのメモリインタフェース 

• NAND型フラッシュメモリとの接続が可能なインタフェース 

• セクタ*（512＋16バイト）単位のリードライト。ECC処理を実行します。 

• バイト単位のリードライト 

【注】 * NAND型フラッシュメモリのデータシートでは、2048＋64バイトのアクセス単位をページと表記されている製品

もありますが、本書では、512＋16バイトを 1セクタとして統一します。 

（2） アクセスモード：FLCTLでは次の 2つのアクセスモードが選択できます。 

• コマンドアクセスモード：本FLCTLからフラッシュメモリに対して発行するコマンド、アドレス、入出力す

るデータサイズをレジスタに指定することで一連のアクセスを行います。これにより、ECC処理を伴わない

データのリードライトおよびイレースが行えます。 

• セクタアクセスモード：物理セクタを指定することで、物理セクタ単位のリードライトを実行します。ECC

符号生成／チェックの制御を行います。セクタ数を指定することで、連続する物理セクタに対するリードラ

イトを実行できます。 

（3） セクタと管理コード 

• 1セクタは、512バイトのデータと16バイトの管理コードから構成されます。管理コードには、8バイトのECC

が含まれます。 

• 管理コード内のECCの埋め込まれる位置は、4バイト単位で指定可能です。 

• ECC以外の管理コードには、ユーザ情報を書き込むことができます。 

（4） ECC 

• セクタ（データ：512バイト＋管理コード：16バイト）に対し8バイトのECCコードの生成およびエラーチェ

ックを行います。 

（ただし、管理コード16バイト中ECCの生成およびエラーチェックの対象となるバイト数は設定により異な

ります。） 

• エラー訂正能力は、1セクタにつき任意の3バイトまでです。 

• 書き込み時、データおよびECCより前の管理コードまでがECC符号生成の対象です。ECCより後の管理コー

ドは、ECCの対象外です。 

• 読み出し時、データおよびECCより前の管理コードがECCエラー判定の対象です。また、FIFO内の管理コー
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ド上のECCは、フラッシュメモリから読み出されたECCコードではなく、ECC回路による判定結果に置換さ

れています。 

• ECCエラー発生時のエラー訂正は行いません。ソフトウェア処理を行ってください。 

（5） データエラー時 

• プログラム／イレースエラー発生時、エラー要因フラグに反映されます。独立要因の割り込みが指定可能で

す。 

• 読み出しエラー発生時、管理コード内のECCは0以外になります。その場合、ECCエラー要因フラグに反映さ

れます。 

• ECCエラーが発生した場合、エラー訂正を行い、必要に応じて代替セクタを指定し、ブロックの内容を代替

セクタにコピーしてください。 

（6） データ転送用 FIFO 

• フラッシュメモリのデータ転送用に224バイトのFLDTFIFOを内蔵 

• 管理コードのデータ転送用に32バイトのFLECFIFOを内蔵 

（7） DMA転送 

• DMAコントローラにフラッシュメモリのデータと管理コードの転送先を個別に指定することにより、異なる

領域にデータと管理コードを転送できます。 

（8） アクセスサイズ 

• レジスタには、32ビットアクセスのレジスタと8ビットアクセスのレジスタがあります。指定されたアクセス

サイズでリードライトを行ってください。 

• FIFOのアクセスサイズは、32ビット（4バイト）です。ライト時のバイト数として4の倍数を設定してくださ

い。また、リード時のバイト数には4の倍数を設定してください。 

（9） アクセスタイム 

• 本FLCTLの端子側の動作周波数は、周辺バスの動作周波数とは別に、共通コントロールレジスタ（FLCMNCR）

のFCKSELビットとQTSELビットにより指定可能です。 

• NAND型フラッシュメモリ端子側の動作クロックFCLKは、周辺バスの動作クロックPckを分周して使用しま

す。 

• NAND型フラッシュメモリでは、FRE端子、FWE端子が共通コントロールレジスタで指定したFCLKで動作し

ます。セットアップタイムを確保するため接続するメモリの最大動作周波数を超えないように設定してくだ

さい。 
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図 26.1に FLCTLのブロックを示します。 

DMA
転送要求
2本

DMAC
周辺バス

周辺バスIF

32

32

FLASH IF

FIFO
256Byte

32

8

8

8

32 32

FLCTL

×1、×1/2、
×1/4

FCLK 周辺Pck

QTSEL
FCKSEL

割り込み制御部

送受信制御

レジスタ

割り込み詳細要因
・ FLSTE（ステータスエラー、
 レディ・ビジータイムアウトエラー）
・ FLTEND（転送終了）
・ FLTRQ0（FIFO0転送要求）
・ FLTRQ1（FIFO1転送要求）

制御信号

NAND FLASH
 

図 26.1 FLCTLのブロック図 
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26.2 入出力端子 

FLCTLの端子構成を表 26.1に示します。 
 

表 26.1 FLCTLの端子構成 

対応する FLASHの端子端子名 入出力 

NAND型 

機   能 

FCE 出力 CE チップイネーブル 

本 LSIに接続されたフラッシュメモリをイネーブルにします。 

FD7～0 入出力 I/O7～I/O0 データ入出力端子 

コマンド、アドレス、データの入出力端子です。 

FCLE 出力 CLE コマンドラッチイネーブル（CLE） 

コマンド出力時にアサートします。 

FALE 出力 ALE アドレスラッチイネーブル（ALE） 

アドレス出力時にアサートします。 

データ入出力時にネゲートします。 

FRE 出力 RE リードイネーブル（RE） 

REの立ち上がりエッジでデータを読み出します。 

FWE 出力 WE ライトイネーブル 

WEの立ち上がりエッジでフラッシュメモリがコマンド、アドレス

およびデータをラッチします。 

FR/B 入力 R/B レディ／ビジー 

ハイレベルでレディ状態を、ローレベルでビジー状態を示します。 

－* － WP 書き込みプロテクト／リセット 

ローレベルで電源投入切断時の偶発的消去／プログラムから保護し

ます。 

FSE 出力 SE スペアエリアイネーブル 

スペアエリアアクセス可能にする端子です。セクタアクセスモード

を使う場合は、ローレベル固定にしてください。 

【注】 * 本 LSIではサポートしていません。 
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26.3 レジスタの説明 

FLCTLのレジスタ構成を表 26.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 26.3に示しま

す。 
 

表 26.2 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

サイズ 同期 

クロック 

共通コントロールレジスタ FLCMNCR R/W H'FF81 0000 H'1F81 0000 32 Pck 

コマンド制御レジスタ FLCMDCR R/W H'FF81 0004 H'1F81 0004 32 Pck 

コマンドコードレジスタ FLCMCDR R/W H'FF81 0008 H'1F81 0008 32 Pck 

アドレスレジスタ FLADR R/W H'FF81 000C H'1F81 000C 32 Pck 

データレジスタ FLDATAR R/W H'FF81 0010 H'1F81 0010 32 Pck 

データカウンタレジスタ FLDTCNTR R/W H'FF81 0014 H'1F81 0014 32 Pck 

割り込み DMA制御レジスタ FLINTDMACR R/W H'FF81 0018 H'1F81 0018 32 Pck 

レディビジータイムアウトレジスタ FLBSYTMR R/W H'FF81 001C H'1F81 001C 32 Pck 

レディビジータイムアウトカウンタ FLBSYCNT R H'FF81 0020 H'1F81 0020 32 Pck 

データ FIFOレジスタ FLDTFIFO R/W H'FF81 0024 H'1F81 0024 32 Pck 

管理コード FIFOレジスタ FLECFIFO R/W H'FF81 0028 H'1F81 0028 32 Pck 

転送制御レジスタ FLTRCR R/W H'FF81 002C H'1F81 002C 8 Pck 

アドレスレジスタ 2 FLADR2 R/W H'FF81 003C H'1F81 003C 32 Pck 

データアライメントレジスタ FLALGCR R/W H'FF81 0200 H'1F81 0200 32 Pck 

ローカルバス競合制御レジスタ FLABTCTL R/W H'FF81 0300 H'1F81 0300 32 Pck 

ローカルバスエリア選択レジスタ FLCSLR R/W H'FF80 2100 H'1F80 2100 32 Pck 

 

表 26.3 レジスタ構成 

名称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

ライトスリープ 

モジュール 

スタンバイ 

共通コントロールレジスタ FLCMNCR H'0000 0000 初期化 保持 保持 

コマンド制御レジスタ FLCMDCR H'0000 0000 初期化 保持 保持 

コマンドコードレジスタ FLCMCDR H'0000 0000 初期化 保持 保持 

アドレスレジスタ FLADR H'0000 0000 初期化 保持 保持 

データレジスタ FLDATAR H'0000 0000 初期化 保持 保持 

データカウンタレジスタ FLDTCNTR H'0000 0000 初期化 保持 保持 

割り込み DMA制御レジスタ FLINTDMACR H'0000 0000 初期化 保持 保持 

レディビジータイムアウトレジスタ FLBSYTMR H'0000 0000 初期化 保持 保持 

レディビジータイムアウトカウンタ FLBSYCNT H'0000 0000 初期化 保持 保持 

データ FIFOレジスタ FLDTFIFO 不定 不定 保持 保持 

管理コード FIFOレジスタ FLECFIFO 不定 不定 保持 保持 
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名称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

ライトスリープ 

モジュール 

スタンバイ 

転送制御レジスタ FLTRCR H'00 初期化 保持 保持 

アドレスレジスタ 2 FLADR2 H'0000 0000 初期化 保持 保持 

データアライメントレジスタ FLALGCR H'0000 0000 初期化 保持 保持 

ローカルバス競合制御レジスタ FLABTCTL H'0000 0000 初期化 保持 保持 

ローカルバスエリア選択レジスタ FLCSLR H'0000 0000 初期化 保持 保持 

 

26.3.1 共通コントロールレジスタ（FLCMNCR） 

FLCMNCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、フラッシュのメモリタイプ（NAND）、ア

クセスモードなどを指定します。また、FCEの端子の出力を指定します。 
 

161718

QTSELSNAND

192021222324252627282931 30

0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315
TYPE
SELCE0NAND

WFACM[1:0]ECCPOS[1:0]FCK
SEL

14

000000000000000 0

000000000000000

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

R/WRRR/WRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/W R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18 SNAND 0 R/W 大容量 NANDフラッシュメモリ選択ビット 

1ページの構成が 2048+64バイトである NAND フラッシュメモリ指定の 

ために使用します。 

0：1ページの構成が 512+16バイトのフラッシュメモリを選択します。 

1：1ページの構成が 2048+64バイトのフラッシュメモリ選択します。 

17 QTSEL 0 R/W フラッシュクロック 4分周選択ビット 

0：FCKSELの値に従います 

1：FCKSEL=0のとき FLCTLの動作クロック（Pck）を 4分の 1に分周し

て FCLKとして使用します 

【注】 FCKSEL=1のときは、1へ設定禁止。 

16 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 FCKSEL 0 R/W フラッシュクロック選択ビット 

0：FLCTLの動作クロック（Pck）を 2分の 1に分周して FCLKとして使

用します。 

1：FLCTLの動作クロック（Pck）をそのまま FCLKとして使用します。 
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ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

14 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 

12 

ECCPOS1 

ECCPOS0 

0 

0 

R/W 

R/W 

ECC埋め込み位置指定ビット 1、0 

管理コード領域内の ECCの埋め込み位置（0/4/8バイト目）を指定します。 

00：管理コード領域の 0～7バイト目に ECCを配置します。 

01：管理コード領域の 4～11バイト目に ECCを配置します。 

10：管理コード領域の 8～15バイト目に ECCを配置します。 

11：設定禁止 

11 

10 

ACM1 

ACM0 

0 

0 

R/W 

R/W 

アクセスモード指定ビット 1、0 

アクセスモードを指定します。 

00：コマンドアクセスモード 

01：セクタアクセスモード 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

9 NANDWF 0 R/W NANDウェイト挿入動作ビット 

0：リザーブ（設定禁止） 

1：ウェイト 1サイクルあり 

8～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 CE0 0 R/W チップイネーブルビット 

0：ディスエーブル（FCE端子にハイレベルを出力します。） 

1：イネーブル（FCE端子にローレベルを出力します。） 

2、1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 TYPESEL 0 R/W メモリ選択ビット 

0：リザーブ（設定禁止） 

1：NAND型フラッシュメモリを選択します。 

FLCTL使用時は、必ずこのビットを 1に設定してください。 
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26.3.2 コマンド制御レジスタ（FLCMDCR） 

FLCMDCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、コマンドアクセスモードでのコマンド発行、

アドレス発行の有無やデータの入出力先の指定ができます。セクタアクセスモードでは、セクタ転送回数の指定

ができます。 
 

161718192021222324252627282931 30

0

⎯⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315

DO
CMD1

CD 
SRC

ADR 
MDSCTCNT[19:16] DOSRADR 

CNT2
DO

ADR
SEL
RW

DO
CMD2ADRCNT[1:0]

SCTCNT[15:0]

14

000000000000000 0

000000000000000

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31 ADRCNT2 0 R/W アドレス発行バイト数指定ビット 

アドレスステージで発行するアドレスデータのバイト数を指定します。 

0：ADRCNT1、ADRCNT0で指定したバイト数だけアドレスを発行します。 

1：5バイトのアドレスを発行 

ADRCNT1、ADRCNT0は共に 0を設定してください。 

30～27 SCTCNT 

[19:16] 

すべて 0 R/W セレクタ転送回数指定ビット[19:16] 

セレクタ転送回数指定ビット SCTCNT[15:0]の拡張ビットです。 

SCTCNT[19:16]と SCTCNT[15:0]はあわせて SCTCNT[19:0]の 20ビット 

のカウンタとして動作します。 

26 ADRMD 0 R/W セクタアクセスアドレス指定ビット 

コマンドアクセスモード時は、このビットは無効です。セクタアクセスモー

ド時のみ有効となります。連続セクタアクセス時は、0に設定してください。 

0：アドレスレジスタの値は物理セクタ番号として処理されます。 

  セクタアクセス時は通常こちらを使用してください。 

1：アドレスレジスタの値がそのまま、フラッシュメモリのアドレスとし

て出力されます。 

25 CDSRC 0 R/W データバッファ指定ビット 

コマンドアクセスモード時、データステージ*のリード／ライトするデータ

バッファを指定します。 

0：データバッファとして FLDATARを指定 

1：データバッファとして FLDTFIFOを指定 

24 DOSR 0 R/W ステータスリードチェックビット 

コマンドアクセスモード時、第 2コマンド発行後、ステータスリードを行う

かどうかを指定します。 

0：ステータスリードを行わない 

1：ステータスリードを実行する 
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ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21 SELRW 0 R/W データ読み出し／書き込み指定ビット 

データステージでのリードライト方向を指定します。 

0：リード 

1：ライト 

20 DOADR 0 R/W アドレスステージ実行指定ビット 

コマンドアクセスモード時、アドレスステージ*を実行するかどうかを指定

します。 

0：アドレスステージを実行しない 

1：アドレスステージを実行する 

19 

18 

ADRCNT1

ADRCNT0

0 

0 

R/W 

R/W 

アドレス発行バイト数指定ビット 

アドレスステージ*で発行するアドレスデータのバイト数を指定します。 

00：1バイトのアドレスを発行 

01：2バイトのアドレスを発行 

10：3バイトのアドレスを発行 

11：4バイトのアドレスを発行 

17 DOCMD2 0 R/W 第 2コマンドステージ*実行指定ビット 

コマンドアクセスモード時、第 2コマンドステージを実行するかどうかを指

定します。 

0：第 2コマンドステージを実行しない 

1：第 2コマンドステージを実行する 

16 DOCMD1 0 R/W 第 1コマンドステージ実行指定ビット 

コマンドアクセスモード時、第 1コマンドステージを実行するかどうかを指

定します。 

0：第 1コマンドステージを実行しない 

1：第 1コマンドステージを実行する 

15～0 SCTCNT 

15～0 

すべて 0 R/W セクタ転送回数指定ビット 

セクタアクセスモードで連続して読み出すセクタ数を指定します。1セクタ

転送終了ごとにカウントダウンし、0になると停止します。 

1セクタのアクセスの場合は、1を設定してください 

【注】 * コマンドステージ、アドレスステージ、データステージについては図 26.2を参照してください。 
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26.3.3 コマンドコードレジスタ（FLCMCDR） 

FLCMCDRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、コマンドアクセス、セクタアクセス時に発

行するコマンドの値を指定します。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

CMD[15:8] CMD[7:0]

⎯⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

 
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～8 CMD 

15～8 

H'00 R/W 第 2コマンドステージに発行するコマンドコードを指定します。 

7～0 CMD 

7～0 

H'00 R/W 第 1コマンドステージに発行するコマンドコードを指定します。 
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26.3.4 アドレスレジスタ（FLADR） 

FLADRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、コマンドアクセスモードでアドレスとして出

力する値を指定します。セクタアクセスモードでは、物理セクタアドレスビットに指定された物理セクタ番号が

アドレスに変換され、出力されます。 
 

• コマンドアクセスモード時 

 
161718192021222324252627282931 30

ADR[31:24] ADR[23:16]

ADR[15:8] ADR[7:0]

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～24 ADR 

31～24 

H'00 R/W 第 4アドレスデータビット 

コマンドアクセスモード時、フラッシュメモリに出力する 4番目のアドレス

を指定します。 

23～16 ADR 

23～16 

H'00 R/W 第 3アドレスデータビット 

コマンドアクセスモード時、フラッシュメモリに出力する 3番目のアドレス

を指定します。 

15～8 ADR 

15～8 

H'00 R/W 第 2アドレスデータビット 

コマンドアクセスモード時、フラッシュメモリに出力する 2番目のアドレス

を指定します。 

7～0 ADR 

7～0 

H'00 R/W 第 1アドレスデータビット 

コマンドアクセスモード時、フラッシュメモリに出力する 1番目のアドレス

を指定します。 

 

• セクタアクセスモード時* 

 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/W

ADR[25:16]

ADR[15:0]

R/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

初期値：
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ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～0 ADR 

25～0 

すべて 0 R/W 物理セクタアドレスビット 

セクタアクセスモードでアクセスする物理セクタ番号を指定します。 

物理セクタ番号は、アドレスに変換されてフラッシュメモリに出力されま

す。 

コマンド制御レジスタの ADRCNT2ビットが 1のときは ADR[25:0]、

ADRCNT2が 0のときは、ADR[17:0]が有効となります 

 

26.3.5 アドレスレジスタ 2（FLADR2） 

FLADR2は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、共通コントロールレジスタ ADRCNT2ビット

が 1のとき有効となります。コマンドアクセスモードでアドレスとして出力する値を指定します。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

0123456

ADR[7:0]

7891011121315 14

⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

初期値：

R/W：

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

 
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 ADR 

7～0 

すべて 0 R/W 第 5アドレスデータビット 

コマンドアクセスモード時にアドレスとしてフラッシュメモリに 5番目に 

出力されるデータを指定します。 
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26.3.6 データカウンタレジスタ（FLDTCNTR） 

FLDTCNTRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。コマンドアクセスモード時に、読み出

し／書き込みするバイト数を指定します。 
 

161718192021222324252627

ECFLW[7:0] DTFLW[7:0]

DTCNT[11:0]

282931 30ビット：

R/W：

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR R

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～24 ECFLW 

7～0 

すべて 0 R FLECFIFOアクセス数ビット 

FLECFIFOのリードライト可能なロングワード数（4バイト）を示します。 

CPUによる FLECFIFOリードライト時に利用できます。 

FLECFIFOリード時は、FLECFIFO内の読み出し可能なデータのロングワー

ド数を示します。 

FLECFIFOライト時は、FLECFIFO内の書き込み可能な空きロングワード数

を示します。 

23～16 DTFLW 

7～0 

すべて 0 R FLDTFIFOアクセス数ビット 

FLDTFIFOのリードライト可能なロングワード数を示します。 

CPUによる FLDTFIFOリードライト時に利用できます。 

FLDTFIFOリード時は、FLDTFIFO内の読み出し可能なデータのロングワー

ド数を示します。 

FLDTFIFOライト時は、FLDTFIFO内の書き込み可能な空きロングワード数

を示します。 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 DTCNT 

11～0 

すべて 0 R/W データ数指定ビット 

コマンドアクセスモードで、リードライトするデータのバイト数を指定しま

す。（2048＋64バイトまで指定可能です。） 
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26.3.7 データレジスタ（FLDATAR） 

FLDATARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

コマンドアクセスモード時に FLCMDCRの CDSRCビットを 0に設定した場合に使用される入出力データを格

納します。 
 

161718192021222324252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

DT[31:24] DT[23:16]

DT[15:8] DT[7:0]

R/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～24 DT 

31～24 

すべて 0 R/W 第 4データビット 

FD7～0から 4番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

23～16 DT 

23～16 

すべて 0 R/W 第 3データビット 

FD7～0から 3番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

15～8 DT 

15～8 

すべて 0 R/W 第 2データビット 

FD7～0から 2番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

7～0 DT7～0 すべて 0 R/W 第 1データビット 

FD7～0から 1番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 
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26.3.8 割り込み DMA制御レジスタ（FLINTDMACR） 

FLINTDMACRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送要求および割り込みの許可

／禁止を設定します。FLCTLから DMACに対する転送要求は、各アクセスモードの動作開始後に発生します。 
 

161718192021222324
ECER
INTE

EC 
ERB

ST
ERB

BTO
ERB

TR
REQF1

TR
REQF0

STER
INTE

RBER 
INTE

TE 
INTE

TR
INTE1

TR
INTE0

AC1
CLR

AC0
CLR

DREQ
1EN

DREQ
0EN

252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

⎯ ⎯

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/W

FIFOTRG[1:0]

RRR/WRRRRRR R

RRRRR R

初期値：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 ECERINTE 0 R/W ECCエラー割り込み許可ビット 

0：ECCエラー発生時割り込みを禁止 

1：ECCエラー発生時割り込みを許可 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21 

20 

FIFOTRG1

FIFOTRG0

0 

0 

R/W 

R/W 

FIFOトリガ設定ビット* 

FIFOの転送要求発生条件を切り替えます。 

フラッシュ読み出し時 

00：FLDTFIFOに 4バイト書き込まれたとき、CPUに割り込み。もしく

は、DMA転送要求を発生 

01：FLDTFIFOに 16バイト書き込まれたとき、CPUに割り込み。（DMA

転送設定しないでください）。 

10：FLDTFIFOに 128バイト書き込まれたとき、CPUに割り込み。（DMA

転送設定しないでください）。 

11：設定禁止 

フラッシュ書き込み時 

00：FLDTFIFOに 4バイト以上空きがあるとき、CPUに割り込み。もし

くは、DMA転送要求を発生 

01：FLDTFIFOに 16バイト以上空きがあるとき、CPUに割り込み。（DMA

転送設定しないでください）。 

10：FLDTFIFOにデータが 128バイト以上空きがあるとき、CPUに割り

込み。（DMA転送設定しないでください） 

11：設定禁止 
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ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

19 AC1CLR 0 R/W FLECFIFOクリアビット 

FLECFIFOのアドレスカウンタをクリアします。FIFOのアクセス方向（読

み出し／書き込み）を切り替える場合、FIFOを一度クリアしてください。 

0：FLECFIFOのアドレスカウンタ値を保持します。フラッシュメモリア

クセス時は 0に設定してください。 

1：FLECFIFOのアドレスカウンタ値をクリアします。クリア後は 0に設

定してください。 

18 AC0CLR 0 R/W FLDTFIFOクリアビット 

FLDTFIFOのアドレスカウンタをクリアします。FIFOのアクセス方向（読

み出し／書き込み）を切り替える場合、FIFOを一度クリアしてください。 

0：FLDTFIFOのアドレスカウンタ値を保持します。フラッシュメモリア

クセス時は 0に設定してください。 

1：FLDTFIFOのアドレスカウンタ値をクリアします。クリア後は 0に設

定してください。 

17 DREQ1EN 0 R/W FLECFIFODMAリクエストイネーブルビット 

FLECFIFOからの DMA転送要求発行許可／禁止を選択します。 

0：FLECFIFOからの DMA転送要求発行を禁止します 

1：FLECFIFOからの DMA転送要求発行を許可します 

16 DREQ0EN 0 R/W FLDTFIFODMAリクエストイネーブルビット 

FLDTFIFOからの DMA転送要求発行許可／禁止を選択します。 

0：FLDTFIFOからの DMA転送要求発行を禁止します 

1：FLDTFIFOからの DMA転送要求発行を許可します 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 ECERB 0 R/W ECCエラービット 

ECCのエラー検出結果を示します。セクタアクセスモードでフラッシュメ

モリを読み出した場合、その中の ECCエラーが発生していれば、このビッ

トに 1がセットされます。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリア

するための 0を書き込むことのみ可能です。 

0：ECCエラーなし（取り込んだ ECCがすべて 0であったことを示しま

す） 

1：ECCエラーが発生したことを示します。 
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ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

8 STERB 0 R/W ステータスエラービット 

ステータスリードの結果を示します。ステータスリードした場合、

FLBSYCNTの STAT7～0ビットの特定ビットが 1であれば、このビットに

1がセットされます。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリア

するための 0を書き込むことのみ可能です。 

0：ステータスエラーなし（FLBSYCNTの STAT7～0ビットの特定ビット

が 0であったことを示します） 

1：ステータスエラーが発生したことを示します。 

特定ビットに関しては「26.4.5 ステータスリード」を参照してください。 

7 BTOERB 0 R/W タイムアウトエラービット 

タイムアウトエラー発生した（FLBSYCNTの RBTIMCNT20～0ビットがカ

ウントダウン後 0になった）とき、このビットに 1がセットされます。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリア

するための 0を書き込むことのみ可能です。 

0：タイムアウトエラーなし 

1：タイムアウトエラーが発生したことを示します。 

6 TRREQF1 0 R/W FLECFIFO転送要求フラグビット 

FLECFIFOからの転送要求が発生したことを示します。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリア

するための 0を書き込むことのみ可能です。 

0：FLECFIFOからの転送要求は発生していません。 

1：FLECFIFOからの転送要求が発生したことを示します。 

5 TRREQF0 0 R/W FLDTFIFO転送要求フラグビット 

FLDTFIFOからの転送要求が発生したことを示します。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリア

するための 0を書き込むことのみ可能です。 

0：FLDTFIFOからの転送要求は発生していません。 

1：FLDTFIFOからの転送要求が発生したことを示します。 

4 STERINTE 0 R/W ステータスエラー発生時の割り込み許可ビット 

ステータスエラーによる CPUに対する割り込みの許可／禁止を選択します。 

0：ステータスエラーによる CPUに対する割り込み禁止 

1：ステータスエラーによる CPUに対する割り込み許可 

3 RBERINTE 0 R/W タイムアウトエラー発生時の割り込み許可ビット 

タイムアウトエラーによる CPUに対する割り込みの許可／禁止を選択しま

す。 

0：タイムアウトエラーによる CPUに対する割り込み禁止 

1：タイムアウトエラーによる CPUに対する割り込み許可 
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ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

2 TEINTE 0 R/W 転送終了割り込み許可ビット 

転送終了（FLTRCRの TRENDビット）による CPUに対する割り込みの許

可／禁止を選択します。 

0：転送終了による CPUに対する割り込み禁止 

1：転送終了による CPUに対する割り込み許可 

1 TRINTE1 0 R/W CPUへの FLECFIFO転送要求許可ビット 

FLECFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込みの許可／禁止を選

択します。 

0：FLECFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込み禁止 

1：FLECFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込み許可 

DMA転送をイネーブルにしているときは、このビットを 0に設定してくだ

さい。 

0 TRINTE0 0 R/W CPUへの FLDTFIFO転送要求許可ビット 

FLDTFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込みの許可／禁止を選

択します。 

0：FLDTFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込み禁止 

1：FLDTFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込み許可 

DMA転送をイネーブルにしているときは、このビットを 0に設定してくだ

さい。 
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26.3.9 レディビジータイムアウト設定レジスタ（FLBSYTMR） 

FLBSYTMRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。FRB端子がビジー状態のときのタイム

アウト時間を設定します。 
 

161718

RBTMOUT[20:16]

RBTMOUT[15:0]

192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

⎯ ⎯

000000000000000 0

RRRRRRRRRR R

初期値：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

20～0 RBTMOUT

20～0 

すべて 0 R/W レディビジータイムアウトビット 

ビジー状態のタイムアウトまでの時間を設定します。 

ビジー状態のタイムアウトまでの時間を（Pckのクロック数で）設定します。 

0に設定した場合、タイムアウトは発生しません。 
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26.3.10 レディビジータイムアウトカウンタ（FLBSYCNT） 

FLBSYCNTは、読み出し専用の 32ビットのレジスタです。 

ステータスリード動作で読み出したフラッシュメモリのステータスを STAT7～0に格納します。 

FRB端子がビジー状態になると、FLBSYTMRの RBTMOUT20～0ビットに設定したタイムアウト時間を

RBTIMCNT20～0ビットにコピーしカウントダウンを開始します。RBTIMCNT20～0ビットの値が 0になると

FLINTDMACRの BTOERBビットに 1をセットしタイムアウトエラーが発生したことを通知します。このとき

FLINTDMACRの RBERINTEビットで割り込みを許可していれば FLSTE割り込みを発行することができます。 
 

161718

RBTIMCNT[20:16]STAT[7:0]

RBTIMCNT[15:0]

192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

000000000000000 0

RRRRRRRRRR R

初期値：

01234567891011121315 14ビット：

000000000000000 0

RRRRR

RRRRRRRRRR RRRRRR

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～24 STAT7～0 すべて 0 R フラッシュメモリからステータスリードした値を表示します。 

23～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

20～0 RBTIMCNT

20～0 

すべて 0 R レディビジータイムアウトカウンタビット 

FRB端子がビジー状態になったとき、FLBSYTMRの RBTMOUT20～0の設

定値が本ビットにコピーされます。 

その後 FRB端子がビジー状態の間、このビットの値はカウントダウンされ、

0になるとタイムアウトエラーが発生します。 
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26.3.11 データ FIFOレジスタ（FLDTFIFO） 

FLDTFIFOは、データ FIFO領域に対するリードライト用のレジスタです。 

FLCMDCRの SELRWビットで指定したリードライト方向と本レジスタのリードライトアクセスの向きは一致

させてください。 
 

161718192021222324252627

DTFO[31:24] DTFO[23:16]

DTFO[15:8] DTFO[7:0]

282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～24 DTFO 

31～24 

－ R/W 第 1データビット 

FD7～0から 1番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します 

読み出し時：読み出しデータが格納されます 

23～16 DTFO 

23～16 

－ R/W 第 2データビット 

FD7～0から 2番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します 

読み出し時：読み出しデータが格納されます 

15～8 DTFO 

15～8 

－ R/W 第 3データビット 

FD7～0から 3番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します 

読み出し時：読み出しデータが格納されます 

7～0 DTFO 

7～0 

－ R/W 第 4データビット 

FD7～0から 4番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します 

読み出し時：読み出しデータが格納されます 
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26.3.12 管理コード FIFOレジスタ（FLECFIFO） 

FLECFIFOは、管理コード FIFO領域に対するリードライト用のレジスタです。 

FLCMDCRの SELRWビットで指定したリードライト方向と本レジスタのリードライトアクセスの向きは一致

させてください。 
 

161718192021222324252627

ECFO[31:24] ECFO[23:16]

ECFO[15:8] ECFO[7:0]

282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～24 ECFO 

31～24 

－ R/W 第 1データビット 

FD7～0から 1番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します 

読み出し時：読み出しデータが格納されます 

23～16 ECFO 

23～16 

－ R/W 第 2データビット 

FD7～0から 2番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します 

読み出し時：読み出しデータが格納されます 

15～8 ECFO 

15～8 

－ R/W 第 3データビット 

FD7～0から 3番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します 

読み出し時：読み出しデータが格納されます 

7～0 ECFO 

7～0 

－ R/W 第 4データビット 

FD7～0から 4番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します 

読み出し時：読み出しデータが格納されます 
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26.3.13 転送制御レジスタ（FLTRCR） 

FLTRCRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタで、TRSTRTビットを 1にすることによりフラッ

シュメモリへのアクセスを開始させます。TRENDビットによりアクセスの終了を確認できます。 
 

01
TR 

STRT
TR 

END

23457 6

0000000 0

R/WR/WR

⎯

RRRR

⎯⎯⎯⎯ ⎯

R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 TREND 0 R/W 処理終了フラグビット 

指定したアクセスモードによる処理が終了したことを示します。 

書き込むときは 0を書き込んでください。 

0：処理未終了またはアイドル状態 

1：処理終了 

0 TRSTRT 0 R/W 転送開始ビット 

TRENDが 0のときにこのビットを 0から 1にセットすることで、アクセス

モード指定ビット ACM1、ACM0ビットで指定したアクセスモードでの処理

を開始します。 

0：転送停止 

1：転送開始 
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26.3.14 データアライメントレジスタ（FLALGCR） 

FLALGCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、フラッシュメモリアクセス時のデータアラ

イメントモードを指定します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

SWAP

1234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 SWAP 0 R/W データアライメントモード 

0：SWAPを行わない 

1：SWAPを行う 
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26.3.15 ローカルバス競合制御レジスタ（FLABTCTL） 

FLABTCTLは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、ローカルバスアクセス時の LBSCとの競

合モードを制御するレジスタです。 
 

161718192021222324

CODE

252627282931 30

000000000000000 0

⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W⎯/W ⎯/W

ビット：

初期値：

R/W：

abt_mode

1234567891011121315 14

0

0

00000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～16 CODE すべて 0 －/W abt_modeにライト時は本コードに H'1234にしてライトしてください。 

リード時は常に 0が読み出されます。 

15～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1～0 abt_mode すべて 0 R/W ローカルバス競合制御モード 

00：転送開始（FLTRCR. TRSTRTに 1ライト）から転送終了（FLTRCR. 

TREND=1の状態）までローカルバスのバス権の開放を行わない 

01：FLCTL起動中（FLTRCR. TRSTRT=1, FLTRCR. TREND=0の状態）

FLCTLの内部 FIFOの状態によりローカルバスのバス権開放を行う。 

10、11：設定禁止 
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26.3.16 ローカルバスエリア選択レジスタ（FLCSLR） 

FLCSLRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、ローカルバスアクセスエリアを選択するレジ

スタです。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/W

fcs_sel

R/WR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 fcs_sel すべて 0 R/W ローカルバスエリア選択 

000：リザーブ（設定禁止） 

001：ローカルエリア 1 

010：ローカルエリア 2 

011：ローカルエリア 3 

100：ローカルエリア 4 

101：ローカルエリア 5 

110：ローカルエリア 6 

111：設定禁止 

【注】 本レジスタにより、設定されたローカルエリアへ FLCTL介さずア

クセスすることは禁止です。 
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26.4 動作説明 

26.4.1 動作モード 

動作モードには、 

• コマンドアクセスモード 

• セクタアクセスモード 

の 2モードがあります。 
 

26.4.2 コマンドアクセスモード 

コマンドアクセスモードは、フラッシュメモリに対して発行するコマンド、アドレス、データ、リードライト

方向および回数をレジスタに設定することにより、フラッシュメモリにアクセスを行うモードです。入出力デー

タは、FLDTFIFOを用いて DMA転送が可能です。 
 

（1） NAND型フラッシュメモリ（512+16バイト）のアクセス 

図 26.2に NAND型フラッシュメモリに対して読み出し動作を行った例を示します。本例は、第 1コマンドに 

H'00を指定、アドレス長は 3バイトを指定。リードバイト数としてデータカウンタに 6バイトを指定した場合

の動作です。 

CLE

ALE

I/O7-0

R/B

H'00 A2A1 A3 1 2 3 4

 

WE

RE

5 6

コマンドステージ アドレスステージ データステージ

 

図 26.2 NAND型フラッシュメモリの読み出し動作タイミング 

 



 

26. NANDフラッシュメモリコントローラ（FLCTL） 

26-28  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

次に図 26.3、図 26.4に NAND型フラッシュメモリ（512+16バイト）に対して書き込み動作を行った場合の波

形を示します。 

H'80 A2A1 A3 1 2 3 4 5 6

CLE

ALE

I/O7-0

R/B

WE

RE

 

図 26.3 NAND型フラッシュメモリの書き込み動作タイミング 

 

CLE

WE

RE

ALE

I/O7-0

R/B

H'10 H'70

Status

 

図 26.4 NAND型フラッシュメモリのステータスリード動作タイミング 
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（2） NAND型フラッシュメモリ（2048+64バイト）のアクセス 

図 26.5に NAND型フラッシュメモリに対して読み出し動作を行った例を示します。本例は、第 1コマンドに

H'00を指定、第 2コマンドに H'30を指定、アドレス長は 4バイトを指定。リードバイト数としてデータカウンタ

に 4バイトを指定した場合の動作です。 

CLE

ALE

I/O7-0

R/B

WE

RE

コマンドステージ アドレスステージ コマンドステージ データステージ

H
'0

0

H
'3

0

1 2 3 4A
1

A
2

A
3

A
4

 

図 26.5 NAND型フラッシュメモリの読み出し動作タイミング 
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次に図 26.6、図 26.7に NAND型フラッシュメモリ（2048+64バイト）に対して書き込み動作を行った場合の

波形を示します。 

CLE

ALE

I/O7-0

R/B

WE

RE

H
'8

0

A
1

A
2

A
3

A
4 1 2 3 4

H
'1

0

 

図 26.6 NAND型フラッシュメモリの書き込み動作タイミング 

 

CLE

ALE

I/O7-0

R/B

WE

RE

H'10 H'70

Status

 

図 26.7 NAND型フラッシュメモリのステータスリード動作タイミング 
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26.4.3 セクタアクセスモード 

セクタアクセスモードでは、アクセスする物理セクタ番号を指定することによりセクタ単位のリードライトが

可能です。また、書き込み時には ECC付加、読み出し時には ECCエラーチェック（検出）処理が実行されます。 

512バイトのデータは FLDTFIFOに、16バイトの管理コードは FLECFIFOに格納されるので、FLINTDMACR

の DREQ0EN、DREQ1ENを設定しそれぞれ DMA転送が行えます。 

フラッシュメモリ内のセクタ（データ＋管理コード）とアドレス空間上のメモリとの DMA転送の関係を図 26.8

に示します。 

データ
（512バイト）

管理コード
（16バイト）

FLCTL

FLDT FIFO

FLEC FIFO

DMA(0ch)転送

DMA(1ch)転送

 

フラッシュメモり アドレス空間（外部メモリ領域）

データ領域

管理コード領域

 

図 26.8 フラッシュメモリ内のセクタ（データ＋管理コード）と 

アドレス空間上のメモリとの DMA転送の関連模式図 
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（1） 物理セクタ 

NAND型フラッシュメモリの物理セクタアドレスとフラッシュメモリのアドレスの関係を図 26.9に示します。 

●NAND型フラッシュメモリ(512+16バイト)の場合

●NAND型フラッシュメモリ(2048+64バイト)の場合

物理セクタアドレス

物理セクタアドレスビット(FLADR[17:0])

NANDのI/Oへのアドレス出力順

bit17 bit0

Row3

Row3 Row2

Row2 Row1

Col ：カラムアドレス
Row ：ロウアドレス
（ページアドレス）

【注】FLADR[1:0]よりカラムアドレスの境界アドレス
(512+16バイト)ごとのアドレスを生成するため、
NAND型フラッシュメモリ(2048+64バイト)
使用時は、
　00:0バイト目
　01:512+16バイト目
　10:1024+32バイト目
　11:1536+48バイト目
をFLADR[1:0]に設定してください。

bit17 bit0

物理セクタアドレス
bit17 bit0

0 0 0 0 0 0
Col

0 0 0 0 0 0 0 0
Row1

物理セクタアドレスビット(FLADR[17:0])

Row2 Row1

Row2 Row1 Col

bit17 bit0

0 0 0 00 00 0 0 0 0 0
Col1Col2

Col Row1 Row2 Row3

NANDのI/Oへのアドレス出力順

Col1 Col2 Row1 Row2

Col ：カラムアドレス
Row ：ロウアドレス
（ページアドレス）

 

図 26.9 セクタ番号と NANDフラッシュメモリのアドレスの展開例 
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（2） 連続セクタアクセス 

NAND型フラッシュメモリの先頭の物理セクタとセクタ転送回数を指定することにより、連続した物理セクタ

のリードライトが可能になります。途中に不良セクタが存在し、物理セクタが不連続である 0～40までの論理セ

クタを転送する場合の物理セクタ指定レジスタとセクタ転送回数指定レジスタの設定例を図 26.10に示します。 

CPUがレジスタに設定する値

00 12

0 0

物理 論理

11 11
***12

13 13

40 40

300 12

300 1

13 28

物理セクタ指定
(FLADR、ADR17～0)

物理セクタ転送回数
(FLCMDCR、SCTCNT)

転送開始

転送開始

転送開始

0～11セクタを転送

12セクタを転送

13～40セクタを転送

 

図 26.10 不良セクタがある場合のセクタアクセス例 

26.4.4 ECCのエラーの修正 

本 FLCTLでは、セクタアクセスモードのフラッシュメモリへの書き込み時には ECCコードの生成および付加

を、読み出し時には ECCエラーチェックを行いますが、エラー訂正は行いません。 

エラー訂正は、ソフト処理で行う必要があります。 
 

26.4.5 ステータスリード 

FLCTLは NAND型フラッシュメモリのステータスレジスタの値を読み出すことができます。NANDフラッシ

ュメモリのステータスレジスタの値は FD7～0から入力され FLBSYCNTの STAT7～0ビットに格納されます。

FLBSYCNTの STAT7～0ビットは CPUからの読み出しが可能です。ステータスレジスタの値が FLBSYCNTの

STAT7～0ビットに格納されたときに書き込みエラーやイレースエラーを検出した場合、FLINTDMACRの STERB

ビットに 1がセットされ、FLINTDMACRの STERINTEビットが許可されていれば CPUに対し割り込みを発生さ

せます。 
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（1） NAND型フラッシュメモリ（512＋16バイト）のステータスリード 

NAND型フラッシュメモリのステータスリードは、NAND型フラッシュメモリに対し、コマンド H'70を入力す

ることで実現できます。FLCMDCRの DOSRビットを 1にセットし、コマンドアクセスモードまたはセクタアク

セスモードで書き込みを実行すれば、FLCTLは自動的に H'70を NAND型フラッシュメモリに入力し、ステータ

スリードを行います。NAND型フラッシュメモリステータスリード時、FD7～0から入力されるステータスレジス

タの各ビットの意味を表 26.4に示します。 
 

表 26.4 NAND型フラッシュメモリ（512＋16バイト）のステータスリード 

ビット 状態 説   明 

STAT7 書き込み保護 0：書き込み不可 

1：書き込み可 

STAT6 レディ／ビジー 0：ビジー状態 

1：レディ状態 

STAT5～1 リザーブ 0 

STAT0 書き込み／消去 0：Pass（成功） 

1：Fail（失敗） 

 

（2） NAND型フラッシュメモリ（2048×64バイト）のステータスリード 

NAND型フラッシュメモリのステータスリードは、NAND型フラッシュメモリに対し、コマンド H'70を入力す

ることで実現できます。FLCMDCRの DOSRビットを 1にセットし、コマンドアクセスモードまたはセクタアク

セスモードで書き込みを実行すれば、FLCTLは自動的に H'70を NAND型フラッシュメモリに入力し、ステータ

スリードを行います。NAND型フラッシュメモリステータスリード時、FD7～0から入力されるステータスレジス

タの各ビットの意味を表 26.5に示します。 

 

表 26.5 NAND型フラッシュメモリ（2048＋64バイト）のステータスリード 

ビット 状態 説   明 

STAT7 書き込み保護 0：書き込み不可 

1：書き込み可 

STAT6 レディ／ビジー 0：ビジー状態 

1：レディ状態 

STAT5 レディ／ビジー 0：ビジー状態 

1：レディ状態 

STAT4～1 リザーブ 0 

STAT0 書き込み／消去 0：Pass（成功） 

1：Fail（失敗） 
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26.5 レジスタ設定手順 
下記に各アクセスモードにおけるレジスタの設定例、起動の手順例を示します。 

（1） NANDコマンドアクセス（Block Erase） 

No
Yes

コマンドアクセス（Block Erase）

共通コントロールレジスタ（FLCMNCR）の設定
ACM[1:0]=B'00（コマンドアクセスモード）
CE0=B'1（チップイネーブル）
TYPESEL=1（NAND型フラッシュメモリを選択）

コマンドコードレジスタ（FLCMCDR）
CMD[7:0]=H'60（ブロック消去コマンド）
CMD[15:8]=H'D0（ブロック消去実行コマンド）

アドレスレジスタ（FLADR）
ADR[7:0]、ADR[15:8]に消去アドレスを設定

転送制御レジスタ（FLTRCR）
TRSTRT=B'1（フラッシュメモリへのアクセス開始）

フラッシュメモリブロックイレース実行
第1コマンド発行
アドレス発行
第2コマンド発行
ステータスリード
TRSTRT=1（フラッシュメモリへのアクセス開始）

フラッシュメモリアクセス終了
FLTRCR.TREND=B'0（処理終了フラグクリア）
ステータスリード
FLBSYCNT.STAT[7:0]の確認

コマンド制御レジスタ（FLCMDCR）
DOCMD1=B'1（第1コマンドステージ実行）
DOCMD2=B'1（第2コマンドステージ実行）
DOADR=B'1（アドレスステージ実行）
ADRMD=B'1（アドレスレジスタ設定値がアドレス）
ADRCNT[1:0]=B'01（2バイトアドレスを発行）
DOSR=B'1（ステータスリード実行）

FLTRCR.TREND=B'1？

コマンドアクセス（Block Erase）
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（2） NANDセクタアクセス（Flash Write）DMAC使用例 

セクタアクセス（Flash Write）開始

DMAソースアドレスレジスタ（SAR0～1）の設定
SAR0[31:0]：書き込むデータの先頭アドレスを指定
SAR1[31:0]：書き込む管理コードの先頭アドレスを指定

割り込みDMA制御レジスタ（FLINTDMACR）
DREQ1EN=B'1（FLECFIFOからのDMA転送要求を許可）
DREQ0EN=B'1（FLDTFIFOからのDMA転送要求を許可）

転送制御レジスタ（FLTRCR）の設定
TRSTRT=B'1（フラッシュメモリへのアクセス開始）

フラッシュメモリライト実行
第1コマンド発行
アドレス発行
データステージ（セクタアクセス）
第2コマンド発行
ステータスリード

フラッシュメモリアクセス終了
FLTRCR.TREND=B'0（処理終了フラグクリア）
ステータスリード
FLBSYCNT.STAT[7:0]の確認

DMAデスティネーションアドレスレジスタ（DAR_0～1）
DAR0[31:0]：FLDTFIFOのアドレスを指定
DAR1[31:0]：FLECFIFOのアドレスを指定

DMAトランスファカウントレジスタ（TCR_0～1）
TCR0[31:0]=H'00000080（512バイト=4×128）
TCR0[31:0]=H'00000004（16バイト=4×4）

DMA拡張リソースセレクタ（DMARS0）
DMARS[15:0]=H'8783（FLCTLデータ／管理コード部送受
信）

DMAオペレーションレジスタ（DMAOR）
DME=1（全チャネルのDMA転送を許可）

コマンドコードレジスタ（FLCMCDR）
CMD[7:0]=H'80（フラッシュライトコマンド）
CMD[15:8]=H'10（フラッシュライト実行コマンド）

アドレスレジスタ（FLADR）
ADR[17:0]に物理セクタアドレスを設定

共通コントロールレジスタ（FLCMNCR）の設定
ACM[1:0]=B'01（セクタアクセスモード）
CE0=B'1（チップイネーブル）
TYPESEL=B'1（NAND型フラッシュメモリを選択）

コマンド制御レジスタ（FLCMDCR）
SELRW=B'1（フラッシュライト）
DOCMD1=B'1（第1コマンドステージ実行）
DOCMD2=B'1（第2コマンドステージ実行）
DOADR=B'1（アドレスステージ実行）
ADRMD=B'1（物理セクタアドレスを指定）
ADRCNT[1:0]=B'10（3バイトアドレスを発行）
DOSR=B'1（ステータスリード実行）
SCTCNT[15:0]にセクタ転送回数を設定（1セクタ）

DMAチャネルコントロールレジスタ（CHCR_0～1）
SM[1:0]='B'01（DMA転送元のアドレスを増加）
RS[11:8]=B'1000（DMA拡張リソースセレクタ）
TS[2:0]=B'010（ロングワード単位転送）
DE=B'1（DMA転送を許可）

FLTRCR.TREND=B'1？

セクタアクセス（Flash Write）終了
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（3） NANDコマンドアクセス（Flash Read） 

コマンドアクセス（Flash Read）開始

共通コントロールレジスタ（FLCMNCR）の設定
ACM[1:0]=B'00（コマンドアクセスモード）
CE0=B'1（チップイネーブル）
TYPESEL=B'1（NAND型フラッシュメモリを選択）

コマンドコードレジスタ（FLCMCDR）
CMD[7:0]=H'00（フラッシュリードコマンド）

データカウンタレジスタ（FLDTCNTR）
DTCNT[11:0]：リードするデータのバイト数を設定

転送制御レジスタ（FLTRCR）
TRSTRT=B'1（フラッシュメモリへのアクセス開始）

フラッシュメモリアクセス終了
FLTRCR.TREND=B'0（処理終了フラグクリア）
ステータスリード
FLBSYCNT.STAT[7:0]の確認

フラッシュメモリリード実行
第1コマンド発行
アドレス発行
第2コマンド発行
ステータスリード

割り込みDMA制御レジスタ（FLINTDMACR）
使用するDMA転送／割り込み要求の許可ビットを1
にする。

アドレスレジスタ（FLADR）
ADR[7:0]、ADR[15:8]、ADR[23:16]にアドレスを設定

コマンド制御レジスタ（FLCMDCR）
DOCMD1=B'1（第1コマンドステージ実行）
DOADR=B'1（アドレスステージ実行）
ADRMD=B'1（アドレスレジスタ設定値がアドレス）
ADRCNT[1:0]=B'10（3バイトアドレスを発行）
DOSR=B'1（ステータスリード実行）

FLTRCR.TREND=B'1？

コマンドアクセス（Flash Read）終了

Yes

No
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26.6 割り込み処理 

FLCTLには 6種類の割り込み要因があります。すべての割り込み要因は独立した割り込みフラグを持っており

割り込みイネーブルビットにより許可されていれば、割り込み要求が発生します。ステータスエラー、レディ／

ビジータイムアウトエラー、ECCエラーは、共通の FLSTE割り込みを使用します。 

表 26.5に FLCTLの割り込み要因と優先順位を示します。 
 

表 26.5 FLCTLの割り込み要因と優先順位 

割り込み要因 割り込みフラグ 許可ビット 意味 

STERB STERINTE ステータスエラー 

BTOERB RBERINTE レディ／ビジータイムアウトエラー 

FLSTE割り込み 

ECERB ECERINTE ECCエラー 

FLTEND割り込み TREND TEINTE 転送終了 

FLTRQ0割り込み TRREQF0 TRINTE0 FLDTFIFO転送要求 

FLTRQ1割り込み TRREQF1 TRINTE1 FLECFIFO転送要求 

 

26.7 DMA転送の設定 

FLCTLは、データ FLDTFIFOと管理コード FLECFIFOから個別に DMA転送要求を出すことができます。各ア

クセスモードでの DMA転送の可／不可を表 26.6に示します。 
 

表 26.6 DMA転送の設定 

 セクタアクセスモード コマンドアクセスモード 

FLDTFIFO 可能 可能 

FLECFIFO 可能 不可 

 

DMACの設定については「第 15章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ 0（DMAC0）」を参照してくだ

さい。 
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27. オーディオコーデックインタフェース（HAC） 

オーディオコーデックデジタルコントローラインタフェースは Audio Codec 97（AC'97）Revision 2.1の双方向デ

ータ転送をサポートしています。データは、シリアルで AC97コーデックに対して送受信されます。ただし、2つ

以上のオーディオコーデックを接続することはできません。 

HACは、オーディオフレームに対してデータを抽出／挿入します。受信フレーム、送信フレームともにフレー

ム内のデータスロットは CPUによる PIO転送または DMACによる DMA転送が可能です。 
 

27.1 特長 

HACには次のような特長があります。 

• シングルAudio Codec 97（AC'97）Revision 2.1デジタルインタフェースサポート 

• Rxフレームでステータススロット1と2のPIO転送 

• Txフレームでコマンドスロット1と2のPIO転送 

• Rxフレームでデータスロット3と4のPIO転送 

• Txフレームでデータスロット3と4のPIO転送 

• Rxフレームでデータスロット3と4のDMA転送は16または20ビットが選択可能 

• Txフレームでデータスロット3と4のDMA転送は16ビット 

• タグビットによってスロットを選択すること、またRxフレームのTxフレーム要求ビットを監視することによ

り、さまざまなサンプリングレートをサポート 

• データレディ、データリクエスト、オーバフロー、アンダフローの割り込みを生成 

• コールドリセット、ウォームリセット、低消費電力モードをサポート 
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図 27.1に HACのブロック図を示します。 

HAC受信部

スロット1シフトレジスタ

スロット2シフトレジスタ

スロット3シフトレジスタ

スロット4シフトレジスタ

スロット1シフトレジスタ

スロット2シフトレジスタ

スロット3シフトレジスタ

スロット4シフトレジスタ

内部バスインタフェース（受信）

CSAR RXバッファ

CSDR RXバッファ

PCML RXバッファ

PCMR RXバッファ

DMAコントロール
DMA要求

割り込み要求

内部バスインタフェース（送信）

CSAR TXバッファ

CSDR TXバッファ

PCML TXバッファ

PCMR TXバッファ

DMAコントロール

HAC送信部

スロット1シフトレジスタ

スロット2シフトレジスタ

スロット3シフトレジスタ

スロット4シフトレジスタ

DMA要求

Data[19:0]

Data[19:0]
Data[31:0]

Data[31:0]

Data[19:0]

Data[19:0]

制御信号

ビットコントロール信号

割り込み要求

Data[19:0]

Data[19:0]

Data[19:0]

Data[19:0]

制御信号

周
辺
バ
ス

スロット3、スロット4
リクエスト信号

HACn_SDIN

HACn_BITCLK

HACn_SDOUT

HACn_SYNC
HACn_RES

【注】n：0～1  

図 27.1 ブロック図 

27.2 入出力端子 

HACの端子構成を表 27.1に示します。 

表 27.1 HACの端子構成 

名称 本数 入出力 機   能 

HAC0_BITCLK 1 入力 シリアルデータクロック 

HAC0_SDIN 1 入力 Rxフレームシリアル入力データ 

HAC0_SDOUT 1 出力 Txフレームシリアル出力データ 

HAC0_SYNC 1 出力 フレーム同期 

HAC1_BITCLK 1 入力 シリアルデータクロック 

HAC1_SDIN 1 入力 Rxフレームシリアル入力データ 

HAC1_SDOUT 1 出力 Txフレームシリアル出力データ 

HAC1_SYNC 1 出力 フレーム同期 

HAC_RES 1 出力 リセット（負論理信号）（チャネル 0、1で共通） 
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27.3 レジスタの説明 

HACで使用するレジスタを以下に示します。本文中では、チャネルによるレジスタによる区別を省略します。 

 

表 27.2 レジスタ構成（1） 

チャネル 名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7アドレス サイズ 同期クロック 

コントロールステータスレジスタ 0 HACCR0 R/W H'FFE4 0008 H'1FE4 0008 32 Pck 

コマンド／ステータスアドレスレジスタ 0 HACCSAR0 R/W H'FFE4 0020 H'1FE4 0020 32 Pck  

コマンド／ステータスデータレジスタ 0 HACCSDR0 R/W H'FFE4 0024 H'1FE4 0024 32 Pck  

PCMレフトチャネルレジスタ 0 HACPCML0 R/W H'FFE4 0028 H'1FE4 0028 32 Pck  

PCMライトチャネルレジスタ 0 HACPCMR0 R/W H'FFE4 002C H'1FE4 002C 32 Pck  

TX割り込みイネーブルレジスタ 0 HACTIER0 R/W H'FFE4 0050 H'1FE4 0050 32 Pck  

TXステータスレジスタ 0 HACTSR0 R/W H'FFE4 0054 H'1FE4 0054 32 Pck  

RX割り込みイネーブルレジスタ 0 HACRIER0 R/W H'FFE4 0058 H'1FE4 0058 32 Pck  

RXステータスレジスタ 0 HACRSR0 R/W H'FFE4 005C H'1FE4 005C 32 Pck  

0 

HACコントロールレジスタ 0 HACACR0 R/W H'FFE4 0060 H'1FE4 0060 32 Pck  

コントロールステータスレジスタ 1 HACCR1 R/W H'FFE5 0008 H'1FE5 0008 32 Pck  

コマンド／ステータスアドレスレジスタ 1 HACCSAR1 R/W H'FFE5 0020 H'1FE5 0020 32 Pck  

コマンド／ステータスデータレジスタ 1 HACCSDR1 R/W H'FFE5 0024 H'1FE5 0024 32 Pck  

PCMレフトチャネルレジスタ 1 HACPCML1 R/W H'FFE5 0028 H'1FE5 0028 32 Pck  

PCMライトチャネルレジスタ 1 HACPCMR1 R/W H'FFE5 002C H'1FE5 002C 32 Pck  

TX割り込みイネーブルレジスタ 1 HACTIER1 R/W H'FFE5 0050 H'1FE5 0050 32 Pck  

TXステータスレジスタ 1 HACTSR1 R/W H'FFE5 0054 H'1FE5 0054 32 Pck  

RX割り込みイネーブルレジスタ 1 HACRIER1 R/W H'FFE5 0058 H'1FE5 0058 32 Pck  

RXステータスレジスタ 1 HACRSR1 R/W H'FFE5 005C H'1FE5 005C 32 Pck  

1 

HACコントロールレジスタ 1 HACACR1 R/W H'FFE5 0060 H'1FE5 0060 32 Pck  
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表 27.2 レジスタ構成（2） 

チャネル 名称 略称 パワーオン 

リセット 

PRESET端子/

WDT/H-UDIに

よる 

マニュアル 

リセット 

WDT/多重例外

による 

スリープ 

Sleep命令 

による 

モジュール 

スタンバイ 

による 

ライト 

スリープ 

による 

コントロールステータスレジスタ 0 HACCR0 H'0000 0200 保持 保持 保持 保持 

コマンド／ステータスアドレスレジスタ 0 HACCSAR0 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

コマンド／ステータスデータレジスタ 0 HACCSDR0 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

PCMレフトチャネルレジスタ 0 HACPCML0 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

PCMライトチャネルレジスタ 0 HACPCMR0 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

TX割り込みイネーブルレジスタ 0 HACTIER0 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

TXステータスレジスタ 0 HACTSR0 H'F000 0000 保持 保持 保持 保持 

RX割り込みイネーブルレジスタ 0 HACRIER0 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

RXステータスレジスタ 0 HACRSR0 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

0 

HACコントロールレジスタ 0 HACACR0 H'8400 0000 保持 保持 保持 保持 

コントロールステータスレジスタ 1 HACCR1 H'0000 0200 保持 保持 保持 保持 

コマンド／ステータスアドレスレジスタ 1 HACCSAR1 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

コマンド／ステータスデータレジスタ 1 HACCSDR1 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

PCMレフトチャネルレジスタ 1 HACPCML1 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

PCMライトチャネルレジスタ 1 HACPCMR1 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

TX割り込みイネーブルレジスタ 1 HACTIER1 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

TXステータスレジスタ 1 HACTSR1 H'F000 0000 保持 保持 保持 保持 

RX割り込みイネーブルレジスタ 1 HACRIER1 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

RXステータスレジスタ 1 HACRSR1 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

1 

HACコントロールレジスタ 1 HACACR1 H'8400 0000 保持 保持 保持 保持 
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27.3.1 コントロールステータスレジスタ（HACCR） 

HACCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、入出力の制御と状態のモニタを行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315

CR CDRT STWMRT

14

000000000100000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯ ⎯

RRRRRWRRRRWWRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 CR 0 R コーデックレディ 

0：HACに接続されたコーデックがレディ状態ではありません。 

1：HACに接続されたコーデックがレディ状態です。 

14～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みできません。 

11 CDRT 0 W HACコールドリセット 

コールドリセットはパワーオン後、または低消費電力コマンド発行後に低消

費電力モードを解除するためだけに行ってください。 

［書き込み時］ 

0：再び 1を書き込むときには、0を書き込んだ後に行います。 

 （本ビットが 0から 1に変化したとき、コールドリセットされます） 

1：HACに接続されたコーデックはコールドリセットされます。 

［読み出し時］ 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

10 WMRT 0 W HACウォームリセット 

ウォームリセットはパワーオン後、または低消費電力コマンド発行後に低消

費電力モードを解除するためだけに行ってください。 

［書き込み時］ 

0：再び 1を書き込むときには、0を書き込んだ後に行います。 

 （本ビットが 0から 1に変化したとき、ウォームリセットされます） 

1：HACに接続されたコーデックはウォームリセットされます。 

［読み出し時］ 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

9 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 ST 0 W 転送開始 

［書き込み時］ 

0：フレームの終わりで送受信を終了します。通常動作で送受信を終了さ

せるためには、この方法を使用しないでください。通常動作で送受信

を終了させる場合は、下記説明を参照ください。 

1：データの送受信を開始します。 

 ［読み出し時］ 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

HACは、外部コーデックデバイスのレジスタインデックス 26のビット 12に 1を書き込むことで低消費電力モ

ードにすることができます。外部コーデックデバイスは低消費電力モードになると HAC_BITCLKを停止し、通常

動作を一時停止します。これはパワーオンのときも同じです。動作を再開するためには、外部コーデックデバイ

スに対してコールドリセットかウォームリセットを行わなければなりません。 
 

27.3.2 コマンド／ステータスアドレスレジスタ（HACCSAR） 

HACCSARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、接続されたコーデックのレジスタをアクセ

スする際のアドレスを指定します。コーデックのレジスタに書き込みまたは読み出しを要求する場合、レジスタ

アドレスを HACCSARに書き込み、HACCR.ST=1に設定しておくとコマンドアドレスとしてスロット 1で送信さ

れます。 

コーデックが読み出し要求に応答した後（HACRSR.STARY＝1）HACCSARを読み出すことで、スロット 1で

受信したステータスアドレスを得ることができます。 
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R/WR/WR/WR/W

RW

RRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19 RW 0 R/W コーデック読み出し／書き込みコマンド 

0：アドレスフィールド（CA6/SA6～CA0/SA0）で示されるレジスタを書

き込むことを外部コーデックデバイスに通知します。HACCSDRにあ

らかじめデータを書き込んでおいてください。

HACACR.TX12_ATOMICが 1のとき、HACCSARと HACCSDRは同

じ Txフレームで送信されます。 

HACACR.TX12_ATOMICが 0のとき、HACCSARと HACCSDRが同

じ Txフレームで送信されることは保証できません。 

1：アドレスフィールド（CA6/SA6～CA0/SA0）で示されるレジスタを読

み出すことを外部コーデックデバイスに通知します。 

18 

17 

16 

15 

14 

13 

12 

CA6/SA6 

CA5/SA5 

CA4/SA4 

CA3/SA3 

CA2/SA2 

CA1/SA1 

CA0/SA0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

コーデックコントロールレジスタアドレス 6～0／コーデックステータスレ

ジスタアドレス 6～0 

［書き込み時］ 

書き込んだ値はアクセスするコーデックレジスタのアドレスを示します。 

［読み出し時］ 

読み出した値はスロット 1で受信したステータスアドレスを示します。 

HACCSDRで受信される外部コーディックのレジスタに対応しています。 

11 

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

3 

2 

SLREQ3 

SLREQ4 

SLREQ5 

SLREQ6 

SLREQ7 

SLREQ8 

SLREQ9 

SLREQ10 

SLREQ11 

SLREQ12 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

R 

スロットリクエスト 3～12 

Rxフレーム内でのみ有効です。スロットデータが次の Txフレームでコー

デックから要求されるかどうかを示します。 

これらのビットはハードウェアによって自動的に値が変更されます。Rxフ

レームのスロット 1のビット 11～2と同じです。 

0：スロットデータが要求されています。 

1：スロットデータが要求されていません。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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27.3.3 コマンド／ステータスデータレジスタ（HACCSDR） 

HACCSDRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、接続されたコーデックのレジスタをアクセ

スする際のデータレジスタです。コーデックのレジスタに書き込む場合に HACCSDRへ書き込み、HACCR.ST=1

に設定しておくと、コマンドデータとしてスロット 2で送信されます。 

コーデックが読み出し要求に応答した後（HACRSR.STDRY＝1）HACCSDRを読み出すことで、スロット 2で

受信したステータスデータを得ることができます。どちらの場合も対応するコーデックレジスタのアドレスは

HACCSARに格納されます。 
 

161718
CD14/
SD14

CD15/
SD15

CD13/
SD13

CD12/
SD12

CD11/
SD11

CD10/
SD10

CD9/
SD9

CD8/
SD8

CD7/
SD7

CD6/
SD6

CD5/
SD5

CD4/
SD4

CD3/
SD3

CD2/
SD2

CD1/
SD1

CD0/
SD0

192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

R/WR/WR/WR/WRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

0123

⎯⎯

4567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯

⎯ ⎯

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

19 

18 

17 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

10 

9 

8 

7 

6 

5 

4 

CD15/SD15

CD14/SD14

CD13/SD13

CD12/SD12

CD11/SD11

CD10/SD10

CD9/SD9 

CD8/SD8 

CD7/SD7 

CD6/SD6 

CD5/SD5 

CD4/SD4 

CD3/SD3 

CD2/SD2 

CD1/SD1 

CD0/SD0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

R/W 

コマンドデータ 15～0／ステータスデータ 15～0 

これらのビットに値を設定した後、コーデックレジスタのアドレスを

HACCSARに書き込むと、データがコーデックに送信されます。 

これらのビットを読み出すと、HACCSARで示されるアドレスのコー

デックレジスタの内容を示します。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 
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27.3.4 PCMレフトチャネルレジスタ（HACPCML） 

HACPCMLは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、コーデックのデジタルオーディオ録音とス

トリーム再生時のレフトチャネルにアクセスします。HACPCMLに書き込むと PCM再生レフトチャネルデータを

コーデックに送信します。HACPCMLを読み出すとコーデックからの PCM録音レフトチャネルデータを受信しま

す。DACや ADCが 20ビット以下のコーデックを搭載する場合、データは左詰めで格納されます。 
 

16171819

D19 D18 D17 D16

2021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

⎯ ⎯

000000000000000 0

RRRRRRRRRRR R

初期値：

01234567891011121315 14

D0D1D2D3D4D5D6D7D8D9D10D11D12D13D15 D14

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

19～0 D19～D0 すべて 0 R/W データ 19～0 

これらのビットに書き込むと、要求のあったときに PCM再生レフト

チャネルデータがコーデックへ送信されます。 

これらのビットを読み出すと、コーデックからの PCM録音レフトチ

ャネルデータを受信します。 

 

16ビットパックト DMAモードでは以下のようになります。 
 

161718192021222324252627282931 30ビット：

R/W：

000000000000000 0

R/W

初期値：

01234567891011121315 14

RD0RD1RD2RD3RD4RD5RD6RD7RD8RD9RD10RD11RD12RD13RD15 RD14

LD0LD1LD2LD3LD4LD5LD6LD7LD8LD9LD10LD11LD12LD13LD15 LD14

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

初期値：

R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 LD15～LD0 すべて 0 R/W レフトデータ 15～0 

これらのビットに書き込むと、要求のあったときに PCM再生レフト

チャネルデータがコーデックへ送信されます。 

これらのビットを読み出すと、コーデックからの PCM録音レフトチ

ャネルデータを受信します。 

15～0 RD15～RD0 すべて 0 R/W ライトデータ 15～0 

これらのビットに書き込むと、要求のあったときに PCM再生ライト

チャネルデータがコーデックへ送信されます。 

これらのビットを読み出すと、コーデックからの PCM録音ライトチ

ャネルデータを受信します。 

 

27.3.5 PCMライトチャネルレジスタ（HACPCMR） 

HACPCMRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、コーデックのデジタルオーディオ録音とス

トリーム再生時のライトチャネルにアクセスします。HACPCMRに書き込むと PCM再生ライトチャネルデータを

コーデックに送信します。HACPCMRを読み出すとコーデックからの PCM録音ライトチャネルデータを受信しま

す。DACや ADCが 20ビット以下のコーデックを搭載する場合、データは左詰めで格納されます。 
 

16171819

D16D17D18D19

2021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

⎯ ⎯

000000000000000 0

RRRRRRRRRRR R

初期値：

01234567891011121315 14

D0D1D2D3D4D5D6D7D8D9D10D11D12D13D15 D14

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/W

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

19～0 D19～D0 すべて 0 R/W  データ 19～0 

これらのビットに書き込むと、要求のあったときに PCM再生ライト

チャネルデータがコーデックへ送信されます。 

これらのビットを読み出すと、コーデックからの PCM録音ライトチ

ャネルデータを受信します。 
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27.3.6 TX割り込みイネーブルレジスタ（HACTIER） 

HACTIERは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、HACの TX割り込みの許可／禁止を設定し

ます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRR/WR/W

PLTF
RQIE

PRTF
RQIE

PLTF
UNIE

PRTF
UNIE

R R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRRR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

29 PLTFRQIE 0 R/W PCML TXリクエスト割り込みイネーブル 

0：PCML TXリクエスト割り込みを禁止します。 

1：PCML TXリクエスト割り込みを許可します。 

28 PRTFRQIE 0 R/W PCMR TXリクエスト割り込みイネーブル 

0：PCMR TXリクエスト割り込みを禁止します。 

1：PCMR TXリクエスト割り込みを許可します。 

27～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

9 PLTFUNIE 0 R/W PCML TXアンダフロー割り込みイネーブル 

0：PCML TXアンダフロー割り込みを禁止します。 

1：PCML TXアンダフロー割り込みを許可します。 

8 PRTFUNIE 0 R/W PCMR TXアンダフロー割り込みイネーブル 

0：PCMR TXアンダフロー割り込みを禁止します。 

1：PCMR TXアンダフロー割り込みを許可します。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

 



 

27. オーディオコーデックインタフェース（HAC） 

27-12  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

27.3.7 TXステータスレジスタ（HACTSR） 

HACTSRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、HACの TXコントローラの状態を示します。

各ビットは 0を書き込むと各ビットごとの初期値に初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000111 1

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRR/WR/W

PLT
FRQ

PRT
FRQ

CMD
AMT

CMD
DMT

PLT
FUN

PRT
FUN

R/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W*2 説   明 

31 CMDAMT 1 R/W コマンドアドレスエンプティ 

0：CSAR Txバッファに未送信のデータがあります。 

1：CSAR Txバッファが空のため、データを格納することができま

す*1。 

30 CMDDMT 1 R/W コマンドデータエンプティ 

0：CSDR Txバッファに未送信のデータがあります。 

1：CSDR Txバッファが空のため、データを格納することができま

す*1。 

29 PLTFRQ 1 R/W PCML TXリクエスト 

0：PCML TXバッファに未送信のデータがあります。 

1：PCML TXバッファが空のため、データを格納する必要がありま

す。このビットは DMAモードでは HACPCMLが書き込まれる

と自動的に 0にクリアされます。 

28 PRTFRQ 1 R/W PCMR TXリクエスト 

0：PCMR TXバッファに未送信のデータがあります。 

1：PCMR TXバッファが空のためデータを格納する必要がありま

す。このビットは DMAモードでは HACPCMRが書き込まれる

と自動的に 0にクリアされます。 

27～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

9 PLTFUN 0 R/W PCML TXアンダフロー 

0：PCML TXのアンダフローが発生していません。 

1：PCML TXのアンダフローが発生したことを示します。コーデッ

クがスロット 3のデータを要求したにもかかわらず HACPCML

に新しいデータが書かれなかったときに発生します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W*2 説   明 

8 PRTFUN 0 R/W PCMR TXアンダフロー 

0：PCMR TXのアンダフローが発生していません。 

1：PCMR TXのアンダフローが発生したことを示します。コーデッ

クがスロット 4のデータを要求したにもかかわらず HACPCMR

に新しいデータが書かれなかったときに発生します。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

【注】 *1 CMDAMTと CMDDMTには、対応する割り込みがありません。新しいコマンドを HACCSARまたは HACCSDR

に書き込む前に、これらのビットをポーリングして 1を読み出してください。HACCSARのビット 19（RW）が 0

で TX12_ATOMICが 1のときは以下の手順に従ってください。 

  1. 初期化後、最初に外部コーデックデバイスのレジスタをアクセスする前に CMDDMTと CMDAMTを初期化し 

  てください。 

  2. HACCSDRと HACCSARの設定後、CMDAMTと CMDDMTが 1になるまでポーリングし、1になったら初期 

  化してください。 

  3. 次のレジスタの書き込みが行えます。 

 *2 読み出し／書き込み可。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 
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27.3.8 RX割り込みイネーブルレジスタ（HACRIER） 

HACRIERは読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、HAC RX割り込みの許可／禁止を設定します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯

RRRR/WR/WR/WR/WRRRRRRR

PLRF
RQIE

PRRF
RQIE

STAR
YIE

STDR
YIE

PLRF
OVIE

PRRF
OVIE

R R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRR/WR/WR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

22 STARYIE 0 R/W ステータスアドレスレディ割り込みイネーブル 

0：ステータスアドレスレディ割り込みを禁止します。 

1：ステータスアドレスレディ割り込みを許可します。 

21 STDRYIE 0 R/W ステータスデータレディ割り込みイネーブル 

0：ステータスデータレディ割り込みを禁止します。 

1：ステータスデータレディ割り込みを許可します。 

20 PLRFRQIE 0 R/W PCML RXリクエスト割り込みイネーブル 

0：PCML RXリクエスト割り込みを禁止します。 

1：PCML RXリクエスト割り込みを許可します。 

19 PRRFRQIE 0 R/W PCMR RXリクエスト割り込みイネーブル 

0：PCMR RXリクエスト割り込みを禁止します。 

1：PCMR RXリクエスト割り込みを許可します。 

18～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

13 PLRFOVIE 0 R/W PCML RXオーバフロー割り込みイネーブル 

0：PCML RXオーバフロー割り込みを禁止します。 

1：PCML RXオーバフロー割り込みを許可します。 

12 PRRFOVIE 0 R/W PCMR RXオーバフロー割り込みイネーブル 

0：PCMR RXオーバフロー割り込みを禁止します。 

1：PCMR RXオーバフロー割り込みを許可します。 

11～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 
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27.3.9 RXステータスレジスタ（HACRSR） 

HACRSRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、HACの RXコントローラの状態を示します。

各ビットは 0を書き込むと各ビットごとの初期値に初期化されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯

RRRR/WR/WR/WR/WRRRRRRR

PLR
FRQ

PRR
FRQSTARY STDRY

PLR
FOV

PRR
FOV

R R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRR/WR/WR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W* 説   明 

31～23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

22 STARY 0 R/W ステータスアドレスレディ 

0：HACCSAR（ステータスアドレス）がレディ状態ではありません。 

1：HACCSAR（ステータスアドレス）がレディ状態です。 

21 STDRY 0 R/W ステータスデータレディ 

0：HACCSDR（ステータスデータ）がレディ状態ではありません。 

1：HACCSDR（ステータスデータ）がレディ状態です。 

20 PLRFRQ 0 R/W PCML RXリクエスト 

0：PCML RXデータがレディ状態ではありません。 

1：PCML RXデータがレディ状態で読み出される必要があります。

このビットは DMAモードでは HACPCMLが読み出されると自

動的に 0にクリアされます。 

19 PRRFRQ 0 R/W PCMR RXリクエスト 

0：PCMR RXデータがレディ状態ではありません。 

1：PCMR RXデータがレディ状態で読み出される必要があります。

このビットは DMAモードでは HACPCMRが読み出されると自

動的に 0にクリアされます。 

18～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

13 PLRFOV 0 R/W PCML RXオーバフロー 

0：PCML RXデータのオーバフローが発生していません。 

1：PCML RXデータのオーバフローが発生したことを示します。

HACPCMLのデータが読み出される前に新しいデータをスロッ

ト 3から受信したときに発生します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W* 説   明 

12 PRRFOV 0 R/W PCMR RXオーバフロー 

0：PCMR RXデータのオーバフローが発生していません。 

1：PCMR RXデータのオーバフローが発生したことを示します。

HACPCMRのデータが読み出される前に新しいデータをスロッ

ト 4から受信したときに発生します。 

11～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

【注】 * 読み出し／書き込み可。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 

 

27.3.10 HACコントロールレジスタ（HACACR） 

HACACRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、HACのインタフェースを制御します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000010001 0

⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯

RRRRRR/WR/WR/WR/WRR/WRRR/W

DMA
RX16

DMA
TX16

TX12_
ATOMIC

RXDMAL
_EN

TXDMAL
_EN

RXDMAR
_EN

TXDMAR
_EN

R R/W

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯

⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯ ⎯ ⎯

⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてくだ

さい。 

30 DMARX16 0 R/W 16ビット RX DMAイネーブル 

0：16ビットパックト RXDMAモードを無効にします。 

このビットを 0に設定すると RXDMAL_EN、RXDMAR_EN設

定を許可します。 

1：16ビットパックト RX DMAモードを有効にします。 

このビットを 1に設定すると RXDMAL_EN、RXDMAR_EN設

定は無視されます。 

29 DMATX16 0 R/W 16ビット TX DMAイネーブル 

0：設定禁止 

1に設定して 16ビットパックト TXDMAモードを使用してくだ

さい。 

1：16ビットパックト TXDMAモードを有効にします。 

このビットを 1に設定すると TXDMAL_EN、TXDMAR_EN設定

は無視されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

28、27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

26 TX12_ATOMIC 1 R/W TXスロット 1、2アトミックコントロール 

0：HACCSARと HACCSDRの TXデータが独立して送信されます

（設定禁止）。 

1：HACCSARのビット 19が書き込みに設定されているとき

HACCSARと HACCSDRの TXデータが同じフレームで送信さ

れます。（HACCSARは最後に書き込む必要があります。） 

25 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい 

24 RXDMAL_EN 0 R/W RX DMAレフトイネーブル 

0：20ビット RX DMAが HACPCMLで無効です。 

1：20ビット RX DMAが HACPCMLで有効です。 

23 TXDMAL_EN 0 R/W TX DMAレフトイネーブル 

0：20ビット TX DMAが HACPCMLで無効です。 

1：設定禁止 

22 RXDMAR_EN 0 R/W RX DMAライトイネーブル 

0：20ビット RX DMAが HACPCMRで無効です。 

1：20ビット RX DMAが HACPCMRで有効です。 

21 TXDMAR_EN 0 R/W TX DMAライトイネーブル 

0：20ビット TX DMAが HACPCMRで無効です。 

1：設定禁止 

20～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 
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27.4 ACフレームのスロット構成 

図 27.2に AC97フレームのスロット構成を示します。本 LSIは、スロット 0～4をサポートし、スロット 5～12

はサポートしません。 

Slot No.

TAG CMD
Data

CMD
Addr

PCML
Front

LINE1
DAC

PCMR
Front

PCM
Center

PCMR
Surr

PCML
Surr

PCM
LFE

HSET
DAC

IO
CTRL

LINE2
DAC

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

HAC_SYNC

HAC_SD_OUT（送信）

HAC_SD_IN（受信） TAG Status
Data

Status
Addr

PCM
Left

LINE1
ADC

PCM
Right

PCM
MIC

Reser
ved

Reser
ved

Reser
ved

HSET
ADC

IO
Status

LINE2
ADC  

図 27.2 AC97フレームのスロット構成（ハッチング部分はサポートしません） 

 

表 27.3 AC97送信フレームの説明 

スロット 名称 説明 

0 SDATA_OUT TAG 有効データを示す TAGおよび Code ID 

1 Control CMD Addr write port Read/Writeコマンドおよびレジスタアドレス 

2 Control DATA write port レジスタライト時のデータ 

3 PCM L DAC playback 左チャネル PCM出力データ 

4 PCM R DAC playback 右チャネル PCM出力データ 

5 Modem Line 1 DAC モデム 1出力データ（未サポート）* 

6 PCM Center 中央チャネル PCMデータ（未サポート）* 

7 PCM Surround L サラウンド左チャネル PCMデータ（未サポート）* 

8 PCM Surround R サラウンド右チャネル PCMデータ（未サポート）* 

9 PCM LFE LFEチャネル PCMデータ（未サポート）* 

10 Modem Line 2 DAC モデム 2出力データ（未サポート）* 

11 Modem handset DAC モデム handset出力データ（未サポート）* 

12 Modem IO control モデム制御用 IO出力（未サポート）* 

【注】 * 未サポート部はレジスタとして存在しません。 
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表 27.4 AC97受信フレームの説明 

スロット 名称 説明 

0 SDATA_IN TAG 有効データを示す TAG 

1 Status ADDR read port レジスタアドレスおよびスロットリクエスト 

2 Status DATA read port レジスタリードデータ 

3 PCM L ADC record 左チャネル PCM入力データ 

4 PCM R ADC record 右チャネル PCM入力データ 

5 Modem Line 1 ADC モデム 1入力データ（未サポート）* 

6 Dedicated Microphone ADC オプショナル PCM入力データ（未サポート）* 

7～9 Reserved 予約 

10 Modem Line 2 ADC モデム 2入力データ（未サポート）* 

11 Modem handset input DAC モデム handset入力データ（未サポート）* 

12 Modem IO status モデム制御用 IO入力（未サポート）* 

【注】 * 未サポート部はレジスタとして存在しません。 
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27.5 動作説明 

27.5.1 レシーバ 

シリアルのオーディオデータは、HAC_BITCLKを基準とする HAC_SDIN信号でモジュールに入力されます。

タグビットはスロット 0から抽出され、対応する他のスロットの有効・無効を示します。タグビットによって有

効なスロットを受信しないかぎり、受信データは更新されません。 

サポートするのはスロット 1～4のデータで、他のスロットに対応するタグビットやデータは無視されます。有

効なスロットデータはシフトレジスタにロードされ、PIO転送または DMA転送のために保持されます。対応する

ステータスビットも生成されます。各データは 32ビットレジスタ内の 20ビットが PIOで読み出し可能です。 

RXオーバフローが起きたときは、HACの現在の RXバッファデータが新しいデータで上書きされます。 
 

27.5.2 トランスミッタ 

シリアルのオーディオデータは、HAC_BITCLKを基準とする HAC_SDOUT信号でモジュールから出力されま

す。タグビットはスロット 0に設定され、現在のフレーム内のどのスロットにあるデータが有効であるかを示し

ます。データスロットは前の RXフレームのスロット要求の該当するビットに対応して現在の TXフレームにロー

ドされます。 

サポートするのはスロット 1～4のデータです。PIO転送または DMA転送により転送されたデータは、Txバッ

ファに保持されます。各データは 32ビットレジスタ内の 20ビットが PIOで書き込み可能です。対応するステー

タスビットも生成されます。 

TXアンダフローが起きたときは、次のデータが埋まるまでHACの現在の TXバッファデータが送信されます。 
 

27.5.3 DMA 

DMA転送は、RXフレームと TXフレームの両方のスロット 3とスロット 4でサポートされます。RXフレーム

は、HACACRのDMARX16ビットでDMA転送のスロットデータサイズが 16ビットか 20ビットかを決定します。

TXフレームにおいては、スロットデータサイズは 16ビットのみ使用できますので、HACACRの DMATX16ビッ

トを 0に設定してください。 

データサイズが 20ビットの場合、スロット 3と 4の両方のデータスロットを転送するのに 2回のローカルバス

アクセスが必要です。また、レシーバとトランスミッタのそれぞれに 1つの DMAリクエストがあるので、ステ

レオモードで DMAリクエストはスロット 3と 4それぞれ別に発生します。モノラルモードでは DMAは 1つのス

ロットに対してのみ発生します。 

データサイズが 16ビットの場合、スロット 3と 4からのデータはシングル 32ビットのパックト形式（レフト

データとライトデータが PCMLに入れられる）になります。このとき必要な外部バスアクセスは 1サイクルのみ

です。 

システムによっては終了カウントに達する前に DMAを停止させる必要があります。これは HACACRの該当す

る DMAビットを無効にすることで行います。DMACをプログラムし直したあと、再度該当する DMAビットを

有効にすると次の転送を行うことができます。 
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27.5.4 割り込み 

レシーバとトランスミッタからのフラグイベントに対して割り込みが使用できます。各割り込みは割り込みイ

ネーブルレジスタで設定されます。割り込みにはスロットデータの読み出し／書き込みの CPUへの要求やオーバ

フローやアンダフローなどがあります。割り込み要因はステータスレジスタを読み出すことで把握できます。対

応するビットに 0を書き込むことで割り込みをクリアできます。 
 

27.5.5 初期化シーケンス 

図 27.3に初期化シーケンスの例を示します。 

No

No

Yes

Yes

HAC
モジュール
初期化

外部コーデック
デバイス
初期化

スタート

HACコールドリセット
(HACCR=H'0000 0A00)

転送開始（レシーバ/トランスミッタ）
(HACCR=H'0000 0220)

Tx,Rxイネーブル
(HACACR=H'05E0 0000：20bit DMATXスロット1とスロット2はアトミックコントロール)*1

コーデックは準備済？
(HACCR=H'0000 8000：20bit DMATXスロット1とスロット2は

アトミックコントロール)*1

DMAC設定*2

読み出すアドレスを#h'26に設定
（低消費Ctrl/Stat）(HACCSAR=H'000A 6000)*1

外部コーデック内部ステータス
ADC,DAC,アナログ、REFは準備済？

(HACCSDR=H'0000 00F0)*1

リードボリュームとサンプリングレートを設定
(1) HACACR=H'0000 0000)
(2) HACCSARとHACCSDRを設定
(3) HACACR=H'01E0 0000

【注】 *1 レジスタ値は参考例です。
 *2 DMAC設定は「第15章　ダイレクトメモリアクセスコントローラ0（DMAC0）」を参照してください。  

図 27.3 初期化シーケンス例 
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No

No

Yes

Yes

Yes

コーデックに
書き込み

リターン エラー

TSR.CMDAMTに0を書き込む
TSR.CMDDMTに0を書き込む

必要条件：
ACR.TX12_ATOMIC=1

1μs待つ
LoopCnt++

Retry Cntを0に設定

CSDRにDataを設定

CSARにAddrを設定

No

LoopCntを0に設定

RetryCnt++

TSR.CMDAMT=1&
TSR.CMDDMT=1

E1<LoopCnt 1

5<RetryCnt

【注】 E1 : ターゲットシステムで必要な数
   (21<E1<1000)
 入力 : Addr: 書き込みをするコーデックレジスタアドレス
   Data: 書き込みをするコーデックレジスタデータ
 RetryCnt : エラー検出用ソフトカウンタ
 LoopCnt : wait挿入用ソフトカウンタ  

図 27.4 外部コーデックレジスタ書き込みフローチャート例 
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コーデックから
読み出し

No

Yes

No

Yes

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

Yes

RegV =H'7C
(Vender ID1)

Last_Reg： 前回リードした
 レジスタアドレス

ダミーリード

  ダミー処理
（最初のデータを捨てる）

Read_codec_aux (RegN)

RegN = Last_Reg?

Error

データリターン

エラー

エラー

エラー

エラー

エラー

エラー

エラーデータ2リターン

Read_codec_aux

Send_read_request (RegN)

Send_read_request (RegN)

Get_codec_data (RegN)

Get_codec_data (RegN)

Read_codec_aux (RegV)

No

No

No

エラー

：データ取得

：データ1取得

：データ2取得

入力：RegN（読み出しをするコーデックレジスタアドレス）

入力：RegN（読み出しをするコーデックレジスタアドレス）

外部コーデックのレジスタを連続して読み出す場合、接続す
るデバイスによっては、前回読み出したレジスタのデータが
読めてしまう場合があります。
このような現象があらわれる場合には、このフローチャート
に示す手順で読み出してください。

 

図 27.5 外部コーデックレジスタ読み出しフローチャート例 
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No

Yes

Send_read_request

RSR.STARYに0を書き込む
RSR.STDRYに0を書き込む

【注】E2 ：ターゲットシステムで必要な数
  　(13 < E2)

 LoopCnt2 ：Wait挿入用ソフトカウンタ
 Addr ：CSARリード値を記憶する変数
 DataT ：CSDRリード値を記憶する変数  

CSARにRegNを設定

WaitLoop_CMDAMT

エラー

エラー

エラー

エラー

エラーリターン

5μs待つ
LoopCnt 2 ++

No

No

Yes

Yes

No

Yes

Get_codec_data 入力：RegN（読み出しをするコーデックレジスタアドレス）

入力：RegN（読み出しをするコーデックレジスタアドレス）

LoopCnt 2に0を設定

WaitLoop_RSR

AddrにHACCSARリード値を代入

Addr (R) = RegN?

E2 < LoopCnt 2

DataTにHACCSDRリード値を代入

DataTリターン

 

図 27.6 外部コーデックレジスタ読み出しフローチャート例（続き） 
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No

No

Yes

WaitLoop_CMDAMT

【注】E3, E4 ：ターゲットシステムで必要な数
    　（21 < E3, 21 < E4 < 1000）

 LoopCnt 3：Wait挿入用ソフトカウンタ
 LoopCnt 4：Wait挿入用ソフトカウンタ

TSR.CMDAMTに0を書き込む

リターン

リターン

エラー

LoopCnt 3を0に設定

TSR.CMDAMT = 1

1μs待つ
LoopCnt 3 ++

Yes

E3 < LoopCnt 3

エラー

No

No

Yes

WaitLoop_RSR

RSR.STARTに0を書き込む
RSR.STDRYに0を書き込む

LoopCnt 4を0に設定

RSR.STARY = 1 &
RSR.STDRY = 1

1μs待つ
LoopCnt 4 ++

Yes

E4 < LoopCnt 4

 

図 27.7 外部コーデックレジスタ読み出しフローチャート例（続き） 
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27.5.6 低消費電力モード 

低消費電力モードには以下のモード、機能があります。 

（1） スリープモード 

HACの動作は継続されます。 

（2） ライトスリープモード 

HACの動作は継続されますが、DMACを使用して送受信を行った場合は動作保障しません。DMACを使用し

た送受信を行っているとき、ライトスリープモードに遷移させる前に以下の手順を行ってください。 

1. すべてのデータ転送が行われたかを確認します。 

送信／受信データがどちらも空である必要があります。 

すなわち、TXステータスレジスタHACTSR[31:28]がすべて1になるまでウェイトしてください。また、RXス

テータスレジスタHACRSR[22]かつ[21]が1になるまでウェイトするか、またはHACRSR[20]かつ[19]が1にな

るまで受信データ（ACPCMR/HACPCML）を読み出す必要があります。 

2. HAC内すべてのDMA転送要求を禁止します。 

3. コントロールステータスレジスタHACCR.STビットに0を書き込んで送受信を終了させてください。 

（3） モジュールスタンバイモード 

HACの動作中モジュールスタンバイモードに遷移すると動作保障しません。モジュールスタンバイに遷移させ

る場合には、以下の手順に従ってください。 

1. すべてのデータ転送が行われたかを確認します。 

ライトスリープと同様の処理を行ってください。 

2. HAC内すべてのDMA転送要求と割り込み要求を禁止します。 

3. コーデックを低消費電力モードにします。 

4. コントロールステータスレジスタHACCR.STビットに0を書き込んで送受信を終了させてください。 

5. スタンバイコントロールレジスタ0（MSTPCR0）のMSTP16およびMSTP17ビットを1にセットします。 

モジュールスタンバイ解除後、HACモジュールを使用する場合、手順に従いレジスタを再設定してください。 

（4） 周波数変更 

HACの動作中に周波数変更（Pck）行うと動作は継続されますが、変更値によってアンダフロー／オーバフロ

ーが発生する可能性があります。 

したがって、HACの動作中に周波数変更をする前に、以下の設定をしてください。 

1. すべてのデータ転送が行われたかを確認します。 

ライトスリープと同様の処理を行ってください。 

2. HAC内すべてのDMA転送要求と割り込み要求を禁止します。 

3. コーデックを低消費電力モードにします。 

4. コントロールステータスレジスタHACCR.STビットに0を書き込んで送受信を終了させてください。 

周波数変更後、HACモジュールを使用する場合、手順に従いレジスタを再設定してください。 
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27.5.7 注意事項 

モジュールが生成する HAC_SYNC信号は、フレーム内のスロット 0の位置を示すために使用されます。 

HACを 2チャネル同時に使用する場合は、HAC_RES端子を 2つのコーデック両方のリセット端子に接続して

ください。 
 

27.5.8 参考 

AC'97 Component Specification, Revision 2.1 
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28. シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

本 LSIは 4チャネルのシリアルサウンドインタフェース（SSI）を内蔵しています。SSIは、さまざまなデバイ

スと音声データの送受信を行うモジュールです。他の一般的フォーマットだけでなく、バーストとマルチチャネ

ルモードにも対応しています。 

28.1 特長 

SSIには次のような特長があります。 
 

• チャネル数：4チャネル。 

• 動作モード：圧縮モード、非圧縮モード 

圧縮モードは、連続ビットストリームの転送に使用されます。 

非圧縮モードは、チャネルに分割されるシリアルオーディオストリームをサポートします。 

• SSIモジュールは、トランスミッタまたはレシーバのいずれとしても動作できます。また、圧縮モードと非圧

縮モードのどちらでもシリアルバスフォーマット（表28.3参照）を使用できます。 

• データバッファとシフトレジスタ間は非同期転送 

• シリアルバスインタフェースで使用されるクロックの分周比が選択可能です。 

• DMACまたはSSIの割り込みで、データ送受信を制御できます。 
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図 28.1に SSIモジュール単体のブロック図を示します。 

シリアル
オーディオバス

SSIn_SDATA

SSIn_WS

SSIn_SCK

SSIn_CLK

INTC DMAC

DMA
リクエスト

割り込み
リクエスト

周辺バス

制御回路 レジスタ

SSICR

SSISR

SSITDR

SSIRDR

データバッファ

バレルシフタ

MSB シフトレジスタ

ビットカウンタ

シリアルクロック制御

SSIモジュール

分周器

LSB

【注】n：0～3  

図 28.1 SSIのブロック図 
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28.2 入出力端子 

SSIモジュールに関係する端子構成を表 28.1に示します。 
 

表 28.1 端子構成 

名称 本数 入出力 機   能 

SSIn_SCK 1 入出力 シリアルビットクロック 

SSIn_WS 1 入出力 ワード選択 

SSIn_SDATA 1 入出力 シリアルデータ入出力 

SSIn_CLK 1 入力 分周器入力クロック（オーバサンプルクロック、256/384/512fsを入力） 

【注】 n=0～3 

28.3 レジスタの説明 

SSIには以下のレジスタがあります。本文中では、チャネルによる区別を省略して説明します。 
 

表 28.2 レジスタ構成（1） 

チャネル 名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7アドレス サイズ 同期クロック 

コントロールレジスタ 0 SSICR0 R/W H'FFE0 0000 H'1FE0 0000 32 Pck 

ステータスレジスタ 0 SSISR0 R/W* H'FFE0 0004 H'1FE0 0004 32 Pck 

トランスミットデータレジスタ 0 SSITDR0 R/W H'FFE0 0008 H'1FE0 0008 32 Pck 

0 

レシーブデータレジスタ 0 SSIRDR0 R H'FFE0 000C H'1FE0 000C 32 Pck 

コントロールレジスタ 1 SSICR1 R/W H'FFE1 0000 H'1FE1 0000 32 Pck 

ステータスレジスタ 1 SSISR1 R/W* H'FFE1 0004 H'1FE1 0004 32 Pck 

トランスミットデータレジスタ 1 SSITDR1 R/W H'FFE1 0008 H'1FE1 0008 32 Pck 

1 

レシーブデータレジスタ 1 SSIRDR1 R H'FFE1 000C H'1FE1 000C 32 Pck 

コントロールレジスタ 2 SSICR2 R/W H'FFE2 0000 H'1FE2 0000 32 Pck 

ステータスレジスタ 2 SSISR2 R/W* H'FFE2 0004 H'1FE2 0004 32 Pck 

トランスミットデータレジスタ 2 SSITDR2 R/W H'FFE2 0008 H'1FE2 0008 32 Pck 

2 

レシーブデータレジスタ 2 SSIRDR2 R H'FFE2 000C H'1FE2 000C 32 Pck 

コントロールレジスタ 3 SSICR3 R/W H'FFE3 0000 H'1FE3 0000 32 Pck 

ステータスレジスタ 3 SSISR3 R/W* H'FFE3 0004 H'1FE3 0004 32 Pck 

トランスミットデータレジスタ 3 SSITDR3 R/W H'FFE3 0008 H'1FE3 0008 32 Pck 

3 

レシーブデータレジスタ 3 SSIRDR3 R H'FFE3 000C H'1FE3 000C 32 Pck 

【注】 上記アドレス以外への書込みは行わないでください。書き込みを行った場合、動作は保証されません。読み出すと不定

値が読み出されます。 

 * 本レジスタの 19、27ビットは読み出し／書き込み可能で、それ以外は読み出し専用です、詳細は、「28.3.2 ステ

ータスレジスタ」を参照ください。 
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表 28.2 レジスタ構成（2） 

チャネル 名称 略称 パワーオン 

リセット 

PRESET端子/ 

WDT/H-UDI 

による 

マニュアル 

リセット 

WDT/多重例外 

による 

スリープ 

Sleep命令 

による 

モジュール 

スタンバイ 

による 

ライト 

スリープ 

による 

コントロールレジスタ 0 SSICR0 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

ステータスレジスタ 0 SSISR0 H'xxxx xxxx 保持 保持 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 0 SSITDR0 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

0 

レシーブデータレジスタ 0 SSIRDR0 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

コントロールレジスタ 1 SSICR1 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

ステータスレジスタ 1 SSISR1 H'xxxx xxxx 保持 保持 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 1 SSITDR1 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

1 

レシーブデータレジスタ 1 SSIRDR1 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

コントロールレジスタ 2 SSICR2 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

ステータスレジスタ 2 SSISR2 H'xxxx xxxx 保持 保持 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 2 SSITDR2 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

2 

レシーブデータレジスタ 2 SSIRDR2 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

コントロールレジスタ 3 SSICR3 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

ステータスレジスタ 3 SSISR3 H'xxxx xxxx 保持 保持 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 3 SSITDR3 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 

3 

レシーブデータレジスタ 3 SSIRDR3 H'0000 0000 保持 保持 保持 保持 
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28.3.1 コントロールレジスタ（SSICR） 

SSICRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り込みの制御、各極性の状態の選択、動作モ

ードの設定を行います。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W

DMEN UIEN OIEN

SCKD SWSD SCKP SWSP SPDP SDTA PDTA DEL BREN MUEN CPEN TRMD ENCKDV 
2

CKDV 
1

CKDV 
0

IIEN DIEN CHNL 
1

CHNL 
0 DWL2 DWL1 DWL0 SWL1SWL2 SWL0

RR R

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出し値は 0です。書き込む値は常に 0にしてください。 

28 DMEN 0 R/W DMAイネーブル 

DMA要求を許可／禁止します。 

0：DMA要求を禁止 

1：DMA要求を許可 

27 UIEN 0 R/W アンダフロー割り込みイネーブル 

0：アンダフロー割り込みを禁止 

1：アンダフロー割り込みを許可 

26 OIEN 0 R/W オーバフロー割り込みイネーブル 

0：オーバフロー割り込みを禁止 

1：オーバフロー割り込みを許可 

25 IIEN 0 R/W アイドルモード割り込みイネーブル 

0：アイドルモード割り込みを禁止 

1：アイドルモード割り込みを許可 

24 DIEN 0 R/W データ割り込みイネーブル 

0：データ割り込みを禁止 

1：データ割り込みを許可 

23 

22 

CHNL1 

CHNL0 

0 

0 

R/W 

R/W 

チャネル 

各システムワードのチャネル数を示します。CPEN＝1のとき、これらのビット

は無視されます。 

00：各システムワードは 1チャネルで構成されています。 

01：各システムワードは 2チャネルで構成されています。 

10：各システムワードは 3チャネルで構成されています。 

11：各システムワードは 4チャネルで構成されています。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

21 

20 

19 

DWL2 

DWL1 

DWL0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

データワード長 

データワードのビット数を示します。CPEN＝1のとき、これらのビットは無視

されます。 

000：8ビット 

001：16ビット 

010：18ビット 

011：20ビット 

100：22ビット 

101：24ビット 

110：32ビット 

111：設定禁止 

18 

17 

16 

SWL2 

SWL1 

SWL0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

システムワード長 

システムワードのビット数を示します。CPEN＝1のとき、これらのビットは無

視されます。 

000：8ビット 

001：16ビット 

010：24ビット 

011：32ビット 

100：48ビット 

101：64ビット 

110：128ビット 

111：256ビット 

15 SCKD 0 R/W シリアルビットクロック方向 

0：シリアルビットクロック入力、スレーブモード 

1：シリアルビットクロック出力、マスタモード 

14 SWSD 0 R/W シリアルWS方向 

0：シリアルワード選択入力、スレーブモード 

1：シリアルワード選択出力、マスタモード 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

シリアルビットクロック極性 

0：SSI_WSと SSI_SDATAは SSI_SCKの立ち下がりエッジで変化（SCK立

ち上がりエッジでサンプリング） 

1：SSI_WSと SSI_SDATAは SSI_SCKの立ち上がりエッジで変化（SCK立

ち下がりエッジでサンプリング） 

 SCKP＝0 SCKP＝1 

受信時（TRMD＝0）SSI_SDATA 

入力サンプリングタイミング 

SSI_SCK 

立ち上がりエッジ 

SSI＿SCK 

立ち下がりエッジ 

送信時（TRMD＝1）SSI_SDATA 

出力変化タイミング 

SSI＿SCK 

立ち下がりエッジ 

SSI_SCK 

立ち上がりエッジ 

 

スレーブモード時（SWSD＝0） 

SSI_WS入力サンプリングタイミング 

SSI_SCK 

立ち上がりエッジ 

SSI＿SCK 

立ち下がりエッジ 

マスタモード時（SWSD＝1） 

SSI_WS出力変化タイミング 

SSI＿SCK 

立ち下がりエッジ 

SSI_SCK 

立ち上がりエッジ 

13 SCKP 0 R/W 

 

 

12 SWSP 0 R/W シリアルWS極性 

このビットの機能は SSIモジュールが非圧縮モードか圧縮モードであるかによ

って異なります。 

［CPEN＝0（非圧縮モード）のとき］ 

0：SSI_WSは第 1システムワードではローレベル、第 2システムワードでは

ハイレベル 

1：SSI_WSは第 1システムワードではハイレベル、第 2システムワードでは

ローレベル 

［CPEN＝1（圧縮モード）のとき］ 

0：SSI_WSはアクティブハイフロー制御。つまり、WSがハイレベルのとき

データは転送され、WSがローレベルのときデータは転送されません。 

1：SSI_WSはアクティブローフロー制御。つまり、WSがローレベルのとき

データは転送され、WSがハイレベルのときデータは転送されません。 

【注】 EN=1のときに変更しないでください。 

11 SPDP 0 R/W シリアルパディング極性 

CPEN＝1のとき、このビットは無視されます。 

0：パディングビットはローレベル 

1：パディングビットはハイレベル 

MUEN=1のとき、パディングビットはローレベルになります。（MUTE機能

が優先されます） 

10 SDTA 0 R/W シリアルデータアラインメント 

CPEN＝1のとき、このビットは無視されます。 

0：シリアルデータ、パディングビットの順に送受信 

1：パディングビット、シリアルデータの順に送受信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 PDTA 0 R/W パラレルデータアラインメント 

CPEN＝1のとき、このビットは無視されます。データワード長が 32、16、8ビ

ットのとき、このビットは意味を持ちません。 

このビットは、受信モード時の SSIRDRと送信モード時の SSITDRに適用しま

す。 

0：パラレルデータ（SSITDR、SSIRDR）を左詰め 

1：パラレルデータ（SSITDR、SSIRDR）を右詰め 

• DWL＝000（データワード長 8ビット時）、PDTA設定は無視 

SSIRDRか SSITDRの全データビットがシリアルオーディオバス上で使用さ

れます。各 32ビットアクセスには 4データワードが送受信されます。ビット

7～0には第 1のデータワード、ビット 15～8には第 2のデータワード、ビッ

ト 23～16には第 3のデータワード、そしてビット 31～24には第 4のデータ

ワードが格納されています。 

• DWL＝001（データワード長 16ビット時）、PDTA設定は無視 

SSIRDRか SSITDRの全データビットがシリアルオーディオバス上で使用さ

れます。各 32ビットアクセスには 2データワードが送受信されます。ビット

15～0には第 1のデータワード、そしてビット 31～16には第 2のデータワー

ドが格納されています。 

• DWL＝010、011、100、101（データワード長 18、20、22、24ビット時）、

PDTA＝0（左詰め） 

SSIRDRか SSITDRのデータビットで使用されるのは以下のビットです。 

ビット31～ビット（32－DWLによって設定されたデータワード長のビット数） 

つまり、DWL＝011のとき、データワード長は 20ビットになり、SSIRDRか

SSITDRのビット 31～12が使用されます。他のすべてのビットは無視される

かリザーブビットになります。 

• DWL＝010、011、100、101（データワード長 18、20、22、24ビット時）、

PDTA＝1（右詰め） 

SSIRDRか SSITDRのデータビットで使用されるのは以下のビットです。 

ビット（DWLによって設定されたデータワード長のビット数－1）～ビット 0 

つまり、DWL＝011のとき、データワード長は 20ビットになり、SSIRDRか

SSITDRのビット 19～0が使用されます。他のすべてのビットは無視されるか

リザーブビットになります。 

• DWL＝110（データワード長 32ビット時）、PDTA設定は無視 

SSIRDRか SSITDRの全データビットがシリアルオーディオバス上で使用さ

れます。 

8 DEL 0 R/W シリアルデータディレイ 

CPEN＝1のとき、このビットは 1にセットしてください。 

0：SSI_WSと SSI_SDATA間で 1クロックサイクルの遅延 

1：SSI_WSと SSI_SDATA間の遅延なし 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 BREN 0 R/W バーストモードイネーブル 

0：バーストモードを禁止 

1：バーストモードを許可 

CPEN＝0のとき、このビットは 0にセットしてください。 

バーストモードは圧縮モード（CPEN＝1）かつトランスミットモードでのみ使

用可能です。バーストモードが許可されているとき、SSI_SCK信号は出力制御

されます。SSI_SDATAに有効なシリアルデータが出力されている期間中のみク

ロックパルスを出力します。 

6～4 CKDV2 

CKDV1 

CKDV0 

0 

0 

0 

R/W 

R/W 

R/W 

シリアルオーバサンプルクロック分周比 

オーバサンプルクロック（SSI_CLK）とシリアルビットクロック（SSI_SCK）

の分周比を設定します。SCKD＝0のとき、このビットは無視されます。 

シリアルビットクロックはシフトレジスタで使われ、SSI_SCK端子から供給さ

れます。 

000：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／1 

001：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／2 

010：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／4 

011：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／8 

100：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／16 

101：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／6 

110：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック 

周波数／12 

111：設定禁止 

3 MUEN 0 R/W シリアルデータ出力ディセーブルビット 

0：SSIモジュールはミュート状態でない 

1：SSIモジュールはミュート状態 

【注】 本ビットは、出力を停止（Low出力）または、出力を許可することが

できますが、SSI_WS信号の変化には同期していません。 

2 CPEN 0 R/W 圧縮モードイネーブル 

0：圧縮モードを禁止 

1：圧縮モードを許可 

【注】 圧縮モード（CPEN=1）の場合、スレーブトランスミッタ（SWSD＝0

かつ TRMD＝1）以外の動作でご使用ください。 

また、EN=1のときに変更しないでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 TRMD 0 R/W 送信／受信モード選択 

0：SSIモジュールは受信モード 

1：SSIモジュールは送信モード 

0 EN 0 R/W SSIモジュールイネーブル 

0：SSIモジュール動作を禁止 

1：SSIモジュール動作を許可 

 

28.3.2 ステータスレジスタ（SSISR） 

SSISRは、SSIモジュールの動作状態を示すステータスフラグと、現在のチャネル番号とワード番号を示すビッ

トで構成されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯00000

IIRQ DIRQOIRQUIRQDMRQ

⎯⎯ ⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRR/W*R/W*RRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯10

CHNO
1

CHNO
0 SWNO IDST

0⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － 0または1 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

28 DMRQ 0 R DMA要求ステータスフラグ 

本ステータスフラグにより、CPUは SSIモジュールの DMAリクエストの状

態を知ることができます。 

［TRMD＝0（受信モード）のとき］ 

• DMRQ＝1のとき、SSIRDRに未読データがあります。 

• SSIRDRが読み出された場合、次の SSIRDRに次の未読データが書き込ま

れるまで DMRQ＝0になります。 

［TRMD＝1（送信モード）のとき］ 

• DMRQ＝1のとき、SSITDRは、シリアルオーディオバス上の送信を継続で

きるようデータの DMACに対して書き込みを要求します。 

• SSITDRにデータが書き込まれた場合、次の送信データの要求があるまで

DMRQ＝0になります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

27 UIRQ 0 R/W* アンダフローエラー割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは要求レートより低いレートでデータが供給されたこと

を示します。 

このビットは、UIENビットの設定にかかわらず 1にセットされます。0にク

リアするには、0を書き込んでください。 

UIRQ＝1かつ UIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

［TRMD＝0（受信モード）のとき］ 

UIRQ＝1のとき、DMRQや DIRQビットが新しい未読データの存在を示す

前に、SSIRDRが読み出されたことを示しています。このとき、同じ受信

データがホストによって 2回格納される可能性があり、マルチチャネルデ

ータの破壊につながる恐れがあります。 

［TRMD＝1（送信モード）のとき］ 

UIRQ＝1のとき、送信する前に SSITDRに送信データが書き込まれなかっ

たことを示しています。これにより同じデータが 1回多く送信される可能

性があり、マルチチャネルデータの破壊につながる恐れがあります。結果

として間違った SSIデータが出力されるため、このエラーは、受信モード

のアンダフローより深刻です。 

【注】 アンダフローエラーが発生すると、次のデータが書き込まれるまで、

データバッファ中にあるデータが送信されます。 

26 OIRQ 0 R/W* オーバフローエラー割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは要求レートより高いレートでデータが供給されたこと

を示します。 

このビットは OIENビットの設定にかかわらず 1にセットされます。0にク

リアするには、0を書き込んでください。 

OIRQ＝1かつ OIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

［TRMD＝0（受信モード）のとき］ 

OIRQ＝1のとき、SSIRDRに、新しい未読データが書き込まれる前に以前

の未読データが読み出されなかったことを示しています。これによりデー

タが損失される可能性があり、マルチチャネルデータの破壊につながる恐

れがあります。 

［TRMD＝1（送信モード）のとき］ 

OIRQ＝1のとき、SSITDR中のデータがシフトレジスタに転送される前に

SSITDRにデータが書き込まれたことを示しています。これによりデータ

が損失される可能性があり、マルチチャネルデータの破壊につながる恐れ

があります。 

【注】 オーバフローエラーが発生すると、データバッファ中にあるデータ

は、SSIインタフェースから送られてくる次のデータに上書きされま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25 IIRQ 0 R アイドルモード割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは SSIモジュールがアイドル状態であるかどうかを示し

ます。ポーリングを可能にするため、このビットは、IIENビットの設定にか

かわらず 1にセットされます。 

割り込みは、IIENビットを 0にクリアすることでマスクできますが、このビ

ットに 0を書き込んでも割り込みをクリアできません。 

IIRQ＝1かつ IIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

0：SSIモジュールはアイドル状態でない 

1：SSIモジュールはアイドル状態 

アイドル状態とは SSIモジュール起動した後、シリアルバスが停止した状

態を示します。 

24 DIRQ 0 R データ割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは SSIモジュールがデータの読み出しか書き込みを必要

としていることを示します。 

ポーリングを可能にするため、このビットは、DIENビットの設定にかかわら

ず 1にセットされます。 

割り込みは、DIENビットを 0にクリアすることでマスクできますが、このビ

ットに 0を書き込んでも割り込みをクリアできません。 

DIRQ＝1かつ DIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

［TRMD＝0（受信モード）のとき］ 

0：SSIRDRに未読データなし 

1：SSIRDRに未読データあり 

［TRMD＝1（送信モード）のとき］ 

0：送信バッファはフル 

1：送信バッファは空のため SSITDRへのデータ書き込みを要求しています 

23～4 － 0または1 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 

2 

CHNO1 

CHNO0 

0 

0 

R 

R 

チャネル番号 

現在のチャネルを示します。なお、データワード長が 8、16ビットの場合は、

このビットは意味を持ちません。 

00：1チャネル 

01：2チャネル 

10：3チャネル 

11：4チャネル 

［TRMD＝0（受信モード）のとき］ 

このビットは、SSIRDR内の現在のデータがどのチャネルのものかをあら

わします。シフトレジスタからの転送により SSIRDR中のデータが更新さ

れるとこの値は変化します。 

［TRMD＝1（送信モード）のとき］ 

このビットは、SSITDRにどのチャネルのデータを書き込むべきかをあら

わします。データがシフトレジスタにコピーされると、SSITDRに書き込

まれたかどうかにかかわらず、この値は変化します。 

1 SWNO 1 R シリアルワード番号 

現在のワード番号を示します。なお、データワード長が 8、16ビットの場合

は、このビットは意味を持ちません。 

［TRMD＝0（受信モード）のとき］ 

このビットは、SSIRDR内の現在のデータがどちらのシステムワードであ

るかをあらわします。SSIRDRが読み出されたかどうかにかかわらず、シ

フトレジスタからの転送により SSIRDR中のデータが更新されるとこの値

は変化します。 

［TRMD＝1（送信モード）のとき］ 

このビットは、SSITDRにどちらのシステムワードを書き込むべきかをあ

らわします。データがシフトレジスタにコピーされると、SSITDRに書き

込まれたかどうかにかかわらず、この値は変化します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 IDST 0または1 R アイドルモードステータスフラグ 

本ステータスフラグはシリアルバスが停止した状態であることを示します。 

EN＝1かつシリアルバスが動作中のとき、このビットはクリアされます。 

このビットは以下の条件のときに自動的に 1にセットされます。 

［SSIがマスタトランスミッタ（SWSD＝1かつ TRMD＝1）のとき］ 

システムワード中送信すべきデータがすべて SSITDRに書き込まれた後

で、ENビットをクリアして現在出力中のシステムワードを終了すると、こ

のビットは 1にセットされます。 

［SSIがマスタレシーバ（SWSD＝1かつ TRMD＝0）のとき］ 

ENビットがクリアされ、現在のシステムワードが終了すると、このビット

は 1にセットされます。 

［SSIがスレーブトランスミッタ／レシーバ（SWSD＝0）のとき］ 

ENビットがクリアされ、現在のシステムワードが終了すると、このビット

は 1にセットされます。 

【注】 現在のシステムワードが終了する前に外部デバイスがシリアルバス

クロックを停止すると、このビットはセットされません。 

【注】 * 読み出し／書き込み可能。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 
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28.3.3 トランスミットデータレジスタ（SSITDR） 

SSITDRは、32ビットのレジスタで、送信するデータを格納します。 

本レジスタに書き込まれたデータは、送信の要求があると、シフトレジスタに転送されます。データワード長

が 32ビット未満のとき、アラインメントは SSICRの PDTAコントロールビットの設定に従って行われます。 

本レジスタを読むことで、バッファ内のデータが得られます。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 

28.3.4 レシーブデータレジスタ（SSIRDR） 

SSIRDRは、32ビットのレジスタで、受信したデータを格納します。 

本レジスタのデータは、データワードが受信されるごとにシフトレジスタから転送されます。データワード長

が 32ビット未満のとき、アラインメントは SSICRの PDTAコントロールビットの設定に従って行われます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
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28.4 動作説明 

28.4.1 バスフォーマット 

SSIモジュールは、トランスミッタとレシーバのいずれとしても動作でき、どちらのモードにおいても、多くの

シリアルバスフォーマットを使用できます。 

バスフォーマットは表 28.3に示す 8つの主要なモードから選択できます。 
 

表 28.3 SSIモジュールのバスフォーマット 

バスフォーマット

非圧縮スレーブレシーバ

非圧縮スレーブトレンスミッタ

非圧縮マスタレシーバ

非圧縮マスタトランスミッタ

圧縮スレーブレシーバ

圧縮マスタレシーバ

圧縮マスタトランスミッタ

コントロールビット

コントロールビット コンフィ

ギュレー

ション

ビット

コンフィギュレーションビット

無視されます 無視されます

T
R

M
D

C
P

E
N

S
C

K
D

S
W

S
D

E
N

M
U

E
N

D
IE

N

IIE
N

O
IE

N

U
IE

N

D
E

L

P
D

T
A

S
D

T
A

S
P

D
P

S
W

S
P

S
C

K
P

S
W

L[
2:

0]

D
W

L[
2:

0]

C
H

N
L[

1:
0]

0

1

0

1

0

0

1

0

0

0

0

1

1

1

0

0

1

1

0

0

1

1

0

1

1

0/1

0/1

0/1
 

 

28.4.2 非圧縮モード 

非圧縮モードは、チャネルに分割されるシリアルオーディオストリームをサポートします。Philips、Sonyまた

は松下モードだけでなく、多数の改良版にも対応しています。 
 

（1） スレーブレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルデータを受信できます。シリアルデータストリームに使われるク

ロックとワード選択信号は外部デバイスから供給されます。これらの信号が SSIモジュールに設定されたフォー

マットと一致しないとき、動作は保証されません。 
 

（2） スレーブトランスミッタ 

このモードでは、別のデバイスにシリアルデータを送信できます。シリアルデータストリームに使われるクロ

ックとワード選択信号は外部デバイスから供給されます。これらの信号が SSIモジュールに設定されたフォーマ

ットと一致しないとき、動作は保証されません。 
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（3） マスタレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルデータを受信できます。クロックとワード選択信号は SSI_CLK入

力クロックから内部生成されます。これらの信号のフォーマットは SSIモジュールの設定に従います。別デバイ

スから送信されるデータが、設定されたフォーマットと一致しないとき、動作は保証されません。 
 

（4） マスタトランスミッタ 

このモードでは、別のデバイスにシリアルデータを送信できます。クロックとワード選択信号は SSI_CLK入力

クロックから内部生成されます。これらの信号のフォーマットは SSIモジュールのコンフィギュレーションビッ

トの設定に従います。 
 

（5） 動作設定（ワード長関連） 

非圧縮モードでは、SSICRのワード長に関するすべてのビットが有効です。SSIモジュールは多数のコンフィギ

ュレーションをサポートできますが、ここでは Philips、Sony、松下のフォーマットについて説明します。 
 

1. Philipsフォーマット 

図 28.2と図 28.3に、パディングありとパディングなしの Philipsフォーマットをそれぞれ示します。データワ

ード長がシステムワード長より短いときにパディングが発生します。 

prev. sample MSB LSB+1 LSB MSB LSB+1 LSB next sample

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SCKP=0、SWSP=0、DEL=0、CHNL=00
システムワード長＝データワード長のとき

システムワード1＝
　　データワード1

システムワード2＝
　　データワード2

 

図 28.2 Philipsフォーマット（パディングなし） 
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MSB LSB MSB LSB next

SCKP=0、SWSP=0、DEL=0、CHNL=00、SPDP=0、SDTA=0
システムワード長＞データワード長のとき

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

データワード1

システムワード1 システムワード2

データワード2パディング パディング

 

図 28.3 Philipsフォーマット（パディングあり） 

 

図 28.4に Sonyフォーマットを、図 28.5に松下のフォーマットを示します。2つともパディングありの例です

が、システムワード長とデータワード長が同じだった場合はパディングなしとなることもあります。 
 

2. Sonyフォーマット 

MSB LSB MSB LSB next

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

SCKP=0、SWSP=0、DEL=1、CHNL=00、SPDP=0、SDTA=0
システムワード長＞データワード長のとき

データワード1

システムワード1 システムワード2

データワード2パディング パディング

 

図 28.4 Sonyフォーマット（シリアルデータ、パディングビットの順に送受信） 
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3. 松下フォーマット 

MSB LSB MSB LSBprev

SCKP=0、SWSP=0、DEL=1、CHNL=00、SPDP=0、SDTA=1
システムワード長＞データワード長のとき

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

パディング パディングデータワード1

システムワード1 システムワード2

データワード2

 

図 28.5 松下フォーマット（パディングビット、シリアルデータの順に送受信） 

 

（6） マルチチャネルフォーマット 

Philips仕様の定義を拡張し、2システムワード中に2より多いチャネルの転送を行うデバイスタイプもあります。 

SSIモジュールは、CHNL、SWLおよび DWLビットを使って、4、6、および 8チャネルの転送を実行します。

ただし、システムワード長（SWL）が、データワード長（DWL）にチャネル数（CHNL）を掛けたもの以上の長

さの場合に限ります。 

表 28.4に有効な設定とパディングビット数を示します。有効ではない設定には数字の代わりに「－」が記入さ

れています。 
 

表 28.4 有効な設定とパディングビット数 

システムワードごとのパディングビット数 DWL[2：0] 000 001 010 011 100 101 110 

CHNL 

[1：0] 

システムワードごとに 

デコードされるチャネル 

SWL 

[2：0]

デコードされた

ワード長 

8 16 18 20 22 24 32 

000 8 0 － － － － － － 

001 16 8 0 － － － － － 

010 24 16 8 6 4 2 0 － 

011 32 24 16 14 12 10 8 0 

100 48 40 32 30 28 26 24 16 

101 64 56 48 46 44 42 40 32 

110 128 120 112 110 108 106 104 96 

00 1 

111 256 248 240 238 236 234 232 224 
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システムワードごとのパディングビット数 DWL[2：0] 000 001 010 011 100 101 110 

CHNL 

[1：0] 

システムワードごとに 

デコードされるチャネル 

SWL 

[2：0]

デコードされた

ワード長 

8 16 18 20 22 24 32 

000 8 － － － － － － － 

001 16 0 － － － － － － 

010 24 8 － － － － － － 

011 32 16 0 － － － － － 

100 48 32 16 12 8 4 0 － 

101 64 48 32 28 24 20 16 0 

110 128 112 96 92 88 84 80 64 

01 2 

111 256 240 224 220 216 212 208 192 

000 8 － － － － － － － 

001 16 － － － － － － － 

010 24 0 － － － － － － 

011 32 8 － － － － － － 

100 48 24 0 － － － － － 

101 64 40 16 10 4 － － － 

110 128 104 80 74 68 62 56 32 

10 3 

111 256 232 208 202 196 190 184 160 

000 8 － － － － － － － 

001 16 － － － － － － － 

010 24 － － － － － － － 

011 32 0 － － － － － － 

100 48 16 － － － － － － 

101 64 32 0 － － － － － 

110 128 96 64 56 48 40 32 0 

11 4 

111 256 224 192 184 176 168 160 128 

 

SSIモジュールがトランスミッタとして動作する場合、SSITDRに書き込まれた各ワードは書き込まれた順にシ

リアルオーディオバスに送信されます。SSIモジュールがレシーバとして動作する場合、シリアルオーディオバス

が受信した各ワードは SSIRDRから受信した順に読み出されます。 

図 28.6～図 28.8に、4、6および 8チャネルのデータがどのようにシリアルオーディオバスに転送されるかを

示します。第 1の例にはパディングビットがなく、第 2の例は左詰め、そして第 3の例は右詰めです。これらの

例は、すべて任意の例です。 
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MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSBLSB MSB

SCKP=0、SWSP=0、DEL=1、CHNL=01、SPDP=Don't care、SDTA=Don't care
システムワード長＝データワード長×2のとき

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA
データ
ワード1

システムワード1 システムワード2 システムワード1 システムワード2

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

データ
ワード1

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

 

図 28.6 マルチチャネルフォーマット（4チャネル、パディングなし） 

MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSBMSB LSB MSB LSB MSB LSB

SCKP=0、SWSP=1、DEL=1、CHNL=10、SPDP=1、SDTA=0
システムワード長＝データワード長×3のとき

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

データ
ワード1

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

データ
ワード5

データ
ワード6

パ
デ
ィ
ン
グ

パ
デ
ィ
ン
グ

システムワード1 システムワード2
 

図 28.7 マルチチャネルフォーマット（6チャネル、Highパディング） 

MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB

SCKP=0、SWSP=1、DEL=1、CHNL=11、SPDP=0、SDTA=1
システムワード長＞データワード長×4のとき

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

データ
ワード1

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

データ
ワード5

データ
ワード6

データ
ワード7

データ
ワード8

パ
デ
ィ
ン
グ

パ
デ
ィ
ン
グ

システムワード1 システムワード2

 

図 28.8 マルチチャネルフォーマット 

（8チャネル、シリアルデータ、パディングビットの順に送受信、パディングあり） 
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（7） 動作設定フォーマット設定ビット 

非圧縮モードの他のコンフィギュレーションビットを以下に示します。これらのビットはお互いに排他的では

ありませんが、組み合わせによっては実用でない設定があります。 

図 28.9の基本のフォーマット例を参照しながら、これらのコンフィギュレーションビットを以下に説明します。 

0000 00

0

1

TDn

TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SWL=6ビット（SSIモジュールでは不可な参考例）
DWL=4ビット（SSIモジュールでは不可な参考例）
CHNL=00、SCKP=0、SWSP=0、SPDP=0、SDTA=0、PDATA=0、DEL=0、MUEN=0
SSITDRに連続書き込みされた4ビットのデータがシリアルオーディバスに送信されます

システムワード1 システムワード2

SSITDRのnビット

シリアルバスのローレベル（パディングやミュート）

シリアルバスのハイレベル（パディング）

レシーバのサンプリングポイント

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

【記号説明】（以降の図に適用）

 

図 28.9 基本フォーマット例（送信モード、任意のシステム／データワード長） 

 

図 28.9の例では、6ビットのシステムワードと 4ビットのデータワードが使用されます。これらの設定は SSI

モジュールでは実現不可能ですが、その他の設定ビットの説明のためにここでは例として用いています。 
 

1. 反転クロック 

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA 0000 00TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SCKP=1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

 システムワード1 システムワード2 

 

図 28.10 反転クロック 
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2. 反転ワード選択信号 

システムワード1 システムワード2

0000 00TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SWSP=1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

  

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA  

図 28.11 反転ワード選択信号 

 

3. 反転パディング極性 

システムワード1 システムワード2

TD28 TD311 1 1 1 1 1TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SPDP=1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

  

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

 

 

図 28.12 反転パディング極性 

 

4. パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延あり 

000TD28 0 0TD30 TD29 TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SDTA=1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

 システムワード1  システムワード2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA
 

図 28.13 パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延あり 

 



 

28. シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

28-24  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

5. パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延なし 

システムワード1 システムワード2

000TD28 0 0TD29 0TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SDTA=1、DEL=1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

  

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA
 

図 28.14 パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延なし 

 

6. シリアルデータ、パディングビットの順に送受信、遅延なし 

システムワード1 システムワード2

0000 0 0 TD31 TD30TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

DEL=1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

  

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA  

図 28.15 シリアルデータ、パディングビットの順に送受信、遅延なし 

 

7. パラレルデータの右詰め、遅延あり 

0000 0 0 TD3TD0 TD3 TD2 TD1 TD0 TD3 TD2 TD1 TD0

PDTA=1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

システムワード1 システムワード2

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA
 

図 28.16 パラレルデータの右詰め、遅延あり 
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8. ミュート有効 

システムワード1 システムワード2

0 0000 0 00 0 000 000 0

MUEN=1（TDデータを無視）を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

送信モードでMUBN=1時、常にSSI_SDATA端子はパディング設定に関係なく常にロー出力されます。

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

 

図 28.17 ミュート有効 

 

28.4.3 圧縮モード 

圧縮モードは、連続ビットストリームの転送に使用されます。このモードでは、受信側で圧縮されたビットス

トリームからデータを抽出する操作を必要とします。 

バーストモード無効のとき、データワードという概念は存在しません。しかし、送信と受信を行うには、シリ

アルバスとメモリ間の転送が必要です。送信／受信時のワードバウンダリ設定は任意ですので、別の手段で処理

しなくてはなりません。バーストモード有効時、送信されているデータビットは、出力するワードが存在すると

きにのみシリアルビットクロック出力が有効であり、各 32ビットワードを出力するのに必要なクロックパルス数

しか生成されないことで認識されます。シリアルビットクロックは、SSICR.SCKP＝0のときローレベル、

SSICR.SCKP＝1のときハイレベルで停止します。SSIモジュールがトランスミッタの場合にのみバーストモード

は有効になるのでご注意ください。このモジュールはバーストモードデータを受信できません。 

データの送信と受信は 32ビットのブロック単位で行われ、メモリに保存する際には、最初に送信された／受信

したビットがビット 31になります。 

非圧縮モードと違って、このモードでのワード選択端子からの出力はシステムワード開始信号ではなく、レシ

ーバが次のデータバーストを受信できる状態にあることやトランスミッタが次のデータバーストを送信できる状

態にあることを示すのに使用されます。 
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図 28.18と図 28.19では、バーストモード無効時と有効時の圧縮モードデータ転送をそれぞれ示します。 

MSB LSB MSB LSBMSB LSB

SSICR : TRMD=1、CPEN=1、SCKD=1、SWSD=1、SWSP=0、BREN=0

データワード1 データワード2 データワード3ヌルデータ

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

 

図 28.18 圧縮データフォーマット、マスタトランスミッタ、バーストモード無効 

 

SSICR : TRMD=1、CPEN=1、SCKD=1、SWSD=1、SWSP=0、BREN=1

データワード1 データワード2 データワード3ヌルデータ

MSB LSB MSB LSBMSB LSB

SSI_SCK

SSI_WS

SSI_SDATA

 

図 28.19 圧縮データフォーマット、マスタトランスミッタ、バーストモード有効 

 

（1） スレーブレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルビットストリームを受信し、メモリに保存できます。シフトレジ

スタクロックは外部デバイスか内部クロックから供給されます。 

ワード選択端子は入力フロー制御に使われます。SSICR.SWSP＝0のとき、SSI_WSがハイレベルなら、1クロ

ックサイクルに 1データビットのタイミングで、32ビットのブロック単位でビットストリームを受信します。

SSI_WSがローレベルになった場合、現在の 32ビットブロックが終了した時点で受信を停止します。SSI_WSが

再びハイレベルになったときに受信を再開します。 
 

（2） スレーブトランスミッタ 

このモードは、使用しないでください。 
 

（3） マスタレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルビットストリームを受信し、メモリに保存できます。シフトレジ

スタクロックは外部デバイスか内部クロックから供給されます。 
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ワード選択端子は出力フロー制御に使われます。データを続けて受信できることを示すために、ワード選択端

子は常にアサートされています。データの損失が起きないタイミングで SSIモジュールにデータを送信するのは

送信デバイスの責任です。 
 

（4） マスタトランスミッタ 

このモードでは、メモリから別のデバイスにシリアルビットストリームを転送できます。シフトレジスタクロ

ックは外部デバイスか内部クロックから供給されます。 

ワード選択端子は出力フロー制御に使われます。データを続けて送信することを示すために、ワード選択端子

は常にアサートされています。ただし、ワード選択端子は最初のワードの転送準備ができるまではアサートされ

ません。データの損失が起きないタイミングでシリアルデータを受信するのは受信デバイスの責任です。 
 

データ転送用にコンフィギュレーションが終了したら、SSIモジュールは最小限の CPUとのやりとりで動作で

きます。CPUは、SSIモジュールと DMACの設定をし、必要に応じてオーバフローやアンダフロー割り込みを処

理します。 
 

28.4.4 動作モード 

コンフィギュレーション、有効および無効の 3つの動作モードがあります。図 28.20に動作モードの遷移図を

示します。 

EN = 1
(IDST = 0)

EN = 0
(IDST = 0)

EN = 0
(IDST = 1)

モジュール有効
（通常tx/rx）

モジュール
コンフィギュ
レーション
（リセット後）

パワーオンリセット
マニュアルリセット

モジュール無効
（バスのイン
アクティブ
待ち）

 

図 28.20 動作モード遷移図 
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（1） コンフィギュレーションモード 

リセット解除後にこのモードになります。SSIモジュールが ENビットのセットで有効になる前に、このモード

でコントロールレジスタに必要な設定をする必要があります。 

ENビットをセットすると、SSIモジュールはモジュール有効モードに遷移します。 
 

（2） モジュール有効モード 

このモードの動作は選択された動作モードに依存しています。詳細については「28.4.5 送信動作」と「28.4.6 

受信動作」を参照してください。 
 

28.4.5 送信動作 

送信は DMAか割り込みで制御できます。 

CPU負荷を低減するという点では、DMA制御の方が優れています。DMA制御モードでは、データのアンダフ

ローやオーバフローの発生時、または DMACの転送終了は、割り込みによって通知されます。 

別の制御方法としては、必要に応じて SSIモジュールがデータ供給のために生成する割り込みを用いる方法が

あります。SSIモジュールは単にダブルバッファ構造であり、少なくともシステムワードごとにデータの書き込み

を必要とするため、割り込み制御モードの方が高い負荷が生じます。 

SSIモジュールを無効にする場合、IIRQビットが SSIのアイドル状態を示すまで SSIクロック*は供給され続け

なければなりません。 

図 28.21に DMA制御モードの送信動作を、図 28.22に割り込み制御モードの送信動作を示します。 
 

【注】 * SCKD＝0のとき SSI_SCK端子からの入力クロック 

  SCKD＝1のとき SSI_CLK端子からの入力クロック 
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（1） DMAコントローラを使用した送信 

No

No

Yes

No

Yes

Yes

リセット解除

終了*

SSICRの
コンフィギュレーションビットを設定

必要に応じて送信用のデータを
供給するようにDMAのセットアップ

DMACやSSIからの割り込み待ち

SSIモジュールをイネーブル
DMAをイネーブル
エラー割り込みを許可

SSIモジュールをディスエーブル
DMAをディスエーブル
エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可

EN=0、
DMEN=0、
UIEN=0、OIEN=0、
IIEN=1

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

SSI
エラー割り込み？

DMAC
Txデータの終了？

送信するデータが残っている？

EN=1、
DMEN=1、
UIEN=1、OIEN=1

TRMD、EN、SCKD、SWSD
MUEN、DEL、PDTA、SDTA
SPDP、SWSP、SCKP、SWL
DWL、CHNLの設定

【注】 * SSIエラー割り込み（アンダフロー／オーバフロー）が発生した場合は、
  再度開始フローから実行してください。  

図 28.21 DMAコントローラを使用した送信 
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（2） 割り込みデータフロー制御を使用した送信 

リセット解除

終了

SSICRの
コンフィギュレーションビットを設定

SSIモジュールをイネーブル
データ割り込みをイネーブル
エラー割り込みを許可

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

SSIモジュールをディスエーブル
データ割り込みをディスエーブル

エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可

SSIからの割り込み待ち

SSIステータスレジスタビットで
アンダフロー／オーバフロー
後にデータの再アラインメント

データをロード

SSIエラー割り込み？

送信するデータが残っている？

TRMD、EN、SCKD、SWSD
MUEN、DEL、PDTA、SDTA
SPDP、SWSP、SCKP、SWL
DWL、CHNLの設定

EN=1、
DIEN=1、
UIEN=1、OIEN=1

EN=0、
DIEN=0、
UIEN=0、OIEN=0、
IIEN=1

Yes

No

No

Yes

 

図 28.22 割り込みデータフロー制御を使用した送信 

28.4.6 受信動作 

送信同様、受信も DMAまたは割り込みで制御できます。 

図 28.23と図 28.24にそれぞれの動作フローチャートを示します。 

SSIモジュールを無効にする場合、SSISR.IIRQビットが SSIのアイドル状態を示すまで SSIクロック*は供給さ

れ続けなければなりません。 

【注】 * SCKD＝0のとき SSI_SCK端子からの入力クロック 

  SCKD＝1のとき SSI_CLK端子からの入力クロック 
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（1） DMAコントローラを使用した受信 

リセット解除

終了*

SSICRの
コンフィギュレーションビットを設定

SSIモジュールからメモリにデータ
転送するようDMAのセットアップ

DMACやSSIからの割り込み待ち

SSIモジュールをイネーブル
DMAをイネーブル
エラー割り込みを許可

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

SSIモジュールをディスエーブル
DMAをディスエーブル
エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可

SSI
エラー割り込み？

DMAC
Rxデータの終了？

受信するデータが残っている？

TRMD、EN、SCKD、SWSD
MUEN、DEL、PDTA、SDTA
SPDP、SWSP、SCKP、SWL
DWL、CHNLの設定

EN=0、
DMEN=0、
UIEN=0、OIEN=0、
IIEN=1

EN=1、
DMEN=1、
UIEN=1、OIEN=1

Yes

Yes

No

No

No

Yes

【注】 * SSIエラー割り込み（アンダフロー／オーバフロー）が発生した場合は、
  再度開始フローから実行してください  

図 28.23 DMAコントローラを使用した受信 
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（2） 割り込みデータフロー制御を使用した受信 

リセット解除

終了

SSICRの
コンフィギュレーションビットを設定

レシーブデータレジスタから
データの読み出し

SSIからの割り込み待ち

SSIモジュールをイネーブル
データ割り込みをイネーブル
エラー割り込みを許可

SSIステータスレジスタビットで
アンダフロー／オーバフロー
後にデータの再アラインメント

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

SSIモジュールをディスエーブル
データ割り込みをディスエーブル

エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可

SSI
エラー割り込み？

データをさらに受信する？

TRMD、EN、SCKD、SWSD
MUEN、DEL、PDTA、SDTA
SPDP、SWSP、SCKP、SWL
DWL、CHNLの設定

EN=0、
DIEN=0、
UIEN=0、OIEN=0、
IIEN=1

EN=1、
DIEN=1、
UIEN=1、OIEN=1

Yes

Yes

No

No

 

図 28.24 割り込みデータフロー制御を使用した受信 

 

アンダフローやオーバフロー条件が成立した場合（SSISR.UIRQ=1または SSISR.OIRQ=1）、SSISR.CHNO[1:0]

ビットと SSISR.SWNOビットを使って SSIモジュールを成立する前の状態に回復できます。アンダフローやオー

バフローが発生したら、CPUはチャネル数とシステムワード数を読み出すことで、シリアルオーディオストリー

ム中の現在到達した位置を知ることができます。トランスミッタとして動作する場合、SSIモジュールが次に送信

する予定のデータが送信可能になるまで CPUは送信データをスキップすることが可能です。これにより、オーデ

ィオデータストリームと再び同期できます。レシーバとして動作する場合、SSIモジュールが次に受信するデータ

を格納できるようになるまで CPUはヌルデータを格納することにより、受信データ数の整合性をとり、オーディ

オデータストリームと再び同期できます。 
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28.4.7 送信時における一時停止、再開手順 

以下のやり方で実現することが可能です。 

（1） DMACの再設定なしで転送、停止を繰り返すための手順 

1. DMA転送を止めるために、SSICR.DMEN=0（DMA要求を禁止）にします。 

2. SSISR.DIRQ=1（送信モード：送信バッファは空き）になるのをポーリングまたは割り込みなどで待つ。 

3. SSICR.EN=0（SSIモジュール動作を禁止）で転送停止にします。 

4. 再転送する前に、SSISR.IDST=1になっていることを確認します。 

5. SSICR.EN=1（SSIモジュール動作を許可）とSSICR.DMEN=1（DMA要求を許可）を同時に設定します。 

 

（2） SSI停止後、DMACを再設定する場合の転送手順 

1. DMA転送を止めるために、SSICR.DMEN=0（DMA要求を禁止）にします。 

2. SSISR.DIRQ=1（送信モード：送信バッファは空き）になるのをポーリングまたは割り込みなどで待つ。 

3. SSICR.EN=0（SSIモジュール動作を禁止）で転送停止にします。 

4. BBG/DMACのDSTPRにてDMAC強制停止させます。 

5. 再転送するまえに、SSISR.IDST=1になっていることを確認します。 

6. BBG/DMACの各レジスタ設定と転送開始を行います。 

7. SSICR.EN=1（SSIモジュール動作を許可）とSSICR.DMEN=1（DMA要求を許可）を同時に設定します。 

 

28.4.8 シリアルビットクロックコントロール 

シリアルビットクロック機能を用いて、シリアルバスインタフェースで使われるクロックの制御と選択を行っ

ています。 

シリアルビットクロック方向が入力に設定されている場合（SSICR.SCKD＝0）、SSIモジュールはクロックス

レーブモードであり、シフトレジスタが使うビットクロックは SSI_SCK端子に入力されたクロックです。 

シリアルビットクロック方向が出力に設定されている場合（SSICR.SCKD＝1）、SSIモジュールはクロックマ

スタモードであり、シフトレジスタが使うビットクロックは SSI_CLK入力端子から入力されたクロックまたはそ

れを分周したクロックです。SSI_CLK端子から入力されたクロックは、SSICRのシリアルオーバサンプルクロッ

ク分周比（CKDV）ビットで設定された比率で分周された後でシフトレジスタのビットクロックとして使われま

す。 

上記のいずれの場合でも、SSI_SCK端子の出力はビットクロックと同じになります。 
 

28.5 低消費電力モード 

低消費電力モードには以下のモード、機能があります。 

（1） スリープモード 

SSIの動作は継続されます。 
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（2） ライトスリープモード 

SSIの動作は継続されますが、DMACを使用して送受信を行った場合は動作保障しません。DMACを使用した

送受信を行っているとき、ライトスリープモードに遷移させる前に以下の手順を行ってください。 

1. SSIモジュールがアイドル状態かを確認します。 

すなわち、SSISR[0] が1になるまでウェイトしてください。 

2. 送受信バッファが空であることを確認します。 

送信モード時、SSISR[24] が1になるまでウェイトします。 

受信モード時、SSISR[24] が0になるまで受信バッファ（SSIRDR）を読み続けます。 

3. SSI内すべてのDMA転送要求を禁止します。 

4. コントロールレジスタSSICR.ENビットに0を書き込んでSSIモジュール動作を停止してください。 

 

（3） モジュールスタンバイモード 

SSIの動作中モジュールスタンバイモードに遷移すると動作保障しません。モジュールスタンバイに遷移させる

場合には、以下の手順に従ってください。 

1. SSIモジュールがアイドル状態かを確認します。 

2. すべてのデータ転送が行われたかを確認します。 

ライトスリープと同様の処理を行ってください。 

3. SSI内すべてのDMA転送要求と割り込み要求を禁止します。 

4. コントロールレジスタSSICR.ENビットに0を書き込んでSSIモジュール動作を停止してください。 

5. スタンバイコントロールレジスタ0（MSTPCR0）のMSTP20およびMSTP21ビットを1にセットします。 

モジュールスタンバイ解除後、SSIモジュールを使用する場合、手順に従いレジスタを再設定してください。 

（4） 周波数変更 

SSIの動作中に周波数変更（Pck）を行うと動作は継続されますが、変更値によってアンダフロー／オーバフロ

ーが発生する可能性があります。 

したがって、SSIの動作中に周波数変更をする前に、以下の設定をしてください。 

1. SSIモジュールがアイドル状態かを確認します。 

2. すべてのデータ転送が行われたかを確認します。 

ライトスリープと同様の処理を行ってください。 

3. SSI内すべてのDMA転送要求と割り込み要求を禁止します。 

4. コントロールレジスタSSICR.ENビットに0を書き込んでSSIモジュール動作を停止してください。 

周波数変更後、SSIモジュールを使用する場合、手順に従いレジスタを再設定してください。 
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28.6 使用上の注意事項 

28.6.1 受信 DMA動作中にオーバフローが起こった場合の制限事項 

受信 DMA動作中にオーバフローが起こった場合、モジュールの再起動が必要です。SSI内の受信バッファは L

チャネルと Rチャネルが共用の 32ビットのレジスタで構成しています。そのため、たとえばコントロールレジス

タ（SSICR）のデータワード長（DWL2～0）が 32ビットの設定で、システムワード長（SWL2～0）が 32ビット

の設定の場合、オーバフローが一度発生すると、Lチャネルで受信すべきデータが、Rチャネルで受信してしまう

ことがあります。 

そこで、オーバフローエラー割り込みまたはオーバフローエラーステータスフラグ（SSISR.OIRQビット）によ

りオーバフローを確認した場合、SSICR.ENビットおよび SSICR.DMENビットに 0を書き込むことにより、SSI

モジュールの DMAを禁止して動作を停止させてください（このとき DMACの設定も停止させてください）。そ

の後、OIRQビットに 0を書き込み、オーバフローステータスをクリアし、再度 DMAの設定を行い転送を再開し

てください。 
 

28.6.2 SSIモジュール動作を停止するときの注意事項 

SSIモジュールを使った通信を実行中に停止させる場合、SSIモジュールイネーブルビット（SSICR.EN）が 0

かつワード選択信号（SSIn_WS）の立ち下がりエッジが検出されたとき、正常終了するプロトコルになっている

ため、通信のマスター側を先に停止すると、ワード選択信号（SSIn_WS）の立ち下がりエッジが発生せず、正常

終了しませんので、SSIモジュールイネーブルビット（SSICR.EN）をマスターを停止するよりも先に 0に設定し

てください。 

 

28.6.3 スレーブモードで動作させる場合の制限事項 

本 LSIをスレーブモードで使用される場合において、データ転送を終了する際には、入力するワード選択信号

（SSI_WS）が停止する前に本 LSIのデータ転送を終了（SSICR.EN=0）してください。 

スレーブモードの場合、SSICR.ENがクリア（転送停止の設定）され、ワード選択信号（SSI_WS）の立ち下が

りエッジを検出することでデータ転送を終了する構成になっています。入力するワード選択信号が停止するとワ

ード選択信号の立ち下がりエッジが検出できなくなり、データ転送が正常に終了できなくなります。 

 

28.6.4 設定変更時の制限事項 

コントロールレジスタ（SSICR）のコンフィギュレーションビットを切り替える場合、切り替え直後の SSI_SCK

信号、SSI_WS信号の動作は保障されません。 

接続するデバイスに影響する場合は、動的に設定を切り替えないでください。 
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28.6.5 SSIモジュールの端子機能設定について 

SSIモジュールを起動する場合は、「第 30章 汎用入出力ポート（GPIO）」に記載されています周辺モジュ

ールセレクトレジスタおよびポートコントロールレジスタの SSI0～1チャネルに対する設定終了後、SSIモジュー

ルの設定、起動を行ってください。 
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29. I2Cバスインタフェース 

29.1 特長 

本 LSIは Philips社の提唱している I2Cバス（Inter IC Bus）インタフェース方式に対応した I2Cバスインタフェー

スを 2チャネル搭載しています。ただし、I2Cバスを制御するレジスタの構成が一部 Philips社と異なりますので注

意してください。I2Cバスインタフェースには次のような特長があります。 
 

• Philips社提唱I2Cバスインタフェース方式に対応 

• マルチマスタ対応 

• 7ビット／10ビットアドレス互換マスタ 

• 7ビットのスレーブアドレス 

• ファーストモード対応 

• クロック周波数可変 
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図 29.1に I2Cバスインタフェースのブロック図を示します。 

I2C_SCL

I2C_SDA

IO-Bus

Clock
Generator

Clock
Filter

Data
Filter

Ctrl./Status
Reg.

Master

Slave

Tx
Data

Rx
Data

 

図 29.1 I2Cバスインタフェースのブロック図 
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29.2 入出力端子 

表 29.1に I2Cバスインタフェースで使用する端子を示します。 

表 29.1 I2Cバスインタフェースの端子構成 

名称 入出力 機   能 

I2C0_SCL 入出力 I2C0シリアルクロック入出力端子* 

I2C0_SDA 入出力 I2C0シリアルデータ入出力端子* 

I2C1_SCL 入出力 I2C1シリアルクロック入出力端子* 

I2C1_SDA 入出力 I2C1シリアルデータ入出力端子* 

【注】 * I2Cバス上の SCL/SDA入出力端子はオープンドレインです。 

 

LSIの I2Cバッファは 3.3 V LVTTLインタフェースであり、I2Cタイミング規格に準拠しておりません。5 V入

力に対応していません。また、I/O電源（3.3 V系）を遮断する場合には、I2C端子に接続されている、プルアップ

抵抗の吊り先である電源も遮断してください。 
 

29.3 レジスタの説明 

I2Cバスインタフェースには以下のレジスタがあります。 

 

表 29.2 レジスタ構成（1） 

名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7アドレス サイズ 

スレーブコントロールレジスタ 0 ICSCR0 R/W H'FFE8 0000 H'1FE8 0000 32 

マスタコントロールレジスタ 0 ICMCR0 R/W H'FFE8 0004 H'1FE8 0004 32 

スレーブステータスレジスタ 0 ICSSR0 R/(W)*1 H'FFE8 0008 H'1FE8 0008 32 

マスタステータスレジスタ 0 ICMSR0 R/(W)*2 H'FFE8 000C H'1FE8 000C 32 

スレーブ割り込みイネーブルレジスタ 0 ICSIER0 R/W H'FFE8 0010 H'1FE8 0010 32 

マスタ割り込みイネーブルレジスタ 0 ICMIER0 R/W H'FFE8 0014 H'1FE8 0014 32 

クロックコントロールレジスタ 0 ICCCR0 R/W H'FFE8 0018 H'1FE8 0018 32 

スレーブアドレスレジスタ 0 ICSAR0 R/W H'FFE8 001C H'1FE8 001C 32 

マスタアドレスレジスタ 0 ICMAR0 R/W H'FFE8 0020 H'1FE8 0020 32 

受信データレジスタ 0 ICRXD0 R/W H'FFE8 0024 H'1FE8 0024 32 

送信データレジスタ 0 ICTXD0 R/W H'FFE8 0024 H'1FE8 0024 32 

スレーブコントロールレジスタ 1 ICSCR1 R/W H'FFE9 0000 H'1FE9 0000 32 

マスタコントロールレジスタ 1 ICMCR1 R/W H'FFE9 0004 H'1FE9 0004 32 

スレーブステータスレジスタ 1 ICSSR1 R/(W)*1 H'FFE9 0008 H'1FE9 0008 32 

マスタステータスレジスタ 1 ICMSR1 R/(W)*2 H'FFE9 000C H'1FE9 000C 32 

スレーブ割り込みイネーブルレジスタ 1 ICSIER1 R/W H'FFE9 0010 H'1FE9 0010 32 

マスタ割り込みイネーブルレジスタ 1 ICMIER1 R/W H'FFE9 0014 H'1FE9 0014 32 
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名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7アドレス サイズ 

クロックコントロールレジスタ 1 ICCCR1 R/W H'FFE9 0018 H'1FE9 0018 32 

スレーブアドレスレジスタ 1 ICSAR1 R/W H'FFE9 001C H'1FE9 001C 32 

マスタアドレスレジスタ 1 ICMAR1 R/W H'FFE9 0020 H'1FE9 0020 32 

受信データレジスタ 1 ICRXD1 R/W H'FFE9 0024 H'1FE9 0024 32 

送信データレジスタ 1 ICTXD1 R/W H'FFE9 0024 H'1FE9 0024 32 

 

表 29.2 レジスタ構成（2） 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

ライトスリ

ープ 

名称 略称 

PRESET端子/WDT

/H-UDIによる 

WDT/多重例外による Sleep命令によ

る 

モジュール 

スタンバイ 

スレーブコントロールレジスタ 0/1 ICSCR0/1 H'0000 0000 保持 保持 保持 

マスタコントロールレジスタ 0/1 ICMCR0/1 H'0000 0000*3 保持 保持 保持 

スレーブステータスレジスタ 0/1 ICSSR0/1 H'0000 0000 保持 保持 保持 

マスタステータスレジスタ 0/1 ICMSR0/1 H'0000 0000 保持 保持 保持 

スレーブ割り込みイネーブルレジス 0/1 ICSIER0/1 H'0000 0000 保持 保持 保持 

マスタ割り込みイネーブルレジスタ 0/1 ICMIER0/1 H'0000 0000 保持 保持 保持 

クロックコントロールレジスタ 0/1 ICCCR0/1 H'0000 0000 保持 保持 保持 

スレーブアドレスイネーブルレジスタ 0/1 ICSAR0/1 H'0000 0000 保持 保持 保持 

マスタアドレスイネーブルレジスタ 0/1 ICMAR0/1 H'0000 0000 保持 保持 保持 

受信データレジスタ 0/1 ICRXD0/1 不定 保持 保持 保持 

送信データレジスタ 0/1 ICTXD0/1 不定 保持 保持 保持 

【注】 *1 ビット 4～0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 

 *2 ビット 6～0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 

 *3 ビット 6、5は不定です。 
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29.3.1 スレーブコントロールレジスタ（ICSCR） 
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000000000000000 0
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ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すとビット 7から 0の値が、ビット 31から 24、ビット 23から 16、

ビット 15から 8へおのおの反映されます。書き込みは常に 0にしてくださ

い。 

3 SDBS 0 R/W スレーブデータバッファセレクト 

データバッファを選択します。データバッファには、ダブルバッファモード

とシングルバッファモードの 2つのモードがあります。 

このビットをクリアするとダブルバッファが選択されます。受信モード時

に、両方のバッファがフルで SDRがクリアされていない間は SCLがローレ

ベルに保持され、SDRがクリアされるとSCLのローレベルが解除されます。 

このビットをセットするとシングルバッファが選択されます。 

受信データレジスタがデータパケットを受信してから SDRがクリアされる

まで SCLがローレベルに保持されます。 

0：ダブルバッファモード 

1：シングルバッファモード 

2 SIE 0 R/W スレーブインタフェースイネーブル 

スレーブが動作するときはこのビットをセットする必要があります。このビ

ットがローレベルのときスレーブインタフェースはリセットされます。 

1 GCAE 0 R/W ジェネラルコールアクノリッジイネーブル 

スレーブがマスタからのジェネラルコールアドレスの送信に対しアクノリ

ッジを求められた場合、このビットを 1にセットする必要があります。 

0 FNA 0 R/W 強制非アクノリッジ 

スレーブ受信モードでこのビットのレベルがアクノリッジ信号として送信

デバイスに送られます。このビットはデータパケットが受信されている間は

クリアされ、データ受信が終了するとセットされます。 

強制非アクノリッジはスレーブ受信中にマスタに送信されます。 

スレーブがデータパケットの最後のバイトデータを受信し終わるとアクノ

リッジをドライブしないこと（nack）でマスタと通信を行います。nackを

受け取ったあとマスタはバス上にストップを発行します。このビットを設定

してもスレーブアドレスのアクノリッジには影響を与えません。 
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29.3.2 スレーブステータスレジスタ（ICSSR） 

スレーブステータスレジスタのステータスビット（ビット 0～4）は、0を書き込むとクリアされます。各ビッ

トは GCARビットと STMビットを除き、0を書き込むことによるリセットまで 1に保持されます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

0123

SARSDRSDTSSRSTMGCAR SDE

4567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/W*R/W*R/W*R/W*R/W*RRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すとビット 7から 0の値が、ビット 31から 24、ビット 23から 16、

ビット 15から 8へおのおの反映されます。書き込みは常に 0にしてくださ

い。 

6 GCAR 0 R ジェネラルコールアドレス受信 

バスから受信したアドレスがジェネラルコールアドレス（00H）であること

を示します。このステータスビットは割り込みを発生させません。 

SIEビットが 0または、SSRビットがセットされるとこのビットはハード

ウェアによって自動的に 0にクリアされます。SIEビットはスレーブコント

ロールレジスタのビット 2、SSRビットは本レジスタのビット 4です。 

5 STM 0 R スレーブ送信モード 

現在のスレーブ送信モードが読み出しか書き込みかを示します。1のとき書

き込みで 0のとき読み出しです。このステータスビットは割り込みを発生さ

せません。 

SIEビットが 0または、SSRビットがセットされるとこのビットはハード

ウェアによって自動的に 0にクリアされます。SIEビットはスレーブコント

ロールレジスタのビット 2、SSRビットは本レジスタのビット 4です。 

4 SSR 0 R/W* スレーブストップ受信 

ストップがバス上に出力されました。ストップビットの期間中で SDAの立

ち上がりエッジのあとこのステータスビットがアクティブになります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 SDE 0 R/W* スレーブデータエンプティ 

送信データがシフトレジスタにロードされました。データバイト送信の開始

時、ICTXDレジスタの内容は、バスへデータ送信可能状態のシフトレジス

タにロードされます。本ステータスビットは、このロードが行われ ICTXD

レジスタが再びレディ状態になったことを示します。また、このステータス

ビットは最初のデータビットの前に SCLの立ち下がりエッジでアクティブ

になります。シングルバッファモード時には、このビットは ICTXDレジス

タに新しいデータを書き込むごとにリセットする必要があります。スレーブ

送信サイクルのスタートになってもこのビットがセットされたままの場合

スレーブはバスを停止するために SCLをローレベルに保持するからです。 

2 SDT 0 R/W* スレーブデータ送信 

バイトデータがバス上に送信されました。このビットは最後のデータビット

の期間中で SCLの立ち下がりエッジのあとアクティブになります。 

1 SDR 0 R/W* スレーブデータ受信 

バイトデータをバスから受信しました。データは受信データレジスタ内にあ

りレディ状態です。このビットは最後のデータビットの期間中で SCLの立

ち下がりエッジのあとアクティブになります。シングルバッファモード時に

は、データが ICRXDレジスタから読み出されたあと、このビットをリセッ

トする必要があります。 

SDBSがセットされると、受信データレジスタがデータパケットを受信開始

してから SDRがクリアされるまで SCLはローレベルに保持されます。 

0 SAR 0 R/W* スレーブアドレス受信 

スレーブがバス上に自分のアドレスを認識したことを示します（このアドレ

スはスレーブアドレスレジスタで定義されます）。スレーブコントロールレ

ジスタのジェネラルコールアクノリッジイネーブルビットが有効な場合、本

ステータスビットはバス上のアドレスがジェネラルコールアドレスの場合

もセットされます。この場合、このレジスタの GCARビットでジェネラル

コールアドレスが区別できます。STMビットはアクセスが読み出し（ハイ

レベル）か書き込み（ローレベル）かを示します。このステータスビットは、

最後のアドレスビットの期間中で SCLの立ち下がりエッジのあとアクティ

ブになります。ソフトウェアがこのステータスビットをリセットするまで、

ACKの開始時にスレーブは SCLをローレベルに保持します。 

【注】 * 読み出し／書き込み可能です。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 

 



 

29. I2Cバスインタフェース 

29-8  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

29.3.3 スレーブ割り込みイネーブルレジスタ（ICSIER） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すとビット 7から 0の値が、ビット 31から 24、ビット 23から 16、

ビット 15から 8へおのおの反映されます。書き込みは常に 0にしてくださ

い。 

4 SSRE 0 R/W スレーブストップ受信割り込みイネーブル 

0：SSR割り込みの発生を禁止 

1：SSR割り込みの発生を許可 

3 SDEE 0 R/W スレーブデータエンプティ割り込みイネーブル 

0：SDE割り込みの発生を禁止 

1：SDE割り込みの発生を許可 

2 SDTE 0 R/W スレーブデータ送信割り込みイネーブル 

0：SDT割り込みの発生を禁止 

1：SDT割り込みの発生を許可 

1 SDRE 0 R/W スレーブデータ受信割り込みイネーブル 

0：SDR割り込みの発生を禁止 

1：SDR割り込みの発生を許可 

0 SARE 0 R/W スレーブアドレス受信割り込みイネーブル 

0：SAR割り込みの発生を禁止 

1：SAR割り込みの発生を許可 
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29.3.4 スレーブアドレスレジスタ（ICSAR） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すとビット 7から 0の値が、ビット 31から 24、ビット 23から 16、

ビット 15から 8へおのおの反映されます。書き込みは常に 0にしてくださ

い。 

6～0 SADD0_6 

～ 

SADD0_0 

すべて 0 R/W スレーブアドレス 

I2Cバス上でスレーブに割り付けられた固有の 7ビットアドレスです。スレ

ーブインタフェースは、データパケット送信の始めにスレーブアドレスとし

て送信される最初の 7ビットと、このアドレスが一致するかどうかを確認し

ます。 

 

29.3.5 マスタコントロールレジスタ（ICMCR） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － 0または1 R リザーブビット 

読み出すとビット 7から 0の値が、ビット 31から 24、ビット 23から 16、

ビット 15から 8へおのおの反映されます。書き込みは常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MDBS 0 R/W マスタデータバッファセレクト 

データバッファを選択します。データバッファには、ダブルバッファモード

とシングルバッファモードの 2つのモードがあります。 

このビットをクリアするとダブルバッファが選択されます。受信モード時に、

両方のバッファがフルで MDRがクリアされていない間は SCLがローレベル

に保持され、MDRがクリアされると SCLのローレベルが解除されます。 

このビットをセットするとシングルバッファが選択されます。 

受信データレジスタがデータパケットを受信してから MDRがクリアされる

まで SCLがローレベルに保持されます。 

0：ダブルバッファモード 

1：シングルバッファモード 

6 FSCL ― R/W 強制 SCL 

強制 SCLは I2C_SCL端子の状態を制御します（読み出しは I2C_SCL端子の

状態を反映します）。OBPCがセットされるとこのビットが直接バス上の SCL

を制御します。 

I2C_SCL端子の値をそのまま反映しているので、読み出しサイクル中のこの

ビットのレベル（リセットレベルも含む）も I2C_SCLのレベルによって変化

します。 

5 FSDA ― R/W 強制 SDA 

強制 SDAは I2C_SDA端子の状態を制御します（読み出しは I2Cバスのビジ

ー状態を反映します）。OBPCがセットされるとこのビットが直接バス上の

SDAを制御します。 

読み出しサイクル中のこのビットのレベル（リセットレベルも含む）は、I2C

バスのビジー状態を示します。1は I2Cバスがビジーであることを、0はビジ

ーでないことを示します。 

4 OBPC 0 R/W オーバライドバス端子コントロール 

このビットをセットするとこのレジスタのFSDAと FSCLが直接SDAとSCL

を制御します。テスト用です。 

3 MIE 0 R/W マスタインタフェースイネーブル 

このビットをセットするとマスタインタフェースが有効になります。 

2 TSBE 0 R/W スタートバイト送信イネーブル 

このビットをセットすると各スタート、リスタート発行後、バス上にスター

トバイト（01H）をマスタが送信します。スタートバイトは I2Cバスインタフ

ェース対応の動作周波数の低いマイコンとインタフェースをとるために使用

されます。 

 



 

29. I2Cバスインタフェース 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  29-11 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 FSB 0 R/W バス上への強制ストップ 

このビットをセットすると現在の転送の終了時にマスタがバス上にストッ

プを発行します。ESGもセットされた場合、マスタは直ちにスタートを発

行し新しいデータパケットの送信を開始します。ESGがセットされない場

合、マスタはアイドル状態になります。 

0 ESG 0 R/W イネーブルスタート生成 

このビットをセットすると、マスタはデータパケットの送信を開始します。

ESGがセットされたときにバスがアイドル状態だった場合、マスタはスタ

ートをバス上に発行し、その後スレーブアドレスを発行します。マスタが転

送中に ESGがセットされた場合、マスタは転送中のデータバイトの終了時

にスレーブアドレスを発行する前にリスタートを発行します。データパケッ

トを送信する場合、ソフトウェアはスレーブアドレスが送信されてからこの

ビットをリセットする必要があります。リセットしない場合、各送信終了後

にリスタートが発行されます。 

 

29.3.6 マスタステータスレジスタ（ICMSR） 

マスタステータスレジスタのステータスビット（ビット 0～6）は、0を書き込むことでクリアされます。各ビ

ットは 0を書き込んでリセットされるまで 1に保持されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すとビット 7から 0の値が、ビット 31から 24、ビット 23から 16、

ビット 15から 8へおのおの反映されます。書き込みは常に 0にしてくださ

い。 

6 MNR 0 R/W* マスタ NACK受信 

このビットがセットされると、マスタがアドレスまたはデータ送信に対する

NACKを受信したことを示します（NACKはアクノリッジサイクル中にバス

上の SDAがハイレベルであることです）。 

5 MAL 0 R/W* マスタアービトレーションロスト 

マルチマスタシステムではこのビットがセットされるとマスタはバス上の

他のマスタに対するアービトレーションを失ったことを示します。 

このとき MIEはリセットされマスタインタフェースは無効になります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 MST 0 R/W* マスタストップ送信 

このビットがセットされるとマスタがバス上にストップを送信したことを

示します。ストップはコントロールレジスタの強制ストップビットを設定し

た結果またはスレーブ受信データパケット期間中のスレーブから受信して

いる nackで送信することができます。 

3 MDE 0 R/W* マスタデータエンプティ 

データバイト送信開始時、送信データレジスタの内容はバスに送信可能状態

のシフトレジスタにロードされます。 

このビットがセットされるとこのロードが行われ送信データレジスタが再

びレディ状態になったことを示します。 

マスタ送信モードでは、MDEビットは、スレーブアドレスが送信された後

に MATビットがセットされるときと同じタイミングでもセットされます。

このとき ICMCRの ESGビットがクリアされた後でMDEとMATビットを

クリアしてください。クリアするとデータ送信が再開されます。 

2 MDT 0 R/W* マスタデータ送信 

バイトデータがバス上のスレーブに送信されました。このステータスビット

は最後のデータビット期間中に SCLの立ち下がりエッジ後アクティブにな

ります。 

1 MDR 0 R/W* マスタデータ受信 

バイトデータがバスから受信され受信データレジスタがレディ状態になり

ました。このステータスビットは最後のデータビット期間中に SCLの立ち

下がりエッジ後アクティブになります。シングルバッファモード時には、受

信データレジスタからデータが読み出されたあと、このステータスビットを

リセットする必要があります。 

MDBSがセットされると、受信データレジスタがデータパケットを受信開

始してから MDRがクリアされるまで SCLはローレベルに保持されます。 

マスタ受信モードでは、MDRビットは、スレーブアドレスが送信された後

に MATビットがセットされるときと同じタイミングでもセットされます。

このとき、ICMCRの ESGビットがクリアされた後で、MDRと MATビッ

トをクリアしてください。クリアすると、データ受信がスタートされます。 

0 MAT 0 R/W* マスタアドレス送信 

スレーブアドレスのバイトデータパケットがマスタによって送信されまし

た。このビットはアドレスの ACKビット期間中で SCL立ち下がりエッジ後

にアクティブになります。 

【注】 * 読み出し／書き込み可能です。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 
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29.3.7 マスタ割り込みイネーブルレジスタ（ICMIER） 
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⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

MATEMDREMDTEMDEEMSTEMALEMNRE

891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すとビット 7から 0の値が、ビット 31から 24、ビット 23から 16、

ビット 15から 8へおのおの反映されます。書き込みは常に 0にしてくださ

い。 

6 MNRE 0 R/W マスタ NACK受信割り込みイネーブル 

0：MNR割り込みの発生を禁止 

1：MNR割り込みの発生を許可 

5 MALE 0 R/W マスタアービトレーションロスト割り込みイネーブル 

0：MAL割り込みの発生を禁止 

1：MAL割り込みの発生を許可 

4 MSTE 0 R/W マスタストップ送信割り込みイネーブル 

0：MST割り込みの発生を禁止 

1：MST割り込みの発生を許可 

3 MDEE 0 R/W マスタデータエンプティ割り込みイネーブル 

0：MDE割り込みの発生を禁止 

1：MDE割り込みの発生を許可 

2 MDTE 0 R/W マスタデータ送信割り込みイネーブル 

0：MDT割り込みの発生を禁止 

1：MDT割り込みの発生を許可 

1 MDRE 0 R/W マスタデータ受信割り込みイネーブル 

0：MDR割り込みの発生を禁止 

1：MDR割り込みの発生を許可 

0 MATE 0 R/W マスタアドレス送信割り込みイネーブル 

0：MAT割り込みの発生を禁止 

1：MAT割り込みの発生を許可 
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29.3.8 マスタアドレスレジスタ（ICMAR） 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

SADD1
_6

SADD1
_5

SADD1
_4

SADD1
_3

SADD1
_2

SADD1
_1

SADD1
_0 STM1

⎯⎯ ⎯

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すとビット 7から 0の値が、ビット 31から 24、ビット 23から 16、

ビット 15から 8へおのおの反映されます。書き込みは常に 0にしてくださ

い。 

7～1 SADD1_6

～

SADD1_0 

すべて 0 R/W スレーブアドレス 

このビットはマスタが通信しようとするスレーブのアドレスです。 

0 STM1 0 R/W スレーブ転送モード 

このビットはスレーブが動作しようとしているモードを示します。 

このビットはスレーブの動作モード（送信または受信）を、マスタから送信

されたスレーブアドレス（SADD1）と一致する外部スレーブデバイスに設

定します。スレーブデバイスは受信した STM1の値によってハードウェア

が自動的に送信／受信を設定します。 

このビットがセットされると読み出し、クリアされると書き込みになりま

す。 
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29.3.9 クロックコントロールレジスタ（ICCCR） 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

SCGD CDF

891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すとビット 7から 0の値が、ビット 31から 24、ビット 23から 16、

ビット 15から 8へおのおの反映されます。書き込みは常に 0にしてくださ

い。 

7～2 SCGD すべて 0 R/W SCLクロック生成分周 

マスタモードで動作しているときは、SCGDを分周比として内部クロック

周波数から SCLクロックが生成されます。スレーブモードにおいても、デ

ータオーバフローでバスを停止させるため SCLをローレベルに保持してい

るときは内部クロックからのクロック生成により動作します。このため

SCGDはマスタとスレーブのいずれのモードにおいてもプログラムする必

要があります。周波数の関係を以下に示します。 

式 2 SCLレート計算 

SCL freq = IICck / (20 + SCGD ∗ 8)    IICck：I2C内部クロック周波数 

CPUのレートと 2種類の I2Cバスのスピードに対して推奨する CDFと

SCGDの値を表 29.3に示します。 

1、0 CDF すべて 0 R/W クロック分周要素 

I2Cバスインタフェースモジュール内のほとんどのブロックで使用される内

部クロックは周辺バスクロックを分周したものです。I2Cの内部クロックは

CDFを分周比として周辺バスクロックから生成されます。 

式 1 I2C内部クロック周波数計算 

IICck＝Pck / (1 + CDF)   Pck：周辺バスクロック 

バス上のSCLに対するSDAのセットアップとホールドタイムの最小値を満

たすようにしてください。 

クロック周波数は、グリッチフィルタが I2Cファーストモード仕様に述べら

れているとおり 50nsまでのグリッチに対して動作するようにしてくださ

い。 

【注】CDFはクロック周波数（IICck）が 20MHz未満になるような値にし

てください。 
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表 29.3 CDFと SCGDの推奨値* 

IOバスクロック周波数 100 kHz 400 kHz 

 CDF SCGD CDF SCGD 

50 MHz 2 19 2 3 

誤差 -3.10% -5.30% 

【注】 * SCLレートにおける推奨値です。 

 

29.3.10 受信／送信データレジスタ（ICRXD/ICTXD） 

本レジスタを読み出したときと書き込みしたときは、物理的には別のレジスタにアクセスしています。データ

が送信されるときは TXDを使用して、シフトレジスタのデータがロードされます。I2Cバスからシフトレジスタ

にデータを受信したときは、データは RXDにロードされます。 

 

• 受信データレジスタ（ICRXD） 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRR

RRRRRRRR

RRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

RXD

891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すとビット 7から 0の値が、ビット 31から 24、ビット 23から 16、

ビット 15から 8へおのおの反映されます。 

7～0 RXD すべて 0 R 読み出し受信データ 

マスタまたはスレーブによって受信されるデータ 

 

• 送信データレジスタ（ICTXD） 
161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRR

WWWWWWWW

RRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567

TXD

891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

RRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
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29.4 動作説明 

29.4.1 データとクロックフィルタ 

これらのブロックは I2Cバスから入力される信号のグリッチを取り除きます。取り除くグリッチの幅は 1クロッ

クまでです（内部クロック周波数の詳細は「29.3.9 クロックコントロールレジスタ（ICCCR）」を参照してく

ださい）。これはファーストモード I2Cバスレート（400 kHz）の仕様ですが低速モードの仕様に違反するもので

はありません。 

また、これらのブロックは内部クロックに対してバス信号の再同期も行います。 
 

29.4.2 クロックジェネレータ 

クロックジェネレータは 2つの機能を持ちます。一つは、マスタまたはスレーブインタフェースのコマンドに

従って SCL（I2Cバスクロック）を生成することです。もう一つは、フィルタやマスタ、スレーブインタフェース

で使用される内部クロックを制御することです。このクロックはフィルタやマスタ、スレーブインタフェースの

レジスタのクロックイネーブル信号として動作します。 
 

29.4.3 マスタ／スレーブインタフェース 

これらのインタフェースは独立で並行に動作します。マスタインタフェースは I2Cバス上のアドレスとデータの

転送を制御します。スレーブインタフェースは I2Cバスを監視し、設定されたアドレスがバス上に出力されると転

送に参加します。どちらのインタフェースも独立にコントロール／ステータスレジスタと通信します。割り込み

は 1本のみで、I2Cバスインタフェースモジュールから出力されます。発生源はマスタかスレーブのどちらかにな

ります。 
 

29.4.4 ソフトウェアステータスインターロック 

I2Cバスインタフェースモジュールへのソフトウェアインタフェースをできるだけ強固でシンプルにするため、

いくつかの連動させたステータスをマスタインタフェースとスレーブインタフェースの動作に組み込んでいます。

このステータスビットを以下に示します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 TXD すべて 0 W 書き込み送信データ 

マスタまたはスレーブによって送信されるデータ 
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（1） MDRと SDR 

データを受信するとMDRと SDRはセットされます。受信データレジスタを読み出したあとはステータスをク

リアしてください。MDRと SDRがセットされているときにデータを受信すると、ハードウェアは受信データレ

ジスタにまだ読み出されていないデータがあることを認識して自動的に SCLをローレベルに保持し、データ転送

を一時停止します。この場合、受信データを読み出した後にステータスをクリアすることで転送は再開されます。 

データを連続して受信するときは、受信データレジスタを読み出したあと必ずMDRと SDRのステータスをク

リアしてください。 
 

（2） MDEと SDE 

スレーブまたはマスタが、データ（送信データレジスタのデータ）を I2Cバス上に送信する段階になってもMDE

と SDEステータスビットがセットされている場合、MDEと SDEがリセットされるまで SCLはローレベルに保持

される必要があります。MDEと SDEがセットされることで、現在送信データレジスタに保持されているデータ

はすでに I2Cバスに送信されたことを示します。 

次のデータバイトの送信が可能な状態になった送信データレジスタに書き込むとき、ソフトウェアはこのステ

ータスビットをクリアする必要があります。ただし、この操作はバス上に送信される最初のバイトデータには必

要ありません。 
 

（3） MAL 

マスタがアービトレーションを失ったとき、マスタステータスレジスタのMALビットがセットされマスタコン

トロールレジスタのMIEビットがリセットされます。このときマスタモードは無効になり I2Cバスインタフェー

スはスレーブモードになります。マスタの動作を再開する場合、マスタからのデータ転送はMALビットがクリア

されてから開始されます。 
 

（4） SAR 

SARステータスビットは、スレーブが、自分のアドレスが I2Cバス上に出力されたことを認識したときにセッ

トされます。このときスレーブインタフェースは、SARステータスビットがリセットされるまで SCLをローレベ

ルに保持します。 

これはスレーブの送信がバスに対して行われようとしているときは特に重要です。スレーブは送信データレジ

スタからデータを送信します。ソフトウェアは SARステータスに対して、送信データレジスタに要求されるデー

タを書き込み、その後 SARビットをリセットするという応答を行います。これによりスレーブインタフェースは

アクセスを続けることができます。 

スレーブがデータを受信しようとしている場合、ソフトウェアが受信データレジスタから前のアクセスでロー

ドされたデータをまだ読み出しているということがあります。新しいアクセスがまだ受信データレジスタにある

有効なデータを上書きしてしまう可能性があります。しかし、SARステータスビットを使うことでこれを回避す

ることができます。ソフトウェアが受信データレジスタの全データ読み出しを終了してから SARビットをリセッ

ト（SARがセットされていた場合）すると、受信データレジスタの上書きを避けられます。 
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29.4.5 I2Cバスデータフォーマット 

図 29.2に I2Cバスインタフェースのバスタイミングを示します。また、表 29.4に図 29.2の記号の意味を示し

ます。 

PS

SCL 1–7

A/A

SDA

98

ASLA

1–7 8 9 1–7 8 9

R/W ADATA DATA  

図 29.2 I2Cバスタイミング 

 

表 29.4 I2Cバスデータフォーマットの記号説明 

記号 説   明 

S 開始条件を示します。マスタデバイスは、SCLがハイレベルの状態で SDAをハイレベルからローレベ

ルに変化させます。 

SLA スレーブアドレスを示します。マスタデバイスがスレーブデバイスを選択します。 

R/W 送受信の方向を示します。1のときスレーブデバイスからマスタデバイスへ、0のときマスタデバイスか

らスレーブデバイスへデータを転送します。 

A データアクノリッジを示します。受信デバイスが SDAをローレベルにします。スレーブデバイスはマス

タ送信モードではデータアクノリッジを返します。 

DATA 送受信データを示します。データ長は 8ビットで MSBから転送されます。 

P 停止状態を示します。マスタデバイスは、SCLがハイレベルの状態で SDAをローレベルからハイレベ

ルに変化させます。 
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29.4.6 7ビットアドレスフォーマット 

図 29.3にマスタからスレーブデバイスへのデータ転送フォーマット（マスタデータ送信フォーマット）を示し

ます。図 29.4にマスタデバイスがスレーブデバイスからの 2番目とそれ以降のバイトデータを読み出すデータ転

送フォーマット（マスタデータ受信フォーマット）を示します。 

マスタからスレーブ

スレーブからマスタ

A＝アクノリッジ（SDAがローレベル）
A＝非アクノリッジ（SDAがハイレベル）
S＝スタート条件
P＝ストップ条件

0（書き込み）

S スレーブアドレス A PA/Aデータ データR/W A

転送されるデータ
（nバイト＋アクノリッジ）

：

：
 

図 29.3 マスタデータ送信フォーマット 

1（読み出し）

S スレーブアドレス A PA/Aデータ データR/W A

転送されるデータ
（nバイト＋アクノリッジ）

 

図 29.4 マスタデータ受信フォーマット 

図 29.5に、1回の転送中にデータ転送の方向が変わる複合転送フォーマットを示します。1回目の転送で方向

が変わるときは再送コマンド（Sr）、スレーブアドレス、R/Wが送信されます。この場合 R/Wは 1回目の転送方

向と逆の方向が設定されています。再送コマンドは、マスタコントロールレジスタのイネーブルスタート生成ビ

ットがセットされているときに送信または受信の最後でマスタが発行します。 

読み出しまたは
書き込み

Sr＝反復スタート条件*2

読み出しまたは
書き込み

転送方向は
この時点で変化します。

【注】 *1 データの転送方向とアクノリッジビットはR/Wビットの設定に依存します。
 *2 反復スタート条件：I2C_SDLがHighで、I2C_SDAをLowにしたときにスタートします。

S スレーブアドレス Sr PA/AデータAR/WR/W A データ A/A スレーブアドレス

（n バイト
+ACK）*1

（n バイト
+ACK）*1

 

図 29.5 マスタ転送の複合転送フォーマット 
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29.4.7 10ビットアドレスフォーマット 

マスタモードでサポートする 10ビットアドレス転送フォーマットについて説明します。このフォーマットは 7

ビットアドレス転送フォーマット同様に 3種類の転送方法があります。 

図 29.6にデータ転送フォーマットを示します。マスタアドレスレジスタに設定された値は 1回目の転送条件（S）

の後に 1バイトで出力されます。送信データレジスタ（TXD）に設定された値は 2番目のバイトでスレーブアド

レスとして転送されます。3バイト目とそれ以降のデータ転送は 7ビットアドレスデータ送信と同じ方法で行われ

ます。 

0（書き込み）

スレーブアドレス A2 PA/Aデータ データR/W A

転送されるデータ
（nバイト＋アクノリッジ）

A1スレーブアドレスS

2バイト目1バイト目7ビット

1 1 1 1 0 X X

 

図 29.6 10ビットアドレスデータ送信フォーマット 

図 29.7にデータ受信フォーマットを示します。データ受信フォーマットで 2バイトのアドレスの送信は前述の

データ送信と同様に行われます。その後、再送条件（Sr）が送信され、アドレスレジスタに設定された値が送信

されます。このとき、STM1は 1（受信モード）である必要があります。データ転送は 7ビットアドレス受信フォ

ーマットと同様に行われます。 

0（書き込み）

スレーブアドレスR/W A1スレーブアドレスS

2バイト目1バイト目7ビット

1 1 1 1 0 X X

SLAVE ADDRESS A3 Aデータ データA

転送されるデータ
（nバイト＋アクノリッジ）

Sr

1バイト目7ビット

PR/Wスレーブアドレス

1 1 1 1 0 X X

1（読み出し）

A2

 

図 29.7 10ビットアドレスデータ受信フォーマット 
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図 29.8にデータ送信／受信複合フォーマットを示します。データ送信／受信複合フォーマットでは、データは

最初の 2バイトでアドレスが送信された後データが送信されます。その後、再送条件（Sr）がストップ条件（P）

の代わりに送信されます。Sr送信後の手順は通常のデータ受信フォーマットと同様に行われます。 

0（書き込み）

スレーブアドレスR/W A1スレーブアドレスS

2バイト目1バイト目7ビット

1 1 1 1 0 X X

SLAVE ADDRESS A3 Aデータ データA

転送されるデータ

Sr

1バイト目7ビット

PR/Wスレーブアドレス

1 1 1 1 0 X X

1（読み出し）

A2 A/Aデータ データA

転送されるデータ

 

図 29.8 10ビットアドレスデータ送信／受信複合フォーマット 
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29.4.8 マスタ送信動作 

マスタ送信モードでの送信手順と動作を以下に示します。図 29.9にマスタ送信モードのタイミングチャートを

示します。マスタコントロールレジスタのMDBSビットをセットすることにより、I2Cはシングルバッファモー

ドで動作します。 
 

1. 初期状態では、スレーブアドレス、送信データ、送信スピードに従ってクロックコントロールレジスタとマ

スタ割り込みイネーブルレジスタを設定してください。マスタモードが使用されているときでもスレーブモ

ードは要求されるので、スレーブアドレスレジスタにデバイスのアドレスを設定してください。 

2. マスタコントロールレジスタのFSDAビットを監視してください。このビットがローレベルであることを確

認してください。これは他のI2Cデバイスがバスを使用していないことを意味します。確認後、マスタコント

ロールレジスタのMIEビットとESGビットをセットしてマスタ送信を開始します。 

3. 送信開始条件、スレーブアドレス、データ送信方向を示す信号が送信された後、マスタステータスレジスタ

のMATビットとMDEビットによる割り込みが図29.9の（1）に示されるタイミングで生成されます。このと

きESGをクリアしてください。マスタデバイスは、データ送信を一時停止するために、MDEビットがクリア

されるまでSCLをローレベルにします。 

4. SARによる割り込みが図29.9の（3）に示されるタイミングで生成されます。スレーブデバイスのIRQ処理が

遅れた場合、スレーブデバイスはデータ送信を一時停止するためにSCLの期間を伸ばします（図29.9の（7）

に示されるタイミング）。スレーブデバイスは9番目のクロックでSDAをローレベルにしてACKを返します。 

5. データ転送は8ビットにACKの1ビットを加えたもの、つまり9ビットを単位として行います。MDE（ビット3）

による割り込みは、データ転送前の9番目のクロック（図29.9の（2）に示されるタイミング）のときに生成

されます。MDT（ビット2）による割り込みは、1バイトのデータ転送後から8番目のクロック（図29.9の（4）

に示されるタイミング）のときに生成されます。転送データを設定したあとMDEをクリアしてください。ス

レーブデバイスのSDR（スレーブデータ受信）による割り込みは、8番目のクロック（図29.9の（6）に示さ

れるタイミング）のときに生成されます。スレーブデバイスが受信データをリードしたあとSDRをクリアし

てください。この処理が遅れた場合、スレーブデバイスはデータ送信を一時停止するためにSCLの期間を伸

ばします（図29.9の（8）に示されるタイミング）。 

6. データ転送を終了させるために、マスタステータスレジスタのMNR（ビット6）による割り込みが、スレー

ブデバイスからのACKが1（NACK）のとき9番目のクロックで生成されます（図29.9の（5）に示されるタイ

ミング）。マスタデバイスはこのNACKを受信し、データ転送終了条件を出力します。マスタデバイスでデ

ータ送信が終了したとき、マスタコントロールレジスタのFSB（ビット1）をセットして一時停止条件を出力

してください。I2Cモジュールはバイトデータの最終ビットの送信または受信が完了するとFSBの値を取り込

み、ストップ状態になります。そのため、あらかじめ決まったバイト数のデータ転送のあと通信を終了させ

るには、最終バイトデータの転送開始前にFSBが設定されている必要があります。 

7. FSBは最終バイトデータが転送される前に設定される必要があります。そこでマスタ送信モード時には、最

終バイトデータが設定されたあとMST（マスタストップ送信）を割り込みまたはポーリングでチェックしま

す。また同時にMNR（マスタNACK受信）をチェックし、NACKが返された場合は最終バイトデータを再送
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信するためにエラールーチンに進みます。 

 
図 29.9のタイミング（1）～（6）は、クロックの立ち下がりエッジ後に生成されます。 

S

ACK

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1

SDA
ビット

7
ビット

7
ビット

6
ビット

5
ビット

4
ビット

3
ビット

2
ビット

1
ビット

0

ビット
7

ビット
7

ビット
6

ビット
5

ビット
4

ビット
3

ビット
2

ビット
1

ビット
0

SCL

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

マスタIRQ

スレーブIRQ

（1）

（7）

（3）

ACK

SDA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 19

（4）

（2） （5）

SCL

SDA
（マスタ出力）

 SDA
（スレーブ出力）

マスタIRQ

スレーブIRQ

（8）

（6）
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図 29.9 データ転送モード動作タイミング 
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29.4.9 マスタ受信動作 

マスタ受信モードでのデータ受信手順と動作を以下に示します。図 29.10にマスタデータ受信モードのタイミ

ングチャートを示します。マスタコントロールレジスタのMDBSビットをセットすることにより、I2Cはシング

ルバッファモードで動作します。 
 

1. マスタデータ受信モードでは、スレーブアドレスとデータ転送方向を示す1バイトの信号については、動作は

マスタデータ転送モードと同様です。しかし、このときデータ転送方向は1（受信）を選択してください。 

2. スレーブデバイスは、データ転送方向を示す信号によって自動的にデータ転送モードになり、マスタデバイ

スからのSCLクロックに同期して、1バイトデータの送信を行います。マスタデバイスは8番目のクロック（図

29.10の（2）に示されるタイミング）でMDR（ビット1）の割り込みを生成します。マスタデバイスが受信

データを読み出した後、MDRビットをクリアしてください。この割り込み処理が遅れた場合、スレーブデバ

イスはデータ送信を一時停止するためにSCLの期間を伸ばします（図29.10の（3）に示されるタイミング）。 

3. スレーブデバイスは、8番目のクロック（図29.10の（2）に示されるタイミング）で1バイトのデータ転送の

最後を示すSDT（ビット2）による割り込みを生成します。また、9番目のクロック（図29.10の（1）に示さ

れるタイミング）でデータエンプティを示すSDE（ビット3）による割り込みを生成します。スレーブ送信デ

ータをTXDに書き込んだ後、SDEをクリアしてください。 

4. 転送を終了するために、マスタデバイスのマスタコントロールレジスタのFSB（ビット1）をセットして出力

一時停止を出力してください。I2Cモジュールはバイトデータの最終ビットの送信または受信が完了すると、

FSBの値を取り込んでストップ状態になります。そのため、あらかじめ決まったバイト数のデータ転送のあ

と通信を終了させるには、最終バイトデータの転送開始前にFSBが設定されている必要があります。最終バ

イトの受信後、マスタレシーバは受信トランザクションを完了しますが、もし最終バイトデータが正しくな

いとき、プロトコルレイヤはスレーブ送信側に再送信が必要なことを通知します。 

 
図 29.10のタイミング（1）～（3）は、クロックの立ち下がりエッジ後に生成されます。 
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図 29.10 データ受信モード動作タイミング 

 

29.5 プログラム例 

29.5.1 マスタ送信 

I2Cバスにデータパケットを送信するマスタインタフェースの設定は、以下の手順に従ってください。 

（1） クロックコントロールレジスタのロード 

1. SCLクロック分周（SCGD）にH'03を設定（SCL周波数が400kHz） 

2. クロック分周比（CDF）にH'2を設定（IOバスクロックが50MHz、I2C内部クロックIICckが16.7MHz） 

（2） マスタコントロールレジスタ、1番目のデータバイトとアドレスのロード 

1. マスタアドレスレジスタにアクセスしているスレーブのアドレスとSTM1ビット（書き込みモードは0）を設

定 

2. 送信データレジスタに送信される1番目のデータバイトを設定 

3. マスタコントロールレジスタにH'89を設定（MDBS＝1、MIE＝1、ESG＝1） 

（3） アドレスの出力待ち 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMATビットとMDEビットによる割り込み）待ち。 

2. マスタコントロールレジスタにH'88を設定（マスタデバイスは、データ送信を一時停止するために、MDEビ

ットがクリアされるまでSCLをローレベルにします。） 

1バイトのみ送信する場合はマスタコントロールレジスタにH'8Aを設定（ストップの生成が有効）。これに

より1バイト送信したらすぐにストップを生成する。 

3. MATビットをリセット 
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（4） データバイトの送信経過を監視 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMDEビット）待ち 

2. 送信データレジスタに次のデータバイトを設定 

3. MDEビットをリセット 

最終送信バイトの設定後MDEをクリアします。最終送信バイト送信開始後、MDEが発生します。そのMDE

をクリアする前に、マスタコントロールレジスタにH'8Aを設定してください。（強制ストップビットをセッ

ト） 

（5） 送信終了待ち 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMSTビット）待ち 

2. MNR（Master NACK received）を確認後、MSTをリセット 

 

29.5.2 マスタ受信 

I2Cバスのデータパケットを受信するマスタインタフェースの設定は、以下の手順に従ってください。 

（1） クロックコントロールレジスタのロード 

1. SCLクロック分周（SCGD）にH'03を設定（SCL周波数が400kHz） 

2. クロック分周比（CDF）にH'2を設定（IOバスクロックが50MHz、I2C内部クロックIICckが16.7MHz） 

 

（2） マスタコントロールレジスタとアドレスのロード 

1. マスタアドレスレジスタにアクセスしているスレーブのアドレスとSTM1ビット（読み出しモードは1）を設

定 

2. マスタコントロールレジスタにH'89を設定（MDBS＝1、MIE＝1、ESG＝1） 

 

（3） アドレスの出力待ち 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMATビットとMDRビットによる割り込み）待ち。 

2. マスタコントロールレジスタにH'88を設定（マスタデバイスは、データ受信を一時停止するために、MDRビ

ットがクリアされるまでSCLをローレベルにします。） 

1バイトのみ送信する場合はマスタコントロールレジスタにH'8Aを設定（ストップの生成が有効）。これに

より1バイト受信したらすぐにストップを生成する。 

3. MATビットをリセット 

 

（4） データバイトの受信経過を監視 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMDRビット）待ち 

2. 受信データレジスタからデータ読み出し 

次のデータバイトがスレーブデバイスによって送信される（最終-1）バイトのデータバイトの場合、その最

終-1バイトの受信割り込みすなわちMDR割り込みに対して 
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3. マスタコントロールレジスタにH'8Aを設定（強制ストップビットを設定） 

4. MDRビットをリセット 

 

（5） 受信終了待ち 

1. 最終バイトの受信割り込み（MDR）の処理、すなわちデータを引き抜いてMDRをクリアする 

2. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMST）待ち 

3. MSTをリセット 

 

29.5.3 マスタ送信⎯リスタート⎯マスタ受信 

I2Cバスにデータパケットを送信し、リスタートを発行し、スレーブからデータを読み出すマスタインタフェー

スの設定は、以下の手順に従ってください。 

（1） クロックコントロールレジスタのロード 

1. SCLクロック分周（SCGD）にH'03を設定（SCL周波数が400kHz） 

2. クロック分周比（CDF）にH'2を設定（IOバスクロックが50MHz、I2C内部クロックIICckが16.7MHz） 

 

（2） マスタコントロールレジスタとアドレスのロード 

1. マスタアドレスレジスタにアクセスしているスレーブのアドレスとSTM1ビット（書き込みモードは0）を設

定 

2. マスタコントロールレジスタにH'89を設定（MDBS＝1、MIE＝1、ESG＝1） 

 

（3） アドレスの出力待ち 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMATビットとMDEビットによる割り込み）待ち。 

2. マスタアドレスレジスタにアクセスしているスレーブのアドレスとSTM1ビット（読み出しモードは1）を設

定 

マスタコントロールレジスタのイネーブルスタート生成ビットがまだセットされているときは送信の最後で

マスタはリスタートを発行します。新しいアドレスが上述のとおりロードされているので、バスの方向が変

えられます。 

3. MATビットをリセット 

 

（4） アドレスの出力待ち 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMATビットとMDRビットによる割り込み）待ち。 

2. マスタコントロールレジスタにH'88を設定（マスタデバイスはデータ受信を一時停止するために、MDRビッ

トがクリアされるまでSCLをローレベルにします。） 

3. MATビットをリセット 
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（5） データバイトの受信経過を監視 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMDRビット）待ち 

2. 受信データレジスタからデータ読み出し 

次のデータバイトがスレーブデバイスによって送信される（最終-1）バイトのデータバイトの場合、その最

終-1バイトの受信割り込みすなわちMDR割り込みに対して 

3. マスタコントロールレジスタにH'8Aを設定（強制ストップビットを設定） 

4. MDRビットをリセット 

 

（6） 受信 終了待ち 

1. 最終バイトの受信割り込み（MDR）の処理、すなわちデータを引き抜いてMDRをクリアする 

2. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMSTビット）待ち 

3. MSTビットをリセット 
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30. 汎用入出力ポート（GPIO） 

30.1 特長 

本 LSIは 9組（入出力：60本）の汎用ポート（ポート A～J）があります。 

GPIO（汎用入出力ポート）の各ポートは周辺モジュールの端子とマルチプレクスされており、GPIO、周辺モジ

ュールの選択を行います。 
 

GPIOには次のような特長があります。 

• それぞれのポート端子は、ポートコントロールレジスタで端子機能とプルアップMOS制御を端子ごとに行え

るマルチプレクス端子です。 

• ポートはそれぞれ端子のデータを格納するためのデータレジスタを1本ずつ持っています。 

• GPIO割り込みあり* 

【注】 * GPIO割り込みポートとして使用可能なポートについては表 30.1を参照してください。 

  GPIO割り込みの設定については「第 10章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。 

 

表 30.1にポートコントロールレジスタで制御されるマルチプレクス端子を示します。 
 

表 30.1 ポートコントロールレジスタで制御されるマルチプレクス一覧表 

端子名 ポート GPIO 選択可能なモジュール名 GPIO割り込み 

CDE/ETH_MAGIC A PA7入出力 DU/ETH － 

DISP/ETH_LINK A PA6入出力 DU/ETH － 

DR5/ETH_TX_ER A PA5入出力 DU/ETH － 

DR4/ETH_TX_EN A PA4入出力 DU/ETH － 

DR3/ETH_TXD3 A PA3入出力 DU/ETH － 

DR2/ETH_TXD2 A PA2入出力 DU/ETH － 

DR1/ETH_TXD1 A PA1入出力 DU/ETH ○ 

DR0/ETH_TXD0 A PA0入出力 DU/ETH ○ 

VSYNC/HSPI_CLK B PB7入出力 DU/HSPI － 

ODDF/HSPI_CS B PB6入出力 DU/HSPI － 

DG5/ETH_MDIO B PB5入出力 DU/ETH － 

DG4/ETH_RX_CLK B PB4入出力 DU/ETH － 

DG3/ETH_MDC B PB3入出力 DU/ETH － 

DG2/ETH_COL B PB2入出力 DU/ETH － 

DG1/ETH_TX_CLK B PB1入出力 DU/ETH － 

DG0/ETH_CRS B PB0入出力 DU/ETH － 
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端子名 ポート GPIO 選択可能なモジュール名 GPIO割り込み 

DCLKIN/HSPI_RX C PC7入出力 DU/HSPI － 

HSYNC/HSPI_TX C PC6入出力 DU/HSPI － 

DB5/ETH_RXD3 C PC5入出力 DU/ETH － 

DB4/ETH_RXD2 C PC4入出力 DU/ETH － 

DB3/ETH_RXD1 C PC3入出力 DU/ETH － 

DB2/ETH_RXD0 C PC2入出力 DU/ETH － 

DB1/ETH_RX_DV C PC1入出力 DU/ETH － 

DB0/ETH_RX_ER C PC0入出力 DU/ETH － 

DCLKOUT D PD7入出力 DU － 

SCIF1_SCK D PD6入出力 SCIF － 

SCIF1_RXD D PD5入出力 SCIF － 

SCIF1_TXD D PD4入出力 SCIF － 

DACK1/BACK/FALE D PD3入出力 LBSC/LBSC/FLCTL － 

DACK0/FCLE D PD2入出力 LBSC/FLCTL － 

DREQ1/BREQ/USB_OVC1 D PD1入出力 DMAC/LBSC/USB － 

DREQ0/USB_OVC0 D PD0入出力 DMAC/USB － 

USB_PENC1 E PE7入出力 USB － 

USB_PENC0 E PE6入出力 USB － 

HAC1_SDOUT/SSI1_SDATA/SDIF1CMD F PF7入出力 HAC/SSI/SDIF － 

HAC1_SDIN/SSI1_SCK/SDIF1CD F PF6入出力 HAC/SSI/SDIF － 

HAC1_SYNC/SSI1_WS/SDIF1WP F PF5入出力 HAC/SSI/SDIF   

HAC1_BITCLK/SSI1_CLK/SDIF1CLK F PF4入出力 HAC/SSI/SDIF   

HAC0_SDOUT/SSI0_SDATA/SDIF1D3 F PF3入出力 HAC/SSI/SDIF － 

HAC0_SDIN/SSI0_SCK/SDIF1D2 F PF2入出力 HAC/SSI/SDIF － 

HAC0_SYNC/SSI0_WS/SDIF1D1 F PF1入出力 HAC/SSI/SDIF ○ 

HAC0_BITCLK/SSI0_CLK/SDIF1D0 F PF0入出力 HAC/SSI/SDIF ○ 

SCIF3_SCK/SSI2_SDATA G PG7入出力 SCIF/SSI － 

SCIF3_RXD/TCLK/SSI2_SCK G PG6入出力 SCIF/TMU/SSI － 

SCIF3_TXD/HAC_RES/SSI2_WS G PG5入出力 SCIF/HAC/SSI － 

MODE7/DACK3/SDIF0CMD H PH7入出力 LBSC/SDIF － 

MODE6/DACK2/SDIF0CD H PH6入出力 LBSC/SDIF － 

MODE5/DREQ3/SDIF0WP H PH5入出力 DMAC/SDIF － 

MODE4/SCIF0_CTS/DREQ2/SDIF0CLK H PH4入出力 SCIF/DMAC/SDIF － 

MODE3/SCIF0_RTS/IRL7/SDIF0D3 H PH3入出力 SCIF/INTC/SDIF － 

MODE2/SCIF0_SCK/IRL6/SDIF0D2 H PH2入出力 SCIF/INTC/SDIF － 

MODE1/SCIF0_RXD/IRL5/SDIF0D1 H PH1入出力 SCIF/INTC/SDIF ○ 

MODE0/SCIF0_TXD/IRL4/SDIF0D0 H PH0入出力 SCIF/INTC/SDIF ○ 

MODE14/SCIF5_SCK/FRB J PJ7入出力 SCIF/FLCTL － 
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端子名 ポート GPIO 選択可能なモジュール名 GPIO割り込み 

MODE13/SCIF5_RXD/IOIS16 J PJ6入出力 SCIF/LBSC － 

MODE12/SCIF5_TXD/CE2B J PJ5入出力 SCIF/LBSC － 

MODE11/DRAK3/CE2A J PJ4入出力 DMAC/LBSC － 

MODE10/SCIF4_SCK/DRAK2/SSI3_WS J PJ3入出力 SCIF/DMAC/SSI － 

MODE9/SCIF4_RXD/DRAK1/SSI3_SDATA J PJ2入出力 SCIF/DMAC/SSI ○ 

MODE8/SCIF4_TXD/DRAK0/SSI3_SCK/ 

FSE 

J PJ1入出力 SCIF/DMAC/SSI/FLCTL ○ 

【注】 周辺モジュールセレクトレジスタ 1、2（P1MSELR、P2MSELR）により、これらの端子を使用するモジュールを選択で

きます。 
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30.2 レジスタの説明 

GPIO制御には、以下のレジスタがあります。 
 

表 30.2 レジスタ構成（1） 

名称 略称 R/W P4アドレス*1 エリア 7 

アドレス*1 

アクセス

サイズ*2 

同期 

クロック 

ポート Aコントロールレジスタ PACR R/W H'FFCC 0000 H'1FCC 0000 16 Pck 

ポート Bコントロールレジスタ PBCR R/W H'FFCC 0002 H'1FCC 0002 16 Pck 

ポート Cコントロールレジスタ PCCR R/W H'FFCC 0004 H'1FCC 0004 16 Pck 

ポート Dコントロールレジスタ PDCR R/W H'FFCC 0006 H'1FCC 0006 16 Pck 

ポート Eコントロールレジスタ PECR R/W H'FFCC 0008 H'1FCC 0008 16 Pck 

ポート Fコントロールレジスタ PFCR R/W H'FFCC 000A H'1FCC 000A 16 Pck 

ポート Gコントロールレジスタ PGCR R/W H'FFCC 000C H'1FCC 000C 16 Pck 

ポート Hコントロールレジスタ PHCR R/W H'FFCC 000E H'1FCC 000E 16 Pck 

ポート Jコントロールレジスタ PJCR R/W H'FFCC 0010 H'1FCC 0010 16 Pck 

ポート Aデータレジスタ PADR R/W H'FFCC 0020 H'1FCC 0020 8 Pck 

ポート Bデータレジスタ PBDR R/W H'FFCC 0022 H'1FCC 0022 8 Pck 

ポート Cデータレジスタ PCDR R/W H'FFCC 0024 H'1FCC 0024 8 Pck 

ポート Dデータレジスタ PDDR R/W H'FFCC 0026 H'1FCC 0026 8 Pck 

ポート Eデータレジスタ PEDR R/W H'FFCC 0028 H'1FCC 0028 8 Pck 

ポート Fデータレジスタ PFDR R/W H'FFCC 002A H'1FCC 002A 8 Pck 

ポート Gデータレジスタ PGDR R/W H'FFCC 002C H'1FCC 002C 8 Pck 

ポート Hデータレジスタ PHDR R/W H'FFCC 002E H'1FCC 002E 8 Pck 

ポート Jデータレジスタ PJDR R/W H'FFCC 0030 H'1FCC 0030 8 Pck 

ポート Aプルアップ制御レジスタ PAPUPR R/W H'FFCC 0040 H'1FCC 0040 8 Pck 

ポート Bプルアップ制御レジスタ PBPUPR R/W H'FFCC 0042 H'1FCC 0042 8 Pck 

ポート Cプルアップ制御レジスタ PCPUPR R/W H'FFCC 0044 H'1FCC 0044 8 Pck 

ポート Dプルアップ制御レジスタ PDPUPR R/W H'FFCC 0046 H'1FCC 0046 8 Pck 

ポート Eプルアップ制御レジスタ PEPUPR R/W H'FFCC 0048 H'1FCC 0048 8 Pck 

ポート Fプルアップ制御レジスタ PFPUPR R/W H'FFCC 004A H'1FCC 004A 8 Pck 

ポート Gプルアップ制御レジスタ PGPUPR R/W H'FFCC 004C H'1FCC 004C 8 Pck 

ポート Hプルアップ制御レジスタ PHPUPR R/W H'FFCC 004E H'1FCC 004E 8 Pck 

ポート Jプルアップ制御レジスタ PJPUPR R/W H'FFCC 0050 H'1FCC 0050 8 Pck 

入力端子プルアップ制御レジスタ 1 PPUPR1 R/W H'FFCC 0060 H'1FCC 0060 16 Pck 

入力端子プルアップ制御レジスタ 2 PPUPR2 R/W H'FFCC 0062 H'1FCC 0062 16 Pck 

周辺モジュールセレクトレジスタ 1 P1MSELR R/W H'FFCC 0080 H'1FCC 0080 16 Pck 

周辺モジュールセレクトレジスタ 2 P2MSELR R/W H'FFCC 0082 H'1FCC 0082 16 Pck 
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【注】 *1 P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7 からアクセスするものです。 

 *2 レジスタには 16ビットアクセスのレジスタと 8ビットアクセスのレジスタがあります。指定されたアクセスサイ

ズでリードライトを行ってください。 

 

表 30.2 レジスタ構成（2） 

パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

ライトスリープ 

モジュール

スタンバイ 

名称 略称 

PRESET端子

/WDT/H-UDIに 

よる 

WDT/多重例外に

よる 

Sleep命令に

よる 

 

ポート Aコントロールレジスタ PACR H'FFFF 保持 保持 保持 

ポート Bコントロールレジスタ PBCR H'FFFF 保持 保持 保持 

ポート Cコントロールレジスタ PCCR H'FFFF 保持 保持 保持 

ポート Dコントロールレジスタ PDCR H'FF00 保持 保持 保持 

ポート Eコントロールレジスタ PECR H'0FFF  保持 保持 保持 

ポート Fコントロールレジスタ PFCR H'FFFF 保持 保持 保持 

ポート Gコントロールレジスタ PGCR H'FFFF 保持 保持 保持 

ポート Hコントロールレジスタ PHCR H'FFFF 保持 保持 保持 

ポート Jコントロールレジスタ PJCR H'3FC3 保持 保持 保持 

ポート Aデータレジスタ PADR H'xx 保持 保持 保持 

ポート Bデータレジスタ PBDR H'xx 保持 保持 保持 

ポート Cデータレジスタ PCDR H'xx 保持 保持 保持 

ポート Dデータレジスタ PDDR H'xx 保持 保持 保持 

ポート Eデータレジスタ PEDR H'00 保持 保持 保持 

ポート Fデータレジスタ PFDR H'xx 保持 保持 保持 

ポート Gデータレジスタ PGDR H'x0 保持 保持 保持 

ポート Hデータレジスタ PHDR H'xx 保持 保持 保持 

ポート Jデータレジスタ PJDR H'xx 保持 保持 保持 

ポート Aプルアップ制御レジスタ PAPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ポート Bプルアップ制御レジスタ PBPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ポート Cプルアップ制御レジスタ PCPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ポート Dプルアップ制御レジスタ PDPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ポート Eプルアップ制御レジスタ PEPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ポート Fプルアップ制御レジスタ PFPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ポート Gプルアップ制御レジスタ PGPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ポート Hプルアップ制御レジスタ PHPUPR H'FF 保持 保持 保持 

ポート Jプルアップ制御レジスタ PJPUPR H'FF 保持 保持 保持 

入力端子プルアップ制御レジスタ 1 PPUPR1 H'FFFF 保持 保持 保持 
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パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

ライトスリープ 

モジュール

スタンバイ 

名称 略称 

PRESET端子

/WDT/H-UDIに 

よる 

WDT/多重例外に

よる 

Sleep命令に

よる 

 

入力端子プルアップ制御レジスタ 2 PPUPR2 H'FFFF 保持 保持 保持 

周辺モジュールセレクトレジスタ 1 P1MSELR H'0000 保持 保持 保持 

周辺モジュールセレクトレジスタ 2 P2MSELR H'0000 保持 保持 保持 
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30.2.1 ポート Aコントロールレジスタ（PACR） 

PACRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

01234567891011121315 14ビット：

111111111111111 1

PA0
MD0

PA0 
MD1

PA1
MD0

PA1
MD1

PA2
MD0

PA2
MD1

PA3
MD0

PA3
MD1

PA4
MD0

PA4
MD1

PA5
MD0

PA5 
MD1

PA6
MD0

PA6
MD1

PA7
MD1

PA7
MD0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

PA7MD1 

PA7MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PA7モード 

00：DU/ETHモジュール機能（CDE/ETH_MAGIC）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

13 

12 

PA6MD1 

PA6MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PA6モード 

00：DU/ETHモジュール機能（DISP/ETH_LINK）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

11 

10 

PA5MD1 

PA5MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PA5モード 

00：DU/ETHモジュール機能（DR5/ETH_TX_ER）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

9 

8 

PA4MD1 

PA4MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PA4モード 

00：DU/ETHモジュール機能（DR4/ETH_TX_EN）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

7 

6 

PA3MD1 

PA3MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PA3モード 

00：DU/ETHモジュール機能（DR3/ETH_TXD3）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

5 

4 

PA2MD1 

PA2MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PA2モード 

00：DU/ETHモジュール機能（DR2/ETH_TXD2）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 

2 

PA1MD1 

PA1MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PA1モード 

00：DU/ETHモジュール機能（DR1/ETH_TXD1）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

1 

0 

PA0MD1 

PA0MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PA0モード 

00：DU/ETHモジュール機能（DR0/ETH_TXD0）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

【注】 * 周辺モジュールセレクトレジスタ 1（P1MSELR）により、これらの端子を使用するモジュールを選択できます。 
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30.2.2 ポート Bコントロールレジスタ（PBCR） 

PBCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

01234567891011121315 14ビット：

111111111111111 1

PB0
MD0

PB0 
MD1

PB1
MD0

PB1
MD1

PB2
MD0

PB2
MD1

PB3
MD0

PB3
MD1

PB4
MD0

PB4
MD1

PB5
MD0

PB5 
MD1

PB6
MD0

PB6
MD1

PB7
MD1

PB7
MD0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

PB7MD1 

PB7MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PB7モード 

00：DU/HSPIモジュール機能（VSYNC/HSPI_CLK）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

13 

12 

PB6MD1 

PB6MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PB6モード 

00：DU/HSPIモジュール機能（ODDF/HSPI_CS）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

11 

10 

PB5MD1 

PB5MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PB5モード 

00：DU/Etherモジュール機能（DG5/ETH_MDIO）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

9 

8 

PB4MD1 

PB4MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PB4モード 

00：DU/Etherモジュール機能（DG4/ETH_RX_CLK）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

7 

6 

PB3MD1 

PB3MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PB3モード 

00：DU/Etherモジュール機能（DG3/ETH_MDC）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

5 

4 

PB2MD1 

PB2MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PB2モード 

00：DU/Etherモジュール機能（DG2/ETH_COL）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 

2 

PB1MD1 

PB1MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PB1モード 

00： DU/Etherモジュール機能（DG1/ETH_TX_CLK）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

1 

0 

PB0MD1 

PB0MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PB0モード 

00： DU/Etherモジュール機能（DG0/ETH_CRS）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

【注】 * 周辺モジュールセレクトレジスタ 1（P1MSELR）により、これらの端子を使用するモジュールを選択できます。 
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30.2.3 ポート Cコントロールレジスタ（PCCR） 

PCCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

01234567891011121315 14ビット：

111111111111111 1

PC0
MD0

PC0 
MD1

PC1
MD0

PC1
MD1

PC2
MD0

PC2
MD1

PC3
MD0

PC3
MD1

PC4
MD0

PC4
MD1

PC5
MD0

PC5 
MD1

PC6
MD0

PC6
MD1

PC7
MD1

PC7
MD0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

PC7MD1 

PC7MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PC7モード 

00：DU/HSPIモジュール機能（DCLKIN/HSPI_RX）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

13 

12 

PC6MD1 

PC6MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PC6モード 

00：DU/HSPIモジュール機能（HSYNC/HSPI_TX）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

11 

10 

PC5MD1 

PC5MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PC5モード 

00：DU/Etherモジュール機能（DB5/ ETH_RXD3）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

9 

8 

PC4MD1 

PC4MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PC4モード 

00：DU/Etherモジュール機能（DB4/ ETH_RXD2）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

7 

6 

PC3MD1 

PC3MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PC3モード 

00：DU/Etherモジュール機能（DB3/ ETH_RXD1）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

5 

4 

PC2MD1 

PC2MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PC2モード 

00：DU/ Etherモジュール機能（DB2/ ETH_RXD0）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 



 

30. 汎用入出力ポート（GPIO） 

30-12  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 

2 

PC1MD1 

PC1MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PC1モード 

00：DU/ Etherモジュール機能（DB1/ ETH_RX_DV）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

1 

0 

PC0MD1 

PC0MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PC0モード 

00：DU/Etherモジュール機能（DB0/ ETH_RX_ER）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

【注】 * 周辺モジュールセレクトレジスタ 1（P1MSELR）により、これらの端子を使用するモジュールを選択できます。 
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30.2.4 ポート Dコントロールレジスタ（PDCR） 

PDCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

01234567891011121315 14ビット：

000000001111111 1

PD0
MD0

PD0 
MD1

PD1
MD0

PD1
MD1

PD2
MD0

PD2
MD1

PD3
MD0

PD3
MD1

PD4
MD0

PD4
MD1

PD5
MD0

PD5 
MD1

PD6
MD0

PD6
MD1

PD7
MD1

PD7
MD0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

PD7MD1 

PD7MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PD7モード 

00：DUモジュール機能（DCLKOUT） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

13 

12 

PD6MD1 

PD6MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PD6モード 

00：SCIFモジュール機能（SCIF1_SCK） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

11 

10 

PD5MD1 

PD5MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PD5モード 

00：SCIFモジュール機能（SCIF1_RXD） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

9 

8 

PD4MD1 

PD4MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PD4モード 

00：SCIFモジュール機能（SCIF1_TXD） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

7 

6 

PD3MD1 

PD3MD0 

0 

0 

R/W 

R/W 

PD3モード 

00：DMAC/ LBSC/FLCTLモジュール機能（DACK1/BACK/FALE）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

5 

4 

PD2MD1 

PD2MD0 

0 

0 

R/W 

R/W 

PD2モード 

00：DMAC/FLCTLモジュール機能（DACK0/FCLE）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 

2 

PD1MD1 

PD1MD0 

0 

0 

R/W 

R/W 

PD1モード 

00：DMAC/LBSC/USBモジュール機能（DREQ1/BREQ/USB_OVC1）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

1 

0 

PD0MD1 

PD0MD0 

0 

0 

R/W 

R/W 

PD0モード 

00：DMAC/USBモジュール機能（DREQ0/USB_OVC0）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

【注】 * 周辺モジュールセレクトレジスタ 1（P1MSELR）により、これらの端子を使用するモジュールを選択できます。 
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30.2.5 ポート Eコントロールレジスタ（PECR） 

PECRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

111111111111

PE6
MD0

PE6
MD1

PE7
MD1

PE7
MD0

R/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRR

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

PE7MD1 

PE7MD0 

0 

0 

R/W 

R/W 

PE7モード 

00：USBモジュール機能（USB_PENC1） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

13 

12 

PE6MD1 

PE6MD0 

0 

0 

R/W 

R/W 

PE6モード 

00：USBモジュール機能（USB_PENC0） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

11～0 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 
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30.2.6 ポート Fコントロールレジスタ（PFCR） 

PFCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

01234567891011121315 14ビット：

111111111111111 1

PF0
MD0

PF0 
MD1

PF1
MD0

PF1
MD1

PF2
MD0

PF2
MD1

PF3
MD0

PF3
MD1

PF4
MD0

PF4
MD1

PF5
MD0

PF5 
MD1

PF6
MD0

PF6
MD1

PF7
MD1

PF7
MD0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

PF7MD1

PF7MD0

1 

1 

R/W 

R/W 

PF7モード 

00：HAC/SSI/SDIFモジュール機能

（HAC1_SDOUT/SSI1_SDATA/SDIF1CMD）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

13 

12 

PF6MD1

PF6MD0

1 

1 

R/W 

R/W 

PF6モード 

00：HAC/SSI/SDIFモジュール機能 

（HAC1_SDIN/SSI1_SCK/SDIF1CD）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

11 

10 

PF5MD1

PF5MD0

1 

1 

R/W 

R/W 

PF5モード 

00：HAC/SSI/SDIFモジュール機能 

（HAC1_SYNC/SSI1_WS/SDIF1WP）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

9 

8 

PF4MD1

PF4MD0

1 

1 

R/W 

R/W 

PF4モード 

00：HAC/SSI/SDIFモジュール機能

（HAC1_BITCLK/SSI1_CLK/SDIF1CLK）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

7 

6 

PF3MD1

PF3MD0

1 

1 

R/W 

R/W 

PF3モード 

00：HAC/SSI/SDIFモジュール機能

（HAC0_SDOUT/SSI0_SDATA/SDIF1D3）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 

4 

PF2MD1

PF2MD0

1 

1 

R/W 

R/W 

PF2モード 

00：HAC/SSI/SDIF モジュール機能 

（HAC0_SDIN/SSI0_SCK/SDIF1D2）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

3 

2 

PF1MD1

PF1MD0

1 

1 

R/W 

R/W 

PF1モード 

00：HAC/SSI/SDIFモジュール機能 

（HAC0_SYNC/SSI0_WS/SDIF1D1）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

1 

0 

PF0MD1

PF0MD0

1 

1 

R/W 

R/W 

PF0モード 

00：HAC/SSI/SDIFモジュール機能

（HAC0_BITCLK/SSI0_CLK/SDIF1D0）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

【注】 * 周辺モジュールセレクトレジスタ 2（P2MSELR）により、これらの端子を使用するモジュールを選択できます。 
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30.2.7 ポート Gコントロールレジスタ（PGCR） 

PGCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

111111111111111

PG5
MD0

PG5 
MD1

PG6
MD0

PG6
MD1

PG7
MD1

PG7
MD0

R/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

1

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRR

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

PG7MD1 

PG7MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PG7モード 

00：SCIF/SSIモジュール機能（SCIF3_SCK/SSI2_SDATA）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

13 

12 

PG6MD1 

PG6MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PG6モード 

00：SCIF/TMU/SSIモジュール機能 

（SCIF3_RXD/TCLK/SSI2_SCK）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

11 

10 

PG5MD1 

PG5MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PG5モード 

00：SCIF/HAC/SSIモジュール機能 

（SCIF3_TXD/HAC_RES/SSI2_WS）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

9～0 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

【注】 * 周辺モジュールセレクトレジスタ 1（P1MSELR）により、これらの端子を使用するモジュールを選択できます。 
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30.2.8 ポート Hコントロールレジスタ（PHCR） 

PHCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

01234567891011121315 14ビット：

111111111111111 1

PH0
MD0

PH0 
MD1

PH1
MD0

PH1
MD1

PH2
MD0

PH2
MD1

PH3
MD0

PH3
MD1

PH4
MD0

PH4
MD1

PH5
MD0

PH5 
MD1

PH6
MD0

PH6
MD1

PH7
MD1

PH7
MD0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

PH7MD1 

PH7MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PH7モード 

00：DMAC/SDIFモジュール機能（ODE7/DACK3/SDIF0CMD）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

13 

12 

PH6MD1 

PH6MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PH6モード 

00：DMAC/SDIFモジュール機能（ODE6/DACK2/SDIF0CD）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

11 

10 

PH5MD1 

PH5MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PH5モード 

00：DMAC/SDIFモジュール機能（ODE5/DREQ3/SDIF0WP）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

9 

8 

PH4MD1 

PH4MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PH4モード 

00：SCIF/DMAC/SDIFモジュール機能

（MODE4/SCIF0_CTS/DREQ2/SDIF0CLK）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

7 

6 

PH3MD1 

PH3MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PH3モード 

00：SCIF/INTC/SDIFモジュール機能

（MODE3/SCIF0_RTS/IRL7/SDIF0D3）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 

4 

PH2MD1 

PH2MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PH2モード 

00：SCIF/INTC/SDIFモジュール機能

（MODE2/SCIF0_SCK/IRL6/SDIF0D2）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

3 

2 

PH1MD1 

PH1MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PH1モード 

00：SCIF/INTC/SDIFモジュール機能

（MODE1/SCIF0_RXD/IRL5/SDIF0D1）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

1 

0 

PH0MD1 

PH0MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PH0モード 

00：SCIF/INTC/SDIFモジュール機能

（MODE0/SCIF0_TXD/IRL5/SDIF0D0）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

【注】 * 周辺モジュールセレクトレジスタ 2（P2MSELR）により、これらの端子を使用するモジュールを選択できます。 
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30.2.9 ポート Jコントロールレジスタ（PJCR） 

PJCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択しま

す。 
 

234567891011121315 14ビット：

110000111111110 0

PJ1
MD0

PJ1
MD1

PJ2
MD0

PJ2
MD1

PJ3
MD0

PJ3
MD1

PJ4
MD0

PJ4
MD1

PJ5
MD0

PJ5 
MD1

PJ6
MD0

PJ6
MD1

PJ7
MD1

PJ7
MD0

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

01

⎯⎯

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

PJ7MD1 

PJ7MD0 

0 

0 

R/W 

R/W 

PJ7モード 

00：SCIF/FLCTLモジュール機能（MODE14/SCIF5_SCK/FRB）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

13 

12 

PJ6MD1 

PJ6MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PJ6モード 

00：SCIF/LBSCモジュール機能（MODE13/SCIF5_RXD/IOIS16）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

11 

10 

PJ5MD1 

PJ5MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PJ5モード 

00：SCIF/LBSCモジュール機能（MODE12/SCIF5_TXD/CE2B）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

9 

8 

PJ4M1 

PJ4M0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PJ4モード 

00：DMAC/LBSCモジュール機能（MODE11/DRAK3/CE2A）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

7 

6 

PJ3MD1 

PJ3MD0 

1 

1 

R/W 

R/W 

PJ3モード 

00：SCIF/DMAC/SSIモジュール機能

（MODE10/SCIF4_SCK/DRAK2/SSI3_WS）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 

4 

PJ2MD1 

PJ2MD0 

0 

0 

R/W 

R/W 

PJ2モード 

00：SCIF/DMAC/SSIモジュール機能

（MODE9/SCIF4_RXD/DRAK1/SSI3_SDATA）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

3 

2 

PJ1MD1 

PJ1MD0 

0 

0 

R/W 

R/W 

PJ1モード 

00：SCIF/DMAC/SSI/FLCTLモジュール機能

（MODE8/SCIF4_TXD/DRAK0/SSI3_SCK/FSE）* 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップ MOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップ MOS：オン） 

1、0 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

【注】 * 周辺モジュールセレクトレジスタ 2（P2MSELR）により、これらの端子を使用するモジュールを選択できます。 
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30.2.10 ポート Aデータレジスタ（PADR） 

PADRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Aのデータを格納します。 
 

PA7DT PA6DT PA5DT PA4DT PA3DT PA2DT PA1DT PA0DT

0123457 6

xxxxxxx x

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PA7DT 端子入力 R/W 

6 PA6DT 端子入力 R/W 

5 PA5DT 端子入力 R/W 

4 PA4DT 端子入力 R/W 

3 PA3DT 端子入力 R/W 

2 PA2DT 端子入力 R/W 

1 PA1DT 端子入力 R/W 

0 PA0DT 端子入力 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する端子

の状態が読み出されます。 

 

30.2.11 ポート Bデータレジスタ（PBDR） 

PBDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Bのデータを格納します。 
 

PB7DT PB6DT PB5DT PB4DT PB3DT PB2DT PB1DT PB0DT

0123457 6

xxxxxxx x

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PB7DT 端子入力 R/W 

6 PB6DT 端子入力 R/W 

5 PB5DT 端子入力 R/W 

4 PB4DT 端子入力 R/W 

3 PB3DT 端子入力 R/W 

2 PB2DT 端子入力 R/W 

1 PB1DT 端子入力 R/W 

0 PB0DT 端子入力 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する端子

の状態が読み出されます。 
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30.2.12 ポート Cデータレジスタ（PCDR） 

PCDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Cのデータを格納します。 
 

PC7DT PC6DT PC5DT PC4DT PC3DT PC2DT PC1DT PC0DT

0123457 6

xxxxxxx x

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PC7DT 端子入力 R/W 

6 PC6DT 端子入力 R/W 

5 PC5DT 端子入力 R/W 

4 PC4DT 端子入力 R/W 

3 PC3DT 端子入力 R/W 

2 PC2DT 端子入力 R/W 

1 PC1DT 端子入力 R/W 

0 PC0DT 端子入力 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する端子

の状態が読み出されます。 

 

30.2.13 ポート Dデータレジスタ（PDDR） 

PDDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Dのデータを格納します。 
 

PD7DT PD6DT PD5DT PD4DT PD3DT PD2DT PD1DT PD0DT

0123457 6

0000xxx x

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PD7DT 端子入力 R/W 

6 PD6DT 端子入力 R/W 

5 PD5DT 端子入力 R/W 

4 PD4DT 端子入力 R/W 

3 PD3DT 0 R/W 

2 PD2DT 0 R/W 

1 PD1DT 0 R/W 

0 PD0DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する端子

の状態が読み出されます。 
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30.2.14 ポート Eデータレジスタ（PEDR） 

PEDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Eのデータを格納します。 
 

PE7DT PE6DT

0123457 6

0000000 0

RRR

⎯⎯⎯

RRRR/W

⎯⎯⎯

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PE7DT 0 R/W 

 

6 PE6DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する端子

の状態が読み出されます。 

5～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

 

30.2.15 ポート Fデータレジスタ（PFDR） 

PFDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Fのデータを格納します。 
 

PF7DT PF6DT PF5DT PF4DT PF3DT PF2DT PF1DT PF0DT

0123457 6

xxxxxxx x

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PF7DT 端子入力 R/W 

6 PF6DT 端子入力 R/W 

5 PF5DT 端子入力 R/W 

4 PF4DT 端子入力 R/W 

3 PF3DT 端子入力 R/W 

2 PF2DT 端子入力 R/W 

1 PF1DT 端子入力 R/W 

0 PF0DT 端子入力 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する端子

の状態が読み出されます。 
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30.2.16 ポート Gデータレジスタ（PGDR） 

PGDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Gのデータを格納します。 
 

PG7DT PG6DT PG5DT

0123457 6

00000xx x

RRR

⎯⎯⎯

RRR/WR/W

⎯⎯

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PG7DT 端子入力 R/W 

6 PG6DT 端子入力 R/W 

5 PG5DT 端子入力 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する端子

の状態が読み出されます。 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

 

30.2.17 ポート Hデータレジスタ（PHDR） 

PHDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Hのデータを格納します。 
 

PH7DT PH6DT PH5DT PH4DT PH3DT PH2DT PH1DT PH0DT

0123457 6

xxxxxxx x

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PH7DT 端子入力 R/W 

6 PH6DT 端子入力 R/W 

5 PH5DT 端子入力 R/W 

4 PH4DT 端子入力 R/W 

3 PH3DT 端子入力 R/W 

2 PH2DT 端子入力 R/W 

1 PH1DT 端子入力 R/W 

0 PH0DT 端子入力 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する端子

の状態が読み出されます。 
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30.2.18 ポート Jデータレジスタ（PJDR） 

PJDRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタでポート Jのデータを格納します。 
 

PJ7DT PJ6DT PJ5DT PJ4DT PJ3DT PJ2DT PJ1DT

0123457 6

000xxxx x

RR/WR/W

⎯

R/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PJ7DT 0 R/W 

6 PJ6DT 端子入力 R/W 

5 PJ5DT 端子入力 R/W 

4 PJ4DT 端子入力 R/W 

3 PJ3DT 端子入力 R/W 

2 PJ2DT 0 R/W 

1 PJ1DT 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。端子機能

が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの

値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する端子

の状態が読み出されます。 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

 

30.2.19 ポート Aプルアップ制御レジスタ（PAPUPR） 

PAPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタはポート A0～7（PA0～PA7）に

相当し、ポート Aに対応する端子を周辺モジュールが使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行い

ます。ただし、ポート Aの端子を GPIOが使用している場合、本レジスタの設定は無視されます。 
 

PA7
PUPR

PA6
PUPR

PA1
PUPR

PA0 
PUPR

PA2 
PUPR

PA5
PUPR

PA3 
PUPR

PA4
PUPR

0123457 6

1111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PA7PUPR 1 R/W 

6 PA6PUPR 1 R/W 

5 PA5PUPR 1 R/W 

4 PA4PUPR 1 R/W 

3 PA3PUPR 1 R/W 

2 PA2PUPR 1 R/W 

1 PA1PUPR 1 R/W 

0 PA0PUPR 1 R/W 

ポート A端子のプルアップ制御を個別に設定できます。（n=7～0） 

0：PAnプルアップオフ 

1：PAnプルアップオン 
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30.2.20 ポート Bプルアップ制御レジスタ（PBPUPR） 

PBPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタはポート B0～7（PB0～PB7）に

相当し、ポート Bに対応する端子を周辺モジュールが使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行い

ます。ただし、ポート Bの端子を GPIOが使用している場合、本レジスタの設定は無視されます。 
 

PB7
PUPR

PB6
PUPR

PB1
PUPR

PB0 
PUPR

PB2 
PUPR

PB5
PUPR

PB3 
PUPR

PB4
PUPR

0123457 6

1111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PB7PUPR 1 R/W 

6 PB6PUPR 1 R/W 

5 PB5PUPR 1 R/W 

4 PB4PUPR 1 R/W 

3 PB3PUPR 1 R/W 

2 PB2PUPR 1 R/W 

1 PB1PUPR 1 R/W 

0 PB0PUPR 1 R/W 

ポート B端子のプルアップ制御を個別に設定できます。（n=7～0） 

0：PBnプルアップオフ 

1：PBnプルアップオン 

 

30.2.21 ポート Cプルアップ制御レジスタ（PCPUPR） 

PCPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタはポート C0～7（PC0～PC7）に

相当し、ポート Cに対応する端子を周辺モジュールが使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行い

ます。ただし、ポート Cの端子を GPIOが使用している場合、本レジスタの設定は無視されます。 
 

PC7
PUPR

PC6
PUPR

PC1
PUPR

PC0 
PUPR

PC2 
PUPR

PC5
PUPR

PC3 
PUPR

PC4
PUPR

0123457 6

1111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PC7PUPR 1 R/W 

6 PC6PUPR 1 R/W 

5 PC5PUPR 1 R/W 

4 PC4PUPR 1 R/W 

3 PC3PUPR 1 R/W 

2 PC2PUPR 1 R/W 

1 PC1PUPR 1 R/W 

0 PC0PUPR 1 R/W 

ポート C端子のプルアップ制御を個別に設定できます。（n=7～0） 

0：PCnプルアップオフ 

1：PCnプルアップオン 

 



 

30. 汎用入出力ポート（GPIO） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  30-29 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

30.2.22 ポート Dプルアップ制御レジスタ（PDPUPR） 

PDPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタはポート D0～7（PD0～PD7）に

相当し、ポート Dに対応する端子を周辺モジュールが使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行い

ます。ただし、ポート Dの端子を GPIOが使用している場合、本レジスタの設定は無視されます。 
 

PD7
PUPR

PD6
PUPR

PD1
PUPR

PD0 
PUPR

PD2 
PUPR

PD5
PUPR

PD3 
PUPR

PD4
PUPR

0123457 6

1111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PD7PUPR 1 R/W 

6 PD6PUPR 1 R/W 

5 PD5PUPR 1 R/W 

4 PD4PUPR 1 R/W 

3 PD3PUPR 1 R/W 

2 PD2PUPR 1 R/W 

1 PD1PUPR 1 R/W 

0 PD0PUPR 1 R/W 

ポート D端子のプルアップ制御を個別に設定できます。（n=7～0） 

0：PDnプルアップオフ 

1：PDnプルアップオン 

 

30.2.23 ポート Eプルアップ制御レジスタ（PEPUPR） 

PEPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタはポート E4～7（PE4～PE7）に

相当し、ポート Eに対応する端子を周辺モジュールが使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行い

ます。ただし、ポート Eの端子を GPIOが使用している場合、本レジスタの設定は無視されます。 
 

PE7 
PUPR

PE6 
PUPR

0123457 6

1111111 1

RRR

⎯⎯⎯

RRRR/W

⎯⎯⎯

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PE7PUPR 1 R/W 

6 PE6PUPR 1 R/W 

ポート E端子のプルアップ制御を個別に設定できます。（n=7、6） 

0：PEnプルアップオフ 

1：PEnプルアップオン 

5～0 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

 



 

30. 汎用入出力ポート（GPIO） 

30-30  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

30.2.24 ポート Fプルアップ制御レジスタ（PFPUPR） 

PFPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタはポート F0～7（PF0～PF7）に

相当し、ポート Fに対応する端子を周辺モジュールが使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行い

ます。ただし、ポート Fの端子を GPIOが使用している場合、本レジスタの設定は無視されます。 
 

PF7
PUPR

PF6
PUPR

PF1
PUPR

PF0 
PUPR

PF2 
PUPR

PF5
PUPR

PF3 
PUPR

PF4
PUPR

0123457 6

1111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PF7PUPR 1 R/W 

6 PF6PUPR 1 R/W 

5 PF5PUPR 1 R/W 

4 PF4PUPR 1 R/W 

3 PF3PUPR 1 R/W 

2 PF2PUPR 1 R/W 

1 PF1PUPR 1 R/W 

0 PF0PUPR 1 R/W 

ポート F端子のプルアップ制御を個別に設定できます。（n=7～0） 

0：PFnプルアップオフ 

1：PFnプルアップオン 

 

30.2.25 ポート Gプルアップ制御レジスタ（PGPUPR） 

PGPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタはポート G0～7（PG0～PG7）に

相当し、ポート Gに対応する端子を周辺モジュールが使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行い

ます。ただし、ポート Gの端子を GPIOが使用している場合、本レジスタの設定は無視されます。 
 

PG7 
PUPR

PG6 
PUPR

PG5 
PUPR

0123457 6

1111111 1

RRR

⎯⎯⎯

RRR/WR/W

⎯⎯

R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PG7PUPR 1 R/W 

6 PG6PUPR 1 R/W 

5 PG5PUPR 1 R/W 

ポート G端子のプルアップ制御を個別に設定できます。（n=7～5） 

0：PGnプルアップオフ 

1：PGnプルアップオン 

4～0 － すべて 1 R リザーブビット読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1

にしてください 
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30.2.26 ポート Hプルアップ制御レジスタ（PHPUPR） 

PHPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタはポート H0～7（PH0～PH7）に

相当し、ポート Hに対応する端子を周辺モジュールが使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行い

ます。ただし、ポート Hの端子を GPIOが使用している場合、本レジスタの設定は無視されます。 
 

PH7
PUPR

PH6
PUPR

PH1
PUPR

PH0 
PUPR

PH2 
PUPR

PH5
PUPR

PH3 
PUPR

PH4
PUPR

0123457 6

1111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PH7PUPR 1 R/W 

6 PH6PUPR 1 R/W 

5 PH5PUPR 1 R/W 

4 PH4PUPR 1 R/W 

3 PH3PUPR 1 R/W 

2 PH2PUPR 1 R/W 

1 PH1PUPR 1 R/W 

0 PH0PUPR 1 R/W 

ポート H端子のプルアップ制御を個別に設定できます。（n=7～0） 

0：PHnプルアップオフ 

1：PHnプルアップオン 
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30.2.27 ポート Jプルアップ制御レジスタ（PJPUPR） 

PJPUPRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。本レジスタはポート J0～7（PJ0～PJ7）に相

当し、ポート Jに対応する端子を周辺モジュールが使用している場合に各端子のプルアップ制御を個別に行いま

す。ただし、ポート Jの端子を GPIOが使用している場合、本レジスタの設定は無視されます。 
 

0123457 6

1111111 1

RR/WR/W

⎯

R/WR/WR/WR/WR/W

ビット：

初期値：

R/W：

PJ7
PUPR

PJ6
PUPR

PJ1
PUPR

PJ2 
PUPR

PJ5
PUPR

PJ3 
PUPR

PJ4
PUPR

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 PJ7PUPR 1 R/W 

6 PJ6PUPR 1 R/W 

5 PJ5PUPR 1 R/W 

4 PJ4PUPR 1 R/W 

3 PJ3PUPR 1 R/W 

2 PJ2PUPR 1 R/W 

1 PJ1PUPR 1 R/W 

ポート J端子のプルアップ制御を個別に設定できます。（n=7～1） 

0：PJnプルアップオフ 

1：PJnプルアップオン 

0 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

 

30.2.28 入力端子プルアップ制御レジスタ 1（PPUPR1） 

PPUPR1は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、各ビットに接続された端子のプルアップ制御

を個別に行います。 
 

PDY
PUP

01234567891011121315 14

111111111111111 1

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

RRR/WRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～3 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

2 RDYPUP 1 R/W RDY端子のプルアップの制御 

0：RDYプルアップオフ 

1：RDYプルアップオン 

1、0 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 
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30.2.29 入力端子プルアップ制御レジスタ 2（PPUPR2） 

PPUPR2は、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、各ビットに接続された端子のプルアップ制御

を個別に行います。 
 

IRL2
PUP

SCL0
PUP

SDA0
PUP

SCL1
PUP

SDA1
PUP

NMI
PUP

IRL3 
PUP

IRL0
PUP

IRL1 
PUP

01234567891011121315 14

111111111111111 1

⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

9 SCL0PUP 1 R/W I2C_SCL0/SCIF2_RXD端子のプルアップの制御を行います。 

0：I2C_SCL0/SCIF2_RXDプルアップオフ 

1：I2C_SCL0/SCIF2_RXDプルアップオン 

8 SDA0PUP 1 R/W I2C_SDA0/SCIF2_TXD端子のプルアップの制御を行います。 

0：I2C_SDA0/SCIF2_TXDプルアップオフ 

1：I2C_SDA0/SCIF2_TXDプルアップオン 

7 SCL1PUP 1 R/W I2C_SCL1/SCIF2_SCK端子のプルアップの制御を行います。 

0：I2C_SCL1/SCIF2_SCKプルアップオフ 

1：I2C_SCL1/SCIF2_SCKプルアップオン 

6 SDA1PUP 1 R/W I2C_SDA1/IRQOUT端子のプルアップの制御を行います。 

0：I2C_SDA1/IRQOUTプルアップオフ 

1：I2C_SDA1/IRQOUTプルアップオン 

5 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

4 NMIPUP 1 R/W NMI端子のプルアップの制御を行います。 

0：NMIプルアップオフ 

1：NMIプルアップオン 

3 IRL3PUP 1 R/W IRL3端子のプルアップの制御を行います。 

0：IRL3プルアップオフ 

1：IRL3プルアップオン 

2 IRL2PUP 1 R/W IRL2端子のプルアップの制御を行います。 

0：IRL2プルアップオフ 

1：IRL2プルアップオン 

1 IRL1PUP 1 R/W IRL1端子のプルアップの制御を行います。 

0：IRL1プルアップオフ 

1：IRL1プルアップオン 

0 IRL0PUP 1 R/W IRL0端子のプルアップの制御を行います。 

0：IRL0プルアップオフ 

1：IRL0プルアップオン 
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30.2.30 周辺モジュールセレクトレジスタ 1（P1MSELR） 

P1MSELRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタです。本レジスタの設定によりマルチプレクス

された端子を使用するモジュールを選択することができます。端子のマルチプレクスは表 30.1を参照してくださ

い。 

なお、本レジスタは、GPIOの PACR～PHCR、PJCRで周辺モジュールを選択しているときにのみ有効になりま

す。 
 

P1M 
SEL2

P1M 
SEL9

P1M 
SEL14

P1M 
SEL13

P1M 
SEL12

P1M 
SEL11

P1M 
SEL10

P1M 
SEL8

P1M 
SEL7

P1M 
SEL6

P1M 
SEL4

P1M 
SEL5

P1M 
SEL3

P1M 
SEL0

P1M 
SEL1

01234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

14 P1MSEL14 0 R/W DMAC、LBSCのうち、FCLE/DACK0端子を使用するモジュールを選択し

ます。 

0：FLCTL 

1：DMAC 0 

13 

12 

P1MSEL13

P1MSEL12

0 

0 

R/W 

R/W 

DMAC、LBSCのうち、FALE/DACK1/BACK端子を使用するモジュールを

選択します。 

00：FLCTL 

01：LBSC 

10：DMAC 0 

11：設定禁止 

11 P1MSEL11 0 R/W DMAC、USBのうち、DREQ0/ USB_OVC0/端子を使用するモジュールを

選択します。 

0：USB 

1：DMAC 0 

10 

9 

P1MSEL10

P1MSEL9 

0 

0 

R/W 

R/W 

DMAC、LBSC、USBのうち、DREQ1/BREQ/USB_OVC1端子を使用す

るモジュールを選択します。 

00：USB 

01：DMAC 0 

10：LBSC 

11：設定禁止 

8 P1MSEL8 0 R/W SCIF、SSIのうち、SCIF3_SCK/SSI2_SDATA端子を使用するモジュール

を選択します。 

0：SCIF 3 

1：SSI 2 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 

6 

P1MSEL7 

P1MSEL6 

0 

0 

R/W 

R/W 

SCIF、TMU、SSIのうち、SCIF3_RXD/TCLK/SSI2_SCK端子を使用する

モジュールを選択します。 

00：SCIF 3 

01：TMU 

10：SSI 2 

11：設定禁止 

5 

4 

P1MSEL5 

P1MSEL4 

0 

0 

R/W 

R/W 

SCIF、HAC、SSIのうち、SCIF3_TXD/HAC_RES/SSI2_WS端子を使用

するモジュールを選択します。 

00：SCIF 3 

01：HAC 

10：SSI 2 

11：設定禁止 

3 P1MSEL3 0 R/W DU、HSPIのうち、ODDF/HSPI_CS、VSYNC/HSPI_CLK、

HSYNC/HSPI_TX、DCLKIN/HSPI_RX端子を使用するモジュールを選択

します。 

0：DU 

1：HSPI 

2 P1MSEL2 0 R/W DU、Ethのうち、DR0/ETH_TXD0、DR1/ETH_TXD1、DR2/ETH_TXD2、

DR3/ETH_TXD3、DR4/ETH_TX_EN、DR5/ETH_TX_ER、DG0/ETH_CRS、

DG1/ETH_TX_CLK、DG2/ETH_COL、DG3/ETH_MDC、

DG4/ETH_RX_CLK、DG5/ETH_MDIO、DB0/ETH_RX_ER、

DB1/ETH_RX_DV、DB2/ETH_RXD0、DB3/ETH_RXD1、DB4/ETH_RXD2、

DB5/ETH_RXD3、DISP/ETH_LINK、CDE/ETH_MAGIC端子を使用する

モジュールを選択します。 

0：DU 

1：Eth 

1 P1MSEL1 0 R/W I2C、SCIF/INTCのうち、I2C_SCL0/SCIF2_RXD、I2C_SDA0/SCIF2_TXD、

I2C_SCL1/SCIF2_SCK、I2C_SDA1/IRQOUT端子を使用するモジュール

を選択します。 

0：I2C 

1：SCIF 2（I2C_SDA1/IRQOUT端子は INTC） 

0 P1MSEL0  0 R/W STATUS、SSIのうち、STATUS0/SSI2_CLK、STATUS1/SSI3_CLK端子

を使用するモジュールを選択します。 

0：STATUS 

1：SSI 2/3 
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30.2.31 周辺モジュールセレクトレジスタ 2（P2MSELR） 

P2MSELRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタです。本レジスタの設定によりマルチプレクス

された端子を使用するモジュールを選択することができます。端子のマルチプレクスは表 30.1を参照してくださ

い。 

なお、本レジスタは、GPIOの PACR～PHCR、PJCRで周辺モジュールを選択しているときにのみ有効になりま

す。 
 

P2M 
SEL2

P2M 
SEL9

P2M 
SEL14

P2M 
SEL15

P2M 
SEL13

P2M 
SEL12

P2M 
SEL11

P2M 
SEL10

P2M 
SEL8

P2M 
SEL7

P2M 
SEL6

P2M 
SEL4

P2M 
SEL5

P2M 
SEL3

P2M 
SEL0

P2M 
SEL1

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 

14 

P2MSEL15

P2MSEL14

0 

0 

R/W 

R/W 

HAC、SSI、SDIFのうち、HAC1_BITCLK/SSI1_CLK/SDIF1CLK、

HAC1_SYNC/SSI1_WS/SDIF1WP、HAC1_SDIN/SSI1_SCK/SDIF1CD、

HAC1_SDOUT/SSI1_SDATA/SDIF1CMD端子を使用するモジュールを選

択します。 

00：HAC 1 

01：SSI 1 

10：SDIF 1 

11：設定禁止 

13 

12 

P2MSEL13

P2MSEL12

0 

0 

R/W 

R/W 

HAC、SSI、SDIFのうち、HAC0_BITCLK/SSI0_CLK/SDIF1D0、

HAC0_SYNC/SSI0_WS/SDIF1D1、HAC0_SDIN/SSI0_SCK/SDIF1D2、

HAC0_SDOUT/SSI0_SDATA/SDIF1D3端子を使用するモジュールを選択

します。 

00：HAC 0 

01：SSI 0 

10：SDIF 1 

11：設定禁止 

11 P2MSEL11 0 R/W SCIF/DMAC、LBSCのうち、MODE14/FRB/SCIF5_SCK端子を使用する

モジュールを選択します。、 

0：FLCTL 

1：SCIF 5 

10 P2MSEL10 0 R/W SCIF/DMAC、LBSCのうち、MODE13/SCIF5_RXD/IOIS16、

MODE12/SCIF5_TXD/CE2B端子を使用するモジュールを選択します。 

0：SCIF 5 

1：LBSC 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 

8 

P2MSEL9 

P2MSEL8 

0 

0 

R/W 

R/W 

SCIF、DMAC、SSIのうち、MODE10/SCIF4_SCK/DRAK2/SSI3_WS端

子を使用するモジュールを選択します。 

00：SCIF 4 

01：DMAC 0 

10：SSI 3 

11：設定禁止 

7 P2MSEL7 0 R/W SCIF/DMAC、LBSCのうち、MODE11/DRAK3/CE2A端子を使用するモジ

ュールを選択します。 

0：DMAC 0 

1：LBSC 

6 

5 

P2MSEL6 

P2MSEL5 

0 

0 

R/W 

R/W 

SCIF、DMAC、SSI、LBSCのうち、

MODE8/FSE/SCIF4_TXD/DRAK0/SSI3_SCK、

MODE9/SCIF4_RXD/DRAK1/SSI3_SDATA/端子を使用するモジュールを

選択します。 

00：FLCTL 

01：DMAC 0 

10：SCIF 4 

11：SSI 3 

4 P2MSEL4 0 R/W DMAC、SDIFのうち、MODE7/DACK3/SDIF0CMD、

MODE6/DACK2/SDIF0CD、MODE5/DREQ3/SDIF0WP端子を使用するモ

ジュールを選択します。 

0：DMAC 0 

1：SDIF 0 

3 

2 

P2MSEL3 

P2MSEL2 

0 

0 

R/W 

R/W 

SCIF/DMAC/SDIFのうちMODE4/SCIF0_CTS/DREQ2/SDIF0CLK端子を

使用するモジュールを選択します。 

00：SCIF 0 

01：DMAC 0 

10：SDIF 0 

11：設定禁止 

1 

0 

P2MSEL1 

P2MSEL0 

0 

0 

R/W 

R/W 

SCIF/INTC/SDIFのうち、MODE3/SCIF0_RTS/IRL7/SDIF0D3、

MODE2/SCIF0_SCK/IRL6/SDIF0D2、

MODE1/SCIF0_RXD/IRL5/SDIF0D1、MODE0/SCIF0_TXD/IRL4/SDIF0D0

端子を使用するモジュールを選択します。 

00：SCIF 0 

01：INTC  

10：SDIF 0 

11：設定禁止 
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30.3 使用例 

設定手順の例を示します。 
 

30.3.1 ポート出力機能 

ポート出力機能の設定は、ポートコントロールレジスタ（PACR～PJCR）の該当する 2ビットに B'01を書き込

んでください。ポートデータレジスタ（PADR～PJDR）の該当するビットの値を端子に出力します。 

このとき、ポート出力機能に設定した端子に対するポートプルアップ制御レジスタ（PAPUPR～PJPUPR）、周

辺モジュールセレクトレジスタ 1（P1MSELR）、周辺モジュールセレクトレジスタ 2（P2MSELR）の設定は無視

されます。 

図 30.1にポート Aをポート出力機能として使用した場合の動作例を示します。 

出力データをポートデータレジスタ（PADR～PJDR）にセットし、Pck（周辺クロック）で 1クロック後に各ポ

ートに対応する端子へ出力されます。 
 

CLKOUT 

Pck（周辺クロック）

ポートAデータレジスタ

PA7～PA0（CDE/ETH_MAGIC～ 
            DR0/ETH_TXD0）

データ

データ

 

図 30.1 ポート Aの出力動作タイミング 
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30.3.2 ポート入力機能 

ポート入力機能の設定は、ポートコントロールレジスタ（PACR～PJCR）の該当する 2ビットにプルアップMOS

を使用しない場合は B'10を、使用する場合は B'11を書き込んでください。ポートデータレジスタ（PADR～PJCR）

の該当するビットから端子に入力している値が読み出せます。 

このとき、ポート出力機能に設定した端子に対するポートプルアップ制御レジスタ（PAPUPR～PJPUPR）、周

辺モジュールセレクトレジスタ 1（P1MSELR）、周辺モジュールセレクトレジスタ 2（P2MSELR）の設定は無視

されます。 

図 30.2にポート Aを入力機能として使用した場合の動作例を示します。 

各ポートに対応する端子へデータ入力後、Pck（周辺クロック）の 2回目の立ち上がりよりポートデータレジス

タを読むことで端子の状態が読み出されます。 
 

CLKOUT 

Pck（周辺クロック）

ポートAデータレジスタ データ

データPA7～PA0（CDE/ETH_MAGIC～ 
            DR0/ETH_TXD0）

 

図 30.2 ポート Aの入力動作タイミング 

 

30.3.3 周辺モジュール機能 

周辺モジュール機能の設定手順を以下に示します。 

(1) 周辺モジュール機能の設定は、周辺モジュールセレクトレジスタ 1（P1MSELR）と周辺モジュールセレク

トレジスタ 2（P2MSELR）で使用するモジュールを選択してください。 

(2) 次に使用する端子は、ポートプルアップ制御レジスタ（PAPUPR～PJPUPR）でプルアップMOSの設定を

してください。該当するビットにプルアップMOSを使用しない場合は B'0を、使用する場合は B'1を書き

込んでください。 

(3) 最後に、ポートコントロールレジスタ（PACR～PJCR）の該当する 2ビットに B'00を書き込んでください。 

(4) ポート設定完了後に、周辺モジュール側の設定を行ってください。周辺モジュール側の設定は各モジュー

ルの章を参照してください。 
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31. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

ユーザブレークコントローラ（UBC）は、プログラムデバッグを容易にする機能を提供します。この機能を使

用することにより、セルフモニタデバッガを容易に作成でき、インサーキットエミュレータを使用しなくても、

本 LSI単体で手軽にプログラムをデバッグできます。UBCに設定できるブレーク条件には、命令フェッチまたは

オペランドの読み出し／書き込み、オペランドのサイズ、データの内容、アドレスの値、および命令フェッチの

ときの停止タイミングがあります。 

31.1 特長 

1. 各 CPUコアごとに独立した UBCが存在し、CPUコアごとに個別の設定が可能です。 

2. 次のようなブレーク比較条件を設定できます 

ブレークチャネル数：各 CPUコアごとに 2チャネル（チャネル 0と 1） 

ユーザブレークは、チャネル 0、1独立に、または連続した（シーケンシャル）一つの条件として設定するこ

とができます（シーケンシャルブレーク設定：チャネル 0のブレーク条件が一致した後チャネル 1のブレー

ク条件の一致が発生、またはチャネル 1のブレーク条件が一致した後チャネル 0のブレーク条件の一致が発

生し、しかも両者が同じバスサイクルで発生しないとき）。 

• アドレス 

ASID（8ビットまたは 16ビット）とアドレス 32ビットから構成された 40ビットまたは 48ビットの比較に

おいて、ASIDは全ビット比較または全ビットマスクのいずれかを選択できます。 

アドレス 32ビットの比較はビットごとにマスク可能で、ユーザは下位 12ビット（4Kバイトページ）、下位

10ビット（1Kバイトページ）、あるいは任意の大きさのページ等でアドレスをマスク可能です。 

• データ 

チャネル 1のみ、32ビットマスク可能。 

• バスサイクル 

命令フェッチでのブレーク（PCブレーク）またはオペランドアクセスでのブレーク 

• 読み出しまたは書き込み 

• オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード、およびクワッドワードをサポート 

3. ユーザ指定のユーザブレーク条件例外処理ルーチンを実行可能。 

4. PCブレークにおいて、ブレークを命令の実行の前に設定するか、後に設定するかを指定可能。 

5. ブレーク条件（チャネル 1に対してのみ）として、最大 212－1回まで繰り返し回数を指定可能。 
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図 31.1に UBCのブロック図を示します。 
 

SAB
内部バス

アクセス
コンパレータ

アドレス
コンパレータ

チャネル0
動作制御

チャネル1
動作制御

アクセス
コンパレータ

アドレス
コンパレータ

データ
コンパレータ

制御

CRB0

ECBR0

ECBR1

CAR0

CAMR0

CRR0

CBR1

CAR1

CAMR1

CDR1

CDMR1

CETR1

CRR1

CCMFR

CBCR

ユーザブレーク要求

SDB
アクセス
制御

CBR0
CRR0
CAR0
CAMR0
ECBR0
CBR1
CRR1
CAR1

CAMR1
CDR1
CDMR1
CETR1
ECBR1 
CCMFR
CBCR
SAB
SDB

【記号説明】

ASID
コンパレータ

ASID
コンパレータ

ASID

：マッチ条件設定レジスタ0
：マッチ動作設定レジスタ0
：マッチアドレス設定レジスタ0
：マッチアドレスマスク設定レジスタ0
：CPUマッチ条件設定拡張レジスタ0
：マッチ条件設定レジスタ1
：マッチ動作設定レジスタ1
：マッチアドレス設定レジスタ1

：マッチアドレスマスク設定レジスタ1
：マッチデータ設定レジスタ1
：マッチデータマスク設定レジスタ1
：実行回数ブレークレジスタ1
：CPUマッチ条件設定拡張レジスタ1 
：チャネルマッチフラグレジスタ
：ブレークコントロールレジスタ
：オペランドアドレスバス
：オペランドデータバス  

図 31.1 UBCのブロック図 
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31.2 レジスタの説明 

UBCのレジスタ構成を表 31.1に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 31.2に示します。 
 

表 31.1 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

マッチ条件設定レジスタ 0 CBR0 R/W H'FF20 0000 H'1F20 0000 32 

マッチ動作設定レジスタ 0 CRR0 R/W H'FF20 0004 H'1F20 0004 32 

マッチアドレス設定レジスタ 0 CAR0 R/W H'FF20 0008 H'1F20 0008 32 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 0 CAMR0 R/W H'FF20 000C H'1F20 000C 32 

CPUマッチ条件設定拡張レジスタ 0 ECBR0 R/W H'FF20 001C H'1F20 001C 32 

マッチ条件設定レジスタ 1 CBR1 R/W H'FF20 0020 H'1F20 0020 32 

マッチ動作設定レジスタ 1 CRR1 R/W H'FF20 0024 H'1F20 0024 32 

マッチアドレス設定レジスタ 1 CAR1 R/W H'FF20 0028 H'1F20 0028 32 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 1 CAMR1 R/W H'FF20 002C H'1F20 002C 32 

マッチデータ設定レジスタ 1 CDR1 R/W H'FF20 0030 H'1F20 0030 32 

マッチデータマスク設定レジスタ 1 CDMR1 R/W H'FF20 0034 H'1F20 0034 32 

実行回数ブレークレジスタ 1 CETR1 R/W H'FF20 0038 H'1F20 0038 32 

CPUマッチ条件設定拡張レジスタ 1 ECBR1 R/W H'FF20 003C H'1F20 003C 32 

チャネルマッチフラグレジスタ CCMFR R/W H'FF20 0600 H'1F20 0600 32 

ブレークコントロールレジスタ CBCR R/W H'FF20 0620 H'1F20 0620 32 

【注】 * P4アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物理

アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 
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表 31.2 各処理状態におけるレジスタの状態 

名  称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ／ 

ライトスリープ 

マッチ条件設定レジスタ 0 CBR0 H'2000 0000 保持 保持 

マッチ動作設定レジスタ 0 CRR0 H'0000 2000 保持 保持 

マッチアドレス設定レジスタ 0 CAR0 不定 保持 保持 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 0 CAMR0 不定 保持 保持 

CPUマッチ条件設定拡張レジスタ 0 ECBR0 H'0000 0000 保持 保持 

マッチ条件設定レジスタ 1 CBR1 H'2000 0000 保持 保持 

マッチ動作設定レジスタ 1 CRR1 H'0000 2000 保持 保持 

マッチアドレス設定レジスタ 1 CAR1 不定 保持 保持 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 1 CAMR1 不定 保持 保持 

マッチデータ設定レジスタ 1 CDR1 不定 保持 保持 

マッチデータマスク設定レジスタ 1 CDMR1 不定 保持 保持 

実行回数ブレークレジスタ 1 CETR1 不定 保持 保持 

CPUマッチ条件設定拡張レジスタ 1 ECBR1 H'0000 0000 保持 保持 

チャネルマッチフラグレジスタ CCMFR H'0000 0000 保持 保持 

ブレークコントロールレジスタ CBCR H'0000 0000 保持 保持 

 

アクセスサイズはコントロールレジスタのサイズと同じでなければなりません。サイズが異なると、レジスタ

の書き込み動作で書き込みが実行されず、読み出し動作は不定な値を返します。コントロールレジスタを書き換

える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブレークが発生しない場合があります。

コントロールレジスタが変更されるタイミングを知るためには、最後に書き込んだデータを読み出してください。

それ以降の命令は、新しく書き込んだレジスタ値に対して有効です。 
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31.2.1 マッチ条件設定レジスタ 0、1（CBR0、CBR1） 

CBR0、CBR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、それぞれチャネル 0、チャネル 1の

ブレーク条件を指定します。設定可能なブレーク条件は、（1）マッチフラグの有無、（2）ASID の有無と ASID

（下位 8ビット）、（3）データ値の有無、（4）オペランドサイズ、（5）実行回数の有無、（6）バス、（7）命

令フェッチまたはオペランドアクセス、（8）読み出しまたは書き込みです。 
 

• CBR0 
 

161718192021222324252627282931 30

MFI AIV7 AIV6 AIV5 AIV4 AIV3 AIV2 AIV1 AIV0MFE AIE

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

CERWIDCDSZ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WRRRRR/WR/WR R/W

初期値：

R/W：

000000000000010 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MFE 0 R/W マッチフラグイネーブル 

マッチ条件に本レジスタの MFIビットで指定したマッチフラグの値を含

めるかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が 1のとき、条件

一致となります。 

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にマッチフラグを含める 

30 AIE 0 R/W ASIDイネーブル*3 

マッチ条件に本レジスタの AIV7～AIV0ビットで指定した ASID（下位 8

ビット）と、ECBR0レジスタの AIV15～AIV8ビットで指定した ASID（上

位 8ビット）を含めるかどうかを指定します。 

0：ASID（16ビット）はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に ASID（16ビット）を含める 

29～24 MFI 100000 R/W マッチフラグ指定 

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。 

000000：CCMFRレジスタの MF0ビット 

000001：CCMFRレジスタの MF1ビット 

上記以外：リザーブ（設定禁止） 

【注】 初期値はリザーブ（設定禁止）の状態になりますが、CBR0[0]に 1

を書き込む際に必ず 000000あるいは 000001を設定してくださ

い。また CCRMFレジスタの MF0ビットが 0の状態で、本レジス

タの MFEビットを 1に、MFIビットを 000000に設定するとチャ

ネル 0でヒットしなくなりますので注意してください。 

23～16 AIV7～AIV0 すべて 0 R/W ASID（下位 8ビット）指定 

マッチ条件とする ASID（下位 8ビット）を指定します。 



 

31. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

31-6  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

14～12 SZ 000 R/W オペランドサイズセレクト 

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、オペラン

ドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックされない（す

べてのサイズが対象となる）*1 

001：バイトアクセスを対象とする 

010：ワードアクセスを対象とする 

011：ロングワードアクセスを対象とする 

100：クワッドワードアクセスを対象とする*2 

上記以外：リザーブ（設定禁止） 

11～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

7、6 CD 00 R/W バスセレクト 

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドアクセスサ

イクルを対象とする場合のみ有効です。 

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする 

上記以外：リザーブ（設定禁止） 

5、4 ID 00 R/W 命令フェッチ／オペランドアクセスセレクト 

マッチ条件として、命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイ

クルを指定します。 

00：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

01：命令フェッチサイクルを対象とする 

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする 

11：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

2、1 RW  00 R/W バスコマンドセレクト 

マッチ条件として、読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを指定しま

す。本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効

です。 

00：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

01：読み出しサイクルを対象とする 

10：書き込みサイクルを対象とする 

11：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 CE 0 R/W チャネルイネーブル 

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに 0を設定した場

合、他のビットの設定はすべて無効です。 

0：本チャネルは無効 

1：本チャネルは有効 

【注】 OCBI命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB命令はデータ値のないロングワード読み

出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてください。 

 *1 データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 *2 クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64ビットデータの上位 32ビットまた

は下位 32ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによる設

定内容との比較が行われます。 

 *3 MMUCRレジスタの AEXビット（ASID互換モード）によらず、ECBR0レジスタの AIV15～AIV8ビット（ASID

上位 8ビット）は ASIDの比較に使用されます。MMUCRレジスタの AEXビットが 0（ASID 8ビット互換モード）、

かつ、本レジスタの AIEビットが 1の場合、ECBR0レジスタの AIV15～AIV8ビットは必ず 0にしてください。 
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• CBR1 
 

161718192021222324252627282931 30

MFI AIV7 AIV6 AIV5 AIV4 AIV3 AIV2 AIV1 AIV0MFE AIE

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

CERWIDCDSZ ETBEDBE ⎯⎯⎯⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WR/WR/WRR/WR/WR/WR/WRRRR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000010 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MFE 0 R/W マッチフラグイネーブル 

マッチ条件に本レジスタの MFIビットで指定したマッチフラグの値を含

めるかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が 1のとき、条件

一致となります。 

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にマッチフラグを含める 

30 AIE 0 R/W ASIDイネーブル*4 

マッチ条件に本レジスタの AIV7～AIV0ビットで指定した ASID（下位 8

ビット）と、ECBR1レジスタの AIV15～AIV8ビットで指定した ASID（上

位 8ビット）を含めるかどうかを指定します。 

0：ASID（16ビット）はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に ASID（16ビット）を含める 

29～24 MFI 100000 R/W マッチフラグ指定 

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。 

000000：CCMFRレジスタの MF0ビット 

000001：CCMFRレジスタの MF1ビット 

上記以外：リザーブ（設定禁止） 

【注】 初期値はリザーブ（設定禁止）の状態になりますが、CBR1[0]

に 1を書き込む際に必ず 000000あるいは 000001を設定してくだ

さい。また、CCRMFレジスタの MF1ビットが 0の状態で、本レ

ジスタの MFEビットを 1に、MFIビットを 000001に設定すると

チャネル 1でヒットしなくなりますので注意してください。 

23～16 AIV7～AIV0 すべて 0 R/W ASID（下位 8ビット）指定 

マッチ条件とする ASID（下位 8ビット）を指定します。 

15 DBE 0 R/W データ値イネーブル*2 

マッチ条件にデータ値を含めるかどうかを指定します。本ビットは、オペ

ランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

0：データ値はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にデータ値を含める 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～12 SZ 000 R/W オペランドサイズセレクト 

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、オペラン

ドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックされない（す

べのサイズが対象となる）*1 

001：バイトアクセスを対象とする 

010：ワードアクセスを対象とする 

011：ロングワードアクセスを対象とする 

100：クワッドワードアクセスを対象とする*3 

上記以外：リザーブ（設定禁止） 

11 ETBE 0 R/W 実行回数値イネーブル 

マッチ条件に実行回数値を含めるかどうかを指定します。このビットが 1

の場合、マッチ条件が成立した回数が CETR1レジスタで指定した値と等

しくなったとき、CRR1レジスタで指定した動作が発生します。 

0：実行回数値はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に実行回数値を含める 

10～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

7、6 CD 00 R/W バスセレクト 

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドアクセスサ

イクルを対象とする場合のみ有効です。 

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする 

上記以外：リザーブ（設定禁止） 

5、4 ID 00 R/W 命令フェッチ／オペランドアクセスセレクト 

マッチ条件として、命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイ

クルを指定します。 

00：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

01：命令フェッチサイクルを対象とする 

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする 

11：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2、1 RW 00 R/W バスコマンドセレクト 

マッチ条件として、読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを指定しま

す。本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効

です。 

00：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

01：読み出しサイクルを対象とする 

10：書き込みサイクルを対象とする 

11：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

0 CE 0 R/W チャネルイネーブル 

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに 0を設定した場

合、他のビットの設定はすべて無効です。 

0：本チャネルは無効 

1：本チャネルは有効 

【注】 *1 データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 *2 OCBI命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB命令はデータ値のないロングワー

ド読み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてく

ださい。 

 *3 クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64ビットデータの上位 32ビットまた

は下位 32ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによる設

定内容との比較が行われます。 

 *4 MMUCRレジスタの AEXビット（ASID互換モード）によらず、ECBR1レジスタの AIV15～AIV8ビット（ASID

上位 8ビット）は ASIDの比較に使用されます。MMUCRレジスタの AEXビットが 0（ASID 8ビット互換モード）、

かつ、本レジスタの AIEビットが 1の場合、ECBR1レジスタの AIV15～AIV8ビットは必ず 0にしてください。 
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31.2.2 CPUマッチ条件設定拡張レジスタ（ECBR0、ECBR1） 

ECBR0、ECBR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、それぞれチャネル 0、チャネル 1

のブレーク条件を拡張します。設定可能なブレーク条件は、（1）ASID（上位 8ビット）です。 
 

• ECBR0 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

012

AIV15 AIV14 AIV13 AIV12 AIV11 AIV10 AIV9 AIV8

4567891011121315 14

0000

3

00000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 AIV15～AIV8 すべて 0 R/W ASID（上位 8ビット）指定* 

マッチ条件とする ASID（上位 8ビット）を指定します。 

【注】 * MMUCRレジスタの AEXビット（ASID互換モード）によらず、本レジスタの AIV15～AIV8ビットは ASIDの比

較に使用されます。MMUCRレジスタの AEXビットが 0（ASID 8ビット互換モード）、かつ、CBR0レジスタの

AIEビットが 1の場合、本レジスタの AIV15～AIV8ビットは必ず 0にしてください。 

 

• ECBR1 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

012

AIV15 AIV14 AIV13 AIV12 AIV11 AIV10 AIV9 AIV8

4567891011121315 14

0000

3

00000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 AIV15～AIV8 すべて 0 R/W ASID（上位 8ビット）指定* 

マッチ条件とする ASID（上位 8ビット）を指定します。 
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【注】 * MMUCRレジスタの AEXビット（ASID互換モード）によらず、本レジスタの AIV15～AIV8ビットは ASIDの比

較に使用されます。MMUCRレジスタの AEXビットが 0（ASID 8ビット互換モード）、かつ、CBR1レジスタの

AIEビットが 1の場合、本レジスタの AIV15～AIV8ビットは必ず 0にしてください。 

 

31.2.3 マッチ動作設定レジスタ 0、1（CRR0、CRR1） 

CRR0、CRR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、それぞれチャネル 0、チャネル 1が

マッチ条件を満たした場合の動作を指定します。設定可能な動作内容は、（1）命令フェッチサイクルに対するブ

レークタイミング、（2）ブレーク要求の有無です。 
 

• CRR0 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01

BIEPCB

234567891011121315 14

000000000000010 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

13 ― 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

12～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

1 PCB 0 R/W PCブレークセレクト 

命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実行の前か後かを指

定します。命令フェッチサイクル以外のブレークに対して、本ビットは無

効です。 

0：PCブレークを命令実行前に設定する 

1：PCブレークを命令実行後に設定する 

0 BIE 0 R/W ブレークイネーブル 

チャネルのマッチ条件が成立したときに、ブレークを要求するかどうかを

指定します。 

0：ブレーク要求しない 

1：ブレークを要求する 
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• CRR1 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01

BIEPCB

234567891011121315 14

000000000000010 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

13 ― 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

12～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

1 PCB 0 R/W PCブレークセレクト 

命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実行の前か後かを指

定します。命令フェッチサイクル以外のブレークに対して、本ビットは無

効です。 

0：PCブレークを命令実行前に設定する 

1：PCブレークを命令実行後に設定する 

0 BIE 0 R/W ブレークイネーブル 

チャネルのマッチ条件が成立したときに、ブレークを要求するかどうかを

指定します。 

0：ブレーク要求しない 

1：ブレークを要求する 
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31.2.4 マッチアドレス設定レジスタ 0、1（CAR0、CAR1） 

CAR0、CAR1は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、チャネル 0、チャネル 1の

ブレーク条件とする仮想アドレスを指定します。 
 

• CAR0 
 

1617181920212223

CA

CA

24252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CA 不定 R/W 比較アドレス 

ブレーク条件とするアドレスを指定します。 

CBR0レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に SAB

のアドレスを指定します。 

 

• CAR1 
 

1617181920212223

CA

CA

24252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CA 不定 R/W 比較アドレス 

ブレーク条件とするアドレスを指定します。 

CBR1レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に SAB

のアドレスを指定します。 
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31.2.5 マッチアドレスマスク設定レジスタ 0、1（CAMR0、CAMR1） 

CAMR0、CAMR1は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、対応するチャネルのマ

ッチアドレス設定レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビットを指定します（マスクす

るビットに 1を設定します）。 
 

• CAMR0 
 

1617181920212223

CAM

CAM

24252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CAM 不定 R/W 比較アドレスマスク 

CAR0レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビ

ットを指定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：アドレスビット CA[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：アドレスビット CA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 

• CAMR1 
 

1617181920212223

CAM

CAM

24252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CAM 不定 R/W 比較アドレスマスク 

CAR1 レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビ

ットを指定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：アドレスビット CA[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：アドレスビット CA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 
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31.2.6 マッチデータ設定レジスタ 1（CDR1） 

CDR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、チャネル 1のブレーク条件とするデータ値

を指定します。 
 

1617181920212223

CD

CD

24252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CD 不定 R/W 比較データ値 

ブレーク条件とするデータ値を指定します。 

CBR1レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CD[31:0]に SDB

のデータ値を指定します。 

 

表 31.3 マッチデータ設定レジスタの指定 

CBR1でのバスセレクト CD[31:24] CD[23:16] CD[15:8] CD[7:0] 

オペランドバス（バイト） Don't care SDB7～0 

オペランドバス（ワード） Don't care SDB15～0 

オペランドバス（ロングワード） SDB31～0 

【注】 1. データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 2. OCBI命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB命令はデータ値のないロングワー

ド読み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてく

ださい。 

 3. クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64ビットデータの上位 32ビットまた

は下位 32ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによる設

定内容との比較が行われます。 
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31.2.7 マッチデータマスク設定レジスタ 1（CDMR1） 

CDMR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、マッチデータよって指定されるデータ値

のうちマスクするビットを指定します（マスクするビットに 1を設定します）。 
 

1617181920212223

CDM

CDM

24252627282931 30ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯

ビット：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CDM 不定 R/W 比較データ値マスク 

CDR1レジスタによって指定されるデータ値のうちマスクするビットを

指定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：データ値ビット CD[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：データ値ビット CD[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 
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31.2.8 実行回数ブレークレジスタ 1（CETR1） 

CETR1 は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタであり、ブレークが発生するまでのチャネルヒッ

ト回数を指定します。指定できる最大値は 212－1 です。マッチ条件設定レジスタによりマッチ条件に実行回数値

を含めた場合、チャネルがヒットするごとに本レジスタ値は 1 ずつデクリメントされ、レジスタ値が H'001 にな

った後さらにヒットするとブレークが発生します。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

012345

CET

67891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯000 0

⎯

⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

11～0 CET 不定 R/W 実行回数 

ブレーク条件とする実行回数を指定します。 
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31.2.9 チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR） 

CCMFRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、各チャネルのマッチ条件が成立したかど

うかを示します。チャネルのマッチ条件が成立した場合、対応するフラグビットに 1 が設定されます。フラグの

クリアは、クリアしたいビットを 0、それ以外のビットを 1にしたデータを本レジスタに書き込むことで行います

（書き込み値と現在値の論理積が書き込まれます）。本マッチフラグを用いることで、複数チャネルによるシー

ケンシャル動作を実現できます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01

MF0MF1

234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

1 MF1 0 R/W チャネル 1条件一致フラグ 

チャネル 1にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは 1にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 1のマッチ条件不一致 

1：チャネル 1のマッチ条件一致 

0 MF0 0 R/W チャネル 0条件一致フラグ 

チャネル 0にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは 1にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 0のマッチ条件不一致 

1：チャネル 0のマッチ条件一致 
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31.2.10 拡張マッチフラグレジスタ（CEMFR） 

CEMFR は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタであり、各チャネルのマッチ条件によりフラグの

アサート／クリアが可能です。本レジスタを用いることでシーケンシャルブレークを実現することができます。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01

MF0MF1

234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

1 MF1 0 R/W チャネル 1条件一致フラグ 

チャネル 1にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは 1にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 1のマッチ条件不一致 

1：チャネル 1のマッチ条件一致 

0 MF0 0 R/W チャネル 0条件一致フラグ 

チャネル 0にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは 1にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 0のマッチ条件不一致 

1：チャネル 0のマッチ条件一致 

 



 

31. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  31-21 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

31.2.11 ブレークコントロールレジスタ（CBCR） 

CBCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、ユーザブレークデバッグサポート機能を使

用するかどうかを指定します。ユーザブレークデバッグサポート機能の詳細については、「31.4 ユーザブレー

クデバッグサポート機能」を参照してください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01

UBDE

234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

0 UBDE 0 R/W ユーザブレークデバッグサポート機能イネーブル 

ユーザブレークデバッグサポート機能を使用するかどうかを指定します。 

0：デバッグサポート機能を使用しない 

1：デバッグサポート機能を使用する 
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31.3 動作説明 

31.3.1 アクセスに関する用語の説明 

命令フェッチとは、命令を取得するアクセスを指します。たとえば、分岐命令の実行による分岐先命令のフェ

ッチは命令アクセスです。オペランドアクセスとは、命令実行による任意のメモリアクセスを指します。たとえ

ば、命令MOV.W @(disp,PC),Rnのアドレス（PC＋disp×2＋4）に対するアクセスはオペランドアクセスです。「デ

ータ」という用語は「アドレス」との対比で使用します。 

すべてのオペランドアクセスは、読み出しアクセスまたは書き込みアクセスのいずれかに分類されます。次の

命令は特別の注意が必要です。 
 

• PREF、OCBPおよび OCBWB命令：読み出しアクセスとして扱います。 

• MOVCA.Lおよび OCBI命令：書き込みアクセスとして扱います。 

• TAS.B命令：1つの読み出しアクセス、1つの書き込みアクセスとして扱います。 

 

PREF、OCBP、OCBWB、OCBI命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。これらの命令

に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてください。 
 

すべてのオペランドアクセスは、オペランドサイズが定義されます。オペランドサイズには、バイト、ワード、

ロングワード、クワッドワードがあります。PREF、OCBP、OCBWB、MOVCA.L、OCBI 命令によるオペランド

アクセスにおいては、オペランドサイズはロングワードとして定義されます。 
 

31.3.2 ユーザブレーク動作の流れ 

ブレーク条件の設定からユーザブレーク例外処理までの動作の流れは、次のとおりです。 
 

1. マッチ条件とするオペランドサイズ、バス、命令フェッチ／オペランドアクセス、読み出し／書き込み条件

を、マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）により指定します。ブレークアドレスをマッチアドレス

設定レジスタ（CAR0、CAR1）、アドレスのマスク条件をマッチアドレスマスク設定レジスタ（CAMR0、

CAMR1）により指定します。マッチ条件にASIDを含める場合は、マッチ条件設定レジスタのAIEビットをセ

ットし、同レジスタのAIV7～AIV0ビットと、CPUマッチ条件設定拡張レジスタ（ECBR0またはECBR1）の

AIV15～8ビットにより、ASIDの下位8ビットと上位8ビットを指定します。マッチ条件にデータ値を含める

場合は、マッチ条件設定レジスタのDBEビットをセットし、ブレークデータをマッチデータ設定レジスタ

（CDR1）、データのマスク条件をマッチデータマスク設定レジスタ（CDMR1）により指定します。マッチ

条件に実行回数を含める場合は、マッチ条件設定レジスタのETBEビットをセットし、実行回数条件を実行回

数ブレークレジスタ（CETR1）により指定します。シーケンシャルブレークを設定する場合、マッチ条件設

定レジスタのMFEビットをセットし、シーケンス元チャネル番号をMFIにより指定します。 
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2. マッチ条件が成立した場合のブレーク要求の有無、命令フェッチによる条件成立の場合のブレーク位置を、

マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）により指定します。他のすべてのレジスタ、およびマッチ条件設

定レジスタの CE ビットを除くビットの設定が終了したのち、マッチ条件設定レジスタの CE ビットをセッ

トし、再度マッチ条件設定レジスタを読み出してください。この手順により、コントロールレジスタの設定

値が直後の後続命令から有効となることを保証できます。リセット後、初期状態のコントロールレジスタか

らマッチ条件設定レジスタの CEビットをセットした場合、意図しないブレークが発生する場合があります。 

3. マッチ条件が成立すると、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）の該当する条件一致フラグ（MF1、

MF0）がセットされます。さらに、マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）の設定内容により、CPUへの

ブレーク要求が発生します。SR レジスタの BLビットにより、ブレーク要求に対する CPU の動作が異なり

ます。BLビットが 0のとき、ブレーク要求は受理され所定の例外処理が行われますが、BLビットが 1の場

合例外処理は行われません。 

4. マッチ条件の一致または不一致をチェックするため、該当する条件一致フラグ（MF1、MF0）を使用するこ

とができます。フラグは条件一致によりセットされますが、自動的にクリアされません。フラグを再び使用

できるようにするためには、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）に対するメモリストア命令により 0

を書き込んでください。 

5. チャネル 0およびチャネル 1で設定したブレークがほぼ同時に発生する場合があります。CPUに対するブレ

ーク要求は 1つだけであっても、これらのブレークに対する条件一致フラグが 2つともセットされる場合が

あります。 

6. SRレジスタの BLビットが 1の期間は、すべてのブレーク要求は受理されません。ただし、条件判定は行わ

れ、一致した場合は条件一致フラグがセットされます。 

7. シーケンシャル条件指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグがセットさ

れます。シーケンス元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条件が未成立のとき

にシーケンス元チャネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネルの条件一致フラグをクリア

してください。 
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31.3.3 命令フェッチサイクルブレーク 

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）に命令フェッチが設定されると、マッチ条件は命令フェッチ

となります。マッチ条件によりブレーク要求を発生させる場合、該当するチャネルに対するマッチ動作レジ

スタ（CRR0またはCRR1）のBIEビットをセットしてください。ブレークのタイミングを命令実行の前にす

るか後にするかは、PCBビットで指定できます。マッチ条件として命令フェッチサイクルを指定する場合、

マッチアドレス設定レジスタ（CAR0またはCAR1）のLSBを0にクリアしてください。このビットが1にセッ

トされているとブレークは発生しません。 

2. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行前ブレークを指定すると、命令がフェッチされ実行することが確定

した時点でブレーク要求が発生します。したがって、この機能はオーバラン（分岐または割り込みの遷移中

にフェッチされ、しかも実行されない命令）によってフェッチされる命令には使用できません。命令実行前

ブレークと他の例外との優先順位については、「第 5章 例外処理」を参照してください。遅延分岐命令の

遅延スロットに対して実行前ブレークが指定されると、遅延分岐命令の実行前にブレークが発生します。た

だし、RTE命令の遅延スロットには実行前ブレークを指定しないでください。 

3. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行後ブレークを指定すると、マッチ条件と一致した命令が実行された

のち、次の命令の実行前にブレークが発生します。実行前のブレークの場合と同様、オーバランによってフ

ェッチされる命令には使用できません。命令実行後ブレークと他の例外との優先順位については、「第 5章 

例外処理」を参照してください。遅延分岐命令およびその遅延スロットに対して実行後ブレークが指定され

ると、分岐先の最初の命令までブレークは発生しません。 

4. チャネル 1のマッチ条件として命令フェッチサイクルを指定すると、マッチ条件設定レジスタ CBR1の DBE

ビットは無効となり、マッチデータ設定レジスタ CDR1およびマッチデータマスク設定レジスタ CDMR1の

設定は無視されます。したがって、命令フェッチサイクルのブレークには、データ値を設定することはでき

ません。 
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31.3.4 オペランドアクセスサイクルブレーク 

1. オペランドアクセスサイクルブレークの場合、マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）のオペランド

サイズ指定と、条件比較の対象となるアドレスとの関係は、以下のようになります。 

 

表 31.4 オペランドサイズ指定と比較対象アドレス 

オペランドサイズセレクト 比較アドレスビット 

クワッドワード アドレスビット A31～A3 

ロングワード アドレスビット A31～A2 

ワード アドレスビット A31～A1 

バイト アドレスビット A31～A0 

マッチ条件に含まれない クワッドワードアクセス時のアドレスビット A31～A3 

ロングワードアクセス時のアドレスビット A31～A2 

ワードアクセス時のアドレスビット A31～A1 

バイトアクセス時のアドレスビット A31～A0 

 

これは、たとえばマッチアドレス設定レジスタ（CAR0またはCAR1）にアドレスH'00001003を設定するとき、

マッチ条件が成立するオペランドアクセスサイクルには、（他のすべての条件が成立すると仮定した場合）

以下が含まれることを意味します。 

アドレスH'00001000に対するロングワードアクセス 

アドレスH'00001002に対するワードアクセス 

アドレスH'00001003に対するバイトアクセス 

 

2. チャネル 1のマッチ条件にデータ値が含まれる場合 

データ値をマッチ条件に含める場合は、マッチ条件設定レジスタ（CBR1）のオペランドサイズセレクト（SZ

ビット）によりクワッドワード、ロングワード、ワード、またはバイトを指定し、かつマッチデータ設定レ

ジスタ（CDR1）およびマッチデータマスク設定レジスタ（CDMR1）を設定する必要があります。このとき、

アドレス条件とデータ条件が一致するとマッチ条件が成立します。バイトアクセス、ワードアクセス、ロン

グワードアクセスに対するデータ値およびマスクは、それぞれCDR1およびCDMR1のビット7～0、ビット15

～0、ビット31～0に設定します。クワッドワードアクセスの場合、64ビットデータは上位32ビットと下位32

ビットに分割され、2つの32ビットデータ単位として条件比較が行われます。2つの32ビットデータ単位のい

ずれかがマッチ条件を満足すると、マッチ条件成立となります。 

3. PREF、OCBP、OCBWB、OCBI命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。これらの命

令に対するマッチ条件としてデータ値を含めた場合、マッチ条件は成立しません。 

4. オペランドバスを選択している場合、条件が一致した命令の実行を完了し、次の命令を実行する直前にブレ

ークが発生します。ただし、条件にデータ値を含める場合は、条件が一致した命令から数命令実行した後に

なる場合もあり、ブレークが発生する命令を特定することはできません。また、遅延分岐命令やその遅延ス

ロットでこの種のブレークが発生した場合は、分岐先の最初の命令までブレークは発生しません。RTE命令
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の遅延スロットには、オペランドブレークを設定しないでください。また、データ値を条件に含める場合は、

RTE命令の 1～6命令前でブレークを発生させないでください。 

 

31.3.5 シーケンシャルブレーク 

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0、CBR1）のMFEビットおよびMFI ビットを設定することで、シーケンシャ

ル条件（チャネル0マッチ条件が成立した後チャネル1マッチ条件が成立、またはその逆）を指定することが

できます。シーケンス元チャネルについては、マッチ条件設定レジスタのMFE、およびマッチ動作設定レジ

スタのBIEビットをクリアしてください。シーケンス先チャネルについては、マッチ条件設定レジスタのMFE

ビットをセットし、シーケンス元チャネル番号をMFIで指定します。シーケンシャル条件成立時のブレーク

要求の有無は、シーケンス先マッチ動作設定レジスタのBIEビットにより指定します。シーケンシャル条件

指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグがセットされます。シーケンス

元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条件が未成立のときにシーケンス元チャ

ネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネルの条件一致フラグをクリアしてください。 

2. シーケンシャル条件指定では、チャネル 1については実行回数ブレーク条件も指定することができます。 

3. シーケンス元チャネルとシーケンス先チャネルのマッチ条件成立タイミングが接近している場合、シーケン

シャル条件が保証されない場合があります。 

• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルとも命令フェッチサイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0命令後 同じアドレスを設定するのと等価です。この設定は使用しないでください。 

命令 Bは命令 Aの 1命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 2命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

• シーケンス元チャネルは命令フェッチサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルはオペランドアクセス

サイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0または 1命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 2命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

• シーケンス元チャネルはオペランドアクセスサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルは命令フェッチ

サイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0～5命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 6命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルともオペランドアクセスサイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0～5命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 6命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 
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31.3.6 退避されるプログラムカウンタの値 

ブレーク発生時は、実行を再開すべき命令のアドレスを SPCに退避し、例外処理状態に移行します。マッチ条

件にデータ値を含む場合を除き、ブレークの発生する命令を一意に決定することができます。 
 

1. 命令フェッチサイクル（命令実行前）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、マッチ条件と一致した命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行されず、その

前にブレークが発生します。ただし、遅延スロット命令で条件が一致した場合は、遅延分岐命令のアドレス

が SPCに退避されます。 

2. 命令フェッチサイクル（命令実行後）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、マッチ条件と一致した命令の次の命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行さ

れ、次の命令の実行前にブレークが発生します。遅延分岐命令やその遅延スロットで一致した場合は、それ

らの命令は実行され、分岐先のアドレスが SPCに退避されます。 

3. オペランドアクセス（アドレスのみ）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、ブレーク条件に一致した命令の直後の命令のアドレスが退避されます。条件に一致した命令が実

行され、次の命令の実行前にブレークが発生します。ただし、遅延スロットで条件が一致した場合は、分岐

先のアドレスが SPCに退避されます。 

4. オペランドアクセス（アドレス＋データ）をマッチ条件として指定する場合 

データ値がマッチ条件に追加されると、マッチ条件に一致した命令は実行を完了します。1 命令後から 6 命

令後までのいずれかの命令の実行前にユーザブレークが発生し、その命令のアドレスが SPC に退避されま

す。ブレークが発生する場所を正確に決定することはできません。遅延スロット命令で条件が一致した場合

は、分岐先アドレスが SPCに退避されます。また、条件に一致した命令の次命令が分岐命令である場合は、

分岐命令や遅延スロットの実行まで完了した後にブレークが発生するときがあります。この場合も、SPCに

は分岐先のアドレスが退避されます。 
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31.4 ユーザブレークデバッグサポート機能 

ユーザブレークデバッグサポート機能を用いることにより、CPUがユーザブレーク要求を受理した場合の分岐

先アドレスを変更することができます。ブレークコントロールレジスタ CBCRの UBDEビットを 1にセットする

ことにより、［VBR＋オフセット］で表示されるアドレスへ分岐するかわりに DBRで示されるアドレスへ分岐し

ます。ユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャートを図 31.2に示します。 

SPC ← PC
SSR ← SR

SR.BL ← B'1
SR.MD ← B'1
SR.RB ← B'1

例外／割り込み
発生

例外 例外／ 
割り込み／トラップ?

トラップ

割り込み

PC ← H'A000 0000PC ← VBR + ベクタオフセット

RTE命令を実行
PC ← SPC
SR ← SSR

SGR ← R15

PC ← DBR

デバッグプログラム

R15 ← SGR
（STC命令）

リセット例外?

（CBCR.UBDE == 1）&&
（ユーザブレーク）?

例外動作の終了

INTEVT ← 割り込みコードEXPEVT ← 例外コード

YesNo

NoYes

ハードウェア動作

例外処理ルーチン

TRA ← TRAPA （imm）
EXPEVT ← H'160

 

図 31.2 ユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャート 
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31.5 ユーザブレーク使用例 

（1） 命令フェッチサイクルに指定したマッチ条件 

• 例 1-1 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002003／CAR0＝H'00000404／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00008010／CAMR1＝H'00000006／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ECBR1＝H'00000000／ 

ECBR0＝H'00000000／ECBR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00000404、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ユーザブレークは、アドレス H'00000404 の命令実行後、またはアドレス H'00008010～H'00008016 の命令実

行前に発生します。 

 

• 例 1-2 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002000／CAR0＝H'00037226／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'C0700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'0003722E／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

ECBR0＝H'00000000／ECBR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0 → チャネル 1シーケンシャルモード 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00037226、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'0080 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 
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【チャネル 1】 

アドレス：H'0003722E、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'0070 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ASID＝H'0080かつアドレス H'00037226の命令が実行された後、ASID＝H'0070かつアドレス H'0003722Eの

命令実行前にユーザブレークが発生します。 
 

• 例 1-3 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00027128／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00031415／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

ECBR0＝H'00000000／ECBR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00027128、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00031415、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、アドレス H'00027128の命令実行前に発生します。チャネル 1では、命令フェッチは偶数ア

ドレスに対して実行されるのでユーザブレークは発生しません。 
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• 例 1-4 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002000／CAR0＝H'00037226／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'C0700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'0003722E／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

ECBR0＝H'00000000／ECBR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0 → チャネル 1シーケンシャルモード 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00037226、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'0080 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'0003722E、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'0070 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ASID＝H'0080かつアドレス H'00037226の命令が実行された後、ASID＝H'0070かつアドレス H'0003722Eの

命令実行前にブレークが発生します。 

 

• 例 1-5 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00000500／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000813／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00001000／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000005／ 

ECBR0＝H'00000000／ECBR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00000500、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASIDは条件に含まれない 
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【チャネル 1】 

アドレス：H'00001000、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000005 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

実行回数：5回 

ASID、データ値は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、ユーザブレークはアドレス H'00000500の命令の実行前に生じます。チャネル 1では、ユー

ザブレークは、アドレス H'00001000の命令を 4回実行した後、5回目の命令実行前に生じます。 

 

• 例 1-6 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002003／CAR0＝H'00008404／CAMR0＝H'00000FFF／ 

CBR1＝H'40700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00008010／CAMR1＝H'00000006／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

ECBR0＝H'00000000／ECBR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00008404、アドレスマスク：H'00000FFF、ASID：H'0080 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006、ASID：H'0070 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ユーザブレークは、ASID＝H'0080 でアドレス H'00008000～H'00008FFE の命令の実行後、または、ASID＝

H'0070でアドレス H'00008010～H'00008016の命令の実行前に生じます。 
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（2） オペランドアクセスサイクルに指定したマッチ条件 

• 例 2-1 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800023／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00123456／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'4070A025／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'000ABCDE／CAMR1＝H'000000FF／ 

CDR1＝H'0000A512／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

ECBR0＝H'00000000／ECBR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00123456、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'0080 

バスサイクル：オペランドバス／オペランドアクセス／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれない） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'000ABCDE、アドレスマスク：H'000000FF、ASID：H'0070 

データ：H'0000A512、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：オペランドバス／オペランドアクセス／書き込み／ワード 

実行回数は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、ユーザブレークは、ASID＝H'0080でアドレス H'00123454に対するロングワードの読み出

し、アドレス H'00123456 に対するワード読み出し、あるいはアドレス H'00123456 に対するバイト読み出し

で生じます。チャネル1では、ユーザブレークはASID＝H'0070でH'000ABC00～H'000ABCFEにワードH'A512

を書き込むときに生じます。 
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31.6 使用上の注意事項 

1. UBCのレジスタの値を書き換える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブレ

ークが発生しない場合があります。UBCレジスタを変更後、ブレーク対象の命令を実行する前に、以下の（1）

～（3）のいずれかを実行してください。 

（1）変更したレジスタをリードした後、RTE命令による分岐を実行してください（レジスタリードとRTE命

令は連続している必要はありません）。 

（2）変更したレジスタをリードした後、任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI

命令を実行してください（レジスタリードとICBI命令は連続している必要はありません）。 

（3）UBCレジスタの変更前にIRMCR.R1＝0（初期値）と設定しておき、レジスタライト→レジスタリード

→（もう一度同じ値を）レジスタライトというシーケンスでレジスタを更新してください。 

 

なお、複数のUBCレジスタを変更する場合には、それぞれについて上記の手順を踏む必要はありません。最

後に変更するレジスタについてのみ、上記の手順が必要になります。 

2. CRR0および CRR1の PCBビットは、命令フェッチをマッチ条件にしたときのみ有効です。 

3. シーケンシャル条件設定時、シーケンス元チャネルのマッチ条件成立後シーケンス先チャネルのマッチ条件

が成立するとき、シーケンシャル条件が成立します。したがって、同一バスサイクルに対してチャネル 0お

よびチャネル 1の条件一致が同時に発生するようにマッチ条件が設定されてもシーケンシャル条件は成立せ

ず、ブレークは発生しません。 

4. SLEEP命令に対しては、命令フェッチサイクルをマッチ条件とする命令実行後ブレークを発生させないでく

ださい。また、SLEEP 命令の 1～5 命令前では、オペランドアクセスをマッチ条件とするブレークを発生さ

せないでください。 

5. ユーザブレークと他の例外が同一命令で発生した場合は、定められた優先順位で判定が行われます。優先順

位に関しては、「第 5章 例外処理」を参照してください。より高い優先度の例外が発生した場合は、ユー

ザブレークは発生しません。 

• 命令実行前のブレークは他のどの例外よりも優先して受け付けられます。 

• 命令実行後ブレークやデータアクセスブレークは、より優先度の高い再実行型の例外（命令実行前ブレーク

を含む）と同時に発生した場合、再実行型の例外が受け付けられ、条件一致を示すフラグもセットされませ

ん。例外処理により再実行型の例外要因が解消され、同命令が再実行された完了する時点で改めてブレーク

が発生し、フラグがセットされます。 

• 命令実行後ブレークやオペランドアクセスブレークが、より優先度の高い完了型の例外（TRAPA）と同時に

発生した場合は、ブレークは発生しませんが、条件一致を示すフラグはセットされます。 

6. チャネル 0、チャネル 1において、マッチ条件が同時に独立して成立し、またその結果 SPCの値が両方のブ

レークに対して同じ場合、ユーザブレークは一度だけ発生しますが、条件一致フラグは両チャネルともにセ

ットされます。たとえば、 

アドレス110の命令（チャネル0で命令フェッチに対する実行後ブレーク）→SPC＝112、CCMFR.MF0＝1 



 

31. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  31-35 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

アドレス112の命令（チャネル1で命令フェッチに対する実行前ブレーク）→SPC＝112、CCMFR.MF1＝1 

7. RTE命令の遅延スロット命令に対して命令実行前ブレークやオペランドブレークを設定しないでください。

またオペランドブレークにデータ値を含める場合には、RTE 命令の 1～6 命令前でブレークを発生させない

でください。 

8. 実行ステートが 2以上の命令において再実行型例外と実行後ブレークが競合した場合、再実行型例外が発生

します。このとき、ブレーク条件の成立に対して、CCMFR.MF0（または CCMFR.MF1）ビットが 1 にセッ

トされる場合と、セットされない場合があります。 
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32. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）は、JTAG（IEEE1149.1）にサブセットをサポートしたシリアル入出

力インタフェースであり、エミュレータの接続に使用します。 

32.1 特長 

H-UDIは JTAG、IEEE1149.1 ''IEEE Standard Test Access Port and Boundary-Scan Architecture''にサブセットをサポ

ートしたシリアル入出力インタフェースです。H-UDIは、エミュレータとの接続に使用します。エミュレータを

使用する場合は本インタフェースの JTAG機能を使用しないでください。なお、エミュレータとの接続方法は各

エミュレータのマニュアルを参照してください。 

H-UDIは 6本の端子（TCK、TMS、TDI、TDO、TRST、ASEBRK/BRKACK）からなります。ASEBRK/BRKACK

を除く端子機能やシリアル転送プロトコルは、JTAGの規格にサブセットをサポートします。さらにエミュレータ

用端子として 6本の信号（AUDSYNC、AUDCK、AUDATA3～0）、チップモード指定端子として 1本の信号（MPMD）

があります。 

本 LSIの H-UDIはバウンダリスキャン用 TAPコントローラとバウンダリスキャン以外の H-UDIの機能を制御

する TAPコントローラを分離しています。電源投入時を含め、TRSTのアサートによりバウンダリスキャン用 TAP

コントローラが選択されるため、H-UDIの機能を利用するためには切り替えコマンドを入力する必要があります。

また、バウンダリスキャン TAPコントローラは CPUからアクセスすることはできません。 

図 32.1に H-UDIのブロック図を示します。 

H-UDI回路は内部に TAPコントローラと、SDBPR、SDBSR、SDIR、SDINTの計 4本のレジスタを持ちます。

SDBPRは JTAGのバイパスモードをサポートするためのレジスタ、SDBSRは JTAGのバウンダリスキャンモード

をサポートするためのレジスタ、SDIRはコマンド用のレジスタ、SDINTは H-UDI割り込み用のレジスタです。

SDIRは TDI、TDO端子から直接アクセスできます。 

TAP（Test Access Port）コントローラと制御レジスタおよびバウンダリスキャン TAPコントローラはチップの

リセット端子とは独立して、TRST端子をローレベルにするか、TMSを 1に設定して TCKを 5サイクル以上かけ

ることによりリセットがかかります。その他の回路は通常リセット期間中にリセットがかかり初期化されます。 
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図 32.1 H-UDIのブロック図 
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32.2 入出力端子 

H-UDIの端子構成を表 32.1に示します。 
 

表 32.1 H-UDIの端子構成 

端子名 機   能 入出力 説   明 未使用時 

TCK クロック端子 入力 JTAGのシリアルクロック入力端子と同じです。こ

の信号に同期してデータ入力端子 TDIから H-UDI

回路にデータを与えるか、データ出力端子 TDOか

らデータを読み出します。 

オープン*1 

TMS モード端子 入力 モードセレクト入力端子。TCKに同期してこの信号

を変化させることで、TDIから入力するデータの意

味を決定します。そのプロトコルは JTAG（IEEE Std 

1149.1）規格にサブセットをサポートします。 

オープン*1 

TRST*2 リセット端子 入力 H-UDIをリセットする入力端子。TCKとは非同期に

受け付け、ローレベルで JTAGインタフェース回路

に対するリセットがかかります。JTAGの利用の有

無にかかわらず、電源投入時に TRSTを一定期間ロ

ーレベルにしなければなりません。これは IEEEの

規格と異なります。 

グランド固定 

または

PRESET接続*3 

TDI データ入力端子 入力 データ入力端子。TCKに同期してこの信号を変化さ

せることで H-UDI回路にデータを送ります。 

オープン*1 

TDO データ出力端子 出力 データ出力端子。TCKに同期してこの信号を読むこ

とで、H-UDI回路からデータを読み取ります。 

オープン 

ASEBRK/ 

BRKACK 

エミュレータ用端子 入出力 エミュレータ専用の端子 オープン*1 

AUDSYNC 

AUDCK 

AUDATA3～0 

エミュレータ用端子 出力 エミュレータ専用の端子 オープン 

MPMD チップモード指定端子 入力 エミュレーションサポートモードとして動作させる

（MPMD=0）か、本体チップモードとして動作させ

る（MPMD=1）かを示します。 

オープン*1 

【注】 *1 チップ内でプルアップされています。エミュレータを使用可能なボードを設計する場合、あるいは H-UDI経由で

割り込み、リセットを利用する場合、外部にプルアップ抵抗を付けても問題ありません。 

 *2 エミュレータを使用可能なボードを設計する場合あるいは H-UDI経由で割り込み／リセットを利用する場合は、

電源投入時に PRESETと重複する期間 TRSTをローレベルにし、かつ TRST単独でも制御可能となるようにして

ください。 

 *3 グランド固定または PRESETと同じ（あるいは同じ挙動の）信号と接続する。ただし、グランド固定の場合には

下記の問題があります。TRSTはチップ内でプルアップされているため外部からグランドに固定すると微小な電流

が流れます。電流値はポート端子のプルアップ抵抗の規定に従います。本電流はチップの動作には何ら影響を及ぼ

しませんが、不要な電力を消費することになります。 
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TCKの周波数が本 LSIの周辺クロックの周波数より低くなるように TCKあるいは本 LSIの CPGの設定を行っ

てください。CPGの設定の詳細は「第 18章 クロック発振器（CPG）」を参照してください。 
 

32.3 レジスタの説明 

H-UDIには以下のレジスタがあります。 
 

表 32.2 レジスタ構成（1） 

CPU側 名称 略称 

R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

サイズ 同期クロック 

インストラクションレジスタ SDIR R H'FC11 0000 H'1C11 0000 16 Pck 

割り込み要因レジスタ SDINT R/W H'FC11 0018 H'1C11 0018 16 Pck 

バウンダリスキャンレジスタ SDBSR － － － － － 

バイパスレジスタ SDBPR － － － － － 

 

表 32.3 レジスタ構成（2） 

H-UDI端子側 名称 略称 

R/W サイズ 同期クロック 

インストラクションレジスタ SDIR R/W*1 32 Pck 

割り込み要因レジスタ SDINT W*2 32 Pck 

バウンダリスキャンレジスタ SDBSR R/W － － 

バイパスレジスタ SDBPR R/W 1 － 

【注】 *1 H-UDIからの読み出し値は常に固定値（H'FFFF FFFD）となります。 

 *2 H-UDI割り込みコマンドにより最下位ビットへ 1を書き込むことができます。 

 

表 32.4 各処理状態におけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオン

リセット 

マニュアル

リセット 

モジュール

スタンバイ

スリープ ライト 

スリープ 

インストラクションレジスタ SDIR H'0EFF 保持 保持 保持 保持 

割り込み要因レジスタ SDINT H'0000 保持 保持 保持 保持 
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32.3.1 インストラクションレジスタ（SDIR） 

SDIRは、CPUから読み出しのみ可能な 16ビットのレジスタです。シリアル入力（TDI）から値（コマンド）

をセットします。TRSTまたは TAPの Test-Logic-Resetステートで初期状態になります。H-UDIからの書き込みの

場合、CPUのモードとは無関係に書き込みができます。またリザーブとなっているコマンドをセットした場合の

動作は保証しません。 
 

0123456789

TI

1011121315 14

111111110111000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 TI 00001110 R テストインストラクションビット 7～0 

0110xxxx：H-UDIリセット・ネゲート 

0111xxxx：H-UDIリセット・アサート 

101xxxxx：H-UDI割り込み 

00001110：初期状態 

上記以外：設定禁止 

7～0 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

 

32.3.2 割り込み要因レジスタ（SDINT） 

SDINTは CPUから読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタです。H-UDI端子側からは、SDIRに「H-UDI

割り込み」コマンドをセットした（Update-IR）場合に、INTREQビットが 1になります。SDIRが「H-UDI割り込

み」コマンドの間、H-UDI端子の TDIと TDOの間に SDINTが接続され、32ビットのレジスタとして読み出し可

能です。その場合上位 16ビットが 0に、下位 16ビットが SDINTになります。 

CPU側からは INTREQビットに 0を書き込むことしかできません。このビットが 1の間は割り込み要求が発行

され続けますので、割り込みハンドラ内で必ず 0にクリアし、再度 INTREQを読み出しクリアされたことを確認

してください。このレジスタ値は TRSTまたは TAPの Test-Logic-Resetステートで初期状態になります。 
 

0
INT

REQ

1234567891011121315 14

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

R/WRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

0 INTREQ 0 R/W 割り込み要求ビット 

「H-UDI割り込み」コマンドによる割り込み要求の有無を示します。CPU

からはこのビットに 0を書き込むことにより割り込み要求をクリアでき

ます。このビットに 1を書き込んだ場合は、直前の値を保持します。 

 

32.3.3 バイパスレジスタ（SDBPR） 

バイパスレジスタ（SDBPR）は JTAGのバイパスモードをサポートするための 1ビットのレジスタです。バウ

ンダリスキャン TAPコントローラに BYPASSコマンドがセットされると、TDIと TDOの間に SDBPRが接続され

ます。CPUからのアクセスはできません。このレジスタはパワーオンリセットあるいは TRSTのアサートでも初

期化されません。ただし、Capture-DRステートでは 0に初期化されます。 
 

32.3.4 バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR） 

バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR）は JTAGのバウンダリスキャンモードをサポートするためのレジスタ

です。本レジスタは外部入出力ピンの制御を行うために PAD 上に配置されたシフトレジスタで、SAMPLE/ 

PRELOAD、EXTESTコマンドを用いて JTAG（IEEE Std1149.1）規格にサブセットをサポートしたバウンダリスキ

ャンテストを行うことができます。チップのモードにかかわらず CPUからのアクセスはできません。このレジス

タはパワーオンリセットあるいは TRSTのアサートでも初期化されません。 
 

表 32.5 バウンダリスキャンレジスタの構成 

番号 ピン名称 タイプ 

From TDI 

440 IRL0 OUTPUT 

439 IRL0 CONTROL

438 IRL0 INPUT 

437 NMI OUTPUT 

436 NMI CONTROL

435 NMI INPUT 

434 HAC1_SDOUT/SSI1_SDATA/SDIF1C

MD 
OUTPUT 

433 
HAC1_SDOUT/SSI1_SDATA/SDIF1C

MD 
CONTROL

432 
HAC1_SDOUT/SSI1_SDATA/SDIF1C

MD 
INPUT 

431 HAC1_SDIN/SSI1_SCK/SDIF1CD OUTPUT 

430 HAC1_SDIN/SSI1_SCK/SDIF1CD CONTROL

429 HAC1_SDIN/SSI1_SCK/SDIF1CD INPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

428 HAC1_SYNC/SSI1_WS/SDIF1WP OUTPUT 

427 HAC1_SYNC/SSI1_WS/SDIF1WP CONTROL 

426 HAC1_SYNC/SSI1_WS/SDIF1WP INPUT 

425 HAC1_BITCLK/SSI1_CLK/SDIF1CLK OUTPUT 

424 HAC1_BITCLK/SSI1_CLK/SDIF1CLK CONTROL 

423 HAC1_BITCLK/SSI1_CLK/SDIF1CLK INPUT 

422 HAC0_SDOUT/SSI0_SDATA/SDIF1D3 OUTPUT 

421 HAC0_SDOUT/SSI0_SDATA/SDIF1D3 CONTROL 

420 HAC0_SDOUT/SSI0_SDATA/SDIF1D3 INPUT 

419 HAC0_SDIN/SSI0_SCK/SDIF1D2 OUTPUT 

418 HAC0_SDIN/SSI0_SCK/SDIF1D2 CONTROL 

417 HAC0_SDIN/SSI0_SCK/SDIF1D2 INPUT 

416 HAC0_SYNC/SSI0_WS/SDIF1D1 OUTPUT 

415 HAC0_SYNC/SSI0_WS/SDIF1D1 CONTROL 

414 HAC0_SYNC/SSI0_WS/SDIF1D1 INPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

413 HAC0_BITCLK/SSI0_CLK/SDIF1D0 OUTPUT 

412 HAC0_BITCLK/SSI0_CLK/SDIF1D0 CONTROL

411 HAC0_BITCLK/SSI0_CLK/SDIF1D0 INPUT 

410 DREQ1/BREQ/USB_OVC1 OUTPUT 

409 DREQ1/BREQ/USB_OVC1 CONTROL

408 DREQ1/BREQ/USB_OVC1 INPUT 

407 IRL3 OUTPUT 

406 IRL3 CONTROL

405 IRL3 INPUT 

404 IRL2 OUTPUT 

403 IRL2 CONTROL

402 IRL2 INPUT 

401 IRL1 OUTPUT 

400 IRL1 CONTROL

399 IRL1 INPUT 

398 USB_PENC1 OUTPUT 

397 USB_PENC1 CONTROL

396 USB_PENC1 INPUT 

395 USB_PENC0 OUTPUT 

394 USB_PENC0 CONTROL

393 USB_PENC0 INPUT 

392 DREQ0/USB_OVC0 OUTPUT 

391 DREQ0/USB_OVC0 CONTROL

390 DREQ0/USB_OVC0 INPUT 

389 I2C_SDA1/IRQOUT OUTPUT 

388 I2C_SDA1/IRQOUT CONTROL

387 I2C_SDA1/IRQOUT INPUT 

386 I2C_SCL1/SCIF2_SCK OUTPUT 

385 I2C_SCL1/SCIF2_SCK CONTROL

384 I2C_SCL1/SCIF2_SCK INPUT 

383 I2C_SDA0/SCIF2_TXD OUTPUT 

382 I2C_SDA0/SCIF2_TXD CONTROL

381 I2C_SDA0/SCIF2_TXD INPUT 

380 I2C_SCL0/SCIF2_RXD OUTPUT 

379 I2C_SCL0/SCIF2_RXD CONTROL

378 I2C_SCL0/SCIF2_RXD INPUT 

377 SCIF3_TXD/HAC_RES/SSI2_WS OUTPUT 

376 SCIF3_TXD/HAC_RES/SSI2_WS CONTROL

番号 ピン名称 タイプ 

375 SCIF3_TXD/HAC_RES/SSI2_WS INPUT 

374 SCIF3_RXD/TCLK/SSI2_SCK OUTPUT 

373 SCIF3_RXD/TCLK/SSI2_SCK CONTROL 

372 SCIF3_RXD/TCLK/SSI2_SCK INPUT 

371 SCIF3_SCK/SSI2_SDATA OUTPUT 

370 SCIF3_SCK/SSI2_SDATA CONTROL 

369 SCIF3_SCK/SSI2_SDATA INPUT 

368 STATUS1/SSI3_CLK OUTPUT 

367 STATUS1/SSI3_CLK CONTROL 

366 STATUS1/SSI3_CLK INPUT 

365 STATUS0/SSI2_CLK OUTPUT 

364 STATUS0/SSI2_CLK CONTROL 

363 STATUS0/SSI2_CLK INPUT 

362 D31 OUTPUT 

361 D31 CONTROL 

360 D31 INPUT 

359 D30 OUTPUT 

358 D30 CONTROL 

357 D30 INPUT 

356 D29 OUTPUT 

355 D29 CONTROL 

354 D29 INPUT 

353 D28 OUTPUT 

352 D28 CONTROL 

351 D28 INPUT 

350 D27 OUTPUT 

349 D27 CONTROL 

348 D27 INPUT 

347 D26 OUTPUT 

346 D26 CONTROL 

345 D26 INPUT 

344 D25 OUTPUT 

343 D25 CONTROL 

342 D25 INPUT 

341 D24 OUTPUT 

340 D24 CONTROL 

339 D24 INPUT 

338 D23 OUTPUT 



 

32. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

32-8  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

番号 ピン名称 タイプ 

337 D23 CONTROL

336 D23 INPUT 

335 D22 OUTPUT 

334 D22 CONTROL

333 D22 INPUT 

332 D21 OUTPUT 

331 D21 CONTROL

330 D21 INPUT 

329 D20 OUTPUT 

328 D20 CONTROL

327 D20 INPUT 

326 D19 OUTPUT 

325 D19 CONTROL

324 D19 INPUT 

323 D18 OUTPUT 

322 D18 CONTROL

321 D18 INPUT 

320 D17 OUTPUT 

319 D17 CONTROL

318 D17 INPUT 

317 D16 OUTPUT 

316 D16 CONTROL

315 D16 INPUT 

314 WE3/IOWR OUTPUT 

313 WE3/IOWR CONTROL

312 WE3/IOWR INPUT 

311 WE2/IORD OUTPUT 

310 WE2/IORD CONTROL

309 WE2/IORD INPUT 

308 WE1/FWE OUTPUT 

307 WE1/FWE  CONTROL

306 WE1/FWE  INPUT 

305 WE0/REG OUTPUT 

304 WE0/REG CONTROL

303 WE0/REG INPUT 

302 D15 OUTPUT 

301 D15 CONTROL

300 D15 INPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

299 D14 OUTPUT 

298 D14 CONTROL 

297 D14 INPUT 

296 D13 OUTPUT 

295 D13 CONTROL 

294 D13 INPUT 

293 D12 OUTPUT 

292 D12 CONTROL 

291 D12 INPUT 

290 D11 OUTPUT 

289 D11 CONTROL 

288 D11 INPUT 

287 D10 OUTPUT 

286 D10 CONTROL 

285 D10 INPUT 

284 D9 OUTPUT 

283 D9 CONTROL 

282 D9 INPUT 

281 D8 OUTPUT 

280 D8 CONTROL 

279 D8 INPUT 

278 D7/FD7 OUTPUT 

277 D7/FD7 CONTROL 

276 D7/FD7 INPUT 

275 D6/FD6 OUTPUT 

274 D6/FD6 CONTROL 

273 D6/FD6 INPUT 

272 D5/FD5 OUTPUT 

271 D5/FD5 CONTROL 

270 D5/FD5 INPUT 

269 D4/FD4 OUTPUT 

268 D4/FD4 CONTROL 

267 D4/FD4 INPUT 

266 D3/FD3 OUTPUT 

265 D3/FD3 CONTROL 

264 D3/FD3 INPUT 

263 D2/FD2 OUTPUT 

262 D2/FD2 CONTROL 
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番号 ピン名称 タイプ 

261 D2/FD2 INPUT 

260 D1/FD1 OUTPUT 

259 D1/FD1 CONTROL

258 D1/FD1 INPUT 

257 D0/FD0 OUTPUT 

256 D0/FD0 CONTROL

255 D0/FD0 INPUT 

254 BS OUTPUT 

253 BS CONTROL

252 BS INPUT 

251 CLKOUTENB OUTPUT 

250 CLKOUTENB CONTROL

249 CLKOUTENB INPUT 

248 CLKOUT OUTPUT 

247 CLKOUT CONTROL

246 CLKOUT INPUT 

245 RDY OUTPUT 

244 RDY CONTROL

243 RDY INPUT 

242 R/W OUTPUT 

241 R/W CONTROL

240 R/W INPUT 

239 A25 OUTPUT 

238 A25 CONTROL

237 A25 INPUT 

236 A24 OUTPUT 

235 A24 CONTROL

234 A24 INPUT 

233 MODE11/DRAK3/CE2A OUTPUT 

232 MODE11/DRAK3/CE2A CONTROL

231 MODE11/DRAK3/CE2A INPUT 

230 MODE12/SCIF5_TXD/CE2B OUTPUT 

229 MODE12/SCIF5_TXD/CE2B CONTROL

228 MODE12/SCIF5_TXD/CE2B INPUT 

227 MODE13/SCIF5_RXD/IOIS16 OUTPUT 

226 MODE13/SCIF5_RXD/IOIS16 CONTROL

225 MODE13/SCIF5_RXD/IOIS16 INPUT 

224 MODE14/SCIF5_SCK/FRB OUTPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

223 MODE14/SCIF5_SCK/FRB CONTROL 

222 MODE14/SCIF5_SCK/FRB INPUT 

221 DACK1/BACK/FALE OUTPUT 

220 DACK1/BACK/FALE CONTROL 

219 DACK1/BACK/FALE INPUT 

218 DACK0/FCLE OUTPUT 

217 DACK0/FCLE CONTROL 

216 DACK0/FCLE INPUT 

215 RD/FRAME/FRE OUTPUT 

214 RD/FRAME/FRE CONTROL 

213 RD/FRAME/FRE INPUT 

212 CS0/FCE0 OUTPUT 

211 CS0/FCE0 CONTROL 

210 CS0/FCE0 INPUT 

209 CS1/A26 OUTPUT 

208 CS1/A26 CONTROL 

207 CS1/A26 INPUT 

206 CS2 OUTPUT 

205 CS2 CONTROL 

204 CS2 INPUT 

203 CS3 OUTPUT 

202 CS3 CONTROL 

201 CS3 INPUT 

200 CS4 OUTPUT 

199 CS4 CONTROL 

198 CS4 INPUT 

197 CS5 OUTPUT 

196 CS5 CONTROL 

195 CS5 INPUT 

194 CS6 OUTPUT 

193 CS6 CONTROL 

192 CS6 INPUT 

191 A23 OUTPUT 

190 A23 CONTROL 

189 A23 INPUT 

188 A22 OUTPUT 

187 A22 CONTROL 

186 A22 INPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

185 A21 OUTPUT 

184 A21 CONTROL

183 A21 INPUT 

182 A20 OUTPUT 

181 A20 CONTROL

180 A20 INPUT 

179 A19 OUTPUT 

178 A19 CONTROL

177 A19 INPUT 

176 A18 OUTPUT 

175 A18 CONTROL

174 A18 INPUT 

173 A17 OUTPUT 

172 A17 CONTROL

171 A17 INPUT 

170 A16 OUTPUT 

169 A16 CONTROL

168 A16 INPUT 

167 A15 OUTPUT 

166 A15 CONTROL

165 A15 INPUT 

164 A14 OUTPUT 

163 A14 CONTROL

162 A14 INPUT 

161 A13 OUTPUT 

160 A13 CONTROL

159 A13 INPUT 

158 A12 OUTPUT 

157 A12 CONTROL

156 A12 INPUT 

155 A11 OUTPUT 

154 A11 CONTROL

153 A11 INPUT 

152 A10 OUTPUT 

151 A10 CONTROL

150 A10 INPUT 

149 A9 OUTPUT 

148 A9 CONTROL

番号 ピン名称 タイプ 

147 A9 INPUT 

146 A8 OUTPUT 

145 A8 CONTROL 

144 A8 INPUT 

143 A7 OUTPUT 

142 A7 CONTROL 

141 A7 INPUT 

140 A6 OUTPUT 

139 A6 CONTROL 

138 A6 INPUT 

137 A5 OUTPUT 

136 A5 CONTROL 

135 A5 INPUT 

134 A4 OUTPUT 

133 A4 CONTROL 

132 A4 INPUT 

131 A3 OUTPUT 

130 A3 CONTROL 

129 A3 INPUT 

128 A2 OUTPUT 

127 A2 CONTROL 

126 A2 INPUT 

125 A1 OUTPUT 

124 A1 CONTROL 

123 A1 INPUT 

122 A0 OUTPUT 

121 A0 CONTROL 

120 A0 INPUT 

119 MODE10/SCIF4_SCK/DRAK2/SSI3_WS OUTPUT 

118 MODE10/SCIF4_SCK/DRAK2/SSI3_WS CONTROL 

117 MODE10/SCIF4_SCK/DRAK2/SSI3_WS INPUT 

116
MODE9/SCIF4_RXD/DRAK1/ 

SSI3_SDATA 
OUTPUT 

115
MODE9/SCIF4_RXD/DRAK1/ 

SSI3_SDATA 
CONTROL 

114
MODE9/SCIF4_RXD/DRAK1/ 

SSI3_SDATA 
INPUT 

113
MODE8/SCIF4_TXD/DRAK0/SSI3_SCK

/FSE 
OUTPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

112 
MODE8/SCIF4_TXD/DRAK0/SSI3_SCK

/FSE 
CONTROL

111 
MODE8/SCIF4_TXD/DRAK0/SSI3_SCK

/FSE 
INPUT 

110 MODE7/DACK3/SDIF0CMD OUTPUT 

109 MODE7/DACK3/SDIF0CMD CONTROL

108 MODE7/DACK3/SDIF0CMD INPUT 

107 MODE6/DACK2/SDIF0CD OUTPUT 

106 MODE6/DACK2/SDIF0CD CONTROL

105 MODE6/DACK2/SDIF0CD INPUT 

104 MODE5/DREQ3/SDIF0WP OUTPUT 

103 MODE5/DREQ3/SDIF0WP CONTROL

102 MODE5/DREQ3/SDIF0WP INPUT 

101 MODE4/SCIF0_CTS/DREQ2/SDIF0CLK OUTPUT 

100 MODE4/SCIF0_CTS/DREQ2/SDIF0CLK CONTROL

99 MODE4/SCIF0_CTS/DREQ2/SDIF0CLK INPUT 

98 MODE3/SCIF0_RTS/IRL7/SDIF0D3 OUTPUT 

97 MODE3/SCIF0_RTS/IRL7/SDIF0D3 CONTROL

96 MODE3/SCIF0_RTS/IRL7/SDIF0D3 INPUT 

95 MODE2/SCIF0_SCK/IRL6/SDIF0D2 OUTPUT 

94 MODE2/SCIF0_SCK/IRL6/SDIF0D2 CONTROL

93 MODE2/SCIF0_SCK/IRL6/SDIF0D2 INPUT 

92 MODE1/SCIF0_RXD/IRL5/SDIF0D1 OUTPUT 

91 MODE1/SCIF0_RXD/IRL5/SDIF0D1 CONTROL

90 MODE1/SCIF0_RXD/IRL5/SDIF0D1 INPUT 

89 MODE0/SCIF0_TXD/IRL4/SDIF0D0 OUTPUT 

88 MODE0/SCIF0_TXD/IRL4/SDIF0D0 CONTROL

87 MODE0/SCIF0_TXD/IRL4/SDIF0D0 INPUT 

86 DR0/ETH_TXD0 OUTPUT 

85 DR0/ETH_TXD0 CONTROL

84 DR0/ETH_TXD0 INPUT 

83 DR1/ETH_TXD1 OUTPUT 

82 DR1/ETH_TXD1 CONTROL

81 DR1/ETH_TXD1 INPUT 

80 DR2/ETH_TXD2 OUTPUT 

79 DR2/ETH_TXD2 CONTROL

78 DR2/ETH_TXD2 INPUT 

77 DR3/ETH_TXD3 OUTPUT 

番号 ピン名称 タイプ 

76 DR3/ETH_TXD3 CONTROL 

75 DR3/ETH_TXD3 INPUT 

74 DR4/ETH_TX_EN OUTPUT 

73 DR4/ETH_TX_EN CONTROL 

72 DR4/ETH_TX_EN INPUT 

71 DR5/ETH_TX_ER OUTPUT 

70 DR5/ETH_TX_ER CONTROL 

69 DR5/ETH_TX_ER INPUT 

68 DG0/ETH_CRS OUTPUT 

67 DG0/ETH_CRS CONTROL 

66 DG0/ETH_CRS INPUT 

65 DG1/ETH_TX_CLK OUTPUT 

64 DG1/ETH_TX_CLK CONTROL 

63 DG1/ETH_TX_CLK INPUT 

62 DG2/ETH_COL OUTPUT 

61 DG2/ETH_COL CONTROL 

60 DG2/ETH_COL INPUT 

59 DG3/ETH_MDC OUTPUT 

58 DG3/ETH_MDC CONTROL 

57 DG3/ETH_MDC INPUT 

56 DG4/ETH_RX_CLK OUTPUT 

55 DG4/ETH_RX_CLK CONTROL 

54 DG4/ETH_RX_CLK INPUT 

53 DG5/ETH_MDIO OUTPUT 

52 DG5/ETH_MDIO CONTROL 

51 DG5/ETH_MDIO INPUT 

50 DB0/ETH_RX_ER OUTPUT 

49 DB0/ETH_RX_ER CONTROL 

48 DB0/ETH_RX_ER INPUT 

47 DB1/ETH_RX_DV OUTPUT 

46 DB1/ETH_RX_DV CONTROL 

45 DB1/ETH_RX_DV INPUT 

44 DB2/ETH_RXD0 OUTPUT 

43 DB2/ETH_RXD0 CONTROL 

42 DB2/ETH_RXD0 INPUT 

41 DB3/ETH_RXD1 OUTPUT 

40 DB3/ETH_RXD1 CONTROL 

39 DB3/ETH_RXD1 INPUT 
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番号 ピン名称 タイプ 

38 DB4/ETH_RXD2 OUTPUT 

37 DB4/ETH_RXD2 CONTROL

36 DB4/ETH_RXD2 INPUT 

35 DB5/ETH_RXD3 OUTPUT 

34 DB5/ETH_RXD3 CONTROL

33 DB5/ETH_RXD3 INPUT 

32 DCLKOUT OUTPUT 

31 DCLKOUT CONTROL

30 DCLKOUT INPUT 

29 CDE/ETH_MAGIC OUTPUT 

28 CDE/ETH_MAGIC CONTROL

27 CDE/ETH_MAGIC INPUT 

26 DISP/ETH_LINK OUTPUT 

25 DISP/ETH_LINK CONTROL

24 DISP/ETH_LINK INPUT 

23 DCLKIN/HSPI_RX OUTPUT 

22 DCLKIN/HSPI_RX CONTROL

21 DCLKIN/HSPI_RX INPUT 

20 HSYNC/HSPI_TX OUTPUT 

19 HSYNC/HSPI_TX CONTROL

番号 ピン名称 タイプ 

18 HSYNC/HSPI_TX INPUT 

17 VSYNC/HSPI_CLK OUTPUT 

16 VSYNC/HSPI_CLK CONTROL 

15 VSYNC/HSPI_CLK INPUT 

14 ODDF/HSPI_CS OUTPUT 

13 ODDF/HSPI_CS CONTROL 

12 ODDF/HSPI_CS INPUT 

11 SCIF1_SCK OUTPUT 

10 SCIF1_SCK CONTROL 

9 SCIF1_SCK INPUT 

8 SCIF1_RXD OUTPUT 

7 SCIF1_RXD CONTROL 

6 SCIF1_RXD INPUT 

5 SCIF1_TXD OUTPUT 

4 SCIF1_TXD CONTROL 

3 SCIF1_TXD INPUT 

2 ASEBRK/BRKACK OUTPUT 

1 ASEBRK/BRKACK CONTROL 

0 ASEBRK/BRKACK INPUT 

To TDO 

【注】 CONTROLはローアクティブの信号。CONTROLを LOWにすることで、該当ピンを OUT値でドライブする。 
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32.4 動作説明 

32.4.1 バウンダリスキャン TAPコントローラ 

（IDCODE、EXTEST、SAMPLE/PRELOAD、BYPASS） 

本 LSIの H-UDIはバウンダリスキャン用 TAPコントローラと H-UDIリセット、H-UDI割り込み機能を制御す

る TAPコントローラを分離しています。電源投入時を含め、TRSTアサートによりバウンダリスキャン用 TAPコ

ントローラが活き、JTAGで規定されているバウンダリスキャン機能を利用できます。また、H-UDI切り替えコマ

ンドを入力することで、H-UDIリセット、H-UDI割り込み機能が利用できるようになります。ただし本 LSIの場

合、以下の制限事項が存在します。 

• クロック関連信号（EXTAL、XTAL、USB_EXTAL、USB_XTAL、DCLKOUT）は、バウンダリスキャンの対

象から外れます。 

• リセット関連信号（PRESET）は、バウンダリスキャンの対象から外れます。 

• H-UDI 関連信号（TCK、TDI、TDO、TMS、TRST、AUDSYNC、AUDCK、AUDATA3～0、MPMD）は、バ

ウンダリスキャンの対象から外れます。 

• USB IF 関連端子は、一部（USB_OVC0、USB_OVC1、USB_PENC0、USB_PENC1）を除きバウンダリスキ

ャンの対象から外れます。 

• DDR3 IF 関連端子は、バウンダリスキャンの対象から外れます。 

• PCIe IF 関連端子は、バウンダリスキャンの対象から外れます。 

• 温度センサ 関連端子は、バウンダリスキャンの対象から外れます。 

• バウンダリスキャン（IDCODE、EXTEST、SAMPLE/PRELOAD、BYPASS、H-UDI切り替えコマンド1、2）

実行時、TCKの最大周波数は10MHzです。 

• H-UDI側（外部コントローラ）からバウンダリスキャンTAPコントローラへのアクセスサイズは8ビットです。 

以下に、バウンダリスキャン TAPコントローラのサポートコマンドを示します。 

【注】 バウンダリスキャン利用時は、MPMDをハイレベル、PRESET端子をハイレベルに固定にしてください。また、エミ

ュレーションサポートモードとして動作させる（MPMD=0）場合、バウンダリスキャン機能を利用することはできま

せん。バウンダリスキャン TAPコントローラから H-UDIへの切り替えシーケンスを図 32.2（1）、図 32.2（2）に示

します。 
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表 32.6 バウンダリスキャン TAPコントローラのサポートコマンド 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

0 1 0 1 0 1 0 1 IDCODE 

1 1 1 1 1 1 1 1 BYPASS 

0 0 0 0 0 0 0 0 EXTEST 

0 1 0 0 0 0 0 0 SAMPLE/PRELOAD 

0 0 0 0 1 0 0 0 H-UDI切り替えコマンド 1 

0 0 0 1 0 1 1 1 H-UDI切り替えコマンド 2 

上記以外 設定禁止 

 

バウンダリスキャンTAPコントローラに対して
H-UDI切り替えコマンド1入力

バウンダリスキャンTAPコントローラに対して
H-UDI切り替えコマンド2入力

TRST
アサート

下部へ続く

H-UDI切り替えコマンド2 
データ入力固定値 
B'0000000000000001

H-UDI切り替えコマンド1(B'0000 1000)
(Shift-IRステート＞8サイクルの場合、
最終8サイクルの入力が有効)

H-UDI切り替えコマンド2(B'0001 0111)
(Shift-IRステート＞8サイクルの場合、
最終8サイクルの入力が有効)

0000 00001 1 0001 011000 1

固定値(B'0000 0000 0000 0001)
(Shift-DRステート＞16サイクルの場合、
最終16サイクルの入力が有効)
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図 32.2（1） バウンダリスキャン TAPコントローラから H-UDIへの切り替えシーケンス 
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バウンダリスキャンTAPコントローラに対して
H-UDI切り替えコマンド2入力 H-UDI切り替えコマンド2データ入力

固定値B'0000000000000001
TRST
アサート

続き

H-UDI利用

00 0000 0000000000 001

バウンダリスキャンTAPコントローラの
Run-Test-Idle移行後、tck1サイクル目の
立ち下がりで切り替え確定

固定値(B'0000 0000 0000 0001)*
(Shift-DRステート＞16サイクルの場合、
最終16サイクルの入力が有効)
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【注】*　B'0000 0000 0000 0001以外は設定禁止  

図 32.2（2） バウンダリスキャン TAPコントローラから H-UDIへの切り替えシーケンス（続き） 

 

32.4.2 TAP制御 

図 32.3に TAP制御回路の内部状態を示します。JTAGで規定されている状態遷移にサブセットをサポートして

います。 

• 遷移条件はTCKの立ち上がりエッジにおけるTMS値です。 

• TDI値はTCKの立ち上がりエッジでサンプリングし、TCKの立ち下がりエッジでシフトします。 

• TDO値はTCKの立ち下がりエッジで変化します。またTDO端子はShift-DR、Shift-IRステート以外ではハイイ

ンピーダンス状態です。 

• TRST=0への遷移でTCKとは非同期でTest-Logic-Reset状態へ遷移します。 
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図 32.3 TAP制御状態遷移図 

 

32.4.3 H-UDIリセット 

SDIRコマンドによりパワーオンリセットをかけられます。H-UDIの端子から H-UDIリセット・アサートコマ

ンドを送り、さらに H-UDIリセット・ネゲートコマンドを送ることでリセットをかけます（図 32.4参照）。H-UDI

リセット・アサートコマンドと H-UDIリセット・ネゲートコマンド間に必要な時間は、パワーオンリセットをか

けるためにリセット端子をローレベルに保つ時間と同じです。H-UDIリセット・アサートコマンドをセット後、

Pck 4サイクル後にチップ内リセットがアサートされ、H-UDIリセット・ネゲートコマンドをセット後、リセット

保持期間（最小で Pck 17サイクル、最大で Pck 42サイクルです。詳細は「第 18章 クロック発振器（CPG）」

を参照してください。）後にチップ内リセットがネゲートされます。 

【注】 WDT/RSTモジュールは初期化されません。ただし、WDT/RSTモジュールのオーバフローカウンタは初期化されます。 
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チップ内リセット

H-UDI 
リセット・アサート

H-UDI 
リセット・ネゲート

H-UDI端子

コマンドセットタイミング 

Pck 4サイクル リセット保持期間 

リセット 通常  リセット処理  CPU状態

STATUS[1:0]出力
LL (通常) HH (リセット) LL (通常)

 

図 32.4 H-UDIリセット 

 

32.4.4 H-UDI割り込み 

H-UDI割り込み機能は、H-UDIから SDIRにコマンド値を設定することにより割り込みを発生させる機能です。 

H-UDI割り込みは一般例外/割り込み動作であり、VBRに基づいたアドレスに分岐し、RTE命令で復帰します。こ

のとき、制御レジスタ INTEVTに格納される例外コードは H'600です。また制御レジスタ INT2PRI4のビット 28

～ビット 24により H-UDI割り込みの優先度を制御できます。詳細は「第 10章 割り込みコントローラ（INTC）」

を参照してください。 

H-UDI割り込みの要求信号は、コマンドセット後（Update-IR）に SDINTレジスタの INTREQビットが 1にな

ることによりアサートされます。ソフトウェアにより INTREQビットに 0を書き込まない限り割り込み要求信号

はネゲートされませんので、割り込み要求を取りこぼすことはありません。H-UDI割り込みコマンドが SDIRに

セットされている間は、TDIと TDOの間に SDINTが接続されます。TDOから読み出される値等は「32.3.2 割

り込み要因レジスタ（SDINT）」を参照してください。 
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32.5 注意事項 

（1） 一度設定した SDIRコマンドは TRSTのアサート、または TAPを Test-Logic-Reset状態にすることによる

初期化以外は H-UDIから他のコマンドを書き込まない限り変化しません。 

（2） スリープモードおよびライトスリープモードは H-UDI割り込み、H-UDIリセットにより解除され、それら

の要求を受け付けます。 

（3） H-UDIは、エミュレータの接続に使用されます。したがって、エミュレータを使用する場合には、JTAGの

機能は使用できません。 
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33. 温度センサ 

33.1 特長 

本 LSIに搭載している温度センサモジュールにより、LSI内部の温度 Tjの測定が可能です。 

温度センサモジュールは、以下の特長があります。 

 

• LSI内部の温度Tjが85℃以上、105℃以上、115℃以上、125℃以上のときにINTCを利用した割り込みを発生さ

せることが可能です。 

• 外部端子VTHSENSEは、LSI内部の温度Tjと相関のある電圧を出力します。 

外部端子VTHREFは、VTHSENSE端子の出力電圧をデジタルに変換するときに用いる基準電圧を出力します。 

VTHREFとVTHSENSEのを利用して、Tjを計測します。 

 

thref

thsen

GPIO

INTC

VTHREF
tj125o

tj115o

tj105o

tj85o, tj85u

VTHSENSE

LSI外部

温度センサ
 

図 33.1 温度センサモジュールのブロック構成図 
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33.2 出力端子 

温度センサモジュールの外部出力端子構成を表 33.1に示します。 

 

表 33.1 温度センサ外部出力端子 

名称 端子名 I/Oタイプ 機能 

Thermal Sensor  

Output voltage 

VTHSENSE Analog I/O LSI内部の温度 Tjと相関のある電圧を出力します 

Thermal Sensor 

Output Reference Voltage 

VTHREF Analog I/O VTHSENSE端子の出力電圧をデジタルに変換するときに用

いる基準電圧を出力します 

 

33.3 レジスタの説明 

温度センサモジュールには、以下のレジスタがあります。 

（1）GPIOのレジスタ 

表 33.2 温度センサ GPIOレジスタ構成 

名称 略称 R/W P4アドレス*1 エリア 7 

アドレス*1 

アクセス 

サイズ*2 

同期 

クロック 

温度センサ 出力調整レジスタ THTAPR R/W H'FFCC 00A0 H'1FCC 00A0 16 Pck 

【注】 *1 P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 *2 レジスタには 16ビットアクセスのレジスタと 8ビットアクセスのレジスタがあります。指定されたアクセスサイ

ズでリードライトを行ってください。 
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（2）INTCのレジスタ 

INTCの章「10.3.5 温度センサ割り込み設定レジスタ（INT2HSC）」をご参照ください。 

レジスタのビットの意味は下記表のとおりです。 

表 33.3は、温度センサ出力調整レジスタ（THTAPR）の tap11～tap 8ビットをすべて 0:Pとした場合の温度セ

ンサから INT2THSCへの信号です。 

表 33.3 温度センサ INTCレジスタ構成（1） 

名称 温度検知レジスタ

略称 

温度センサ割り込み

設定レジスタ 

THS3E THS2E THS1E THS0E 

Tj >=125時のビット Tj125o INT2THSC 1 1 1 1 

Tj >=115時のビット Tj115o  0 1 1 1 

Tj >=105時のビット Tj105o  0 0 1 1 

Tj >=85時のビット Tj85o  0 0 0 1 

Tj <85時のビット Tj85u（初期値）  0 0 0 0 

 

表 33.4は、温度センサ出力調整レジスタ（THTAPR）の tap11～tap 8ビットをすべて 1:Nとした場合の温度セ

ンサから INT2THSCへの信号です。 

表 33.4 温度センサレジスタ構成（2） 

名称 温度検知レジスタ

略称 

温度センサ割り込み

設定レジスタ 

THS3E THS2E THS1E THS0E 

Tj >=125時のビット Tj125o INT2THSC 0 0 0 0 

Tj >=115時のビット Tj115o  1 0 0 0 

Tj >=105時のビット Tj105o  1 1 0 0 

Tj >=85時のビット Tj85o  1 1 1 0 

Tj <85時のビット Tj85u（初期値）  1 1 1 1 

 

33.3.1 温度センサ出力調整レジスタ（THTAPR） 

THTAPRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタです。 

通常は動作状態となります。使用・未使用にかかわらず、レジスタの設定が必要です。 

本レジスタの設定により温度センサモジュールの動作／アイドル制御、割り込み制御、並びに出力電圧

VTHSENSE、VTHREFを調整することができます。温度センサを利用する場合、下記に従った設定をしてくださ

い。 

なお、0～7ビットは下記設定にしてください。この設定以外の温度センサの電気的特性は保証されません。 

 
ビット： 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

 - - - tap12 tap11 tap10 tap9 tap8 tap7 ap6 tap5 tap4 tap3 tap2 tap1 tap0 

初期値： 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R/W リザーブビット 

0以外書き込まないでください。読み出すと常に 0が読み出されます。 

12 tap12 0 R/W 温度センサモジュールの通常動作状態、アイドル状態を選択します。 

0：通常動作状態 

1：アイドル状態   温度センサ未使用時に設定。 

         この場合、tap7～tap0は初期値のまま何も書き込まな 

         いでください。 

11～8 tap11～tap 8 すべて 0 R/W 温度センサモジュールの内部信号 THS0E～THS3Eの P/Nをセレクトしま

す。 

すべて 0：P 

すべて 1：N 

7～0 tap7～tap 0 すべて 0 R/W 温度センサモジュールの温度検知レジスタの検知する温度を確定します。 

下記設定により、温度検知レジスタの検知する温度が保証されます。 

温度検知レジスタ Tj85o、Tj105o、Tj115o、Tj125oを使用する場合は、下

記の設定を行ってください。なお、初期値もしくは、下記以外の書き込みは

行わないでください。 

tap7：1 

tap6：0 

tap5：0 

tap4：1 

tap3：0 

tap2：1 

tap1：0 

tap0：0 
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33.4 外部接続推奨回路 

温度センサモジュールの外部接続推奨回路を図 33.2に示します。 

 

Vccq(3.3V系電源)

R1

R4

R3

R2R1

オペアンプ NPNTr

コンパレータ

LSI内部 LSI外部

VTHREF

VTHSENSE

(a)必要な温度センス段数分追加

0.1µF

Vss(GND)

0.1µF

 

図 33.2 温度センサモジュールの外部接続推奨回路 

 

外部接続推奨回路の特徴は、VTHSENSEが受ける外来ノイズと同等のノイズの影響を受ける VTHREFを用いて

所望の温度のときに Highレベルを出力します。これにより外来ノイズを相殺させることができ、Tjの精度を向上

させています。 

また、(a)で示した回路部を増やすことにより、計測した Tjのデジタル化の段数（判定温度数）を増やすことが

可能です。 

回路素子定数 

   R1 = 549kΩ, R2 = 414Ω, R13= R4 = 560Ω 

   R1、R2は E96系列±0.1%誤差の抵抗を推奨します。この抵抗値は Tjのディジタル化の精度に影響しま 

    す。使用する抵抗は、温度の影響を受けにくい材質の抵抗を推奨します。 

   なお、R1、R2は 2本以上の直列抵抗で構成しても問題ありません。 

   R3、R4は Pull Down抵抗として使用するため、精度は問いません。 
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33.5 電気的特性 

電気的特性を以下に示します。 

表 33.5 温度センサ外部出力端子 

端子名 出力電圧範囲 [ V ] 最大入出力電流 [μA ] Tj精度 

VTHSENSE 0.4V(min)～0.8V(max) ±20 

VTHREF 1.1V(min)～1.3V(max) ±20 

外部接続推奨回路を適用した場合

は±125℃max 

検知温度範囲は-40℃～125℃です。 

125℃を超える温度については、精

度保証範囲外です。 

 

VTHSENSE、VTHREFから温度 Tjを求める計算式は、以下となります。 

Tj = (温度係数 2 + VTHSENSE - VTHREF) / 温度係数 1 + 25 [℃] 

            vthsense [V]、温度係数 1：（1.7042）[mV/℃]、温度係数 2：（0.7065）[V] 

 

たとえば 125℃放置状態の VTHSENSE（0.7100）[V]、VTHREF（1.2460）[V]を上式に代入すると 

  Tj = (（0.7065）+（0.7100）－（1.2460）) × 1000 / 1.7042 + 25 = 125.0 [℃] となります。 

 

VTHSENSE、VTHREFの出力電圧から上記計算式を用いて算出される Tjは、Tjの温度範囲 -40℃～125℃にお

いて精度は±5℃です。 

ただし、この精度を得るには、外部接続推奨回路に示してあります VTHSENSE、VTHREFそれぞれの端子－GND

間に 0.1μFの容量を接続してください。なお、この 2つの容量の GND接続部は近接してください。 

 

温度センサの温度検知レジスタを使用して LSI内部で制御する場合の Tj精度は、LSI内部の回路動作保証が-40

～+85 ℃であることから、この温度範囲外は動作保証並びに精度保証されません。また、「33.6 注意事項」の(3)

をご覧ください。 

 

表 33.6 温度センサ温度検知レジスタの Tj精度 

略称 Tj [℃] Tj精度 

Tj125o 125℃ >= 保証されません 

Tj115o 115℃ >= 保証されません 

Tj105o 105℃ >= 保証されません 

Tj95o 85℃ >= 85±（5）℃>= 

Tj85u（初期値） 85℃ < ― 
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33.6 注意事項 

（1）温度センサモジュールを利用しないときは、VTHSENSE、VTHREF端子は、OPENにするか、GNDに接

続してください。 

（2）VTHSENSE、VTHREFの出力電圧を用いて算出する Tjは、Tjの範囲 -40℃～125℃においての保証精度 

±5℃ですが、これは、直接 0.1mＶ以上の精度を有する同一の計測器を用いて VTHSENSE、VTHREFの電

圧を直接測定した場合です。ご使用される測定器の精度や、外部接続回路などをご使用になる場合は、 

使用部品などの誤差を見込んだ設計をお願いいたします。 

（3）温度センサの温度検知レジスタを使用して LSI内部で制御に利用する場合の Tj精度は、Tjが 85℃を 

超えた場合、動作保証並びに精度保証されません。 

Tjが105℃、115℃、125℃のときのビットを用意してありますが、これはLSIが熱暴走になりかけ、急激に

消費電力が増加し始めたときでまだ熱暴走に至っていないときにLSIの稼動を停止させるフェールセーフ

を目的としています。 

（4）外部接続推奨回路は、外部で LSIの温度調整を行う場合に使用するデジタル信号を出力します。 

LSIが熱暴走になりかけて制御不能となるような高温度になった場合に、LSIへの電源供給を遮断するなど

を外部で行うためのフェールセーフ回路としてご使用いただく他、ADCなどを接続することが可能です。 
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34. 電気的特性 

34.1 絶対最大定格 
表 34.1 絶対最大定格 

項目 記号 定格値 単位 

V
CCQ

 

V
CCQ -PCIE

 

I/O、PCI Express、USB電源電圧 

AV
33
 

−0.3～4.6 V 

PCI Express I/O電源電圧 V
CCQ -PCI15

 −0.3～1.8 V 

V
DD

 

V
DD-PCIE

 

V
DDAI

 

内部電源電圧 

AV
12
 

−0.3～1.8 V 

DDR電源電圧 V
CCQ-DDR15

 −0.4～1.975 V 

3.3V I/O（USB除く） Vin −0.3～V
CCQ

 +0.3*3 

USB（VBUS除く） −0.3～AV
33

 +0.3*3 

入力電圧 

USB VBUS 

AVin 

−0.3～5.5 

V 

動作温度 T
opr

 −20～85 °C 

保存温度 T
stg

 −55～125 °C 

【注】 *1 最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

 *2 すべての電源に規定の電圧を供給し、すべての GND（V
SS
、V

SSQ
、AG33、V

SSAI
、AG12）を接地（=0V）してくだ

さい。そうでない場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

 *3 電圧の上限は 4.6 Vを超えることはできません。 
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34.2 DC特性 
表 34.2 DC特性 

条件：T
a
= −20～+85°C 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

V
CCQ

 

V
CCQ-PCIE

 

AV
33
 

3.0 3.3 3.6 

V
CCQ-DDR15

 

V
CCQ-PCI15

 

1.425 1.5 1.575 

V
DD

 

V
DD-PCIE

 

V
DDAI

 

AV
12
 

1.15 1.25 1.35 

電源電圧 

MV
REF0/1

 0.49 × 

V
CCQ-DDR15

 

0.50 × 

V
CCQ-DDR15

 

0.51 × 

V
CCQ-DDR15

 

V 通常動作時 

スリープモード時 

モジュールスタンバ

イ時 

通常動作 ⎯ 1200 1800 

スリープモード 

I
DD

  

⎯ ⎯ 800 

Ick=533 MHz 

Bck=88.9 MHz 

Pck=66 MHz 

DDRck=533 MHz 

通常動作 ⎯ 100 120 

スリープモード 

I
CCQ 

 

⎯ ⎯ 30 

mA 

Ick=533 MHz 

Bck=88.9 MHz 

Pck=66 MHz 

DDRck=533 MHz 

通常動作 I
 DDAI

 ⎯ ⎯ 5 mA  

USB通常動作 I
AV12

 ⎯ ⎯ 10 mA USBCLK=48 MHz 

USB通常動作 I
AV33

 ⎯ ⎯ 10 mA  

PCI通常動作（1.2V） I
CCQ-PCI12

 ⎯ ⎯ 600 mA  

PCI通常動作 I
CCQ-PCI15

 ⎯ ⎯ 200 mA  

PCI通常動作 I
CCQ-PCIE

 ⎯ ⎯ 100 mA  

DDR通常動作 I
CCQ-DDR

 ⎯ ⎯ 450 mA  

消費電流 

DDRバックアップモ

ード 
I
CCQ-DDR

 
⎯ ⎯ 800 μA ODTなし 

Vtt終端なし 
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項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

DDR端子（SDBUP/ 

MBKPRST） 

⎯ ⎯ 5 入力リーク

電流 

その他の入力端子 

|lin| 

⎯ ⎯ 1 

スリーステ

ートリーク

電流 

入出力全端子 

（オフ状態） |lsti| 

⎯ ⎯ 1 

μA V
IN
=0.5～ 

V
CCQ

 −0.5 V 

プルアップ

抵抗 

DDR/PCI/USBを除く

端子 

R
pull

 20 ⎯ 180 kΩ  

USB端子 ⎯ ⎯ 15 

DDR端子 ⎯ ⎯ 10 

端子容量 

その他の端子 

C
L
 

⎯ ⎯ 10 

pF  

【注】 消費電流値は、VIH（Min.）＝VDDQ–0.5Vおよび VIL（Max.）＝0.5 Vの条件で、すべての出力端子を無負荷状態にした

場合の値です。 

 

表 34.3 3.3V IOピン特性（USB除く） 

条件：T
a
= −20～+85°C 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

PRESET、NMI、TRST V
CCQ
×0.9 ⎯ V

CCQ
＋0.3 

EXTAL V
CCQ
×0.8 ⎯ V

CCQ
＋0.3 

その他の入力端子 

V
IH
 

2.0 ⎯ V
CCQ
＋0.3 

V V
CCQ

=3.0 V～3.6 V 

PRESET、NMI、TRST -0.3 ⎯ V
CCQ
×0.1 

EXTAL -0.3 ⎯ V
CCQ
×0.2 

入力電圧 

その他の入力端子 

V
IL
 

-0.3 ⎯ V
CCQ
×0.2 

V
CCQ

=3.0 V～3.6 V 

V
OH

 2.4 ⎯ ⎯ 出力電圧 全出力端子 

V
OL

 ⎯ ⎯ 0.55 

V 

V
CCQ

=3.0 V 
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表 34.4 USBインタフェース特性（ハイスピード） 

条件：T
a
= −20～+85°C、V

CCQ
=3.3 V、AV33=3.3 V、AV12=1.25 V 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

差動入力感度 V
HSCM

 150 ⎯ ⎯ 

スケルチ検出電圧 V
HSSQ

 100 ⎯ 150 

入力特性 

ディスコネクト電圧 V
HSDSC

 525 ⎯ 625 

mV  

出力電流 I
OUT

 ⎯ 17.78 ⎯ mA 

ハイレベル出力電圧 V
HSOH

 360 ⎯ 440 

ローレベル出力電圧 V
HSOL

 -10 ⎯ 10 

チャープＪ出力電圧 

(差動電圧) 

V
CHIRPJ

 700 ⎯ 1100 

出力特性 

チャープＫ出力電圧 

(差動電圧) 

V
CHIRPK

 500 ⎯ 900 

mV 

 

 

表 34.5 USBインタフェース特性（フル／ロースピード） 

条件：T
a
= −20～+85°C、V

CCQ
=3.3 V、AV33=3.3 V、AV12=1.25 V 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

ハイレベル入力電圧 V
IH
 2.0 ⎯ V

CCQ
+0.3 

ローレベル入力電圧 V
IL
 -0.3 ⎯ 0.8 

差動入力感度 V
DI
 0.2 ⎯ ⎯ 

入力特性 

差動入力コモンモード

レンジ 
V

CMI
 

0.8 ⎯ 2.5 

 

ハイレベル出力電圧 V
OH

 2.8 ⎯ V
CCQ

 
出力特性 

ローレベル出力電圧 V
OL

 ⎯ ⎯ 0.3 

V 
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表 34.6 DDR3インタフェース特性 

条件：T
a
= −20～+85°C 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

V
IH(DC)

 MV
REF

+0.1 ⎯ V
CCQ-DDR15

 ハイレベル入力電圧

V
IH(AC)

 MV
REF

+0.175 ⎯ ⎯ 

DC差動入力電圧 V
IHDIFF(DC)

 V
IX(DC)

 +0.2 ⎯ ⎯ 

AC差動入力電圧 V
IHDIFF(AC)

 0.35 ⎯ ⎯ 

V
IL(DC)

 ⎯ ⎯ MV
REF

-0.1 ローレベル入力電圧

V
IL(AC)

 ⎯ ⎯ MV
REF

-0.175 

DC差動入力電圧 V
ILDIFF(DC)

 ⎯ ⎯ V
IX(DC) 

-0.2 

入力特性 

AC差動入力電圧 V
ILDIFF(AC)

 ⎯ ⎯ 1.0 

V  

V
OH(DC)

 0.8×V
CCQ-DDR15

 ⎯ ⎯ ハイレベル出力電圧

V
OH(AC)

 Vtt+0.1×V
CCQ-DDR15

 ⎯ ⎯ 

V
OL(DC)

 ⎯ ⎯ 0.2×V
CCQ-DDR15

 

出力特性 

ローレベル出力電圧

V
OL(AC)

 ⎯ ⎯ Vtt-0.1×V
CCQ-DDR15

 

V  

AC差動入力クロスポイント電圧 V
IX(AC)

 V
CCQ-DDR15

/2 –0.15 ⎯ V
CCQ-DDR15

/2 +0.15 V  

AC差動出力クロスポイント電圧 V
IX(AC)

 V
CCQ-DDR15

/2 –0.125 ⎯ V
CCQ-DDR15

/2 +0.125 V  

 

表 34.7 DDR3インタフェース ODT特性 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

46.8 60 102.6  ODT抵抗値（60Ω） R
TT

 

54 60 96 

Ω 

V
DD

=1.25 V 

V
CCQ-DDR15

=1.5 V 

ODT開放電圧（60Ω） ⊿VM －5 ⎯ ＋5 ％  
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表 34.8 PCI Expressインタフェース特性 

条件：Ta= −20～+85°C、V
CCQ-PCIE

=3.3 V、V
CCQ-PCI15

=1.5 V、V
DD-PCIE

=1.25 V 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

差動入力電圧（Peak to Peak） VRX-DIFFp-p 0.175 ⎯ 1.200 V  

差動出力電圧（Peak to Peak） VTX-DIFFp-p 0.800 ⎯ 1.2 V  

D+ / D-間 DC コモンモード電圧

差分 

VTX-CM-DC- 

LINE-DELTA 

0.0 ⎯ 25 mV  

DC差動 TX出力インピーダンス ZTX-DIFF-DC 80 ⎯ 120 Ω  

DC差動入力インピーダンス ZRX-DIFF-DC 80 ⎯ 120 Ω  

DC入力インピーダンス ZRX-DC 80 ⎯ 120 Ω  

 

表 34.9 出力許容電流値 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

出力ローレベル許容電流（DDR/USB/PCI端子のぞく 1端子あたり） I
OL

 ⎯ ⎯ 2 

出力ハイレベル許容電流（DDR/USB/PCI端子のぞく 1端子あたり） －I
OH

⎯ ⎯ 2 

mA 

【注】 LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は表 34.9の値を超えないようにしてください。 
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34.3 AC特性 

本 LSIの入力は、原則としてクロック同期入力です。特に断りがないかぎり、各入力信号のセットアップ・ホ

ールド時間は必ず守ってください。 

表 34.10 クロックタイミング 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

CPU、FPU、キャッシュ、TLB 1 ⎯ 534 

DDR3-SDRAMバス 400 ⎯ 534 

PCI Expressバス ⎯ 2500 ⎯ 

USBバス ⎯ 480 ⎯ 

外部バス ⎯ ⎯ 89 

動作周波数 

周辺モジュール 

f 

1 ⎯ 67 

MHz 
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34.3.1 クロック・制御信号タイミング 

表 34.11 クロックタイミング 

条件：VCCQ=3.0～3.6 V、VDD=1.25 V、Ta= –20～+85℃、CL=30 pF 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

PLL1：64逓倍 PLL2動作時*1 f
EX

 12 17 EXTALクロック 

入力周波数 PLL1：32逓倍 PLL2動作時*2  24 34 

MHz 

PLL1：64逓倍 PLL2動作時*1 t
EXcyc

 59 83 EXTALクロック 

入力サイクル時間 PLL1：32逓倍 PLL2動作時*2  29 43 

ns 

34.1 

EXTAL クロック入力ローレベルパルス幅 t
EXL

 3.5 ⎯ ns 

EXTAL クロック入力ハイレベルパルス幅 t
EXH

 3.5 ⎯ ns 

EXTAL クロック入力立ち上がり時間 t
EXr

 ⎯ 4 ns 

EXTAL クロック入力立ち下がり時間 t
EXf

 ⎯ 4 ns 

34.1 

CLKOUT クロック出力 (PLL1/PLL2動作時) f
OP

 25 88.9 MHz  

CLKOUT クロック出力サイクル時間 t
CKOcyc

 11.25 40 ns 

CLKOUT クロック出力ローレベルパルス幅 t
CKOL1

 1 ⎯ ns 

CLKOUT クロック出力ハイレベルパルス幅 t
CKOH1

 1 ⎯ ns 

CLKOUT クロック出力立ち上がり時間 t
CKOr

 ⎯ 4 ns 

CLKOUT クロック出力立ち下がり時間 t
CKOf

 ⎯ 4 ns 

34.2 

CLKOUT クロック出力ローレベルパルス幅 t
CKOL2

 3 ⎯ ns 

CLKOUT クロック出力ハイレベルパルス幅 t
CKOH2

 3 ⎯ ns 

34.3 

パワーオン発振安定時間 t
OSC1

 10 ⎯ ms 

パワーオン発振安定時間／モード（MODE14、MODE9、

MODE3～MODE0）安定時間 

t
OSCMD

 10 ⎯ ms 

34.4 

MODE（MODE13～MODE10、MODE8～MODE4） 

リセットセットアップ時間 

t
MDRS

 5 ⎯ t
EXcyc

 34.6 

MODE13～MODE10、

MODE8～MODE4 

20 ⎯ ns 34.6 MODEリセット 

ホールド時間 

MODE14、MODE9、 

MODE3～MODE0 

t
MDRH

 

20 ⎯ ns 34.4 

PRESETアサート時間 t
RESW

 20 ⎯ t
cyc

 34.4 

PLL同期安定時間 t
PLL

 400 ⎯ μs 34.5 

TRSTリセットホールド時間 t
TRSTRH

 0 ⎯ ns 34.4 

【注】 1. 水晶発振子が EXTALと XTALに接続されているとき、最大周波数が 34 MHzになります。また、3次オーバトー

ン水晶発振子を使用する場合には、外付け回路としてタンク回路が必要になります。 

 2. CLKOUT端子への接続負荷容量は最大 50 pFとしてください。 

 3. t
cyc
は CLKOUTクロックの 1サイクル時間を示します。 

 *1 クロックモード 0、1、2に該当します（表 18.2を参照ください）。 

 *2 クロックモード 3、4、5に該当します（表 18.2を参照ください）。 
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tEXcyc

tEXH tEXL

tEXrtEXf

1/2VDDQ

VIH VIH

VIL VIL

VIH

1/2VDDQ

【注】EXTAL端子からクロック入力する場合  

図 34.1 EXTALクロック入力タイミング 

 

tCKOcyc

tCKOH1 tCKOL1

tCKOrtCKOf

1/2VDDQ

VOH VOH

VOL VOL

VOH

1/2VDDQ

 

図 34.2 CLKOUTクロック出力タイミング（1） 

 

tCKOH2

1.5V 1.5V 1.5V

tCKOL2

 

図 34.3 CLKOUTクロック出力タイミング（2） 
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VDD

tOSC1

VDD min

tMDRHtOSCMD

tTRSTRH

tRESW

CLKOUT

【注】　内蔵発振子を用いる場合の発振安定時間

PRESET

MODE14 
MODE9 
MODE3～MODE0

TRST  

発振安定時間

内部クロック

 

図 34.4 パワーオン時発振安定時間 

 

CLKOUT
output

EXTAL
input

tPLL  

図 34.5 PLL同期安定時間 
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tMDRH

PRESET

MODE13～MODE10

MODE8～MODE4

【注】*　中間電位レベルの入力は長期信頼性に影響する可能性があるので注意してください。

tMDRS

* *

 

図 34.6 MODE端子セットアップ／ホールド時間 
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34.3.2 制御信号タイミング 

表 34.12 制御信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6 V、V
DD

=1.25 V、Ta= −20～+85°C、C
L
=30 pF 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

BREQセットアップ時間 t
BREQS

 2.5 — ns 

BREQホールド時間 t
BREQH

 1.5 — ns 

BACK遅延時間 t
BACKD

 — 8 ns 

バストライステート遅延時間 t
BOFF1

 — 14 ns 

バスバッファオンタイム t
BON1

 — 14 ns 

34.7 

STATUS0、STATUS1遅延時間 t
STD

 — 8 ns 34.8 

 

tBREQH tBREQS tBREQH tBREQS

tBACKD tBACKD

tBOFF1 tBON1

CLKOUT

BREQ

BACK

A[25:0]、CSn、BS、
R/W、CE2A、CE2B、
RAS、WEn、RD、CASn

 

図 34.7 制御信号タイミング 

 

CLKOUT

tSTD 

STATUS1
STATUS0 Reset

パワーオンリセット 通常動作

Normal

PRESET

 

図 34.8 STATUS信号出力タイミング（パワーオンリセット時） 
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34.3.3 バスタイミング 

表 34.13 バスタイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6V、V
DD

=1.25V、T
a
= –20～+85℃、C

L
=30pF 

項   目 略称 Min. Max. 単位 備考 

アドレス遅延時間 t
AD

 1.5 7 ns  

BS遅延時間 t
BSD

 1.5 7 ns  

CS遅延時間 t
CSD

 1.5 7 ns  

R/W遅延時間 t
RWD

 1.5 7 ns  

RD遅延時間 t
RSD

 1.5 7 ns  

読み出しデータセットアップ時間 t
RDS

 2.5 — ns  

読み出しデータホールド時間 t
RDH

 1.5 — ns  

WE遅延時間（立ち下がりエッジ時） t
WEDF

 1.5 7 ns CLKOUTの立ち下がりエッジに対して 

WE遅延時間 t
WED1

 1.5 7 ns  

書き込みデータ遅延時間 t
WDD

 1.5 7 ns  

RDYセットアップ時間 t
RDYS

 2.5 — ns  

RDYホールド時間 t
RDYH

 1.5 — ns  

FRAME遅延時間 t
FMD

 1.5 7 ns MPX 

IOIS16セットアップ時間 t
IO16S

 2.5 — ns PCMCIA 

IOIS16ホールド時間 t
IO16H

 1.5 — ns PCMCIA 

ICIOWR遅延時間（立ち下がりエッジ時） t
ICWSDF

 1.5 7 ns PCMCIA 

ICIORD遅延時間 t
ICRSD

 1.5 7 ns PCMCIA 

DACK遅延時間 t
DACD

 1.5 7 ns  

DACK遅延時間（立ち下がりエッジ時） t
DACD

 1.5 7 ns  
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CLKOUT

A25～A0

CSn

RD

R/W

D31～D0

D31～D0
（ライト時）

（リード時）

DACKn

T1 T2

tAD tAD

WEn

BS

RDY

tDACD tDACD

tWDDtWDD tWDD

tBSD tBSD

tWED1
tWEDF tWEDF

tRDHtRDS

tRSD tRSD tRSD

tCSD tCSD

tRWD tRWD

 

図 34.9 SRAMバスサイクル 基本バスサイクル（ノーウェイト） 
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tWDDtWDD tWDD

CLKOUT

A25～A0

CSn

RD

WEn

BS

RDY

R/W

D31～D0
（リード時）

D31～D0
（ライト時）

DACKn

T1

tAD

Tw T2

tAD

tRDHtRDS

tCSD

tRWD tRWD

tCSD

tRSD tRSD tRSD

tWED1
tWEDF tWEDF

tRDYHtRDYS

tBSD tBSD

tDACD tDACD

 

図 34.10 SRAMバスサイクル 基本バスサイクル（内部 1ウェイト） 
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tWDDtWDD tWDD

CLKOUT

A25～A0

R/W

RD

CSn

RDY

BS

WEn

D31～D0
（リード時）

D31～D0
（ライト時）

DACKn

T1

tAD

Tw Twe T2

tAD

tRDHtRDS

tCSD

tRWD tRWD

tCSD

tRSD tRSD tRSD

tWED1
tWEDF tWEDF

tRDYHtRDYS

tRDYHtRDYS

tBSD tBSD

tDACD tDACD

 

図 34.11 SRAMバスサイクル 基本バスサイクル（内部 1ウェイト＋外部 1ウェイト） 
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tWDDtWDD tWDD

TS1

tAD

T1 T2 TH1

tAD

tRDHtRDS

tCSD

tRWD tRWD

tCSD

tRSD tRSD tRSD

tWED1
tWEDF tWEDF

tBSD tBSD

tDACD tDACD

CLKOUT

A25～A0

R/W

CSn

WEn

BS

RDY

RD

D31～D0
（リード時）

D31～D0
（ライト時）

DACKn

 

図 34.12 SRAMバスサイクル 基本バスサイクル 

（CSnWCR.IW=0000、CSnWCR.RDS=001、CSnWCR.WTS=001、CSnWCR.RDH=001、CSnWCR.WTH=001） 
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CLKOUT

A25～A5

T1 T2

R/W

CSn

BS

RDY

RD

D31～D0
（リード時）

A4～A0

TB2 TB1 TB2 TB1 TB2 TB1

tCSD

tAD

tRWD

tBSD

tRDS

tBSD

tRSD

tRSD

tRDH

tAD tAD

tCSD

tRWD

tRDH

tRSD

tRDS

DACKn
tDACD tDACD

 

図 34.13 バースト ROMバスサイクル（ノーウェイト） 
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T1 T2TB2 TB1 TB2 TB1 TB2 TB1Twb Twb TwbTweTw

tAD

tCSD

tRSD

tRDH
tRDS

tBSD

tAD

tRDH

tRSD

tRDS

tAD

tCSD

tRDYHtRDYS

tRDYH

tRDYS

tRDYH
tRDYS

tDACD tDACD

tRWD tRWD

CLKOUT

A25～A5

A4～A0

CSn

R/W

BS

RDY

RD

D31～D0
（リード時）

DACKn
 

図 34.14 バースト ROMバスサイクル 

（1番目のデータ：内部 1ウェイト＋外部 1ウェイト、2、3、4番目のデータ：内部 1ウェイト） 

T1 TB2

tCSD

tRWD

tBSD

tRDS

tBSD

tRSD

tAD

TS1 TB1 TB2

tAD

tRDH

TB1 TB2 T2TB1

tAD

tCSD

tRWD

tRDH

tRSD

tRDS

TH1TS1TH1 TS1TH1 TS1TH1

CLKOUT

A25～A5

A4～A0

D31～D0
（リード時）

DACKn

CSn

R/W

RD

BS

RDY

tDACD tDACD

 

図 34.15 バースト ROMバスサイクル 

（CSnWCR.IW=0000、CSnWCR.RDS=001、CSnWCR.WTS=001、CSnWCR.RDH=001、CSnWCR.WTH=001） 



 

34. 電気的特性 

34-20  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

TwT1 Twe TB2 TB1 Twb Twbe TB1TB2 Twb TwbeTwb T2TB2Twbe TB1

tAD tAD

tAD

tRDHtRDS tRDHtRDS

tBSDtBSD tBSDtBSD

tRSD tRSD

tRWD

tCSD

tRWD

tCSD

tDACD
tDACD

tRSD

tRDYHtRDYS

tRDYHtRDYS

tRDYHtRDYS

tRDYHtRDYS

CLKOUT

A25～A5

A4～A0

D31～D0
（リード時）

DACKn

CSn

R/W

RD

BS

RDY

 

図 34.16 バースト ROMバスサイクル（内部 1ウェイト＋外部 1ウェイト） 
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Tpcm1 Tpcm2 Tpcm0 Tpcm1 Tpcm2Tpcm1wTpcm1w Tpcm2w

tAD tAD

tWDD

tBSD tBSD

tBSD tBSD

tWDD
tWDD

tRWD

tCSD tCSD

tRWD

tRSDtRSD tRSD

tWEDF

tWED1
tWEDF

tDACD

tRDHtRDS

tRDYHtRDYS

tRDYHtRDYS
tDACD

tAD tAD

tWDD

tWDD
tWDD

tRWD

tCSD tCSD

tRWD

tRSD
tRSD tRSD

tWEDF

tWED1
tWEDF

tDACD

TED TEH

tRDHtRDS

tDACD

A25～A0

CLKOUT

CExx

REG（WE0）

R/W

D15～D0
（リード時）

WE1

RD

D15～D0
（ライト時）

BS

RDY

DACKn

（1）TED＝0、TEH＝0、ノーウェイト （2）TED＝1、TEH＝1、内部1ウェイト＋外部1ウェイト  

図 34.17 PCMCIAメモリバスサイクル 
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Tpci1 Tpci2 Tpci0 Tpci1 Tpci2Tpci1wTpci1w Tpci2w

CLKOUT

tAD tAD

tBSD
tBSD

tBSD tBSD

tWDD tWDD

tRWD

tCSD tCSD

tRWD

tICRSD tICRSD

tICWSDF tICWSDF

tDACD

tRDHtRDS

tRDYHtRDYS

tRDYHtRDYS

tIO16HtIO16S

tIO16H
tIO16S

tDACD

tAD tAD

tWDD

tWDD
tWDD

tRWD

tCSD tCSD

tRWD

tICRSD
tICRSD tICRSD

tICWSDF

tICWSDF
tICWSDF

tDACD

tRDHtRDS

tDACD

（1）TED＝0、TEH=0、ノーウェイト （2）TED＝1、TEH=1、内部ウェイト＋外部ウェイト

A25～A0

CExx

REG（WE0）

R/W

ICIOWR（WE2）

ICIORD（WE3）

BS

RDY

IOIS16

D15～D0
（リード時）

D15～D0
（ライト時）

DACKn

 

図 34.18 PCMCIA I/Oバスサイクル 
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Tpci0 Tpci1 Tpci2wTpci2Tpci1w Tpci0 Tpci1 Tpci2wTpci2Tpci1w

CLKOUT

A25 A1

CExx

REG WE0

A0

R/W

D15 D0
（リード時）

ICIOWR WE2

ICIORD WE2

D15 D0
（ライト時）

BS

RDY

IOIS16

tBSD
tBSD

tAD tAD

tWDD

tWDD
tWDD

tWDDtWDD

tRWDtRWD

tAD

tCSD tCSD tCSD

tICRSD
tICRSD tICRSD

tICWSDF
tICWSDF

tICWSDF tICWSDF
tICWSDF

tRDHtRDS

tRDYS tRDYS

tIO16S tIO16H

tRDYS tRDYH

 

図 34.19 PCMCIA I/Oバスサイクル（TED=1、TEH=1、内部 1ウェイト、バスサイジング） 
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Tm1 Tmd1w Tmd1 Tm0 Tmd1w Tmd1Tmd1w

CLKOUT

RD/FRAME

R/W

WEn

RDY

BS

D31～D0

CSn

DACKn

tFMD tFMD

tBSD
tBSD

tBSD tBSD

tCSD tCSD

tDACD

tRDH

tRDS

D0

tRDYHtRDYS

tDACD

tRWD tRWD

tWED1 tWED1

tFMD tFMD

tCSD tCSD

tRDH

tRDS
tWDD tWDDtWDD

A D0A

tWDD

tRWD tRWD

tWED1 tWED1

tDACD tDACD

tRDYHtRDYS

tRDYHtRDYS

（2）1番目のデータ：内部1ウェイト＋外部1ウェイト
最初のデータバスサイクルの情報.
D31-D29: アクセスサイズ
 000: バイト
 001: ワード（2バイト）
 010: ロングワード（4バイト）
 011: クワッドワード（8バイト）
 1xx: バースト（32バイト）
D25-D0: アドレス

（1）1番目のデータ：内部1ウェイト
最初のデータバスサイクルの情報.
D31-D29: アクセスサイズ
 000: バイト
 001: ワード（2バイト）
 010: ロングワード（4バイト）
 011: クワッドワード（8バイト）
 1xx: バースト（32バイト）
D25-D0: アドレス  

図 34.20 MPX基本バスサイクル、リード 
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Tm1 Tmd1w Tmd1

tFMD tFMD

tBSD
tBSD

tCSD tCSD

tDACD

tRDYHtRDYS

tDACD

tWED1 tWED1

Tm1 Tmd1

tFMD tFMD

tBSD tBSD

tCSD tCSD

tDACD

D0 D0

tRDYHtRDYS

tDACD

tRWD
tRWD

tRWD
tRWD

tWED1 tWED1

A

tRDYHtRDYS

tRDYHtRDYS

tWDD tWDD tWDD

A

tWDD tWDD tWDD

Tm1 Tmd1w Tmd1w Tmd1

tFMD tFMD

tBSD
tBSD

tCSD tCSD

tDACD tDACD

tWED1 tWED1

D0

tRWD
tRWD

A

tWDD tWDD tWDD

CLKOUT

RD/FRAME

R/W

WEn

RDY

BS

D31～D0

CSn

DACKn

（3）1番目のデータ：内部1ウェイト＋外部1ウェイト
最初のデータバスサイクルの情報.
D31-D29: アクセスサイズ
 000: バイト
 001: ワード（2バイト）
 010: ロングワード（4バイト）
 011: クワッドワード（8バイト）
 1xx: バースト（32バイト）
D25-D0: アドレス

（1）1番目のデータ：ノーウェイト
最初のデータバスサイクルの情報.
D31-D29: アクセスサイズ
 000: バイト
 001: ワード（2バイト）
 010: ロングワード（4バイト）
 011: クワッドワード（8バイト）
 1xx: バースト（32バイト）
D25-D0: アドレス

（2）1番目のデータ：内部1ウェイト
最初のデータバスサイクルの情報.
D31-D29: アクセスサイズ
 000: バイト
 001: ワード（2バイト）
 010: ロングワード（4バイト）
 011: クワッドワード（8バイト）
 1xx: バースト（32バイト）
D25-D0: アドレス

 

図 34.21 MPX基本バスサイクル、ライト 
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Tm1

CLKOUT

RD/FRAME

D31～D0

CSn

R/W

RDY

BS

DACKn

CLKOUT

RD/FRAME

D31～D0

CSn

R/W

RDY

BS

DACKn

(1) 1番目のデータ：内部1ウェイト、2～8番目のデータ：ノーウェイト
 最初のデータバスサイクルの情報

  D31-D29：アクセスサイズ
   000：バイト
   001：ワード（２バイト）
   010：ロングワード（4バイト）
   011：クワッドワード（8バイト）
   1xx：バースト（32バイト）
  D25-D0：アドレス

tFMD

Tmd1w Tmd1 Tmd2 Tmd3 Tmd4 Tmd5 Tmd6 Tmd7 Tmd8

D1A D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8

tFMD

tWDD

tCSD tCSD

tRWD

tRDYS tRDYH

tRWD

tDACD tDACD

tWDD

tBSD tBSD

tRDHtRDS

Tm1

(2) 1番目のデータ：内部ノーウェイト、2～8番目のデータ：内部ノーウェイト＋外部ウェイト制御
 最初のデータバスサイクルの情報

  D31-D29：アクセスサイズ
   000：バイト
   001：ワード（２バイト）
   010：ロングワード（4バイト）
   011：クワッドワード（8バイト）
   1xx：バースト（32バイト）
  D25-D0：アドレス

tFMD

Tmd1w Tmd1 Tmd2w Tmd2 Tmd3 Tmd7 Tmd8w Tmd8

D1A D3 D4 D6 D8

tFMD

tWDD

tCSD tCSD

tRWD

tRDYS tRDYH

tRWD

tDACD tDACD

tWDD

tBSD tBSD

tRDHtRDS

tRDYS tRDYH

 

図 34.22 MPXバスサイクル、バーストリード 
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Tm1

CLKOUT

RD/FRAME

D31～D0

CSn

R/W

RDY

BS

DACKn

CLKOUT

RD/FRAME

D31～D0

CSn

R/W

RDY

BS

DACKn

(1) 内部ノーウェイト
 最初のデータバスサイクルの情報

  D31-D29：アクセスサイズ
   000：バイト
   001：ワード（２バイト）
   010：ロングワード（4バイト）
   011：クワッドワード（8バイト）
   1xx：バースト（32バイト）
  D25-D0：アドレス

tFMD

Tmd1 Tmd2 Tmd3 Tmd4 Tmd5 Tmd6 Tmd7 Tmd8

A D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 D8

tFMD

tWDD

tCSD tCSD

tRWD

tRDYS tRDYH

tRWD

tDACD tDACD

tWDD tWDD

tBSD tBSD

Tm1

(2) 1番目のデータ：内部1ウェイト、2～8番目のデータ：内部ノーウェイト＋外部ウェイト制御
 最初のデータバスサイクルの情報

  D31-D29：アクセスサイズ
   000：バイト
   001：ワード（２バイト）
   010：ロングワード（4バイト）
   011：クワッドワード（8バイト）
   1xx：バースト（32バイト）
  D25-D0：アドレス

tFMD

Tmd1w Tmd1 Tmd2w Tmd2 Tmd3 Tmd7 Tmd8w Tmd8

A D1 D2 D8D3 D7

tFMD

tWDD

tCSD tCSD

tRWD

tRDYS tRDYH

tRWD

tDACD tDACD

tWDD

tBSD tBSD

tWDD

tRDYS tRDYH

 

図 34.23 MPXバスサイクル、バーストライト 
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T1 Tw T2

tCSD tCSD

tDACD

tRDYH

tRDYS

tDACD

tRWD tRWD

T1 T2

tCSD tCSD

tDACD tDACD

tWED1

tRWD tRWD

tRDYHtRDYS

tRDYHtRDYS

tAD tAD tAD tAD

T1 Tw Twe T2

tRSD tRSD tRSDtRSD tRSD tRSD tRSD tRSD

tWED1
tWED1tWEDF

tWED1

tWEDF

tWED1
tWEDF tWED1

tCSD tCSD

tDACD

tBSD
tBSD

tBSD
tBSD

tBSD
tBSD

tDACD

tRWD tRWD

tRSD

tAD tAD

tRDHtRDS tRDHtRDS tRDHtRDS

CLKOUT

RD

R/W

WEn

RDY

BS

D31～D0
（リード時）

A25～A0

CSn

DACKn

（1）基本リードサイクル
    （ノーウェイト）

（2）基本リードサイクル
    （内部1ウェイト）

 （3）基本リードサイクル
    （内部1ウェイト＋外部1ウェイト）

t

 

図 34.24 メモリバイト制御 SRAMバスサイクル 
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CLKOUT

R/W

CSn

RD

WEn

BS

RDY

D31～D0
（リード時）

DACKn

A25～A0

TS1 T1 T2 TH1

tRSD tRSD

tWED1
tWEDF

tWED1

tCSD tCSD

tDACD

tBSD
tBSD

tDACD

tRWD tRWD

tRSD

tAD tAD

tRDHtRDS

 

図 34.25 メモリバイト制御 SRAMバスサイクル 基本リードサイクル 

（CSnWCR.IW=0000、CSnWCR.RDS=001、CSnWCR.WTS=001、CSnWCR.RDH=001、CSnWCR.WTH=001） 
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34.3.4 DDR3-SDRAMインタフェース電気的特性 

表 34.14 DDR3-SDRAMインタフェース信号タイミング 

条件：VDD-DDR15＝1.425～1.575 V、MVREF＝VDD-DDR15/2、VDD＝1.25 V、Ta＝ –20～85℃、ODTはオン 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 備考 

MCKクロック出力サイクル t
CK

 1.875 — ns 

MCKクロック出力ハイレベルパルス幅 t
CH

 0.43 0.57 t
MCK

 

MCKクロック出力ローレベルパルス幅 t
CL

 0.43 0.57 t
MCK

 

34.26  

t
IS1

 1513 — MA、MBA、MRAS、

MCAS、MWE 

アドレス／制御信号セットアップ時間 

（MCK立ち上がりエッジに対する） 

t
IS2

 523 — 

ps 

MCS、MODT 

t
IH1

 978 — MA、MBA、MRAS、

MCAS、MWE 

アドレス／制御信号ホールド時間 

（MCK立ち上がりエッジに対する） 

t
IH2

 523 — 

ps 

34.27 

MCS、MODT 

MDQS、MDQS立ち上がり時間 

（MCK立ち上がりエッジに対する） 

t
DQSS

 −0.183 0.183 t
CK

 

MDQS、MDQS立ち下がりセットアップ時間 

（MCK立ち上がりエッジに対する） 

t
DSS

 0.267 — t
CK

 

MDQS、MDQS立ち下がりホールド時間 

（MCK立ち上がりエッジに対する） 

t
DSH

 0.267 — t
CK

 

34.28 

MDQS、MDQS差動出力ローレベルパルス幅 t
DQSL

 0.45 0.55 t
CK

 

MDQS、MDQS差動出力ハイレベルパルス幅 t
DQSH

 0.45 0.55 t
CK

 

MDQS、MDQSライトプレアンブル時間 t
WPRE

 0.9 — t
CK

 

MDQS、MDQSライトポストアンブル時間 t
WPST

 0.3 — t
CK

 

34.29 

MDQ/MDQMセットアップ時間 

（DQS、DQSの VIH(AC)/VIL(AC)に対する） 

t
DS

 284 — ps 

MDQ/MDQMホールド時間 

（DQS、DQSの VIH(AC)/VIL(AC)に対する） 

t
DH

 284 — ps 

34.30 

Write 

MDQS、MDQS・MDQ間スキュー t
DQSQ

 — 225 ps 

MDQホールド時間（MDQS、MDQSに対する） t
QH

 0.319 — t
CK

 

34.31 

MDQS、MDQSリードプレアンブル時間 t
RPRE

 0.9 — t
CK

 

MDQS、MDQSリードポストアンブル時間 t
RPST

 0.3 — t
CK

 

MDQS、MDQSハイレベルパルス幅 t
QSH

 0.38 — t
CK

 

MDQS、MDQSローレベルパルス幅 t
QSL

 0.38 — t
CK

 

34.32 

MDQS、MDQS・MCK、MCK間スキュー t
DQSCK

 −300 1300 ps 34.33 

Read 

【注】 t
MCK
は、MCKクロックの 1サイクル時間を示します。 
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MCK

MCK

tCK

tCH tCL

 

図 34.26 MCKクロック出力 

MCK

MCK

tIS1 tIH1

MCS

MODT

tIS2 tIH2

MA MBA MRAS

MCAS MWE

 

図 34.27 アドレス・コマンド系端子と出力クロックの関係 

MCK

MCK

tDSH

tDQSS tDQSS

tDSS

MDQS

MDQS

 

図 34.28 MCKに対する MDQS出力波形の関係（ライト時） 

MDQS

MDQS

tWPSTtDQSL

tDQSH

tWPRE  

図 34.29 MDQS出力タイミング（ライト時） 
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MDQ

tDH

tDS tDS

tDH

MDQS

MDQS

 

図 34.30 MDQSに対するMDQ出力波形の関係（ライト時） 

MDQ

tQH

tDQSQ tDQSQ

tQH

MDQS

MDQS

 

図 34.31 MDQSに対するMDQ入力波形の関係（リード時） 

MDQS

Hi-Z Hi-ZMDQS

tRPSTtQSL

tQSH

tRPRE  

図 34.32 MDQS入力タイミング（リード時） 

MCK

Address
Control

RL

MCK

MDQS

MDQS

tDQSCK

READ

 

図 34.33 MCKに対する MDQSスキュー（リード時） 
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34.3.5 割り込み信号タイミング 

表 34.15 割り込み信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6 V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃、C

L
=30 pF 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

NMIセットアップ時間 t
NMIS

 4 ― ― ns 34.34 

NMIホールド時間 t
NMIH

 1.5 ― ― ns 34.34 

NMIパルス幅（High時） t
NMIIH

 5 ― ― tcyc* 34.35 

NMIパルス幅（Low時） t
NMIIL

 5 ― ― tcyc* 34.35 

エッジ検出 IRQパルス幅（High時） t
IRQIH

 5 ― ― tcyc* 34.35 

エッジ検出 IRQパルス幅（Low時） t
IRQIL

 5 ― ― tcyc* 34.35 

IRL7～IRL0セットアップ時間 t
IRLS

 4 ― ― ns 34.34 

IRL7～IRL0ホールド時間 t
IRLH

 1.5 ― ― ns 34.34 

IRQOUT遅延時間 t
IRQOD

 1.5 ― 8 ns 34.36 

【注】* tcycは CLKOUTの 1サイクル時間です。 

 

CLKOUT

NMI

IRL3～IRL0

IRL7～IRL4

tNMIS tNMIH

tIRLS tIRLH

 

図 34.34 割り込み信号入力タイミング（1） 

NMI

IRQ

tNMIIH tNMIIL

tIRQIH tIRQIL

 

図 34.35 割り込み信号入力タイミング（2） 
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CLKOUT

tIRQOD tIRQOD

IRQOUT

 

図 34.36 IRQOUTタイミング 

 

34.3.6 PCIECモジュール信号タイミング 

表 34.16 PCIECモジュール信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6 V、V
DD

=1.25 V、V
CCQ-PCIE15

=1.5 V、T
a
= –20～+85℃ 

項目 略称 Min. Typ. Max. 単位 参照図 備考 

ユニットインターバル UI 399.88 － 400.12 ps   

 

表 34.17 PCIECモジュールクロック入力タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6 V、V
DD

=1.25 V、V
CCQ-PCIE15

=1.5 V、T
a
= –20～+85℃ 

項目 略称 Min. Typ. Max. 単位 参照図 備考 

入力周波数 Tperiod 100MHz-300

PPM 

100 100MHz+300

PPM 

MHz 34.37  

 

GCLK

GCLK

Tperiod  

図 34.37 差動 REFCLK（GCLK/GCLK）入力 
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34.3.7 USBモジュール信号タイミング 

表 34.18 USBモジュール信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6 V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃ 

項目 略称 Min. Typ. Max. 単位 参照図 備考 

外部入力クロック周波数 － 47.981 48.000 48.019 MHz   

ハイスピード データ転送速度 T
HSDRAT

479.76 480.00 480.24 Mbps   

DP/DM立ち上がり時間 t
R
 4 － 20 ns 

DP/DM立ち下がり時間 t
F
 4 － 20 ns 

立ち上がり時間／立ち下

がり時間マッチング 

t
RFM

 90 － 111.1 % 

フルスピード 

DP/DMクロスオーバ電圧 V
CRS

 1.3 － 2.0 V 

34.38 

34.40 

 

 

DP/DM立ち上がり時間 t
R
 75 － 300 ns 

DP/DM立ち下がり時間 t
F
 75 － 300 ns 

立ち上がり時間／立ち下

がり時間マッチング 

t
RFM

 80 － 125 % 

ロースピード 

DP/DMクロスオーバ電圧 V
CRS

 1.3 － 2.0 V 

34.39 

34.40 

 

 

 

D-

D+

Measurement
point

Measurement 
point

50pF

50pF

 

図 34.38 USBフルスピードモード 
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D-

D+ 15kΩ

VCCQ

200 to 600 pF15kΩ

1.5kΩ

Measurement
point

Measurement
point

200 to 600 pF

 

図 34.39 USBロースピードモード 

 

VOH

VOL

TR TF

90%90%

10% 10%

 

図 34.40 USB信号波形 
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34.3.8 DMACモジュール信号タイミング 

表 34.19 DMACモジュール信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6 V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃、C

L
=30 pF 

項目 略称 Min. Max. 単位 参照図 備考 

DREQセットアップ時間 t
DRQS

 2.5 － ns 

DREQホールド時間 t
DRQH

 1.5 － ns 

DRAK遅延時間 t
DRAKD

 1.5 7 ns 

34.41  

 

tDRQS

CLKOUT 

DRAK 

DREQ 

tDRQH

tDRAKD tDRAKD

 

図 34.41 DREQ/DRAKタイミング 
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34.3.9 TMUモジュール信号タイミング 

表 34.20 TMUモジュール信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6 V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃ 

項目 略称 Min. Max. 単位 参照図 備考 

タイマクロックパルス幅（High時） t
TCLKWH

 4 － t
Pcyc

 

タイマクロックパルス幅（Low時） t
TCLKWL

 4 － t
Pcyc

 

タイマクロック立ち上がり時間 t
TCLKr

 － 0.8 t
Pcyc

 

タイマクロック立ち下がり時間 t
TCLKf

 － 0.8 t
Pcyc

 

34.42  

【注】 t
Pcyc
は周辺クロック（Pck）の 1サイクル時間を示します。 

 

tTCLKWH tTCLKWL tTCLKf tTCLKr

TCLK

 

図 34.42 TCLK入力タイミング 
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34.3.10 Ether MACコントローラ 

表 34.21 Ether MACコントローラ制御信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃、C

L
=30 pF 

項目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

ETH_TX_CLK周期（100Mbps動作時） tcyc － 40 － ns 

ETH_TX_CLK周期（10Mbps動作時） tcyc － 400 － ns 

ETH_TXD[3:0]、ETH_TX_EN、ETH_TX_ER 

出力遅延時間 

ttd 0 － 25 ns 

34.43 

ETH_RX_CLK周期（100Mbps動作時） rcyc － 40 － ns 

ETH_RX_CLK周期（10Mbps動作時） rcyc － 400 － ns 

ETH_RXD[3:0]、ETH_RX_DV、ETH_RX_ER 

セットアップ時間 

trs 10 － － ns 

ETH_RXD[3:0]、ETH_RX_EN、ETH_RX_ER 

ホールド時間 

trh 10 － － ns 

34.44 

 

ETH_TX_CLK

ETH_TXD[3:0] Valid Data

ETH_TX_EN

ETH_TX_ER

tcyc

ttd

ttd

ttd

 

図 34.43 MIIインタフェース（送信系） 
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ETH_RX_CLK

ETH_RXD[3:0] Valid Data

ETH_RX_DV

ETH_RX_ER

rcyc

trs trh

trs trh

trs trh

 

図 34.44 MIIインタフェース（受信系） 
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34.3.11 DUモジュール信号タイミング 
表 34.22 DCLKINタイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃ 

項目 記号 min. typ. max. 単位 参考図 

DCLKINサイクル時間 t
DICYC

 15 － － ns 

DCLKINハイレベル時間 t
DCKIH

 5.5 － － ns 

DCLKINローレベル時間 t
DCKIL

 5.5 － － ns 

34.45 

 

表 34.23 表示タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃、C

L
=30 pF 

項目 記号 min. typ. max. 単位 参考図 

表示入力制御信号*1セットアップ時間 tDS 5 － － ns 

表示入力制御信号*1ホールド時間 tDH 3 － － ns 

34.46 

（DCLKIN基準） 

DCLKOUT出力サイクル時間 tDCYC 20 － － ns 

DCLKOUT出力ハイレベル幅 tDCKH 6 － － ns 

表示出力制御信号*2出力遅延時間 tDD -3 － 8 ns 

表示デジタルデータ*3出力遅延時間 tDD -3 － 8 ns 

34.47 

（DCLKOUT基準） 

HSYNC入力ローレベル幅 tEXHLW 4tDCYC － － ns 

HSYNC入力ハイレベル幅 tEXHHW 4tDCYC － － ns 

VSYNC入力ローレベル幅 tEXVLW 3HC － － tDCYC 

ODDFセットアップ時間 1 tOD1 （ys+yw） 

×HC 

－ － tDCYC 

ODDFセットアップ時間 2 tOD2 1HC － － tDCYC 

34.48 
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表 34.24 端子名対応表 

端子分類 *1表示入力制御信号 *2表示出力制御信号 *3表示デジタルデータ 

端子名 VSYNC 

HSYNC 

ODDF 

VSYNC 

HSYNC 

ODDF 

DISP 

CDE 

DR0 

DR1 

DR2 

DR3 

DR4 

DR5 

DG0 

DG1 

DG2 

DG3 

DG4 

DG5 

DB0 

DB1 

DB2 

DB3 

DB4 

DB5 

 

tDICYC

tDCKIH

VIH

VIL VIL

VIH VIH

1/2VDDQ1/2VDDQ

tDCKIL

DCLKIN（入力）

 

図 34.45 DCLKINクロック入力タイミング 

tDS tDH

DCLKIN（入力）

表示入力制御信号*1（入力）

 

図 34.46 表示タイミング（DCLKIN基準） 
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tDD

tDCKH

tDCYC

tDD

tDD

DCLKOUT（出力）

表示出力制御信号*2（出力）

表示デジタルデータ*3（出力）

 

図 34.47 表示タイミング（DCLKOUT基準） 

 

tEXHLWtEXHHW

tEXVHW

tOD1 tOD2

HSYNC（入力）

HSYNC（入力）

ODDF（入力）

 

図 34.48 TV同期モード表示タイミング 
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34.3.12 SCIFモジュール信号タイミング 

表 34.25 SCIFモジュール信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃、C

L
=30 pF 

項目 略称 Min. Max. 単位 参照図 備考 

入力クロックサイクル（調歩同期） 4 － t
Pcyc

 

入力クロックサイクル（クロック同期） 

t
Scyc

 

10 － t
Pcyc

 

入力クロックパルス幅 t
SCKW

 0.4 0.6 t
Scyc

 

入力クロック立ち上がり時間 t
SCKr

 － 0.8 t
Pcyc

 

入力クロック立ち下がり時間 t
SCKf

 － 0.8 t
Pcyc

 

34.49  

転送データ遅延時間 t
TXD

 － 8 t
Pcyc

 

受信データセットアップ時間（クロック同期） t
RXS

 t
Pcyc

 +2 － ns 

受信データホールド時間（クロック同期） t
RXH

 t
Pcyc

 +2 － ns 

34.50  

【注】 t
Pcyc
は周辺クロック（Pck）の 1サイクル時間を示します。 

 

tSCKW

tScyc tSCKf tSCKr

SCIFn_CLK

 

図 34.49 SCIFn_CLK入力クロックタイミング 

tScyc

tTXD

tRXS tRXH

SCIFn_CLK

SCIFn_TXD

SCIFn_RXD

tTXD

 

図 34.50 SCIF I/O同期モードクロックタイミング 
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34.3.13 HSPIモジュール信号タイミング 

表 34.26 HSPIモジュール信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃、C

L
=30 pF 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

HSPIクロック周波数 T
SPICYC

 － Pck/8 MHz 

HSPIクロックハイレベル幅 t
SPIHW

 60 － ns 

HSPIクロックローレベル幅 t
SPILW

 60 － ns 

HSPI_TXセットアップ時間 t
SUSPITX

 － 20 ns 

HSPI_TX遅延時間 t
DSPITX

 － 20 ns 

HSPI_RXセットアップ時間 t
SUSPIRX

 20 － ns 

HSPI_RXホールド時間 t
HLSPIRX

 20 － ns 

HSPI_CSリード時間 t
CSLEAD

 100 － ns 

34.51 

【注】 Pckは周辺クロック周波数を示します。 

HSPI_CS

tSPICYC

tCSLEAD

tSUSPITX

tSUSPIRX

tSUSPIRX
tHLSPIRX

tDSPITX

tHLSPIRX

tDSPITX

tSPILW tSPIHW

(CLKP=0)
HSPI_CLK

(CLKP=1)
HSPI_CLK

(FBS=0)
HSPI_TX

(FBS=1)
HSPI_TX

HSPI_RX

HSPI_RX

MSB-1MSB

MSB

MSB

MSB MSB-1

MSB-1

MSB-1 MSB-2

 

図 34.51 HSPIデータ出力／入力タイミング 
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34.3.14 NAND型フラッシュメモリインタフェースタイミング 

表 34.27 NAND型フラッシュメモリインタフェースタイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃、C

L
=30 pF 

項目 記号 Min Max 単位 参照図 

コマンド出力セットアップ時間 t
NCDS

 2×tfcyc － ns 

コマンド出力ホールド時間 t
NCDH

 1.5×tfcyc － ns 

34.52、34.56 

データ出力セットアップ時間 t
NDOS

 0.5tfcyc － ns 

データ出力ホールド時間 t
NDOH

 0.5tfcyc － ns 

34.52、34.53、 

34.54、34.56 

コマンド-アドレス遷移時間 1 t
NCDAD1

 1.5×tfcyc － ns 34.52、34.53 

コマンド-アドレス遷移時間 2 t
NCDAD2

 2×tfcyc － ns 34.53 

FWEサイクル時間 t
NWC

 tfcyc － ns 34.53、34.55 

FWEローパルス幅 t
NWP

 0.5tfcyc － ns 34.52、34.53、 

34.54、34.56 

FWEハイパルス幅 t
NWH

 0.5tfcyc － ns 34.53、34.55 

アドレス-レディ／ビジー遷移時間 t
NADRB

 － 32×tpcyc ns 34.53、34.54 

レディ／ビジー-データリード遷移時間 1 t
NRBDR1

 1.5×tfcyc － ns 

レディ／ビジー-データリード遷移時間 2 t
NRBDR2

 32×tpcyc － ns 

FSCサイクル時間 t
NSCC

 tfcyc － ns 

FSCハイパルス時間 t
NSPH

 0.5×tfcyc － ns 

34.54 

FSCローパルス時間 t
NSP

 0.5×tfcyc － ns 

リードデータセットアップ時間 t
NRDS

 24 － ns 

リードデータホールド時間 t
NRDH

 5 － ns 

34.54、34.56 

データライトセットアップ時間 t
NDWS

 32×tpcyc － ns 34.55 

コマンド-ステータスリード遷移時間 t
NCDSR

 4×tfcyc － ns 

コマンド出力 OFF-ステータスリード遷移

時間 

t
NCDFSR

 3.5×tfcyc － ns 

ステータスリードセットアップ時間 t
NSTS

 2.5×tfcyc － ns 

34.56 

【注】 1. t
Pcyc
は周辺クロック（Pck）の 1サイクル時間を示します。 

 2. t
Fcyc
はモジュールクロック（Fck）の 1サイクル時間を示します。 
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FCE (Low)

(High)

(High)

FCLE

FR/B

FD7 0

FRE

FWE

FALE

コマンド

tNCDAD1

tNCDS tNWP

tNDOS tNDOH

tNCDH

 

図 34.52 NAND型フラッシュメモリのコマンド発行タイミング 

FCE (Low)

(High)

(High)

FCLE

FALE

FWE

FRE

FD7～0

FR/B

tNWC

tNCDAD2

tNDOS tNDOH tNDOHtNDOS tNDOHtNDOS

tNCDAD1

tNADRB

tNWP tNWH tNWHtNWP tNWP

アドレス アドレス アドレス

 

図 34.53 NAND型フラッシュメモリのアドレス発行タイミング 
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FD7～0
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tNSP

tNRDS tNRDStNRDH tNRDS tNRDH

tNSCC

tNSPH tNSP tNSP

データ データ

 

図 34.54 NAND型フラッシュメモリのデータリードタイミング 

FCE

FCLE

FALE

FRE

FR/B

FD7~0

FWE
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tNDWS tNWP

tNWC

tNDOS tNDOH tNDOS tNDOH tNDOS

tNWH tNWP tNWP

データ データ

 

図 34.55 NAND型フラッシュメモリのデータライトタイミング 
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FCE

FCLE

FALE

FRE

FR/B

FD7~0

FWE

(Low)

(Low)

(High)

tNCDS

tNDOS tNRDS tNRDHtNDOH

tNWP tNCDH tNSTS

tNCDSR

tNCDFSR

tNSP

コマンド ステータス

 

図 34.56 NAND型フラッシュメモリのステータスリードタイミング 
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34.3.15 HACインタフェースモジュール信号タイミング 

表 34.28 HACインタフェースモジュール信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃、C

L
=30 pF 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

HAC_RESアクティブローパルス幅 t
RST_LOW

 1000 － ns 34.57 

HAC_SYNCアクティブハイパルス幅 t
SYN_HIGH

 1000 － ns 34.58 

HAC_SYNC遅延時間 1 t
SYNCD1

 － 15 ns 

HAC_SYNC遅延時間 2 t
SYNCD2

 － 15 ns 

HAC_SDOUT遅延時間 t
SDOUTD

 － 15 ns 

HAC_SDINセットアップ時間 t
SDIN0S

 10 － ns 

HAC_SDINホールド時間 t
SDIN0H

 10 － ns 

34.60 

HAC_BITCLK入力ハイレベル幅 t
ICL0_HIGH

 t
Pcyc

/2 － ns 

HAC_BITCLK入力ローレベル幅 t
ICL0_LOW

 t
Pcyc

/2 － ns 

34.59 

【注】 t
Pcyc
は周辺クロック（Pck）の 1サイクル時間を示します。 

 

HAC_RES

tRST_LOW

 

図 34.57 HACコールドリセットタイミング 

 

HACn_SYNC

HACn_BITCLK

tSYN_HIGH

 

図 34.58 HACウォームリセットタイミング 
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HACn_BITCLK

tICL_HIGH

tICL_LOW  

図 34.59 HACクロック入力タイミング 

 

HACn_BITCLK

HACn_SDIN

HACn_SDOUT

tSDNHD

tSDNSU

tSDCUTD

tSYNCD1

tSYNCD2

HACn_SYNC

 

図 34.60 HACインタフェースモジュール信号タイミング 
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34.3.16 SSIインタフェースモジュール信号タイミング 

表 34.29 SSIインタフェースモジュール信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃、C

L
=30 pF 

項   目 記号 Min. Max. 単位 備考 参照図 

出力サイクル時間 t
OSCK

 40 710 ns 出力  

入力サイクル時間 t
ISCK

 80 3300 ns 入力  

入力ハイレベル幅／出力ハイレベル幅 t
IHC

/t
OHC

  65 － ns 入出力 

入力ローレベル幅／出力ローレベル幅 t
ILC

/t
OLC

  65 － ns 入出力 

SCK出力立ち上がり時間 t
RC

 － 60 ns 出力 

34.61 

SDATA出力遅延時間 t
DTR

 － 50 ns 送信 34.62、 

34.63 

SDATA／WS入力セットアップ時間 t
SR

 15 － ns 受信 

SDATA／WS入力ホールド時間 t
HTR

 5 － ns 受信 

34.64、 

34.65 

 

tOHC
tIHC tRC

VIH VOH

VIH VOH
VIL VOH

tOLC

tISCK tOSCK

tILCSSIn_SCK

VIH
VOH VIH

VOH

VIL
VOH

 

図 34.61 SSIクロック入力、出力タイミング 

 

tDTR tHTR

SSIn_SCKn

SSIn_WS
SSIn_SDATA

 

図 34.62 SSI送信タイミング（1） 
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tDTR tHTR

SSIn_SCK

SSIn_WS
SSIn_SDATA

 

図 34.63 SSI送信タイミング（2） 

 

tSR tHTR

SSIn_SCK

SSIn_WS
SSIn_SDATA

 

図 34.64 SSI受信タイミング（1） 

 

tHTRtSR

SSIn_SCK

SSIn_WS

SSIn_SDATA

 

図 34.65 SSI受信タイミング（2） 
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34.3.17 I2C信号タイミング 

表 34.30 I2Cバスインタフェースモジュール信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃、C

L
=30 pF 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

SCL周波数 t
ICYC

 － － 400 kHz 

SCLローレベル時間 t
LOW

 1/t
ICYC

 - 100 － － ns 

SCLハイレベル時間 t
HIGH

 600 － － ns 

SCL/SDA立ち下がり時間 t
ICF

 － － 250 ns 

SDAバスフリー時間 t
ICBF

 1300 － － ns 

SCL START条件ホールド時間 t
ICH

 600 － － ns 

SCL繰り返し START条件セットアップ時間 t
ICS

 600 － － ns 

SDA STOP条件セットアップ時間 t
ICST

 600 － － ns 

SDAセットアップ時間 t
DAS

 100 － － ns 

SDAホールド時間 t
ICDH

 0 － 900 ns 

34.66 

 

P S Sr P

tICST

tDAStICS

tHIGHtLOW
tICDH

tICYC

I2C_SDA

I2C_SCL

tICF

tICF

tICH

tICBF

S:    START condition
P:    STOP condition
Sr:   Repeated START condition  

図 34.66 I2Cバスインタフェースモジュール信号タイミング 
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34.3.18 GPIO信号タイミング 

表 34.31 GPIO信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃、C

L
=30 pF 

項目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

GPIO出力遅延時間 tIOPD ‐ 12 ns 34.67 

 

tIOPD

CLKOUT

GPIO[n] (OUTPUT)

 

図 34.67 GPIO信号タイミング 
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34.3.19 H-UDIモジュール信号タイミング 

表 34.32 H-UDIモジュール信号タイミング 

条件：V
CCQ

=3.0～3.6V、V
DD

=1.25 V、T
a
= –20～+85℃、C

L
=30 pF 

項目 略称 Min. Typ. Max. 単位 参照図 備考 

入力クロックサイクル  t
TCKcyc

 50 － － ns 34.68、34.70  

入力クロックパルス幅（High時） t
TCKH

 15 － － ns 

入力クロックパルス幅（Low時） t
TCKL

 15 － － ns 

入力クロック立ち上がり時間 t
TCKr

 － － 10 ns 

入力クロック立ち下がり時間 t
TCKf

 － － 10 ns 

34.68  

ASEBRKセットアップ時間 t
ASEBRKS

 10 － － t
cyc

 

ASEBRKホールド時間 t
ASEBRKH

 1 － － ms 

34.69  

TDI/TMSセットアップ時間 t
TDIS

  15 － － ns 

TDI/TMSホールド時間 t
TDIH

  15 － － ns 

TDOデータ遅延時間 t
TDO

 0 － 12 ns 

34.70  

ASE-PINBRKパルス幅 t
PINBRK

 2 － － t
Pcyc

 34.71  

【注】 1. t
TCKcyc
はバウンダリスキャン動作時 10MHzとなります。 

 2. t
cyc
は CKIOクロックの 1サイクル時間を示します。 

 3. t
Pcyc
は周辺クロック（Pck）の 1サイクル時間を示します。 

 

tTCKH

tTCKf tTCKr

tTCKL

tTCKcyc

VIH VIH
VIH1/2VDDQ 1/2VDDQVIL VIL

【注】　TCK端子からクロック入力する場合  

図 34.68 TCK入力タイミング 

ASEBRK

BRKACK

RESET

tASEBRKHtASEBRKS

 

図 34.69 RESETホールドタイミング 
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TDI
TMS

TCK

TDO

tTCKcyc

tTDO

tTDIHtTDIS

 

図 34.70 H-UDIデータ転送タイミング 

tPINBRK

ASEBRK

 

図 34.71 端子ブレークタイミング 
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34.4 AC特性測定条件（DDR/USB/PCI端子をのぞく） 

AC特性測定条件は次のとおりです。 

• 入出力信号参照レベル：VCCQ／2 

• 入力パルスレベル：VSSQ～VCCQ 

• 入力立ち上がり、立ち下がり時間：1ns 

• 出力負荷回路を図34.72に示します。 

IOL

IOH

CL VREF

LSI出力端子 DUT出力

【注】 CLは測定治具等の容量も含んだ合計値です。各端子の容量は30pFに設定されています。

IOL、IOHは、表34.9に示す値です。

1.

2.  

図 34.72 出力負荷回路 

 

34.5 AC特性測定条件（DDR端子） 

25Ω

LSI出力端子

VCCQ-DDR15/2測定ポイント

 

図 34.73 出力負荷等価回路（DDR端子） 
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34.6 AC特性測定条件（PCI端子） 

50Ω

LSI出力端子

50Ω

LSI出力端子

D+

D-

測定ポイント

 

図 34.74 出力負荷等価回路（PCI端子） 

 

34.7 AC特性測定条件（USBハイスピード端子） 

45Ω

LSI出力端子

45Ω

LSI出力端子

D+

D-

測定ポイント

 

図 34.75 出力負荷等価回路（USBハイスピード端子） 
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付録 A SH-4A拡張機能（PVR.VER=H'40） 

SH-4Aマルチプロセッサ対応拡張機能（PVR.VER=H'40）の概要について説明します。詳細については A.2～A.6

で説明します。なお、説明する SH-4A拡張機能は、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）の VER（ビット 23

～ビット 16）ビットが H'40以降の場合に使用できますが、H'30、H'20の場合には使用できません。SH-4Aマルチ

プロセッサ対応拡張機能を使用する際には、VERビットの値を確認してください。 

A.1 概要 

SH-4A拡張機能を備えた LSIでは、SH-4Aに対して機能的に上位互換です。 

SH-4A拡張機能（PVR.VER=H'40）を表 A.1に示します。 
 

表 A.1 SH-4A拡張機能（PVR.VER=H'40） 

項  目 特   長 

メモリマネジメントユニット（MMU） 

（項目内の一部追加・変更） 

• 4Kバイトページ使用のとき、シノニム問題を回避するモードを追加 

• MMUCR.URCのカウントアップ条件を変更 

• CCRに SNMビット・MCPビット・CCDビットを追加 

キャッシュメモリ 

（項目内の一部追加・変更） 

• 複数 CPUのオペランドキャッシュのコヒーレンシ制御を追加 

• 複数 CPUの命令キャッシュ無効化制御を追加 

• 2次キャッシュ（オプション）を追加 

ILメモリ 

（ILRAM） 

• 物理アドレスを変更 

• CPU/FPUから物理アドレスにより SuperHyway経由のアクセスを追加 

• CPU/FPU停止時に SuperHywayバスマスタから ILメモリへのアクセスが可能な

ライトスリープモードを追加 

内蔵メモリ 

（項目内の一部 

追加・変更） 

OLメモリ

（OLRAM） 

• 物理アドレスを変更 

• CPU/FPUから物理アドレスにより SuperHyway経由のアクセスを追加 

• CPU/FPU停止時にSuperHywayバスマスタからOLメモリへのアクセスが可能な

ライトスリープモードを追加 

各命令の説明 

（項目内の一部変更） 

• MOVCOデータ転送命令の動作を変更 

• MOVLIデータ転送命令の動作を変更 

• TAS論理演算命令の動作を変更 

• ICBI、OCBI、OCBP、OCBWB命令の動作を変更 
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A.2 メモリマネジメントユニット（MMU） 

A.2.1 MMUの変更点 

MMUの変更点は以下のとおりです。 

• 4Kバイトページ使用のとき、シノニムをハードウェアで回避するモードを追加。 

• ASIDを16ビットへ拡張するモードを追加。 

• PTEAEXレジスタを新設。 

• MMUCRにAEXビットを追加。 

• CCRにSNMビット、MCPビット、CCDビット、IBEビットを追加。 

 

A.2.2 レジスタの説明 

PTEH、MMUCR、CCRレジスタの機能が追加変更になります。PTEAEXレジスタを新設します。 
 

表 A.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

ページテーブルエントリ上位レジスタ PTEH R/W H'FF00 0000 H'1F00 0000 32 

MMU制御レジスタ MMUCR R/W H'FF00 0010 H'1F00 0010 32 

キャッシュ制御レジスタ CCR R/W H'FF00 001C H'1F00 001C 32 

ページテーブルエントリアドレス空間 

識別子拡張レジスタ 

PTEAEX R/W H'FF00 007C H'1F00 007C 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 
 



 

付録 A SH-4A拡張機能（PVR.VER=H'40） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  付録-3 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（1） ページテーブルエントリ上位レジスタ（PTEH） 

ASIDビットの機能が変更になります。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

VPN

VPN ASID

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 VPN 不定 R/W 仮想ページ番号 

9、8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 ASID 不定 R/W ASID8ビット互換モードの場合、アドレス空間識別子。ASID16ビット拡張モ

ードの場合は、リードは不定が読まれ、ライトは無視されます。 
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（2） MMU制御レジスタ（MMUCR） 

AEXビットを追加し、ASID8ビット互換モードと ASID16ビット拡張モードを選択することができます。AEX

ビットの値を変更する場合は TIビットに 1を指定して、ITLB、UTLBの内容を無効化してください。 
 

16171819202122232425262728

LRUI

URC SQMD SV ME AEX TI AT

URB

2931 30

⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯

⎯

⎯

ビット：

000000000000000 0

R/WRR/WRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：

000000000000000 0

RRR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 LRUI すべて 0 R/W 入れ替えを行う ITLBエントリを示す LRUビット 

ITLBミス発生時に入れ替える ITLBのエントリを決めるため、LRU方式（Least 

Recently Used）を用います。LRUIビットを用いて ITLBの追い出すエントリ
を確定できます。 

LRUIは、以下のアルゴリズムで更新が行われます。 

なお、以下の「x」は更新を行わないことを意味します。 

000xxx：ITLBのエントリ 0を用いたとき 

1xx00x：ITLBのエントリ 1を用いたとき 

x1x1x0：ITLBのエントリ 2を用いたとき 

xx1x11：ITLBのエントリ 3を用いたとき 

xxxxxx：上記以外 

また LRUIが以下の状態のとき、対応する ITLBのエントリが ITLBミスにより
更新されます。なお、下表で設定禁止の値にはソフトウェアの責任で設定しな
いようにしてください。またパワーオンリセット、マニュアルリセット後に
LRUIは 0に初期化されるので、ハードウェアの更新によって LRUIが設定禁
止の値になることはありません。 

なお、以下の「x」は Don't careを意味します。 

111xxx：ITLBのエントリ 0が更新される 

0xx11x：ITLBのエントリ 1が更新される 

x0x0x1：ITLBのエントリ 2が更新される 

xx0x00：ITLBのエントリ 3が更新される 

上記以外：設定禁止 

25、24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23～18 URB すべて 0 R/W 入れ替えを行う UTLBエントリの境界を示すビット 

URB≠0のときに有効となります。 

17、16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～10 URC すべて 0 R/W LDTLB命令により入れ替えを行う UTLBエントリを示すためのランダムカウ
ンタ 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 SQMD 0 R/W ストアキューモードビット 

ストアキューへのアクセス権を指定します。 

0：ユーザ／特権アクセスが可能 

1：特権アクセスが可能（ユーザアクセスの場合はアドレスエラー例外） 

8 SV 0 R/W 単一仮想記憶モード／多重仮想記憶モード切り替えビット 

このビットを変更するときは、必ず TIビットにも 1を書き込んでください。 

0：多重仮想記憶モード 

1：単一仮想記憶モード 

7 ME 0 R/W TLB拡張モード切り替えビット 

0：TLB互換モード 
1：TLB拡張モード 

6 AEX 0 R/W ASID拡張モード切り替えビット 

0：ASID8ビット互換モード 

1：ASID16ビット拡張モード 

5～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 TI 0 R/W TLB無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと、UTLB/ITLBの有効ビットをすべて 0にクリア
します。読み出すと常に 0が読み出されます。 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 AT 0 R/W アドレス変換有効ビット 

MMUのイネーブル（有効）とディスエーブル（無効）を指定します。 

0：MMUディスエーブルにする 

1：MMUイネーブルにする 

ATビットが 0の状態では MMU例外は発生しません。このため MMUを使用
しないソフトウェアでは ATビットを 0の状態で使用してください。 
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（3） キャッシュ制御レジスタ（CCR） 

CCRに SNMビット、MCPビット、CCDビットが追加され、シノニム問題の回避をハードウェアで行うことが

できるようになります。IBEビットが追加され、ICBI命令を他の CPUも対象にすることができます。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

⎯ ⎯

000000000

CCDMCPSNMIBE

000000 0

R/WR/WR/WRRRRRR/WRRRRRR R

初期値：

01234567891011121315 14

⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

0000000000000

OCEWTCBOCIL2OEICEICIL2IE

00 0

R/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WRRR/WR/WRR R

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 IBE 0 R/W ICBI命令ブロードキャスト有効ビット 

ICBI命令を他の CPUにブロードキャストするかどうかを選択します。このビ

ットは ICE=1かつ CCD=0の場合のみ有効です。 

0：IC無効化の対象は、ICBI命令を実行した CPUの ICのみです。 

1：IC無効化の対象は、CCD=0の CPUすべての ICです。 

23～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18 SNM 0 R/W シノニム問題対策ビット 

シノニム問題をハードウェア対策するかどうか選択します。シノニム問題が発

生する可能性のあるプログラムで、SNM=0としたときの動作は保証しません。 

0：ハードウェア対策しません 

1：ハードウェア対策します 

17 MCP 0 R/W コヒーレンシプロトコル混在ビット 

同じ物理領域に対して異なるコヒーレンシプロトコルを使用する場合に設定

します（CCD=0のときのみ有効です）。1CPUでも、複数 CPUで共有して

も、異なるコヒーレンシプロトコルを使用する場合は 1を設定してください。

異なるコヒーレンシプロトコルを使用し、MCP=0を設定したときの動作は保

証しません。 

0：同じコヒーレンシプロトコルを設定 

1：異なるコヒーレンシプロトコルを設定 

16 CCD 0 R/W キャッシュコヒーレンシ無効ビット 

CPUが複数 CPU間のキャッシュコヒーレンシ制御を行うかどうかを選択し

ます。 

0：キャッシュコヒーレンシ制御有効 

1：キャッシュコヒーレンシ制御無効 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 L2IE 0 R/W 命令 2次キャッシュ有効ビット 

0：命令フェッチで、2次キャッシュを使用しません。 

1：命令フェッチで、2次キャッシュを使用します。 

11 ICI 0 R/W IC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと ICの全エントリの Vビットを 0にします。読み

出すと常に 0が読まれます。 

10、9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 ICE 0 R/W IC有効ビット 

ICの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ管理

情報の Cビットも 1でなければ ICを使用できません。 

0：ICを使用しない。 

1：ICを使用する。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 L2OE 0 R/W オペランド 2次キャッシュ有効ビット 

0：オペランドアクセスで、2次キャッシュを使用しません。 

1：オペランドアクセスで、2次キャッシュを使用します。 

3 OCI 0 R/W OC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと OCの全エントリの Vビットを 0にします。読

み出すと常に 0が読まれます。 

2 CB 0 R/W キャッシュコヒーレンシ制御ビット 1 

29ビットアドレスモードでの P1領域のキャッシュコヒーレンシプロトコル

を示します。32ビットアドレスモードでは本ビットは無効になり、PMBエン

トリのWTビットの値を参照します。 

キャッシュコヒーレンシ制御無効（CCD=1）のとき 

0：EI（ライトスルー）プロトコル 

1：MEI（コピーバック）プロトコル 

キャッシュコヒーレンシ制御有効（CCD=0）のとき 

0：ESI（ライトスルー）プロトコル 

1：MESI（コピーバック）プロトコル 



 

付録 A SH-4A拡張機能（PVR.VER=H'40） 

付録-8  RJJ09B0533-0100  Rev.1.00 

  2010.11.30 

SH7786グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 WT 0 R/W キャッシュコヒーレンシ制御ビット 0 

P0、U0、P3領域のキャッシュコヒーレンシプロトコルを示します。アドレス

変換が行われる場合、本ビットは無効になり、ページ管理情報のWTビットの

値を参照します。 

キャッシュコヒーレンシ制御無効（CCD=1）のとき 

0：MEI（コピーバック）プロトコル 

1：EI（ライトスルー）プロトコル 

キャッシュコヒーレンシ制御有効（CCD=0）のとき  

0：MESI（コピーバック）プロトコル 

1：ESI（ライトスルー）プロトコル 

0 OCE 0 R/W OC有効ビット 

OCの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ管理

情報の Cビットも 1でなければ OCを使用できません。 

0：OCを使用しない。 

1：OCを使用する。 
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（4） ページテーブルエントリアドレス空間識別子拡張レジスタ（PTEAEX） 

ASID16ビット拡張モードのとき、PTEAEXレジスタの ASIDに現在実行中のプロセス番号をソフトウェアによ

り設定します。ASIDがハードウェアにより更新されることはありません。ASIDは LDTLB命令により UTLBに

登録されます。 

PTEAEXの書き換えは、P1、P2領域のプログラムで行うようにしてください。 

PTEAEXレジスタを更新後、P0、P3、U0、ストアキュー領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、

以下の 1または 2を実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でも良い）に対して、ICBI命令を実行してください。 

 

【注】 32ビットアドレスモードの場合、PTEAEXの書き換えは，P1領域または最終 64バイトを除く P2領域のプログラム

で行うようにしてください。 

 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

0123456

ASID

891011121315 14ビット：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯
R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～0 ASID 不定 R/W アドレス空間識別子 

ASID16ビット拡張モードのとき ASIDを指定します。ASID8ビット互換モー

ドのときはアクセス禁止です。 
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A.2.3 MMUの機能 

ASID16ビット拡張モード（MMUCR.AEX=1）のときは、アドレス空間識別子は 8ビット（ASID[7:0]）から 16

ビット（ASID[15:0]）になります。 

（1） MMUの命令（LDTLB） 

UTLBエントリを登録する命令として TLBロード命令（LDTLB）があります。LDTLB命令が発行されると、

SH-4Aは PTEHと PTELの内容を（加えて TLB拡張モードの場合には PTEAの内容を、ASID16ビット拡張モー

ドの場合は PTEAEXの内容を）URCビットが指し示す UTLBエントリにコピーします。 

図 A.1、図 A.2に ASID16ビット拡張モード時の LDTLB命令の動作を示します。 

PPN[28:10] 

PPN[28:10] 
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SZ[1:0] 
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SH
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VPN[31:10] 

VPN[31:10] 

VPN[31:10]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN[28:10] SZ[1:0] SH C PR[1:0]ASID[15:0] VPN[31:10] Vエントリ63 D WT

SHDV C WT

PTEH PTEL

VPN PPN

PTEAEX

ASID

31                                     16 15                                    0
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LRUI URB URC SV ME TI AT

MMUCR
31                        26 25 24 23                 18 17 16 15                 10   9    8   7    6   5     3   2   1   0

AEX
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0

SZ
1

―

― ― ― ― ―
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書き込み

エントリ指定

 

図 A.1 LDTLB命令の動作（ASID16ビット拡張モードでかつ TLB互換モード時） 
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図 A.2 LDTLB命令の動作（ASID16ビット拡張モードでかつ TLB拡張モード時） 
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（2） シノニム問題の回避 

TLBエントリに 1K、4Kバイトページを登録する場合、シノニム問題が発生する可能性があります。シノニム

問題とは、複数の仮想アドレスが 1つの物理アドレスにマッピングされる場合に、キャッシュの複数のエントリ

に同一の物理アドレスのデータが登録されてしまい、データの一致性を保証できなくなるという問題です。この

問題は命令 TLBや命令キャッシュではデータの読み出ししか行わないため発生しません。SH-4Aではオペランド

キャッシュの高速動作のために仮想アドレスの［12:5］を用いて、エントリの指定を行います。しかし 1Kバイト

ページでは仮想アドレスの［12:10］が、4Kバイトページでは仮想アドレスの［12］がアドレス変換の対象になり

ます。このため変換後の物理アドレスの［12:10］と仮想アドレスの［12:10］が異なる可能性があります。 

CCR.CCD=0かつ CCR.SNM=1のときは、4Kバイトページのシノニム問題をハードウェアが回避します。

CCR.CCD=1または CCR.SNM=0のとき、または 1Kバイトページのシノニム問題はソフトウェア責任で回避する

必要があります。 

このため UTLBエントリへのアドレス変換情報の登録には以下の制限が生じます。 

1. 複数の1KバイトページのUTLBエントリが同一物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLBに登録

するとき、VPN[12:10]を必ず等しくなるように登録してください。 

2. 複数の4KバイトページのUTLBエントリが同一物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLBに登録

するとき、以下のどちらかを実施してください。 

• VPN[12]を必ず等しくなるように登録してください。 

• CCR.CCD=0かつCCR.SNM=1を設定してください。 

3. 1KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用しないでく

ださい。 

4. CCR.CCD=1またはCCR.SNM=0の場合、4KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページ

サイズのUTLBエントリで使用しないでください。CCR.CCD=0かつCCR.SNM=1の場合は、4Kバイトページ

のUTLBエントリの物理アドレスを、異なるサイズのUTLBエントリで使用することは可能です。 

 

上記の制限はキャッシュを用いたアクセスを行う場合に限定されます。 

【注】 将来の SuperH RISC engine ファミリ拡張に備えて、複数のアドレス変換情報が同一の物理メモリを使用する場合、

VPN［20：10］を等しくなるようにしてください。また異なるページサイズのアドレス変換情報で同一の物理アドレ

スを使用しないでください。 
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A.2.4 メモリ割り付け TLBの構成 

（1） ITLBアドレスアレイ（ASID16ビット拡張モード） 

ASID16ビット拡張モード（MMUCR.AEX＝1）では、ITLBアドレスアレイが ITLBアドレスアレイ 1に名称が

変更になります。また、ITLBアドレスアレイ 2が追加となり、ASID[15:0]のアクセスが可能になります。ASID16

ビット拡張モードでは、ITLBアドレスアレイ 1の ASIDビットはリザーブビットとなり、書き込み値は 0を指定

してください。ASID8ビット互換モード（MMUCR.AEX＝0）のときには、ITLBアドレスアレイ 2へのアクセス

は行えません。アクセスした場合の動作は保証しません。 

（a） ITLBアドレスアレイ 1 

アドレス部

データ部

VPN
V
E

：仮想ページ番号
：有効ビット
：エントリ
：リザーブビット

【記号説明】

31 0

V

10 9 8 7

2 1

VPN

31 0

001 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0E

23 22 8 710 9

 

図 A.3 メモリ割り付け ITLBアドレスアレイ 1（ASID16ビット拡張モード） 

（b） ITLBアドレスアレイ 2 

ITLBのアドレスアレイ 2は P4領域の H'F280 0000～H'F2FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイ 2

のアクセスには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込

み時）が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはアドレス

アレイ 2に書き込む ASIDを指定します。 

アドレス部は、[31:23]が ITLBアドレスアレイ 2を示す H'F28になっており、[9:8]でエントリを選択するように

なっています。 

データ部は、[15:0]が ASID[15:0]を示します。 

ITLBアドレスアレイ 2に対しては以下の 2種類の操作が可能です。 
 

1. ITLBアドレスアレイ2読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へASID[15:0]を読み出します。 

2. ITLBアドレスアレイ2書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたASID[15:0]を書

き込みます。 
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アドレス部

データ部

ASID
E
：アドレス空間識別子
：エントリ
：リザーブビット

【記号説明】

31 016 15

2 1

ASID

31 0

001 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0E

23 22 8 710 9

 

図 A.4 メモリ割り付け ITLBアドレスアレイ 2（ASID16ビット拡張モード） 

 

（2） UTLBアドレスアレイ（ASID16ビット拡張モード） 

ASID16ビット拡張モード（MMUCR.AEX＝1）では、UTLBアドレスアレイが UTLBアドレスアレイ 1に名称

が変更になります。また、UTLBアドレスアレイ 2が追加となり、ASID[15:0]のアクセスが可能になります。ASID16

ビット拡張モードでは、UTLBアドレスアレイ 1の ASIDビットはリザーブビットとなり、書き込み値は 0を指定

してください。ASID8ビット互換モード（MMUCR.AEX＝0）のときには、UTLBアドレスアレイ 2へのアクセス

は行えません。アクセスした場合の動作は保証しません。 
 

（a） UTLBアドレスアレイ 1 

アドレス部

データ部

VPN
V
D
E

：仮想ページ番号
：有効ビット
：ダーティビット 
：エントリ
：リザーブビット

【記号説明】

31 0

VD

10 9 8 7

2 1

VPN

31 0

001 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0E

23 22 8 714 13

 

図 A.5 メモリ割り付け UTLBアドレスアレイ 1（ASID16ビット拡張モード） 

（b） UTLBアドレスアレイ 2 

UTLBアドレスアレイ 2は P4領域の H'F680 0000～H'F6FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイ 2

のアクセスには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込

み時）が必要です。アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータ

アレイ 2に書き込む ASIDを指定します。 

アドレス部は、[31:23]が UTLBアドレスアレイ 2を示す H'F68になっており、[13:8]でエントリを選択するよう

になっています。 

データ部は、[15:0]が ASIDを示します。UTLBアドレスアレイ 2に対しては以下の 2種類の操作が可能です。 
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1. UTLBアドレスアレイ2読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へASID[15:0]を読み出します。 

2. UTLBアドレスアレイ2書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたASID[15:0]を書

き込みます。 

アドレス部

データ部

ASID
E
：アドレス空間識別子
：エントリ
：リザーブビット

【記号説明】

31 016 15

2 1

ASID

31 0

001 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0E

23 22 8 714 13

 

図 A.6 メモリ割付 UTLBアドレスアレイ 2（ASID16ビット拡張モード） 
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A.3 キャッシュ 

SH-4Aは命令用に 32Kバイトの命令キャッシュ（IC）を、データ用に 32Kバイトのオペランドキャッシュ（OC）

を内蔵しています。 

【注】 下記にキャッシュサイズとウェイ、エントリのビット位置の対応を示します。ウェイは図 A.7～A.10にて適用されます。

エントリは図 A.7～A.11にて適用されます。 
 

キャッシュサイズ ウェイ エントリ 

32Kバイト ビット[14:13] ビット[12:5] 

 

A.3.1 変更点 

• 複数CPU間のオペランドキャッシュをハードウェアによりコヒーレンシ制御 

• 複数CPU間の命令キャッシュのコヒーレンシ制御のためのICBI命令の変更 

• CCRレジスタに2次キャッシュを制御するL2IEビットとL2OEビットを追加 
 

A.3.2 特長 

キャッシュの特長を表 A.3に示します。 
 

表 A.3 キャッシュの特長 

項目 命令キャッシュ オペランドキャッシュ 

容量 32Kバイトキャッシュ 32Kバイトキャッシュ 

方式 4ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタグ

4ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタグ 

ラインサイズ 32バイト 32バイト 

エントリ数 256エントリ／ウェイ 256エントリ／ウェイ 

書き込み方式 － コピーバック／ライトスルー選択可能 

置換方式 LRU（Least Recently Used）アルゴリズム LRU（Least Recently Used）アルゴリズム 

CPU間 

キャッシュコヒーレン

シ方式 

ソフトウェアによりコヒーレンシを保証 CPUごとにコヒーレンシ有効／無効選択可能 

• MESI（コピーバック）プロトコル 

• ESI（ライトスルー）プロトコル 

 

マルチプロセッサ対応 SH-4Aより、オペランドキャッシュのアドレスアレイに「複数 CPU間でキャッシュライ

ンを共有していること」を示す共有ビット（Sビット）が追加されます。図 A.7にオペランドキャッシュの構成を

示します。 
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31 5 4 2

LW0

32bit

LW1

32bit

LW2

32bit

LW3

32bit

LW4

32bit

LW5

32bit

LW6

32bit

LW7

32bit 6bit

MMU

[12:5]

255 19bit 1bit1bit 1bit

タグ SU V

アドレスアレイ
（ウェイ0～ウェイ3）

データアレイ
（ウェイ0～ウェイ3）

LRU

エントリ選択 ロングワード（LW）選択

仮想アドレス

3
8

22

19

0

書き込みデータ読み出しデータ

ヒット信号

(ウェイ0～ウェイ3）

1213 10 0

比較

 

図 A.7 オペランドキャッシュの構成 

（a） タグ 
 

（b） Vビット（有効ビット） 
 

（c） Uビット（ダーティビット） 
 

（d） Sビット（共有ビット） 

キャッシングしているデータがコヒーレンシ制御有効設定している他CPUのオペランドキャッシュにもキャッ

シングされている場合に 1となります。つまり、Sビットは CPU間でキャッシングしている外部メモリデータの

共有を示します。本ビットはコヒーレンシ制御無効時に 1となりません。また、メモリ割り付けアクセスによっ

て Sビットまたは Uビットを書き換えない限り、「Vビット=1かつ Sビット=1かつ Uビット=1」、または「V

ビット=0かつ Sビット=1（Uビットはドントケア）になることはありません。 

（e） データ部 
 

（f） LRU部 
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A.3.3 レジスタの説明 

CCRレジスタに、コヒーレンシ無効（CCD）ビットとコヒーレンシプロトコル混在（MCP）ビットとシノニム

問題対策ビット（SNM）を追加します。また、IBEビットが追加され、ICBI命令を他の CPUも対象にすることが

できます。RAMCRレジスタから L2FCビットと L2Eビットを削除します。 
 

表 A.4 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

キャッシュ制御レジスタ CCR R/W H'FF00 001C H'1F00 001C 32 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 H'1F00 0074 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 A.5 各処理状態におけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

キャッシュ制御レジスタ CCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

 

（1） キャッシュ制御レジスタ（CCR） 

CCRは、キャッシュの動作モードの選択、キャッシュの全エントリの無効化、キャッシュへの書き込みモード

の選択を行います。 

CCRへの書き換えは、キャッシング不可の P2領域のプログラムで行われなければなりません。CCR更新後、

キャッシング可能領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3のどれかを実行してくださ

い。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. CCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンスは不

要です。しかしこの方法では、CCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が

低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHファミリでは保証されない可能性があります。今後の SuperHファミリでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
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161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

⎯ ⎯

000000000

CCDMCPSNMIBE

000000 0

R/WR/WR/WRRRRRR/WRRRRRR R

初期値：

01234567891011121315 14

⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

0000000000000

OCEWTCBOCIL2OEICEICIL2IE

00 0

R/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WRRR/WR/WRR R

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 IBE 0 R/W ICBI命令ブロードキャスト有効ビット 

ICBI命令を他の CPUにブロードキャストするかどうかを選択します。このビ

ットは ICE=1かつ CCD=0の場合のみ有効です。 

0：IC無効化の対象は、ICBI命令を実行した CPUの ICのみです。 

1：IC無効化の対象は、CCD=0の CPUすべての ICです。 

23～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18 SNM 0 R/W シノニム問題対策ビット 

シノニム問題をハードウェア対策するかどうか選択します。シノニム問題が発

生する可能性のあるプログラムで、SNM=0としたときの動作は保証しません。 

0：ハードウェア対策しません 

1：ハードウェア対策します 

シノニム問題については「A.2 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参

照してください。 

17 MCP 0 R/W コヒーレンシプロトコル混在ビット 

同じ物理領域に対して異なるコヒーレンシプロトコルを使用する場合に設定

します（CCD=0のときのみ有効です）。1CPUでも、複数 CPUで共有しても、

異なるコヒーレンシプロトコルを使用する場合は 1を設定してください。異な

るコヒーレンシプロトコルを使用し、MCP=0を設定したときの動作は保証し

ません。 

0：同じコヒーレンシプロトコルを設定 

1：異なるコヒーレンシプロトコルを設定 

16 CCD 0 R/W キャッシュコヒーレンシ無効ビット 

CPUが複数 CPU間のキャッシュコヒーレンシ制御を行うかどうかを選択しま

す。 

0：キャッシュコヒーレンシ制御有効 

1：キャッシュコヒーレンシ制御無効 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 L2IE 0 R/W 命令 2次キャッシュ有効ビット 

0：命令フェッチで、2次キャッシュを使用しません。 

1：命令フェッチで、2次キャッシュを使用します。 

11 ICI 0 R/W IC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと ICの全エントリの Vビットを 0にします。読み

出すと常に 0が読まれます。 

10、9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 ICE 0 R/W IC有効ビット 

ICの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ管理情

報の Cビットも 1でなければ ICを使用できません。 

0：ICを使用しない。 

1：ICを使用する。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 L2OE 0 R/W オペランド 2次キャッシュ有効ビット 

0：オペランドアクセスで、2次キャッシュを使用しません。 

1：オペランドアクセスで、2次キャッシュを使用します。 

3 OCI 0 R/W OC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと OCの全エントリの Vビットを 0にします。読み

出すと常に 0が読まれます。 

2 CB 0 R/W キャッシュコヒーレンシ制御ビット 1 

29ビットアドレスモードでのP1領域のキャッシュコヒーレンシプロトコルを

示します。32ビットアドレスモードでは本ビットは無効になり、PMBエント

リのWTビットの値を参照します。 

キャッシュコヒーレンシ制御無効（CCD=1）のとき 

0：EI（ライトスルー）プロトコル 

1：MEI（コピーバック）プロトコル 

キャッシュコヒーレンシ制御有効（CCD=0）のとき 

0：ESI（ライトスルー）プロトコル 

1：MESI（コピーバック）プロトコル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 WT 0 R/W キャッシュコヒーレンシ制御ビット 0 

P0、U0、P3領域のキャッシュコヒーレンシプロトコルを示します。アドレス

変換が行われる場合、本ビットは無効になり、ページ管理情報のWTビットの

値を参照します。 

キャッシュコヒーレンシ制御無効（CCD=1）のとき 

0：MEI（コピーバック）プロトコル 

1：EI（ライトスルー）プロトコル 

キャッシュコヒーレンシ制御有効（CCD=0）のとき  

0：MESI（コピーバック）プロトコル 

1：ESI（ライトスルー）プロトコル 

0 OCE 0 R/W OC有効ビット 

OCの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ管理

情報の Cビットも 1でなければ OCを使用できません。 

0：OCを使用しない。 

1：OCを使用する。 

 

（2） 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 

RAMCRは ICおよび OCのウェイ数の制御と ICウェイ予測の制御を行います。 

RAMCRへの書き換えは、キャッシング不可の P2領域のプログラムで行われなければなりません。RAMCR更

新後、キャッシング可能領域、ILメモリ領域、OLメモリ領域または Uメモリ領域へのアクセス（命令フェッチ

を含む）を行う前に、以下の 1～3のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域、ILメモリ領域、OLメ

モリ領域またはUメモリ領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. RAMCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、RAMCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処

理性能が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHファミリでは保証されない可能性があります。今後の SuperHファミリでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

⎯⎯ ⎯

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

0123456789

ICWPDOC2WIC2WRPRMD

1011121315 14

⎯⎯⎯⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

000000000000000 0

RRRRRR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R

初期値：

R/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 RMD 0 R/W 内蔵メモリアクセスモードビット 

詳細は「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」の「9.4 内蔵メモリの保

護機能」を参照してください。 

8 RP 0 R/W 内蔵メモリ保護有効ビット 

詳細は「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」の「9.4 内蔵メモリの保

護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R/W IC 2ウェイモードビット 

0：ICは 4ウェイ動作 

1：ICは 2ウェイ動作 

6 OC2W 0 R/W OC 2ウェイモードビット 

0：OCは 4ウェイ動作 

1：OCは 2ウェイ動作 

5 ICWPD 0 R/W ICウェイ予測抑止ビット 

ICウェイ予測の使用を選択します。 

0：命令キャッシュはウェイ予測を行う 

1：命令キャッシュはウェイ予測を行わない 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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A.3.4 オペランドキャッシュ動作の説明 

（1） 読み出し動作（コヒーレンシ制御無効） 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE＝1）、コヒーレンシ制御無効（CCR.CCD＝1）かつキャッシ

ング可能な領域からデータを読み出す場合、OCは以下のように動作します。 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ット、SビットおよびLRUを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合  → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象のウェイのUビット

が0の場合  → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象のウェイのUビット

が1の場合  → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータをアクセスサイ

ズに応じて読み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返します。残りのキ

ャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュ

に1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスにタグを登録し、Vビットに1を、Uビット

に0を、Sビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUを更新します。 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータをライトバックバッファへ退避します。その後、仮想ア

ドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。デ

ータの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド方

式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返します。残りのキャ

ッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに

1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスにタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに

0を、Sビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUを更新します。その後、ラ

イトバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 
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（2） 読み出し動作（コヒーレンシ制御有効） 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE＝1）、コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）かつキャッシ

ング可能な領域からデータを読み出す場合、OCは以下のように動作します。 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ット、SビットおよびLRUを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象のウェイのUビット

が0の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象のウェイのUビット

が1の場合 →  5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータをアクセスサイ

ズに応じて読み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）になっているCPUのキャッシュを検索し、 

• キャッシングしているCPUが存在しかつUビットが1の場合 → 6. 

• キャッシングしているCPUが存在しかつUビットが0、または、キャッシングしているCPUが存在しない場合

 → 7. 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

キャッシュラインのデータを外部メモリへ書き戻します。それと同時に、コヒーレンシ有効（CCR.CCD＝0）

になっているCPUのキャッシュを検索し、  

• キャッシングしているCPUが存在しかつUビットが1の場合 → 6. 

• キャッシングしているCPUが存在しかつUビットが0、または、キャッシングしているCPUが存在しない場合

 → 7. 

6. スヌープ動作（他CPUがダーティデータを持っている場合） 

キャッシングしているCPUの該当ライン・該当ウェイのUビットに0、Sビットに1を書き込みます。キャッシ

ングしているCPUからデータを読み込み、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを書き込むと同時に、

データを外部メモリへ書き戻します。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード

（8バイト）から順にラップアラウンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPU

へ読み出しデータを返します。残りのキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理

を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスに

タグを登録し、Vビットに1を、Uビットに0を、Sビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新とな

るようにLRUを更新します。 
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7. スヌープ動作（他CPUがダーティデータを持っていない場合） 

キャッシングしているCPUが存在している場合は、キャッシングしているCPUの該当ライン該当ウェイのS

ビットに1を書き込みます。仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラ

インへデータを読み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイ

ト）から順にラップアラウンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出

しデータを返します。残りのキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行す

ることができます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、タグに物理アドレスを登

録し、Vビットに1を、Uビットに0を書き込みます。他CPUがキャッシングしていた場合はSビットに1を、他

CPUがキャッシングしていなかった場合はSビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるよ

うにLRUを更新します。 

 

（3） プリフェッチ動作（コヒーレンシ制御無効） 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE＝1）、コヒーレンシ制御無効（CCR.CCD＝1）かつキャッシ

ング可能な領域からデータを OCにプリフェッチする場合は、OCは以下のように動作します。 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ット、SビットおよびLRUを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象のウェイのUビット

が0の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象のウェイのUビット

が1の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分のデー

タが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読

み込みが完了した時点で、物理アドレスにタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに0を、Sビットに0を書き

込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUを更新します。 
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5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータをライトバックバッファへ退避します。その後、仮想ア

ドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。デ

ータの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド方

式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分のデータ

が読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読み

込みが完了した時点で、物理アドレスにタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに0を、Sビットに0を書き込

みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUを更新します。その後、ライトバックバッファのデー

タを外部メモリへ書き戻します。 

 

（4） プリフェッチ動作（コヒーレンシ制御有効） 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE＝1）、コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）かつキャッシ

ング可能な領域からデータを OCにプリフェッチする場合は、OCは以下のように動作します。 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ット、SビットおよびLRUを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象のウェイのUビット

が0の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象のウェイのUビット

が1の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）になっているCPUのキャッシュを検索し、 

• キャッシングしているCPUが存在しかつUビットが1の場合 → 6. 

• キャッシングしているCPUが存在しかつUビットが0、または、キャッシングしているCPUが存在しない場合

 → 7. 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

キャッシュラインのデータを外部メモリへ書き戻します。それと同時に、コヒーレンシ有効（CCR.CCD＝0）

になっているCPUのキャッシュを検索し、 

• キャッシングしているCPUが存在しかつUビットが1の場合 → 6. 

• キャッシングしているCPUが存在しかつUビットが0、または、キャッシングしているCPUが存在しない場合

 → 7. 
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6. スヌープ動作（他CPUがダーティデータを持っている場合） 

キャッシングしているCPUの該当ライン・該当ウェイのUビットに0、Sビットに1を書き込みます。キャッシ

ングしているCPUからデータを読み込み、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを書き込むと同時に、

データを外部メモリへ書き戻します。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード

（8バイト）から順にラップアラウンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つこ

とはなく、キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。

キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスにタグを登録し、Vビットに1

を、Uビットに0を、Sビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUを更新します。 

7. スヌープ動作（他CPUがダーティデータを持っていない場合） 

キャッシングしているCPUが存在している場合は、キャッシングしているCPUの該当ライン・該当ウェイのS

ビットに1を書き込みます。仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラ

インへデータを読み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイ

ト）から順にラップアラウンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはな

く、キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャ

ッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、タグに物理アドレスを登録し、Vビットに1を、U

ビットに0を書き込みます。他CPUがキャッシングしていた場合はSビットに1を、他CPUがキャッシングして

いなかった場合はSビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUを更新します。 

 

（5） 書き込み動作（コヒーレンシ制御無効） 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE＝1）、コヒーレンシ制御無効（CCR.CCD＝1）かつキャッシ

ング可能な領域に対してデータが書き込まれる場合、OCは以下のように動作します。 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ット、SビットおよびLRUを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比

較、および対象となる領域の属性から、 

 コピーバック ライトスルー 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象のウェイのUビット

が0の場合 → 5. → 7. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象のウェイのUビット

が1の場合 → 6. → 7. 

3. キャッシュヒット（コピーバック） 

ヒットしたウェイのデータ部における仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、

アクセスサイズに応じて書き込みます。またUビットに1を書き込み、ヒットしたウェイが最新となるように

LRUビットを更新します。 
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4. キャッシュヒット（ライトスルー） 

ヒットしたウェイのデータ部における仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、

アクセスサイズに応じて書き込むとともに、仮想アドレスに対応する外部メモリに対しても書き込みを行い

ます。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。この場合、Uビットは更新され

ません。 

5. キャッシュミス（コピーバック、書き戻しなし） 

置換対象ウェイのデータ部の、仮想アドレス[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アクセスサイズ

に応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュ

ラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデータを除く）。デー

タの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド方式

で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができま

す。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスにタグを登録し、Vビット

に1を、Uビットに1を、Sビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUを更新し

ます。 

6. キャッシュミス（コピーバック、書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータをライトバックバッファへ退避します。その後、置換対

象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アクセスサイ

ズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシ

ュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデータを除く）。デ

ータの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド方

式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができ

ます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスにタグを登録し、Vビッ

トに1を、Uビットに1を、Sビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUを更新

します。その後、ライトバックバッファのデータを外部メモリを書き戻します。 

7. キャッシュミス（ライトスルー） 

仮想アドレスに対応した外部メモリへ、指定されたアクセスサイズで書き込みを行います。この場合、キャ

ッシュへの書き込みは行われません。タグ、Vビット、Uビット、Sビット、LRUビットも更新されません。 

 

（6） 書き込み動作（コヒーレンシ制御有効） 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE＝1）、コヒーレンシ有効（CCR.CCD＝0）かつキャッシング

可能な領域に対してデータが書き込まれる場合、OCは以下のように動作します。 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ット、SビットおよびLRUを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較、

および対象となる領域の属性から、 
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 MESIプロトコル ESIプロトコル 

• タグが一致、Vビットが1かつSビットが0のウェイが存在する場合 → 3. → 4. 

• タグが一致、Vビットが1かつSビットが1のウェイが存在する場合 → 5. → 6. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象のウェイのUビット

が0の場合 → 7. → 9. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象のウェイのUビット

が1の場合 → 8. → 9. 

3. キャッシュヒット（Sビット= 0）（MESIプロトコル） 

ヒットしたウェイのデータ部における仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、

アクセスサイズに応じて書き込みます。またUビットに1を書き込み、ヒットしたウェイが最新となるように

LRUビットを更新します。 

4. キャッシュヒット（Sビット= 0）（ESIプロトコル） 

ヒットしたウェイのデータ部における仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、

アクセスサイズに応じて書き込むとともに、仮想アドレスに対応する外部メモリに対しても書き込みを行い

ます。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。この場合、Uビットは更新され

ません。 

5. キャッシュヒット（Sビット= 1）（MESIプロトコル） 

ヒットしたウェイのデータ部における仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、

アクセスサイズに応じて書き込みます。またUビットに1、Sビットに0を書き込み、ヒットしたウェイが最新

となるようにLRUビットを更新します。コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）になっている他CPUがキャ

ッシングしている場合は、キャッシングしているCPUの該当ライン・該当ウェイのVビットとSビットに0を

書き込みます。 

6. キャッシュヒット（Sビット= 1）（ESIプロトコル） 

ヒットしたウェイのデータ部における仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、

アクセスサイズに応じて書き込むとともに、仮想アドレスに対応する外部メモリに対しても書き込みを行い

ます。また、Sビットに0を書き込み、ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。この

場合、Uビットは更新されません。コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）になっている他CPUがキャッシン

グしている場合は、キャッシングしているCPUの該当ライン・該当ウェイのVビットとSビットに0を書き込

みます。 

7. キャッシュミス（MESIプロトコル、書き戻しなし） 

コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）になっているCPUのキャッシュを検索し、 

• キャッシングしているCPUが存在しかつUビットが1の場合  → 10. 

• キャッシングしているCPUが存在し、かつ、Uビットが0、または、キャッシングしているCPUが存在しない

場合  → 11. 

8. キャッシュミス（MESIプロトコル、書き戻しあり） 

キャッシュラインのデータを外部メモリへ書き戻します。それと同時に、コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD
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＝0）になっているCPUのキャッシュを検索し、 

• キャッシングしているCPUが存在しかつUビットが1の場合  → 10. 

• キャッシングしているCPUが存在しかつUビットが0、または、キャッシングしているCPUが存在しない場合

  → 11. 

9. キャッシュミス（ライトスルー） 

仮想アドレスに対応した外部メモリへ、指定されたアクセスサイズで書き込みを行います。この場合、キャッ

シュへの書き込みは行われません。タグ、Vビット、Uビット、Sビット、LRUビットも更新されません。キャ

ッシングしているCPUが存在している場合は、キャッシングしているCPUの該当ライン・該当ウェイのVビット

とSビットに0を書き込みます。（コヒーレンシプロトコル混在状態（CCR.MCP=1）のときは、他CPUがダーテ

ィデータを持っていることがあります。この場合、ダーティデータを外部メモリに書き戻します。 

10. スヌープ動作（他CPUがダーティデータを持っている場合） 

キャッシングしているCPUの該当ライン・該当ウェイのVビットとUビットに0を書き込みます。キャッシン

グしているCPUからデータを読み込み、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを書き込むと同時に、

データを外部メモリへ書き戻します。置換対象ウェイのデータ部における仮想アドレス[4:0]でインデックス

されるデータ位置に対し、アクセスサイズに応じて書き込みます。 

置換対象ウェイのデータ部における仮想アドレス[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アクセスサ

イズに応じて書き込みます。 

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することがで

きます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスにタグを登録し、Vビ

ットに1を、Uビットに1を、Sビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUを更

新します。 

11. スヌープ動作（他CPUがダーティデータを持っていない場合） 

キャッシングしているCPUが存在している場合は、キャッシングしているCPUの該当ライン・該当ウェイの

VビットとSビットに0を書き込みます。置換対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデ

ックスされるデータ位置に対し、アクセスサイズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理

アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み

済みのキャッシュミスしたデータを除く）。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッド

ワード（8バイト）から順にラップアラウンド方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれ

ている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了し

た時点で、物理アドレスにタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに1を、Sビットに0を書き込みます。また

置換したウェイが最新となるようにLRUを更新します。 
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（7） キャッシュ操作命令の動作説明 

コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）になっている CPUの OC間のコヒーレンシはハードウェアで保証しま

す。コヒーレンシ制御無効（CCR.CCD＝1）になっている CPUの OCとすべての CPUの IC間のコヒーレンシは

ソフトウェアで保証してください。また、キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシはソフトウェアで保証して

ください。 

SH-4Aではキャッシュを操作する命令として次の 6命令をサポートしています。各命令の詳細は「A.6 各命令

の説明」および「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」を参照してください。 

• オペランドキャッシュインバリデイト命令：OCBI @Rn（オペランドキャッシュの無効化（書き戻しなし） 

OCBI命令を発行したCPUがコヒーレンシ無効（CCR.CCD＝1）の場合は、OCBI命令を発行したCPUのOCの

みがキャッシュ操作の対象です。OCBI命令を発行したCPUがキャッシュコヒーレンシ制御有効（CCR.CCD

＝0）の場合は、キャッシュコヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）のすべてのCPUのOCがキャッシュ操作

の対象です。 

また、OCBI命令をOCアドレスアレイ領域に発行した場合、コヒーレンシ制御にかかわらずOCBI命令を発行

したCPUのOCがキャッシュ操作の対象になります。 

• オペランドキャッシュパージ命令：OCBP @Rn（オペランドキャッシュの無効化（書き戻しあり）） 

OCBP命令を発行したCPUがコヒーレンシ制御無効（CCR.CCD＝1）の場合は、OCBP命令を発行したCPUの

OCのみがキャッシュ操作の対象です。OCBP命令を発行したCPUがキャッシュコヒーレンシ制御有効

（CCR.CCD＝0）の場合は、キャッシュコヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）のすべてのCPUのOCがキャ

ッシュ操作の対象です。 

また、OCBP命令をOCアドレスアレイ領域に発行した場合、コヒーレンシ制御にかかわらずOCBP命令を発

行したCPUのOCがキャッシュ操作の対象になります。 

• オペランドキャッシュライトバック命令：OCBWB @Rn（オペランドキャッシュの書き戻し） 

OCBWB命令を発行したCPUがコヒーレンシ制御無効（CCR.CCD＝1）の場合は、OCBWB命令を発行したCPU

のOCのみがキャッシュ操作の対象です。OCBWB命令を発行したCPUがコヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝

0）の場合は、コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）のすべてのCPUのOCがキャッシュ操作の対象です。 

また、OCBWB命令をOCアドレスアレイ領域に発行した場合、コヒーレンシ制御にかかわらずOCBWB命令

を発行したCPUのOCがキャッシュ操作の対象になります。 

• オペランドキャッシュアロケート命令：MOVCA.L R0、@Rn（オペランドキャッシュの確保） 

MOVCA.L命令を発行したCPUがコヒーレンシ制御無効（CCR.CCD＝1）の場合は、MOVCA.L命令を発行し

たCPUのOCのみがキャッシュ操作の対象です。MOVCA.L命令を発行したCPUがコヒーレンシ有効

（CCR.CCD＝0）の場合は、コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）のすべてのCPUのOCを検索し、MOVCA.L

を発行したCPU以外のOCが持っていた場合はそのラインを無効にし、MOVCA.L命令を発行したCPUのOCを

確保します。 

• 命令キャッシュインバリデイト命令：ICBI @Rn（命令キャッシュの無効化） 

ICBI命令を発行したCPUがICBI命令ブロードキャスト有効（CCR.IBE＝1）でかつキャッシュコヒーレンシ制

御有効（CCR.CCD=0）の場合、コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）のすべてのCPUのICがキャッシュ操

作命令の対象です。 
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• オペランドキャッシュ同期命令：SYNCO（データ転送完了待ち） 

SYNCO命令を発行したCPUがコヒーレンシ制御無効（CCR.CCD＝1）またはコヒーレンシ制御有効（CCR.CCD

＝0）に関係なく、SYNCO命令を発行したCPUのバスアクセスのみが対象です。 

 

また、オペランドキャッシュのコヒーレンシ制御のため、コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD＝0）の CPUのみ

SuperHywayバスからの PURGEおよび FLUSHトランザクションを受け付けることが可能です。キャッシュコヒ

ーレンシ無効（CCR.CCD＝1）のCPUは PURGE/FLUSHトランザクションを受け付けないので注意してください。

また、SuperHywayバスからの PURGEおよび FLUSHトランザクションは、コヒーレンシ制御有効（CCR.CCD=0）

の CPUですべて同時に受け付けられます。 
 

A.3.5 メモリ割り付けキャッシュの構成 

（1） ICアドレスアレイ 

ICのアドレスアレイは P4領域の H'F000 0000～H'F0FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。ア

ドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むタグと Vビットを指定します。 

アドレス部は[31:24]が ICアドレスアレイを示す H'F0になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定

するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（Aビット）は ICアドレスアレイへの書き込みのときに連

想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してくだ

さい。 

データ部は[31:10]がタグを、[0]が Vビットを示します。 

ICアドレスアレイに対しては次の 3種類の操作が可能です。 
 

（a） ICアドレスアレイ読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応する ICエントリからデータ部へタグとVビットを読み出しま

す。読み出す場合、アドレス部の Aビットは 0にしてください。 
 

（b） ICアドレスアレイ書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応する ICエントリに対して、データ部で指定されたタグと Vビ

ットを書き込みます。アドレス部の Aビットは 0にしてください。 
 

（c） ICアドレスアレイ書き込み（連想あり） 

アドレス部の Aビットが 1で書き込んだとき、アドレス部に設定されたエントリに格納されている各ウェイの

タグとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。ビット[14:13]のウェイ番号は使用されません。

このとき、MMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスを ITLBを用いて物理アドレスに変

換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイの Vビットが 1であったなら、データ部で指定し

た Vビットを ICのエントリに書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーションとなります。本動作は ICの

特定のエントリ無効化に用いられます。アドレス変換の際に ITLBミスした場合や、一致判定で不一致になった場

合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行われません。 
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【注】 本機能は今後の SuperHファミリではサポートされない可能性があります。ITLBミスハンドリングや命令 TLBミス例

外の通知を行い、確実に ICの操作が可能な ICBI命令の使用を推奨します。 

アドレス部
31 23 12 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 00 0 0エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

ウェイ

V
A

24 131415

：有効ビット
：連想ビット
：リザーブビット（書き込むときは常に0を書き込んでください。読み出したときの値は不定です）

【記号説明】

 

図 A.8 メモリ割り付け ICアドレスアレイ 

（2） ICデータアレイ 

ICのデータアレイは P4領域の H'F100 0000～H'F1FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアクセ

スには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。アド

レス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレス部は[31:24]が ICデータアレイを示す H'F1になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定す

るようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アクセスサイズ

はロングワード固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

ICデータアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
 

（a） ICデータアレイ読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応する ICエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビッ

トで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 
 

（b） ICデータアレイ書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応する ICエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビッ

トで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。 

アドレス部
31 23 12 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 1 エントリ L

データ部
31 0

ロングワードデータ

24 131415

ウェイ

0 0

【記号説明】
　　　L：ロングワード指定ビット

0 0

 

図 A.9 メモリ割り付け ICデータアレイ 
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（3） OCアドレスアレイ 

OCのアドレスアレイは P4領域の H'F400 0000～H'F4FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。ア

ドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むタグと Sビット、Uビット、Vビ

ットを指定します。 

アドレス部は[31:24]が OCアドレスアレイを示す H'F4になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定

するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（Aビット）は OCアドレスアレイへの書き込みのときに

連想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してく

ださい。 

データ部は[31:10]がタグを、[2]が Sビットを、[1]が Uビットを、[0]が Vビットを示します。 

OCアドレスアレイに対しては次の 3種類の操作が可能です。  
 

（a） OCアドレスアレイ読み出し 

アドレス部に設定されたウェイトエントリに対応する OCエントリからデータ部へタグと Sビット・Uビット・

Vビットを読み出します。読み出す場合、アドレス部の Aビットは 0にしてください。 
 

（b） OCアドレスアレイ書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイトエントリに対応する OCエントリに対して、データ部で指定されたタグと S

ビット・Uビット・Vビットを書き込みます。アドレス部の Aビットは 0にしてください。 

書き込みを Uビットが 1、かつ Vビットが 1のキャッシュラインに対して行った場合、そのキャッシュライン

の書き戻しを行った後、データ部で指定されたタグと Sビット・Uビット・Vビットを書き込みます。 
 

（c） OCアドレスアレイ書き込み（連想あり） 

アドレス部の Aビットが 1で書き込んだとき、アドレス部に設定されたエントリに格納されている各ウェイの

タグとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。ビット[14:13]のウェイ番号は使用されません。

このとき、MMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスを UTLBを用いて物理アドレスに変

換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイの Vビットが 1であったなら、データ部で指定し

た Sビット・Uビット・Vビットを OCのエントリに書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーションとな

ります。本動作は OCの特定のエントリ無効化に用いられます。このとき OCのエントリの Uビットが 1で、V

ビットに 0もしくは Uビットに 0を書き込んだ場合、書き戻しが発生します。アドレス変換の際に UTLBミスし

た場合や、一致判定で不一致になった場合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行われません。 
 

【注】 本機能は今後の SuperHファミリではサポートされない可能性があります。データ TLBミス例外の通知を行い、確実

に OCの操作が可能な OCBI/OCBP/OCBWB命令の使用を推奨します。 
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【記号説明】

0 0アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 0 エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

24 13121415

2

US

V
U
S
A

：有効ビット
：ダーティビット
：共有ビット 
：連想ビット
：リザーブビット（書き込むときは常に0を書き込んでください。読み出したときの値は不定です）

ウェイ

00 0 0

 

図 A.10 メモリ割り付け OCアドレスアレイ 

（4） OCデータアレイ 

OCのデータアレイは P4領域の H'F500 0000～H'F5FF FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセス

には 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時)と 32ビットのデータ部の指定が必要です。アドレス

部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレス部は[31:24]が OCデータアレイを示す H'F5になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定す

るようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アクセスサイズ

はロングワード固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

OCデータアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
 

（a） OCデータアレイ読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応する OCエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 
 

（b） OCデータアレイ書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応する OCエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。この書き込みに

よりアドレスアレイ側の Uビットは 1になりません。 

【記号説明】
　　　L：ロングワード指定ビット

0 0アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 1 エントリ

データ部
31 0

ロングワードデータ

24 13121415

ウェイ

0L 0

 

図 A.11 メモリ割り付け OCデータアレイ 
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A.3.6 使用上の注意 

（1） スリープモード 

コヒーレンシ有効の CPUがスリープモードに入る前は、OCの全エントリパージと ICの全エントリ無効化を行

ってください。コヒーレンシ有効の CPUがライトスリープモードに入る場合は、OCの全エントリパージと ICの

全エントリ無効化は不要です。ライトスリープ中も他 CPUの OCとのコヒーレンシは維持されます。また、

CCR.IBE=1で ICBI命令を実行した場合、ライトスリープ中の CPUに対しても ICの無効化の処理を行います。 
 

（2） データ共有 

コヒーレンシ無効の CPU間、または、コヒーレンシ有効の CPUとコヒーレンシ無効の CPU間でデータを共有

する場合は、非キャッシャブル領域を使用してください。 
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A.4 内蔵メモリ 

A.4.1 内蔵メモリ変更点 

• 物理アドレスを変更 

• CPU/FPUから物理アドレスによりSuperHyway経由のアクセスを追加 

• 内蔵メモリのSuperHywayバスマスタからのアクセスが可能なライトスリープモードを追加 

 

A.4.2 特長 

• メモリマップ： 

OLメモリ、ILメモリは、表A.6、表A.7に示される仮想アドレス空間および物理アドレス空間に配置されてい

ます。 

【注】 物理アドレス空間は、製品により異なる場合があります。 

CPUから、仮想アドレス空間のP4領域（SR.MD＝1の場合）、あるいは仮想アドレス空間の内蔵メモリ領域

（SR.MD＝0かつRAMCR.RMD＝1の場合）からアクセス可能です。このアドレスを用いたアクセスは常に非

キャッシャブルアクセスとなります。また、自CPUの内蔵メモリのみのアクセスが可能です。 

物理アドレス空間のアドレスには、U0、P0、P1、P2またはP3領域からアクセス可能です。このアドレスを用

いたアクセスが、キャッシャブルアクセスとなるか非キャッシャブルアクセスとなるかは、CCRレジスタ、

MMUCRレジスタ、TLBおよびPMBの設定に従います。また、すべてのCPUから同じアドレスで同じ内蔵メ

モリをアクセスできます。 

 

表 A.6 OLメモリアドレス 

メモリサイズ アドレス空間 ページ 

16KB 

ページ 0 H'E500 E000～H'E500 FFFF 仮想アドレス 

ページ 1 H'E501 0000～H'E501 1FFF 

ページ 0 H'1400 E000～H'1400 FFFF CPU0 

ページ 1 H'1401 0000～H'1401 1FFF 

ページ 0 H'1480 E000～H'1480 FFFF 

物理アドレス 

CPU1 

ページ 1 H'1481 0000～H'1481 1FFF 

 

表 A.7 ILメモリアドレス 

メモリサイズ アドレス空間 

8KB 

ページ 0 H'E520 0000～H'E520 0FFF 仮想アドレス 

ページ 1 H'E520 1000～H'E520 1FFF 

CPU0 H'1420 0000～H'1420 1FFF 物理アドレス 

CPU1 H'14A0 0000～H'14A0 1FFF 
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A.4.3 動作説明 

（1） CPUからのオペランドアクセスまたは FPUからアクセス 

（a） OLメモリ 

CPUからのオペランドアクセスおよび FPUからのアクセス手段として、仮想アドレスによりオペランドバスか

ら直接アクセスを行う方法と、物理アドレスにより SuperHyway経由のアクセスを行う方法があります。 

オペランドバスからのアクセスは、ページ競合が発生しない限り 1サイクルアクセスになりますが、他 CPUの

OLメモリにアクセスすることはできません。 

SuperHyway経由のアクセスは、OLメモリの内容を OCにキャッシングするキャッシャブルアクセスと、非キ

ャッシャブルアクセスがあります。キャッシャブルアクセスの場合、OCと OLメモリのコヒーレンシはソフトウ

ェアにより保証してください。たとえばキャッシャブルのライトアクセスを行った領域を DMACにより読み出す

場合には、あらかじめ OCBP命令または OCBWB命令によりライトバックを行っておくか、DMACから PURGE

または FLUSHトランザクションを発行することによりコヒーレンシを保証してください。 

CPUからのオペランドアクセスが、非キャッシャブルアクセスになるかキャッシャブルアクセスになるかは外

部メモリの場合と同様です。詳細は「A.2 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 
 

（b） ILメモリ 

CPUからのオペランドアクセスおよび FPUからのアクセスは、仮想アドレスによりキャッシュ・RAM内蔵バ

ス経由のアクセスと、物理アドレスにより SuperHywayバス経由のアクセスを行う方法があります。 

キャッシュ・RAM内蔵バス経由のアクセスは複数サイクルかかります。また、他 CPUの ILメモリにアクセス

することはできません。 

SuperHywayバス経由のアクセスは、ILメモリの内容を OCにキャッシングするキャッシャブルアクセスと、非

キャッシャブルアクセスがあります。キャッシャブルアクセスの場合、OCと ILメモリのコヒーレンシはソフト

ウェアにより保証してください。たとえばキャッシャブルのライトアクセスを行った領域を DMACにより読み出

す場合には、あらかじめ OCBP命令または OCBWB命令によりライトバックを行っておくか、DMACから PURGE

または FLUSHトランザクションを発行することによりコヒーレンシを保証してください。 

CPUからのオペランドアクセスが、非キャッシャブルアクセスになるか、キャッシャブルアクセスになるかは

外部メモリの場合と同様です。詳細は「A.2 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 
 

（2） CPUからの命令フェッチアクセス 

（a） OLメモリ 

CPUからの命令フェッチアクセスは、仮想アドレスによりキャッシュ・RAM内蔵バス経由のアクセスと、物理

アドレスにより SuperHyway経由のアクセスを行う方法があります。 

キャッシュ・RAM内蔵バス経由のアクセスは複数サイクルかかります。また、他 CPUの OLメモリにアクセ

スすることはできません。 

SuperHywayバス経由のアクセスは、OLメモリの内容を ICにキャッシングするキャッシャブルアクセスと、非

キャッシャブルアクセスがあります。キャッシャブルアクセスの場合、ICと OLメモリのコヒーレンシはソフト

ウェアにより保証してください。たとえばキャッシャブルで走行するプログラムを書き換える場合には、書き換

え後に ICBI命令により該当部分を無効化するか、または CCR.ICI=1書き込みにより IC全部を無効化してから該
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当プログラムへ分岐するようにしてください。 

CPUからの命令フェッチが、非キャッシャブルアクセスになるか、キャッシャブルアクセスになるかは外部メ

モリの場合と同様です。詳細は「A.2 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 
 

（b） ILメモリ 

CPUからの命令フェッチアクセス手段として、仮想アドレスにより命令バスから直接アクセスを行う方法と、

物理アドレスにより SuperHyway経由のアクセスを行う方法があります。 

命令バスからのアクセスは、ページ競合が発生しない限り 1サイクルアクセスになりますが、他の CPUの IL

メモリにアクセスすることはできません。 

SuperHywayバス経由のアクセスは、ILメモリの内容を ICにキャッシングするキャッシャブルアクセスと、非

キャッシャブルアクセスがあります。キャッシャブルアクセスの場合、ICと ILメモリのコヒーレンシはソフトウ

ェアにより保証してください。たとえばキャッシャブルで走行するプログラムを書き換える場合には、書き換え

後に ICBI命令により該当部分を無効化するか、または CCR.ICI=1書き込みにより IC全部を無効化してから該当

プログラムへ分岐するようにしてください。 

CPUからの命令フェッチが、非キャッシャブルアクセスになるかキャッシャブルアクセスになるかは外部メモ

リの場合と同様です。詳細は「A.2 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 
 

A.4.4 使用上の注意 

（1） 内蔵メモリのコヒーレンシ 

内蔵メモリに命令を配置する場合は、内蔵メモリに命令を書き込んだ後、以下のシーケンスを実行してから書

き換え後の命令への分岐を行ってください。 

• SYNCO 

• ICBI  @Rn 

この場合、ICBI命令の対象はアドレスエラー例外にならない範囲で任意のアドレスでよく（内蔵メモリのアド

レスでもよい）、キャッシュヒット／キャッシュミスどちらでもかまいません。 

同一アドレスに対して、キャッシュ・RAM内蔵バスから直接アクセスと、SuperHywayバス経由でのアクセス

を同時に行わないでください。同時に行った場合の内蔵メモリのコヒーレンシは保証されません。 
 

（2） スリープモード 

（a） OLメモリ、ILメモリ 

スリープモード中は、DMACなどの SuperHywayバスマスタモジュールから OLメモリあるいは ILメモリへのア

クセスは行えません。ライトスリープモード中は、DMACなどの SuperHywayバスマスタモジュールから OLメモ

リあるいは ILメモリへのアクセスが行えます。 
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（3） 32ビットアドレス拡張モード使用時の注意事項 

UTLB、ITLBまたは PMBの PPNフィールドに内蔵メモリの仮想アドレスを設定しないでください。MMUまた

は PMBのアドレス変換を用いて内蔵メモリをアクセスしたい場合は、必ず PPNに内蔵メモリの物理アドレスを

設定してください。PPNに内蔵メモリの仮想アドレスを設定した場合の動作は保証しません。 
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A.5 2次キャッシュ 

マルチプロセッサ対応 SH-4Aは命令／データ混在の 256Kバイトの 2次キャッシュを内蔵しています。 

【注】 * キャッシュサイズが変わると、図 A.12で示されるウェイおよびエントリを表すビット位置とタグのサイズが変わ

ります。表 A.8にキャッシュサイズとウェイ、エントリのビット位置およびタグのサイズの対応を示します。 

 

表 A.8 キャッシュサイズとウェイ、エントリのビット位置、タグサイズの対応 

キャッシュ 

サイズ 

ウェイ エントリ タグのビット幅 

128Kバイト ビット[16:15] ビット[14:5] 18ビット（ビット[31:14]） 

256Kバイト ビット[17:16] ビット[15:5] 17ビット（ビット[31:15]） 

 

A.5.1 特長 

2次キャッシュの特長を表 A.9に示します。 
 

表 A.9 2次キャッシュの特長 

項目 2次キャッシュ 

容量 256Kバイト 

方式 4ウェイセットアソシアティブ、物理アドレスインデックス／物理アドレスタグ 

ラインサイズ 32バイト 

エントリ数 2048エントリ／ウェイ 

ライト方式 ライトスルー 

置換方式 LRU（Least Recently Used）アルゴリズム 

動作クロック システムクロック 

その他の機能 コヒーレンシ有効の CPU間で 2次キャッシュを共有する。 

コヒーレンシ無効の CPU間または、コヒーレンシ有効の CPUとコヒーレンシ無効の CPU

間では 2次キャッシュを排他的に使用。 

IC/OC共通、ICのみ、OCのみの 2次キャッシュから選択可能 

容量の半分または全部を共有メモリとして使用可能* 

【注】 * 仮想アドレス、物理アドレスとも、H'E4000000～H'E403FFFF(256KB時)、H'E4000000～H'E401FFFF(128KB時)

に配置され、それぞれのアドレスのみ RAMとしてアクセス可能になります。 
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A.5.2 レジスタの説明 

CCRレジスタに、2次キャッシュの有効／無効を選択するビットを設けます。L2CRレジスタを追加し、2次キ

ャッシュの制御を行います。CCRレジスタは CPUごとにあります。L2CRレジスタはすべての CPUに共通のレ

ジスタです。 
 

表 A.10 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

キャッシュ制御レジスタ CCR R/W H'FF00 001C H'1F00 001C 32 

2次キャッシュ制御レジスタ L2CR R/W H'FBF0 0000 － 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 A.11 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオン 

リセット 

マニュアル 

リセット 

スリープ スタンバイ 

キャッシュ制御レジスタ CCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 保持 

2次キャッシュ制御レジスタ L2CR H'0000 0000 － － － 

 

（1） キャッシュ制御レジスタ（CCR） 

CCRは、キャッシュの動作モードの選択、キャッシュの全エントリの無効化、キャッシュへの書き込みモード

の選択を行います。 

CCRへの書き換えは、キャッシング不可の P2領域のプログラムで行われなければなりません。CCR更新後、

キャッシング可能領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3のどれかを実行してくださ

い。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. CCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンスは

不要です。しかしこの方法では、CCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能

が低下しますのでご注意ください。 

ただし、方法 3は今後の SuperHファミリでは保証されない可能性があります。今後の SuperHファミリでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
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161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

⎯ ⎯

000000000

CCDMCPSNMIBE

000000 0

R/WR/WR/WRRRRRR/WRRRRRR R

初期値：

01234567891011121315 14

⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

0000000000000

OCEWTCBOCIL2OEICEICIL2IE

00 0

R/WR/WR/WR/WR/WRRRR/WRRR/WR/WRR R

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 IBE 0 R/W ICBI命令ブロードキャスト有効ビット 

ICBI命令を他の CPUにブロードキャストするかどうかを選択します。このビ

ットは ICE=1かつ CCD=0の場合のみ有効です。 

0：IC無効化の対象は、ICBI命令を実行した CPUの ICのみです。 

1：IC無効化の対象は、CCD=0の CPUすべての ICです。 

23～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18 SNM 0 R/W シノニム問題対策ビット 

シノニム問題をハードウェア対策するかどうか選択します。シノニム問題が発

生する可能性のあるプログラムで、SNM=0としたときの動作は保証しません。 

0：ハードウェア対策しません 

1：ハードウェア対策します 

シノニム問題については「A.2 メモリマネジメントユニット（MMU）」を

参照してください。 

17 MCP 0 R/W コヒーレンシプロトコル混在ビット 

同じ物理領域に対して異なるコヒーレンシプロトコルを使用する場合に設定

します（CCD=0のときのみ有効です）。1CPUでも、複数 CPUで共有して

も、異なるコヒーレンシプロトコルを使用する場合は 1を設定してください。

異なるコヒーレンシプロトコルを使用し、MCP=0を設定したときの動作は保

証しません。 

0：同じコヒーレンシプロトコルを設定 

1：異なるコヒーレンシプロトコルを設定 

16 CCD 0 R/W キャッシュコヒーレンシ無効ビット 

CPUが複数 CPU間のキャッシュコヒーレンシ制御を行うかどうかを選択し

ます。 

0：キャッシュコヒーレンシ制御有効 

1：キャッシュコヒーレンシ制御無効 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 L2IE 0 R/W 命令 2次キャッシュ有効ビット 

0：命令フェッチで、2次キャッシュを使用しません。 

1：命令フェッチで、2次キャッシュを使用します。 

11 ICI 0 R/W IC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと ICの全エントリの Vビットを 0にします。読み

出すと常に 0が読まれます。 

10、9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 ICE 0 R/W IC有効ビット 

ICの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ管理

情報の Cビットも 1でなければ ICを使用できません。 

0：ICを使用しない。 

1：ICを使用する。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 L2OE 0 R/W オペランド 2次キャッシュ有効ビット 

0：オペランドアクセスで、2次キャッシュを使用しません。 

1：オペランドアクセスで、2次キャッシュを使用します。 

3 OCI 0 R/W OC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと OCの全エントリの Vビットを 0にします。読

み出すと常に 0が読まれます。 

2 CB 0 R/W キャッシュコヒーレンシ制御ビット 1 

29ビットアドレスモードでの P1領域のキャッシュコヒーレンシプロトコル

を示します。32ビットアドレスモードでは本ビットは無効になり、PMBエン

トリのWTビットの値を参照します。 

キャッシュコヒーレンシ制御無効（CCD=1）のとき 

0：EI（ライトスルー）プロトコル 

1：MEI（コピーバック）プロトコル 

キャッシュコヒーレンシ制御有効（CCD=0）のとき 

0：ESI（ライトスルー）プロトコル 

1：MESI（コピーバック）プロトコル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 WT 0 R/W キャッシュコヒーレンシ制御ビット 0 

P0、U0、P3領域のキャッシュコヒーレンシプロトコルを示します。アドレス

変換が行われる場合、本ビットは無効になり、ページ管理情報のWTビットの

値を参照します。 

キャッシュコヒーレンシ制御無効（CCD=1）のとき 

0：MEI（コピーバック）プロトコル 

1：EI（ライトスルー）プロトコル 

キャッシュコヒーレンシ制御有効（CCD=0）のとき  

0：MESI（コピーバック）プロトコル 

1：ESI（ライトスルー）プロトコル 

0 OCE 0 R/W OC有効ビット 

OCの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ管理

情報の Cビットも 1でなければ ICを使用できません。 

0：OCを使用しない。 

1：OCを使用する。 

 

（2） 2次キャッシュ制御レジスタ（L2CR） 

L2CRは、2次キャッシュの動作モードの選択、キャッシュの全エントリの無効化を行います。L2CIに 1を書

き込んで L2C無効化後には、直後に L2CRを 1度リードしてください。 
 

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

0000

SMSL2CI

00000000000 0

⎯

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

⎯ ⎯

R/WR/WRWRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 L2CI 0 W L2C無効化 

1を書き込むと 2次キャッシュの全エントリの Vビットがクリアされます。 

読み出しは常に 0です。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 SMS すべて 0 R/W 共有メモリ選択 

2次キャッシュとして使用するか共有メモリとして使用するかを選択します。 

00：すべてのエントリを 2次キャッシュとして使用します。 

01：設定禁止 

10：すべてのエントリを共有メモリとして使用します。 

11：エントリ 1024～2047を共有メモリとして使用します。 

SMSビットを書き換える場合は、すべての CPUの ICと OCが無効の状態で

行い、L2CIビットに 1を指定して 2次キャッシュの全エントリの内容を無効

化してください。 

10または 11に設定後、共有メモリにアクセスをする前に SYNCO命令を実行

してください。 
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A.5.3 2次キャッシュの構成と動作 

（1） 構成 

図 A.12に 2次キャッシュの構成を示します。 

31 5 4 2

LW0

32bit

LW1

32bit

LW2

32bit

LW3

32bit

LW4

32bit

LW5

32bit

LW6

32bit

LW7

32bit 6bit2047 17bit 1bit

タグ V

アドレスアレイ
（ウェイ0～ウェイ3）

L2キャッシュ／
共有メモリ
混在モード

データアレイ
（ウェイ0～ウェイ3） LRU

エントリ選択

ロングワード（LW）選択

物理アドレス

3

11
16

10

0

読み出しデータ

ヒット信号

(ウェイ0～ウェイ3）

16 15 14 0

比較

 

図 A.12 2次キャッシュの構成 

2次キャッシュは 2048本のキャッシュラインから構成され、それぞれのラインは 17ビットのタグ、Vビット、

6ビットの LRUビットおよび 32バイトのデータから成ります。 
 

（a） タグ 

キャッシュされるデータラインの物理アドレス32ビットの上位17ビットを格納します。 

（b） Vビット（有効ビット） 

キャッシュラインに有効なデータが格納されているかを示します。このビットが1のとき、そのキャッシュラ

インのデータは有効となります。VビットはパワーオンリセットおよびL2CR.L2CIへの書き込みで0に初期化

されます。 
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（c） LRU部 

4ウェイセットアソシアティブ方式では、エントリアドレスが同じデータを4つまでキャッシュに登録できま

す。エントリを登録するとき、4つのウェイのうちどのウェイに登録するかをLRUビットが示します。LRU

ビットは各エントリ6ビットからなり、ハードウェアで制御します。ウェイ選択のアルゴリズムとして、もっ

とも以前にアクセスされたウェイを選ぶLRU（Least Recently Used）アルゴリズムを使用しています。LRUビ

ットはパワーオンリセットおよびL2CR.L2CIへの1書き込みですべて0に初期化されます。 

 

（d） データ部 

データ部には1キャッシュラインあたり32バイト（256ビット）のデータが格納されます。データ部はパワー

オンリセットで初期化されません。 

 

（2） 2次キャッシュの動作 

マルチプロセッサ対応 SH-4Aでは、命令キャッシュ（IC）やオペランドキャッシュ（OC）がイネーブルの場合

に 2次キャッシュを使用することが可能です。2次キャッシュの Vビットと LRUビットの初期化は、パワーオン

リセット、L2CR.L2CI=1の書き込みによる L2Cインバリデートのどちらかの場合にハードウェアで行います。IC

インバリデートや OCインバリデートでは 2次キャッシュの Vビットと LRUビットの初期化は行われません。V

ビットと LRUビットの初期化にはエントリ数の 4分の 1のクロックサイクルを要し、その間の CPUからのメモ

リアクセスで 2次キャッシュをアクセスする場合は、初期化完了まで待たされます。 

2次キャッシュへのアクセスは、 

- CPUからの命令フェッチによる ICを介した動作  →（a） 

- CPUからのオペランドアクセスによる OCを介した動作 →（b） 

- CPUからのキャッシュ操作命令による動作   →（c） 

- SuperHywayからのコヒーレンシアクセス   →（d） 

があります。 
 

（a） CPUからの命令フェッチによる ICを介した動作 

CPUからの命令フェッチによる ICを介した動作は、CCR.ICE=1かつ CCR.L2IE=1の場合に 2次キャッシュを動

作します。その動作には、 

- ICからのリード 

があります。 
 

• ICからのリード 

ICでキャッシュミスを起こした場合のブロックリードで、常に1ライン分（32バイト）のデータ転送となりま

す。ICから送られたICミスアドレスである物理アドレスのビット[15:5]（2次キャッシュ／共有メモリ混在モ

ードの場合は、[14:5]）でインデックスされる各ウェイの2次キャッシュラインからタグとVビットを読み出

します。 

物理アドレスのビット[31:15]とタグを比較し、 

- タグが一致かつ Vビットが 1の場合 → 1. 
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- それ以外の場合   → 2. 
 

1. 2次キャッシュヒット 

物理アドレスのビット[15:5]（2次キャッシュ／共有メモリ混在モードの場合は、[14:5]）でインデックスされ、

ヒットしたウェイの2次キャッシュラインのデータ部から、32バイトデータを読み出し、ICにフィルします。 

2. 2次キャッシュミス 

物理アドレスに対応する外部メモリから、2次キャッシュラインへデータを読み込みます。データの読み込み

はキャッシュミスした物理アドレスに対応するデータから順にラップアラウンド方式で行い、先頭のデータ

が2次キャッシュへ到着した時点で、ICにも読み出しデータを返します。2次キャッシュは1ライン分のデータ

の書き込みとともに、物理アドレスに対応するタグを登録し、Vビットに1を書き込みます。 

 

（b） CPUからのオペランドアクセスによる OCを介した動作 

CPUからのオペランドアクセスによる OCを介した動作は、CCR.OCE=1かつ CCR.L2OE=1の場合に 2次キャ

ッシュを動作します。その動作には、 

- OCからのリード 

- OCからのライトスルーライト 

- OCからのライトバックライト 

があります。 
 

• OCからのリード 

OCでキャッシュミスを起こした場合のブロックリードで、常に 1ライン分（32バイト）のデータ転送となり

ます。OCから送られた OCキャッシュミスアドレスである物理アドレスのビット[15:5]（2次キャッシュ／共有メ

モリ混在モードの場合は、[14:5]）でインデックスされる各ウェイの 2次キャッシュラインからタグと Vビットを

読み出します。物理アドレスのビット[31:15]とタグを比較し、 

- タグが一致かつ Vビットが 1の場合 → 1. 

- それ以外の場合   → 2. 

 

1. 2次キャッシュヒット 

物理アドレスのビット[15:5]（2次キャッシュ／共有メモリ混在モードの場合は、[14:5]）でインデックスされ、

ヒットしたウェイの2次キャッシュラインのデータ部から32バイトデータを読み出し、OCへフィルします。 

2. 2次キャッシュミス 

物理アドレスに対応する外部メモリから、2次キャッシュラインへデータを読み込みます。データの読み込み

はキャッシュミスした物理アドレスに対応するデータから順にラップアラウンド方式で行い、先頭のデータ

が2次キャッシュへ到着した時点でOCにも読み出しデータを返します。2次キャッシュは1ライン分のデータ

の書き込みとともに、物理アドレスに対応するタグを登録し、Vビットに1を書き込みます。 
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• OCからのライトスルーライト 

OCでライトスルーライトが起きた場合のシングルライト（クワッドワード／ロングワード／ワード／バイ

ト）です。OCから送られた物理アドレスのビット[15:5]（2次キャッシュ／共有メモリ混在モードの場合は、

[14:5]）でインデックスされる各ウェイの2次キャッシュラインからタグとVビットを読み出します。 

物理アドレスのビット[31:15]とタグを比較し、 

- タグが一致かつ Vビットが 1の場合 → 1. 

- それ以外の場合   → 2. 
 

1. 2次キャッシュヒット 

物理アドレスのビット[15:5]（2次キャッシュ／共有メモリ混在モードの場合は、[14:5]）でインデックスされ、

ヒットしたウェイの2次キャッシュラインのデータ部の、物理アドレスのビット[4:0]で指定されるデータ位置

に対し、指定されたアクセスサイズ（クワッドワード／ロングワード／ワード／バイト）によりデータの書

き込みを行います。書き込みは指定されたアクセスサイズで外部メモリにも行います。 

2. 2次キャッシュミス 

物理アドレスに対応した外部メモリへ、指定されたアクセスサイズのライトを行います。この場合、2次キャ

ッシュへの書き込みは行われません。 

 

• OCからのライトバックライト 

OCで書き戻しが起きた場合のブロックライトで常に1ライン分（32バイト）のデータ転送です。OCから送ら

れた物理アドレスのビット[15:5]（2次キャッシュ／共有メモリ混在モードの場合は、[14:5]）でインデックス

される各ウェイの2次キャッシュラインからタグとVビットを読み出します。 

物理アドレスのビット[31:15]とタグを比較し、 

- タグが一致かつ Vビットが 1の場合 → 1. 

- それ以外の場合   → 2. 
 

1. 2次キャッシュヒット 

物理アドレスのビット[15:5]（2次キャッシュ／共有メモリ混在モードの場合は、[14:5]）でインデックスされ

るキャッシュラインのヒットしたウェイのデータに対し、32バイトデータの書き込みを行います。32バイト

の書き込みを外部メモリにも行います。 

2. 2次キャッシュミス 

物理アドレスに対応した外部メモリへ、32バイトの書き込みを行います。この場合、2次キャッシュへの書き

込みは行われません。 

 

（c） CPUからのキャッシュ操作命令による動作 

CPUからのキャッシュ操作命令による動作には、 

- ICBI @Rn命令による場合 

- OCBI @Rn命令および OCBP @Rn命令による場合 

- OCBWB @Rn命令による場合 
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があります。 
 

• ICBI @Rn命令 

CCR.IBE=1、CCR.CCD=0、CCR.L2IE=1、かつRnで指示される仮想アドレスがキャッシャブル空間の場合、

Rnで指示される仮想アドレスに対応する物理アドレスを含む2次キャッシュラインを無効化します。2次キャ

ッシュはライトスルーであり、ダーティになることはないため、書き戻しは発生しません。 

• OCBI @Rn命令および OCBP @Rn命令 

CCR.L2OE=1かつ、Rnで指示される仮想アドレスがキャッシャブル空間の場合、Rnで指示される仮想アドレ

スに対応する物理アドレスを含む2次キャッシュラインを無効化します。2次キャッシュはライトスルーであ

り、ダーティになることはないため、書き戻しは発生しません。 

Rnで指定されるアドレスのビット[31:24]がH'F8の場合、アドレス[17:16]で指定されるウェイとアドレス[15:5]

で指定されるインデックス（2次キャッシュ/共有メモリ混在モードの場合は，アドレス[16:15]で指定される

ウェイとアドレス[14:5]で指定されるインデックス）を無効化します。2次キャッシュはライトスルーであり、

ダーティになることはないため、書き戻しは発生しません。 

• OCBWB @Rn命令 

2次キャッシュはライトスルーであり、ダーティになることはないため、ノーオペレーションです。 

 

（d） SuperHywayバスからのコヒーレンシアクセス 

SuperHywayバスからのコヒーレンシアクセスには、 

- PURGEトランザクションを受けた場合 

- FLUSHトランザクションを受けた場合 

があります。 
 

• PURGEトランザクションを受けた場合 

コヒーレンシ有効のCPUが使用している2次キャッシュラインのうち、指示された物理アドレスを含むライン

を無効化します 

• FLUSHトランザクションを受けた場合 

2次キャッシュはライトスルーであり、ダーティになることはないため、ノーオペレーションです。 
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A.6 各命令の説明 

A.6.1 CPU命令の変更点 

（1） MOVCO MOVe COnditional データ転送命令 

Read-Modify-Writeが 

アトミックに完了した 

場合にストアする条件付ストア 

 
 

書式 動作概略 命令コード 実行ステート Tビット 

MOVCO.L R0,@Rn LDST→T 

if (T==1) R0→(Rn) 

0→LDST 

0000nnnn01110011 3 LDST 

 

（a） 説明 

MOVLI命令とMOVCO命令を組み合わせることにより、キャッシュコヒーレントな状態を保つマルチプロセッ

サシステム上において、アトミックな Read-Modify-Writeを実現できます。 

本命令は LDSTフラグの値を Tビットにコピーし、Tが 1の場合のみ R0の値をアドレス Rnにストアします。

その後、LDSTフラグを 0にクリアします。 

コヒーレンシ制御が有効な場合、LDSTフラグは、MOVLI命令実行以降に割り込みや例外が発生した場合、

MOCLI命令実行時に指定したアドレスを含んだキャッシュラインがスヌープバスを介して無効化された場合、

MOVCO命令実行時に指定したアドレス RnがMOVLI命令実行時に指定したアドレスを含むキャッシュラインに

含まれていなかった場合、キャッシュリプレースによりMOVLI命令実行時に確保したキャッシュラインが存在し

なくなった場合に先立ってクリアされます。 

コヒーレンシ制御が無効な場合、LDSTフラグは、MOVLI命令実行以降に割り込みや例外が発生した場合に上

記動作に先立ってクリアされます。 
 

（b） 注意 

非キャッシャブル領域においてアトミック Read-Modify-Writeを実現したい場合は、TAS.B命令を使用してくだ

さい。非キャッシャブル領域におけるMOVLI-MOVCO命令では、アトミックな動作を保証できません。また、

コヒーレンシ制御無効の場合、他プロセッサがMOVLI命令実行時に指定したアドレスを操作しても、LDSTフラ

グはクリアされません。 
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（c） 動作内容 

MOVCO(long n) /* MOVCO Rn,@Rn */ 

{ 

 T = LDST; 

 if(T==1) 

 Write_Long(R[n],R[0]); 

 LDST = 0; 

 PC += 2 

} 

 

（d） 使用例 
Retry:   MOVLI.L @Rn,R0  ; アトミックなインクリメント 

 ADD #1,R0 

 MOVCO.L R0,@Rn 

 BF Retry         ; MOVLI-MOVCO間に LDSTフラグがクリアされる事象が発生すると、再実行 

 NOP 

 

（e） 発生する可能性がある例外 

• データTLB多重ヒット例外 

• データTLBミス例外 

• データTLB保護違反例外 

• 初期ページ書き込み例外 

• データアドレスエラー 
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（2） MOVLI MOVe LInked データ転送命令 

アトミックな Read-Modify-Write 

を開始するロード 

 
 

書式 動作概略 命令コード 実行ステート Tビット 

MOVLI.L @Rm,R0 1→LDST，(Rm)→R0 

以後、(Rm) を含むキャッシュライン

へのストア／割り込み／例外の発生

時 0→LDST 

0000mmmm01100011 1 － 

 

（a） 説明 

MOVLI命令とMOVCO命令を組み合わせることにより、キャッシュコヒーレントな状態を保つマルチプロセッ

サシステム上において、アトミックな Read-Modify-Writeを実現できます。 

本命令は LDSTフラグに 1をセットし、アドレス Rmから 4バイトデータを R0に読み込みます。 

コヒーレンシ制御が有効な場合、LDSTフラグは、MOVLI命令実行以降に割り込みや例外が発生した場合、

MOVLI命令実行時に指定したアドレスを含んだキャッシュラインがスヌープバスを介して無効化された場合、

MOVCO命令実行時に指定したアドレス RnがMOVLI命令実行時に指定したアドレスを含むキャッシュラインに

含まれていなかった場合、キャッシュリプレースによりMOVLI命令実行時に確保したキャッシュラインが存在し

なくなった場合に上記動作に先立ってクリアされます。 

コヒーレンシ制御が無効な場合、LDSTフラグは、MOVLI命令実行以降に割り込みや例外が発生した場合に上

記動作に先立ってクリアされます。 

LDSTフラグが 1の状態でMOVCO命令を実行すると，MOVCO命令はストアを実行し、Tビットに 1をセッ

トします。LDSTフラグが 0の状態でMOVCO命令を実行すると，ストアは実行されず、Tビットが 0に設定さ

れます。 
 

（b） 注意 

非キャッシャブル領域においてアトミック Read-Modify-Writeを実現したい場合は、TAS.B命令を使用してくだ

さい。非キャッシャブル領域におけるMOVLI-MOVCO命令では、アトミックな動作を保証できません。また、

コヒーレンシ制御無効の場合、他プロセッサがMOVLI命令実行時に指定したアドレスを操作しても、LDSTフラ

グはクリアされません。 
 

（c） 動作内容 

MOVLINK(long m) /* MOVLI Rm,@Rn */ 

{ 

 LDST = 1; 

 R[0] = Read_Long(R[m]); 

 PC += 2 

} 
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（d） 使用例 

MOVCO命令を参照してください。 
 

（e） 発生する可能性がある例外 

• データTLB多重ヒット例外 

• データTLBミス例外 

• データTLB保護違反例外 

• データアドレスエラー 
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（3） TAS Test And Set 論理演算命令 

メモリテストと 

ビットセット 

 
 

書式 動作概略 命令コード 実行ステート Tビット 

TAS.B @Rn (Rn) が 0のとき 1→T,それ以外 0→T 

両方に対して 1→ (Rn) の MSB 

0100nnnn00011011 4 テスト結果 

 

（a） 説明 

汎用レジスタ Rnの内容で指定したメモリ領域に対し、そのアドレスの示すバイトデータを読み込み、そのデー

タがゼロのとき T=1、ゼロでないとき T=0とします。その後、ビット 7を 1にセットして同じアドレスへ書き込

みます。この間、バス権は解放しません。 

TAS.Bで発生する 2回のメモリアクセスは自動的に連続実行されます。この間はバス権が開放されないので、

他モジュールによるメモリアクセスは実行されません。 
 

（b） 注意 

SH-4A 拡張機能（PVR.VER=H'40）より、汎用レジスタ Rnの内容で指定したメモリ領域がキャッシュブロッ

クに存在しても、バイトデータ読み込み前にパージされずにキャッシュ上のデータを読み書きされます。そのた

め、汎用レジスタ Rnにキャッシャブル領域を指定した場合の動作は保障されません。非キャッシャブル領域を指

定してください。キャッシャブル領域にて同様の動作を保証したい場合は、MOVLI-MOVCO命令を使用してくだ

さい。 
 

（c） 動作内容 

TAS(int n) /* TAS.B @Rn */ 

{ 

 int temp; 

 

 temp = (int)Read_Byte(R[n]); /* Bus Lock */ 

 if(temp==0) T = 1; 

 else T = 0; 

 temp |= 0x00000080; 

 Write_Byte(R[n],temp); /* Bus unlock */ 

 PC += 2; 

} 

 



 

付録 A SH-4A拡張機能（PVR.VER=H'40） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  付録-57 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（d） 発生する可能性がある例外 

• データTLB多重ヒット例外 

• データTLBミス例外 

• データTLB保護違反例外 

• 初期ページ書き込み例外 

• データアドレスエラー 

 

例外処理において、本命令によるデータアクセスはバイトロード、バイトストアとして扱われます。 
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（4） OCBI Operand Cache Block Invalidate データ転送命令 

キャッシュブロックの無効化 

 
 

書式 動作概略 命令コード 実行ステート Tビット 

OCBI @Rn オペランドキャッシュブロックを

無効にする 

0000nnnn10010011 1 － 

 

（a） 説明 

実効アドレス Rnで示されている内容を使用して、データをアクセスします。キャッシュにヒットした場合、対

応するキャッシュブロックを無効（Vbit=0）にします。このとき、たとえコピーバック方式で、未書き込み情報

あり（Ubit=1）の場合でも、書き戻しはしません。本命令はコヒーレンシ制御有効設定しているすべての CPUに

対して、スヌープバスを介して実行されます。 

CCR.L2OE＝1の場合、対応する 2次キャッシュのキャッシュブロックを無効（Vビット＝0）にします。 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、Rn[31:24]が H'F8（L2Cアドレスアレイ領域）、ウェイ

=Rn[17:16]、エントリ=Rn[15:5]で示されるオペランドキャッシュラインを無効化します。この非キャッシュ領域

における操作は特権モードのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。TLB関連例外

は発生しません。 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、Rn[31:24]が H'F4（OCアドレスアレイ領域）、ウェイ

=Rn[14:13]、エントリ=Rn[12:5]で示されるオペランドキャッシュラインを無効化します。この非キャッシュ領域

における操作は特権モードのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。TLB関連例外

は発生しません。 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、Rn[31:24]が H'F8（L2Cアドレスアレイ領域）でウェイ＝

Rn[17:16]、エントリ＝Rn[15:5]で示される 2次キャッシュラインを無効化します。この非キャッシュ領域における

操作は特権モードのみ実行可能です。 

Rn[31:24]が H'F4、および、H'F8以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびそのリザーブ領

域（H'F0～H'F3、H'F5～H'F7、H'F9～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。なお、メモリ割り付けアレ

イ領域、制御レジスタ領域以外の非キャッシュ領域アクセスは NOPとして動作します。 
 

（b） 注意 

SH-4A拡張機能（PVR.VER=H'40）より、キャッシャブル領域に対して本命令を実行した場合，コヒーレンシ制

御有効設定しているすべての CPUに対して、スヌープバス経由で無効化処理が行われます。キャッシュコヒーレ

ントな状態を保つマルチプロセッサシステム上において、プロセスマイグレーション（CPU間プロセス移動）が

発生した場合でも、本命令によるキャッシュ操作を適切に実行するための拡張機能です。 
 



 

付録 A SH-4A拡張機能（PVR.VER=H'40） 

RJJ09B0533-0100  Rev.1.00  付録-59 

2010.11.30  

 

SH7786グループ 

（c） 動作内容 

OCBI(int n) /* OCBI @Rn */ 

{ 

 int temp; 

 

 invalidate_operand_cache_block(R[n]); 

 PC += 2; 

} 

 

（d） 発生する可能性がある例外 

• データTLB多重ヒット例外 

• データTLBミス例外 

• データTLB保護違反例外 

• 初期ページ書き込み例外 

• データアドレスエラー 

 

キャッシュヒットしない場合でも、上記例外が発生しますので注意してください。 
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（5） OCBP Operand Cache Block Purge データ転送命令 

キャッシュブロックのパージ 

 
 

書式 動作概略 命令コード 実行ステート Tビット 

OCBP @Rn オペランドキャッシュブロックをライト

バックし無効にする 

0000nnnn10100011 1 － 

 

（a） 説明 

実効アドレス Rnで示されている内容を使用して、データをアクセスします。キャッシュにヒットして未書き込

み情報あり（Ubit＝1）の場合、対応するキャッシュブロックを外部メモリに書き戻して、そのブロックを無効（Vbit

＝0）にします。このとき、未書き込み情報なし（Ubit＝0）の場合、単にそのブロックを無効にします。本命令は

コヒーレンシ制御有効設定しているすべての CPUに対して、スヌープバスを介して実行されます。 

CCR.L2OE＝1の場合、対応する 2次キャッシュのキャッシュブロックを無効（Vビット＝0）にします。 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、Rn[31:24]が H'F8（L2Cアドレスアレイ領域）、ウェイ＝

Rn[17:16]、エントリ＝Rn[15:5]で示されるオペランドキャッシュラインを無効化します。このとき無効化されるラ

インがダーティであれば書き戻しを行います。この非キャッシュ領域における操作は特権モードのみ実行可能で、

ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。TLB関連例外は発生しません。 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、Rn[31:24]が H'F4（OCアドレスアレイ領域）、ウェイ＝

Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペランドキャッシュラインを無効化します。このとき無効化されるラ

インがダーティであれば書き戻しを行います。この非キャッシュ領域における操作は特権モードのみ実行可能で、

ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。TLB関連例外は発生しません。 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、Rn[31:24]が H'F8（L2Cアドレスアレイ領域）でウェイ＝

Rn[17:16]、エントリ＝Rn[15:5]で示される 2次キャッシュラインを無効化します。この非キャッシュ領域における

操作は特権モードのみ実行可能です。 

Rn[31:24]が H'F4、および、H'F8以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびそのリザーブ領

域（H'F0～H'F3、H'F5～H'F7、H'F9～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。なお、メモリ割り付けアレ

イ領域、制御レジスタ領域、内蔵メモリ領域以外の非キャッシュ領域アクセスは NOPとして動作します。 
 

（b） 注意 

SH-4A拡張機能（PVR.VER=H'40）より、キャッシャブル領域に対して本命令を実行した場合，コヒーレンシ制

御有効設定しているすべての CPUに対して、スヌープバス経由で書き戻し、および、無効化処理が行われます。

キャッシュコヒーレントな状態を保つマルチプロセッサシステム上において、プロセスマイグレーション（CPU

間プロセス移動）が発生した場合でも、本命令によるキャッシュ操作を適切に実行するための拡張機能です。 
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（c） 動作内容 

OCBP(int n) /* OCBP @Rn */ 

{ 

 int temp; 

 

 if(is_dirty_block(R[n]))  write_back(R[n]); 

 invalidate_operand_cache_block(R[n]); 

 PC += 2; 

} 

 

（d） 発生する可能性がある例外 

• データTLB多重ヒット例外 

• データTLBミス例外 

• データTLB保護違反例外 

• 初期ページ書き込み例外 

• データアドレスエラー 

 

キャッシュヒットしない場合でも、上記例外が発生しますので注意してください。 
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（6） OCBWB Operand Cache Block Write Back データ転送命令 

キャッシュブロックの 

書き戻し 

 

 

書式 動作概略 命令コード 実行ステート Tビット 

OCBWB @Rn オペランドキャッシュブロックを

ライトバックする 

0000nnnn10110011 1 － 

 

（a） 説明 

実効アドレス Rnで示されている内容を使用して、データをアクセスします。キャッシュにヒットして未書き込

み情報あり（Ubit＝1）の場合、対応するキャッシュブロックを外部メモリに書き戻して、そのブロックをクリー

ン（Ubit＝0）にします。キャッシュミスの場合やクリーンな場合はキャッシュブロックを操作しません。本命令

はコヒーレンシ制御有効設定しているすべての CPUに対して、スヌープバスを介して実行されます。 

2次キャッシュはライトスルーのみのため、CCR.L2OE＝1の場合でも 2次キャッシュは影響を受けません。 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、Rn[31:24]が H'F4（OCアドレスアレイ領域）、ウェイ＝

Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペランドキャッシュラインがダーティであれば書き戻しを行い、ダー

ティビットを 0にクリアします。この非キャッシュ領域における操作は特権モードのみ実行可能で、ユーザモー

ドではアドレスエラー例外を発生します。TLB関連例外は発生しません。 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、Rn[31:24]が H'F8（L2Cアドレスアレイ領域）のときは NOP

として動作します。この非キャッシュ領域における操作は特権モードのみ実行可能です。 

Rn[31:24]が H'F4、および、H'F8以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびそのリザーブ領

域（H'F0～H'F3、H'F5～H'F7、H'F9～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。なお、メモリ割り付けアレ

イ領域、制御レジスタ領域、内蔵メモリ領域以外の非キャッシュ領域アクセスは NOPとして動作します。 
 

（b） 注意 

SH-4A拡張機能（PVR.VER=H'40）より、キャッシャブル領域に対して本命令を実行した場合，コヒーレンシ制

御有効設定しているすべての CPUに対して、スヌープバス経由で書き戻し処理が行われます。キャッシュコヒー

レントな状態を保つマルチプロセッサシステム上において、プロセスマイグレーション（CPU間プロセス移動）

が発生した場合でも、本命令によるキャッシュ操作を適切に実行するための拡張機能です。 
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（c） 動作内容 

OCBWB(int n) /* OCBWB @Rn */ 

{ 

 int temp; 

 

 if(is_dirty_block(R[n]))  write_back(R[n]); 

 PC += 2; 

} 

 

（d） 発生する可能性がある例外 

• データTLB多重ヒット例外 

• データTLBミス例外 

• データTLB保護違反例外 

• 初期ページ書き込み例外 

• データアドレスエラー 

 

キャッシュヒットしない場合でも、上記例外が発生しますので注意してください。 
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（7） ICBI Instruction Cache Block Invalidate データ転送命令 

命令キャッシュブロックの 

無効化 

 

 

書式 動作概略 命令コード 実行ステート Tビット 

ICBI @Rn 命令キャッシュブロックを無効化 0000nnnn11100011 13 － 

 

（a） 説明 

Rnの内容を実行アドレスとして命令キャッシュをアクセスします。キャッシュにヒットした場合、対応するキ

ャッシュブロックを無効（V bit=0）にします。このとき、書き戻しはしません。キャッシングミスの場合や、キ

ャッシング不可領域へのアクセスの場合は無効化を行いません。 
 

（b） 注意 

SH-4A 拡張機能（PVR.VER＝H'40）より、ICBI命令ブロードキャスト有効（CCR.IBE＝1かつ CCR.CCD=0）

の場合、コヒーレンシ制御有効設定（CCR.CCD＝0）しているすべての CPUに対して、スヌープバス経由で無効

化処理が行われます。キャッシュコヒーレントな状態を保つマルチプロセッサシステム上において、プロセスマ

イグレーション（CPU間プロセス移動）が発生した場合でも、本命令によるキャッシュ操作を適切に実行するた

めの拡張機能です。 

ICBI命令ブロードキャスト有効（CCR.IBE＝1かつ CCR.CCD＝0）かつ命令 2次キャッシュ有効（CCR.L2IE＝1）

の場合、2次キャッシュの無効化処理も同時に行われます。 
 

（c） 動作内容 

ICBI(int n) /* ICBI @Rn */ 

{ 

 invalidate_instruction_cache_block(R[n]); 

 PC += 2; 

} 

 

（d） 使用例 

プログラムを RAM上で書き換えて実行するプログラムでは、命令キャッシュが書き換え前の古い命令を持った

まま実行しないように、該当命令キャッシュブロックを ICBI命令で無効化します。 
 

（e） 発生する可能性がある例外 

• 命令TLB多重ヒット例外 

• 命令TLBミス例外 

• 命令TLB保護違反例外 

• 命令アドレスエラー 

• スロット不当命令例外 

キャッシュヒットしない場合でも、上記例外が発生しますので注意してください。 
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A.7 レジスタ一覧（追加変更分） 

マルチプロセッサ対応 SH-4Aでは、次のレジスタが追加変更になります。 

A.7.1 レジスタ一覧 
 
モジュール名 名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

MMU ページテーブルエントリ 

上位レジスタ 

PTEH R/W H'FF00 0000 H'1F00 0000 32 

 MMU制御レジスタ MMUCR R/W H'FF00 0010 H'1F00 0010 32 

 ページテーブルエントリアドレス

空間識別子レジスタ 

PTEAEX R/W H'FF00 007C H'1F00 007C 32 

キャッシュ キャッシュ制御レジスタ CCR R/W H'FF00 001C H'1F00 001C 32 

2次キャッシュ 2次キャッシュ制御レジスタ L2CR R/W H'FBF0 0000 － 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

A.7.2 各動作モードにおけるレジスタの状態 
 
モジュール名 名称 略称 パワーオンリセット マニュアルリセット スリープ 

MMU ページテーブルエントリ上位レジスタ PTEH 不定 不定 保持 

 MMU制御レジスタ MMUCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

 ページテーブルエントリアドレス空間

識別子レジスタ 

PTEAEX 不定 不定 保持 

キャッシュ キャッシュ制御レジスタ CCR H'0000 0000 H'0000 0000 保持 

2次キャッシュ 2次キャッシュ制御レジスタ L2CR H'0000 0000 － － 
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A.8 CPUコア IDレジスタ（CPIDR） 

CPUコア IDレジスタ（CPIDR）はマルチ CPU構成時に CPUコアを識別するためのレジスタです。 

値は CPUごとに異なります。 
 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

CPUコア IDレジスタ CPIDR R H'FF00 0048 H'1F00 0048 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 
 

161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

⎯ ⎯

000000000

⎯⎯⎯⎯

000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯00000

CPUID⎯⎯⎯

00 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 CPUID 不定 R CPUコア ID 

マルチ CPU構成時に CPUコアを識別するためのレジスタです。値は CPU

ごとに異なります。 

CPU0：00000000 

CPU1：00000001 
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A.9 バリア同期レジスタ 

バリア同期レジスタは複数 CPU間で同期を取るためのレジスタです。 
 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

バリアライトレジスタ 0 BARW0 W H'FF00 0100 H'1F00 0100 32 

バリアリードレジスタ 0 BARR0 R H'FF00 0104 H'1F00 0104 32 

バリアライトレジスタ 1 BARW1 W H'FF00 0110 H'1F00 0110 32 

バリアリードレジスタ 1 BARR1 R H'FF00 0114 H'1F00 0114 32 

バリアライトレジスタ 2 BARW2 W H'FF00 0120 H'1F00 0120 32 

バリアリードレジスタ 2 BARR2 R H'FF00 0124 H'1F00 0124 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

• BARW0、BARW1、BARW2 

 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

⎯ ⎯

000000000

⎯⎯⎯⎯

000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

01234567891011121315 14

⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

0000000000000

BR⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

00 0

WRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 BR 0 W バリアビット 

バリアビット[012]への 0ライト、1ライトが可能。 

リード時は常に 0が読まれます。 
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• BARR0、BARR1、BARR2 

 
161718192021222324252627282931 30

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

ビット：

R/W：

⎯ ⎯

000000000

⎯⎯⎯⎯

000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

01234567891011121315 14

⎯ ⎯⎯⎯⎯⎯⎯ ⎯

ビット：

0000000000000

BR0BR1BR2BR3⎯⎯⎯⎯

00 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

初期値：

R/W：  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 BR3 0 R CPU3バリアビット（未サポート） 

CPU3のバリアビット[012]の値が読まれます。 

2 BR2 0 R CPU2バリアビット（未サポート） 

CPU2のバリアビット[012]の値が読まれます。 

1 BR1 0 R CPU1バリアビット 

CPU1のバリアビット[012]の値が読まれます。 

0 BR0 0 R CPU0バリアビット 

CPU0のバリアビット[012]の値が読まれます。 

【注】 スリープ中の CPUの BRビットは不定です。 
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付録 B モード端子の設定 

MODE14～MODE0端子の設定値は、PRESET端子によるパワーオンリセット時に入力されます。 

【注】 下記の表以外の組み合わせは設定禁止です。 

【記号説明】 

 H: ハイレベル入力 

 L: ローレベル入力 

 

表 B.1 クロック動作モード 

端子の値 周波数（対入力クロック） 

MODE端子番号

OSC／外部 
クロック入力
周波数[MHz] 

クロック 

動作 

モード 3 2 1 0 Typ. 

PLL1 PLL2

Ick SHck DUck Bck Pck DDRck 

0 L L L L ×32 ×16 ×8 ×16/3 ×8/3 ×32 

1 L L L H ×32 ×16 ×8 ×4 ×4 ×32 

2 L L H L

16.7 ×64 

×32 ×16 ×8 ×2 ×2 ×32 

3 L L H H ×16 ×8 ×4 ×8/3 ×4/3 ×16 

4 L H L L ×16 ×8 ×4 ×2 ×2 ×16 

5 L H L H

33.3 ×32 

×1

×16 ×8 ×4 ×1 ×1 ×16 

 

表 B.2 エリア 0のメモリタイプ・バス幅 

端子の設定 

MODE6 MODE5 MODE4 

メモリタイプ バス幅 

L MPXインタフェース 32ビット L 

H SRAMインタフェース 8ビット 

L SRAMインタフェース 16ビット 

L 

H 

H SRAMインタフェース 32ビット 

 

表 B.3 エリア 0領域拡張モード 

端子の設定 

MODE7 

エリア 0領域 

L エリア 0（CS0）は 128Mバイト空間（CS1端子は A26として使用） 

H 通常モード（CS0は 64Mバイト空間） 
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表 B.4 エンディアン 

端子の設定 

MODE8 

エンディアン 

L ビッグエンディアン 

H リトルエンディアン 

 

表 B.5 クロック入力 

端子の設定 

MODE9 

クロック入力 

L 外部入力クロック 

H 水晶発振子 

 

表 B.6 アドレス拡張モード 

端子の設定 

MODE10 

アドレスモード 

L 29ビットアドレスモード 

H 32ビットアドレス拡張モード 

 

表 B.7 PCIexpressモード 

端子の設定 

MODE11 

PCIexpressインタフェース 

L ルートポイントモード 

H エンドポイントモード 

 

表 B.8 PCIexpress PHY モード 

端子の設定 

MODE12 

PCIexpressインタフェース 

L 4レーン＋1レーン 

H 2レーン＋1レーン＋1レーン 

 

表 B.9 AUD モード 

端子の設定 

MODE13 

EXAUDモード 

L AUD有効 

H AUD無効（AUD端子使用不可） 
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表 B.10 動作 モード 

端子の設定 

MODE14 

動作モード 

L 通常動作 

H 設定禁止 

 

表 B.11 モード制御 

端子の設定 

MPMD 

モード 

L エミュレーションサポートモード 

H 本体チップモード（通常動作モード） 
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付録 C バージョンレジスタ 

製品バージョンレジスタに関するレジスタ構成を以下に示します。 
 

表 C.1 バージョンレジスタの構成 

名称 略称 R/W 初期値 P4アドレス エリア 7 

アドレス 

サイズ 

プロセッサバージョンレジスタ PVR R H'1040 05xx H'FF00 0030 H'1F00 0030 32 

プロダクトレジスタ PRR R H'0000 04xx H'FF00 0044 H'1F00 0044 32 

【記号説明】x：不定 

 

（1） プロセッサバージョンレジスタ（PVR） 
 

161718192021222324252627282931 30

000000100000100 0

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

バージョン情報

バージョン情報

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯1010000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：  
 

（2） プロダクトレジスタ（PRR） 
 

バージョン情報

01234567891011121315 14

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯0010000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯⎯

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

⎯⎯ ⎯
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付録 D 電源投入および切断順序 

D.1 異電位電源間および同電位電源間の電源投入および切断順序について 

1.25V系電源（端子名：VDD、VDD-PCIE、VDDAI、AV12）、1.5V系電源（端子名：VCCQ-DDR15、VCCQ-PCI15）、

および 3.3V系電源（端子名：VCCQ、VCCQ-PCI、AV33）間の電源投入切断順序について規定します。 
 

（1）電源の投入順序について 

投入順序の制約はありません。VSS**レベルから 1つの電源が立ち上がった後、300ms以内に VSS**レベルか

らすべての電源を立ち上げてください。 
 

（2）電源の切断順序について 

切断順序の制約はありません。1つの電源が立ち下がった後、300ms以内にすべての電源を立ち下げてください。 
 

300ms ＞ t ≧ 0s

0.1×V**

V** min

VSS**

VSS**

VSS**

0.9×V**

0.2[V]

V**：VDD12、VDD15（DDR電源バックアップからの遷移

     の場合、VCCQ-DDR15は除く）、VCC33

VSS**：GND（＝0V）

300ms ＞ t ≧ 0s

VDD12（LSI端子名：VDD、 VDD-PCIE、VDDAI、AV12）

VDD15（LSI端子名：VCCQ-DDR15、 VCCQ-PCI）

VDD33（LSI端子名：VCCQ, VCCQ-PCI、AV33）

 

・電源切断時

・電源投入時

VSS**

V** min

V** min

 

図 D.1 異電位間および同電位間の電源投入／切断シーケンス 
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D.2 DDR3-SDRAM電源バックアップモード時の異電位電源間および同電位電源間の電

源投入および切断順序について 

DDR3-SDRAM電源バックアップモード時の 1.25V系電源（端子名：VDD、VDD-PCIE、VDDAI、AV12）、1.5V

系電源（端子名：VCCQ-DDR15、VCCQ-PCI）、および 3.3V系電源（端子名：VCCQ、VCCQ-PCI、AV33）間の

電源投入切断順序について規定します。 
 

（1）電源の投入順序について 

投入順序の制約はありません。VSS**レベルから VCCQ-DDR15電源以外の 1つの電源が立ち上がった後、300ms

以内にすべての電源を立ち上げてください。 
 

（2）電源の切断順序について 

切断順序の制約はありません。VCCQ-DDR15電源以外の 1つの電源が立ち下がった後、300ms以内にすべての

電源を立ち下げてください。 
 

300ms ＞ t ≧ 0s

0.1×V**

0.9×V**

0.2[V]

V**：VDD12、VDD15（DDR電源バックアップからの遷移

     の場合、VCCQ-DDR15は除く）、VCC33

VSS**：GND（＝0V）

300ms ＞ t ≧ 0s

VDD12（LSI端子名：VDD、 VDD-PCIE、VDDAI、AV12）

VDD15（LSI端子名：VCCQ-DDR15、 VCCQ-PCI15）

VDD33（LSI端子名：VCCQ、VCCQ-PCI、AV33）

 

・電源切断時

・電源投入時
VCCQ-DDR15

VCCQ-DDR15

V** min

V** min

VSS**

VSS**

VSS**

VSS**

 

図 D.2 DDR3-SDRAM電源バックアップモード時の異電位間および同電位間の電源投入／切断シーケンス 
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付録 E 外形寸法図 
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付録 F 製品一覧 

 
型名 電圧 動作周波数 品名 動作温度 パッケージ 

SH7786 1.2V 533MHz R8A77860NBGV -20～+85℃ 593ピンBGA（鉛フリー） 
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